
紀　　　　　　要

第45巻

2 0 1 2

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校



 

 

鈴鹿工業高等専門学校紀要 

第４５巻 

 

目    次 

 

                                             

「パンセ」断片７９３について･･･････････････････････････････････････････････ 

 

アミロースヨウ素を用いた擬固体型色素増感太陽電池の高効率化････・・･･････････ 

 

 

 

 

文人・松村勝行の研究（上） －弁論と戯曲・シナリオ・小説・エッセイなど－･･･ 

 

毛沢東の政治理想と対の思想 
 －李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（二）－･････････････････ 

 

毛沢東の人格と対の思想 

 －李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（一）－･････････････････ 

 

対の思想と孟子の理想国家論 
 －対の思想（両面思考）から見た儒家思想の国家権力構造について－･･･････････ 

 
対の思想の政治思想的意義 
 －対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（終章）－･････････ 
 

対の思想と中庸思想の歴史的展開 

 －対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（五）－･･･････････ 

 

対の思想と中庸思想 

－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（四）－･････････････ 
 

 

奥 貞二 ･････････1 

 

幸後 健 ･････････9 

早瀬 修二 

海宝 龍夫 

田口 充 

 

久留原 昌宏 ････28 

              (123) 

 

小倉 正昭 ･･････50 

              (101) 

 

小倉 正昭 ･･････72 

               (79) 

 

小倉 正昭 ･･････94 

               (57) 

 

小倉 正昭 ･････116 

               (35) 

 

小倉 正昭 ･････138 

               (13) 

 
小倉 正昭 ･････150 

                (1) 

 

 

教職員の研究活動記録･････････････････････････････････････････････････････････････････････････151 
                                              



 

 

鈴鹿工業高等専門学校紀要 

第４５巻 

 

目    次 

 

                                             

「パンセ」断片７９３について･･･････････････････････････････････････････････ 

 

アミロースヨウ素を用いた擬固体型色素増感太陽電池の高効率化････・・･･････････ 

 

 

 

 

文人・松村勝行の研究（上） －弁論と戯曲・シナリオ・小説・エッセイなど－･･･ 

 

毛沢東の政治理想と対の思想 
 －李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（二）－･････････････････ 

 

毛沢東の人格と対の思想 

 －李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（一）－･････････････････ 

 

対の思想と孟子の理想国家論 
 －対の思想（両面思考）から見た儒家思想の国家権力構造について－･･･････････ 

 
対の思想の政治思想的意義 
 －対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（終章）－･････････ 
 

対の思想と中庸思想の歴史的展開 

 －対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（五）－･･･････････ 

 

対の思想と中庸思想 

－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（四）－･････････････ 
 

 

奥 貞二 ･････････1 

 

幸後 健 ･････････9 

早瀬 修二 

海宝 龍夫 

田口 充 

 

久留原 昌宏 ････28 

              (123) 

 

小倉 正昭 ･･････50 

              (101) 

 

小倉 正昭 ･･････72 

               (79) 

 

小倉 正昭 ･･････94 

               (57) 

 

小倉 正昭 ･････116 

               (35) 

 

小倉 正昭 ･････138 

               (13) 

 
小倉 正昭 ･････150 

                (1) 

 

 

教職員の研究活動記録･････････････････････････････････････････････････････････････････････････151 
                                              



MEMOIRS of Suzuka National College of Technology 
 

2012 Vol.45 
 

CONTENTS 
 
 
On fragment 793 in Pascal’s “Pensées”････ ････････････････････････････････Teiji Oku ･････････････････････････1 
 
Proposal of high efficiency Quasi-solid dye sensitized solar cell   
with Amylose-iodine････････････････････････････････････････････････････････T.KOGO ･･･････・････････････････9 
                                                                           S.HAYASE 
                                                                           T.KAIHO 
                                                                           M.TAGUCHI 
 
A Study of Matsumura Katsuyuki,a Person of Culture(Ⅰ) 
- About His Speechmaking,Drama,Scenario,Novel,Essay etc. -･･････････････Masahiro KURUHARA ･･･････････28 

(123) 

Mao Zedong’s Political Ideals and “the Thought of Dui” 
-Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by 
 Li Zhisui as a clue (2)-･････････････････････････････････････････････････････Masaaki OGURA ･･･････････････50 
                                                                                                          (101) 

Mao Zedong’s Personality and “the Thought of Dui” 
-Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by 
 Li Zhisui as a clue (1)-･････････････････････････････････････････････････････Masaaki OGURA ･･･････････････72 
                                                                                                           (79) 

“The Thought of Dui” and Mencius’s Theory of the Ideal State 
-State power structure in Confucian thought from a standpoint of  
the thought of Dui (dualist thought)-････････････････････････････････････････Masaaki OGURA ･･･････････････94 
                                                                                                           (57) 

3-Political Ideological Significance of the Thought of Dui 
-Historical background from which the thought of Dui(dualist thought)  
arose(Epilogue)- ･･･････････････････････････････････････････････････････････Masaaki OGURA ･････････････116 
                                                                                                           (35) 

Historical Development of the thought of Dui and the Doctrine of the Mean  
-Historical background from which the thought of Dui(dualist thought) 
arose (5)-･･････････････････････････････････････････････････････････････････Masaaki OGURA ･･････････････138 
                                                                                                           (13) 

The thought of Dui and the Doctrine of the Mean  
-Historical background from which the thought of Dui(dualist thought) 
arose (4)-･･････････････････････････････････････････････････････････････････Masaaki OGURA ･･････････････150 
                                                                                                            (1) 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――   
 
Research Activities of the Faculty Members ･･････････････････････････････････････････････････････････････151 

（学術論文） 

「パンセ」断片７９３１について 

 

奥 貞二1* 

1:教養教育科 
 

別紙において、断片１１０（人間の本性を的確に捉えた話）について纏めた２のであるが、実は

それ以上に驚かされた断片のことを話さなければならない。それは、「三つの秩序」と呼ばれる断

片７９３である。これについては、既に多くの人々が取り上げていて、もはや議論の余地が残され

ていない感がある。中でも三木清３、森有正４らの研究は周知の通りである。中でも三木の「パスカ

ルにおける人間の研究」は、広く人々の知るところであろう。研究の多くは、「パンセ」全体の一

部分として言及されているが、1 つの断片だけを取り上げた論文は見当たらない。しかし、ここで

は、断片７９３のみをピックアップし、その分析、語句の意味、パスカル思想の特徴を読み取ろう

とする基礎的研究である。 

１．秩序（ordre）という言葉について 

２．無限（infini）という言葉について 

３．愛（charité）という言葉について 

４．イエスキリストの愛について 

 
Key Words : 秩序，無限，愛，イエスキリスト 

(受付日 2011 年 8 月 26 日；  受理日 2011 年 12 月 21 日 ) 
 
 
序 

｢パンセ｣の中で、断片７９３は、取分け重要な断片であ 

る。この論文を分りやすくするため、少々長いのではある

が、日本語訳を引用する。 

 

 身体から精神への無限５の距離は、精神から愛６への無

限の距離を表徴する。なぜなら、愛は超自然であるから。 

 ―――― 

 この世の偉大のあらゆる光輝は、精神の探求に携わる

人々には光彩を失う。 

 ―――― 

 精神的な人々に偉大は、王や富者や将軍や全て肉にお

いて偉大な人々には見えない。 

 ―――― 

 神から来るのでなければ無に等しい知恵の偉大は、肉

的な人々にも精神的な人々にも見えない。これらは類を

異にする３つの秩序７である。 

 ―――― 

 偉大な天才たちは、彼らの威力、彼らの光輝、彼らの

偉大、彼らの勝利、彼らの光彩を持ち、肉的な偉大を少

しも必要としない。彼らの偉大は、肉的な偉大と何の関

係もない。彼らは目では見えないが、精神で見える。そ

れで十分なのだ。 

 聖徒たちは、彼らの威力、彼らの光輝、彼らの偉大、

彼らの勝利、彼らの光彩を持ち、肉的または精神的偉大

と何の関係もない。後者は前者に加えも引きもしないか

らである。生徒たちは神と天使からは見えるが、身体と

好奇的精神とからは見えない。彼らは神だけで十分なの

だ。 

 ―――― 

 アルキメデスは、この世の光輝はなくても、同じよう

に尊敬されたであろう。彼は目に見える戦争はしなかっ

た。だが、全ての精神的な人々に、彼の発明を提供した。

ああ、彼は精神的な人々に対していかに光輝を放ったこ

とか。 

 ―――― 

 イエス・キリストは、財産もなく、学問の外的な業績

もなく、その清浄な秩序の中におられる。彼は発明も授

けず、支配もしなかった。だが、謙虚で忍耐強く清浄で、

神に対しては清く、彼はいかに偉大な壮麗と素晴らしい

豪華とを持って来臨されたことであろう。 

 ―――― 

 アルキメデスにとっては、その幾何学の書物の中で王

公のように振舞うことは、よし彼が王公であったにして

も、無用であったろう。 

 我々主イエス・キリストにとっても、その清浄な世界
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それ以上に驚かされた断片のことを話さなければならない。それは、「三つの秩序」と呼ばれる断

片７９３である。これについては、既に多くの人々が取り上げていて、もはや議論の余地が残され

ていない感がある。中でも三木清３、森有正４らの研究は周知の通りである。中でも三木の「パスカ

ルにおける人間の研究」は、広く人々の知るところであろう。研究の多くは、「パンセ」全体の一

部分として言及されているが、1 つの断片だけを取り上げた論文は見当たらない。しかし、ここで

は、断片７９３のみをピックアップし、その分析、語句の意味、パスカル思想の特徴を読み取ろう

とする基礎的研究である。 

１．秩序（ordre）という言葉について 

２．無限（infini）という言葉について 

３．愛（charité）という言葉について 

４．イエスキリストの愛について 

 
Key Words : 秩序，無限，愛，イエスキリスト 

(受付日 2011 年 8 月 26 日；  受理日 2011 年 12 月 21 日 ) 
 
 
序 

｢パンセ｣の中で、断片７９３は、取分け重要な断片であ 

る。この論文を分りやすくするため、少々長いのではある

が、日本語訳を引用する。 

 

 身体から精神への無限５の距離は、精神から愛６への無

限の距離を表徴する。なぜなら、愛は超自然であるから。 

 ―――― 

 この世の偉大のあらゆる光輝は、精神の探求に携わる

人々には光彩を失う。 

 ―――― 

 精神的な人々に偉大は、王や富者や将軍や全て肉にお

いて偉大な人々には見えない。 

 ―――― 

 神から来るのでなければ無に等しい知恵の偉大は、肉

的な人々にも精神的な人々にも見えない。これらは類を

異にする３つの秩序７である。 

 ―――― 

 偉大な天才たちは、彼らの威力、彼らの光輝、彼らの

偉大、彼らの勝利、彼らの光彩を持ち、肉的な偉大を少

しも必要としない。彼らの偉大は、肉的な偉大と何の関

係もない。彼らは目では見えないが、精神で見える。そ

れで十分なのだ。 

 聖徒たちは、彼らの威力、彼らの光輝、彼らの偉大、

彼らの勝利、彼らの光彩を持ち、肉的または精神的偉大

と何の関係もない。後者は前者に加えも引きもしないか

らである。生徒たちは神と天使からは見えるが、身体と

好奇的精神とからは見えない。彼らは神だけで十分なの

だ。 

 ―――― 

 アルキメデスは、この世の光輝はなくても、同じよう

に尊敬されたであろう。彼は目に見える戦争はしなかっ

た。だが、全ての精神的な人々に、彼の発明を提供した。

ああ、彼は精神的な人々に対していかに光輝を放ったこ

とか。 

 ―――― 

 イエス・キリストは、財産もなく、学問の外的な業績

もなく、その清浄な秩序の中におられる。彼は発明も授

けず、支配もしなかった。だが、謙虚で忍耐強く清浄で、

神に対しては清く、彼はいかに偉大な壮麗と素晴らしい

豪華とを持って来臨されたことであろう。 

 ―――― 

 アルキメデスにとっては、その幾何学の書物の中で王

公のように振舞うことは、よし彼が王公であったにして

も、無用であったろう。 

 我々主イエス・キリストにとっても、その清浄な世界
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において光り輝くため、王として来臨することは無用で

あったろう。だが、彼は彼の秩序にふさわしい光輝を持

って、そこに来られたのだ。 

 ―――― 

 イエス・キリストの卑賤を、彼が来臨して表そうとさ

れた偉大と同じ秩序のものであるかのように考えて、そ

れにつまずくのは、笑うべきことである。 

 この偉大を、彼の生涯、彼の苦難、彼の微賤、彼の死、

弟子たちの選定、彼らからの置き去り、彼のひそかな復

活などのうちに見るがよい。人はそれがいかに偉大であ

るかを知り、そこにありもしない卑賤をつまずきの種に

するようなことはあるまい。 

 ―――― 

 しかし、世には肉的な偉大のみに感心して、精神的な

偉大などはないかのように思っている人々があり、また

精神的な偉大のみに感心して、知恵のうちにさら無限に

高いものはないかのように、思っている人々がある。 

 ―――― 

 あらゆる物体、すなわち大空、星、大地、その王国な

どは、精神の最も小さいものにも及ばない。なぜなら、

精神はそれらのすべてと自身とを認識するが、物体は何

も認識しないからである。 

あらゆる物体の総和も、あらゆる精神の総和も、また

それらすべての業績も、愛のもっとも小さい動作にも及

ばない。これは無限に高い秩序に属するものである。 

―――― 

あらゆる物体の総和からも、小さな思考を発生させる

ことは出来ない。それは不可能であり、他の秩序に属す

るものである。あらゆる物体と精神とから、人は真の愛

の一動作をも引き出すことは出来ない。それは不可能で

あり、他の超自然的な秩序８に属するものである。 

 

これらの引用の中で、無限、愛、秩序、イエスキリス 

トの４つのキーワードを巡って、以下の検討がなされる。

秩序、無限、愛、イエスキリストの順に見てみよう。 

 

1．秩序（ordre）という言葉について  

「パンセ」断片７９３の内容を要約すると、人間世界には、

次の３つの領域がある。即ち、身体、精神、愛であり、そ

れぞれは、まったく違った秩序で成り立っている。お互い

には、理解し合うことも、想像することもままならない無

限の距離がある。身体の例を挙げると、金持ち、王様、将

軍等。精神の方は、アルキメデス。愛については、イエス

キリストが代表例で挙げられている。 

ところで、この断片の中には、＜秩序＞と＜無限＞と＜

愛＞という３つのキーワードが出てくる。これらの言葉に

注目すると、「パンセ」作品全体の理解にも繋がる意外な

側面が見えてくるのである。この章では＜秩序＞という言

葉について見てみよう。仏語 ordre という言葉は、「パン

セ」断片７９３の中では７回＜秩序＞という意味で登場す

る９。その７個の用例は、①｢これらは類を異にする三つの

秩序である」 ②「清浄な秩序の中におられる｣ ③｢彼は

彼の秩序に相応しい光輝を持って、そこに来られたのだ｣ 

④「彼が来臨して現そうとされた偉大と同じ秩序のもので

あるかのように考えて」 ⑤｢無限に高い秩序に属する」 

⑥「他の秩序に属する｣ ⑦｢超自然的な秩序に属する」で

ある。7 個の内訳は、一つ目の①は、三つの秩序があると

述べ、後1つ⑥は、残り二つ身体と精神は、別の秩序に属

すと述べている。それ以外の5個②③④⑤⑦は、イエスキ

リストの秩序に言及している。清浄で、超自然的秩序であ

ると述べている。 

しかし、その他の断片で、ordre という言葉がどの様に

使われているかを調べてみると、非常に際立った特長が目

に付く。それは、原文はordreであるが、日本語訳として

は、「順序」「次元」「秩序」という訳語で使われている。

先ず、「順序」の訳語では、断片２１，６１，１４６，１

８７，２２７，２４１，２４６，２４７の８箇所である。

さらに、「秩序」という訳語の方は、１，２１０，２８３，

３７３，４０３，４４９，４６０，４７７，５７６，５８

２，７９３の１１箇所の断片である。それ以外に、断片７

２｢人間の不釣合い｣の中で「次元」という訳語で登場する。

そしてこの意味の違いが、何か重要なことを暗示している

のではないか。つまり、パスカルの「パンセ」という作品

の各々の断片を繋いでいく骨のような役割を果たしてい

るのではなかろうか１１。それを具体的に見てみよう。ordre

の用例は、「パンセ」の中の１９個の断片に現れる。その

中で、断片２４７までの用例は、＜順序＞という日本語訳

で用いられ、断片２８３からは、＜秩序＞という日本語訳

が充てられている。もしパスカルの意図を汲んで訳語を考

えるなら、順序と秩序と次元とに共通し、しかもパスカル

の意図に相応しい訳語を求めるとすると、新しい日本語の

訳語を考えるべきである。そうでなければ、＜オルドゥル

＞というカタカナを当てるしかないであろう。あるいはこ

うも考えられる。1658年に何人かの親しい人の前で、その

時構想している著作、『キリスト教弁証論』について２時

間ほども熱弁を振るった。けれども結局、病苦のために、

未完成のまま 4 年後 39 歳で息を引き取った。それで、そ

の構想は断片のままに、幾つかの束に纏められ、姉の家の

片隅に置かれていた。その未完成原稿、断片の寄せ集めが、

我々が目にする「パンセ」という本になったのであるが、

もちろんこれはパスカルが考えた題ではなく、パスカル没

後最初に出たポールロワイヤル版において｢死後遺稿のう

ちに見出された、宗教その他若干の問題についてのパスカ

ル氏の思想｣１２として出版された。そして、その長い題の

最後の文字の＜思想＞、これが｢パンセ｣の訳語であり、後
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の時代に広く世界中に行き渡ることとなった作品名であ

る。その講演の際に構想したもの、その際のキーワード、

ないしは核の１つとなると考えられたものが、＜ordre＞

ではないかと思われる。私が考えるには、キリスト教を信

じていない人、無関心な人を、信仰へと導くためには順序

が必要である。先ず人間性の理解、人間の生の空しさと悲

惨さ、そこから抜け出すための気晴らしと賭けに明け暮れ

る。そういう状態から脱して、本当の幸福・永遠の生を得

るには、神との出会い、神と共にあることが求められる。

それを聖書から学ぶ。旧約における預言、新約における

淡々と語られるイエス キリストの客観的事実を認知して

もらい、そこからキリスト教を擁護し、無神論者を信仰へ

と向けさせる。その構想において、神を知ることから、神

を信じることのあまりに遠い距離がある。それは、３つの

夫々には、夫々３つの秩序という言葉で表した。そして、

この三つの秩序という考えに至るには、無限についての理

解が不可欠であった。そこで、次の章では無限という言葉

についてみてみよう。 

 
2．無限（infini）という言葉について 

秩序と並んで、「パンセ」を書こうと思い立ったと考えら

れる決定的に重要な言葉として考えられるのが、無限

（infini）という言葉である。断片 793 の冒頭は、「身体

から精神への無限の距離は、精神から愛への無限大に無限

な距離を表徴する。なぜなら、愛は超自然であるから。」

この文章から、愛がキーワードであることは一目瞭然であ

るが、それを想い起こさせる表徴（figure）も、その愛を

想起する上で重要語であることが分る。しかし、それ以上

に身体から精神へ、精神から愛へは、それぞれ無限の距離

があると語られ、無限という言葉の理解が欠かせない。そ

こでこの章では、無限について取り上げる。 

断片793では、①「無限の距離がある」という用例が２

箇所、②｢無限に高い秩序｣「超自然的秩序」と言い換えら

れる用例が3個である。この二例はそのまま｢パンセ｣作品

の全内容を予告させるものがある。前者①の、「身体から

精神へ、精神から愛へは、それぞれ無限の距離がある」と

いうものである。それは、人間にとっては、数と空間とい

う２つの無限がある。数も空間も、さらにその次の数を、

さらにその向こうの空間を考えることができるし、実際に

も存在し、終りなく無限である。これと同様な使い方で、

他の｢パンセ｣に現れる用例は、断片１８３、２８２、４３

０、５５９である。それらの箇所は、空間の無限を自覚す

るにつけパスカルは、恐れ慄きを感じる。他の箇所では、

断片７２、２０５、２０６。また別の箇所では、人間は無

限と虚無の２つの無限の中間に位置し、何れの無限にも近

づくことも捉えることもできないものであるとされる。現

代の我々が、空を見ても美しいなと思っても、恐れに繋が

らないのは、無限についての認識不足なのか、とんでもな

い鈍感であるのだろうか。 

次に後者②の超自然的無限、無限に高い秩序とされる方

は、人間の能力をも、自然法則をも超える秩序、言い換え

れば、神の秩序であり、神を表現する形容詞としての無限

である。他の箇所では、断片４２５である。これら、二種

類の用例は、そのまま、２部構成を計画した｢パンセ｣と対

応する。前者、無限の距離があり、空間の無限の前で恐れ

を感じる方は、第1部 神なき人間の惨めさ と対応する。

そして、後者、超自然的秩序の方は、第２部 神とともに

ある人間の至福 の内容と重なるものである。 

 ところでこのパスカルの三つの秩序の発見、その前提と

なる無限の考え方には、パスカルの生涯そのものの理解を

必要としている。そこで、次のパスカルの二つの著書とそ

こでの発見が、この三つの秩序の考え方に大きく寄与して

いることは指摘できる。一つは、１６５７年に書かれた｢幾

何学的精神について｣１３この本は、新しい真理の発見には、

幾何学が最適であること、中でもその論証方法を説明して

いるが、そこで見出されたのは二つの無限の発見である。

空間についても、数についても、どれだけ大きな空間や数

を想定しても、それより更に大きい空間、大きな数を考え

ることができ、止まる所を知らない。数や空間の上での無

限を想定できる。また逆に、空間の分割についても、今あ

るものの更にその半分を幾らでも考えることができてい

く式に、無限小というか、無限に小さいものを考えること

が出来る。感覚的理解を超える無限が存在するということ、

そして人間は、そのどちらでもない中間者であるという確

認、その二つの無限を直視すれば、恐れおののくしかない。 

 もう一つは、すでに三木清も｢パスカルにおける人間の

研究｣の中で指摘しているが、パスカルが、1654 年３１歳

のとき書いたとされる｢数冪の和 Potestatum numericarum 

summma｣１４と題する論文である。低い次元の量は、一層高

い次元の量の前では、切り捨てても変わらないし、無視で

きる。面積を持たない線を何処まで伸ばしても、面には何

の関係も影響もなく無視できる。面を何処まで広げても、

立体の体積には何の影響も持たず無視できる。線も面も立

体も存在しているが、お互い領域をことにし、お互い同志

からは、無限を隔たりを持っている。 

 パスカルが三つの秩序という考えに至ったのは、単なる

宗教的傾向から出たとか、1646年の１回目の回心以後、人

間の研究へと向ったところから出てきた事は申すまでも

ないことですが、それ以上に、科学者であり数学者でもあ

るパスカルが、研究を推し進めてきた結果、この宇宙には、

人間には関わりえない無限が存在するということや、どれ 

だけの数を寄せ集めても、別の次元では何の意味も持たず

無視できる量であるということの決定的確信を掴んだ。パ

スカルは、ここから三つの秩序という思想に辿りついた。 

 

3. 愛（charité）という言葉について 
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において光り輝くため、王として来臨することは無用で

あったろう。だが、彼は彼の秩序にふさわしい光輝を持

って、そこに来られたのだ。 

 ―――― 

 イエス・キリストの卑賤を、彼が来臨して表そうとさ

れた偉大と同じ秩序のものであるかのように考えて、そ

れにつまずくのは、笑うべきことである。 

 この偉大を、彼の生涯、彼の苦難、彼の微賤、彼の死、

弟子たちの選定、彼らからの置き去り、彼のひそかな復

活などのうちに見るがよい。人はそれがいかに偉大であ

るかを知り、そこにありもしない卑賤をつまずきの種に

するようなことはあるまい。 

 ―――― 

 しかし、世には肉的な偉大のみに感心して、精神的な

偉大などはないかのように思っている人々があり、また

精神的な偉大のみに感心して、知恵のうちにさら無限に

高いものはないかのように、思っている人々がある。 

 ―――― 

 あらゆる物体、すなわち大空、星、大地、その王国な

どは、精神の最も小さいものにも及ばない。なぜなら、

精神はそれらのすべてと自身とを認識するが、物体は何

も認識しないからである。 

あらゆる物体の総和も、あらゆる精神の総和も、また

それらすべての業績も、愛のもっとも小さい動作にも及

ばない。これは無限に高い秩序に属するものである。 

―――― 

あらゆる物体の総和からも、小さな思考を発生させる

ことは出来ない。それは不可能であり、他の秩序に属す

るものである。あらゆる物体と精神とから、人は真の愛

の一動作をも引き出すことは出来ない。それは不可能で

あり、他の超自然的な秩序８に属するものである。 

 

これらの引用の中で、無限、愛、秩序、イエスキリス 

トの４つのキーワードを巡って、以下の検討がなされる。

秩序、無限、愛、イエスキリストの順に見てみよう。 

 

1．秩序（ordre）という言葉について  

「パンセ」断片７９３の内容を要約すると、人間世界には、

次の３つの領域がある。即ち、身体、精神、愛であり、そ

れぞれは、まったく違った秩序で成り立っている。お互い

には、理解し合うことも、想像することもままならない無

限の距離がある。身体の例を挙げると、金持ち、王様、将

軍等。精神の方は、アルキメデス。愛については、イエス

キリストが代表例で挙げられている。 

ところで、この断片の中には、＜秩序＞と＜無限＞と＜

愛＞という３つのキーワードが出てくる。これらの言葉に

注目すると、「パンセ」作品全体の理解にも繋がる意外な

側面が見えてくるのである。この章では＜秩序＞という言

葉について見てみよう。仏語 ordre という言葉は、「パン

セ」断片７９３の中では７回＜秩序＞という意味で登場す

る９。その７個の用例は、①｢これらは類を異にする三つの

秩序である」 ②「清浄な秩序の中におられる｣ ③｢彼は

彼の秩序に相応しい光輝を持って、そこに来られたのだ｣ 

④「彼が来臨して現そうとされた偉大と同じ秩序のもので

あるかのように考えて」 ⑤｢無限に高い秩序に属する」 

⑥「他の秩序に属する｣ ⑦｢超自然的な秩序に属する」で

ある。7 個の内訳は、一つ目の①は、三つの秩序があると

述べ、後1つ⑥は、残り二つ身体と精神は、別の秩序に属

すと述べている。それ以外の5個②③④⑤⑦は、イエスキ

リストの秩序に言及している。清浄で、超自然的秩序であ

ると述べている。 

しかし、その他の断片で、ordre という言葉がどの様に

使われているかを調べてみると、非常に際立った特長が目

に付く。それは、原文はordreであるが、日本語訳として

は、「順序」「次元」「秩序」という訳語で使われている。

先ず、「順序」の訳語では、断片２１，６１，１４６，１

８７，２２７，２４１，２４６，２４７の８箇所である。

さらに、「秩序」という訳語の方は、１，２１０，２８３，

３７３，４０３，４４９，４６０，４７７，５７６，５８

２，７９３の１１箇所の断片である。それ以外に、断片７

２｢人間の不釣合い｣の中で「次元」という訳語で登場する。

そしてこの意味の違いが、何か重要なことを暗示している

のではないか。つまり、パスカルの「パンセ」という作品

の各々の断片を繋いでいく骨のような役割を果たしてい

るのではなかろうか１１。それを具体的に見てみよう。ordre

の用例は、「パンセ」の中の１９個の断片に現れる。その

中で、断片２４７までの用例は、＜順序＞という日本語訳

で用いられ、断片２８３からは、＜秩序＞という日本語訳

が充てられている。もしパスカルの意図を汲んで訳語を考

えるなら、順序と秩序と次元とに共通し、しかもパスカル

の意図に相応しい訳語を求めるとすると、新しい日本語の

訳語を考えるべきである。そうでなければ、＜オルドゥル

＞というカタカナを当てるしかないであろう。あるいはこ

うも考えられる。1658年に何人かの親しい人の前で、その

時構想している著作、『キリスト教弁証論』について２時

間ほども熱弁を振るった。けれども結局、病苦のために、

未完成のまま 4 年後 39 歳で息を引き取った。それで、そ

の構想は断片のままに、幾つかの束に纏められ、姉の家の

片隅に置かれていた。その未完成原稿、断片の寄せ集めが、

我々が目にする「パンセ」という本になったのであるが、

もちろんこれはパスカルが考えた題ではなく、パスカル没

後最初に出たポールロワイヤル版において｢死後遺稿のう

ちに見出された、宗教その他若干の問題についてのパスカ

ル氏の思想｣１２として出版された。そして、その長い題の

最後の文字の＜思想＞、これが｢パンセ｣の訳語であり、後

（学術論文） 

の時代に広く世界中に行き渡ることとなった作品名であ

る。その講演の際に構想したもの、その際のキーワード、

ないしは核の１つとなると考えられたものが、＜ordre＞

ではないかと思われる。私が考えるには、キリスト教を信

じていない人、無関心な人を、信仰へと導くためには順序

が必要である。先ず人間性の理解、人間の生の空しさと悲

惨さ、そこから抜け出すための気晴らしと賭けに明け暮れ

る。そういう状態から脱して、本当の幸福・永遠の生を得

るには、神との出会い、神と共にあることが求められる。

それを聖書から学ぶ。旧約における預言、新約における

淡々と語られるイエス キリストの客観的事実を認知して

もらい、そこからキリスト教を擁護し、無神論者を信仰へ

と向けさせる。その構想において、神を知ることから、神

を信じることのあまりに遠い距離がある。それは、３つの

夫々には、夫々３つの秩序という言葉で表した。そして、

この三つの秩序という考えに至るには、無限についての理

解が不可欠であった。そこで、次の章では無限という言葉

についてみてみよう。 

 
2．無限（infini）という言葉について 

秩序と並んで、「パンセ」を書こうと思い立ったと考えら

れる決定的に重要な言葉として考えられるのが、無限

（infini）という言葉である。断片 793 の冒頭は、「身体

から精神への無限の距離は、精神から愛への無限大に無限

な距離を表徴する。なぜなら、愛は超自然であるから。」

この文章から、愛がキーワードであることは一目瞭然であ

るが、それを想い起こさせる表徴（figure）も、その愛を

想起する上で重要語であることが分る。しかし、それ以上

に身体から精神へ、精神から愛へは、それぞれ無限の距離

があると語られ、無限という言葉の理解が欠かせない。そ

こでこの章では、無限について取り上げる。 

断片793では、①「無限の距離がある」という用例が２

箇所、②｢無限に高い秩序｣「超自然的秩序」と言い換えら

れる用例が3個である。この二例はそのまま｢パンセ｣作品

の全内容を予告させるものがある。前者①の、「身体から

精神へ、精神から愛へは、それぞれ無限の距離がある」と

いうものである。それは、人間にとっては、数と空間とい

う２つの無限がある。数も空間も、さらにその次の数を、

さらにその向こうの空間を考えることができるし、実際に

も存在し、終りなく無限である。これと同様な使い方で、

他の｢パンセ｣に現れる用例は、断片１８３、２８２、４３

０、５５９である。それらの箇所は、空間の無限を自覚す

るにつけパスカルは、恐れ慄きを感じる。他の箇所では、

断片７２、２０５、２０６。また別の箇所では、人間は無

限と虚無の２つの無限の中間に位置し、何れの無限にも近

づくことも捉えることもできないものであるとされる。現

代の我々が、空を見ても美しいなと思っても、恐れに繋が

らないのは、無限についての認識不足なのか、とんでもな

い鈍感であるのだろうか。 

次に後者②の超自然的無限、無限に高い秩序とされる方

は、人間の能力をも、自然法則をも超える秩序、言い換え

れば、神の秩序であり、神を表現する形容詞としての無限

である。他の箇所では、断片４２５である。これら、二種

類の用例は、そのまま、２部構成を計画した｢パンセ｣と対

応する。前者、無限の距離があり、空間の無限の前で恐れ

を感じる方は、第1部 神なき人間の惨めさ と対応する。

そして、後者、超自然的秩序の方は、第２部 神とともに

ある人間の至福 の内容と重なるものである。 

 ところでこのパスカルの三つの秩序の発見、その前提と

なる無限の考え方には、パスカルの生涯そのものの理解を

必要としている。そこで、次のパスカルの二つの著書とそ

こでの発見が、この三つの秩序の考え方に大きく寄与して

いることは指摘できる。一つは、１６５７年に書かれた｢幾

何学的精神について｣１３この本は、新しい真理の発見には、

幾何学が最適であること、中でもその論証方法を説明して

いるが、そこで見出されたのは二つの無限の発見である。

空間についても、数についても、どれだけ大きな空間や数

を想定しても、それより更に大きい空間、大きな数を考え

ることができ、止まる所を知らない。数や空間の上での無

限を想定できる。また逆に、空間の分割についても、今あ

るものの更にその半分を幾らでも考えることができてい

く式に、無限小というか、無限に小さいものを考えること

が出来る。感覚的理解を超える無限が存在するということ、

そして人間は、そのどちらでもない中間者であるという確

認、その二つの無限を直視すれば、恐れおののくしかない。 

 もう一つは、すでに三木清も｢パスカルにおける人間の

研究｣の中で指摘しているが、パスカルが、1654 年３１歳

のとき書いたとされる｢数冪の和 Potestatum numericarum 

summma｣１４と題する論文である。低い次元の量は、一層高

い次元の量の前では、切り捨てても変わらないし、無視で

きる。面積を持たない線を何処まで伸ばしても、面には何

の関係も影響もなく無視できる。面を何処まで広げても、

立体の体積には何の影響も持たず無視できる。線も面も立

体も存在しているが、お互い領域をことにし、お互い同志

からは、無限を隔たりを持っている。 

 パスカルが三つの秩序という考えに至ったのは、単なる

宗教的傾向から出たとか、1646年の１回目の回心以後、人

間の研究へと向ったところから出てきた事は申すまでも

ないことですが、それ以上に、科学者であり数学者でもあ

るパスカルが、研究を推し進めてきた結果、この宇宙には、

人間には関わりえない無限が存在するということや、どれ 

だけの数を寄せ集めても、別の次元では何の意味も持たず

無視できる量であるということの決定的確信を掴んだ。パ

スカルは、ここから三つの秩序という思想に辿りついた。 

 

3. 愛（charité）という言葉について 

「パンセ」断片７９３について 3



（学術論文） 

断片７９３で語られている身体、精神に続く、3 番目の愛

の秩序とはどういうものであるのだろうか。その愛は、身

体と高貴な精神とからは、この愛を見ることができない。

他の二つ、身体、精神とは、次元が違うのである。見るこ

とができるのは神のみであると語られる。 

ところで私はギリシア哲学を研究してきたのだが、この

３つの秩序、3 つ目の秩序が愛であるという考えに出会っ

たときには、天と地がひっくり返るほどに驚いた。ギリシ

アにあっては＜個々の美しき事柄・美しき事例＞と＜美の

イデア＞、＜目に見えるもの＞と＜目に見えないもの＞、

＜質料＞と＜形相＞、＜規定されるもの＞と＜規定するも

の＞、＜個物＞と＜その本質＞、と言うように二元的対立

で捉えられた。＜観念論＞と＜唯物論＞、巨人戦争、普遍

論争等、これらは二元対立を巡って争われてきた事柄であ

った。その対立それ自身がどのようなものであるかの理解

に神経が集中して、それ以外に他の捉え方があるのかどう

かを想像することも考えることも難しく不可能であった。

しかし、パスカルによれば、身体の世界、精神の世界、そ

の次に愛の世界があるというではないか。夫々には夫々の

秩序があって、超えるどころか、見ることも考えることも

出来ない。富者や、王や、将軍には、量子力学者が格闘し

ているものは見えないし、理解できない。その量子力学者

には、あのイエスの卑賤、見すぼらしさ、苦難、数々の奇

跡、十字架上の死刑と復活、何れも無関係の事柄でしかな

い。イエスの愛というものは、富者や物理学者が見ている

ものと、方向性も次元も全く異なる超自然的なものであり、

彼らの理解を超えている。 

パスカルは、第３番目の秩序、イエスキリストの愛に触

れるということは、西洋思想のこれまでの歩みを全部引き

受け、更に一歩歩みだそうとしているかにも見える。この

ような考えにどうして至ったのだろうか。ところで３つ目

の秩序の考え方は何処から生まれたのか。無限と超えられ

ない世界については上で述べたが、直接イエスキリストに

繋がる考え方は何処から生じたのか。直接的には２度の回

心によるし、間接的には、パリ郊外のポール･ロワイアル

修道院でのド･サシ氏との対話が強く影響していると考え

られる。 

 先ず回心についてであるが、税務官である父エティエン

ヌの仕事の関係で、ルアン在住の時に、父が1646年１月、

腿の骨を脱臼し動けなくなった。父は、治療と療養を自宅

で過ごすことになった。その際治療に来ていた医者で、ポ

ール･ロワイアル派のギルベール氏から、キリスト教の手

ほどきを受けた。今まで触れたことのない世界に入ったよ

うに、信仰に一歩踏み出す。これが１回目の回心と呼ばれ

る。以後、これまでの科学者数学者技術者的側面に加えて、

キリスト教信仰が加わる。しかし決定的には、1654 年 11

月 23 日夜、火に導かれた決定的回心と呼ばれるものであ

る。そのときの状況は、「メモリアル（覚書）」として残さ

れている。他のいかなる神でもなくイエス キリストへの

信仰であることが明確に記されている。 

 間接的には、1655年妹ジャックリーヌがいる修道院ポー

ルロワイヤルで、ド・サシ氏と対談した１５。ここでの、サ

シ氏の指摘が大きな影響を与えていると思われる。今まで

最も親しんできて、自分に近い存在と考えていたエピクテ

ートスとモンテーニュの二人の限界を、自覚するようにな

る。エピクテートスの方は、人間の義務についてはよく弁

えているが、全て全能の神に従えば解決するという傲慢さ

を指摘された。モンテーニュについては、懐疑論の立場で

あらゆるものに寄りかからない自由を獲得したが、最初の

尊厳を見失った怠慢を指摘され、残されたイエスキリスト

への接近を自覚する。 

 1651年父エティエンヌの死によって、科学研究から人間

研究へと、ハッキリと舵を切った。｢幾何学的精神と繊細

な精神｣(パンセ断片１)の中で纏められているように、サ

ロンに出入りし、人間の空しさ悲惨さを自覚し、そこで、

気晴らしと賭けに時間を費やしても癒されず、信仰への道

しかないことを自覚して、いよいよ1658年｢キリスト教護

教論｣を構想し、友人の前で講演した。 

詳しく検討する前に｢パンセ｣で表れる愛という言葉に

ついて調べてみよう。断片283では二種類の愛が語られて

いる１６。「心情には心情の秩序、精神には精神の秩序があ

り、人間は愛の諸原因を秩序立てて説明できない、イエス･

キリストや聖パウロには愛の秩序がある。」 

人間のレベルの愛には、amour という言葉が充てられ、

イエスの愛には、charitéという言葉が充てられる１７。そ

して、amourという言葉には、：恋愛、自愛、愛と言う日本

語が充てられている。もう一方のchariteは、イエスの愛、

神の愛、超自然的な愛という日本語が充てられる。 

それでは、イエスキリストの愛それ自身については、次

章で検討することにしよう。 

 

4．イエスキリストの愛について 

断片７９３で表現されているイエスキリストの姿は、如

何なるものであるのか１８。 

イエスは、卑賤で、何の学歴もなければ学問も身につけ

ていない。しかし、謙虚で清浄で忍耐強く、如何なる罪も

犯していない。そして、パウロと並んで愛の秩序を持って

いる。それは精神によって教えようとしたのではなく、心

情によってでもなく、愛によって熱を与えようとしたので

ある。その愛は、身体の秩序からも、精神の秩序からも見

ることも触れることもできない。何故なら、その愛は超自

然的であるのだから。 

イエスの生涯は、マホメットのような人間的成功の道で

はなく、十字架に掛けられて死ぬまで遜った破滅の道であ

った１９。イエスを決定的に特徴付けるものは、旧約聖書の

預言が実現したこと２０。自ら弟子たちに、十字架に掛けら

（学術論文） 

れた後に復活すると予言したこと。紛れもなくメシア(救

世主)であったこと。そして、数々の奇跡を行ったことで

ある。盲人の視力を回復させたり、病者を癒したり、結婚

式で、水を葡萄酒に変えたり等々。しかし、十字架にかけ

られるまで、人々から受ける誤解と迫害で、苦難の連続で

あった。十字架に望む際には、弟子たちからも見放され２１、

しかも、ユダヤ人と異邦人によって裁かれた２２。 

しかし、すべては人間であると同時に神でもあったイエ

スキリスト２３を通じ、聖書に描かれたイエスキリストを通

じ、我々は、人間の本性と、神を知ることが出来る。エピ

クテートスのごとく、自分の悲惨さを知らずに神を知るこ

とは傲慢を生み、神を知らずに自分の悲惨さを知るものは

絶望を生むことになる。イエスキリスト、改めてその生き

様、生涯を理解するにつけ、それに対する自分はどういう

人間なのか、自覚し理解する糸口を与えてくれる道である
２４。 

 

5．結 論 

パスカルは、『キリスト教弁証論』を書き上げ、パスカ

ル流の信仰への道、信仰に導く道を示そうとした。その営

みを象徴していると考えられるのが、断片793である。そ

こで、我々は、断片793を、秩序ordre、無限infini、愛

charité の３語から分析した。これら３語は、パスカルの

思想発展、思想の核心を理解するのに不可欠なものである。 

１．ordre という言葉は、大きく、＜順序＞と＜秩序＞と

いう２つの意味を持つ。先ず＜順序＞は、キリスト教信

仰に至り、キリスト教へと導くには順序がある。それ故

この意味での用い方は、第１部、神なき人間の惨めさと

考えられていた断片で多く見られる用法である。他方＜

秩序＞は、３種類、３世界（身体、精神、愛）の秩序が

ある。この言明こそが、パスカルが述べようとした思想

とキリスト教の核心の１つと考えられる。３番目の秩序

こそが、キリストの愛であり、他の２つとは無限の距離

があり、第２部の、神と共にある人間の至福を理解する

鍵でもある。 

２．infiniという言葉は、１．を受けて、３つの各々の秩

序との間には無限の距離があるというコンテキストで

使われているが、この無限には、２つのニュアンスがあ

る。一方で、パスカルの天才的数学の考察（数冪の和：

無限にどんな数を加えても、無限には影響ない）から導

かれた。他方、数、時間、空間においては、無限が存在

し、人間はそれらの前では、無に等しい程の小さな惨め

な存在である。 

３．charité という言葉は、２．を受けて、そのような惨

めな存在である人間に開かれているのが、キリスト教信

仰を持つものに許されるキリストの愛である。イエスキ

リストは、学歴も学問もないが、謙虚で清浄で忍耐強く

超自然的愛を示すものである。しかし、またイエスキリ

ストを聖書を通じて知ることと、キリスト教を信じるこ

と、そして神と共に在ることへの道程には、紆余曲折と

無限に近い隔たりがあることをパスカル自身が教えて

いる。 
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（学術論文） 

断片７９３で語られている身体、精神に続く、3 番目の愛

の秩序とはどういうものであるのだろうか。その愛は、身

体と高貴な精神とからは、この愛を見ることができない。

他の二つ、身体、精神とは、次元が違うのである。見るこ

とができるのは神のみであると語られる。 

ところで私はギリシア哲学を研究してきたのだが、この

３つの秩序、3 つ目の秩序が愛であるという考えに出会っ

たときには、天と地がひっくり返るほどに驚いた。ギリシ

アにあっては＜個々の美しき事柄・美しき事例＞と＜美の

イデア＞、＜目に見えるもの＞と＜目に見えないもの＞、

＜質料＞と＜形相＞、＜規定されるもの＞と＜規定するも

の＞、＜個物＞と＜その本質＞、と言うように二元的対立

で捉えられた。＜観念論＞と＜唯物論＞、巨人戦争、普遍

論争等、これらは二元対立を巡って争われてきた事柄であ

った。その対立それ自身がどのようなものであるかの理解

に神経が集中して、それ以外に他の捉え方があるのかどう

かを想像することも考えることも難しく不可能であった。

しかし、パスカルによれば、身体の世界、精神の世界、そ

の次に愛の世界があるというではないか。夫々には夫々の

秩序があって、超えるどころか、見ることも考えることも

出来ない。富者や、王や、将軍には、量子力学者が格闘し

ているものは見えないし、理解できない。その量子力学者

には、あのイエスの卑賤、見すぼらしさ、苦難、数々の奇

跡、十字架上の死刑と復活、何れも無関係の事柄でしかな

い。イエスの愛というものは、富者や物理学者が見ている

ものと、方向性も次元も全く異なる超自然的なものであり、

彼らの理解を超えている。 

パスカルは、第３番目の秩序、イエスキリストの愛に触

れるということは、西洋思想のこれまでの歩みを全部引き

受け、更に一歩歩みだそうとしているかにも見える。この

ような考えにどうして至ったのだろうか。ところで３つ目

の秩序の考え方は何処から生まれたのか。無限と超えられ

ない世界については上で述べたが、直接イエスキリストに

繋がる考え方は何処から生じたのか。直接的には２度の回

心によるし、間接的には、パリ郊外のポール･ロワイアル

修道院でのド･サシ氏との対話が強く影響していると考え

られる。 

 先ず回心についてであるが、税務官である父エティエン

ヌの仕事の関係で、ルアン在住の時に、父が1646年１月、

腿の骨を脱臼し動けなくなった。父は、治療と療養を自宅

で過ごすことになった。その際治療に来ていた医者で、ポ

ール･ロワイアル派のギルベール氏から、キリスト教の手

ほどきを受けた。今まで触れたことのない世界に入ったよ

うに、信仰に一歩踏み出す。これが１回目の回心と呼ばれ

る。以後、これまでの科学者数学者技術者的側面に加えて、

キリスト教信仰が加わる。しかし決定的には、1654 年 11

月 23 日夜、火に導かれた決定的回心と呼ばれるものであ

る。そのときの状況は、「メモリアル（覚書）」として残さ

れている。他のいかなる神でもなくイエス キリストへの

信仰であることが明確に記されている。 

 間接的には、1655年妹ジャックリーヌがいる修道院ポー

ルロワイヤルで、ド・サシ氏と対談した１５。ここでの、サ

シ氏の指摘が大きな影響を与えていると思われる。今まで

最も親しんできて、自分に近い存在と考えていたエピクテ

ートスとモンテーニュの二人の限界を、自覚するようにな

る。エピクテートスの方は、人間の義務についてはよく弁

えているが、全て全能の神に従えば解決するという傲慢さ

を指摘された。モンテーニュについては、懐疑論の立場で

あらゆるものに寄りかからない自由を獲得したが、最初の

尊厳を見失った怠慢を指摘され、残されたイエスキリスト

への接近を自覚する。 

 1651年父エティエンヌの死によって、科学研究から人間

研究へと、ハッキリと舵を切った。｢幾何学的精神と繊細

な精神｣(パンセ断片１)の中で纏められているように、サ

ロンに出入りし、人間の空しさ悲惨さを自覚し、そこで、

気晴らしと賭けに時間を費やしても癒されず、信仰への道

しかないことを自覚して、いよいよ1658年｢キリスト教護

教論｣を構想し、友人の前で講演した。 

詳しく検討する前に｢パンセ｣で表れる愛という言葉に

ついて調べてみよう。断片283では二種類の愛が語られて

いる１６。「心情には心情の秩序、精神には精神の秩序があ

り、人間は愛の諸原因を秩序立てて説明できない、イエス･

キリストや聖パウロには愛の秩序がある。」 

人間のレベルの愛には、amour という言葉が充てられ、

イエスの愛には、charitéという言葉が充てられる１７。そ

して、amourという言葉には、：恋愛、自愛、愛と言う日本

語が充てられている。もう一方のchariteは、イエスの愛、

神の愛、超自然的な愛という日本語が充てられる。 

それでは、イエスキリストの愛それ自身については、次

章で検討することにしよう。 

 

4．イエスキリストの愛について 

断片７９３で表現されているイエスキリストの姿は、如

何なるものであるのか１８。 

イエスは、卑賤で、何の学歴もなければ学問も身につけ

ていない。しかし、謙虚で清浄で忍耐強く、如何なる罪も

犯していない。そして、パウロと並んで愛の秩序を持って

いる。それは精神によって教えようとしたのではなく、心

情によってでもなく、愛によって熱を与えようとしたので

ある。その愛は、身体の秩序からも、精神の秩序からも見

ることも触れることもできない。何故なら、その愛は超自

然的であるのだから。 

イエスの生涯は、マホメットのような人間的成功の道で

はなく、十字架に掛けられて死ぬまで遜った破滅の道であ

った１９。イエスを決定的に特徴付けるものは、旧約聖書の

預言が実現したこと２０。自ら弟子たちに、十字架に掛けら

（学術論文） 

れた後に復活すると予言したこと。紛れもなくメシア(救

世主)であったこと。そして、数々の奇跡を行ったことで

ある。盲人の視力を回復させたり、病者を癒したり、結婚

式で、水を葡萄酒に変えたり等々。しかし、十字架にかけ

られるまで、人々から受ける誤解と迫害で、苦難の連続で

あった。十字架に望む際には、弟子たちからも見放され２１、

しかも、ユダヤ人と異邦人によって裁かれた２２。 

しかし、すべては人間であると同時に神でもあったイエ

スキリスト２３を通じ、聖書に描かれたイエスキリストを通

じ、我々は、人間の本性と、神を知ることが出来る。エピ

クテートスのごとく、自分の悲惨さを知らずに神を知るこ

とは傲慢を生み、神を知らずに自分の悲惨さを知るものは

絶望を生むことになる。イエスキリスト、改めてその生き

様、生涯を理解するにつけ、それに対する自分はどういう

人間なのか、自覚し理解する糸口を与えてくれる道である
２４。 

 

5．結 論 

パスカルは、『キリスト教弁証論』を書き上げ、パスカ

ル流の信仰への道、信仰に導く道を示そうとした。その営

みを象徴していると考えられるのが、断片793である。そ

こで、我々は、断片793を、秩序ordre、無限infini、愛

charité の３語から分析した。これら３語は、パスカルの

思想発展、思想の核心を理解するのに不可欠なものである。 

１．ordre という言葉は、大きく、＜順序＞と＜秩序＞と

いう２つの意味を持つ。先ず＜順序＞は、キリスト教信

仰に至り、キリスト教へと導くには順序がある。それ故

この意味での用い方は、第１部、神なき人間の惨めさと

考えられていた断片で多く見られる用法である。他方＜

秩序＞は、３種類、３世界（身体、精神、愛）の秩序が

ある。この言明こそが、パスカルが述べようとした思想

とキリスト教の核心の１つと考えられる。３番目の秩序

こそが、キリストの愛であり、他の２つとは無限の距離

があり、第２部の、神と共にある人間の至福を理解する

鍵でもある。 

２．infiniという言葉は、１．を受けて、３つの各々の秩

序との間には無限の距離があるというコンテキストで

使われているが、この無限には、２つのニュアンスがあ

る。一方で、パスカルの天才的数学の考察（数冪の和：

無限にどんな数を加えても、無限には影響ない）から導

かれた。他方、数、時間、空間においては、無限が存在

し、人間はそれらの前では、無に等しい程の小さな惨め

な存在である。 

３．charité という言葉は、２．を受けて、そのような惨

めな存在である人間に開かれているのが、キリスト教信

仰を持つものに許されるキリストの愛である。イエスキ

リストは、学歴も学問もないが、謙虚で清浄で忍耐強く

超自然的愛を示すものである。しかし、またイエスキリ

ストを聖書を通じて知ることと、キリスト教を信じるこ

と、そして神と共に在ることへの道程には、紆余曲折と

無限に近い隔たりがあることをパスカル自身が教えて

いる。 
 
 
 

「パンセ」断片７９３について 5



（学術論文） 

On fragment 793 in Pascal’s“Pensées”  

 
Teiji Oku1*  

1: Dept. of  General Education 
 
 

Many investigators treat with the fragment 793 in Pascal’s“Penséeｓ ”.. We pick up this 

fragment from another view point. We attention to three words ＜ordre＞ ,＜ infini＞ ,＜

charité＞ . ＜ ordre＞  shows Pensees’s whole structure. ＜ infini＞  urges human being 

to recognize human nature. We distinguishes ＜ Charité>(Jesus’s love) from 

amour(human’s love). Next we pick up Jesus Christus. 

 

Key Words : order， infinte， charity， Jesus Christus， fragment793

（学術論文） 

 
                                                           
１断片番号は、全てブランシュヴィク版による。 
２ 「パスカル「パンセ」の魅力」奥 貞二 火涼 63 p13-21 2011.3 
３ 「パスカルにおける人間の研究」三木清著 岩波書店 1968 は、第 4 章 三つの秩序 ｐ108―110 のところで、身体の秩

序（富者、王様）と、精神の秩序（アルキメデス）と、慈悲の秩序の 3 つの秩序（キリスト）があり、お互い同士は無限の距離

があり乗り越えることが出来ないとしている。身体と精神という二元的な捉え方のギリシア思想に対して、愛という第 3 の秩序

を登場させたことは大きい。 
４ 「デカルトとパスカル」森有正著 筑摩書房 1971 
５ この無限については、この論文の第２章で詳しく検討される。 
６ この愛については、この論文の第３章で詳しく検討される。 
７ この秩序については、この論文の第１章、すぐ続いて詳しく検討される。 
８ この超自然的な秩序については、この論文の第４章、イエス・キリストのところで詳しく検討される。 
９ ｢パンセⅠ｣パスカル著 前田陽一、由木康訳 中公文庫 断片 460 p295-296 参照 そこでは、事物には 3 つの秩序がある

として、肉体、精神、意志が挙げられている。肉体と精神は共通しているが、3 番目の意志(la volonté)は、断片 937 では、愛で

あった。意志については、賢者たちは、正義を対象とし、その知恵の事柄は誇りの支配に属していると語られている。断片 793
とは様子が違う説明である。 
１０例外的に断片 1 と 2 では、＜秩序＞という訳語が当てられる用法が見られる。それを除いて、断片 247 までは＜順序＞、断

片 283 以降の用例は＜秩序＞となる。しかも、ブランシュビック版は、第１部 神なき人間の惨めさ、から 第２部 神ととも

にある人間の至福 への、道行き順に並べ、整理したもので、順序（ordre）はキーワードであり、出発点である。 
１１ 森は、上掲書注 4「デカルトとパスカル」の第二部パスカル 三「秩序」の問題、方法の基礎としての「精神」と「心情」

と「イエス・キリスト」 p339 の中で、秩序 ordre の問題を取り上げ、ordre という言葉は、＜順序、配列の仕方、数学上の時

限、方法、種類、存在のあり方＞等を意味するが、1 つの共通の事柄を表現している。つまり、＜主体と客体（大賞）との実質

的な直感的相関関係そのものを示す言葉であり、様々な意味は、この相関関係を構成している要素である＞と述べ、幾つかの訳

語にならざるを得ないことを説明している。 
１２初版のポールロワイヤル版の題は、「Pensées de Pascal sur la relegion et sur quelque’s autres sujets qui ont eté trouvées 
après sa mort 死後遺稿のうちに見出された、宗教とその他の若干の主題についてのパスカル氏の思想」 日本語訳の最後の言

葉＜思想＞、原文は先頭の＜Pensées＞この言葉が構成の作品題となる。全てパスカルの与り知らないところである。 
１３ 「幾何学の精神について」は、1657－8 年頃に、ポールロワイアルの「小さな学校」で使うための「幾何学原理」という教

科書の序文として書かれたものとされる。 
１４ 「数羃の和 Potestratum numericarum summa」という作品は、1654 年決定的回心にパスカルが遭遇する同じ年に書き上

げている。 
１５ ｢パスカル パンセⅡ｣中公クラシックス p304-328｢ド・サシ氏との対話｣参照断片 60 で、確認している。 
１６ ｢パンセⅠ｣パスカル著 前田陽一、由木康訳 中公文庫 断片 283 p189-190 参照 
１７ “Pascal pensées”Flammarion 2008 p116 断片 283 参照 
１８ ｢パンセⅠ｣パスカル著 前田陽一、由木康訳 中公文庫 断片 793 p524-527 参照 
１９  同上 断片 599 p375-376 参照 
２０  同上 断片 710 p455 参照 
２１  同上 断片 553 p338-345 参照 
２２  同上 断片 744 p500-501 参照 
２３  同上 断片 862 p577-580 参照 
２４  同上 断片 432,527,548 p274,327,335－336 参照  
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（学術論文） 

On fragment 793 in Pascal’s“Pensées”  

 
Teiji Oku1*  

1: Dept. of  General Education 
 
 

Many investigators treat with the fragment 793 in Pascal’s“Penséeｓ ”.. We pick up this 

fragment from another view point. We attention to three words ＜ordre＞ ,＜ infini＞ ,＜

charité＞ . ＜ ordre＞  shows Pensees’s whole structure. ＜ infini＞  urges human being 

to recognize human nature. We distinguishes ＜ Charité>(Jesus’s love) from 

amour(human’s love). Next we pick up Jesus Christus. 

 

Key Words : order， infinte， charity， Jesus Christus， fragment793

（学術論文） 

 
                                                           
１断片番号は、全てブランシュヴィク版による。 
２ 「パスカル「パンセ」の魅力」奥 貞二 火涼 63 p13-21 2011.3 
３ 「パスカルにおける人間の研究」三木清著 岩波書店 1968 は、第 4 章 三つの秩序 ｐ108―110 のところで、身体の秩

序（富者、王様）と、精神の秩序（アルキメデス）と、慈悲の秩序の 3 つの秩序（キリスト）があり、お互い同士は無限の距離

があり乗り越えることが出来ないとしている。身体と精神という二元的な捉え方のギリシア思想に対して、愛という第 3 の秩序

を登場させたことは大きい。 
４ 「デカルトとパスカル」森有正著 筑摩書房 1971 
５ この無限については、この論文の第２章で詳しく検討される。 
６ この愛については、この論文の第３章で詳しく検討される。 
７ この秩序については、この論文の第１章、すぐ続いて詳しく検討される。 
８ この超自然的な秩序については、この論文の第４章、イエス・キリストのところで詳しく検討される。 
９ ｢パンセⅠ｣パスカル著 前田陽一、由木康訳 中公文庫 断片 460 p295-296 参照 そこでは、事物には 3 つの秩序がある

として、肉体、精神、意志が挙げられている。肉体と精神は共通しているが、3 番目の意志(la volonté)は、断片 937 では、愛で

あった。意志については、賢者たちは、正義を対象とし、その知恵の事柄は誇りの支配に属していると語られている。断片 793
とは様子が違う説明である。 
１０例外的に断片 1 と 2 では、＜秩序＞という訳語が当てられる用法が見られる。それを除いて、断片 247 までは＜順序＞、断

片 283 以降の用例は＜秩序＞となる。しかも、ブランシュビック版は、第１部 神なき人間の惨めさ、から 第２部 神ととも

にある人間の至福 への、道行き順に並べ、整理したもので、順序（ordre）はキーワードであり、出発点である。 
１１ 森は、上掲書注 4「デカルトとパスカル」の第二部パスカル 三「秩序」の問題、方法の基礎としての「精神」と「心情」

と「イエス・キリスト」 p339 の中で、秩序 ordre の問題を取り上げ、ordre という言葉は、＜順序、配列の仕方、数学上の時

限、方法、種類、存在のあり方＞等を意味するが、1 つの共通の事柄を表現している。つまり、＜主体と客体（大賞）との実質

的な直感的相関関係そのものを示す言葉であり、様々な意味は、この相関関係を構成している要素である＞と述べ、幾つかの訳

語にならざるを得ないことを説明している。 
１２初版のポールロワイヤル版の題は、「Pensées de Pascal sur la relegion et sur quelque’s autres sujets qui ont eté trouvées 
après sa mort 死後遺稿のうちに見出された、宗教とその他の若干の主題についてのパスカル氏の思想」 日本語訳の最後の言

葉＜思想＞、原文は先頭の＜Pensées＞この言葉が構成の作品題となる。全てパスカルの与り知らないところである。 
１３ 「幾何学の精神について」は、1657－8 年頃に、ポールロワイアルの「小さな学校」で使うための「幾何学原理」という教

科書の序文として書かれたものとされる。 
１４ 「数羃の和 Potestratum numericarum summa」という作品は、1654 年決定的回心にパスカルが遭遇する同じ年に書き上

げている。 
１５ ｢パスカル パンセⅡ｣中公クラシックス p304-328｢ド・サシ氏との対話｣参照断片 60 で、確認している。 
１６ ｢パンセⅠ｣パスカル著 前田陽一、由木康訳 中公文庫 断片 283 p189-190 参照 
１７ “Pascal pensées”Flammarion 2008 p116 断片 283 参照 
１８ ｢パンセⅠ｣パスカル著 前田陽一、由木康訳 中公文庫 断片 793 p524-527 参照 
１９  同上 断片 599 p375-376 参照 
２０  同上 断片 710 p455 参照 
２１  同上 断片 553 p338-345 参照 
２２  同上 断片 744 p500-501 参照 
２３  同上 断片 862 p577-580 参照 
２４  同上 断片 432,527,548 p274,327,335－336 参照  
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擬固体型色素増感太陽電池 (Quasi-solid dye-sensitized solar cells : Q-DSSCs)の高効率化を目的として、

ヨウ素と包接化合物を作るアミロースに着目した。直線状ナノポアを有するアルミナフィルムにアミロースを修飾

して擬固体電解質層を作製した。この擬固体電解質層を電解液部分に挿入することで、固体化率 50%の

Q-DSSC を作製した。アミロースを修飾した擬固体電解質層を用いた場合は未修飾の場合に比べて短絡電

流密度 (JSC)が上昇した。最適な修飾条件では、固体化率 50 %でも固体化率 0 %の場合とほぼ同等の太陽

電池性能を有していた。アミロース修飾濃度と I3
-拡散定数の関係について調べた結果、JSC の性能と一致した。

また、擬固体電解質中でのヨウ素濃縮が確認されたことから、擬固体電解質中で Grotthuss 機構のような I3
-  

の電荷輸送パスができたことで性能が向上したと考えられた。  
 

Key Words:DSSC，擬固体化，アミロース，ヨウ素イオンパス，Grotthuss 機構   

 
(受付日 2011 年 8 月 24 日；  受理日 2011 年 12 月 21 日 ) 

 
１． 緒言 

 色素増感太陽電池(Dye Sensitized Solar Cell: DSSC)は低コスト

かつ高効率な次世代型太陽電池として注目されてきた[1]。1993 

年にGrätzelらによって提案された構造のDSSCが光電変換効率

１0 %を達成し[2]、近年では約 12 %程度とアモルファスシリコンの

性能に肉薄している[3-4]。実用化に向けてさらなる高効率化の研

究が進む一方で、耐久性の向上についても研究が行われている。

一般に、高効率を達成した DSSC では電解液に揮発性の高い有

機溶媒を使用している報告が多い。液漏れや揮発による性能低

下が懸念されることから、電解液層の固体化，擬固体化が望まれ

る。固体化については p 型の有機・無機半導体を電解質層に用

いた例が報告されている[5-10]。一方で、擬固体化については不揮

発性のイオン性液体電解液をベースに[11-18]、ナノ粒子やポリマ

ーを添加してゲル化した電解質を用いた例が報告されている
[19-25]。しかしながら、これらの報告の殆どが固体化率(固体化材/

電解液の比) 10 %程度に留まっている。固体化率の増加は電荷

移動を担うヨウ素の拡散性低下を招くため、太陽電池性能が低下

する。 

我々は、擬固体電解質層内部にヨウ素のイオンパスを構築す

ること提案してきた[26]。直線状ナノポアを有するアルミナフィルム

に長鎖イミダゾリウム塩を修飾し、電解液を含ませ擬固体電解質

として用いた。擬固体電解質中にヨウ素イオンのパスを構築する

ことで、固体化率 50 %でも光電変換効率約 7 %を達成した。 

Fig. 1 に示すように擬固体電解質層部分でイミダゾリウム塩によっ

てヨウ素が濃縮され、高濃度ヨウ素領域で Grotthuss 機構のよう

な物理的な拡散以外による移動機構が発現し、ヨウ素のイオン

パスが出来たと考えられる [20,26]。また、光電変換層付近のヨウ素

濃度を低くすることで、逆電子移動が抑制された。Q-DSSC の高

効率化の手法の一つとして、Fig. 1 の構造が有効であるといえる。

一方で、イミダゾリウム塩がアルミナナノポア内壁にエステル結合

で修飾されているため、空気中の水分などで加水分解を起こしイ

オンパスが崩壊する可能性があった。そこで、新たなイオンパス

構築材料としてヨウ素と包接化合物を形成するアミロースに着目

した。アミロースに取り込まれたヨウ素はポリヨウ素として存在する

ことが報告されており[27-29]、Fig. 1 に示すような高濃度ヨウ素領域

が擬固体電解質内部に形成されることが期待できる。本研究で

はアミロースを用いてFig. 1の構造を有するQ-DSSCの作製を試

みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1  高効率化に向けた Q-DSSCs 構造. 

A-1：逆電子移動抑制を狙った低濃度ヨウ素領域 

A-2：電荷輸送効率向上を狙った高濃度ヨウ素領域 
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２． 実験方法 

２．１ 電極の作製 

 作用電極は次の手順で作製した。透明導電膜基板(フッ素ドー

プした酸化スズ層付きガラス基板:FTO，LowE ガラス，日本板硝

子株式会社)を適当な大きさに切り、界面活性剤，純水，アセトン，

イソプロピルアルコールを用いて超音波洗浄機中 (Branson 

Ultrasonic Cleaner 1510-DTH, Branson)で30 分ずつ超音波照射

を施した。さらに、UV-O3 洗浄機中（LASER TECHNO）で UV-O3

照射を施した。この基板表面に酸化チタンペースト(Ti-Nanoxide 

D casual size ，Solaronix)を塗布し常温にて乾燥後、電気炉

(F0300，YAMATO)中で焼成した。焼成条件は、空気雰囲気中で

室温から500 ℃まで 15 ℃/minで昇温し、500 ℃30 分間保持し

た後に放冷した。塗布と焼成を繰り返し、約 12 µm のポーラスな

酸化チタン膜を基板上に形成した。この基板を t-ブチルアルコー

ルとアセトニトリルを体積比 1:1 で混合した N719 色素溶液 3×10-4 

M (Ruthenizer 535-bisTBA，Solaronix)に一昼夜浸漬させ、酸化

チタンに色素を吸着させることで作用電極とした。対向電極は、

透明導電膜基板上に Pt をスパッタリング法によって堆積させたも

のを用いた。スパッタリングは SH-250(ULVAC)を用い Ar ガス圧

6.6×10-1 Pa の圧力下にて 200 W，30 分の条件で実施した。電解

液 は 1-methyl-3-propyl-imidazolium iodide と

3-ethyl-1-methyl-imidazolium tricyanomethanide をモル比 3:7 で

混合した溶液中に I2:300 mM，LiI:500 mM，t-Bupy:580 mMを溶

解させ調製した。 

２．２ 擬固体電解質層の作製 

 擬固体電解質は次の手順で作製した。ポーラスアルミナフィル

ム(ポアサイズ 200 nm，空隙率 50 %，Whatman)を所定の大きさに

切りだした後に、純水，アセトン，イソプロピルアルコールで洗浄

し、UV-O3 照射を実施した。このフィルムを、電気炉中で焼成する

ことで前処理とした。焼成条件は、空気中で室温から 450 ℃まで

15 ℃/min で昇温し、450 ℃，30 分間保持した後に放冷した。ア

ミロースサスペンジョン溶液(Mw:200 K，11.2wt%/Vol，江崎グリコ

社製)は、90℃の熱水を用いて撹拌しながら希釈し、0.05， 

0.1，0.5，1.0 wt%のアミロース水溶液を調製した。前処理したア

ルミナフィルムを紙濾紙(No.4，KIRIYAMA)の上に固定し、アス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピレーターで吸引させながら各濃度のアミロース水溶液を流すこ

とで、ナノポアの内壁にアミロースを配向させるように修飾した。

その後、室温で一昼夜真空乾燥させ調製した電解液を注入する

ことで Fig. 2(a)に示す擬固体電解質層とした。 

２．３ セルの作製 

 作製した作用電極の光電変換層と擬固体電解質層を所定の

大きさに加工し、カプトンテープ(Permacel1，日東電工)をスペー

サーとして光電変換層の周辺に設置した。作用電極と対向電極

とを擬固体電解質層を介して接着させ、エポキシ樹脂を用いて

封止することで Fig. 2(b)に示す構造の太陽電池を作製した。 

２．４ 評価方法 

 太陽電池特性は擬似太陽光照射下(AM1.5，100mW/cm2)で

測定した。測定にはキセノンランプ (XLS-150A)を搭載した

KHP-1（分光計器株式会社）を用いて実施した。ヨウ素濃度の測

定は V-530(JASCO)を用いて紫外-可視光領域の吸収強度の変

化を測定することで実施した。I3
-拡散定数は限界電流より算出し

た。ヨウ素へ酸化-還元作用を持つ Pt を両極に用い、電極面積

が 0.25 cm2 になるようにカプトンテープでマスキングした。この部

分に擬固体電解質層を挿入し、０V から-1V まで電圧を印加した。

I-よりも I3
-の拡散が遅いために拡散が律速になり、電流値が飽和

する。この時の電流値を限界電流値と呼び、次式より I3
-拡散定

数を算出した[13,16]。 

𝑫𝑫 =
𝒅𝒅𝒅𝒅𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍
𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝑪𝑪𝟎𝟎

 

ここで D は拡散定数，Ilimit は限界電流値，ｄは電極間のギャップ，

ｎは電子数，Ｆはファラデー定数，Ｃ0 はヨウ素の初期濃度である。

限界電流値は、印可電圧 0.5 Ｖの電流値を用いた。 

 

３．結果と考察 

 Table １に各々の太陽電池の各パラメーターとアミロース修飾

濃度とをまとめた。結果より、アミロースを修飾したことで電流特

性が変化していることがわかる。アミロース修飾濃度と共に電流

が上昇し、修飾濃度 0.5 wt%で最大となった。また、1.0 wt%では 

太陽電池特性が低下し、適切な I-V 曲線が得られなかった。原 

Fig.2  (a)擬固体電解質の写真と(b)Q-DSSC の構造図. 

(a) (b) 
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因としてアミロースがナノポアを閉塞したために I-/I3
- がスムーズ

に拡散しなかったのではないかと推測される。Fig. 3 に最も JSCが

高いアミロース溶液 0.5 wt%で修飾した場合，未修飾の場合，及

び固体化率 0 %の場合の太陽電池特性結果を示す。アミロース

修飾によって電流値が増加し、固体化率 50 %でも固体化率 0 %

と同等の太陽電池性能を有することに成功した。Fig. 4 に I3
- 拡

散定数と短絡電流との関係を示す。結果より、アミロース修飾の

濃度に対する I3
- 拡散定数の変化と電流値の変化の傾向がよく

一致している。この結果より、I3
- 拡散定数が上昇したことで JSC も

上昇し、太陽電池性能が向上したといえる。続いて、擬固体電解

質層内部のヨウ素濃度について調べた。0.5 wt%のアミロースを

修飾させたアルミナフィルムを I2:3 mM，LiI:5 mM のアセトニトリ

ル溶液に一晩浸した。Fig. 5は溶液のフィルムの浸漬前後で比較

した UV-VIS 測定結果である。アミロースを修飾したアルミナを浸

漬した場合、吸収強度が減少していることがわかる。これはヨウ素

がアミロースに包接され、溶液中のヨウ素濃度が減少したためと

考えられる。擬固体電解質中のヨウ素濃度を算出すると、電解液

中よりも体積単位で約 130 mM も高いことがわかった。従って、擬

固体電解質中でヨウ素が濃縮されたことで、Grotthus 機構のよう

なヨウ素の移動機構が発現し I3
- 拡散定数が上昇したと考えられ

る。 

 

４．結論 

 Q-DSSC の高効率化を目的として、アミロースを用いたヨウ素イ

オンパスの構築を試みた。アミロース修飾によって JSC が増加し、
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性能を有することに成功した。性能向上の理由として、ヨウ素の拡

散が向上したことが要因であるとわかった。また、擬固体電解質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中でのヨウ素濃縮が確認されたことから、Grotthus 機構の電荷
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·  (%) J� S�C�  (mA/cm2) V� O�C�  (V) F� F� � (-)

                    Liquid 4.29 9.59 0.658 0.680
                     0wt% 3.87 8.43 0.663 0.693
                0.05wt% 3.71 8.17 0.660 0.688
                  0.1wt% 4.27 9.47 0.651 0.692
                  0.5wt% 4.32 9.51 0.657 0.691
                  1.0wt% 3.65 7.54 0.650 0.745

Table 1  アミロース処理濃度と各太陽電池性能のまとめ. 

Liquid:擬固体電解質を含まない DSSC(固体化率 0%) 

Fig.3  アミロース処理した Q-DSSC の太陽電池特性結果. 

Fig.4  アミロース処理濃度と JSC 及び I3
-拡散定数の関係. 

Fig.5  UV-VIS 測定結果. 
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２． 実験方法 

２．１ 電極の作製 

 作用電極は次の手順で作製した。透明導電膜基板(フッ素ドー

プした酸化スズ層付きガラス基板:FTO，LowE ガラス，日本板硝

子株式会社)を適当な大きさに切り、界面活性剤，純水，アセトン，

イソプロピルアルコールを用いて超音波洗浄機中 (Branson 

Ultrasonic Cleaner 1510-DTH, Branson)で30 分ずつ超音波照射

を施した。さらに、UV-O3 洗浄機中（LASER TECHNO）で UV-O3

照射を施した。この基板表面に酸化チタンペースト(Ti-Nanoxide 

D casual size ，Solaronix)を塗布し常温にて乾燥後、電気炉

(F0300，YAMATO)中で焼成した。焼成条件は、空気雰囲気中で

室温から500 ℃まで 15 ℃/minで昇温し、500 ℃30 分間保持し

た後に放冷した。塗布と焼成を繰り返し、約 12 µm のポーラスな

酸化チタン膜を基板上に形成した。この基板を t-ブチルアルコー

ルとアセトニトリルを体積比 1:1 で混合した N719 色素溶液 3×10-4 

M (Ruthenizer 535-bisTBA，Solaronix)に一昼夜浸漬させ、酸化

チタンに色素を吸着させることで作用電極とした。対向電極は、

透明導電膜基板上に Pt をスパッタリング法によって堆積させたも

のを用いた。スパッタリングは SH-250(ULVAC)を用い Ar ガス圧

6.6×10-1 Pa の圧力下にて 200 W，30 分の条件で実施した。電解

液 は 1-methyl-3-propyl-imidazolium iodide と

3-ethyl-1-methyl-imidazolium tricyanomethanide をモル比 3:7 で

混合した溶液中に I2:300 mM，LiI:500 mM，t-Bupy:580 mMを溶

解させ調製した。 

２．２ 擬固体電解質層の作製 

 擬固体電解質は次の手順で作製した。ポーラスアルミナフィル

ム(ポアサイズ 200 nm，空隙率 50 %，Whatman)を所定の大きさに

切りだした後に、純水，アセトン，イソプロピルアルコールで洗浄

し、UV-O3 照射を実施した。このフィルムを、電気炉中で焼成する

ことで前処理とした。焼成条件は、空気中で室温から 450 ℃まで

15 ℃/min で昇温し、450 ℃，30 分間保持した後に放冷した。ア

ミロースサスペンジョン溶液(Mw:200 K，11.2wt%/Vol，江崎グリコ

社製)は、90℃の熱水を用いて撹拌しながら希釈し、0.05， 

0.1，0.5，1.0 wt%のアミロース水溶液を調製した。前処理したア

ルミナフィルムを紙濾紙(No.4，KIRIYAMA)の上に固定し、アス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピレーターで吸引させながら各濃度のアミロース水溶液を流すこ

とで、ナノポアの内壁にアミロースを配向させるように修飾した。

その後、室温で一昼夜真空乾燥させ調製した電解液を注入する

ことで Fig. 2(a)に示す擬固体電解質層とした。 

２．３ セルの作製 

 作製した作用電極の光電変換層と擬固体電解質層を所定の

大きさに加工し、カプトンテープ(Permacel1，日東電工)をスペー

サーとして光電変換層の周辺に設置した。作用電極と対向電極

とを擬固体電解質層を介して接着させ、エポキシ樹脂を用いて

封止することで Fig. 2(b)に示す構造の太陽電池を作製した。 

２．４ 評価方法 

 太陽電池特性は擬似太陽光照射下(AM1.5，100mW/cm2)で

測定した。測定にはキセノンランプ (XLS-150A)を搭載した

KHP-1（分光計器株式会社）を用いて実施した。ヨウ素濃度の測

定は V-530(JASCO)を用いて紫外-可視光領域の吸収強度の変

化を測定することで実施した。I3
-拡散定数は限界電流より算出し

た。ヨウ素へ酸化-還元作用を持つ Pt を両極に用い、電極面積

が 0.25 cm2 になるようにカプトンテープでマスキングした。この部

分に擬固体電解質層を挿入し、０V から-1V まで電圧を印加した。

I-よりも I3
-の拡散が遅いために拡散が律速になり、電流値が飽和

する。この時の電流値を限界電流値と呼び、次式より I3
-拡散定

数を算出した[13,16]。 

𝑫𝑫 =
𝒅𝒅𝒅𝒅𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍𝒍
𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝑪𝑪𝟎𝟎

 

ここで D は拡散定数，Ilimit は限界電流値，ｄは電極間のギャップ，

ｎは電子数，Ｆはファラデー定数，Ｃ0 はヨウ素の初期濃度である。

限界電流値は、印可電圧 0.5 Ｖの電流値を用いた。 

 

３．結果と考察 

 Table １に各々の太陽電池の各パラメーターとアミロース修飾

濃度とをまとめた。結果より、アミロースを修飾したことで電流特

性が変化していることがわかる。アミロース修飾濃度と共に電流

が上昇し、修飾濃度 0.5 wt%で最大となった。また、1.0 wt%では 

太陽電池特性が低下し、適切な I-V 曲線が得られなかった。原 

Fig.2  (a)擬固体電解質の写真と(b)Q-DSSC の構造図. 

(a) (b) 
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因としてアミロースがナノポアを閉塞したために I-/I3
- がスムーズ

に拡散しなかったのではないかと推測される。Fig. 3 に最も JSCが
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中よりも体積単位で約 130 mM も高いことがわかった。従って、擬

固体電解質中でヨウ素が濃縮されたことで、Grotthus 機構のよう

なヨウ素の移動機構が発現し I3
- 拡散定数が上昇したと考えられ

る。 
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中でのヨウ素濃縮が確認されたことから、Grotthus 機構の電荷

移動が発現したと考えられる。アミロースを用いることでも Fig. 1

に示す Q-DSSC の効果が立証された。 

 

付記 

 本研究は、九州工業大学大学院 生命体工学研究科 早瀬研

究室で実施した。また、この成果は下記雑誌にて掲載している。 

T. Kogo, S. Hayase, T. Kaiho, and M. Taguchi, 

Journal of Electrochemical Society, 155, 9, K166 (2008). 

 

５．謝辞 

 本論文は、九州工業大学大学院 生命体工学研究科 早瀬修

二 教授のご厚意によって執筆することができました。厚く御礼を

申し上げます。また本研究を遂行するにあたり、御指導やサンプ

ルの御提供などのご協力を頂いた、関東天然瓦斯開発株式会

社 海宝龍夫氏，田口充氏 並びに、江崎グリコ株式会社生物

化学研究所 細谷佳代氏，鷹羽武史氏 に厚く御礼を申し上げ

ます。 

 

 

·  (%) J� S�C�  (mA/cm2) V� O�C�  (V) F� F� � (-)

                    Liquid 4.29 9.59 0.658 0.680
                     0wt% 3.87 8.43 0.663 0.693
                0.05wt% 3.71 8.17 0.660 0.688
                  0.1wt% 4.27 9.47 0.651 0.692
                  0.5wt% 4.32 9.51 0.657 0.691
                  1.0wt% 3.65 7.54 0.650 0.745

Table 1  アミロース処理濃度と各太陽電池性能のまとめ. 

Liquid:擬固体電解質を含まない DSSC(固体化率 0%) 

Fig.3  アミロース処理した Q-DSSC の太陽電池特性結果. 

Fig.4  アミロース処理濃度と JSC 及び I3
-拡散定数の関係. 

Fig.5  UV-VIS 測定結果. 

アミロースヨウ素を用いた擬固体型色素増感太陽電池の高効率化 11



（学術論文） 

 

６．参考文献 

[1] B. O’Regan and M.Grätzel, Nature, 353, 737 (1991). 

[2] M. K. Nazeeruddin, A. Kay, I. Rodicio, R. Humphry-Baker, E. 

Mueller, P. Liska, N. Vlachopoulos, and M. Grätzel, J. Am. Chem. 

Soc., 115, 6382 (1993). 

[3] Y. Chiba, A. Islam, Y. Watanabe, R. Komiya, N. Koide, and L. 

Han, Jpn. J. Appl. Phys., 45, L638 (2006).  

[4] M. Grätzel, International Symposium on Innovative Solar Cells 

2009, Tokyo, Japan (2009).  

[5] L. Schmidt-Mende, S. M. Zakeeruddin and M. Grätzel, 

Appl.Phys.Lett., 86, 013504 (2005). 

[6] N. Fukuri, N. Masaki, T. Kitamura, Y. Wada and S. Yanagida, 

J.Phys.Chem.B, 110, 25251 (2006). 

[7] J. Xia, N. Masaki, M. Lira-Cantu, Y. Kim, K. Jiang, and S. 

Yanagida, J. Am. Chem. Soc., 130, 1258 (2008). 

[8] N. Ikeda and T. Miyasaka, Chem. Commun., 1886 (2005). 

[9] Q. -B. Meng, K. Takahashi, X. -T. Zhang, I. Sutanto, T. N. Rao, 

O. Sato and A. Fujishima, Langmuir, 19, 3572 (2003). 

[10] G. R. A. Kumara, A. Konno, K. Shiratsuchi, J. Tsukahara and 

K. Tennakone, Chem. Mater., 14, 954 (2002). 

[11] N. Yamanaka, R. Kawano, W. Kubo, T. Kitamura, Y. Wada, M. 

Watanabe and S. Yanagida, Chem.Commun., 740 (2005). 

[12] F. Mazille, Z. Fei, D. Kuang, D. Zhao, S. M. Zakeeruddin, M. 

Grätzel and P. J. Dyson, Inorg Chem., 45, 1585 (2006). 

[13] D. Kuang, P. Wang, S. Ito, S. M. Zakeeruddin and M. Grätzel, 

J. Am. Chem. Soc., 128, 7732 (2006). 

[14] R. Kawano and M. Watanabe, Chem. Commun., 2107 (2005). 

[15] J. G. Chen, H. Y. Wei, and K. C. Ho, Sol. Mater. Sol. Cells, 91, 

1472 (2007). 

[16] P. Wang, S. M. Zakeeruddin, R. H. Baker and M. Grätzel, 

Chem. Mater., 16, 2694 (2004). 

[17] P. Wang, S. M. Zakeeruddin, J. E. Moser and M. Grätzel, J. 

Phys. Chem. B., 107, 13280 (2003). 

[18] R. Kawano, H. Matsui, C. Matsuyama, A. Sato, M. A. B. H. 

Susan, N. Tanabe and M. Watanabe, J.Photochem.Photobio. A 

Chem., 164, 87 (2004). 

[19] N. Mohmeyer, D. Kuang, P. Wang, H. W.Schmidt, S. M. 

Zakeeruddin and M. Grätzel, J. Mater. Chem., 16, 2978 (2006). 

[20] W.Kubo, S.Kambe, S.Nakade, T.Kitamura, K.Hanabusa, 

Y.Wada, and S.Yanagida, J. Phys. Chem. B, 107, 4374 (2003). 

[21] J. H. Kim, M. S. Kang, Y. J. Kim, J. Won, N. G. Park and Y. 

Kang, Chem.Commun., 1662 (2004). 

[22] P. Wang, S. M. Zakeeruddin, I. Exnarb and M. Grätzel, 

Chem.Commun., 2972 (2002). 

[23] P. Wang, S. M. Zakeeruddin, P. Liska, and M. Grätzel, Chem. 

Mater., 15, 1825 (2003). 

[24] R. Kumar, A. K. Sharma, V. S. Parmar, A. C. Watterson, K. G. 

Chittibabu, J. Kumar and L. A. Samuelson, Chem. Mater., 16, 4841 

(2004). 

[25] P. Wang, S. M. Zakeeruddin, P. Comte, I. Exnar and M. 

Grätzel, J. Am. Chem. Soc., 125, 1166 (2003). 

[26] T. Kato and S. Hayase, J.Electrochem. Soc., 154, B117, 

(2007). 

[27] I. A. Jideani, Y. Takeda and S. Hizukuri, Cereal Chem., 73 (6), 

677 (1996). 

[28] M. Hirai, T. Hirai and T. Ueki, Polymer, 35, 10, 2222 (1994). 

[29] X. Yu, C. Houtman and R. H. Atalla, Carbohydr. Res., 292, 

129 (1996) 

（Original Article） 

 

 

Proposal of high efficiency Quasi-solid dye sensitized solar cell 

with Amylose-iodine 

T.  KOGO1), S. HAYASE2)，T. KAIHO3)，and M. TAGUCHI3) 

1: Department of Material Science and Engineering 
2:Graduate School of Life Science and Systems Engineering, Kyusyu Institute of Technology 

3: Kanto natural Gas Development Company 

 

We suggested high efficiency Quasi-solid dye-sensitized solar cells (Q-DSSC) with Amylose-iodine 
complex. The surface of nanopores in the Al2O3 film was modified with Amylose, and these nanopores 

were filled with the electrolyte. Then it was set in the electrolyte layer, and 50% solidificated Q-DSSC was 

assembled. The photocurrent density of Q-DSSC modified with Amylose increased, and it  was almost the 
same as that in 100% liquid electrolyte. As for the relationship between Amylose modified concentration 

and I3
- diffusion coefficient, the tendency was almost the same with that between Amylose modified 

concentration and photocurrent density, and it also confirmed that iodine was concentrated in Al2O3 film 
with Amylose. All of these results suggested that I3

-  path was formed in quasi-solid electrolyte as 

Grotthuss mechanism.  

[Key words] :  DSSC，Quasi-solid, Amylose, I3
-  path, Grotthuss mechanism.  
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Proposal of high efficiency Quasi-solid dye sensitized solar cell 

with Amylose-iodine 

T.  KOGO1), S. HAYASE2)，T. KAIHO3)，and M. TAGUCHI3) 

1: Department of Material Science and Engineering 
2:Graduate School of Life Science and Systems Engineering, Kyusyu Institute of Technology 

3: Kanto natural Gas Development Company 

 

We suggested high efficiency Quasi-solid dye-sensitized solar cells (Q-DSSC) with Amylose-iodine 
complex. The surface of nanopores in the Al2O3 film was modified with Amylose, and these nanopores 

were filled with the electrolyte. Then it was set in the electrolyte layer, and 50% solidificated Q-DSSC was 

assembled. The photocurrent density of Q-DSSC modified with Amylose increased, and it  was almost the 
same as that in 100% liquid electrolyte. As for the relationship between Amylose modified concentration 

and I3
- diffusion coefficient, the tendency was almost the same with that between Amylose modified 

concentration and photocurrent density, and it also confirmed that iodine was concentrated in Al2O3 film 
with Amylose. All of these results suggested that I3

-  path was formed in quasi-solid electrolyte as 

Grotthuss mechanism.  

[Key words] :  DSSC，Quasi-solid, Amylose, I3
-  path, Grotthuss mechanism.  
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A Study of Matsumura Katsuyuki, a Person of Culture （Ⅰ） 

          ― About His Speechmaking, Drama, Scenario, Novel, Essay etc. ― 
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Matsumura Katsuyuki, the author’s uncle-in-law, who passed away in 2009, worked for colleges of technologies and 

universities as an office clerk.  He was at the same time a great person of culture and devoted his life to cultural 

activities such as writing literary works, speechmaking and the study of local history.  

 After giving a brief introduction on Matsumura’s life and his speechmaking, the author refers to his literary works to 

which little attention has been paid.  Matsumura was typically interested in writing dramas and scenarios. In this paper, 

the author mainly takes up his drama and scenarios as well as his other literary works, introduces their contents and 

makes a critical study on his works. 
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波
大
学
公
開
講
座
「
古
文
書
解
読
」
（
講
師
は
同
大
学
副
学
長
芳
賀
登
氏
）
の
受
講
者
が
、
元
桜

村
教
育
長
市
村
芳
男
氏
の
提
唱
の
も
と
に
集
ま
り
、
芳
賀
登
氏
を
は
じ
め
桜
村
古
文
書
調
査
員
栗

田
逞
治
氏
、
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
教
諭
栗
原
亮
氏
な
ど
を
指
導
者
と
し
て
勉
強
会
を
始
め
る
。
」
と

あ
り
、
五
十
七
年
六
月
、
桜
村
古
文
書
研
究
会
と
し
て
発
足
し
、
平
成
四
年
四
月
に
松
村
勝
行
が

第
三
代
の
代
表
者
と
な
っ
た
。
月
二
回
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

一
方
の
「
歴
史
を
読
ん
で
み
る
会
」
は
、
そ
の
「
古
文
書
研
究
会
」
の
入
門
コ
ー
ス
と
し
て
平

成
八
年
八
月
に
発
足
す
る
。
「
常
陽
リ
ビ
ン
グ
」
平
成
二
十
年
九
月
十
三
日
付
に
よ
れ
ば
、
会
員

が
高
齢
化
す
る
中
で
、
間
口
を
広
げ
、
地
域
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
市
民
が
気
楽
に
参
加
で
き
る

場
を
作
る
た
め
に
発
足
し
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
活
動
は
月
一
回
の
古
文
書
解
読
例
会
が
メ
イ

ン
で
、
つ
く
ば
や
東
京
の
史
跡
を
訪
ね
る
小
さ
な
旅
が
口
コ
ミ
で
評
判
を
呼
び
、
年
々
参
加
者
が

増
加
し
て
い
っ
た
模
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
平
成
十
九
年
に
は
、
そ
の
「
史
跡
等
参
観
研
修
会
」

は
、「
つ
く
ば
の
歴
史
に
親
し
む
」
が
六
月
と
十
二
月
に
、「
大
江
戸
を
歩
く
」
が
二
月
と
八
月
に
、

併
せ
て
年
四
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
成
十
九
年
か
ら
三
年
連
続
で
六
月
に
「
時
の
記
念
日

に
ち
な
む
集
い
」
と
題
し
て
、
つ
く
ば
市
の
一
部
を
な
す
谷
田
部
藩
が
生
ん
だ
、
和
時
計
な
ど
の

発
明
家
・
飯
塚
伊
賀
七
（
か
ら
く
り
伊
賀
七
）
の
業
績
を
た
ど
る
歴
史
散
歩
も
行
っ
て
い
た
。 

 

二
つ
の
古
文
書
の
会
の
現
在
の
活
動
状
況
は
未
詳
だ
が
、
そ
の
「
史
跡
等
参
観
研
修
会
」
に
松

村
が
最
後
に
参
加
し
た
の
は
、
「
つ
く
ば
の
歴
史
に
親
し
む
」
が
第
二
十
六
回
「
小
野
川
用
水
・

土
浦
用
水
」（
平
成
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
実
施
）
で
あ
り
、「
第
三
回
時
の
記
念
日
に
ち
な
む

集
い
・
改
め
て
飯
塚
伊
賀
七
」（
六
月
七
日
実
施
）
を
挟
ん
で
、「
大
江
戸
を
歩
く
」
は
第
二
十
四

回
「
日
野
市
の
昔
を
訪
ね
て
み
よ
う
。
甲
州
街
道
日
野
宿
・
新
撰
組
の
ふ
る
さ
と
・
高
幡
不
動
尊
」

（
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
三
日
実
施
）
で
あ
る
。
「
大
江
戸
を
歩
く
」
の
方
は
、
実
に
死
去
の

三
日
前
で
あ
る
。
そ
の
前
日
（
二
十
二
日
）
の
夕
刻
に
は
、
松
村
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
マ
イ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
主
催
の
「
楽
楽
大
学
講
座
」
に
て
「
中
世
つ
く
ば
地
域
に
お
け
る
館
の
主
達
」

と
題
す
る
地
方
史
を
講
ず
る
演
壇
に
立
っ
て
い
る
。 

 

多
分
、
こ
う
し
た
史
跡
踏
歩
に
際
し
て
は
、
松
村
は
そ
の
性
格
か
ら
、
経
路
の
策
定
・
参
考
資

料
の
作
成
か
ら
会
計
報
告
ま
で
全
て
一
人
で
や
り
遂
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な

無
理
が
、
も
と
も
と
健
康
に
不
安
が
あ
る
松
村
の
七
十
路
の
肉
体
に
次
第
に
重
く
の
し
か
か
り
、

八
月
の
二
日
連
続
の
無
理
が
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
て
、
急
な
最
期
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

だ
が
、
彼
は
そ
れ
ら
の
責
務
を
悠
々
と
楽
し
み
な
が
ら
こ
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
叔
母
・

冨
士
子
の
談
と
し
て
、
松
村
は
「
つ
く
ば
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
た
ち
（
旧
住
民
）
は
、
自
分

よ
り
学
歴
や
社
会
的
地
位
の
高
い
人
に
も
遠
慮
な
く
対
等
に
話
が
出
来
る
人
が
多
く
、
そ
の
自
分

を
飾
ら
な
い
お
お
ら
か
な
気
質
が
好
き
だ
」
と
か
ね
が
ね
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
茨
城

の
県
民
性
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
つ
く
ば
の
歴
史
研
究
に
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が
出
来

た
の
だ
ろ
う
と
、
筆
者
も
思
う
。
他
県
出
身
者
に
も
隔
て
な
く
接
す
る
人
柄
の
良
さ
が
、
引
退
後

も
三
重
県
に
帰
ら
な
く
て
も
い
い
と
思
っ
た
、
住
み
易
さ
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
う
。 

 

つ
く
ば
市
の
松
村
の
自
宅
に
は
、
現
在
も
「
東
京
」「
三
重
県
」「
筑
波
大
学
」「
俳
句
」「
つ
く

ば
市
北
条
」
と
い
っ
た
様
々
な
地
名
や
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
新
聞
の
切
り
抜
き
や
参
考
書
の
コ
ピ
ー

な
ど
を
集
め
て
整
理
さ
れ
た
紙
フ
ァ
イ
ル
が
、
ざ
っ
と
数
え
た
だ
け
で
五
〇
〇
冊
以
上
、
本
棚
に

所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
新
聞
の
切
抜
き
等
を
貼
付
し
た
自
前
の
百
科
事
典
の
よ
う
な
ル

ー
ズ
リ
ー
フ
の
書
束
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
〈
整
理
の
鬼
〉
と
も
称
す
べ
き
几
帳
面
さ

と
共
に
、
過
去
の
業
績
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
新
し
い
も
の
を
学
ぼ
う
と
し
て
前
へ
進

み
続
け
た
義
理
の
叔
父
・
松
村
勝
行
の
人
生
は
、
文
人
・
文
化
に
関
わ
る
者
と
し
て
の
一
つ
の
理

想
型
を
我
々
に
呈
示
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。(

二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日 

稿
了) 

 

後
記 

 
 

本
稿
を
執
筆
す
る
き
っ
か
け
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
に
松
村
勝
行
の
訃
報
に
接

し
た
こ
と
に
あ
る
が
、
叔
父
の
業
績
を
論
考
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
直
接
の
契
機
は
、
亀
山
市

の
郷
土
歴
史
研
究
家
・
八
木
淳
夫
氏
の
主
宰
す
る
亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
文
学
部
門
文
化
研
究

部
会
編
の
、
「
文
化
研
究
」
第
九
号
（
平
成
二
十
二
年
十
月
発
行
）
に
掲
載
す
る
た
め
の
「
評

伝
」
・
「
文
芸
著
作
目
録
」
・
「
略
年
譜
」
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
八
木
氏
と
、

そ
の
折
、
追
悼
文
を
お
互
い
連
絡
し
合
い
な
が
ら
執
筆
し
た
、
実
弟
・
松
村
勝
順
氏
に
は
、
こ

こ
に
記
し
て
お
礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
。 

（
受
付
日
二
〇
一
一
年 

八
月
三
〇
日
） 

（
受
理
日
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
一
日
） 

 

 

こ
の
よ
う
に
並
々
な
ら
ぬ
強
い
執
筆
へ
の
決
意
と
矜
持
を
示
す
、
「
小
説
『
生
徒
会
長
』
の
資

料
」
と
題
す
る
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
結
局
こ
の
後
ほ
と
ん
ど
書
き
継
が
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の

執
筆
は
頓
挫
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
と
十
二
月
に
も
、「
生
徒
会
長
資
料
」

と
題
す
る
メ
モ
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
登
場
さ
せ
る
学
校
を
亀
山
高
等
学
校
に
ち
な
み
「
陰
涼
寺

山
高
校
」
と
名
付
け
る
こ
と
等
が
書
い
て
あ
る
）
が
、
結
局
長
編
小
説
と
い
う
形
で
実
現
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
生
涯
の
代
表
作
と
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
と
悔
や
ま
れ
る
。 

 

他
に
、
昭
和
三
十
～
三
十
一
年
頃
の
様
々
な
エ
ッ
セ
イ
・
自
叙
伝
・
演
説
の
原
稿
・
詩
な
ど
を

集
め
た
、
原
稿
用
紙
一
六
〇
枚
に
も
な
る
「
露
出
症
」
と
題
さ
れ
た
雑
文
集
が
残
っ
て
お
り
、
当

時
好
意
を
持
っ
て
い
た
女
性
の
こ
と
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。 

 

そ
の
後
の
小
説
作
品
と
し
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
数
少
な
く
、
年
代
は
分
か
ら
な
い
（
お

そ
ら
く
昭
和
四
十
～
五
十
年
代
）
に
、
戯
曲
の
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
書
か
れ
た
「
陰
涼
寺
山
」
を
舞

台
と
し
た
「
表
札
」
と
い
う
八
十
三
枚
か
ら
な
る
作
品
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
〔
創
作
〕
短
篇
集
」

と
名
付
け
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
「
富
士
山
の
見
え
る
病
室
」
十
枚
（
昭
和
五
十
三
年
九
月
）
、「
病

人
（
や
に
ん
）
」
四
十
七
枚
（
五
十
五
年
七
月
）
の
二
編
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
心

筋
梗
塞
で
入
院
し
た
経
験
を
元
に
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

次
に
、
エ
ッ
セ
イ
の
分
野
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
数
多
く
の
作
品
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
前
述
し
た
「
露
出
症
」
の
諸
編
や
、
膨
大
な
量
の
日
記
の
文
章
も
広
い
意
味
で
は
エ
ッ

セ
イ
と
呼
べ
る
し
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
発
表
し
た
文
章
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
は
、
ま
ず
教
職
員
の
文
芸
誌
「
文
芸
広
場
」
に
発
表
さ
れ
た
「
芸
者
」
（
昭
和
六
十
年

九
月
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。
原
稿
用
紙
五
枚
程
度
の
小
品
で
あ
る
。
小
さ
い
頃
、
伯
母
が
芸
者
の

置
屋
を
や
っ
て
い
た
関
係
で
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
よ
く
遊
び
に
行
き
、
特
に
三
人
の
芸
者
さ
ん
に

よ
く
遊
ん
で
も
ら
っ
た
と
い
う
思
い
出
で
あ
る
。
後
年
そ
の
中
の
一
人
ひ
で
ち
ゃ
ん
の
紹
介
で
後

に
妻
と
な
る
娘
さ
ん
（
つ
ま
り
筆
者
の
叔
母
）
に
出
会
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
う
し
た
他
愛

も
無
い
よ
う
な
小
話
・
旅
先
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
他
に
も
十
篇
ほ
ど
「
文
芸
広
場
」
に
投
稿
し

て
い
る
が
、
す
べ
て
入
選
せ
ず
、
本
文
を
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。 

最
後
に
「
文
芸
亀
山
」
第
四
号
（
平
成
十
年
十
一
月
）
に
発
表
さ
れ
た
「
亀
山
の
風
、
つ
く
ば

の
風
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
れ
も
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
小
品
で
あ
る
。
現
在
住
む
「
つ
く
ば
市
」

を
含
む
茨
城
県
西
部
と
、
青
少
年
期
を
過
ご
し
た
亀
山
と
の
気
候
風
土
の
違
い
や
共
通
点
な
ど
に

つ
い
て
様
々
に
語
っ
た
後
、「
『
つ
く
ば
人
』
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
。
だ
が
、
亀
山
の
、
あ
の
風
、

空
、
山
の
色
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
」
と
語
る
。
そ
し
て
最
後
近
く
次
の
よ
う
に
語
る
。 

 
 
 

つ
く
ば
へ
来
て
間
も
な
く
、
九
死
に
一
生
の
大
手
術
を
受
け
た
。
麻
酔
が
覚
め
る
も
う
ろ

う
と
し
た
意
識
の
中
で
、
亀
山
の
菩
提
寺
の
大
銀
杏
が
風
に
そ
よ
ぐ
の
が
見
え
、
そ
の
葉
擦

れ
の
音
が
聞
こ
え
た
。 

 
 
 

寺
に
は
父
母
、
兄
弟
と
と
も
に
私
の
二
人
の
子
が
眠
っ
て
い
る
。
母
体
を
助
け
る
た
め
断

念
し
た
子
と
生
を
享
け
ず
に
産
ま
れ
た
子
と
―
。 

 

そ
し
て
彼
自
身
も
今
は
、
同
じ
亀
山
市
南
野
町
の
臨
済
宗
宗
英
寺
に
眠
っ
て
い
る
。 

 

六 

古
文
書
研
究
と
史
跡
踏
歩 

 

本
稿
の
最
後
に
、
平
成
五
年
の
退
職
以
降
の
少
な
く
と
も
十
六
年
間
、
松
村
の
文
化
活
動
の
中

心
と
な
っ
て
い
た
古
文
書
研
究
と
史
跡
踏
歩
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

ま
ず
彼
の
古
文
書
や
歴
史
へ
の
関
心
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
活
動
と
関
わ
り
無

く
突
発
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
常
陽
新
聞
」
平
成
十
三
年
五

月
二
十
九
日
の
「
ひ
と
十
字
路
」
の
記
事
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
の
で
、
次
に
一
部
を
引
用
す
る
。 

…
話
し
言
葉
に
対
し
て
の
興
味
が
、
二
転
三
転
し
て
古
文
書
に
つ
な
が
っ
た
。 

「
高
校
時
代
か
ら
、
言
語
効
果
を
科
学
的
に
研
究
し
た
く
て
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
た
こ
と
も
。

で
も
、
基
礎
学
問
や
分
析
機
械
が
必
要
で
お
金
も
時
間
も
か
か
り
、
対
象
物
が
大
き
過
ぎ
て

無
理
で
し
た
。
あ
き
ら
め
て
、
言
葉
が
重
要
な
役
割
を
持
つ
シ
ナ
リ
オ
を
書
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
時
代
劇
の
言
葉
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
話
し
言
葉
と
書

く
言
葉
の
違
い
は
あ
る
が
、
古
文
書
を
理
解
し
て
お
か
な
く
て
は
と
、
筑
波
大
の
公
開
講
座

を
受
講
。
講
座
修
了
後
、
同
（
筆
者
注
…
つ
く
ば
市
桜
）
古
文
書
研
究
会
に
入
会
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
史
料
を
解
読
し
て
き
た
。
… 

つ
ま
り
、
弁
論
（
話
学
）
→
シ
ナ
リ
オ
→
古
文
書
は
一
つ
の
線
で
繋
が
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
「
こ
と
ば
」
と
い
う
も
の
に
あ
く
ま
で
執
し
続
け
た
生
涯
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

 

「
古
文
書
研
究
会
」
の
沿
革
を
記
す
プ
リ
ン
ト
（
「
平
成
五
年
度 

つ
く
ば
市
文
化
祭
桜
会
場 

古
文
書
研
究
会 

三
廰
秘
録 

第
一
部
」
の
会
務
記
録
）
を
見
る
と
、「
昭
和
五
十
五
年
、
筑 
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波
大
学
公
開
講
座
「
古
文
書
解
読
」
（
講
師
は
同
大
学
副
学
長
芳
賀
登
氏
）
の
受
講
者
が
、
元
桜

村
教
育
長
市
村
芳
男
氏
の
提
唱
の
も
と
に
集
ま
り
、
芳
賀
登
氏
を
は
じ
め
桜
村
古
文
書
調
査
員
栗

田
逞
治
氏
、
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
教
諭
栗
原
亮
氏
な
ど
を
指
導
者
と
し
て
勉
強
会
を
始
め
る
。
」
と

あ
り
、
五
十
七
年
六
月
、
桜
村
古
文
書
研
究
会
と
し
て
発
足
し
、
平
成
四
年
四
月
に
松
村
勝
行
が

第
三
代
の
代
表
者
と
な
っ
た
。
月
二
回
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

一
方
の
「
歴
史
を
読
ん
で
み
る
会
」
は
、
そ
の
「
古
文
書
研
究
会
」
の
入
門
コ
ー
ス
と
し
て
平

成
八
年
八
月
に
発
足
す
る
。
「
常
陽
リ
ビ
ン
グ
」
平
成
二
十
年
九
月
十
三
日
付
に
よ
れ
ば
、
会
員

が
高
齢
化
す
る
中
で
、
間
口
を
広
げ
、
地
域
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
市
民
が
気
楽
に
参
加
で
き
る

場
を
作
る
た
め
に
発
足
し
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
活
動
は
月
一
回
の
古
文
書
解
読
例
会
が
メ
イ

ン
で
、
つ
く
ば
や
東
京
の
史
跡
を
訪
ね
る
小
さ
な
旅
が
口
コ
ミ
で
評
判
を
呼
び
、
年
々
参
加
者
が

増
加
し
て
い
っ
た
模
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
平
成
十
九
年
に
は
、
そ
の
「
史
跡
等
参
観
研
修
会
」

は
、「
つ
く
ば
の
歴
史
に
親
し
む
」
が
六
月
と
十
二
月
に
、「
大
江
戸
を
歩
く
」
が
二
月
と
八
月
に
、

併
せ
て
年
四
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
成
十
九
年
か
ら
三
年
連
続
で
六
月
に
「
時
の
記
念
日

に
ち
な
む
集
い
」
と
題
し
て
、
つ
く
ば
市
の
一
部
を
な
す
谷
田
部
藩
が
生
ん
だ
、
和
時
計
な
ど
の

発
明
家
・
飯
塚
伊
賀
七
（
か
ら
く
り
伊
賀
七
）
の
業
績
を
た
ど
る
歴
史
散
歩
も
行
っ
て
い
た
。 

 

二
つ
の
古
文
書
の
会
の
現
在
の
活
動
状
況
は
未
詳
だ
が
、
そ
の
「
史
跡
等
参
観
研
修
会
」
に
松

村
が
最
後
に
参
加
し
た
の
は
、
「
つ
く
ば
の
歴
史
に
親
し
む
」
が
第
二
十
六
回
「
小
野
川
用
水
・

土
浦
用
水
」（
平
成
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
実
施
）
で
あ
り
、「
第
三
回
時
の
記
念
日
に
ち
な
む

集
い
・
改
め
て
飯
塚
伊
賀
七
」（
六
月
七
日
実
施
）
を
挟
ん
で
、「
大
江
戸
を
歩
く
」
は
第
二
十
四

回
「
日
野
市
の
昔
を
訪
ね
て
み
よ
う
。
甲
州
街
道
日
野
宿
・
新
撰
組
の
ふ
る
さ
と
・
高
幡
不
動
尊
」

（
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
三
日
実
施
）
で
あ
る
。
「
大
江
戸
を
歩
く
」
の
方
は
、
実
に
死
去
の

三
日
前
で
あ
る
。
そ
の
前
日
（
二
十
二
日
）
の
夕
刻
に
は
、
松
村
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
マ
イ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
主
催
の
「
楽
楽
大
学
講
座
」
に
て
「
中
世
つ
く
ば
地
域
に
お
け
る
館
の
主
達
」

と
題
す
る
地
方
史
を
講
ず
る
演
壇
に
立
っ
て
い
る
。 

 

多
分
、
こ
う
し
た
史
跡
踏
歩
に
際
し
て
は
、
松
村
は
そ
の
性
格
か
ら
、
経
路
の
策
定
・
参
考
資

料
の
作
成
か
ら
会
計
報
告
ま
で
全
て
一
人
で
や
り
遂
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な

無
理
が
、
も
と
も
と
健
康
に
不
安
が
あ
る
松
村
の
七
十
路
の
肉
体
に
次
第
に
重
く
の
し
か
か
り
、

八
月
の
二
日
連
続
の
無
理
が
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
て
、
急
な
最
期
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

だ
が
、
彼
は
そ
れ
ら
の
責
務
を
悠
々
と
楽
し
み
な
が
ら
こ
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
叔
母
・

冨
士
子
の
談
と
し
て
、
松
村
は
「
つ
く
ば
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
た
ち
（
旧
住
民
）
は
、
自
分

よ
り
学
歴
や
社
会
的
地
位
の
高
い
人
に
も
遠
慮
な
く
対
等
に
話
が
出
来
る
人
が
多
く
、
そ
の
自
分

を
飾
ら
な
い
お
お
ら
か
な
気
質
が
好
き
だ
」
と
か
ね
が
ね
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
茨
城

の
県
民
性
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
つ
く
ば
の
歴
史
研
究
に
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が
出
来

た
の
だ
ろ
う
と
、
筆
者
も
思
う
。
他
県
出
身
者
に
も
隔
て
な
く
接
す
る
人
柄
の
良
さ
が
、
引
退
後

も
三
重
県
に
帰
ら
な
く
て
も
い
い
と
思
っ
た
、
住
み
易
さ
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
う
。 

 

つ
く
ば
市
の
松
村
の
自
宅
に
は
、
現
在
も
「
東
京
」「
三
重
県
」「
筑
波
大
学
」「
俳
句
」「
つ
く

ば
市
北
条
」
と
い
っ
た
様
々
な
地
名
や
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
新
聞
の
切
り
抜
き
や
参
考
書
の
コ
ピ
ー

な
ど
を
集
め
て
整
理
さ
れ
た
紙
フ
ァ
イ
ル
が
、
ざ
っ
と
数
え
た
だ
け
で
五
〇
〇
冊
以
上
、
本
棚
に

所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
新
聞
の
切
抜
き
等
を
貼
付
し
た
自
前
の
百
科
事
典
の
よ
う
な
ル

ー
ズ
リ
ー
フ
の
書
束
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
〈
整
理
の
鬼
〉
と
も
称
す
べ
き
几
帳
面
さ

と
共
に
、
過
去
の
業
績
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
新
し
い
も
の
を
学
ぼ
う
と
し
て
前
へ
進

み
続
け
た
義
理
の
叔
父
・
松
村
勝
行
の
人
生
は
、
文
人
・
文
化
に
関
わ
る
者
と
し
て
の
一
つ
の
理

想
型
を
我
々
に
呈
示
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。(

二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日 

稿
了) 

 

後
記 

 
 

本
稿
を
執
筆
す
る
き
っ
か
け
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
に
松
村
勝
行
の
訃
報
に
接

し
た
こ
と
に
あ
る
が
、
叔
父
の
業
績
を
論
考
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
直
接
の
契
機
は
、
亀
山
市

の
郷
土
歴
史
研
究
家
・
八
木
淳
夫
氏
の
主
宰
す
る
亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
文
学
部
門
文
化
研
究

部
会
編
の
、
「
文
化
研
究
」
第
九
号
（
平
成
二
十
二
年
十
月
発
行
）
に
掲
載
す
る
た
め
の
「
評

伝
」
・
「
文
芸
著
作
目
録
」
・
「
略
年
譜
」
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
八
木
氏
と
、

そ
の
折
、
追
悼
文
を
お
互
い
連
絡
し
合
い
な
が
ら
執
筆
し
た
、
実
弟
・
松
村
勝
順
氏
に
は
、
こ

こ
に
記
し
て
お
礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
。 

（
受
付
日
二
〇
一
一
年 

八
月
三
〇
日
） 

（
受
理
日
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
一
日
） 

 

 

こ
の
よ
う
に
並
々
な
ら
ぬ
強
い
執
筆
へ
の
決
意
と
矜
持
を
示
す
、
「
小
説
『
生
徒
会
長
』
の
資

料
」
と
題
す
る
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
結
局
こ
の
後
ほ
と
ん
ど
書
き
継
が
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の

執
筆
は
頓
挫
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
と
十
二
月
に
も
、「
生
徒
会
長
資
料
」

と
題
す
る
メ
モ
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
登
場
さ
せ
る
学
校
を
亀
山
高
等
学
校
に
ち
な
み
「
陰
涼
寺

山
高
校
」
と
名
付
け
る
こ
と
等
が
書
い
て
あ
る
）
が
、
結
局
長
編
小
説
と
い
う
形
で
実
現
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
生
涯
の
代
表
作
と
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
と
悔
や
ま
れ
る
。 

 

他
に
、
昭
和
三
十
～
三
十
一
年
頃
の
様
々
な
エ
ッ
セ
イ
・
自
叙
伝
・
演
説
の
原
稿
・
詩
な
ど
を

集
め
た
、
原
稿
用
紙
一
六
〇
枚
に
も
な
る
「
露
出
症
」
と
題
さ
れ
た
雑
文
集
が
残
っ
て
お
り
、
当

時
好
意
を
持
っ
て
い
た
女
性
の
こ
と
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。 

 

そ
の
後
の
小
説
作
品
と
し
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
数
少
な
く
、
年
代
は
分
か
ら
な
い
（
お

そ
ら
く
昭
和
四
十
～
五
十
年
代
）
に
、
戯
曲
の
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
書
か
れ
た
「
陰
涼
寺
山
」
を
舞

台
と
し
た
「
表
札
」
と
い
う
八
十
三
枚
か
ら
な
る
作
品
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
〔
創
作
〕
短
篇
集
」

と
名
付
け
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
「
富
士
山
の
見
え
る
病
室
」
十
枚
（
昭
和
五
十
三
年
九
月
）
、「
病

人
（
や
に
ん
）
」
四
十
七
枚
（
五
十
五
年
七
月
）
の
二
編
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
心

筋
梗
塞
で
入
院
し
た
経
験
を
元
に
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

次
に
、
エ
ッ
セ
イ
の
分
野
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
数
多
く
の
作
品
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
前
述
し
た
「
露
出
症
」
の
諸
編
や
、
膨
大
な
量
の
日
記
の
文
章
も
広
い
意
味
で
は
エ
ッ

セ
イ
と
呼
べ
る
し
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
発
表
し
た
文
章
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
は
、
ま
ず
教
職
員
の
文
芸
誌
「
文
芸
広
場
」
に
発
表
さ
れ
た
「
芸
者
」
（
昭
和
六
十
年

九
月
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。
原
稿
用
紙
五
枚
程
度
の
小
品
で
あ
る
。
小
さ
い
頃
、
伯
母
が
芸
者
の

置
屋
を
や
っ
て
い
た
関
係
で
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
よ
く
遊
び
に
行
き
、
特
に
三
人
の
芸
者
さ
ん
に

よ
く
遊
ん
で
も
ら
っ
た
と
い
う
思
い
出
で
あ
る
。
後
年
そ
の
中
の
一
人
ひ
で
ち
ゃ
ん
の
紹
介
で
後

に
妻
と
な
る
娘
さ
ん
（
つ
ま
り
筆
者
の
叔
母
）
に
出
会
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
う
し
た
他
愛

も
無
い
よ
う
な
小
話
・
旅
先
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
他
に
も
十
篇
ほ
ど
「
文
芸
広
場
」
に
投
稿
し

て
い
る
が
、
す
べ
て
入
選
せ
ず
、
本
文
を
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。 

最
後
に
「
文
芸
亀
山
」
第
四
号
（
平
成
十
年
十
一
月
）
に
発
表
さ
れ
た
「
亀
山
の
風
、
つ
く
ば

の
風
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
れ
も
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
の
小
品
で
あ
る
。
現
在
住
む
「
つ
く
ば
市
」

を
含
む
茨
城
県
西
部
と
、
青
少
年
期
を
過
ご
し
た
亀
山
と
の
気
候
風
土
の
違
い
や
共
通
点
な
ど
に

つ
い
て
様
々
に
語
っ
た
後
、「
『
つ
く
ば
人
』
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
。
だ
が
、
亀
山
の
、
あ
の
風
、

空
、
山
の
色
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
」
と
語
る
。
そ
し
て
最
後
近
く
次
の
よ
う
に
語
る
。 

 
 
 

つ
く
ば
へ
来
て
間
も
な
く
、
九
死
に
一
生
の
大
手
術
を
受
け
た
。
麻
酔
が
覚
め
る
も
う
ろ

う
と
し
た
意
識
の
中
で
、
亀
山
の
菩
提
寺
の
大
銀
杏
が
風
に
そ
よ
ぐ
の
が
見
え
、
そ
の
葉
擦

れ
の
音
が
聞
こ
え
た
。 

 
 
 

寺
に
は
父
母
、
兄
弟
と
と
も
に
私
の
二
人
の
子
が
眠
っ
て
い
る
。
母
体
を
助
け
る
た
め
断

念
し
た
子
と
生
を
享
け
ず
に
産
ま
れ
た
子
と
―
。 

 

そ
し
て
彼
自
身
も
今
は
、
同
じ
亀
山
市
南
野
町
の
臨
済
宗
宗
英
寺
に
眠
っ
て
い
る
。 

 

六 

古
文
書
研
究
と
史
跡
踏
歩 

 

本
稿
の
最
後
に
、
平
成
五
年
の
退
職
以
降
の
少
な
く
と
も
十
六
年
間
、
松
村
の
文
化
活
動
の
中

心
と
な
っ
て
い
た
古
文
書
研
究
と
史
跡
踏
歩
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

ま
ず
彼
の
古
文
書
や
歴
史
へ
の
関
心
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
活
動
と
関
わ
り
無

く
突
発
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
常
陽
新
聞
」
平
成
十
三
年
五

月
二
十
九
日
の
「
ひ
と
十
字
路
」
の
記
事
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
の
で
、
次
に
一
部
を
引
用
す
る
。 

…
話
し
言
葉
に
対
し
て
の
興
味
が
、
二
転
三
転
し
て
古
文
書
に
つ
な
が
っ
た
。 

「
高
校
時
代
か
ら
、
言
語
効
果
を
科
学
的
に
研
究
し
た
く
て
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
た
こ
と
も
。

で
も
、
基
礎
学
問
や
分
析
機
械
が
必
要
で
お
金
も
時
間
も
か
か
り
、
対
象
物
が
大
き
過
ぎ
て

無
理
で
し
た
。
あ
き
ら
め
て
、
言
葉
が
重
要
な
役
割
を
持
つ
シ
ナ
リ
オ
を
書
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
時
代
劇
の
言
葉
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
話
し
言
葉
と
書

く
言
葉
の
違
い
は
あ
る
が
、
古
文
書
を
理
解
し
て
お
か
な
く
て
は
と
、
筑
波
大
の
公
開
講
座

を
受
講
。
講
座
修
了
後
、
同
（
筆
者
注
…
つ
く
ば
市
桜
）
古
文
書
研
究
会
に
入
会
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
史
料
を
解
読
し
て
き
た
。
… 

つ
ま
り
、
弁
論
（
話
学
）
→
シ
ナ
リ
オ
→
古
文
書
は
一
つ
の
線
で
繋
が
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
「
こ
と
ば
」
と
い
う
も
の
に
あ
く
ま
で
執
し
続
け
た
生
涯
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

 

「
古
文
書
研
究
会
」
の
沿
革
を
記
す
プ
リ
ン
ト
（
「
平
成
五
年
度 

つ
く
ば
市
文
化
祭
桜
会
場 

古
文
書
研
究
会 

三
廰
秘
録 
第
一
部
」
の
会
務
記
録
）
を
見
る
と
、「
昭
和
五
十
五
年
、
筑 
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を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
し
て
若
い
頃
の
演
説
が
か
っ
た
口
調
は
消
え
て
、
松
村

の
戯
曲
の
中
で
は
最
も
読
み
や
す
い
、
熟
練
し
た
台
詞
ま
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。
肩
の
力
を
抜
き
、

自
然
な
親
心
を
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
こ
の
作
品
の
成
功
し
た
理
由
が
あ
る
と
思
う
。 

 

五 
小
説
・
エ
ッ
セ
イ 

 

本
章
で
は
、
松
村
の
数
々
あ
る
文
学
的
業
績
の
う
ち
、
小
説
と
エ
ッ
セ
イ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
紹
介
す
る
。
紙
幅
の
関
係
で
内
容
に
深
く
触
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
か
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

ま
ず
最
も
早
い
時
期
に
活
字
に
な
っ
た
作
品
と
し
て
、
旧
制
津
中
学
校
文
芸
部
誌
「
六
稜
」
第

三
号
（
昭
和
二
十
三
年
三
月
）
に
発
表
さ
れ
た
小
説
「
我
輩
は
兎
で
あ
る
」（
二
段
組
六
ペ
ー
ジ
）

が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
夏
目
漱
石
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

内
容
・
文
体
共
に
完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
兎
の
視
点
か
ら
人
間
社
会
を
風
刺
す
る

と
い
う
作
意
は
似
て
い
る
が
、
兎
の
食
べ
物
に
つ
い
て
・
闇
屋
の
横
行
す
る
世
情
・
昭
和
二
十
二

年
の
松
村
自
身
の
母
の
死
の
体
験
な
ど
が
踏
ま
え
ら
れ
、
非
常
に
読
み
や
す
い
巧
い
文
章
に
な
っ

て
い
る
。
兎
を
主
人
公
に
し
た
の
は
、
実
は
松
村
が
中
学
生
当
時
、
兎
の
飼
育
に
非
常
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、「
兔
畠
日
誌
」（
昭
和
二
十
一
年
八
月
～
二
十
二
年
十
二

月
）
と
題
し
た
事
務
用
紙
の
裏
を
使
っ
た
小
冊
子
を
編
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
分
か
る
。 

 

そ
の
他
に
中
学
時
代
の
作
品
集
と
し
て
は
「
な
つ
か
し
き
」
と
題
し
た
作
文
集
を
第
一
～
六
巻
、

昭
和
二
十
二
～
三
年
に
編
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
毛
筆
で
タ
イ
ト
ル
を
大

書
し
た
「
未
完
成
楽
団
」
二
七
ペ
ー
ジ
（
昭
和
二
十
三
年
十
月
）
、
同
じ
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
「
た

た
か
い
」
（
内
題
・
貧
乏
士
族
）
三
十
四
枚
、
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。 

 

高
校
生
に
な
る
と
、
ま
ず｢

十
九
の
春｣

（
原
稿
用
紙
と
縦
罫
紙
合
わ
せ
て
五
十
四
枚
）
が
昭
和

二
十
四
年
六
月
～
二
十
五
年
九
月
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
亀
山
高
等
学
校
の
文
芸
部
誌
で
あ
る

「
断
層
」
が
活
躍
の
舞
台
と
な
り
、
「
ゆ
き
」
（
「
断
層
」
第
四
号
・
昭
和
二
十
六
年
一
月
）
、
「
漱

石
の
ガ
ラ
ス
戸
の
中
よ
り 

月
夜
」（
「
断
層
」
第
五
号
・
昭
和
二
十
六
年
六
月
）
な
ど
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
高
校
時
代
か
ら
彼
の
創
作
の
中
心
は
戯
曲
に
移
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
以
降
小
説
作
品
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し

注
目
す
べ
き
事
実
と
し
て
、
「
生
徒
会
長
」
と
題
さ
れ
た
小
説
の
構
想
が
高
校
時
代
か
ら
何
度
か

企
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。 

ま
ず
、
亀
山
高
校
二
年
時
に
執
筆
さ
れ
た
「
生
徒
会
長
」
と
題
す
る
未
完
の
小
説
が
原
稿
用
紙

七
十
枚
分
残
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
主
人
公
の
生
徒
会
長
の
名
前
は
吉
川
修
で
あ
る
。
ま
た
、

執
筆
年
代
不
明
・
タ
イ
ト
ル
不
明
な
が
ら
、
生
徒
会
長
若
宮
某
を
主
人
公
に
し
た
小
説
の
原
稿
が
、

な
ん
と
五
二
一
枚
、
つ
く
ば
の
松
村
宅
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
と
に
か
く
生
徒
会
長
経
験
者
の
松
村

の
実
体
験
に
基
づ
く
大
河
小
説
の
よ
う
な
作
品
が
書
き
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
小
説
「
生
徒
会
長
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
メ
モ
が
残
っ
て
い
る
。 

 
 
 

こ
の
小
説
は
、
私
が
高
校
時
代
か
ら
、
構
想
を
ね
り
、
卒
業
し
て
、
三
重
大
学
の
事
務
局

に
つ
と
め
た
頃
か
ら
書
き
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

毎
週
土
曜
日
の
午
後
に
な
る
と
、
大
学
の
図
書
館
に
入
っ
て
、
原
稿
を
書
き
、
序
論
と
も

い
う
べ
き
第
一
部
を
完
了
し
た
。 

 
 
 

第
二
部
は
と
う

〱
一
行
も
書
か
な
い
ま
ゝ
十
五
年
近
く
た
っ
た
。 

 
 
 

今
第
一
部
を
読
み
か
え
し
て
み
る
と
、
そ
の
き
わ
め
て
ま
ず
い
構
想
、
文
章
に
が
っ
か
り

す
る
。
こ
ん
な
ま
ず
い
文
章
の
た
め
、
青
春
の
全
精
力
を
つ
ぎ
こ
ん
で
い
た
の
か
と
思
う
と
、

自
分
の
文
才
と
い
う
も
の
に
、
見
切
り
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
み

〲
考
え
る
。 

 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
こ
の
教
育
界
の
混
乱
を
み
る
と
き
、
戦
後
の
教
育
と
い
う
も
の
、

そ
し
て
そ
の
中
に
育
っ
た
人
間
と
い
う
も
の
を
、
私
は
や
は
り
書
き
の
こ
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
す
る
。 

 
 
 

こ
れ
を
書
く
こ
と
の
で
き
る
の
は
私
し
か
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
く
ら
い
に
考
え

る
。 

 
 
 

一
〇
年
以
上
も
原
稿
用
紙
を
か
え
り
み
な
か
っ
た
私
が
、
果
し
て
書
き
と
お
せ
る
か
ど
う

か
不
安
だ
が
、
と
も
か
く
や
っ
て
み
よ
う
。 

 
 
 

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
大
河
小
説
「
生
徒
会
長
」
を
書
く
た
め
の
資
料
を
集
め
、
そ
の
メ

モ
を
と
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

じ
っ
く
り
と
、
こ
の
小
説
に
私
の
命
を
か
け
て
と
り
く
も
う
。 

 
 
 

や
り
と
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
神
々
の
加
護
を
祈
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
四
二
年
三
月
一
二
日 

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
村
松
剛
は
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
紙
上
で
、
次
の
よ

う
に
評
し
て
い
る
。
評
文
の
一
部
を
引
用
す
る
。 

 
 

 

…
こ
の
戯
曲
の
長
所
も
弱
点
も
、
極
度
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
点
に
あ
り
ま
す
。 

年
齢
の
限
定
が
明
確
さ
を
缺
（
か
）
く
こ
と
や
、
肝
腎
の
人
工
子
宮
な
る
も
の
の
実
体
の
不

明
確
さ
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
ス
賞
【
筆
者
注
…
人
工
子
宮
を
開
発
し
た
正
峰
に
贈
ら
れ
る

賞
】
と
か
い
う
（
ア
ー
ス
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
綴
り
で
ど
う
書
く
の
で
し
ょ
う
）
不
思
議
さ
や
、

誤
字
の
多
さ
や
、
さ
ら
に
結
末
の
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
社
会
に
つ
い
て
の
記
述
の
甘
さ
で
す
。
ヨ
オ

ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
こ
の
作
者
は
、
短
期
間
の
観
光
客
以
上
の
知
識
を
も
た
な
い
よ
う
で
す
。 

 
 
 

そ
れ
だ
け
の
缺
点
を
も
ち
な
が
ら
も
、
な
お
こ
の
作
品
は
御
園
ゆ
き
に
名
女
優
を
配
す
れ 

 

 
 

ば
魅
力
的
な
芝
居
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
時
代
の
話
題
を
、
雑
然
と
な
が
ら
十
分
に
と

り
こ
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
姿
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の

人
物
が
紋
切
的
で
あ
り
す
ぎ
る
点
は
、
ど
う
も
気
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
ら
し
く
、
海
外
旅
行
の
経
験
が
な
い
松
村
の
欠
点
を
ず
ば
り

と
突
い
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
批
判
的
と
い
う
評
言
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
事
実
上
の
主
人
公
を
、

オ
ー
ル
ド
ミ
ス
の
御
園
と
捉
え
て
い
る
点
も
核
心
を
突
い
て
い
る
と
思
う
。 

 

前
述
の
「
と
ま
と
」
の
項
で
記
し
た
よ
う
に
、｢

科
学
技
術
は
果
た
し
て
人
間
を
幸
福
に
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
命
題
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
松
村
の
抱
き
続
け
て
き
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
松
村
の
一
つ
の
結
論
は
、
正
峰
の
息
子
で
、
人
工
子
宮
に

反
対
す
る
久
の
台
詞
「
僕
た
ち
は
、
こ
れ
以
上
科
学
を
進
歩
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

科
学
は
、
も
う
十
分
人
類
の
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
発
展
は
、
人
間
を
不
幸
に

す
る
だ
け
で
す
。
僕
た
ち
は
、
科
学
の
行
き
過
ぎ
を
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
う
考
え
ま
す
」

に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
研
究
室
員
た
る
柳
と
響
も
、
人
間
性
を
再
認
識
し
た
結

果
、
人
工
子
宮
を
用
い
ず
普
通
の
結
婚
生
活
に
入
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
点
に
も
表
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
桐
崎
助
手
の
台
詞
に
は
科
学
技
術
の
可
能
性
を
信
頼
す
る
考
え
方
も
窺
え
る
。 

 

松
村
の
受
賞
の
弁
の
一
部
を
次
に
引
用
し
て
、
筆
者
の
考
え
を
補
強
し
て
お
く
。 

 
 

「
科
学
の
進
歩
を
絶
え
ず
見
直
す
こ
と
は
大
切
。
進
歩
の
波
に
乗
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
そ

れ
は
ご
く
一
部
で
や
は
り
最
後
に
は
人
間
ら
し
い
生
活
を
望
ん
で
元
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
作
品
で
出
し
た
か
っ
た
」
（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
） 

 

松
村
は
、
さ
ら
に
こ
の
作
品
の
執
筆
時
期
、
女
性
の
権
利
拡
大
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
な
ど
に

つ
い
て
、
新
聞
の
切
抜
き
等
を
集
め
て
熱
心
に
勉
強
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
彼

の
生
来
の
几
帳
面
さ
、
女
性
へ
の
優
し
い
眼
差
し
が
窺
わ
れ
る
作
品
で
も
あ
る
。 

 

最
後
に
、
数
少
な
い
全
国
的
に
公
刊
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
一
幕
二
場
の
戯
曲
「
父
は
ふ
と
ん

を
す
み
に
敷
く
ゆ
え
」
（
「
文
芸
広
場
」
昭
和
六
十
年
五
月
号
）
を
取
り
上
げ
る
。 

 

梗
概
を
述
べ
る
。
妻
を
早
く
に
亡
く
し
た
四
十
五
歳
の
治
男
は
、
一
人
娘
の
順
子
の
高
校
受
験

の
合
格
発
表
の
日
の
朝
、
落
ち
着
か
ず
習
い
始
め
の
短
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
友
人
吉
川
が

遊
び
に
来
て
、
治
男
は
エ
リ
ー
ト
の
集
ま
る
街
の
倍
率
の
高
い
公
立
校
を
受
け
さ
せ
た
苦
悩
を
語

り
、
今
朝
ま
で
父
と
並
ん
で
寝
て
い
た
程
お
ぼ
こ
い
彼
女
の
初
恋
の
顛
末
な
ど
も
語
る
。
芸
能
記

事
を
見
る
た
め
に
新
聞
を
買
い
に
行
っ
て
い
た
順
子
が
帰
宅
す
る
。
治
男
は
直
接
発
表
を
見
に
行

く
と
い
っ
て
吉
川
と
家
を
出
る
が
、
順
子
は
ラ
ジ
オ
で
合
格
発
表
の
速
報
を
聞
き
、
自
分
が
落
ち

た
こ
と
を
知
る
。
そ
の
日
の
夕
方
、
遊
び
に
来
た
順
子
の
友
だ
ち
は
グ
ル
ー
プ
の
中
で
順
子
だ
け

が
志
望
校
を
落
ち
た
こ
と
を
知
り
、
声
を
か
け
る
の
を
や
め
る
。
治
男
が
帰
宅
し
た
直
後
、
担
任

の
先
生
が
来
訪
し
、
順
子
は
奥
の
間
か
ら
出
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
治
男
に
先
生
は
心
の
籠
っ

た
話
を
し
、
こ
れ
か
ら
も
力
に
な
る
と
い
う
話
を
す
る
。
先
生
が
帰
っ
た
後
涙
で
く
し
ゃ
く
し
ゃ

に
な
っ
た
顔
で
順
子
は
出
て
き
て
、
す
べ
り
止
め
の
高
校
に
行
く
こ
と
に
決
め
た
と
言
う
。
食
事

を
し
な
が
ら
治
男
は
高
校
へ
入
っ
た
ら
男
に
気
を
つ
け
ろ
と
芝
居
が
か
っ
た
調
子
で
話
す
。
友
人

か
ら
の
電
話
が
あ
っ
て
順
子
の
表
情
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
る
。
順
子
に
今
晩
だ
け
自
分
と
蒲
団
を

並
べ
て
寝
な
い
か
と
い
う
提
案
を
す
る
が
順
子
は
拒
否
す
る
。
そ
こ
で
「
寂
し
く
ば
い
つ
で
も
来

た
れ
い
と
し
子
よ
父
は
ふ
と
ん
を
す
み
に
敷
く
ゆ
え
」
と
い
う
短
歌
が
出
来
て
、
幕
と
な
る
。 

 
 

福
田
清
人
に
よ
る
、
同
誌
掲
載
の
「
選
評
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 
 
 

高
校
受
験
発
表
の
朝
受
験
生
の
娘
を
持
つ
父
親
と
そ
の
娘
の
様
子
を
描
く
。
母
は
そ
の
前

病
死
し
て
い
る
。
そ
の
淋
し
さ
を
短
歌
入
門
で
ま
ぎ
ら
そ
う
と
し
て
い
る
父
の
、
娘
の
入
学

を
気
づ
か
う
心
情
、
ま
た
娘
の
周
辺
な
ど
、
現
代
の
高
校
入
試
の
様
子
な
ど
に
配
慮
も
み
せ

て
、
よ
く
ま
と
ま
っ
た
本
誌
に
珍
し
い
一
幕
物
。 

松
村
は
こ
の
時
期
、
既
に
創
作
活
動
の
中
心
を
俳
句
・
短
歌
に
移
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
戯

曲
の
モ
チ
ー
フ
の
形
成
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
松
村
の
一
人
娘
は
、
昭
和
六
十
年
に

は
既
に
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
保
育
士
と
し
て
就
職
し
て
い
た
が
、
数
年
前
に
遡
っ
て
の
実
体
験
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を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
し
て
若
い
頃
の
演
説
が
か
っ
た
口
調
は
消
え
て
、
松
村

の
戯
曲
の
中
で
は
最
も
読
み
や
す
い
、
熟
練
し
た
台
詞
ま
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。
肩
の
力
を
抜
き
、

自
然
な
親
心
を
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
こ
の
作
品
の
成
功
し
た
理
由
が
あ
る
と
思
う
。 

 

五 

小
説
・
エ
ッ
セ
イ 

 

本
章
で
は
、
松
村
の
数
々
あ
る
文
学
的
業
績
の
う
ち
、
小
説
と
エ
ッ
セ
イ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
紹
介
す
る
。
紙
幅
の
関
係
で
内
容
に
深
く
触
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
か
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
思
う
。 

ま
ず
最
も
早
い
時
期
に
活
字
に
な
っ
た
作
品
と
し
て
、
旧
制
津
中
学
校
文
芸
部
誌
「
六
稜
」
第

三
号
（
昭
和
二
十
三
年
三
月
）
に
発
表
さ
れ
た
小
説
「
我
輩
は
兎
で
あ
る
」（
二
段
組
六
ペ
ー
ジ
）

が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
夏
目
漱
石
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

内
容
・
文
体
共
に
完
全
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
兎
の
視
点
か
ら
人
間
社
会
を
風
刺
す
る

と
い
う
作
意
は
似
て
い
る
が
、
兎
の
食
べ
物
に
つ
い
て
・
闇
屋
の
横
行
す
る
世
情
・
昭
和
二
十
二

年
の
松
村
自
身
の
母
の
死
の
体
験
な
ど
が
踏
ま
え
ら
れ
、
非
常
に
読
み
や
す
い
巧
い
文
章
に
な
っ

て
い
る
。
兎
を
主
人
公
に
し
た
の
は
、
実
は
松
村
が
中
学
生
当
時
、
兎
の
飼
育
に
非
常
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、「
兔
畠
日
誌
」（
昭
和
二
十
一
年
八
月
～
二
十
二
年
十
二

月
）
と
題
し
た
事
務
用
紙
の
裏
を
使
っ
た
小
冊
子
を
編
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
分
か
る
。 

 

そ
の
他
に
中
学
時
代
の
作
品
集
と
し
て
は
「
な
つ
か
し
き
」
と
題
し
た
作
文
集
を
第
一
～
六
巻
、

昭
和
二
十
二
～
三
年
に
編
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
毛
筆
で
タ
イ
ト
ル
を
大

書
し
た
「
未
完
成
楽
団
」
二
七
ペ
ー
ジ
（
昭
和
二
十
三
年
十
月
）
、
同
じ
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
「
た

た
か
い
」
（
内
題
・
貧
乏
士
族
）
三
十
四
枚
、
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。 

 

高
校
生
に
な
る
と
、
ま
ず｢

十
九
の
春｣

（
原
稿
用
紙
と
縦
罫
紙
合
わ
せ
て
五
十
四
枚
）
が
昭
和

二
十
四
年
六
月
～
二
十
五
年
九
月
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
亀
山
高
等
学
校
の
文
芸
部
誌
で
あ
る

「
断
層
」
が
活
躍
の
舞
台
と
な
り
、
「
ゆ
き
」
（
「
断
層
」
第
四
号
・
昭
和
二
十
六
年
一
月
）
、
「
漱

石
の
ガ
ラ
ス
戸
の
中
よ
り 

月
夜
」（
「
断
層
」
第
五
号
・
昭
和
二
十
六
年
六
月
）
な
ど
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
高
校
時
代
か
ら
彼
の
創
作
の
中
心
は
戯
曲
に
移
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
以
降
小
説
作
品
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し

注
目
す
べ
き
事
実
と
し
て
、
「
生
徒
会
長
」
と
題
さ
れ
た
小
説
の
構
想
が
高
校
時
代
か
ら
何
度
か

企
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。 

ま
ず
、
亀
山
高
校
二
年
時
に
執
筆
さ
れ
た
「
生
徒
会
長
」
と
題
す
る
未
完
の
小
説
が
原
稿
用
紙

七
十
枚
分
残
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
主
人
公
の
生
徒
会
長
の
名
前
は
吉
川
修
で
あ
る
。
ま
た
、

執
筆
年
代
不
明
・
タ
イ
ト
ル
不
明
な
が
ら
、
生
徒
会
長
若
宮
某
を
主
人
公
に
し
た
小
説
の
原
稿
が
、

な
ん
と
五
二
一
枚
、
つ
く
ば
の
松
村
宅
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
と
に
か
く
生
徒
会
長
経
験
者
の
松
村

の
実
体
験
に
基
づ
く
大
河
小
説
の
よ
う
な
作
品
が
書
き
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
小
説
「
生
徒
会
長
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
メ
モ
が
残
っ
て
い
る
。 

 
 
 

こ
の
小
説
は
、
私
が
高
校
時
代
か
ら
、
構
想
を
ね
り
、
卒
業
し
て
、
三
重
大
学
の
事
務
局

に
つ
と
め
た
頃
か
ら
書
き
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

毎
週
土
曜
日
の
午
後
に
な
る
と
、
大
学
の
図
書
館
に
入
っ
て
、
原
稿
を
書
き
、
序
論
と
も

い
う
べ
き
第
一
部
を
完
了
し
た
。 

 
 
 

第
二
部
は
と
う

〱
一
行
も
書
か
な
い
ま
ゝ
十
五
年
近
く
た
っ
た
。 

 
 
 

今
第
一
部
を
読
み
か
え
し
て
み
る
と
、
そ
の
き
わ
め
て
ま
ず
い
構
想
、
文
章
に
が
っ
か
り

す
る
。
こ
ん
な
ま
ず
い
文
章
の
た
め
、
青
春
の
全
精
力
を
つ
ぎ
こ
ん
で
い
た
の
か
と
思
う
と
、

自
分
の
文
才
と
い
う
も
の
に
、
見
切
り
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
み

〲
考
え
る
。 

 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
こ
の
教
育
界
の
混
乱
を
み
る
と
き
、
戦
後
の
教
育
と
い
う
も
の
、

そ
し
て
そ
の
中
に
育
っ
た
人
間
と
い
う
も
の
を
、
私
は
や
は
り
書
き
の
こ
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
す
る
。 

 
 
 

こ
れ
を
書
く
こ
と
の
で
き
る
の
は
私
し
か
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
く
ら
い
に
考
え

る
。 

 
 
 

一
〇
年
以
上
も
原
稿
用
紙
を
か
え
り
み
な
か
っ
た
私
が
、
果
し
て
書
き
と
お
せ
る
か
ど
う

か
不
安
だ
が
、
と
も
か
く
や
っ
て
み
よ
う
。 

 
 
 

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
大
河
小
説
「
生
徒
会
長
」
を
書
く
た
め
の
資
料
を
集
め
、
そ
の
メ

モ
を
と
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 

じ
っ
く
り
と
、
こ
の
小
説
に
私
の
命
を
か
け
て
と
り
く
も
う
。 

 
 
 

や
り
と
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
神
々
の
加
護
を
祈
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
四
二
年
三
月
一
二
日 

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
村
松
剛
は
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
紙
上
で
、
次
の
よ

う
に
評
し
て
い
る
。
評
文
の
一
部
を
引
用
す
る
。 

 
 

 

…
こ
の
戯
曲
の
長
所
も
弱
点
も
、
極
度
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
点
に
あ
り
ま
す
。 

年
齢
の
限
定
が
明
確
さ
を
缺
（
か
）
く
こ
と
や
、
肝
腎
の
人
工
子
宮
な
る
も
の
の
実
体
の
不

明
確
さ
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
ス
賞
【
筆
者
注
…
人
工
子
宮
を
開
発
し
た
正
峰
に
贈
ら
れ
る

賞
】
と
か
い
う
（
ア
ー
ス
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
綴
り
で
ど
う
書
く
の
で
し
ょ
う
）
不
思
議
さ
や
、

誤
字
の
多
さ
や
、
さ
ら
に
結
末
の
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
社
会
に
つ
い
て
の
記
述
の
甘
さ
で
す
。
ヨ
オ

ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
こ
の
作
者
は
、
短
期
間
の
観
光
客
以
上
の
知
識
を
も
た
な
い
よ
う
で
す
。 

 
 
 

そ
れ
だ
け
の
缺
点
を
も
ち
な
が
ら
も
、
な
お
こ
の
作
品
は
御
園
ゆ
き
に
名
女
優
を
配
す
れ 

 

 
 

ば
魅
力
的
な
芝
居
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
時
代
の
話
題
を
、
雑
然
と
な
が
ら
十
分
に
と

り
こ
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
姿
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の

人
物
が
紋
切
的
で
あ
り
す
ぎ
る
点
は
、
ど
う
も
気
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
ら
し
く
、
海
外
旅
行
の
経
験
が
な
い
松
村
の
欠
点
を
ず
ば
り

と
突
い
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
批
判
的
と
い
う
評
言
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
事
実
上
の
主
人
公
を
、

オ
ー
ル
ド
ミ
ス
の
御
園
と
捉
え
て
い
る
点
も
核
心
を
突
い
て
い
る
と
思
う
。 

 

前
述
の
「
と
ま
と
」
の
項
で
記
し
た
よ
う
に
、｢

科
学
技
術
は
果
た
し
て
人
間
を
幸
福
に
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
命
題
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
松
村
の
抱
き
続
け
て
き
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
松
村
の
一
つ
の
結
論
は
、
正
峰
の
息
子
で
、
人
工
子
宮
に

反
対
す
る
久
の
台
詞
「
僕
た
ち
は
、
こ
れ
以
上
科
学
を
進
歩
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

科
学
は
、
も
う
十
分
人
類
の
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
発
展
は
、
人
間
を
不
幸
に

す
る
だ
け
で
す
。
僕
た
ち
は
、
科
学
の
行
き
過
ぎ
を
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
う
考
え
ま
す
」

に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
研
究
室
員
た
る
柳
と
響
も
、
人
間
性
を
再
認
識
し
た
結

果
、
人
工
子
宮
を
用
い
ず
普
通
の
結
婚
生
活
に
入
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
点
に
も
表
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
桐
崎
助
手
の
台
詞
に
は
科
学
技
術
の
可
能
性
を
信
頼
す
る
考
え
方
も
窺
え
る
。 

 

松
村
の
受
賞
の
弁
の
一
部
を
次
に
引
用
し
て
、
筆
者
の
考
え
を
補
強
し
て
お
く
。 

 
 

「
科
学
の
進
歩
を
絶
え
ず
見
直
す
こ
と
は
大
切
。
進
歩
の
波
に
乗
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
そ

れ
は
ご
く
一
部
で
や
は
り
最
後
に
は
人
間
ら
し
い
生
活
を
望
ん
で
元
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
作
品
で
出
し
た
か
っ
た
」
（
「
常
陽
新
聞
」
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
） 

 

松
村
は
、
さ
ら
に
こ
の
作
品
の
執
筆
時
期
、
女
性
の
権
利
拡
大
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
な
ど
に

つ
い
て
、
新
聞
の
切
抜
き
等
を
集
め
て
熱
心
に
勉
強
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
彼

の
生
来
の
几
帳
面
さ
、
女
性
へ
の
優
し
い
眼
差
し
が
窺
わ
れ
る
作
品
で
も
あ
る
。 

 

最
後
に
、
数
少
な
い
全
国
的
に
公
刊
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
一
幕
二
場
の
戯
曲
「
父
は
ふ
と
ん

を
す
み
に
敷
く
ゆ
え
」
（
「
文
芸
広
場
」
昭
和
六
十
年
五
月
号
）
を
取
り
上
げ
る
。 

 

梗
概
を
述
べ
る
。
妻
を
早
く
に
亡
く
し
た
四
十
五
歳
の
治
男
は
、
一
人
娘
の
順
子
の
高
校
受
験

の
合
格
発
表
の
日
の
朝
、
落
ち
着
か
ず
習
い
始
め
の
短
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
友
人
吉
川
が

遊
び
に
来
て
、
治
男
は
エ
リ
ー
ト
の
集
ま
る
街
の
倍
率
の
高
い
公
立
校
を
受
け
さ
せ
た
苦
悩
を
語

り
、
今
朝
ま
で
父
と
並
ん
で
寝
て
い
た
程
お
ぼ
こ
い
彼
女
の
初
恋
の
顛
末
な
ど
も
語
る
。
芸
能
記

事
を
見
る
た
め
に
新
聞
を
買
い
に
行
っ
て
い
た
順
子
が
帰
宅
す
る
。
治
男
は
直
接
発
表
を
見
に
行

く
と
い
っ
て
吉
川
と
家
を
出
る
が
、
順
子
は
ラ
ジ
オ
で
合
格
発
表
の
速
報
を
聞
き
、
自
分
が
落
ち

た
こ
と
を
知
る
。
そ
の
日
の
夕
方
、
遊
び
に
来
た
順
子
の
友
だ
ち
は
グ
ル
ー
プ
の
中
で
順
子
だ
け

が
志
望
校
を
落
ち
た
こ
と
を
知
り
、
声
を
か
け
る
の
を
や
め
る
。
治
男
が
帰
宅
し
た
直
後
、
担
任

の
先
生
が
来
訪
し
、
順
子
は
奥
の
間
か
ら
出
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
治
男
に
先
生
は
心
の
籠
っ

た
話
を
し
、
こ
れ
か
ら
も
力
に
な
る
と
い
う
話
を
す
る
。
先
生
が
帰
っ
た
後
涙
で
く
し
ゃ
く
し
ゃ

に
な
っ
た
顔
で
順
子
は
出
て
き
て
、
す
べ
り
止
め
の
高
校
に
行
く
こ
と
に
決
め
た
と
言
う
。
食
事

を
し
な
が
ら
治
男
は
高
校
へ
入
っ
た
ら
男
に
気
を
つ
け
ろ
と
芝
居
が
か
っ
た
調
子
で
話
す
。
友
人

か
ら
の
電
話
が
あ
っ
て
順
子
の
表
情
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
る
。
順
子
に
今
晩
だ
け
自
分
と
蒲
団
を

並
べ
て
寝
な
い
か
と
い
う
提
案
を
す
る
が
順
子
は
拒
否
す
る
。
そ
こ
で
「
寂
し
く
ば
い
つ
で
も
来

た
れ
い
と
し
子
よ
父
は
ふ
と
ん
を
す
み
に
敷
く
ゆ
え
」
と
い
う
短
歌
が
出
来
て
、
幕
と
な
る
。 

 
 

福
田
清
人
に
よ
る
、
同
誌
掲
載
の
「
選
評
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 
 
 

高
校
受
験
発
表
の
朝
受
験
生
の
娘
を
持
つ
父
親
と
そ
の
娘
の
様
子
を
描
く
。
母
は
そ
の
前

病
死
し
て
い
る
。
そ
の
淋
し
さ
を
短
歌
入
門
で
ま
ぎ
ら
そ
う
と
し
て
い
る
父
の
、
娘
の
入
学

を
気
づ
か
う
心
情
、
ま
た
娘
の
周
辺
な
ど
、
現
代
の
高
校
入
試
の
様
子
な
ど
に
配
慮
も
み
せ

て
、
よ
く
ま
と
ま
っ
た
本
誌
に
珍
し
い
一
幕
物
。 

松
村
は
こ
の
時
期
、
既
に
創
作
活
動
の
中
心
を
俳
句
・
短
歌
に
移
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
戯

曲
の
モ
チ
ー
フ
の
形
成
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
松
村
の
一
人
娘
は
、
昭
和
六
十
年
に

は
既
に
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
保
育
士
と
し
て
就
職
し
て
い
た
が
、
数
年
前
に
遡
っ
て
の
実
体
験
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過
ぎ
て
読
む
者
を
興
醒
め
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
残
念
だ
が
失
敗
作
と
言
え
よ
う
。 

第
三
号
（
昭
和
三
十
七
年
三
月
）
に
は
、
前
作
に
続
き
伊
勢
湾
台
風
に
取
材
し
た
合
作
シ
ナ
リ

オ
「
土
と
水
」
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
松
村
の
原
作
で
は
な
い
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
中
心
人

物
だ
っ
た
松
村
の
東
京
教
育
大
学
転
勤
を
契
機
と
し
て
、
「
ち
ん
ぺ
ら
」
誌
は
第
三
号
を
も
っ
て

事
実
上
終
刊
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
他
に
、
昭
和
二
十
七
年
に
社
会
に
出
て
か
ら
の
約
十
年
間
に
松
村
が
書
い
た
戯
曲
・
シ
ナ

リ
オ
と
し
て
は
、
「
あ
る
夕
方
の
出
来
事
」
（
二
十
八
年
九
月
）
、
「
綾
子
の
恋
」
（
二
十
九
年
十
一

月
）
、「
宿
直
の
夜
」（
三
十
一
年
十
二
月
）
、「
考
え
る
馬
車
馬
」（
三
十
四
年
一
月
）
、「
日
本
の
ま

が
り
か
ど
」（
三
十
六
年
十
月
」
）
な
ど
が
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
が
あ
っ
て
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、

素
晴
ら
し
い
旺
盛
な
創
作
意
欲
を
感
じ
さ
せ
る
。 

次
に
、
約
二
十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
四
幕
の
大
作
戯
曲
と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
テ
レ
ビ
塔

の
礎
石
」
（
昭
和
五
十
八
年
作
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
は
先
に
名
を
挙
げ
た
筑
波
大
学
教

授
（
当
時
）
の
村
松
剛
ら
を
選
考
委
員
と
す
る
長
塚
節
文
学
賞
（
常
陽
新
聞
社
主
催
）
の
佳
作
第

二
位
に
入
選
し
、「
常
陽
新
聞
」
五
十
九
年
二
月
～
三
月
に
十
回
に
分
け
て
発
表
さ
れ
た
。 

 

ま
ず
、
作
者
本
人
に
よ
る
、
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
梗
概
」
全
文
を
引
用
す
る
。 

 
 
 

正
峰
優
教
授
が
人
工
子
宮
を
開
発
し
た
。 

 
 

 

受
精
卵
を
子
宮
か
ら
取
り
出
し
て
、
体
外
で
育
て
る
画
期
的
な
も
の
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

女
性
が
背
負
っ
て
い
た
妊
娠
と
出
産
と
い
う
肉
体
的
負
担
と
、
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
完
全
に
解
消
す
る
こ
と
が
出
来
、
真
の
女
性
解
放
と
男
女
平
等
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
清
ら
か
に
夢
開
く
と
し
て
、
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
カ
プ
セ
ル
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

 
 
 

研
究
員
の
柳
盛
男
と
響
ま
さ
子
は
、
誰
よ
り
も
こ
の
完
成
を
喜
ん
だ
。
二
人
は
近
く
結
婚 

 
 

す
る
。
し
か
し
、
夫
婦
が
同
居
し
て
家
族
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
自
由
を

束
縛
さ
れ
る
の
が
い
や
だ
っ
た
。
そ
こ
で
新
し
い
生
活
方
式
を
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
契

約
結
婚
で
あ
る
。
つ
ま
り
夫
婦
は
別
居
す
る
。
会
う
日
時
、
場
所
を
契
約
書
に
記
し
て
お
く
。

生
活
費
の
分
配
も
。
子
供
は
施
設
に
預
け
る
。
会
う
日
時
も
取
り
決
め
の
対
象
だ
。
子
供
へ

の
愛
も
夫
婦
間
で
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
で
あ
る
。
そ
ん
な
二
人
も
、
妊
娠
出
産
と
い
う
女

の
一
方
的
負
担
に
つ
い
て
の
解
決
策
が
無
く
困
っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 
 
 

一
方
、
正
峰
の
片
腕
と
し
て
、
こ
の
開
発
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
同
じ
研
究
員
の
桐
崎
敬 

 

  
 

も
悩
ん
で
い
た
。
郷
里
の
父
が
倒
れ
、
ば
く
大
な
財
産
の
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
、
こ
の
よ
う
な
不
幸
も
、
長
男
が
家
に
居
な
い
か
ら
だ
と
い
う
神
様
の

お
告
げ
が
あ
っ
た
と
し
て
、
村
人
や
親
類
か
ら
の
す
ぐ
帰
れ
と
の
強
い
催
促
に
で
あ
る
。 

 
 
 

研
究
室
の
事
務
員
御
園
ゆ
き
は
、
先
代
の
教
授
の
時
か
ら
勤
続
三
十
年
。
教
授
や
研
究
室 

 
 

員
の
論
文
は
す
べ
て
彼
女
の
手
で
タ
イ
プ
に
打
た
れ
て
来
た
。
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
カ
プ
セ
ル
も

例
外
で
は
な
い
。 

 
 
 

正
峰
と
は
高
校
の
同
級
生
、
し
か
も
好
き
合
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
兄
が
戦
死
し

た
の
で
、
両
親
の
め
ん
ど
う
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
正
峰
を
あ
き
ら
め
た
。
こ
の
こ
と
を

知
る
人
は
誰
も
居
な
い
。 

 
 
 

両
親
が
亡
く
な
っ
た
今
は
一
人
暮
ら
し
。
古
い
彼
女
の
家
は
、
テ
レ
ビ
塔
の
す
ぐ
下
に
あ

る
。
玄
関
の
前
に
、
三
百
メ
ー
ト
ル
の
鉄
塔
の
脚
の
一
つ
を
支
え
る
巨
大
な
礎
石
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
。
塔
の
先
端
か
ら
は
、
正
峰
の
偉
大
な
功
績
を
た
た
え
る
電
波
が
発
信
さ
れ
て

い
る
が
、
礎
石
が
誰
か
ら
も
振
り
向
か
れ
ず
、
雨
に
打
た
れ
風
に
耐
え
て
い
る
。
ま
る
で
彼

女
の
今
ま
で
生
き
て
来
た
姿
を
語
る
か
の
よ
う
に
。 

 
 
 

バ
イ
オ
レ
ッ
ト
カ
プ
セ
ル
に
反
対
運
動
が
盛
り
上
が
る
。
そ
の
過
激
派
の
中
に
正
峰
の
息 

 
 

子
久
も
居
た
。 

 
 
 

デ
モ
が
荒
れ
て
、
け
が
を
し
た
久
は
、
御
園
の
家
と
は
知
ら
ず
逃
げ
込
ん
で
来
る
。
久
は
、

彼
女
の
古
い
は
ず
の
考
え
方
に
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
不
思
議
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
し

ま
う
。 

 
 
 

桐
崎
は
、
と
う
と
う
郷
里
へ
帰
る
決
心
を
す
る
。 

 
 
 

柳
と
響
は
、
新
婚
旅
行
の
先
々
で
、
人
々
の
暖
か
い
心
に
触
れ
、
合
理
主
義
に
徹
し
て
い

た
自
分
た
ち
の
考
え
方
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。 

 
 
 

久
、
桐
崎
、
そ
し
て
柳
と
響
が
、
心
境
の
変
化
を
告
げ
に
相
次
い
で
御
園
の
家
を
訪
れ
る
。

花
も
咲
か
な
い
冷
た
い
礎
石
の
よ
う
な
御
園
の
家
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
久
し
ぶ
り
に
は
な

や
い
だ
。
埋
め
込
ま
れ
た
礎
石
を
、
ど
っ
か
と
抱
き
か
か
え
、
時
に
は
花
も
咲
か
せ
る
礎
石

の
土
の
よ
う
に
―
―
。 

 

正
峰
の
息
子
・
久
の
モ
デ
ル
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
筑
波
大
学
第
二
学
群
比
較
文
化
学
類
に
入

学
し
、
月
一
回
は
松
村
宅
に
会
食
に
伺
い
交
流
の
深
か
っ
た
筆
者
自
身
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

滝
の
家
に
突
然
哲
夫
の
懲
戒
免
職
の
報
が
届
き
、
哲
夫
や
仲
間
の
安
西
は
桑
山
に
詰
め
寄
る
が
相

手
に
さ
れ
な
い
。
臨
時
組
合
大
会
が
開
か
れ
再
び
ス
ト
ラ
イ
キ
が
始
ま
る
が
、
労
組
か
ら
離
脱
し

た
社
員
等
で
第
二
組
合
が
結
成
さ
れ
、
会
社
の
御
用
組
合
と
な
っ
て
哲
夫
ら
の
第
一
組
合
と
対
立

す
る
。
ピ
ケ
を
張
る
第
一
組
合
が
居
る
正
門
に
第
二
組
合
が
乱
入
し
、
警
察
隊
や
マ
ス
コ
ミ
が
入

り
込
ん
で
大
乱
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
が
、
「
何
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
だ
」「
俺
達
は
働
き
た
い
ん
だ
」
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
起
こ
り
、
争
闘
は
終
結
す
る
。

回
復
し
た
上
野
社
長
か
ら
老
齢
の
社
員
た
ち
に
僅
か
な
退
職
金
が
渡
さ
れ
る
。
会
社
は
新
道
徳
に

よ
り
統
制
さ
れ
、
乱
闘
で
負
傷
し
た
哲
夫
に
は
警
察
か
ら
暴
力
罪
で
逮
捕
状
が
来
る
。
警
察
官
に

連
行
さ
れ
る
哲
夫
の
ジ
ー
プ
を
、
よ
う
や
く
生
ま
れ
た
子
を
見
せ
に
来
た
啓
子
は
、
茫
然
と
見
送

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
三
十
五
年
の
ま
さ
に
安
保
闘
争
真
っ
只
中
の
時
期
に
書
か
れ
た
シ
ナ
リ
オ
で
、
「
安
保
態

勢
を
粉
砕
せ
よ
」
「
反
動
岸
内
閣
打
倒
」
と
い
う
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
組
合
の
決
起
集
会
の
場

面
に
出
て
来
て
、
い
か
に
も
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
。
哲
夫
の
隣
人
で
解
雇
さ
れ
る
六
十
歳
近
い
社

員
山
下
や
、
宇
治
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
社
長
令
嬢
な
が
ら
上
野
陶
器
に
秘
書
と
し
て
勤
め
る
さ
か
え
な

ど
、
登
場
人
物
も
多
彩
で
、
い
か
に
も
合
作
ら
し
い
力
が
み
な
ぎ
っ
た
作
品
で
あ
る
。 

 

「
編
集
後
記
」
で
、
松
村
は
次
の
よ
う
に
五
人
の
役
割
分
担
を
記
し
て
い
る
。 

 
 
 

合
作
遠
い
渚
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
の
提
案
は
駒
田
、
小
山
両
氏
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
と

り
あ
げ
る
か
、
検
討
を
加
え
（
激
論
デ
シ
タ
ヨ
）
松
村
が
プ
ロ
ッ
ト
を
書
き
、
そ
れ
を
小
山

氏
が
シ
ー
ン
割
り
し
、
更
に
そ
れ
に
よ
っ
て
松
村
が
シ
ナ
リ
オ
に
し
た
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を

カ
メ
ラ
と
い
う
点
か
ら
落
合
氏
が
、
更
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
点
か
ら
駒
田
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
加
筆

修
正
。
途
中
、
五
月
に
東
京
か
ら
帰
っ
た
早
川
氏
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、
六
月
四
日
夜
、

五
人
が
検
討
を
加
え
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
… 

 

つ
ま
り
プ
ロ
ッ
ト
・
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
作
品
の
中
心
を
な
す
部
分
は
松
村
の
作
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
作
品
は
前
記
の
賞
を
受
け
た
の
だ
が
、
そ
の
講
評
を
次
に
揚
げ
て
お
く
。 

 
 

…
「
遠
い
渚
」
は
三
重
県
の
同
人
雑
誌
の
同
人
た
ち
の
合
作
で
あ
る
。
労
働
争
議
の
表
裏
を 

 
 

衝
く
と
い
う
社
会
性
の
強
い
題
材
を
選
ん
だ
の
は
非
常
に
結
構
だ
が
、
合
作
の
せ
い
か
、
扱

い
方
、
つ
ま
り
作
者
の
角
度
が
常
識
的
に
な
り
、
鋭
い
社
会
批
判
の
独
自
性
が
見
ら
れ
な
い

の
が
最
大
の
欠
陥
と
な
っ
た
。
《
中
略
》
〝
ち
ん
ぺ
ら
〟
は
遠
い
地
方
都
市
か
ら
、《
中
略
》

今
後
共
ま
す
ま
す
い
い
作
品
を
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
や
ま
な
い
。
本
誌
は
、
つ
ね
に

そ
の
活
躍
を
み
つ
め
待
望
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
述
べ
て
、
次
回
へ
の
激
励
の
言
葉
に
代
え

た
い
。 

次
に
そ
の
「
ち
ん
ぺ
ら
」
第
二
号
（
三
十
五
年
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
黒
い
渦
の
中
に
」

を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
当
初
「
流
さ
れ
た
公
務
員
」
の
タ
イ
ト
ル
で
松
村
の
単
独
作
品
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
三
十
四
年
九
月
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
が
、
舞
台
背
景
と
し
て
あ

る
は
ず
だ
が
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
む
し
ろ
人
間
模
様
を
描
く
こ
と
に
力
点
が
あ
る
。 

 

梗
概
を
述
べ
る
。
台
風
の
接
近
す
る
夜
、
あ
る
官
庁
の
業
務
課
に
勤
め
る
沢
木
は
、
用
務
員
の

山
下
と
共
に
宿
直
に
当
た
っ
て
い
た
。
山
下
の
娘
の
幸
子
と
沢
木
は
付
き
合
っ
て
い
る
。
突
風
で

吹
き
飛
ば
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
を
敷
居
の
上
に
乗
っ
て
は
め
直
し
た
後
で
降
り
よ
う
と
し
た
時
、
足
を

滑
ら
せ
た
山
下
は
外
に
消
え
川
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
沢
木
は
庶
務
課
長
に
有
志
を
募
っ
て
捜
索

す
る
こ
と
を
願
い
出
る
が
、
課
長
は
超
過
勤
務
手
当
を
出
せ
な
い
、
捜
査
は
打
ち
切
り
と
言
う
。

義
憤
に
か
ら
れ
た
沢
木
は
庶
務
課
の
高
橋
・
山
本
・
斉
藤
、
幸
子
と
共
に
捜
索
に
出
る
。
業
務
課

長
と
庶
務
課
長
は
責
任
を
押
し
付
け
あ
う
。
幸
子
の
伯
父
や
近
所
の
人
々
も
加
わ
っ
て
捜
索
し
た

が
、
一
夜
明
け
て
も
手
が
か
り
が
な
い
。
翌
朝
庶
務
課
の
宮
島
は
沢
木
ら
を
欠
勤
扱
い
に
し
よ
う

と
し
て
口
論
と
な
る
。
翌
日
も
捜
索
を
続
け
る
沢
木
ら
の
と
こ
ろ
に
、
本
省
か
ら
の
視
察
団
が
来

て
「
遺
族
の
方
へ
の
お
言
葉
」
を
下
さ
る
と
い
う
の
を
幸
子
は
拒
絶
す
る
。
そ
の
日
に
堤
防
で
釣

り
を
し
て
い
た
所
長
の
息
子
・
一
郎
が
誤
っ
て
川
に
転
落
し
て
行
方
不
明
と
な
る
。
た
ち
ま
ち
官

庁
を
挙
げ
て
の
大
捜
索
の
態
勢
が
取
ら
れ
、
沢
木
は
山
下
と
の
扱
い
の
違
い
に
怒
る
が
捜
索
隊
に

加
わ
る
。
全
所
員
が
手
を
つ
な
い
で
川
へ
入
り
川
上
へ
さ
か
の
ぼ
っ
て
捜
す
と
い
う
策
が
取
ら
れ
、

夜
を
徹
し
た
捜
索
の
結
果
、
最
初
に
山
下
の
遺
体
が
浮
い
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
、
翌
朝
一
郎
の

遺
体
が
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
る
。
所
長
官
舎
で
は
盛
大
な
葬
儀
が
行
わ
れ

焼
香
客
が
絶
え
な
い
が
、
幸
子
の
家
で
は
質
素
な
葬
儀
が
行
わ
れ
参
列
者
も
少
な
か
っ
た
。 

 

脇
筋
と
し
て
、
業
者
と
癒
着
し
て
接
待
を
受
け
る
業
務
課
長
の
姿
や
、
庶
務
課
長
が
仲
人
と
な

っ
て
い
る
の
で
こ
の
騒
ぎ
の
た
め
結
納
を
延
期
さ
れ
る
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
姿
な
ど
も
描
か
れ
る

が
、
特
に
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
用
務
員
山
下
の
捜
索
と
キ
ャ
リ
ア
の
高

い
所
長
の
息
子
の
捜
索
を
巡
り
、
露
骨
な
保
身
に
走
る
官
庁
の
管
理
職
と
義
憤
に
駆
ら
れ
献
身
的

に
行
動
す
る
若
い
職
員
が
余
り
に
も
対
照
的
に
描
か
れ
、
善
人
と
悪
人
の
色
分
け
が
明
瞭
で
あ
り
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過
ぎ
て
読
む
者
を
興
醒
め
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
残
念
だ
が
失
敗
作
と
言
え
よ
う
。 

第
三
号
（
昭
和
三
十
七
年
三
月
）
に
は
、
前
作
に
続
き
伊
勢
湾
台
風
に
取
材
し
た
合
作
シ
ナ
リ

オ
「
土
と
水
」
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
松
村
の
原
作
で
は
な
い
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
中
心
人

物
だ
っ
た
松
村
の
東
京
教
育
大
学
転
勤
を
契
機
と
し
て
、
「
ち
ん
ぺ
ら
」
誌
は
第
三
号
を
も
っ
て

事
実
上
終
刊
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
他
に
、
昭
和
二
十
七
年
に
社
会
に
出
て
か
ら
の
約
十
年
間
に
松
村
が
書
い
た
戯
曲
・
シ
ナ

リ
オ
と
し
て
は
、
「
あ
る
夕
方
の
出
来
事
」
（
二
十
八
年
九
月
）
、
「
綾
子
の
恋
」
（
二
十
九
年
十
一

月
）
、「
宿
直
の
夜
」（
三
十
一
年
十
二
月
）
、「
考
え
る
馬
車
馬
」（
三
十
四
年
一
月
）
、「
日
本
の
ま

が
り
か
ど
」（
三
十
六
年
十
月
」
）
な
ど
が
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
が
あ
っ
て
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、

素
晴
ら
し
い
旺
盛
な
創
作
意
欲
を
感
じ
さ
せ
る
。 

次
に
、
約
二
十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
四
幕
の
大
作
戯
曲
と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
テ
レ
ビ
塔

の
礎
石
」
（
昭
和
五
十
八
年
作
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
は
先
に
名
を
挙
げ
た
筑
波
大
学
教

授
（
当
時
）
の
村
松
剛
ら
を
選
考
委
員
と
す
る
長
塚
節
文
学
賞
（
常
陽
新
聞
社
主
催
）
の
佳
作
第

二
位
に
入
選
し
、「
常
陽
新
聞
」
五
十
九
年
二
月
～
三
月
に
十
回
に
分
け
て
発
表
さ
れ
た
。 

 

ま
ず
、
作
者
本
人
に
よ
る
、
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
梗
概
」
全
文
を
引
用
す
る
。 

 
 
 

正
峰
優
教
授
が
人
工
子
宮
を
開
発
し
た
。 

 
 

 

受
精
卵
を
子
宮
か
ら
取
り
出
し
て
、
体
外
で
育
て
る
画
期
的
な
も
の
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

女
性
が
背
負
っ
て
い
た
妊
娠
と
出
産
と
い
う
肉
体
的
負
担
と
、
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
完
全
に
解
消
す
る
こ
と
が
出
来
、
真
の
女
性
解
放
と
男
女
平
等
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
清
ら
か
に
夢
開
く
と
し
て
、
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
カ
プ
セ
ル
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

 
 
 

研
究
員
の
柳
盛
男
と
響
ま
さ
子
は
、
誰
よ
り
も
こ
の
完
成
を
喜
ん
だ
。
二
人
は
近
く
結
婚 

 
 

す
る
。
し
か
し
、
夫
婦
が
同
居
し
て
家
族
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
自
由
を

束
縛
さ
れ
る
の
が
い
や
だ
っ
た
。
そ
こ
で
新
し
い
生
活
方
式
を
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
契

約
結
婚
で
あ
る
。
つ
ま
り
夫
婦
は
別
居
す
る
。
会
う
日
時
、
場
所
を
契
約
書
に
記
し
て
お
く
。

生
活
費
の
分
配
も
。
子
供
は
施
設
に
預
け
る
。
会
う
日
時
も
取
り
決
め
の
対
象
だ
。
子
供
へ

の
愛
も
夫
婦
間
で
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
で
あ
る
。
そ
ん
な
二
人
も
、
妊
娠
出
産
と
い
う
女

の
一
方
的
負
担
に
つ
い
て
の
解
決
策
が
無
く
困
っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 
 
 

一
方
、
正
峰
の
片
腕
と
し
て
、
こ
の
開
発
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
同
じ
研
究
員
の
桐
崎
敬 

 

  
 

も
悩
ん
で
い
た
。
郷
里
の
父
が
倒
れ
、
ば
く
大
な
財
産
の
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
。
そ
れ
に
、
こ
の
よ
う
な
不
幸
も
、
長
男
が
家
に
居
な
い
か
ら
だ
と
い
う
神
様
の

お
告
げ
が
あ
っ
た
と
し
て
、
村
人
や
親
類
か
ら
の
す
ぐ
帰
れ
と
の
強
い
催
促
に
で
あ
る
。 

 
 
 

研
究
室
の
事
務
員
御
園
ゆ
き
は
、
先
代
の
教
授
の
時
か
ら
勤
続
三
十
年
。
教
授
や
研
究
室 

 
 

員
の
論
文
は
す
べ
て
彼
女
の
手
で
タ
イ
プ
に
打
た
れ
て
来
た
。
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
カ
プ
セ
ル
も

例
外
で
は
な
い
。 

 
 
 

正
峰
と
は
高
校
の
同
級
生
、
し
か
も
好
き
合
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
兄
が
戦
死
し

た
の
で
、
両
親
の
め
ん
ど
う
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
正
峰
を
あ
き
ら
め
た
。
こ
の
こ
と
を

知
る
人
は
誰
も
居
な
い
。 

 
 
 

両
親
が
亡
く
な
っ
た
今
は
一
人
暮
ら
し
。
古
い
彼
女
の
家
は
、
テ
レ
ビ
塔
の
す
ぐ
下
に
あ

る
。
玄
関
の
前
に
、
三
百
メ
ー
ト
ル
の
鉄
塔
の
脚
の
一
つ
を
支
え
る
巨
大
な
礎
石
が
埋
め
込

ま
れ
て
い
る
。
塔
の
先
端
か
ら
は
、
正
峰
の
偉
大
な
功
績
を
た
た
え
る
電
波
が
発
信
さ
れ
て

い
る
が
、
礎
石
が
誰
か
ら
も
振
り
向
か
れ
ず
、
雨
に
打
た
れ
風
に
耐
え
て
い
る
。
ま
る
で
彼

女
の
今
ま
で
生
き
て
来
た
姿
を
語
る
か
の
よ
う
に
。 

 
 
 

バ
イ
オ
レ
ッ
ト
カ
プ
セ
ル
に
反
対
運
動
が
盛
り
上
が
る
。
そ
の
過
激
派
の
中
に
正
峰
の
息 

 
 

子
久
も
居
た
。 

 
 
 

デ
モ
が
荒
れ
て
、
け
が
を
し
た
久
は
、
御
園
の
家
と
は
知
ら
ず
逃
げ
込
ん
で
来
る
。
久
は
、

彼
女
の
古
い
は
ず
の
考
え
方
に
、
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
不
思
議
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
し

ま
う
。 

 
 
 

桐
崎
は
、
と
う
と
う
郷
里
へ
帰
る
決
心
を
す
る
。 

 
 
 

柳
と
響
は
、
新
婚
旅
行
の
先
々
で
、
人
々
の
暖
か
い
心
に
触
れ
、
合
理
主
義
に
徹
し
て
い

た
自
分
た
ち
の
考
え
方
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。 

 
 
 

久
、
桐
崎
、
そ
し
て
柳
と
響
が
、
心
境
の
変
化
を
告
げ
に
相
次
い
で
御
園
の
家
を
訪
れ
る
。

花
も
咲
か
な
い
冷
た
い
礎
石
の
よ
う
な
御
園
の
家
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
久
し
ぶ
り
に
は
な

や
い
だ
。
埋
め
込
ま
れ
た
礎
石
を
、
ど
っ
か
と
抱
き
か
か
え
、
時
に
は
花
も
咲
か
せ
る
礎
石

の
土
の
よ
う
に
―
―
。 

 

正
峰
の
息
子
・
久
の
モ
デ
ル
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
筑
波
大
学
第
二
学
群
比
較
文
化
学
類
に
入

学
し
、
月
一
回
は
松
村
宅
に
会
食
に
伺
い
交
流
の
深
か
っ
た
筆
者
自
身
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

滝
の
家
に
突
然
哲
夫
の
懲
戒
免
職
の
報
が
届
き
、
哲
夫
や
仲
間
の
安
西
は
桑
山
に
詰
め
寄
る
が
相

手
に
さ
れ
な
い
。
臨
時
組
合
大
会
が
開
か
れ
再
び
ス
ト
ラ
イ
キ
が
始
ま
る
が
、
労
組
か
ら
離
脱
し

た
社
員
等
で
第
二
組
合
が
結
成
さ
れ
、
会
社
の
御
用
組
合
と
な
っ
て
哲
夫
ら
の
第
一
組
合
と
対
立

す
る
。
ピ
ケ
を
張
る
第
一
組
合
が
居
る
正
門
に
第
二
組
合
が
乱
入
し
、
警
察
隊
や
マ
ス
コ
ミ
が
入

り
込
ん
で
大
乱
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
が
、
「
何
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
だ
」「
俺
達
は
働
き
た
い
ん
だ
」
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
起
こ
り
、
争
闘
は
終
結
す
る
。

回
復
し
た
上
野
社
長
か
ら
老
齢
の
社
員
た
ち
に
僅
か
な
退
職
金
が
渡
さ
れ
る
。
会
社
は
新
道
徳
に

よ
り
統
制
さ
れ
、
乱
闘
で
負
傷
し
た
哲
夫
に
は
警
察
か
ら
暴
力
罪
で
逮
捕
状
が
来
る
。
警
察
官
に

連
行
さ
れ
る
哲
夫
の
ジ
ー
プ
を
、
よ
う
や
く
生
ま
れ
た
子
を
見
せ
に
来
た
啓
子
は
、
茫
然
と
見
送

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
三
十
五
年
の
ま
さ
に
安
保
闘
争
真
っ
只
中
の
時
期
に
書
か
れ
た
シ
ナ
リ
オ
で
、
「
安
保
態

勢
を
粉
砕
せ
よ
」
「
反
動
岸
内
閣
打
倒
」
と
い
う
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
組
合
の
決
起
集
会
の
場

面
に
出
て
来
て
、
い
か
に
も
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
。
哲
夫
の
隣
人
で
解
雇
さ
れ
る
六
十
歳
近
い
社

員
山
下
や
、
宇
治
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
社
長
令
嬢
な
が
ら
上
野
陶
器
に
秘
書
と
し
て
勤
め
る
さ
か
え
な

ど
、
登
場
人
物
も
多
彩
で
、
い
か
に
も
合
作
ら
し
い
力
が
み
な
ぎ
っ
た
作
品
で
あ
る
。 

 

「
編
集
後
記
」
で
、
松
村
は
次
の
よ
う
に
五
人
の
役
割
分
担
を
記
し
て
い
る
。 

 
 
 

合
作
遠
い
渚
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
の
提
案
は
駒
田
、
小
山
両
氏
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
と

り
あ
げ
る
か
、
検
討
を
加
え
（
激
論
デ
シ
タ
ヨ
）
松
村
が
プ
ロ
ッ
ト
を
書
き
、
そ
れ
を
小
山

氏
が
シ
ー
ン
割
り
し
、
更
に
そ
れ
に
よ
っ
て
松
村
が
シ
ナ
リ
オ
に
し
た
。
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を

カ
メ
ラ
と
い
う
点
か
ら
落
合
氏
が
、
更
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
点
か
ら
駒
田
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
加
筆

修
正
。
途
中
、
五
月
に
東
京
か
ら
帰
っ
た
早
川
氏
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、
六
月
四
日
夜
、

五
人
が
検
討
を
加
え
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
… 

 

つ
ま
り
プ
ロ
ッ
ト
・
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
作
品
の
中
心
を
な
す
部
分
は
松
村
の
作
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
作
品
は
前
記
の
賞
を
受
け
た
の
だ
が
、
そ
の
講
評
を
次
に
揚
げ
て
お
く
。 

 
 

…
「
遠
い
渚
」
は
三
重
県
の
同
人
雑
誌
の
同
人
た
ち
の
合
作
で
あ
る
。
労
働
争
議
の
表
裏
を 

 
 

衝
く
と
い
う
社
会
性
の
強
い
題
材
を
選
ん
だ
の
は
非
常
に
結
構
だ
が
、
合
作
の
せ
い
か
、
扱

い
方
、
つ
ま
り
作
者
の
角
度
が
常
識
的
に
な
り
、
鋭
い
社
会
批
判
の
独
自
性
が
見
ら
れ
な
い

の
が
最
大
の
欠
陥
と
な
っ
た
。
《
中
略
》
〝
ち
ん
ぺ
ら
〟
は
遠
い
地
方
都
市
か
ら
、《
中
略
》

今
後
共
ま
す
ま
す
い
い
作
品
を
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
や
ま
な
い
。
本
誌
は
、
つ
ね
に

そ
の
活
躍
を
み
つ
め
待
望
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
述
べ
て
、
次
回
へ
の
激
励
の
言
葉
に
代
え

た
い
。 

次
に
そ
の
「
ち
ん
ぺ
ら
」
第
二
号
（
三
十
五
年
十
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
黒
い
渦
の
中
に
」

を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
当
初
「
流
さ
れ
た
公
務
員
」
の
タ
イ
ト
ル
で
松
村
の
単
独
作
品
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
三
十
四
年
九
月
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
が
、
舞
台
背
景
と
し
て
あ

る
は
ず
だ
が
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
む
し
ろ
人
間
模
様
を
描
く
こ
と
に
力
点
が
あ
る
。 

 

梗
概
を
述
べ
る
。
台
風
の
接
近
す
る
夜
、
あ
る
官
庁
の
業
務
課
に
勤
め
る
沢
木
は
、
用
務
員
の

山
下
と
共
に
宿
直
に
当
た
っ
て
い
た
。
山
下
の
娘
の
幸
子
と
沢
木
は
付
き
合
っ
て
い
る
。
突
風
で

吹
き
飛
ば
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
を
敷
居
の
上
に
乗
っ
て
は
め
直
し
た
後
で
降
り
よ
う
と
し
た
時
、
足
を

滑
ら
せ
た
山
下
は
外
に
消
え
川
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
沢
木
は
庶
務
課
長
に
有
志
を
募
っ
て
捜
索

す
る
こ
と
を
願
い
出
る
が
、
課
長
は
超
過
勤
務
手
当
を
出
せ
な
い
、
捜
査
は
打
ち
切
り
と
言
う
。

義
憤
に
か
ら
れ
た
沢
木
は
庶
務
課
の
高
橋
・
山
本
・
斉
藤
、
幸
子
と
共
に
捜
索
に
出
る
。
業
務
課

長
と
庶
務
課
長
は
責
任
を
押
し
付
け
あ
う
。
幸
子
の
伯
父
や
近
所
の
人
々
も
加
わ
っ
て
捜
索
し
た

が
、
一
夜
明
け
て
も
手
が
か
り
が
な
い
。
翌
朝
庶
務
課
の
宮
島
は
沢
木
ら
を
欠
勤
扱
い
に
し
よ
う

と
し
て
口
論
と
な
る
。
翌
日
も
捜
索
を
続
け
る
沢
木
ら
の
と
こ
ろ
に
、
本
省
か
ら
の
視
察
団
が
来

て
「
遺
族
の
方
へ
の
お
言
葉
」
を
下
さ
る
と
い
う
の
を
幸
子
は
拒
絶
す
る
。
そ
の
日
に
堤
防
で
釣

り
を
し
て
い
た
所
長
の
息
子
・
一
郎
が
誤
っ
て
川
に
転
落
し
て
行
方
不
明
と
な
る
。
た
ち
ま
ち
官

庁
を
挙
げ
て
の
大
捜
索
の
態
勢
が
取
ら
れ
、
沢
木
は
山
下
と
の
扱
い
の
違
い
に
怒
る
が
捜
索
隊
に

加
わ
る
。
全
所
員
が
手
を
つ
な
い
で
川
へ
入
り
川
上
へ
さ
か
の
ぼ
っ
て
捜
す
と
い
う
策
が
取
ら
れ
、

夜
を
徹
し
た
捜
索
の
結
果
、
最
初
に
山
下
の
遺
体
が
浮
い
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
、
翌
朝
一
郎
の

遺
体
が
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
る
。
所
長
官
舎
で
は
盛
大
な
葬
儀
が
行
わ
れ

焼
香
客
が
絶
え
な
い
が
、
幸
子
の
家
で
は
質
素
な
葬
儀
が
行
わ
れ
参
列
者
も
少
な
か
っ
た
。 

 

脇
筋
と
し
て
、
業
者
と
癒
着
し
て
接
待
を
受
け
る
業
務
課
長
の
姿
や
、
庶
務
課
長
が
仲
人
と
な

っ
て
い
る
の
で
こ
の
騒
ぎ
の
た
め
結
納
を
延
期
さ
れ
る
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
姿
な
ど
も
描
か
れ
る

が
、
特
に
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
用
務
員
山
下
の
捜
索
と
キ
ャ
リ
ア
の
高

い
所
長
の
息
子
の
捜
索
を
巡
り
、
露
骨
な
保
身
に
走
る
官
庁
の
管
理
職
と
義
憤
に
駆
ら
れ
献
身
的

に
行
動
す
る
若
い
職
員
が
余
り
に
も
対
照
的
に
描
か
れ
、
善
人
と
悪
人
の
色
分
け
が
明
瞭
で
あ
り
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境
や
山
上
夫
婦
の
い
さ
か
い
の
姿
を
見
て
、
い
っ
た
ん
縁
談
を
断
っ
て
帰
っ
た
。
第
三
幕
で
は
、

下
宿
の
奥
さ
ん
の
働
き
で
江
島
と
加
代
子
の
縁
談
も
う
ま
く
ま
と
ま
り
、
結
婚
式
の
日
と
な
る
。

あ
く
ま
で
し
き
た
り
に
拘
ら
な
い
江
島
は
色
々
常
識
不
足
を
指
摘
さ
れ
た
り
す
る
が
、
平
服
の
ま

ま
役
所
で
結
婚
届
に
署
名
し
、
披
露
宴
は
行
わ
な
い
と
い
う
自
ら
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
く
。
前
田
と

結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
律
子
の
豪
華
な
花
嫁
道
具
が
入
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
加
代
子
の
質
素

な
花
嫁
道
具
が
リ
ヤ
カ
ー
で
運
び
出
さ
れ
て
い
く
。 

 

執
筆
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
皇
太
子
明
仁
の
結
婚
で
世
上
が
浮
き
足
立
っ
て
い
る
時
期
で
、
作
品

中
に
も
そ
の
こ
と
が
出
て
来
る
。
松
村
は
今
上
天
皇
明
仁
と
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
し
か
も
こ

の
年
五
月
に
は
冨
士
子
と
結
婚
し
て
い
る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
結
婚
に
伴
う
様
々
な
手
続
き
等
を
体

験
し
て
い
る
と
き
で
か
な
り
疲
労
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
主
人
公
江
島
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
な

い
質
素
な
結
婚
へ
の
取
り
組
み
方
は
、
松
村
の
理
想
を
表
現
し
た
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

「
悲
劇
喜
劇
」
（
昭
和
三
十
五
年
三
月
号
）
に
講
評
が
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
が
、
や
は
り
一

方
的
に
意
見
を
主
張
す
る
傾
向
が
評
価
を
低
く
し
て
い
る
。 

 
 
 

作
者
の
意
図
も
は
っ
き
り
判
り
ま
す
し
、
筋
も
簡
単
明
快
で
そ
の
も
の
ず
ば
り
な
の
は
気

持
が
い
い
く
ら
い
で
す
が
、
作
品
は
作
者
の
意
図
を
説
明
す
る
た
め
に
の
み
あ
る
の
で
は
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
限
り
で
は
こ
の
作
品
は
作
品
の
前
段
階
に
あ

る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
体
験
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
甚
し
く
観
念
的
な
の
は
、
つ
ま
り
は
意
図
を
説
明
す
る

こ
と
に
急
ぎ
過
ぎ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

 

次
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ス
イ
カ
泥
棒
」
（
三
十
五
年
二
月
作
）
を
取
り
上
げ
る
。 

 

梗
概
は
、
科
学
使
節
と
し
て
渡
米
す
る
中
谷
教
授
と
大
川
助
教
授
の
壮
行
会
の
場
面
か
ら
一
転

し
て
、
あ
る
農
村
で
大
学
を
出
な
が
ら
ス
イ
カ
を
栽
培
し
て
一
本
松
に
供
え
、
養
老
院
に
寄
附
に

行
く
寺
沢
と
い
う
男
が
描
か
れ
る
。
十
五
年
前
、
中
谷
教
授
・
大
川
と
共
に
大
学
の
卒
業
研
究
の

た
め
、
そ
の
集
落
で
ス
イ
カ
を
栽
培
し
て
い
た
寺
沢
だ
が
、
ス
イ
カ
泥
棒
に
手
を
焼
き
交
代
で
夜

見
張
っ
て
い
た
。
盆
踊
り
の
夜
、
若
い
女
が
ス
イ
カ
を
盗
ん
だ
の
を
捕
ま
え
る
。
先
刻
危
篤
の
母

親
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
お
金
も
無
い
の
で
ス
イ
カ
を
恵
ん
で
欲
し
い
と
来
た
娘
だ
っ
た
。
中
谷
・

大
川
は
研
究
の
た
め
印
を
付
け
て
い
た
ス
イ
カ
を
盗
ん
だ
こ
と
を
許
さ
ず
、
駐
在
所
に
連
れ
て
行

く
が
、
巡
査
は
娘
の
母
親
の
死
を
告
げ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
娘
は
一
本
松
で
首
を
吊
っ
て
自
死
す

る
。
そ
の
時
の
巡
査
が
現
在
の
養
老
院
長
で
あ
り
、
そ
の
娘
幸
子
が
、
自
死
し
た
娘
の
ま
だ
幼
か

っ
た
妹
で
、
巡
査
に
引
き
取
ら
れ
た
の
だ
と
分
か
り
、
寺
沢
の
胸
で
幸
子
は
泣
き
じ
ゃ
く
る
。 

 

一
読
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
戯
曲
「
と
ま
と
」
の
換
骨
奪
胎
で
あ
り
、
そ
の
後
日
譚
を
含
め
た

内
容
に
な
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
も
や
は
り
科
学
の
進
歩
と
個
人
の
幸
福
の
矛
盾
に
つ
い
て
言
っ
て

い
る
が
、
大
学
を
出
て
農
業
普
及
研
究
所
に
勤
務
し
た
寺
沢
が
、
新
し
い
機
械
や
肥
料
を
現
場
の

百
姓
に
勧
め
て
も
、
そ
れ
を
買
う
金
が
無
い
と
い
う
現
実
に
直
面
し
、
学
問
や
科
学
の
恩
恵
を
受

け
よ
う
と
し
て
も
受
け
ら
れ
な
い
人
々
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
一
介
の
ス
イ
カ
作
り
に
な
る
こ
と

を
決
め
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
さ
れ
、
よ
り
広
が
り
の
あ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が

首
を
吊
っ
た
娘
の
妹
が
ヒ
ロ
イ
ン
幸
子
だ
っ
た
と
い
う
設
定
は
い
か
に
も
作
り
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。 

 

た
だ
し
、
昭
和
二
十
八
年
に
本
放
送
を
開
始
し
て
か
ら
七
年
程
で
し
か
な
い
テ
レ
ビ
向
け
の
ド

ラ
マ
を
企
図
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

次
に
合
作
シ
ナ
リ
オ
「
遠
い
渚
」
を
紹
介
す
る
。
松
村
勝
行
・
落
合
喜
好
・
駒
田
弘
之
・
小
山

啓
和
・
早
川
弘
一
の
合
作
に
よ
り
、
如
月
真
珠
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
彼
ら
の
同
人
誌
「
ち
ん

ぺ
ら
」
創
刊
号
（
昭
和
三
十
五
年
七
月
）
に
発
表
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
亀
山
や
四
日
市
に
住
ん
で

い
た
劇
作
家
を
目
指
し
た
文
学
青
年
達
で
あ
っ
た
。「
遠
い
渚
」
は
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
、「
シ

ナ
リ
オ
」
誌
の
「
全
国
同
人
誌
推
薦
シ
ナ
リ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
奨
励
賞
を
得
て
い
る
。 

 

二
段
組
四
十
四
ペ
ー
ジ
、
シ
ー
ン
一
四
七
ま
で
あ
る
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の
梗
概
を
以
下
に
記
す
。

な
お
本
文
は
、
「
文
化
研
究
」
10
号
（
平
成
二
十
三
年
十
月 

亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
文
学
部
門

文
化
研
究
部
会
編
）
に
復
刻
さ
れ
た
も
の
に
拠
っ
た
。 

上
野
陶
器
で
技
師
と
し
て
働
く
滝
哲
夫
は
、
労
組
委
員
長
を
務
め
て
お
り
、
妻
啓
子
と
の
間
に

も
う
す
ぐ
子
供
が
生
ま
れ
る
。
上
野
陶
器
は
労
働
基
準
法
を
遵
守
し
社
員
の
福
利
を
考
え
る
会
社

で
、
労
使
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
取
引
先
の
宇
治
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
熊
本
製
油
な
ど
は

新
道
徳
を
従
業
員
に
強
制
し
、
労
働
者
の
権
利
を
奪
う
会
社
で
あ
っ
た
。
上
野
陶
器
の
姿
勢
を
快

く
思
わ
な
い
宇
治
・
熊
本
の
社
長
の
策
略
に
よ
っ
て
生
産
原
料
が
入
っ
て
来
ず
、
上
野
陶
器
は
生

産
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
大
幅
減
給
を
強
い
ら
れ
る
。
上
野
社
長
の
交
通
事
故
に
乗
じ
て
会
社
を
乗
っ

取
っ
た
桑
山
専
務
は
、
減
給
に
怒
っ
た
労
組
に
対
し
て
あ
く
ま
で
強
硬
姿
勢
を
貫
い
た
た
め
、
労

組
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
強
行
す
る
。
組
合
事
務
所
に
泊
ま
り
込
む
哲
夫
に
啓
子
の
出
産
の
朗
報
が
届

く
。
会
社
は
労
働
時
間
を
守
る
等
の
斡
旋
案
を
受
諾
し
、
争
議
は
い
っ
た
ん
収
ま
る
。
と
こ
ろ
が

 

３
、
次
に
こ
の
作
者
は
、
果
た
し
て
児
童
心
理
学
な
る
も
の
を
、
充
分
に
研
究
し
理
解
し
て 

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
が
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
…
」 

 
 
 
 

（
森
和
夫
） 

「
…
『
少
年
が
女
教
師
を
恋
す
る
』
こ
の
テ
ー
マ
・
ス
ト
ー
リ
は
私
小
説
・
同
人
誌
で
よ
く
書 

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
こ
の
域
を
出
て
い
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
テ
ー
マ
が

シ
ナ
リ
オ
に
適
し
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
の
対
し
方
が
イ
ジ
ー
に
過
ぎ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
…
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
石
川
善
雄
） 

 

「
シ
ナ
リ
オ
『
児
童
心
理
学
』
は
、
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
が
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
に
な
る
べ
き

で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
始
ま
る
べ
き
も
の
が
、
そ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
労
作
で
あ
り
な
が

ら
、
失
敗
作
に
終
っ
た
原
因
が
す
べ
て
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
」（
山
田
信
夫
） 

 

こ
の
よ
う
に
批
評
家
諸
氏
の
評
言
は
惨
憺
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
部
分
部
分
を
見
れ
ば
、
光
る

も
の
を
多
く
持
っ
た
作
品
だ
と
筆
者
は
感
じ
る
。
運
動
会
や
学
芸
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち

ろ
ん
、
シ
ー
ン
７
４
の
「
反
省
の
時
間
」
（
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）
の
子
供
た
ち
と
先
生
の

や
り
と
り
な
ど
、
非
常
に
生
き
生
き
し
て
お
り
、
大
学
事
務
職
員
で
あ
り
当
時
ま
だ
独
身
で
あ
っ

た
松
村
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
小
学
校
六
年
生
の
言
動
を
等
身
大
に
近
く
活
写
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
か
と
舌
を
巻
く
程
で
あ
る
。
作
品
と
し
て
の
構
成
は
失
敗
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
性
の
芽
生
え
」
を
題
材
に
し
な
が
ら
卑
俗
に
陥
る
こ
と
な
く
、
昭
和
三
十
二
年
と
い
う
早
い
時

点
で
、
映
像
作
品
と
し
て
構
想
し
よ
う
と
し
た
意
気
込
み
は
買
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

次
に
一
幕
物
の
戯
曲
「
と
ま
と
」
を
紹
介
す
る
。
「
悲
劇
喜
劇
」
に
投
稿
さ
れ
、
作
品
掲
載
は

確
認
で
き
な
い
が
、
そ
の
昭
和
三
十
四
年
三
月
号
に
講
評
が
あ
る
。 

 

梗
概
は
、
昭
和
二
十
一
年
夏
の
あ
る
夜
、
関
西
地
方
の
あ
る
村
で
、
ト
マ
ト
の
品
種
改
良
に
つ

い
て
の
卒
業
論
文
を
書
く
た
め
、
一
つ
一
つ
番
号
札
の
付
い
た
ト
マ
ト
の
植
木
鉢
を
整
然
と
並
べ

て
栽
培
し
て
い
る
大
学
生
Ａ
・
Ｂ
が
い
る
。
そ
こ
に
男
女
数
人
の
買
出
し
客
が
や
っ
て
来
て
、
ト

マ
ト
を
高
額
で
譲
っ
て
欲
し
い
と
頼
む
が
、
一
つ
で
も
欠
け
る
と
研
究
に
支
障
を
来
た
す
と
、
大

学
生
は
拒
絶
す
る
。
そ
こ
に
今
度
は
母
親
が
危
篤
な
の
で
大
好
物
の
ト
マ
ト
を
食
べ
さ
せ
て
や
り

た
い
と
言
う
都
会
か
ら
疎
開
し
て
き
た
若
い
娘
が
来
る
。
人
の
命
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
Ｂ
は
分

け
て
や
ろ
う
と
す
る
が
、
Ａ
は
納
得
し
な
い
。
村
人
た
ち
が
や
っ
て
来
て
畑
泥
棒
が
横
行
し
て
い

る
の
で
気
を
付
け
る
よ
う
に
注
意
し
た
矢
先
、
先
ほ
ど
の
娘
が
ト
マ
ト
を
数
個
盗
ん
だ
現
行
犯
で

連
れ
ら
れ
て
来
る
。
村
人
た
ち
は
激
し
く
罵
り
そ
れ
ま
で
の
畑
泥
棒
の
罪
を
全
て
娘
に
な
す
り
付

け
よ
う
と
す
る
。
巡
査
が
来
て
、
危
篤
の
母
の
看
病
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ら
ば
、
と
そ
の

場
は
解
放
し
て
や
る
が
、
そ
の
す
ぐ
後
、
そ
の
娘
は
首
を
吊
っ
て
自
殺
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。 

 

「
悲
劇
喜
劇
」
に
掲
載
さ
れ
た
講
評
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

「
誰
の
為
の
研
究
？
」
は
ど
ん
な
場
合
に
も
問
題
と
な
る
こ
と
で
す
し
、
面
白
い
と
思
い
ま

し
た
が
、
い
か
に
も
芝
居
気
が
な
く
―
―
と
言
っ
て
も
「
お
芝
居
」
に
し
ろ
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
―
―
頭
で
考
え
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
文
字
に
し
た
印
象
を
免
れ
ま
せ
ん
。
一

人
一
人
の
登
場
人
物
に
、
作
者
が
そ
の
時
に
言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
残
ら
ず
し
ゃ
べ
ら
し
て

し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
調
子
で
、
芝
居
と
し
て
の
性
格
に
も
う
少
し
考
え
を
深
め
る
必
要

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

要
す
る
に
、
登
場
人
物
の
台
詞
が
演
説
調
に
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
訳
で
、
こ
れ
は

や
は
り
松
村
が
弁
論
の
世
界
に
深
く
足
を
踏
み
入
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
深
い
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
栽
培
が
無
か
っ
た
時
代
と
は
言
え
、
研
究
の
デ
ー
タ
を
取
る
た
め
に

一
つ
も
欠
け
て
は
な
ら
な
い
作
物
を
、
盗
難
の
危
険
の
あ
る
露
地
栽
培
し
て
い
る
、
と
い
う
設
定

は
不
自
然
で
あ
る
。
だ
が｢

科
学
技
術
は
果
た
し
て
人
間
を
幸
福
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う

か
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
て
、
後
年
の
つ
く
ば
在
住
時
代
の
大
作
「
テ
レ
ビ
塔
の
礎

石
」
に
繋
が
る
要
素
を
持
っ
た
作
品
で
あ
る
と
も
言
え
る
。 

次
に
三
幕
物
の
「
結
婚
の
手
続
」
（
三
十
四
年
四
月
作
）
を
紹
介
す
る
。
二
百
字
原
稿
用
紙
一

九
二
枚
の
力
作
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
悲
劇
喜
劇
」
に
投
稿
さ
れ
た
が
、
作
品
掲
載
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。 

第
一
幕
で
は
、
下
宿
屋
の
座
敷
が
隣
家
の
結
婚
式
の
来
賓
控
え
室
に
使
わ
れ
ご
っ
た
返
す
中
、

下
宿
し
て
い
る
小
学
校
教
師
江
島
に
来
客
が
あ
り
、
独
身
の
彼
に
縁
談
を
薦
め
る
が
、
相
手
に
さ

れ
な
い
。
実
は
江
島
は
下
宿
屋
の
女
中
の
加
代
子
と
交
際
し
て
お
り
、
江
島
は
自
分
た
ち
だ
け
の

意
思
で
結
婚
す
れ
ば
よ
い
と
言
う
が
、
加
代
子
は
親
の
承
諾
を
得
て
か
ら
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

ま
た
女
性
を
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
口
説
き
落
と
す
も
の
と
考
え
る
前
田
、
駆
け
落
ち
同
然
に
結
婚
し
た

山
上
夫
婦
が
登
場
す
る
。
第
二
幕
で
、
下
宿
の
奥
さ
ん
の
発
案
で
、
江
島
と
加
代
子
を
一
度
見
合

い
さ
せ
た
上
で
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
前
田
は
江
島
の
同
僚
教
師
律
子
と
い
い
仲
に
な
る
。
奥

の
間
で
江
島
の
母
と
兄
が
結
納
を
出
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
対
話
し
、
何
も
か
も
下
宿
の
奥
さ
ん

に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
の
に
対
し
、
加
代
子
の
両
親
は
、
身
分
違
い
で
結
婚
し
た
隣
家
の
嫁
の
苦
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境
や
山
上
夫
婦
の
い
さ
か
い
の
姿
を
見
て
、
い
っ
た
ん
縁
談
を
断
っ
て
帰
っ
た
。
第
三
幕
で
は
、

下
宿
の
奥
さ
ん
の
働
き
で
江
島
と
加
代
子
の
縁
談
も
う
ま
く
ま
と
ま
り
、
結
婚
式
の
日
と
な
る
。

あ
く
ま
で
し
き
た
り
に
拘
ら
な
い
江
島
は
色
々
常
識
不
足
を
指
摘
さ
れ
た
り
す
る
が
、
平
服
の
ま

ま
役
所
で
結
婚
届
に
署
名
し
、
披
露
宴
は
行
わ
な
い
と
い
う
自
ら
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
く
。
前
田
と

結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
律
子
の
豪
華
な
花
嫁
道
具
が
入
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
加
代
子
の
質
素

な
花
嫁
道
具
が
リ
ヤ
カ
ー
で
運
び
出
さ
れ
て
い
く
。 

 

執
筆
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
皇
太
子
明
仁
の
結
婚
で
世
上
が
浮
き
足
立
っ
て
い
る
時
期
で
、
作
品

中
に
も
そ
の
こ
と
が
出
て
来
る
。
松
村
は
今
上
天
皇
明
仁
と
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
し
か
も
こ

の
年
五
月
に
は
冨
士
子
と
結
婚
し
て
い
る
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
結
婚
に
伴
う
様
々
な
手
続
き
等
を
体

験
し
て
い
る
と
き
で
か
な
り
疲
労
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
主
人
公
江
島
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
な

い
質
素
な
結
婚
へ
の
取
り
組
み
方
は
、
松
村
の
理
想
を
表
現
し
た
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

「
悲
劇
喜
劇
」
（
昭
和
三
十
五
年
三
月
号
）
に
講
評
が
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
が
、
や
は
り
一

方
的
に
意
見
を
主
張
す
る
傾
向
が
評
価
を
低
く
し
て
い
る
。 

 
 
 

作
者
の
意
図
も
は
っ
き
り
判
り
ま
す
し
、
筋
も
簡
単
明
快
で
そ
の
も
の
ず
ば
り
な
の
は
気

持
が
い
い
く
ら
い
で
す
が
、
作
品
は
作
者
の
意
図
を
説
明
す
る
た
め
に
の
み
あ
る
の
で
は
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
限
り
で
は
こ
の
作
品
は
作
品
の
前
段
階
に
あ

る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
体
験
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
甚
し
く
観
念
的
な
の
は
、
つ
ま
り
は
意
図
を
説
明
す
る

こ
と
に
急
ぎ
過
ぎ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

 

次
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ス
イ
カ
泥
棒
」
（
三
十
五
年
二
月
作
）
を
取
り
上
げ
る
。 

 

梗
概
は
、
科
学
使
節
と
し
て
渡
米
す
る
中
谷
教
授
と
大
川
助
教
授
の
壮
行
会
の
場
面
か
ら
一
転

し
て
、
あ
る
農
村
で
大
学
を
出
な
が
ら
ス
イ
カ
を
栽
培
し
て
一
本
松
に
供
え
、
養
老
院
に
寄
附
に

行
く
寺
沢
と
い
う
男
が
描
か
れ
る
。
十
五
年
前
、
中
谷
教
授
・
大
川
と
共
に
大
学
の
卒
業
研
究
の

た
め
、
そ
の
集
落
で
ス
イ
カ
を
栽
培
し
て
い
た
寺
沢
だ
が
、
ス
イ
カ
泥
棒
に
手
を
焼
き
交
代
で
夜

見
張
っ
て
い
た
。
盆
踊
り
の
夜
、
若
い
女
が
ス
イ
カ
を
盗
ん
だ
の
を
捕
ま
え
る
。
先
刻
危
篤
の
母

親
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
お
金
も
無
い
の
で
ス
イ
カ
を
恵
ん
で
欲
し
い
と
来
た
娘
だ
っ
た
。
中
谷
・

大
川
は
研
究
の
た
め
印
を
付
け
て
い
た
ス
イ
カ
を
盗
ん
だ
こ
と
を
許
さ
ず
、
駐
在
所
に
連
れ
て
行

く
が
、
巡
査
は
娘
の
母
親
の
死
を
告
げ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
娘
は
一
本
松
で
首
を
吊
っ
て
自
死
す

る
。
そ
の
時
の
巡
査
が
現
在
の
養
老
院
長
で
あ
り
、
そ
の
娘
幸
子
が
、
自
死
し
た
娘
の
ま
だ
幼
か

っ
た
妹
で
、
巡
査
に
引
き
取
ら
れ
た
の
だ
と
分
か
り
、
寺
沢
の
胸
で
幸
子
は
泣
き
じ
ゃ
く
る
。 

 

一
読
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
戯
曲
「
と
ま
と
」
の
換
骨
奪
胎
で
あ
り
、
そ
の
後
日
譚
を
含
め
た

内
容
に
な
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
も
や
は
り
科
学
の
進
歩
と
個
人
の
幸
福
の
矛
盾
に
つ
い
て
言
っ
て

い
る
が
、
大
学
を
出
て
農
業
普
及
研
究
所
に
勤
務
し
た
寺
沢
が
、
新
し
い
機
械
や
肥
料
を
現
場
の

百
姓
に
勧
め
て
も
、
そ
れ
を
買
う
金
が
無
い
と
い
う
現
実
に
直
面
し
、
学
問
や
科
学
の
恩
恵
を
受

け
よ
う
と
し
て
も
受
け
ら
れ
な
い
人
々
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
一
介
の
ス
イ
カ
作
り
に
な
る
こ
と

を
決
め
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
さ
れ
、
よ
り
広
が
り
の
あ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が

首
を
吊
っ
た
娘
の
妹
が
ヒ
ロ
イ
ン
幸
子
だ
っ
た
と
い
う
設
定
は
い
か
に
も
作
り
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。 

 

た
だ
し
、
昭
和
二
十
八
年
に
本
放
送
を
開
始
し
て
か
ら
七
年
程
で
し
か
な
い
テ
レ
ビ
向
け
の
ド

ラ
マ
を
企
図
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

次
に
合
作
シ
ナ
リ
オ
「
遠
い
渚
」
を
紹
介
す
る
。
松
村
勝
行
・
落
合
喜
好
・
駒
田
弘
之
・
小
山

啓
和
・
早
川
弘
一
の
合
作
に
よ
り
、
如
月
真
珠
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
彼
ら
の
同
人
誌
「
ち
ん

ぺ
ら
」
創
刊
号
（
昭
和
三
十
五
年
七
月
）
に
発
表
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
亀
山
や
四
日
市
に
住
ん
で

い
た
劇
作
家
を
目
指
し
た
文
学
青
年
達
で
あ
っ
た
。「
遠
い
渚
」
は
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
、「
シ

ナ
リ
オ
」
誌
の
「
全
国
同
人
誌
推
薦
シ
ナ
リ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
奨
励
賞
を
得
て
い
る
。 

 

二
段
組
四
十
四
ペ
ー
ジ
、
シ
ー
ン
一
四
七
ま
で
あ
る
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の
梗
概
を
以
下
に
記
す
。

な
お
本
文
は
、
「
文
化
研
究
」
10
号
（
平
成
二
十
三
年
十
月 

亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
文
学
部
門

文
化
研
究
部
会
編
）
に
復
刻
さ
れ
た
も
の
に
拠
っ
た
。 

上
野
陶
器
で
技
師
と
し
て
働
く
滝
哲
夫
は
、
労
組
委
員
長
を
務
め
て
お
り
、
妻
啓
子
と
の
間
に

も
う
す
ぐ
子
供
が
生
ま
れ
る
。
上
野
陶
器
は
労
働
基
準
法
を
遵
守
し
社
員
の
福
利
を
考
え
る
会
社

で
、
労
使
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
取
引
先
の
宇
治
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
熊
本
製
油
な
ど
は

新
道
徳
を
従
業
員
に
強
制
し
、
労
働
者
の
権
利
を
奪
う
会
社
で
あ
っ
た
。
上
野
陶
器
の
姿
勢
を
快

く
思
わ
な
い
宇
治
・
熊
本
の
社
長
の
策
略
に
よ
っ
て
生
産
原
料
が
入
っ
て
来
ず
、
上
野
陶
器
は
生

産
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
大
幅
減
給
を
強
い
ら
れ
る
。
上
野
社
長
の
交
通
事
故
に
乗
じ
て
会
社
を
乗
っ

取
っ
た
桑
山
専
務
は
、
減
給
に
怒
っ
た
労
組
に
対
し
て
あ
く
ま
で
強
硬
姿
勢
を
貫
い
た
た
め
、
労

組
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
強
行
す
る
。
組
合
事
務
所
に
泊
ま
り
込
む
哲
夫
に
啓
子
の
出
産
の
朗
報
が
届

く
。
会
社
は
労
働
時
間
を
守
る
等
の
斡
旋
案
を
受
諾
し
、
争
議
は
い
っ
た
ん
収
ま
る
。
と
こ
ろ
が

 

３
、
次
に
こ
の
作
者
は
、
果
た
し
て
児
童
心
理
学
な
る
も
の
を
、
充
分
に
研
究
し
理
解
し
て 

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
が
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
…
」 

 
 
 
 

（
森
和
夫
） 

「
…
『
少
年
が
女
教
師
を
恋
す
る
』
こ
の
テ
ー
マ
・
ス
ト
ー
リ
は
私
小
説
・
同
人
誌
で
よ
く
書 

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
こ
の
域
を
出
て
い
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
テ
ー
マ
が

シ
ナ
リ
オ
に
適
し
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
の
対
し
方
が
イ
ジ
ー
に
過
ぎ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
…
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
石
川
善
雄
） 

 

「
シ
ナ
リ
オ
『
児
童
心
理
学
』
は
、
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
が
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
に
な
る
べ
き

で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
始
ま
る
べ
き
も
の
が
、
そ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
労
作
で
あ
り
な
が

ら
、
失
敗
作
に
終
っ
た
原
因
が
す
べ
て
そ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
」（
山
田
信
夫
） 

 

こ
の
よ
う
に
批
評
家
諸
氏
の
評
言
は
惨
憺
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
部
分
部
分
を
見
れ
ば
、
光
る

も
の
を
多
く
持
っ
た
作
品
だ
と
筆
者
は
感
じ
る
。
運
動
会
や
学
芸
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち

ろ
ん
、
シ
ー
ン
７
４
の
「
反
省
の
時
間
」
（
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）
の
子
供
た
ち
と
先
生
の

や
り
と
り
な
ど
、
非
常
に
生
き
生
き
し
て
お
り
、
大
学
事
務
職
員
で
あ
り
当
時
ま
だ
独
身
で
あ
っ

た
松
村
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
小
学
校
六
年
生
の
言
動
を
等
身
大
に
近
く
活
写
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
か
と
舌
を
巻
く
程
で
あ
る
。
作
品
と
し
て
の
構
成
は
失
敗
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
性
の
芽
生
え
」
を
題
材
に
し
な
が
ら
卑
俗
に
陥
る
こ
と
な
く
、
昭
和
三
十
二
年
と
い
う
早
い
時

点
で
、
映
像
作
品
と
し
て
構
想
し
よ
う
と
し
た
意
気
込
み
は
買
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

次
に
一
幕
物
の
戯
曲
「
と
ま
と
」
を
紹
介
す
る
。
「
悲
劇
喜
劇
」
に
投
稿
さ
れ
、
作
品
掲
載
は

確
認
で
き
な
い
が
、
そ
の
昭
和
三
十
四
年
三
月
号
に
講
評
が
あ
る
。 

 

梗
概
は
、
昭
和
二
十
一
年
夏
の
あ
る
夜
、
関
西
地
方
の
あ
る
村
で
、
ト
マ
ト
の
品
種
改
良
に
つ

い
て
の
卒
業
論
文
を
書
く
た
め
、
一
つ
一
つ
番
号
札
の
付
い
た
ト
マ
ト
の
植
木
鉢
を
整
然
と
並
べ

て
栽
培
し
て
い
る
大
学
生
Ａ
・
Ｂ
が
い
る
。
そ
こ
に
男
女
数
人
の
買
出
し
客
が
や
っ
て
来
て
、
ト

マ
ト
を
高
額
で
譲
っ
て
欲
し
い
と
頼
む
が
、
一
つ
で
も
欠
け
る
と
研
究
に
支
障
を
来
た
す
と
、
大

学
生
は
拒
絶
す
る
。
そ
こ
に
今
度
は
母
親
が
危
篤
な
の
で
大
好
物
の
ト
マ
ト
を
食
べ
さ
せ
て
や
り

た
い
と
言
う
都
会
か
ら
疎
開
し
て
き
た
若
い
娘
が
来
る
。
人
の
命
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
Ｂ
は
分

け
て
や
ろ
う
と
す
る
が
、
Ａ
は
納
得
し
な
い
。
村
人
た
ち
が
や
っ
て
来
て
畑
泥
棒
が
横
行
し
て
い

る
の
で
気
を
付
け
る
よ
う
に
注
意
し
た
矢
先
、
先
ほ
ど
の
娘
が
ト
マ
ト
を
数
個
盗
ん
だ
現
行
犯
で

連
れ
ら
れ
て
来
る
。
村
人
た
ち
は
激
し
く
罵
り
そ
れ
ま
で
の
畑
泥
棒
の
罪
を
全
て
娘
に
な
す
り
付

け
よ
う
と
す
る
。
巡
査
が
来
て
、
危
篤
の
母
の
看
病
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ら
ば
、
と
そ
の

場
は
解
放
し
て
や
る
が
、
そ
の
す
ぐ
後
、
そ
の
娘
は
首
を
吊
っ
て
自
殺
す
る
、
と
い
う
も
の
だ
。 

 

「
悲
劇
喜
劇
」
に
掲
載
さ
れ
た
講
評
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

「
誰
の
為
の
研
究
？
」
は
ど
ん
な
場
合
に
も
問
題
と
な
る
こ
と
で
す
し
、
面
白
い
と
思
い
ま

し
た
が
、
い
か
に
も
芝
居
気
が
な
く
―
―
と
言
っ
て
も
「
お
芝
居
」
に
し
ろ
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
―
―
頭
で
考
え
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
文
字
に
し
た
印
象
を
免
れ
ま
せ
ん
。
一

人
一
人
の
登
場
人
物
に
、
作
者
が
そ
の
時
に
言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
残
ら
ず
し
ゃ
べ
ら
し
て

し
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
た
調
子
で
、
芝
居
と
し
て
の
性
格
に
も
う
少
し
考
え
を
深
め
る
必
要

が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

要
す
る
に
、
登
場
人
物
の
台
詞
が
演
説
調
に
な
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
訳
で
、
こ
れ
は

や
は
り
松
村
が
弁
論
の
世
界
に
深
く
足
を
踏
み
入
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
深
い
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
栽
培
が
無
か
っ
た
時
代
と
は
言
え
、
研
究
の
デ
ー
タ
を
取
る
た
め
に

一
つ
も
欠
け
て
は
な
ら
な
い
作
物
を
、
盗
難
の
危
険
の
あ
る
露
地
栽
培
し
て
い
る
、
と
い
う
設
定

は
不
自
然
で
あ
る
。
だ
が｢

科
学
技
術
は
果
た
し
て
人
間
を
幸
福
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う

か
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
て
、
後
年
の
つ
く
ば
在
住
時
代
の
大
作
「
テ
レ
ビ
塔
の
礎

石
」
に
繋
が
る
要
素
を
持
っ
た
作
品
で
あ
る
と
も
言
え
る
。 

次
に
三
幕
物
の
「
結
婚
の
手
続
」
（
三
十
四
年
四
月
作
）
を
紹
介
す
る
。
二
百
字
原
稿
用
紙
一

九
二
枚
の
力
作
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
悲
劇
喜
劇
」
に
投
稿
さ
れ
た
が
、
作
品
掲
載
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。 

第
一
幕
で
は
、
下
宿
屋
の
座
敷
が
隣
家
の
結
婚
式
の
来
賓
控
え
室
に
使
わ
れ
ご
っ
た
返
す
中
、

下
宿
し
て
い
る
小
学
校
教
師
江
島
に
来
客
が
あ
り
、
独
身
の
彼
に
縁
談
を
薦
め
る
が
、
相
手
に
さ

れ
な
い
。
実
は
江
島
は
下
宿
屋
の
女
中
の
加
代
子
と
交
際
し
て
お
り
、
江
島
は
自
分
た
ち
だ
け
の

意
思
で
結
婚
す
れ
ば
よ
い
と
言
う
が
、
加
代
子
は
親
の
承
諾
を
得
て
か
ら
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

ま
た
女
性
を
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
口
説
き
落
と
す
も
の
と
考
え
る
前
田
、
駆
け
落
ち
同
然
に
結
婚
し
た

山
上
夫
婦
が
登
場
す
る
。
第
二
幕
で
、
下
宿
の
奥
さ
ん
の
発
案
で
、
江
島
と
加
代
子
を
一
度
見
合

い
さ
せ
た
上
で
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
前
田
は
江
島
の
同
僚
教
師
律
子
と
い
い
仲
に
な
る
。
奥

の
間
で
江
島
の
母
と
兄
が
結
納
を
出
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
対
話
し
、
何
も
か
も
下
宿
の
奥
さ
ん

に
任
せ
る
こ
と
に
し
た
の
に
対
し
、
加
代
子
の
両
親
は
、
身
分
違
い
で
結
婚
し
た
隣
家
の
嫁
の
苦
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取
り
上
げ
る
。
三
幕
も
の
で
、
七
十
枚
の
力
作
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
は
前
掲
「
文
化
研
究
」
９

号
に
復
刻
さ
れ
た
も
の
に
拠
っ
た
。 

あ
る
小
学
校
の
小
使
室
が
舞
台
で
、
五
十
八
歳
に
な
る
小
使
（
事
務
員
）
が
主
人
公
。
第
一
幕

で
は
、
卒
業
式
の
朝
、
準
備
に
追
わ
れ
る
小
使
の
姿
が
描
か
れ
る
。
宿
直
明
け
の
先
生
の
朝
食
の

お
か
ず
を
買
い
に
行
か
せ
ら
れ
、
講
堂
の
入
口
の
掃
除
を
し
、
上
靴
を
失
く
し
た
り
忘
れ
物
を
し

た
り
ズ
ボ
ン
を
汚
し
た
り
し
た
生
徒
の
面
倒
を
見
て
い
て
暇
も
な
い
彼
に
、
弁
当
を
届
け
に
来
た

息
子
の
太
郎
は
「
本
当
に
大
変
な
仕
事
」
だ
が
「
馬
鹿
ら
し
い
仕
事
」
と
い
う
。
第
二
幕
で
は
、

饅
頭
屋
の
小
僧
と
の
会
話
で
「
小
使
は
先
生
と
同
じ
に
は
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
祝
い
酒
が
不
足

し
て
い
る
の
で
買
い
に
行
か
せ
ら
れ
、
ま
た
講
堂
で
嘔
吐
し
た
生
徒
の
後
始
末
や
家
へ
の
連
絡
係

ま
で
さ
せ
ら
れ
る
。
第
三
幕
で
は
、
卒
業
式
の
夜
、
学
校
で
飲
ん
で
騒
い
で
い
る
先
生
に
酒
を
買

い
に
行
か
さ
れ
る
。
教
育
委
員
会
に
務
め
る
太
郎
が
再
び
や
っ
て
き
て
、
酔
っ
払
い
の
先
生
の
私

用
な
ど
聞
く
必
要
は
な
い
と
言
い
、
五
十
五
歳
以
上
の
事
務
員
が
全
員
退
職
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
事
実
を
伝
え
、
自
分
の
安
月
給
で
は
お
父
さ
ん
を
養
え
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
も
軍
需
工

場
が
つ
ぶ
れ
た
後
十
年
学
校
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
有
り
難
い
事
だ
と
答
え
、
「
先
生
の

云
わ
れ
る
と
お
り
働
く
の
が
学
校
の
小
使
な
ん
だ
。
」
と
言
う
小
使
で
あ
っ
た
。 

 

「
伊
勢
新
聞
」
（
昭
和
三
十
三
年
一
月
九
日
）
に
「
力
作
だ
が
簡
潔
に 

松
村
氏
の
戯
曲
『
小

使
さ
ん
』」
と
題
し
て
こ
の
作
品
へ
の
批
評
が
あ
る
の
で
、
一
部
を
引
用
す
る
。 

 
 
 

み
ん
な
に
親
し
ま
れ
、
そ
し
て
こ
き
使
わ
れ
た
小
使
が
、
停
年
退
職
に
な
る
と
い
う
話
だ

が
、
こ
れ
だ
け
の
枚
数
な
ら
一
幕
物
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。
戯
曲
は
単
に
地
の
文
を
会
話
に
直

し
た
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
素
材
そ
の
も
の
は
悪
く
な
い
し
、
作
者
の
ね
ら
い
も
い
い
。

た
だ
こ
れ
を
上
演
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
幕
切
れ
で
、
小
使
の
息
子
と
の
論
争
、

卒
業
式
で
酔
ぱ
ら
っ
た
先
生
た
ち
、
た
と
え
首
に
な
っ
て
も
、
こ
の
学
校
に
い
る
間
は
小
使

だ
―
と
い
い
き
る
あ
た
り
は
面
白
い
。
し
か
し
、
そ
れ
も
常
道
で
あ
り
、
作
者
は
た
だ
、
そ

の
場
面
だ
け
を
心
に
も
っ
て
書
き
、
あ
と
は
そ
れ
を
書
く
た
め
の
つ
け
た
り
と
い
っ
た
感
じ

で
、
会
話
も
平
板
、
構
成
も
弱
い
。
… 

と
い
う
よ
う
な
評
文
で
、
好
評
と
は
言
い
難
い
。
た
だ
こ
れ
を
書
い
た
松
村
自
身
が
学
校
職
員
と

し
て
、
教
員
た
ち
の
、
時
に
横
暴
な
態
度
に
接
し
た
と
し
て
も
じ
っ
と
堪
え
、
職
に
勤
し
ん
で
い

た
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
何
か
深
い
哀
愁
の
よ
う
な
も
の
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。 

次
に
映
画
シ
ナ
リ
オ
「
児
童
心
理
学
」
（
三
十
二
年
七
月
作
）
を
取
り
上
げ
る
。
雑
誌
「
名
古

屋
シ
ナ
リ
オ
」
に
投
稿
さ
れ
た
が
本
文
は
掲
載
さ
れ
ず
、
筆
者
が
読
ん
だ
の
は
未
定
稿
で
あ
る
が
、

原
稿
用
紙
一
一
八
枚
に
も
及
ぶ
力
作
で
あ
る
。
松
村
自
身
に
よ
る
紹
介
文
「
『
児
童
心
理
学
』
の

ス
ト
ー
リ
と
こ
の
シ
ナ
リ
オ
が
出
来
る
ま
で
」
と
、
三
名
に
よ
る
批
評
文
が
「
名
古
屋
シ
ナ
リ
オ
」

第
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。 

 

松
村
自
身
の
要
約
に
よ
る
そ
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
、
注
釈
を
加
え
つ
つ
次
に
紹
介
す
る
。 

 
 

大
阪
の
あ
る
小
学
校
。
六
年
Ａ
組
の
木
村
吉
彦
は
六
年
Ｂ
組
を
受
持
っ
て
い
る
寺
島
百
合 

 

子
と
い
う
若
い
女
の
先
生
に
対
し
て
「
好
き
」
と
も
何
と
も
形
容
の
し
が
た
い
、
そ
し
て
今 

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
感
情
を
持
つ
。
（
筆
者
注
…
木
村
が
運
動
会
で
怪
我
を
し
た

と
き
、
寺
島
先
生
に
手
当
て
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。
）
木
村

の
担
任
で
あ
る
山
口
四
郎
と
い
う
老
先
生
が
休
ん
だ
時
等
、
寺
島
先
生
が
木
村
の
級
へ
来
る

が
、
そ
の
度
に
胸
が
高
な
る
。
運
動
会
や
学
芸
会
、
遠
足
等
で
Ｂ
組
の
者
が
、
寺
島
先
生
と

親
し
く
し
て
い
る
の
を
見
る
の
が
う
ら
や
ま
し
い
し
、
又
そ
の
一
段
と
あ
で
や
か
な
姿
に
心

は
い
よ
い
よ
、
か
き
む
し
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
に
な
っ
て
ゆ
く
あ
る
冬
の
寒
い
日
、
医
院
の

診
察
室
で
ば
っ
た
り
、
寺
島
先
生
と
（
筆
者
補
充
…
出
会
っ
た
）
木
村
は
そ
こ
で
寺
島
先
生

が
裸
に
な
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
を
見
る
。
そ
れ
か
ら
木
村
は
異
様
な
感
情
に
か
り
た
て
ら
れ
る
。

こ
ん
な
生
活
が
つ
づ
い
て
、
木
村
は
と
う
と
う
夢
遊
病
と
な
り
、
あ
る
月
の
あ
か
る
い
晩
、

学
校
の
職
員
室
へ
し
の
び
こ
み
、
寺
島
先
生
の
机
の
ひ
き
だ
し
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
を
ひ

っ
ぱ
り
出
し
て
、
そ
れ
を
だ
き
し
め
、
泣
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
宿
直
の
先
生
に
み
つ
か
る
。

や
が
て
木
村
は
無
事
卒
業
す
る
が
、
山
口
老
先
生
は
彼
の
寺
島
先
生
へ
の
思
慕
の
情
を
感
知

し
て
現
在
の
児
童
心
理
学
が
忘
れ
て
い
る
一
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
が
、
「
名
古
屋
シ
ナ
リ
オ
」
誌
に
掲
載
さ
れ
た
諸
氏
の
批
評

は
次
の
よ
う
に
非
常
に
辛
辣
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

「
１
、
こ
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
の
設
定
が
非
常
に
不
明
確
で
あ
る
。
作
者
は
こ
の
作
品
を
通
じ

て
、
一
体
何
を
観
客
に
訴
え
ん
と
し
た
の
か
。
… 

 

 

２
、
〝
児
童
心
理
学
〟
と
い
う
、
大
上
段
に
ふ
り
か
ぶ
っ
た
タ
イ
ト
ル
に
対
し
て
、
こ
の
作

品
の
内
容
は
、
あ
ま
り
に
も
浅
薄
で
あ
る
。
… 

遅
く
な
っ
た
と
の
言
い
訳
に
耳
を
貸
さ
な
い
。
定
一
の
こ
と
を
、
露
子
家
前
に
集
ま
っ
た
敬
司
・

政
文
・
正
弘
ら
は
吉
生
か
ら
聞
き
、
共
に
「
倒
幕
の
志
士
」
の
意
気
込
み
で
み
ち
子
宅
へ
説
得
に

行
く
。
数
ヵ
月
後
、
運
動
会
に
和
解
し
た
父
が
来
る
こ
と
を
み
ち
子
は
吉
生
に
話
す
。 

 

青
春
時
代
に
あ
り
が
ち
な
親
と
子
の
衝
突
を
、
友
人
た
ち
が
力
を
貸
し
て
円
満
に
解
決
し
よ
う

と
す
る
、
と
い
う
他
愛
な
い
学
生
演
劇
の
試
み
だ
が
、
戦
後
の
民
主
主
義
教
育
へ
の
希
望
と
批
判

の
両
面
が
語
ら
れ
て
い
て
、
い
か
に
も
昭
和
二
十
年
代
の
〈
青
葉
の
頃
〉
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

二
十
七
年
春
に
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
て
か
ら
も
、
彼
の
演
劇
熱
は
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
熱
く

燃
え
さ
か
る
一
方
で
あ
っ
た
。
次
に
「
共
か
せ
ぎ
夫
婦
の
あ
る
日
の
夕
方
」
（
二
十
九
年
九
月
）

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
も
三
重
県
公
務
員
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
第
一
回
芸
能
祭
に

て
上
演
さ
れ
た
作
品
で
、
当
時
の
社
会
の
演
劇
熱
と
い
う
も
の
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

一
幕
一
場
。
秋
の
夕
暮
れ
、
閑
静
な
住
宅
街
、
共
稼
ぎ
の
新
婚
夫
婦
が
相
次
い
で
帰
宅
す
る
。

早
く
帰
っ
た
方
が
夕
食
を
作
る
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
妻
が
卵
を
買
い
に
行
っ
て
い
る
間
、
夫
は
飯

炊
き
を
担
当
す
る
が
、
そ
こ
へ
隣
家
の
妻
や
町
内
会
総
代
の
老
人
ら
が
訪
れ
、
色
々
な
名
目
で
集

金
し
て
い
く
。
妻
が
帰
宅
し
た
頃
婦
人
会
長
が
訪
問
し
、
新
婚
生
活
へ
の
羨
望
が
語
ら
れ
、
新
憲

法
下
で
の
妻
の
権
利
な
ど
も
話
題
に
な
る
。
会
長
が
街
頭
募
金
に
立
つ
こ
と
を
妻
に
依
頼
し
て
去

っ
た
後
、
押
し
売
り
の
女
が
来
て
卵
を
し
つ
こ
く
売
ろ
う
と
す
る
が
応
対
に
出
た
夫
は
断
固
拒
否

す
る
。
押
し
売
り
が
去
っ
た
後
で
妻
が
、
卵
を
買
い
に
行
っ
た
が
売
り
切
れ
て
い
た
の
で
押
し
売

り
を
呼
び
戻
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
、
し
ぶ
し
ぶ
夫
は
出
て
行
く
が
、
財
布
を
家
に
置
き
忘
れ

た
ま
ま
だ
っ
た
。 

 

特
に
深
い
内
容
も
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ン
ト
で
あ
り
、
妻
が
卵
が
売
り
切
れ
て
い
た
こ
と
を

最
後
ま
で
言
い
出
さ
な
い
と
い
う
不
自
然
さ
は
あ
る
が
、
公
務
員
が
余
興
と
し
て
演
ず
る
に
は
適

切
な
作
品
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
押
し
売
り
が
売
る
食
べ
物
を
信
じ
て
買
う
と
い
う
感
覚
も
、

現
代
と
は
違
う
の
ど
か
な
時
代
性
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

次
に
「
退
庁
時
刻
」
（
三
十
年
六
月
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
は
、
分
か
っ
て
い
る
限
り

で
松
村
の
唯
一
の
全
国
的
な
演
劇
雑
誌
に
発
表
で
き
た
作
品
で
あ
る
。
「
新
劇
」
昭
和
三
十
一
年

三
月
号
に
、
後
に
関
わ
り
を
持
つ
評
論
家
・
村
松
剛
の
演
劇
論
な
ど
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
新
劇
」
（
白
水
社
）
は
昭
和
二
十
九
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
三
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ

れ
て
い
た
演
劇
専
門
誌
で
、
松
村
が
ど
の
よ
う
な
つ
て
が
あ
っ
て
中
央
の
こ
の
雑
誌
に
作
品
を
発

表
で
き
た
の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
で
は
な
い
。 

 

一
幕
一
場
。
現
代
の
地
方
都
市
の
あ
る
官
庁
の
会
計
課
が
舞
台
。
午
後
四
時
二
十
分
、
職
場
の

電
話
で
恋
人
と
退
庁
後
の
デ
ー
ト
の
約
束
を
す
る
若
い
女
性
藤
本
を
苦
々
し
く
見
つ
め
る
課
長

代
理
の
村
上
。
孫
に
誕
生
日
の
贈
り
物
を
渡
す
古
参
の
大
井
や
、
藤
原
義
江
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行

く
予
定
の
あ
る
相
川
、
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
の
広
田
は
温
か
く
見
守
る
。
村
上
は
課
長
の
帰
参
前
に
部

下
の
退
庁
は
許
さ
な
い
と
言
い
、
藤
本
に
煙
草
を
買
い
に
行
か
せ
る
。
相
川
は
労
働
組
合
の
書
記

長
と
し
て
忙
し
い
。
も
う
一
人
の
課
員
山
中
は
公
務
員
の
組
合
活
動
に
批
判
的
で
、
村
上
の
滅
私

奉
公
的
な
勤
務
態
度
に
追
従
的
言
動
を
と
る
。
行
商
人
と
押
し
売
り
が
課
に
や
っ
て
来
る
な
ど
し

た
が
、
五
時
に
な
り
村
上
が
用
事
で
課
を
出
た
後
、
相
川
は
課
長
が
帰
ら
な
く
て
も
退
庁
し
て
い

い
は
ず
だ
と
批
判
し
、
公
務
員
の
理
想
的
な
在
り
方
を
述
べ
る
。
五
時
十
五
分
を
過
ぎ
て
山
中
が

藤
本
に
用
を
押
し
付
け
る
な
ど
し
て
険
悪
な
雰
囲
気
に
な
り
か
か
る
が
、
妻
の
出
産
が
迫
っ
て
い

る
と
の
電
話
が
入
っ
て
急
に
村
上
が
帰
宅
し
て
し
ま
い
、
藤
本
・
相
川
・
大
井
の
退
庁
に
支
障
が

な
く
な
る
。
デ
ー
ト
に
行
く
藤
本
の
化
粧
を
広
田
は
直
し
て
や
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
行
商
人
や
押
し
売
り
が
官
庁
に
平
気
で
入
っ
て
来
る
な
ど
、
現
代
で
は
あ
ま
り

考
え
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
っ
た
り
、
村
上
の
妻
の
出
産
な
ど
、
突
発
的
な
出
来
事
に
よ
っ
て
事

態
が
急
に
好
転
す
る
な
ど
、
あ
ま
り
に
好
都
合
な
筋
の
展
開
に
疑
問
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、

労
働
基
準
法
が
施
行
さ
れ
八
時
間
労
働
制
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
時
代
背
景
の
中
で
、
上
司
に
ど

こ
ま
で
も
忠
義
を
尽
く
す
こ
と
が
美
徳
だ
と
考
え
ら
れ
る
風
潮
が
未
だ
残
存
し
て
い
た
昭
和
三

十
年
の
時
代
背
景
が
窺
え
る
し
、
専
門
の
演
劇
人
た
ち
に
と
っ
て
は
官
庁
の
仕
事
場
の
雰
囲
気
が

活
写
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
や
や
斬
新
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
高
評
価
を
得
た
よ
う
だ
。 

 

松
村
は
昭
和
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
の
日
記
に
「
と
こ
ろ
で
昨
日
、
ド
ン
カ
ミ
ロ
頑
張
る
と

慕
情
を
見
に
ゆ
き
、
久
し
ぶ
り
晴
快
な
気
持
ち
に
な
っ
て
朝
か
ら
降
り
つ
づ
い
て
い
る
雪
み
ぞ
れ

の
中
家
へ
か
へ
っ
た
ら
何
と
新
劇
か
ら
原
稿
料
と
し
て
三
四
八
五
円
送
っ
て
来
て
い
た
。
四
一
〇

〇
円
の
と
こ
ろ
税
金
六
一
五
円
引
た
と
あ
る
。
原
稿
用
紙
一
枚
一
〇
〇
円
で
あ
る
。
一
応
作
家
な

み
。
三
〇
〇
〇
円
の
大
金
が
入
り
こ
ん
で
く
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
…
」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
る
。
現
代
の
貨
幣
価
値
に
直
す
と
幾
ら
位
に
な
る
か
不
明
だ
が
、
数
万
円
に
相
当
し

た
の
か
。
プ
ロ
作
家
並
み
の
原
稿
料
を
も
ら
っ
て
昂
ぶ
る
彼
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

次
に
、
同
人
誌
「
辻
」
の
創
刊
号
（
昭
和
三
十
三
年
一
月
）
に
発
表
さ
れ
た
「
小
使
さ
ん
」
を
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取
り
上
げ
る
。
三
幕
も
の
で
、
七
十
枚
の
力
作
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
は
前
掲
「
文
化
研
究
」
９

号
に
復
刻
さ
れ
た
も
の
に
拠
っ
た
。 

あ
る
小
学
校
の
小
使
室
が
舞
台
で
、
五
十
八
歳
に
な
る
小
使
（
事
務
員
）
が
主
人
公
。
第
一
幕

で
は
、
卒
業
式
の
朝
、
準
備
に
追
わ
れ
る
小
使
の
姿
が
描
か
れ
る
。
宿
直
明
け
の
先
生
の
朝
食
の

お
か
ず
を
買
い
に
行
か
せ
ら
れ
、
講
堂
の
入
口
の
掃
除
を
し
、
上
靴
を
失
く
し
た
り
忘
れ
物
を
し

た
り
ズ
ボ
ン
を
汚
し
た
り
し
た
生
徒
の
面
倒
を
見
て
い
て
暇
も
な
い
彼
に
、
弁
当
を
届
け
に
来
た

息
子
の
太
郎
は
「
本
当
に
大
変
な
仕
事
」
だ
が
「
馬
鹿
ら
し
い
仕
事
」
と
い
う
。
第
二
幕
で
は
、

饅
頭
屋
の
小
僧
と
の
会
話
で
「
小
使
は
先
生
と
同
じ
に
は
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
祝
い
酒
が
不
足

し
て
い
る
の
で
買
い
に
行
か
せ
ら
れ
、
ま
た
講
堂
で
嘔
吐
し
た
生
徒
の
後
始
末
や
家
へ
の
連
絡
係

ま
で
さ
せ
ら
れ
る
。
第
三
幕
で
は
、
卒
業
式
の
夜
、
学
校
で
飲
ん
で
騒
い
で
い
る
先
生
に
酒
を
買

い
に
行
か
さ
れ
る
。
教
育
委
員
会
に
務
め
る
太
郎
が
再
び
や
っ
て
き
て
、
酔
っ
払
い
の
先
生
の
私

用
な
ど
聞
く
必
要
は
な
い
と
言
い
、
五
十
五
歳
以
上
の
事
務
員
が
全
員
退
職
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
事
実
を
伝
え
、
自
分
の
安
月
給
で
は
お
父
さ
ん
を
養
え
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
も
軍
需
工

場
が
つ
ぶ
れ
た
後
十
年
学
校
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
有
り
難
い
事
だ
と
答
え
、
「
先
生
の

云
わ
れ
る
と
お
り
働
く
の
が
学
校
の
小
使
な
ん
だ
。
」
と
言
う
小
使
で
あ
っ
た
。 

 

「
伊
勢
新
聞
」
（
昭
和
三
十
三
年
一
月
九
日
）
に
「
力
作
だ
が
簡
潔
に 

松
村
氏
の
戯
曲
『
小

使
さ
ん
』」
と
題
し
て
こ
の
作
品
へ
の
批
評
が
あ
る
の
で
、
一
部
を
引
用
す
る
。 

 
 
 

み
ん
な
に
親
し
ま
れ
、
そ
し
て
こ
き
使
わ
れ
た
小
使
が
、
停
年
退
職
に
な
る
と
い
う
話
だ

が
、
こ
れ
だ
け
の
枚
数
な
ら
一
幕
物
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。
戯
曲
は
単
に
地
の
文
を
会
話
に
直

し
た
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
素
材
そ
の
も
の
は
悪
く
な
い
し
、
作
者
の
ね
ら
い
も
い
い
。

た
だ
こ
れ
を
上
演
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
幕
切
れ
で
、
小
使
の
息
子
と
の
論
争
、

卒
業
式
で
酔
ぱ
ら
っ
た
先
生
た
ち
、
た
と
え
首
に
な
っ
て
も
、
こ
の
学
校
に
い
る
間
は
小
使

だ
―
と
い
い
き
る
あ
た
り
は
面
白
い
。
し
か
し
、
そ
れ
も
常
道
で
あ
り
、
作
者
は
た
だ
、
そ

の
場
面
だ
け
を
心
に
も
っ
て
書
き
、
あ
と
は
そ
れ
を
書
く
た
め
の
つ
け
た
り
と
い
っ
た
感
じ

で
、
会
話
も
平
板
、
構
成
も
弱
い
。
… 

と
い
う
よ
う
な
評
文
で
、
好
評
と
は
言
い
難
い
。
た
だ
こ
れ
を
書
い
た
松
村
自
身
が
学
校
職
員
と

し
て
、
教
員
た
ち
の
、
時
に
横
暴
な
態
度
に
接
し
た
と
し
て
も
じ
っ
と
堪
え
、
職
に
勤
し
ん
で
い

た
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
何
か
深
い
哀
愁
の
よ
う
な
も
の
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。 

次
に
映
画
シ
ナ
リ
オ
「
児
童
心
理
学
」
（
三
十
二
年
七
月
作
）
を
取
り
上
げ
る
。
雑
誌
「
名
古

屋
シ
ナ
リ
オ
」
に
投
稿
さ
れ
た
が
本
文
は
掲
載
さ
れ
ず
、
筆
者
が
読
ん
だ
の
は
未
定
稿
で
あ
る
が
、

原
稿
用
紙
一
一
八
枚
に
も
及
ぶ
力
作
で
あ
る
。
松
村
自
身
に
よ
る
紹
介
文
「
『
児
童
心
理
学
』
の

ス
ト
ー
リ
と
こ
の
シ
ナ
リ
オ
が
出
来
る
ま
で
」
と
、
三
名
に
よ
る
批
評
文
が
「
名
古
屋
シ
ナ
リ
オ
」

第
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。 

 

松
村
自
身
の
要
約
に
よ
る
そ
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
、
注
釈
を
加
え
つ
つ
次
に
紹
介
す
る
。 

 
 

大
阪
の
あ
る
小
学
校
。
六
年
Ａ
組
の
木
村
吉
彦
は
六
年
Ｂ
組
を
受
持
っ
て
い
る
寺
島
百
合 

 

子
と
い
う
若
い
女
の
先
生
に
対
し
て
「
好
き
」
と
も
何
と
も
形
容
の
し
が
た
い
、
そ
し
て
今 

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
感
情
を
持
つ
。
（
筆
者
注
…
木
村
が
運
動
会
で
怪
我
を
し
た

と
き
、
寺
島
先
生
に
手
当
て
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。
）
木
村

の
担
任
で
あ
る
山
口
四
郎
と
い
う
老
先
生
が
休
ん
だ
時
等
、
寺
島
先
生
が
木
村
の
級
へ
来
る

が
、
そ
の
度
に
胸
が
高
な
る
。
運
動
会
や
学
芸
会
、
遠
足
等
で
Ｂ
組
の
者
が
、
寺
島
先
生
と

親
し
く
し
て
い
る
の
を
見
る
の
が
う
ら
や
ま
し
い
し
、
又
そ
の
一
段
と
あ
で
や
か
な
姿
に
心

は
い
よ
い
よ
、
か
き
む
し
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
に
な
っ
て
ゆ
く
あ
る
冬
の
寒
い
日
、
医
院
の

診
察
室
で
ば
っ
た
り
、
寺
島
先
生
と
（
筆
者
補
充
…
出
会
っ
た
）
木
村
は
そ
こ
で
寺
島
先
生

が
裸
に
な
っ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
を
見
る
。
そ
れ
か
ら
木
村
は
異
様
な
感
情
に
か
り
た
て
ら
れ
る
。

こ
ん
な
生
活
が
つ
づ
い
て
、
木
村
は
と
う
と
う
夢
遊
病
と
な
り
、
あ
る
月
の
あ
か
る
い
晩
、

学
校
の
職
員
室
へ
し
の
び
こ
み
、
寺
島
先
生
の
机
の
ひ
き
だ
し
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
を
ひ

っ
ぱ
り
出
し
て
、
そ
れ
を
だ
き
し
め
、
泣
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
宿
直
の
先
生
に
み
つ
か
る
。

や
が
て
木
村
は
無
事
卒
業
す
る
が
、
山
口
老
先
生
は
彼
の
寺
島
先
生
へ
の
思
慕
の
情
を
感
知

し
て
現
在
の
児
童
心
理
学
が
忘
れ
て
い
る
一
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
が
、
「
名
古
屋
シ
ナ
リ
オ
」
誌
に
掲
載
さ
れ
た
諸
氏
の
批
評

は
次
の
よ
う
に
非
常
に
辛
辣
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

「
１
、
こ
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
の
設
定
が
非
常
に
不
明
確
で
あ
る
。
作
者
は
こ
の
作
品
を
通
じ

て
、
一
体
何
を
観
客
に
訴
え
ん
と
し
た
の
か
。
… 

 

 

２
、
〝
児
童
心
理
学
〟
と
い
う
、
大
上
段
に
ふ
り
か
ぶ
っ
た
タ
イ
ト
ル
に
対
し
て
、
こ
の
作

品
の
内
容
は
、
あ
ま
り
に
も
浅
薄
で
あ
る
。
… 

遅
く
な
っ
た
と
の
言
い
訳
に
耳
を
貸
さ
な
い
。
定
一
の
こ
と
を
、
露
子
家
前
に
集
ま
っ
た
敬
司
・

政
文
・
正
弘
ら
は
吉
生
か
ら
聞
き
、
共
に
「
倒
幕
の
志
士
」
の
意
気
込
み
で
み
ち
子
宅
へ
説
得
に

行
く
。
数
ヵ
月
後
、
運
動
会
に
和
解
し
た
父
が
来
る
こ
と
を
み
ち
子
は
吉
生
に
話
す
。 

 

青
春
時
代
に
あ
り
が
ち
な
親
と
子
の
衝
突
を
、
友
人
た
ち
が
力
を
貸
し
て
円
満
に
解
決
し
よ
う

と
す
る
、
と
い
う
他
愛
な
い
学
生
演
劇
の
試
み
だ
が
、
戦
後
の
民
主
主
義
教
育
へ
の
希
望
と
批
判

の
両
面
が
語
ら
れ
て
い
て
、
い
か
に
も
昭
和
二
十
年
代
の
〈
青
葉
の
頃
〉
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

二
十
七
年
春
に
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
て
か
ら
も
、
彼
の
演
劇
熱
は
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
熱
く

燃
え
さ
か
る
一
方
で
あ
っ
た
。
次
に
「
共
か
せ
ぎ
夫
婦
の
あ
る
日
の
夕
方
」
（
二
十
九
年
九
月
）

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
も
三
重
県
公
務
員
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
第
一
回
芸
能
祭
に

て
上
演
さ
れ
た
作
品
で
、
当
時
の
社
会
の
演
劇
熱
と
い
う
も
の
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

一
幕
一
場
。
秋
の
夕
暮
れ
、
閑
静
な
住
宅
街
、
共
稼
ぎ
の
新
婚
夫
婦
が
相
次
い
で
帰
宅
す
る
。

早
く
帰
っ
た
方
が
夕
食
を
作
る
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
妻
が
卵
を
買
い
に
行
っ
て
い
る
間
、
夫
は
飯

炊
き
を
担
当
す
る
が
、
そ
こ
へ
隣
家
の
妻
や
町
内
会
総
代
の
老
人
ら
が
訪
れ
、
色
々
な
名
目
で
集

金
し
て
い
く
。
妻
が
帰
宅
し
た
頃
婦
人
会
長
が
訪
問
し
、
新
婚
生
活
へ
の
羨
望
が
語
ら
れ
、
新
憲

法
下
で
の
妻
の
権
利
な
ど
も
話
題
に
な
る
。
会
長
が
街
頭
募
金
に
立
つ
こ
と
を
妻
に
依
頼
し
て
去

っ
た
後
、
押
し
売
り
の
女
が
来
て
卵
を
し
つ
こ
く
売
ろ
う
と
す
る
が
応
対
に
出
た
夫
は
断
固
拒
否

す
る
。
押
し
売
り
が
去
っ
た
後
で
妻
が
、
卵
を
買
い
に
行
っ
た
が
売
り
切
れ
て
い
た
の
で
押
し
売

り
を
呼
び
戻
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
、
し
ぶ
し
ぶ
夫
は
出
て
行
く
が
、
財
布
を
家
に
置
き
忘
れ

た
ま
ま
だ
っ
た
。 

 

特
に
深
い
内
容
も
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ン
ト
で
あ
り
、
妻
が
卵
が
売
り
切
れ
て
い
た
こ
と
を

最
後
ま
で
言
い
出
さ
な
い
と
い
う
不
自
然
さ
は
あ
る
が
、
公
務
員
が
余
興
と
し
て
演
ず
る
に
は
適

切
な
作
品
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
押
し
売
り
が
売
る
食
べ
物
を
信
じ
て
買
う
と
い
う
感
覚
も
、

現
代
と
は
違
う
の
ど
か
な
時
代
性
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

次
に
「
退
庁
時
刻
」
（
三
十
年
六
月
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
は
、
分
か
っ
て
い
る
限
り

で
松
村
の
唯
一
の
全
国
的
な
演
劇
雑
誌
に
発
表
で
き
た
作
品
で
あ
る
。
「
新
劇
」
昭
和
三
十
一
年

三
月
号
に
、
後
に
関
わ
り
を
持
つ
評
論
家
・
村
松
剛
の
演
劇
論
な
ど
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
新
劇
」
（
白
水
社
）
は
昭
和
二
十
九
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
三
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ

れ
て
い
た
演
劇
専
門
誌
で
、
松
村
が
ど
の
よ
う
な
つ
て
が
あ
っ
て
中
央
の
こ
の
雑
誌
に
作
品
を
発

表
で
き
た
の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
で
は
な
い
。 

 

一
幕
一
場
。
現
代
の
地
方
都
市
の
あ
る
官
庁
の
会
計
課
が
舞
台
。
午
後
四
時
二
十
分
、
職
場
の

電
話
で
恋
人
と
退
庁
後
の
デ
ー
ト
の
約
束
を
す
る
若
い
女
性
藤
本
を
苦
々
し
く
見
つ
め
る
課
長

代
理
の
村
上
。
孫
に
誕
生
日
の
贈
り
物
を
渡
す
古
参
の
大
井
や
、
藤
原
義
江
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行

く
予
定
の
あ
る
相
川
、
オ
ー
ル
ド
ミ
ス
の
広
田
は
温
か
く
見
守
る
。
村
上
は
課
長
の
帰
参
前
に
部

下
の
退
庁
は
許
さ
な
い
と
言
い
、
藤
本
に
煙
草
を
買
い
に
行
か
せ
る
。
相
川
は
労
働
組
合
の
書
記

長
と
し
て
忙
し
い
。
も
う
一
人
の
課
員
山
中
は
公
務
員
の
組
合
活
動
に
批
判
的
で
、
村
上
の
滅
私

奉
公
的
な
勤
務
態
度
に
追
従
的
言
動
を
と
る
。
行
商
人
と
押
し
売
り
が
課
に
や
っ
て
来
る
な
ど
し

た
が
、
五
時
に
な
り
村
上
が
用
事
で
課
を
出
た
後
、
相
川
は
課
長
が
帰
ら
な
く
て
も
退
庁
し
て
い

い
は
ず
だ
と
批
判
し
、
公
務
員
の
理
想
的
な
在
り
方
を
述
べ
る
。
五
時
十
五
分
を
過
ぎ
て
山
中
が

藤
本
に
用
を
押
し
付
け
る
な
ど
し
て
険
悪
な
雰
囲
気
に
な
り
か
か
る
が
、
妻
の
出
産
が
迫
っ
て
い

る
と
の
電
話
が
入
っ
て
急
に
村
上
が
帰
宅
し
て
し
ま
い
、
藤
本
・
相
川
・
大
井
の
退
庁
に
支
障
が

な
く
な
る
。
デ
ー
ト
に
行
く
藤
本
の
化
粧
を
広
田
は
直
し
て
や
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
行
商
人
や
押
し
売
り
が
官
庁
に
平
気
で
入
っ
て
来
る
な
ど
、
現
代
で
は
あ
ま
り

考
え
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
っ
た
り
、
村
上
の
妻
の
出
産
な
ど
、
突
発
的
な
出
来
事
に
よ
っ
て
事

態
が
急
に
好
転
す
る
な
ど
、
あ
ま
り
に
好
都
合
な
筋
の
展
開
に
疑
問
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、

労
働
基
準
法
が
施
行
さ
れ
八
時
間
労
働
制
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
時
代
背
景
の
中
で
、
上
司
に
ど

こ
ま
で
も
忠
義
を
尽
く
す
こ
と
が
美
徳
だ
と
考
え
ら
れ
る
風
潮
が
未
だ
残
存
し
て
い
た
昭
和
三

十
年
の
時
代
背
景
が
窺
え
る
し
、
専
門
の
演
劇
人
た
ち
に
と
っ
て
は
官
庁
の
仕
事
場
の
雰
囲
気
が

活
写
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
や
や
斬
新
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
高
評
価
を
得
た
よ
う
だ
。 

 

松
村
は
昭
和
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
の
日
記
に
「
と
こ
ろ
で
昨
日
、
ド
ン
カ
ミ
ロ
頑
張
る
と

慕
情
を
見
に
ゆ
き
、
久
し
ぶ
り
晴
快
な
気
持
ち
に
な
っ
て
朝
か
ら
降
り
つ
づ
い
て
い
る
雪
み
ぞ
れ

の
中
家
へ
か
へ
っ
た
ら
何
と
新
劇
か
ら
原
稿
料
と
し
て
三
四
八
五
円
送
っ
て
来
て
い
た
。
四
一
〇

〇
円
の
と
こ
ろ
税
金
六
一
五
円
引
た
と
あ
る
。
原
稿
用
紙
一
枚
一
〇
〇
円
で
あ
る
。
一
応
作
家
な

み
。
三
〇
〇
〇
円
の
大
金
が
入
り
こ
ん
で
く
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
…
」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
る
。
現
代
の
貨
幣
価
値
に
直
す
と
幾
ら
位
に
な
る
か
不
明
だ
が
、
数
万
円
に
相
当
し

た
の
か
。
プ
ロ
作
家
並
み
の
原
稿
料
を
も
ら
っ
て
昂
ぶ
る
彼
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

次
に
、
同
人
誌
「
辻
」
の
創
刊
号
（
昭
和
三
十
三
年
一
月
）
に
発
表
さ
れ
た
「
小
使
さ
ん
」
を
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ち
か
ら
高
い
人
望
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。 

 

本
章
の
弁
論
活
動
・
方
言
研
究
等
に
つ
い
て
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
松
村
勝
順
氏
の
「
兄
・
松

村
勝
行
と
亀
山
の
風
」（
「
文
化
研
究
」
９
号 

平
成
二
十
二
年
十
月 

亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
文

学
部
門
文
化
研
究
部
会
編
）
に
多
く
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
話
し
こ
と
ば
」

と
い
う
も
の
へ
の
強
い
執
着
心
・
探
究
心
が
若
い
頃
か
ら
松
村
の
脳
裏
に
あ
り
、
そ
れ
が
学
生
時

代
か
ら
の
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
の
執
筆
の
原
動
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。 

 

三 

文
芸
活
動
の
概
観 

 
 
 
 

 

次
に
松
村
の
生
涯
に
わ
た
る
文
芸
創
作
・
文
化
活
動
に
つ
い
て
、
大
き
く
五
つ
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

・
（
第
一
期
）
昭
和
二
十
二
年
～
三
十
七
年
頃 
→ 

亀
山
市
在
住
時
代
に
ほ
ぼ
重
な
る
。
学
生

時
代
の
習
作
期
か
ら
、
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
と
小
説
、
詩
作
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組

ん
だ
多
作
の
時
代
。 

・
（
第
二
期
）
昭
和
三
十
八
年
～
五
十
二
年
頃 

→ 

松
戸
・
伊
勢
・
つ
く
ば
と
転
居
を
繰
り
返

し
た
時
代
。
時
折
の
詩
作
（
作
詞
・
作
曲
）
と
日
記
・
感
想
な
ど
が
主
で
、
事
務
（
用

度
・
経
理
）
の
仕
事
と
子
育
て
に
主
な
関
心
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
。 

・
（
第
三
期
）
昭
和
五
十
三
年
～
五
十
五
年
頃 

→ 

心
筋
梗
塞
に
よ
る
病
臥
の
時
代
。
父
親
の

死
と
、
自
ら
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
経
験
を
し
た
こ
の
時
期
、
詩
作
・
短
編
・
日
記

等
、
治
療
の
合
間
を
縫
っ
て
の
創
作
活
動
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
。 

・
（
第
四
期
）
昭
和
五
十
六
年
～
平
成
八
年
頃 

→ 

短
歌
・
俳
句
の
制
作
に
意
欲
を
燃
や
し
た

時
代
。
ま
た
数
は
少
な
い
が
代
表
作
と
な
る
戯
曲
も
書
い
た
。
複
数
の
サ
ー
ク
ル
・

結
社
に
顔
を
出
し
、
そ
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
数
々
の
秀
作
を
生
み
出
し
た
。 

・
（
第
五
期
）
平
成
八
年
～
平
成
二
十
一
年 

→ 

昭
和
五
十
七
年
頃
の
桜
村
古
文
書
研
究
会
か

ら
端
を
発
し
た
、
古
文
書
解
読
と
歴
史
散
歩
に
意
欲
を
燃
や
し
た
時
代
。
こ
こ
で
も

「
歴
史
を
読
ん
で
み
る
会
」
代
表
と
し
て
集
団
を
統
率
す
る
才
を
発
揮
し
た
。
一
方

で
俳
句
・
短
歌
の
創
作
も
継
続
し
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
十
四
歳
頃
の
少
年
時
代
か
ら
、
七
十
六
歳
の
死
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
断
絶

す
る
こ
と
な
く
、
文
芸
創
作
活
動
や
歴
史
研
究
な
ど
幅
広
い
文
化
活
動
に
邁
進
し
た
、
多
彩
で
勤

勉
な
生
涯
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
こ
の
項
は
、
拙
稿
「
永
遠
の
『
生
徒
会
長
』
―
―
評
伝

松
村
勝
行
」[

「
文
化
研
究
」
９
号
所
収]

よ
り
の
引
用
を
元
に
作
成
し
た
。
） 

 

ま
た
、
松
村
勝
順
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
年
（
小
学
校
六
年
）
か
ら
亡
く
な
る
前
日

ま
で
、
「
日
記
」
を
丹
念
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
書
い
て
お
り
、
大
学
ノ
ー
ト
約
五
十
冊
に
わ
た

っ
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
生
来
、
几
帳
面
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
家
族
に
と
っ
て
興
味
深
い
ば
か
り
で
な
く
、
『
戦
後
六
十
五
年
の
庶
民
史
』
と
し
て
も
価

値
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
た
。
」
（
前
掲
・
「
文
化
研
究
」
９
号
所
収
論
考
よ
り
）
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
日
記
も
ま
た
文
学
的
営
為
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
そ
の
一
部
な
り
と
も
活

字
化
し
、
彼
の
生
の
軌
跡
を
後
世
に
残
せ
れ
ば
、
と
願
う
次
第
で
あ
る
。 

 

四 

戯
曲
と
シ
ナ
リ
オ 

 
 
 
 

 

 

本
章
で
は
、
松
村
の
遺
し
た
多
様
な
文
芸
作
品
の
う
ち
、
青
年
時
代
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
作
品
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
そ
の
梗
概
を
紹
介
し
、
同
時
代
評
な
ど

も
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
文
学
作
品
と
し
て
の
価
値
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

松
村
の
最
初
の
戯
曲
作
品
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
作
の
「
キ
ュ
ー
リ
ー
夫
人
」
辺
り
に
遡
る

こ
と
が
出
来
る
。
当
時
在
学
し
て
い
た
三
重
師
範
女
子
部
附
属
中
学
校
の
学
芸
会
で
演
劇
部
に
よ

っ
て
上
演
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
進
学
し
た
亀
山
高
等
学
校
で
演
劇
部
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
作

品
が
幾
つ
か
あ
る
。「
青
葉
の
頃
」（
二
十
五
年
五
月
）
、「
た
い
や
き
人
生
」（
二
十
六
年
二
月
）「
続
・

青
葉
の
頃 

白
い
花
の
咲
く
丘
」（
二
十
六
年
五
月
）
な
ど
で
あ
る
、
こ
の
う
ち
手
元
に
あ
る
「
続
・

青
葉
の
頃 

白
い
花
の
咲
く
丘
」
の
梗
概
を
次
に
紹
介
し
て
寸
評
を
加
え
よ
う
。 

 
一
幕
四
場
。
古
い
思
想
の
残
る
或
る
田
舎
の
高
等
学
校
が
舞
台
。
三
年
生
生
徒
の
敬
司
・
政
文
・

正
弘
と
生
徒
会
長
の
吉
生
、
副
会
長
の
露
子
ら
が
登
場
し
て
、
授
業
を
サ
ボ
っ
て
マ
ー
ジ
ャ
ン
を

し
た
学
生
の
処
分
に
つ
い
て
役
員
会
で
話
し
合
う
予
定
を
告
げ
、
生
ぬ
る
い
戦
後
の
民
主
主
義
教

育
を
批
判
す
る
。
そ
の
夜
七
時
に
帰
宅
し
た
自
治
会
書
記
の
み
ち
子
の
父
親
定
一
は
、
遅
く
帰
っ

た
こ
と
を
謝
ら
な
い
み
ち
子
に
腹
を
立
て
、
学
校
を
や
め
ろ
と
言
う
。
定
一
は
男
女
が
一
緒
に
歩

く
こ
と
等
を
許
す
現
代
の
教
育
に
批
判
的
で
あ
る
。
彼
は
同
行
し
て
来
た
吉
生
の
、
役
員
会
議
で

古
文
書
解
読
と
史
跡
踏
歩
を
目
的
と
し
た
「
歴
史
を
よ
ん
で
み
る
会
」
を
発
足
し
代
表
を
務
め
た
。

話
題
の
人
物
・
書
物
を
研
究
対
象
と
し
て
何
度
か
地
元
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
。
一
方
で
俳
句
・
短
歌

の
創
作
も
継
続
し
「
朝
日
歌
壇
」
等
に
も
登
場
し
て
い
る
。
四
十
六
歳
の
大
手
術
の
後
、
薬
剤
と

節
制
に
よ
る
体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
、
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
様
々
な
文
芸
活
動
に

従
事
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
、
心
不
全
に
て
七
十
六
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。 

 

二 

弁
論
・
「
話
学
」
の
運
動 

 
 
 
 

 

本
論
考
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
文
化
活
動
を
行
っ
た
松
村
勝
行
の
事
績
の
う
ち
、
特
に
戯

曲
（
シ
ナ
リ
オ
）
・
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
、
お
よ
び
古
文
書
研
究
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
論
じ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
前
に
、
彼
の
青
春
時
代
に
深
く
関
わ
っ
た
弁
論
活
動
、
そ
れ

を
学
問
に
ま
で
高
め
よ
う
と
し
た
独
自
の
「
話
学
」
の
運
動
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

新
制
高
等
学
校
の
草
創
期
で
あ
る
、
昭
和
二
十
五
・
二
十
六
年
度
の
、
一
年
数
ヶ
月
に
わ
た
っ

て
、
松
村
は
三
重
県
立
亀
山
高
等
学
校
の
生
徒
会
長
を
務
め
た
。
彼
は
弁
舌
に
巧
み
で
、
二
十
五

年
度
に
は
関
西
高
校
弁
論
大
会
で
二
位
、
全
国
高
校
優
秀
弁
士
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
年

度
に
は
亀
山
高
校
第
一
回
校
内
弁
論
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。 

そ
の
当
時
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
帽
子
を
被
り
、
黒
い
マ
ン
ト
を
身
に
付
け
て
高
下
駄
を
履
い
て
校
内

や
街
中
を
闊
歩
す
る
、
旧
制
高
等
学
校
生
然
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
バ
ン
カ
ラ
ス
タ
イ
ル
の
彼
の
姿

は
、
亀
山
の
町
中
の
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
（
亀
山
高
等
学
校
で
松
村
の
二
年
後
輩
・
久
留

原
敦
子
［
筆
者
の
母
］
の
談
）
。
そ
の
く
せ
そ
の
よ
う
な
身
な
り
や
弁
論
の
実
績
を
、
家
庭
で
は

ま
っ
た
く
見
せ
る
こ
と
な
く
、
よ
く
冗
談
や
世
間
話
に
応
じ
、
よ
く
遊
ん
で
く
れ
た
兄
だ
っ
た
、

と
は
、
実
弟
・
松
村
勝か

つ

順の
ぶ

氏
（
皇
學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
）
の
述
懐
で
あ
る
。 

戯
曲
・
詩
な
ど
の
創
作
活
動
を
盛
ん
に
行
う
一
方
で
、
弁
論
活
動
は
社
会
人
と
な
っ
て
も
ま
す

ま
す
活
発
で
、
昭
和
二
十
八
年
に
三
重
県
青
年
弁
論
大
会
で
第
一
位
、
そ
の
自
信
を
胸
に
「
話
し

言
葉
を
学
問
に
す
る
」
と
い
う
主
張
の
基
に
、
三
重
弁
論
研
究
会
を
結
成
、
機
関
誌
「
話
学
」
を

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
に
創
刊
、
二
十
九
年
十
二
月
ま
で
四
号
を
自
費
で
編
集
発
行
し
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。「
話
学
」
が
実
際
何
号
ま
で
続
い
た
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
あ
る
弁
論
誌
『
話
学
』
の
編
集
に
当
た
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
「
伊
勢
新
聞
」
昭
和
三

十
一
年
一
月
十
六
日
号
の
「
ホ
ー
プ
登
板
」
欄
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
後
何

号
か
は
発
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
主
張
は
「
話
術
か
ら
話
学
へ
」
と
題
し
て
、
雑
誌
「
弁
論
」
第
七
十
六
号
（
昭
和
二
十
九

年
十
一
月
刊
）
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
「
日
本
の
コ
ト
バ
」
三
号
（
昭
和
三
十
年
四
月
）
に
「
三
重

弁
論
研
究
会
を
こ
う
や
っ
て
つ
く
っ
た
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
て
い
る
。
三
十
年
度
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
青
年
の
主
張
」
県
予
選
で
第
一
位
と
な
り
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。
こ
の
時
点
で
弁
論
活
動

で
三
重
県
を
代
表
し
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
十
一
年
一

月
に
は
「
三
重
大
学
新
聞
」
五
十
号
に
「
話
術
を
学
問
に
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
文
章
を
次
に
引
用
し
て
み
る
。
前
掲
の
「
伊
勢
新

聞
」
昭
和
三
十
一
年
一
月
十
六
日
号
同
欄
に
「
新
し
い
弁
論
へ
ひ
た
む
き 

年
齢
を
あ
ざ
む
く
誠

実
と
自
信
」
と
題
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

…
言
葉
ほ
ど
恐
し
い
も
の
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
あ
い
ま
い
な
言
葉
の
認
識
か
ら
生
れ
た

会
話
か
ら
進
ん
で
弁
論
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
程
私
た
ち
の
生
活
を
左
右
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
井
戸
端
会
議
か
ら
国
会
の
答
弁
ま
で
見
て
も
よ
く
解
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
れ
か

ら
の
弁
論
は
話
を
す
る
と
い
う
現
象
を
科
学
的
に
考
察
し
、
正
し
く
話
す
と
い
う
こ
と
に
基

礎
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
に
は
た
え
ず
客
観
的
な
論
旨
の
考
察
と
在
来

の
弁
論
に
見
ら
れ
た
主
観
性
を
打
破
し
「
話
学
」
と
い
う
理
論
づ
け
と
体
系
づ
け
の
も
と
に

新
し
い
弁
論
を
志
向
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
… 

一
方
で
、
方
言
の
研
究
に
も
興
味
を
示
し
、
昭
和
三
〇
年
十
一
月
に
は
言
語
学
の
全
国
的
な
雑

誌
で
あ
る
「
言
語
生
活
」
五
〇
号
に
「
『
津
』」
と
い
う
発
音
」
と
い
う
小
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

三
重
県
津
市
の
「
津
」
と
い
う
地
名
を
、
三
重
県
の
他
地
域
の
人
々
は
「
ツ
ウ
」
と
長
く
発
音
し

が
ち
だ
が
、
市
内
の
人
は
短
く
「
ツ
」
と
読
み
が
ち
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
着
目
し
て
い
る
。
ま

た
、
三
十
一
年
九
月
の
「
三
重
県
方
言
」
第
二
号
（
三
重
方
言
学
会
発
行
）
に
「
桑
名
の
武
家
こ

と
ば
」
の
特
集
が
あ
り
、
そ
の
録
音
速
記
者
と
し
て
彼
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
弁
論
活
動
の
余
徳
と
し
て
、
彼
は
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
在
職
し
て
い
た
鈴
鹿
工
業

高
等
専
門
学
校
の
第
一
回
卒
業
式
に
お
い
て
、
卒
業
生
の
呼
名
と
、
卒
業
式
後
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
の
司
会
を
務
め
る
と
い
う
、
事
務
系
職
員
と
し
て
は
異
例
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
朗
々
と
し
た
声
調
と
巧
み
な
話
術
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
当
時
の
同
僚
・
学
生
た
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ち
か
ら
高
い
人
望
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。 

 

本
章
の
弁
論
活
動
・
方
言
研
究
等
に
つ
い
て
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
松
村
勝
順
氏
の
「
兄
・
松

村
勝
行
と
亀
山
の
風
」（
「
文
化
研
究
」
９
号 

平
成
二
十
二
年
十
月 

亀
山
市
芸
術
文
化
協
会
文

学
部
門
文
化
研
究
部
会
編
）
に
多
く
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
話
し
こ
と
ば
」

と
い
う
も
の
へ
の
強
い
執
着
心
・
探
究
心
が
若
い
頃
か
ら
松
村
の
脳
裏
に
あ
り
、
そ
れ
が
学
生
時

代
か
ら
の
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
の
執
筆
の
原
動
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。 

 

三 

文
芸
活
動
の
概
観 

 
 
 
 

 

次
に
松
村
の
生
涯
に
わ
た
る
文
芸
創
作
・
文
化
活
動
に
つ
い
て
、
大
き
く
五
つ
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

・
（
第
一
期
）
昭
和
二
十
二
年
～
三
十
七
年
頃 

→ 

亀
山
市
在
住
時
代
に
ほ
ぼ
重
な
る
。
学
生

時
代
の
習
作
期
か
ら
、
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
と
小
説
、
詩
作
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組

ん
だ
多
作
の
時
代
。 

・
（
第
二
期
）
昭
和
三
十
八
年
～
五
十
二
年
頃 

→ 

松
戸
・
伊
勢
・
つ
く
ば
と
転
居
を
繰
り
返

し
た
時
代
。
時
折
の
詩
作
（
作
詞
・
作
曲
）
と
日
記
・
感
想
な
ど
が
主
で
、
事
務
（
用

度
・
経
理
）
の
仕
事
と
子
育
て
に
主
な
関
心
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
。 

・
（
第
三
期
）
昭
和
五
十
三
年
～
五
十
五
年
頃 

→ 

心
筋
梗
塞
に
よ
る
病
臥
の
時
代
。
父
親
の

死
と
、
自
ら
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
経
験
を
し
た
こ
の
時
期
、
詩
作
・
短
編
・
日
記

等
、
治
療
の
合
間
を
縫
っ
て
の
創
作
活
動
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
。 

・
（
第
四
期
）
昭
和
五
十
六
年
～
平
成
八
年
頃 

→ 

短
歌
・
俳
句
の
制
作
に
意
欲
を
燃
や
し
た

時
代
。
ま
た
数
は
少
な
い
が
代
表
作
と
な
る
戯
曲
も
書
い
た
。
複
数
の
サ
ー
ク
ル
・

結
社
に
顔
を
出
し
、
そ
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
数
々
の
秀
作
を
生
み
出
し
た
。 

・
（
第
五
期
）
平
成
八
年
～
平
成
二
十
一
年 

→ 

昭
和
五
十
七
年
頃
の
桜
村
古
文
書
研
究
会
か

ら
端
を
発
し
た
、
古
文
書
解
読
と
歴
史
散
歩
に
意
欲
を
燃
や
し
た
時
代
。
こ
こ
で
も

「
歴
史
を
読
ん
で
み
る
会
」
代
表
と
し
て
集
団
を
統
率
す
る
才
を
発
揮
し
た
。
一
方

で
俳
句
・
短
歌
の
創
作
も
継
続
し
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
十
四
歳
頃
の
少
年
時
代
か
ら
、
七
十
六
歳
の
死
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
断
絶

す
る
こ
と
な
く
、
文
芸
創
作
活
動
や
歴
史
研
究
な
ど
幅
広
い
文
化
活
動
に
邁
進
し
た
、
多
彩
で
勤

勉
な
生
涯
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
こ
の
項
は
、
拙
稿
「
永
遠
の
『
生
徒
会
長
』
―
―
評
伝

松
村
勝
行
」[

「
文
化
研
究
」
９
号
所
収]

よ
り
の
引
用
を
元
に
作
成
し
た
。
） 

 

ま
た
、
松
村
勝
順
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
年
（
小
学
校
六
年
）
か
ら
亡
く
な
る
前
日

ま
で
、
「
日
記
」
を
丹
念
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
書
い
て
お
り
、
大
学
ノ
ー
ト
約
五
十
冊
に
わ
た

っ
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
生
来
、
几
帳
面
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
家
族
に
と
っ
て
興
味
深
い
ば
か
り
で
な
く
、
『
戦
後
六
十
五
年
の
庶
民
史
』
と
し
て
も
価

値
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
た
。
」
（
前
掲
・
「
文
化
研
究
」
９
号
所
収
論
考
よ
り
）
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
日
記
も
ま
た
文
学
的
営
為
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
そ
の
一
部
な
り
と
も
活

字
化
し
、
彼
の
生
の
軌
跡
を
後
世
に
残
せ
れ
ば
、
と
願
う
次
第
で
あ
る
。 

 

四 

戯
曲
と
シ
ナ
リ
オ 

 
 
 
 

 

 

本
章
で
は
、
松
村
の
遺
し
た
多
様
な
文
芸
作
品
の
う
ち
、
青
年
時
代
に
最
も
力
を
入
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
作
品
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
そ
の
梗
概
を
紹
介
し
、
同
時
代
評
な
ど

も
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
文
学
作
品
と
し
て
の
価
値
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

松
村
の
最
初
の
戯
曲
作
品
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
作
の
「
キ
ュ
ー
リ
ー
夫
人
」
辺
り
に
遡
る

こ
と
が
出
来
る
。
当
時
在
学
し
て
い
た
三
重
師
範
女
子
部
附
属
中
学
校
の
学
芸
会
で
演
劇
部
に
よ

っ
て
上
演
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
進
学
し
た
亀
山
高
等
学
校
で
演
劇
部
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
作

品
が
幾
つ
か
あ
る
。「
青
葉
の
頃
」（
二
十
五
年
五
月
）
、「
た
い
や
き
人
生
」（
二
十
六
年
二
月
）「
続
・

青
葉
の
頃 

白
い
花
の
咲
く
丘
」（
二
十
六
年
五
月
）
な
ど
で
あ
る
、
こ
の
う
ち
手
元
に
あ
る
「
続
・

青
葉
の
頃 

白
い
花
の
咲
く
丘
」
の
梗
概
を
次
に
紹
介
し
て
寸
評
を
加
え
よ
う
。 

 

一
幕
四
場
。
古
い
思
想
の
残
る
或
る
田
舎
の
高
等
学
校
が
舞
台
。
三
年
生
生
徒
の
敬
司
・
政
文
・

正
弘
と
生
徒
会
長
の
吉
生
、
副
会
長
の
露
子
ら
が
登
場
し
て
、
授
業
を
サ
ボ
っ
て
マ
ー
ジ
ャ
ン
を

し
た
学
生
の
処
分
に
つ
い
て
役
員
会
で
話
し
合
う
予
定
を
告
げ
、
生
ぬ
る
い
戦
後
の
民
主
主
義
教

育
を
批
判
す
る
。
そ
の
夜
七
時
に
帰
宅
し
た
自
治
会
書
記
の
み
ち
子
の
父
親
定
一
は
、
遅
く
帰
っ

た
こ
と
を
謝
ら
な
い
み
ち
子
に
腹
を
立
て
、
学
校
を
や
め
ろ
と
言
う
。
定
一
は
男
女
が
一
緒
に
歩

く
こ
と
等
を
許
す
現
代
の
教
育
に
批
判
的
で
あ
る
。
彼
は
同
行
し
て
来
た
吉
生
の
、
役
員
会
議
で

古
文
書
解
読
と
史
跡
踏
歩
を
目
的
と
し
た
「
歴
史
を
よ
ん
で
み
る
会
」
を
発
足
し
代
表
を
務
め
た
。

話
題
の
人
物
・
書
物
を
研
究
対
象
と
し
て
何
度
か
地
元
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
。
一
方
で
俳
句
・
短
歌

の
創
作
も
継
続
し
「
朝
日
歌
壇
」
等
に
も
登
場
し
て
い
る
。
四
十
六
歳
の
大
手
術
の
後
、
薬
剤
と

節
制
に
よ
る
体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
、
三
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
様
々
な
文
芸
活
動
に

従
事
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
、
心
不
全
に
て
七
十
六
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。 

 
二 

弁
論
・
「
話
学
」
の
運
動 

 
 
 
 

 

本
論
考
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
文
化
活
動
を
行
っ
た
松
村
勝
行
の
事
績
の
う
ち
、
特
に
戯

曲
（
シ
ナ
リ
オ
）
・
小
説
・
エ
ッ
セ
イ
、
お
よ
び
古
文
書
研
究
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
論
じ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
前
に
、
彼
の
青
春
時
代
に
深
く
関
わ
っ
た
弁
論
活
動
、
そ
れ

を
学
問
に
ま
で
高
め
よ
う
と
し
た
独
自
の
「
話
学
」
の
運
動
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

 

新
制
高
等
学
校
の
草
創
期
で
あ
る
、
昭
和
二
十
五
・
二
十
六
年
度
の
、
一
年
数
ヶ
月
に
わ
た
っ

て
、
松
村
は
三
重
県
立
亀
山
高
等
学
校
の
生
徒
会
長
を
務
め
た
。
彼
は
弁
舌
に
巧
み
で
、
二
十
五

年
度
に
は
関
西
高
校
弁
論
大
会
で
二
位
、
全
国
高
校
優
秀
弁
士
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
年

度
に
は
亀
山
高
校
第
一
回
校
内
弁
論
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。 

そ
の
当
時
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
帽
子
を
被
り
、
黒
い
マ
ン
ト
を
身
に
付
け
て
高
下
駄
を
履
い
て
校
内

や
街
中
を
闊
歩
す
る
、
旧
制
高
等
学
校
生
然
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
バ
ン
カ
ラ
ス
タ
イ
ル
の
彼
の
姿

は
、
亀
山
の
町
中
の
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
（
亀
山
高
等
学
校
で
松
村
の
二
年
後
輩
・
久
留

原
敦
子
［
筆
者
の
母
］
の
談
）
。
そ
の
く
せ
そ
の
よ
う
な
身
な
り
や
弁
論
の
実
績
を
、
家
庭
で
は

ま
っ
た
く
見
せ
る
こ
と
な
く
、
よ
く
冗
談
や
世
間
話
に
応
じ
、
よ
く
遊
ん
で
く
れ
た
兄
だ
っ
た
、

と
は
、
実
弟
・
松
村
勝か

つ

順の
ぶ

氏
（
皇
學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
）
の
述
懐
で
あ
る
。 

戯
曲
・
詩
な
ど
の
創
作
活
動
を
盛
ん
に
行
う
一
方
で
、
弁
論
活
動
は
社
会
人
と
な
っ
て
も
ま
す

ま
す
活
発
で
、
昭
和
二
十
八
年
に
三
重
県
青
年
弁
論
大
会
で
第
一
位
、
そ
の
自
信
を
胸
に
「
話
し

言
葉
を
学
問
に
す
る
」
と
い
う
主
張
の
基
に
、
三
重
弁
論
研
究
会
を
結
成
、
機
関
誌
「
話
学
」
を

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
に
創
刊
、
二
十
九
年
十
二
月
ま
で
四
号
を
自
費
で
編
集
発
行
し
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。「
話
学
」
が
実
際
何
号
ま
で
続
い
た
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
あ
る
弁
論
誌
『
話
学
』
の
編
集
に
当
た
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
「
伊
勢
新
聞
」
昭
和
三

十
一
年
一
月
十
六
日
号
の
「
ホ
ー
プ
登
板
」
欄
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
後
何

号
か
は
発
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
主
張
は
「
話
術
か
ら
話
学
へ
」
と
題
し
て
、
雑
誌
「
弁
論
」
第
七
十
六
号
（
昭
和
二
十
九

年
十
一
月
刊
）
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
「
日
本
の
コ
ト
バ
」
三
号
（
昭
和
三
十
年
四
月
）
に
「
三
重

弁
論
研
究
会
を
こ
う
や
っ
て
つ
く
っ
た
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
て
い
る
。
三
十
年
度
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
「
青
年
の
主
張
」
県
予
選
で
第
一
位
と
な
り
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。
こ
の
時
点
で
弁
論
活
動

で
三
重
県
を
代
表
し
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
十
一
年
一

月
に
は
「
三
重
大
学
新
聞
」
五
十
号
に
「
話
術
を
学
問
に
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
文
章
を
次
に
引
用
し
て
み
る
。
前
掲
の
「
伊
勢
新

聞
」
昭
和
三
十
一
年
一
月
十
六
日
号
同
欄
に
「
新
し
い
弁
論
へ
ひ
た
む
き 

年
齢
を
あ
ざ
む
く
誠

実
と
自
信
」
と
題
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

…
言
葉
ほ
ど
恐
し
い
も
の
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
あ
い
ま
い
な
言
葉
の
認
識
か
ら
生
れ
た

会
話
か
ら
進
ん
で
弁
論
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
程
私
た
ち
の
生
活
を
左
右
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
井
戸
端
会
議
か
ら
国
会
の
答
弁
ま
で
見
て
も
よ
く
解
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
れ
か

ら
の
弁
論
は
話
を
す
る
と
い
う
現
象
を
科
学
的
に
考
察
し
、
正
し
く
話
す
と
い
う
こ
と
に
基

礎
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
に
は
た
え
ず
客
観
的
な
論
旨
の
考
察
と
在
来

の
弁
論
に
見
ら
れ
た
主
観
性
を
打
破
し
「
話
学
」
と
い
う
理
論
づ
け
と
体
系
づ
け
の
も
と
に

新
し
い
弁
論
を
志
向
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
… 

一
方
で
、
方
言
の
研
究
に
も
興
味
を
示
し
、
昭
和
三
〇
年
十
一
月
に
は
言
語
学
の
全
国
的
な
雑

誌
で
あ
る
「
言
語
生
活
」
五
〇
号
に
「
『
津
』」
と
い
う
発
音
」
と
い
う
小
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

三
重
県
津
市
の
「
津
」
と
い
う
地
名
を
、
三
重
県
の
他
地
域
の
人
々
は
「
ツ
ウ
」
と
長
く
発
音
し

が
ち
だ
が
、
市
内
の
人
は
短
く
「
ツ
」
と
読
み
が
ち
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
着
目
し
て
い
る
。
ま

た
、
三
十
一
年
九
月
の
「
三
重
県
方
言
」
第
二
号
（
三
重
方
言
学
会
発
行
）
に
「
桑
名
の
武
家
こ

と
ば
」
の
特
集
が
あ
り
、
そ
の
録
音
速
記
者
と
し
て
彼
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
弁
論
活
動
の
余
徳
と
し
て
、
彼
は
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
在
職
し
て
い
た
鈴
鹿
工
業

高
等
専
門
学
校
の
第
一
回
卒
業
式
に
お
い
て
、
卒
業
生
の
呼
名
と
、
卒
業
式
後
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
の
司
会
を
務
め
る
と
い
う
、
事
務
系
職
員
と
し
て
は
異
例
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
朗
々
と
し
た
声
調
と
巧
み
な
話
術
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
当
時
の
同
僚
・
学
生
た
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文
人
・松
村
勝
行
の
研
究
（上
）

 

— 

弁
論
と
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
・
小
説
・エ
ッ
セ
イ
な
ど 

— 
  

一 
初
め
に 

～ 

そ
の
生
涯
の
素
描 

 
 
 
 

 

こ
こ
に
広
く
世
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
逝
っ
た
不
世
出
の
文
人
が
一
人
い
る
。 

彼
の
名
は
松
村
勝
行
。
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
四
月
十
九
日
津
市
下
部
田
町
（
現
在
の
羽
所

町
）
の
鉄
道
官
舎
に
生
ま
れ
た
。
父
勝
義
は
当
時
津
駅
助
役
、
五
男
二
女
の
兄
弟
の
三
男
で
あ
っ

た
。
昭
和
十
五
年
父
の
転
勤
に
従
い
、
鈴
鹿
郡
亀
山
町
立
亀
山
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
し
た
が
、

そ
の
後
大
阪
市
東
住
吉
区
へ
の
転
居
を
経
て
、
昭
和
二
十
一
年
鈴
鹿
郡
神
辺
村
立
神
辺
小
学
校
初

等
科
を
卒
業
後
、
旧
制
三
重
県
立
津
中
学
校
へ
入
学
す
る
。 

昭
和
二
十
二
年
、
母
志
つ
が
死
去
し
、
こ
の
頃
か
ら
小
説
・
戯
曲
な
ど
の
創
作
活
動
に
手
を
染

め
始
め
る
。
昭
和
二
十
三
年
、
学
校
統
合
再
配
置
令
に
よ
り
、
三
重
師
範
学
校
女
子
部
附
属
中
学

校
に
転
校
、
翌
年
卒
業
し
て
、
三
重
県
立
亀
山
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。
在
学
中
、
文
芸
部
・
合

唱
部
・
演
劇
部
な
ど
様
々
な
部
活
動
で
活
躍
し
、
生
徒
会
長
を
二
期
連
続
で
務
め
る
。
関
西
学
生

弁
論
大
会
で
二
位
を
取
り
、
自
ら
の
脚
色
・
創
作
し
た
戯
曲
を
演
劇
部
に
上
演
さ
せ
る
な
ど
、
弁

論
と
演
劇
の
二
分
野
で
の
活
動
が
高
校
卒
業
以
後
も
長
く
続
け
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
七
年
亀
山
高

校
卒
業
後
、
一
時
、
三
重
定
期
貨
物
自
動
車
株
式
会
社
に
就
職
す
る
が
、
程
な
く
日
本
教
育
大
学

通
信
協
会
通
信
教
材
部
三
重
大
学
支
部
に
採
用
後
、
昭
和
三
十
年
よ
り
三
重
大
学
学
芸
学
部
に
採

用
、
以
降
は
大
学
職
員
と
し
て
の
人
生
を
平
成
五
年
の
退
職
ま
で
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で

二
十
八
年
に
は
「
る
・
ぽ
あ
ん
」
、
二
十
九
年
に
は
「
歴
象
」
な
ど
の
詩
誌
に
現
代
詩
作
品
を
「
関

行
美
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
始
め
た
。
ま
た
学
生
時
代
か
ら
の
劇
作
の
一
つ
の
頂
点
と
し
て
、

戯
曲
「
退
庁
時
刻
」
が
一
流
の
演
劇
誌
「
新
劇
」
昭
和
三
十
一
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の

後
も
昭
和
三
十
五
～
六
年
、
五
名
に
よ
る
合
作
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
如
月
真
珠
」
の
名
で
、
シ
ナ
リ
オ

同
人
誌
「
ち
ん
ぺ
ら
」
を
三
号
ま
で
発
行
し
た
り
、
三
十
四
～
五
年
に
は
詩
の
同
人
誌
「
泥
ん
こ

村
」
を
発
行
し
て
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
り
す
る
な
ど
、
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
と
い
う
一
つ
の 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久 

留 

原 
 

昌 

宏 
 

時
代
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
重
な
る
よ
う
に
、
旺
盛
な
文
学
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
職

業
面
で
は
、
昭
和
三
十
一
年
頃
、
三
重
大
学
教
職
員
組
合
の
書
記
長
を
務
め
、
婦
人
の
社
会
的
地

位
向
上
の
観
点
か
ら
あ
る
女
性
職
員
の
不
当
降
格
に
抗
議
す
る
運
動
を
起
こ
し
て
学
校
当
局
と

交
渉
す
る
な
ど
、
社
会
的
に
目
立
つ
行
動
的
な
側
面
も
見
せ
て
い
る
。 

一
方
、
家
庭
面
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
、
久
留
原
冨
士
子
（
著
者
の
父
の
妹
）
と

結
婚
し
、
二
度
の
流
産
等
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
九
年
に
女
児
（
す
ゞ
か
）
が
誕
生
し
、
平
穏

な
生
活
を
送
る
。
昭
和
三
十
六
年
末
に
東
京
教
育
大
学
国
府
台
分
校
に
転
勤
し
て
松
戸
市
に
住
み
、

そ
の
後
昭
和
四
十
年
か
ら
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
（
用
度
係
長
）
、
四
十
三
年
か
ら
鳥
羽
商
船

高
等
専
門
学
校
に
勤
務
し
、
伊
勢
市
に
約
十
年
居
住
す
る
が
、
五
十
一
年
、
開
学
間
も
な
い
筑
波

大
学
医
学
専
門
学
群
に
転
勤
し
、
茨
城
県
新
治
郡
桜
村
（
現
・
つ
く
ば
市
）
に
転
居
し
て
か
ら
は
、

完
全
に
関
東
の
人
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
に
松
戸
に
転
住
の
後
、
文
芸
創
作
活
動
に
つ
い
て

は
、
作
詞
・
作
曲
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
」
に
採
用
・
上
演
さ
れ
る
（
四
十
年

六
月
）
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
時
期
の
勢
い
は
衰
え
た
か
に
見
え
た
。 

と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
三
年
、
四
十
五
歳
の
若
さ
で
心
筋
梗
塞
に
て
倒
れ
、
二
度
の
入
院
・
バ
イ

パ
ス
手
術
を
経
て
、
九
死
に
一
生
を
得
て
職
場
復
帰
す
る
。
そ
の
入
院
の
間
、
生
と
死
を
見
つ
め

た
彼
は
膨
大
な
量
の
日
記
・
小
説
・
詩
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
文
人
と
し
て
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
五
十
七
年
頃
か
ら
は
俳
句
・
短
歌
の
創
作
に
本
腰
を

入
れ
始
め
、「
桜
村
俳
句
会
」
か
ら
中
村
草
田
男
の
「
萬
緑
」
、「
双
峰
会
」（
筑
波
大
学
教
授
・
森

田
孟
主
宰
）
か
ら
近
藤
芳
美
の
「
未
来
」
な
ど
、
数
多
く
の
俳
句
・
短
歌
会
に
所
属
、
持
ち
前
の

統
率
能
力
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
集
会
の
責
任
者
に
な
る
。
戯
曲
で
は
「
テ
レ
ビ
塔
の
礎
石
」
と
い

う
作
品
で
長
塚
節
文
学
賞
の
佳
作
に
入
選
す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
才
能
を
再
び
発
揮
し
て
い
る
。 

昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
古
文
書
の
解
読
に
興
味
を
持
ち
、
「
桜
村
古
文
書
研
究
会
」
に
参
加
し

た
。
平
成
五
年
に
筑
波
大
学
を
学
生
課
を
最
後
に
退
職
後
、
平
成
八
年
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
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弁
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と
戯
曲
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シ
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・
小
説
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セ
イ
な
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初
め
に 
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そ
の
生
涯
の
素
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こ
こ
に
広
く
世
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
逝
っ
た
不
世
出
の
文
人
が
一
人
い
る
。 

彼
の
名
は
松
村
勝
行
。
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
四
月
十
九
日
津
市
下
部
田
町
（
現
在
の
羽
所

町
）
の
鉄
道
官
舎
に
生
ま
れ
た
。
父
勝
義
は
当
時
津
駅
助
役
、
五
男
二
女
の
兄
弟
の
三
男
で
あ
っ

た
。
昭
和
十
五
年
父
の
転
勤
に
従
い
、
鈴
鹿
郡
亀
山
町
立
亀
山
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
し
た
が
、

そ
の
後
大
阪
市
東
住
吉
区
へ
の
転
居
を
経
て
、
昭
和
二
十
一
年
鈴
鹿
郡
神
辺
村
立
神
辺
小
学
校
初

等
科
を
卒
業
後
、
旧
制
三
重
県
立
津
中
学
校
へ
入
学
す
る
。 

昭
和
二
十
二
年
、
母
志
つ
が
死
去
し
、
こ
の
頃
か
ら
小
説
・
戯
曲
な
ど
の
創
作
活
動
に
手
を
染

め
始
め
る
。
昭
和
二
十
三
年
、
学
校
統
合
再
配
置
令
に
よ
り
、
三
重
師
範
学
校
女
子
部
附
属
中
学

校
に
転
校
、
翌
年
卒
業
し
て
、
三
重
県
立
亀
山
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。
在
学
中
、
文
芸
部
・
合

唱
部
・
演
劇
部
な
ど
様
々
な
部
活
動
で
活
躍
し
、
生
徒
会
長
を
二
期
連
続
で
務
め
る
。
関
西
学
生

弁
論
大
会
で
二
位
を
取
り
、
自
ら
の
脚
色
・
創
作
し
た
戯
曲
を
演
劇
部
に
上
演
さ
せ
る
な
ど
、
弁

論
と
演
劇
の
二
分
野
で
の
活
動
が
高
校
卒
業
以
後
も
長
く
続
け
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
七
年
亀
山
高

校
卒
業
後
、
一
時
、
三
重
定
期
貨
物
自
動
車
株
式
会
社
に
就
職
す
る
が
、
程
な
く
日
本
教
育
大
学

通
信
協
会
通
信
教
材
部
三
重
大
学
支
部
に
採
用
後
、
昭
和
三
十
年
よ
り
三
重
大
学
学
芸
学
部
に
採

用
、
以
降
は
大
学
職
員
と
し
て
の
人
生
を
平
成
五
年
の
退
職
ま
で
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で

二
十
八
年
に
は
「
る
・
ぽ
あ
ん
」
、
二
十
九
年
に
は
「
歴
象
」
な
ど
の
詩
誌
に
現
代
詩
作
品
を
「
関

行
美
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
発
表
し
始
め
た
。
ま
た
学
生
時
代
か
ら
の
劇
作
の
一
つ
の
頂
点
と
し
て
、

戯
曲
「
退
庁
時
刻
」
が
一
流
の
演
劇
誌
「
新
劇
」
昭
和
三
十
一
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の

後
も
昭
和
三
十
五
～
六
年
、
五
名
に
よ
る
合
作
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
如
月
真
珠
」
の
名
で
、
シ
ナ
リ
オ

同
人
誌
「
ち
ん
ぺ
ら
」
を
三
号
ま
で
発
行
し
た
り
、
三
十
四
～
五
年
に
は
詩
の
同
人
誌
「
泥
ん
こ

村
」
を
発
行
し
て
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
り
す
る
な
ど
、
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
と
い
う
一
つ
の 
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時
代
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
重
な
る
よ
う
に
、
旺
盛
な
文
学
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
職

業
面
で
は
、
昭
和
三
十
一
年
頃
、
三
重
大
学
教
職
員
組
合
の
書
記
長
を
務
め
、
婦
人
の
社
会
的
地

位
向
上
の
観
点
か
ら
あ
る
女
性
職
員
の
不
当
降
格
に
抗
議
す
る
運
動
を
起
こ
し
て
学
校
当
局
と

交
渉
す
る
な
ど
、
社
会
的
に
目
立
つ
行
動
的
な
側
面
も
見
せ
て
い
る
。 

一
方
、
家
庭
面
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
五
月
、
久
留
原
冨
士
子
（
著
者
の
父
の
妹
）
と

結
婚
し
、
二
度
の
流
産
等
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
九
年
に
女
児
（
す
ゞ
か
）
が
誕
生
し
、
平
穏

な
生
活
を
送
る
。
昭
和
三
十
六
年
末
に
東
京
教
育
大
学
国
府
台
分
校
に
転
勤
し
て
松
戸
市
に
住
み
、

そ
の
後
昭
和
四
十
年
か
ら
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
（
用
度
係
長
）
、
四
十
三
年
か
ら
鳥
羽
商
船

高
等
専
門
学
校
に
勤
務
し
、
伊
勢
市
に
約
十
年
居
住
す
る
が
、
五
十
一
年
、
開
学
間
も
な
い
筑
波

大
学
医
学
専
門
学
群
に
転
勤
し
、
茨
城
県
新
治
郡
桜
村
（
現
・
つ
く
ば
市
）
に
転
居
し
て
か
ら
は
、

完
全
に
関
東
の
人
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
に
松
戸
に
転
住
の
後
、
文
芸
創
作
活
動
に
つ
い
て

は
、
作
詞
・
作
曲
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
」
に
採
用
・
上
演
さ
れ
る
（
四
十
年

六
月
）
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
時
期
の
勢
い
は
衰
え
た
か
に
見
え
た
。 

と
こ
ろ
が
昭
和
五
十
三
年
、
四
十
五
歳
の
若
さ
で
心
筋
梗
塞
に
て
倒
れ
、
二
度
の
入
院
・
バ
イ

パ
ス
手
術
を
経
て
、
九
死
に
一
生
を
得
て
職
場
復
帰
す
る
。
そ
の
入
院
の
間
、
生
と
死
を
見
つ
め

た
彼
は
膨
大
な
量
の
日
記
・
小
説
・
詩
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
そ
こ
か
ら
文
人
と
し
て
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
五
十
七
年
頃
か
ら
は
俳
句
・
短
歌
の
創
作
に
本
腰
を

入
れ
始
め
、「
桜
村
俳
句
会
」
か
ら
中
村
草
田
男
の
「
萬
緑
」
、「
双
峰
会
」（
筑
波
大
学
教
授
・
森

田
孟
主
宰
）
か
ら
近
藤
芳
美
の
「
未
来
」
な
ど
、
数
多
く
の
俳
句
・
短
歌
会
に
所
属
、
持
ち
前
の

統
率
能
力
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
集
会
の
責
任
者
に
な
る
。
戯
曲
で
は
「
テ
レ
ビ
塔
の
礎
石
」
と
い

う
作
品
で
長
塚
節
文
学
賞
の
佳
作
に
入
選
す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
才
能
を
再
び
発
揮
し
て
い
る
。 

昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
古
文
書
の
解
読
に
興
味
を
持
ち
、
「
桜
村
古
文
書
研
究
会
」
に
参
加
し

た
。
平
成
五
年
に
筑
波
大
学
を
学
生
課
を
最
後
に
退
職
後
、
平
成
八
年
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
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Mao Zedong’s Political Ideals and “the Thought of Dui” 

― Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (2) ― 

 
Masaaki OGURA* 

 

At the foundation of Mao Zedong’s thought, “the thought of Dui”, which is a traditional and basic 

mode of thinking for Chinese people existed: confirmation and denial of Confucius, confirmation 

and denial of Marx, and confirmation and denial of the United States and the Soviet Union. This 

dualistic thought was the source leading to the “one country, two systems” theory after Deng 

Xiaoping’s liberation line. Mao Zedong’s theory of establishing socialistic states differed from the 

establishing line of the USSR type moderate communism by Liu Shaoqi and others. In his theory, the 

following two theories coexisted: establishing socialism loyal to Marxism that stood on high 

productivity in Europe and North America and establishing non-Marxist communism that was based 

on real agricultural villages. 

 

Key words: thought of Dui, confirmation and denial of Marx, confirmation and denial of the United 

States and the Soviet Union, “one country, two systems”, USSR-type moderate socialism, theory of 

establishing two socialistic states 
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Mao Zedong’s Political Ideals and “the Thought of Dui” 

― Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (2) ― 

 
Masaaki OGURA* 

 

At the foundation of Mao Zedong’s thought, “the thought of Dui”, which is a traditional and basic 

mode of thinking for Chinese people existed: confirmation and denial of Confucius, confirmation 

and denial of Marx, and confirmation and denial of the United States and the Soviet Union. This 

dualistic thought was the source leading to the “one country, two systems” theory after Deng 

Xiaoping’s liberation line. Mao Zedong’s theory of establishing socialistic states differed from the 

establishing line of the USSR type moderate communism by Liu Shaoqi and others. In his theory, the 

following two theories coexisted: establishing socialism loyal to Marxism that stood on high 

productivity in Europe and North America and establishing non-Marxist communism that was based 

on real agricultural villages. 

 

Key words: thought of Dui, confirmation and denial of Marx, confirmation and denial of the United 

States and the Soviet Union, “one country, two systems”, USSR-type moderate socialism, theory of 

establishing two socialistic states 
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上 

一
七
三
頁 

参
照 

(

二
一
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
七
四
頁 

参
照 

(

二
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

二
〇
九
頁 

参
照 

(

二
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

二
四
三
頁 

参
照 

(

二
四
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
下 

二
八
頁 

 

参
照 

(

二
五
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

二
四
五
頁 

参
照 

(

二
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
五
五
頁 

参
照 

(

二
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
〇
頁 

参
照 

(

二
八
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
一
八
頁 

参
照 

(

二
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
一
八
頁 

参
照 

(

三
〇
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

中
公
新
書 

第
三
章 

一
一
五
頁
以
下 

参
照) 

(

三
一
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
七
頁 

参
照 

(

三
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
下 

一
一
九
頁 

参
照 

(

三
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
五
頁 

参
照 

（
三
四
）『
人
類
の
知
的
遺
産 

毛
沢
東
』(

野
村
浩
一 

講
談
社 

昭
和
五
三
年 

八
頁
参
照) 

(
三
五) 
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
六
頁 

参
照 

(

三
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
五
頁 

参
照 

(

三
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
八
八
頁 

参
照 

 

 

一
ー
「
対
の
思
想
」
は
、
古
代
か
ら
の
中
国
人
の
基
本
的
な
伝
統
的
思
想
で
あ
る
。
毛
沢

東
は
、「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
て
独
裁
権
力
の
維
持
に
努
め
た
。
人
事
調
整
方
法
は
、
敵
対

者
を
相
互
に
対
立
さ
せ
て
、
そ
し
て
混
乱
を
収
拾
す
る
た
め
に
相
互
の
利
害
の
調
停
役
と
な

り
、
自
己
の
独
裁
的
権
力
の
地
位
の
安
定
化
を
志
向
し
た
。 

二
ー
毛
沢
東
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
否
定
、
孔
子
の
肯
定
と
否
定
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

肯
定
と
否
定
等
の
自
己
分
裂
的
な
政
治
思
想
の
本
質
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
両
方
を
巧

み
に
使
い
分
け
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
の
現
れ
で
あ
る
。 

 

三
ー
毛
沢
東
の
政
治
思
想
理
論
は
、
劉
少
奇
等
の
中
国
共
産
党
幹
部
が
理
想
と
し
て
い
た

第
一
級
の
ソ
連
型
漸
進
的
発
展
と
は
全
く
異
質
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
国
＝
ソ
連
と
資
本
主

義
国
＝
ア
メ
リ
カ
と
い
う
、
対
立
的
性
格
を
持
つ
両
文
化
を
吸
収
し
て
中
国
独
自
の
新
国
家

を
建
設
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
否
定
、
欧
米
文
化

の
肯
定
と
否
定
、
鄧
小
平
の
「
白
猫
・
黒
猫
」
の
肯
定
論
は
、
社
会
主
義
国
家
の
中
国
に
お

け
る
資
本
主
義
の
導
入
＝
一
国
二
制
度
論
に
繋
が
る
思
想
的
な
淵
源
で
あ
っ
た
。 

四
ー
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
に
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
と
異
な
る

中
国
型
社
会
主
義
建
設
方
法
が
解
放
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
欧
米
の
近
代
的

技
術
を
讃
嘆
し
た
上
で
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
を
志
向
し
て
い
て
、
ソ
連
へ
の
不
信
感
も

あ
っ
た
。
従
っ
て
一
九
五
八
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
分
岐
点
に
し
て
よ
り
急
速
に
ソ
連
型

よ
り
中
国
型
社
会
主
義
路
線
へ
方
向
転
換
を
し
た
の
で
は
な
い
。 

五
ー
毛
沢
東
の
独
創
的
で
冒
険
的
な
中
国
型
社
会
主
義
国
建
設
に
は
、
相
矛
盾
す
る
二
つ

道
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、「
大
躍
進
」
に
代
表
さ
れ
る
。
西
洋
の
近
代
的
な
高
度
な
生
産
力
発

展
に
基
づ
く
、
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
忠
実
な
性
急
な
社
会
主
義
の
実
現
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、「
人
民
公
社
」
に
代
表
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
背
く
、
現
在
の
経
済
レ
ベ
ル

で
、
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
を
実
現
す
る
性
急
な
社
会
主
義
国
家
の
実
現
で
あ
る
。 

こ
の
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
社
会
主
義
国
家
建
設
が
並
行
し
て
進
行
す
る
混
合
的
社
会
主
義

国
家
が
、
毛
沢
東
の
理
想
と
す
る
中
国
型
社
会
主
義
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
中
国
人
の
基

本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
毛
沢
東
に
強
く
働
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
劉
少
奇
等
の
中
国
共
産
党
幹
部
の
理
想
と
す
る

ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
と
は
全
く
相
い
れ
な
い
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

六
ー
本
稿
で
は
、
毛
沢
東
の
政
治
支
配
方
法
、
政
治
思
想
、
社
会
主
義
国
家
建
設
と
、
中

国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
の
相
互
関
係
と
述
べ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
・

毛
沢
東
の
政
治
思
想
の
根
底
に
は
、「
対
の
思
想
」
が
深
く
生
き
て
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

七
ー
毛
沢
東
の
二
つ
の
中
国
型
社
会
主
義
国
家
像
は
、
劉
少
奇
等
の
中
国
共
産
党
幹
部
の

ソ
連
型
漸
進
型
社
会
主
義
理
想
と
甚
だ
異
な
る
性
格
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
両
者
間
の
権
力
闘

争
は
必
然
的
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
ど
の
よ
う
に
し
て
権
力
闘
争
を
生
き
抜
い
て
行
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
「
対
の
思
想
」
と
の
関
係
で
検
討
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
一
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 

(

一)

『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

三
頁
参
照) 

（
二
）『
新
編 

対
の
思
想
』(

駒
田
信
二 

岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
三
〇 

一
九
九
二 

年 

第
一
刷
、｢

対
の
思
想
―
あ
る
い
は
影
の
部
分
に
つ
い
て｣ 

原
載
は
、
『
新
潮
』

 
 

 

 

昭
和
三
九
年 

『
対
の
思
想
』 

参
照) 

(

三)

『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
三
章 

対
待 

参
照 

中
公
新
書 

一
一
二
〇 

 

一
九
九
三
年 

第
八
刷 

参
照) 

(

四)

『
世
界
の
名
著
六
四 

孫
文 

毛
沢
東
』(

責
任
編
集 

小
野
川
秀
美 

中
央
公
論
社 

昭 

和
四
四
年 

｢

孫
文
と
毛
沢
東｣ 

六
〇
頁
ー
六
二
頁 

参
照) 

(

五)

『
現
代
教
養
講
座
八
三
二 

世
界
の
歴
史
一
二 

二
〇
世
紀
の
世
界
―
』(

宍
戸
寛 

山 
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上
庄
太
郎 

社
会
思
想
社 

昭
和
五
八
年 

初
版 

第
五
刷 

二
二
五
頁
ー
二
二
六
頁 

参
照) 

(

六)

『
毛
沢
東
』（
小
田
実
、
岩
波
書
店 

一
九
八
四
年 

一
六
四
頁
ー
一
六
五
頁 

参
照
） 

(

七)

拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
―
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を
手 

掛
か
り
に
し
て(

一)

―
」
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

 

参
照) 

(

八)

『
東
ア
ジ
ア
の
中
の
中
国
史
』（
岸
本
美
緒
・
浜
口
充
子
著 

財
団
法
人 

放
送
大
学
教 

 
 

育
振
興
会 

二
〇
〇
三
年 

一
五
八
頁 

参
照
） 

(

九)

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』(

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

第
二
刷 

 
 

渡
辺
利
夫 

小
島
朋
之
他 

第
一
章 

毛
沢
東
時
代
の
中
国
経
済 

二
九
頁
ー
三
七
頁 

(

渡
辺) 

第
二
章 

毛
沢
東
の
思
想
、
人
物
そ
し
て
政
治
行
動 

八
二
頁(

小
島) 

参
照
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
一
〇
）『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』(

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年
第
二
刷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
利
夫 

小
島
朋
之
他 

第
一
章 

毛
沢
東
時
代
の
中
国
経
済 

一
八
頁
参
照
） 

(

一
一)

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』(

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年
第
二
刷 

 

渡
辺
利
夫 

小
島
朋
之
他 

第
一
章 

毛
沢
東
時
代
の
中
国
経
済 

三
三
頁 

参
照
） 

(

一
二)

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』(

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年
第
二
刷 

渡
辺
利
夫 

小
島
朋
之
他 

第
一
章 

毛
沢
東
時
代
の
中
国
経
済 

三
五
頁 

参
照
） 

(

一
三)

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』(

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年
第
二
刷 

 

渡
辺
利
夫 

小
島
朋
之
他 

第
二
章 

七
四
頁
ー
七
五
頁 

参
照
） 

(

一
四)

「
体
用
の
論
理
」
と
は
、
本
体
と
作
用
の
略
称
。
本
質
と
そ
の
現
象
の
意
。(

『
朱
子 

学
と
陽
明
学
』
島
田
虔
次 

岩
波
新
書 

二
〇
〇
〇
年 

第
二
九
刷 

五
七
頁 

参
照) 

(

一
五)

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』(

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年 

第
二 

刷 

渡
辺
利
夫 

小
島
朋
之
他 

第
二
章 

六
ー
七
頁 

参
照
） 

(

一
六)

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』(

東
洋
経
済
新
聞
社 

一
九
九
九
年
第
二
刷 

 

渡
辺
利
夫 

小
島
朋
之
他 

第
一
章 

七
頁
以
下 

第
二
章 

八
〇
頁 

参
照
） 

(

一
七) 

拙
稿
「
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
― 

李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
分
析
を 

手
掛
か
り
に
し
て(

一)

ー
」
注
（
三
）「
本
稿
の
目
的
」
並
び
に
注(

一
五) 

参
照 

(

一
八
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

二
〇
三
頁 

参
照 

(

一
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
下 

一
九
四
頁 

参
照 

(

二
〇
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
七
三
頁 

参
照 

(

二
一
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
七
四
頁 

参
照 

(

二
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

二
〇
九
頁 

参
照 

(

二
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

二
四
三
頁 

参
照 

(

二
四
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
下 

二
八
頁 

 

参
照 

(

二
五
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

二
四
五
頁 

参
照 

(

二
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
五
五
頁 

参
照 

(

二
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
〇
頁 

参
照 

(

二
八
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
一
八
頁 

参
照 

(

二
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
一
八
頁 

参
照 

(

三
〇
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

中
公
新
書 

第
三
章 

一
一
五
頁
以
下 

参
照) 

(

三
一
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
七
頁 

参
照 

(

三
二
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
下 

一
一
九
頁 

参
照 

(

三
三
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
五
頁 

参
照 

（
三
四
）『
人
類
の
知
的
遺
産 

毛
沢
東
』(

野
村
浩
一 

講
談
社 

昭
和
五
三
年 

八
頁
参
照) 

(

三
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
六
頁 

参
照 

(

三
六
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

三
八
五
頁 

参
照 

(

三
七
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

一
八
八
頁 

参
照 

 

 

一
ー
「
対
の
思
想
」
は
、
古
代
か
ら
の
中
国
人
の
基
本
的
な
伝
統
的
思
想
で
あ
る
。
毛
沢

東
は
、「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
て
独
裁
権
力
の
維
持
に
努
め
た
。
人
事
調
整
方
法
は
、
敵
対

者
を
相
互
に
対
立
さ
せ
て
、
そ
し
て
混
乱
を
収
拾
す
る
た
め
に
相
互
の
利
害
の
調
停
役
と
な

り
、
自
己
の
独
裁
的
権
力
の
地
位
の
安
定
化
を
志
向
し
た
。 

二
ー
毛
沢
東
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
否
定
、
孔
子
の
肯
定
と
否
定
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

肯
定
と
否
定
等
の
自
己
分
裂
的
な
政
治
思
想
の
本
質
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
両
方
を
巧

み
に
使
い
分
け
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
の
現
れ
で
あ
る
。 

 

三
ー
毛
沢
東
の
政
治
思
想
理
論
は
、
劉
少
奇
等
の
中
国
共
産
党
幹
部
が
理
想
と
し
て
い
た

第
一
級
の
ソ
連
型
漸
進
的
発
展
と
は
全
く
異
質
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
国
＝
ソ
連
と
資
本
主

義
国
＝
ア
メ
リ
カ
と
い
う
、
対
立
的
性
格
を
持
つ
両
文
化
を
吸
収
し
て
中
国
独
自
の
新
国
家

を
建
設
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
否
定
、
欧
米
文
化

の
肯
定
と
否
定
、
鄧
小
平
の
「
白
猫
・
黒
猫
」
の
肯
定
論
は
、
社
会
主
義
国
家
の
中
国
に
お

け
る
資
本
主
義
の
導
入
＝
一
国
二
制
度
論
に
繋
が
る
思
想
的
な
淵
源
で
あ
っ
た
。 

四
ー
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
に
は
、
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
と
異
な
る

中
国
型
社
会
主
義
建
設
方
法
が
解
放
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
欧
米
の
近
代
的

技
術
を
讃
嘆
し
た
上
で
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
を
志
向
し
て
い
て
、
ソ
連
へ
の
不
信
感
も

あ
っ
た
。
従
っ
て
一
九
五
八
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
分
岐
点
に
し
て
よ
り
急
速
に
ソ
連
型

よ
り
中
国
型
社
会
主
義
路
線
へ
方
向
転
換
を
し
た
の
で
は
な
い
。 

五
ー
毛
沢
東
の
独
創
的
で
冒
険
的
な
中
国
型
社
会
主
義
国
建
設
に
は
、
相
矛
盾
す
る
二
つ

道
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、「
大
躍
進
」
に
代
表
さ
れ
る
。
西
洋
の
近
代
的
な
高
度
な
生
産
力
発

展
に
基
づ
く
、
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
忠
実
な
性
急
な
社
会
主
義
の
実
現
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、「
人
民
公
社
」
に
代
表
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
背
く
、
現
在
の
経
済
レ
ベ
ル

で
、
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
を
実
現
す
る
性
急
な
社
会
主
義
国
家
の
実
現
で
あ
る
。 

こ
の
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
社
会
主
義
国
家
建
設
が
並
行
し
て
進
行
す
る
混
合
的
社
会
主
義

国
家
が
、
毛
沢
東
の
理
想
と
す
る
中
国
型
社
会
主
義
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
中
国
人
の
基

本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
毛
沢
東
に
強
く
働
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
劉
少
奇
等
の
中
国
共
産
党
幹
部
の
理
想
と
す
る

ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
国
家
建
設
と
は
全
く
相
い
れ
な
い
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

六
ー
本
稿
で
は
、
毛
沢
東
の
政
治
支
配
方
法
、
政
治
思
想
、
社
会
主
義
国
家
建
設
と
、
中

国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
の
相
互
関
係
と
述
べ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
・

毛
沢
東
の
政
治
思
想
の
根
底
に
は
、「
対
の
思
想
」
が
深
く
生
き
て
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

七
ー
毛
沢
東
の
二
つ
の
中
国
型
社
会
主
義
国
家
像
は
、
劉
少
奇
等
の
中
国
共
産
党
幹
部
の

ソ
連
型
漸
進
型
社
会
主
義
理
想
と
甚
だ
異
な
る
性
格
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
両
者
間
の
権
力
闘

争
は
必
然
的
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
ど
の
よ
う
に
し
て
権
力
闘
争
を
生
き
抜
い
て
行
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
「
対
の
思
想
」
と
の
関
係
で
検
討
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
一
年
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三
一
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欠
け
る
と
、
毛
沢
東
は
思
っ
た
。
制
度
と
い
い
制
度
上
の
組
み
立
て
方
と
い
い
、
中
国
の
特

殊
性
を
無
視
し
て
模
倣
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
毛
は
部
下
た
ち
に
い
ら
だ
ち
を
お
ぼ

え
て
い
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
自
分
の
党
に
向
け
た
不
満
は
年
ご
と
に
つ
の
り
、
か
つ
育
っ
て

い
き
、
そ
の
果
て
に
と
う
と
う
文
化
大
革
命
の
破
局
に
み
ち
び
い
て
い
く
の
で
あ
る
」（
六
五
）

と
、
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
は
、
ソ
連
型
の
官
僚
主
義
的
社
会
主
義
建
設

の
模
倣
批
判
で
あ
り
、
中
国
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
創
造
的
社
会
主
義
国
家
建
設
で
あ
っ
た
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
洋
的
近
代
化
を
志
向
す
る
農
工
業
の
「
大
躍
進
」
と
、
西
洋

の
近
代
化
を
否
定
す
る
農
業
・
工
業
・
軍
事
の
共
同
体
を
目
的
と
す
る
「
人
民
公
社
」
は
、

全
く
別
次
元
の
毛
沢
東
の
相
異
な
る
二
つ
の
中
国
型
社
会
主
義
の
具
体
的
表
れ
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
「
大
躍
進
」
＝
「
人
民
公
社
」
建
設
と
い
う
貝
塚
氏
、
野
村
氏
、
浜
口
氏
、
渡
辺

氏
の
学
説
は
成
立
し
な
い
。
小
田
氏
の
土
着
型
の
社
会
主
義
説
も
成
立
し
な
い
。
渡
辺
氏
の

農
工
業
の
近
代
化
＝
「
人
民
公
社
」
前
提
＝
〝
ま
ず
集
団
あ
り
き
〟
説
も
成
立
し
な
い
。 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
方
法
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
者
の
誤
解
し
た
根
本
的
原
因
は
、

中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
＝
両
面
思
考
が
、
毛
沢
東
の
政
治
思
想
に
深

く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
へ
の
無
理
解
に
由
来
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
運
動
は
、
全
く
異
な
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
性
格
で
あ

る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
の｢

大
躍
進｣

計
画
は
壮
大
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
っ

た
ー
十
五
年
以
内
に
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
こ
う
と
農
業
生
産
方
法
を
か
え
、
人
民
公
社
を
つ

か
っ
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
、
貧
し
さ
か
ら
豊
か
さ
へ
の
道
を
つ
き
す
す
も
う
と
い

う
の
だ
」(

六
六
）
と
、「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
は
、
全
く
別
次
元
の
も
の
と
明
確
に
指

摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
も
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
別
次
元
で
理
解
し
て
い
る
。「
大
躍

進
の
目
標
は
、
中
国
が
「
比
較
的
短
期
間
で
す
べ
て
の
資
本
主
義
国
を
追
い
越
し
て
世
界
で

最
も
豊
か
で
先
進
的
で
強
力
な
国
家
の
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
だ
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
」(

六

七
）
と
言
い
、「
毛
沢
東
の
人
民
公
社
設
立
の
目
的
は
、
奴
隷
労
働
の
監
督
を
一
層
強
化
す
る

た
め
で
あ
る
」
（
六
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
中
国
の
高
校
生
用
の
歴
史
教
科
書
で
も
、
「
総

路
線
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
化
運
動
は
党
の
社
会
主
義
建
設
の
道
の
模
索
で
あ
り
、
人
民
の

迅
速
に
社
会
主
義
を
建
設
し
た
い
と
い
う
願
望
を
反
映
し
て
い
た
」(

六
九
）
と
し
て
、「
大
躍

進
」
と
「
人
民
公
社
化
運
動
」
を
、
並
列
表
記
し
て
い
て
、
別
次
元
で
解
説
し
て
い
る
。 

ま
た
小
島
氏
の
毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
建
設
の
理
解
―
伝
統
的
な
中
華
思
想
中
心
主
義
の

西
洋
文
化
の
〝
つ
ま
み
食
い
〟
説
は
、
歴
史
的
事
実
に
お
い
て
も
成
立
し
な
い
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、｢

毛
沢
東
の
描
く
理
想
と
は
、
純
粋
な
工
業
中
心
地
だ
っ
た
。
・
・

・
一
九
五
八
年
、
政
府
は
北
京
の
歴
史
的
建
造
物
を
調
査
し
て
、
八
〇
〇
〇
の
歴
史
的
建
造

物
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
政
府
は
そ
の
う
ち
七
八
点
に
つ
い
て
し
か
保
存
を
認
め
な
か
っ

た
。
・
・
・
「
南
京
や
済
南
な
ど
の
城
壁
も
取
り
壊
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
る

と
」
と
、
毛
沢
東
は
発
言
し
た
。
ま
た
毛
沢
東
は
中
国
建
築
に
対
す
る
嫌
悪
を
く
り
か
え
し

口
に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
建
築
を
賛
美
し
た
。
一
九
五
八
年
一
月
、
毛
沢
東
は
最
高

幹
部
に
、｢

北
京
や
開
封
の
建
築
物
は
我
慢
な
ら
ん
。
青
島
や
長
春
の
建
物
の
ほ
う
が
は
る
か

に
良
い｣

と
話
し
て
い
る｣

（
七
〇
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
一
方
で
重
要
な
伝
統
的
な
中
国
建
築
を
残
し
な
が
ら
も
、
他
方

で
は
伝
統
的
中
国
文
化
の
破
壊
者
で
あ
り
、
西
洋
近
代
化
へ
の
深
い
傾
倒
者
で
も
あ
っ
た
。 

 

お
わ
り
に 

 
以
上
に
毛
沢
東
の
政
治
思
想
と
「
対
の
思
想
」
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
簡

単
に
要
約
す
る
と
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

 

毛
沢
東
の
最
終
的
な
社
会
主
義
理
想
は
、「
集
団
所
有
制
、
共
同
生
活
で
あ
り
、
平
等
、
原

始
的
な
分
配
で
あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
を
理
想
と
し
て

い
た
。
そ
れ
が
、「
人
民
公
社
」
の
か
た
く
な
な
維
持
に
頑
固
に
拘
る
原
因
で
あ
っ
た
。 

こ
の
李
氏
の
資
料
に
お
い
て
も
、
毛
沢
東
は
生
産
力
の
増
強
の
上
に
立
つ
社
会
主
義
国
家

と
、
こ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
集
団
所
有
制
と
原
始
的
な
平
等
分
配
を
眼
目
と
す
る
、
社
会

主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
と
い
う
，
二
つ
の
全
く
相
異
な
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
道
を
模

索
し
て
い
た
こ
と
ー
毛
沢
東
の
社
会
主
義
の
「
対
の
思
想
」
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
理
想
で
あ
る
想
像
的
で
冒
険
的
な
中
国
型
社
会
主
義
国
家
像
は
、「
大
躍

進
」
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
資
本
主
義
を
止
揚
し
た
高
度
な
工
業
生
産
力
の
上
に
立
つ
社
会
主

義
と
、「
人
民
公
社
」
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
資
本
主
義
を
否
定
す
る
中
国
の
遅
れ
た
現
状
を
前

提
に
し
た
社
会
主
義
と
言
う
、
全
く
相
容
れ
な
い
二
つ
の
相
対
立
す
る
混
合
国
家
で
あ
っ
た
。 

こ
の
事
実
は
、
毛
沢
東
の
提
起
し
た
「
社
会
主
義
総
路
線
」
は
、「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公

社
」
運
動
が
同
時
に
並
列
し
て
進
行
さ
し
て
い
た
こ
と
に
お
い
て
、
容
易
に
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
上
に
述
べ
た
二
つ
の
相
異
な
る
社
会
主
義
建
設
の
ど
ち
ら
に

お
い
て
も
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
ら
の
共
産
党
幹
部
の
ソ
連
型
の
計
画
経
済
に
基
づ
く
漸
進
的

社
会
主
義
と
は
、
社
会
主
義
建
設
の
方
法
に
お
い
て
全
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、
こ
の
両
者
の
路
線
対
立
を
、「
共
産
党
が
政
権
を
取
っ
た
こ
ろ
か
ら

、
強
行
軍
で
軍
事
超
大
国
へ
の
道
を
突
っ
走
る
こ
と
を
優
先
す
る
か
、
そ
れ
と
も
生
活
水
準

の
向
上
を
優
先
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
二
人
の
あ
い
だ
に
深
刻
な
意
見
の
違
い
が
生
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
後
者
の
方
針
を
唱
え
る
劉
少
奇
を
、
毛
沢
東
は
機
会
あ
る
ご
と
に
茶
化
し
て

・
・
・｣

（
六
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
李
氏
は
、
一
九
五
三
年
に
発
表
さ
れ
た
「
総
路
線
」
・
「
大
躍
進
」
・
「
人
民
公
社

」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
毛
沢
東
の
立
場
を
説
明
し
て
い
る
。 

「
第
八
回
党
大
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
穏
や
か
な
前
進
、
均
衡
の
と
れ
た
総
合
的
な
総
路
線

は
結
局
、
毛
沢
東
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
毛
が
そ
れ
以
後
に
仕
掛
け
る

政
治
的
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
の
す
べ
て
は
ー
党
内
の
整
風
も
大
躍
進
も
社
会
主
義
教
育
運
動
も
は

た
ま
た
文
化
大
革
命
も
ー
第
八
回
党
大
会
の
定
め
た
総
路
線
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
す
る
努

力
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
の
九
回
党
大
会
を
ひ
か
え
た
前
年
の
十
月
、
第
八
期
中
央
委
員

会
第
十
二
回
全
体
会
議
（
八
期
十
二
中
全
会
）
に
い
た
っ
て
や
っ
と
正
式
に
劉
、
鄧
の
両
名

を
追
放
し
、
第
八
回
党
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
の
大
多
数
を
放
逐
し
た
う
え
毛
沢
東

思
想
を
国
の
指
導
原
理
と
し
て
特
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
の
復
讐
は
完
結
す
る
の
で
あ
る

」
（
六
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
「
総
路
線
」
は
、
劉
少
奇
や
鄧
小
平
ら
党
中
央
幹
部
の
大
多
数
が
支
持
し
た
ソ
連

型
の
漸
進
的
な
社
会
主
義
建
設
で
あ
り
、
こ
れ
を
毛
沢
東
は
全
く
支
持
し
て
い
な
く
、
そ
の

後
「
総
路
線
」
を
骨
抜
き
に
す
る
急
進
的
な
中
国
型
社
会
主
義
を
強
行
し
た
と
い
う
。 

従
っ
て
劉
少
奇
ら
の
「
総
路
線
」
と
、
こ
の
路
線
を
否
定
す
る
毛
沢
東
の
「
大
躍
進
」
と

「
人
民
公
社
」
と
は
、
全
く
異
な
る
社
会
主
義
建
設
理
想
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
を
同
一
方
向

の
性
格
と
し
て
理
解
し
て
い
た
従
来
の
浜
口
氏
や
渡
辺
氏
の
学
説
は
、
李
氏
の
資
料
的
根
拠

に
よ
り
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

(

三) 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
心
情 

中
国
型
社
会
主
義
建
設
に
つ
い
て
、
李
氏
は
毛
沢
東
の
心
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
往
年
の
革
命
家
た
ち
は
す
す
ん
で
高
級
官
僚
と
な
り
、
毛
沢
東
の
革
命
的
な
理
想
よ
り
、

み
ず
か
ら
の
安
泰
や
社
会
的
地
位
に
ま
す
ま
す
汲
々
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
は
我

慢
な
ら
な
く
な
っ
た
。
革
命
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
素
早
い
行
動
を
と
り
た
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
最
高
幹
部
ら
党
の
高
級
官
僚
た
ち
は
慎
重
な
姿
勢
を
説
き
、
ソ
連
型
の
漸
進

的
な
発
展
と
い
う
考
え
方
に
か
じ
り
つ
い
た
。
ソ
連
の
も
の
真
似
と
い
う
姿
勢
は
創
造
性
に
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欠
け
る
と
、
毛
沢
東
は
思
っ
た
。
制
度
と
い
い
制
度
上
の
組
み
立
て
方
と
い
い
、
中
国
の
特

殊
性
を
無
視
し
て
模
倣
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
毛
は
部
下
た
ち
に
い
ら
だ
ち
を
お
ぼ

え
て
い
た
の
だ
っ
た
。・
・
・
自
分
の
党
に
向
け
た
不
満
は
年
ご
と
に
つ
の
り
、
か
つ
育
っ
て

い
き
、
そ
の
果
て
に
と
う
と
う
文
化
大
革
命
の
破
局
に
み
ち
び
い
て
い
く
の
で
あ
る
」（
六
五
）

と
、
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
は
、
ソ
連
型
の
官
僚
主
義
的
社
会
主
義
建
設

の
模
倣
批
判
で
あ
り
、
中
国
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
創
造
的
社
会
主
義
国
家
建
設
で
あ
っ
た
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
洋
的
近
代
化
を
志
向
す
る
農
工
業
の
「
大
躍
進
」
と
、
西
洋

の
近
代
化
を
否
定
す
る
農
業
・
工
業
・
軍
事
の
共
同
体
を
目
的
と
す
る
「
人
民
公
社
」
は
、

全
く
別
次
元
の
毛
沢
東
の
相
異
な
る
二
つ
の
中
国
型
社
会
主
義
の
具
体
的
表
れ
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
「
大
躍
進
」
＝
「
人
民
公
社
」
建
設
と
い
う
貝
塚
氏
、
野
村
氏
、
浜
口
氏
、
渡
辺

氏
の
学
説
は
成
立
し
な
い
。
小
田
氏
の
土
着
型
の
社
会
主
義
説
も
成
立
し
な
い
。
渡
辺
氏
の

農
工
業
の
近
代
化
＝
「
人
民
公
社
」
前
提
＝
〝
ま
ず
集
団
あ
り
き
〟
説
も
成
立
し
な
い
。 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
方
法
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
者
の
誤
解
し
た
根
本
的
原
因
は
、

中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
＝
両
面
思
考
が
、
毛
沢
東
の
政
治
思
想
に
深

く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
へ
の
無
理
解
に
由
来
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
運
動
は
、
全
く
異
な
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
性
格
で
あ

る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
の｢

大
躍
進｣

計
画
は
壮
大
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
だ
っ

た
ー
十
五
年
以
内
に
イ
ギ
リ
ス
に
追
い
つ
こ
う
と
農
業
生
産
方
法
を
か
え
、
人
民
公
社
を
つ

か
っ
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
、
貧
し
さ
か
ら
豊
か
さ
へ
の
道
を
つ
き
す
す
も
う
と
い

う
の
だ
」(

六
六
）
と
、「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
は
、
全
く
別
次
元
の
も
の
と
明
確
に
指

摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
も
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
別
次
元
で
理
解
し
て
い
る
。「
大
躍

進
の
目
標
は
、
中
国
が
「
比
較
的
短
期
間
で
す
べ
て
の
資
本
主
義
国
を
追
い
越
し
て
世
界
で

最
も
豊
か
で
先
進
的
で
強
力
な
国
家
の
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
だ
」
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
」(

六

七
）
と
言
い
、「
毛
沢
東
の
人
民
公
社
設
立
の
目
的
は
、
奴
隷
労
働
の
監
督
を
一
層
強
化
す
る

た
め
で
あ
る
」
（
六
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
中
国
の
高
校
生
用
の
歴
史
教
科
書
で
も
、
「
総

路
線
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
化
運
動
は
党
の
社
会
主
義
建
設
の
道
の
模
索
で
あ
り
、
人
民
の

迅
速
に
社
会
主
義
を
建
設
し
た
い
と
い
う
願
望
を
反
映
し
て
い
た
」(

六
九
）
と
し
て
、「
大
躍

進
」
と
「
人
民
公
社
化
運
動
」
を
、
並
列
表
記
し
て
い
て
、
別
次
元
で
解
説
し
て
い
る
。 

ま
た
小
島
氏
の
毛
沢
東
の
社
会
主
義
国
建
設
の
理
解
―
伝
統
的
な
中
華
思
想
中
心
主
義
の

西
洋
文
化
の
〝
つ
ま
み
食
い
〟
説
は
、
歴
史
的
事
実
に
お
い
て
も
成
立
し
な
い
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、｢

毛
沢
東
の
描
く
理
想
と
は
、
純
粋
な
工
業
中
心
地
だ
っ
た
。
・
・

・
一
九
五
八
年
、
政
府
は
北
京
の
歴
史
的
建
造
物
を
調
査
し
て
、
八
〇
〇
〇
の
歴
史
的
建
造

物
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
政
府
は
そ
の
う
ち
七
八
点
に
つ
い
て
し
か
保
存
を
認
め
な
か
っ

た
。
・
・
・
「
南
京
や
済
南
な
ど
の
城
壁
も
取
り
壊
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
る

と
」
と
、
毛
沢
東
は
発
言
し
た
。
ま
た
毛
沢
東
は
中
国
建
築
に
対
す
る
嫌
悪
を
く
り
か
え
し

口
に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
建
築
を
賛
美
し
た
。
一
九
五
八
年
一
月
、
毛
沢
東
は
最
高

幹
部
に
、｢

北
京
や
開
封
の
建
築
物
は
我
慢
な
ら
ん
。
青
島
や
長
春
の
建
物
の
ほ
う
が
は
る
か

に
良
い｣

と
話
し
て
い
る｣

（
七
〇
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
は
、
一
方
で
重
要
な
伝
統
的
な
中
国
建
築
を
残
し
な
が
ら
も
、
他
方

で
は
伝
統
的
中
国
文
化
の
破
壊
者
で
あ
り
、
西
洋
近
代
化
へ
の
深
い
傾
倒
者
で
も
あ
っ
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
に
毛
沢
東
の
政
治
思
想
と
「
対
の
思
想
」
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
簡

単
に
要
約
す
る
と
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

 

毛
沢
東
の
最
終
的
な
社
会
主
義
理
想
は
、「
集
団
所
有
制
、
共
同
生
活
で
あ
り
、
平
等
、
原

始
的
な
分
配
で
あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
を
理
想
と
し
て

い
た
。
そ
れ
が
、「
人
民
公
社
」
の
か
た
く
な
な
維
持
に
頑
固
に
拘
る
原
因
で
あ
っ
た
。 

こ
の
李
氏
の
資
料
に
お
い
て
も
、
毛
沢
東
は
生
産
力
の
増
強
の
上
に
立
つ
社
会
主
義
国
家

と
、
こ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
集
団
所
有
制
と
原
始
的
な
平
等
分
配
を
眼
目
と
す
る
、
社
会

主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
と
い
う
，
二
つ
の
全
く
相
異
な
る
社
会
主
義
国
家
建
設
の
道
を
模

索
し
て
い
た
こ
と
ー
毛
沢
東
の
社
会
主
義
の
「
対
の
思
想
」
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
理
想
で
あ
る
想
像
的
で
冒
険
的
な
中
国
型
社
会
主
義
国
家
像
は
、「
大
躍

進
」
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
資
本
主
義
を
止
揚
し
た
高
度
な
工
業
生
産
力
の
上
に
立
つ
社
会
主

義
と
、「
人
民
公
社
」
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
資
本
主
義
を
否
定
す
る
中
国
の
遅
れ
た
現
状
を
前

提
に
し
た
社
会
主
義
と
言
う
、
全
く
相
容
れ
な
い
二
つ
の
相
対
立
す
る
混
合
国
家
で
あ
っ
た
。 

こ
の
事
実
は
、
毛
沢
東
の
提
起
し
た
「
社
会
主
義
総
路
線
」
は
、「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公

社
」
運
動
が
同
時
に
並
列
し
て
進
行
さ
し
て
い
た
こ
と
に
お
い
て
、
容
易
に
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
上
に
述
べ
た
二
つ
の
相
異
な
る
社
会
主
義
建
設
の
ど
ち
ら
に

お
い
て
も
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
ら
の
共
産
党
幹
部
の
ソ
連
型
の
計
画
経
済
に
基
づ
く
漸
進
的

社
会
主
義
と
は
、
社
会
主
義
建
設
の
方
法
に
お
い
て
全
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、
こ
の
両
者
の
路
線
対
立
を
、「
共
産
党
が
政
権
を
取
っ
た
こ
ろ
か
ら

、
強
行
軍
で
軍
事
超
大
国
へ
の
道
を
突
っ
走
る
こ
と
を
優
先
す
る
か
、
そ
れ
と
も
生
活
水
準

の
向
上
を
優
先
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
二
人
の
あ
い
だ
に
深
刻
な
意
見
の
違
い
が
生
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
後
者
の
方
針
を
唱
え
る
劉
少
奇
を
、
毛
沢
東
は
機
会
あ
る
ご
と
に
茶
化
し
て

・
・
・｣

（
六
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
李
氏
は
、
一
九
五
三
年
に
発
表
さ
れ
た
「
総
路
線
」
・
「
大
躍
進
」
・
「
人
民
公
社

」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
毛
沢
東
の
立
場
を
説
明
し
て
い
る
。 

「
第
八
回
党
大
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
穏
や
か
な
前
進
、
均
衡
の
と
れ
た
総
合
的
な
総
路
線

は
結
局
、
毛
沢
東
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
毛
が
そ
れ
以
後
に
仕
掛
け
る

政
治
的
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
の
す
べ
て
は
ー
党
内
の
整
風
も
大
躍
進
も
社
会
主
義
教
育
運
動
も
は

た
ま
た
文
化
大
革
命
も
ー
第
八
回
党
大
会
の
定
め
た
総
路
線
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
す
る
努

力
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
の
九
回
党
大
会
を
ひ
か
え
た
前
年
の
十
月
、
第
八
期
中
央
委
員

会
第
十
二
回
全
体
会
議
（
八
期
十
二
中
全
会
）
に
い
た
っ
て
や
っ
と
正
式
に
劉
、
鄧
の
両
名

を
追
放
し
、
第
八
回
党
大
会
で
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
の
大
多
数
を
放
逐
し
た
う
え
毛
沢
東

思
想
を
国
の
指
導
原
理
と
し
て
特
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
の
復
讐
は
完
結
す
る
の
で
あ
る

」
（
六
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
「
総
路
線
」
は
、
劉
少
奇
や
鄧
小
平
ら
党
中
央
幹
部
の
大
多
数
が
支
持
し
た
ソ
連

型
の
漸
進
的
な
社
会
主
義
建
設
で
あ
り
、
こ
れ
を
毛
沢
東
は
全
く
支
持
し
て
い
な
く
、
そ
の

後
「
総
路
線
」
を
骨
抜
き
に
す
る
急
進
的
な
中
国
型
社
会
主
義
を
強
行
し
た
と
い
う
。 

従
っ
て
劉
少
奇
ら
の
「
総
路
線
」
と
、
こ
の
路
線
を
否
定
す
る
毛
沢
東
の
「
大
躍
進
」
と

「
人
民
公
社
」
と
は
、
全
く
異
な
る
社
会
主
義
建
設
理
想
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
を
同
一
方
向

の
性
格
と
し
て
理
解
し
て
い
た
従
来
の
浜
口
氏
や
渡
辺
氏
の
学
説
は
、
李
氏
の
資
料
的
根
拠

に
よ
り
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

(

三) 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
心
情 

中
国
型
社
会
主
義
建
設
に
つ
い
て
、
李
氏
は
毛
沢
東
の
心
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
往
年
の
革
命
家
た
ち
は
す
す
ん
で
高
級
官
僚
と
な
り
、
毛
沢
東
の
革
命
的
な
理
想
よ
り
、

み
ず
か
ら
の
安
泰
や
社
会
的
地
位
に
ま
す
ま
す
汲
々
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
沢
東
は
我

慢
な
ら
な
く
な
っ
た
。
革
命
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
素
早
い
行
動
を
と
り
た
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
最
高
幹
部
ら
党
の
高
級
官
僚
た
ち
は
慎
重
な
姿
勢
を
説
き
、
ソ
連
型
の
漸
進

的
な
発
展
と
い
う
考
え
方
に
か
じ
り
つ
い
た
。
ソ
連
の
も
の
真
似
と
い
う
姿
勢
は
創
造
性
に
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子
恢
は
合
作
社
解
体
の
指
令
す
ら
出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
主
席
は
せ
っ
か
く
の
自
分
の
計
画
を

潰
す
も
の
だ
と
し
て
鄧
子
恢
は
じ
め
党
幹
部
に
激
怒
し
た
。・
・
・
わ
た
し
は
主
治
医
に
な
っ

た
当
初
、・
・
・
じ
つ
は
主
席
が
党
内
保
守
派
に
加
え
る
反
撃
の
謀
略
を
策
す
る
た
め
大
半
の

時
間
を
さ
い
て
い
る
の
に
少
し
も
気
づ
か
な
か
っ
た
。
一
九
五
五
、
五
六
年
の
冬
か
ら
秋
に

か
け
て
、
主
席
は
一
連
の
会
議
を
通
じ
て
社
会
主
義
改
革
の
抱
負
を
促
進
し
よ
う
と
つ
と

め
・
・
・
そ
の
た
め
全
国
津
々
浦
々
か
ら
農
業
集
団
化
に
関
す
る
報
告
書
を
集
め
て
み
ず
か

ら
そ
れ
を
編
集
し
た
り
、
助
言
を
付
し
た
り
し
て
農
村
部
の
急
激
な
社
会
主
義
転
換
を
呼
び

か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
党
中
央
の
指
導
部
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
り
、
急
速
な
社
会
主
義

化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
主
席
な
り
の
や
り
方
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
期
間
中
、
毛
は
大
い

に
い
ら
だ
っ
て
眠
れ
な
い
日
夜
つ
づ
く
よ
う
に
な
る
の
だ
。
」
（
五
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
に
は
西
洋
文
明
を
吸
収
す
る
こ
と
を
待
て
な
い
で
、
こ
れ
を
否
定
す
る
「
人
民
公

社
」
建
設
と
い
う
性
急
な
社
会
主
義
、
共
産
主
義
国
家
建
設
の
理
想
も
存
在
し
て
い
た
。
人

民
公
社
が
河
南
省
で
初
め
て
誕
生
し
た
時
に
、
毛
沢
東
は
次
の
よ
う
に
感
嘆
し
て
い
る
。 

「
こ
の
名
前
、
〝
人
民
公
社
〟
っ
て
の
は
す
ば
ら
し
い!

」
と
、
毛
は
言
っ
た
。｢

フ
ラ
ン
ス

の
労
働
者
が
権
力
を
奪
取
し
た
と
き
、
パ
リ
公
社(

コ
ミ
ュ
ー
ン)

を
つ
く
っ
た
。
わ
が
国
の
農

民
は
人
民
公
社(

コ
ン
ミ
ュ
ー
ン)

を
政
治
、
経
済
組
織
と
し
て
創
設
し
、
共
産
主
義
に
向
け
て

前
進
し
た
。
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
い!｣

（
六
〇
）
と
言
い
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
労
働
者
が
、
中

国
で
は
農
民
が
、
公
社(

コ
ミ
ュ
ー
ン)

を
創
造
し
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

人
民
公
社
の
目
的
で
あ
る
が
、
李
氏
は
、「
中
国
は
つ
い
に
貧
し
さ
か
ら
豊
か
さ
へ
の
道
を

見
つ
け
た
の
だ
、
中
国
農
民
の
救
済
は
目
前
に
せ
ま
っ
て
い
た
。
私
も
ま
た
、
人
民
公
社
の

設
立
運
動
を
支
持
し
た
。
毛
主
席
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
か
っ

た
。
専
用
列
車
で
北
載
河
に
も
ど
り
な
が
ら
、
毛
沢
東
は
ず
っ
と
興
奮
し
て
い
た
。
こ
ん
な

に
幸
せ
そ
う
な
毛
沢
東
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
中
国
の
食
糧
生
産
問
題
は
つ
い
に
解
決

し
た
の
だ
。
人
民
が
食
べ
ら
れ
る
以
上
の
食
糧
を
生
産
し
て
い
る
の
だ
と
彼
は
確
信
す
る
に

い
た
っ
て
い
た
。
」
（
六
一
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
民
公
社
は
農
業
の
集
団
所
有
に
よ

る
貧
し
い
農
民
の
食
糧
問
題
を
解
決
す
る
平
等
社
会
の
建
設
の
た
め
で
あ
っ
た
。 

毛
沢
東
に
と
っ
て
は
、「
大
躍
進
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
資
本
主
義
的
な
生
産
力
増
強
の

上
に
立
つ
高
度
な
中
国
型
社
会
主
義
建
設
は
、
社
会
主
義
国
家
建
設
の
反
面
の
理
想
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、「
人
民
公
社
」
に
代
表
さ
れ
る
中
国
型
社
会
主
義
・
共
産

主
義
国
家
を
最
終
的
な
理
想
と
し
て
い
た
と
、
李
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
党
は
党
員
間
の
、
社
会
主
義
と
は
何
か
、
一
体
何
が
こ
の
国
に
と
っ
て
最
善
な
の
か
と

い
う
認
識
の
違
い
に
よ
っ
て
分
裂
し
つ
つ
あ
っ
た
。
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
を
信
じ

て
い
た
彼
に
と
っ
て
最
高
の
理
想
は
富
み
で
も
な
け
れ
ば
生
産
高
で
も
な
く
、
集
団
所
有
制
、

共
同
生
活
で
あ
り
、
平
等
、
原
始
的
な
分
配
性
だ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
、
農
民
が
何
よ
り

も
自
分
の
土
地
を
所
有
し
た
が
っ
て
い
る
の
を
百
も
承
知
し
て
い
た
。「
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

が
望
ん
で
い
る
の
は
社
会
主
義
で
あ
る
」
と
毛
沢
東
は
言
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
農
業

生
産
の
困
難
と
直
面
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
農
民
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
将
来
と
る
べ
き
方
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
。
農
地
請
負
耕

作
が
農
業
生
産
高
を
増
加
さ
せ
る
の
に
人
民
公
社
よ
り
は
効
果
的
で
あ
る
と
思
え
る
と
い
う

点
も
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
さ
し
た
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
毛
は
頑
固
な
人
間
で
あ
り
、

古
い
中
国
の
俚
偐
を
引
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
黄
河
を
目
の
目
に
し
て
も
は
や
退
却
す
る
余
地

ま
で
信
念
を
す
て
な
い
者
も
お
る
。
私
は
黄
河
を
目
の
前
に
し
て
も
信
念
は
す
て
な
い
ぞ
。
」

毛
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
あ
き
ら
め
つ
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
」(

六
二)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
大
躍
進
の
失
敗
で
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
党
中
央
幹
部
が
提

言
し
た
資
本
主
義
的
な
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
一
旦
は
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
毛
沢

東
の
最
終
理
想
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

 

基
本
的
な
指
針
と
み
な
し
、
中
国
に
お
け
る
そ
の
生
産
増
強
の
必
要
性
を
説
い
た
。「
わ
が
国

の
鉄
鋼
の
生
産
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
て
物
質
的
な
増

強
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
人
々
は
わ
れ
わ
れ
を
見
く
だ
す
よ

う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」（
五
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
渡
辺
氏
は
、
毛
沢
東
は
建
国
以
前
の
一

九
四
五
年
に
お
い
て
、｢

わ
れ
わ
れ
の
資
本
主
義
は
む
し
ろ
少
な
過
ぎ
る
の
で
あ
る｣

と
、
自

国
の
資
本
主
義
の
発
展
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
指
摘
し
て
い
る
（
五
四
）。 

ま
た
李
氏
は
、｢

裏
庭
煉
鋼
炉｣

の
全
国
的
普
及
に
言
及
し
て
、
「
毛
主
席
は
国
民
に
対
し
、

早
急
か
つ
経
済
的
な
方
法
で
十
五
年
以
内
に
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
鋼
生
産
高
を
追
い
抜
こ
う
と
国

民
に
呼
び
か
け
て
い
た
」
（
五
五
）
）
と
の
毛
沢
東
の
理
想
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
五

七
年
の
夏
に
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
実
現
方
法
の
理
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
そ
れ
は
右
派
に
対
す
る
新
た
な
攻
撃
で
あ
り
、
ま
た
毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
―
社
会
主

義
志
向
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
大
集
団
に
よ
る
近
代
的
農
工
業
の
建
設
―
を
繰
り
返
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。・
・
・
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
一
九
五
三
年
を
起
点
と
し
て
四
〇
年
か
ら
五
〇
年
以

内
に
、
経
済
的
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
追
い
越
し
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
に
移
行
す
る

こ
と
だ
、
と
毛
沢
東
は
述
べ
た
。
何
か
が
毛
主
席
の
脳
裏
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
が

何
で
あ
る
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
五
六
）
と
。 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
は
、
ソ
連
型
計
画
経
済
の
推
進
と
い
う
漸
進
的
社
会
発

展
を
志
向
す
る
劉
少
奇
や
鄧
小
平
な
ど
の
多
く
の
中
国
共
産
党
幹
部
の
社
会
主
義
建
設
の
方

法
と
は
全
く
異
な
る
。
急
速
な
西
洋
的
な
高
度
な
生
産
力
の
上
に
立
つ
近
代
的
社
会
主
義
国

家
理
想
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
中
国
型
社
会
主
義
路
線
と
劉
少
奇
等
の
共
産
党
幹
部
と
の
ソ

連
型
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
想
の
違
い
が
、
毛
沢
東
の
反
右
派
闘
争
の
原
因
に
な
っ
た
。 

従
っ
て
小
島
氏
の
学
説
―
「
「
吸
収
」
さ
れ
る
西
洋
近
代
は
、
中
国
の
革
命
や
建
設
に
都
合

の
よ
い
と
思
わ
れ
る
部
分
だ
け
の
〝
つ
ま
み
食
い
〟
だ
け
に
終
わ
り
、
西
洋
近
代
の
「
普
遍

的
真
理
」
の
全
面
的
・
根
底
的
な
「
吸
収
」
は
あ
り
得
な
い
」（
五
七
）
―
は
、
李
氏
の
紹
介

す
る
毛
沢
東
の
発
言
＝
史
料
的
事
実
か
ら
見
て
決
定
的
に
誤
り
で
あ
る
。 

 

(

二)

マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
を
否
定
す
る
急
激
な
社
会
主
義
・
共
産
主
義
国
家
建
設 

毛
沢
東
の
高
度
な
生
産
諸
力
の
上
に
立
つ
西
洋
型
資
本
主
義
を
止
揚
す
る
、
理
想
的
な
マ

ル
ク
ス
主
義
的
社
会
主
義
建
設
は
、
彼
の
社
会
主
義
建
設
理
論
の
半
面
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
の
否
定
に
由
来
す
る
。
小
田
氏
が｢

土
着
型
の
近
代
化｣

と
指
摘
し
、
小
島
氏
が
指
摘
し
た
農
村
を
基
盤
と
す
る
国
家
建
設
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
西
洋

の
資
本
主
義
生
産
力
の
諸
成
果
を
無
視
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
の
性
急
な
中
国
へ
の
適

用
に
よ
る
農
村
型
の
中
国
型
社
会
主
義
、
共
産
主
義
国
家
建
設
の
理
想
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
が
「
人
民
公
社
」
建
設
か
ら
「
文
化
大
革
命
」
へ
の
道
程
と
い
う
、
前
代
未
聞
な
極

左
派
的
な
共
産
主
義
建
設
た
め
の
権
力
闘
争
の
道
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
に
つ
い
て
、「
毛
沢
東
の
目
標
は
中
国
を
改
革
す

る
に
あ
た
り
，
い
そ
げ
ば
い
そ
ぐ
ほ
ど
よ
い
、
徹
底
的
に
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
よ
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
は
一
九
五
０
年
代
の
初
期
に
実
施
さ
れ
た
土
地
改
革
に
満
足
し
て
い
な

か
っ
た
。・
・
・
そ
れ
で
も
私
有
制
度
は
相
変
わ
ら
ず
支
配
的
に
存
続
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は

社
会
主
義
化
を
つ
よ
く
望
み
、
農
業
の
集
団
化
を
意
味
し
た
。
農
業
の
機
械
化
な
ど
待
っ
て

い
ら
れ
な
い
の
だ
っ
た
。
中
国
は
あ
ま
り
に
貧
し
く
て
、
機
械
化
に
長
い
歳
月
を
要
す
る
か

ら
で
あ
っ
た
」
（
五
八
）
と
、「
大
躍
進
」
と
全
く
正
反
対
の
事
を
述
べ
て
い
る
。 

渡
辺
氏
は
、｢

要
す
る
に
毛
沢
東
は
何
ら
の
理
論
的
根
拠
も
用
意
せ
ず
に
、
た
だ
協
同
化
す

れ
ば
農
業
生
産
力
は
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
と
考
え
る
あ
る
種
の｢

進
行
」
に
突
き
動
か
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う｣

（
五
六
）
と
言
う
が
、
李
氏
の
史
料
に
よ
れ
ば
事
実
は
全
く
逆
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 

 

李
氏
は
続
け
て
、「
農
業
の
集
団
化
は
一
九
五
三
年
の
早
い
時
期
か
ら
中
国
の
農
村
地
帯
に

導
入
さ
れ
た
が
、
し
か
し
そ
の
ペ
ー
ス
が
早
す
ぎ
た
り
、・
・
・
党
中
央
農
村
工
作
部
長
の
鄧
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子
恢
は
合
作
社
解
体
の
指
令
す
ら
出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
主
席
は
せ
っ
か
く
の
自
分
の
計
画
を

潰
す
も
の
だ
と
し
て
鄧
子
恢
は
じ
め
党
幹
部
に
激
怒
し
た
。・
・
・
わ
た
し
は
主
治
医
に
な
っ

た
当
初
、・
・
・
じ
つ
は
主
席
が
党
内
保
守
派
に
加
え
る
反
撃
の
謀
略
を
策
す
る
た
め
大
半
の

時
間
を
さ
い
て
い
る
の
に
少
し
も
気
づ
か
な
か
っ
た
。
一
九
五
五
、
五
六
年
の
冬
か
ら
秋
に

か
け
て
、
主
席
は
一
連
の
会
議
を
通
じ
て
社
会
主
義
改
革
の
抱
負
を
促
進
し
よ
う
と
つ
と

め
・
・
・
そ
の
た
め
全
国
津
々
浦
々
か
ら
農
業
集
団
化
に
関
す
る
報
告
書
を
集
め
て
み
ず
か

ら
そ
れ
を
編
集
し
た
り
、
助
言
を
付
し
た
り
し
て
農
村
部
の
急
激
な
社
会
主
義
転
換
を
呼
び

か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
党
中
央
の
指
導
部
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
り
、
急
速
な
社
会
主
義

化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
主
席
な
り
の
や
り
方
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
期
間
中
、
毛
は
大
い

に
い
ら
だ
っ
て
眠
れ
な
い
日
夜
つ
づ
く
よ
う
に
な
る
の
だ
。
」
（
五
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
に
は
西
洋
文
明
を
吸
収
す
る
こ
と
を
待
て
な
い
で
、
こ
れ
を
否
定
す
る
「
人
民
公

社
」
建
設
と
い
う
性
急
な
社
会
主
義
、
共
産
主
義
国
家
建
設
の
理
想
も
存
在
し
て
い
た
。
人

民
公
社
が
河
南
省
で
初
め
て
誕
生
し
た
時
に
、
毛
沢
東
は
次
の
よ
う
に
感
嘆
し
て
い
る
。 

「
こ
の
名
前
、
〝
人
民
公
社
〟
っ
て
の
は
す
ば
ら
し
い!

」
と
、
毛
は
言
っ
た
。｢

フ
ラ
ン
ス

の
労
働
者
が
権
力
を
奪
取
し
た
と
き
、
パ
リ
公
社(

コ
ミ
ュ
ー
ン)

を
つ
く
っ
た
。
わ
が
国
の
農

民
は
人
民
公
社(

コ
ン
ミ
ュ
ー
ン)

を
政
治
、
経
済
組
織
と
し
て
創
設
し
、
共
産
主
義
に
向
け
て

前
進
し
た
。
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
い!｣

（
六
〇
）
と
言
い
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
労
働
者
が
、
中

国
で
は
農
民
が
、
公
社(

コ
ミ
ュ
ー
ン)

を
創
造
し
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

人
民
公
社
の
目
的
で
あ
る
が
、
李
氏
は
、「
中
国
は
つ
い
に
貧
し
さ
か
ら
豊
か
さ
へ
の
道
を

見
つ
け
た
の
だ
、
中
国
農
民
の
救
済
は
目
前
に
せ
ま
っ
て
い
た
。
私
も
ま
た
、
人
民
公
社
の

設
立
運
動
を
支
持
し
た
。
毛
主
席
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
民
公
社
は
す
ば
ら
し
か
っ

た
。
専
用
列
車
で
北
載
河
に
も
ど
り
な
が
ら
、
毛
沢
東
は
ず
っ
と
興
奮
し
て
い
た
。
こ
ん
な

に
幸
せ
そ
う
な
毛
沢
東
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
中
国
の
食
糧
生
産
問
題
は
つ
い
に
解
決

し
た
の
だ
。
人
民
が
食
べ
ら
れ
る
以
上
の
食
糧
を
生
産
し
て
い
る
の
だ
と
彼
は
確
信
す
る
に

い
た
っ
て
い
た
。
」
（
六
一
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
民
公
社
は
農
業
の
集
団
所
有
に
よ

る
貧
し
い
農
民
の
食
糧
問
題
を
解
決
す
る
平
等
社
会
の
建
設
の
た
め
で
あ
っ
た
。 

毛
沢
東
に
と
っ
て
は
、「
大
躍
進
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
資
本
主
義
的
な
生
産
力
増
強
の

上
に
立
つ
高
度
な
中
国
型
社
会
主
義
建
設
は
、
社
会
主
義
国
家
建
設
の
反
面
の
理
想
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、「
人
民
公
社
」
に
代
表
さ
れ
る
中
国
型
社
会
主
義
・
共
産

主
義
国
家
を
最
終
的
な
理
想
と
し
て
い
た
と
、
李
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
党
は
党
員
間
の
、
社
会
主
義
と
は
何
か
、
一
体
何
が
こ
の
国
に
と
っ
て
最
善
な
の
か
と

い
う
認
識
の
違
い
に
よ
っ
て
分
裂
し
つ
つ
あ
っ
た
。
社
会
主
義
の
た
め
の
社
会
主
義
を
信
じ

て
い
た
彼
に
と
っ
て
最
高
の
理
想
は
富
み
で
も
な
け
れ
ば
生
産
高
で
も
な
く
、
集
団
所
有
制
、

共
同
生
活
で
あ
り
、
平
等
、
原
始
的
な
分
配
性
だ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
、
農
民
が
何
よ
り

も
自
分
の
土
地
を
所
有
し
た
が
っ
て
い
る
の
を
百
も
承
知
し
て
い
た
。「
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

が
望
ん
で
い
る
の
は
社
会
主
義
で
あ
る
」
と
毛
沢
東
は
言
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
農
業

生
産
の
困
難
と
直
面
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
農
民
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
将
来
と
る
べ
き
方
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
。
農
地
請
負
耕

作
が
農
業
生
産
高
を
増
加
さ
せ
る
の
に
人
民
公
社
よ
り
は
効
果
的
で
あ
る
と
思
え
る
と
い
う

点
も
、
毛
沢
東
に
と
っ
て
は
さ
し
た
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
毛
は
頑
固
な
人
間
で
あ
り
、

古
い
中
国
の
俚
偐
を
引
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
黄
河
を
目
の
目
に
し
て
も
は
や
退
却
す
る
余
地

ま
で
信
念
を
す
て
な
い
者
も
お
る
。
私
は
黄
河
を
目
の
前
に
し
て
も
信
念
は
す
て
な
い
ぞ
。
」

毛
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
あ
き
ら
め
つ
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
」(

六
二)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
大
躍
進
の
失
敗
で
農
民
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
党
中
央
幹
部
が
提

言
し
た
資
本
主
義
的
な
戸
別
農
地
請
負
制
度
を
一
旦
は
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
毛
沢

東
の
最
終
理
想
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

 

基
本
的
な
指
針
と
み
な
し
、
中
国
に
お
け
る
そ
の
生
産
増
強
の
必
要
性
を
説
い
た
。「
わ
が
国

の
鉄
鋼
の
生
産
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
て
物
質
的
な
増

強
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
人
々
は
わ
れ
わ
れ
を
見
く
だ
す
よ

う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」（
五
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
渡
辺
氏
は
、
毛
沢
東
は
建
国
以
前
の
一

九
四
五
年
に
お
い
て
、｢

わ
れ
わ
れ
の
資
本
主
義
は
む
し
ろ
少
な
過
ぎ
る
の
で
あ
る｣

と
、
自

国
の
資
本
主
義
の
発
展
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
指
摘
し
て
い
る
（
五
四
）。 

ま
た
李
氏
は
、｢

裏
庭
煉
鋼
炉｣

の
全
国
的
普
及
に
言
及
し
て
、
「
毛
主
席
は
国
民
に
対
し
、

早
急
か
つ
経
済
的
な
方
法
で
十
五
年
以
内
に
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
鋼
生
産
高
を
追
い
抜
こ
う
と
国

民
に
呼
び
か
け
て
い
た
」
（
五
五
）
）
と
の
毛
沢
東
の
理
想
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
五

七
年
の
夏
に
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
実
現
方
法
の
理
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
そ
れ
は
右
派
に
対
す
る
新
た
な
攻
撃
で
あ
り
、
ま
た
毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
―
社
会
主

義
志
向
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
大
集
団
に
よ
る
近
代
的
農
工
業
の
建
設
―
を
繰
り
返
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。・
・
・
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
一
九
五
三
年
を
起
点
と
し
て
四
〇
年
か
ら
五
〇
年
以

内
に
、
経
済
的
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
追
い
越
し
て
社
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
に
移
行
す
る

こ
と
だ
、
と
毛
沢
東
は
述
べ
た
。
何
か
が
毛
主
席
の
脳
裏
に
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
が

何
で
あ
る
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
五
六
）
と
。 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
は
、
ソ
連
型
計
画
経
済
の
推
進
と
い
う
漸
進
的
社
会
発

展
を
志
向
す
る
劉
少
奇
や
鄧
小
平
な
ど
の
多
く
の
中
国
共
産
党
幹
部
の
社
会
主
義
建
設
の
方

法
と
は
全
く
異
な
る
。
急
速
な
西
洋
的
な
高
度
な
生
産
力
の
上
に
立
つ
近
代
的
社
会
主
義
国

家
理
想
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
中
国
型
社
会
主
義
路
線
と
劉
少
奇
等
の
共
産
党
幹
部
と
の
ソ

連
型
社
会
主
義
国
家
建
設
の
理
想
の
違
い
が
、
毛
沢
東
の
反
右
派
闘
争
の
原
因
に
な
っ
た
。 

従
っ
て
小
島
氏
の
学
説
―
「
「
吸
収
」
さ
れ
る
西
洋
近
代
は
、
中
国
の
革
命
や
建
設
に
都
合

の
よ
い
と
思
わ
れ
る
部
分
だ
け
の
〝
つ
ま
み
食
い
〟
だ
け
に
終
わ
り
、
西
洋
近
代
の
「
普
遍

的
真
理
」
の
全
面
的
・
根
底
的
な
「
吸
収
」
は
あ
り
得
な
い
」（
五
七
）
―
は
、
李
氏
の
紹
介

す
る
毛
沢
東
の
発
言
＝
史
料
的
事
実
か
ら
見
て
決
定
的
に
誤
り
で
あ
る
。 

 

(

二)

マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
を
否
定
す
る
急
激
な
社
会
主
義
・
共
産
主
義
国
家
建
設 

毛
沢
東
の
高
度
な
生
産
諸
力
の
上
に
立
つ
西
洋
型
資
本
主
義
を
止
揚
す
る
、
理
想
的
な
マ

ル
ク
ス
主
義
的
社
会
主
義
建
設
は
、
彼
の
社
会
主
義
建
設
理
論
の
半
面
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
の
否
定
に
由
来
す
る
。
小
田
氏
が｢

土
着
型
の
近
代
化｣

と
指
摘
し
、
小
島
氏
が
指
摘
し
た
農
村
を
基
盤
と
す
る
国
家
建
設
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
西
洋

の
資
本
主
義
生
産
力
の
諸
成
果
を
無
視
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
の
性
急
な
中
国
へ
の
適

用
に
よ
る
農
村
型
の
中
国
型
社
会
主
義
、
共
産
主
義
国
家
建
設
の
理
想
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
が
「
人
民
公
社
」
建
設
か
ら
「
文
化
大
革
命
」
へ
の
道
程
と
い
う
、
前
代
未
聞
な
極

左
派
的
な
共
産
主
義
建
設
た
め
の
権
力
闘
争
の
道
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
に
つ
い
て
、「
毛
沢
東
の
目
標
は
中
国
を
改
革
す

る
に
あ
た
り
，
い
そ
げ
ば
い
そ
ぐ
ほ
ど
よ
い
、
徹
底
的
に
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
よ
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
は
一
九
五
０
年
代
の
初
期
に
実
施
さ
れ
た
土
地
改
革
に
満
足
し
て
い
な

か
っ
た
。・
・
・
そ
れ
で
も
私
有
制
度
は
相
変
わ
ら
ず
支
配
的
に
存
続
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は

社
会
主
義
化
を
つ
よ
く
望
み
、
農
業
の
集
団
化
を
意
味
し
た
。
農
業
の
機
械
化
な
ど
待
っ
て

い
ら
れ
な
い
の
だ
っ
た
。
中
国
は
あ
ま
り
に
貧
し
く
て
、
機
械
化
に
長
い
歳
月
を
要
す
る
か

ら
で
あ
っ
た
」
（
五
八
）
と
、「
大
躍
進
」
と
全
く
正
反
対
の
事
を
述
べ
て
い
る
。 

渡
辺
氏
は
、｢

要
す
る
に
毛
沢
東
は
何
ら
の
理
論
的
根
拠
も
用
意
せ
ず
に
、
た
だ
協
同
化
す

れ
ば
農
業
生
産
力
は
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
と
考
え
る
あ
る
種
の｢

進
行
」
に
突
き
動
か
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う｣

（
五
六
）
と
言
う
が
、
李
氏
の
史
料
に
よ
れ
ば
事
実
は
全
く
逆
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 

 
李
氏
は
続
け
て
、「
農
業
の
集
団
化
は
一
九
五
三
年
の
早
い
時
期
か
ら
中
国
の
農
村
地
帯
に

導
入
さ
れ
た
が
、
し
か
し
そ
の
ペ
ー
ス
が
早
す
ぎ
た
り
、・
・
・
党
中
央
農
村
工
作
部
長
の
鄧
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李
氏
が
毛
沢
東
と
初
対
面
し
た
時
期
は
、
一
九
五
五
年
四
月
二
五
日
で
あ
り
、
一
九
五
八

年
の
中
ソ
間
の
対
立
激
化
の
三
年
前
で
あ
る
。
こ
の
初
対
面
の
時
に
、
す
で
に
毛
沢
東
は
欧

米
賛
美
を
語
り
、
ロ
シ
ア
語
よ
り
英
語
を
学
び
た
い
と
李
氏
に
言
っ
て
い
た
（
五
〇
）。 

一
九
五
三
年
に
は
毛
沢
東
の
著
書
『
実
践
論
』・
『
矛
盾
論
』
に
つ
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

派
遣
し
た
ソ
連
大
使
ユ
ー
ジ
ン
は
、
毛
沢
東
を
修
正
主
義
者
と
批
判
し
て
、
両
国
間
に
思
想

対
立
が
存
在
し
て
い
た
（
五
一
）。
一
九
四
九
年
の
人
民
共
和
国
成
立
直
後
の
毛
沢
東
へ
の
ス

タ
ー
リ
ン
の
戦
後
処
理
交
渉
の
遅
延
策
や
、
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
参
加
の
是
非
に
つ
い

て
の
毛
沢
東
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
対
立
で
、
両
者
の
間
で
は
深
い
不
信
感
が
あ
っ
た
。
こ
の

毛
沢
東
の
ソ
連
と
ス
タ
ー
リ
ン
へ
の
不
信
感
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
の
断
言
は
わ
た
し
を
仰
天
さ
せ
た
。
あ
ら
ゆ
る
公
式
文
書
を
見
て
も
、
ソ
連
は

中
国
の
「
偉
大
な
兄
弟
」
で
あ
り
、
わ
が
国
の
社
会
主
義
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
中
ソ
両
国

は
も
っ
と
も
緊
密
な
同
盟
国
で
あ
っ
た
。
が
、
毛
に
い
わ
す
れ
ば
、
実
際
の
両
国
関
係
は
皇

帝
と
臣
民
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。「
や
つ
ら
は
わ
れ
わ
れ
を
食
い
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
る
ん

だ
」
と
、
毛
沢
東
は
だ
れ
に
も
臣
従
す
る
の
を
拒
絶
し
た
。・
・
・
し
か
し
な
が
ら
毛
沢
東
は

対
ソ
不
満
を
決
し
て
公
に
あ
か
さ
な
か
っ
た
。
革
命
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
正
当
性
が
依
然

ス
タ
ー
リ
ン
に
密
着
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
批
判
は
中
国
の
内
政
に
お

い
て
も
ひ
と
つ
の
分
岐
点
と
な
っ
た
。
・
・
・
」
（
五
二
）
と
、
言
っ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
ス
タ
ー
リ
ン
や
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
毛
沢
東
の
間
で
は
、
一
九
五
八
年
以
前

よ
り
根
深
い
思
想
対
立
が
存
在
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
、
解
放
以
前
よ
り
欧
米
の
近
代
的
技

術
に
讃
嘆
し
て
、
西
洋
的
な
高
度
な
生
産
力
に
立
脚
し
た
社
会
主
義
建
設
を
志
向
し
て
お
り
、

ソ
連
へ
の
不
信
感
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
分
岐
点
に
し

た
一
九
五
八
年
の
対
立
激
化
で
、
反
ソ
化
へ
の
方
向
転
換
が
鮮
明
に
表
面
化
し
た
。
従
っ
て

一
九
五
八
年
よ
り
毛
沢
東
は
急
速
に
ソ
連
型
よ
り
離
脱
し
て
中
国
型
社
会
主
義
路
線
の
方
向

転
換
を
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
時
期
が
熟
し
た
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
浜
口
氏
、
渡
辺
氏
、

小
島
氏
等
の
従
来
の
研
究
者
が
主
張
す
る
毛
沢
東
の
急
激
な
方
向
転
換
説
は
成
立
し
な
い
。 

ま
た
「
大
躍
進
」
は
、
西
洋
の
近
代
的
農
工
業
の
生
産
力
の
発
展
に
追
い
つ
く
生
産
力
発

展
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
の
「
人
民
公
社
」
は
、
共
同
生
活
・
平
等
分
配
を
目
的

と
す
る
政
治
・
経
済
・
軍
事
の
全
て
を
同
一
単
位
で
実
施
す
る
一
種
の
公
社
で
あ
り
、
社
会

主
義
か
ら
共
産
主
義
社
会
へ
移
行
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
前
身
的
政
策
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

の
二
つ
は
性
質
が
異
な
り
、
同
一
方
向
で
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
に
は
、
ソ
連
型
の
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
と
道

を
異
に
す
る
、
お
よ
そ
相
異
な
る
二
通
り
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
の
雛
型
が
中
華
人
民
共

和
国
成
立
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
解
放
以
前
の
毛
沢
東
の
政
治
思
想

に
つ
い
て
、
渡
辺
氏
は
、
〝
わ
れ
わ
れ
の
資
本
主
義
は
む
し
ろ
少
な
す
ぎ
る
〟
と
紹
介
し
て

い
た
よ
う
に(

一
六)

、
毛
沢
東
は
資
本
主
義
的
生
産
力
の
増
強
の
意
図
を
強
く
持
っ
て
い
た
。

他
方
で
小
島
氏
は
、
〝
中
国
的
特
色
に
沿
っ
て
そ
れ(

マ
ル
ク
ス
主
義)

を
応
用
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
〟
と
紹
介
し
て(

五
〇)

、
毛
沢
東
は
農
村
を
基
盤
と
し
た
社
会
主
義
路
線
の
意
図
を
持

っ
て
い
た
と
言
う
。
両
氏
の
紹
介
す
る
史
料
的
事
実
が
、
毛
沢
東
は
解
放
以
前
よ
り
全
く
相

異
な
る
二
つ
の
社
会
主
義
国
家
建
設
の
意
図
を
持
っ
て
い
た
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。 

 

(

一)

マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
よ
る
高
度
な
資
本
主
義
生
産
力
を
踏
ま
え
た
社
会
主
義
建
設 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
一
つ
の
道
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
ら
の
指
導
し
た
第
一
次
五

カ
年
計
画(

ソ
連
型
計
画
経
済)

を
否
定
し
た
「
大
躍
進
」
に
代
表
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
原

理
の
肯
定
に
由
来
す
る
、
欧
米
の
先
進
工
業
文
化
を
性
急
に
取
り
入
れ
た
、
高
度
な
生
産
諸

力
の
発
展
の
上
に
立
ち
、
西
洋
型
資
本
主
義
を
止
揚
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
忠
実
で
理

想
的
な
中
国
型
社
会
主
義
建
設
で
あ
っ
た
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
生
産
力
増
強
の
意
図
に
つ
い
て
、「
毛
沢
東
は
鉄
鋼
こ
そ
経
済
発
展
の

 

 

化
の
停
滞
を
憂
へ
、
西
洋
の
思
想
が
中
国
を
活
性
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
語
っ
た
。
従
属

さ
れ
な
い
よ
う
な
形
で
西
側
か
ら
借
入
し
、
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化
を
あ

ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
。
私
が
東
西
文
化
の
大
い
な
る
相
違
を
指
摘
し
た
り
す
る
と
、
そ

れ
は
想
像
力
と
冒
険
心
に
か
け
る
と
主
席
は
私
を
攻
撃
し
た
」(

四
七
）
と
、
毛
沢
東
は
西
洋

文
化
が
中
国
を
活
性
化
す
る
と
信
じ
て
お
り
、
李
氏
の
反
対
発
言
を
創
造
性
と
冒
険
心
に
か

け
る
、
と
激
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
の
理
想
国
家
像
は
、「
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化

を
あ
ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
所
か
ら
、
中
国
と
西
洋
の
混
合
文
化
で
あ

る
こ
と
は
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

当
時
の
中
国
共
産
党
の
幹
部
の
大
多
数
が
、
ソ
連
一
辺
よ
り
だ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
毛

沢
東
に
は
ソ
連
に
従
属
さ
れ
た
く
な
い
中
国
の
最
高
指
導
者
と
し
て
の
誇
り
と
、
西
洋
文
化

の
優
秀
性
を
見
抜
く
卓
越
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
新
文
化
創
造
へ
の
「
対
の
思
想
」

―
中
国
文
化
と
西
洋
文
化
の
対
等
性
を
維
持
し
て
融
合
す
る
必
要
性
―
を
抱
い
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
国
家
建
設
の
理
想
は
、
小
島
氏
の
外
国
文
化
を
〝
つ
ま
み
食
い
〟
す
る

だ
け
の
古
い
伝
統
思
想
に
し
が
み
付
い
た
と
す
る
「
体
用
の
理
論
」
ー
中
華
思
想
の
持
ち
主

ー
学
説
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
逆
に
小
田
氏
の
指
摘
し
た
土
着
型
の
近
代
化
で
も
な
か
っ
た
。 

し
か
し
他
方
、
外
国
文
化
を
そ
の
ま
ま
吸
収
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
新
た
に
起

き
て
し
ま
う
。
ソ
連
を
模
倣
す
れ
ば
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
を
模
倣

す
れ
ば
西
洋
的
資
本
主
義
国
に
変
質
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
毛
沢
東
の
中
国
独
自
の
社
会

主
義
国
建
設
を
実
現
し
て
、
中
華
帝
国
の
繁
栄
の
回
復
す
る
意
図
に
矛
盾
す
る
。「
わ
れ
わ
れ

中
国
人
は
わ
れ
わ
れ
な
り
の
習
慣
を
持
つ
。
な
ぜ
外
国
の
真
似
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
」
と
言
い
、
毛
沢
東
は
中
山
服
を
着
た
と
述
べ
る
。
毛
沢
東
は
、
あ
く
ま
で
中
国
文
化
の

主
体
性
を
失
わ
ず
（
四
八
）
、
先
進
的
な
外
国
文
化
を
吸
収
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
毛
沢
東
の
東
西
両
文
化
の
融
合
方
法
論
は
、
李
氏
の
言
う
よ
う
に
社
会
主
義
国
と

資
本
主
義
国
は
対
立
的
で
水
と
油
の
関
係
で
あ
り
、
両
者
は
容
易
に
癒
合
で
き
な
い
根
本
的

な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
持
つ
。
中
国
文
化
を
維
持
し
た
い
と
い
う
限
り
、
弁
証
法
的
統

一
は
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
「
対
の
思
想
」
の
持
ち
主
で
あ
る
毛
沢
東

に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
対
立
物
の
統
一
と
い
う
思
考
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
四
九
）。 

金
谷
氏
は
、
毛
沢
東
の
『
矛
盾
論
』
を
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
な
矛
盾
論
で
な
く
、

中
国
的
な
対
立
関
係
を
容
認
す
る
矛
盾
関
係
を
示
し
て
い
る
両
面
思
考
と
指
摘
し
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
の
中
国
型
社
会
主
義
の
理
想
国
家
像
は
、「
中
国
的
で
も
な
け
れ

ば
外
国
風
で
も
な
い
。
ロ
バ
で
も
な
け
れ
ば
馬
で
も
な
い
。
ラ
バ
さ
」
と
言
い
、
李
氏
は
「

中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化
を
あ
ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
」
と
言
う
所
か
ら

理
解
で
き
る
が
、
中
国
（
社
会
主
義
）
と
西
洋
（
資
本
主
義
）
と
言
う
容
易
に
融
合
で
き
な

い
混
合
国
家
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

ま
さ
に
毛
沢
東
の
東
西
両
文
化
の
融
合
政
策
理
論
は
、
中
国
文
化
と
西
洋
文
化
の
対
等
平

等
な
融
合
の
志
向
と
い
う
「
対
の
思
想
」
か
ら
由
来
し
て
い
る
以
上
、
想
像
的
で
あ
り
冒
険

的
で
あ
り
、
自
己
分
裂
的
思
考
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

四 

社
会
主
義
建
設
の
相
異
な
る
二
つ
の
方
法 

 

と
こ
ろ
で
貝
塚
氏
、
野
村
氏
、
浜
口
氏
、
渡
辺
氏
の
四
人
の
研
究
者
は
、
一
九
五
八
年
の

ソ
連
と
の
対
立
激
化
と
い
う
国
際
外
交
の
状
況
の
変
化
か
ら
、
ソ
連
型
か
ら
中
国
型
の
社
会

主
義
路
線
へ
の
変
更
を
し
た
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
同
一

方
向
で
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
学
説
は
は
た
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
研
究
史
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 
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李
氏
が
毛
沢
東
と
初
対
面
し
た
時
期
は
、
一
九
五
五
年
四
月
二
五
日
で
あ
り
、
一
九
五
八

年
の
中
ソ
間
の
対
立
激
化
の
三
年
前
で
あ
る
。
こ
の
初
対
面
の
時
に
、
す
で
に
毛
沢
東
は
欧

米
賛
美
を
語
り
、
ロ
シ
ア
語
よ
り
英
語
を
学
び
た
い
と
李
氏
に
言
っ
て
い
た
（
五
〇
）。 

一
九
五
三
年
に
は
毛
沢
東
の
著
書
『
実
践
論
』・
『
矛
盾
論
』
に
つ
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

派
遣
し
た
ソ
連
大
使
ユ
ー
ジ
ン
は
、
毛
沢
東
を
修
正
主
義
者
と
批
判
し
て
、
両
国
間
に
思
想

対
立
が
存
在
し
て
い
た
（
五
一
）。
一
九
四
九
年
の
人
民
共
和
国
成
立
直
後
の
毛
沢
東
へ
の
ス

タ
ー
リ
ン
の
戦
後
処
理
交
渉
の
遅
延
策
や
、
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
参
加
の
是
非
に
つ
い

て
の
毛
沢
東
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
対
立
で
、
両
者
の
間
で
は
深
い
不
信
感
が
あ
っ
た
。
こ
の

毛
沢
東
の
ソ
連
と
ス
タ
ー
リ
ン
へ
の
不
信
感
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
毛
沢
東
の
断
言
は
わ
た
し
を
仰
天
さ
せ
た
。
あ
ら
ゆ
る
公
式
文
書
を
見
て
も
、
ソ
連
は

中
国
の
「
偉
大
な
兄
弟
」
で
あ
り
、
わ
が
国
の
社
会
主
義
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
中
ソ
両
国

は
も
っ
と
も
緊
密
な
同
盟
国
で
あ
っ
た
。
が
、
毛
に
い
わ
す
れ
ば
、
実
際
の
両
国
関
係
は
皇

帝
と
臣
民
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。「
や
つ
ら
は
わ
れ
わ
れ
を
食
い
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
る
ん

だ
」
と
、
毛
沢
東
は
だ
れ
に
も
臣
従
す
る
の
を
拒
絶
し
た
。・
・
・
し
か
し
な
が
ら
毛
沢
東
は

対
ソ
不
満
を
決
し
て
公
に
あ
か
さ
な
か
っ
た
。
革
命
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
正
当
性
が
依
然

ス
タ
ー
リ
ン
に
密
着
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
批
判
は
中
国
の
内
政
に
お

い
て
も
ひ
と
つ
の
分
岐
点
と
な
っ
た
。
・
・
・
」
（
五
二
）
と
、
言
っ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
ス
タ
ー
リ
ン
や
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
毛
沢
東
の
間
で
は
、
一
九
五
八
年
以
前

よ
り
根
深
い
思
想
対
立
が
存
在
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
、
解
放
以
前
よ
り
欧
米
の
近
代
的
技

術
に
讃
嘆
し
て
、
西
洋
的
な
高
度
な
生
産
力
に
立
脚
し
た
社
会
主
義
建
設
を
志
向
し
て
お
り
、

ソ
連
へ
の
不
信
感
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
分
岐
点
に
し

た
一
九
五
八
年
の
対
立
激
化
で
、
反
ソ
化
へ
の
方
向
転
換
が
鮮
明
に
表
面
化
し
た
。
従
っ
て

一
九
五
八
年
よ
り
毛
沢
東
は
急
速
に
ソ
連
型
よ
り
離
脱
し
て
中
国
型
社
会
主
義
路
線
の
方
向

転
換
を
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
時
期
が
熟
し
た
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
浜
口
氏
、
渡
辺
氏
、

小
島
氏
等
の
従
来
の
研
究
者
が
主
張
す
る
毛
沢
東
の
急
激
な
方
向
転
換
説
は
成
立
し
な
い
。 

ま
た
「
大
躍
進
」
は
、
西
洋
の
近
代
的
農
工
業
の
生
産
力
の
発
展
に
追
い
つ
く
生
産
力
発

展
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
方
の
「
人
民
公
社
」
は
、
共
同
生
活
・
平
等
分
配
を
目
的

と
す
る
政
治
・
経
済
・
軍
事
の
全
て
を
同
一
単
位
で
実
施
す
る
一
種
の
公
社
で
あ
り
、
社
会

主
義
か
ら
共
産
主
義
社
会
へ
移
行
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
前
身
的
政
策
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

の
二
つ
は
性
質
が
異
な
り
、
同
一
方
向
で
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
に
は
、
ソ
連
型
の
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
と
道

を
異
に
す
る
、
お
よ
そ
相
異
な
る
二
通
り
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
の
雛
型
が
中
華
人
民
共

和
国
成
立
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
解
放
以
前
の
毛
沢
東
の
政
治
思
想

に
つ
い
て
、
渡
辺
氏
は
、
〝
わ
れ
わ
れ
の
資
本
主
義
は
む
し
ろ
少
な
す
ぎ
る
〟
と
紹
介
し
て

い
た
よ
う
に(

一
六)

、
毛
沢
東
は
資
本
主
義
的
生
産
力
の
増
強
の
意
図
を
強
く
持
っ
て
い
た
。

他
方
で
小
島
氏
は
、
〝
中
国
的
特
色
に
沿
っ
て
そ
れ(

マ
ル
ク
ス
主
義)

を
応
用
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
〟
と
紹
介
し
て(

五
〇)

、
毛
沢
東
は
農
村
を
基
盤
と
し
た
社
会
主
義
路
線
の
意
図
を
持

っ
て
い
た
と
言
う
。
両
氏
の
紹
介
す
る
史
料
的
事
実
が
、
毛
沢
東
は
解
放
以
前
よ
り
全
く
相

異
な
る
二
つ
の
社
会
主
義
国
家
建
設
の
意
図
を
持
っ
て
い
た
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。 

 

(

一)

マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
よ
る
高
度
な
資
本
主
義
生
産
力
を
踏
ま
え
た
社
会
主
義
建
設 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
一
つ
の
道
は
、
劉
少
奇
・
鄧
小
平
ら
の
指
導
し
た
第
一
次
五

カ
年
計
画(

ソ
連
型
計
画
経
済)

を
否
定
し
た
「
大
躍
進
」
に
代
表
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
原

理
の
肯
定
に
由
来
す
る
、
欧
米
の
先
進
工
業
文
化
を
性
急
に
取
り
入
れ
た
、
高
度
な
生
産
諸

力
の
発
展
の
上
に
立
ち
、
西
洋
型
資
本
主
義
を
止
揚
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
忠
実
で
理

想
的
な
中
国
型
社
会
主
義
建
設
で
あ
っ
た
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
生
産
力
増
強
の
意
図
に
つ
い
て
、「
毛
沢
東
は
鉄
鋼
こ
そ
経
済
発
展
の

 

 

化
の
停
滞
を
憂
へ
、
西
洋
の
思
想
が
中
国
を
活
性
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
語
っ
た
。
従
属

さ
れ
な
い
よ
う
な
形
で
西
側
か
ら
借
入
し
、
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化
を
あ

ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
。
私
が
東
西
文
化
の
大
い
な
る
相
違
を
指
摘
し
た
り
す
る
と
、
そ

れ
は
想
像
力
と
冒
険
心
に
か
け
る
と
主
席
は
私
を
攻
撃
し
た
」(

四
七
）
と
、
毛
沢
東
は
西
洋

文
化
が
中
国
を
活
性
化
す
る
と
信
じ
て
お
り
、
李
氏
の
反
対
発
言
を
創
造
性
と
冒
険
心
に
か

け
る
、
と
激
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
の
理
想
国
家
像
は
、「
中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化

を
あ
ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
所
か
ら
、
中
国
と
西
洋
の
混
合
文
化
で
あ

る
こ
と
は
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

当
時
の
中
国
共
産
党
の
幹
部
の
大
多
数
が
、
ソ
連
一
辺
よ
り
だ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
毛

沢
東
に
は
ソ
連
に
従
属
さ
れ
た
く
な
い
中
国
の
最
高
指
導
者
と
し
て
の
誇
り
と
、
西
洋
文
化

の
優
秀
性
を
見
抜
く
卓
越
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
新
文
化
創
造
へ
の
「
対
の
思
想
」

―
中
国
文
化
と
西
洋
文
化
の
対
等
性
を
維
持
し
て
融
合
す
る
必
要
性
―
を
抱
い
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
国
家
建
設
の
理
想
は
、
小
島
氏
の
外
国
文
化
を
〝
つ
ま
み
食
い
〟
す
る

だ
け
の
古
い
伝
統
思
想
に
し
が
み
付
い
た
と
す
る
「
体
用
の
理
論
」
ー
中
華
思
想
の
持
ち
主

ー
学
説
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
逆
に
小
田
氏
の
指
摘
し
た
土
着
型
の
近
代
化
で
も
な
か
っ
た
。 

し
か
し
他
方
、
外
国
文
化
を
そ
の
ま
ま
吸
収
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
新
た
に
起

き
て
し
ま
う
。
ソ
連
を
模
倣
す
れ
ば
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
を
模
倣

す
れ
ば
西
洋
的
資
本
主
義
国
に
変
質
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
毛
沢
東
の
中
国
独
自
の
社
会

主
義
国
建
設
を
実
現
し
て
、
中
華
帝
国
の
繁
栄
の
回
復
す
る
意
図
に
矛
盾
す
る
。「
わ
れ
わ
れ

中
国
人
は
わ
れ
わ
れ
な
り
の
習
慣
を
持
つ
。
な
ぜ
外
国
の
真
似
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
」
と
言
い
、
毛
沢
東
は
中
山
服
を
着
た
と
述
べ
る
。
毛
沢
東
は
、
あ
く
ま
で
中
国
文
化
の

主
体
性
を
失
わ
ず
（
四
八
）
、
先
進
的
な
外
国
文
化
を
吸
収
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
毛
沢
東
の
東
西
両
文
化
の
融
合
方
法
論
は
、
李
氏
の
言
う
よ
う
に
社
会
主
義
国
と

資
本
主
義
国
は
対
立
的
で
水
と
油
の
関
係
で
あ
り
、
両
者
は
容
易
に
癒
合
で
き
な
い
根
本
的

な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
違
い
を
持
つ
。
中
国
文
化
を
維
持
し
た
い
と
い
う
限
り
、
弁
証
法
的
統

一
は
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
「
対
の
思
想
」
の
持
ち
主
で
あ
る
毛
沢
東

に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
対
立
物
の
統
一
と
い
う
思
考
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
四
九
）。 

金
谷
氏
は
、
毛
沢
東
の
『
矛
盾
論
』
を
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
な
矛
盾
論
で
な
く
、

中
国
的
な
対
立
関
係
を
容
認
す
る
矛
盾
関
係
を
示
し
て
い
る
両
面
思
考
と
指
摘
し
て
い
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
新
中
国
の
中
国
型
社
会
主
義
の
理
想
国
家
像
は
、「
中
国
的
で
も
な
け
れ

ば
外
国
風
で
も
な
い
。
ロ
バ
で
も
な
け
れ
ば
馬
で
も
な
い
。
ラ
バ
さ
」
と
言
い
、
李
氏
は
「

中
国
的
で
も
西
洋
的
で
も
な
い
混
合
文
化
を
あ
ら
た
に
創
造
し
た
が
っ
た
」
と
言
う
所
か
ら

理
解
で
き
る
が
、
中
国
（
社
会
主
義
）
と
西
洋
（
資
本
主
義
）
と
言
う
容
易
に
融
合
で
き
な

い
混
合
国
家
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

ま
さ
に
毛
沢
東
の
東
西
両
文
化
の
融
合
政
策
理
論
は
、
中
国
文
化
と
西
洋
文
化
の
対
等
平

等
な
融
合
の
志
向
と
い
う
「
対
の
思
想
」
か
ら
由
来
し
て
い
る
以
上
、
想
像
的
で
あ
り
冒
険

的
で
あ
り
、
自
己
分
裂
的
思
考
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

四 

社
会
主
義
建
設
の
相
異
な
る
二
つ
の
方
法 

 

と
こ
ろ
で
貝
塚
氏
、
野
村
氏
、
浜
口
氏
、
渡
辺
氏
の
四
人
の
研
究
者
は
、
一
九
五
八
年
の

ソ
連
と
の
対
立
激
化
と
い
う
国
際
外
交
の
状
況
の
変
化
か
ら
、
ソ
連
型
か
ら
中
国
型
の
社
会

主
義
路
線
へ
の
変
更
を
し
た
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
同
一

方
向
で
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
学
説
は
は
た
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
研
究
史
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

毛沢東の政治理想と対の思想　－李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（二）－ 39（112）



 

 

ま
た
中
国
文
化
の
覚
醒
の
た
め
の
社
会
主
義
で
あ
り
、
中
国
の
特
殊
性
が
創
造
的
に
生
か
さ

れ
る
社
会
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
諸
外
国
の
文
物
を
未
消
化
の
ま
ま
見
境
な
く

輸
入
し
た
り
、
そ
れ
を
た
だ
再
生
産
し
た
り
す
る
の
は
よ
く
な
い
、
と
い
う
の
が
毛
主
席
の

口
癖
だ
っ
た
。
主
席
は
一
度
と
し
て
ソ
連
型
の
社
会
主
義
を
無
批
判
、
無
修
正
の
ま
ま
で
中

国
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
初
め
て
面
談
し
た
そ
の
日

か
ら
、
主
席
は
欧
米
の
技
術
、
活
力
、
科
学
に
対
す
る
称
賛
の
念
を
持
ち
つ
づ
け
た
。「
一
方

の
側
に
寄
る
」
と
い
う
姿
勢
は
常
に
、
ソ
連
だ
け
が
活
性
化
を
学
習
す
べ
き
唯
一
の
潜
在
的

な
源
泉
で
な
い
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
四
四
）

と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
は
、
常
に
中
国
的
特
質
を
持
っ
た
社
会
主
義
で
あ
り
、
社
会
主
義

国
の
先
進
国
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
だ
け
が
、
中
国
が
学
ぶ
べ
き
唯
一
の
国
で
は
な
い
。
西
洋
、

特
に
ア
メ
リ
カ
の
先
進
文
化
を
学
ぶ
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
非
常
に
弾
力
的
発
想
を
し

て
お
り
、
硬
直
し
た
伝
統
的
な
社
会
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
は
、「
反
米
連
ソ
」
か
ら
中
ソ
関
係
の
悪
化
し
た

政
治
情
勢
の
変
化
に
よ
り
「
反
米
反
ソ
」
に
転
換
し
た
一
九
五
八
年
以
降
に
独
自
の
国
家
建

設
の
模
索
が
始
ま
っ
た
と
す
る
浜
口
氏
の
学
説
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
小
島
氏
の
中
国
文
化

を
主
体
と
し
た
西
洋
近
代
化
の
〝
つ
ま
み
食
い
〟
吸
収
説
も
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
は
、
一
九
四
九
年
の
新
中
国
建
国
以
前
か
ら
欧
米
へ
の
深
い
関
心
と
欧
米
文
化
の

全
面
的
吸
収
に
よ
る
独
自
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
理
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
毛
沢
東
は
次
の
よ
う
に
も
言
い
、
ア
メ
リ
カ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
食
品
検
査
法

の
改
良
方
法
に
つ
い
て
、「
ソ
ビ
エ
ト
に
学
べ
と
私
が
言
っ
た
と
て
、
大
小
便
の
仕
方
ま
で
ソ

ビ
エ
ト
か
ら
学
ぶ
必
要
は
な
い
、
ち
が
う
か
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
も
う
ソ
ビ
エ
ト
な
ん

か
か
ら
学
び
た
く
な
い
ぞ
、
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
学
び
た
い
」（
四
五
）
と
述
べ

て
い
る
。
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
両
方
か
ら
学
ぶ
必
要
性
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
だ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
社
会
主
義
国
の

指
導
者
と
し
て
は
型
破
り
の
親
米
発
言
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
浜
口
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
な

毛
沢
東
は
単
純
な
反
米
主
義
者
で
は
な
い
。
反
米
感
情
は
彼
の
半
面
に
過
ぎ
な
い
。 

以
上
、
毛
沢
東
は
中
国
の
発
展
の
た
め
に
は
、
社
会
主
義
国
・
ソ
連
と
資
本
主
義
国
・
ア

メ
リ
カ
の
両
方
か
ら
科
学
技
術
を
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
て
い
た
。
一
方
だ
け
に
与
し
な
い
、

両
面
思
考
の
で
き
る
中
国
人
の
典
型
的
存
在
で
あ
っ
た
。
文
革
中
に
毛
沢
東
に
よ
り
追
放
さ

れ
、
二
度
も
復
活
し
た
鄧
小
平
も
、
毛
沢
東
と
同
様
に
対
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
。 

李
氏
は
、「
一
九
六
一
年
三
月
に
は
じ
め
て
、
私
は
、
党
中
央
総
書
記
の
鄧
小
平
が
曽
希
聖

の
提
案
を
支
持
し
、
そ
の
政
治
的
経
歴
の
う
ち
も
っ
と
も
有
名
で
、
も
っ
と
も
悪
名
高
い
発

言
を
耳
に
し
た
。「
白
い
猫
だ
ろ
う
と
黒
い
猫
だ
ろ
う
と
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
。
鼠
を
と

る
の
は
よ
い
猫
で
あ
る
」
。
資
本
主
義
と
呼
ぼ
う
と
社
会
主
義
と
呼
ぼ
う
と
ど
ち
ら
で
も
よ
く

、
と
に
か
く
農
業
生
産
を
上
げ
る
こ
と
で
飢
饉
に
終
止
符
を
打
つ
の
が
鄧
小
平
の
最
優
先
目

標
だ
っ
た
」
（
四
六
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
や
後
継
者
の
鄧
小
平
等
の
中
国
の
最
高
指
導
者
は
、
柔
軟
な
両
面
思
考
方
法
を
持

っ
て
い
る
が
故
に
、
多
く
の
東
欧
の
社
会
主
義
国
が
衰
微
し
て
官
僚
主
義
的
社
会
主
義
国
家

が
解
体
し
て
行
く
な
か
で
、
開
放
路
線
後
の
中
国
は
社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
併
用
＝
一
国

二
制
度
論
を
導
入
し
て
、
一
層
の
経
済
発
展
し
て
い
く
国
で
あ
り
続
け
た
理
由
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
は
暫
く
置
き
、
で
は
毛
沢
東
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
外
国
文
化
を
中
国
文
化
の
発
展

の
た
め
に
吸
収
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
受
容
方
法
が
次
の
問
題
で
あ
る
。 

(
三) 
毛
沢
東
の
外
国
文
化
の
吸
収
方
法 

毛
沢
東
は
外
国
文
化
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。 

「
ソ
連
へ
の
不
満
、
そ
し
て
西
側
か
ら
学
ぶ
べ
き
必
要
を
し
き
り
に
話
題
し
た
。
中
国
文

 

 

て
も
、
ソ
連
は
中
国
の
「
偉
大
な
兄
弟
」
で
あ
り
、
わ
が
国
の
社
会
主
義
発
展
の
モ
デ
ル
で

あ
っ
た
。
中
ソ
両
国
は
最
も
緊
密
な
同
盟
国
で
あ
っ
た
。
が
、
毛
に
い
わ
す
れ
ば
、
実
際
の

両
国
関
係
は
皇
帝
と
臣
民
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
」
（
四
〇
）
と
も
言
っ
て
い
る
。 

李
氏
は
、「
い
ま
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
毛
沢
東
が
自
分
の
政
治
目
的
に
都
合
よ
く
合
致
す

る
な
ら
、
し
ば
し
ば
嘘
を
つ
く
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
の
だ
」（
四
一
）
と
言
う
よ
う
に
、「
毛

は
し
ば
し
ば
嘘
を
つ
く
人
間
」
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
事
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
肯

定
す
る
の
は
、
毛
が
中
国
の
ス
タ
ー
リ
ン
だ
か
ら
で
、
否
定
す
る
の
は
毛
の
中
国
共
産
党
を

軽
視
し
て
破
壊
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
否
定
、
孔
子
の
肯
定
と
否
定
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
肯
定
と
否
定
と

い
う
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
的
な
政
治
思
想
の
本
質
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
両
方
の
対
立

的
な
評
価
を
巧
み
に
使
い
分
け
る
「
対
の
思
想
」
―
両
面
思
考
の
本
質
の
現
れ
で
あ
る
。 

 

三 

社
会
主
義
国
家
建
設
理
論
と
対
の
思
想 

 

（
一
） 

中
国
の
現
状
認
識
と
外
国
文
化
の
受
容
方
法 

ま
ず
毛
沢
東
の
新
文
化
の
創
造
方
法
―
中
国
文
化
と
外
国
文
化
の
融
合
に
よ
る
新
文
化
の

創
造
―
に
つ
い
て
の
両
面
思
考
を
述
べ
た
い
。 

毛
沢
東
の
中
国
文
化
の
認
識
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
中
国
の
文
化
は
気
息
奄
々
の
状
況
に
あ

る
と
毛
は
信
じ
て
い
た
。
中
国
文
化
を
活
性
化
さ
せ
る
の
は
自
分
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
海
外
か
ら
学
ぶ
の
は
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
諸
外
国
の
知
識
を
中
国
の
状
況
に
生
か

す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
そ
の
成
果
を
こ
う
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
的

で
も
な
け
れ
ば
外
国
風
で
も
な
い
。
ロ
バ
で
も
な
け
れ
ば
馬
で
も
な
い
。
ラ
バ
さ
」(

四
二
）

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
毛
沢
東
の
理
想
の
新
中
国
像
は
、
中
国
（
ロ
バ
）
と
外
国
（
馬
）

の
両
者
の
血
が
同
程
度
に
混
ざ
っ
た
混
合
物
（
ラ
バ
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
李
氏
は
、「
主
席
は
私
に
対
し
て
つ
い
ぞ
「
近
代
化
」
な
る
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
彼
は
近
代
人
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
富
め
る
国
造
り
を
達
成
し
て

往
時
の
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
ば
か
り
語
り
つ
づ
け
た
。
反
逆
者
、
偶
像
破
壊
者
で
あ
り
な

が
ら
、
あ
え
て
中
国
を
改
造
し
て
、
偉
大
な
国
家
に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
、
自
分
な
り
の
〝
万

里
の
長
城
〟
を
築
い
て
や
ろ
う
、
と
い
う
気
概
で
あ
っ
た
。
お
の
れ
の
偉
大
さ
と
国
家
の
偉

大
さ
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
た
」(

四
三
）
と
言
う
。 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
は
近
代
人
的
思
考
を
し
て
お
ら
ず
、
外
国
文
化
を
吸
収
し
て
中
国
の
往

時
の
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
を
夢
見
る
人
物
で
あ
っ
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
小
島

氏
の
言
う
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
旧
来
そ
の
ま
ま
の
皇
帝
的
人
物
で
は
な
い
。
伝
統
的
文
化
を

破
壊
す
る
反
逆
者
で
あ
り
、
新
文
化
を
創
造
し
て
旧
中
国
の
栄
光
を
取
り
戻
す
気
概
を
持
つ

人
物
と
い
う
か
ら
、
古
来
よ
り
の
伝
統
文
化
の
擁
護
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て

小
島
氏
の
「
体
用
の
論
理
」
に
依
拠
し
た
外
国
文
化
の
吸
収
説
は
成
立
し
な
い
。
で
は
毛
沢

東
は
ど
の
様
な
外
国
文
化
を
学
び
、
中
国
文
化
の
新
発
展
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

(

二) 

毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
国
家
の
建
設
に
導
入
す
べ
き
モ
デ
ル 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
外
国
文
化
の
吸
収
方
法
に
つ
い
て
、 

「
社
会
主
義
は
毛
沢
東
に
と
っ
て
中
国
人
民
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
る
た
め

の
方
便
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
古
代
の
栄
光
を
回
復
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
創
造
的
刺
激
を
え
よ
う
と
す
れ
ば
ソ
連
に
顔
を
向
け
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
ソ
連
は
第
一
級
の
社
会
主
義
国
家
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
中
華
人
民
共

和
国
の
成
立
の
時
点
か
ら
中
国
は
「
一
方
の
側
に
寄
る
」
と
毛
は
主
張
し
て
い
た
か
ら
だ
。

ソ
連
は
中
国
の
新
政
府
が
見
習
う
べ
き
モ
デ
ル
だ
っ
た
。
が
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
は
つ

ね
に
中
国
的
な
特
質
を
も
っ
た
社
会
主
義
で
あ
り
、
ま
た
中
国
の
富
強
と
栄
光
の
た
め
の
、
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ま
た
中
国
文
化
の
覚
醒
の
た
め
の
社
会
主
義
で
あ
り
、
中
国
の
特
殊
性
が
創
造
的
に
生
か
さ

れ
る
社
会
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
諸
外
国
の
文
物
を
未
消
化
の
ま
ま
見
境
な
く

輸
入
し
た
り
、
そ
れ
を
た
だ
再
生
産
し
た
り
す
る
の
は
よ
く
な
い
、
と
い
う
の
が
毛
主
席
の

口
癖
だ
っ
た
。
主
席
は
一
度
と
し
て
ソ
連
型
の
社
会
主
義
を
無
批
判
、
無
修
正
の
ま
ま
で
中

国
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
初
め
て
面
談
し
た
そ
の
日

か
ら
、
主
席
は
欧
米
の
技
術
、
活
力
、
科
学
に
対
す
る
称
賛
の
念
を
持
ち
つ
づ
け
た
。「
一
方

の
側
に
寄
る
」
と
い
う
姿
勢
は
常
に
、
ソ
連
だ
け
が
活
性
化
を
学
習
す
べ
き
唯
一
の
潜
在
的

な
源
泉
で
な
い
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
四
四
）

と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
は
、
常
に
中
国
的
特
質
を
持
っ
た
社
会
主
義
で
あ
り
、
社
会
主
義

国
の
先
進
国
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
だ
け
が
、
中
国
が
学
ぶ
べ
き
唯
一
の
国
で
は
な
い
。
西
洋
、

特
に
ア
メ
リ
カ
の
先
進
文
化
を
学
ぶ
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
非
常
に
弾
力
的
発
想
を
し

て
お
り
、
硬
直
し
た
伝
統
的
な
社
会
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
は
、「
反
米
連
ソ
」
か
ら
中
ソ
関
係
の
悪
化
し
た

政
治
情
勢
の
変
化
に
よ
り
「
反
米
反
ソ
」
に
転
換
し
た
一
九
五
八
年
以
降
に
独
自
の
国
家
建

設
の
模
索
が
始
ま
っ
た
と
す
る
浜
口
氏
の
学
説
は
成
立
し
な
い
。
ま
た
小
島
氏
の
中
国
文
化

を
主
体
と
し
た
西
洋
近
代
化
の
〝
つ
ま
み
食
い
〟
吸
収
説
も
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

毛
沢
東
は
、
一
九
四
九
年
の
新
中
国
建
国
以
前
か
ら
欧
米
へ
の
深
い
関
心
と
欧
米
文
化
の

全
面
的
吸
収
に
よ
る
独
自
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
理
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
毛
沢
東
は
次
の
よ
う
に
も
言
い
、
ア
メ
リ
カ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
食
品
検
査
法

の
改
良
方
法
に
つ
い
て
、「
ソ
ビ
エ
ト
に
学
べ
と
私
が
言
っ
た
と
て
、
大
小
便
の
仕
方
ま
で
ソ

ビ
エ
ト
か
ら
学
ぶ
必
要
は
な
い
、
ち
が
う
か
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
も
う
ソ
ビ
エ
ト
な
ん

か
か
ら
学
び
た
く
な
い
ぞ
、
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
学
び
た
い
」（
四
五
）
と
述
べ

て
い
る
。
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
両
方
か
ら
学
ぶ
必
要
性
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
だ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
社
会
主
義
国
の

指
導
者
と
し
て
は
型
破
り
の
親
米
発
言
を
し
て
い
る
。
従
っ
て
浜
口
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
な

毛
沢
東
は
単
純
な
反
米
主
義
者
で
は
な
い
。
反
米
感
情
は
彼
の
半
面
に
過
ぎ
な
い
。 

以
上
、
毛
沢
東
は
中
国
の
発
展
の
た
め
に
は
、
社
会
主
義
国
・
ソ
連
と
資
本
主
義
国
・
ア

メ
リ
カ
の
両
方
か
ら
科
学
技
術
を
学
ぶ
必
要
性
を
述
べ
て
い
た
。
一
方
だ
け
に
与
し
な
い
、

両
面
思
考
の
で
き
る
中
国
人
の
典
型
的
存
在
で
あ
っ
た
。
文
革
中
に
毛
沢
東
に
よ
り
追
放
さ

れ
、
二
度
も
復
活
し
た
鄧
小
平
も
、
毛
沢
東
と
同
様
に
対
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
。 

李
氏
は
、「
一
九
六
一
年
三
月
に
は
じ
め
て
、
私
は
、
党
中
央
総
書
記
の
鄧
小
平
が
曽
希
聖

の
提
案
を
支
持
し
、
そ
の
政
治
的
経
歴
の
う
ち
も
っ
と
も
有
名
で
、
も
っ
と
も
悪
名
高
い
発

言
を
耳
に
し
た
。「
白
い
猫
だ
ろ
う
と
黒
い
猫
だ
ろ
う
と
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
。
鼠
を
と

る
の
は
よ
い
猫
で
あ
る
」
。
資
本
主
義
と
呼
ぼ
う
と
社
会
主
義
と
呼
ぼ
う
と
ど
ち
ら
で
も
よ
く

、
と
に
か
く
農
業
生
産
を
上
げ
る
こ
と
で
飢
饉
に
終
止
符
を
打
つ
の
が
鄧
小
平
の
最
優
先
目

標
だ
っ
た
」
（
四
六
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
や
後
継
者
の
鄧
小
平
等
の
中
国
の
最
高
指
導
者
は
、
柔
軟
な
両
面
思
考
方
法
を
持

っ
て
い
る
が
故
に
、
多
く
の
東
欧
の
社
会
主
義
国
が
衰
微
し
て
官
僚
主
義
的
社
会
主
義
国
家

が
解
体
し
て
行
く
な
か
で
、
開
放
路
線
後
の
中
国
は
社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
併
用
＝
一
国

二
制
度
論
を
導
入
し
て
、
一
層
の
経
済
発
展
し
て
い
く
国
で
あ
り
続
け
た
理
由
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
は
暫
く
置
き
、
で
は
毛
沢
東
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
外
国
文
化
を
中
国
文
化
の
発
展

の
た
め
に
吸
収
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
受
容
方
法
が
次
の
問
題
で
あ
る
。 

(

三) 

毛
沢
東
の
外
国
文
化
の
吸
収
方
法 

毛
沢
東
は
外
国
文
化
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
李
氏
に
述
べ
て
い
る
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「
ソ
連
へ
の
不
満
、
そ
し
て
西
側
か
ら
学
ぶ
べ
き
必
要
を
し
き
り
に
話
題
し
た
。
中
国
文
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の
「
偉
大
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兄
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で
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り
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わ
が
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の
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の
モ
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た
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中
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両
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最
も
緊
密
な
同
盟
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で
あ
っ
た
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に
い
わ
す
れ
ば
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実
際
の

両
国
関
係
は
皇
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と
臣
民
ど
こ
ろ
で
は
な
か
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た
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（
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）
と
も
言
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て
い
る
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氏
は
、「
い
ま
に
な
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て
は
じ
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て
、
毛
沢
東
が
自
分
の
政
治
目
的
に
都
合
よ
く
合
致
す

る
な
ら
、
し
ば
し
ば
嘘
を
つ
く
と
い
う
こ
と
に
気
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く
の
だ
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四
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と
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う
よ
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に
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は
し
ば
し
ば
嘘
を
つ
く
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間
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理
解
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こ
の
事
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
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る
の
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の
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ー
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だ
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ら
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の
は
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化
に
応
じ
て
両
方
の
対
立

的
な
評
価
を
巧
み
に
使
い
分
け
る
「
対
の
思
想
」
―
両
面
思
考
の
本
質
の
現
れ
で
あ
る
。 

 

三 

社
会
主
義
国
家
建
設
理
論
と
対
の
思
想 

 

（
一
） 

中
国
の
現
状
認
識
と
外
国
文
化
の
受
容
方
法 

ま
ず
毛
沢
東
の
新
文
化
の
創
造
方
法
―
中
国
文
化
と
外
国
文
化
の
融
合
に
よ
る
新
文
化
の

創
造
―
に
つ
い
て
の
両
面
思
考
を
述
べ
た
い
。 

毛
沢
東
の
中
国
文
化
の
認
識
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
中
国
の
文
化
は
気
息
奄
々
の
状
況
に
あ

る
と
毛
は
信
じ
て
い
た
。
中
国
文
化
を
活
性
化
さ
せ
る
の
は
自
分
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
海
外
か
ら
学
ぶ
の
は
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
諸
外
国
の
知
識
を
中
国
の
状
況
に
生
か

す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
そ
の
成
果
を
こ
う
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
的

で
も
な
け
れ
ば
外
国
風
で
も
な
い
。
ロ
バ
で
も
な
け
れ
ば
馬
で
も
な
い
。
ラ
バ
さ
」(

四
二
）

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
毛
沢
東
の
理
想
の
新
中
国
像
は
、
中
国
（
ロ
バ
）
と
外
国
（
馬
）

の
両
者
の
血
が
同
程
度
に
混
ざ
っ
た
混
合
物
（
ラ
バ
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
李
氏
は
、「
主
席
は
私
に
対
し
て
つ
い
ぞ
「
近
代
化
」
な
る
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
彼
は
近
代
人
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
富
め
る
国
造
り
を
達
成
し
て

往
時
の
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
ば
か
り
語
り
つ
づ
け
た
。
反
逆
者
、
偶
像
破
壊
者
で
あ
り
な

が
ら
、
あ
え
て
中
国
を
改
造
し
て
、
偉
大
な
国
家
に
仕
立
て
あ
げ
よ
う
、
自
分
な
り
の
〝
万

里
の
長
城
〟
を
築
い
て
や
ろ
う
、
と
い
う
気
概
で
あ
っ
た
。
お
の
れ
の
偉
大
さ
と
国
家
の
偉

大
さ
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
た
」(

四
三
）
と
言
う
。 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
は
近
代
人
的
思
考
を
し
て
お
ら
ず
、
外
国
文
化
を
吸
収
し
て
中
国
の
往

時
の
栄
光
を
取
り
戻
す
こ
と
を
夢
見
る
人
物
で
あ
っ
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
小
島

氏
の
言
う
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
旧
来
そ
の
ま
ま
の
皇
帝
的
人
物
で
は
な
い
。
伝
統
的
文
化
を

破
壊
す
る
反
逆
者
で
あ
り
、
新
文
化
を
創
造
し
て
旧
中
国
の
栄
光
を
取
り
戻
す
気
概
を
持
つ

人
物
と
い
う
か
ら
、
古
来
よ
り
の
伝
統
文
化
の
擁
護
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て

小
島
氏
の
「
体
用
の
論
理
」
に
依
拠
し
た
外
国
文
化
の
吸
収
説
は
成
立
し
な
い
。
で
は
毛
沢

東
は
ど
の
様
な
外
国
文
化
を
学
び
、
中
国
文
化
の
新
発
展
を
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

(

二) 

毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
国
家
の
建
設
に
導
入
す
べ
き
モ
デ
ル 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
外
国
文
化
の
吸
収
方
法
に
つ
い
て
、 

「
社
会
主
義
は
毛
沢
東
に
と
っ
て
中
国
人
民
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
る
た
め

の
方
便
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
古
代
の
栄
光
を
回
復
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
創
造
的
刺
激
を
え
よ
う
と
す
れ
ば
ソ
連
に
顔
を
向
け
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
ソ
連
は
第
一
級
の
社
会
主
義
国
家
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
中
華
人
民
共

和
国
の
成
立
の
時
点
か
ら
中
国
は
「
一
方
の
側
に
寄
る
」
と
毛
は
主
張
し
て
い
た
か
ら
だ
。

ソ
連
は
中
国
の
新
政
府
が
見
習
う
べ
き
モ
デ
ル
だ
っ
た
。
が
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
観
は
つ

ね
に
中
国
的
な
特
質
を
も
っ
た
社
会
主
義
で
あ
り
、
ま
た
中
国
の
富
強
と
栄
光
の
た
め
の
、
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の
か
ね
？ 

と
こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
の
創
設
し
た
宗
教
は
今
日
ま
で
生
き
つ
づ
け
て
お
る
じ

ゃ
な
い
か
。
・
・
・
」
（
三
五
）
と
、
述
べ
た
と
言
う
。 

し
か
し
他
方
、
毛
沢
東
は
孔
子
を
否
定
す
る
。
李
氏
は
、「
毛
は
そ
う
し
た
奴
隷
根
性
を
中

国
の
儒
教
的
な
過
去
に
ま
で
跡
づ
け
て
い
っ
た
。
中
国
人
は
孔
子
を
畏
敬
す
る
あ
ま
り
、
そ

の
実
名
の
か
わ
り
に
「
賢
人
」
と
い
う
敬
称
で
呼
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。・
・
・
孔
子

主
義
は
過
去
に
お
い
て
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
た
。
い
ま
は
マ
ル
ク
ス
主
義
が
創
造
性
を
窒
息

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
三
六
）
と
、
毛
沢
東
は
金
貨
玉
条
的
に
偉
大
な
思
想
と
し
て
教
条

的
に
尊
敬
す
る
こ
と
は
、
新
思
想
の
発
展
と
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
る
害
毒
だ
と
述
べ
て
い
た

と
言
う
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
孔
子
に
つ
い
て
肯
定
と
否
定
の
両
面
的
発
言
を
し
て
い
る
。 

（
三
） 

ス
タ
ー
リ
ン
の
肯
定
と
否
定 

ス
タ
ー
リ
ン
の
肯
定
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
こ
そ
中
国
の
ス
タ
ー
リ
ン
で
あ
り
、
そ

れ
に
気
づ
か
な
い
者
は
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
言
い
、
ま
た
「
当
の
毛
に
す
れ
ば
、

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
同
意
す
る
の
は
、
自
分
へ
の
批
判
も
同
じ
よ
う
に
容
認
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
を
容
認
す
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
断
じ
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

っ
た
、
一
九
五
三
年
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
ん
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
後
継
者
に
な
っ
た
と
き
、

毛
沢
東
は
こ
の
人
事
を
歓
迎
し
た
。
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー
リ
批
判
後
、
毛
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に

激
し
い
敵
意
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
ソ
連
の
新
し
い
指
導
者
は
不
動
の
忠
誠
心
と
い
う
革
命

的
倫
理
の
根
本
教
義
を
侵
犯
す
る
も
の
だ
と
確
信
す
る
に
い
た
っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
後

継
者
に
な
れ
た
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
お
か
げ
で
は
な
か
っ
た
か
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
今
日
の

彼
を
あ
ら
し
め
た
恩
人
に
矢
を
向
け
た
の
で
あ
る
」（
三
七
）
と
、
毛
沢
東
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

を
激
し
く
非
難
し
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
、「
毛
沢
東
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
帝
国
主
義
陣
営
の
ア
メ

リ
カ
に
と
っ
て
思
う
壺
だ
と
し
た
。
・
・
・
「
ソ
連
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
攻
撃
し
て
も
、
わ
れ
わ

れ
は
そ
ん
な
真
似
は
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
支
持

し
つ
づ
け
て
や
る
」
・
・
・
」
と
毛
沢
東
は
言
っ
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
で
は
共
通
し
て
い
た
故
に
、
李
氏
は
、「
マ
ル
ク
ス
は

い
ま
や
新
し
い
孔
子
で
あ
り
、
中
国
の
能
力
を
麻
痺
さ
せ
て
、
国
家
が
前
進
す
る
の
を
妨
げ

て
い
る
。
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
毛
嫌
い
し
つ
つ
も
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
し
た
の
は

正
し
い
と
思
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
正
し
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
さ
と
っ
て
お
り
、
社
会
主
義
の
理
論
と
実
践
と
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
勇
往
邁
進
し
た
」（

三
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
高
く
ス
タ
ー
リ
ン
を
評
価
し
て
い
た
と
言
う
。 

他
方
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
否
定
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
し
か
し
非
ス
タ
ー
リ
ン
化
を
受
け
入
れ

用
と
し
な
い
毛
の
態
度
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
へ
の
関
心
と
何
の
か
か
わ
り
も
な
か
っ
た
。
じ
つ

の
と
こ
ろ
、
彼
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
さ
げ
す
さ
ん
で
い
た
。
毛
沢
東
の
口
か
ら
じ
か
に
ス
タ
ー

リ
ン
と
の
長
い
関
係
や
、
ふ
た
り
の
あ
い
だ
は
決
し
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

聞
か
さ
れ
て
、
私
は
非
常
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。・
・
・
い
ま
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
毛
沢

東
が
自
分
の
政
治
目
的
に
都
合
よ
く
合
致
す
る
な
ら
、
し
ば
し
ば
嘘
を
つ
く
と
い
う
こ
と
に

気
づ
く
の
だ
」（
三
八
）
と
、
李
氏
は
、
毛
沢
東
は
自
分
の
政
治
目
的
に
合
致
す
れ
ば
よ
く
嘘

を
つ
く
人
物
だ
、
と
酷
評
し
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
、「
毛
は
党
初
期
の
破
滅
的
な
損
害
を
ス
タ
ー
リ
ン
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
せ
い

に
し
た
。・
・
・
毛
は
ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
第
二
次
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
の
前
に

拝
跪
し
た
と
非
難
し
た
。・
・
・
国
共
間
の
内
戦
中
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
何
一
つ
援
助
し
て
く
れ

ず
、
共
産
軍
に
一
挺
の
銃
も
一
発
の
弾
も
、
毛
に
い
わ
せ
れ
ば
そ
れ
こ
そ
「
屁
ひ
と
つ
」
く

れ
る
こ
と
さ
え
拒
絶
し
た
」（
三
九
）
と
、
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
極
端
に
毛
嫌
い
す
る
評

価
を
し
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
の
断
言
に
私
を
仰
天
さ
せ
た
。
あ
ら
ゆ
る
公
的
な
文
書
類
を
見

 

 

ソ
連
側
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
修
正
主
義
論
で
あ
る
と
の
断
定
へ
の
、
毛
沢
東
の
深
い

不
快
感
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
毛
沢
東
は
自
己
の
二
つ
の
自
慢
の
著
書
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク

ス
主
義
を
創
造
的
に
発
展
さ
せ
る
政
治
理
論
と
し
て
位
置
付
け
を
意
図
し
て
い
た
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、『
実
践
論
』
と
『
矛
盾
論
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
と
現
実
の
中
国
と
の
統
合
物
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義(

普
遍
的
原
理)

と
中
国
の
現
実

(

特
殊
性)

を
統
合
し
た
新
し
い
哲
学
思
想
で
あ
る
こ
と
に
自
負
し
て
い
る
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
金
谷
氏
は
、「
毛
沢
東
の
矛
盾
論
は
本
当
の
矛
盾
で
は
な
い
」
と
言
う
西

洋
哲
学
者
の
批
判
を
引
用
し
て
、
矛
盾
物
の
弁
証
法
的
統
一
的
理
解
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
・
レ

ー
ニ
ン
主
義
＝
西
洋
哲
学
で
は
理
解
で
き
な
い
、
中
国
独
特
の
自
己
分
裂
的
思
考
で
あ
る
「
対

の
思
想
」
よ
り
由
来
す
る
矛
盾
関
係
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
三
〇
）。
従
っ
て
同
氏
の
論
理
を

敷
衍
・
展
開
す
れ
ば
、
毛
沢
東
の
思
想
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
肯
定
と
否
定
、
マ
ル
ク
ス
の
肯

定
と
否
定
、
中
国
の
伝
統
思
想
ー
孔
子
の
肯
定
と
否
定
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

（
一
）
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
否
定 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
マ
ル
ク
ス
の
肯
定
に
つ
い
て
は
、「
し
か
し
他
方
で
は
、
慎
重
な
態
度

を
説
い
た
り
す
る
者
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
ま
た
も
や
攻
撃
を
か
け
て
批
判
し
、
一
同
に
分
か

る
よ
う
な
言
葉
で
、「
急
進
な
前
進
」
と
い
う
主
張
に
反
対
す
る
者
は
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
右
派
分
子
な
る
ぞ
と
論
じ
た
」
（
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

ま
た
李
氏
は
、「
き
ら
い
だ
か
ら
と
い
っ
て
党
の
最
高
指
導
者
た
ち
を
あ
っ
さ
り
追
放
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
毛
に
は
も
は
や
そ
れ
だ
け
の
権
力
が
な
か
っ
た
。
中

国
の
あ
ら
ゆ
る
指
導
者
た
ち
と
同
じ
く
毛
も
ま
た
自
分
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
マ

ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
を
必
要
と
し
た
の
だ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
に
よ
っ
て
た
て
ば
、

あ
る
い
は
追
放
し
た
い
と
思
う
相
手
に
向
け
て
人
民
大
衆
を
動
員
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

（
三
二
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
援
用
し
な
け
れ
ば
、
自
己
の
政

治
的
立
場
を
正
当
化
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。 

他
方
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
に
つ
い
て
は
、「
マ
ル
ク
ス
は
い
ま
や
新
し
い
孔
子
で
あ
り

、
中
国
の
能
力
を
麻
痺
さ
せ
て
、
国
家
が
前
進
す
る
の
を
妨
げ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
ス
タ
ー

リ
ン
を
毛
嫌
い
し
つ
つ
も
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
し
た
の
は
正
し
い
と
思
っ
た
。
ス
タ
ー

リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
正
し
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ
と
っ
て
お
り
、
社
会

主
義
の
理
論
と
実
践
と
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
勇
往
邁
進
し
た
」（
三
三
）
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
を
賛
美
し
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
、「
毛
は
そ
う
し
た
奴
隷
根
性
を
中
国
の
儒
教
的
な
過
去
に
ま
で
跡
づ
け
て
い

っ
た
。
中
国
人
は
孔
子
を
畏
敬
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
実
名
の
か
わ
り
に
「
賢
人
」
と
い
う
敬

称
で
呼
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。・
・
・
孔
子
主
義
は
過
去
に
お
い
て
創
造
性
を
窒
息
さ

せ
た
。
い
ま
は
マ
ル
ク
ス
主
義
が
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
三
三
）
と
述
べ

て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
孔
子
と
同
じ
よ
う
に
思
想
の
創
造
的
発
展
を
硬
直

化
さ
せ
る
教
条
主
義
理
論
と
位
置
付
け
て
、
肯
定
と
否
定
と
い
う
両
面
的
評
価
を
し
て
い
る
。 

野
村
浩
一
氏
は
、「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
い
う
、
い
わ
ば
中
国
に
と
っ
て
は
ま
っ

た
く
の
外
発
的
な
発
想
と
、
そ
し
て
毛
沢
東
の
思
想
―
か
れ
自
身
が
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る｢

私
は
土
着
哲
学
だ｣

と
言
う
、
そ
の
思
想
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
」（
三
四
）
と
、
毛
沢
東
に
は
外
発
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
と
内
発
的
な
土
着
思
想
が

あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
野
村
氏
の
疑
問
で
あ
る
二
つ
の
関
係
は
、
以
上
に
述
べ
た

毛
沢
東
自
身
の
言
説
か
ら
見
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
教
条
主
義
に
反
対
す
る
故
の
否

定
と
言
う
ー
「
対
の
思
想
」
の
論
理
で
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

（
二
） 

孔
子
の
肯
定
と
否
定 

 

孔
子
の
肯
定
に
つ
い
て
李
氏
は
、
毛
沢
東
は
「
孔
子
が
思
想
の
新
し
い
学
派
を
打
ち
だ
し
、

弟
子
を
集
め
た
の
は
二
十
三
の
と
き
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
ど
ん
な
教
育
を
う
け
た
と
い
う
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の
か
ね
？ 

と
こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
の
創
設
し
た
宗
教
は
今
日
ま
で
生
き
つ
づ
け
て
お
る
じ

ゃ
な
い
か
。
・
・
・
」
（
三
五
）
と
、
述
べ
た
と
言
う
。 

し
か
し
他
方
、
毛
沢
東
は
孔
子
を
否
定
す
る
。
李
氏
は
、「
毛
は
そ
う
し
た
奴
隷
根
性
を
中

国
の
儒
教
的
な
過
去
に
ま
で
跡
づ
け
て
い
っ
た
。
中
国
人
は
孔
子
を
畏
敬
す
る
あ
ま
り
、
そ

の
実
名
の
か
わ
り
に
「
賢
人
」
と
い
う
敬
称
で
呼
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。・
・
・
孔
子

主
義
は
過
去
に
お
い
て
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
た
。
い
ま
は
マ
ル
ク
ス
主
義
が
創
造
性
を
窒
息

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
三
六
）
と
、
毛
沢
東
は
金
貨
玉
条
的
に
偉
大
な
思
想
と
し
て
教
条

的
に
尊
敬
す
る
こ
と
は
、
新
思
想
の
発
展
と
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
る
害
毒
だ
と
述
べ
て
い
た

と
言
う
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
孔
子
に
つ
い
て
肯
定
と
否
定
の
両
面
的
発
言
を
し
て
い
る
。 

（
三
） 

ス
タ
ー
リ
ン
の
肯
定
と
否
定 

ス
タ
ー
リ
ン
の
肯
定
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
こ
そ
中
国
の
ス
タ
ー
リ
ン
で
あ
り
、
そ

れ
に
気
づ
か
な
い
者
は
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
言
い
、
ま
た
「
当
の
毛
に
す
れ
ば
、

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
同
意
す
る
の
は
、
自
分
へ
の
批
判
も
同
じ
よ
う
に
容
認
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
を
容
認
す
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
断
じ
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

っ
た
、
一
九
五
三
年
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
ん
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
後
継
者
に
な
っ
た
と
き
、

毛
沢
東
は
こ
の
人
事
を
歓
迎
し
た
。
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー
リ
批
判
後
、
毛
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に

激
し
い
敵
意
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
ソ
連
の
新
し
い
指
導
者
は
不
動
の
忠
誠
心
と
い
う
革
命

的
倫
理
の
根
本
教
義
を
侵
犯
す
る
も
の
だ
と
確
信
す
る
に
い
た
っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
後

継
者
に
な
れ
た
の
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
お
か
げ
で
は
な
か
っ
た
か
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
今
日
の

彼
を
あ
ら
し
め
た
恩
人
に
矢
を
向
け
た
の
で
あ
る
」（
三
七
）
と
、
毛
沢
東
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

を
激
し
く
非
難
し
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
、「
毛
沢
東
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
帝
国
主
義
陣
営
の
ア
メ

リ
カ
に
と
っ
て
思
う
壺
だ
と
し
た
。
・
・
・
「
ソ
連
が
ス
タ
ー
リ
ン
を
攻
撃
し
て
も
、
わ
れ
わ

れ
は
そ
ん
な
真
似
は
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
支
持

し
つ
づ
け
て
や
る
」
・
・
・
」
と
毛
沢
東
は
言
っ
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
で
は
共
通
し
て
い
た
故
に
、
李
氏
は
、「
マ
ル
ク
ス
は

い
ま
や
新
し
い
孔
子
で
あ
り
、
中
国
の
能
力
を
麻
痺
さ
せ
て
、
国
家
が
前
進
す
る
の
を
妨
げ

て
い
る
。
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
毛
嫌
い
し
つ
つ
も
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
し
た
の
は

正
し
い
と
思
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
正
し
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
さ
と
っ
て
お
り
、
社
会
主
義
の
理
論
と
実
践
と
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
勇
往
邁
進
し
た
」（

三
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
高
く
ス
タ
ー
リ
ン
を
評
価
し
て
い
た
と
言
う
。 

他
方
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
否
定
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
し
か
し
非
ス
タ
ー
リ
ン
化
を
受
け
入
れ

用
と
し
な
い
毛
の
態
度
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
へ
の
関
心
と
何
の
か
か
わ
り
も
な
か
っ
た
。
じ
つ

の
と
こ
ろ
、
彼
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
さ
げ
す
さ
ん
で
い
た
。
毛
沢
東
の
口
か
ら
じ
か
に
ス
タ
ー

リ
ン
と
の
長
い
関
係
や
、
ふ
た
り
の
あ
い
だ
は
決
し
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

聞
か
さ
れ
て
、
私
は
非
常
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。・
・
・
い
ま
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
毛
沢

東
が
自
分
の
政
治
目
的
に
都
合
よ
く
合
致
す
る
な
ら
、
し
ば
し
ば
嘘
を
つ
く
と
い
う
こ
と
に

気
づ
く
の
だ
」（
三
八
）
と
、
李
氏
は
、
毛
沢
東
は
自
分
の
政
治
目
的
に
合
致
す
れ
ば
よ
く
嘘

を
つ
く
人
物
だ
、
と
酷
評
し
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
、「
毛
は
党
初
期
の
破
滅
的
な
損
害
を
ス
タ
ー
リ
ン
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
せ
い

に
し
た
。・
・
・
毛
は
ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
第
二
次
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
の
前
に

拝
跪
し
た
と
非
難
し
た
。・
・
・
国
共
間
の
内
戦
中
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
何
一
つ
援
助
し
て
く
れ

ず
、
共
産
軍
に
一
挺
の
銃
も
一
発
の
弾
も
、
毛
に
い
わ
せ
れ
ば
そ
れ
こ
そ
「
屁
ひ
と
つ
」
く

れ
る
こ
と
さ
え
拒
絶
し
た
」（
三
九
）
と
、
毛
沢
東
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
極
端
に
毛
嫌
い
す
る
評

価
を
し
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
の
断
言
に
私
を
仰
天
さ
せ
た
。
あ
ら
ゆ
る
公
的
な
文
書
類
を
見

 

 

ソ
連
側
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
修
正
主
義
論
で
あ
る
と
の
断
定
へ
の
、
毛
沢
東
の
深
い

不
快
感
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
毛
沢
東
は
自
己
の
二
つ
の
自
慢
の
著
書
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク

ス
主
義
を
創
造
的
に
発
展
さ
せ
る
政
治
理
論
と
し
て
位
置
付
け
を
意
図
し
て
い
た
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、『
実
践
論
』
と
『
矛
盾
論
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ

ン
主
義
と
現
実
の
中
国
と
の
統
合
物
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義(

普
遍
的
原
理)

と
中
国
の
現
実

(

特
殊
性)

を
統
合
し
た
新
し
い
哲
学
思
想
で
あ
る
こ
と
に
自
負
し
て
い
る
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
金
谷
氏
は
、「
毛
沢
東
の
矛
盾
論
は
本
当
の
矛
盾
で
は
な
い
」
と
言
う
西

洋
哲
学
者
の
批
判
を
引
用
し
て
、
矛
盾
物
の
弁
証
法
的
統
一
的
理
解
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
・
レ

ー
ニ
ン
主
義
＝
西
洋
哲
学
で
は
理
解
で
き
な
い
、
中
国
独
特
の
自
己
分
裂
的
思
考
で
あ
る
「
対

の
思
想
」
よ
り
由
来
す
る
矛
盾
関
係
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
三
〇
）。
従
っ
て
同
氏
の
論
理
を

敷
衍
・
展
開
す
れ
ば
、
毛
沢
東
の
思
想
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
肯
定
と
否
定
、
マ
ル
ク
ス
の
肯

定
と
否
定
、
中
国
の
伝
統
思
想
ー
孔
子
の
肯
定
と
否
定
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

（
一
）
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
否
定 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
マ
ル
ク
ス
の
肯
定
に
つ
い
て
は
、「
し
か
し
他
方
で
は
、
慎
重
な
態
度

を
説
い
た
り
す
る
者
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
ま
た
も
や
攻
撃
を
か
け
て
批
判
し
、
一
同
に
分
か

る
よ
う
な
言
葉
で
、「
急
進
な
前
進
」
と
い
う
主
張
に
反
対
す
る
者
は
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
右
派
分
子
な
る
ぞ
と
論
じ
た
」
（
三
一
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

ま
た
李
氏
は
、「
き
ら
い
だ
か
ら
と
い
っ
て
党
の
最
高
指
導
者
た
ち
を
あ
っ
さ
り
追
放
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
毛
に
は
も
は
や
そ
れ
だ
け
の
権
力
が
な
か
っ
た
。
中

国
の
あ
ら
ゆ
る
指
導
者
た
ち
と
同
じ
く
毛
も
ま
た
自
分
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
マ

ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
を
必
要
と
し
た
の
だ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
倫
理
に
よ
っ
て
た
て
ば
、

あ
る
い
は
追
放
し
た
い
と
思
う
相
手
に
向
け
て
人
民
大
衆
を
動
員
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

（
三
二
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
援
用
し
な
け
れ
ば
、
自
己
の
政

治
的
立
場
を
正
当
化
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。 

他
方
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
に
つ
い
て
は
、「
マ
ル
ク
ス
は
い
ま
や
新
し
い
孔
子
で
あ
り

、
中
国
の
能
力
を
麻
痺
さ
せ
て
、
国
家
が
前
進
す
る
の
を
妨
げ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
ス
タ
ー

リ
ン
を
毛
嫌
い
し
つ
つ
も
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
批
判
を
し
た
の
は
正
し
い
と
思
っ
た
。
ス
タ
ー

リ
ン
は
マ
ル
ク
ス
が
常
に
正
し
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ
と
っ
て
お
り
、
社
会

主
義
の
理
論
と
実
践
と
を
発
展
さ
せ
る
べ
く
勇
往
邁
進
し
た
」（
三
三
）
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
の

マ
ル
ク
ス
主
義
の
否
定
を
賛
美
し
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
、「
毛
は
そ
う
し
た
奴
隷
根
性
を
中
国
の
儒
教
的
な
過
去
に
ま
で
跡
づ
け
て
い

っ
た
。
中
国
人
は
孔
子
を
畏
敬
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
実
名
の
か
わ
り
に
「
賢
人
」
と
い
う
敬

称
で
呼
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。・
・
・
孔
子
主
義
は
過
去
に
お
い
て
創
造
性
を
窒
息
さ

せ
た
。
い
ま
は
マ
ル
ク
ス
主
義
が
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
三
三
）
と
述
べ

て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
孔
子
と
同
じ
よ
う
に
思
想
の
創
造
的
発
展
を
硬
直

化
さ
せ
る
教
条
主
義
理
論
と
位
置
付
け
て
、
肯
定
と
否
定
と
い
う
両
面
的
評
価
を
し
て
い
る
。 

野
村
浩
一
氏
は
、「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
い
う
、
い
わ
ば
中
国
に
と
っ
て
は
ま
っ

た
く
の
外
発
的
な
発
想
と
、
そ
し
て
毛
沢
東
の
思
想
―
か
れ
自
身
が
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る｢

私
は
土
着
哲
学
だ｣

と
言
う
、
そ
の
思
想
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
」（
三
四
）
と
、
毛
沢
東
に
は
外
発
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
と
内
発
的
な
土
着
思
想
が

あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
の
野
村
氏
の
疑
問
で
あ
る
二
つ
の
関
係
は
、
以
上
に
述
べ
た

毛
沢
東
自
身
の
言
説
か
ら
見
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
肯
定
と
教
条
主
義
に
反
対
す
る
故
の
否

定
と
言
う
ー
「
対
の
思
想
」
の
論
理
で
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

（
二
） 
孔
子
の
肯
定
と
否
定 

 

孔
子
の
肯
定
に
つ
い
て
李
氏
は
、
毛
沢
東
は
「
孔
子
が
思
想
の
新
し
い
学
派
を
打
ち
だ
し
、

弟
子
を
集
め
た
の
は
二
十
三
の
と
き
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
は
ど
ん
な
教
育
を
う
け
た
と
い
う
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仲
裁
に
乗
り
だ
し
て
調
停
役
を
演
じ
な
が
ら
常
に
安
定
性
を
欠
く
束
の
間
の
均
衡
に
ひ
き
も

う
ど
そ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

部
下
を
常
に
互
い
に
対
立
さ
せ
て
お
り
、
協
調
し
て
陰
謀
を
働
か
せ
な
い
よ
う
に
個
別
人

身
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
混
乱
に
陥
る
と
対
立
者
の
調
停
役
を
し
て
、
毛
沢
東

へ
の
忠
誠
を
尽
く
さ
せ
る
、
対
立
と
協
力
と
い
う
ー
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
て
、
毛
沢
東

は
側
近
た
ち
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

次
に
毛
沢
東
の
政
敵
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

李
氏
は
、「
毛
沢
東
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、
主
席
は
政
敵
に
寛
大
で
あ
り
、
改
心
の

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
る
と
本
気
に
思
う
の
で
あ
っ
た
。
毛
が
政
敵
や
反
対
者
を
殺
す
気
が

な
い
と
語
っ
た
と
き
、
私
は
心
か
ら
彼
を
信
じ
た
。
だ
か
ら
、
私
は
毛
主
席
を
支
持
し
、
反

右
派
運
動
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
善
で
あ
り
、
共
産
党
も
善
だ
っ
た
。
彼
ら
は

中
国
を
救
っ
た
の
で
あ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
政
敵
や
反
対
者
を
た
だ
ち
に
殺
さ
な
か
っ
た

の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
思
想
改
造
」
「
労
働
改
造
」
に
と
も
な
う
肉
体
的
、

精
神
的
な
辛
酸
は
し
ば
し
ば
拷
問
に
ひ
と
し
い
ゆ
る
や
か
で
痛
ま
し
い
死
を
意
味
し
た
」（
二

六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
政
敵
へ
の
対
応
は
、
寛
容
と
拷
問
と
い
う
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
両
面
思
考
は
、
経
済
目
標
の
実
現
方

法
に
も
見
え
て
い
る
。 

李
氏
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
毛
沢
東
は
党
を
ま
と
め
る
の
に
叱
咤
す
る
か
と
思
え
ば
な

だ
め
す
か
し
、
あ
る
い
は
い
び
る
。・
・
・
・
が
、
そ
ん
な
会
議
が
閉
幕
す
る
た
び
ご
と
に
農

産
物
や
工
業
製
品
の
増
産
目
標
は
き
ま
っ
て
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
二
七
）
と
言
っ

て
い
る
。
毛
沢
東
の
生
産
目
標
実
現
の
手
法
は
、
叱
咤
激
励
と
な
だ
め
る
と
い
う
、
お
よ
そ

逆
な
手
を
使
う
、「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

二 

政
治
思
想
理
論
と
対
の
思
想 

 

毛
沢
東
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
実
践
論
』
と
『
矛
盾
論
』
は
、「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
と
中
国
の
置
か
れ
て
い
る
現
実
の
特
殊
性
と
の
統
合
物
」
と
い
う
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の

中
国
に
お
け
る
創
造
的
発
展
を
目
指
し
て
書
き
上
げ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
李
氏
と

の
初
対
面
で
、
『
実
践
論
』
と
『
矛
盾
論
』
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

「
当
時
の
私
は
、
わ
れ
わ
れ
の
革
命
的
な
経
験
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
原
理
と
中
国
の
具
体

的
な
現
実
と
の
統
合
に
よ
っ
て
要
約
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
こ
の
よ
う
な
ふ

た
つ
の
論
文
を
か
い
た
の
だ
」（
二
八
）
と
い
う
。
毛
沢
東
の
二
つ
の
著
作
に
つ
い
て
李
氏
は
、

毛
沢
東
自
身
の
感
想
と
ソ
連
側
の
反
応
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
毛
沢
東
が
自
分
で
こ
の
両
論
文
を
い
か
に
重
要
視
し
て
い
る
か
が
と
く
と
わ
か
っ
た
。

両
論
文
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
哲
学
的
発
展
―
「
中
国
の
特
殊
性
を
持
っ
た
社
会

主
義
」
の
論
述
―
に
対
す
る
大
き
な
貢
献
と
毛
は
確
信
し
て
い
た
の
だ
っ
た
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ソ
連
側
は
両
論
文
に
対
し
そ
の
よ
う
な
名
誉
を
与
え
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
ソ
連
側
は

修
正
主
義
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
て
し
ま
っ
た
。
耳
に
し
た
噂
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
一

九
五
三
年
に
ソ
連
の
著
名
な
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
哲
学
者
Ｐ
・
Ｆ
・
ユ
ー
ジ
ン
を

北
京
駐
在
の
ソ
連
大
使
に
任
命
し
、
毛
沢
東
の
思
想
を
研
究
し
て
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
に

沿
う
も
の
か
ど
う
か
報
告
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
主
席
は
し
ば
し
ば
ユ
ー
ジ
ン
を
た
ず
ね
て

夜
遅
く
ま
で
論
争
し
た
が
、
大
使
は
毛
沢
東
の
考
え
方
を
し
つ
こ
い
ま
で
は
ね
つ
け
た
。
主

席
は
面
白
く
な
か
っ
た
。「
哲
学
は
本
当
に
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
で
頂
点
に
到
達
し
た
の
か
」
。

彼
は
と
き
た
ま
声
高
に
そ
う
い
ぶ
か
る
の
だ
っ
た
。「
中
国
の
革
命
的
経
験
を
織
り
込
む
こ
と

で
新
し
い
哲
学
思
想
を
み
出
せ
る
の
で
は
な
ら
ろ
う
か
」・
・
・
」（
二
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

 

上
々
の
健
康
状
態
が
つ
づ
い
た
。
毛
沢
東
は
自
分
が
い
ざ
政
治
的
攻
撃
の
的
に
な
る
と
、
し

ば
し
ば
ベ
ッ
ド
に
難
を
避
け
た
し
、
ま
た
病
気
を
よ
く
政
治
操
作
の
手
妻
に
つ
か
っ
た
。
主

席
の
健
康
と
中
国
政
治
は
な
い
ま
ぜ
に
絡
み
あ
っ
て
い
た
」
（
二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
政
治
戦
術
は
、
活
躍
時
は
健
康
で
あ
り
、
被
攻
撃
時
に
は
病
気
を
装

う
と
い
う
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
利
用
し
た
も
の
だ
っ
た
、
と
言
う
。 

 

ま
た
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
と
い
う
人
物
は
、
人
は
よ
く
陰
謀
を
た
く
ら
む
と
非
難
す
る
が
、

何
を
隠
そ
う
ご
当
人
こ
そ
超
一
流
の
権
謀
術
数
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
二
一
）
と
述
べ
て
い

る
。
毛
沢
東
は
、
陰
謀
に
つ
い
て
も
、
他
人
へ
の
非
難
と
自
己
の
正
当
化
と
い
う
、「
対
の
思

想
」
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
の
奴
隷
的
人
物
で
あ
っ
た
周
恩
来
が
追
放
さ
れ
ず
、
政
治
理
想
を
異
に
す
る,

劉
少
奇
・
鄧
小
平
が
追
放
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、「
最
初
の
う
ち
、
時
と
し
て
主
席
と
意
見

を
異
に
し
た
最
高
指
導
部
の
者
が
追
放
さ
れ
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
毛
は
そ
う
し
た
怨
恨
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
戦
友
で
あ
れ
後
輩
で
あ
れ
そ
の
忠
誠
心

が
薄
れ
た
と
み
て
と
り
、
そ
の
政
治
的
タ
イ
ミ
ン
グ
も
熟
し
た
と
判
断
す
る
や
、
一
瞬
の
躊

躇
も
な
く
革
命
の
元
老
で
さ
え
切
り
す
て
た
」
（
二
二
）
と
、
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
へ
の
忠
誠
心
の
有
無
が
、
政
治
権
力
よ
り
の
追
放
の
有
無
を
左
右
し
た
の
で
あ
り
、

毛
沢
東
の
人
事
に
は
忠
誠
心
の
有
無
と
い
う
「
対
の
思
想
」
が
機
能
し
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
に
は
、
共
産
党
幹
部
の
政
治
人
事
に
お
い
て
、
自
分
に
忠
誠
心
が
有

る
か
否
か
、
ま
た
政
治
的
に
利
用
で
き
る
人
物
で
有
る
か
否
か
が
、
非
常
に
重
要
な
関
心
事

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

東
北
行
政
委
員
会
主
席
（
政
治
局
員
）
で
あ
り
、
一
九
五
四
年
に
「
反
党
連
盟
」
を
結
成

し
た
と
告
発
さ
れ
た
の
ち
自
殺
し
た
高
崗
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
李
氏
に
、「
高
崗
の
性
的
冒

険
な
ん
か
、
ほ
ん
と
う
は
さ
し
た
る
大
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
重
大
な
政
治
誤
謬
を
お
か
し
さ

え
し
な
か
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
問
題
に
も
し
な
か
た
ろ
う
。
た
と
え
政
治
的
誤
謬
を
お
か

し
た
と
し
て
も
徹
底
的
に
自
分
の
過
ち
を
告
白
さ
え
し
て
お
っ
た
な
ら
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る

人
物
だ
っ
た
の
に
」
（
二
三
）
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。 

毛
沢
東
は
、
高
崗
に
対
し
て
非
難
と
許
容
と
い
う
両
面
思
考
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ど
ん
な
汚
濁
な
人
物
で
あ
ろ
う
と
構
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
だ
利
用
で
き
る
人
物
だ
か

ら
許
容
す
る
の
で
あ
り
、
利
用
で
き
な
い
か
ら
追
放
す
る
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
政
治
人
事

に
お
け
る
「
対
の
思
想
」
の
典
型
的
な
現
れ
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
政
治
人
事
基
準
は
、
独
裁
権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、「
対
の
思
想

」
が
駆
使
さ
れ
て
お
り
、
下
僚
が
自
分
に
役
立
つ
か
ど
う
か
が
、
彼
の
重
要
関
心
事
で
あ
り
、

そ
の
他
の
悪
行
に
は
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
。 

こ
の
事
実
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
は
ふ
だ
ん
汪
東
興
ほ
ど
腐
敗
を
気
に
か
け
て
い
な

か
っ
た
。
自
分
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
直
で
あ
る
か
ど
う
か
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。
も
し
下
僚

が
役
に
立
つ
な
ら
、
ど
ん
な
欠
点
が
あ
ろ
う
と
、
毛
は
そ
の
部
下
を
か
ば
っ
て
ま
も
っ
た
。

し
か
し
い
っ
た
ん
側
近
が
役
に
た
た
な
く
な
る
や
，
情
け
容
赦
な
く
追
い
出
し
て
後
悔
の
色

な
ど
か
け
ら
も
み
せ
な
か
っ
た
。
側
近
中
の
側
近
だ
ろ
う
と
緊
密
な
政
治
上
の
盟
友
だ
ろ
う

と
、
一
夜
の
う
ち
に
し
て
毛
の
敵
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

（
二
）
毛
沢
東
の
人
事
調
整
方
法 

次
に
毛
沢
東
の
政
治
人
事
の
調
整
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
李
氏
は
、「
毛
は
下
僚

が
一
致
団
結
し
て
自
分
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
の
を
極
度
に
き
ら
い
、
そ
の
た
め
私
ど
も
を

た
が
い
に
噛
み
あ
わ
せ
る
べ
く
丹
念
に
情
報
を
収
集
し
た
。
主
席
直
属
の
第
一
組
内
が
常
に

緊
張
関
係
に
あ
る
の
を
た
し
か
め
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
江
青
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
葉
子
龍
や
李
銀
橋
と
ご
た
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。・
・
・
毛
は
む
し
ろ
不
仲

の
火
に
油
を
そ
そ
ぐ
よ
う
な
手
を
使
い
、
両
者
の
溝
が
埋
め
が
た
い
瀬
戸
際
ま
で
い
く
と
、
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仲
裁
に
乗
り
だ
し
て
調
停
役
を
演
じ
な
が
ら
常
に
安
定
性
を
欠
く
束
の
間
の
均
衡
に
ひ
き
も

う
ど
そ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

部
下
を
常
に
互
い
に
対
立
さ
せ
て
お
り
、
協
調
し
て
陰
謀
を
働
か
せ
な
い
よ
う
に
個
別
人

身
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
混
乱
に
陥
る
と
対
立
者
の
調
停
役
を
し
て
、
毛
沢
東

へ
の
忠
誠
を
尽
く
さ
せ
る
、
対
立
と
協
力
と
い
う
ー
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
て
、
毛
沢
東

は
側
近
た
ち
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

次
に
毛
沢
東
の
政
敵
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

李
氏
は
、「
毛
沢
東
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、
主
席
は
政
敵
に
寛
大
で
あ
り
、
改
心
の

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
る
と
本
気
に
思
う
の
で
あ
っ
た
。
毛
が
政
敵
や
反
対
者
を
殺
す
気
が

な
い
と
語
っ
た
と
き
、
私
は
心
か
ら
彼
を
信
じ
た
。
だ
か
ら
、
私
は
毛
主
席
を
支
持
し
、
反

右
派
運
動
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
善
で
あ
り
、
共
産
党
も
善
だ
っ
た
。
彼
ら
は

中
国
を
救
っ
た
の
で
あ
っ
た
。・
・
・
毛
沢
東
は
政
敵
や
反
対
者
を
た
だ
ち
に
殺
さ
な
か
っ
た

の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
思
想
改
造
」
「
労
働
改
造
」
に
と
も
な
う
肉
体
的
、

精
神
的
な
辛
酸
は
し
ば
し
ば
拷
問
に
ひ
と
し
い
ゆ
る
や
か
で
痛
ま
し
い
死
を
意
味
し
た
」（
二

六
）
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
政
敵
へ
の
対
応
は
、
寛
容
と
拷
問
と
い
う
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
両
面
思
考
は
、
経
済
目
標
の
実
現
方

法
に
も
見
え
て
い
る
。 

李
氏
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
毛
沢
東
は
党
を
ま
と
め
る
の
に
叱
咤
す
る
か
と
思
え
ば
な

だ
め
す
か
し
、
あ
る
い
は
い
び
る
。・
・
・
・
が
、
そ
ん
な
会
議
が
閉
幕
す
る
た
び
ご
と
に
農

産
物
や
工
業
製
品
の
増
産
目
標
は
き
ま
っ
て
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
二
七
）
と
言
っ

て
い
る
。
毛
沢
東
の
生
産
目
標
実
現
の
手
法
は
、
叱
咤
激
励
と
な
だ
め
る
と
い
う
、
お
よ
そ

逆
な
手
を
使
う
、「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

二 

政
治
思
想
理
論
と
対
の
思
想 

 

毛
沢
東
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
実
践
論
』
と
『
矛
盾
論
』
は
、「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
と
中
国
の
置
か
れ
て
い
る
現
実
の
特
殊
性
と
の
統
合
物
」
と
い
う
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の

中
国
に
お
け
る
創
造
的
発
展
を
目
指
し
て
書
き
上
げ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
李
氏
と

の
初
対
面
で
、
『
実
践
論
』
と
『
矛
盾
論
』
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

「
当
時
の
私
は
、
わ
れ
わ
れ
の
革
命
的
な
経
験
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
原
理
と
中
国
の
具
体

的
な
現
実
と
の
統
合
に
よ
っ
て
要
約
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
こ
の
よ
う
な
ふ

た
つ
の
論
文
を
か
い
た
の
だ
」（
二
八
）
と
い
う
。
毛
沢
東
の
二
つ
の
著
作
に
つ
い
て
李
氏
は
、

毛
沢
東
自
身
の
感
想
と
ソ
連
側
の
反
応
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
毛
沢
東
が
自
分
で
こ
の
両
論
文
を
い
か
に
重
要
視
し
て
い
る
か
が
と
く
と
わ
か
っ
た
。

両
論
文
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
哲
学
的
発
展
―
「
中
国
の
特
殊
性
を
持
っ
た
社
会

主
義
」
の
論
述
―
に
対
す
る
大
き
な
貢
献
と
毛
は
確
信
し
て
い
た
の
だ
っ
た
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ソ
連
側
は
両
論
文
に
対
し
そ
の
よ
う
な
名
誉
を
与
え
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
ソ
連
側
は

修
正
主
義
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
て
し
ま
っ
た
。
耳
に
し
た
噂
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
一

九
五
三
年
に
ソ
連
の
著
名
な
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
哲
学
者
Ｐ
・
Ｆ
・
ユ
ー
ジ
ン
を

北
京
駐
在
の
ソ
連
大
使
に
任
命
し
、
毛
沢
東
の
思
想
を
研
究
し
て
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
に

沿
う
も
の
か
ど
う
か
報
告
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
主
席
は
し
ば
し
ば
ユ
ー
ジ
ン
を
た
ず
ね
て

夜
遅
く
ま
で
論
争
し
た
が
、
大
使
は
毛
沢
東
の
考
え
方
を
し
つ
こ
い
ま
で
は
ね
つ
け
た
。
主

席
は
面
白
く
な
か
っ
た
。「
哲
学
は
本
当
に
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
で
頂
点
に
到
達
し
た
の
か
」
。

彼
は
と
き
た
ま
声
高
に
そ
う
い
ぶ
か
る
の
だ
っ
た
。「
中
国
の
革
命
的
経
験
を
織
り
込
む
こ
と

で
新
し
い
哲
学
思
想
を
み
出
せ
る
の
で
は
な
ら
ろ
う
か
」・
・
・
」（
二
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

 

上
々
の
健
康
状
態
が
つ
づ
い
た
。
毛
沢
東
は
自
分
が
い
ざ
政
治
的
攻
撃
の
的
に
な
る
と
、
し

ば
し
ば
ベ
ッ
ド
に
難
を
避
け
た
し
、
ま
た
病
気
を
よ
く
政
治
操
作
の
手
妻
に
つ
か
っ
た
。
主

席
の
健
康
と
中
国
政
治
は
な
い
ま
ぜ
に
絡
み
あ
っ
て
い
た
」
（
二
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
政
治
戦
術
は
、
活
躍
時
は
健
康
で
あ
り
、
被
攻
撃
時
に
は
病
気
を
装

う
と
い
う
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
利
用
し
た
も
の
だ
っ
た
、
と
言
う
。 

 

ま
た
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
と
い
う
人
物
は
、
人
は
よ
く
陰
謀
を
た
く
ら
む
と
非
難
す
る
が
、

何
を
隠
そ
う
ご
当
人
こ
そ
超
一
流
の
権
謀
術
数
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
二
一
）
と
述
べ
て
い

る
。
毛
沢
東
は
、
陰
謀
に
つ
い
て
も
、
他
人
へ
の
非
難
と
自
己
の
正
当
化
と
い
う
、「
対
の
思

想
」
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
の
奴
隷
的
人
物
で
あ
っ
た
周
恩
来
が
追
放
さ
れ
ず
、
政
治
理
想
を
異
に
す
る,

劉
少
奇
・
鄧
小
平
が
追
放
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、「
最
初
の
う
ち
、
時
と
し
て
主
席
と
意
見

を
異
に
し
た
最
高
指
導
部
の
者
が
追
放
さ
れ
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
毛
は
そ
う
し
た
怨
恨
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
戦
友
で
あ
れ
後
輩
で
あ
れ
そ
の
忠
誠
心

が
薄
れ
た
と
み
て
と
り
、
そ
の
政
治
的
タ
イ
ミ
ン
グ
も
熟
し
た
と
判
断
す
る
や
、
一
瞬
の
躊

躇
も
な
く
革
命
の
元
老
で
さ
え
切
り
す
て
た
」
（
二
二
）
と
、
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

 

毛
沢
東
へ
の
忠
誠
心
の
有
無
が
、
政
治
権
力
よ
り
の
追
放
の
有
無
を
左
右
し
た
の
で
あ
り
、

毛
沢
東
の
人
事
に
は
忠
誠
心
の
有
無
と
い
う
「
対
の
思
想
」
が
機
能
し
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
に
毛
沢
東
に
は
、
共
産
党
幹
部
の
政
治
人
事
に
お
い
て
、
自
分
に
忠
誠
心
が
有

る
か
否
か
、
ま
た
政
治
的
に
利
用
で
き
る
人
物
で
有
る
か
否
か
が
、
非
常
に
重
要
な
関
心
事

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

東
北
行
政
委
員
会
主
席
（
政
治
局
員
）
で
あ
り
、
一
九
五
四
年
に
「
反
党
連
盟
」
を
結
成

し
た
と
告
発
さ
れ
た
の
ち
自
殺
し
た
高
崗
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
李
氏
に
、「
高
崗
の
性
的
冒

険
な
ん
か
、
ほ
ん
と
う
は
さ
し
た
る
大
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
重
大
な
政
治
誤
謬
を
お
か
し
さ

え
し
な
か
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
問
題
に
も
し
な
か
た
ろ
う
。
た
と
え
政
治
的
誤
謬
を
お
か

し
た
と
し
て
も
徹
底
的
に
自
分
の
過
ち
を
告
白
さ
え
し
て
お
っ
た
な
ら
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る

人
物
だ
っ
た
の
に
」
（
二
三
）
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。 

毛
沢
東
は
、
高
崗
に
対
し
て
非
難
と
許
容
と
い
う
両
面
思
考
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ど
ん
な
汚
濁
な
人
物
で
あ
ろ
う
と
構
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
だ
利
用
で
き
る
人
物
だ
か

ら
許
容
す
る
の
で
あ
り
、
利
用
で
き
な
い
か
ら
追
放
す
る
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
政
治
人
事

に
お
け
る
「
対
の
思
想
」
の
典
型
的
な
現
れ
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
政
治
人
事
基
準
は
、
独
裁
権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、「
対
の
思
想

」
が
駆
使
さ
れ
て
お
り
、
下
僚
が
自
分
に
役
立
つ
か
ど
う
か
が
、
彼
の
重
要
関
心
事
で
あ
り
、

そ
の
他
の
悪
行
に
は
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
。 

こ
の
事
実
に
つ
い
て
李
氏
は
、「
毛
沢
東
は
ふ
だ
ん
汪
東
興
ほ
ど
腐
敗
を
気
に
か
け
て
い
な

か
っ
た
。
自
分
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
直
で
あ
る
か
ど
う
か
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。
も
し
下
僚

が
役
に
立
つ
な
ら
、
ど
ん
な
欠
点
が
あ
ろ
う
と
、
毛
は
そ
の
部
下
を
か
ば
っ
て
ま
も
っ
た
。

し
か
し
い
っ
た
ん
側
近
が
役
に
た
た
な
く
な
る
や
，
情
け
容
赦
な
く
追
い
出
し
て
後
悔
の
色

な
ど
か
け
ら
も
み
せ
な
か
っ
た
。
側
近
中
の
側
近
だ
ろ
う
と
緊
密
な
政
治
上
の
盟
友
だ
ろ
う

と
、
一
夜
の
う
ち
に
し
て
毛
の
敵
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

（
二
）
毛
沢
東
の
人
事
調
整
方
法 

次
に
毛
沢
東
の
政
治
人
事
の
調
整
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
李
氏
は
、「
毛
は
下
僚

が
一
致
団
結
し
て
自
分
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
の
を
極
度
に
き
ら
い
、
そ
の
た
め
私
ど
も
を

た
が
い
に
噛
み
あ
わ
せ
る
べ
く
丹
念
に
情
報
を
収
集
し
た
。
主
席
直
属
の
第
一
組
内
が
常
に

緊
張
関
係
に
あ
る
の
を
た
し
か
め
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
江
青
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
葉
子
龍
や
李
銀
橋
と
ご
た
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。・
・
・
毛
は
む
し
ろ
不
仲

の
火
に
油
を
そ
そ
ぐ
よ
う
な
手
を
使
い
、
両
者
の
溝
が
埋
め
が
た
い
瀬
戸
際
ま
で
い
く
と
、

毛沢東の政治理想と対の思想　－李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（二）－ 45（106）



 

 

以
上
に
述
べ
た
毛
沢
東
の
政
治
思
想
に
お
け
る
四
つ
の
疑
問
点
・
問
題
点
を
解
く
方
法
論

は
、
市
川
市
・
駒
田
氏
・
金
谷
氏
が
指
摘
し
て
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
毛
沢
東
の
自
己
分
裂

的
思
想
＝
「
対
の
思
想
」
が
、
自
己
矛
盾
す
る
ほ
ど
に
錯
綜
し
た
毛
沢
東
の
政
治
理
想
の
研

究
史
の
解
明
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。 

（
四
）
本
稿
の
目
的
ー
基
本
的
資
料
の
紹
介 

 

文
革
以
前
の
毛
沢
東
思
想
の
研
究
史
に
お
い
て
、
現
代
中
華
人
民
共
和
国
建
設
の
父
・
毛

沢
東
の
政
治
人
事
、
政
治
理
想
、
社
会
主
義
建
設
方
法
等
は
、
公
式
報
道
以
外
は
黒
い
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
て
、
そ
の
真
実
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
鄧
小
平
の
開
放
路
線
後

に
お
い
て
も
、
研
究
者
間
に
は
毛
沢
東
の
政
治
理
想
認
識
に
は
可
な
り
の
相
違
が
あ
る
。 

 
 
 

 

し
か
し
二
〇
〇
〇
年
代
よ
り
毛
沢
東
思
想
の
真
実
に
迫
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
実
録
が
出

版
さ
れ
、
こ
れ
が
毛
沢
東
研
究
の
新
し
い
発
展
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
、
ま
だ
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
情
が
、
毛
沢
東
思
想
研
究
の

学
説
が
錯
綜
す
る
根
本
原
因
な
の
で
あ
る
。
現
在
の
段
階
で
の
毛
沢
東
の
政
治
思
想
の
研
究

で
は
、
金
谷
氏
の
貴
重
な
指
摘
を
除
い
て
、
中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」

ー
両
面
思
考
と
の
関
係
を
念
頭
に
置
い
た
研
究
は
、
皆
無
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

本
稿
で
引
用
す
る
基
本
的
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
は
、

二
二
年
間
、
毛
沢
東
の
主
治
医
と
し
て
仕
え
た
李
志
綏
が
、
公
私
に
わ
た
る
毛
沢
東
の
言
動

に
つ
い
て
メ
モ
類
を
基
に
、
波
乱
万
丈
に
富
む
毛
沢
東
の
生
涯
に
深
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
執
筆
さ
れ
た
貴
重
な
実
録
で
あ
る(

一
七)

。
だ
か
ら
金
谷
氏
が
指
摘
し
た
中
国
思
想
の
伝
統

で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
毛
沢
東
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
具
体
的

に
展
開
さ
れ
る
の
か
を
検
証
す
る
に
適
し
た
好
個
の
第
一
次
的
資
料
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
李
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
毛
沢
東
の
言
説
を
通
し
て
、
毛
沢
東
の
政
治
人
事
、
政

治
思
想
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
と
、「
対
の
思
想
」
と
の
相
互
関
連
を
指
摘
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
の
考
察
を
通
し
て
、
毛
沢
東
や
鄧

小
平
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
が
変
質
し
て
、
現
代
中
国
の
社
会
主
義
的
市
場
経
済
路
線
＝
一
国

二
制
度
論
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
を
探
求
す
る
手
掛
か
り
と
し
た
い
。 

 

一 

政
治
支
配
と
対
の
思
想 

  

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
中
国
統
治
方
法
に
つ
い
て
、「
中
国
古
代
の
宮
廷
に
お
け
る
権
謀
術
数

は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
影
響
を
彼
の
思
想
に
お
よ
ぼ
し
た

の
で
は
な
い
か
と
私
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
た
し
か
に
毛
沢
東
は
革
命
家
で
あ
っ
た
。
中
国

を
つ
く
り
変
え
て
ふ
た
た
び
富
国
強
兵
の
国
家
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

ど
う
や
っ
て
統
治
す
べ
き
か
の
教
え
を
、
つ
ま
り
最
高
指
導
部
に
は
び
こ
る
謀
議
を
ど
う
操

作
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
過
去
に
求
め
た
の
で
あ
る
」(

一
八)

と
、
毛
沢
東

は
政
治
支
配
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
中
国
の
古
典
に
学
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
な
毛
沢
東

の
中
国
の
伝
統
的
な
政
治
支
配
方
法
の
た
め
の
古
典
の
学
習
が
、
彼
に
中
国
人
の
基
本
的
思

想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
す
る
手
法
に
深
い
影
響
を
与
え
た
根
拠
と
思
わ
れ
る
。 

 

ま
た
毛
沢
東
は
、「
毛
は
政
治
闘
争
の
準
備
に
は
い
る
と
き
、
き
ま
っ
て
マ
ル
ク
ス
よ
り
も

史
書
を
読
み
ふ
っ
け
っ
た
が
、
後
漢
時
代
の
歴
史
は
と
り
わ
け
う
ま
く
書
か
れ
て
お
り
、
戦

略
的
な
術
に
は
こ
と
欠
か
な
い
」（
一
九
）
と
、
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
事
実
の
指
摘
は
、

中
国
伝
統
の
「
対
の
思
想
」
が
、
毛
沢
東
の
政
治
権
力
闘
争
の
手
段
に
利
用
さ
れ
た
原
因
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
、
毛
沢
東
の
政
治
支
配
方
法
と
「
対
の
思
想
」
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

（
一
） 

毛
沢
東
の
政
治
人
事
―
人
間
統
御
術
と
「
対
の
思
想
」 

 

李
氏
は
、「
文
化
大
革
命
の
初
期
ほ
ど
健
康
だ
っ
た
時
分
は
な
い
し
、
そ
れ
以
後
の
数
年
は

 

 

が
は
か
ら
れ
た
。
・
・
・
い
っ
た
い
何
が
急
進
主
義
へ
と
路
線
変
更
さ
せ
た
の
か
…
」(

一
六)

と
も
言
う
。
こ
の
路
線
方
向
の
急
転
換
説
は
、
小
島
氏
も
渡
辺
氏
と
同
様
の
見
解
で
あ
る
が(

一

六)

、
渡
辺
氏
は
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
に
つ
い
て
、
〝
わ
れ
わ
れ
の
資
本
主
義
は
む
し

ろ
少
な
過
ぎ
る
の
で
あ
る
〟
と
言
い
、
建
国
期
は
漸
進
志
向
で
あ
っ
た
毛
沢
東
は
、
一
九
五

三
年
に
漸
進
的
政
策
か
ら
短
期
間
で
急
進
的
な
社
会
主
義
政
策
に
変
化
し
た
、
と
の
説
を
展

開
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
も
浜
口
氏
の
見
解
と
若
干
異
な
る
。 

 

（
三
） 

研
究
史
の
成
果
と
課
題 

本
稿
で
紹
介
し
た
貝
塚
氏
、
野
村
氏
、
浜
口
氏
、
小
田
氏
、
渡
辺
氏
、
小
島
氏
等
の
毛
沢

東
研
究
者
の
共
通
認
識
は
、
毛
沢
東
は
遅
れ
た
農
業
国
を
近
代
的
工
業
国
に
変
え
る
社
会
主

義
理
想
を
持
ち
、
西
洋
近
代
文
明
を
吸
収
す
る
意
図
を
持
ち
、
ソ
連
型
と
異
な
る
中
国
型
社

会
主
義
国
建
設
す
る
理
想
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
上
述
の
研
究

者
の
間
に
は
可
な
り
の
相
違
点
や
問
題
点
も
あ
る
。 

 

第
一
に
は
、
小
田
氏
や
小
島
氏
は
、
毛
沢
東
は
中
国
の
近
代
化
に
西
洋
近
代
文
明
の
吸
収

す
る
必
要
性
を
自
覚
し
て
い
た
。
し
か
し
中
国
文
化
に
適
合
す
る
範
囲
で
し
か
受
容
す
る
意

図
は
な
か
っ
た
。
土
着
的
思
想
が
基
本
で
、
西
洋
化
は
〝
つ
ま
み
食
い
〟
的
な
受
容
と
い
う

中
国
型
社
会
主
義
建
設
を
意
図
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
開
放
以
前
よ
り
西
洋
文
化
に
深

く
傾
倒
し
て
い
た
毛
沢
東
は
、
中
国
の
西
洋
化
を
最
小
限
に
薄
め
る
よ
う
な
旧
中
国
依
然
た

る
伝
統
的
な
中
華
思
想
の
持
ち
主
な
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

第
二
に
は
、
中
国
型
社
会
主
義
建
設
の
過
程
認
識
は
各
研
究
者
で
は
相
違
す
る
。
小
田
氏

は
当
初
か
ら
西
洋
近
代
化
を
薄
め
農
村
型
の
近
代
化
を
意
図
し
て
い
た
と
言
い
、
浜
口
氏
は

政
治
情
勢
の
変
化
か
ら
ソ
連
型
か
ら
中
国
型
社
会
主
義
に
方
向
転
換
し
た
と
述
べ
、
渡
辺
氏

は
小
島
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
急
進
的
思
考
で
あ
っ
た
毛
沢
東
は
、
建
国
後
急
速
に
漸
進
的
社

会
主
義
か
ら
急
進
的
社
会
主
義
に
方
向
転
換
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
主
張
で
は
毛
沢
東

は
、
ソ
連
型
の
漸
進
的
路
線
か
ら
中
国
型
の
急
進
路
線
へ
路
線
変
更
し
た
の
か
、
当
初
か
ら

急
進
的
社
会
主
義
路
線
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ま
だ
よ
く
実
証
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
毛

沢
東
の
言
説
と
中
国
共
産
党
幹
部
の
内
部
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

第
三
に
は
、
貝
塚
氏
、
野
村
氏
、
浜
口
氏
、
渡
辺
氏
、
小
島
氏
等
の
研
究
者
は
、「
大
躍
進

」
と
「
人
民
公
社
」
を
同
一
の
性
格
を
持
つ
方
向
で
理
解
し
て
い
た
。
こ
の
学
説
は
果
た
し

て
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

農
工
業
の
急
激
な
生
産
力
増
進
を
目
指
す
経
済
改
革
の
「
大
躍
進
」
と
、
政
治
・
経
済
・

教
育
・
軍
事
の
ワ
ン
・
ユ
ニ
ッ
ト
化
を
目
指
す
社
会
構
成
単
位
の
「
人
民
公
社
」
建
設
と
は

別
次
元
で
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
誰
が
考
え
て
も
自
然
な
理
論
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
学
説
の
混
乱
の
大
き
な
原
因
は
、
一
九
五
三
年
に
「
過
渡
期
の
総
路
線
」
を
宣
言
し
て
、

一
九
五
八
年
に
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
運
動
が
ほ
ぼ
同
時
進
行
し
て
い
る
か
ら
、
こ

の
事
実
が
諸
氏
の
誤
解
を
招
い
た
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
四
に
は
、
小
島
氏
は
、
毛
沢
東
の
外
国
文
化
吸
収
方
法
を
、
清
朝
末
期
の
洋
務
運
動
と

同
様
な
中
国
伝
統
思
想
で
あ
る
「
体
用
の
理
論
」
で
理
解
し
て
い
た
。
こ
の
理
論
で
行
く
と
、

毛
沢
東
は
中
国
の
伝
統
文
化
を
破
壊
し
な
い
程
度
に
外
国
文
化
を
許
容
す
る
〝
つ
ま
み
食
い

〟
者
に
な
る
。
毛
沢
東
は
中
華
帝
国
の
伝
統
的
思
想
を
堅
持
し
た
解
放
以
前
の
支
配
者
階
級

と
変
わ
ら
ぬ
保
守
主
義
者
で
あ
り
、
前
近
代
的
な
中
国
文
化
を
作
り
変
え
る
革
命
家
＝
社
会

主
義
者
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
一
般
的
な
共
通
認
識
で
は
毛
沢
東
は
革
命
家
で

あ
り
、
旧
来
の
伝
統
的
な
支
配
者
階
級
を
打
倒
し
た
の
で
あ
る
。
小
島
氏
の
毛
沢
東
思
想
の

認
識
は
甚
だ
特
異
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
小
島
氏
よ
う
に
、
毛
沢
東
思
想
の

分
析
は
、
本
質(

伝
統
的
な
中
国
文
化)

と
そ
の
作
用
で
あ
る
用(

外
国
文
化)

と
す
る
「
体
用
の

論
理
」
で
は
、
説
明
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

46 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第45巻（2012）（105）



 

 

以
上
に
述
べ
た
毛
沢
東
の
政
治
思
想
に
お
け
る
四
つ
の
疑
問
点
・
問
題
点
を
解
く
方
法
論

は
、
市
川
市
・
駒
田
氏
・
金
谷
氏
が
指
摘
し
て
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
毛
沢
東
の
自
己
分
裂

的
思
想
＝
「
対
の
思
想
」
が
、
自
己
矛
盾
す
る
ほ
ど
に
錯
綜
し
た
毛
沢
東
の
政
治
理
想
の
研

究
史
の
解
明
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。 

（
四
）
本
稿
の
目
的
ー
基
本
的
資
料
の
紹
介 

 

文
革
以
前
の
毛
沢
東
思
想
の
研
究
史
に
お
い
て
、
現
代
中
華
人
民
共
和
国
建
設
の
父
・
毛

沢
東
の
政
治
人
事
、
政
治
理
想
、
社
会
主
義
建
設
方
法
等
は
、
公
式
報
道
以
外
は
黒
い
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
て
、
そ
の
真
実
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
鄧
小
平
の
開
放
路
線
後

に
お
い
て
も
、
研
究
者
間
に
は
毛
沢
東
の
政
治
理
想
認
識
に
は
可
な
り
の
相
違
が
あ
る
。 

 
 
 

 

し
か
し
二
〇
〇
〇
年
代
よ
り
毛
沢
東
思
想
の
真
実
に
迫
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
実
録
が
出

版
さ
れ
、
こ
れ
が
毛
沢
東
研
究
の
新
し
い
発
展
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
、
ま
だ
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
情
が
、
毛
沢
東
思
想
研
究
の

学
説
が
錯
綜
す
る
根
本
原
因
な
の
で
あ
る
。
現
在
の
段
階
で
の
毛
沢
東
の
政
治
思
想
の
研
究

で
は
、
金
谷
氏
の
貴
重
な
指
摘
を
除
い
て
、
中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」

ー
両
面
思
考
と
の
関
係
を
念
頭
に
置
い
た
研
究
は
、
皆
無
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

本
稿
で
引
用
す
る
基
本
的
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
は
、

二
二
年
間
、
毛
沢
東
の
主
治
医
と
し
て
仕
え
た
李
志
綏
が
、
公
私
に
わ
た
る
毛
沢
東
の
言
動

に
つ
い
て
メ
モ
類
を
基
に
、
波
乱
万
丈
に
富
む
毛
沢
東
の
生
涯
に
深
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
執
筆
さ
れ
た
貴
重
な
実
録
で
あ
る(

一
七)

。
だ
か
ら
金
谷
氏
が
指
摘
し
た
中
国
思
想
の
伝
統

で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
毛
沢
東
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
具
体
的

に
展
開
さ
れ
る
の
か
を
検
証
す
る
に
適
し
た
好
個
の
第
一
次
的
資
料
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
李
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
毛
沢
東
の
言
説
を
通
し
て
、
毛
沢
東
の
政
治
人
事
、
政

治
思
想
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
の
理
想
と
、「
対
の
思
想
」
と
の
相
互
関
連
を
指
摘
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
の
考
察
を
通
し
て
、
毛
沢
東
や
鄧

小
平
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
が
変
質
し
て
、
現
代
中
国
の
社
会
主
義
的
市
場
経
済
路
線
＝
一
国

二
制
度
論
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
を
探
求
す
る
手
掛
か
り
と
し
た
い
。 

 

一 

政
治
支
配
と
対
の
思
想 

  

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
中
国
統
治
方
法
に
つ
い
て
、「
中
国
古
代
の
宮
廷
に
お
け
る
権
謀
術
数

は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
影
響
を
彼
の
思
想
に
お
よ
ぼ
し
た

の
で
は
な
い
か
と
私
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
た
し
か
に
毛
沢
東
は
革
命
家
で
あ
っ
た
。
中
国

を
つ
く
り
変
え
て
ふ
た
た
び
富
国
強
兵
の
国
家
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

ど
う
や
っ
て
統
治
す
べ
き
か
の
教
え
を
、
つ
ま
り
最
高
指
導
部
に
は
び
こ
る
謀
議
を
ど
う
操

作
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
過
去
に
求
め
た
の
で
あ
る
」(

一
八)

と
、
毛
沢
東

は
政
治
支
配
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
中
国
の
古
典
に
学
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
な
毛
沢
東

の
中
国
の
伝
統
的
な
政
治
支
配
方
法
の
た
め
の
古
典
の
学
習
が
、
彼
に
中
国
人
の
基
本
的
思

想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
を
駆
使
す
る
手
法
に
深
い
影
響
を
与
え
た
根
拠
と
思
わ
れ
る
。 

 

ま
た
毛
沢
東
は
、「
毛
は
政
治
闘
争
の
準
備
に
は
い
る
と
き
、
き
ま
っ
て
マ
ル
ク
ス
よ
り
も

史
書
を
読
み
ふ
っ
け
っ
た
が
、
後
漢
時
代
の
歴
史
は
と
り
わ
け
う
ま
く
書
か
れ
て
お
り
、
戦

略
的
な
術
に
は
こ
と
欠
か
な
い
」（
一
九
）
と
、
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
事
実
の
指
摘
は
、

中
国
伝
統
の
「
対
の
思
想
」
が
、
毛
沢
東
の
政
治
権
力
闘
争
の
手
段
に
利
用
さ
れ
た
原
因
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
、
毛
沢
東
の
政
治
支
配
方
法
と
「
対
の
思
想
」
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。 

（
一
） 

毛
沢
東
の
政
治
人
事
―
人
間
統
御
術
と
「
対
の
思
想
」 

 

李
氏
は
、「
文
化
大
革
命
の
初
期
ほ
ど
健
康
だ
っ
た
時
分
は
な
い
し
、
そ
れ
以
後
の
数
年
は

 

 

が
は
か
ら
れ
た
。
・
・
・
い
っ
た
い
何
が
急
進
主
義
へ
と
路
線
変
更
さ
せ
た
の
か
…
」(

一
六)

と
も
言
う
。
こ
の
路
線
方
向
の
急
転
換
説
は
、
小
島
氏
も
渡
辺
氏
と
同
様
の
見
解
で
あ
る
が(

一

六)
、
渡
辺
氏
は
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
に
つ
い
て
、
〝
わ
れ
わ
れ
の
資
本
主
義
は
む
し

ろ
少
な
過
ぎ
る
の
で
あ
る
〟
と
言
い
、
建
国
期
は
漸
進
志
向
で
あ
っ
た
毛
沢
東
は
、
一
九
五

三
年
に
漸
進
的
政
策
か
ら
短
期
間
で
急
進
的
な
社
会
主
義
政
策
に
変
化
し
た
、
と
の
説
を
展

開
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
も
浜
口
氏
の
見
解
と
若
干
異
な
る
。 

 

（
三
） 

研
究
史
の
成
果
と
課
題 

本
稿
で
紹
介
し
た
貝
塚
氏
、
野
村
氏
、
浜
口
氏
、
小
田
氏
、
渡
辺
氏
、
小
島
氏
等
の
毛
沢

東
研
究
者
の
共
通
認
識
は
、
毛
沢
東
は
遅
れ
た
農
業
国
を
近
代
的
工
業
国
に
変
え
る
社
会
主

義
理
想
を
持
ち
、
西
洋
近
代
文
明
を
吸
収
す
る
意
図
を
持
ち
、
ソ
連
型
と
異
な
る
中
国
型
社

会
主
義
国
建
設
す
る
理
想
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
上
述
の
研
究

者
の
間
に
は
可
な
り
の
相
違
点
や
問
題
点
も
あ
る
。 

 

第
一
に
は
、
小
田
氏
や
小
島
氏
は
、
毛
沢
東
は
中
国
の
近
代
化
に
西
洋
近
代
文
明
の
吸
収

す
る
必
要
性
を
自
覚
し
て
い
た
。
し
か
し
中
国
文
化
に
適
合
す
る
範
囲
で
し
か
受
容
す
る
意

図
は
な
か
っ
た
。
土
着
的
思
想
が
基
本
で
、
西
洋
化
は
〝
つ
ま
み
食
い
〟
的
な
受
容
と
い
う

中
国
型
社
会
主
義
建
設
を
意
図
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
開
放
以
前
よ
り
西
洋
文
化
に
深

く
傾
倒
し
て
い
た
毛
沢
東
は
、
中
国
の
西
洋
化
を
最
小
限
に
薄
め
る
よ
う
な
旧
中
国
依
然
た

る
伝
統
的
な
中
華
思
想
の
持
ち
主
な
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

第
二
に
は
、
中
国
型
社
会
主
義
建
設
の
過
程
認
識
は
各
研
究
者
で
は
相
違
す
る
。
小
田
氏

は
当
初
か
ら
西
洋
近
代
化
を
薄
め
農
村
型
の
近
代
化
を
意
図
し
て
い
た
と
言
い
、
浜
口
氏
は

政
治
情
勢
の
変
化
か
ら
ソ
連
型
か
ら
中
国
型
社
会
主
義
に
方
向
転
換
し
た
と
述
べ
、
渡
辺
氏

は
小
島
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
急
進
的
思
考
で
あ
っ
た
毛
沢
東
は
、
建
国
後
急
速
に
漸
進
的
社

会
主
義
か
ら
急
進
的
社
会
主
義
に
方
向
転
換
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
主
張
で
は
毛
沢
東

は
、
ソ
連
型
の
漸
進
的
路
線
か
ら
中
国
型
の
急
進
路
線
へ
路
線
変
更
し
た
の
か
、
当
初
か
ら

急
進
的
社
会
主
義
路
線
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ま
だ
よ
く
実
証
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
毛

沢
東
の
言
説
と
中
国
共
産
党
幹
部
の
内
部
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

第
三
に
は
、
貝
塚
氏
、
野
村
氏
、
浜
口
氏
、
渡
辺
氏
、
小
島
氏
等
の
研
究
者
は
、「
大
躍
進

」
と
「
人
民
公
社
」
を
同
一
の
性
格
を
持
つ
方
向
で
理
解
し
て
い
た
。
こ
の
学
説
は
果
た
し

て
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

農
工
業
の
急
激
な
生
産
力
増
進
を
目
指
す
経
済
改
革
の
「
大
躍
進
」
と
、
政
治
・
経
済
・

教
育
・
軍
事
の
ワ
ン
・
ユ
ニ
ッ
ト
化
を
目
指
す
社
会
構
成
単
位
の
「
人
民
公
社
」
建
設
と
は

別
次
元
で
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
誰
が
考
え
て
も
自
然
な
理
論
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
学
説
の
混
乱
の
大
き
な
原
因
は
、
一
九
五
三
年
に
「
過
渡
期
の
総
路
線
」
を
宣
言
し
て
、

一
九
五
八
年
に
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
運
動
が
ほ
ぼ
同
時
進
行
し
て
い
る
か
ら
、
こ

の
事
実
が
諸
氏
の
誤
解
を
招
い
た
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
四
に
は
、
小
島
氏
は
、
毛
沢
東
の
外
国
文
化
吸
収
方
法
を
、
清
朝
末
期
の
洋
務
運
動
と

同
様
な
中
国
伝
統
思
想
で
あ
る
「
体
用
の
理
論
」
で
理
解
し
て
い
た
。
こ
の
理
論
で
行
く
と
、

毛
沢
東
は
中
国
の
伝
統
文
化
を
破
壊
し
な
い
程
度
に
外
国
文
化
を
許
容
す
る
〝
つ
ま
み
食
い

〟
者
に
な
る
。
毛
沢
東
は
中
華
帝
国
の
伝
統
的
思
想
を
堅
持
し
た
解
放
以
前
の
支
配
者
階
級

と
変
わ
ら
ぬ
保
守
主
義
者
で
あ
り
、
前
近
代
的
な
中
国
文
化
を
作
り
変
え
る
革
命
家
＝
社
会

主
義
者
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
一
般
的
な
共
通
認
識
で
は
毛
沢
東
は
革
命
家
で

あ
り
、
旧
来
の
伝
統
的
な
支
配
者
階
級
を
打
倒
し
た
の
で
あ
る
。
小
島
氏
の
毛
沢
東
思
想
の

認
識
は
甚
だ
特
異
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
小
島
氏
よ
う
に
、
毛
沢
東
思
想
の

分
析
は
、
本
質(

伝
統
的
な
中
国
文
化)

と
そ
の
作
用
で
あ
る
用(

外
国
文
化)

と
す
る
「
体
用
の

論
理
」
で
は
、
説
明
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

毛沢東の政治理想と対の思想　－李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（二）－ 47（104）



 

 

欠
な
近
代
的
投
入
財
の
導
入
が
可
能
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
集
団
化
あ
り
き
、

で
あ
る
」(

一
〇)

と
、
毛
沢
東
は
農
業
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
「
農
業
の
近
代
化
＝
協
同
化
に

よ
る
大
規
模
経
営
→
農
業
機
械
等
の
導
入
可
能
」
の
シ
ェ
ー
マ
を
描
い
て
い
た
、
と
言
う
。 

し
か
し
渡
辺
氏
の
言
う
よ
う
に
、
農
業
の
大
規
模
経
営
は
、「
人
民
公
社
」
の
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
主
張
の
題
名
が
、「
農
業
の
近
代
化
に
つ
い
て
」

だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
浜
口
氏
と
渡
辺
氏
の
毛
沢
東
の
近
代
化
路
線
へ
の
理
解
は
、
大
筋

で
は
同
一
で
あ
る
が
、
細
部
で
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
、
農
村
の
大
規
模
経
営
と
い
う
集
団
化
―
「
合
作
社
」
か
ら
「
人
民

公
社
」
ー
の
建
設
が
、
農
工
業
の
近
代
化
の
前
提
と
考
え
、
そ
の
後
に
「
人
民
公
社
」
へ
の

農
工
業
の
機
械
導
入
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
時
点
の
毛
沢
東
の
「
農

業
の
近
代
化
に
つ
い
て
」
は
、「
人
民
公
社
」
を
念
頭
に
置
い
た
発
言
で
な
く
て
、
ソ
連
型
の

集
団
農
場
制
度(

コ
ル
ホ
ー
ズ
や
ソ
ホ
ー
ズ)

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
発
言
で
あ
る
と
思
え
る
。 

な
ぜ
な
ら
農
工
業
の
近
代
化
を
目
指
す
「
大
躍
進
」
と
、
農
業
の
集
団
化
を
目
指
す
「
人

民
公
社
」
建
設
の
指
示
は
、
一
九
五
八
年
八
月
に
同
時
に
発
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る(

一

一)

。
こ
の
事
実
は
、「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
は
、
全
く
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
こ
と
の

証
左
で
あ
る
。
ま
た
渡
辺
氏
自
身
、
一
九
五
八
年
八
月
の
毛
沢
東
の
「
人
民
公
社
」
設
立
の

決
議
に
つ
い
て
、「
大
規
模
農
業
の
集
団
化
が
農
業
生
産
力
を
い
か
な
る
論
理
で
向
上
さ
せ
る

の
か
、
と
言
う
肝
心
の
論
点
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
農
業
の
集
団
化
は
、
毛
沢

東
に
あ
っ
て
は
経
済
学
で
は
な
い
。
・
・
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
産
物
で
あ
る
」(

一
二)

と
述

べ
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
で
あ
る
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
渡
辺
氏
の
近
代
的
農
工
業
技

術
の
投
資
に｢

ま
ず
集
団
化
あ
り
き｣

説
と
、「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
の
同
時
進
行
の
事

実
や
渡
辺
氏
の
「
人
民
公
社
」
＝
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
説
は
、
前
後
で
自
己
矛
盾
し
て
い
る
。 

 

次
に
毛
沢
東
の
外
国
文
化
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
研
究
史
を
紹
介
し
た
い
。 

小
島
氏
は
、｢

新
民
主
主
義
を
指
導
し
た
毛
沢
東
思
想｣

は
、｢

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
普
遍
的
原
理
と
中
国
革
命
の
具
体
的
実
践
を
結
び
つ
け
た
所
産｣

と
定
義
づ
け
ら
れ
た
。
・

・
・
つ
ま
り
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
化
」
で
あ
る
・
・
・
こ
う
し
た
文
脈
で

見
れ
ば
、
毛
沢
東
思
想
は
中
国
近
代
史
の
な
か
で
見
ら
れ
た
近
代
化
の
試
み
の
伝
統
を
引
き

継
い
で
い
る
。
洋
務
運
動
で
提
唱
さ
れ
た｢

中
学
以
体
、
西
学
以
用｣

つ
ま
り｢

中
体
西
用｣

が

毛
沢
東
思
想
の
中
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
・
・
・
毛
沢
東
思
想
の｢

近
代
化｣

と｢

現

代
化｣

の
実
現
の
戦
略
は
、｢

農
村
に
よ
る
都
市
の
包
囲｣

や
人
民
公
社
運
動
の
よ
う
に
伝
統
的

な
農
村
共
同
体
と
い
う
「
中
国
的
な
特
色
」
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
・
・
・
「
「
吸
収
」

さ
れ
る
西
洋
近
代
は
、
中
国
の
革
命
や
建
設
に
都
合
の
よ
い
と
思
わ
れ
る
部
分
だ
け
の
、
つ

ま
み
食
い
〟
だ
け
に
終
わ
り
、
西
洋
近
代
の
「
普
遍
的
真
理
」
の
全
面
的
・
根
底
的
な
「
吸

収
」
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
」(

一
三)

と
、
毛
沢
東
の
西
洋
的
近
代
化
の
吸
収
は
、
西
洋
思

想
“
つ
ま
み
食
い
〟
だ
、
と
言
う
。 

小
島
氏
は
、「
人
民
公
社
」
運
動
を
伝
統
的
な
農
村
共
同
体
と
い
う
中
国
的
特
色
と
理
解
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
政
治
思
想
を
、
中
国
古
来
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
清
朝
末
期

の
洋
務
運
動
理
念
―
「
体
用
の
理
論
」
と
同
一
の
中
国
文
化
優
位
、
外
国
文
化
軽
視
の
中
華

思
想
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
小
島
氏
の
毛
沢
東
の
政
治
思
想
認
識
は
、
中
国
人
の
基
本

的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
と
は
異
な
り
、「
体
用
の
理
論
」 (

一
五)

を
使
用
し
た
中
華
思

想
の
保
持
と
い
う
理
解
で
あ
る
。 

渡
辺
氏
は
、｢

毛
沢
東
の
愛
国
主
義
を
特
徴
づ
け
た
の
は
、
急
進
主
義
で
あ
っ
た
。
重
工
業

化
は
社
会
主
義
の
「
公
理
」
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
建
国
当
初
か
ら
こ
れ
に
強
く
傾
斜
し
た
。

し
か
し
そ
の
追
求
は
い
か
に
も
急
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
の
大
躍
進
が
そ
の
証
左
で
あ
る
」

と
言
う
。
し
か
し
「
共
産
党
の
穏
健
で
漸
進
的
な
現
実
的
な
路
線
は
、
一
九
五
三
年
八
月
の

毛
沢
東
の
重
要
指
示
文
書
「
過
渡
期
に
お
け
る
党
の
総
路
線
」
に
お
い
て
一
挙
に
方
向
転
換

 

 

も
う
一
つ
平
等
の
実
現
と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
農
業
の
共
同
化
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

後
ソ
連
モ
デ
ル
を
打
開
す
る
た
め
に
大
躍
進
、
特
に
人
民
公
社
が
生
ま
れ
た
と
」(

五)

と
い
う
。

 
 

 

貝
塚
氏
も
野
村
氏
の
主
張
も
、
人
民
公
社
を
生
産
性
の
向
上
の
実
現
と
理
解
し
て
お
り
、

「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
同
一
に
理
解
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

小
田
実
氏
は
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
に
つ
い
て
、「
た
だ
、
社
会
主
義
「
西
洋
化
」
を

ふ
く
め
て
「
西
洋
化
」
の
害
毒
を
十
分
に
心
得
て
い
た
彼
は
、「
近
代
化
」
は
た
し
か
に
社
会

主
義
の
建
設
に
と
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
中
国
の
進
歩
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
の
も
の

で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
こ
か
ら
で
き
る
か
ぎ
り
「
西
洋
化
」
の
影
を
薄
く
し
よ
う
と
し
た
に
ち

が
い
な
い
」
と
言
う
。
ま
た
「
毛
沢
東
は
「
近
代
化
」
を
否
定
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
そ
の
重
要
性
を
大
き
く
主
張
し
て
い
た
し
、「
近
代
化
」
に
「
西
洋
化
」
が
と
も
な
う

必
然
を
も
認
め
て
い
た
、
た
だ
、
そ
の
「
近
代
化
」
が
で
き
る
限
り
土
着
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、「
農
村
」
は
そ
う
し
た
土
着
の
「
近
代
化
」
を
行
う
た
め

の
か
っ
こ
う
な
「
現
場
」
だ
っ
た
」(

六)

と
、
一
九
八
〇
年
代
の
鄧
小
平
の
近
代
的
な
開
放
路

線
が
進
行
し
て
い
る
時
代
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
小
田
氏
の
言
う
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
「
西
洋
化
」
の
害
毒
を
十
分
に
心
得
て
こ
れ

を
否
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
生
活
に
お
い
て
毛
沢
東
は
そ
の
害
毒
に
浸
り
き
っ
て
い
た

以
上(

七)

、「
西
洋
化
」
の
影
を
薄
め
よ
う
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

ま
た
土
着
の
近
代
化
は
、
な
ぜ
農
村
に
基
盤
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
都
市
で

は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
回
答
は
小
田
氏
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。 

小
田
氏
は
、
毛
沢
東
は
西
洋
の
近
代
化
を
認
め
な
が
ら
、
西
洋
型
の
近
代
化
を
薄
め
る
よ

う
な
土
着
の
近
代
化
を
志
向
し
た
、
と
言
う
。
こ
れ
は
一
九
五
〇
年
代
よ
り
の
西
洋
化
へ
の

近
代
化
路
線
と
同
時
進
行
し
た
、
も
う
一
つ
の
西
洋
化
を
否
定
し
た
特
殊
的
な
中
国
的
路
線

で
あ
る
「
人
民
公
社
建
設
」
と
「
文
化
大
革
命
」
と
い
う
、
自
己
分
裂
的
な
毛
沢
東
の
政
治

行
動
を
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
思
索
の
よ
う
に
思
え
る
。 

浜
口
充
子
氏
は
、
毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
は
、
東
西
冷
戦
の
中
で
一
九
五
八
年

よ
り
激
し
さ
を
増
し
た
対
外
対
内
路
線
の
抜
き
が
た
い
路
線
対
立
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
代

の
「
反
米
連
ソ
」
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
「
反
米
反
ソ
」
の
政
治
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
ソ

連
型
の
社
会
主
義
国
家
建
設
よ
り
、
ソ
連
モ
デ
ル
で
な
い
中
国
型
社
会
主
義
の
模
索
が
始
ま

っ
た
と
し
て
い
る(

八)

。
浜
口
説
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
路
線
転
換
が
起
き
た
の
か
、
路
線

変
更
し
た
中
国
共
産
党
の
内
部
事
情
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
浜
口
氏
は
、｢

社
会
主
義
総
路
線｣

の
中
に
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
取
り
入
れ
、
同
一
方
向
で
理
解
し
て
い
る
。 

こ
の
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
同
列
に
理
解
す
る
の
は
、
渡
辺
氏
も
同
様
で
あ
る

が(

九)

、
小
島
氏
の
場
合
は
、
「
一
九
五
八
年
に
は
さ
ら
に
人
民
公
社
化
や
大
躍
進
運
動
を
展

開
し
、
共
産
主
義
の
早
期
の
実
現
を
主
張
し
た
」
と
言
い
、
同
じ
性
格
を
持
つ
共
産
主
義
の

実
現
の
方
向
で
理
解
し
て
い
る(

九)

。 

し
か
し
一
九
五
八
年
の
中
ソ
の
対
立
激
化
が
原
因
で
、
毛
沢
東
は
ソ
連
型
か
ら
中
国
型
社

会
主
義
に
急
速
に
路
線
を
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」

運
動
は
、
全
く
同
じ
方
向
を
持
つ
中
国
型
社
会
主
義
の
実
現
政
策
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の

事
実
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
渡
辺
氏
は
次
の
よ
う
言
っ
て
い
る
。
「
し
か
し
毛
沢
東
は
、
「
社
会
主
義
工
業
化

の
最
も
重
要
な
部
門
で
あ
る
重
工
業
、
そ
こ
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
生
産
、
そ
の
他
の
農
業
機

械
の
生
産
、
化
学
肥
料
の
生
産
、
農
業
に
使
わ
れ
る
石
油
や
電
力
の
生
産
等
が
行
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
す
べ
て
農
業
が
共
同
化
さ
れ
て
、
大
規
模
な
経
営
に
な
っ
た
と
い
う
基
礎

が
あ
っ
て
初
め
て
使
用
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
大
規
模
に
使
用
で
き
る
」
（
「
農
業
の
近
代
化

の
問
題
に
つ
い
て
」
『
毛
沢
東
選
集
』
）
と
考
え
た
。
毛
沢
東
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
農
業
の
共

同
化
―
合
作
社
か
ら
人
民
公
社
建
設
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ
、
生
産
性
の
向
上
に
不
可
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欠
な
近
代
的
投
入
財
の
導
入
が
可
能
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
集
団
化
あ
り
き
、

で
あ
る
」(

一
〇)

と
、
毛
沢
東
は
農
業
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
「
農
業
の
近
代
化
＝
協
同
化
に

よ
る
大
規
模
経
営
→
農
業
機
械
等
の
導
入
可
能
」
の
シ
ェ
ー
マ
を
描
い
て
い
た
、
と
言
う
。 

し
か
し
渡
辺
氏
の
言
う
よ
う
に
、
農
業
の
大
規
模
経
営
は
、「
人
民
公
社
」
の
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
主
張
の
題
名
が
、「
農
業
の
近
代
化
に
つ
い
て
」

だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
浜
口
氏
と
渡
辺
氏
の
毛
沢
東
の
近
代
化
路
線
へ
の
理
解
は
、
大
筋

で
は
同
一
で
あ
る
が
、
細
部
で
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
、
農
村
の
大
規
模
経
営
と
い
う
集
団
化
―
「
合
作
社
」
か
ら
「
人
民

公
社
」
ー
の
建
設
が
、
農
工
業
の
近
代
化
の
前
提
と
考
え
、
そ
の
後
に
「
人
民
公
社
」
へ
の

農
工
業
の
機
械
導
入
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
時
点
の
毛
沢
東
の
「
農

業
の
近
代
化
に
つ
い
て
」
は
、「
人
民
公
社
」
を
念
頭
に
置
い
た
発
言
で
な
く
て
、
ソ
連
型
の

集
団
農
場
制
度(

コ
ル
ホ
ー
ズ
や
ソ
ホ
ー
ズ)

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
発
言
で
あ
る
と
思
え
る
。 

な
ぜ
な
ら
農
工
業
の
近
代
化
を
目
指
す
「
大
躍
進
」
と
、
農
業
の
集
団
化
を
目
指
す
「
人

民
公
社
」
建
設
の
指
示
は
、
一
九
五
八
年
八
月
に
同
時
に
発
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る(

一

一)

。
こ
の
事
実
は
、「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
は
、
全
く
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
こ
と
の

証
左
で
あ
る
。
ま
た
渡
辺
氏
自
身
、
一
九
五
八
年
八
月
の
毛
沢
東
の
「
人
民
公
社
」
設
立
の

決
議
に
つ
い
て
、「
大
規
模
農
業
の
集
団
化
が
農
業
生
産
力
を
い
か
な
る
論
理
で
向
上
さ
せ
る

の
か
、
と
言
う
肝
心
の
論
点
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
農
業
の
集
団
化
は
、
毛
沢

東
に
あ
っ
て
は
経
済
学
で
は
な
い
。
・
・
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
産
物
で
あ
る
」(

一
二)

と
述

べ
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
で
あ
る
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
渡
辺
氏
の
近
代
的
農
工
業
技

術
の
投
資
に｢

ま
ず
集
団
化
あ
り
き｣

説
と
、「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
の
同
時
進
行
の
事

実
や
渡
辺
氏
の
「
人
民
公
社
」
＝
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
説
は
、
前
後
で
自
己
矛
盾
し
て
い
る
。 

 

次
に
毛
沢
東
の
外
国
文
化
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
研
究
史
を
紹
介
し
た
い
。 

小
島
氏
は
、｢

新
民
主
主
義
を
指
導
し
た
毛
沢
東
思
想｣

は
、｢

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
普
遍
的
原
理
と
中
国
革
命
の
具
体
的
実
践
を
結
び
つ
け
た
所
産｣

と
定
義
づ
け
ら
れ
た
。
・

・
・
つ
ま
り
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
化
」
で
あ
る
・
・
・
こ
う
し
た
文
脈
で

見
れ
ば
、
毛
沢
東
思
想
は
中
国
近
代
史
の
な
か
で
見
ら
れ
た
近
代
化
の
試
み
の
伝
統
を
引
き

継
い
で
い
る
。
洋
務
運
動
で
提
唱
さ
れ
た｢

中
学
以
体
、
西
学
以
用｣

つ
ま
り｢

中
体
西
用｣

が

毛
沢
東
思
想
の
中
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
・
・
・
毛
沢
東
思
想
の｢

近
代
化｣

と｢

現

代
化｣

の
実
現
の
戦
略
は
、｢

農
村
に
よ
る
都
市
の
包
囲｣

や
人
民
公
社
運
動
の
よ
う
に
伝
統
的

な
農
村
共
同
体
と
い
う
「
中
国
的
な
特
色
」
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
・
・
・
「
「
吸
収
」

さ
れ
る
西
洋
近
代
は
、
中
国
の
革
命
や
建
設
に
都
合
の
よ
い
と
思
わ
れ
る
部
分
だ
け
の
、
つ

ま
み
食
い
〟
だ
け
に
終
わ
り
、
西
洋
近
代
の
「
普
遍
的
真
理
」
の
全
面
的
・
根
底
的
な
「
吸

収
」
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
」(

一
三)

と
、
毛
沢
東
の
西
洋
的
近
代
化
の
吸
収
は
、
西
洋
思

想
“
つ
ま
み
食
い
〟
だ
、
と
言
う
。 

小
島
氏
は
、「
人
民
公
社
」
運
動
を
伝
統
的
な
農
村
共
同
体
と
い
う
中
国
的
特
色
と
理
解
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
毛
沢
東
の
政
治
思
想
を
、
中
国
古
来
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
清
朝
末
期

の
洋
務
運
動
理
念
―
「
体
用
の
理
論
」
と
同
一
の
中
国
文
化
優
位
、
外
国
文
化
軽
視
の
中
華

思
想
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
小
島
氏
の
毛
沢
東
の
政
治
思
想
認
識
は
、
中
国
人
の
基
本

的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
と
は
異
な
り
、「
体
用
の
理
論
」 (

一
五)

を
使
用
し
た
中
華
思

想
の
保
持
と
い
う
理
解
で
あ
る
。 

渡
辺
氏
は
、｢

毛
沢
東
の
愛
国
主
義
を
特
徴
づ
け
た
の
は
、
急
進
主
義
で
あ
っ
た
。
重
工
業

化
は
社
会
主
義
の
「
公
理
」
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
建
国
当
初
か
ら
こ
れ
に
強
く
傾
斜
し
た
。

し
か
し
そ
の
追
求
は
い
か
に
も
急
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
の
大
躍
進
が
そ
の
証
左
で
あ
る
」

と
言
う
。
し
か
し
「
共
産
党
の
穏
健
で
漸
進
的
な
現
実
的
な
路
線
は
、
一
九
五
三
年
八
月
の

毛
沢
東
の
重
要
指
示
文
書
「
過
渡
期
に
お
け
る
党
の
総
路
線
」
に
お
い
て
一
挙
に
方
向
転
換

 

 

も
う
一
つ
平
等
の
実
現
と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
農
業
の
共
同
化
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

後
ソ
連
モ
デ
ル
を
打
開
す
る
た
め
に
大
躍
進
、
特
に
人
民
公
社
が
生
ま
れ
た
と
」(

五)

と
い
う
。

 
 

 
貝
塚
氏
も
野
村
氏
の
主
張
も
、
人
民
公
社
を
生
産
性
の
向
上
の
実
現
と
理
解
し
て
お
り
、

「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
同
一
に
理
解
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

小
田
実
氏
は
、
毛
沢
東
の
社
会
主
義
建
設
に
つ
い
て
、「
た
だ
、
社
会
主
義
「
西
洋
化
」
を

ふ
く
め
て
「
西
洋
化
」
の
害
毒
を
十
分
に
心
得
て
い
た
彼
は
、「
近
代
化
」
は
た
し
か
に
社
会

主
義
の
建
設
に
と
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
中
国
の
進
歩
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
の
も
の

で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
こ
か
ら
で
き
る
か
ぎ
り
「
西
洋
化
」
の
影
を
薄
く
し
よ
う
と
し
た
に
ち

が
い
な
い
」
と
言
う
。
ま
た
「
毛
沢
東
は
「
近
代
化
」
を
否
定
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
そ
の
重
要
性
を
大
き
く
主
張
し
て
い
た
し
、「
近
代
化
」
に
「
西
洋
化
」
が
と
も
な
う

必
然
を
も
認
め
て
い
た
、
た
だ
、
そ
の
「
近
代
化
」
が
で
き
る
限
り
土
着
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、「
農
村
」
は
そ
う
し
た
土
着
の
「
近
代
化
」
を
行
う
た
め

の
か
っ
こ
う
な
「
現
場
」
だ
っ
た
」(

六)

と
、
一
九
八
〇
年
代
の
鄧
小
平
の
近
代
的
な
開
放
路

線
が
進
行
し
て
い
る
時
代
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
小
田
氏
の
言
う
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
「
西
洋
化
」
の
害
毒
を
十
分
に
心
得
て
こ
れ

を
否
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
生
活
に
お
い
て
毛
沢
東
は
そ
の
害
毒
に
浸
り
き
っ
て
い
た

以
上(

七)

、「
西
洋
化
」
の
影
を
薄
め
よ
う
と
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

ま
た
土
着
の
近
代
化
は
、
な
ぜ
農
村
に
基
盤
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
都
市
で

は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
回
答
は
小
田
氏
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。 

小
田
氏
は
、
毛
沢
東
は
西
洋
の
近
代
化
を
認
め
な
が
ら
、
西
洋
型
の
近
代
化
を
薄
め
る
よ

う
な
土
着
の
近
代
化
を
志
向
し
た
、
と
言
う
。
こ
れ
は
一
九
五
〇
年
代
よ
り
の
西
洋
化
へ
の

近
代
化
路
線
と
同
時
進
行
し
た
、
も
う
一
つ
の
西
洋
化
を
否
定
し
た
特
殊
的
な
中
国
的
路
線

で
あ
る
「
人
民
公
社
建
設
」
と
「
文
化
大
革
命
」
と
い
う
、
自
己
分
裂
的
な
毛
沢
東
の
政
治

行
動
を
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
思
索
の
よ
う
に
思
え
る
。 

浜
口
充
子
氏
は
、
毛
沢
東
の
中
国
型
社
会
主
義
建
設
は
、
東
西
冷
戦
の
中
で
一
九
五
八
年

よ
り
激
し
さ
を
増
し
た
対
外
対
内
路
線
の
抜
き
が
た
い
路
線
対
立
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
代

の
「
反
米
連
ソ
」
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
「
反
米
反
ソ
」
の
政
治
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
ソ

連
型
の
社
会
主
義
国
家
建
設
よ
り
、
ソ
連
モ
デ
ル
で
な
い
中
国
型
社
会
主
義
の
模
索
が
始
ま

っ
た
と
し
て
い
る(

八)

。
浜
口
説
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
路
線
転
換
が
起
き
た
の
か
、
路
線

変
更
し
た
中
国
共
産
党
の
内
部
事
情
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
浜
口
氏
は
、｢

社
会
主
義
総
路
線｣

の
中
に
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
取
り
入
れ
、
同
一
方
向
で
理
解
し
て
い
る
。 

こ
の
「
大
躍
進
」
と
「
人
民
公
社
」
を
同
列
に
理
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す
る
の
は
、
渡
辺
氏
も
同
様
で
あ
る

が(

九)

、
小
島
氏
の
場
合
は
、
「
一
九
五
八
年
に
は
さ
ら
に
人
民
公
社
化
や
大
躍
進
運
動
を
展

開
し
、
共
産
主
義
の
早
期
の
実
現
を
主
張
し
た
」
と
言
い
、
同
じ
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格
を
持
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共
産
主
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実
現
の
方
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解
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。 

し
か
し
一
九
五
八
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中
ソ
の
対
立
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、
毛
沢
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ソ
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中
国
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社

会
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械
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肥
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産
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あ
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可
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分
析
を
手
掛
か
り
に
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て(

二)

― 
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沢
東
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根
底
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子
の
肯
定
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定
、
マ
ル
ク
ス
の
肯
定
と
否
定
、
米
ソ
の
肯
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等
、
中
国
人
に
伝
統
的
で
基
本
的
な
「
対
の
思
想
」
が
存
在
し
た
。
こ
の
二
元
論

的
思
想
は
、
鄧
小
平
の
開
放
路
線
後
の
一
国
二
制
度
論
に
繋
が
る
淵
源
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東

の
社
会
主
義
国
家
建
設
理
論
に
は
、
劉
少
奇
等
の
ソ
連
型
漸
進
的
社
会
主
義
建
設
路
線
と
異

な
り
、
欧
米
の
高
い
生
産
力
の
上
に
立
つ
マ
ル
ク
ス
主
義
原
理
に
忠
実
な
社
会
主
義
建
設
と
、

現
実
の
農
村
を
基
盤
と
し
た
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
共
産
主
義
建
設
理
論
が
並
存
し
た
。 

 

キ
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ワ
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ド
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は
じ
め
に 

 

（
一
） 

「
対
の
思
想
」
研
究
史
の
問
題
点 

「
対
の
思
想
」
と
は
、
是
非
・
善
悪
・
表
裏
等
、
同
一
物
に
つ
い
て
の
両
面
思
考
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
基
本
的
な
思
考
で
あ
る
こ
と
は
、
市
川
安
司

氏(

一)

、
駒
田
信
二
氏(

二) 

金
谷
治
氏(

三)

等)

に
よ
り
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
市
川
氏
・
駒
田
氏
・
金
谷
氏
の
三
者
の
研
究
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
存
在
す
る
。 

  

 
 

小 

倉 

正 

昭 

  

市
川
氏
の
研
究
は
、
北
宋
時
代
の
哲
学
者
に
限
っ
て
の
言
及
と
実
証
で
あ
り
、
中
国
思
想

史
の
中
で
の
現
代
的
意
義
に
言
及
す
る
研
究
で
は
な
か
っ
た
。
駒
田
氏
の
研
究
は
、
日
本
と

中
国
の
文
学
上
の
表
現
認
識
の
相
違
に
言
及
す
る
事
を
主
眼
に
し
た
論
考
で
あ
る
。 

金
谷
氏
の
研
究
は
、「
対
の
思
想
」
が
、
現
在
の
中
国
人
―
と
り
わ
け
毛
沢
東
思
想
ー
に
ま
で

古
代
よ
り
の
伝
統
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
た
卓
越
し
た
識
見
を
持
つ
著
書
で
あ
る
。

し
か
し
金
谷
・
駒
田
氏
の
研
究
は
、「
対
の
思
想
」
を
基
軸
に
し
て
毛
沢
東
の
政
治
理
想
を
本

格
的
に
紹
介
す
る
歴
史
学
的
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 

（
二
） 

毛
沢
東
の
政
治
理
想
の
研
究
史
の
現
状 

中
国
の
歴
史
学
や
思
想
史
分
野
で
は
、
毛
沢
東
の
政
治
理
想
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
研

究
蓄
積
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
研
究
史
の
紹
介
と
問
題
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

貝
塚
茂
樹
氏
は
、
毛
沢
東
は
「
農
業
国
の
中
国
を
社
会
主
義
的
な
工
業
国
に
変
え
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
が
」
、｢

爆
発
的
に
増
加
す
る
人
口
を
養
う
食
料
を
確
保
し
、
重
工
業
へ
の
投

資
を
確
保
す
る
た
め
に
、
農
村
の
集
団
化
を
す
す
め
、
大
躍
進
の
政
策
を
採
用
し
て
人
民
公

社
を
作
っ
た｣(

四)

と
し
て
い
る
。 

野
村
浩
一
氏
は
、
社
会
主
義
国
建
設
に
つ
い
て
、「
遅
れ
た
農
業
国
を
進
ん
だ
工
業
国
に
変

え
て
い
く
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
は
第
一
次
五
カ
年
計
画
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
が
、
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Mao Zedong’s Personality and “the Thought of Dui” 

― Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (1) ― 

 

Masaaki OGURA* 

 

“The thought of Dui” is a two-sided mode of thinking that simultaneously regards two sides of the 

same entity: a pair of elements that are mutually opposed, such as right and wrong, good and evil, or 

likes and dislikes. This traditional and basic mode of thinking for Chinese people provides the 

ground for Mao Zedong’s personality, who was a Marxist leader of the Chinese Communist Party. 

Examples of the “thought of Dui” in Mao Zedong can be found in various fields: generous in 

personality and strong suspicion, political personnel policy, illness and recognition of medicine, 

recognition of situation, recognition of foreign countries, and recognition of history. 

 

In the case of Mao Zedong, the fundamental source to have acquired the dualist thought that is a 

Chinese basic mode of thinking was what he learned from experience: mah-jongg, which is a 

favorite game for Chinese people, and favorite reading of history books on Chinese successive 

dynasties. 

 

Key words: thought of Dui, Mao Zedong’s personality, recognition of medicine, recognition of the 

opposite sex, recognition of foreign countries, recognition of history 
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Mao Zedong’s Personality and “the Thought of Dui” 

― Using the analysis of the Private Life of Chairman Mao by Li Zhisui as a clue (1) ― 

 

Masaaki OGURA* 

 

“The thought of Dui” is a two-sided mode of thinking that simultaneously regards two sides of the 

same entity: a pair of elements that are mutually opposed, such as right and wrong, good and evil, or 

likes and dislikes. This traditional and basic mode of thinking for Chinese people provides the 

ground for Mao Zedong’s personality, who was a Marxist leader of the Chinese Communist Party. 

Examples of the “thought of Dui” in Mao Zedong can be found in various fields: generous in 

personality and strong suspicion, political personnel policy, illness and recognition of medicine, 

recognition of situation, recognition of foreign countries, and recognition of history. 

 

In the case of Mao Zedong, the fundamental source to have acquired the dualist thought that is a 

Chinese basic mode of thinking was what he learned from experience: mah-jongg, which is a 

favorite game for Chinese people, and favorite reading of history books on Chinese successive 

dynasties. 

 

Key words: thought of Dui, Mao Zedong’s personality, recognition of medicine, recognition of the 

opposite sex, recognition of foreign countries, recognition of history 
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と
し
て
引
用
す
る
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
補
注
し
て
お
き
た
い
。 

一
ー
「
著
者
あ
と
が
き
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
物
は
単
な
る
個
人
的
執
筆
に
係
る
毛
沢
東 

の
伝
記
で
は
な
い
。
毛
沢
東
の
公
私
に
わ
た
る
貴
重
な
発
言
を
正
確
に
記
録
し
た
歴
史
実 

録
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
孔
子
や
孟
子
の
言
行
録
で
あ
る
「
論
語
」や
「
孟
子
」や
歴
代
王 

朝
の
皇
帝
の
「
実
録
」
と
変
わ
ら
な
い
歴
史
的
意
義
を
持
つ
二
〇
世
紀
の
世
界
的
指
導
者
・ 

毛
沢
東
に
つ
い
て
の
大
変
貴
重
な
歴
史
資
料
文
献
な
の
で
あ
る
。 

本
書
の
訳
者
で
あ
る
新
庄
哲
夫
氏
も
、
「
文
庫
本
訳
者
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
「
毛
沢
東 

時
代
の
貴
重
な
第
一
次
史
料
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
臭
に
満
ち
た
興
味
津
津
の
回 

顧
録｣

と
し
て
い
る
。
（
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

五
三
七
頁 

参
照
） 

二
ー
現
在
、
李
氏
が
亡
命
先
の
ア
メ
リ
カ
で
出
版
し
た
本
書
は
、
中
国
で
は
発
売
禁
止
処
分 

に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書
の
出
版
後
に
中
国
で
は
、
反
論
書
と
し
て
林
克
等
の
執
筆
に
よ 

る
『「
毛
沢
東
の
私
生
活
」
の
真
相 

元
秘
書
、
医
師
、
看
護
婦
の
証
言
』

 

村
田
忠
禧
訳
・ 

、
蒼
蒼
社
、
一
九
九
七
年
八
月 

）が
出
版
さ
れ
た
。 

三
ー
こ
の
本
に
よ
れ
ば
「
李
は
保
健
医
師
に
過
ぎ
ず
、
毛
沢
東
と
話
を
す
る
機
会
は
ほ
と
ん 

 
 

ど
な
か
っ
た
。
李
は
毛
沢
東
の
前
に
出
る
と
緊
張
し
て
話
も
で
き
な
か
っ
た
し
、
婦
長
に
様 

 
 

子
を
聞
い
て
済
ま
せ
、
出
来
る
だ
け
毛
沢
東
に
会
わ
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
。
重
要
な
会 

 
 

議
に
は
参
加
す
る
資
格
が
無
か
っ
た
。
李
は
泳
げ
ず
黄
河
を
、
毛
沢
東
と
い
っ
し
ょ
に
泳 

 
 

ぐ
写
真
は
偽
造
で
あ
り
、
実
際
に
は
李
自
身
は
写
っ
て
い
な
い
。
毛
沢
東
の
側
近
は
毛
自 

 
 

身
か
ら
の
手
紙
を
多
数
持
っ
て
い
る
の
に
李
は
一
つ
も
持
っ
て
い
な
い
」
等
と
指
摘
し
批
判 

 
 

し
て
い
る
（
ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア 

「フ
リ
ー
百
科
事
典
」

 

参
照
）。 

四
ー
し
か
し
こ
の
反
論
書
出
版
後
に
、
こ
の
反
論
を
覆
す
よ
う
な
真
実
が
多
く
発
見
・
発
表 

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
①
北
海
閑
人
『
中
国
が
ひ
た
隠
す
毛
沢
東
の
真
実
』（
廖
建
龍
訳
、 

草
思
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
「
私
生
活
」
と
同
じ
描
写
が
あ
る
。
著
者
は
引
退
し
た
中
国
共 

産
党
古
参
幹
部
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。 

② 

し
か
し
後
に
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
に
載
っ
て
い
る
写 

真
以
外
に
も
、
李
が
毛
の
非
常
に
近
く
に
い
る
様
々
な
写
真
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
③ 

晩 

年
の
周
恩
来
と
毛
沢
東
と
の
関
係
を
描
い
た
高
文
謙 

『周
恩
来
秘
録 

党
機
密
文
書
は 
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語
る
』（
上
下
、
上
村
幸
治
訳
、
文
藝
春
秋
、
２
０
０
７
年
／
文
春
文
庫
、
２
０
１
０
年
）で
も

本
書
を
（
修
正
意
見
を
い
く
つ
か
加
え
つ
つ
）多
数
引
用
し
て
い
る
。
著
者
も
ア
メ
リ
カ
に
亡

命
移
住
し
、
彼
の
地
で
こ
の
著
作
を
執
筆
し
た
（
ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア 

「
フ
リ
ー
百
科
事
典
」

 

参
照
）。 

 
 

五
ー
以
上
の
事
実
か
ら
考
え
て
、
李
氏
の
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』は
、
頗
る
真
実
性
が
高
く
、
毛 

沢
東
の
私
生
活
を
知
る
上
で
の
第
一
級
の
書
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も 

そ
も
中
国
で
発
売
禁
止
処
分
に
な
る
こ
と
自
体
に
、
信
憑
性
の
高
い
実
録
的
価
値
が
存
在 

す
る
。
反
論
書
の
内
容
も
真
実
を
覆
す
よ
う
な
核
心
部
分
が
な
く
、
枝
葉
末
節
で
あ
る
。 

(

一
八) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
二
〇
頁 

参
照 

(

一
九)

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

四
八
二
頁 

参
照 

(

二
○) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

四
八
二 

参
照 

(

二
一) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
一
七
頁
、
上
一
三
五
頁 

参
照 

(

二
二) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
一
七
頁 

参
照 

(

二
三) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
一
六
頁 

参
照 

(

二
四) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
下 

二
七
四 

参
照 

(

二
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
下 

三
五
二 

参
照 

(

二
六) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
下 

三
四
〇
頁 

参
照 

(

二
七)

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』 

下 

三
四
三
頁 

参
照 

(

二
八) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
三
五
頁 

参
照 

(

二
九) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
七
四
頁 

参
照 

(

三
○) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

二
〇
五
頁 

参
照 

(

三
一) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

二
五
頁 

参
照 

(

三
二) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
九
八
頁 

参
照 

(

三
三) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

二
〇
五
頁 

参
照 

(

三
四) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

二
〇
六
頁 

参
照 

(

三
五) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

八
七
頁 

参
照 

(

三
六) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』
上 

九
六
頁 

上
一
〇
八
頁 

参
照 

 

『
中
国
の
歴
史 

第
九
巻 

人
民
中
国
の
誕
生
』(

野
村
浩
一 

講
談
社 

昭
和
四
九
年 

四
三
四
頁 

参
照
） 

(

三
七) 

『マ
オ 

上
・
下
』(

ユ
ン
・
チ
ア
ン 

講
談
社 

二
〇
〇
五
年 

上 

五
五
三
頁 

参
照
） 

(

三
八)  

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

七
四
頁 

参
照 

(

三
九) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

九
六
頁 

参
照 

(

四
○)

拙
稿
『対
の
思
想
と
状
況
の
変
化
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背 

 
 

 
 

景
（
二
）
』（鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

(

四
一) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』
、
上 

三
七
五
頁 

参
照 

(

四
二) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

三
七
九
頁 

参
照 

(

四
三) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

三
五
頁 

参
照 

(

四
四) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

三
六
頁 

参
照 

(

四
五) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
四
〇
頁 

参
照 

(

四
六) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
四
〇
頁 

参
照 

(

四
七) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
三
九
頁 

参
照 

(

四
八) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』上 

一
四
〇
頁 

参
照 

(

四
九) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

一
四
七
頁 

参
照 

(

五
○) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

三
九
八
頁 

参
照 

(

五
一) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

四
一
八
頁 

参
照 

(

五
二) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

三
九
九
頁 

｢

八
二 

が
ん
の
手
術
を
禁
ず
る
」
参
照 

(

五
三) 

『 

毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

四
一
四
頁 

参
照 

 
 

（
五
）
宮
崎
市
定
等
「
東
洋
学
か
ら
見
た
“
毛
王
朝
”」（
『
中
央
公
論
』

 

緊
急
増
刊
号 

一
九
六
七 

年 
参
照
） 

(

六)
「
毛
沢
東
主
席
と
の
一
時
間
半
」(

『
毛
沢
東
ノ
ー
ト
』
竹
内
実 

新
泉
社 

一
九
七
二
年 

所 
収 

七
一
頁 
参
照) 

(

七)｢

毛
沢
東
伝
」(
『
毛
沢
東
ノ
ー
ト
』
竹
内
実 

新
泉
社 

一
九
七
二
年 

第
三
刷 

所
収 

四
七 

頁 

参
照) 

(

八) 
｢

毛
沢
東
伝
」(

『
毛
沢
東
ノ
ー
ト
』
竹
内
実 

新
泉
社 

一
九
七
二
年 

第
三
刷 

所
収 

四 

 
 

 

七
頁 

参
照) 

(

九) 

(

『
岩
波
講
座 

現
代
中
国 

第
四
巻
』所
収 

Ⅵ
「
中
国
社
会
主
義
に
お
け
る
毛
沢
東
の
映 

 
 

 

像
と
残
像
」二
一
九
頁
以
下 

岩
波
書
店 
一
九
八
九
年 

 

参
照) 

(

一
○)

『マ
オ 

誰
も
知
ら
な
か
っ
た
毛
沢
東 

上
・
下
』(
ユ
ン
・
チ
ア
ン 

講
談
社 

二
〇
〇
五
年)  

 (

一
一) 

『
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
そ
し
て
江
沢
民
』(

渡
辺
利
夫 
小
島
朋
之
他 

東
洋
経
済
新
聞 

社 

一
九
九
九
年
一
一
月 

第
二
刷 

第
二
章 

「
毛
沢
東
の
思
想
、
人
物
そ
し
て
政
治
行
動 

」

 

六
九
頁 

参
照 

) 

(

一
二)

『
毛
沢
東
の
私
生
活 

上
・下
』( 

李
志
綏 

新
庄
哲
夫
訳 

文
春
文
庫 
二
〇
〇
〇
年 

第 

八
刷 

参
照
） 

(

一
三) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
』

 

二
五
頁 

参
照 

(

一
四) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』
五
二
五
頁 

参
照 

(

一
五) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』
五
二
六
頁 

参
照 

(

一
六) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活
下
』
五
二
五
頁 

参
照 

(

一
七) 

歴
史
資
料
文
献
と
し
て
引
用
す
る
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
補
注
し
て
お
き
た
い
。 

一
ー
「
著
者
あ
と
が
き
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
物
は
単
な
る
個
人
的
執
筆
に
係
る
毛
沢
東 

の
伝
記
で
は
な
い
。
毛
沢
東
の
公
私
に
わ
た
る
貴
重
な
発
言
を
正
確
に
記
録
し
た
歴
史
実 

録
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
孔
子
や
孟
子
の
言
行
録
で
あ
る
「
論
語
」や
「
孟
子
」や
歴
代
王 

朝
の
皇
帝
の
「
実
録
」
と
変
わ
ら
な
い
歴
史
的
意
義
を
持
つ
二
〇
世
紀
の
世
界
的
指
導
者
・ 

毛
沢
東
に
つ
い
て
の
大
変
貴
重
な
歴
史
資
料
文
献
な
の
で
あ
る
。 

本
書
の
訳
者
で
あ
る
新
庄
哲
夫
氏
も
、
「
文
庫
本
訳
者
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
「
毛
沢
東 

時
代
の
貴
重
な
第
一
次
史
料
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
臭
に
満
ち
た
興
味
津
津
の
回 

顧
録｣

と
し
て
い
る
。
（
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』下 

五
三
七
頁 

参
照
） 

二
ー
現
在
、
李
氏
が
亡
命
先
の
ア
メ
リ
カ
で
出
版
し
た
本
書
は
、
中
国
で
は
発
売
禁
止
処
分 

に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書
の
出
版
後
に
中
国
で
は
、
反
論
書
と
し
て
林
克
等
の
執
筆
に
よ 

る
『「
毛
沢
東
の
私
生
活
」
の
真
相 

元
秘
書
、
医
師
、
看
護
婦
の
証
言
』

 

村
田
忠
禧
訳
・ 

、
蒼
蒼
社
、
一
九
九
七
年
八
月 

）が
出
版
さ
れ
た
。 

三
ー
こ
の
本
に
よ
れ
ば
「
李
は
保
健
医
師
に
過
ぎ
ず
、
毛
沢
東
と
話
を
す
る
機
会
は
ほ
と
ん 

 
 

ど
な
か
っ
た
。
李
は
毛
沢
東
の
前
に
出
る
と
緊
張
し
て
話
も
で
き
な
か
っ
た
し
、
婦
長
に
様 

 
 

子
を
聞
い
て
済
ま
せ
、
出
来
る
だ
け
毛
沢
東
に
会
わ
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
。
重
要
な
会 

 
 

議
に
は
参
加
す
る
資
格
が
無
か
っ
た
。
李
は
泳
げ
ず
黄
河
を
、
毛
沢
東
と
い
っ
し
ょ
に
泳 

 
 

ぐ
写
真
は
偽
造
で
あ
り
、
実
際
に
は
李
自
身
は
写
っ
て
い
な
い
。
毛
沢
東
の
側
近
は
毛
自 

 
 

身
か
ら
の
手
紙
を
多
数
持
っ
て
い
る
の
に
李
は
一
つ
も
持
っ
て
い
な
い
」
等
と
指
摘
し
批
判 

 
 

し
て
い
る
（
ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア 

「フ
リ
ー
百
科
事
典
」

 

参
照
）。 

四
ー
し
か
し
こ
の
反
論
書
出
版
後
に
、
こ
の
反
論
を
覆
す
よ
う
な
真
実
が
多
く
発
見
・
発
表 

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
①
北
海
閑
人
『
中
国
が
ひ
た
隠
す
毛
沢
東
の
真
実
』（
廖
建
龍
訳
、 

草
思
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
「
私
生
活
」
と
同
じ
描
写
が
あ
る
。
著
者
は
引
退
し
た
中
国
共 

産
党
古
参
幹
部
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。 

② 

し
か
し
後
に
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
に
載
っ
て
い
る
写 

真
以
外
に
も
、
李
が
毛
の
非
常
に
近
く
に
い
る
様
々
な
写
真
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
③ 

晩 
年
の
周
恩
来
と
毛
沢
東
と
の
関
係
を
描
い
た
高
文
謙 

『周
恩
来
秘
録 

党
機
密
文
書
は 

毛沢東の人格と対の思想　－李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（一）－ 55（96）



 
 

」
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。 

三
ー
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
人
格
に
つ
い
て
、
「
毛
沢
東
は
複
雑
か
つ
矛
盾
の
多
い
人
物
だ
っ
た
」(

八
二

)

と
述
べ
て
い
た
が
、
複
雑
で
矛
盾
に
満
ち
た
両
面
思
考
の
人
格
は
、
理
屈
抜
き
の
中
国
人
の
基
本

的
民
族
性
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
特
に
毛
沢
東
の
場
合
に
は
、
大
多
数
の
中
国
人
が
古
来
よ
り
好

ん
だ
賭
博
で
あ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
、
数
多
く
の
中
国
歴
代
の
歴
史
書
を
愛
読
す
る
こ
と
に
よ
り
体
得

し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
毛
沢
東
の
場
合
の
「
対
の
思
想
」
の
淵
源
は
、
中
国
の
歴
史
書
を
愛

読
す
る
所
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

四
ー
毛
沢
東
の
人
格
に
由
来
す
る
毛
沢
東
思
想
の
根
底
を
規
定
し
て
い
る
の
が
、
中
国
人
の
伝
統

的
で
基
本
的
な
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
毛
沢
東
思
想
を
西

洋
で
生
ま
れ
育
っ
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
中
国
の
実
情
に
即
し
て
創
造
的
に
発
展
さ
し
た
高

度
な
思
想
で
あ
る
と
、
単
純
に
規
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
の
学
ん
だ
西
洋
で
生

ま
れ
た
弁
証
法
理
論
＝
一
元
論
思
想
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
が
、
中
国
人
の
二
元
論
的

思
想
＝
「
対
の
思
想
」
の
影
響
を
受
け
て
大
き
く
変
質
し
て
し
ま
っ
た
も
の
が
、
毛
沢
東
思
想
で
あ

る
と
規
定
す
る
の
が
正
し
い
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲

学
的
発
展
と
自
負
す
る
『
実
践
論
』
・
『
矛
盾
論
』
に
つ
い
て
、
ソ
連
側
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
認
識
と

毛
沢
東
の
自
己
認
識
の
違
い
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
記
録
し
て
い
る
。 

 
 

「
耳
に
し
た
噂
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
九
五
三
に
ソ
連
の
著
名
な
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
哲
学
者
Ｐ
・
Ｆ
・
ユ
ー
ジ
ン
を
北
京
駐
在
の
ソ
連
大
使
に
任
命
し
、
毛
沢
東
の
思
想
を
研
究
し
て
マ

ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
に
沿
う
も
の
か
ど
う
か
報
告
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
主
席
は
し
ば
し
ば
ユ
ー
ジ
ン

を
た
ず
ね
て
夜
遅
く
ま
で
論
争
し
た
が
、
大
使
は
毛
沢
東
の
考
え
方
を
し
つ
こ
い
ま
で
は
ね
つ
け
た
。

主
席
は
面
白
く
な
か
っ
た
。
「
哲
学
は
本
当
に
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
で
頂
点
に
到
達
し
た
の
か
」
。
彼
は

と
き
た
ま
声
高
に
そ
う
い
ぶ
か
る
の
だ
っ
た
。
「
中
国
の
革
命
的
経
験
を
織
り
込
む
こ
と
で
新
し
い

哲
学
思
想
を
み
出
せ
る
の
で
は
な
ら
ろ
う
か
。
」
・
・
・
」
（
九
五
）
、
述
べ
て
い
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
が
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
創
造
的
発
展
と
自
負
す
る
毛
沢
東
思
想
は
、
西
洋
の
マ

ル
ク
ス
主
義
者
か
ら
見
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
大
き
く
逸
脱
し
て
お
り
、
中
国
の
伝
統
的

思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
に
よ
り
特
殊
中
国
的
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
を
解
釈
し
直
し
た
の
も
の
で

あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
型
修
正
主
義
的
思
想
で
あ
っ
た
。 

五
ー
毛
沢
東
に
見
ら
れ
る
ソ
連
と
英
米
の
賛
美
と
い
う
自
己
矛
盾
的
な
国
家
体
制
認
識
論
や
、

鄧
小
平
の
「
白
猫
で
も
黒
猫
で
も
よ
い
。
鼠
を
執
る
猫
は
良
い
猫
だ
」
（
九
六
）
と
い
う
有
名
な
社
会

主
義
と
資
本
主
義
の
対
立
的
な
両
制
度
を
肯
定
す
る
中
国
人
の
伝
統
的
な
基
本
的
思
考
で
あ
る

両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
に
は
、
開
放
路
線
後
の
現
代
社
会
主
義
中
国
に
お
い
て
生
産
力
の
発
展

を
実
現
す
る
た
め
に
市
場
経
済
制
度
を
導
入
し
て
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
両
制
度
の
併
存

を
肯
定
す
る
一
国
二
制
度
論
の
導
入
に
発
展
し
て
行
く
根
本
的
原
因
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

六
ー
と
こ
ろ
で
こ
の
毛
沢
東
の
人
格
上
の
「
対
の
思
想
」
―
同
一
物
の
両
面
思
考
―
が
、
毛
沢
東
の

政
治
理
想
の
上
に
展
開
さ
れ
る
と
、
一
体
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
姿
を
し
て
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
二
〇
一
一
年
八
月
三
一
日 

稿
了
） 

注 （
一
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司 

 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

三
頁 

参
照) 

 

『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
三
章 

対
待 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三
年 

 

第
八
刷) 

 

（
二
）
『
新
編 

対
の
思
想
』(

駒
田
信
二 

岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
三
〇 

一
九
九
二
年 

第

一
刷
、｢

対
の
思
想
―
あ
る
い
は
影
の
部
分
に
つ
い
て｣

参
照 

原
載
は 

『新
潮
』

 

昭
和
三
九

年 
『対
の
思
想
』

 

参
照) 

(

三) 

金
谷
治 
『前
掲
書
』
一
一
五
頁
―
一
一
六
頁 

参
照 

 

（
四
）

 

貝
塚
茂
樹 
『
毛
沢
東
伝
』（
岩
波
新
書 

岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年 

参
照 

） 

 
 

海
岸
一
帯
を
支
配
下
に
お
き
数
多
く
の
異
民
族
を
単
一
支
配
の
も
と
に
統
合
し
た
と
指
摘
す
る
」

(

八
九)

と
述
べ
て
い
る
。 

秦
の
始
皇
帝
に
つ
い
て
、
「
毛
に
い
わ
せ
れ
ば
、
始
皇
帝
が
儒
者
を
生
き
埋
め
に
し
た
の
は
、
中
国

統
一
と
帝
国
建
設
と
い
う
皇
帝
の
努
力
を
は
ば
も
う
と
し
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
・
・
・
始

皇
帝
を
み
る
場
合
、
枝
葉
末
節
を
誇
張
し
て
偉
大
さ
を
無
視
す
べ
き
で
な
い
と
毛
は
主
張
し
た
」
（

九
〇)

と
い
う
。 

則
天
武
后
に
つ
い
て
、
「
毛
沢
東
も
ま
た
則
天
武
后
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
女
帝
を
ど
う

思
う
か
ね
と
き
か
れ
て
、
私
は
率
直
に
答
え
た
。
「
あ
ま
り
に
も
疑
い
深
く
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の

密
告
者
を
擁
し
、
あ
ま
り
に
も
た
く
さ
ん
の
人
間
を
殺
し
ま
し
た
」

 

「
い
や
則
天
武
后
は
社
会
改

革
者
だ
っ
た
の
だ
よ
」
と
毛
沢
東
。
「
貴
族
や
有
力
な
大
家
族
を
犠
牲
に
し
て
中
小
地
主
層
の
利
益

を
推
進
し
た
。
」
・
・
・
」(

九
一)

と
結
論
し
て
い
る
。 

そ
し
て
隋
の
煬
帝
に
つ
い
て
は
、
「
中
国
の
民
衆
か
ら
み
れ
ば
、
煬
帝
は
極
悪
人
の
ひ
と
り
だ
。
・
・

・
大
運
河
の
開
鑿
を
命
じ
た
大
土
木
工
事
で
は
お
び
た
だ
し
人
命
が
失
わ
れ
た
。
が
、
毛
は
煬
帝
を

最
高
の
皇
帝
と
位
置
づ
け
た
。
・
・
・
大
運
河
の
建
造
で
中
国
は
北
と
南
が
一
直
線
に
結
ば
れ
、
国

家
を
ひ
と
つ
に
結
び
つ
け
る
ベ
ル
ト
と
な
っ
た
。
煬
帝
も
ま
た
偉
大
な
統
一
家
だ
と
い
う
の
で
あ
る
」(

九
二)

と
い
う
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
諸
例
を
見
て
も
、
毛
沢
東
の
歴
史
観
は
、
西
洋
教
育
を
受
け
た
李
氏
の
み
な
ら
ず
、

日
本
の
一
般
の
歴
史
研
究
者
に
は
到
底
想
像
が
つ
か
な
い
冷
酷
な
発
想
を
持
っ
て
お
り
、
歴
史
上

の
残
忍
な
皇
帝
に
つ
い
て
、
そ
の
長
所
と
短
所
の
両
面
を
見
る
「
対
の
思
想
」
の
歴
史
認
識
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
最
後
に
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
の
歴
史
観
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ

は
お
の
ず
と
毛
沢
東
の
人
物
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
物
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」(

九
三)

と
、
毛
沢
東

を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
冷
酷
な
歴
史
上
の
人
物
の
中
に
偉
大
さ
を
も
見
る
両
面
思
考
の

歴
史
観
は
、
毛
沢
東
の
複
雑
な
人
格
と
軌
跡
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
容
易
に
理
解
で

き
る
で
あ
ろ
う
。 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
李
氏
は
、
初
対
面
で
の
毛
沢
東
の
印
象
に
つ
い
て
、
「
私
に
い
え
る
か
ぎ
り

で
は
、
最
初
の
面
談
で
し
め
さ
れ
た
親
し
み
が
忘
れ
が
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
沢
東
に
は
人
間

的
な
感
情
が
欠
落
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
愛
す
る
こ
と
も
、
友
情
を
い
だ
き
、
思
い
や
り
を
い
だ
く

こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
」(

九
四)

と
述
べ
て
い
た
。
毛
沢
東
の
人
間
性
に
つ
い
て
の
「
対
の
思
想
」

―
親
し
み
深
さ
と
愛
情
の
欠
落
ー
は
、
冷
酷
な
暴
君
に
偉
大
さ
を
見
て
、
こ
れ
ら
の
人
物
を
愛
す

る
人
格
的
な
根
拠
で
あ
っ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

お
わ
り
に 

 

以
上
、
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
李
氏
の
記
録
し
た
貴
重
な
実
録
資

料
で
あ
る
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
よ
り
引
用
し
て
、
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
と
の
関
係
を
多
方

面
に
わ
た
り
検
討
し
て
紹
介
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

一
ー
毛
沢
東
の
人
格
に
言
及
し
て
い
る
研
究
者
は
少
数
で
あ
る
が
、
貝
塚
氏
、
竹
内
氏
、
ス
ノ
ー
氏

の
よ
う
な
聖
人
君
子
と
か
、
偉
大
な
人
物
と
か
、
そ
れ
と
は
反
対
に
徳
田
氏
、
小
島
氏
、
ユ
ン
・
チ
ア

ン
氏
が
言
う
よ
う
猜
疑
心
の
強
い
、
冷
徹
非
情
な
人
物
、
皇
帝
的
権
力
者
と
か
、
カ
リ
ス
マ
的
人
物
、

狡
猾
な
人
物
と
い
う
よ
う
な
、
単
純
な
人
物
で
は
な
い
。 

毛
沢
東
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
一
面
的

な
性
格
の
持
ち
主
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
複
雑
で
矛
盾
に
満
ち
た
両
面
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。 

二
ー
毛
沢
東
の
人
格
は
、
「
寛
大
で
あ
る
と
同
時
に
猜
疑
心
が
強
く
」
、
「
近
づ
き
や
す
い
庶
民
的
で

あ
る
と
同
時
に
近
づ
き
が
た
い
皇
帝
的
性
格
を
持
ち
」
、
「
禁
欲
的
で
あ
る
と
同
時
に
快
楽
的
」
性

格
を
持
つ
な
ど
、
中
国
人
に
特
有
な
伝
統
的
で
基
本
的
思
想
で
あ
る
両
面
的
思
考
ー
「
対
の
思
想
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」
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。 

三
ー
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
人
格
に
つ
い
て
、
「
毛
沢
東
は
複
雑
か
つ
矛
盾
の
多
い
人
物
だ
っ
た
」(

八
二

)

と
述
べ
て
い
た
が
、
複
雑
で
矛
盾
に
満
ち
た
両
面
思
考
の
人
格
は
、
理
屈
抜
き
の
中
国
人
の
基
本

的
民
族
性
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
特
に
毛
沢
東
の
場
合
に
は
、
大
多
数
の
中
国
人
が
古
来
よ
り
好

ん
だ
賭
博
で
あ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
、
数
多
く
の
中
国
歴
代
の
歴
史
書
を
愛
読
す
る
こ
と
に
よ
り
体
得

し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
毛
沢
東
の
場
合
の
「
対
の
思
想
」
の
淵
源
は
、
中
国
の
歴
史
書
を
愛

読
す
る
所
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

四
ー
毛
沢
東
の
人
格
に
由
来
す
る
毛
沢
東
思
想
の
根
底
を
規
定
し
て
い
る
の
が
、
中
国
人
の
伝
統

的
で
基
本
的
な
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
毛
沢
東
思
想
を
西

洋
で
生
ま
れ
育
っ
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
中
国
の
実
情
に
即
し
て
創
造
的
に
発
展
さ
し
た
高

度
な
思
想
で
あ
る
と
、
単
純
に
規
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
の
学
ん
だ
西
洋
で
生

ま
れ
た
弁
証
法
理
論
＝
一
元
論
思
想
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
が
、
中
国
人
の
二
元
論
的

思
想
＝
「
対
の
思
想
」
の
影
響
を
受
け
て
大
き
く
変
質
し
て
し
ま
っ
た
も
の
が
、
毛
沢
東
思
想
で
あ

る
と
規
定
す
る
の
が
正
し
い
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲

学
的
発
展
と
自
負
す
る
『
実
践
論
』
・
『
矛
盾
論
』
に
つ
い
て
、
ソ
連
側
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
認
識
と

毛
沢
東
の
自
己
認
識
の
違
い
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
記
録
し
て
い
る
。 

 
 

「
耳
に
し
た
噂
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
一
九
五
三
に
ソ
連
の
著
名
な
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義

の
哲
学
者
Ｐ
・
Ｆ
・
ユ
ー
ジ
ン
を
北
京
駐
在
の
ソ
連
大
使
に
任
命
し
、
毛
沢
東
の
思
想
を
研
究
し
て
マ

ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
に
沿
う
も
の
か
ど
う
か
報
告
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
主
席
は
し
ば
し
ば
ユ
ー
ジ
ン

を
た
ず
ね
て
夜
遅
く
ま
で
論
争
し
た
が
、
大
使
は
毛
沢
東
の
考
え
方
を
し
つ
こ
い
ま
で
は
ね
つ
け
た
。

主
席
は
面
白
く
な
か
っ
た
。
「
哲
学
は
本
当
に
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
で
頂
点
に
到
達
し
た
の
か
」
。
彼
は

と
き
た
ま
声
高
に
そ
う
い
ぶ
か
る
の
だ
っ
た
。
「
中
国
の
革
命
的
経
験
を
織
り
込
む
こ
と
で
新
し
い

哲
学
思
想
を
み
出
せ
る
の
で
は
な
ら
ろ
う
か
。
」
・
・
・
」
（
九
五
）
、
述
べ
て
い
る
。 

 

従
っ
て
毛
沢
東
が
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
創
造
的
発
展
と
自
負
す
る
毛
沢
東
思
想
は
、
西
洋
の
マ

ル
ク
ス
主
義
者
か
ら
見
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
大
き
く
逸
脱
し
て
お
り
、
中
国
の
伝
統
的

思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
に
よ
り
特
殊
中
国
的
に
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
を
解
釈
し
直
し
た
の
も
の
で

あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
型
修
正
主
義
的
思
想
で
あ
っ
た
。 

五
ー
毛
沢
東
に
見
ら
れ
る
ソ
連
と
英
米
の
賛
美
と
い
う
自
己
矛
盾
的
な
国
家
体
制
認
識
論
や
、

鄧
小
平
の
「
白
猫
で
も
黒
猫
で
も
よ
い
。
鼠
を
執
る
猫
は
良
い
猫
だ
」
（
九
六
）
と
い
う
有
名
な
社
会

主
義
と
資
本
主
義
の
対
立
的
な
両
制
度
を
肯
定
す
る
中
国
人
の
伝
統
的
な
基
本
的
思
考
で
あ
る

両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
に
は
、
開
放
路
線
後
の
現
代
社
会
主
義
中
国
に
お
い
て
生
産
力
の
発
展

を
実
現
す
る
た
め
に
市
場
経
済
制
度
を
導
入
し
て
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
両
制
度
の
併
存

を
肯
定
す
る
一
国
二
制
度
論
の
導
入
に
発
展
し
て
行
く
根
本
的
原
因
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

六
ー
と
こ
ろ
で
こ
の
毛
沢
東
の
人
格
上
の
「
対
の
思
想
」
―
同
一
物
の
両
面
思
考
―
が
、
毛
沢
東
の

政
治
理
想
の
上
に
展
開
さ
れ
る
と
、
一
体
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
姿
を
し
て
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 
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二
〇
一
一
年
八
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三
一
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稿
了
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一
）
『
程
伊
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哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
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京
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学
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版
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中
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岩
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潮
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沢
東
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岩
波
新
書 

岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年 

参
照 
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海
岸
一
帯
を
支
配
下
に
お
き
数
多
く
の
異
民
族
を
単
一
支
配
の
も
と
に
統
合
し
た
と
指
摘
す
る
」

(
八
九)

と
述
べ
て
い
る
。 

秦
の
始
皇
帝
に
つ
い
て
、
「
毛
に
い
わ
せ
れ
ば
、
始
皇
帝
が
儒
者
を
生
き
埋
め
に
し
た
の
は
、
中
国

統
一
と
帝
国
建
設
と
い
う
皇
帝
の
努
力
を
は
ば
も
う
と
し
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
・
・
・
始

皇
帝
を
み
る
場
合
、
枝
葉
末
節
を
誇
張
し
て
偉
大
さ
を
無
視
す
べ
き
で
な
い
と
毛
は
主
張
し
た
」
（

九
〇)

と
い
う
。 

則
天
武
后
に
つ
い
て
、
「
毛
沢
東
も
ま
た
則
天
武
后
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
女
帝
を
ど
う

思
う
か
ね
と
き
か
れ
て
、
私
は
率
直
に
答
え
た
。
「
あ
ま
り
に
も
疑
い
深
く
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の

密
告
者
を
擁
し
、
あ
ま
り
に
も
た
く
さ
ん
の
人
間
を
殺
し
ま
し
た
」

 

「
い
や
則
天
武
后
は
社
会
改

革
者
だ
っ
た
の
だ
よ
」
と
毛
沢
東
。
「
貴
族
や
有
力
な
大
家
族
を
犠
牲
に
し
て
中
小
地
主
層
の
利
益

を
推
進
し
た
。
」
・
・
・
」(

九
一)

と
結
論
し
て
い
る
。 

そ
し
て
隋
の
煬
帝
に
つ
い
て
は
、
「
中
国
の
民
衆
か
ら
み
れ
ば
、
煬
帝
は
極
悪
人
の
ひ
と
り
だ
。
・
・

・
大
運
河
の
開
鑿
を
命
じ
た
大
土
木
工
事
で
は
お
び
た
だ
し
人
命
が
失
わ
れ
た
。
が
、
毛
は
煬
帝
を

最
高
の
皇
帝
と
位
置
づ
け
た
。
・
・
・
大
運
河
の
建
造
で
中
国
は
北
と
南
が
一
直
線
に
結
ば
れ
、
国

家
を
ひ
と
つ
に
結
び
つ
け
る
ベ
ル
ト
と
な
っ
た
。
煬
帝
も
ま
た
偉
大
な
統
一
家
だ
と
い
う
の
で
あ
る
」(

九
二)

と
い
う
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
諸
例
を
見
て
も
、
毛
沢
東
の
歴
史
観
は
、
西
洋
教
育
を
受
け
た
李
氏
の
み
な
ら
ず
、

日
本
の
一
般
の
歴
史
研
究
者
に
は
到
底
想
像
が
つ
か
な
い
冷
酷
な
発
想
を
持
っ
て
お
り
、
歴
史
上

の
残
忍
な
皇
帝
に
つ
い
て
、
そ
の
長
所
と
短
所
の
両
面
を
見
る
「
対
の
思
想
」
の
歴
史
認
識
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
最
後
に
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
の
歴
史
観
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ

は
お
の
ず
と
毛
沢
東
の
人
物
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
物
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」(

九
三)

と
、
毛
沢
東

を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
冷
酷
な
歴
史
上
の
人
物
の
中
に
偉
大
さ
を
も
見
る
両
面
思
考
の

歴
史
観
は
、
毛
沢
東
の
複
雑
な
人
格
と
軌
跡
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
容
易
に
理
解
で

き
る
で
あ
ろ
う
。 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
李
氏
は
、
初
対
面
で
の
毛
沢
東
の
印
象
に
つ
い
て
、
「
私
に
い
え
る
か
ぎ
り

で
は
、
最
初
の
面
談
で
し
め
さ
れ
た
親
し
み
が
忘
れ
が
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
沢
東
に
は
人
間

的
な
感
情
が
欠
落
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
愛
す
る
こ
と
も
、
友
情
を
い
だ
き
、
思
い
や
り
を
い
だ
く

こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
」(

九
四)

と
述
べ
て
い
た
。
毛
沢
東
の
人
間
性
に
つ
い
て
の
「
対
の
思
想
」

―
親
し
み
深
さ
と
愛
情
の
欠
落
ー
は
、
冷
酷
な
暴
君
に
偉
大
さ
を
見
て
、
こ
れ
ら
の
人
物
を
愛
す

る
人
格
的
な
根
拠
で
あ
っ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

お
わ
り
に 

 

以
上
、
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
李
氏
の
記
録
し
た
貴
重
な
実
録
資

料
で
あ
る
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
よ
り
引
用
し
て
、
毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想
と
の
関
係
を
多
方

面
に
わ
た
り
検
討
し
て
紹
介
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

一
ー
毛
沢
東
の
人
格
に
言
及
し
て
い
る
研
究
者
は
少
数
で
あ
る
が
、
貝
塚
氏
、
竹
内
氏
、
ス
ノ
ー
氏

の
よ
う
な
聖
人
君
子
と
か
、
偉
大
な
人
物
と
か
、
そ
れ
と
は
反
対
に
徳
田
氏
、
小
島
氏
、
ユ
ン
・
チ
ア

ン
氏
が
言
う
よ
う
猜
疑
心
の
強
い
、
冷
徹
非
情
な
人
物
、
皇
帝
的
権
力
者
と
か
、
カ
リ
ス
マ
的
人
物
、

狡
猾
な
人
物
と
い
う
よ
う
な
、
単
純
な
人
物
で
は
な
い
。 

毛
沢
東
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
一
面
的

な
性
格
の
持
ち
主
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
複
雑
で
矛
盾
に
満
ち
た
両
面
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
。 

二
ー
毛
沢
東
の
人
格
は
、
「
寛
大
で
あ
る
と
同
時
に
猜
疑
心
が
強
く
」
、
「
近
づ
き
や
す
い
庶
民
的
で

あ
る
と
同
時
に
近
づ
き
が
た
い
皇
帝
的
性
格
を
持
ち
」
、
「
禁
欲
的
で
あ
る
と
同
時
に
快
楽
的
」
性

格
を
持
つ
な
ど
、
中
国
人
に
特
有
な
伝
統
的
で
基
本
的
思
想
で
あ
る
両
面
的
思
考
ー
「
対
の
思
想

毛沢東の人格と対の思想　－李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（一）－ 57（94）



 
 

思
考
が
混
在
・
共
存
し
て
い
た
と
言
え
る
。
次
に
毛
沢
東
の
中
国
歴
代
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
の
発

言
を
引
用
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
を
検
討
し
た
い
。 

  
  

 
 

八 
毛
沢
東
の
中
国
の
歴
史
認
識
と
対
の
思
想 

―
毛
沢
東
の
「対
の
思
想
」意
識
の
淵
源
ー 

 

毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
人
格
的
特
徴
は
、
中
国

の
歴
史
書
を
愛
読
し
た
と
こ
ろ
に
一
つ
の
淵
源
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
思
想
の

淵
源
は
、
中
国
の
歴
史
に
伝
統
的
発
想
を
学
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
「
私
は
ま
た
歴
史
の
勉
強
が
大
切
だ
と
思
う
。
歴
史
を
勉
強
し
な
い
と
、
ど
う
し
て

現
在
が
生
ま
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
」(

八
四)

と
、
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
李
氏
に
対
し
て
、
「
主
席
は
話
題
を
か
え
た
。
中
国
は
世
界
の
三
大
貢
献
を
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
ー
漢
方
、
曹
雪
芹
の
小
説
『
紅
楼
夢
』
、
そ
し
て
マ
ー
ジ
ャ
ン
だ
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
や

る
か
ね
、
と
毛
沢
東
は
聞
い
た
。
・
・
・｢

い
い
か
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
み
く
び
ち
ゃ
い
け
な
い｣

と
主
席
は
た

し
な
め
た
。｢

牌
は
合
計
百
三
十
六
枚
で
、
四
人
と
も
自
分
の
手
の
打
ち
ば
か
り
で
な
く
、
テ
ー
ブ

ル
の
捨
て
牌
ま
で
気
を
く
ば
っ
て
い
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
。
あ
と
の
三
人
が
ど
ん
な
打
ち
方
を
し
て
い

る
の
か
読
み
な
が
ら
、
そ
ん
な
込
み
入
っ
た
情
報
を
と
り
ま
と
め
て
勝
敗
の
可
能
性
を
計
算
す
る
の

だ
。｣

・
・
・｣(

八
五)

と
述
べ
た
と
い
う
。 

毛
沢
東
自
身
は
、
自
分
の
手
の
内
だ
け
で
な
く
相
手
の
手
の
内
ま
で
を
読
む
複
雑
な
思
考
方
法

は
、
古
来
よ
り
大
多
数
の
中
国
人
が
好
ん
で
行
う
賭
博
で
あ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
か
ら
学
ん
だ
と
言
う
。 

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
李
氏
は
、
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
確
か
に
戦
略
の
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
中

国
の
偉
大
な
戦
略
家
で
あ
る
と
同
時
に
一
流
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
う
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
に
い
わ
す
れ

ば
、
毛
の
戦
略
家
と
し
て
の
卓
越
さ
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
以
外
の
拠
り
ど
こ
ろ
ー
中
国
の
古
典
的
な
兵
法

書
『
孫
子
』
、
中
国
の
史
書
、
羅
貫
中
の
『三
国
志
演
義
』を
読
む
こ
と
ー
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
。
が
、

戦
略
家
と
し
て
の
英
知
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
だ
け
が
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
好
ん
で
打
っ
た
理
由
で
は
な

い
。
・
・
・
」(

八
六)

と
、
毛
沢
東
の
両
面
思
考
ー
対
の
性
格
は
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
中

国
歴
史
書
の
愛
読
に
由
来
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
を
夢
中
に
さ
せ
大
半
の
時
間
を
割
か
せ
た
の
は
中
国
の
歴
史
で
あ
っ

た
。
」
、
「
彼
は
歴
代
王
朝
の
歴
史
を
紀
伝
体
で
記
し
た
二
十
四
史
を
愛
読
し
た
」
、
「
現
在
の
政
治

状
況
を
過
去
の
そ
れ
に
重
ね
あ
わ
せ
て
み
る
と
い
う
読
み
方
を
し
た
」(

八
七)

と
、
言
っ
て
い
る
。 

ど
れ
ほ
ど
毛
沢
東
が
中
国
の
歴
史
書
を
愛
読
し
て
い
た
の
か
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東

が
好
ん
だ
マ
ー
ジ
ャ
ン
だ
け
で
な
く
、
こ
の
史
書
の
愛
読
の
中
で
、
自
然
に
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本

的
ｎ
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
を
体
得
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
で
は
毛
沢
東
は
、
ど
の
よ
う
に
歴
代
の
有
名
人
物
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
有
名

人
物
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
対
の
思
想
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

毛
沢
東
の
歴
史
上
の
有
名
人
物
の
理
解
方
法
に
対
い
て
、
李
氏
は
、
「
毛
の
歴
史
観
は
大
多
数
の

中
国
人
と
は
な
は
だ
異
な
る
の
も
で
あ
っ
た
。
彼
の
政
治
感
に
は
道
徳
な
ど
入
り
込
む
余
地
は
な
か

っ
た
。
そ
の
毛
沢
東
が
中
国
の
歴
代
皇
帝
に
己
を
擬
す
る
ば
か
り
か
、
最
高
の
敬
意
を
史
上
最
高
の

無
慈
悲
か
つ
残
忍
な
暴
君
の
た
め
に
と
っ
て
お
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、
わ
た
し
は
非
常
な
衝
撃
を
受

け
た
。
目
的
を
達
す
る
た
め
な
ら
ば
、
ど
ん
な
冷
酷
か
つ
専
制
的
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
も
辞
さ

な
い
気
だ
っ
た
」(

八
八)

と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
冷
酷
な
暴
君
の
良
い
面
と
悪
い
面
の
両
面
を
同
時
に
見
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思

想
」
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
具
体
的
な
人
物
に
つ
い
て
李
氏
は
、
毛
が
称
賛
し
た
の
は
、

紂
王
、
始
皇
帝
、
則
天
武
后
、
煬
帝
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

殷
の
紂
王
に
つ
い
て
、
「
だ
が
、
そ
う
し
た
悪
逆
非
道
ぶ
り
も
、
紂
王
の
な
し
と
げ
た
業
績
に
く
ら

べ
れ
ば
何
ほ
ど
で
も
な
い
と
毛
は
主
張
し
た
。
紂
王
は
中
国
の
領
土
を
大
い
に
拡
張
し
、
南
東
部
の

 
 

ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
容
認
で
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
八
月
下
旬
、
江
青
は
主
席
を
説
い
て

中
止
さ
せ
た
。
「
お
れ
は
坊
主
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
」
。
そ
の
直
後
、
主
席
は
私
に
ぼ
や
い
た
。
・
・
・

と
こ
ろ
が
数
週
間
の
う
ち
に
、
若
い
女
性
が
ま
た
毛
沢
東
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
・
・
・

文
革
の
絶
頂
期
、
天
安
門
広
場
が
熱
狂
的
な
群
集
で
あ
ふ
れ
、
市
街
が
混
乱
を
極
め
て
い
た
と
き

で
さ
え
、
毛
沢
東
は
皇
帝
ば
り
の
生
活
を
む
さ
ぼ
り
つ
づ
け
、
大
会
堂
の
な
か
で
も
中
南
海
の
内
側

で
も
、
女
た
ち
を
相
手
に
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
」(

七
八)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

「
私
は
聖
人
で
は
な
い
し
僧
侶
で
も
な
い
。
そ
ん
な
も
の
に
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
な
り
た
く
な
い
よ
」
と
、

絶
対
に
聖
人
や
坊
主
に
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
往
年
の
毛
沢
東
も
、
文
化
大
革
命
の
禁
欲
主
義

に
刺
激
を
受
け
て
、
一
時
的
に
女
遊
び
を
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
で
再
び
女

遊
び
を
は
じ
め
た
、
と
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

次
に
毛
沢
東
の
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
い
う
対
立
す
る
国
家
体
制
を
持
つ
二
代
大
国
に
対
し
て
の

外
国
認
識
に
つ
い
て
紹
介
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
の
検
討
を
し
て
み
た
い
。 

 

七 

毛
沢
東
の
外
国
認
識
と
対
の
思
想 

―
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
両
面
肯
定
ー 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
敵
対
性
と
親
近
感
と
い
う
自
己
分
裂
的
な
外
国
認
識

と
、
ロ
シ
ア
語
と
英
語
の
学
習
に
つ
い
て
、 

「
「
君
は
中
学
を
出
て
か
ら
、
完
全
に
ア
メ
リ
カ
式
の
教
育
を
受
け
た
」
と
毛
沢
東
。
「
蒋
介
石
と

国
民
党
に
対
す
る
解
放
戦
争
中
、
ア
メ
リ
カ
は
蒋
を
助
け
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ま
た
朝
鮮
で
も
わ
れ
わ

れ
と
戦
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
は
、
ア
メ
リ
カ
式
や
イ
ギ
リ
ス
式
の
訓
練
を
受
け
た
人
た
ち
に
働
い
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。
私
は
外
国
語
に
興
味
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
者
も
い
る
が
ね
、

私
は
い
や
だ
。
む
し
ろ
、
英
語
の
ほ
う
を
学
び
た
い
英
語
も
教
え
て
く
れ
る
な
」
・
・
・
」(

七
九)

と
、
初

対
面
時
に
毛
沢
東
は
李
氏
に
述
べ
た
と
言
っ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
敵
対
的
態
度
と
高
度
文
化
へ
の
憧
れ
と
い
う
、
相
矛
盾
す
る

ア
メ
リ
カ
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
社
会
主
義
国
・
ソ
連
へ
の
親
近
性
と
、
同
時
に
資
本

主
義
国
・
ア
メ
リ
カ
へ
の
親
近
性
と
い
う
両
面
性
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
も
、
英
米
賛
美
と
英
米
敵
体
制
と
い
う
肯
定

と
否
定
と
い
う
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
李
氏
に
英
米
賛
美
に
つ
い
て
、 

「
「
ア
メ
リ
カ
合
州
国
は
ま
た
、
多
く
の
熟
練
技
術
者
を
養
成
し
て
く
れ
た
」
と
主
席
は
つ
づ
け
た

が
、
普
通
の
中
国
人
な
ら
到
底
考
え
ら
れ
な
い
発
言
だ
ろ
う
。
合
衆
国
は
ま
だ
公
然
と
中
国
に
と

っ
て
「
敵
性
国
家
第
一
号
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て
お
り
、
そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
を
称
賛
す
る
の
は
反

革
命
的
で
あ
っ
た
。
「
す
る
と
君
た
ち
は
み
ん
な
英
米
系
の
学
校
を
出
た
ん
だ
な
。
私
は
英
米
両
国

で
訓
練
を
受
け
た
人
た
ち
が
好
き
だ
。
」(

八
０)

と
述
べ
て
い
る
。 

他
方
、
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
英
米
批
判
に
つ
い
て
、
「
朝
鮮
戦
争
中
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
中
朝
国
境
の

鴨
緑
江
に
到
達
し
た
と
き
、
私
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
た
い
し
わ
れ
わ
れ
は
軍
隊
を
派
遣
し
て
戦
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
や
っ
た
」
。
と
こ
ろ
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
「
ノ
ー
」
の
返
事
を
し
た
。
第
三
次
世

界
大
戦
を
誘
発
す
る
も
の
と
お
も
っ
た
か
ら
だ
。
・
・
・と
に
か
く
毛
は
戦
う
決
意
だ
っ
た
の
で
、
ソ
連

の
兵
器
が
ほ
し
か
っ
た
」(

八
一)

と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
、
「
金
門
島
砲
撃
は
ア
メ
リ
カ
が
ど
こ
ま
で
ど
う
出
る
か
、
見
き
わ
め
よ
う
と

す
る
挑
戦
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
毛
は
何
週
間
に
も
わ
た
っ
て
砲
撃
を
つ
づ
け
た
」(

八
二)

と
述
べ
、
毛
沢
東
は
ネ
ル
ー
に
、
「
帝
国
主
義
者
と
の
戦
い
で
勝
利
を
お
さ
め
る
た
め
な
ら
ば
、

原
子
爆
弾
で
数
百
万
人
の
人
民
を
失
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
の
べ
た
こ
と
も
、
・
・
・
・
原
資
爆
弾
で
一

千
万
か
二
千
万
の
人
間
が
死
ん
だ
と
こ
ろ
で
恐
れ
る
に
た
り
な
い
」(

八
三)

と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東

は
反
米
・反
帝
国
主
義
者
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
に
は
、
帝
国
主
義
国
の
代
表
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
賛
美
と
非
難
と
い
う
、
両
面
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思
考
が
混
在
・
共
存
し
て
い
た
と
言
え
る
。
次
に
毛
沢
東
の
中
国
歴
代
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
の
発

言
を
引
用
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
を
検
討
し
た
い
。 

  
  

 
 

八 

毛
沢
東
の
中
国
の
歴
史
認
識
と
対
の
思
想 

―
毛
沢
東
の
「対
の
思
想
」意
識
の
淵
源
ー 

 

毛
沢
東
の
中
国
人
と
し
て
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
人
格
的
特
徴
は
、
中
国

の
歴
史
書
を
愛
読
し
た
と
こ
ろ
に
一
つ
の
淵
源
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
思
想
の

淵
源
は
、
中
国
の
歴
史
に
伝
統
的
発
想
を
学
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
「
私
は
ま
た
歴
史
の
勉
強
が
大
切
だ
と
思
う
。
歴
史
を
勉
強
し
な
い
と
、
ど
う
し
て

現
在
が
生
ま
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
」(

八
四)

と
、
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
李
氏
に
対
し
て
、
「
主
席
は
話
題
を
か
え
た
。
中
国
は
世
界
の
三
大
貢
献
を
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
ー
漢
方
、
曹
雪
芹
の
小
説
『
紅
楼
夢
』
、
そ
し
て
マ
ー
ジ
ャ
ン
だ
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
や

る
か
ね
、
と
毛
沢
東
は
聞
い
た
。
・
・
・｢

い
い
か
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
み
く
び
ち
ゃ
い
け
な
い｣

と
主
席
は
た

し
な
め
た
。｢

牌
は
合
計
百
三
十
六
枚
で
、
四
人
と
も
自
分
の
手
の
打
ち
ば
か
り
で
な
く
、
テ
ー
ブ

ル
の
捨
て
牌
ま
で
気
を
く
ば
っ
て
い
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
。
あ
と
の
三
人
が
ど
ん
な
打
ち
方
を
し
て
い

る
の
か
読
み
な
が
ら
、
そ
ん
な
込
み
入
っ
た
情
報
を
と
り
ま
と
め
て
勝
敗
の
可
能
性
を
計
算
す
る
の

だ
。｣

・
・
・｣(

八
五)

と
述
べ
た
と
い
う
。 

毛
沢
東
自
身
は
、
自
分
の
手
の
内
だ
け
で
な
く
相
手
の
手
の
内
ま
で
を
読
む
複
雑
な
思
考
方
法

は
、
古
来
よ
り
大
多
数
の
中
国
人
が
好
ん
で
行
う
賭
博
で
あ
る
マ
ー
ジ
ャ
ン
か
ら
学
ん
だ
と
言
う
。 

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
李
氏
は
、
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
確
か
に
戦
略
の
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
毛
沢
東
は
中

国
の
偉
大
な
戦
略
家
で
あ
る
と
同
時
に
一
流
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
う
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
に
い
わ
す
れ

ば
、
毛
の
戦
略
家
と
し
て
の
卓
越
さ
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
以
外
の
拠
り
ど
こ
ろ
ー
中
国
の
古
典
的
な
兵
法

書
『
孫
子
』
、
中
国
の
史
書
、
羅
貫
中
の
『三
国
志
演
義
』を
読
む
こ
と
ー
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
。
が
、

戦
略
家
と
し
て
の
英
知
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
だ
け
が
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
好
ん
で
打
っ
た
理
由
で
は
な

い
。
・
・
・
」(

八
六)

と
、
毛
沢
東
の
両
面
思
考
ー
対
の
性
格
は
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
中

国
歴
史
書
の
愛
読
に
由
来
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
を
夢
中
に
さ
せ
大
半
の
時
間
を
割
か
せ
た
の
は
中
国
の
歴
史
で
あ
っ

た
。
」
、
「
彼
は
歴
代
王
朝
の
歴
史
を
紀
伝
体
で
記
し
た
二
十
四
史
を
愛
読
し
た
」
、
「
現
在
の
政
治

状
況
を
過
去
の
そ
れ
に
重
ね
あ
わ
せ
て
み
る
と
い
う
読
み
方
を
し
た
」(

八
七)

と
、
言
っ
て
い
る
。 

ど
れ
ほ
ど
毛
沢
東
が
中
国
の
歴
史
書
を
愛
読
し
て
い
た
の
か
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東

が
好
ん
だ
マ
ー
ジ
ャ
ン
だ
け
で
な
く
、
こ
の
史
書
の
愛
読
の
中
で
、
自
然
に
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本

的
ｎ
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
を
体
得
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
で
は
毛
沢
東
は
、
ど
の
よ
う
に
歴
代
の
有
名
人
物
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
有
名

人
物
に
つ
い
て
の
毛
沢
東
の
対
の
思
想
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

毛
沢
東
の
歴
史
上
の
有
名
人
物
の
理
解
方
法
に
対
い
て
、
李
氏
は
、
「
毛
の
歴
史
観
は
大
多
数
の

中
国
人
と
は
な
は
だ
異
な
る
の
も
で
あ
っ
た
。
彼
の
政
治
感
に
は
道
徳
な
ど
入
り
込
む
余
地
は
な
か

っ
た
。
そ
の
毛
沢
東
が
中
国
の
歴
代
皇
帝
に
己
を
擬
す
る
ば
か
り
か
、
最
高
の
敬
意
を
史
上
最
高
の

無
慈
悲
か
つ
残
忍
な
暴
君
の
た
め
に
と
っ
て
お
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、
わ
た
し
は
非
常
な
衝
撃
を
受

け
た
。
目
的
を
達
す
る
た
め
な
ら
ば
、
ど
ん
な
冷
酷
か
つ
専
制
的
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
も
辞
さ

な
い
気
だ
っ
た
」(

八
八)

と
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
冷
酷
な
暴
君
の
良
い
面
と
悪
い
面
の
両
面
を
同
時
に
見
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思

想
」
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
具
体
的
な
人
物
に
つ
い
て
李
氏
は
、
毛
が
称
賛
し
た
の
は
、

紂
王
、
始
皇
帝
、
則
天
武
后
、
煬
帝
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

殷
の
紂
王
に
つ
い
て
、
「
だ
が
、
そ
う
し
た
悪
逆
非
道
ぶ
り
も
、
紂
王
の
な
し
と
げ
た
業
績
に
く
ら

べ
れ
ば
何
ほ
ど
で
も
な
い
と
毛
は
主
張
し
た
。
紂
王
は
中
国
の
領
土
を
大
い
に
拡
張
し
、
南
東
部
の

 
 

ダ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
容
認
で
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
八
月
下
旬
、
江
青
は
主
席
を
説
い
て

中
止
さ
せ
た
。
「
お
れ
は
坊
主
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
」
。
そ
の
直
後
、
主
席
は
私
に
ぼ
や
い
た
。
・
・
・

と
こ
ろ
が
数
週
間
の
う
ち
に
、
若
い
女
性
が
ま
た
毛
沢
東
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
・
・
・

文
革
の
絶
頂
期
、
天
安
門
広
場
が
熱
狂
的
な
群
集
で
あ
ふ
れ
、
市
街
が
混
乱
を
極
め
て
い
た
と
き

で
さ
え
、
毛
沢
東
は
皇
帝
ば
り
の
生
活
を
む
さ
ぼ
り
つ
づ
け
、
大
会
堂
の
な
か
で
も
中
南
海
の
内
側

で
も
、
女
た
ち
を
相
手
に
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
」(

七
八)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

「
私
は
聖
人
で
は
な
い
し
僧
侶
で
も
な
い
。
そ
ん
な
も
の
に
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
な
り
た
く
な
い
よ
」
と
、

絶
対
に
聖
人
や
坊
主
に
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
往
年
の
毛
沢
東
も
、
文
化
大
革
命
の
禁
欲
主
義

に
刺
激
を
受
け
て
、
一
時
的
に
女
遊
び
を
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
で
再
び
女

遊
び
を
は
じ
め
た
、
と
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

次
に
毛
沢
東
の
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
い
う
対
立
す
る
国
家
体
制
を
持
つ
二
代
大
国
に
対
し
て
の

外
国
認
識
に
つ
い
て
紹
介
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
の
検
討
を
し
て
み
た
い
。 

 

七 

毛
沢
東
の
外
国
認
識
と
対
の
思
想 

―
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
の
両
面
肯
定
ー 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
敵
対
性
と
親
近
感
と
い
う
自
己
分
裂
的
な
外
国
認
識

と
、
ロ
シ
ア
語
と
英
語
の
学
習
に
つ
い
て
、 

「
「
君
は
中
学
を
出
て
か
ら
、
完
全
に
ア
メ
リ
カ
式
の
教
育
を
受
け
た
」
と
毛
沢
東
。
「
蒋
介
石
と

国
民
党
に
対
す
る
解
放
戦
争
中
、
ア
メ
リ
カ
は
蒋
を
助
け
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ま
た
朝
鮮
で
も
わ
れ
わ

れ
と
戦
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
は
、
ア
メ
リ
カ
式
や
イ
ギ
リ
ス
式
の
訓
練
を
受
け
た
人
た
ち
に
働
い
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。
私
は
外
国
語
に
興
味
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
者
も
い
る
が
ね
、

私
は
い
や
だ
。
む
し
ろ
、
英
語
の
ほ
う
を
学
び
た
い
英
語
も
教
え
て
く
れ
る
な
」
・
・
・
」(

七
九)

と
、
初

対
面
時
に
毛
沢
東
は
李
氏
に
述
べ
た
と
言
っ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
敵
対
的
態
度
と
高
度
文
化
へ
の
憧
れ
と
い
う
、
相
矛
盾
す
る

ア
メ
リ
カ
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
社
会
主
義
国
・
ソ
連
へ
の
親
近
性
と
、
同
時
に
資
本

主
義
国
・
ア
メ
リ
カ
へ
の
親
近
性
と
い
う
両
面
性
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
も
、
英
米
賛
美
と
英
米
敵
体
制
と
い
う
肯
定

と
否
定
と
い
う
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
李
氏
に
英
米
賛
美
に
つ
い
て
、 

「
「
ア
メ
リ
カ
合
州
国
は
ま
た
、
多
く
の
熟
練
技
術
者
を
養
成
し
て
く
れ
た
」
と
主
席
は
つ
づ
け
た

が
、
普
通
の
中
国
人
な
ら
到
底
考
え
ら
れ
な
い
発
言
だ
ろ
う
。
合
衆
国
は
ま
だ
公
然
と
中
国
に
と

っ
て
「
敵
性
国
家
第
一
号
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て
お
り
、
そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
を
称
賛
す
る
の
は
反

革
命
的
で
あ
っ
た
。
「
す
る
と
君
た
ち
は
み
ん
な
英
米
系
の
学
校
を
出
た
ん
だ
な
。
私
は
英
米
両
国

で
訓
練
を
受
け
た
人
た
ち
が
好
き
だ
。
」(

八
０)

と
述
べ
て
い
る
。 

他
方
、
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
英
米
批
判
に
つ
い
て
、
「
朝
鮮
戦
争
中
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
中
朝
国
境
の

鴨
緑
江
に
到
達
し
た
と
き
、
私
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
た
い
し
わ
れ
わ
れ
は
軍
隊
を
派
遣
し
て
戦
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
や
っ
た
」
。
と
こ
ろ
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
「
ノ
ー
」
の
返
事
を
し
た
。
第
三
次
世

界
大
戦
を
誘
発
す
る
も
の
と
お
も
っ
た
か
ら
だ
。
・
・
・と
に
か
く
毛
は
戦
う
決
意
だ
っ
た
の
で
、
ソ
連

の
兵
器
が
ほ
し
か
っ
た
」(

八
一)

と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
、
「
金
門
島
砲
撃
は
ア
メ
リ
カ
が
ど
こ
ま
で
ど
う
出
る
か
、
見
き
わ
め
よ
う
と

す
る
挑
戦
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
毛
は
何
週
間
に
も
わ
た
っ
て
砲
撃
を
つ
づ
け
た
」(

八
二)

と
述
べ
、
毛
沢
東
は
ネ
ル
ー
に
、
「
帝
国
主
義
者
と
の
戦
い
で
勝
利
を
お
さ
め
る
た
め
な
ら
ば
、

原
子
爆
弾
で
数
百
万
人
の
人
民
を
失
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
の
べ
た
こ
と
も
、
・
・
・
・
原
資
爆
弾
で
一

千
万
か
二
千
万
の
人
間
が
死
ん
だ
と
こ
ろ
で
恐
れ
る
に
た
り
な
い
」(

八
三)

と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東

は
反
米
・反
帝
国
主
義
者
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
毛
沢
東
に
は
、
帝
国
主
義
国
の
代
表
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
賛
美
と
非
難
と
い
う
、
両
面
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童
養
媳
、
売
買
婚
の
禁
止
、
婚
姻
は
男
女
の
自
由
意
思
に
よ
る
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
る(

七

０)
。
毛
沢
東
は
女
性
解
放
運
動
の
先
頭
に
立
つ
近
代
主
義
者
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

と
こ
ろ
が
他
方
で
は
、
毛
沢
東
は 

新
憲
法
に
公
表
さ
れ
た
女
性
の
位
置
の
向
上
に
よ
る
男

女
平
等
性
、
一
夫
一
婦
性
の
奨
励
、
畜
妾
の
禁
止
な
ど
の
男
女
同
権
論
主
義
と
は
全
く
異
な
る
、

女
性
の
権
利
蔑
視
、
自
己
の
奴
隷
と
し
て
扱
い
、
実
質
な
重
婚
を
強
制
す
る
女
性
遍
歴
を
生
涯
に

わ
た
り
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
素
行
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
数
年
た
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
、
こ
れ
ら
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
真
の
目
的
を
了
解
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
党
中
央
警
衛
団
所
属
の
文
化
工
作
隊
は
公
式
に
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
団
長

の
汪
東
興
が
警
衛
団(

八
三
四
一
部
隊)
の
慰
問
、
娯
楽
用
に
創
設
し
た
の
で
は
な
く
て
、
じ
つ
は
毛

主
席
を
慰
め
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。
文
化
工
作
隊
に
は
一
段
の
若
い
女
性
、
容
貌
、
タ
レ
ン
ト
性
、
政

治
的
信
頼
性
を
基
準
に
選
ば
れ
た
娘
た
ち
が
い
た
。
歳
月
を
経
る
に
し
た
が
い
、
こ
う
し
た
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
、
そ
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
女
性
の
役
割
は
、
私
に
し
て
か
ら
が
思
わ
ず
目
を

お
お
い
た
く
な
る
ほ
ど
露
骨
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
」(

七
一)
と
言
う
。 

毛
沢
東
の
女
性
遍
歴
は
、
平
和
な
新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た
の
で
は
な
い
。
李
氏
は
、
「
王
実

味
は
作
家
で
、
延
安
に
お
け
る
共
産
党
に
つ
い
て
痛
烈
な
批
判
の
書
を
出
し
、
党
の
指
導
者
は
禁
欲

主
義
と
平
等
主
義
を
説
き
な
が
ら
甘
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
告
発
し
た
の
だ
っ
た
。
指
導
者
が
ダ

ン
ス
に
興
じ
て
い
る
あ
い
だ
に
、
一
般
の
中
国
人
は
日
本
軍
の
侵
攻
と
闘
い
な
が
ら
塗
炭
の
苦
し
み

に
あ
え
い
で
い
た
」
・
・
・
王
実
味
の
告
発
は
あ
た
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
彼
は
私
が
中
南
海
で
目
撃
し
た

の
と
お
な
じ
腐
敗
ぶ
り
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
共
産
党
の
堕
落
は
す
で
に
延
安
時
代
か
ら
は
じ

ま
っ
て
い
た
の
だ
、
と
私
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
」(

七
二)

と
、
解
放
以
前
に
共
産
党
の
兵
士

達
が
苦
闘
し
て
い
る
最
中
で
の
毛
沢
東
の
女
性
遍
歴
の
実
情
を
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
若
い
未
教
育
な
未
婚
女
性
に
狙
い
を
定
め
た
女
性
遍
歴
の
性
生
活
は
、
李
氏
の
「

 

毛

沢
東
の
女
た
ち｣(

七
三)

の
節
に
詳
し
い
。
李
氏
は
、
「
道
教
の
性
的
実
践
は
健
康
を
た
も
つ
た
め
の

手
段
だ
と
い
う
毛
沢
東
の
主
張
は
、
単
に
自
分
の
性
的
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
言
い
訳
に
過

ぎ
な
か
っ
た
」(

七
四)

と
、
不
老
長
寿
を
説
く
道
教
に
名
を
借
り
た
女
性
狩
り
を
、
毛
沢
東
は
繰
り

返
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
李
氏
は
、｢

毛
沢
東
は
女
た
ち
に
対
し
他
の
だ
れ
に
も
求
め
た
の
と
同
じ
忠
誠
を
求
め
、

結
婚
す
る
に
は
毛
の
許
可
を
必
要
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
許
可
た
る
や
通
常
、
毛
に
捨
て
ら
れ

て
は
じ
め
て
与
え
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。｣(

七
五)

と
、
毛
沢
東
は
未
婚
女
性
を
自
己
の
奴
隷
と
し
て
扱

っ
て
い
た
と
い
う
。 

文
革
時
に
お
い
て
も
毛
沢
東
は
、
公
的
生
活
で
の
禁
欲
主
義
と
私
生
活
で
の
快
楽
主
義
を
追
求

し
て
い
た
。
李
氏
は
、
「
禁
欲
主
義
は
文
革
の
表
向
き
の
合
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
党
の
教
え
が
禁
欲
的

か
つ
道
徳
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
主
席
自
身
は
さ
ら
に
快
楽
的
な
生
活
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
。

主
席
は
い
つ
も
群
が
る
若
い
女
性
に
か
し
ず
か
れ
て
い
た
。
し
か
も
文
革
の
最
盛
期
に
あ
た
る
こ
の

時
期
に
は
、
毛
沢
東
は
と
き
と
し
て
同
時
に
三
人
、
四
人
、
あ
る
い
は
五
人
以
上
の
女
た
ち
と
ベ
ッ

ト
を
と
も
に
し
て
い
た
」(

七
六)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ネ
イ
サ
ン
氏
は
、
李
氏
の
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
解
題
を
書
く
中
で
、 

「
女
性
が
料
理
の
よ
う
に
注
文
さ
れ
た
。
毛
主
席
の
名
に
お
い
て
男
女
間
の
純
血
主
義
が
唱
導

さ
れ
な
が
ら
、
彼
の
性
生
活
は
宮
廷
の
中
心
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
・
・
・
国
家
の
道
徳
観
を
守

護
す
る
は
ず
の
党
お
よ
び
軍
の
政
治
部
門
は
、
堅
実
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
出
身
で
見
事
な
肉
体

的
外
観
を
持
つ
若
い
女
性
を
駆
り
集
め,

ダ
ン
ス
パ
テ
ィ
―
で
最
高
指
導
者
の
相
手
を
つ
と
め
さ
せ

た
ば
か
り
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ベ
ッ
ト
の
相
手
ま
で
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
」(

七
七)

と
、
自
己
分
裂
す
る
毛
沢
東
の
異
性
認
識
を
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
も
こ
の
毛
沢
東
の
性
生
活
の
自
己
分
裂
性
に
つ
い
て
、 

「
つ
か
の
間
だ
っ
た
が
、
北
京
に
も
ど
っ
た
直
後
は
み
ず
か
ら
の
文
化
大
革
命
の
禁
欲
主
義
に
刺

激
を
受
け
た
の
か
、
毛
沢
東
も
女
遊
び
を
あ
き
ら
め
る
。
・
・
・
江
青
の
新
し
い
信
条
か
ら
す
れ
ば
、

 
 

 

毛
沢
東
は
李
氏
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
後
年
、
毛
沢
東
を
よ
り
よ
く
知
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
毛
は
買
宝
玉
に
か
な
り
自
分
が
投
影

さ
れ
て
い
る
と
思
い
こ
ん
で
い
る
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
だ
。
・
・
・
毛
も
ま
た
、
若
い
女
性
を
誘

惑
し
た
が
る
反
抗
児
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
身
辺
に
は
愛
人
や
コ
ン
パ
ニ
ヨ
ン
を
侍
ら
せ
た
。
し

か
し
毛
は
宝
玉
と
ち
が
い
、
決
し
て
出
家
し
な
か
っ
た
」
。
「
私
を
聖
人
君
子
だ
と
思
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
毛
は
、
ま
だ
接
触
の
月
日
が
浅
い
頃
に
警
告
を
発
し
た
。
「
私
は
聖
人
で
は
な
い
し
僧
侶
で
も

な
い
。
そ
ん
な
も
の
に
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
な
り
た
く
な
い
よ
」(

六
四)

と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

現
実
の
生
活
を
快
楽
的
に
享
受
す
る
、
現
実
の
欲
望
に
非
常
な
関
心
を
持
つ
毛
沢
東
の
立
場
が
、

自
己
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
は
国
家
主
席
と
し
て
の
公
式
的
報
道
で
は
知
ら
れ

な
か
っ
た
退
廃
的
な
私
生
活
を
、
平
然
と
認
め
て
自
己
矛
盾
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

（二
）ブ
ル
ジ
ョ
ア
生
活
の
否
定 

 

 

し
か
し
そ
の
一
方
で
毛
沢
東
は
、
李
氏
に
文
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
に
お
い

て
社
会
主
義
の
基
盤
を
確
立
し
た
が
、
し
か
し
上
部
構
造
―
文
学
や
芸
術
―
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
。
過
去
の
人
間
が
い
ま
だ
に
文
学
や
芸
術
を
支
配
し
て
お
る
。
・
・
・
党
員
さ
え
熱
心
に
封
建

的
、
資
本
主
義
的
な
芸
術
を
推
進
し
な
が
ら
、
社
会
主
義
的
芸
術
を
か
え
り
み
な
い
。
ば
か
げ
た

話
だ
」(

六
五)

と
も
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
を
否
定
し
て
、
文
革
中
は
一
時
的
に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
も

や
め
て
い
る
。
ど
う
見
て
も
毛
沢
東
の
思
考
構
造
が
自
己
分
裂
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
、
毛
沢
東

の
文
化
行
動
が
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
の
文
革
時
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

文
化
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
、
自
己
分
裂
性
を
端
的
に
実
証
し
て
い
る
の
は
、
文
革
の
発
動
中
に

極
左
派
の
江
青
の
提
案
で
な
さ
れ
た
西
洋
映
画
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
へ
の
興
味
の
深
さ
で
あ
る
。 

こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
主
席
は
も
は
や
活
動
的
で
な
く
な
り
、
視
力
が
お
ち
て
き
た
た
め
に
読
書
も
し
な
く
な
っ
て
い

た
。
江
青
の
提
案
で
書
斎
は
映
写
室
に
か
わ
り
、
香
港
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
映
画

を
見
は
じ
め
た
。
「カ
ン
フ
ー
」
も
の
が
毛
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
」(

六
六)

と
言
っ
て
い
る
。 

新
中
国
建
国
の
初
期
よ
り
深
く
西
洋
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
に
関
心
の
深
さ
を
示
し
て
い
た
毛
沢
東

で
あ
る
が
、
晩
年
に
お
い
て
文
革
を
発
動
し
た
時
点
に
お
い
て
も
、
西
洋
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
へ
の
興
味

は
衰
え
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
文
化
を
否
定
す
る
文
革
の
リ
ー
ダ
ー
の
江

青
も
、
こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
へ
の
関
心
の
深
さ
は
毛
沢
東
と
同
様
で
あ
っ
た
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
も
、
毛
沢
東
の
私
生
活
の
質
素
ぶ
り
と
、
多
く
の
別
荘
な
ど
の
豪
勢
な
贅
沢
生

活
を
好
む
、
自
己
分
裂
性
を
指
摘
し
て
い
る(

六
七)

。
そ
し
て
ま
た
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、
「
毛
沢
東
ほ

ど
自
分
の
欲
望
を
際
限
な
く
追
及
す
る
一
方
で
人
民
の
欲
望
を
徹
底
的
に
否
定
し
た
矛
盾
だ
ら

け
の
支
配
者
は
、
他
に
例
を
見
な
い
。
こ
う
し
た
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
・
・
・
」(

六
八)

も
言
い
、

毛
沢
東
は
矛
盾
だ
ら
け
の
、
自
己
分
裂
的
な
人
間
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。 

 

次
に
毛
沢
東
の
女
性
問
題
認
識
に
つ
い
て
、
公
私
の
主
張
と
行
動
の
食
い
違
い
や
自
己
分
裂
的
性

格
に
つ
い
て
の
主
張
や
行
動
を
紹
介
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
の
検
討
を
し
て
み
た
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六 

毛
沢
東
の
異
性
認
識
と
対
の
思
想 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
純
血
主
義
の
唱
導
と
女
性
遍
歴
の
生
活
ー 

 

中
国
共
産
党
の
父
権
か
ら
の
女
性
解
放
の
最
初
の
理
論
と
な
っ
た
の
が
、
毛
沢
東
が
一
九
二
七

年
に
出
し
た
「
湖
南
省
農
民
運
動
視
察
報
告
」(

五
七)

が
初
め
て
で
あ
る
。
「
毛
沢
東
に
よ
れ

ば
・
・
・
こ
の
三
つ
の
権
力
の
ほ
か
に
女
の
場
合
に
は
な
お
夫
権
す
な
わ
ち
男
子
か
ら
の
支
配
を
受
け

て
い
る
」(

六
九)

と
言
う
。 

ま
た
一
九
五
〇
年
に
発
布
さ
れ
た
新
婚
姻
法
の
基
本
精
神
は
、
封
建
的
な
婚
姻
制
度
の
廃
止

を
否
定
し
て
、
婚
姻
の
自
由
、
一
夫
一
婦
制
、
男
女
の
権
利
の
平
等
、
重
婚
・
妾
の
制
度
・
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童
養
媳
、
売
買
婚
の
禁
止
、
婚
姻
は
男
女
の
自
由
意
思
に
よ
る
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
る(

七

０)

。
毛
沢
東
は
女
性
解
放
運
動
の
先
頭
に
立
つ
近
代
主
義
者
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

と
こ
ろ
が
他
方
で
は
、
毛
沢
東
は 

新
憲
法
に
公
表
さ
れ
た
女
性
の
位
置
の
向
上
に
よ
る
男

女
平
等
性
、
一
夫
一
婦
性
の
奨
励
、
畜
妾
の
禁
止
な
ど
の
男
女
同
権
論
主
義
と
は
全
く
異
な
る
、

女
性
の
権
利
蔑
視
、
自
己
の
奴
隷
と
し
て
扱
い
、
実
質
な
重
婚
を
強
制
す
る
女
性
遍
歴
を
生
涯
に

わ
た
り
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
素
行
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
数
年
た
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
、
こ
れ
ら
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
真
の
目
的
を
了
解
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
党
中
央
警
衛
団
所
属
の
文
化
工
作
隊
は
公
式
に
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
団
長

の
汪
東
興
が
警
衛
団(

八
三
四
一
部
隊)

の
慰
問
、
娯
楽
用
に
創
設
し
た
の
で
は
な
く
て
、
じ
つ
は
毛

主
席
を
慰
め
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。
文
化
工
作
隊
に
は
一
段
の
若
い
女
性
、
容
貌
、
タ
レ
ン
ト
性
、
政

治
的
信
頼
性
を
基
準
に
選
ば
れ
た
娘
た
ち
が
い
た
。
歳
月
を
経
る
に
し
た
が
い
、
こ
う
し
た
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
、
そ
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
女
性
の
役
割
は
、
私
に
し
て
か
ら
が
思
わ
ず
目
を

お
お
い
た
く
な
る
ほ
ど
露
骨
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
」(

七
一)

と
言
う
。 

毛
沢
東
の
女
性
遍
歴
は
、
平
和
な
新
中
国
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た
の
で
は
な
い
。
李
氏
は
、
「
王
実

味
は
作
家
で
、
延
安
に
お
け
る
共
産
党
に
つ
い
て
痛
烈
な
批
判
の
書
を
出
し
、
党
の
指
導
者
は
禁
欲

主
義
と
平
等
主
義
を
説
き
な
が
ら
甘
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
告
発
し
た
の
だ
っ
た
。
指
導
者
が
ダ

ン
ス
に
興
じ
て
い
る
あ
い
だ
に
、
一
般
の
中
国
人
は
日
本
軍
の
侵
攻
と
闘
い
な
が
ら
塗
炭
の
苦
し
み

に
あ
え
い
で
い
た
」
・
・
・
王
実
味
の
告
発
は
あ
た
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
彼
は
私
が
中
南
海
で
目
撃
し
た

の
と
お
な
じ
腐
敗
ぶ
り
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
共
産
党
の
堕
落
は
す
で
に
延
安
時
代
か
ら
は
じ

ま
っ
て
い
た
の
だ
、
と
私
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
」(

七
二)

と
、
解
放
以
前
に
共
産
党
の
兵
士

達
が
苦
闘
し
て
い
る
最
中
で
の
毛
沢
東
の
女
性
遍
歴
の
実
情
を
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
若
い
未
教
育
な
未
婚
女
性
に
狙
い
を
定
め
た
女
性
遍
歴
の
性
生
活
は
、
李
氏
の
「

 

毛

沢
東
の
女
た
ち｣(

七
三)

の
節
に
詳
し
い
。
李
氏
は
、
「
道
教
の
性
的
実
践
は
健
康
を
た
も
つ
た
め
の

手
段
だ
と
い
う
毛
沢
東
の
主
張
は
、
単
に
自
分
の
性
的
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
言
い
訳
に
過

ぎ
な
か
っ
た
」(

七
四)

と
、
不
老
長
寿
を
説
く
道
教
に
名
を
借
り
た
女
性
狩
り
を
、
毛
沢
東
は
繰
り

返
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
李
氏
は
、｢

毛
沢
東
は
女
た
ち
に
対
し
他
の
だ
れ
に
も
求
め
た
の
と
同
じ
忠
誠
を
求
め
、

結
婚
す
る
に
は
毛
の
許
可
を
必
要
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
許
可
た
る
や
通
常
、
毛
に
捨
て
ら
れ

て
は
じ
め
て
与
え
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。｣(

七
五)

と
、
毛
沢
東
は
未
婚
女
性
を
自
己
の
奴
隷
と
し
て
扱

っ
て
い
た
と
い
う
。 

文
革
時
に
お
い
て
も
毛
沢
東
は
、
公
的
生
活
で
の
禁
欲
主
義
と
私
生
活
で
の
快
楽
主
義
を
追
求

し
て
い
た
。
李
氏
は
、
「
禁
欲
主
義
は
文
革
の
表
向
き
の
合
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
党
の
教
え
が
禁
欲
的

か
つ
道
徳
的
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
主
席
自
身
は
さ
ら
に
快
楽
的
な
生
活
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
。

主
席
は
い
つ
も
群
が
る
若
い
女
性
に
か
し
ず
か
れ
て
い
た
。
し
か
も
文
革
の
最
盛
期
に
あ
た
る
こ
の

時
期
に
は
、
毛
沢
東
は
と
き
と
し
て
同
時
に
三
人
、
四
人
、
あ
る
い
は
五
人
以
上
の
女
た
ち
と
ベ
ッ

ト
を
と
も
に
し
て
い
た
」(

七
六)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ネ
イ
サ
ン
氏
は
、
李
氏
の
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』
の
解
題
を
書
く
中
で
、 

「
女
性
が
料
理
の
よ
う
に
注
文
さ
れ
た
。
毛
主
席
の
名
に
お
い
て
男
女
間
の
純
血
主
義
が
唱
導

さ
れ
な
が
ら
、
彼
の
性
生
活
は
宮
廷
の
中
心
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
・
・
・
国
家
の
道
徳
観
を
守

護
す
る
は
ず
の
党
お
よ
び
軍
の
政
治
部
門
は
、
堅
実
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
出
身
で
見
事
な
肉
体

的
外
観
を
持
つ
若
い
女
性
を
駆
り
集
め,

ダ
ン
ス
パ
テ
ィ
―
で
最
高
指
導
者
の
相
手
を
つ
と
め
さ
せ

た
ば
か
り
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ベ
ッ
ト
の
相
手
ま
で
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
」(

七
七)

と
、
自
己
分
裂
す
る
毛
沢
東
の
異
性
認
識
を
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
も
こ
の
毛
沢
東
の
性
生
活
の
自
己
分
裂
性
に
つ
い
て
、 

「
つ
か
の
間
だ
っ
た
が
、
北
京
に
も
ど
っ
た
直
後
は
み
ず
か
ら
の
文
化
大
革
命
の
禁
欲
主
義
に
刺

激
を
受
け
た
の
か
、
毛
沢
東
も
女
遊
び
を
あ
き
ら
め
る
。
・
・
・
江
青
の
新
し
い
信
条
か
ら
す
れ
ば
、

 
 

 
毛
沢
東
は
李
氏
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
後
年
、
毛
沢
東
を
よ
り
よ
く
知
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
毛
は
買
宝
玉
に
か
な
り
自
分
が
投
影

さ
れ
て
い
る
と
思
い
こ
ん
で
い
る
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
だ
。
・
・
・
毛
も
ま
た
、
若
い
女
性
を
誘

惑
し
た
が
る
反
抗
児
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
身
辺
に
は
愛
人
や
コ
ン
パ
ニ
ヨ
ン
を
侍
ら
せ
た
。
し

か
し
毛
は
宝
玉
と
ち
が
い
、
決
し
て
出
家
し
な
か
っ
た
」
。
「
私
を
聖
人
君
子
だ
と
思
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
毛
は
、
ま
だ
接
触
の
月
日
が
浅
い
頃
に
警
告
を
発
し
た
。
「
私
は
聖
人
で
は
な
い
し
僧
侶
で
も

な
い
。
そ
ん
な
も
の
に
は
こ
ん
り
ん
ざ
い
な
り
た
く
な
い
よ
」(

六
四)

と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

現
実
の
生
活
を
快
楽
的
に
享
受
す
る
、
現
実
の
欲
望
に
非
常
な
関
心
を
持
つ
毛
沢
東
の
立
場
が
、

自
己
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
に
は
国
家
主
席
と
し
て
の
公
式
的
報
道
で
は
知
ら
れ

な
か
っ
た
退
廃
的
な
私
生
活
を
、
平
然
と
認
め
て
自
己
矛
盾
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

（二
）ブ
ル
ジ
ョ
ア
生
活
の
否
定 

 

 

し
か
し
そ
の
一
方
で
毛
沢
東
は
、
李
氏
に
文
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
経
済
に
お
い

て
社
会
主
義
の
基
盤
を
確
立
し
た
が
、
し
か
し
上
部
構
造
―
文
学
や
芸
術
―
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
。
過
去
の
人
間
が
い
ま
だ
に
文
学
や
芸
術
を
支
配
し
て
お
る
。
・
・
・
党
員
さ
え
熱
心
に
封
建

的
、
資
本
主
義
的
な
芸
術
を
推
進
し
な
が
ら
、
社
会
主
義
的
芸
術
を
か
え
り
み
な
い
。
ば
か
げ
た

話
だ
」(

六
五)

と
も
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
毛
沢
東
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
を
否
定
し
て
、
文
革
中
は
一
時
的
に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
も

や
め
て
い
る
。
ど
う
見
て
も
毛
沢
東
の
思
考
構
造
が
自
己
分
裂
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
、
毛
沢
東

の
文
化
行
動
が
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
毛
沢
東
の
文
革
時
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

文
化
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
、
自
己
分
裂
性
を
端
的
に
実
証
し
て
い
る
の
は
、
文
革
の
発
動
中
に

極
左
派
の
江
青
の
提
案
で
な
さ
れ
た
西
洋
映
画
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
へ
の
興
味
の
深
さ
で
あ
る
。 

こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
主
席
は
も
は
や
活
動
的
で
な
く
な
り
、
視
力
が
お
ち
て
き
た
た
め
に
読
書
も
し
な
く
な
っ
て
い

た
。
江
青
の
提
案
で
書
斎
は
映
写
室
に
か
わ
り
、
香
港
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
映
画

を
見
は
じ
め
た
。
「カ
ン
フ
ー
」
も
の
が
毛
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
」(

六
六)

と
言
っ
て
い
る
。 

新
中
国
建
国
の
初
期
よ
り
深
く
西
洋
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
に
関
心
の
深
さ
を
示
し
て
い
た
毛
沢
東

で
あ
る
が
、
晩
年
に
お
い
て
文
革
を
発
動
し
た
時
点
に
お
い
て
も
、
西
洋
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
へ
の
興
味

は
衰
え
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
文
化
を
否
定
す
る
文
革
の
リ
ー
ダ
ー
の
江

青
も
、
こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
へ
の
関
心
の
深
さ
は
毛
沢
東
と
同
様
で
あ
っ
た
。 

ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
も
、
毛
沢
東
の
私
生
活
の
質
素
ぶ
り
と
、
多
く
の
別
荘
な
ど
の
豪
勢
な
贅
沢
生

活
を
好
む
、
自
己
分
裂
性
を
指
摘
し
て
い
る(

六
七)

。
そ
し
て
ま
た
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
は
、
「
毛
沢
東
ほ

ど
自
分
の
欲
望
を
際
限
な
く
追
及
す
る
一
方
で
人
民
の
欲
望
を
徹
底
的
に
否
定
し
た
矛
盾
だ
ら

け
の
支
配
者
は
、
他
に
例
を
見
な
い
。
こ
う
し
た
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
・
・
・
」(

六
八)

も
言
い
、

毛
沢
東
は
矛
盾
だ
ら
け
の
、
自
己
分
裂
的
な
人
間
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。 

 

次
に
毛
沢
東
の
女
性
問
題
認
識
に
つ
い
て
、
公
私
の
主
張
と
行
動
の
食
い
違
い
や
自
己
分
裂
的
性

格
に
つ
い
て
の
主
張
や
行
動
を
紹
介
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
の
検
討
を
し
て
み
た
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六 

毛
沢
東
の
異
性
認
識
と
対
の
思
想 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
純
血
主
義
の
唱
導
と
女
性
遍
歴
の
生
活
ー 

 

中
国
共
産
党
の
父
権
か
ら
の
女
性
解
放
の
最
初
の
理
論
と
な
っ
た
の
が
、
毛
沢
東
が
一
九
二
七

年
に
出
し
た
「
湖
南
省
農
民
運
動
視
察
報
告
」(

五
七)

が
初
め
て
で
あ
る
。
「
毛
沢
東
に
よ
れ

ば
・
・
・
こ
の
三
つ
の
権
力
の
ほ
か
に
女
の
場
合
に
は
な
お
夫
権
す
な
わ
ち
男
子
か
ら
の
支
配
を
受
け

て
い
る
」(

六
九)

と
言
う
。 

ま
た
一
九
五
〇
年
に
発
布
さ
れ
た
新
婚
姻
法
の
基
本
精
神
は
、
封
建
的
な
婚
姻
制
度
の
廃
止

を
否
定
し
て
、
婚
姻
の
自
由
、
一
夫
一
婦
制
、
男
女
の
権
利
の
平
等
、
重
婚
・
妾
の
制
度
・

毛沢東の人格と対の思想　－李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（一）－ 61（90）



 
 

東
は
文
化
大
革
命
が
誤
り
だ
っ
た
と
は
決
し
て
み
と
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
林
彪
の
裏
切
り

に
よ
り
戦
略
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
主
席
は
周
恩
来
に
、
失

脚
し
た
多
く
の
人
た
ち
の
名
誉
回
復
の
作
業
を
一
任
し
た
。
」
（
五
九
）
と
、
毛
沢
東
は
「
二

月
逆
流
」
は
、
実
は
陳
毅
ら
毛
沢
東
に
忠
実
な
古
参
幹
部
が
、
林
彪
ら
の
過
激
派
に
対
す
る

反
撃
で
あ
っ
た
と
肯
定
的
評
価
の
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
毛
沢
東
は
最
終
的
に
林
彪

を
評
価
し
て
、「
右
派
的
な
急
進
主
義
者
、
修
正
主
義
者
で
あ
り
、
党
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
し

な
が
ら
党
と
国
家
を
裏
切
る
陰
謀
を
た
く
ら
ん
だ
」
と
断
定
し
て
、
林
彪
事
件
に
決
着
を
つ

け
て
い
る
（
六
０
）。 

毛
沢
東
は
主
席
の
地
位
回
復
の
た
め
に
発
動
し
た
文
革
を
阻
止
し
た
と
の
こ
と
で
、
右
翼
ブ
ル

ジ
ョ
ア
主
義
者
＝
反
動
主
義
者
と
し
て
党
中
央
よ
り
追
放
し
た
古
参
幹
部
へ
の
否
定
的
評
価
を
、

林
彪
の
裏
切
り
行
為
と
い
う
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
毛
沢
東
に
忠
実
な
古
参
幹
部
等
の
林
彪
等
の

過
激
派
へ
の
反
撃
行
為
で
あ
っ
た
と
、
肯
定
的
な
評
価
に
逆
転
的
理
解
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。 

政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
林
彪
＝
味
方
が
敵
に
な
り
、
陳
毅
＝
敵
が
味
方
に
な
り
、
極
左

が
右
派
に
な
り
、
右
派
が
左
派
に
な
る
の
で
あ
り
、
党
内
の
人
事
評
価
を
一
八
〇
度
変
化
さ
せ
た

毛
沢
東
の
柔
軟
性
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
典
型
的
に
表
れ
た
好
個
の
実
例
で
あ
る
。 

そ
し
て
ま
た
毛
沢
東
は
文
革
中
に
お
い
て
も
、
常
に
人
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
な
か
っ
た
。 

「
毛
沢
東
は
極
左
派
グ
ル
ー
プ
を
な
だ
め
る
た
め
に
、
騒
ぎ
を
助
長
さ
せ
た
と
し
て
弔
辞
を
読
ん

だ
穏
健
派
の
鄧
小
平
を
追
放
し
た
。
し
か
し
常
に
人
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
な
い
毛
主
席
は
、
党
中

央
委
員
会
第
一
副
主
席
に
華
国
鋒
を
指
名
す
る
こ
と
で
極
左
派
を
失
望
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
華

国
鋒
は
政
府
の
最
高
責
任
者
、
ま
た
毛
沢
東
が
選
ん
だ
党
主
席
の
後
継
者
と
し
て
追
認
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
」(

六
一)

と
、
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
極
左
派
と
穏
健
派
の
人
事
バ
ラ
ン
ス
に
腐
心
し
て
、
一
方
に
偏
ら
な
い
両
側
面
を
睨

む
政
治
感
覚
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
上
記
の
二
つ
の
事
実
は
、
毛
沢
東
が,

極
左
派
的
思

想
と
穏
健
的
思
想
の
両
面
―
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。
次
に
毛
沢
東
の

公
私
の
生
活
に
お
け
る
「
対
の
思
想
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

  
 

 
 

 
 

 

五 

毛
沢
東
の
公
私
の
生
活
で
の
対
の
思
想 
 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
私
生
活
に
け
る
禁
欲
的
な
清
貧
生
活
と
公
的
生
活
で
の
豪
勢
な
皇
帝
的

生
活
と
い
う
、
自
己
分
裂
的
な
公
私
の
生
活
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
は
こ
れ
ま
で
禁
欲
的
な
生
活
、
模
範
的
な
清
貧
な
生
活
を
送
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

死
後
に
住
居
が
公
開
さ
れ
た
と
き
、
着
ふ
る
し
た
衣
服
類
や
ス
リ
ッ
パ
の
た
ぐ
い
が
、
民
衆
と
の
接

触
を
失
わ
な
い
た
め
に
贅
沢
を
犠
牲
に
し
た
証
拠
と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
毛
は
農
民
の
出

で
あ
り
、
簡
素
な
好
み
が
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い
場
合
に
か
ぎ
っ
て
服
を
着
用
し
、
そ

れ
以
外
は
一
日
の
大
半
を
ベ
ッ
ト
で
す
ご
し
、
バ
ス
ロ
ー
ブ
し
か
身
に
つ
け
ず
、
靴
下
を
履
か
な
か
っ

た
。
・
・
・
そ
れ
で
い
な
が
ら
毛
沢
東
は
皇
帝
然
と
し
た
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
。
・
・
・
中
国
の
帝
政
時

代
に
と
ら
れ
た
歴
代
の
皇
帝
を
守
る
た
め
の
念
入
り
な
警
戒
態
勢
の
名
残
で
も
あ
っ
た
」(

六
二)

と

述
べ
て
い
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
は
質
素
な
私
生
活
と
豪
勢
な
公
的
生
活
と
い
う
、
正
反
対
の
両
面

を
持
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
の
意
識
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
が
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
を
開
く
と

知
っ
て
、
私
は
驚
愕
し
た
。
革
命
後
、
社
交
ダ
ン
ス
は
頽
廃
的
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
だ
と
し
て
禁
止
さ
れ
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
中
南
海
の
城
壁
内
、
主
席
亭
の
ち
ょ
う
ど

北
西
に
あ
る
巨
大
な
「
春
蓮
斎
」
で
は
、
毛
沢
東
は
週
一
回
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
を
開
い
て
い
た
」(

六

三)
と
い
う
。
毛
沢
東
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
退
廃
文
化
の
公
式
的
な
禁
止
と
私
生
活
で
の
容
認
と
い
う
、

相
矛
盾
す
る
二
重
人
格
的
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

（
一
）ブ
ル
ジ
ョ
ア
生
活
の
肯
定 

 
 

席
ま
で
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
で
応
じ
た
の
だ
っ
た
。
文
革
中
、
毛
は
党
や
政
府
の
や
っ
か
い
な
官
僚

主
義
の
頭
越
し
に
、
自
分
を
崇
拝
し
て
い
る
と
知
れ
た
人
民
大
衆
の
も
と
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
し
て
若

者
こ
そ
だ
れ
よ
り
も
信
用
で
き
る
見
方
で
あ
る
と
考
え
た
。
若
者
だ
け
が
古
い
政
治
勢
力
と
戦
う

勇
気
を
持
つ
、
毛
沢
東
は
七
月
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
武
漢
に
い
る
際
に
そ
う
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「

わ
れ
わ
れ
は
造
反
、
す
な
わ
ち
革
命
を
お
こ
す
に
は
若
者
た
ち
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
あ
の
牛
鬼
蛇
神
ど
も
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」。(

五
六)

と
言
う
。 

「
あ
の
牛
鬼
蛇
神
ど
も
を
倒
す
」
と
は
、
劉
少
奇
や
鄧
小
平
の
党
中
央
幹
部
を
打
倒
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
毛
沢
東
は
、
自
己
の
身
の
安
全
の
た
め
な
ら
ば
、
造
反
運

動
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
「
公
安
体
制
を
断
じ
て
崩
壊
さ
せ
は
な
ら
な
い
」
と
主
席
は
私
に
言
っ
た
。
主
席
は
周
恩
来
に
指

示
を
だ
し
、
周
恩
来
は
か
わ
っ
て
、
主
席
付
き
の
者
は
だ
れ
で
あ
れ
革
命
的
な
造
反
運
動
に
参
加
し

て
は
な
ら
な
い
と
言
い
わ
た
し
た
。
・
・
・
「
お
れ
が
そ
う
言
っ
た
と
み
ん
な
に
つ
た
え
ろ
」
。
毛
沢
東
自

身
の
安
全
確
保
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
仕
掛
け
た
騒
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
主
席
は
わ

が
身
の
安
全
を
確
実
な
も
の
に
し
た
か
っ
た
の
だ
。
」(

五
七) 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
政
治
的
敵
対
者
を
打
倒
す
る
た
め
に
若
い
世
代
に
造
反
運
動
を
呼
び
掛
け

る
と
同
時
に
、
自
己
の
生
命
と
地
位
の
安
全
を
保
証
す
る
た
め
に
側
近
の
造
反
運
動
へ
の
不
参
加

を
命
令
す
る
と
い
う
、
造
反
運
動
の
肯
定
と
、
他
方
で
造
反
運
動
を
否
定
す
る
と
い
う
、
自
己
分

裂
し
た
文
化
大
革
命
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。 

次
に
毛
沢
東
の
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
の
逆
方
向
の
理
解
―
「
対
の
思
想
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。 

一
九
六
七
年
二
月
、
文
革
の
行
き
過
ぎ
、
紅
衛
兵
の
狂
気
、
林
彪
国
防
相
の
誤
っ
た
指
導
に

対
す
る
陳
毅
ら
の
数
少
な
い
最
高
幹
部
の
批
判
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
自
己
の
唯
一
の
支
援
者
で

あ
る
林
彪
の
批
判
を
受
け
入
れ
る
。
李
氏
は
こ
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
、 

「
こ
の
書
簡
を
う
け
と
っ
た
の
ち
、
毛
沢
東
は
対
応
策
を
練
る
た
め
中
央
文
革
小
組
の
メ
ン
バ
ー

数
人
を
集
め
た
。
譚
震
林
、
陳
毅
ら
は
君
主
制
の
復
活
を
は
か
り
、
文
化
大
革
命
路
線
を
逆
行
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
た
林
彪
の
非
難
を
受
け
入
れ
る
。
文
化
大
革
命
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た

彼
ら
の
こ
こ
ろ
み
は
「
二
月
逆
流
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
の
非
難
に
勢
い
を
え
て
、

林
彪
と
江
青
は
自
分
た
ち
批
判
し
た
人
物
へ
の
全
国
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
す
る
の
に
必
要
な
口

実
を
手
に
入
れ
た
。
新
た
な
追
放
の
波
が
起
こ
っ
た
。
陳
毅
は
外
相
の
ポ
ス
ト
を
追
わ
れ
る
。
・
・
・
」
（

五
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
文
化
大
革
命
を
遂
行
す
る
の
を
阻
止
し
た
反
革
命
分
子
を
「

ブ
ル
ジ
ョ
ア
主
義
者
」
と
し
て
、
林
彪
や
江
青
ら
の
極
左
派
の
急
進
主
義
者
の
意
見
を
聞
き
入
れ
て
、

古
参
幹
部
ら
を
次
々
に
解
任
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
毛
沢
東
は
、
最
も
信
頼
を
し
て
い
た
林
彪
が
、
一
九
七
一
年
九
月
、
毛
沢
東
を
暗
殺
し

国
家
主
席
を
奪
い
取
ろ
う
と
す
る
野
望
が
発
覚
し
て
、
ソ
連
逃
亡
を
企
て
外
モ
ン
ゴ
ル
で
墜
死
事
件

に
よ
り
、
文
革
の
推
進
を
見
直
す
こ
と
に
毛
沢
東
は
迫
ら
れ
た
。 

毛
沢
東
が
自
分
の
味
方
と
思
っ
て
い
た
林
彪
が
、
実
は
敵
対
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
目
が
覚
め
る
や
、

自
己
の
敵
と
思
っ
て
い
た
陳
毅
ら
の
古
参
幹
部
が
、
逆
に
毛
沢
東
に
忠
実
で
あ
っ
た
事
実
が
判
明
す

る
こ
と
に
な
り
て
、
毛
沢
東
は
全
く
逆
の
「
二
月
逆
流
」
の
再
評
価
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に

つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
毛
沢
東
の
主
張
を
述
べ
て
い
る
。 

「
毛
主
席
は
（
シ
ア
ヌ
ー
ク
）
殿
下
と
対
話
中
、
失
脚
さ
せ
た
指
導
者
た
ち
と
の
和
解
を
ほ
の
め
か

す
。
・
・
・
「
そ
の
身
近
な
同
志
と
は
林
彪
な
の
で
す
が
、
本
当
は
私
に
反
逆
し
た
。
私
を
さ
さ
え
て
く

れ
た
の
は
陳
毅
だ
っ
た
の
で
す
」

 

つ
い
で
毛
沢
東
は
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
語
り
は
じ
め
、
じ
つ
を
い

え
ば
自
分
は
「
二
月
逆
流
」
を
林
彪
は
じ
め
王
力
，
関
鋒
、
戚
本
禹
ら
文
化
大
革
命
で
失
脚
し
た

過
激
派
に
対
し
陳
毅
ら
忠
実
な
古
参
幹
部
た
ち
が
反
撃
す
る
こ
こ
ろ
み
と
み
な
す
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
と
述
べ
た
。「
逆
流
」
は
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
前
向
き
の
流
れ
だ
っ
た
と
言
う
の
で
あ

っ
た
。
・
・
・
「
私
は
林
彪
の
言
葉
を
入
れ
て
羅
瑞
卿
を
解
任
し
た
。
林
の
一
方
的
な
意
見
を

な
ん
ど
も
聞
き
入
れ
た
の
は
私
の
不
覚
だ
。
私
は
自
己
批
判
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
毛
沢
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東
は
文
化
大
革
命
が
誤
り
だ
っ
た
と
は
決
し
て
み
と
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
林
彪
の
裏
切
り

に
よ
り
戦
略
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
た
の
で
あ
る
。
主
席
は
周
恩
来
に
、
失

脚
し
た
多
く
の
人
た
ち
の
名
誉
回
復
の
作
業
を
一
任
し
た
。
」
（
五
九
）
と
、
毛
沢
東
は
「
二

月
逆
流
」
は
、
実
は
陳
毅
ら
毛
沢
東
に
忠
実
な
古
参
幹
部
が
、
林
彪
ら
の
過
激
派
に
対
す
る

反
撃
で
あ
っ
た
と
肯
定
的
評
価
の
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
毛
沢
東
は
最
終
的
に
林
彪

を
評
価
し
て
、「
右
派
的
な
急
進
主
義
者
、
修
正
主
義
者
で
あ
り
、
党
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
し

な
が
ら
党
と
国
家
を
裏
切
る
陰
謀
を
た
く
ら
ん
だ
」
と
断
定
し
て
、
林
彪
事
件
に
決
着
を
つ

け
て
い
る
（
六
０
）。 

毛
沢
東
は
主
席
の
地
位
回
復
の
た
め
に
発
動
し
た
文
革
を
阻
止
し
た
と
の
こ
と
で
、
右
翼
ブ
ル

ジ
ョ
ア
主
義
者
＝
反
動
主
義
者
と
し
て
党
中
央
よ
り
追
放
し
た
古
参
幹
部
へ
の
否
定
的
評
価
を
、

林
彪
の
裏
切
り
行
為
と
い
う
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
毛
沢
東
に
忠
実
な
古
参
幹
部
等
の
林
彪
等
の

過
激
派
へ
の
反
撃
行
為
で
あ
っ
た
と
、
肯
定
的
な
評
価
に
逆
転
的
理
解
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。 

政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
林
彪
＝
味
方
が
敵
に
な
り
、
陳
毅
＝
敵
が
味
方
に
な
り
、
極
左

が
右
派
に
な
り
、
右
派
が
左
派
に
な
る
の
で
あ
り
、
党
内
の
人
事
評
価
を
一
八
〇
度
変
化
さ
せ
た

毛
沢
東
の
柔
軟
性
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
典
型
的
に
表
れ
た
好
個
の
実
例
で
あ
る
。 

そ
し
て
ま
た
毛
沢
東
は
文
革
中
に
お
い
て
も
、
常
に
人
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
な
か
っ
た
。 

「
毛
沢
東
は
極
左
派
グ
ル
ー
プ
を
な
だ
め
る
た
め
に
、
騒
ぎ
を
助
長
さ
せ
た
と
し
て
弔
辞
を
読
ん

だ
穏
健
派
の
鄧
小
平
を
追
放
し
た
。
し
か
し
常
に
人
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
な
い
毛
主
席
は
、
党
中

央
委
員
会
第
一
副
主
席
に
華
国
鋒
を
指
名
す
る
こ
と
で
極
左
派
を
失
望
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
華

国
鋒
は
政
府
の
最
高
責
任
者
、
ま
た
毛
沢
東
が
選
ん
だ
党
主
席
の
後
継
者
と
し
て
追
認
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
」(

六
一)

と
、
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
極
左
派
と
穏
健
派
の
人
事
バ
ラ
ン
ス
に
腐
心
し
て
、
一
方
に
偏
ら
な
い
両
側
面
を
睨

む
政
治
感
覚
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
上
記
の
二
つ
の
事
実
は
、
毛
沢
東
が,

極
左
派
的
思

想
と
穏
健
的
思
想
の
両
面
―
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。
次
に
毛
沢
東
の

公
私
の
生
活
に
お
け
る
「
対
の
思
想
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

  
 

 
 

 
 

 

五 

毛
沢
東
の
公
私
の
生
活
で
の
対
の
思
想 

 

李
氏
は
、
毛
沢
東
の
私
生
活
に
け
る
禁
欲
的
な
清
貧
生
活
と
公
的
生
活
で
の
豪
勢
な
皇
帝
的

生
活
と
い
う
、
自
己
分
裂
的
な
公
私
の
生
活
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
は
こ
れ
ま
で
禁
欲
的
な
生
活
、
模
範
的
な
清
貧
な
生
活
を
送
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

死
後
に
住
居
が
公
開
さ
れ
た
と
き
、
着
ふ
る
し
た
衣
服
類
や
ス
リ
ッ
パ
の
た
ぐ
い
が
、
民
衆
と
の
接

触
を
失
わ
な
い
た
め
に
贅
沢
を
犠
牲
に
し
た
証
拠
と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
毛
は
農
民
の
出

で
あ
り
、
簡
素
な
好
み
が
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い
場
合
に
か
ぎ
っ
て
服
を
着
用
し
、
そ

れ
以
外
は
一
日
の
大
半
を
ベ
ッ
ト
で
す
ご
し
、
バ
ス
ロ
ー
ブ
し
か
身
に
つ
け
ず
、
靴
下
を
履
か
な
か
っ

た
。
・
・
・
そ
れ
で
い
な
が
ら
毛
沢
東
は
皇
帝
然
と
し
た
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
。
・
・
・
中
国
の
帝
政
時

代
に
と
ら
れ
た
歴
代
の
皇
帝
を
守
る
た
め
の
念
入
り
な
警
戒
態
勢
の
名
残
で
も
あ
っ
た
」(

六
二)

と

述
べ
て
い
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
は
質
素
な
私
生
活
と
豪
勢
な
公
的
生
活
と
い
う
、
正
反
対
の
両
面

を
持
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
。 

毛
沢
東
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
の
意
識
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
が
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
を
開
く
と

知
っ
て
、
私
は
驚
愕
し
た
。
革
命
後
、
社
交
ダ
ン
ス
は
頽
廃
的
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
だ
と
し
て
禁
止
さ
れ
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
中
南
海
の
城
壁
内
、
主
席
亭
の
ち
ょ
う
ど

北
西
に
あ
る
巨
大
な
「
春
蓮
斎
」
で
は
、
毛
沢
東
は
週
一
回
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ー
を
開
い
て
い
た
」(

六

三)

と
い
う
。
毛
沢
東
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
退
廃
文
化
の
公
式
的
な
禁
止
と
私
生
活
で
の
容
認
と
い
う
、

相
矛
盾
す
る
二
重
人
格
的
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

（
一
）ブ
ル
ジ
ョ
ア
生
活
の
肯
定 

 
 

席
ま
で
批
判
す
る
と
い
う
こ
と
で
応
じ
た
の
だ
っ
た
。
文
革
中
、
毛
は
党
や
政
府
の
や
っ
か
い
な
官
僚

主
義
の
頭
越
し
に
、
自
分
を
崇
拝
し
て
い
る
と
知
れ
た
人
民
大
衆
の
も
と
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
し
て
若

者
こ
そ
だ
れ
よ
り
も
信
用
で
き
る
見
方
で
あ
る
と
考
え
た
。
若
者
だ
け
が
古
い
政
治
勢
力
と
戦
う

勇
気
を
持
つ
、
毛
沢
東
は
七
月
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
武
漢
に
い
る
際
に
そ
う
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「

わ
れ
わ
れ
は
造
反
、
す
な
わ
ち
革
命
を
お
こ
す
に
は
若
者
た
ち
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
あ
の
牛
鬼
蛇
神
ど
も
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」。(

五
六)

と
言
う
。 

「
あ
の
牛
鬼
蛇
神
ど
も
を
倒
す
」
と
は
、
劉
少
奇
や
鄧
小
平
の
党
中
央
幹
部
を
打
倒
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
毛
沢
東
は
、
自
己
の
身
の
安
全
の
た
め
な
ら
ば
、
造
反
運

動
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
「
公
安
体
制
を
断
じ
て
崩
壊
さ
せ
は
な
ら
な
い
」
と
主
席
は
私
に
言
っ
た
。
主
席
は
周
恩
来
に
指

示
を
だ
し
、
周
恩
来
は
か
わ
っ
て
、
主
席
付
き
の
者
は
だ
れ
で
あ
れ
革
命
的
な
造
反
運
動
に
参
加
し

て
は
な
ら
な
い
と
言
い
わ
た
し
た
。
・
・
・
「
お
れ
が
そ
う
言
っ
た
と
み
ん
な
に
つ
た
え
ろ
」
。
毛
沢
東
自

身
の
安
全
確
保
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
仕
掛
け
た
騒
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
主
席
は
わ

が
身
の
安
全
を
確
実
な
も
の
に
し
た
か
っ
た
の
だ
。
」(

五
七) 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
政
治
的
敵
対
者
を
打
倒
す
る
た
め
に
若
い
世
代
に
造
反
運
動
を
呼
び
掛
け

る
と
同
時
に
、
自
己
の
生
命
と
地
位
の
安
全
を
保
証
す
る
た
め
に
側
近
の
造
反
運
動
へ
の
不
参
加

を
命
令
す
る
と
い
う
、
造
反
運
動
の
肯
定
と
、
他
方
で
造
反
運
動
を
否
定
す
る
と
い
う
、
自
己
分

裂
し
た
文
化
大
革
命
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。 

次
に
毛
沢
東
の
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
の
逆
方
向
の
理
解
―
「
対
の
思
想
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。 

一
九
六
七
年
二
月
、
文
革
の
行
き
過
ぎ
、
紅
衛
兵
の
狂
気
、
林
彪
国
防
相
の
誤
っ
た
指
導
に

対
す
る
陳
毅
ら
の
数
少
な
い
最
高
幹
部
の
批
判
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
自
己
の
唯
一
の
支
援
者
で

あ
る
林
彪
の
批
判
を
受
け
入
れ
る
。
李
氏
は
こ
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
、 

「
こ
の
書
簡
を
う
け
と
っ
た
の
ち
、
毛
沢
東
は
対
応
策
を
練
る
た
め
中
央
文
革
小
組
の
メ
ン
バ
ー

数
人
を
集
め
た
。
譚
震
林
、
陳
毅
ら
は
君
主
制
の
復
活
を
は
か
り
、
文
化
大
革
命
路
線
を
逆
行
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
た
林
彪
の
非
難
を
受
け
入
れ
る
。
文
化
大
革
命
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た

彼
ら
の
こ
こ
ろ
み
は
「
二
月
逆
流
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
の
非
難
に
勢
い
を
え
て
、

林
彪
と
江
青
は
自
分
た
ち
批
判
し
た
人
物
へ
の
全
国
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
す
る
の
に
必
要
な
口

実
を
手
に
入
れ
た
。
新
た
な
追
放
の
波
が
起
こ
っ
た
。
陳
毅
は
外
相
の
ポ
ス
ト
を
追
わ
れ
る
。
・
・
・
」
（

五
八
）
と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
文
化
大
革
命
を
遂
行
す
る
の
を
阻
止
し
た
反
革
命
分
子
を
「

ブ
ル
ジ
ョ
ア
主
義
者
」
と
し
て
、
林
彪
や
江
青
ら
の
極
左
派
の
急
進
主
義
者
の
意
見
を
聞
き
入
れ
て
、

古
参
幹
部
ら
を
次
々
に
解
任
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
毛
沢
東
は
、
最
も
信
頼
を
し
て
い
た
林
彪
が
、
一
九
七
一
年
九
月
、
毛
沢
東
を
暗
殺
し

国
家
主
席
を
奪
い
取
ろ
う
と
す
る
野
望
が
発
覚
し
て
、
ソ
連
逃
亡
を
企
て
外
モ
ン
ゴ
ル
で
墜
死
事
件

に
よ
り
、
文
革
の
推
進
を
見
直
す
こ
と
に
毛
沢
東
は
迫
ら
れ
た
。 

毛
沢
東
が
自
分
の
味
方
と
思
っ
て
い
た
林
彪
が
、
実
は
敵
対
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
目
が
覚
め
る
や
、

自
己
の
敵
と
思
っ
て
い
た
陳
毅
ら
の
古
参
幹
部
が
、
逆
に
毛
沢
東
に
忠
実
で
あ
っ
た
事
実
が
判
明
す

る
こ
と
に
な
り
て
、
毛
沢
東
は
全
く
逆
の
「
二
月
逆
流
」
の
再
評
価
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に

つ
い
て
李
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
毛
沢
東
の
主
張
を
述
べ
て
い
る
。 

「
毛
主
席
は
（
シ
ア
ヌ
ー
ク
）
殿
下
と
対
話
中
、
失
脚
さ
せ
た
指
導
者
た
ち
と
の
和
解
を
ほ
の
め
か

す
。
・
・
・
「
そ
の
身
近
な
同
志
と
は
林
彪
な
の
で
す
が
、
本
当
は
私
に
反
逆
し
た
。
私
を
さ
さ
え
て
く

れ
た
の
は
陳
毅
だ
っ
た
の
で
す
」

 

つ
い
で
毛
沢
東
は
「
二
月
逆
流
」
に
つ
い
て
語
り
は
じ
め
、
じ
つ
を
い

え
ば
自
分
は
「
二
月
逆
流
」
を
林
彪
は
じ
め
王
力
，
関
鋒
、
戚
本
禹
ら
文
化
大
革
命
で
失
脚
し
た

過
激
派
に
対
し
陳
毅
ら
忠
実
な
古
参
幹
部
た
ち
が
反
撃
す
る
こ
こ
ろ
み
と
み
な
す
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
と
述
べ
た
。「
逆
流
」
は
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
前
向
き
の
流
れ
だ
っ
た
と
言
う
の
で
あ

っ
た
。
・
・
・
「
私
は
林
彪
の
言
葉
を
入
れ
て
羅
瑞
卿
を
解
任
し
た
。
林
の
一
方
的
な
意
見
を

な
ん
ど
も
聞
き
入
れ
た
の
は
私
の
不
覚
だ
。
私
は
自
己
批
判
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
毛
沢
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癒
へ
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
、
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

共
産
党
幹
部
に
は
、
病
気
治
療
の
時
に
は
毛
沢
東
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
周
恩
来
の
肺

ガ
ン
治
療
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
、
ガ
ン
を
不
治
の
病
と
し
て
、
治
療
の
許
可
を
出
さ
ず
に
、
最
後
ま

で
首
相
の
執
務
を
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た(

五
二)

。
こ
の
よ
う
な
病
気
治
癒
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
明
る

い
面
と
暗
い
面
を
み
る
両
面
思
考
は
、
老
年
に
お
け
る
自
分
の
重
病
罹
患
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
認

識
を
持
っ
て
い
た
。
李
氏
は
病
気
治
療
の
報
告
書
を
作
成
し
て
、
毛
沢
東
が
そ
れ
を
一
読
し
、
李
氏

が
面
会
に
行
く
と
、
毛
沢
東
は
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
た
。 

「
そ
れ
ま
で
何
度
も
そ
う
し
た
よ
う
に
今
度
も
ま
た
、
医
者
と
い
う
の
は
悲
観
主
義
者
で
明
る
い

面
を
決
し
て
み
よ
う
と
し
な
い
。
毛
は
そ
う
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
医
者
は
患
者
ば
か
り
で
な
く

医
者
自
身
も
お
び
え
さ
せ
る
。
毛
沢
東
は
自
分
が
重
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
は
信
じ
な
か
っ
た
」(

五

三)

と
、
毛
沢
東
は
病
気
に
つ
い
て
両
面
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

次
に
文
革
中
の
毛
沢
東
の
発
言
を
引
用
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

  
 

 
 

 
 

  

四 

毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
中
の
対
の
思
想 

 

文
化
大
革
命
中
に
お
い
て
、
造
反
学
生
が
毛
沢
東
に
指
摘
し
た
毛
沢
東
思
想
の
分
析
に
つ
い
て
、

学
生
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
毛
沢
東
は
次
の
よ
う
に
造
反
学
生
に
返
事
を
し
て
い
る
。 

李
氏
は
、
「
毛
は
学
生
た
ち
の
各
派
閥
が
暗
闘
を
止
め
て
統
合
す
る
こ
と
を
も
望
む
一
方
、
も
し

君
た
ち
が
二
分
化
を
続
け
る
な
ら
、
じ
き
に
す
べ
て
の
大
学
が
二
分
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
と
警
告
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
毛
沢
東
に
面
会
し
た
造
反
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
の

韓
愛
晶
は
、
「
両
方
が
主
席
の
言
葉
を
利
用
し
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
正
当
化
し
て
き
た
の
で

す
」(

五
四)

と
毛
沢
東
に
返
事
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
と
こ
ろ
が
主
席
の
お
言
葉
は
異
な
る
解
釈
が
さ
れ
や
す
く
、
相
反
す
る
解
釈
さ
え
可
能
で
す
。

主
席
が
生
き
て
お
ら
れ
て
紛
争
を
解
決
し
て
く
だ
さ
る
あ
い
だ
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
主

席
が
も
う
僕
た
ち
と
い
て
く
だ
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」
。
康

生
と
江
青
は
激
怒
し
た
。
「
ど
う
し
て
ま
た
、
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
ぬ
け
ぬ
け
と
言
え
る
の
か
」
と
、

ふ
た
り
は
つ
め
よ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
毛
沢
東
は
そ
の
問
い
か
け
が
い
た
く
気
に
入
っ
た
。
毛
沢

東
は
か
っ
て
江
青
に
同
じ
よ
う
な
問
題
に
関
し
そ
れ
と
な
く
触
れ
て
い
る
。
「
若
い
時
分
、
私
も
自
分

に
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
し
た
も
の
だ
。
他
人
が
あ
え
て
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
な
問
題
だ
よ
。
確
か

に
私
の
言
葉
は
違
っ
た
解
釈
が
で
き
る
。
そ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
。
儒
教
を
見
て
み
る
が
い
い
、

仏
教
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
も
だ
ー
こ
れ
ら
の
偉
大
な
思
想
は
み
ん
な
分
派
に
割
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
本
家
本
元
の
真
理
に
違
っ
た
解
釈
を
く
わ
え
て
い
る
ん
だ
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
な
け
れ
ば
、

成
長
も
変
化
も
あ
り
よ
う
が
な
い
。
停
滞
が
は
じ
ま
り
、
本
来
の
教
義
は
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
」

(

五
五))

と
、
毛
沢
東
は
韓
愛
晶
に
返
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
自
己
の
思
想
が
相
反
さ
れ
る
解
釈
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
十
分
に
理
解
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
自
己
分
裂
し
て
い
る
自
己
の
思
想
を
自
己
正
当
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
自

己
矛
盾
し
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
偉
大
な
思
想
家
は
み
な
持
っ
て
い
る
と
、
自
分
の
思
想

を
偉
大
な
思
想
と
見
做
し
て
自
己
陶
酔
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
造
反
運
動
を
呼
び
か
け
た
文
革
に
お
い
て
、
何
と
驚
く
べ
き
こ
と
に
造
反
の
支

持
・
肯
定
を
す
る
一
方
で
、
造
反
の
否
定
と
い
う
全
く
逆
な
両
面
政
策
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
文
革
に
お
い
て
、
若
い
無
教
育
な
青
年
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
権
力
確
立
と
い
う
社

会
主
義
革
命
推
進
を
期
待
し
て
い
た
。
李
氏
は
以
下
の
よ
う
に
毛
沢
東
の
主
張
を
述
べ
て
い
る
。 

「
主
席
は
自
分
の
党
の
最
高
指
導
者
ら
と
対
立
し
て
お
り
、
い
ま
や
一
九
五
七
年
頃
以
上
に
党

の
浄
化
を
、
も
は
や
党
そ
れ
自
体
に
ま
か
さ
れ
な
い
と
さ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
知
識
人
に

も
党
の
批
判
を
た
の
む
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
が
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
よ
び
か
け

た
と
き
、
知
識
人
は
毛
の
敵
を
攻
撃
す
る
ば
か
り
で
な
く
社
会
主
義
に
反
論
し
、
あ
ま
つ
さ
え
主

 
 

 
 

 
  

三 

毛
沢
東
の
病
気
と
医
学
に
対
す
る
対
の
思
想 

 

ま
ず
毛
沢
東
の
漢
方
と
西
洋
医
学
の
統
合
に
よ
る
新
医
学
の
創
造
＝
医
学
論
に
つ
い
て
の
「
対
の

思
想
」
を
紹
介
し
た
い
。 

毛
沢
東
は
李
氏
に
、
「
私
は
漢
方
と
西
洋
医
学
を
統
合
す
べ
き
だ
と
思
う
。
西
洋
医
学
の
訓
練

を
十
分
受
け
た
医
師
は
漢
方
を
学
ぶ
べ
き
だ
ね
。
上
級
の
漢
方
医
も
解
剖
学
、
生
理
学
、
細
菌
学
、

病
理
学
等
々
を
学
ぶ
べ
き
だ
。
近
代
科
学
を
つ
か
っ
て
漢
方
の
原
理
を
説
明
す
る
方
法
を
学
ば
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
一
部
の
古
典
的
な
医
術
書
を
現
代
語
に
翻
訳
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
、
注
解
を

つ
け
て
な
。
さ
す
れ
ば
，
中
西
医
学
の
統
合
体
に
も
と
づ
い
た
新
し
い
医
学
が
出
現
す
る
し
、
世
界
へ

の
大
い
な
る
貢
献
に
な
る
の
じ
ゃ
な
い
か
」(

四
五)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

陰
陽
の
気
で
病
状
を
説
明
す
る
非
科
学
的
な
漢
方
と
、
病
状
を
精
査
分
析
し
て
根
本
的
原
因

を
特
定
す
る
西
洋
医
学
は
、
方
法
論
的
に
は
相
反
的
で
あ
り
統
合
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
対
立
的
な
中
西
医
学
を
両
認
し
て
統
合
す
る
毛
沢
東
の
新
医
学
創
造
の
認
識
は
、
自
己
分
裂

的
で
あ
り
、
漢
方
と
西
洋
医
学
の
両
方
を
睨
む
「
対
の
思
想
」
の
現
れ
で
あ
る
。 

そ
の
証
拠
に
、
「
主
席
は
わ
た
し
が
漢
方
の
書
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
知
り
た
が
っ
た
」
と
の
毛
沢
東

の
質
問
に
、
李
氏
は
、
「
私
は
主
席
に
、
た
し
か
に
中
国
の
古
い
医
学
書
を
い
く
つ
か
読
み
は
し
た
が
、

と
く
に
五
大
要
素(

五
行)

―
金
・
木
・
火
・
水
・
土
－
に
つ
い
て
の
理
論
は
ほ
ん
と
う
に
理
解
で
き
な

か
っ
た
と
説
明
し
た
」(

四
六)

と
返
事
し
て
い
る
。
科
学
的
な
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
李
氏
に
は
漢
方

の
陰
陽
の
理
論
は
理
解
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。 

漢
方
の
効
能
を
信
じ
る
毛
沢
東
は
、
漢
方
に
つ
い
て
も
信
頼
感
と
不
信
感
と
い
う
、
「
対
の
思
想

」
を
も
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
李
氏
に
、
「
主
席
は
中
国
の
大
き
な
人
口
は
漢
方
の
効
力
に
あ
る
と
し

た
」
（
四
七)

と
言
う
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
は
、
「
漢
方
を
普
及
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
私
は

漢
方
な
ん
か
を
信
じ
て
い
な
い
。
私
は
漢
方
を
用
い
な
い
。
不
思
議
な
話
だ
と
思
わ
ん
か
ね
？
」(

四

八)

と
も
、
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
不
思
議
な
話
だ
と
私
は
同
意
し
た
。
」
と
、

毛
沢
東
に
返
答
し
た
。
毛
沢
東
は
、
漢
方
医
学
に
つ
い
て
信
頼
と
不
信
感
と
い
う
、
全
く
相
反
す
る

認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
自
己
の
病
気
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
、
主
治
医
の
李
氏
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
列
車
内
で
君
は
、
問
題
は
深
刻
な
も
の
じ
ゃ
な
い
と
言
っ
た
ぞ
。
と
こ
ろ
が
、
ど
え
ら
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
医
者
と
し
て
、
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
の
両
方
を
予
想
す
べ
き
だ
ね
。
そ
う
す
り

ゃ
、
虚
を
疲
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
最
初
の
う
ち
切
開
す
れ
ば
二
、
三
日
で
治
る
と
言

っ
た
が
、
も
う
十
日
も
た
っ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
治
っ
て
い
な
い
。
重
病
に
な
る
か
、
す
ぐ
に
治
る
か
の

ど
ち
ら
か
だ
と
、
の
っ
け
に
告
げ
る
べ
き
だ
っ
た
ん
だ
。
そ
う
す
り
ゃ
、
ど
ち
ら
に
こ
ろ
ん
で
も
問
題

は
な
か
っ
た
は
ず
だ
」(

四
九)

と
李
氏
に
注
意
し
て
い
る
。
李
氏
は
毛
沢
東
に
、
「
こ
れ
か
ら
は
両
方

の
可
能
性
に
留
意
し
ま
す
と
私
は
約
束
し
た
。
」(

四
九)

と
、
返
事
し
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
、
両
方
の
可
能
性
に
注
意
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の

「
対
の
思
想
」
が
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
好
個
の
具
体
例
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
の
意
図

や
目
的
が
、
李
氏
の
責
任
回
避
と
自
己
保
全
に
あ
る
こ
と
の
好
個
の
証
拠
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
薬
効
認
識
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
薬
は
な
ん
の
手
を
く
わ
え
ず
に
直
る
病
気
に
だ
け
有

効
だ
と
毛
は
思
っ
た
。
そ
の
病
気
が
重
け
れ
ば
、
薬
を
投
与
し
よ
う
と
し
ま
い
と
病
人
は
必
ず
死
ぬ

」(

五
０)

と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
認
識
で
は
、
病
気
に
は
治
癒
可
能
の
病
気
と
不
治

癒
の
病
気
が
あ
り
、
薬
は
不
治
癒
の
病
気
に
は
効
き
目
が
な
い
と
い
う
。
毛
沢
東
は
、
「
治
る
病
気

と
治
ら
な
い
病
気
が
あ
る
」
と
、
病
気
に
つ
い
て
の
両
面
思
考
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
認
識
が
あ
れ
ば
、
毛
沢
東
に
お
い
て
は
、
病
気
に
対
す
る
放
任
主
義
に
つ
な
が
る
こ

と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
「
庶
民
は
病
気
に
な
る
と
、
ほ
っ
て
お
く
こ
と
が
多
い
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、
病
気
が
う
そ
み
た
い
に
消
え
る
。
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
、
不
治
の
病
に
か
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
」(

五
一)

と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
自
然
的
な
治
癒
と
不
治
癒
と
い
う
、
病
気
治
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癒
へ
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
、
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

共
産
党
幹
部
に
は
、
病
気
治
療
の
時
に
は
毛
沢
東
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
周
恩
来
の
肺

ガ
ン
治
療
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
は
、
ガ
ン
を
不
治
の
病
と
し
て
、
治
療
の
許
可
を
出
さ
ず
に
、
最
後
ま

で
首
相
の
執
務
を
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た(

五
二)

。
こ
の
よ
う
な
病
気
治
癒
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
明
る

い
面
と
暗
い
面
を
み
る
両
面
思
考
は
、
老
年
に
お
け
る
自
分
の
重
病
罹
患
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
認

識
を
持
っ
て
い
た
。
李
氏
は
病
気
治
療
の
報
告
書
を
作
成
し
て
、
毛
沢
東
が
そ
れ
を
一
読
し
、
李
氏

が
面
会
に
行
く
と
、
毛
沢
東
は
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
た
。 

「
そ
れ
ま
で
何
度
も
そ
う
し
た
よ
う
に
今
度
も
ま
た
、
医
者
と
い
う
の
は
悲
観
主
義
者
で
明
る
い

面
を
決
し
て
み
よ
う
と
し
な
い
。
毛
は
そ
う
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
医
者
は
患
者
ば
か
り
で
な
く

医
者
自
身
も
お
び
え
さ
せ
る
。
毛
沢
東
は
自
分
が
重
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
は
信
じ
な
か
っ
た
」(

五

三)

と
、
毛
沢
東
は
病
気
に
つ
い
て
両
面
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
李
氏
は
述
べ
て
い
る
。 

次
に
文
革
中
の
毛
沢
東
の
発
言
を
引
用
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

  
 

 
 

 
 

  

四 

毛
沢
東
の
文
化
大
革
命
中
の
対
の
思
想 

 

文
化
大
革
命
中
に
お
い
て
、
造
反
学
生
が
毛
沢
東
に
指
摘
し
た
毛
沢
東
思
想
の
分
析
に
つ
い
て
、

学
生
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、
毛
沢
東
は
次
の
よ
う
に
造
反
学
生
に
返
事
を
し
て
い
る
。 

李
氏
は
、
「
毛
は
学
生
た
ち
の
各
派
閥
が
暗
闘
を
止
め
て
統
合
す
る
こ
と
を
も
望
む
一
方
、
も
し

君
た
ち
が
二
分
化
を
続
け
る
な
ら
、
じ
き
に
す
べ
て
の
大
学
が
二
分
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
と
警
告
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
毛
沢
東
に
面
会
し
た
造
反
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
の

韓
愛
晶
は
、
「
両
方
が
主
席
の
言
葉
を
利
用
し
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
正
当
化
し
て
き
た
の
で

す
」(

五
四)

と
毛
沢
東
に
返
事
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
と
こ
ろ
が
主
席
の
お
言
葉
は
異
な
る
解
釈
が
さ
れ
や
す
く
、
相
反
す
る
解
釈
さ
え
可
能
で
す
。

主
席
が
生
き
て
お
ら
れ
て
紛
争
を
解
決
し
て
く
だ
さ
る
あ
い
だ
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
主

席
が
も
う
僕
た
ち
と
い
て
く
だ
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」
。
康

生
と
江
青
は
激
怒
し
た
。
「
ど
う
し
て
ま
た
、
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
ぬ
け
ぬ
け
と
言
え
る
の
か
」
と
、

ふ
た
り
は
つ
め
よ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
毛
沢
東
は
そ
の
問
い
か
け
が
い
た
く
気
に
入
っ
た
。
毛
沢

東
は
か
っ
て
江
青
に
同
じ
よ
う
な
問
題
に
関
し
そ
れ
と
な
く
触
れ
て
い
る
。
「
若
い
時
分
、
私
も
自
分

に
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
し
た
も
の
だ
。
他
人
が
あ
え
て
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
な
問
題
だ
よ
。
確
か

に
私
の
言
葉
は
違
っ
た
解
釈
が
で
き
る
。
そ
れ
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
。
儒
教
を
見
て
み
る
が
い
い
、

仏
教
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
も
だ
ー
こ
れ
ら
の
偉
大
な
思
想
は
み
ん
な
分
派
に
割
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
本
家
本
元
の
真
理
に
違
っ
た
解
釈
を
く
わ
え
て
い
る
ん
だ
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
な
け
れ
ば
、

成
長
も
変
化
も
あ
り
よ
う
が
な
い
。
停
滞
が
は
じ
ま
り
、
本
来
の
教
義
は
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
」

(

五
五))

と
、
毛
沢
東
は
韓
愛
晶
に
返
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
自
己
の
思
想
が
相
反
さ
れ
る
解
釈
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
十
分
に
理
解
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
自
己
分
裂
し
て
い
る
自
己
の
思
想
を
自
己
正
当
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
自

己
矛
盾
し
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
偉
大
な
思
想
家
は
み
な
持
っ
て
い
る
と
、
自
分
の
思
想

を
偉
大
な
思
想
と
見
做
し
て
自
己
陶
酔
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
造
反
運
動
を
呼
び
か
け
た
文
革
に
お
い
て
、
何
と
驚
く
べ
き
こ
と
に
造
反
の
支

持
・
肯
定
を
す
る
一
方
で
、
造
反
の
否
定
と
い
う
全
く
逆
な
両
面
政
策
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
文
革
に
お
い
て
、
若
い
無
教
育
な
青
年
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
権
力
確
立
と
い
う
社

会
主
義
革
命
推
進
を
期
待
し
て
い
た
。
李
氏
は
以
下
の
よ
う
に
毛
沢
東
の
主
張
を
述
べ
て
い
る
。 

「
主
席
は
自
分
の
党
の
最
高
指
導
者
ら
と
対
立
し
て
お
り
、
い
ま
や
一
九
五
七
年
頃
以
上
に
党

の
浄
化
を
、
も
は
や
党
そ
れ
自
体
に
ま
か
さ
れ
な
い
と
さ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
知
識
人
に

も
党
の
批
判
を
た
の
む
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
。
毛
沢
東
が
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
よ
び
か
け

た
と
き
、
知
識
人
は
毛
の
敵
を
攻
撃
す
る
ば
か
り
で
な
く
社
会
主
義
に
反
論
し
、
あ
ま
つ
さ
え
主

 
 

 
 

 
  

三 

毛
沢
東
の
病
気
と
医
学
に
対
す
る
対
の
思
想 

 
ま
ず
毛
沢
東
の
漢
方
と
西
洋
医
学
の
統
合
に
よ
る
新
医
学
の
創
造
＝
医
学
論
に
つ
い
て
の
「
対
の

思
想
」
を
紹
介
し
た
い
。 

毛
沢
東
は
李
氏
に
、
「
私
は
漢
方
と
西
洋
医
学
を
統
合
す
べ
き
だ
と
思
う
。
西
洋
医
学
の
訓
練

を
十
分
受
け
た
医
師
は
漢
方
を
学
ぶ
べ
き
だ
ね
。
上
級
の
漢
方
医
も
解
剖
学
、
生
理
学
、
細
菌
学
、

病
理
学
等
々
を
学
ぶ
べ
き
だ
。
近
代
科
学
を
つ
か
っ
て
漢
方
の
原
理
を
説
明
す
る
方
法
を
学
ば
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
一
部
の
古
典
的
な
医
術
書
を
現
代
語
に
翻
訳
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
、
注
解
を

つ
け
て
な
。
さ
す
れ
ば
，
中
西
医
学
の
統
合
体
に
も
と
づ
い
た
新
し
い
医
学
が
出
現
す
る
し
、
世
界
へ

の
大
い
な
る
貢
献
に
な
る
の
じ
ゃ
な
い
か
」(

四
五)
と
、
述
べ
て
い
る
。 

陰
陽
の
気
で
病
状
を
説
明
す
る
非
科
学
的
な
漢
方
と
、
病
状
を
精
査
分
析
し
て
根
本
的
原
因

を
特
定
す
る
西
洋
医
学
は
、
方
法
論
的
に
は
相
反
的
で
あ
り
統
合
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
対
立
的
な
中
西
医
学
を
両
認
し
て
統
合
す
る
毛
沢
東
の
新
医
学
創
造
の
認
識
は
、
自
己
分
裂

的
で
あ
り
、
漢
方
と
西
洋
医
学
の
両
方
を
睨
む
「
対
の
思
想
」
の
現
れ
で
あ
る
。 

そ
の
証
拠
に
、
「
主
席
は
わ
た
し
が
漢
方
の
書
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
知
り
た
が
っ
た
」
と
の
毛
沢
東

の
質
問
に
、
李
氏
は
、
「
私
は
主
席
に
、
た
し
か
に
中
国
の
古
い
医
学
書
を
い
く
つ
か
読
み
は
し
た
が
、

と
く
に
五
大
要
素(

五
行)

―
金
・
木
・
火
・
水
・
土
－
に
つ
い
て
の
理
論
は
ほ
ん
と
う
に
理
解
で
き
な

か
っ
た
と
説
明
し
た
」(

四
六)

と
返
事
し
て
い
る
。
科
学
的
な
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
李
氏
に
は
漢
方

の
陰
陽
の
理
論
は
理
解
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。 

漢
方
の
効
能
を
信
じ
る
毛
沢
東
は
、
漢
方
に
つ
い
て
も
信
頼
感
と
不
信
感
と
い
う
、
「
対
の
思
想

」
を
も
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
李
氏
に
、
「
主
席
は
中
国
の
大
き
な
人
口
は
漢
方
の
効
力
に
あ
る
と
し

た
」
（
四
七)

と
言
う
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
は
、
「
漢
方
を
普
及
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
私
は

漢
方
な
ん
か
を
信
じ
て
い
な
い
。
私
は
漢
方
を
用
い
な
い
。
不
思
議
な
話
だ
と
思
わ
ん
か
ね
？
」(

四

八)

と
も
、
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
不
思
議
な
話
だ
と
私
は
同
意
し
た
。
」
と
、

毛
沢
東
に
返
答
し
た
。
毛
沢
東
は
、
漢
方
医
学
に
つ
い
て
信
頼
と
不
信
感
と
い
う
、
全
く
相
反
す
る

認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
自
己
の
病
気
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
、
主
治
医
の
李
氏
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
列
車
内
で
君
は
、
問
題
は
深
刻
な
も
の
じ
ゃ
な
い
と
言
っ
た
ぞ
。
と
こ
ろ
が
、
ど
え
ら
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
医
者
と
し
て
、
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
の
両
方
を
予
想
す
べ
き
だ
ね
。
そ
う
す
り

ゃ
、
虚
を
疲
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
最
初
の
う
ち
切
開
す
れ
ば
二
、
三
日
で
治
る
と
言

っ
た
が
、
も
う
十
日
も
た
っ
て
い
る
の
に
、
ま
だ
治
っ
て
い
な
い
。
重
病
に
な
る
か
、
す
ぐ
に
治
る
か
の

ど
ち
ら
か
だ
と
、
の
っ
け
に
告
げ
る
べ
き
だ
っ
た
ん
だ
。
そ
う
す
り
ゃ
、
ど
ち
ら
に
こ
ろ
ん
で
も
問
題

は
な
か
っ
た
は
ず
だ
」(

四
九)

と
李
氏
に
注
意
し
て
い
る
。
李
氏
は
毛
沢
東
に
、
「
こ
れ
か
ら
は
両
方

の
可
能
性
に
留
意
し
ま
す
と
私
は
約
束
し
た
。
」(

四
九)

と
、
返
事
し
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
、
両
方
の
可
能
性
に
注
意
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
李
氏
に
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の

「
対
の
思
想
」
が
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
好
個
の
具
体
例
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
の
意
図

や
目
的
が
、
李
氏
の
責
任
回
避
と
自
己
保
全
に
あ
る
こ
と
の
好
個
の
証
拠
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
薬
効
認
識
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
薬
は
な
ん
の
手
を
く
わ
え
ず
に
直
る
病
気
に
だ
け
有

効
だ
と
毛
は
思
っ
た
。
そ
の
病
気
が
重
け
れ
ば
、
薬
を
投
与
し
よ
う
と
し
ま
い
と
病
人
は
必
ず
死
ぬ

」(

五
０)

と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
認
識
で
は
、
病
気
に
は
治
癒
可
能
の
病
気
と
不
治

癒
の
病
気
が
あ
り
、
薬
は
不
治
癒
の
病
気
に
は
効
き
目
が
な
い
と
い
う
。
毛
沢
東
は
、
「
治
る
病
気

と
治
ら
な
い
病
気
が
あ
る
」
と
、
病
気
に
つ
い
て
の
両
面
思
考
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
認
識
が
あ
れ
ば
、
毛
沢
東
に
お
い
て
は
、
病
気
に
対
す
る
放
任
主
義
に
つ
な
が
る
こ

と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
「
庶
民
は
病
気
に
な
る
と
、
ほ
っ
て
お
く
こ
と
が
多
い
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、
病
気
が
う
そ
み
た
い
に
消
え
る
。
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
、
不
治
の
病
に
か
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
」(
五
一)

と
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
、
自
然
的
な
治
癒
と
不
治
癒
と
い
う
、
病
気
治
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し
か
し
こ
れ
は
毛
沢
東
の
人
格
の
半
面
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
逆
に
毛
沢
東
の
賄
賂
の
是
認
に

つ
い
て
、
「
七
年
後
、
香
港
の
友
人
か
ら
ヤ
ン
に
贈
賄
す
る
よ
う
強
く
す
す
め
ら
れ
た
と
毛
沢
東
に

話
す
と
、
主
席
は
腹
を
抱
え
ん
ば
か
り
に
哄
笑
し
た
。
「
君
は
本
当
に
世
間
知
ら
ず
だ
」
と
、
毛
は

か
ら
か
っ
た
。
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
し
み
っ
た
れ
る
の
か
ね
？ 

君
に
は
人
間
関
係
が
ま
だ
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
水
清
け
れ
ば
魚
棲
ま
ず
、
と
い
う
で
は
な
い
か
。
人
に
贈
り
物
を
す
る
の
が
、

一
体
ど
こ
が
そ
ん
な
に
お
か
し
い
の
か
ね
。
あ
の
郭
沫
若
だ
っ
て
、
重
慶
交
渉
の
際
に
腕
時
計
を
く

れ
た
ん
だ
ぞ
」(

三
八)

と
、
毛
沢
東
は
李
氏
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
李
氏
は
、
「
一
九
五
一
年
末
に
は
じ
ま
っ
た
党
幹
部
に
対
す
る
反
腐
敗
、
反
浪
費
、
反
官
僚
主

義
の
「
三
反
運
動
」
中
、
毛
岸
青
は
同
僚
の
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
に
必
要
な
毛
の
署
名
を
改

竄
す
る
こ
と
で
手
数
料
を
横
領
し
た
と
発
見
す
る
や
、
怒
り
に
ま
か
せ
て
相
手
を
殴
り
つ
け
た
。

主
席
は
事
件
を
耳
に
す
る
と
激
怒
し
、
息
子
を
手
厳
し
く
叱
責
し
た
。
」(

三
九)

と
述
べ
て
い
る
。 

社
会
主
義
国
の
新
中
国
誕
生
時
に
お
い
て
も
、
旧
中
国
の
汚
濁
に
満
ち
た
賄
賂
政
治
の
伝
統
的

な
横
行
を
、
毛
沢
東
は
新
中
国
で
も
許
容
し
て
い
た
。
賄
賂
を
否
定
し
た
り
肯
定
し
た
り
す
る
毛

沢
東
は
、
ま
る
で
二
千
年
前
に
、
必
要
時
に
は
賄
賂
を
肯
定
し
て
、
不
必
要
時
に
は
賄
賂
を
否
定

す
る
、
状
況
の
違
い
に
応
じ
て
全
く
逆
の
行
動
を
し
た
孟
子
の
様
な
人
物
で
あ
っ
た
（
四
０
）。

 

 

次
に
毛
沢
東
の
政
治
的
人
事
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
が
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
展

開
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

毛
沢
東
の
側
近
幹
部
の
喧
嘩
仲
裁
の
方
法
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
主
席
は
私
の
前
で
江
青
を
批
判

し
、
看
護
婦
た
ち
を
ほ
め
た
が
、
妻
と
の
話
し
合
い
で
は
看
護
婦
の
側
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
が
、

ど
う
や
ら
私
と
仲
な
お
り
す
る
よ
う
に
と
妻
に
す
す
め
た
ら
し
か
っ
た
」(

四
一)

と
述
べ
て
い
る
。

「
対
の
思
想
」
を
利
用
し
て
、
片
方
だ
け
に
肩
入
れ
し
な
い
で
、
両
者
の
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
維

持
す
る
姿
勢
を
採
り
、
自
己
の
政
治
的
安
定
を
保
持
し
て
い
た
。 

そ
し
て
政
治
的
な
重
要
会
議
に
お
い
て
は
、
毛
沢
東
は
会
議
で
は
、
緊
張
感
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
い

う
、
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
も
っ
て
臨
ん
だ
と
い
う
。
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
の
気
分
は
、
み
ず
か

ら
の
怒
り
が
触
発
し
た
明
白
な
緊
張
と
は
鋭
い
対
照
を
な
し
た
。
い
っ
た
ん
な
ん
ど
か
癇
癪
を
お
こ

し
て
し
ま
え
ば
、
あ
と
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
は
じ
め
る
の
だ
っ
た
。
会
議
の
お
わ
り
頃
に
は
ふ
だ
ん
の
禁
を

破
っ
て
打
ち
上
げ
の
宴
席
に
も
顔
を
出
し
、
と
り
わ
け
「
竜
虎
闘
」
の
名
で
知
ら
れ
る
珍
味
に
嬉
々

と
し
た
」(

四
二)

と
述
べ
て
い
る
。
政
治
的
ス
ト
レ
ス
を
後
に
引
か
さ
な
い
気
分
転
換
の
早
い
人
物
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
人
事
政
策
に
お
い
て
李
氏
は
、
「
こ
れ
が
主
席
な
り
の
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ー
で
あ
っ
た
。
右
派

の
葉
子
龍
と
李
銀
橋
と
、
中
道
派
の
王
敬
先
と
林
克
と
一
緒
に
出
か
け
て
い
く
と
い
う
仕
掛
け

だ
」(

四
三)

と
述
べ
て
い
る
。
政
治
的
に
対
立
す
る
右
派
と
左
派
を
相
互
に
監
視
さ
せ
て
、
朋
党
を

作
ら
せ
な
い
仕
組
み
を
採
用
し
て
お
り
、
法
家
思
想
流
の
相
互
監
視
と
い
う
、
「
対
の
思
想
」
を
も
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
、
不
必
要
に
な
っ
た
人
物
を
思
想
改
造
す
る
た
め
の
解
任
人
事
に
お
い
て
も
、
同

様
の
態
度
を
採
っ
た
。
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
は
素
晴
ら
し
い
役
者
だ
っ
た
。
毛
は
自
分
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

主
要
人
物
を
追
い
払
い
、
彼
ら
を
困
難
と
苦
労
へ
と
送
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
解
任
す

る
に
際
し
て
も
、
依
然
と
し
て
彼
ら
の
忠
誠
を
求
め
て
や
ま
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
毛
は
、
彼
ら

は
自
分
の
友
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
み
ず
か
ら
の
意
思
に
反
し

て
こ
の
処
置
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
ふ
り
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。
友
人
た
ち
は
ほ
と
ん

ど
そ
ん
な
毛
沢
東
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
し
、
心
づ
か
い
の
表
明
に
動
か
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
れ
で
も
や
は
り
、
彼
ら
は
出
か
け
て
行
き
た
く
は
な
か
っ
た
」(

四
四)

と
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
思
想
改
造
の
た
め
の
人
事
に
お
い
て
は
、
解
任
・追
放
と
援
助
・
支
援
と
い
う
、

「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
て
、
自
己
の
政
治
的
地
位
の
安
定
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
毛
沢
東

の
医
学
と
病
気
に
つ
い
て
の
認
識
を
紹
介
し
て
、
毛
沢
東
の
対
の
思
想
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

 
 

「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ね
？
」
が
こ
の
先
、
主
席
の
日
常
的
な
挨
拶
が
わ
り
な
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
主
席
付
き
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
ひ
と
り
残
ら
ず
お
な
じ
よ
う
な
質
問
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
彼
な
り
の
情
報
収
集
法
で
あ
り
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
言
動
を
た
え
ず
チ
エ
ッ
ク
し
て
お
く
手

で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
私
ど
も
を
管
理
す
る
主
席
流
の
や
り
口
だ
っ
た
。
・
・
・
い
か
な
る
秘
密
も
の
存

在
も
許
さ
な
か
っ
た
」(

二
八)

と
、
些
細
な
事
に
で
も
常
に
神
経
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
る
神
経
質
で

猜
疑
心
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
と
い
う
人
物
は
、
人
は
よ
く
陰
謀
を
た
く
ら
む
と
非
難
す
る
が
、
何
を

隠
そ
う
ご
当
人
こ
そ
超
一
流
の
権
謀
術
数
だ
っ
た
の
で
あ
る
」(

二
九)

と
、
毛
沢
東
は
一
流
の
陰
謀

家
で
あ
っ
た
と
言
う
。
毛
沢
東
自
身
は
、
自
分
が
嘘
つ
か
な
い
誠
実
な
人
物
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、

真
心
や
誠
実
さ
と
猜
疑
心
の
強
さ
や
陰
謀
家
と
い
う
、
両
側
面
を
併
せ
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
李
氏
は
毛
沢
東
の
猜
疑
心
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
が
中
国
そ
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
自
分
の
地
位
を
お
び
や
か
そ
う
と
し
た
り
、
も

の
の
見
方
が
自
分
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
が
い
れ
ば
、
相
手
が
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
疑
い
深
く
な
っ
た
。

敵
を
抹
殺
す
る
に
際
し
て
は
情
け
容
赦
が
な
か
っ
た
」(

三
０)

と
、
自
分
以
外
の
異
な
る
見
識
を
持

つ
人
物
の
存
在
を
認
め
な
い
と
言
う
。
毛
の
猜
疑
心
は
、
自
分
に
同
調
し
な
い
人
物
に
向
け
ら
れ
て

お
り
、
中
国
＝
毛
沢
東
と
い
う
図
式
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。 

李
氏
は
ま
た
次
の
様
に
も
毛
沢
東
の
複
雑
な
人
格
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
人
間
性
に

つ
い
て
、
「
親
し
み
深
さ
と
愛
情
の
欠
落
」
（
三
一)

し
た
対
の
人
格
の
人
物
で
あ
る
と
言
う
。 

こ
の
愛
情
の
欠
落
が
、
歴
史
的
な
暴
君
を
愛
す
る
人
格
的
な
根
拠
で
あ
る
が
、
李
氏
は
、
「
私
に

い
え
る
か
ぎ
り
で
は
、
最
初
の
面
談
で
し
め
さ
れ
た
親
し
み
が
忘
れ
が
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛

沢
東
に
は
人
間
的
な
感
情
が
欠
落
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
愛
す
る
こ
と
も
、
友
情
を
い
だ
き
、
思

い
や
り
を
い
だ
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
」(

三
二)

と
、
述
べ
て
い
て
い
る
。 

李
氏
は
ま
た
、
「
帝
国
主
義
者
と
の
戦
い
で
勝
利
を
お
さ
め
る
た
め
な
ら
ば
、
原
子
爆
弾
で
数
百

万
人
の
人
民
を
失
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
の
べ
た
こ
と
も
、
・
・
・
・
原
子
爆
弾
で
一
千
万
か
二
千
万
の

人
間
が
死
ん
だ
と
こ
ろ
で
恐
れ
る
に
た
り
な
い
。
ネ
ル
ー
は
非
常
な
衝
撃
を
受
け
た
。
」
（
三
三)

と
、

中
国
人
民
の
生
命
の
尊
厳
性
を
な
ん
と
も
思
わ
な
い
、
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
欠
落
し
た
冷
酷
な
人
物
で

あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。 

「
大
躍
進
に
な
っ
て
、
・
・
・
主
席
は
数
百
万
も
餓
死
し
つ
つ
あ
る
の
を
知
っ
て
い
た
。
毛
は
そ
ん
な
こ

と
を
少
し
も
意
に
介
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」(

三
四)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
毛
沢
東

が
人
民
の
生
命
を
尊
重
し
な
い
冷
血
で
非
情
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。 

次
に
毛
沢
東
の
政
治
人
事
に
つ
い
て
の
発
言
を
引
用
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
を
検
討
し

て
み
た
い
。 

  
 

 
 

 
  

二 

毛
沢
東
の
政
治
人
事
に
つ
い
て
の
対
の
思
想 

 

ま
ず
毛
沢
東
の
清
廉
さ
と
、
汚
濁
に
満
ち
た
人
格
と
い
う
複
雑
性
を
、
政
治
上
の
賄
賂
の
否
定

と
肯
定
と
い
う
両
側
面
か
ら
見
て
み
た
い
。 

毛
沢
東
の
賄
賂
の
否
定
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
長
征
に
く
わ
わ
っ
て
、
蒋
介
石
と
そ
の
腐
敗
堕
落
し

た
国
府
政
権
に
挑
戦
す
る
た
め
の
ゲ
リ
ラ
基
地
を
築
く
べ
く
想
像
も
つ
か
ぬ
危
険
や
辛
酸
に
出
く

わ
し
た
の
だ
。
こ
れ
ら
の
党
幹
部
は
仕
事
に
全
力
を
つ
く
し
、
個
人
的
な
利
得
な
ど
い
っ
さ
い
眼
中

に
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
人
々
に
一
度
も
お
見
え
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

彼
ら
へ
の
感
嘆
で
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
こ
そ
新
中
国
に
と
っ
て
希
望
の
星
だ
っ
た
」(

三
五)

と

言
う
。
毛
沢
東
は
清
廉
な
社
会
主
義
建
設
実
現
の
希
望
の
星
と
、
李
氏
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

事
実
、
中
国
共
産
党
は
、
一
九
五
一
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
、｢

三
反
五
反｣

運
動
を
全
国
的
に

展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、｢

三
反｣

と
は
、 

反
腐
敗
、
反
浪
費
、
反
官
僚
主
義
の
三
つ
に
反
対
す
る
こ

と
で
あ
る(

三
六)

。
そ
し
て
毛
沢
東
は
率
先
し
て
三
反
運
動
を
指
導
し
た
の
で
あ
る(

三
七)

。 
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し
か
し
こ
れ
は
毛
沢
東
の
人
格
の
半
面
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
逆
に
毛
沢
東
の
賄
賂
の
是
認
に

つ
い
て
、
「
七
年
後
、
香
港
の
友
人
か
ら
ヤ
ン
に
贈
賄
す
る
よ
う
強
く
す
す
め
ら
れ
た
と
毛
沢
東
に

話
す
と
、
主
席
は
腹
を
抱
え
ん
ば
か
り
に
哄
笑
し
た
。
「
君
は
本
当
に
世
間
知
ら
ず
だ
」
と
、
毛
は

か
ら
か
っ
た
。
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
し
み
っ
た
れ
る
の
か
ね
？ 

君
に
は
人
間
関
係
が
ま
だ
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
水
清
け
れ
ば
魚
棲
ま
ず
、
と
い
う
で
は
な
い
か
。
人
に
贈
り
物
を
す
る
の
が
、

一
体
ど
こ
が
そ
ん
な
に
お
か
し
い
の
か
ね
。
あ
の
郭
沫
若
だ
っ
て
、
重
慶
交
渉
の
際
に
腕
時
計
を
く

れ
た
ん
だ
ぞ
」(

三
八)

と
、
毛
沢
東
は
李
氏
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
李
氏
は
、
「
一
九
五
一
年
末
に
は
じ
ま
っ
た
党
幹
部
に
対
す
る
反
腐
敗
、
反
浪
費
、
反
官
僚
主

義
の
「
三
反
運
動
」
中
、
毛
岸
青
は
同
僚
の
ひ
と
り
が
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
に
必
要
な
毛
の
署
名
を
改

竄
す
る
こ
と
で
手
数
料
を
横
領
し
た
と
発
見
す
る
や
、
怒
り
に
ま
か
せ
て
相
手
を
殴
り
つ
け
た
。

主
席
は
事
件
を
耳
に
す
る
と
激
怒
し
、
息
子
を
手
厳
し
く
叱
責
し
た
。
」(

三
九)

と
述
べ
て
い
る
。 

社
会
主
義
国
の
新
中
国
誕
生
時
に
お
い
て
も
、
旧
中
国
の
汚
濁
に
満
ち
た
賄
賂
政
治
の
伝
統
的

な
横
行
を
、
毛
沢
東
は
新
中
国
で
も
許
容
し
て
い
た
。
賄
賂
を
否
定
し
た
り
肯
定
し
た
り
す
る
毛

沢
東
は
、
ま
る
で
二
千
年
前
に
、
必
要
時
に
は
賄
賂
を
肯
定
し
て
、
不
必
要
時
に
は
賄
賂
を
否
定

す
る
、
状
況
の
違
い
に
応
じ
て
全
く
逆
の
行
動
を
し
た
孟
子
の
様
な
人
物
で
あ
っ
た
（
四
０
）。

 

 

次
に
毛
沢
東
の
政
治
的
人
事
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
が
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
展

開
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

毛
沢
東
の
側
近
幹
部
の
喧
嘩
仲
裁
の
方
法
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
主
席
は
私
の
前
で
江
青
を
批
判

し
、
看
護
婦
た
ち
を
ほ
め
た
が
、
妻
と
の
話
し
合
い
で
は
看
護
婦
の
側
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
が
、

ど
う
や
ら
私
と
仲
な
お
り
す
る
よ
う
に
と
妻
に
す
す
め
た
ら
し
か
っ
た
」(

四
一)

と
述
べ
て
い
る
。

「
対
の
思
想
」
を
利
用
し
て
、
片
方
だ
け
に
肩
入
れ
し
な
い
で
、
両
者
の
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
維

持
す
る
姿
勢
を
採
り
、
自
己
の
政
治
的
安
定
を
保
持
し
て
い
た
。 

そ
し
て
政
治
的
な
重
要
会
議
に
お
い
て
は
、
毛
沢
東
は
会
議
で
は
、
緊
張
感
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
い

う
、
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
も
っ
て
臨
ん
だ
と
い
う
。
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
の
気
分
は
、
み
ず
か

ら
の
怒
り
が
触
発
し
た
明
白
な
緊
張
と
は
鋭
い
対
照
を
な
し
た
。
い
っ
た
ん
な
ん
ど
か
癇
癪
を
お
こ

し
て
し
ま
え
ば
、
あ
と
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
は
じ
め
る
の
だ
っ
た
。
会
議
の
お
わ
り
頃
に
は
ふ
だ
ん
の
禁
を

破
っ
て
打
ち
上
げ
の
宴
席
に
も
顔
を
出
し
、
と
り
わ
け
「
竜
虎
闘
」
の
名
で
知
ら
れ
る
珍
味
に
嬉
々

と
し
た
」(

四
二)

と
述
べ
て
い
る
。
政
治
的
ス
ト
レ
ス
を
後
に
引
か
さ
な
い
気
分
転
換
の
早
い
人
物
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
の
人
事
政
策
に
お
い
て
李
氏
は
、
「
こ
れ
が
主
席
な
り
の
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ー
で
あ
っ
た
。
右
派

の
葉
子
龍
と
李
銀
橋
と
、
中
道
派
の
王
敬
先
と
林
克
と
一
緒
に
出
か
け
て
い
く
と
い
う
仕
掛
け

だ
」(

四
三)

と
述
べ
て
い
る
。
政
治
的
に
対
立
す
る
右
派
と
左
派
を
相
互
に
監
視
さ
せ
て
、
朋
党
を

作
ら
せ
な
い
仕
組
み
を
採
用
し
て
お
り
、
法
家
思
想
流
の
相
互
監
視
と
い
う
、
「
対
の
思
想
」
を
も
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
毛
沢
東
は
、
不
必
要
に
な
っ
た
人
物
を
思
想
改
造
す
る
た
め
の
解
任
人
事
に
お
い
て
も
、
同

様
の
態
度
を
採
っ
た
。
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
は
素
晴
ら
し
い
役
者
だ
っ
た
。
毛
は
自
分
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

主
要
人
物
を
追
い
払
い
、
彼
ら
を
困
難
と
苦
労
へ
と
送
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
解
任
す

る
に
際
し
て
も
、
依
然
と
し
て
彼
ら
の
忠
誠
を
求
め
て
や
ま
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
毛
は
、
彼
ら

は
自
分
の
友
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
み
ず
か
ら
の
意
思
に
反
し

て
こ
の
処
置
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
ふ
り
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。
友
人
た
ち
は
ほ
と
ん

ど
そ
ん
な
毛
沢
東
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
感
謝
し
、
心
づ
か
い
の
表
明
に
動
か
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
れ
で
も
や
は
り
、
彼
ら
は
出
か
け
て
行
き
た
く
は
な
か
っ
た
」(

四
四)

と
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
思
想
改
造
の
た
め
の
人
事
に
お
い
て
は
、
解
任
・追
放
と
援
助
・
支
援
と
い
う
、

「
対
の
思
想
」
を
駆
使
し
て
、
自
己
の
政
治
的
地
位
の
安
定
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
毛
沢
東

の
医
学
と
病
気
に
つ
い
て
の
認
識
を
紹
介
し
て
、
毛
沢
東
の
対
の
思
想
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

 
 

「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ね
？
」
が
こ
の
先
、
主
席
の
日
常
的
な
挨
拶
が
わ
り
な
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
主
席
付
き
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
ひ
と
り
残
ら
ず
お
な
じ
よ
う
な
質
問
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
彼
な
り
の
情
報
収
集
法
で
あ
り
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
言
動
を
た
え
ず
チ
エ
ッ
ク
し
て
お
く
手

で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
私
ど
も
を
管
理
す
る
主
席
流
の
や
り
口
だ
っ
た
。
・
・
・
い
か
な
る
秘
密
も
の
存

在
も
許
さ
な
か
っ
た
」(
二
八)

と
、
些
細
な
事
に
で
も
常
に
神
経
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
る
神
経
質
で

猜
疑
心
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
李
氏
は
、
「
毛
沢
東
と
い
う
人
物
は
、
人
は
よ
く
陰
謀
を
た
く
ら
む
と
非
難
す
る
が
、
何
を

隠
そ
う
ご
当
人
こ
そ
超
一
流
の
権
謀
術
数
だ
っ
た
の
で
あ
る
」(

二
九)

と
、
毛
沢
東
は
一
流
の
陰
謀

家
で
あ
っ
た
と
言
う
。
毛
沢
東
自
身
は
、
自
分
が
嘘
つ
か
な
い
誠
実
な
人
物
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、

真
心
や
誠
実
さ
と
猜
疑
心
の
強
さ
や
陰
謀
家
と
い
う
、
両
側
面
を
併
せ
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
李
氏
は
毛
沢
東
の
猜
疑
心
に
つ
い
て
、 

「
毛
沢
東
が
中
国
そ
の
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
自
分
の
地
位
を
お
び
や
か
そ
う
と
し
た
り
、
も

の
の
見
方
が
自
分
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
が
い
れ
ば
、
相
手
が
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
疑
い
深
く
な
っ
た
。

敵
を
抹
殺
す
る
に
際
し
て
は
情
け
容
赦
が
な
か
っ
た
」(

三
０)

と
、
自
分
以
外
の
異
な
る
見
識
を
持

つ
人
物
の
存
在
を
認
め
な
い
と
言
う
。
毛
の
猜
疑
心
は
、
自
分
に
同
調
し
な
い
人
物
に
向
け
ら
れ
て

お
り
、
中
国
＝
毛
沢
東
と
い
う
図
式
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。 

李
氏
は
ま
た
次
の
様
に
も
毛
沢
東
の
複
雑
な
人
格
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
人
間
性
に

つ
い
て
、
「
親
し
み
深
さ
と
愛
情
の
欠
落
」
（
三
一)

し
た
対
の
人
格
の
人
物
で
あ
る
と
言
う
。 

こ
の
愛
情
の
欠
落
が
、
歴
史
的
な
暴
君
を
愛
す
る
人
格
的
な
根
拠
で
あ
る
が
、
李
氏
は
、
「
私
に

い
え
る
か
ぎ
り
で
は
、
最
初
の
面
談
で
し
め
さ
れ
た
親
し
み
が
忘
れ
が
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛

沢
東
に
は
人
間
的
な
感
情
が
欠
落
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
愛
す
る
こ
と
も
、
友
情
を
い
だ
き
、
思

い
や
り
を
い
だ
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
」(

三
二)

と
、
述
べ
て
い
て
い
る
。 

李
氏
は
ま
た
、
「
帝
国
主
義
者
と
の
戦
い
で
勝
利
を
お
さ
め
る
た
め
な
ら
ば
、
原
子
爆
弾
で
数
百

万
人
の
人
民
を
失
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
の
べ
た
こ
と
も
、
・
・
・
・
原
子
爆
弾
で
一
千
万
か
二
千
万
の

人
間
が
死
ん
だ
と
こ
ろ
で
恐
れ
る
に
た
り
な
い
。
ネ
ル
ー
は
非
常
な
衝
撃
を
受
け
た
。
」
（
三
三)

と
、

中
国
人
民
の
生
命
の
尊
厳
性
を
な
ん
と
も
思
わ
な
い
、
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
欠
落
し
た
冷
酷
な
人
物
で

あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。 

「
大
躍
進
に
な
っ
て
、
・
・
・
主
席
は
数
百
万
も
餓
死
し
つ
つ
あ
る
の
を
知
っ
て
い
た
。
毛
は
そ
ん
な
こ

と
を
少
し
も
意
に
介
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」(

三
四)

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
毛
沢
東

が
人
民
の
生
命
を
尊
重
し
な
い
冷
血
で
非
情
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。 

次
に
毛
沢
東
の
政
治
人
事
に
つ
い
て
の
発
言
を
引
用
し
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
を
検
討
し

て
み
た
い
。 

  
 

 
 

 
  

二 

毛
沢
東
の
政
治
人
事
に
つ
い
て
の
対
の
思
想 

 

ま
ず
毛
沢
東
の
清
廉
さ
と
、
汚
濁
に
満
ち
た
人
格
と
い
う
複
雑
性
を
、
政
治
上
の
賄
賂
の
否
定

と
肯
定
と
い
う
両
側
面
か
ら
見
て
み
た
い
。 

毛
沢
東
の
賄
賂
の
否
定
に
つ
い
て
李
氏
は
、
「
長
征
に
く
わ
わ
っ
て
、
蒋
介
石
と
そ
の
腐
敗
堕
落
し

た
国
府
政
権
に
挑
戦
す
る
た
め
の
ゲ
リ
ラ
基
地
を
築
く
べ
く
想
像
も
つ
か
ぬ
危
険
や
辛
酸
に
出
く

わ
し
た
の
だ
。
こ
れ
ら
の
党
幹
部
は
仕
事
に
全
力
を
つ
く
し
、
個
人
的
な
利
得
な
ど
い
っ
さ
い
眼
中

に
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
人
々
に
一
度
も
お
見
え
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

彼
ら
へ
の
感
嘆
で
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
こ
そ
新
中
国
に
と
っ
て
希
望
の
星
だ
っ
た
」(

三
五)

と

言
う
。
毛
沢
東
は
清
廉
な
社
会
主
義
建
設
実
現
の
希
望
の
星
と
、
李
氏
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

事
実
、
中
国
共
産
党
は
、
一
九
五
一
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
、｢

三
反
五
反｣

運
動
を
全
国
的
に

展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、｢

三
反｣

と
は
、 

反
腐
敗
、
反
浪
費
、
反
官
僚
主
義
の
三
つ
に
反
対
す
る
こ

と
で
あ
る(

三
六)
。
そ
し
て
毛
沢
東
は
率
先
し
て
三
反
運
動
を
指
導
し
た
の
で
あ
る(

三
七)

。 

毛沢東の人格と対の思想　－李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（一）－ 67（84）



 
 

間
違
わ
な
い
（
表
）け
れ
ど
け
ど
、
間
違
わ
さ
れ
る
（
裏
）と
い
う
、
両
面
を
持
っ
て
い
た
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
次
の
よ
う
に
も
毛
沢
東
の
人
格
の
矛
盾
を
述
べ
て
い
る
。
「
毛
沢
東
は
寛
大
で
あ
る

と
同
時
に
猜
疑
心
が
強
か
っ
た
」
（
二
一
）
と
言
う
。
つ
ま
り
李
氏
の
印
象
で
は
、
毛
沢
東
は
相
矛
盾

す
る
両
面
的
性
格
を
持
つ
複
雑
な
性
格
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
下
に

引
用
す
る
文
章
は
、
上
記
に
述
べ
た
文
章
の
資
料
的
な
根
拠
で
あ
る
。 

（
一
）毛
沢
東
の
寛
大
さ 

 

「
主
席
は
私
の
家
族
的
な
背
景
と
政
治
的
な
過
去
と
い
う
問
題
点
を
見
事
に
解
決
し
て
く
れ
た

の
だ
っ
た
。
・
・
・
「
君
は
ほ
ん
の
餓
鬼
だ
っ
た
」
と
毛
は
言
っ
て
く
れ
た
。
「
問
題
は
真
心
だ
」
。
そ
の
論
理

は
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
私
が
背
負
う
過
去
の
重
荷
を
す
っ
か
り
取
り
払
っ
て
く
れ
た
。

毛
沢
東
は
最
高
指
導
者
で
あ
る
。
・
・
・
毛
沢
東
は
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
だ
」(

二
二)

と
、
李
氏
は
自

己
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
過
去
を
、
毛
沢
東
は
清
算
し
て
く
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

「
主
席
は
唐
朝
の
第
二
代
皇
帝
・
太
宗
の
話
を
引
き
合
い
に
だ
し
た
。
唐
の
太
宗
は
重
臣
た
ち
の

諌
め
も
聞
か
ず
、
疑
惑
の
あ
る
将
軍
を
重
用
し
て
自
分
の
か
た
わ
ら
に
寝
る
こ
と
さ
え
許
し
た
。
将

軍
は
非
常
に
知
略
に
長
け
て
い
て
大
い
に
皇
帝
の
役
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
・
・
・
「
真
心
だ
。
お
互
い

に
真
心
を
も
っ
て
相
手
を
あ
つ
か
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
人
間
関
係
も
真
心
も
長
い
年
月
に
わ
た

っ
て
た
め
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
許
世
友
だ
と
毛
沢
東
は
つ
づ
け
た
。
・
・
・
そ
こ
で
私

は
言
っ
て
や
っ
た
。
『
わ
か
っ
た
。
こ
こ
に
と
ど
ま
る
が
い
い
。
ひ
き
つ
づ
き
部
下
の
指
揮
を
と
れ
。
こ
れ

で
い
い
。
』
そ
れ
以
来
、
許
世
友
は
り
っ
ぱ
な
仕
事
を
や
っ
て
き
た
じ
ゃ
な
い
か
。
突
如
、
何
年
も
不
安
、

鬱
々
と
し
た
気
分
で
す
ご
し
て
き
た
あ
と
だ
け
に
、
わ
た
し
は
ほ
っ
と
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

主
席
は
私
の
家
族
的
な
背
景
と
政
治
的
な
過
去
と
い
う
問
題
点
を
見
事
に
解
決
し
て
く
れ
た
の
だ

っ
た
。
」(

二
三)

と
言
う
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
中
国
歴
代
随
一
の
偉
大
な
皇
帝
で
あ
る
唐
の
太
宗
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
懐
の
深
い
寛
大
な
人
物
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
真
実
の
姿
は
、
竹
内
氏
や
ス
ノ
ー
氏
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
聖
人
君
子
で
あ

り
、
ユ
ン
・チ
ア
ン
の
言
う
よ
う
な
冷
徹
非
情
の
人
間
味
の
な
い
人
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
文
革
時
の
政
敵
の
劉
少
奇
・鄧
小
平
・
陶
鋳
へ
の
紅
衛
兵
の
行
き
過
ぎ
た
拷
問
に
は
、｢

三

人
の
指
導
者
を
虐
待
し
な
い
よ
う
に
言
い
わ
た
し
て
あ
っ
た｣

と
言
う(

二
四)

。
ま
た
文
革
後
に
は
追

放
し
た
政
敵
と
の
和
解
の
道
を
歩
み
彼
ら
の
名
誉
回
復
と
カ
ム
バ
ッ
ク
を
望
ん
で
、

 

実
際
に
そ
う

い
う
行
動
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
二
五
）。 

ま
た
李
氏
に
よ
り
政
敵
を
絶
対
に
許
さ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
毛
沢
東
は
、
自
己
を
裏
切
っ

た
林
彪
と
の
権
力
闘
争
の
激
化
に
つ
い
て
も
、
「
こ
れ
は
単
な
る
権
力
闘
争
で
は
な
く
、
毛
沢
東
の

指
導
力
を
奪
い
、
党
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
責
任
を
毛
は
林
彪
に
帰

し
て
い
た
。
だ
が
す
す
ん
で
妥
協
に
応
じ
て
も
よ
い
と
い
う
気
分
が
あ
り
、
力
ず
く
で
党
の
再
統
一

を
は
か
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
教
育
」
に
訴
え
た
い
気
で
あ
っ
た
ー
毛
に
い
わ
せ
れ
ば
「
患
者
を
救
う

た
め
の
治
療
」
で
あ
り
、
「
わ
れ
わ
れ
は
林
彪
を
救
う
努
力
を
す
べ
き
だ
。
だ
れ
が
過
ち
を
お
か
そ
う

と
、
団
結
の
必
要
性
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
ん
。
そ
う
し
な
い
と
見
た
く
れ
が
よ
く
な
い
ん
だ

よ
。
北
京
に
帰
っ
た
ら
、
林
彪
と
そ
の
一
派
を
見
つ
け
出
し
て
話
し
合
い
申
し
入
れ
る
こ
と
に
し
よ

う
。
連
中
が
私
に
接
触
し
よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
の
ほ
う
か
ら
そ
う
し
よ
う
。
一
部
の
者

は
救
え
る
だ
ろ
う
が
、
あ
と
の
連
中
は
と
て
も
・
・
」
（
二
六
）
と
、
毛
沢
東
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
過

ち
を
犯
し
た
林
彪
一
派
に
対
す
る
温
情
の
あ
る
配
慮
を
も
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
自
己
の
政
治

的
失
脚
の
危
機
を
察
知
し
た
林
彪
一
族
の
ソ
連
へ
の
逃
亡
行
為
に
も
、
「
林
彪
は
逃
走
し
た
が
っ
て

お
る
。
そ
う
さ
し
て
や
れ
。
撃
っ
て
は
い
か
ん｣(

二
七)

と
指
示
し
て
い
る
。
以
上
の
発
言
に
よ
っ
て
も

政
敵
に
寛
大
な
毛
沢
東
の
反
面
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

（二
）猜
疑
心
の
強
さ 

 

 

他
方
で
は
毛
沢
東
は
、
竹
内
氏
や
小
島
氏
の
言
う
よ
う
な
聖
人
君
子
で
も
な
け
れ
ば
偉
大
で
威

厳
あ
る
人
物
で
も
な
か
っ
た
。
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
冷
徹
非
情
の
人
物
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
李
氏
は
毛
沢
東
の
猜
疑
心
の
強
さ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
禄
を
残
し
て
い
る
。 

 
 

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
、
本
稿
に
引
用
す
る
基
本
的
資
料
の
性
格
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
本

稿
で
紹
介
す
る
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
・
下
』（
一
二
）
は
、
二
十
二
年
間
も
の
長
い

間
「
私
だ
け
が
汪
東
興
を
除
け
ば
だ
れ
よ
り
も
長
く
毛
主
席
に
側
ち
か
く
つ
か
え
た
」(

一
三)

と
述
べ
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
主
治
医
と
し
て
仕
え
た
李
志
綏
が
、
公
私
に
わ
た
る
毛
沢
東

の
言
動
を
メ
モ
類
に
記
録
し
て
、
毛
沢
東
の
波
乱
万
丈
に
富
む
生
涯
に
つ
い
て
、
深
い
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
執
筆
さ
れ
た
貴
重
な
実
録
で
あ
る(

一
四)

。 

「
著
者
あ
と
が
き
」
に
は
、
「こ
の
二
十
二
年
間
に
及
ぶ
記
憶
を
跡
形
も
な
く
消
滅
さ
せ
た
く
は

な
か
っ
た
。
私
は
半
生
の
記
を
書
き
な
お
す
こ
と
を
決
め
た
。
一
九
七
七
年
か
ら
開
始
し
て
し
ば
ら

く
は
途
切
れ
が
ち
に
つ
づ
け
た
あ
げ
く
、
メ
モ
は
二
十
冊
以
上
に
達
し
た
。
毛
沢
東
の
言
葉
遣
い
は

カ
ラ
フ
ル
で
生
彩
に
富
み
、
私
の
脳
裏
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
毛
発
言
の
大
部
分

を
一
語
一
句
ま
で
思
い
出
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
」
（
一
五
）と
あ
り
、
一
度
書
い
た
メ
モ
を
文
革
時
に

i 

消
去
し
た
後
に
、
再
び
鮮
明
な
記
憶
を
基
に
し
た
毛
沢
東
の
日
常
記
録
で
あ
る
、
と
言
う
。 

ま
た
葉
剣
英
元
帥
は
、
「
一
九
七
七
年
夏
の
あ
る
日
に
、
私
が
院
長
を
務
め
る
第
三
〇
五
病
院

に
葉
剣
英
元
帥
が
健
康
診
断
に
訪
れ
た
。
私
と
雑
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
元
帥
は
こ
う
言
っ
た
。
「

君
は
二
十
二
年
も
毛
主
席
の
た
め
に
働
い
た
。
ず
い
ぶ
ん
と
長
い
年
月
だ
。
半
生
の
記
を
書
く
べ
き

だ
よ
。
歴
史
の
一
部
だ
か
ら
だ
な
」。
も
し
そ
れ
を
本
に
し
て
出
版
し
た
ら
、
売
り
込
み
に
手
を
貸

す
ぞ
、
と
元
帥
は
言
っ
て
く
れ
た
。
」(

一
六)

と
述
べ
て
い
る
。
李
氏
の
体
験
は
、
現
代
中
国
史
の
貴

重
な
歴
史
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
李
氏
の
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』は
、
市
川
・
駒
田
・金
谷
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
中
国
人
の

伝
統
的
で
基
本
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
で
あ
る
毛
沢
東
の
思

想
の
な
か
に
、
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
出
現
し
て
い
る
の
か
、
歴
史
的
に
検
証
す
る
の
に
は
、
絶
好
の

生
き
た
第
一
級
の
資
料
な
の
で
あ
る
（
一
七
）。 

そ
こ
で
本
書
の
随
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
毛
沢
東
自
身
の
発
言
に
見
ら
れ
る
「
対
の
思
想
」
を
紹

介
し
て
、
「
対
の
思
想
」
が
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
で
あ
る
現
代
の
社
会
主
義
中
国
の
最
高
指
導

者
に
ま
で
深
く
息
づ
い
て
い
る
中
国
人
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 

一 

毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想 

 

李
志
綏
氏
は
、
初
対
面
し
た
毛
沢
東
の
印
象
に
つ
い
て
、
「
対
面
は
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

ベ
ッ
ト
に
横
た
わ
っ
て
い
る
主
席
、
普
通
で
は
な
い
睡
眠
の
と
り
方
。
皮
肉
っ
ぽ
い
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
、

こ
ち
ら
を
気
楽
に
さ
せ
て
思
う
こ
と
を
語
ら
せ
る
能
力
。
主
席
は
近
よ
り
が
た
い
と
同
時
に
近
よ

り
や
す
く
、
賢
明
で
あ
る
と
同
時
に
型
破
り
で
あ
っ
た
。
私
の
緊
張
感
は
霧
散
無
霧
し
て
し
ま
い
、

不
意
に
何
年
と
な
く
な
か
っ
た
安
心
感
を
つ
よ
く
覚
え
た
の
で
あ
っ
た
」(

一
八)

と
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り 

毛
沢
東
の
人
格
は
、
「
近
づ
き
が
た
い
と
同
時
に
近
づ
き
や
す
い
人
物
」で
あ
る
と
い
う
。

李
氏
に
は
、
毛
沢
東
は
複
雑
な
性
格
で
あ
り
、
両
面
的
性
格
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
人
物
で
あ
る

と
の
印
象
を
強
く
持
っ
た
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
人
格
を
、
「
毛
沢
東
は
複
雑
か
つ
矛
盾
の
多
い
人
物
だ
っ
た
」
（
一

九
）と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
複
雑
で
矛
盾
に
満
ち
た
毛
沢
東
の
人
格
こ
そ
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
毛
沢

東
の
人
格
に
つ
い
て
の
「
対
の
思
想
」
で
あ
る
。
中
国
人
に
基
本
的
で
伝
統
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」

が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
の
毛
沢
東
の
人
格
の
根
底
に
深
く
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
毛
沢
東
の
政
治
行
動
に
つ
い
て
、｢

自
分
は
誤
ら
な
い
が
、
下
僚
に
は
誤
ら
せ
ら
れ
る｣

と

言
う
。
毛
沢
東
の
両
面
思
考
を
、
他
人
に
責
任
転
嫁
さ
せ
る
複
雑
で
矛
盾
の
多
い
性
格
と
言
う
。 

 

「
毛
沢
東
は
複
雑
で
矛
盾
の
多
い
人
物
で
あ
っ
た
。
“
皇
帝
”
と
し
て
、
自
分
は
絶
対
に
誤
り
を
犯

さ
な
い
と
信
じ
き
っ
て
い
た
。
決
定
が
間
違
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ま
た
誤
っ
た
政
策
が
導
入
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
責
め
は
自
分
で
は
な
く
て
提
供
さ
れ
た
情
報
に
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
皇
帝
は
過

ち
を
お
か
す
は
ず
は
な
い
が
、
し
か
し
だ
ま
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
と
い
う
わ
け
だ
。
」
（
二
〇
）
と
、
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間
違
わ
な
い
（
表
）け
れ
ど
け
ど
、
間
違
わ
さ
れ
る
（
裏
）と
い
う
、
両
面
を
持
っ
て
い
た
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
李
氏
は
次
の
よ
う
に
も
毛
沢
東
の
人
格
の
矛
盾
を
述
べ
て
い
る
。
「
毛
沢
東
は
寛
大
で
あ
る

と
同
時
に
猜
疑
心
が
強
か
っ
た
」
（
二
一
）
と
言
う
。
つ
ま
り
李
氏
の
印
象
で
は
、
毛
沢
東
は
相
矛
盾

す
る
両
面
的
性
格
を
持
つ
複
雑
な
性
格
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
下
に

引
用
す
る
文
章
は
、
上
記
に
述
べ
た
文
章
の
資
料
的
な
根
拠
で
あ
る
。 

（
一
）毛
沢
東
の
寛
大
さ 

 

「
主
席
は
私
の
家
族
的
な
背
景
と
政
治
的
な
過
去
と
い
う
問
題
点
を
見
事
に
解
決
し
て
く
れ
た

の
だ
っ
た
。
・
・
・
「
君
は
ほ
ん
の
餓
鬼
だ
っ
た
」
と
毛
は
言
っ
て
く
れ
た
。
「
問
題
は
真
心
だ
」
。
そ
の
論
理

は
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
私
が
背
負
う
過
去
の
重
荷
を
す
っ
か
り
取
り
払
っ
て
く
れ
た
。

毛
沢
東
は
最
高
指
導
者
で
あ
る
。
・
・
・
毛
沢
東
は
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
だ
」(

二
二)

と
、
李
氏
は
自

己
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
過
去
を
、
毛
沢
東
は
清
算
し
て
く
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

「
主
席
は
唐
朝
の
第
二
代
皇
帝
・
太
宗
の
話
を
引
き
合
い
に
だ
し
た
。
唐
の
太
宗
は
重
臣
た
ち
の

諌
め
も
聞
か
ず
、
疑
惑
の
あ
る
将
軍
を
重
用
し
て
自
分
の
か
た
わ
ら
に
寝
る
こ
と
さ
え
許
し
た
。
将

軍
は
非
常
に
知
略
に
長
け
て
い
て
大
い
に
皇
帝
の
役
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
・
・
・
「
真
心
だ
。
お
互
い

に
真
心
を
も
っ
て
相
手
を
あ
つ
か
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
人
間
関
係
も
真
心
も
長
い
年
月
に
わ
た

っ
て
た
め
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
許
世
友
だ
と
毛
沢
東
は
つ
づ
け
た
。
・
・
・
そ
こ
で
私

は
言
っ
て
や
っ
た
。
『
わ
か
っ
た
。
こ
こ
に
と
ど
ま
る
が
い
い
。
ひ
き
つ
づ
き
部
下
の
指
揮
を
と
れ
。
こ
れ

で
い
い
。
』
そ
れ
以
来
、
許
世
友
は
り
っ
ぱ
な
仕
事
を
や
っ
て
き
た
じ
ゃ
な
い
か
。
突
如
、
何
年
も
不
安
、

鬱
々
と
し
た
気
分
で
す
ご
し
て
き
た
あ
と
だ
け
に
、
わ
た
し
は
ほ
っ
と
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

主
席
は
私
の
家
族
的
な
背
景
と
政
治
的
な
過
去
と
い
う
問
題
点
を
見
事
に
解
決
し
て
く
れ
た
の
だ

っ
た
。
」(

二
三)

と
言
う
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
中
国
歴
代
随
一
の
偉
大
な
皇
帝
で
あ
る
唐
の
太
宗
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
懐
の
深
い
寛
大
な
人
物
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
真
実
の
姿
は
、
竹
内
氏
や
ス
ノ
ー
氏
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
聖
人
君
子
で
あ

り
、
ユ
ン
・チ
ア
ン
の
言
う
よ
う
な
冷
徹
非
情
の
人
間
味
の
な
い
人
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
文
革
時
の
政
敵
の
劉
少
奇
・鄧
小
平
・
陶
鋳
へ
の
紅
衛
兵
の
行
き
過
ぎ
た
拷
問
に
は
、｢

三

人
の
指
導
者
を
虐
待
し
な
い
よ
う
に
言
い
わ
た
し
て
あ
っ
た｣

と
言
う(

二
四)

。
ま
た
文
革
後
に
は
追

放
し
た
政
敵
と
の
和
解
の
道
を
歩
み
彼
ら
の
名
誉
回
復
と
カ
ム
バ
ッ
ク
を
望
ん
で
、

 

実
際
に
そ
う

い
う
行
動
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
二
五
）。 

ま
た
李
氏
に
よ
り
政
敵
を
絶
対
に
許
さ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
毛
沢
東
は
、
自
己
を
裏
切
っ

た
林
彪
と
の
権
力
闘
争
の
激
化
に
つ
い
て
も
、
「
こ
れ
は
単
な
る
権
力
闘
争
で
は
な
く
、
毛
沢
東
の

指
導
力
を
奪
い
、
党
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
責
任
を
毛
は
林
彪
に
帰

し
て
い
た
。
だ
が
す
す
ん
で
妥
協
に
応
じ
て
も
よ
い
と
い
う
気
分
が
あ
り
、
力
ず
く
で
党
の
再
統
一

を
は
か
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
教
育
」
に
訴
え
た
い
気
で
あ
っ
た
ー
毛
に
い
わ
せ
れ
ば
「
患
者
を
救
う

た
め
の
治
療
」
で
あ
り
、
「
わ
れ
わ
れ
は
林
彪
を
救
う
努
力
を
す
べ
き
だ
。
だ
れ
が
過
ち
を
お
か
そ
う

と
、
団
結
の
必
要
性
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
ん
。
そ
う
し
な
い
と
見
た
く
れ
が
よ
く
な
い
ん
だ

よ
。
北
京
に
帰
っ
た
ら
、
林
彪
と
そ
の
一
派
を
見
つ
け
出
し
て
話
し
合
い
申
し
入
れ
る
こ
と
に
し
よ

う
。
連
中
が
私
に
接
触
し
よ
う
と
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
の
ほ
う
か
ら
そ
う
し
よ
う
。
一
部
の
者

は
救
え
る
だ
ろ
う
が
、
あ
と
の
連
中
は
と
て
も
・
・
」
（
二
六
）
と
、
毛
沢
東
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
過

ち
を
犯
し
た
林
彪
一
派
に
対
す
る
温
情
の
あ
る
配
慮
を
も
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
自
己
の
政
治

的
失
脚
の
危
機
を
察
知
し
た
林
彪
一
族
の
ソ
連
へ
の
逃
亡
行
為
に
も
、
「
林
彪
は
逃
走
し
た
が
っ
て

お
る
。
そ
う
さ
し
て
や
れ
。
撃
っ
て
は
い
か
ん｣(

二
七)

と
指
示
し
て
い
る
。
以
上
の
発
言
に
よ
っ
て
も

政
敵
に
寛
大
な
毛
沢
東
の
反
面
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

（二
）猜
疑
心
の
強
さ 

 

 

他
方
で
は
毛
沢
東
は
、
竹
内
氏
や
小
島
氏
の
言
う
よ
う
な
聖
人
君
子
で
も
な
け
れ
ば
偉
大
で
威

厳
あ
る
人
物
で
も
な
か
っ
た
。
ユ
ン
・
チ
ア
ン
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
冷
徹
非
情
の
人
物
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
李
氏
は
毛
沢
東
の
猜
疑
心
の
強
さ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
禄
を
残
し
て
い
る
。 

 
 

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
、
本
稿
に
引
用
す
る
基
本
的
資
料
の
性
格
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
本

稿
で
紹
介
す
る
李
志
綏
『
毛
沢
東
の
私
生
活
上
・
下
』（
一
二
）
は
、
二
十
二
年
間
も
の
長
い

間
「
私
だ
け
が
汪
東
興
を
除
け
ば
だ
れ
よ
り
も
長
く
毛
主
席
に
側
ち
か
く
つ
か
え
た
」(

一
三)

と
述
べ
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
主
治
医
と
し
て
仕
え
た
李
志
綏
が
、
公
私
に
わ
た
る
毛
沢
東

の
言
動
を
メ
モ
類
に
記
録
し
て
、
毛
沢
東
の
波
乱
万
丈
に
富
む
生
涯
に
つ
い
て
、
深
い
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
執
筆
さ
れ
た
貴
重
な
実
録
で
あ
る(

一
四)

。 

「
著
者
あ
と
が
き
」
に
は
、
「こ
の
二
十
二
年
間
に
及
ぶ
記
憶
を
跡
形
も
な
く
消
滅
さ
せ
た
く
は

な
か
っ
た
。
私
は
半
生
の
記
を
書
き
な
お
す
こ
と
を
決
め
た
。
一
九
七
七
年
か
ら
開
始
し
て
し
ば
ら

く
は
途
切
れ
が
ち
に
つ
づ
け
た
あ
げ
く
、
メ
モ
は
二
十
冊
以
上
に
達
し
た
。
毛
沢
東
の
言
葉
遣
い
は

カ
ラ
フ
ル
で
生
彩
に
富
み
、
私
の
脳
裏
に
深
く
刻
み
こ
ま
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
毛
発
言
の
大
部
分

を
一
語
一
句
ま
で
思
い
出
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
」
（
一
五
）と
あ
り
、
一
度
書
い
た
メ
モ
を
文
革
時
に

i 

消
去
し
た
後
に
、
再
び
鮮
明
な
記
憶
を
基
に
し
た
毛
沢
東
の
日
常
記
録
で
あ
る
、
と
言
う
。 

ま
た
葉
剣
英
元
帥
は
、
「
一
九
七
七
年
夏
の
あ
る
日
に
、
私
が
院
長
を
務
め
る
第
三
〇
五
病
院

に
葉
剣
英
元
帥
が
健
康
診
断
に
訪
れ
た
。
私
と
雑
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
元
帥
は
こ
う
言
っ
た
。
「

君
は
二
十
二
年
も
毛
主
席
の
た
め
に
働
い
た
。
ず
い
ぶ
ん
と
長
い
年
月
だ
。
半
生
の
記
を
書
く
べ
き

だ
よ
。
歴
史
の
一
部
だ
か
ら
だ
な
」。
も
し
そ
れ
を
本
に
し
て
出
版
し
た
ら
、
売
り
込
み
に
手
を
貸

す
ぞ
、
と
元
帥
は
言
っ
て
く
れ
た
。
」(

一
六)

と
述
べ
て
い
る
。
李
氏
の
体
験
は
、
現
代
中
国
史
の
貴

重
な
歴
史
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
李
氏
の
『
毛
沢
東
の
私
生
活
』は
、
市
川
・
駒
田
・金
谷
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
中
国
人
の

伝
統
的
で
基
本
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
で
あ
る
毛
沢
東
の
思

想
の
な
か
に
、
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
出
現
し
て
い
る
の
か
、
歴
史
的
に
検
証
す
る
の
に
は
、
絶
好
の

生
き
た
第
一
級
の
資
料
な
の
で
あ
る
（
一
七
）。 

そ
こ
で
本
書
の
随
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
毛
沢
東
自
身
の
発
言
に
見
ら
れ
る
「
対
の
思
想
」
を
紹

介
し
て
、
「
対
の
思
想
」
が
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
で
あ
る
現
代
の
社
会
主
義
中
国
の
最
高
指
導

者
に
ま
で
深
く
息
づ
い
て
い
る
中
国
人
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 

一 

毛
沢
東
の
人
格
と
対
の
思
想 
 

李
志
綏
氏
は
、
初
対
面
し
た
毛
沢
東
の
印
象
に
つ
い
て
、
「
対
面
は
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

ベ
ッ
ト
に
横
た
わ
っ
て
い
る
主
席
、
普
通
で
は
な
い
睡
眠
の
と
り
方
。
皮
肉
っ
ぽ
い
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
、

こ
ち
ら
を
気
楽
に
さ
せ
て
思
う
こ
と
を
語
ら
せ
る
能
力
。
主
席
は
近
よ
り
が
た
い
と
同
時
に
近
よ

り
や
す
く
、
賢
明
で
あ
る
と
同
時
に
型
破
り
で
あ
っ
た
。
私
の
緊
張
感
は
霧
散
無
霧
し
て
し
ま
い
、

不
意
に
何
年
と
な
く
な
か
っ
た
安
心
感
を
つ
よ
く
覚
え
た
の
で
あ
っ
た
」(

一
八)

と
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り 

毛
沢
東
の
人
格
は
、
「
近
づ
き
が
た
い
と
同
時
に
近
づ
き
や
す
い
人
物
」で
あ
る
と
い
う
。

李
氏
に
は
、
毛
沢
東
は
複
雑
な
性
格
で
あ
り
、
両
面
的
性
格
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
人
物
で
あ
る

と
の
印
象
を
強
く
持
っ
た
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東
の
人
格
を
、
「
毛
沢
東
は
複
雑
か
つ
矛
盾
の
多
い
人
物
だ
っ
た
」
（
一

九
）と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
複
雑
で
矛
盾
に
満
ち
た
毛
沢
東
の
人
格
こ
そ
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
毛
沢

東
の
人
格
に
つ
い
て
の
「
対
の
思
想
」
で
あ
る
。
中
国
人
に
基
本
的
で
伝
統
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」

が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
の
毛
沢
東
の
人
格
の
根
底
に
深
く
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

李
氏
は
毛
沢
東
の
政
治
行
動
に
つ
い
て
、｢

自
分
は
誤
ら
な
い
が
、
下
僚
に
は
誤
ら
せ
ら
れ
る｣

と

言
う
。
毛
沢
東
の
両
面
思
考
を
、
他
人
に
責
任
転
嫁
さ
せ
る
複
雑
で
矛
盾
の
多
い
性
格
と
言
う
。 

 
「
毛
沢
東
は
複
雑
で
矛
盾
の
多
い
人
物
で
あ
っ
た
。
“
皇
帝
”
と
し
て
、
自
分
は
絶
対
に
誤
り
を
犯

さ
な
い
と
信
じ
き
っ
て
い
た
。
決
定
が
間
違
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ま
た
誤
っ
た
政
策
が
導
入
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
責
め
は
自
分
で
は
な
く
て
提
供
さ
れ
た
情
報
に
あ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
皇
帝
は
過

ち
を
お
か
す
は
ず
は
な
い
が
、
し
か
し
だ
ま
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
と
い
う
わ
け
だ
。
」
（
二
〇
）
と
、

毛沢東の人格と対の思想　－李志綏『毛沢東の私生活』の分析を手掛かりにして（一）－ 69（82）



 
 

 
つ
ま
り
徳
田
氏
は
、
ス
ノ
ー
や
竹
内
氏
と
は
逆
に
、
毛
沢
東
の
人
格
を
、
政
治
的
猜
疑
心
が
深

く
、
狡
猾
な
冷
淡
さ
を
持
つ
専
制
的
な
皇
帝
意
識
で
あ
り
、
敵
対
者
に
は
寛
容
と
報
復
と
い
う
、

屈
折
し
た
心
理
を
持
っ
て
い
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
紅
衛
兵
と
し
て
文
革
を
経
験
し
た
ユ
ン
・チ
ア

ン
氏
の
十
数
年
に
わ
た
る
調
査
と
数
百
人
の
関
係
者
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
き
書
き
上
げ
た
『マ

オ
』は
、
革
命
家
と
し
て
の
毛
沢
東
の
関
係
し
た
歴
史
的
事
件
に
つ
い
て
の
詳
細
な
叙
述
で
あ
る
が
、

同
氏
は
大
筋
と
し
て
、
毛
沢
東
の
人
格
を
人
民
の
生
命
の
尊
厳
さ
を
無
視
す
る
冷
徹
非
情
な
人

物
で
あ
っ
た
、
と
し
て
描
い
て
い
る(
一
〇)

。 

ま
た
小
島
氏
は
、
「
一
九
七
一
年
に
毛
沢
東
に
会
見
し
た
キ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
『身
体
か
ら
は
、
感

じ
ら
れ
る
す
べ
て
を
圧
倒
す
る
意
志
の
力
が
出
て
い
た
』
、
『
彼
の
存
在
そ
れ
自
身
が
意
志
、
力
と
権

力
の
巨
大
な
作
用
の
証
で
あ
る
』と
の
印
象
を
持
っ
て
い
た
と
言
い
、
た
し
か
に
、
カ
リ
ス
マ
の
資
質
が

彼
に
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
人
を
威
圧
し
、
ひ
れ
伏
さ
せ
る
指
導
者
と
し
て
の
威
信
は
、

彼
の
長
い
革
命
と
戦
争
の
実
績
に
加
え
て
、
党
内
と
政
権
内
で
の
権
力
闘
争
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
あ
る

い
は
そ
の
候
補
者
た
ち
の
排
除
に
よ
っ
て
、
唯
一
の
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
た
こ
と
に
も

負
っ
て
い
る｣

（
一
一
）と
、
述
べ
て
い
る
。
小
島
氏
は
、
毛
沢
東
の
カ
リ
ス
マ
的
人
格
は
、
長
い
革
命
生

活
と
権
力
闘
争
の
中
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
圧
倒
的
な
威
信
感
の
存
在
す
る
偉

大
な
人
物
で
あ
る
、
と
言
う
。 

以
上
に
述
べ
て
き
た
毛
沢
東
の
人
格
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
史
の
問
題
点
を
要
約
す
る
と
、
凡

そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
解
放
前
よ
り
鄧
小
平
の
改
革
開
放
路
線
前
ま
で
の
研
究
で
は
、

聖
人
君
子
と
か
、
偉
大
な
英
雄
と
か
、
威
信
の
あ
る
偉
大
な
人
物
と
の
好
意
的
評
価
が
主
流
で
あ

り
、
他
方
で
改
革
開
放
路
線
後
に
お
い
て
は
、
人
間
性
の
欠
落
し
た
冷
徹
非
情
の
独
裁
的
人
物
と

い
う
悪
人
的
評
価
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
の
一
方
の
極
端
に
走
る
人
物
評
価
像
が
主
流
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
人
格
の
表
と
裏
の
両
面
を
総
合
的
に
判
断
す
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
か

ら
考
察
し
た
毛
沢
東
の
人
格
に
つ
い
て
の
客
観
的
評
価
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
論
文
や
著
書
が
未
だ

に
存
在
し
て
な
い
の
が
実
情
な
の
で
あ
る
。 

（
三
）
本
稿
の
目
的 

毛
沢
東
の
死
後
、
そ
の
人
格
や
思
想
を
め
ぐ
る
評
価
は
微
妙
に
揺
れ
動
い
て
い
る
。
毛
沢
東
の
後

継
者
で
あ
る
華
国
鋒
の
唱
え
た
『二
つ
の
す
べ
て
（
两
个
凡
是
）
』は
、
毛
沢
東
自
身
が
唱
え
た
「
実
事

求
是
」
を
持
ち
出
し
て
毛
沢
東
路
線
の
継
続
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
対
抗
し
た
鄧
小
平
よ
り
批

判
さ
れ
華
国
鋒
が
失
権
す
る
と
、
鄧
小
平
は
彼
自
身
の
解
釈
に
基
づ
く
「
実
事
求
是
」
を
中
国
共

産
党
の
指
導
方
針
と
し
て
実
権
を
掌
握
し
た
。
一
九
八
一
年
六
月
の
「
第
一
一
期
六
中
全
会
」で

採
択
さ
れ
た
決
議
書
ー
「
建
国
以
来
の
党
の
若
干
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
」で
は
、
毛
沢
東
思
想
を

「
毛
沢
東
同
志
を
主
要
な
代
表
と
す
る
中
国
の
共
産
主
義
者
が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
本

的
原
理
に
基
づ
き
、
中
国
革
命
の
実
践
経
験
を
理
論
的
に
総
括
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
、
中
国
の
実

情
に
適
し
た
科
学
的
な
指
導
思
想
」
と
定
義
し
て
い
る
。
毛
沢
東
思
想
は
、
マ
ル
ク
ス
・レ
ー
ニ
ン
主
義

を
基
本
的
原
理
と
し
て
い
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は
現
在
で
も
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

本
稿
の
目
的
は
、
毛
沢
東
の
政
治
の
善
し
悪
し
を
、
肯
定
的
に
評
価
す
る
事
で
も
な
け
れ
ば
、

否
定
的
に
評
価
す
る
事
で
も
な
い
。
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
の
実
情
に
も
基
づ
い
て
創
造

的
に
発
展
さ
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
毛
沢
東
思
想
の
根
底
に
内
在
す
る
毛
沢
東
の
基
本
的
な
思

考
方
法
を
よ
り
客
観
的
に
探
究
す
る
事
に
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
第
一
に
現
代
中
国
建
国
の
父
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
で
あ
る
毛
沢
東

の
公
私
の
生
活
の
中
で
、
中
国
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
如
何
に
深
く
息
づ
い
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
公
私
の
生
活
の
多
方
面
に
わ
た
り
実
証
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。 

第
二
に
は
中
国
の
伝
統
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
毛
沢
東
や
そ
の
後
継
者
・
鄧
小

平
に
深
く
息
づ
い
て
い
る
た
め
に
、
毛
沢
東
や
鄧
小
平
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
が
変
質
し
て
、

現
代
中
国
の
特
色
で
あ
る
社
会
主
義
市
場
経
済
の
特
色
＝
一
国
二
制
度
論
が
生
ま
れ
て
き
た

歴
史
的
背
景
を
探
求
す
る
手
掛
に
し
た
い
。 

 
 

（
二
）

 

毛
沢
東
の
人
格
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
成
果
と
課
題 

次
に
毛
沢
東
自
身
の
人
格
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
紹
介
し
て
、
そ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。
中
国
古
代
史
の
第
一
人
者
・
貝
塚
茂
樹
氏
は
、
毛
沢
東
の
生
い
立
ち
か
ら
日
中
戦
争
勃

発
ま
で
の
歴
史
的
事
件
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
「
か
れ
は
ひ
じ
ょ
う
な
楽
天
家
で
あ
る
。
革
命
家

は
す
べ
て
理
想
主
義
者
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
、
国
慶
節
で
の
毛
沢
東

を
「
そ
れ
は
す
こ
し
重
々
し
い
が
し
か
し
気
取
り
も
格
式
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
も
な
く
、
た
だ
素
朴
で
、
誠

意
に
あ
ふ
れ
、
ま
こ
と
に
彼
自
身
の
挺
唱
す
る
「
群
衆
の
な
か
へ
」
と
い
う
評
語
を
身
を
も
っ
て
示
し

て
い
る
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
」
、
「
私
が
毛
沢
東
伝
に
お
い
て
追
及
し
た
の
は
、
こ
の
毛
沢
東
の
人
間

性
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
、
か
れ
の
日
常
生
活
と
行
動
の
な
か
で
と
ら
え

よ
う
と
し
た
」
と
言
う
。
欧
米
留
学
を
し
な
か
っ
た
事
を
、
「
立
身
出
世
の
野
望
な
き
人
物
」
と
し
て
、

こ
れ
を
「
謙
譲
と
い
う
よ
り
は
徹
底
し
た
無
欲
と
形
容
し
た
ほ
う
が
妥
当
」
と
か
、
「
個
人
的
利
害

を
全
く
無
視
す
る
非
打
算
的
な
態
度
」
、
「
無
慾
謙
遜
と
相
関
連
し
た
美
点
」
、
と
称
賛
し
て
い
る
。 

 

 

本
書
の
執
筆
は
、
毛
沢
東
伝
を
記
す
上
で
参
考
に
出
来
る
も
の
が
、
『
中
国
の
赤
い
星
』
し
か
な

か
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
客
観
的
評
価
を
行
な
う
の
が
極
め
て
困
難
な
時
期
に

執
筆
さ
れ
た
限
界
性
を
持
つ
が
、
高
潔
で
偉
大
な
公
平
無
私
の
人
物
と
絶
賛
し
て
い
る
（
四
）。 

 

し
か
し
一
九
六
七
年
に
文
化
大
革
命
中
に
つ
い
て
、
京
都
学
派
の
宮
崎
市
定
等
と
の
四
氏
の
座

談
会
で
は
、
宮
崎
氏
は
、
「
日
本
の
総
選
挙
に
匹
敵
す
る
人
事
更
新
」
と
理
解
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

貝
塚
氏
は
、
建
国
期
を
脱
し
た
新
中
国
に
お
け
る
文
化
大
革
命
を
、
守
成
期
の
中
国
に
お
い
て
政

治
組
織
を
破
壊
し
て
、
「
い
つ
も
社
会
を
新
し
く
作
っ
て
行
く
と
い
う
考
え
方
は
ば
か
な
考
え
方
だ

な
」
と
否
定
的
に
理
解
し
て
、
毛
沢
東
像
を
軌
道
修
正
し
て
い
る
。 

四
氏
と
も
、
文
革
に
つ
い
て
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
と
の
認
識
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
毛
沢
東
の
独
裁

王
朝
に
け
る
周
恩
来
主
導
の
人
事
刷
新
と
理
解
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
国
際
社
会
に
門
戸
を
閉

ざ
し
て
中
国
よ
り
の
情
報
量
の
少
な
い
時
代
に
お
け
る
文
革
理
解
の
限
界
だ
と
思
わ
れ
る
（
五
）。 

日
本
の
毛
沢
東
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
竹
内
実
氏
は
、
「
そ
れ
は
い
ま
ま
で
論
文
を
つ
う
じ
て

描
い
て
い
た
毛
沢
東
の
像
よ
り
、
も
っ
と
人
間
味
に
あ
ふ
れ
、
若
い
世
代
に
期
待
を
か
け
る
成
熟
し

た
、
偉
大
な
人
間
で
あ
っ
た｣

と
し
て
い
る(

六)

。
ま
た
竹
内
氏
は
、
同
書
に
お
い
て
以
下
の
様
に
『
中

国
の
赤
い
星
』を
書
い
た
エ
ド
ガ
ー
・ス
ノ
ー
の
毛
沢
東
の
人
物
評
価
を
紹
介
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
因
る
と
、
中
国
の
解
放
戦
争
当
時
に
直
接
毛
沢
東
に
接
し
て
い
た
ス
ノ
ー
は
、
「
彼
を
偉

大
に
し
て
い
る
の
は
、
彼
が
た
ん
に
党
の
ボ
ス
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
人
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
純

粋
な
意
味
で
、
教
師
、
政
治
家,

戦
略
家
、
哲
学
者
、
桂
冠
詩
人
、
国
民
的
英
雄
、
家
長
、
そ
し
て
歴

史
上
も
っ
と
も
偉
大
な
解
放
者
の
す
べ
て
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
人
に
と
っ
て
毛
沢
東
は
、
孔

子
、
老
子
、
ル
ソ
ー
、
マ
ル
ク
ス
、
そ
れ
に
仏
陀
を
合
わ
せ
た
存
在
で
あ
る
」
と
、
毛
沢
東
は
こ
れ
ま
で

の
人
類
史
上
の
偉
大
な
人
物
の
総
合
的
人
物
で
あ
る
と
絶
賛
し
て
い
る(

七)

。 

ま
た
竹
内
氏
は
、
「
私
の
印
象
で
は
、
彼
は
伝
統
的
な
中
国
知
識
人
の
型
を
、
再
極
限
に
ま
で
自

己
発
展
さ
せ
た
、
人
間
で
あ
る
。
深
夜
、
中
国
の
直
線
的
な
家
具
を
置
い
た
書
斎
に
閉
じ
こ
も
っ
て
、

孤
独
に
瞑
想
し
思
索
し
て
い
る
彼
を
想
像
す
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
彼
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え

る
」
と
、
紅
衛
兵
を
動
員
し
て
文
革
を
断
行
し
た
毛
沢
東
を
、
伝
統
的
中
国
知
識
人
の
最
高
の
タ

イ
プ
と
評
価
し
て
い
る
。
貝
塚
氏
も 

ス
ノ
ー
氏
も
竹
内
氏
も
、
毛
沢
東
の
人
格
を
完
璧
無
欠
な
聖

人
君
子
像
と
し
て
描
い
て
い
る(

八)

。 

こ
れ
に
反
し
て
徳
田
教
之
氏
は
、
「五 

政
治
的
人
格
の
謎
」で
、
「
毛
沢
東
の
政
治
的
人
格
の
全

体
像
に
つ
い
て
は
本
格
的
研
究
も
資
料
も
少
な
い｣

と
述
べ
、
「
毛
沢
東
批
判
の
中
心
的
論
点
の
一
つ

は
、
一
九
五
八
年
か
ら
の
個
人
的
崇
拝
の
広
が
り
と
、
個
人
的
専
制
の
形
成
」
、
「
毛
沢
東
の
非
凡

と
言
う
べ
き
政
治
的
猜
疑
心
と
狡
猾
な
冷
淡
さ
、
・
・・
毛
沢
東
の
支
配
の
ス
タ
イ
ル
も
、
中
国
の
皇

帝
の
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
る
」
、
「
恣
意
的
で
、
挑
戦
的
で
、
専
制
的
な
政
治
的
人
格
の
イ
メ
ー

ジ｣

、｢

毛
沢
東
の
内
面
に
潜
む
疑
似
皇
帝
意
識
と
、
敵
対
者
へ
の
寛
容
と
報
復
の
衝
動
の
屈
折
し

た
組
み
合
わ
せ
が
、
毛
沢
東
の
独
特
な
精
神
力
学
を
構
成
し
て
い
る
」
（
九
）と
述
べ
て
い
る
。 
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つ
ま
り
徳
田
氏
は
、
ス
ノ
ー
や
竹
内
氏
と
は
逆
に
、
毛
沢
東
の
人
格
を
、
政
治
的
猜
疑
心
が
深

く
、
狡
猾
な
冷
淡
さ
を
持
つ
専
制
的
な
皇
帝
意
識
で
あ
り
、
敵
対
者
に
は
寛
容
と
報
復
と
い
う
、

屈
折
し
た
心
理
を
持
っ
て
い
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
紅
衛
兵
と
し
て
文
革
を
経
験
し
た
ユ
ン
・チ
ア

ン
氏
の
十
数
年
に
わ
た
る
調
査
と
数
百
人
の
関
係
者
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
き
書
き
上
げ
た
『マ

オ
』は
、
革
命
家
と
し
て
の
毛
沢
東
の
関
係
し
た
歴
史
的
事
件
に
つ
い
て
の
詳
細
な
叙
述
で
あ
る
が
、

同
氏
は
大
筋
と
し
て
、
毛
沢
東
の
人
格
を
人
民
の
生
命
の
尊
厳
さ
を
無
視
す
る
冷
徹
非
情
な
人

物
で
あ
っ
た
、
と
し
て
描
い
て
い
る(

一
〇)

。 

ま
た
小
島
氏
は
、
「
一
九
七
一
年
に
毛
沢
東
に
会
見
し
た
キ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
『身
体
か
ら
は
、
感

じ
ら
れ
る
す
べ
て
を
圧
倒
す
る
意
志
の
力
が
出
て
い
た
』
、
『
彼
の
存
在
そ
れ
自
身
が
意
志
、
力
と
権

力
の
巨
大
な
作
用
の
証
で
あ
る
』と
の
印
象
を
持
っ
て
い
た
と
言
い
、
た
し
か
に
、
カ
リ
ス
マ
の
資
質
が

彼
に
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
人
を
威
圧
し
、
ひ
れ
伏
さ
せ
る
指
導
者
と
し
て
の
威
信
は
、

彼
の
長
い
革
命
と
戦
争
の
実
績
に
加
え
て
、
党
内
と
政
権
内
で
の
権
力
闘
争
に
よ
る
ラ
イ
バ
ル
あ
る

い
は
そ
の
候
補
者
た
ち
の
排
除
に
よ
っ
て
、
唯
一
の
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
た
こ
と
に
も

負
っ
て
い
る｣

（
一
一
）と
、
述
べ
て
い
る
。
小
島
氏
は
、
毛
沢
東
の
カ
リ
ス
マ
的
人
格
は
、
長
い
革
命
生

活
と
権
力
闘
争
の
中
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
圧
倒
的
な
威
信
感
の
存
在
す
る
偉

大
な
人
物
で
あ
る
、
と
言
う
。 

以
上
に
述
べ
て
き
た
毛
沢
東
の
人
格
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
史
の
問
題
点
を
要
約
す
る
と
、
凡

そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
解
放
前
よ
り
鄧
小
平
の
改
革
開
放
路
線
前
ま
で
の
研
究
で
は
、

聖
人
君
子
と
か
、
偉
大
な
英
雄
と
か
、
威
信
の
あ
る
偉
大
な
人
物
と
の
好
意
的
評
価
が
主
流
で
あ

り
、
他
方
で
改
革
開
放
路
線
後
に
お
い
て
は
、
人
間
性
の
欠
落
し
た
冷
徹
非
情
の
独
裁
的
人
物
と

い
う
悪
人
的
評
価
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
の
一
方
の
極
端
に
走
る
人
物
評
価
像
が
主
流
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
毛
沢
東
の
人
格
の
表
と
裏
の
両
面
を
総
合
的
に
判
断
す
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
か

ら
考
察
し
た
毛
沢
東
の
人
格
に
つ
い
て
の
客
観
的
評
価
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
論
文
や
著
書
が
未
だ

に
存
在
し
て
な
い
の
が
実
情
な
の
で
あ
る
。 

（
三
）
本
稿
の
目
的 

毛
沢
東
の
死
後
、
そ
の
人
格
や
思
想
を
め
ぐ
る
評
価
は
微
妙
に
揺
れ
動
い
て
い
る
。
毛
沢
東
の
後

継
者
で
あ
る
華
国
鋒
の
唱
え
た
『二
つ
の
す
べ
て
（
两
个
凡
是
）
』は
、
毛
沢
東
自
身
が
唱
え
た
「
実
事

求
是
」
を
持
ち
出
し
て
毛
沢
東
路
線
の
継
続
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
対
抗
し
た
鄧
小
平
よ
り
批

判
さ
れ
華
国
鋒
が
失
権
す
る
と
、
鄧
小
平
は
彼
自
身
の
解
釈
に
基
づ
く
「
実
事
求
是
」
を
中
国
共

産
党
の
指
導
方
針
と
し
て
実
権
を
掌
握
し
た
。
一
九
八
一
年
六
月
の
「
第
一
一
期
六
中
全
会
」で

採
択
さ
れ
た
決
議
書
ー
「
建
国
以
来
の
党
の
若
干
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
」で
は
、
毛
沢
東
思
想
を

「
毛
沢
東
同
志
を
主
要
な
代
表
と
す
る
中
国
の
共
産
主
義
者
が
、
マ
ル
ク
ス
・レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
本

的
原
理
に
基
づ
き
、
中
国
革
命
の
実
践
経
験
を
理
論
的
に
総
括
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
、
中
国
の
実

情
に
適
し
た
科
学
的
な
指
導
思
想
」
と
定
義
し
て
い
る
。
毛
沢
東
思
想
は
、
マ
ル
ク
ス
・レ
ー
ニ
ン
主
義

を
基
本
的
原
理
と
し
て
い
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は
現
在
で
も
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

本
稿
の
目
的
は
、
毛
沢
東
の
政
治
の
善
し
悪
し
を
、
肯
定
的
に
評
価
す
る
事
で
も
な
け
れ
ば
、

否
定
的
に
評
価
す
る
事
で
も
な
い
。
マ
ル
ク
ス
・レ
ー
ニ
ン
主
義
の
中
国
の
実
情
に
も
基
づ
い
て
創
造

的
に
発
展
さ
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
毛
沢
東
思
想
の
根
底
に
内
在
す
る
毛
沢
東
の
基
本
的
な
思

考
方
法
を
よ
り
客
観
的
に
探
究
す
る
事
に
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
第
一
に
現
代
中
国
建
国
の
父
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
で
あ
る
毛
沢
東

の
公
私
の
生
活
の
中
で
、
中
国
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
如
何
に
深
く
息
づ
い
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
公
私
の
生
活
の
多
方
面
に
わ
た
り
実
証
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。 

第
二
に
は
中
国
の
伝
統
思
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、
毛
沢
東
や
そ
の
後
継
者
・
鄧
小

平
に
深
く
息
づ
い
て
い
る
た
め
に
、
毛
沢
東
や
鄧
小
平
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
が
変
質
し
て
、

現
代
中
国
の
特
色
で
あ
る
社
会
主
義
市
場
経
済
の
特
色
＝
一
国
二
制
度
論
が
生
ま
れ
て
き
た

歴
史
的
背
景
を
探
求
す
る
手
掛
に
し
た
い
。 

 
 

（
二
）

 

毛
沢
東
の
人
格
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
成
果
と
課
題 

次
に
毛
沢
東
自
身
の
人
格
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
紹
介
し
て
、
そ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。
中
国
古
代
史
の
第
一
人
者
・
貝
塚
茂
樹
氏
は
、
毛
沢
東
の
生
い
立
ち
か
ら
日
中
戦
争
勃

発
ま
で
の
歴
史
的
事
件
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
「
か
れ
は
ひ
じ
ょ
う
な
楽
天
家
で
あ
る
。
革
命
家

は
す
べ
て
理
想
主
義
者
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
、
国
慶
節
で
の
毛
沢
東

を
「
そ
れ
は
す
こ
し
重
々
し
い
が
し
か
し
気
取
り
も
格
式
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
も
な
く
、
た
だ
素
朴
で
、
誠

意
に
あ
ふ
れ
、
ま
こ
と
に
彼
自
身
の
挺
唱
す
る
「
群
衆
の
な
か
へ
」
と
い
う
評
語
を
身
を
も
っ
て
示
し

て
い
る
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
」
、
「
私
が
毛
沢
東
伝
に
お
い
て
追
及
し
た
の
は
、
こ
の
毛
沢
東
の
人
間

性
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
、
か
れ
の
日
常
生
活
と
行
動
の
な
か
で
と
ら
え

よ
う
と
し
た
」
と
言
う
。
欧
米
留
学
を
し
な
か
っ
た
事
を
、
「
立
身
出
世
の
野
望
な
き
人
物
」
と
し
て
、

こ
れ
を
「
謙
譲
と
い
う
よ
り
は
徹
底
し
た
無
欲
と
形
容
し
た
ほ
う
が
妥
当
」
と
か
、
「
個
人
的
利
害

を
全
く
無
視
す
る
非
打
算
的
な
態
度
」
、
「
無
慾
謙
遜
と
相
関
連
し
た
美
点
」
、
と
称
賛
し
て
い
る
。 

 

 

本
書
の
執
筆
は
、
毛
沢
東
伝
を
記
す
上
で
参
考
に
出
来
る
も
の
が
、
『
中
国
の
赤
い
星
』
し
か
な

か
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
の
客
観
的
評
価
を
行
な
う
の
が
極
め
て
困
難
な
時
期
に

執
筆
さ
れ
た
限
界
性
を
持
つ
が
、
高
潔
で
偉
大
な
公
平
無
私
の
人
物
と
絶
賛
し
て
い
る
（
四
）。 

 

し
か
し
一
九
六
七
年
に
文
化
大
革
命
中
に
つ
い
て
、
京
都
学
派
の
宮
崎
市
定
等
と
の
四
氏
の
座

談
会
で
は
、
宮
崎
氏
は
、
「
日
本
の
総
選
挙
に
匹
敵
す
る
人
事
更
新
」
と
理
解
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

貝
塚
氏
は
、
建
国
期
を
脱
し
た
新
中
国
に
お
け
る
文
化
大
革
命
を
、
守
成
期
の
中
国
に
お
い
て
政

治
組
織
を
破
壊
し
て
、
「
い
つ
も
社
会
を
新
し
く
作
っ
て
行
く
と
い
う
考
え
方
は
ば
か
な
考
え
方
だ

な
」
と
否
定
的
に
理
解
し
て
、
毛
沢
東
像
を
軌
道
修
正
し
て
い
る
。 

四
氏
と
も
、
文
革
に
つ
い
て
毛
沢
東
の
権
力
闘
争
と
の
認
識
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
毛
沢
東
の
独
裁

王
朝
に
け
る
周
恩
来
主
導
の
人
事
刷
新
と
理
解
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
国
際
社
会
に
門
戸
を
閉

ざ
し
て
中
国
よ
り
の
情
報
量
の
少
な
い
時
代
に
お
け
る
文
革
理
解
の
限
界
だ
と
思
わ
れ
る
（
五
）。 

日
本
の
毛
沢
東
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
竹
内
実
氏
は
、
「
そ
れ
は
い
ま
ま
で
論
文
を
つ
う
じ
て

描
い
て
い
た
毛
沢
東
の
像
よ
り
、
も
っ
と
人
間
味
に
あ
ふ
れ
、
若
い
世
代
に
期
待
を
か
け
る
成
熟
し

た
、
偉
大
な
人
間
で
あ
っ
た｣

と
し
て
い
る(

六)

。
ま
た
竹
内
氏
は
、
同
書
に
お
い
て
以
下
の
様
に
『
中

国
の
赤
い
星
』を
書
い
た
エ
ド
ガ
ー
・ス
ノ
ー
の
毛
沢
東
の
人
物
評
価
を
紹
介
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
因
る
と
、
中
国
の
解
放
戦
争
当
時
に
直
接
毛
沢
東
に
接
し
て
い
た
ス
ノ
ー
は
、
「
彼
を
偉

大
に
し
て
い
る
の
は
、
彼
が
た
ん
に
党
の
ボ
ス
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
人
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
純

粋
な
意
味
で
、
教
師
、
政
治
家,

戦
略
家
、
哲
学
者
、
桂
冠
詩
人
、
国
民
的
英
雄
、
家
長
、
そ
し
て
歴

史
上
も
っ
と
も
偉
大
な
解
放
者
の
す
べ
て
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
人
に
と
っ
て
毛
沢
東
は
、
孔

子
、
老
子
、
ル
ソ
ー
、
マ
ル
ク
ス
、
そ
れ
に
仏
陀
を
合
わ
せ
た
存
在
で
あ
る
」
と
、
毛
沢
東
は
こ
れ
ま
で

の
人
類
史
上
の
偉
大
な
人
物
の
総
合
的
人
物
で
あ
る
と
絶
賛
し
て
い
る(

七)

。 

ま
た
竹
内
氏
は
、
「
私
の
印
象
で
は
、
彼
は
伝
統
的
な
中
国
知
識
人
の
型
を
、
再
極
限
に
ま
で
自

己
発
展
さ
せ
た
、
人
間
で
あ
る
。
深
夜
、
中
国
の
直
線
的
な
家
具
を
置
い
た
書
斎
に
閉
じ
こ
も
っ
て
、

孤
独
に
瞑
想
し
思
索
し
て
い
る
彼
を
想
像
す
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
彼
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え

る
」
と
、
紅
衛
兵
を
動
員
し
て
文
革
を
断
行
し
た
毛
沢
東
を
、
伝
統
的
中
国
知
識
人
の
最
高
の
タ

イ
プ
と
評
価
し
て
い
る
。
貝
塚
氏
も 

ス
ノ
ー
氏
も
竹
内
氏
も
、
毛
沢
東
の
人
格
を
完
璧
無
欠
な
聖

人
君
子
像
と
し
て
描
い
て
い
る(

八)

。 

こ
れ
に
反
し
て
徳
田
教
之
氏
は
、
「五 

政
治
的
人
格
の
謎
」で
、
「
毛
沢
東
の
政
治
的
人
格
の
全

体
像
に
つ
い
て
は
本
格
的
研
究
も
資
料
も
少
な
い｣

と
述
べ
、
「
毛
沢
東
批
判
の
中
心
的
論
点
の
一
つ

は
、
一
九
五
八
年
か
ら
の
個
人
的
崇
拝
の
広
が
り
と
、
個
人
的
専
制
の
形
成
」
、
「
毛
沢
東
の
非
凡

と
言
う
べ
き
政
治
的
猜
疑
心
と
狡
猾
な
冷
淡
さ
、
・
・・
毛
沢
東
の
支
配
の
ス
タ
イ
ル
も
、
中
国
の
皇

帝
の
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
る
」
、
「
恣
意
的
で
、
挑
戦
的
で
、
専
制
的
な
政
治
的
人
格
の
イ
メ
ー

ジ｣

、｢

毛
沢
東
の
内
面
に
潜
む
疑
似
皇
帝
意
識
と
、
敵
対
者
へ
の
寛
容
と
報
復
の
衝
動
の
屈
折
し

た
組
み
合
わ
せ
が
、
毛
沢
東
の
独
特
な
精
神
力
学
を
構
成
し
て
い
る
」
（
九
）と
述
べ
て
い
る
。 
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沢
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の
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格
と
対
の
思
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―
李
志
綏
『毛
沢
東
の
私
生
活
』 

の
分
析
を
手
掛
か
り
に
し
て(

一)

― 
 

 

 

 

「
対
の
思
想
」
と
は
、
是
非
・
善
悪
・
好
悪
等
の
よ
う
に
同
一
物
の
対
立
的
両
面
を
同
時
に
見
る

両
面
思
考
方
法
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
方
法
は
、
中
国
共
産

党
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
毛
沢
東
の
人
格
の
基
底
を
規
定
し
て
い
る
。
毛
沢
東
の
「

対
の
思
想
」
の
実
例
は
、
人
格
的
な
寛
大
さ
と
猜
疑
心
の
強
さ
、
政
治
人
事
政
策
、
病
気
と
医
学

認
識
、
情
勢
認
識
、
外
国
認
識
、
歴
史
認
識
等
の
多
方
面
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

毛
沢
東
の
場
合
、
中
国
人
の
基
本
的
な
両
面
思
考
を
身
に
つ
け
て
来
た
根
本
的
な
淵
源
は
、
中
国

人
の
好
む
麻
雀
や
中
国
歴
代
の
歴
史
書
の
愛
読
に
よ
り
体
得
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
対
の
思
想 

毛
沢
東
の
人
格 

 

医
学
認
識 

異
性
認
識 
外
国
認
識 

歴
史
認
識 

 

は
じ
め
に 

 

（
一
）

 

対
の
思
想
の
研
究
史
の
成
果
と
課
題 

本
稿
で
取
り
扱
う
「
対
の
思
想
」
と
は
、
是
非
・
善
悪
・
表
裏
な
ど
、
同
一
物
に
つ
い
て
の
両
面
思

考
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
思
考
で
あ
る
こ
と
は
、
中
国
哲
学

や
中
国
文
学
の
先
学
で
あ
る
市
川
安
司
氏
、
金
谷
氏(

一)

、
駒
田
信
二
氏(

二)

等
に
よ
り
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
市
川
・
金
谷
・
駒
田
氏
等
の
研
究
に
は
、
未
だ
以
下
の
よ
う
な

問
題
点
が
存
在
し
て
い
る
。 

  

小 

倉 

正 

昭 

 

市
川
氏
は
、「
対
の
思
想
が
中
国
人
一
思
惟
の
根
底
に
あ
る
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、 

・
・
・
伊
川
の
哲
学
も
中
国
人
一
般
の
思
惟
法
の
上
に
立
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
、

多
く
の
北
宋
学
者
の
思
考
の
根
底
に
存
在
す
る
対
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
た
。
市
川
氏
の
主
張
は 

一
般
論
と
し
て
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
氏
の
研
究
は
、
「
対
の
思
想
」
が
中
国
人

一
般
の
思
考
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
み
で
あ
り
、
研
究
が
宋
学
と
い
う
狭
い
範
囲
に
止
ま
り
、
現
在

の
中
国
人
の
思
考
様
式
ま
で
規
定
し
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
の
言
及
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

駒
田
氏
の
研
究
は
、
中
国
文
化
と
日
本
文
学
と
の
比
較
の
中
で
の
中
国
人
の
基
本
的
思
想

で
あ
る
と
の
指
摘
に
止
ま
り
、
伝
統
的
な
「
対
の
思
想
」
が
現
代
の
中
国
人
に
い
か
に
生
き

て
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
歴
史
的
に
論
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
所
に
、

今
後
の
研
究
課
題
が
あ
る
。 

ま
た
金
谷
氏
は
、「
対
の
思
想
」
が
中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
り
、
古
代
よ
り
現
在
の
中

国
人
の
思
想
を
貫
く
中
国
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
思
想
が

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
者
の
毛
沢
東
の
思
想
に
ま
で
に
深
く
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
毛

沢
東
の
『
矛
盾
論
』
を
引
用
し
て
指
摘
し
て
い
る(

三)

。
同
氏
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
の

思
想
の
研
究
に
な
い
誠
に
斬
新
で
貴
重
な
研
究
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
金
谷
氏
の
指
摘
は
、
毛
沢
東
の
一
書
作
の
中
で
の
一
断
面
的
な
指
摘
に
止
ま
り
、
毛
沢
東

の
公
私
の
生
活
全
体
に
わ
た
る
思
想
や
行
動
を
分
析
し
た
結
果
で
は
な
い
点
に
、
重
要
な
問

題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。 
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“The Thought of Dui” and Mencius’s Theory of the Ideal State 

― State power structure in Confucian thought from a standpoint of the thought of Dui 
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対の思想と孟子の理想国家論　－対の思想（両面思考）から見た儒家思想の国家権力構造について－ 75（76）
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の
孝
公
十
二
年
に
商
鞅
の
開
阡
陌
ー
周
の
井
田
制
の
阡 

陌
を
悉
く
開
除
し
て
自
由
に
開
墾
せ
し
め
そ
の
兼
併
を
自
由
に
し
た
の
で
あ
る
。
」 

（
玉
井 

前
掲
書 

四
頁
）
従
っ
て
井
田
制
度
が
存
在
し
た
事
は
間
違
い
な
い
。 

 

四
ー
堀
氏
は
、「
唐
代
の
口
分
田
と
永
業
田
は
、
後
者
に
も
国
家
の
規
制
・
干
渉
は
強 

く
、
土
地
所
有
権
上
の
違
い
は
な
く
、
口
分
田
と
永
業
田
の
実
際
の
違
い
は
な
い
」 

と
述
べ
、
国
家
的
土
地
所
有
説
と
私
的
土
地
所
有
説
の
二
者
択
一
を
否
定
し
て
、「
土 

地
は
占
有
」
と
し
て
、
仁
井
田
氏
の
「
上
級
所
有
権
と
下
級
所
有
権
」
に
同
意
す
る 

（
四
一
八
頁
）。
し
か
し
占
有
な
ら
ば
永
代
耕
作
権
の
資
料
が
必
要
だ
が
証
拠
が
な
い
。 

ま
た
律
令
制
下
の
授
田
・
退
田
規
定
に
矛
盾
し
て
、
形
式
論
理
上
で
は
誤
り
と
思
う
。 

（
四
）『
論
語
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
八
一
頁 

参
照) 

 

（
五
）『
韓
非
子 

第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年
一
八
七
頁 

参
照
） 

（
六
）
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
六
五
頁 

 
 
 

―
三
六
六
頁 

参
照) 

 
 
 

一
―
吉
田
氏
は
、
注(

四)

の
葉
公
と
孔
子
の
家
族
道
徳
の
問
答
の
「
解
説
」
に
お
い 

て
、「
天
子
の
位
よ
り
は
、
父
子
の
情
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
、
人
情
の
自
然
に
生
き 

る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、
孟
子
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
天
子
と
な
っ
て
政
治
を
す
る 

人
は
他
に
も
あ
ろ
う
が
、
父
と
子
の
代
役
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
者
は
誰
も
な
い
。

 

父
子
の
間
は
絶
対
で
あ
る
。
こ
の
真
理
を
無
視
し
て
は
、
倫
理
道
徳
が
成
り
立
た
な 

い
と
こ
ろ
に
儒
家
の
学
説
の
根
本
が
あ
る｣

と
言
う(

新
訳
漢
文
大
系 

第
一
巻 

『
論
語
』 

吉
田
賢
抗 

明
治
書
院 

昭
和
三
八
年 

五
版 

二
九
０
頁 

参
照)

。

 

二
―
儒
教
で
は
、
国
家
＝
公
権
力
よ
り
も
家
族
制
度
＝
私
権
力
の
方
が
大
切
で
あ
っ 

た
と
い
う
。
こ
の
解
説
は
文
章
か
ら
見
て
誤
り
で
あ
ろ
う
。
事
実
関
係
に
お
い
て
舜 

が
瞽
瞍
を
連
れ
て
逃
亡
し
た
な
ら
ば
、
吉
田
氏
の
言
う
指
摘
も
当
て
嵌
ま
る
。 

三
―
し
か
し
こ
の
文
章
は
、
問
人
の
桃
応
が
、「
で
は
こ
の
際
、
舜
は
ど
う
し
た
ら
よ 

い
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と
言
う
質
問
に
、
孟
子
は
、「
舜
は
天
下
の
事
な
ど
は
忘
れ
て 

し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
、
舜
の
将
来
的
行
為
を
予
測
し
て
答
え
て
い
る
の
で
あ
り
、 

事
実
と
は
全
く
違
う
、
仮
定
の
話
な
の
で
あ
る
。 

四
―
ど
ん
な
人
間
で
も
、
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
行
為
を
同
時
に
す
る
こ
と
は
絶
対
に 

不
可
能
で
あ
る
。
孟
子
は
両
面
思
考
を
し
て
、
自
分
の
頭
で
未
来
を
想
像
し
て
考
え 

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
儒
教
の
特
色
で
あ
る
二
重
人
格
性
な
の
で
あ
る
。 

（
七
）
『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
六
五 

 
 
 

頁
―
三
六
六
頁 

参
照) 

(

八)

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
三
二
頁 

―
一
三
三 

参
照) 

(
九)
『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

四
一
七
頁 

参
照) 

 

 
（
一
〇
）『
韓
非
子 

第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店
一
九
九
四
年 

二
一
三
頁
参
照
） 

(

一
一) 

『
韓
非
子 
第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年 

第
一
刷 

二
四 

＝
公
私
の
二
重
権
力
構
造
の
支
配
関
係
が
貫
徹
し
て
い
る
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。 

七
―
尭
舜
時
代
の
国
家
権
力
構
造
を
図
式
化
す
る
と
、
天
下
の
父(

瞽
瞍)

→
天
子(

舜)

→
百
官

→
人
民
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
権
力
図
式
に
お
い
て
、
上
は
天
下
の
父
か
ら
下
は
人
民
に

ま
で
、
公
権
力
（
国
家
制
度
）
と
私
権
力
（
家
族
制
度
）
が
直
線
的
に
複
合
し
て
貫
徹
す
る
。 

八
―
儒
家
と
法
家
の
政
治
論
争
は
、
全
く
正
反
対
の
両
面
的
性
格
を
持
つ
事
物
の
、
ど
ち
ら

か
一
方
を
選
択
し
て
、
自
己
の
思
想
を
展
開
す
る
手
段
と
し
て
利
用
し
た
。
儒
教
と
法
家
の

政
治
理
論
は
、
政
治
理
論
の
展
開
が
全
く
食
い
違
い
す
れ
違
い
を
し
て
い
る
所
に
、
全
く
正

反
対
の
同
一
物
に
対
す
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

九
―
『
詩
経
』
時
代
に
は
、
す
で
に
王
権
に
は
、
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
二
重
権
力
機
能

―
「
対
の
思
想
」
が
存
在
し
た
。
周
王
＝
公
権
力
＝
王
土
王
民
思
想
＝
征
役
へ
の
就
役
＝
家

族
生
活
の
破
壊
と
、
周
王
＝
私
権
力
＝
王
土
王
民
思
想
外
＝
征
役
か
ら
の
免
役
＝
家
族
生
活

の
享
受
と
い
う
、
凡
そ
正
反
対
の
二
つ
の
形
式
的
理
論
に
要
約
で
き
る
。 

一
〇
―
周
代
の
土
地
制
度
＝
井
田
制
度
に
お
い
て
も
、
上
は
周
王
か
ら
下
は
庶
民
に
至
る
ま

で
、
国
家
的
土
地
所
有
制
度
と
私
的
土
地
所
有
制
度
と
い
う
、
二
元
的
土
地
支
配
制
度
が
存

在
し
て
、
上
は
統
治
者
階
級
か
ら
下
は
被
治
者
階
級
に
ま
で
二
重
権
力
支
配
関
係
が
貫
徹
し

て
い
た
。
井
田
制
度
の
理
念
を
継
承
し
た
唐
代
の
均
田
制
で
も
、
国
家
的
土
地
所
有
制
度
と

私
的
土
地
所
有
制
度
が
並
存
し
て
い
て
、
周
代
の
井
田
制
度
と
同
様
の
二
元
的
土
地
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
戦
前
よ
り
の
土
地
国
有
制
と
土
地
私
有
制
の
如
何
と
い
う
均
田

制
論
争
に
一
つ
の
結
論
が
つ
い
た
と
思
う
。
土
地
国
有
制
論
は
半
面
で
あ
り
、
土
地
私
有
制

論
も
半
面
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
土
地
制
度
論
に
お
け
る
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で

あ
る
「
対
の
思
想
」
の
具
体
的
展
開
で
あ
っ
た
。 

一
一
ー
専
制
君
主
制
下
の
国
家
的
土
地
所
有
制
度
論
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
は
、
中
国
古
代

史
に
お
い
て
は
、
半
面
の
事
実
な
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
主
義
に
先
行
す
る
諸
形

態
』
・
『
資
本
論
』
で
述
べ
た
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
＝
「
国
家
が
最
高
の
地
主
で
あ
り
、
私

的
土
地
所
有
は
存
在
し
な
い
」
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
＝
全
般
的
な
国
家
的
土
地
所
有
制
度

論
は
、
成
立
し
な
い
と
断
言
で
き
る
（
二
九
）。
マ
ル
ク
ス
も
中
国
古
典
思
想
に
関
す
る
書
物

を
一
つ
で
も
読
ん
で
い
れ
ば
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日 

稿
了
） 

注 （
一
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
五
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第 

四
五
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

（
二
）「
『
詩
経
』
小
雅
・
北
山
之
什
に
あ
る
「
溥
天
之
下 

莫
非
王
土 

率
土
之
濱 

莫
非
王
臣 

（
大
空
の
下
に
王
土
で
な
い
土
地
は
な
く
、
地
の
果
て
（
浜
辺
）
ま
で
王
臣
で
な
い 

人
間
は
い
な
い
）」
と
い
う
詩
句
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
早
く
か
ら
中
央 

集
権
が
進
む
と
と
も
に
四
海
・
天
下
の
概
念
が
発
達
し
て
、
帝
王
一
元
的
・
排
他
的 

な
世
界
支
配
を
象
徴
す
る
考
え
方
と
し
て
説
か
れ
、
儒
教
・
律
令
な
ど
に
も
反
映
さ
れ

て
き
た
」
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ
ア
「
フ
リ
ー
百
科
事
典
」 

王
土
王
民
思
想 

参
照
） 

（
三
）
氣
賀
澤
保
規
氏
「
均
田
制
研
究
の
展
開
」
（
『
戦
後
日
本
の
中
国
史
論
争
』
谷
川
道
雄 

 
 
 

篇 

河
合
文
化
教
育
研
究
所 

一
九
九
三
年
）
に
拠
り
、
問
題
点
を
要
約
し
た
。 

一
ー
「
均
田
制
研
究
」
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
堀
敏
一
氏
『
均
田
制
の
研
究
ー
中 

国
古
代
の
土
地
政
策
と
土
地
所
有
制
』（
岩
波
書
店 

一
九
七
五
年 

参
照
）
に
も 

書
末
に
「
参
考
文
献
目
録
」
を
付
記
し
て
、
簡
潔
に
要
点
を
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。 

二
ー
こ
れ
に
よ
る
と
均
田
制
下
の
農
民
に
は
、
加
藤
繁
氏
・
谷
川
道
雄
氏
の
自
作
農 

論
、
志
田
氏
・
浜
口
氏
（
君
主
の
農
奴
）・
宮
崎
氏
の
農
奴
制
論
、
前
田
直
典
氏
の
奴 

隷
制
論
が
あ
り
、
直
接
生
産
者
の
存
在
形
態
に
は
、
現
在
の
所
で
は
三
説
が
あ
る
。 
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土
地
制
度
論
で
は
、
宮
崎
氏
＝
荘
園
制
＝
国
家
的
土
地
所
有
制
、
西
嶋
氏
は
漢
代
の 

占
田
＝
私
有
地
、
日
野
開
三
郎
氏
＝
均
田
制
否
定
論
＝
土
地
私
有
制
の
説
が
あ
る
。 

日
本
史
で
は
中
田
薫
＝
土
地
私
有
説
と
今
宮
新
氏
・
虎
尾
俊
哉
氏
・
石
母
田
正
氏
＝ 

土
地
国
有
制
に
二
分
さ
れ
て
い
て
、
未
だ
統
一
的
見
解
が
出
て
い
な
い
。 

三
ー
堀
氏
は
、
井
田
制
は
後
世
の
理
想
像
、
孟
子
の
助
法
税
制
実
施
の
空
論
と
し
て 

、
曽
我
部
氏
の
「
均
田
制
は
井
田
制
の
後
身
」
説
を
批
判
す
る
。
し
か
し
堀
氏
も
「
公 

田
と
私
田
」
の
存
在
し
た
事
実
は
認
め
る
。
孟
子
は
、「
井
田
の
実
施
は
経
界
よ
り 

始
め
よ
。
汚
職
官
吏
は
こ
れ
を
疎
か
に
し
て
私
利
私
欲
を
図
っ
て
き
た
」
（
注
一
八
） 

と
述
べ
る
。
玉
井
氏
は
、「
井
田
制
度
は
春
秋
戦
国
時
代
に
崩
壊
し
は
じ
め
る
が
、
井 

田
制
度
の
完
全
崩
壊
は
，
秦
の
孝
公
十
二
年
に
商
鞅
の
開
阡
陌
ー
周
の
井
田
制
の
阡 

陌
を
悉
く
開
除
し
て
自
由
に
開
墾
せ
し
め
そ
の
兼
併
を
自
由
に
し
た
の
で
あ
る
。
」 

（
玉
井 

前
掲
書 

四
頁
）
従
っ
て
井
田
制
度
が
存
在
し
た
事
は
間
違
い
な
い
。 

 

四
ー
堀
氏
は
、「
唐
代
の
口
分
田
と
永
業
田
は
、
後
者
に
も
国
家
の
規
制
・
干
渉
は
強 

く
、
土
地
所
有
権
上
の
違
い
は
な
く
、
口
分
田
と
永
業
田
の
実
際
の
違
い
は
な
い
」 

と
述
べ
、
国
家
的
土
地
所
有
説
と
私
的
土
地
所
有
説
の
二
者
択
一
を
否
定
し
て
、「
土 

地
は
占
有
」
と
し
て
、
仁
井
田
氏
の
「
上
級
所
有
権
と
下
級
所
有
権
」
に
同
意
す
る 

（
四
一
八
頁
）。
し
か
し
占
有
な
ら
ば
永
代
耕
作
権
の
資
料
が
必
要
だ
が
証
拠
が
な
い
。 

ま
た
律
令
制
下
の
授
田
・
退
田
規
定
に
矛
盾
し
て
、
形
式
論
理
上
で
は
誤
り
と
思
う
。 

（
四
）『
論
語
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
八
一
頁 

参
照) 

 

（
五
）『
韓
非
子 

第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年
一
八
七
頁 

参
照
） 

（
六
）
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
六
五
頁 

 
 
 

―
三
六
六
頁 

参
照) 

 
 
 

一
―
吉
田
氏
は
、
注(

四)

の
葉
公
と
孔
子
の
家
族
道
徳
の
問
答
の
「
解
説
」
に
お
い 

て
、「
天
子
の
位
よ
り
は
、
父
子
の
情
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
、
人
情
の
自
然
に
生
き 

る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
、
孟
子
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
天
子
と
な
っ
て
政
治
を
す
る 

人
は
他
に
も
あ
ろ
う
が
、
父
と
子
の
代
役
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
者
は
誰
も
な
い
。

 

父
子
の
間
は
絶
対
で
あ
る
。
こ
の
真
理
を
無
視
し
て
は
、
倫
理
道
徳
が
成
り
立
た
な 

い
と
こ
ろ
に
儒
家
の
学
説
の
根
本
が
あ
る｣

と
言
う(

新
訳
漢
文
大
系 

第
一
巻 

『
論
語
』 

吉
田
賢
抗 

明
治
書
院 

昭
和
三
八
年 

五
版 

二
九
０
頁 

参
照)

。

 

二
―
儒
教
で
は
、
国
家
＝
公
権
力
よ
り
も
家
族
制
度
＝
私
権
力
の
方
が
大
切
で
あ
っ 

た
と
い
う
。
こ
の
解
説
は
文
章
か
ら
見
て
誤
り
で
あ
ろ
う
。
事
実
関
係
に
お
い
て
舜 

が
瞽
瞍
を
連
れ
て
逃
亡
し
た
な
ら
ば
、
吉
田
氏
の
言
う
指
摘
も
当
て
嵌
ま
る
。 

三
―
し
か
し
こ
の
文
章
は
、
問
人
の
桃
応
が
、「
で
は
こ
の
際
、
舜
は
ど
う
し
た
ら
よ 

い
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と
言
う
質
問
に
、
孟
子
は
、「
舜
は
天
下
の
事
な
ど
は
忘
れ
て 

し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
、
舜
の
将
来
的
行
為
を
予
測
し
て
答
え
て
い
る
の
で
あ
り
、 

事
実
と
は
全
く
違
う
、
仮
定
の
話
な
の
で
あ
る
。 

四
―
ど
ん
な
人
間
で
も
、
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
行
為
を
同
時
に
す
る
こ
と
は
絶
対
に 

不
可
能
で
あ
る
。
孟
子
は
両
面
思
考
を
し
て
、
自
分
の
頭
で
未
来
を
想
像
し
て
考
え 

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
儒
教
の
特
色
で
あ
る
二
重
人
格
性
な
の
で
あ
る
。 

（
七
）
『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
六
五 

 
 
 

頁
―
三
六
六
頁 

参
照) 

(

八)

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
三
二
頁 

―
一
三
三 

参
照) 

(

九)

『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

四
一
七
頁 

参
照) 

 

 

（
一
〇
）『
韓
非
子 

第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店
一
九
九
四
年 

二
一
三
頁
参
照
） 

(

一
一) 

『
韓
非
子 

第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年 

第
一
刷 

二
四 

＝
公
私
の
二
重
権
力
構
造
の
支
配
関
係
が
貫
徹
し
て
い
る
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。 

七
―
尭
舜
時
代
の
国
家
権
力
構
造
を
図
式
化
す
る
と
、
天
下
の
父(

瞽
瞍)

→
天
子(

舜)

→
百
官

→
人
民
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
権
力
図
式
に
お
い
て
、
上
は
天
下
の
父
か
ら
下
は
人
民
に

ま
で
、
公
権
力
（
国
家
制
度
）
と
私
権
力
（
家
族
制
度
）
が
直
線
的
に
複
合
し
て
貫
徹
す
る
。 

八
―
儒
家
と
法
家
の
政
治
論
争
は
、
全
く
正
反
対
の
両
面
的
性
格
を
持
つ
事
物
の
、
ど
ち
ら

か
一
方
を
選
択
し
て
、
自
己
の
思
想
を
展
開
す
る
手
段
と
し
て
利
用
し
た
。
儒
教
と
法
家
の

政
治
理
論
は
、
政
治
理
論
の
展
開
が
全
く
食
い
違
い
す
れ
違
い
を
し
て
い
る
所
に
、
全
く
正

反
対
の
同
一
物
に
対
す
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

九
―
『
詩
経
』
時
代
に
は
、
す
で
に
王
権
に
は
、
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
二
重
権
力
機
能

―
「
対
の
思
想
」
が
存
在
し
た
。
周
王
＝
公
権
力
＝
王
土
王
民
思
想
＝
征
役
へ
の
就
役
＝
家

族
生
活
の
破
壊
と
、
周
王
＝
私
権
力
＝
王
土
王
民
思
想
外
＝
征
役
か
ら
の
免
役
＝
家
族
生
活

の
享
受
と
い
う
、
凡
そ
正
反
対
の
二
つ
の
形
式
的
理
論
に
要
約
で
き
る
。 

一
〇
―
周
代
の
土
地
制
度
＝
井
田
制
度
に
お
い
て
も
、
上
は
周
王
か
ら
下
は
庶
民
に
至
る
ま

で
、
国
家
的
土
地
所
有
制
度
と
私
的
土
地
所
有
制
度
と
い
う
、
二
元
的
土
地
支
配
制
度
が
存

在
し
て
、
上
は
統
治
者
階
級
か
ら
下
は
被
治
者
階
級
に
ま
で
二
重
権
力
支
配
関
係
が
貫
徹
し

て
い
た
。
井
田
制
度
の
理
念
を
継
承
し
た
唐
代
の
均
田
制
で
も
、
国
家
的
土
地
所
有
制
度
と

私
的
土
地
所
有
制
度
が
並
存
し
て
い
て
、
周
代
の
井
田
制
度
と
同
様
の
二
元
的
土
地
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
戦
前
よ
り
の
土
地
国
有
制
と
土
地
私
有
制
の
如
何
と
い
う
均
田

制
論
争
に
一
つ
の
結
論
が
つ
い
た
と
思
う
。
土
地
国
有
制
論
は
半
面
で
あ
り
、
土
地
私
有
制

論
も
半
面
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
土
地
制
度
論
に
お
け
る
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で

あ
る
「
対
の
思
想
」
の
具
体
的
展
開
で
あ
っ
た
。 

一
一
ー
専
制
君
主
制
下
の
国
家
的
土
地
所
有
制
度
論
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
は
、
中
国
古
代

史
に
お
い
て
は
、
半
面
の
事
実
な
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
主
義
に
先
行
す
る
諸
形

態
』
・
『
資
本
論
』
で
述
べ
た
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
＝
「
国
家
が
最
高
の
地
主
で
あ
り
、
私

的
土
地
所
有
は
存
在
し
な
い
」
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
＝
全
般
的
な
国
家
的
土
地
所
有
制
度

論
は
、
成
立
し
な
い
と
断
言
で
き
る
（
二
九
）。
マ
ル
ク
ス
も
中
国
古
典
思
想
に
関
す
る
書
物

を
一
つ
で
も
読
ん
で
い
れ
ば
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日 

稿
了
） 

注 （
一
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
五
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第 

四
五
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

（
二
）「
『
詩
経
』
小
雅
・
北
山
之
什
に
あ
る
「
溥
天
之
下 

莫
非
王
土 

率
土
之
濱 

莫
非
王
臣 

（
大
空
の
下
に
王
土
で
な
い
土
地
は
な
く
、
地
の
果
て
（
浜
辺
）
ま
で
王
臣
で
な
い 

人
間
は
い
な
い
）」
と
い
う
詩
句
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
早
く
か
ら
中
央 

集
権
が
進
む
と
と
も
に
四
海
・
天
下
の
概
念
が
発
達
し
て
、
帝
王
一
元
的
・
排
他
的 

な
世
界
支
配
を
象
徴
す
る
考
え
方
と
し
て
説
か
れ
、
儒
教
・
律
令
な
ど
に
も
反
映
さ
れ

て
き
た
」
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ
ア
「
フ
リ
ー
百
科
事
典
」 

王
土
王
民
思
想 

参
照
） 

（
三
）
氣
賀
澤
保
規
氏
「
均
田
制
研
究
の
展
開
」
（
『
戦
後
日
本
の
中
国
史
論
争
』
谷
川
道
雄 

 
 
 

篇 

河
合
文
化
教
育
研
究
所 

一
九
九
三
年
）
に
拠
り
、
問
題
点
を
要
約
し
た
。 

一
ー
「
均
田
制
研
究
」
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
堀
敏
一
氏
『
均
田
制
の
研
究
ー
中 

国
古
代
の
土
地
政
策
と
土
地
所
有
制
』（
岩
波
書
店 

一
九
七
五
年 

参
照
）
に
も 

書
末
に
「
参
考
文
献
目
録
」
を
付
記
し
て
、
簡
潔
に
要
点
を
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。 

二
ー
こ
れ
に
よ
る
と
均
田
制
下
の
農
民
に
は
、
加
藤
繁
氏
・
谷
川
道
雄
氏
の
自
作
農 

論
、
志
田
氏
・
浜
口
氏
（
君
主
の
農
奴
）・
宮
崎
氏
の
農
奴
制
論
、
前
田
直
典
氏
の
奴 

隷
制
論
が
あ
り
、
直
接
生
産
者
の
存
在
形
態
に
は
、
現
在
の
所
で
は
三
説
が
あ
る
。 
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て
慈
愛
を
か
け
て
や
れ
ば
、
刑
罰
は
軽
く
て
も
う
ま
く
治
め
ら
れ
る
、
と
考
え
て
い
る
の
だ

が
、
こ
の
意
見
は
間
違
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
、
人
が
思
い
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
衣
食
が
十
分
に
な
っ
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
る
。
生
活
の
資
材
が
満
ち
足
り
て
手

厚
い
慈
愛
を
施
し
た
と
し
て
も
刑
罰
を
軽
く
し
て
い
る
と
な
お
乱
れ
る
も
の
で
あ
る
。
・
・
・

お
よ
そ
、
人
間
の
生
き
方
と
し
て
は
、
生
活
の
資
材
が
十
分
に
あ
れ
ば
努
力
を
怠
る
も
の
で

あ
り
、
お
上
の
取
り
締
ま
り
が
ゆ
る
や
か
で
あ
れ
ば
の
び
の
び
悪
事
を
働
く
も
の
で
あ
る
。
」

（
二
六
）
と
、「
衣
食
足
り
て
刑
罰
を
被
る
」
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
儒
家
と
法
家
の
両
思
想
は
、
凡
そ
逆
方
向
の
統
治
理
念
を
持
っ
て
い
て
、
人

民
統
治
方
法
が
全
く
逆
で
、
両
者
の
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
。
両
思
想
は
す
れ
違
う
相
互
関

係
に
あ
る
。
人
民
統
治
の
経
済
思
想
に
お
い
て
も
、
儒
教
と
法
家
の
両
思
想
に
は
同
一
物
に

お
け
る
全
く
正
反
対
の
理
解
を
し
て
お
り
、
両
者
の
経
済
思
想
は
、
表
と
裏
と
い
う
相
互
補

完
関
係
に
あ
り
、
凡
そ
正
反
対
の
「
対
の
思
想
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

五 

結
語 

 

一
―
儒
教
の
国
家
権
力
理
論
は
、
公
権
力
支
配
の
貫
徹
す
る
国
家
・
社
会
と
私
権
力
支
配
の

貫
徹
す
る
家
族
制
度
と
い
う
二
元
的
統
治
構
造
で
あ
る
。
孔
子
や
孟
子
の
理
想
と
し
た
周
代

の
理
想
的
国
家
論
で
あ
る
中
央
集
権
制
封
建
制
国
家
の
構
造
論
に
お
い
て
も
、
公
権
力
と
私

権
力
の
二
重
権
力
が
複
合
し
て
貫
徹
す
る
。
儒
教
の
国
家
理
論
は
、
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
中

心
が
併
存
す
る
世
界
―
「
対
の
思
想
」
も
持
つ
政
治
思
想
で
あ
っ
た
。 

二
ー
儒
教
の
政
治
理
念
で
あ
る
封
建
制
度
国
家
に
お
け
る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
と
い

う
二
重
権
力
支
配
機
構
は
、
州
県
制
＝
公
権
力
、
家
族
制
度
＝
私
権
力
で
あ
る
、
主
張
す
る
気

持
ち
は
全
く
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
州
県
制
支
配
は
法
家
の
統
治
理
念
で
あ
り
、
儒
教
の
国

家
理
念
は
君
臣
の
主
従
関
係
で
成
立
す
る
封
建
制
国
家
の
統
治
理
念
で
あ
る
。 

三
ー
儒
教
の
理
想
国
家
論
は
、
修
身
→
斉
家
→
治
国
→
平
天
下
の
直
線
的
な
政
治
思
想
理
想
に

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
族
制
度
の
擬
制
的
拡
大
の
上
に
治
国
・
平
天
下
の
天
下
統

一
の
政
治
理
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
政
治
理
想
が
国
家
論
に
展
開
さ
れ
る
と
、
中

央
集
権
的
封
建
制
国
家
の
中
に
公
私
の
二
重
権
力
支
配
構
造
が
貫
徹
す
る
こ
と
に
な
る
。 

四
ー
韓
非
子
も
、
「
い
ま
儒
家
や
墨
家
は
み
な
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
古
代
の
聖
王
は
天
下
の

人
々
を
ひ
ろ
く
愛
し
た
の
で
、
父
母
の
よ
う
な
態
度
で
民
衆
に
の
ぞ
ん
だ
」
と
。・
・
・
そ
れ

が
彼
ら
の
言
う
古
代
の
聖
王
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
君
臣
関
係
も
、
親
子
の
関
係
と
同
じ
よ

う
に
し
た
な
ら
必
ず
う
ま
く
治
ま
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
も
し
そ
う
い
う
理
屈
で
推
し

は
か
る
な
ら
、
仲
違
い
す
る
親
子
は
い
な
く
な
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
」
（
二
七
）
と
、
儒

教
の
国
家
論
は
家
族
制
度
の
擬
制
的
拡
大
で
あ
る
家
父
長
制
支
配
理
論
と
述
べ
て
い
る
。 

五
ー
李
年
古
氏
は
、
中
国
の
封
建
国
家
の
構
造
に
つ
い
て
、 

「
中
国
国
家
シ
ス
テ
ム
の
構
造
は
、
血
縁
の
家
族
シ
ス
テ
ム
と
非
常
に
似
て
い
る
。
中 

 

国
人
に
と
っ
て
、
国
と
家
と
は
一
体
化
し
た
組
織
で
あ
り
、「
国
之
本
在
家
」(

国
家
の
根
本
は

家
庭
に
あ
り)

と
い
わ
れ
て
い
る
。・
・
・
さ
ら
に
「
家
国
同
構
」(

国
と
家
庭
は
同
じ
構
造
だ)

と
言
う
考
え
方
に
も
結
び
つ
く
。
つ
ま
り
、
中
国
に
お
け
る
封
建
主
義
の
特
徴
の
一
つ
は
、

国
家
は
拡
大
し
た
家
庭
で
あ
り
、
家
庭
は
縮
小
さ
れ
た
国
家
で
あ
り
、
と
も
に
同
じ
構
造
を

な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
」(

二
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

六
ー
儒
教
の
説
く
封
建
制
国
家
は
、
家
族
制
度
と
同
じ
構
造
を
し
て
い
る
。
封
建
制
国
家
に

お
い
て
、
君
臣
関
係
を
結
ぶ
場
合
は
公
権
力
支
配
が
貫
徹
し
て
、
家
族
制
度
を
維
持
す
る
場

合
に
は
私
権
力
支
配
が
貫
徹
す
る
。
西
周
時
代
の
中
央
集
権
制
封
建
制
度
国
家
に
は
、
家
族

上
下
関
係
に
お
け
る
保
護
と
奉
仕
の
私
権
力
関
係
が
、
君
臣
上
下
の
主
従
関
係
と
い
う
保
護

と
奉
仕
の
公
権
力
支
配
関
係
に
内
包
さ
れ
て
い
て
、
君
臣
上
下
の
主
従
関
係
の
中
に
、
仁
義

を
ま
か
な
う
。
」(

二
一)

と
あ
り
、
明
確
に
公
的
収
入
と
私
的
収
入
の
区
別
が
存
在
し
て
い
た
。 

と
こ
ろ
で
最
後
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
本
文
の
「
西
山
」
の
後
半
部
分
に
お
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、「
或
る
も
の
は
・
・
・
し
か
し
或
る
も
の
は
」
と
、
全
く
正
反
対
の
内
容

の
文
章
が
、
繰
返
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
す
で
に
『
詩
経
』

の
生
ま
れ
た
西
周
時
代
に
は
、
中
国
人
の
基
本
的
な
伝
統
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、

す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
こ
で
こ
の
『
詩
経
』
・
「
西
山
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
対
の
思
想
」
に
関
連
し
て
、
以

下
に
二
つ
の
重
要
な
事
実
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

一
つ
に
は
、
こ
の
文
章
の
後
半
は
、
何
も｢

対
の
思
想｣

を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
意
味
が
通

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
私
の
み
が
苦
労
し
て
い
る
が
、
他
の
も
の
は
・
・
・
・
・
・
な
ど

し
て
安
楽
に
し
て
い
な
い
」
と
言
え
ば
よ
い
も
の
を
、
わ
ざ
わ
ざ
と｢

苦
痛
と
安
楽｣

と
を
、

並
列
し
て
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
所
に
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
「
対
」
の
思
考
方

法
が
意
識
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

二
つ
に
は
、
李
年
古
氏
は
、
儒
教
思
想
の
強
制
に
よ
り
中
国
人
は
二
重
人
格
者
に
意
識
的

に
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
た
（
二
二
）。
し
か
し
実
は
そ
の
反
対
で
、
中
国
人
の
二
元

的
な
発
想
―｢

対
の
思
想｣

は
、
儒
教
思
想
の
成
立
す
る
以
前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。 

従
っ
て
儒
教
は
、
中
庸
思
想
や
「
対
の
思
想
」
と
い
う
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
思

考
を
吸
収
し
て
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
発
展
し
て
き
た
中
国
人
に
は
普
遍
的
な
思
想
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
韓
非
子
の
場
合
に
も
当
て
嵌
ま
る
。 

韓
非
子
の
「
対
の
思
想
」
の
事
例
を
示
す
と
、「
そ
も
そ
も
権
勢
と
い
う
も
の
は
、
国
を
治

め
る
に
も
役
立
つ
が
、
国
を
乱
す
に
も
便
利
な
物
で
あ
る
」
、
「
利
益
を
望
む
者
は
必
ず
損
害

を
憎
む
。
損
害
は
利
益
の
反
対
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
、
「
む
か
し
、
蒼
頡
が
文
字
を
作
っ
た

と
き
、
自
分
で
ま
る
く
囲
う
の
を
「
厶
（
私
）
」
と
し
、
「
厶
」
に
反
対
す
る
の
を
「
公
」
と

し
た
。「
公
と
私
と
が
あ
い
反
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
蒼
頡
も
す
で
に
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
の

だ
」
（
二
三
）
等
、
多
く
の
事
例
が
存
在
す
る
。 

 
 

ま
た
中
庸
思
想
に
つ
い
て
は
、「
と
こ
ろ
が
、
世
間
の
為
政
者
は
み
な
〔
特
別
で
な
い
〕
中

程
度
の
人
々
で
つ
づ
い
て
い
る
。
わ
た
し
が
勢
を
取
り
あ
げ
て
論
じ
る
の
は
、
そ
の
中
程
度

の
人
々
が
目
当
て
で
あ
る
。
中
程
度
と
い
う
の
は
、
上
は
尭
・
舜
に
は
及
ば
な
い
が
、
下
も

ま
た
桀
・
紂
ほ
ど
で
な
い
人
々
の
こ
と
で
、
法
を
守
っ
て
権
勢
の
座
に
い
れ
ば
よ
く
治
ま
る

し
、
法
に
そ
む
い
て
権
勢
の
座
を
去
れ
ば
乱
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
、
儒

教
に
言
う
両
極
端
を
否
定
す
る
中
和
の
中
庸
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
韓
非
子
も
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
「
対
の
思
想
」
と
、
中
国
思

想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
具
有
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

韓
非
子
に
見
え
る
中
国
人
の
基
本
的
発
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
の
存
在
の
事
実
は
、「
対

の
思
想
」
の
前
提
条
件
で
あ
る
中
庸
思
想
の
古
代
よ
り
の
永
続
性
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
あ

る
意
味
で
は
当
然
な
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
例
え
ば
人
民
支
配
に
お
い
て
、
孟
子
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
田
畑
を
よ
く
治
め
さ
せ
、
税
金
の
取
り
立
を
少
な
く
す
れ
ば
、
人

民
を
富
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
民
の
生
業
を
助
け
て
や
る
に
も
そ
れ
ぞ
れ
時
期
を
考
え
、

人
民
を
使
う
に
も
節
度
に
か
な
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
け
ば
、
国
家
の
富
は
溜
ま
っ
て
使
い

き
れ
な
い
ほ
ど
に
な
る
も
の
だ
。・
・
・
さ
れ
ば
、
聖
人
が
天
下
を
治
め
る
に
は
、
必
ず
や
豆

や
穀
物
な
ど
の
常
食
を
水
や
火
の
よ
う
に
豊
富
に
さ
せ
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
。
豆
や

穀
物
が
水
や
火
の
よ
う
に
豊
富
に
な
れ
ば
、
人
民
も
し
ぜ
ん
に
礼
節
を
わ
き
ま
え
て
、
ど
う

し
て
不
仁
な
者
な
ど
あ
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
」
（
二
五
）
と
、「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」

と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

 

し
か
し
孟
子
の
主
張
と
は
逆
に
韓
非
子
は
、「
・
・
・
こ
れ
は
、
生
活
の
資
材
を
十
分
に
し
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て
慈
愛
を
か
け
て
や
れ
ば
、
刑
罰
は
軽
く
て
も
う
ま
く
治
め
ら
れ
る
、
と
考
え
て
い
る
の
だ

が
、
こ
の
意
見
は
間
違
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
、
人
が
思
い
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
衣
食
が
十
分
に
な
っ
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
る
。
生
活
の
資
材
が
満
ち
足
り
て
手

厚
い
慈
愛
を
施
し
た
と
し
て
も
刑
罰
を
軽
く
し
て
い
る
と
な
お
乱
れ
る
も
の
で
あ
る
。
・
・
・

お
よ
そ
、
人
間
の
生
き
方
と
し
て
は
、
生
活
の
資
材
が
十
分
に
あ
れ
ば
努
力
を
怠
る
も
の
で

あ
り
、
お
上
の
取
り
締
ま
り
が
ゆ
る
や
か
で
あ
れ
ば
の
び
の
び
悪
事
を
働
く
も
の
で
あ
る
。
」

（
二
六
）
と
、「
衣
食
足
り
て
刑
罰
を
被
る
」
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
儒
家
と
法
家
の
両
思
想
は
、
凡
そ
逆
方
向
の
統
治
理
念
を
持
っ
て
い
て
、
人

民
統
治
方
法
が
全
く
逆
で
、
両
者
の
議
論
が
噛
み
合
わ
な
い
。
両
思
想
は
す
れ
違
う
相
互
関

係
に
あ
る
。
人
民
統
治
の
経
済
思
想
に
お
い
て
も
、
儒
教
と
法
家
の
両
思
想
に
は
同
一
物
に

お
け
る
全
く
正
反
対
の
理
解
を
し
て
お
り
、
両
者
の
経
済
思
想
は
、
表
と
裏
と
い
う
相
互
補

完
関
係
に
あ
り
、
凡
そ
正
反
対
の
「
対
の
思
想
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

五 

結
語 

 

一
―
儒
教
の
国
家
権
力
理
論
は
、
公
権
力
支
配
の
貫
徹
す
る
国
家
・
社
会
と
私
権
力
支
配
の

貫
徹
す
る
家
族
制
度
と
い
う
二
元
的
統
治
構
造
で
あ
る
。
孔
子
や
孟
子
の
理
想
と
し
た
周
代

の
理
想
的
国
家
論
で
あ
る
中
央
集
権
制
封
建
制
国
家
の
構
造
論
に
お
い
て
も
、
公
権
力
と
私

権
力
の
二
重
権
力
が
複
合
し
て
貫
徹
す
る
。
儒
教
の
国
家
理
論
は
、
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
中

心
が
併
存
す
る
世
界
―
「
対
の
思
想
」
も
持
つ
政
治
思
想
で
あ
っ
た
。 

二
ー
儒
教
の
政
治
理
念
で
あ
る
封
建
制
度
国
家
に
お
け
る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
と
い

う
二
重
権
力
支
配
機
構
は
、
州
県
制
＝
公
権
力
、
家
族
制
度
＝
私
権
力
で
あ
る
、
主
張
す
る
気

持
ち
は
全
く
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
州
県
制
支
配
は
法
家
の
統
治
理
念
で
あ
り
、
儒
教
の
国

家
理
念
は
君
臣
の
主
従
関
係
で
成
立
す
る
封
建
制
国
家
の
統
治
理
念
で
あ
る
。 

三
ー
儒
教
の
理
想
国
家
論
は
、
修
身
→
斉
家
→
治
国
→
平
天
下
の
直
線
的
な
政
治
思
想
理
想
に

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
族
制
度
の
擬
制
的
拡
大
の
上
に
治
国
・
平
天
下
の
天
下
統

一
の
政
治
理
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
政
治
理
想
が
国
家
論
に
展
開
さ
れ
る
と
、
中

央
集
権
的
封
建
制
国
家
の
中
に
公
私
の
二
重
権
力
支
配
構
造
が
貫
徹
す
る
こ
と
に
な
る
。 

四
ー
韓
非
子
も
、
「
い
ま
儒
家
や
墨
家
は
み
な
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
古
代
の
聖
王
は
天
下
の

人
々
を
ひ
ろ
く
愛
し
た
の
で
、
父
母
の
よ
う
な
態
度
で
民
衆
に
の
ぞ
ん
だ
」
と
。・
・
・
そ
れ

が
彼
ら
の
言
う
古
代
の
聖
王
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
君
臣
関
係
も
、
親
子
の
関
係
と
同
じ
よ

う
に
し
た
な
ら
必
ず
う
ま
く
治
ま
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
も
し
そ
う
い
う
理
屈
で
推
し

は
か
る
な
ら
、
仲
違
い
す
る
親
子
は
い
な
く
な
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
」
（
二
七
）
と
、
儒

教
の
国
家
論
は
家
族
制
度
の
擬
制
的
拡
大
で
あ
る
家
父
長
制
支
配
理
論
と
述
べ
て
い
る
。 

五
ー
李
年
古
氏
は
、
中
国
の
封
建
国
家
の
構
造
に
つ
い
て
、 

「
中
国
国
家
シ
ス
テ
ム
の
構
造
は
、
血
縁
の
家
族
シ
ス
テ
ム
と
非
常
に
似
て
い
る
。
中 

 

国
人
に
と
っ
て
、
国
と
家
と
は
一
体
化
し
た
組
織
で
あ
り
、「
国
之
本
在
家
」(

国
家
の
根
本
は

家
庭
に
あ
り)

と
い
わ
れ
て
い
る
。・
・
・
さ
ら
に
「
家
国
同
構
」(

国
と
家
庭
は
同
じ
構
造
だ)

と
言
う
考
え
方
に
も
結
び
つ
く
。
つ
ま
り
、
中
国
に
お
け
る
封
建
主
義
の
特
徴
の
一
つ
は
、

国
家
は
拡
大
し
た
家
庭
で
あ
り
、
家
庭
は
縮
小
さ
れ
た
国
家
で
あ
り
、
と
も
に
同
じ
構
造
を

な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
」(

二
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

六
ー
儒
教
の
説
く
封
建
制
国
家
は
、
家
族
制
度
と
同
じ
構
造
を
し
て
い
る
。
封
建
制
国
家
に

お
い
て
、
君
臣
関
係
を
結
ぶ
場
合
は
公
権
力
支
配
が
貫
徹
し
て
、
家
族
制
度
を
維
持
す
る
場

合
に
は
私
権
力
支
配
が
貫
徹
す
る
。
西
周
時
代
の
中
央
集
権
制
封
建
制
度
国
家
に
は
、
家
族

上
下
関
係
に
お
け
る
保
護
と
奉
仕
の
私
権
力
関
係
が
、
君
臣
上
下
の
主
従
関
係
と
い
う
保
護

と
奉
仕
の
公
権
力
支
配
関
係
に
内
包
さ
れ
て
い
て
、
君
臣
上
下
の
主
従
関
係
の
中
に
、
仁
義

を
ま
か
な
う
。
」(

二
一)

と
あ
り
、
明
確
に
公
的
収
入
と
私
的
収
入
の
区
別
が
存
在
し
て
い
た
。 

と
こ
ろ
で
最
後
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
本
文
の
「
西
山
」
の
後
半
部
分
に
お
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、「
或
る
も
の
は
・
・
・
し
か
し
或
る
も
の
は
」
と
、
全
く
正
反
対
の
内
容

の
文
章
が
、
繰
返
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
す
で
に
『
詩
経
』

の
生
ま
れ
た
西
周
時
代
に
は
、
中
国
人
の
基
本
的
な
伝
統
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
が
、

す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
こ
で
こ
の
『
詩
経
』
・
「
西
山
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
対
の
思
想
」
に
関
連
し
て
、
以

下
に
二
つ
の
重
要
な
事
実
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

一
つ
に
は
、
こ
の
文
章
の
後
半
は
、
何
も｢

対
の
思
想｣

を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
意
味
が
通

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
私
の
み
が
苦
労
し
て
い
る
が
、
他
の
も
の
は
・
・
・
・
・
・
な
ど

し
て
安
楽
に
し
て
い
な
い
」
と
言
え
ば
よ
い
も
の
を
、
わ
ざ
わ
ざ
と｢

苦
痛
と
安
楽｣

と
を
、

並
列
し
て
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
所
に
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
「
対
」
の
思
考
方

法
が
意
識
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

二
つ
に
は
、
李
年
古
氏
は
、
儒
教
思
想
の
強
制
に
よ
り
中
国
人
は
二
重
人
格
者
に
意
識
的

に
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
た
（
二
二
）。
し
か
し
実
は
そ
の
反
対
で
、
中
国
人
の
二
元

的
な
発
想
―｢

対
の
思
想｣

は
、
儒
教
思
想
の
成
立
す
る
以
前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。 

従
っ
て
儒
教
は
、
中
庸
思
想
や
「
対
の
思
想
」
と
い
う
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
思

考
を
吸
収
し
て
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
発
展
し
て
き
た
中
国
人
に
は
普
遍
的
な
思
想
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
韓
非
子
の
場
合
に
も
当
て
嵌
ま
る
。 

韓
非
子
の
「
対
の
思
想
」
の
事
例
を
示
す
と
、「
そ
も
そ
も
権
勢
と
い
う
も
の
は
、
国
を
治

め
る
に
も
役
立
つ
が
、
国
を
乱
す
に
も
便
利
な
物
で
あ
る
」
、
「
利
益
を
望
む
者
は
必
ず
損
害

を
憎
む
。
損
害
は
利
益
の
反
対
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
、
「
む
か
し
、
蒼
頡
が
文
字
を
作
っ
た

と
き
、
自
分
で
ま
る
く
囲
う
の
を
「
厶
（
私
）
」
と
し
、
「
厶
」
に
反
対
す
る
の
を
「
公
」
と

し
た
。「
公
と
私
と
が
あ
い
反
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
蒼
頡
も
す
で
に
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
の

だ
」
（
二
三
）
等
、
多
く
の
事
例
が
存
在
す
る
。 

 
 

ま
た
中
庸
思
想
に
つ
い
て
は
、「
と
こ
ろ
が
、
世
間
の
為
政
者
は
み
な
〔
特
別
で
な
い
〕
中

程
度
の
人
々
で
つ
づ
い
て
い
る
。
わ
た
し
が
勢
を
取
り
あ
げ
て
論
じ
る
の
は
、
そ
の
中
程
度

の
人
々
が
目
当
て
で
あ
る
。
中
程
度
と
い
う
の
は
、
上
は
尭
・
舜
に
は
及
ば
な
い
が
、
下
も

ま
た
桀
・
紂
ほ
ど
で
な
い
人
々
の
こ
と
で
、
法
を
守
っ
て
権
勢
の
座
に
い
れ
ば
よ
く
治
ま
る

し
、
法
に
そ
む
い
て
権
勢
の
座
を
去
れ
ば
乱
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
二
四
）
と
述
べ
て
、
儒

教
に
言
う
両
極
端
を
否
定
す
る
中
和
の
中
庸
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
韓
非
子
も
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
「
対
の
思
想
」
と
、
中
国
思

想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
具
有
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

韓
非
子
に
見
え
る
中
国
人
の
基
本
的
発
想
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
の
存
在
の
事
実
は
、「
対

の
思
想
」
の
前
提
条
件
で
あ
る
中
庸
思
想
の
古
代
よ
り
の
永
続
性
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
あ

る
意
味
で
は
当
然
な
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
例
え
ば
人
民
支
配
に
お
い
て
、
孟
子
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
田
畑
を
よ
く
治
め
さ
せ
、
税
金
の
取
り
立
を
少
な
く
す
れ
ば
、
人

民
を
富
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
民
の
生
業
を
助
け
て
や
る
に
も
そ
れ
ぞ
れ
時
期
を
考
え
、

人
民
を
使
う
に
も
節
度
に
か
な
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
け
ば
、
国
家
の
富
は
溜
ま
っ
て
使
い

き
れ
な
い
ほ
ど
に
な
る
も
の
だ
。・
・
・
さ
れ
ば
、
聖
人
が
天
下
を
治
め
る
に
は
、
必
ず
や
豆

や
穀
物
な
ど
の
常
食
を
水
や
火
の
よ
う
に
豊
富
に
さ
せ
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
。
豆
や

穀
物
が
水
や
火
の
よ
う
に
豊
富
に
な
れ
ば
、
人
民
も
し
ぜ
ん
に
礼
節
を
わ
き
ま
え
て
、
ど
う

し
て
不
仁
な
者
な
ど
あ
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
」
（
二
五
）
と
、「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」

と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

 

し
か
し
孟
子
の
主
張
と
は
逆
に
韓
非
子
は
、「
・
・
・
こ
れ
は
、
生
活
の
資
材
を
十
分
に
し
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あ
る
「
王
土
王
民
」
思
想
の
実
体
を
疑
問
視
し
て
議
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
『
詩
経
』
・
「
西
山
」
の
詩
句
に
謳
わ
れ
た
「
王
土
王
民
」
思
想
に
表
現
さ
れ
て
い

る
周
代
の
土
地
制
度
論
に
は
、
公
権
力
＝
国
家
的
土
地
・
人
民
支
配
制
度
と
私
権
力
＝
私
的

土
地
・
人
民
支
配
制
度
と
い
う
、
公
私
の
二
元
的
な
二
重
権
力
的
支
配
理
論
ー
「
対
の
思
想

」
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

  
 

四 

井
田
制
度
に
お
け
る
公
権
力
と
私
権
力 

 

『
詩
経
』
・
「
西
山
」
に
謳
わ
れ
た
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
莫
な
し
、
率
土
の
浜
、

王
臣
に
非
ざ
る
莫
な
し
」
の
詩
句
よ
り
導
き
出
さ
れ
て
き
た
土
地
人
民
支
配
理
論
ー
公
権
力

支
配
と
私
権
力
支
配
ー
と
い
う
二
元
的
な
土
地
人
民
支
配
の
事
実
は
、
周
代
の
土
地
制
度
論

で
あ
る
井
田
制
度
に
お
い
て
も
、
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
夏
・
殷
・
周
の
三
代
の
土
地
制
度
論
に
つ
い
て
、
縢
の
文
公
に
以
下
の
よ
う
に

詳
し
く
説
明
を
し
て
い
る
。 

 

「
こ
の
よ
う
な
夏
・
殷
・
周
の
三
代
は
貢
・
助
・
徹
と
そ
れ
ぞ
れ
名
ま
え
は
ち
が
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
み
な
同
じ
で
十
分
の
一
を
租
税
と
し
て
取
っ
て
い
ま
し
た
。
・
・
・
〔

と
こ
ろ
で
お
国
で
は
、
ま
だ
井
田
の
助
法
の
制
度
は
実
行
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
〕
詩
経
に
は
『
ま
ず
公
田
に
雨
ふ
り
て
、
や
が
て
わ
れ
ら
の
私
田
に
も
』
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
周
人
の
作
で
す
い
か
ら
、
周
の
時
代
に
も
初
期
に
は
助
法
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
貢
法
に
は
公
田
は
な
く
、
た
だ
井
田
の
制
に
よ
る
助
法
だ

け
に
公
田
が
あ
る
か
ら
で
す
。
助
法
は
も
ち
ろ
ん
殷
の
制
度
で
す
が
、
こ
の
詩
は
周
人
の
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
公
田
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
を
見
ま
す
と
、
周
の
徹
法
も
ま
た
助
法
を

兼
ね
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。〔
で
す
か
ら
、
お
国
で
も
こ
の
井
田
の
助
法
を
行
わ
れ
ま

す
よ
う
に
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
〕・
・
・
・ 

そ
れ
か
ら
ま
た
、
朝
廷
に
仕
え
る
卿
以
下
士
・
大
夫
な
ど
の
役
人
に
は
、
世
禄
の
ほ
か
に
、

別
に
〔
蔡
祀
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
に
〕
圭
田
す
な
わ
ち
井
田
と
は
関
係
な
く
特
別
に
区
画

さ
れ
た
田
五
十
畝
ず
つ
必
ず
与
え
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
士
・
大
夫
達
の
子
弟
で
家
を
継
ぐ

こ
と
が
で
き
ず
、
庶
民
と
な
っ
た
者
に
も
同
じ
く
圭
田
を
二
十
五
畝
ず
つ
与
え
た
い
も
の
で

す
〔
そ
し
て
こ
れ
ら
の
土
地
は
例
外
で
、
ど
ち
ら
も
課
税
は
し
な
い
も
の
で
す
。
〕
・
・
・
こ

こ
で
、〔
井
田
の
制
度
の
〕
も
う
少
し
説
明
す
る
と
、
一
里
四
方
の
田
地
が
一
井
で
、
そ
の
面

積
は
九
百
畝
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
井
の
字
型
に
分
け
る
と
、
百
畝
ず
つ
九
つ
に
分
け
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
真
中
の
一
つ
す
な
わ
ち
中
央
の
百
畝
が
公
田
で
、
周
囲
の
八
つ
を
私
田

と
し
ま
す
。
八
家
族
で
ま
ず
共
同
に
公
田
を
耕
し
て
、
そ
れ
が
す
ん
で
か
ら
め
い
め
い
の
私

田
を
耕
す
の
で
す
。〔
そ
し
て
公
田
の
収
入
は
す
べ
て
租
税
と
し
て
納
め
、
め
い
め
い
は
私
田

の
収
入
で
生
活
を
し
ま
す
。
〕
こ
の
よ
う
に
公
事
を
先
に
し
て
私
事
を
後
に
す
る
の
は
、
つ
ま

り
公
田
は
主
君
と
役
人
の
た
め
、
私
田
は
庶
民
の
た
め
と
、
そ
の
〔
上
下
の
〕
区
別
を
は
っ

き
り
と
つ
け
る
た
め
で
す
。
以
上
が
井
田
法
の
あ
ら
ま
し
で
す
。
・
・
・
」
（
一
九
）
と
、
周

代
の
井
田
制
度
の
大
要
を
述
べ
て
い
る
。 

 

従
っ
て
孟
子
の
述
べ
る
周
代
の
井
田
制
度
論
か
ら
、
以
下
の
事
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

①
―
周
王
以
下
、
卿
・
大
夫
・
士
の
精
神
労
働
者=

支
配
者
階
級
に
は
、
役
人
と
し
て
の
公

田
か
ら
上
納
さ
れ
る
世
禄=

国
家
的
土
地
所
有
制
＝
公
権
力
支
配
と
、
不
課
税
で
あ
る
祖
先
の

祭
祀
の
た
め
の
圭
田=

私
的
土
地
所
有
制
＝
私
権
力
支
配
と
い
う
、
公
と
私
の
二
元
的
な
俸
禄

制
度
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

 

②
―
庶
民=

被
支
配
者
階
級
に
は
、
周
王
と
役
人
を
養
う
た
め
の
公
田=

国
家
的
土
地
所
有

制
度
下
の
租
税
負
担
制
度
と
、
私
田=

私
的
土
地
所
有
制
度
下
の
個
人
的
収
入
制
度
と
い
う
、

公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
二
元
的
な
土
地
所
有
制
度
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

③
―
周
代
の
土
地
制
度
に
お
い
て
も
、
上
は
周
王
か
ら
下
は
庶
民
に
至
る
ま
で
、
国
家
的
土

地
所
有
制
度
と
私
的
土
地
所
有
制
度
、
つ
ま
り
公
権
力
支
配
と
私
的
権
力
支
配
と
い
う
二
元

的
土
地
支
配
制
度
が
存
在
し
て
、
上
は
統
治
者
階
級
か
ら
下
は
被
治
者
階
級
に
ま
で
、
二
重

権
力
構
造
の
支
配
関
係
＝
「
対
の
思
想
」
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。 

④
ー
「
王
土
王
民
」
思
想
と
の
関
係
で
、
周
代
の
井
田
制
度
論
を
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の

よ
う
に
結
論
で
き
る
。
周
代
の
農
民
は
、
自
己
の
私
有
地
＝
私
田
を
耕
し
て
家
族
の
生
計
を

営
む
国
家
権
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
民
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
は
国
家
の
公
有
地
＝
公

田
を
耕
し
て
税
役
負
担
の
義
務
を
負
う
国
家
権
力
に
隷
属
・
服
従
す
る
被
治
者
で
も
あ
る
。 

つ
ま
り
周
代
の
土
地
制
度
は
、
国
有
地
も
あ
る
が
、
農
民
の
私
有
地
も
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
人
民
支
配
は
、
国
有
地
を
耕
し
て
税
役
を
負
担
す
る
国
家
的
隷
属
民
で
も
あ
る
が
、

私
有
地
を
耕
し
て
税
役
負
担
を
免
除
さ
れ
た
自
由
民
で
も
あ
る
。 

だ
か
ら
王
権
に
よ
る
一
元
的
土
地
・
人
民
支
配
思
想
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
は
、
中
国
全

体
を
覆
い
尽
く
し
て
全
面
的
に
貫
徹
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
中
国
に
お
け
る

土
地
・
人
民
支
配
に
お
け
る
半
面
の
事
実
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

⑤
ー
従
っ
て
「
王
土
王
民
」
思
想
と
井
田
制
度
を
継
承
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
唐
代
均
田
制

に
お
い
て
も
、
同
様
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

律
令
制
度
に
規
定
さ
れ
た
唐
代
均
田
制
度
で
は
、
農
民
は
国
家
よ
り
口
分
田
＝
八
〇
畝
と
永 

業
田
＝
二
〇
畝
、
合
計
百
畝
を
授
田
さ
れ
る
。
北
魏
・
孝
文
帝
代
の
資
料
に
は
、「（
２
）
授 

田
は
十
五
歳
に
達
し
て
課
役
を
負
担
す
る
と
同
時
に
し
、
七
十
歳
に
達
し
て
課
役
を
免
除
さ 

る
る
と
共
に
還
さ
し
む
。
（
３
）
土
地
の
還
受
は
毎
年
正
月
以
て
行
ひ
、・
・
・
遠
流
配
謫
子 

孫
な
き
者
及
び
絶
戸
の
田
は
こ
れ
を
没
収
し
て
公
田
と
し
て
給
田
に
充
つ
。
（
４
）
露
田
は 

公
田
に
し
て
還
受
せ
し
む
。
別
に
私
田
と
し
て
桑
田
を
給
し
還
受
の
法
に
従
わ
せ
し
め
ず
。 

・
・
・
桑
田
に
余
り
あ
る
者
は
余
分
の
田
を
売
り
、
足
ら
ざ
る
者
は
足
ら
ざ
る
数
を
買
う
こ 

と
を
許
す
。
」
（
玉
井 

前
掲
書 

一
三
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
北
斉
の
均
田
制
は
、
武
成
帝
・ 

河
清
三
年
の
詔
の
要
旨
に
、「
（
１
）
男
子
は
十
八
歳
に
達
す
れ
ば
田
を
給
し
租
調
を
納
め
し 

め
、
二
十
歳
に
し
て
力
役
に
充
て
六
十
歳
に
し
て
こ
れ
を
免
じ
、
六
十
六
歳
に
し
て
租
調
を 

免
じ
て
田
を
還
さ
し
む
。（
４
）
露
田
は
公
田
な
る
も
別
に
私
田
と
し
て
毎
丁
桑
田
二
十
畝
を 

給
し
、
桑
に
適
せ
ざ
る
処
に
於
い
て
は
麻
田
を
給
す
。
」
（
玉
井 

前
掲
書 

一
八
頁
）
と
あ 

る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
考
え
て
、
授
田
農
民
に
は
国
家
に
租
庸
調
雑
徭
の
税
役
負
担
の
義 

務
が
あ
る
が
、
国
家
に
口
分
田
を
返
却
す
る
退
田
時
に
は
税
役
義
務
も
消
滅
す
る
。
つ
ま
り 

口
分
田
は
国
家
に
土
地
処
分
権
が
存
在
す
る
国
家
的
土
地
所
有
制
度
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
永
業
田
は
、
子
孫
に
世
襲
さ
れ
る
税
役
免
除
の
私
有
地
で
あ
り
、
過
不
足

に
つ
い
て
は
売
買
が
可
能
で
あ
る
。
農
民
に
土
地
処
分
権
が
存
在
す
る
私
的
土
地
所
有
制
度

で
あ
る
。
官
僚
に
官
品
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
官
人
永
業
田
＝
荘
園
制
は
、
税
役
免
除
さ
れ

た
私
的
土
地
所
有
制
度
の
代
表
で
あ
る
。
玉
井
氏
が
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
律
令
に
規
定

さ
れ
た
均
田
制
度
下
の
土
地
制
度
は
、
国
家
的
土
地
所
有
制
＝
口
分
田
と
私
的
土
地
所
有
制

度
＝
永
業
田
と
い
う
、
二
元
的
土
地
所
有
制
度
で
あ
っ
た
（
二
〇
）。 

従
っ
て
『
詩
経
』
・
「
西
山
」
の
「
王
土
王
民
」
思
想
に
表
現
さ
れ
て
い
る
就
役
＝
役
負
担

＝
国
家
的
土
地
所
有
制
度
と
、
蠲
役
＝
役
免
除
＝
私
的
土
地
所
有
制
度
と
い
う
、
自
己
分
裂

し
た
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
土
地
制
度
理
論
は
、
周
代
の
井
田
制
度
に
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
井
田
制
度
の
理
念
を
継
承
し
た
唐
代
の
均
田
制
度
に
も
、
公
私
の
二
元
的
土
地

制
度
論
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
二
元
的
土
地
制
度

の
伝
統
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。 

⑥
ー
因
み
に
王
権
自
身
の
公
私
の
二
重
財
政
制
度
に
つ
い
て
も
『
礼
記
』
に
は
、 

「
天
子
は(

機
内
の
一
部
分
の)

百
里
四
方
の
地(

か
ら
あ
が
る
収
入)

に
よ
っ
て
、
朝
廷
の
百

官
を
歇
維
持
し
、(

畿
内
全
体
の)

千
里
四
方
の
地(

殻
上
が
る
収
入)

に
よ
っ
て
、
内
廷
の
費
用

（Original Article）
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あ
る
「
王
土
王
民
」
思
想
の
実
体
を
疑
問
視
し
て
議
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
『
詩
経
』
・
「
西
山
」
の
詩
句
に
謳
わ
れ
た
「
王
土
王
民
」
思
想
に
表
現
さ
れ
て
い

る
周
代
の
土
地
制
度
論
に
は
、
公
権
力
＝
国
家
的
土
地
・
人
民
支
配
制
度
と
私
権
力
＝
私
的

土
地
・
人
民
支
配
制
度
と
い
う
、
公
私
の
二
元
的
な
二
重
権
力
的
支
配
理
論
ー
「
対
の
思
想

」
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

  
 

四 

井
田
制
度
に
お
け
る
公
権
力
と
私
権
力 

 

『
詩
経
』
・
「
西
山
」
に
謳
わ
れ
た
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
莫
な
し
、
率
土
の
浜
、

王
臣
に
非
ざ
る
莫
な
し
」
の
詩
句
よ
り
導
き
出
さ
れ
て
き
た
土
地
人
民
支
配
理
論
ー
公
権
力

支
配
と
私
権
力
支
配
ー
と
い
う
二
元
的
な
土
地
人
民
支
配
の
事
実
は
、
周
代
の
土
地
制
度
論

で
あ
る
井
田
制
度
に
お
い
て
も
、
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
夏
・
殷
・
周
の
三
代
の
土
地
制
度
論
に
つ
い
て
、
縢
の
文
公
に
以
下
の
よ
う
に

詳
し
く
説
明
を
し
て
い
る
。 

 

「
こ
の
よ
う
な
夏
・
殷
・
周
の
三
代
は
貢
・
助
・
徹
と
そ
れ
ぞ
れ
名
ま
え
は
ち
が
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
み
な
同
じ
で
十
分
の
一
を
租
税
と
し
て
取
っ
て
い
ま
し
た
。
・
・
・
〔

と
こ
ろ
で
お
国
で
は
、
ま
だ
井
田
の
助
法
の
制
度
は
実
行
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
〕
詩
経
に
は
『
ま
ず
公
田
に
雨
ふ
り
て
、
や
が
て
わ
れ
ら
の
私
田
に
も
』
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
周
人
の
作
で
す
い
か
ら
、
周
の
時
代
に
も
初
期
に
は
助
法
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
貢
法
に
は
公
田
は
な
く
、
た
だ
井
田
の
制
に
よ
る
助
法
だ

け
に
公
田
が
あ
る
か
ら
で
す
。
助
法
は
も
ち
ろ
ん
殷
の
制
度
で
す
が
、
こ
の
詩
は
周
人
の
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
公
田
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
を
見
ま
す
と
、
周
の
徹
法
も
ま
た
助
法
を

兼
ね
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。〔
で
す
か
ら
、
お
国
で
も
こ
の
井
田
の
助
法
を
行
わ
れ
ま

す
よ
う
に
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
〕・
・
・
・ 

そ
れ
か
ら
ま
た
、
朝
廷
に
仕
え
る
卿
以
下
士
・
大
夫
な
ど
の
役
人
に
は
、
世
禄
の
ほ
か
に
、

別
に
〔
蔡
祀
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
に
〕
圭
田
す
な
わ
ち
井
田
と
は
関
係
な
く
特
別
に
区
画

さ
れ
た
田
五
十
畝
ず
つ
必
ず
与
え
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
士
・
大
夫
達
の
子
弟
で
家
を
継
ぐ

こ
と
が
で
き
ず
、
庶
民
と
な
っ
た
者
に
も
同
じ
く
圭
田
を
二
十
五
畝
ず
つ
与
え
た
い
も
の
で

す
〔
そ
し
て
こ
れ
ら
の
土
地
は
例
外
で
、
ど
ち
ら
も
課
税
は
し
な
い
も
の
で
す
。
〕
・
・
・
こ

こ
で
、〔
井
田
の
制
度
の
〕
も
う
少
し
説
明
す
る
と
、
一
里
四
方
の
田
地
が
一
井
で
、
そ
の
面

積
は
九
百
畝
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
井
の
字
型
に
分
け
る
と
、
百
畝
ず
つ
九
つ
に
分
け
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
真
中
の
一
つ
す
な
わ
ち
中
央
の
百
畝
が
公
田
で
、
周
囲
の
八
つ
を
私
田

と
し
ま
す
。
八
家
族
で
ま
ず
共
同
に
公
田
を
耕
し
て
、
そ
れ
が
す
ん
で
か
ら
め
い
め
い
の
私

田
を
耕
す
の
で
す
。〔
そ
し
て
公
田
の
収
入
は
す
べ
て
租
税
と
し
て
納
め
、
め
い
め
い
は
私
田

の
収
入
で
生
活
を
し
ま
す
。
〕
こ
の
よ
う
に
公
事
を
先
に
し
て
私
事
を
後
に
す
る
の
は
、
つ
ま

り
公
田
は
主
君
と
役
人
の
た
め
、
私
田
は
庶
民
の
た
め
と
、
そ
の
〔
上
下
の
〕
区
別
を
は
っ

き
り
と
つ
け
る
た
め
で
す
。
以
上
が
井
田
法
の
あ
ら
ま
し
で
す
。
・
・
・
」
（
一
九
）
と
、
周

代
の
井
田
制
度
の
大
要
を
述
べ
て
い
る
。 

 

従
っ
て
孟
子
の
述
べ
る
周
代
の
井
田
制
度
論
か
ら
、
以
下
の
事
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

①
―
周
王
以
下
、
卿
・
大
夫
・
士
の
精
神
労
働
者=

支
配
者
階
級
に
は
、
役
人
と
し
て
の
公

田
か
ら
上
納
さ
れ
る
世
禄=

国
家
的
土
地
所
有
制
＝
公
権
力
支
配
と
、
不
課
税
で
あ
る
祖
先
の

祭
祀
の
た
め
の
圭
田=

私
的
土
地
所
有
制
＝
私
権
力
支
配
と
い
う
、
公
と
私
の
二
元
的
な
俸
禄

制
度
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

 

②
―
庶
民=

被
支
配
者
階
級
に
は
、
周
王
と
役
人
を
養
う
た
め
の
公
田=

国
家
的
土
地
所
有

制
度
下
の
租
税
負
担
制
度
と
、
私
田=

私
的
土
地
所
有
制
度
下
の
個
人
的
収
入
制
度
と
い
う
、

公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
二
元
的
な
土
地
所
有
制
度
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

③
―
周
代
の
土
地
制
度
に
お
い
て
も
、
上
は
周
王
か
ら
下
は
庶
民
に
至
る
ま
で
、
国
家
的
土

地
所
有
制
度
と
私
的
土
地
所
有
制
度
、
つ
ま
り
公
権
力
支
配
と
私
的
権
力
支
配
と
い
う
二
元

的
土
地
支
配
制
度
が
存
在
し
て
、
上
は
統
治
者
階
級
か
ら
下
は
被
治
者
階
級
に
ま
で
、
二
重

権
力
構
造
の
支
配
関
係
＝
「
対
の
思
想
」
が
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。 

④
ー
「
王
土
王
民
」
思
想
と
の
関
係
で
、
周
代
の
井
田
制
度
論
を
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の

よ
う
に
結
論
で
き
る
。
周
代
の
農
民
は
、
自
己
の
私
有
地
＝
私
田
を
耕
し
て
家
族
の
生
計
を

営
む
国
家
権
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
民
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
は
国
家
の
公
有
地
＝
公

田
を
耕
し
て
税
役
負
担
の
義
務
を
負
う
国
家
権
力
に
隷
属
・
服
従
す
る
被
治
者
で
も
あ
る
。 

つ
ま
り
周
代
の
土
地
制
度
は
、
国
有
地
も
あ
る
が
、
農
民
の
私
有
地
も
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
人
民
支
配
は
、
国
有
地
を
耕
し
て
税
役
を
負
担
す
る
国
家
的
隷
属
民
で
も
あ
る
が
、

私
有
地
を
耕
し
て
税
役
負
担
を
免
除
さ
れ
た
自
由
民
で
も
あ
る
。 

だ
か
ら
王
権
に
よ
る
一
元
的
土
地
・
人
民
支
配
思
想
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
は
、
中
国
全

体
を
覆
い
尽
く
し
て
全
面
的
に
貫
徹
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
中
国
に
お
け
る

土
地
・
人
民
支
配
に
お
け
る
半
面
の
事
実
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

⑤
ー
従
っ
て
「
王
土
王
民
」
思
想
と
井
田
制
度
を
継
承
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
唐
代
均
田
制

に
お
い
て
も
、
同
様
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

律
令
制
度
に
規
定
さ
れ
た
唐
代
均
田
制
度
で
は
、
農
民
は
国
家
よ
り
口
分
田
＝
八
〇
畝
と
永 

業
田
＝
二
〇
畝
、
合
計
百
畝
を
授
田
さ
れ
る
。
北
魏
・
孝
文
帝
代
の
資
料
に
は
、「（
２
）
授 

田
は
十
五
歳
に
達
し
て
課
役
を
負
担
す
る
と
同
時
に
し
、
七
十
歳
に
達
し
て
課
役
を
免
除
さ 

る
る
と
共
に
還
さ
し
む
。
（
３
）
土
地
の
還
受
は
毎
年
正
月
以
て
行
ひ
、・
・
・
遠
流
配
謫
子 

孫
な
き
者
及
び
絶
戸
の
田
は
こ
れ
を
没
収
し
て
公
田
と
し
て
給
田
に
充
つ
。
（
４
）
露
田
は 

公
田
に
し
て
還
受
せ
し
む
。
別
に
私
田
と
し
て
桑
田
を
給
し
還
受
の
法
に
従
わ
せ
し
め
ず
。 

・
・
・
桑
田
に
余
り
あ
る
者
は
余
分
の
田
を
売
り
、
足
ら
ざ
る
者
は
足
ら
ざ
る
数
を
買
う
こ 

と
を
許
す
。
」
（
玉
井 

前
掲
書 

一
三
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
北
斉
の
均
田
制
は
、
武
成
帝
・ 

河
清
三
年
の
詔
の
要
旨
に
、「
（
１
）
男
子
は
十
八
歳
に
達
す
れ
ば
田
を
給
し
租
調
を
納
め
し 

め
、
二
十
歳
に
し
て
力
役
に
充
て
六
十
歳
に
し
て
こ
れ
を
免
じ
、
六
十
六
歳
に
し
て
租
調
を 

免
じ
て
田
を
還
さ
し
む
。（
４
）
露
田
は
公
田
な
る
も
別
に
私
田
と
し
て
毎
丁
桑
田
二
十
畝
を 

給
し
、
桑
に
適
せ
ざ
る
処
に
於
い
て
は
麻
田
を
給
す
。
」
（
玉
井 

前
掲
書 

一
八
頁
）
と
あ 

る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
考
え
て
、
授
田
農
民
に
は
国
家
に
租
庸
調
雑
徭
の
税
役
負
担
の
義 

務
が
あ
る
が
、
国
家
に
口
分
田
を
返
却
す
る
退
田
時
に
は
税
役
義
務
も
消
滅
す
る
。
つ
ま
り 

口
分
田
は
国
家
に
土
地
処
分
権
が
存
在
す
る
国
家
的
土
地
所
有
制
度
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
永
業
田
は
、
子
孫
に
世
襲
さ
れ
る
税
役
免
除
の
私
有
地
で
あ
り
、
過
不
足

に
つ
い
て
は
売
買
が
可
能
で
あ
る
。
農
民
に
土
地
処
分
権
が
存
在
す
る
私
的
土
地
所
有
制
度

で
あ
る
。
官
僚
に
官
品
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
官
人
永
業
田
＝
荘
園
制
は
、
税
役
免
除
さ
れ

た
私
的
土
地
所
有
制
度
の
代
表
で
あ
る
。
玉
井
氏
が
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
律
令
に
規
定

さ
れ
た
均
田
制
度
下
の
土
地
制
度
は
、
国
家
的
土
地
所
有
制
＝
口
分
田
と
私
的
土
地
所
有
制

度
＝
永
業
田
と
い
う
、
二
元
的
土
地
所
有
制
度
で
あ
っ
た
（
二
〇
）。 

従
っ
て
『
詩
経
』
・
「
西
山
」
の
「
王
土
王
民
」
思
想
に
表
現
さ
れ
て
い
る
就
役
＝
役
負
担

＝
国
家
的
土
地
所
有
制
度
と
、
蠲
役
＝
役
免
除
＝
私
的
土
地
所
有
制
度
と
い
う
、
自
己
分
裂

し
た
相
矛
盾
す
る
二
つ
の
土
地
制
度
理
論
は
、
周
代
の
井
田
制
度
に
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
井
田
制
度
の
理
念
を
継
承
し
た
唐
代
の
均
田
制
度
に
も
、
公
私
の
二
元
的
土
地

制
度
論
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
二
元
的
土
地
制
度

の
伝
統
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。 

⑥
ー
因
み
に
王
権
自
身
の
公
私
の
二
重
財
政
制
度
に
つ
い
て
も
『
礼
記
』
に
は
、 

「
天
子
は(

機
内
の
一
部
分
の)

百
里
四
方
の
地(

か
ら
あ
が
る
収
入)

に
よ
っ
て
、
朝
廷
の
百

官
を
歇
維
持
し
、(

畿
内
全
体
の)

千
里
四
方
の
地(

殻
上
が
る
収
入)

に
よ
っ
て
、
内
廷
の
費
用

対の思想と孟子の理想国家論　－対の思想（両面思考）から見た儒家思想の国家権力構造について－ 81（70）



に
は
行
か
ず
に
舜
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
天
子
の
徳
を
ほ
め
た
た
え
て
歌
う
も
の
は
、
丹
朱

を
ほ
め
た
た
え
て
歌
わ
な
い
で
、
舜
を
ほ
め
た
て
え
て
歌
っ
た
。
舜
は
「
あ
あ
、
天
命
だ
、

し
か
た
が
な
い
」
と
い
っ
て
、
や
っ
と
中
国
に
赴
い
て
、
天
子
の
位
を
踐
ん
だ
。
こ
れ
が
尭

帝
で
あ
る
」(

一
六)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
舜
の
事
例
で
分
る
よ
う
に
、
天
下
を
私
有
物
と
し
な
い
公
平
さ
が
公
権
力
な
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
天
下
万
民
が
何
処
の
誰
に
帰
趨
す
る
の
か
否
か
に
よ
り
規
定
さ

れ
る
。
中
国
思
想
の
特
色
で
あ
る
天
人
相
関
説
で
い
え
ば
、「
民
視
民
聴
」
に
規
定
さ
れ
た
天

命
思
想
で
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
無
為
者
と
し
て
の
天
命
思
想
に
基
づ
い
た
舜
の
天
子
即
位
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
孟
子
も
司
馬
遷
と
同
様
の
記
載
を
し
て
い
る(

一
七)

。 

聖
人
の
尭
も
、「
舜
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下
の
人
民
は
利
益
を
得
て
丹
朱
が
苦
し
む
だ

ろ
う
し
、
丹
朱
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下
の
人
民
は
苦
し
ん
で
丹
朱
は
利
益
を
得
る
だ
ろ

う
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
対
の
思
想
」
の
体
現
者
で
あ
り
、
王
権
を
公
権
力
と
見
な
す
か
、

私
権
力
と
見
な
す
か
、
天
下
万
民
の
た
め
の
人
主
と
し
て
の
立
場
と
、
父
親
と
し
て
の
家
族

の
親
愛
の
情
の
中
で
、
尭
帝
の
心
中
は
揺
れ
に
揺
れ
て
動
い
て
い
た
。
聖
天
子
・
尭
の
思
考

に
お
い
て
も
、
中
国
社
会
の
伝
統
的
な
思
想
的
特
色
で
あ
る
、
国
家
と
家
族
と
い
う
二
つ
の

中
心
を
持
つ
楕
円
形
の
世
界
観
が
、
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

話
は
元
に
戻
る
が
、
こ
の
『
詩
経
』
の
西
山
の
詩
の
中
心
に
あ
る
テ
ー
マ
は
、
一
読
し
て

わ
か
る
よ
う
に
、
孟
子
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
士
大
夫
＝
王
の
家
臣
が
、
大
勢
の
家
臣

が
い
る
中
で
、
自
分
ひ
と
り
が
父
母
の
養
生
も
全
う
で
き
な
い
ほ
ど
、
北
征
の
労
役
に
酷
使

さ
れ
て
い
る
就
役
の
不
公
平
性
な
現
実
に
つ
い
て
、
嘆
き
怨
み
悲
し
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。 

さ
ら
に
は
、
大
夫
へ
の
徭
役
負
担
が
不
公
平
で
、
一
方
で
は
安
楽
に
家
族
生
活
を
楽
し
み
、

酒
を
飲
む
な
ど
の
遊
興
に
日
夜
と
な
く
耽
っ
て
い
る
大
夫
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
、
天
子

の
不
公
平
な
政
治
姿
勢
を
怨
ん
で
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。 

こ
こ
で
重
要
な
問
題
点
は
、
古
来
よ
り
天
子
の
絶
対
的
支
配
を
表
す
言
葉
で
あ
る
と
さ
れ

る
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
莫
な
し
、
率
土
の
浜
、
王
臣
に
非
ざ
る
莫
な
し
」
の
解
釈

で
あ
る
。
石
川
氏
は
、
「
解
説
」
で
、
孟
子
と
同
じ
よ
う
な
解
釈
を
し
て
、
「
そ
の
本
来
の
意

味
は
、
こ
の
よ
う
に
国
が
広
く
人
が
多
い
の
に
、
な
ぜ
自
分
だ
け
が
か
く
も
不
公
平
に
使
役

さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
王
事
に
苦
し
む
の
か
と
い
う
心
持
ち
で
あ
る
」
と
、
注
釈
し
て
い
る
。 

確
か
に
文
章
の
意
味
は
、
孟
子
や
石
川
氏
の
言
う
通
り
で
あ
る
が
、「
普
天
の
下
、
王
土
に

非
ざ
る
莫
な
し
、
率
土
の
浜
、
王
臣
に
非
ざ
る
莫
な
し
」
と
明
言
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
二

句
は
絶
対
に
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
詩
を
理
解
す
れ
ば
、
文
意
が
通
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問

題
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
は
、
す
ぐ
後
の
文
に
あ
る
「
大
夫
均
し
か
ら
ず
、
我
の
み
事
に
従
い

て
独
り
賢
づ
く
」(

原
文
は
、「
大
夫
不
均
、
我
従
事
獨
賢
」)

と
い
う
一
句
で
あ
る
と
思
う
。 

つ
ま
り
中
国
全
土
に
「
王
土
王
民
」
の
意
識
が
貫
徹
す
る
中
で
、
王
権
＝
公
権
力
に
就
役

し
て
私
的
家
族
生
活
を
破
壊
さ
れ
て
い
る
人
間
と
、
逆
に
王
権
＝
公
権
力
か
ら
の
就
役
を
免

れ
て
、
私
的
家
族
生
活
を
享
受
し
て
い
る
人
間
が
大
勢
い
る
と
い
う
、
全
く
不
公
平
な
徭
役

負
担
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
周
代
の
政
治
の
現
実
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
こ
か
ら
本
節
に
関
係
し
た
重
要
な
視
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
結
論
を
導
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

先
ず
中
央
集
権
制
下
の
統
一
的
王
権
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
＝
国
家
の
一
元
的
土
地
・
人

民
支
配
制
度
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
理
想
的
な
場
合
に
は
、
ど
の
様
な
土
地
制
度
論
が
導

き
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
西
山
」
の
「
大
夫
不
均
、
我
従
事
獨
賢
」
と
い
う
言
葉
か
ら

推
察
す
る
と
、
周
代
の
征
役
制
度
は
、
全
人
民
に
定
額
・
均
等
に
負
担
さ
せ
て
、
征
役
の
義

務
を
課
す
差
充
輪
番
制
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
人
民
に
は
、
徭
役
負
担
を
す

る
就
役
期
間
と
、
徭
役
負
担
の
免
除
さ
れ
て
い
る
歇
役
期
間
と
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。 

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
王
権
の
機
能
に
は
、
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
機
能
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
は
就
役
＝
公
権
力
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
＝
国
家
的
土
地
所
有
制

度
と
な
り
、
他
方
で
は
免
役
＝
私
権
力
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
外
＝
私
的
土
地
所
有
制
度
と

な
る
。
従
っ
て
王
権
が
正
常
に
公
平
に
機
能
し
た
場
合
は
、
理
論
的
に
言
え
ば
王
権
に
は
、

本
来
的
に
公
権
力
機
能
と
私
権
力
機
能
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
公
と
私
の
機
能
が
具
有
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
行
政
実
務
お
い
て
混
合
さ
れ
て
、
公
平
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

つ
ま
り
王
権
が
正
常
に
機
能
し
て
い
た
場
合
に
は
、
王
権
に
は
公
権
力
の
機
能
と
私
権
力

の
機
能
と
い
う
、
公
と
私
の
二
元
的
機
能
が
存
在
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
「
西
山
」
の
後
半
に
「
或
る
者
は
・
・
或
る
者
は
・
・
・
」
と
、
全
く
正
反
対
の
状
況

が
、
「
対
の
思
想
」
を
導
入
し
て
、
対
等
に
謳
わ
れ
て
い
る
事
で
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

だ
か
ら
征
役
労
働
は
た
と
え
辛
く
と
も
、
公
権
力
で
あ
る
王
権
が
、
言
葉
通
り
に
正
常
に

機
能
し
て
人
民
に
貫
徹
し
て
い
れ
ば
、
全
て
の
大
夫
が
平
等
に
使
役
さ
れ
て
、
作
者
の
よ
う

に
徭
役
負
担
の
偏
重
と
い
う
、
徭
役
負
担
の
不
公
平
を
嘆
く
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。 

征
役
の
不
公
平
に
よ
る
苦
痛
を
嘆
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
に
、
王
権
＝
公
権
力
機
能
が

低
下
・
衰
退
し
て
、
一
方
的
な
偏
重
が
起
き
て
、
徭
役
負
担
が
重
く
な
り
、
使
役
さ
れ
て
苦

し
ん
で
い
る
人
間
が
い
る
。
そ
の
一
方
で
公
権
力
支
配
か
ら
徭
役
負
担
を
全
く
免
れ
て
、
私

生
活
や
家
族
生
活
を
十
二
分
に
享
受
さ
せ
る
よ
う
な
、
王
権
＝
国
家
権
力
の
私
権
力
的
機
能

が
増
大
し
て
い
て
、『
詩
経
』・「
西
山
」
に
も
謳
わ
れ
る
ほ
ど
酷
く
な
り
、
徭
役
負
担
の
不
公

平
性
が
露
呈
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
不
公
平
な
徭
役
負
担
制
度
の
結
果
に
な
る
の
は
、
恐
ら
く
人
脈
や
賄
賂
等
に

よ
っ
て
、
官
吏
と
富
民
が
結
託
し
て
、
就
役
と
免
役
の
公
平
な
輪
番
機
能
が
捻
じ
曲
げ
ら
れ

て
、
本
来
的
に
王
権
が
具
有
し
て
い
た
公
平
な
公
と
私
の
二
元
的
機
能
が
変
質
を
来
た
し
て
、

徭
役
の
不
公
平
負
担
が
拡
大
さ
れ
て
行
き
、
特
定
個
人
に
は
就
役
負
担
の
義
務
を
回
避
さ
せ
、

特
定
個
人
に
は
徭
役
負
担
を
偏
重
的
に
賦
課
す
る
よ
う
な
、
全
く
不
公
平
な
行
政
機
能
に
変

質
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

孟
子
は
、
縢
の
文
公
に
招
か
れ
周
の
井
田
制
度
の
内
容
を
詳
細
に
述
べ
て
、
そ
の
実
現
を

強
く
主
張
し
た
が
、
縢
の
文
公
の
家
臣
で
あ
る
畢
戦
と
の
会
話
に
お
い
て
、 

 

「
と
こ
ろ
で
仁
政
と
は
、
ま
ず
耕
地
の
境
界
を
正
し
く
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
で

す
。
境
界
が
正
し
く
な
い
と
、
井
田
の
土
地
の
分
け
方
が
均
分
に
は
い
か
な
い
し
、
つ
れ
て

役
人
の
俸
禄
も
公
平
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
昔
か
ら
暴
虐
の
君
主

や
貪
欲
な
役
人
は
、
み
な
こ
の
境
界
を
い
い
加
減
に
し
〔
て
私
利
私
欲
を
は
か
っ
〕
た
も
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
た
び
境
界
さ
え
正
し
く
な
る
と
、
井
田
を
分
け
る
こ
と
も
俸
禄
を

決
め
る
こ
と
も
、
い
な
が
ら
に
し
て
た
や
す
く
で
き
る
も
の
で
す
」（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る

。
中
国
で
は
い
つ
の
時
代
で
も
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
公
平
な
制
度
が
不
公
平
に
な
る
原
因

は
、
富
民
と
私
利
私
欲
を
図
る
汚
職
官
吏
と
の
結
託
に
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

「
大
夫
不
均
」
と
い
う
嘆
き
の
実
情
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

つ
ま
り
西
周
時
代
の
歌
謡
を
孔
子
が
編
纂
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
『
詩
経
』
時
代
に
は
、

王
権
＝
公
権
力
が
正
常
に
機
能
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
正
常
に
機
能
し
な
い
場
合
に
置
い

て
も
、
そ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
す
で
に
周
王
＝
王
権
＝
国
家
権
力
機
能
に
は
、
公
権
力

と
私
権
力
と
い
う
二
重
権
力
機
能
―
「
対
の
思
想
」
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
を
簡
単
に
定
式
化
す
る
と
、
周
王
＝
公
権
力
＝
王
土
王
民
思
想
＝
国
家
的
土
地
所
有

制
度
＝
征
役
へ
の
就
役
＝
家
族
生
活
の
破
壊
と
、
周
王
＝
私
権
力
＝
王
土
王
民
思
想
外
＝
私

的
土
地
所
有
制
度
＝
征
役
か
ら
の
免
役
＝
家
族
生
活
の
享
受
と
い
う
、
凡
そ
正
反
対
の
二
つ

の
形
式
的
な
土
地
人
民
支
配
理
論
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

孟
子
も
韓
非
子
も
、
こ
の
お
互
い
に
反
発
す
る
二
つ
の
土
地
・
人
民
支
配
理
論
に
お
け
る

国
家
権
力
の
二
重
権
力
構
造
論
を
前
提
に
し
て
、
王
権
の
一
元
的
土
地
・
人
民
支
配
理
論
で
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に
は
行
か
ず
に
舜
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
天
子
の
徳
を
ほ
め
た
た
え
て
歌
う
も
の
は
、
丹
朱

を
ほ
め
た
た
え
て
歌
わ
な
い
で
、
舜
を
ほ
め
た
て
え
て
歌
っ
た
。
舜
は
「
あ
あ
、
天
命
だ
、

し
か
た
が
な
い
」
と
い
っ
て
、
や
っ
と
中
国
に
赴
い
て
、
天
子
の
位
を
踐
ん
だ
。
こ
れ
が
尭

帝
で
あ
る
」(
一
六)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
舜
の
事
例
で
分
る
よ
う
に
、
天
下
を
私
有
物
と
し
な
い
公
平
さ
が
公
権
力
な
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
天
下
万
民
が
何
処
の
誰
に
帰
趨
す
る
の
か
否
か
に
よ
り
規
定
さ

れ
る
。
中
国
思
想
の
特
色
で
あ
る
天
人
相
関
説
で
い
え
ば
、「
民
視
民
聴
」
に
規
定
さ
れ
た
天

命
思
想
で
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
無
為
者
と
し
て
の
天
命
思
想
に
基
づ
い
た
舜
の
天
子
即
位
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
孟
子
も
司
馬
遷
と
同
様
の
記
載
を
し
て
い
る(

一
七)

。 

聖
人
の
尭
も
、「
舜
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下
の
人
民
は
利
益
を
得
て
丹
朱
が
苦
し
む
だ

ろ
う
し
、
丹
朱
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下
の
人
民
は
苦
し
ん
で
丹
朱
は
利
益
を
得
る
だ
ろ

う
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
対
の
思
想
」
の
体
現
者
で
あ
り
、
王
権
を
公
権
力
と
見
な
す
か
、

私
権
力
と
見
な
す
か
、
天
下
万
民
の
た
め
の
人
主
と
し
て
の
立
場
と
、
父
親
と
し
て
の
家
族

の
親
愛
の
情
の
中
で
、
尭
帝
の
心
中
は
揺
れ
に
揺
れ
て
動
い
て
い
た
。
聖
天
子
・
尭
の
思
考

に
お
い
て
も
、
中
国
社
会
の
伝
統
的
な
思
想
的
特
色
で
あ
る
、
国
家
と
家
族
と
い
う
二
つ
の

中
心
を
持
つ
楕
円
形
の
世
界
観
が
、
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

話
は
元
に
戻
る
が
、
こ
の
『
詩
経
』
の
西
山
の
詩
の
中
心
に
あ
る
テ
ー
マ
は
、
一
読
し
て

わ
か
る
よ
う
に
、
孟
子
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
士
大
夫
＝
王
の
家
臣
が
、
大
勢
の
家
臣

が
い
る
中
で
、
自
分
ひ
と
り
が
父
母
の
養
生
も
全
う
で
き
な
い
ほ
ど
、
北
征
の
労
役
に
酷
使

さ
れ
て
い
る
就
役
の
不
公
平
性
な
現
実
に
つ
い
て
、
嘆
き
怨
み
悲
し
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。 

さ
ら
に
は
、
大
夫
へ
の
徭
役
負
担
が
不
公
平
で
、
一
方
で
は
安
楽
に
家
族
生
活
を
楽
し
み
、

酒
を
飲
む
な
ど
の
遊
興
に
日
夜
と
な
く
耽
っ
て
い
る
大
夫
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
、
天
子

の
不
公
平
な
政
治
姿
勢
を
怨
ん
で
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。 

こ
こ
で
重
要
な
問
題
点
は
、
古
来
よ
り
天
子
の
絶
対
的
支
配
を
表
す
言
葉
で
あ
る
と
さ
れ

る
「
普
天
の
下
、
王
土
に
非
ざ
る
莫
な
し
、
率
土
の
浜
、
王
臣
に
非
ざ
る
莫
な
し
」
の
解
釈

で
あ
る
。
石
川
氏
は
、
「
解
説
」
で
、
孟
子
と
同
じ
よ
う
な
解
釈
を
し
て
、
「
そ
の
本
来
の
意

味
は
、
こ
の
よ
う
に
国
が
広
く
人
が
多
い
の
に
、
な
ぜ
自
分
だ
け
が
か
く
も
不
公
平
に
使
役

さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
王
事
に
苦
し
む
の
か
と
い
う
心
持
ち
で
あ
る
」
と
、
注
釈
し
て
い
る
。 

確
か
に
文
章
の
意
味
は
、
孟
子
や
石
川
氏
の
言
う
通
り
で
あ
る
が
、「
普
天
の
下
、
王
土
に

非
ざ
る
莫
な
し
、
率
土
の
浜
、
王
臣
に
非
ざ
る
莫
な
し
」
と
明
言
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
二

句
は
絶
対
に
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
詩
を
理
解
す
れ
ば
、
文
意
が
通
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問

題
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
は
、
す
ぐ
後
の
文
に
あ
る
「
大
夫
均
し
か
ら
ず
、
我
の
み
事
に
従
い

て
独
り
賢
づ
く
」(

原
文
は
、「
大
夫
不
均
、
我
従
事
獨
賢
」)

と
い
う
一
句
で
あ
る
と
思
う
。 

つ
ま
り
中
国
全
土
に
「
王
土
王
民
」
の
意
識
が
貫
徹
す
る
中
で
、
王
権
＝
公
権
力
に
就
役

し
て
私
的
家
族
生
活
を
破
壊
さ
れ
て
い
る
人
間
と
、
逆
に
王
権
＝
公
権
力
か
ら
の
就
役
を
免

れ
て
、
私
的
家
族
生
活
を
享
受
し
て
い
る
人
間
が
大
勢
い
る
と
い
う
、
全
く
不
公
平
な
徭
役

負
担
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
周
代
の
政
治
の
現
実
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
こ
か
ら
本
節
に
関
係
し
た
重
要
な
視
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
結
論
を
導
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

先
ず
中
央
集
権
制
下
の
統
一
的
王
権
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
＝
国
家
の
一
元
的
土
地
・
人

民
支
配
制
度
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
理
想
的
な
場
合
に
は
、
ど
の
様
な
土
地
制
度
論
が
導

き
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
西
山
」
の
「
大
夫
不
均
、
我
従
事
獨
賢
」
と
い
う
言
葉
か
ら

推
察
す
る
と
、
周
代
の
征
役
制
度
は
、
全
人
民
に
定
額
・
均
等
に
負
担
さ
せ
て
、
征
役
の
義

務
を
課
す
差
充
輪
番
制
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
人
民
に
は
、
徭
役
負
担
を
す

る
就
役
期
間
と
、
徭
役
負
担
の
免
除
さ
れ
て
い
る
歇
役
期
間
と
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。 

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
王
権
の
機
能
に
は
、
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
機
能
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
は
就
役
＝
公
権
力
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
＝
国
家
的
土
地
所
有
制

度
と
な
り
、
他
方
で
は
免
役
＝
私
権
力
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
外
＝
私
的
土
地
所
有
制
度
と

な
る
。
従
っ
て
王
権
が
正
常
に
公
平
に
機
能
し
た
場
合
は
、
理
論
的
に
言
え
ば
王
権
に
は
、

本
来
的
に
公
権
力
機
能
と
私
権
力
機
能
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
公
と
私
の
機
能
が
具
有
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
行
政
実
務
お
い
て
混
合
さ
れ
て
、
公
平
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

つ
ま
り
王
権
が
正
常
に
機
能
し
て
い
た
場
合
に
は
、
王
権
に
は
公
権
力
の
機
能
と
私
権
力

の
機
能
と
い
う
、
公
と
私
の
二
元
的
機
能
が
存
在
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
「
西
山
」
の
後
半
に
「
或
る
者
は
・
・
或
る
者
は
・
・
・
」
と
、
全
く
正
反
対
の
状
況

が
、
「
対
の
思
想
」
を
導
入
し
て
、
対
等
に
謳
わ
れ
て
い
る
事
で
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

だ
か
ら
征
役
労
働
は
た
と
え
辛
く
と
も
、
公
権
力
で
あ
る
王
権
が
、
言
葉
通
り
に
正
常
に

機
能
し
て
人
民
に
貫
徹
し
て
い
れ
ば
、
全
て
の
大
夫
が
平
等
に
使
役
さ
れ
て
、
作
者
の
よ
う

に
徭
役
負
担
の
偏
重
と
い
う
、
徭
役
負
担
の
不
公
平
を
嘆
く
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。 

征
役
の
不
公
平
に
よ
る
苦
痛
を
嘆
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
に
、
王
権
＝
公
権
力
機
能
が

低
下
・
衰
退
し
て
、
一
方
的
な
偏
重
が
起
き
て
、
徭
役
負
担
が
重
く
な
り
、
使
役
さ
れ
て
苦

し
ん
で
い
る
人
間
が
い
る
。
そ
の
一
方
で
公
権
力
支
配
か
ら
徭
役
負
担
を
全
く
免
れ
て
、
私

生
活
や
家
族
生
活
を
十
二
分
に
享
受
さ
せ
る
よ
う
な
、
王
権
＝
国
家
権
力
の
私
権
力
的
機
能

が
増
大
し
て
い
て
、『
詩
経
』・「
西
山
」
に
も
謳
わ
れ
る
ほ
ど
酷
く
な
り
、
徭
役
負
担
の
不
公

平
性
が
露
呈
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
不
公
平
な
徭
役
負
担
制
度
の
結
果
に
な
る
の
は
、
恐
ら
く
人
脈
や
賄
賂
等
に

よ
っ
て
、
官
吏
と
富
民
が
結
託
し
て
、
就
役
と
免
役
の
公
平
な
輪
番
機
能
が
捻
じ
曲
げ
ら
れ

て
、
本
来
的
に
王
権
が
具
有
し
て
い
た
公
平
な
公
と
私
の
二
元
的
機
能
が
変
質
を
来
た
し
て
、

徭
役
の
不
公
平
負
担
が
拡
大
さ
れ
て
行
き
、
特
定
個
人
に
は
就
役
負
担
の
義
務
を
回
避
さ
せ
、

特
定
個
人
に
は
徭
役
負
担
を
偏
重
的
に
賦
課
す
る
よ
う
な
、
全
く
不
公
平
な
行
政
機
能
に
変

質
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

孟
子
は
、
縢
の
文
公
に
招
か
れ
周
の
井
田
制
度
の
内
容
を
詳
細
に
述
べ
て
、
そ
の
実
現
を

強
く
主
張
し
た
が
、
縢
の
文
公
の
家
臣
で
あ
る
畢
戦
と
の
会
話
に
お
い
て
、 

 

「
と
こ
ろ
で
仁
政
と
は
、
ま
ず
耕
地
の
境
界
を
正
し
く
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
で

す
。
境
界
が
正
し
く
な
い
と
、
井
田
の
土
地
の
分
け
方
が
均
分
に
は
い
か
な
い
し
、
つ
れ
て

役
人
の
俸
禄
も
公
平
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
昔
か
ら
暴
虐
の
君
主

や
貪
欲
な
役
人
は
、
み
な
こ
の
境
界
を
い
い
加
減
に
し
〔
て
私
利
私
欲
を
は
か
っ
〕
た
も
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
た
び
境
界
さ
え
正
し
く
な
る
と
、
井
田
を
分
け
る
こ
と
も
俸
禄
を

決
め
る
こ
と
も
、
い
な
が
ら
に
し
て
た
や
す
く
で
き
る
も
の
で
す
」（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る

。
中
国
で
は
い
つ
の
時
代
で
も
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
公
平
な
制
度
が
不
公
平
に
な
る
原
因

は
、
富
民
と
私
利
私
欲
を
図
る
汚
職
官
吏
と
の
結
託
に
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

「
大
夫
不
均
」
と
い
う
嘆
き
の
実
情
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

つ
ま
り
西
周
時
代
の
歌
謡
を
孔
子
が
編
纂
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
『
詩
経
』
時
代
に
は
、

王
権
＝
公
権
力
が
正
常
に
機
能
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
正
常
に
機
能
し
な
い
場
合
に
置
い

て
も
、
そ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
す
で
に
周
王
＝
王
権
＝
国
家
権
力
機
能
に
は
、
公
権
力

と
私
権
力
と
い
う
二
重
権
力
機
能
―
「
対
の
思
想
」
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
を
簡
単
に
定
式
化
す
る
と
、
周
王
＝
公
権
力
＝
王
土
王
民
思
想
＝
国
家
的
土
地
所
有

制
度
＝
征
役
へ
の
就
役
＝
家
族
生
活
の
破
壊
と
、
周
王
＝
私
権
力
＝
王
土
王
民
思
想
外
＝
私

的
土
地
所
有
制
度
＝
征
役
か
ら
の
免
役
＝
家
族
生
活
の
享
受
と
い
う
、
凡
そ
正
反
対
の
二
つ

の
形
式
的
な
土
地
人
民
支
配
理
論
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

孟
子
も
韓
非
子
も
、
こ
の
お
互
い
に
反
発
す
る
二
つ
の
土
地
・
人
民
支
配
理
論
に
お
け
る

国
家
権
力
の
二
重
権
力
構
造
論
を
前
提
に
し
て
、
王
権
の
一
元
的
土
地
・
人
民
支
配
理
論
で

対の思想と孟子の理想国家論　－対の思想（両面思考）から見た儒家思想の国家権力構造について－ 83（68）



支
配
に
お
け
る
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
舜
の
父
の
瞽
瞍
と
弟

の
象
の
処
遇
に
対
す
る
孟
子
の
理
解
は
、
家
族
制
度
＝
私
権
力
で
の
保
護
で
あ
り
、
韓
非
子

の
理
解
は
、
国
家
＝
公
権
力
で
の
処
分
と
い
う
、
舜
の
瞽
瞍
と
象
と
い
う
親
族
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
全
く
正
反
対
の
理
解
を
す
る
―
「
対
の
思
想
」
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
こ
で
も
う
一
つ
重
要
な
事
実
は
、
天
子
で
あ
る
舜
自
身
は
、
父
の
瞽
瞍
と
弟
の

象
に
つ
い
て
、
公
権
力
支
配
で
の
処
分
と
私
権
力
支
配
で
の
保
護
と
い
う
、
全
く
自
己
矛
盾

し
た
正
反
対
の
「
対
の
行
動
」
を
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
の
二
つ
の
事
実
に
つ
い
て
、
孟
子
と
韓
非
子
は
、
舜
の
自
己
分
裂
し
た
二
つ
の

全
く
正
反
対
の
行
動
の
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
て
ー
孟
子
の
場
合
は
私
的
な
家
族
的
保

護
、
韓
非
子
の
場
合
は
公
的
な
国
家
的
処
分
―
、
自
己
の
思
想
的
展
開
の
理
論
武
装
の
手
段

と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
儒
教
と
法
家
の
政
治
理
論
は
全
く
噛
み
合
わ
ず
、
政
治
理
論
の
展
開
が
全
く

す
れ
違
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
儒
教
と
法
家
の
両
思
想
は
、
全
く
正
反
対
の
相
対
立
す

る
同
一
物
に
対
す
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 

三 

「
王
土
王
民
」
思
想
に
お
け
る
公
権
力
と
私
権
力 

 

と
こ
ろ
で
孟
子
の
場
合
に
は
、『
詩
経
』
の
王
土
王
民
思
想
を
記
載
し
た
字
句
を
全
面
的
に

排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
詩
経
』
の
意
味
を
文
面
通
り
に
解
釈
す
る
と
、
王
権
に

よ
る
人
民
と
土
地
へ
の
一
元
的
支
配
体
制
と
な
り
、
国
家
的
な
土
地
所
有
制
と
人
民
所
有
制

―
王
権
へ
の
土
地
と
人
民
の
全
般
的
な
隷
属
性
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。 

こ
れ
で
は
、
公
権
力
支
配
＝
国
土
制
度
と
私
権
力
支
配
＝
家
産
制
度
、
つ
ま
り
国
家
的
土

地
所
有
制
と
私
的
土
地
所
有
制
の
併
存
性
と
い
う
、
儒
教
の
二
元
的
統
治
体
制
―
「
対
の
思

想
」
が
、
論
理
的
に
破
綻
し
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。 

孟
子
に
よ
れ
ば
、
『
詩
経
』
（
「
小
雅
」
・
「
北
山
」
）
の
意
味
は
、
王
事
―
王
土
王
民
思
想
―

公
権
力
支
配
を
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
父
母
を
養
え
な
い
ほ
ど
労
役
が
多
い
こ
と
を

怨
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
私
的
家
族
生
活
を
営
む
困
難
性
を
批
判
し
て
い
る
、
と
言
う
。 

こ
の
よ
う
な
孟
子
の
主
張
す
る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
の
並
存
と
い
う
二
元
的
支
配

思
想
は
、
韓
非
子
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
思
考
方
法
を
展
開
し
て
い
た
。 

韓
非
子
は
、
臣
下
の
舜
は
主
君
の
尭
の
土
地
を
奪
い
取
り
、
父
親
の
瞽
瞍
を
追
放
し
た
、

君
臣
上
下
の
仁
義
を
も
弁
え
な
い
輩
で
あ
り
、
国
家
と
家
族
の
上
下
秩
序
を
混
乱
さ
せ
た
元

凶
で
あ
り
、
賢
明
な
人
物
と
は
言
え
な
い
、
と
批
判
し
た
後
に
、 

「
・
・
・『
詩
経
』
に
は
「
広
い
天
の
お
お
う
と
こ
ろ
、
す
べ
て
が
王
の
土
地
で
あ
る
。
大

地
の
つ
づ
く
か
ぎ
り
、
す
べ
て
が
王
の
臣
下
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
し
ほ
ん
と
う

に
こ
の
詩
の
言
う
と
お
り
で
あ
る
な
ら
、
舜
は
外
で
は
自
分
の
主
君
を
臣
下
に
し
、
内
で
は

自
分
の
父
親
を
臣
下
に
し
て
、
母
親
を
下
婢
に
し
、
主
君
の
娘
を
妻
に
し
た
こ
と
に
な
る
。・
・
」

（
一
四
）
と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
「
王
土
王
民
」
思
想
が
正
し
い
な
ら
ば
、
舜
は
、
外
＝
国
家
制
度
下
で
は
主
君
の

尭
を
臣
下
に
し
て
、
内
＝
家
族
制
度
下
で
は
父
の
瞽
瞍
を
臣
下
に
は
出
来
な
い
筈
だ
。
し
か

し
そ
の
よ
う
な
非
行
を
し
た
の
で
あ
り
、『
詩
経
』
の
「
王
土
王
民
」
思
想
と
は
逆
の
行
動
を

し
た
と
述
べ
て
い
る
。
「
王
土
王
民
」
思
想
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
舜
の
非
行
を
責
め
て
い
る
。 

興
味
深
い
の
は
、「
王
土
王
民
」
思
想
に
つ
い
て
、
孟
子
は
斉
東
野
人
の
戯
言
だ
と
言
う
が

、
韓
非
子
は
自
己
主
張
の
正
当
化
の
武
器
に
し
て
い
る
。
全
く
逆
の
理
解
で
あ
り
、
孟
子
と

韓
非
子
は
、「
王
土
王
民
」
思
想
に
つ
い
て
も
「
対
の
思
想
」
関
係
に
あ
る
事
で
あ
る
。 

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
韓
非
子
は
、「
も
し
ほ
ん
と
う
に
こ
の
詩
の
言
う
と
お
り
で
あ
る

な
ら
」
（
原
文
は
「
信
若
詩
之
言
也
」
）
と
仮
定
形
で
述
べ
て
い
る
事
で
分
る
よ
う
に
、
王
権

に
よ
る
一
元
的
公
権
力
支
配
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
に
は
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
外
と
内
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
公
権
力
＝
国
家
制
度
と
と
も
に
、
私
権
力
支
配
＝
家
族
制
度
も
認
め

て
い
て
、
全
面
的
な
国
家
の
一
元
的
支
配
の
意
識
と
思
想
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
韓
非
子
は
、

国
家
と
家
族
と
い
う
、
外
と
内
＝
公
と
私
の
二
元
的
な
世
界
観
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、
孟
子
と
韓
非
子
が
引
用
し
た
『
詩
経
』（
「
小
雅
」・「
北
山
」
）
の
石
川
氏
の
通
訳

し
た
本
文
を
紹
介
し
て
、
本
当
の
『
詩
経
』
の
意
味
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
を

述
べ
て
、
そ
の
国
家
権
力
構
造
の
問
題
点
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。 

「
あ
の
北
方
の
山
に
登
り
、
枸
杞
の
葉
を
摘
み
取
と
る
。（
捧
げ
て
山
の
神
霊
に
申
し
上
げ

る
）
強
く
た
く
ま
し
い
私
は
（
群
臣
ら
と
共
に
）
朝
に
晩
に
王
命
に
従
う
。
王
の
征
役
は
休

む
（
間
も
）
な
く
（
続
き
、
故
郷
の
）
父
母
を
憂
え
さ
せ
（
心
配
さ
せ
）
る
。 

大
い
な
る
天
の
下
、
王
の
土
地
で
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
地
の
続
く
極
み
ま
で
も
、（
そ
こ

に
住
む
人
は
誰
一
人
と
し
て
）
王
の
臣
で
な
い
者
は
な
い
。（
な
の
に
王
が
）
大
夫
（
を
使
う

の
を
）
公
平
に
せ
ず
、
私
だ
け
が
王
命
に
よ
っ
て
（
多
く
の
役
を
与
え
ら
れ
）
独
り
苦
労
を

す
る
。 

四
頭
の
牝
馬
は
（
休
ま
ず
）
力
強
く
（
馳
せ
る
、
そ
の
よ
う
に
）
王
命
の
征
役
は
盛
ん
に

（
起
こ
る
）。
私
が
ま
だ
老
い
て
い
な
い
こ
と
を
よ
い
こ
と
に
し
、
私
が
ま
さ
に
さ
か
ん
に
な

る
こ
と
を
よ
い
こ
と
と
す
る
。（
私
の
）
体
力
が
ま
さ
に
剛
い
の
で
、
四
方
の
国
々
を
経
営
さ

せ
る
。
（
な
ぜ
私
独
り
が
王
命
に
よ
り
多
く
の
役
を
与
え
ら
れ
苦
労
す
る
の
か
。
） 

或
る
も
の
は
（
ゆ
っ
く
り
と
）
静
か
に
休
息
し
て
家
で
く
つ
ろ
ぎ
（
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る

の
に
）
、
或
る
も
の
は
憔
悴
し
て
国
事
に
仕
え
る
。
或
る
も
の
は
休
ん
で
寝
台
に
あ
お
む
き
に

寝
て
（
い
る
の
に
）
、
或
る
も
の
は
（
王
事
）
の
用
向
き
き
に
）
歩
く
こ
と
を
止
め
ず
（
忙
し

く
動
き
回
っ
て
い
る
）。 

或
る
も
の
は
（
安
楽
に
耽
っ
て
、
世
の
人
の
）
悲
痛
の
叫
び
声
を
聞
か
な
い
（
の
に
）
、
或

る
も
の
は
い
た
み
悲
し
ん
で
骨
を
折
り
苦
し
む
。 

或
る
も
の
は
く
つ
ろ
ぎ
休
み
（
気
ま
ま
に
）
寝
た
り
起
き
た
り
す
る
（
の
に
）
、
或
る
者
は

征
役
に
忙
し
く
苦
労
す
る
。 

或
る
も
の
は
楽
し
み
に
耽
っ
て
酒
を
飲
み
、
或
る
者
は
痛
み
悲
し
み
罪
を
（
受
け
な
い
か

と
）
畏
れ
る
。
或
る
も
の
は
（
暇
に
任
せ
て
朝
廷
に
）
出
入
り
し
（
そ
の
場
で
）
勝
手
気
ま

ま
に
（
口
先
だ
け
の
）
立
派
な
議
論
を
す
る
（
だ
け
な
の
に
）
或
る
も
の
は
何
で
も
や
ら
な

い
仕
事
は
無
く
苦
労
を
す
る
。
」
（
一
五
）
と
言
う
の
が
、「
西
山
」
の
詩
の
内
容
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
今
ま
で
何
の
断
り
も
な
く
、
王
権
＝
公
権
力
と
し
て
使
用
し
て
き
た
が
、
国
家

権
力
の
公
権
力
機
能
と
は
、
こ
の
『
詩
経
』
・
「
西
山
」
の
資
料
に
「
大
夫
不
均
」
と
表
現
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
王
権
の
政
治
が
天
下
人
民
に
公
平
で
あ
る
か
否
か
、
天
下
人
民
を
私
有

物
と
し
て
扱
わ
な
い
か
否
か
、
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
権
の
行
使
が
不
公

平
で
あ
れ
ば
、
王
権
が
私
権
力
機
能
に
な
る
の
で
あ
り
、
無
前
提
的
に
王
権
＝
公
権
力
機
能

と
し
て
、
考
え
た
て
使
用
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
一
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、
尭
か
ら
舜
へ
の
王
位
交
代
―
禅
譲
を
例
に
と
っ
て
説
明
し

て
み
た
い
。
司
馬
遷
は
、
舜
の
天
子
即
位
の
経
緯
に
つ
い
て
、 

「
前
々
か
ら
尭
は
、
子
の
丹
朱
が
不
才
で
天
下
を
授
け
る
に
足
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い

た
。
故
に
仮
に
方
便
と
し
て
、
天
下
の
政
を
舜
に
授
け
て
み
た
。
舜
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、

天
下
の
人
民
は
利
益
を
得
て
丹
朱
が
苦
し
む
だ
ろ
う
し
、
丹
朱
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下

の
人
民
は
苦
し
ん
で
丹
朱
は
利
益
を
得
る
だ
ろ
う
。
尭
は
「
ど
う
し
て
も
、
天
下
人
民
を
苦

し
め
て
、
一
人
を
利
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
っ
て
、
結
局
、
舜
に
天
下
を
譲
り

わ
た
し
た
。
し
か
し
尭
が
崩
じ
て
三
年
の
服
喪
が
終
る
と
、
舜
は
天
子
の
位
を
丹
朱
に
譲
ろ

う
と
し
て
、
南
河
の
南
の
地
に
居
住
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
諸
侯
の
朝
勤
す
る
も
の
は
、
丹
朱

の
も
と
へ
は
行
か
ず
に
、
舜
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
訴
訟
事
の
あ
る
も
の
は
、
丹
朱
の
も
と
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支
配
に
お
け
る
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
舜
の
父
の
瞽
瞍
と
弟

の
象
の
処
遇
に
対
す
る
孟
子
の
理
解
は
、
家
族
制
度
＝
私
権
力
で
の
保
護
で
あ
り
、
韓
非
子

の
理
解
は
、
国
家
＝
公
権
力
で
の
処
分
と
い
う
、
舜
の
瞽
瞍
と
象
と
い
う
親
族
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
全
く
正
反
対
の
理
解
を
す
る
―
「
対
の
思
想
」
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
こ
で
も
う
一
つ
重
要
な
事
実
は
、
天
子
で
あ
る
舜
自
身
は
、
父
の
瞽
瞍
と
弟
の

象
に
つ
い
て
、
公
権
力
支
配
で
の
処
分
と
私
権
力
支
配
で
の
保
護
と
い
う
、
全
く
自
己
矛
盾

し
た
正
反
対
の
「
対
の
行
動
」
を
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
の
二
つ
の
事
実
に
つ
い
て
、
孟
子
と
韓
非
子
は
、
舜
の
自
己
分
裂
し
た
二
つ
の

全
く
正
反
対
の
行
動
の
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
て
ー
孟
子
の
場
合
は
私
的
な
家
族
的
保

護
、
韓
非
子
の
場
合
は
公
的
な
国
家
的
処
分
―
、
自
己
の
思
想
的
展
開
の
理
論
武
装
の
手
段

と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
儒
教
と
法
家
の
政
治
理
論
は
全
く
噛
み
合
わ
ず
、
政
治
理
論
の
展
開
が
全
く

す
れ
違
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
儒
教
と
法
家
の
両
思
想
は
、
全
く
正
反
対
の
相
対
立
す

る
同
一
物
に
対
す
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 

三 

「
王
土
王
民
」
思
想
に
お
け
る
公
権
力
と
私
権
力 

 

と
こ
ろ
で
孟
子
の
場
合
に
は
、『
詩
経
』
の
王
土
王
民
思
想
を
記
載
し
た
字
句
を
全
面
的
に

排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
詩
経
』
の
意
味
を
文
面
通
り
に
解
釈
す
る
と
、
王
権
に

よ
る
人
民
と
土
地
へ
の
一
元
的
支
配
体
制
と
な
り
、
国
家
的
な
土
地
所
有
制
と
人
民
所
有
制

―
王
権
へ
の
土
地
と
人
民
の
全
般
的
な
隷
属
性
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。 

こ
れ
で
は
、
公
権
力
支
配
＝
国
土
制
度
と
私
権
力
支
配
＝
家
産
制
度
、
つ
ま
り
国
家
的
土

地
所
有
制
と
私
的
土
地
所
有
制
の
併
存
性
と
い
う
、
儒
教
の
二
元
的
統
治
体
制
―
「
対
の
思

想
」
が
、
論
理
的
に
破
綻
し
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。 

孟
子
に
よ
れ
ば
、
『
詩
経
』
（
「
小
雅
」
・
「
北
山
」
）
の
意
味
は
、
王
事
―
王
土
王
民
思
想
―

公
権
力
支
配
を
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
父
母
を
養
え
な
い
ほ
ど
労
役
が
多
い
こ
と
を

怨
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
私
的
家
族
生
活
を
営
む
困
難
性
を
批
判
し
て
い
る
、
と
言
う
。 

こ
の
よ
う
な
孟
子
の
主
張
す
る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
の
並
存
と
い
う
二
元
的
支
配

思
想
は
、
韓
非
子
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
思
考
方
法
を
展
開
し
て
い
た
。 

韓
非
子
は
、
臣
下
の
舜
は
主
君
の
尭
の
土
地
を
奪
い
取
り
、
父
親
の
瞽
瞍
を
追
放
し
た
、

君
臣
上
下
の
仁
義
を
も
弁
え
な
い
輩
で
あ
り
、
国
家
と
家
族
の
上
下
秩
序
を
混
乱
さ
せ
た
元

凶
で
あ
り
、
賢
明
な
人
物
と
は
言
え
な
い
、
と
批
判
し
た
後
に
、 

「
・
・
・『
詩
経
』
に
は
「
広
い
天
の
お
お
う
と
こ
ろ
、
す
べ
て
が
王
の
土
地
で
あ
る
。
大

地
の
つ
づ
く
か
ぎ
り
、
す
べ
て
が
王
の
臣
下
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
し
ほ
ん
と
う

に
こ
の
詩
の
言
う
と
お
り
で
あ
る
な
ら
、
舜
は
外
で
は
自
分
の
主
君
を
臣
下
に
し
、
内
で
は

自
分
の
父
親
を
臣
下
に
し
て
、
母
親
を
下
婢
に
し
、
主
君
の
娘
を
妻
に
し
た
こ
と
に
な
る
。・
・
」

（
一
四
）
と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
「
王
土
王
民
」
思
想
が
正
し
い
な
ら
ば
、
舜
は
、
外
＝
国
家
制
度
下
で
は
主
君
の

尭
を
臣
下
に
し
て
、
内
＝
家
族
制
度
下
で
は
父
の
瞽
瞍
を
臣
下
に
は
出
来
な
い
筈
だ
。
し
か

し
そ
の
よ
う
な
非
行
を
し
た
の
で
あ
り
、『
詩
経
』
の
「
王
土
王
民
」
思
想
と
は
逆
の
行
動
を

し
た
と
述
べ
て
い
る
。
「
王
土
王
民
」
思
想
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
舜
の
非
行
を
責
め
て
い
る
。 

興
味
深
い
の
は
、「
王
土
王
民
」
思
想
に
つ
い
て
、
孟
子
は
斉
東
野
人
の
戯
言
だ
と
言
う
が

、
韓
非
子
は
自
己
主
張
の
正
当
化
の
武
器
に
し
て
い
る
。
全
く
逆
の
理
解
で
あ
り
、
孟
子
と

韓
非
子
は
、「
王
土
王
民
」
思
想
に
つ
い
て
も
「
対
の
思
想
」
関
係
に
あ
る
事
で
あ
る
。 

そ
れ
は
兎
も
角
と
し
て
、
韓
非
子
は
、「
も
し
ほ
ん
と
う
に
こ
の
詩
の
言
う
と
お
り
で
あ
る

な
ら
」
（
原
文
は
「
信
若
詩
之
言
也
」
）
と
仮
定
形
で
述
べ
て
い
る
事
で
分
る
よ
う
に
、
王
権

に
よ
る
一
元
的
公
権
力
支
配
＝
「
王
土
王
民
」
思
想
に
は
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
外
と
内
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
公
権
力
＝
国
家
制
度
と
と
も
に
、
私
権
力
支
配
＝
家
族
制
度
も
認
め

て
い
て
、
全
面
的
な
国
家
の
一
元
的
支
配
の
意
識
と
思
想
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
韓
非
子
は
、

国
家
と
家
族
と
い
う
、
外
と
内
＝
公
と
私
の
二
元
的
な
世
界
観
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
、
孟
子
と
韓
非
子
が
引
用
し
た
『
詩
経
』（
「
小
雅
」・「
北
山
」
）
の
石
川
氏
の
通
訳

し
た
本
文
を
紹
介
し
て
、
本
当
の
『
詩
経
』
の
意
味
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
を

述
べ
て
、
そ
の
国
家
権
力
構
造
の
問
題
点
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。 

「
あ
の
北
方
の
山
に
登
り
、
枸
杞
の
葉
を
摘
み
取
と
る
。（
捧
げ
て
山
の
神
霊
に
申
し
上
げ

る
）
強
く
た
く
ま
し
い
私
は
（
群
臣
ら
と
共
に
）
朝
に
晩
に
王
命
に
従
う
。
王
の
征
役
は
休

む
（
間
も
）
な
く
（
続
き
、
故
郷
の
）
父
母
を
憂
え
さ
せ
（
心
配
さ
せ
）
る
。 

大
い
な
る
天
の
下
、
王
の
土
地
で
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
地
の
続
く
極
み
ま
で
も
、（
そ
こ

に
住
む
人
は
誰
一
人
と
し
て
）
王
の
臣
で
な
い
者
は
な
い
。（
な
の
に
王
が
）
大
夫
（
を
使
う

の
を
）
公
平
に
せ
ず
、
私
だ
け
が
王
命
に
よ
っ
て
（
多
く
の
役
を
与
え
ら
れ
）
独
り
苦
労
を

す
る
。 

四
頭
の
牝
馬
は
（
休
ま
ず
）
力
強
く
（
馳
せ
る
、
そ
の
よ
う
に
）
王
命
の
征
役
は
盛
ん
に

（
起
こ
る
）。
私
が
ま
だ
老
い
て
い
な
い
こ
と
を
よ
い
こ
と
に
し
、
私
が
ま
さ
に
さ
か
ん
に
な

る
こ
と
を
よ
い
こ
と
と
す
る
。（
私
の
）
体
力
が
ま
さ
に
剛
い
の
で
、
四
方
の
国
々
を
経
営
さ

せ
る
。
（
な
ぜ
私
独
り
が
王
命
に
よ
り
多
く
の
役
を
与
え
ら
れ
苦
労
す
る
の
か
。
） 

或
る
も
の
は
（
ゆ
っ
く
り
と
）
静
か
に
休
息
し
て
家
で
く
つ
ろ
ぎ
（
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る

の
に
）
、
或
る
も
の
は
憔
悴
し
て
国
事
に
仕
え
る
。
或
る
も
の
は
休
ん
で
寝
台
に
あ
お
む
き
に

寝
て
（
い
る
の
に
）
、
或
る
も
の
は
（
王
事
）
の
用
向
き
き
に
）
歩
く
こ
と
を
止
め
ず
（
忙
し

く
動
き
回
っ
て
い
る
）。 

或
る
も
の
は
（
安
楽
に
耽
っ
て
、
世
の
人
の
）
悲
痛
の
叫
び
声
を
聞
か
な
い
（
の
に
）
、
或

る
も
の
は
い
た
み
悲
し
ん
で
骨
を
折
り
苦
し
む
。 

或
る
も
の
は
く
つ
ろ
ぎ
休
み
（
気
ま
ま
に
）
寝
た
り
起
き
た
り
す
る
（
の
に
）
、
或
る
者
は

征
役
に
忙
し
く
苦
労
す
る
。 

或
る
も
の
は
楽
し
み
に
耽
っ
て
酒
を
飲
み
、
或
る
者
は
痛
み
悲
し
み
罪
を
（
受
け
な
い
か

と
）
畏
れ
る
。
或
る
も
の
は
（
暇
に
任
せ
て
朝
廷
に
）
出
入
り
し
（
そ
の
場
で
）
勝
手
気
ま

ま
に
（
口
先
だ
け
の
）
立
派
な
議
論
を
す
る
（
だ
け
な
の
に
）
或
る
も
の
は
何
で
も
や
ら
な

い
仕
事
は
無
く
苦
労
を
す
る
。
」
（
一
五
）
と
言
う
の
が
、「
西
山
」
の
詩
の
内
容
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
今
ま
で
何
の
断
り
も
な
く
、
王
権
＝
公
権
力
と
し
て
使
用
し
て
き
た
が
、
国
家

権
力
の
公
権
力
機
能
と
は
、
こ
の
『
詩
経
』
・
「
西
山
」
の
資
料
に
「
大
夫
不
均
」
と
表
現
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
王
権
の
政
治
が
天
下
人
民
に
公
平
で
あ
る
か
否
か
、
天
下
人
民
を
私
有

物
と
し
て
扱
わ
な
い
か
否
か
、
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
王
権
の
行
使
が
不
公

平
で
あ
れ
ば
、
王
権
が
私
権
力
機
能
に
な
る
の
で
あ
り
、
無
前
提
的
に
王
権
＝
公
権
力
機
能

と
し
て
、
考
え
た
て
使
用
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
一
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、
尭
か
ら
舜
へ
の
王
位
交
代
―
禅
譲
を
例
に
と
っ
て
説
明
し

て
み
た
い
。
司
馬
遷
は
、
舜
の
天
子
即
位
の
経
緯
に
つ
い
て
、 

「
前
々
か
ら
尭
は
、
子
の
丹
朱
が
不
才
で
天
下
を
授
け
る
に
足
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い

た
。
故
に
仮
に
方
便
と
し
て
、
天
下
の
政
を
舜
に
授
け
て
み
た
。
舜
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、

天
下
の
人
民
は
利
益
を
得
て
丹
朱
が
苦
し
む
だ
ろ
う
し
、
丹
朱
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下

の
人
民
は
苦
し
ん
で
丹
朱
は
利
益
を
得
る
だ
ろ
う
。
尭
は
「
ど
う
し
て
も
、
天
下
人
民
を
苦

し
め
て
、
一
人
を
利
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
っ
て
、
結
局
、
舜
に
天
下
を
譲
り

わ
た
し
た
。
し
か
し
尭
が
崩
じ
て
三
年
の
服
喪
が
終
る
と
、
舜
は
天
子
の
位
を
丹
朱
に
譲
ろ

う
と
し
て
、
南
河
の
南
の
地
に
居
住
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
諸
侯
の
朝
勤
す
る
も
の
は
、
丹
朱

の
も
と
へ
は
行
か
ず
に
、
舜
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
訴
訟
事
の
あ
る
も
の
は
、
丹
朱
の
も
と
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は
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
は
、
自
分
の
心
で
作
者
の
真
意
を
よ
く
酌
み
と
っ
て
説
い
て
こ
そ
、
は

じ
め
て
詩
が
分
る
と
い
う
も
の
だ
。・
・
・
い
っ
た
い
孝
子
の
極
致
は
、
そ
の
親
を
尊
ぶ
よ
り

も
大
な
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
親
を
尊
ぶ
こ
と
の
極
致
は
、
天
下
の
富
を
傾
け
て
親
に
孝
養

を
つ
く
す
よ
り
も
大
な
る
も
の
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
舜
は
瞽
瞍
を
天
下
の
父
に
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
尊
ぶ
こ
と
の
極
致
で
あ
る
し
、
ま
た
天
下
の
富
を
傾
け
て
瞽
瞍
に
孝
養
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
孝
養
の
極
致
で
あ
る
。
詩
経
に
『
永
遠
に
偉
大
で
あ
る
わ
い
孝
道
は
。
た
だ

ひ
た
す
ら
こ
の
孝
道
に
則
る
こ
と
だ
』
と
あ
る
の
は
、
こ
の
舜
の
よ
う
な
孝
子
の
行
い
を
い

っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
書
経
に
も
『
舜
は
平
生
子
と
し
て
の
つ
と
め
を
よ
く
果
た
し
、
父

の
瞽
瞍
の
前
に
で
れ
ば
、
常
に
か
し
こ
ま
っ
て
恐
れ
慎
ん
だ
の
で
、
さ
す
が
の
瞽
瞍
も
つ
い

に
そ
の
真
心
に
打
た
れ
て
心
か
ら
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
あ
る
が
、
舜
は
実
に
こ
の
よ

う
な
孝
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
『
父
で
も
子
供
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な

い
』
な
ど
と
、
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
」(

一
二)

と
、
孟
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

 

舜
の
天
子
即
位
に
際
し
て
、
王
土
王
民
思
想
＝
公
権
力
支
配
を
理
論
的
に
考
え
れ
ば
、
舜

が
天
子
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
間
に
は
、
君
臣
関
係
＝
主
従
関
係
が
成
立
し

て
、
父
親
の
瞽
瞍
も
臣
下
の
礼
を
と
る
の
が
、
当
然
な
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
王
権
＝
国
家
社
会
の
唯
一
的
存
在
に
対
し
て
反
発
し
て
、
親
子
の
肉
親
の
愛
情
の

大
切
さ
を
主
張
し
て
、
家
族
制
度
の
存
在
や
家
族
内
の
父
子
の
上
下
関
係
を
重
視
す
る
儒
者

の
孟
子
に
は
、
家
族
制
度
秩
序
の
安
定
的
維
持
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
父
親

の
瞽
瞍
や
他
の
家
族
ま
で
も
公
権
力
支
配
下
＝
王
土
王
民
思
想
内
に
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う

気
持
ち
は
さ
ら
さ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

舜
の
父
親
・
瞽
瞍
は
、
王
土
王
民
思
想
―
王
権
に
よ
る
公
権
力
支
配
か
ら
除
外
さ
れ
た
存

在
―
で
あ
り
、『
詩
経
』
の
「
西
山
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
王
事
に
扱
き
使
わ
れ
て

怨
み
嘆
く
大
夫
と
異
な
り
、
傍
観
者
的
な
外
部
的
な
存
在
な
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
舜
の
父
親
・
瞽
瞍
は
、
舜
に
よ
っ
て
公
権
力
が
貫
徹
し
な
い
私
権
力
支
配
＝
家
族

制
度
下
に
厚
く
保
護
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
舜
が
父
親
の
瞽
瞍
に
孝
養
を
尽
す
た

め
に
、
公
権
力
下
の
全
資
産
を
私
用
に
悪
用
―
「
滅
公
奉
私
」
し
て
、
瞽
瞍
が
初
め
て
舜
を

信
用
し
て
父
子
の
家
族
秩
序
が
成
立
し
た
と
言
う
。 

だ
か
ら
舜
は
全
中
国
を
家
産
視
し
た
の
で
あ
り
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
関
係
は
、
父
子
間
の
上

下
関
係
が
成
立
す
る
家
族
制
度
＝
私
権
力
支
配
下
で
生
活
し
て
い
る
人
間
関
係
な
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
孟
子
の
『
詩
経
』
の
「
北
山
」
の
理
解
は
、「
詩
の
意
味
は
『
自
分
た
ち
の
仕
事
は

み
な
王
様
へ
の
奉
仕
に
は
違
い
な
い
が
、〔
王
様
の
領
土
は
広
く
、
王
様
の
臣
下
は
衆
の
に
〕
、

自
分
た
ち
だ
け
が
こ
ん
な
に
苦
労
ば
か
り
し
て
い
る
と
は
』
と
怨
み
事
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
」
と
言
う
よ
う
に
、
王
権
に
北
征
へ
の
労
役
に
扱
き
つ
か
れ
て
い
る
人
間
に
つ
い
て
の
公

権
力
支
配
と
、
王
権
に
扱
き
つ
か
れ
て
い
な
い
人
間
の
存
在
し
て
い
る
現
状
―
家
族
制
度
を

保
持
す
る
私
権
力
支
配
の
存
在
と
い
う
、
二
重
権
力
支
配
体
制
を
述
べ
た
内
容
な
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
舜
の
父
親
・
瞽
瞍
は
、
後
者
の
家
族
制
度
＝
私
権
力
下
に
温
存
さ
れ
て
父
子
の
上

下
関
係
の
下
に
存
在
す
る
、
と
い
う
思
考
方
法
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
こ
の
資
料
の
後
半
部
分
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
舜
と
瞽
瞍
と
の
親
子
関
係
に
お

い
て
、
舜
の
親
孝
行
を
説
明
す
る
た
め
に
、
舜
は
瞽
瞍
を
公
権
力
支
配
の
及
ば
な
い
私
権
力

支
配
下
＝
家
族
制
度
下
に
置
い
た
と
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
舜
の
親
孝
行
と
い
う

家
族
制
度
秩
序
の
維
持
を
強
調
し
て
説
明
す
る
た
め
に
、
言
っ
た
だ
け
で
あ
る
。 

 

儒
教
思
想
に
お
け
る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
と
い
う
、
二
重
権
力
構
造
的
な
支
配
理

論
は
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
よ
う
な
親
子
関
係
や
家
族
関
係
に
ま
で
も
勿
論
、
貫
徹
し
て
い
る
。

そ
の
証
拠
の
一
つ
目
の
事
例
は
、
注
（
六
）
で
、
瞽
瞍
が
も
し
殺
人
罪
を
犯
し
た
場
合
、
舜

は
公
法
的
な
対
応
方
法
を
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
、
孟
子
の
発
言
で
示
し
た
。 

 

二
つ
目
の
証
拠
は
、
こ
の
資
料
の
終
わ
り
に
お
い
て
孟
子
は
、「
と
こ
ろ
で
、
舜
は
瞽
瞍
を

天
下
の
父
に
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
尊
ぶ
こ
と
の
極
致
で
あ
る
し
、
ま
た
天
下
の
富
を
傾
け

て
瞽
瞍
に
孝
養
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
孝
養
の
極
致
で
あ
る
。
」
と
、
舜
は
瞽
瞍
を
天
下
の
父

に
し
た
の
で
あ
り
、
尊
ぶ
こ
と
の
極
致
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

 

孟
子
は
、
舜
の
父
親
の
瞽
瞍
を
、
新
天
子
・
舜
の
上
に
立
つ
天
下
の
父
―
公
権
力
の
代
表

者
―
と
し
て
の
認
識
を
も
持
っ
て
お
り
、
舜
を
父
親
の
た
め
に
た
だ
単
に
公
的
資
産
を
私
的

流
用
し
た
私
権
力
行
使
者
の
み
と
は
捉
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
舜
が
天
子
で
あ
る
場
合
の
国
家
権
力
構
造
を
図
式
す
れ
ば
、
天
下
の
父(

瞽
瞍) 

 

→
天
子(

舜)

→
百
官
→
人
民
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
権
力
図
式
に
お
い
て
、
上
は
瞽
瞍 

 

か
ら
下
は
人
民
に
ま
で
公
権
力
（
国
家
制
度
）
と
私
権
力
（
家
族
制
度
）
が
直
線
的
に
複
合

し
て
貫
徹
す
る
と
、
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
平
民
出
身
の
舜
と
瞽
瞍

と
の
公
私
に
わ
た
る
矛
盾
関
係
が
解
決
で
き
る
の
で
あ
る
。 

実
際
の
歴
史
上
の
史
実
に
お
い
て
、
右
の
父
親
の
瞽
瞍
と
子
供
の
舜
の
事
例
の
図
式
が
適

応
さ
れ
る
代
表
例
は
、
舜
と
同
じ
く
一
介
の
平
民
よ
り
皇
帝
に
ま
で
上
り
詰
め
た
漢
の
劉
邦

と
父
親
の
劉
大
公
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
司
馬
遷
は
、
劉
邦
が
父
親
の
存
命
中
に
太
上
皇
の

尊
号
を
与
え
た
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
言
っ
て
い
る
。 

「
漢
の
六
年
と
な
っ
た
。
高
祖
は
五
日
に
一
度
は
父
君
に
御
目
通
り
し
て
挨
拶
す
る 

 
 

こ
と
は
、
一
般
家
人
の
父
と
子
の
礼
義
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
太
公
に
仕
え
る
執
事
が
い
う
に

は
、「
天
に
二
つ
の
太
陽
は
な
く
、
地
に
二
人
の
王
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
、
皇
帝
は
子
で
は

あ
り
ま
す
が
、
万
民
の
主
で
あ
り
ま
す
。
太
公
は
父
で
あ
っ
て
も
人
臣
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

し
て
、
人
主
に
人
臣
を
礼
拝
さ
せ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
な
さ
い
ま
す
と
、
皇

帝
の
重
厚
な
権
威
は
天
下
に
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
」
と
、
し
ご
く
も
っ
と
も
な
忠
告
を
し

た
。
そ
の
後
、
皇
帝
が
伺
候
さ
れ
る
と
、
大
公
は
竹
箒
を
も
っ
て
道
路
を
払
い
、
門
に
迎
え
、

後
ず
さ
り
し
て
敬
意
を
表
し
た
。
高
祖
は
大
い
に
驚
き
、
車
か
ら
飛
び
下
り
て
大
公
を
さ
さ

え
た
。
太
公
は
い
っ
た
、「
皇
帝
は
万
民
の
人
主
で
す
。
ど
う
し
て
、
わ
た
し
が
父
だ
か
ら
と

て
、
天
下
の
法
を
乱
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。
高
祖
は
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
。
父
す
な
わ
ち
太
公
を
尊
ん
で
、
太
上
皇
の
尊
号
を
上
っ
て
、
ま
す
ま
す
子
と
し
て
の

礼
を
尽
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
心
中
に
家
令
の
い
っ
た
言
を
よ
み
し
て
、
褒
美
と
し
て
百
斤
を 

与
え
た
。
」(

一
三
）
と
、
司
馬
遷
は
記
述
し
て
い
る
。 

「
天
に
二
つ
の
太
陽
は
な
く
、
地
に
二
人
の
王
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
の
は
、
孔
子
の

言
葉
で
あ
る
。
劉
邦
は
、
父
親
の
太
公
と
子
の
親
子
の
上
下
関
係
と
、
万
民
の
主
で
あ
る
皇

帝
と
人
臣
の
父
親
と
の
矛
盾
関
係
を
解
決
す
る
た
め
に
、
太
公
に
太
上
皇
の
尊
号
を
奉
り
、

皇
帝
と
人
民
と
の
国
家
権
力
関
係
＝
公
権
力
と
、
親
子
の
上
下
関
係
＝
私
権
力
と
の
間
に
存

在
す
る
自
己
矛
盾
す
る
溝
を
埋
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
太
上
皇(

父
親)

→
皇
帝(

劉
邦)

→
百
官
→
人
民
と
い
う
図
式
が
成
立
し
て
、
国
家
＝
公
権
力
と
家
族
＝
私
権
力
と
い
う
、
二

重
権
力
の
支
配
構
造
が
、
お
互
い
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
上
は
太
上
皇
か
ら
下
は
人
民
に

ま
で
直
線
的
に
複
合
し
て
貫
徹
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
孟
子
と
韓
非
子
の
主
張
の
結
論
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
儒

家
と
法
家
の
両
者
は
、
忠
孝
に
つ
い
て
ー
家
族
制
度
と
王
土
王
民
思
想
―
に
は
、
同
様
の
理

解
を
し
て
い
る
共
通
点
が
存
在
し
て
い
る
一
方
で
、
他
方
で
は
全
く
異
な
る
解
釈
を
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
根
本
的
な
相
違
点
が
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

両
思
想
の
共
通
点
と
は
、
王
権
の
支
配
＝
公
権
力
と
、
家
族
制
度
の
保
持
＝
私
権
力
支
配

と
い
う
、
国
家
権
力
と
家
族
権
力
の
二
重
権
力
支
配
体
制
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
両
思
想
の
相
違
点
と
は
、
孟
子
は
、
舜
は
父
の
瞽
瞍
と
弟
の
象
を
公
権
力
外
の
家
族

制
度
の
保
護
下
に
置
き
、
両
者
を
厚
遇
し
た
と
い
う
。
し
か
し
韓
非
子
は
、
舜
は
父
の
瞽
瞍

と
弟
の
象
を
公
権
力
下
に
置
き
両
者
を
処
分
し
た
、
舜
は
不
孝
者
と
い
う
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
孟
子
も
韓
非
子
も
共
通
し
て
、
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
と
い
う
、
政
治
権
力
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は
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
は
、
自
分
の
心
で
作
者
の
真
意
を
よ
く
酌
み
と
っ
て
説
い
て
こ
そ
、
は

じ
め
て
詩
が
分
る
と
い
う
も
の
だ
。・
・
・
い
っ
た
い
孝
子
の
極
致
は
、
そ
の
親
を
尊
ぶ
よ
り

も
大
な
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
親
を
尊
ぶ
こ
と
の
極
致
は
、
天
下
の
富
を
傾
け
て
親
に
孝
養

を
つ
く
す
よ
り
も
大
な
る
も
の
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
舜
は
瞽
瞍
を
天
下
の
父
に
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
尊
ぶ
こ
と
の
極
致
で
あ
る
し
、
ま
た
天
下
の
富
を
傾
け
て
瞽
瞍
に
孝
養
し
た
の

で
あ
る
か
ら
、
孝
養
の
極
致
で
あ
る
。
詩
経
に
『
永
遠
に
偉
大
で
あ
る
わ
い
孝
道
は
。
た
だ

ひ
た
す
ら
こ
の
孝
道
に
則
る
こ
と
だ
』
と
あ
る
の
は
、
こ
の
舜
の
よ
う
な
孝
子
の
行
い
を
い

っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
書
経
に
も
『
舜
は
平
生
子
と
し
て
の
つ
と
め
を
よ
く
果
た
し
、
父

の
瞽
瞍
の
前
に
で
れ
ば
、
常
に
か
し
こ
ま
っ
て
恐
れ
慎
ん
だ
の
で
、
さ
す
が
の
瞽
瞍
も
つ
い

に
そ
の
真
心
に
打
た
れ
て
心
か
ら
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と
あ
る
が
、
舜
は
実
に
こ
の
よ

う
な
孝
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
『
父
で
も
子
供
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な

い
』
な
ど
と
、
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
」(

一
二)
と
、
孟
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

 

舜
の
天
子
即
位
に
際
し
て
、
王
土
王
民
思
想
＝
公
権
力
支
配
を
理
論
的
に
考
え
れ
ば
、
舜

が
天
子
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
間
に
は
、
君
臣
関
係
＝
主
従
関
係
が
成
立
し

て
、
父
親
の
瞽
瞍
も
臣
下
の
礼
を
と
る
の
が
、
当
然
な
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
王
権
＝
国
家
社
会
の
唯
一
的
存
在
に
対
し
て
反
発
し
て
、
親
子
の
肉
親
の
愛
情
の

大
切
さ
を
主
張
し
て
、
家
族
制
度
の
存
在
や
家
族
内
の
父
子
の
上
下
関
係
を
重
視
す
る
儒
者

の
孟
子
に
は
、
家
族
制
度
秩
序
の
安
定
的
維
持
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
父
親

の
瞽
瞍
や
他
の
家
族
ま
で
も
公
権
力
支
配
下
＝
王
土
王
民
思
想
内
に
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う

気
持
ち
は
さ
ら
さ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

舜
の
父
親
・
瞽
瞍
は
、
王
土
王
民
思
想
―
王
権
に
よ
る
公
権
力
支
配
か
ら
除
外
さ
れ
た
存

在
―
で
あ
り
、『
詩
経
』
の
「
西
山
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
王
事
に
扱
き
使
わ
れ
て

怨
み
嘆
く
大
夫
と
異
な
り
、
傍
観
者
的
な
外
部
的
な
存
在
な
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
舜
の
父
親
・
瞽
瞍
は
、
舜
に
よ
っ
て
公
権
力
が
貫
徹
し
な
い
私
権
力
支
配
＝
家
族

制
度
下
に
厚
く
保
護
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
舜
が
父
親
の
瞽
瞍
に
孝
養
を
尽
す
た

め
に
、
公
権
力
下
の
全
資
産
を
私
用
に
悪
用
―
「
滅
公
奉
私
」
し
て
、
瞽
瞍
が
初
め
て
舜
を

信
用
し
て
父
子
の
家
族
秩
序
が
成
立
し
た
と
言
う
。 

だ
か
ら
舜
は
全
中
国
を
家
産
視
し
た
の
で
あ
り
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
関
係
は
、
父
子
間
の
上

下
関
係
が
成
立
す
る
家
族
制
度
＝
私
権
力
支
配
下
で
生
活
し
て
い
る
人
間
関
係
な
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
孟
子
の
『
詩
経
』
の
「
北
山
」
の
理
解
は
、「
詩
の
意
味
は
『
自
分
た
ち
の
仕
事
は

み
な
王
様
へ
の
奉
仕
に
は
違
い
な
い
が
、〔
王
様
の
領
土
は
広
く
、
王
様
の
臣
下
は
衆
の
に
〕
、

自
分
た
ち
だ
け
が
こ
ん
な
に
苦
労
ば
か
り
し
て
い
る
と
は
』
と
怨
み
事
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
」
と
言
う
よ
う
に
、
王
権
に
北
征
へ
の
労
役
に
扱
き
つ
か
れ
て
い
る
人
間
に
つ
い
て
の
公

権
力
支
配
と
、
王
権
に
扱
き
つ
か
れ
て
い
な
い
人
間
の
存
在
し
て
い
る
現
状
―
家
族
制
度
を

保
持
す
る
私
権
力
支
配
の
存
在
と
い
う
、
二
重
権
力
支
配
体
制
を
述
べ
た
内
容
な
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
舜
の
父
親
・
瞽
瞍
は
、
後
者
の
家
族
制
度
＝
私
権
力
下
に
温
存
さ
れ
て
父
子
の
上

下
関
係
の
下
に
存
在
す
る
、
と
い
う
思
考
方
法
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
こ
の
資
料
の
後
半
部
分
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
舜
と
瞽
瞍
と
の
親
子
関
係
に
お

い
て
、
舜
の
親
孝
行
を
説
明
す
る
た
め
に
、
舜
は
瞽
瞍
を
公
権
力
支
配
の
及
ば
な
い
私
権
力

支
配
下
＝
家
族
制
度
下
に
置
い
た
と
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
舜
の
親
孝
行
と
い
う

家
族
制
度
秩
序
の
維
持
を
強
調
し
て
説
明
す
る
た
め
に
、
言
っ
た
だ
け
で
あ
る
。 

 

儒
教
思
想
に
お
け
る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
と
い
う
、
二
重
権
力
構
造
的
な
支
配
理

論
は
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
よ
う
な
親
子
関
係
や
家
族
関
係
に
ま
で
も
勿
論
、
貫
徹
し
て
い
る
。

そ
の
証
拠
の
一
つ
目
の
事
例
は
、
注
（
六
）
で
、
瞽
瞍
が
も
し
殺
人
罪
を
犯
し
た
場
合
、
舜

は
公
法
的
な
対
応
方
法
を
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
、
孟
子
の
発
言
で
示
し
た
。 

 

二
つ
目
の
証
拠
は
、
こ
の
資
料
の
終
わ
り
に
お
い
て
孟
子
は
、「
と
こ
ろ
で
、
舜
は
瞽
瞍
を

天
下
の
父
に
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
尊
ぶ
こ
と
の
極
致
で
あ
る
し
、
ま
た
天
下
の
富
を
傾
け

て
瞽
瞍
に
孝
養
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
孝
養
の
極
致
で
あ
る
。
」
と
、
舜
は
瞽
瞍
を
天
下
の
父

に
し
た
の
で
あ
り
、
尊
ぶ
こ
と
の
極
致
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

 

孟
子
は
、
舜
の
父
親
の
瞽
瞍
を
、
新
天
子
・
舜
の
上
に
立
つ
天
下
の
父
―
公
権
力
の
代
表

者
―
と
し
て
の
認
識
を
も
持
っ
て
お
り
、
舜
を
父
親
の
た
め
に
た
だ
単
に
公
的
資
産
を
私
的

流
用
し
た
私
権
力
行
使
者
の
み
と
は
捉
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
舜
が
天
子
で
あ
る
場
合
の
国
家
権
力
構
造
を
図
式
す
れ
ば
、
天
下
の
父(

瞽
瞍) 

 

→
天
子(

舜)

→
百
官
→
人
民
と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
権
力
図
式
に
お
い
て
、
上
は
瞽
瞍 

 

か
ら
下
は
人
民
に
ま
で
公
権
力
（
国
家
制
度
）
と
私
権
力
（
家
族
制
度
）
が
直
線
的
に
複
合

し
て
貫
徹
す
る
と
、
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
平
民
出
身
の
舜
と
瞽
瞍

と
の
公
私
に
わ
た
る
矛
盾
関
係
が
解
決
で
き
る
の
で
あ
る
。 

実
際
の
歴
史
上
の
史
実
に
お
い
て
、
右
の
父
親
の
瞽
瞍
と
子
供
の
舜
の
事
例
の
図
式
が
適

応
さ
れ
る
代
表
例
は
、
舜
と
同
じ
く
一
介
の
平
民
よ
り
皇
帝
に
ま
で
上
り
詰
め
た
漢
の
劉
邦

と
父
親
の
劉
大
公
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
司
馬
遷
は
、
劉
邦
が
父
親
の
存
命
中
に
太
上
皇
の

尊
号
を
与
え
た
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
言
っ
て
い
る
。 

「
漢
の
六
年
と
な
っ
た
。
高
祖
は
五
日
に
一
度
は
父
君
に
御
目
通
り
し
て
挨
拶
す
る 

 
 

こ
と
は
、
一
般
家
人
の
父
と
子
の
礼
義
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
太
公
に
仕
え
る
執
事
が
い
う
に

は
、「
天
に
二
つ
の
太
陽
は
な
く
、
地
に
二
人
の
王
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
、
皇
帝
は
子
で
は

あ
り
ま
す
が
、
万
民
の
主
で
あ
り
ま
す
。
太
公
は
父
で
あ
っ
て
も
人
臣
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

し
て
、
人
主
に
人
臣
を
礼
拝
さ
せ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
な
さ
い
ま
す
と
、
皇

帝
の
重
厚
な
権
威
は
天
下
に
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
」
と
、
し
ご
く
も
っ
と
も
な
忠
告
を
し

た
。
そ
の
後
、
皇
帝
が
伺
候
さ
れ
る
と
、
大
公
は
竹
箒
を
も
っ
て
道
路
を
払
い
、
門
に
迎
え
、

後
ず
さ
り
し
て
敬
意
を
表
し
た
。
高
祖
は
大
い
に
驚
き
、
車
か
ら
飛
び
下
り
て
大
公
を
さ
さ

え
た
。
太
公
は
い
っ
た
、「
皇
帝
は
万
民
の
人
主
で
す
。
ど
う
し
て
、
わ
た
し
が
父
だ
か
ら
と

て
、
天
下
の
法
を
乱
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。
高
祖
は
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
。
父
す
な
わ
ち
太
公
を
尊
ん
で
、
太
上
皇
の
尊
号
を
上
っ
て
、
ま
す
ま
す
子
と
し
て
の

礼
を
尽
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
心
中
に
家
令
の
い
っ
た
言
を
よ
み
し
て
、
褒
美
と
し
て
百
斤
を 

与
え
た
。
」(

一
三
）
と
、
司
馬
遷
は
記
述
し
て
い
る
。 

「
天
に
二
つ
の
太
陽
は
な
く
、
地
に
二
人
の
王
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
の
は
、
孔
子
の

言
葉
で
あ
る
。
劉
邦
は
、
父
親
の
太
公
と
子
の
親
子
の
上
下
関
係
と
、
万
民
の
主
で
あ
る
皇

帝
と
人
臣
の
父
親
と
の
矛
盾
関
係
を
解
決
す
る
た
め
に
、
太
公
に
太
上
皇
の
尊
号
を
奉
り
、

皇
帝
と
人
民
と
の
国
家
権
力
関
係
＝
公
権
力
と
、
親
子
の
上
下
関
係
＝
私
権
力
と
の
間
に
存

在
す
る
自
己
矛
盾
す
る
溝
を
埋
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
太
上
皇(

父
親)

→
皇
帝(

劉
邦)

→
百
官
→
人
民
と
い
う
図
式
が
成
立
し
て
、
国
家
＝
公
権
力
と
家
族
＝
私
権
力
と
い
う
、
二

重
権
力
の
支
配
構
造
が
、
お
互
い
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
上
は
太
上
皇
か
ら
下
は
人
民
に

ま
で
直
線
的
に
複
合
し
て
貫
徹
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
孟
子
と
韓
非
子
の
主
張
の
結
論
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
儒

家
と
法
家
の
両
者
は
、
忠
孝
に
つ
い
て
ー
家
族
制
度
と
王
土
王
民
思
想
―
に
は
、
同
様
の
理

解
を
し
て
い
る
共
通
点
が
存
在
し
て
い
る
一
方
で
、
他
方
で
は
全
く
異
な
る
解
釈
を
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
根
本
的
な
相
違
点
が
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

両
思
想
の
共
通
点
と
は
、
王
権
の
支
配
＝
公
権
力
と
、
家
族
制
度
の
保
持
＝
私
権
力
支
配

と
い
う
、
国
家
権
力
と
家
族
権
力
の
二
重
権
力
支
配
体
制
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
両
思
想
の
相
違
点
と
は
、
孟
子
は
、
舜
は
父
の
瞽
瞍
と
弟
の
象
を
公
権
力
外
の
家
族

制
度
の
保
護
下
に
置
き
、
両
者
を
厚
遇
し
た
と
い
う
。
し
か
し
韓
非
子
は
、
舜
は
父
の
瞽
瞍

と
弟
の
象
を
公
権
力
下
に
置
き
両
者
を
処
分
し
た
、
舜
は
不
孝
者
と
い
う
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
孟
子
も
韓
非
子
も
共
通
し
て
、
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
と
い
う
、
政
治
権
力
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下
の
混
乱
を
ま
ね
く
妖
術
で
あ
る
。
瞽
瞍
は
舜
の
父
で
あ
っ
た
が
、
舜
は
そ
れ
を
追
放
し
、

象
は
舜
の
弟
で
あ
っ
た
が
、
舜
は
そ
れ
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
父
を
追
放
し
て
弟
を
殺
し
た

の
で
は
、
仁
者
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
帝
の
二
人
の
娘
を
妻
に
し
て
天
下
を
奪
い
と

っ
た
の
で
は
、
義
人
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
う
し
て
仁
も
義
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い

な
い
の
で
は
、
賢
明
と
も
言
え
な
い
。『
詩
経
』
に
は
「
広
い
天
の
お
お
う
と
こ
ろ
、
す
べ
て

が
王
の
土
地
で
あ
る
。
大
地
の
つ
づ
く
か
ぎ
り
、
す
べ
て
が
王
の
臣
下
で
あ
る
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
も
し
ほ
ん
と
う
に
こ
の
詩
の
言
う
と
お
り
で
あ
る
な
ら
、
舜
は
外
で
は
自
分
の
主

君
を
臣
下
に
し
、
内
で
は
自
分
の
父
親
を
臣
下
に
し
て
、
母
親
を
下
婢
に
し
、
主
君
の
娘
を

妻
に
し
た
こ
と
に
な
る
。・
・
・
彼
ら
は
す
べ
て
世
間
を
す
て
て
そ
れ
を
治
め
よ
う
と
は
し
な

い
者
で
あ
る
。
」(

一
一)

と
、
韓
非
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
と
韓
非
子
の
舜
に
対
す
る
「
忠
孝
」
解
釈
の
違
い
は
、
以
下
の
様
に
要
約
す
る
事
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

一
つ
に
は
、
国
家
制
度
と
家
族
制
度
の
認
識
の
違
い
で
あ
る
。
孟
子
は
、
尭
の
存
命
中
に

は
舜
は
天
子
に
即
位
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
家
族
道
徳
の
親
愛
の
情
か
ら
、

父
の
瞽
瞍
や
弟
の
象
を
公
権
力
の
支
配
外
に
置
き
、
厚
遇
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
韓

非
子
は
、
舜
は
父
の
瞽
瞍
を
追
放
し
て
、
弟
の
象
を
死
刑
に
し
て
、
家
族
の
両
者
を
冷
遇
し

て
、
公
権
力
支
配
下
に
置
き
処
分
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
両
者
は
真
っ
向
か
ら
正
反
対
の

解
釈
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
家
族
制
度
を
重
視
す
る
の
は
、
韓
非
子
で
も
同
様
な
の
で
あ
る
。 

二
つ
に
は
、『
詩
経
』「
小
雅
」
の
「
北
山
」
に
出
典
す
る
、「
普
天
の
下
、
王
土
に
あ
ら
ざ

る
は
な
く
、
卒
土
の
浜
、
王
臣
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
」
の
解
釈
論
で
あ
る
。
韓
非
子
は
、『
詩

経
』
の
文
面
に
あ
る
よ
う
に
文
面
通
り
に
字
句
通
り
解
釈
し
て
、
舜
は
父
の
瞽
瞍
と
弟
の
象

を
私
権
の
支
配
す
る
家
族
制
度
下
に
置
い
て
両
者
を
保
護
せ
ず
、
ま
た
尭
の
天
下
を
奪
っ
た

と
、
舜
の
不
忠
不
孝
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。 

で
は
、
韓
非
子
の
言
う
通
り
本
当
に
舜
は
、
尭
の
天
子
の
位
を
纂
奪
し
て
天
子
に
即
位
し

て
、
父
親
の
瞽
瞍
を
追
放
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
孟
子
の
反
駁
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。 

孟
子
は
、
尭
・
舜
の
禅
譲
説
話
と
、
舜
の
父
・
瞽
瞍
へ
の
処
遇
方
法
に
つ
い
て
、
門
人
の

咸
丘
蒙
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
孟
子
の
発
言
は
、
儒
教
思
想
に
お
け

る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
と
の
相
互
関
係
―
国
家
権
力
構
造
に
お
け
る
二
重
権
力
支
配

構
造
理
論
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
資
料
と
し
て
の
好
個
の
事
例
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。 

「
孟
子
の
門
人
の
咸
丘
蒙
が
た
ず
ね
た
。「
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
言
葉
に
『
徳
の
す

ぐ
れ
て
高
い
人
は
君
子
も
臣
下
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
ず
、
父
も
子
供
と
し
て
扱
う
こ
と

は
で
き
ぬ
。
』
さ
れ
ば
舜
が
南
面
し
て
天
子
の
位
に
つ
く
や
、
今
ま
で
天
子
で
あ
っ
た
尭
は
諸

侯
を
率
い
て
臣
下
の
礼
を
と
っ
て
北
面
し
て
拝
謁
し
、
瞽
瞍
も
ま
た
父
で
あ
り
な
が
ら
北
面

し
て
舜
に
拝
謁
し
た
。
舜
は
流
石
に
臣
下
の
礼
を
と
る
父
の
姿
を
見
て
、
恐
縮
し
て
居
た
た

ま
れ
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
を
孔
子
が
批
評
し
て
『
こ
の
時
ば
か
り
は
〔
君
臣
・
父

子
が
処
を
易
え
て
〕
、
天
下
の
人
倫
は
実
に
危
険
こ
の
上
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
』
と
い
わ
れ

た
、
と
の
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
い

や
い
や
、
こ
れ
は
君
子
の
言
葉
で
は
な
く
、
斉
の
東
の
鄙
の
分
ら
ず
屋
の
田
舎
者
の
た
わ
ご

と
だ
。
」
（
一
二
）
と
、
孟
子
は
答
え
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
門
人
の
咸
丘
蒙
の
質
問
、
つ
ま
り
舜
が
天
子
の
地
位
に
就
い
た

場
合
、
理
論
的
に
言
え
ば
、
有
徳
の
天
子
・
舜
―
公
権
力
の
代
表
者
―
の
前
に
は
、
先
の
天

子
・
尭
や
父
親
・
瞽
瞍
が
、
新
天
子
・
舜
の
前
に
北
面
し
て
跪
き
、
臣
下
の
礼
を
取
り
拝
謁

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
舜
と
尭
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
間
に
は
、
君
臣
関
係
や
主
従

関
係
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

新
天
子
・
舜
＝
公
権
力
支
配
者
に
は
、
先
の
聖
天
子
・
尭
で
あ
ろ
う
と
も
、
父
親
の
瞽
瞍

で
あ
ろ
う
と
も
臣
下
な
の
で
あ
り
、
ど
の
様
な
人
物
で
あ
ろ
う
と
例
外
は
許
さ
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
君
臣
関
係
が
成
立
す
る
理
論
に
は
、
一
応
、
孟
子
も
是
認
し
て
い
る
。
し
か
し
直

ち
に
孔
子
の
発
言
は
、
実
は
斉
東
野
人
の
戯
言
だ
と
一
蹴
す
る
の
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
を
事
実
と
し
て
認
め
て
し
ま
う
と
、
先
の
天
子
・
尭
と
臣
下
の
舜
と

の
君
臣
関
係
が
逆
転
し
て
し
ま
い
、
君
臣
の
義
が
成
立
た
ず
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
仁
孝
の
上
下

関
係
も
逆
転
し
て
、
瞽
瞍
が
臣
下
と
な
り
、
家
族
の
上
下
関
係
が
成
立
し
な
い
。
公
権
力
支

配
下
の
理
論
で
は
、
尭
と
舜
と
の
君
臣
関
係
や
舜
と
瞽
瞍
の
親
子
関
係
も
、
全
て
の
君
臣
・

父
子
の
上
下
関
係
が
逆
転
し
て
し
ま
う
結
果
に
陥
る
の
で
あ
る
。 

 

儒
教
に
と
り
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
、
大
騒
動
に
な
る
の
で
あ
り
、
孔
子
は
冷
や
汗
が
出

た
と
い
っ
て
い
る
の
も
無
理
が
な
い
。
儒
教
思
想
の
仁
義
と
い
う
、
最
も
大
切
な
道
徳
秩
序

が
成
立
し
な
く
な
る
。
孟
子
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
儒
教
モ
ラ
ル
を
顛
倒
さ
せ
て
、
崩
壊
さ

せ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
事
実
と
し
て
絶
対
に
是
認
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
孟
子
が
斉
東
野
人
の
嘘
八
百
の
戯
言
と
言
う
の
も
、
決
し
て
無
理
は
な
い
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的
な
反
論
方
法
を
駆
使
し
て
、
孟
子
は
こ
の
天
地
が
ひ
っ
く
り

返
る
よ
う
な
重
大
問
題
を
論
理
的
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
説
明
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
続
け

て
孟
子
は
、
門
人
の
咸
丘
蒙
に
言
う
。 

 

「
〔
尭
の
存
命
中
は
、
瞬
は
天
子
に
な
ら
な
か
っ
た
。
〕
尭
が
年
老
い
た
の
で
、
舜
は
摂
政

と
し
て
政
治
を
扱
っ
た
ま
で
だ
。
そ
の
証
拠
に
は
、
尭
典
に
も
『
舜
が
摂
政
と
な
っ
て
二
十

八
年
、
偉
大
な
尭
帝
は
つ
い
に
崩
御
さ
れ
た
。
百
官
は
あ
た
か
も
父
母
を
失
っ
た
か
の
よ
う

に
、
悲
し
ん
で
三
年
の
喪
に
服
し
、
ま
た
三
年
の
間
と
い
う
も
の
、
天
下
の
人
民
は
一
切
の

鳴
物
を
や
め
て
謹
慎
し
た
』
と
言
っ
て
お
る
の
で
あ
る
。
孔
子
も
『
天
に
二
つ
の
太
陽
は
な

く
、
民
に
二
人
の
天
子
は
な
い
』
と
い
わ
れ
た
が
、
も
し
舜
が
尭
の
死
ぬ
前
に
す
で
に
天
子

と
な
っ
て
い
て
、
尭
の
死
後
、
天
下
の
諸
侯
を
ひ
き
い
て
尭
の
た
め
に
三
年
の
喪
に
服
し
た

と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
尭
と
舜
と
、
二
人
の
天
子
が
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」
咸
丘
蒙

が
い
っ
た
。「
舜
が
尭
を
臣
下
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
生
の
お
話
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た

。
」
（
一
二
）
と
、
孟
子
に
答
え
て
い
る
。 

 

孟
子
は
、
尭
の
生
存
中
は
、
舜
は
摂
政
と
し
て
尭
の
政
治
を
補
佐
し
た
だ
け
で
、
天
子
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
う
。
従
っ
て
尭
と
舜
と
の
君
臣
関
係
は
逆
転
せ
ず
、
尭
と
舜
の
禅
譲

説
話
は
理
論
的
に
崩
壊
す
る
こ
と
な
く
、
儒
教
思
想
も
混
乱
せ
ず
安
泰
に
済
ん
だ
の
で
あ
る
。

 

 

 

そ
れ
で
は
舜
と
父
親
の
瞽
瞍
と
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
、
孟
子
は
ど
の
よ
う
に
し
て
門
下

の
咸
丘
蒙
に
説
明
し
よ
う
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
が
次
の
問
題
で
あ
る
。 

先
に
述
べ
た
韓
非
子
の
不
忠
不
孝
批
判
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
に
反
し
て
舜
の

忠
孝
を
持
ち
上
げ
て
主
張
す
る
孟
子
は
、『
詩
経
』
は
字
句
通
り
で
な
く
心
意
を
も
っ
て
解
釈

せ
よ
、
で
な
い
と
『
経
書
』
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。
続
け
て
孟
子
は
言
う
。 

「
孟
子
の
門
人
の
咸
丘
蒙
が
た
ず
ね
た
。
・
・
・
と
こ
ろ
で
、
詩
経
に
は
、
『
普
く
覆
う
大

空
の
下
は
、
天
子
の
領
土
で
な
い
処
は
な
く
、
大
地
の
つ
づ
く
果
て
ま
で
も
、
天
子
の
臣
下

で
な
い
も
の
は
な
い
』
と
あ
り
ま
す
。
さ
す
れ
ば
、
舜
が
天
子
と
な
っ
た
以
上
、
父
も
瞽
瞍

だ
け
が
ひ
と
り
臣
下
で
な
い
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
理
由
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
こ
の
詩
は
そ
う
い
う
意
味
の
も
の

で
は
な
い
。
〔
周
の
〕
幽
王
の
時
、
士
大
夫
が
な
が
く
王
事
（
征
戦
）
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
て
、

帰
っ
て
父
母
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
嘆
き
怨
ん
だ
も
の
で
、
詩
の
意
味
は
『
自
分
た

ち
の
仕
事
は
み
な
王
様
へ
の
奉
仕
に
は
違
い
な
い
が
、〔
王
様
の
領
土
は
広
く
、
王
様
の
臣
下

は
衆
の
に
〕
、
自
分
た
ち
だ
け
が
こ
ん
な
に
苦
労
ば
か
り
し
て
い
る
と
は
』
と
怨
み
事
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。〔
だ
か
ら
、
こ
の
詩
を
舜
と
瞽
瞍
と
の
場
合
に
あ
て
は
め
て
、
親
も
臣
下
と

み
な
し
て
よ
い
、
と
い
う
意
味
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
間
違
い
で
あ
る
〕
そ
れ
故
に
、
お
よ

そ
詩
〔
経
〕
を
説
く
に
は
、
一
つ
一
つ
の
文
字
に
と
ら
わ
れ
て
、
一
句
の
意
味
を
と
り
損
ね

て
は
ら
ぬ
。
ま
た
一
句
の
意
味
に
と
ら
わ
れ
て
、
全
体
の
意
味(

作
者
の
真
意)

を
と
り
損
ね
て
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下
の
混
乱
を
ま
ね
く
妖
術
で
あ
る
。
瞽
瞍
は
舜
の
父
で
あ
っ
た
が
、
舜
は
そ
れ
を
追
放
し
、

象
は
舜
の
弟
で
あ
っ
た
が
、
舜
は
そ
れ
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
父
を
追
放
し
て
弟
を
殺
し
た

の
で
は
、
仁
者
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
帝
の
二
人
の
娘
を
妻
に
し
て
天
下
を
奪
い
と

っ
た
の
で
は
、
義
人
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
う
し
て
仁
も
義
も
持
ち
あ
わ
せ
て
い

な
い
の
で
は
、
賢
明
と
も
言
え
な
い
。『
詩
経
』
に
は
「
広
い
天
の
お
お
う
と
こ
ろ
、
す
べ
て

が
王
の
土
地
で
あ
る
。
大
地
の
つ
づ
く
か
ぎ
り
、
す
べ
て
が
王
の
臣
下
で
あ
る
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
も
し
ほ
ん
と
う
に
こ
の
詩
の
言
う
と
お
り
で
あ
る
な
ら
、
舜
は
外
で
は
自
分
の
主

君
を
臣
下
に
し
、
内
で
は
自
分
の
父
親
を
臣
下
に
し
て
、
母
親
を
下
婢
に
し
、
主
君
の
娘
を

妻
に
し
た
こ
と
に
な
る
。・
・
・
彼
ら
は
す
べ
て
世
間
を
す
て
て
そ
れ
を
治
め
よ
う
と
は
し
な

い
者
で
あ
る
。
」(

一
一)

と
、
韓
非
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
と
韓
非
子
の
舜
に
対
す
る
「
忠
孝
」
解
釈
の
違
い
は
、
以
下
の
様
に
要
約
す
る
事
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

一
つ
に
は
、
国
家
制
度
と
家
族
制
度
の
認
識
の
違
い
で
あ
る
。
孟
子
は
、
尭
の
存
命
中
に

は
舜
は
天
子
に
即
位
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
家
族
道
徳
の
親
愛
の
情
か
ら
、

父
の
瞽
瞍
や
弟
の
象
を
公
権
力
の
支
配
外
に
置
き
、
厚
遇
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
韓

非
子
は
、
舜
は
父
の
瞽
瞍
を
追
放
し
て
、
弟
の
象
を
死
刑
に
し
て
、
家
族
の
両
者
を
冷
遇
し

て
、
公
権
力
支
配
下
に
置
き
処
分
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
両
者
は
真
っ
向
か
ら
正
反
対
の

解
釈
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
家
族
制
度
を
重
視
す
る
の
は
、
韓
非
子
で
も
同
様
な
の
で
あ
る
。 

二
つ
に
は
、『
詩
経
』「
小
雅
」
の
「
北
山
」
に
出
典
す
る
、「
普
天
の
下
、
王
土
に
あ
ら
ざ

る
は
な
く
、
卒
土
の
浜
、
王
臣
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
」
の
解
釈
論
で
あ
る
。
韓
非
子
は
、『
詩

経
』
の
文
面
に
あ
る
よ
う
に
文
面
通
り
に
字
句
通
り
解
釈
し
て
、
舜
は
父
の
瞽
瞍
と
弟
の
象

を
私
権
の
支
配
す
る
家
族
制
度
下
に
置
い
て
両
者
を
保
護
せ
ず
、
ま
た
尭
の
天
下
を
奪
っ
た

と
、
舜
の
不
忠
不
孝
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。 

で
は
、
韓
非
子
の
言
う
通
り
本
当
に
舜
は
、
尭
の
天
子
の
位
を
纂
奪
し
て
天
子
に
即
位
し

て
、
父
親
の
瞽
瞍
を
追
放
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
孟
子
の
反
駁
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。 

孟
子
は
、
尭
・
舜
の
禅
譲
説
話
と
、
舜
の
父
・
瞽
瞍
へ
の
処
遇
方
法
に
つ
い
て
、
門
人
の

咸
丘
蒙
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
孟
子
の
発
言
は
、
儒
教
思
想
に
お
け

る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
と
の
相
互
関
係
―
国
家
権
力
構
造
に
お
け
る
二
重
権
力
支
配

構
造
理
論
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
資
料
と
し
て
の
好
個
の
事
例
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。 

「
孟
子
の
門
人
の
咸
丘
蒙
が
た
ず
ね
た
。「
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
言
葉
に
『
徳
の
す

ぐ
れ
て
高
い
人
は
君
子
も
臣
下
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
ず
、
父
も
子
供
と
し
て
扱
う
こ
と

は
で
き
ぬ
。
』
さ
れ
ば
舜
が
南
面
し
て
天
子
の
位
に
つ
く
や
、
今
ま
で
天
子
で
あ
っ
た
尭
は
諸

侯
を
率
い
て
臣
下
の
礼
を
と
っ
て
北
面
し
て
拝
謁
し
、
瞽
瞍
も
ま
た
父
で
あ
り
な
が
ら
北
面

し
て
舜
に
拝
謁
し
た
。
舜
は
流
石
に
臣
下
の
礼
を
と
る
父
の
姿
を
見
て
、
恐
縮
し
て
居
た
た

ま
れ
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
を
孔
子
が
批
評
し
て
『
こ
の
時
ば
か
り
は
〔
君
臣
・
父

子
が
処
を
易
え
て
〕
、
天
下
の
人
倫
は
実
に
危
険
こ
の
上
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
』
と
い
わ
れ

た
、
と
の
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
い

や
い
や
、
こ
れ
は
君
子
の
言
葉
で
は
な
く
、
斉
の
東
の
鄙
の
分
ら
ず
屋
の
田
舎
者
の
た
わ
ご

と
だ
。
」
（
一
二
）
と
、
孟
子
は
答
え
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
門
人
の
咸
丘
蒙
の
質
問
、
つ
ま
り
舜
が
天
子
の
地
位
に
就
い
た

場
合
、
理
論
的
に
言
え
ば
、
有
徳
の
天
子
・
舜
―
公
権
力
の
代
表
者
―
の
前
に
は
、
先
の
天

子
・
尭
や
父
親
・
瞽
瞍
が
、
新
天
子
・
舜
の
前
に
北
面
し
て
跪
き
、
臣
下
の
礼
を
取
り
拝
謁

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
舜
と
尭
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
間
に
は
、
君
臣
関
係
や
主
従

関
係
が
成
立
す
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

新
天
子
・
舜
＝
公
権
力
支
配
者
に
は
、
先
の
聖
天
子
・
尭
で
あ
ろ
う
と
も
、
父
親
の
瞽
瞍

で
あ
ろ
う
と
も
臣
下
な
の
で
あ
り
、
ど
の
様
な
人
物
で
あ
ろ
う
と
例
外
は
許
さ
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
君
臣
関
係
が
成
立
す
る
理
論
に
は
、
一
応
、
孟
子
も
是
認
し
て
い
る
。
し
か
し
直

ち
に
孔
子
の
発
言
は
、
実
は
斉
東
野
人
の
戯
言
だ
と
一
蹴
す
る
の
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
を
事
実
と
し
て
認
め
て
し
ま
う
と
、
先
の
天
子
・
尭
と
臣
下
の
舜
と

の
君
臣
関
係
が
逆
転
し
て
し
ま
い
、
君
臣
の
義
が
成
立
た
ず
、
舜
と
瞽
瞍
と
の
仁
孝
の
上
下

関
係
も
逆
転
し
て
、
瞽
瞍
が
臣
下
と
な
り
、
家
族
の
上
下
関
係
が
成
立
し
な
い
。
公
権
力
支

配
下
の
理
論
で
は
、
尭
と
舜
と
の
君
臣
関
係
や
舜
と
瞽
瞍
の
親
子
関
係
も
、
全
て
の
君
臣
・

父
子
の
上
下
関
係
が
逆
転
し
て
し
ま
う
結
果
に
陥
る
の
で
あ
る
。 

 

儒
教
に
と
り
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
、
大
騒
動
に
な
る
の
で
あ
り
、
孔
子
は
冷
や
汗
が
出

た
と
い
っ
て
い
る
の
も
無
理
が
な
い
。
儒
教
思
想
の
仁
義
と
い
う
、
最
も
大
切
な
道
徳
秩
序

が
成
立
し
な
く
な
る
。
孟
子
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
儒
教
モ
ラ
ル
を
顛
倒
さ
せ
て
、
崩
壊
さ

せ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
事
実
と
し
て
絶
対
に
是
認
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
孟
子
が
斉
東
野
人
の
嘘
八
百
の
戯
言
と
言
う
の
も
、
決
し
て
無
理
は
な
い
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的
な
反
論
方
法
を
駆
使
し
て
、
孟
子
は
こ
の
天
地
が
ひ
っ
く
り

返
る
よ
う
な
重
大
問
題
を
論
理
的
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
説
明
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
続
け

て
孟
子
は
、
門
人
の
咸
丘
蒙
に
言
う
。 

 

「
〔
尭
の
存
命
中
は
、
瞬
は
天
子
に
な
ら
な
か
っ
た
。
〕
尭
が
年
老
い
た
の
で
、
舜
は
摂
政

と
し
て
政
治
を
扱
っ
た
ま
で
だ
。
そ
の
証
拠
に
は
、
尭
典
に
も
『
舜
が
摂
政
と
な
っ
て
二
十

八
年
、
偉
大
な
尭
帝
は
つ
い
に
崩
御
さ
れ
た
。
百
官
は
あ
た
か
も
父
母
を
失
っ
た
か
の
よ
う

に
、
悲
し
ん
で
三
年
の
喪
に
服
し
、
ま
た
三
年
の
間
と
い
う
も
の
、
天
下
の
人
民
は
一
切
の

鳴
物
を
や
め
て
謹
慎
し
た
』
と
言
っ
て
お
る
の
で
あ
る
。
孔
子
も
『
天
に
二
つ
の
太
陽
は
な

く
、
民
に
二
人
の
天
子
は
な
い
』
と
い
わ
れ
た
が
、
も
し
舜
が
尭
の
死
ぬ
前
に
す
で
に
天
子

と
な
っ
て
い
て
、
尭
の
死
後
、
天
下
の
諸
侯
を
ひ
き
い
て
尭
の
た
め
に
三
年
の
喪
に
服
し
た

と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
尭
と
舜
と
、
二
人
の
天
子
が
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」
咸
丘
蒙

が
い
っ
た
。「
舜
が
尭
を
臣
下
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
生
の
お
話
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た

。
」
（
一
二
）
と
、
孟
子
に
答
え
て
い
る
。 

 

孟
子
は
、
尭
の
生
存
中
は
、
舜
は
摂
政
と
し
て
尭
の
政
治
を
補
佐
し
た
だ
け
で
、
天
子
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
う
。
従
っ
て
尭
と
舜
と
の
君
臣
関
係
は
逆
転
せ
ず
、
尭
と
舜
の
禅
譲

説
話
は
理
論
的
に
崩
壊
す
る
こ
と
な
く
、
儒
教
思
想
も
混
乱
せ
ず
安
泰
に
済
ん
だ
の
で
あ
る
。

 

 

 

そ
れ
で
は
舜
と
父
親
の
瞽
瞍
と
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
、
孟
子
は
ど
の
よ
う
に
し
て
門
下

の
咸
丘
蒙
に
説
明
し
よ
う
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
が
次
の
問
題
で
あ
る
。 

先
に
述
べ
た
韓
非
子
の
不
忠
不
孝
批
判
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
に
反
し
て
舜
の

忠
孝
を
持
ち
上
げ
て
主
張
す
る
孟
子
は
、『
詩
経
』
は
字
句
通
り
で
な
く
心
意
を
も
っ
て
解
釈

せ
よ
、
で
な
い
と
『
経
書
』
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。
続
け
て
孟
子
は
言
う
。 

「
孟
子
の
門
人
の
咸
丘
蒙
が
た
ず
ね
た
。
・
・
・
と
こ
ろ
で
、
詩
経
に
は
、
『
普
く
覆
う
大

空
の
下
は
、
天
子
の
領
土
で
な
い
処
は
な
く
、
大
地
の
つ
づ
く
果
て
ま
で
も
、
天
子
の
臣
下

で
な
い
も
の
は
な
い
』
と
あ
り
ま
す
。
さ
す
れ
ば
、
舜
が
天
子
と
な
っ
た
以
上
、
父
も
瞽
瞍

だ
け
が
ひ
と
り
臣
下
で
な
い
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
理
由
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
こ
の
詩
は
そ
う
い
う
意
味
の
も
の

で
は
な
い
。
〔
周
の
〕
幽
王
の
時
、
士
大
夫
が
な
が
く
王
事
（
征
戦
）
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
て
、

帰
っ
て
父
母
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
嘆
き
怨
ん
だ
も
の
で
、
詩
の
意
味
は
『
自
分
た

ち
の
仕
事
は
み
な
王
様
へ
の
奉
仕
に
は
違
い
な
い
が
、〔
王
様
の
領
土
は
広
く
、
王
様
の
臣
下

は
衆
の
に
〕
、
自
分
た
ち
だ
け
が
こ
ん
な
に
苦
労
ば
か
り
し
て
い
る
と
は
』
と
怨
み
事
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。〔
だ
か
ら
、
こ
の
詩
を
舜
と
瞽
瞍
と
の
場
合
に
あ
て
は
め
て
、
親
も
臣
下
と

み
な
し
て
よ
い
、
と
い
う
意
味
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
間
違
い
で
あ
る
〕
そ
れ
故
に
、
お
よ

そ
詩
〔
経
〕
を
説
く
に
は
、
一
つ
一
つ
の
文
字
に
と
ら
わ
れ
て
、
一
句
の
意
味
を
と
り
損
ね

て
は
ら
ぬ
。
ま
た
一
句
の
意
味
に
と
ら
わ
れ
て
、
全
体
の
意
味(

作
者
の
真
意)

を
と
り
損
ね
て
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ら
だ
。
自
分
の
身
は
天
子
で
あ
り
な
が
ら
、
弟
を
一
介
の
平
民
の
ま
ま
で
放
っ
て
お
い
て
は
、

ど
う
し
て
親
愛
す
る
と
い
わ
れ
よ
う
か
。
・
・
・
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
象
は
不
徳
な
ひ

と
だ
か
ら
、
彼
に
直
接
そ
の
国
を
治
め
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
舜
は
、

べ
つ
に
役
人
を
し
て
国
を
治
め
、
租
税
徴
収
さ
せ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
は
封
じ

た
と
い
わ
ず
に
追
放
し
た
と
も
い
う
の
だ
。
だ
が
、
こ
う
し
て
お
け
ば
、
い
か
に
象
で
も
人

民
を
苛
め
る
わ
け
に
は
い
か
ん
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
し
な
が
ら
も
、
弟
思
い
の
舜
は

い
つ
も
し
ば
し
ば
会
い
た
い
と
望
ん
で
い
た
か
ら
、
悦
ん
で
象
も
た
え
ず
都
に
や
っ
て
く
る

よ
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
『
朝
貢
の
時
期
が
来
な
く
て
も
、
政
治
の
用
む
き
で
な
く
て
も
、

た
び
た
び
有
庳
の
君
に
接
見
さ
れ
た
』
と
古
書
に
あ
る
の
は
、
つ
ま
り
こ
の
事
を
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。
」(

七)

と
、
孟
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
舜
は
弟
の
象
は
不
仁
・
不
徳
者
で
あ
る
か
ら
地
方
に
左
遷
し
た
が
、
逆
に
親
愛

な
る
弟
で
あ
る
故
に
地
方
君
主
に
封
じ
て
厚
遇
し
て
抜
擢
し
た
、
と
言
う
。
孟
子
は
、「
対
の

思
想
」
を
駆
使
し
て
、
舜
の
弟
・
象
に
対
す
る
封
建
的
な
任
用
を
説
明
し
て
い
る
。 

天
子
で
あ
る
舜
に
お
い
て
は
、
国
家
制
度
＝
公
権
力
支
配
＝
象
の
追
放
＝
役
人
の
地
方
統

治
、
逆
に
家
族
制
度
＝
私
権
力
＝
象
の
厚
遇
的
君
主
＝
私
的
接
見
と
い
う
、
二
重
権
力
構
造

の
支
配
体
制
に
よ
る
地
方
統
治
体
制
が
、
中
央
集
権
制
的
封
建
制
度
国
家
の
上
に
明
瞭
に
展

開
さ
れ
て
い
る
事
実
が
、
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

本
来
の
封
建
制
度
の
支
配
体
制
理
念
は
、
天
子
と
臣
下
の
主
従
関
係
に
基
礎
を
置
き
、
親

愛
関
係
や
功
績
の
度
合
い
を
勘
案
し
て
、
主
君
と
臣
下
の
御
恩
と
奉
公
に
よ
る
、
封
建
的
主

従
関
係
で
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
地
方
君
主
に
封
じ
ら
れ
た
有
徳
の
功
臣
の
場
合
に
は
、
土

地
と
人
民
を
支
配
す
る
、
公
権
力
と
私
権
力
―
例
え
ば
公
財(

国
財)

と
私
財(

家
産)

―
の
管
理

者
で
あ
り
執
行
者
と
い
う
、
公
私
の
二
重
権
力
者
で
あ
る
の
が
、
建
国
の
建
て
前
で
あ
る
。 

し
か
し
不
仁
・
不
徳
の
象
の
場
合
に
は
、
税
の
徴
収
な
ど
の
土
地
と
人
民
の
管
理
や
支
配

と
い
う
公
権
力
の
執
行
は
、
表
面
的
な
地
方
君
主
で
あ
る
象
の
代
理
者
で
あ
る
役
人
に
、
そ

の
権
限
を
委
譲
し
て
、
象
を
土
地
と
人
民
か
ら
切
離
し
て
寄
生
領
主
に
し
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
『
孟
子
』
で
は
、
法
家
思
想
の
批
判
を
し
た
文
章
を
見
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

孟
子
の
生
き
た
時
代
の
儒
教
の
最
大
の
思
想
的
ラ
イ
バ
ル
が
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の

博
愛
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
時
代
の
法
家
思
想
は
、

儒
教
に
敵
対
出
来
る
程
の
発
言
権
を
持
つ
思
想
に
ま
で
に
は
、
そ
の
思
想
と
政
治
情
勢
が
熟

し
て
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
古
代
中
国
に
お
い
て
は
、「
対
の
思
想
」
を
持
た
な
い
思
想
は
、
た
と
え
一
世
を
風

靡
し
て
、
当
時
の
人
口
に
膾
炙
さ
れ
た
と
し
て
も
、
や
が
て
は
中
国
の
世
界
か
ら
消
え
て
い

く
運
命
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
両
極

端
思
想
を
、
以
下
の
様
に
激
し
く
批
判
し
て
い
た
。 

「
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す
る
禽
獣
に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、
こ
れ
こ
そ
周
公
が
打

つ
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
だ
。
私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、
間
違
っ
た
学
説
を

排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、
で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る
言
論
を
追
放
し
て
、

そ
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
志
を
う
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。・
・
・
私
に
か

ぎ
ら
ず
、
誰
で
も
言
論
を
も
っ
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
を
排
撃
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
聖

人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
」（
八
）
と
、
禹
、
周
公
、
孔
子
の
聖
王
が
、
伝
統
的
に
心
血
を
注
い

で
敵
対
・
弾
圧
し
て
き
た
政
治
的
敵
対
物
で
あ
り
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度
の
ど
ち
ら
か
を

無
視
す
る
両
極
端
思
想
は
打
倒
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。 

今
日
の
日
本
に
お
い
て
も
、
家
族
が
あ
り
国
家
が
あ
る
以
上
、
常
識
的
に
考
え
て
も
、
家

族
制
度
は
無
視
で
き
な
い
し
、
ま
た
国
家
や
社
会
も
無
視
で
き
な
い
の
は
、
至
極
、
当
然
で

あ
る
。
孟
子
の
批
判
す
る
両
極
端
思
想
は
、
一
方
に
偏
っ
た
偏
向
思
想
で
あ
る
こ
と
は
、
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
孟
子
は
、
悠
然
と
余
裕
を
持
っ
て
言
う
の
で
あ
る
。 

「
孟
子
が
言
わ
れ
た
。「
墨
翟
の
説
に
か
ぶ
れ
て
学
ぶ
も
の
が
、
そ
の
誤
り
を
悟
る
と
、
必

ず
楊
朱
の
門
に
走
り
、
や
が
て
楊
朱
の
説
の
誤
り
を
悟
る
と
、
必
ず
中
庸
を
え
た
わ
が
中
庸

の
道
に
帰
っ
て
く
る
も
の
だ
。
〔
か
く
て
両
極
端
の
邪
説
か
ら
目
覚
め
て
〕
、
わ
が
道
に
帰
っ

て
き
た
な
ら
、
心
よ
く
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
や
る
ま
で
の
こ
と
だ
。
・
・
・
」(

九)

と
、
儒
教

の
懐
の
深
い
複
合
的
な
思
想
的
長
所
に
言
及
し
て
い
る
。 

 

孟
子
は
、
墨
翟
の
思
想
に
は
長
所
と
短
所
が
あ
り
、
楊
朱
の
思
想
に
も
長
所
と
短
所
が
存

在
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
極
端
の
思
想
の
長
所
と
短
所
を
抱
え
込
む
こ
と

の
で
き
る
思
想
は
、
「
対
の
思
想
」
を
具
有
す
る
儒
教
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、

韓
非
子
の
儒
教
批
判
に
お
い
て
も
、
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

「
世
間
で
有
名
な
学
派
は
儒
家
と
墨
家
で
あ
る
。
儒
家
の
祖
は
孔
丘
で
あ
り
、
墨
家
の
始

祖
は
墨
翟
で
あ
る
。
孔
子
が
死
ん
で
か
ら
、
儒
家
で
は
子
張
派
・
子
思
派
・
顔
氏
派
・
孟
子

派
・
漆
彫
氏
派
・
仲
良
氏
派
・
公
孫
氏
派
・
楽
正
子
派
が
分
立
し
て
い
る
。
・
・
・
だ
か
ら
、

孔
子
と
墨
子
と
の
後
で
は
、
儒
家
は
八
派
に
分
裂
し
、
墨
家
は
三
派
に
分
裂
し
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
説
の
内
容
は
反
対
で
く
い
違
っ
て
い
る
の
に
、
各
派
と
も
わ
れ
こ
そ
孔

子
あ
る
い
は
墨
子
の
正
統
だ
と
自
称
し
て
い
る
。
・
・
・
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
韓
非

子
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
儒
教
に
は
、
自
己
矛
盾
す
る
学
説
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

法
家
の
大
成
者
で
あ
る
韓
非
子
は
、
育
っ
た
家
庭
状
況
が
違
う
。「
孟
母
三
遷
」
の
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
教
育
熱
心
な
母
親
に
慈
し
ま
れ
育
て
あ
げ
ら
れ
た
孟
子
と
違
い
、
韓
非
子
は
、

情
け
容
赦
な
く
秦
に
領
土
を
削
り
取
ら
れ
滅
亡
し
た
韓
国
の
悲
運
の
貴
公
子
の
出
身
で
あ
る
。 

こ
の
二
人
の
出
自
の
違
い
が
、
そ
の
後
の
政
治
思
想
家
と
し
て
大
成
し
て
い
く
過
程
に
お

い
て
、
仁
義
に
よ
る
道
徳
政
治
的
立
場
に
立
つ
の
か
、
法
術
に
よ
る
人
民
統
治
的
立
場
に
立

つ
の
か
と
い
う
、
両
者
に
決
定
的
な
違
い
に
決
定
的
な
影
響
力
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。 

彼
は
、
性
悪
説
を
説
く
儒
家
の
荀
子
の
門
下
に
学
び
、
そ
の
後
一
家
を
な
し
た
が
、
李
斯

の
謀
略
に
よ
り
毒
殺
さ
れ
る
直
前
・
直
後
に
秦
の
始
皇
帝
に
高
く
評
価
さ
れ
た
経
緯
を
も
つ
。 

そ
れ
だ
け
に
韓
非
子
の
文
章
に
は
、
法
術
に
よ
る
人
民
統
治
の
立
場
か
ら
の
儒
教
批
判
の

主
張
が
多
い
。
こ
の
点
で
も
仁
義
に
よ
る
家
族
主
義
と
国
家
統
治
の
原
理
を
展
開
す
る
儒
教

と
正
反
対
で
あ
り
、
仁
義
を
説
く
儒
家
へ
の
政
治
批
判
の
文
章
が
夥
し
く
出
て
く
る
。 

  
 
 
 

二 

儒
家
と
法
家
の
政
治
思
想
論
争 

 

こ
の
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
、
孟
子
と
韓
非
子
の
政
治
思
想
の
思
考
方
法
の
違
い
を
展

開
し
て
い
る
事
例
と
し
て
、
一
―
二
例
を
挙
げ
て
み
る
。
孟
子
は
、
舜
は
無
徳
で
ど
う
に
も

扱
え
な
い
父
親
の
瞽
瞍
に
天
下
の
富
を
挙
げ
て
奉
仕
し
た
か
ら
、
初
め
て
人
民
の
中
に
家
族

道
徳
が
成
立
し
た
と
い
う
。
ま
た
何
度
も
父
親
の
瞽
瞍
と
共
謀
し
て
兄
の
舜
を
殺
害
し
よ
う

と
し
た
不
徳
の
弟
の
象
を
有
庳
の
君
主
に
厚
遇
し
た
、
と
も
言
う
。
し
か
し
韓
非
子
は
、
以

下
の
様
に
、
全
く
孟
子
と
正
反
対
の
解
釈
を
す
る
の
で
あ
る
。 

「
「
忠
臣
は
そ
の
君
を
危
険
に
お
と
し
い
れ
ず
、
孝
子
は
そ
の
親
を
非
難
し
な
い
」
と
い
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
、
舜
は
賢
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
君
の
国
を
奪
い
取
り
、
湯
王
・

武
王
は
義
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
君
を
追
放
し
た
り
弑
殺
し
た
り
し
た
。
か
れ
ら
は

み
な
賢
人
で
あ
る
こ
と
で
主
君
を
危
険
に
お
と
し
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
天
下
の

人
々
は
こ
れ
を
賢
人
と
し
て
ほ
め
て
い
る
。
昔
の
列
士
は
〔
名
節
を
重
ん
ず
る
た
め
に
〕
外

に
あ
っ
て
は
君
に
仕
え
て
臣
に
な
ろ
う
と
は
せ
ず
、
内
に
あ
っ
て
は
家
の
た
め
に
働
こ
う
と

は
し
な
い
。
こ
れ
は
、
外
で
は
そ
の
君
を
非
難
し
、
内
で
は
そ
の
親
を
非
難
し
て
い
る
の
と

同
じ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
外
に
あ
っ
て
君
に
仕
え
ず
、
内
に
あ
っ
て
家
の
た

め
に
働
か
な
い
と
い
う
の
は
、
世
間
を
乱
し
て
跡
嗣
ぎ
を
絶
や
す
道
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
尭

・
舜
や
湯
王
・
武
王
を
賢
と
し
て
ほ
め
あ
げ
、
列
士
を
善
し
と
し
て
あ
が
め
る
こ
と
は
、
天
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ら
だ
。
自
分
の
身
は
天
子
で
あ
り
な
が
ら
、
弟
を
一
介
の
平
民
の
ま
ま
で
放
っ
て
お
い
て
は
、

ど
う
し
て
親
愛
す
る
と
い
わ
れ
よ
う
か
。
・
・
・
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
象
は
不
徳
な
ひ

と
だ
か
ら
、
彼
に
直
接
そ
の
国
を
治
め
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
舜
は
、

べ
つ
に
役
人
を
し
て
国
を
治
め
、
租
税
徴
収
さ
せ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
は
封
じ

た
と
い
わ
ず
に
追
放
し
た
と
も
い
う
の
だ
。
だ
が
、
こ
う
し
て
お
け
ば
、
い
か
に
象
で
も
人

民
を
苛
め
る
わ
け
に
は
い
か
ん
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
し
な
が
ら
も
、
弟
思
い
の
舜
は

い
つ
も
し
ば
し
ば
会
い
た
い
と
望
ん
で
い
た
か
ら
、
悦
ん
で
象
も
た
え
ず
都
に
や
っ
て
く
る

よ
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
『
朝
貢
の
時
期
が
来
な
く
て
も
、
政
治
の
用
む
き
で
な
く
て
も
、

た
び
た
び
有
庳
の
君
に
接
見
さ
れ
た
』
と
古
書
に
あ
る
の
は
、
つ
ま
り
こ
の
事
を
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。
」(

七)

と
、
孟
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
舜
は
弟
の
象
は
不
仁
・
不
徳
者
で
あ
る
か
ら
地
方
に
左
遷
し
た
が
、
逆
に
親
愛

な
る
弟
で
あ
る
故
に
地
方
君
主
に
封
じ
て
厚
遇
し
て
抜
擢
し
た
、
と
言
う
。
孟
子
は
、「
対
の

思
想
」
を
駆
使
し
て
、
舜
の
弟
・
象
に
対
す
る
封
建
的
な
任
用
を
説
明
し
て
い
る
。 

天
子
で
あ
る
舜
に
お
い
て
は
、
国
家
制
度
＝
公
権
力
支
配
＝
象
の
追
放
＝
役
人
の
地
方
統

治
、
逆
に
家
族
制
度
＝
私
権
力
＝
象
の
厚
遇
的
君
主
＝
私
的
接
見
と
い
う
、
二
重
権
力
構
造

の
支
配
体
制
に
よ
る
地
方
統
治
体
制
が
、
中
央
集
権
制
的
封
建
制
度
国
家
の
上
に
明
瞭
に
展

開
さ
れ
て
い
る
事
実
が
、
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

本
来
の
封
建
制
度
の
支
配
体
制
理
念
は
、
天
子
と
臣
下
の
主
従
関
係
に
基
礎
を
置
き
、
親

愛
関
係
や
功
績
の
度
合
い
を
勘
案
し
て
、
主
君
と
臣
下
の
御
恩
と
奉
公
に
よ
る
、
封
建
的
主

従
関
係
で
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
地
方
君
主
に
封
じ
ら
れ
た
有
徳
の
功
臣
の
場
合
に
は
、
土

地
と
人
民
を
支
配
す
る
、
公
権
力
と
私
権
力
―
例
え
ば
公
財(

国
財)

と
私
財(

家
産)

―
の
管
理

者
で
あ
り
執
行
者
と
い
う
、
公
私
の
二
重
権
力
者
で
あ
る
の
が
、
建
国
の
建
て
前
で
あ
る
。 

し
か
し
不
仁
・
不
徳
の
象
の
場
合
に
は
、
税
の
徴
収
な
ど
の
土
地
と
人
民
の
管
理
や
支
配

と
い
う
公
権
力
の
執
行
は
、
表
面
的
な
地
方
君
主
で
あ
る
象
の
代
理
者
で
あ
る
役
人
に
、
そ

の
権
限
を
委
譲
し
て
、
象
を
土
地
と
人
民
か
ら
切
離
し
て
寄
生
領
主
に
し
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
『
孟
子
』
で
は
、
法
家
思
想
の
批
判
を
し
た
文
章
を
見
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

孟
子
の
生
き
た
時
代
の
儒
教
の
最
大
の
思
想
的
ラ
イ
バ
ル
が
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の

博
愛
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
時
代
の
法
家
思
想
は
、

儒
教
に
敵
対
出
来
る
程
の
発
言
権
を
持
つ
思
想
に
ま
で
に
は
、
そ
の
思
想
と
政
治
情
勢
が
熟

し
て
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
古
代
中
国
に
お
い
て
は
、「
対
の
思
想
」
を
持
た
な
い
思
想
は
、
た
と
え
一
世
を
風

靡
し
て
、
当
時
の
人
口
に
膾
炙
さ
れ
た
と
し
て
も
、
や
が
て
は
中
国
の
世
界
か
ら
消
え
て
い

く
運
命
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
両
極

端
思
想
を
、
以
下
の
様
に
激
し
く
批
判
し
て
い
た
。 

「
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す
る
禽
獣
に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、
こ
れ
こ
そ
周
公
が
打

つ
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
だ
。
私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、
間
違
っ
た
学
説
を

排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、
で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る
言
論
を
追
放
し
て
、

そ
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
志
を
う
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。・
・
・
私
に
か

ぎ
ら
ず
、
誰
で
も
言
論
を
も
っ
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
を
排
撃
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
聖

人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
」（
八
）
と
、
禹
、
周
公
、
孔
子
の
聖
王
が
、
伝
統
的
に
心
血
を
注
い

で
敵
対
・
弾
圧
し
て
き
た
政
治
的
敵
対
物
で
あ
り
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度
の
ど
ち
ら
か
を

無
視
す
る
両
極
端
思
想
は
打
倒
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。 

今
日
の
日
本
に
お
い
て
も
、
家
族
が
あ
り
国
家
が
あ
る
以
上
、
常
識
的
に
考
え
て
も
、
家

族
制
度
は
無
視
で
き
な
い
し
、
ま
た
国
家
や
社
会
も
無
視
で
き
な
い
の
は
、
至
極
、
当
然
で

あ
る
。
孟
子
の
批
判
す
る
両
極
端
思
想
は
、
一
方
に
偏
っ
た
偏
向
思
想
で
あ
る
こ
と
は
、
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
孟
子
は
、
悠
然
と
余
裕
を
持
っ
て
言
う
の
で
あ
る
。 

「
孟
子
が
言
わ
れ
た
。「
墨
翟
の
説
に
か
ぶ
れ
て
学
ぶ
も
の
が
、
そ
の
誤
り
を
悟
る
と
、
必

ず
楊
朱
の
門
に
走
り
、
や
が
て
楊
朱
の
説
の
誤
り
を
悟
る
と
、
必
ず
中
庸
を
え
た
わ
が
中
庸

の
道
に
帰
っ
て
く
る
も
の
だ
。
〔
か
く
て
両
極
端
の
邪
説
か
ら
目
覚
め
て
〕
、
わ
が
道
に
帰
っ

て
き
た
な
ら
、
心
よ
く
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
や
る
ま
で
の
こ
と
だ
。
・
・
・
」(

九)

と
、
儒
教

の
懐
の
深
い
複
合
的
な
思
想
的
長
所
に
言
及
し
て
い
る
。 

 

孟
子
は
、
墨
翟
の
思
想
に
は
長
所
と
短
所
が
あ
り
、
楊
朱
の
思
想
に
も
長
所
と
短
所
が
存

在
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
極
端
の
思
想
の
長
所
と
短
所
を
抱
え
込
む
こ
と

の
で
き
る
思
想
は
、
「
対
の
思
想
」
を
具
有
す
る
儒
教
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、

韓
非
子
の
儒
教
批
判
に
お
い
て
も
、
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

「
世
間
で
有
名
な
学
派
は
儒
家
と
墨
家
で
あ
る
。
儒
家
の
祖
は
孔
丘
で
あ
り
、
墨
家
の
始

祖
は
墨
翟
で
あ
る
。
孔
子
が
死
ん
で
か
ら
、
儒
家
で
は
子
張
派
・
子
思
派
・
顔
氏
派
・
孟
子

派
・
漆
彫
氏
派
・
仲
良
氏
派
・
公
孫
氏
派
・
楽
正
子
派
が
分
立
し
て
い
る
。
・
・
・
だ
か
ら
、

孔
子
と
墨
子
と
の
後
で
は
、
儒
家
は
八
派
に
分
裂
し
、
墨
家
は
三
派
に
分
裂
し
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
説
の
内
容
は
反
対
で
く
い
違
っ
て
い
る
の
に
、
各
派
と
も
わ
れ
こ
そ
孔

子
あ
る
い
は
墨
子
の
正
統
だ
と
自
称
し
て
い
る
。
・
・
・
」
（
一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
韓
非

子
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
儒
教
に
は
、
自
己
矛
盾
す
る
学
説
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

法
家
の
大
成
者
で
あ
る
韓
非
子
は
、
育
っ
た
家
庭
状
況
が
違
う
。「
孟
母
三
遷
」
の
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
教
育
熱
心
な
母
親
に
慈
し
ま
れ
育
て
あ
げ
ら
れ
た
孟
子
と
違
い
、
韓
非
子
は
、

情
け
容
赦
な
く
秦
に
領
土
を
削
り
取
ら
れ
滅
亡
し
た
韓
国
の
悲
運
の
貴
公
子
の
出
身
で
あ
る
。 

こ
の
二
人
の
出
自
の
違
い
が
、
そ
の
後
の
政
治
思
想
家
と
し
て
大
成
し
て
い
く
過
程
に
お

い
て
、
仁
義
に
よ
る
道
徳
政
治
的
立
場
に
立
つ
の
か
、
法
術
に
よ
る
人
民
統
治
的
立
場
に
立

つ
の
か
と
い
う
、
両
者
に
決
定
的
な
違
い
に
決
定
的
な
影
響
力
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。 

彼
は
、
性
悪
説
を
説
く
儒
家
の
荀
子
の
門
下
に
学
び
、
そ
の
後
一
家
を
な
し
た
が
、
李
斯

の
謀
略
に
よ
り
毒
殺
さ
れ
る
直
前
・
直
後
に
秦
の
始
皇
帝
に
高
く
評
価
さ
れ
た
経
緯
を
も
つ
。 

そ
れ
だ
け
に
韓
非
子
の
文
章
に
は
、
法
術
に
よ
る
人
民
統
治
の
立
場
か
ら
の
儒
教
批
判
の

主
張
が
多
い
。
こ
の
点
で
も
仁
義
に
よ
る
家
族
主
義
と
国
家
統
治
の
原
理
を
展
開
す
る
儒
教

と
正
反
対
で
あ
り
、
仁
義
を
説
く
儒
家
へ
の
政
治
批
判
の
文
章
が
夥
し
く
出
て
く
る
。 

  
 
 
 

二 

儒
家
と
法
家
の
政
治
思
想
論
争 

 

こ
の
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
、
孟
子
と
韓
非
子
の
政
治
思
想
の
思
考
方
法
の
違
い
を
展

開
し
て
い
る
事
例
と
し
て
、
一
―
二
例
を
挙
げ
て
み
る
。
孟
子
は
、
舜
は
無
徳
で
ど
う
に
も

扱
え
な
い
父
親
の
瞽
瞍
に
天
下
の
富
を
挙
げ
て
奉
仕
し
た
か
ら
、
初
め
て
人
民
の
中
に
家
族

道
徳
が
成
立
し
た
と
い
う
。
ま
た
何
度
も
父
親
の
瞽
瞍
と
共
謀
し
て
兄
の
舜
を
殺
害
し
よ
う

と
し
た
不
徳
の
弟
の
象
を
有
庳
の
君
主
に
厚
遇
し
た
、
と
も
言
う
。
し
か
し
韓
非
子
は
、
以

下
の
様
に
、
全
く
孟
子
と
正
反
対
の
解
釈
を
す
る
の
で
あ
る
。 

「
「
忠
臣
は
そ
の
君
を
危
険
に
お
と
し
い
れ
ず
、
孝
子
は
そ
の
親
を
非
難
し
な
い
」
と
い
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
、
舜
は
賢
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
君
の
国
を
奪
い
取
り
、
湯
王
・

武
王
は
義
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
君
を
追
放
し
た
り
弑
殺
し
た
り
し
た
。
か
れ
ら
は

み
な
賢
人
で
あ
る
こ
と
で
主
君
を
危
険
に
お
と
し
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
天
下
の

人
々
は
こ
れ
を
賢
人
と
し
て
ほ
め
て
い
る
。
昔
の
列
士
は
〔
名
節
を
重
ん
ず
る
た
め
に
〕
外

に
あ
っ
て
は
君
に
仕
え
て
臣
に
な
ろ
う
と
は
せ
ず
、
内
に
あ
っ
て
は
家
の
た
め
に
働
こ
う
と

は
し
な
い
。
こ
れ
は
、
外
で
は
そ
の
君
を
非
難
し
、
内
で
は
そ
の
親
を
非
難
し
て
い
る
の
と

同
じ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
外
に
あ
っ
て
君
に
仕
え
ず
、
内
に
あ
っ
て
家
の
た

め
に
働
か
な
い
と
い
う
の
は
、
世
間
を
乱
し
て
跡
嗣
ぎ
を
絶
や
す
道
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
尭

・
舜
や
湯
王
・
武
王
を
賢
と
し
て
ほ
め
あ
げ
、
列
士
を
善
し
と
し
て
あ
が
め
る
こ
と
は
、
天
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干
で
も
儒
家
と
法
家
の
思
想
的
対
応
関
係
に
つ
い
て
展
望
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
儒
教
と
の
相
関
関
係
を
検
討
し
て
、
そ
の
特
質
を
洗
い
出
し
て
お
か

な
い
と
、
法
家
独
自
の
客
観
的
特
質
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。 

三
つ
目
の
問
題
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想

」
と
、「
王
土
王
民
」
思
想
（
二
）
や
そ
の
制
度
的
展
開
と
言
わ
れ
て
い
る
周
代
の
土
地
制
度

で
あ
る
井
田
制
度
を
ど
の
様
に
統
一
的
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

周
代
の
井
田
制
度
の
継
承
で
あ
る
と
通
説
的
に
言
わ
れ
て
い
る
唐
代
均
田
制
度
下
の
土
地
・

人
民
支
配
論
に
つ
い
て
、
研
究
史
の
論
争
点
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

土
地
制
度
に
つ
い
て
は
、
土
地
国
有
制
度
説
（
玉
井
是
博
・
宮
崎
市
定
ー
国
家
的
荘
園
制

）
と
原
則
的
土
地
私
有
制
説
（
仁
井
田
陞
・
志
田
不
動
麿
）
の
二
つ
が
あ
り
、
人
民
支
配
に

つ
い
て
は
、
国
家
的
農
奴
説
（
志
田
不
動
麿
・
宮
崎
市
定
ー
小
作
人
）
と
自
由
民
＝
自
作
農

説
（
加
藤
繁
）
の
二
つ
が
並
存
し
て
い
る
（
三
）。
つ
ま
り
均
田
制
度
下
の
土
地
・
人
民
支
配

理
論
に
お
い
て
、
全
く
相
違
す
る
二
つ
の
学
説
が
、
戦
前
よ
り
現
在
ま
で
対
立
的
に
並
存
し

て
い
て
、
未
だ
統
一
的
見
解
が
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。 

そ
こ
で
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
と
、「
王
土
王
民
」
思
想
→
井
田
制

度
→
均
田
制
と
い
う
、
論
争
が
続
い
て
き
た
国
家
的
な
土
地
人
民
支
配
理
論
の
問
題
に
つ
い

て
、
一
つ
の
私
見
を
提
起
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
に
し
て
見
た
い
。 

 

 
 

一 

対
の
思
想
と
中
央
集
権
的
封
建
制
国
家
論 

 

管
見
の
限
り
、『
論
語
』
に
は
一
か
所
に
法
家
思
想
へ
の
批
判
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
孔

子
は
、
楚
国
の
葉
県
の
長
官
で
あ
る
沈
諸
梁
に
、
次
の
よ
う
に
儒
家
と
法
家
と
の
家
族
制
度

に
対
す
る
違
い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

「
葉
公
が
孔
子
に
話
し
た
、「
わ
た
し
ど
も
の
村
に
は
正
直
者
の
躬
と
い
う
男
が
い
て
、
自

分
の
父
親
が
羊
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
た
と
き
に
、
息
子
が
そ
れ
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
」
孔
子
は

い
わ
れ
た
、「
わ
た
し
ど
も
の
村
の
正
直
者
は
そ
れ
と
は
違
い
ま
す
。
父
は
子
の
た
め
に
隠
し

、
子
は
父
の
た
め
に
隠
し
ま
す
。
正
直
さ
は
そ
こ
に
自
然
に
そ
な
わ
る
も
の
で
す
よ
。
」
（
四

）
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
韓
非
子
に
も
見
え
て
い
て
、 

「
儒
家
は
学
問
に
よ
っ
て
法
を
か
き
乱
し
，
侠
客
は
刀
剣
を
ふ
る
っ
て
禁
令
を
破
っ
て
い

る
が
、
君
主
は
そ
の
両
方
を
と
も
に
礼
遇
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
国
家
の
乱
れ
る
原
因
で
あ

る
。・
・
・
楚
の
人
で
正
直
も
の
の
躬
と
い
う
も
の
が
い
た
が
、
そ
の
父
親
が
羊
を
盗
ん
だ
と

き
に
そ
れ
を
役
人
に
知
ら
せ
た
。
楚
の
宰
相
は
「
こ
や
つ
を
死
刑
に
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
君

に
対
し
て
は
正
直
で
あ
る
が
、
父
に
対
し
て
は
悪
い
と
考
え
て
、
こ
れ
を
捕
え
て
罰
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
君
に
対
し
て
は
正
直
な
臣
下
と
い
う
も
の
は
、
父
に
と

っ
て
は
手
に
負
え
ぬ
子
供
な
の
で
あ
る
。・
・
・
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
父
に
と
っ
て
孝
子

と
い
う
も
の
は
、
君
に
と
っ
て
逆
臣
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
楚
の
国
で
は
宰
相
が
直
躬

を
罰
し
た
た
め
に
、
悪
事
を
お
上
に
知
ら
せ
る
者
が
い
な
く
な
り
、
・
・
・
」
（
五
）
と
、
君

臣
と
父
子
の
利
害
は
異
な
る
と
、
国
家
統
治
の
立
場
か
ら
儒
教
の
家
族
道
徳
論
を
痛
烈
に
批

判
し
て
い
る
。
韓
非
子
も
国
家
と
家
族
＝
公
私
の
二
元
的
世
界
観
を
持
つ
思
想
家
で
あ
る
。 

父
と
子
の
相
互
隠
匿
を
是
認
し
て
家
族
主
義
道
徳
の
大
切
さ
を
主
張
す
る
儒
教
の
立
場
と
、

子
が
父
の
隠
匿
を
暴
き
、
家
族
主
義
を
否
定
し
て
国
家
権
力
に
忠
誠
を
尽
す
法
家
と
の
立
場

の
相
違
が
見
事
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
公
権
力
を
排
除
す
る
の
が
儒
教
の
家
族
主
義
で
あ
り
、

公
権
力
が
家
族
制
度
の
内
部
ま
で
貫
徹
さ
せ
る
の
が
法
家
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
例
で
も
儒

家
と
法
家
は
、「
対
の
思
想
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
積
年
に
亘
る
自
己
の
研
究
姿
勢
へ
の
自
戒
を
込
め
て
言
う

の
で
あ
る
が
、
中
央
集
権
制
＝
公
権
力
＝
法
家
、
地
方
分
権
性
＝
私
権
力
＝
儒
家
と
い
う
よ

う
な
、
単
純
で
安
易
な
シ
エ
―
マ
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

次
の
孟
子
の
公
権
力
と
私
権
力
の
相
違
に
つ
い
て
の
主
張
を
よ
く
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
事

実
が
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
孟
子
も
孔
子
の
主
張
と
同
じ
様
に
家
族
主
義
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。 

「
孟
子
の
門
人
の
桃
応
が
た
ず
ね
た
、「
先
生
、
舜
が
天
子
で
、
皐
陶
が
裁
判
官
で
あ
る
と

き
に
、
舜
の
父
が
も
し
人
殺
し
を
し
た
ら
、
〔
そ
の
処
分
は
〕
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」

孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。「
も
ち
ろ
ん
、
皐
陶
は
法
に
よ
っ
て
す
ぐ
さ
ま
瞽
瞍
を
罪
人
と
し
て

と
ら
え
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
い
く
ら
舜
が
天
子
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
に
は
代
々
受
け
つ
い
で
き
た
天

下
の
大
法
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
天
子
と
い
え
ど
も
私
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
」
〔

桃
応
が
い
っ
た
〕「
で
は
こ
の
際
、
舜
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」(

父
が
死
刑
に

な
る
の
を
黙
っ
て
み
て
い
る
の
で
す
か)

。
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
舜
は
天
下
を
捨
て
る
こ
と

は
草
履
を
す
て
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
い
か
ら
、
天
子
の
位
を
な
げ
う
っ
て
父
を
背
負

っ
て
逃
げ
、
人
知
れ
ぬ
海
辺
に
そ
う
て
遠
い
辺
地
に
行
っ
て
か
く
れ
住
み
、
一
生
に
こ
に
こ

し
て
父
に
仕
え
て
楽
し
み
、
天
下
の
事
な
ど
は
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
」(

六
）
と
、

家
族
制
度
の
危
機
に
は
、
公
権
力
を
棄
て
て
逃
亡
す
る
と
、
門
人
の
桃
応
に
答
え
て
い
る
。 

頑
迷
固
陋
な
父
親
で
、
普
通
の
人
間
に
は
ど
う
に
も
対
応
で
き
な
い
父
親
の
瞽
瞍
に
対
し

て
、
舜
は
公
法
下
に
置
き
処
分
し
な
く
、
父
を
背
負
い
逃
亡
し
て
親
を
保
護
す
る
、
と
言
う
。

こ
れ
ま
で
の
論
考
で
累
説
し
た
が
、
如
何
に
古
代
中
国
で
は
家
族
制
度
の
存
在
が
大
き
く
個

人
の
人
生
を
規
定
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
孟
子
に
お
い
て
も
、
法
家
思
想
と
同
じ
よ
う
に
、
舜
が
天
子
に
い
た
場
合
に
は
、

公
法
の
貫
徹
す
る
国
家
（
社
会
）
権
力
が
人
民
に
ま
で
貫
徹
す
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
舜

が
国
家
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
公
法
の
貫
徹
し
な
い
私
法
の
支
配
す
る
家
族
制
度
が
、
厳

然
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
儒
教
の
法
思
想
に
お
い
て
は
、
国
家
＝
公
権
力
と

家
族
＝
私
権
力
と
い
う
、
家
族
と
国
家
と
い
う
二
つ
の
中
心
が
距
離
を
お
い
て
厳
然
と
し
て

存
在
す
る
楕
円
形
の
二
重
権
力
構
造
の
世
界
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 

 

つ
ま
り
儒
教
的
世
界
は
、
ど
ち
ら
か
を
一
方
の
比
重
を
大
き
く
し
て
、
ど
ち
ら
か
の
一
方

に
収
斂
さ
せ
て
、
論
理
性
の
整
合
性
を
採
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
国
家
＝
公
権
力
と
家

族
＝
私
権
力
の
両
者
を
、
同
じ
比
重
で
見
て
い
る
。
公
と
私
と
い
う
二
重
権
力
構
造
の
支
配

体
制
が
社
会
と
家
族
に
ま
で
貫
徹
す
る
、「
対
の
世
界
」
な
の
で
あ
る
、 

こ
の
よ
う
な
儒
教
の
家
族
制
度
を
重
視
す
る
思
想
は
、
国
家
理
論
や
政
治
理
論
に
展
開
す

れ
ば
、
仁
愛
を
基
礎
に
し
た
修
身
・
斉
家
の
家
族
制
度
が
、
治
国
・
平
天
下
の
国
家
制
度
へ

の
擬
制
的
拡
大
で
あ
る
、
封
建
制
度
＝
封
土
建
国
の
政
治
制
度
に
繋
が
り
発
展
し
て
い
く
と

は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
。
孟
子
は
、
門
下
の
万
象
に
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
万
章
は
た
ず
ね
た
。『
舜
の
弟
の
象
は
い
つ
も
舜
を
殺
す
こ
と
を
日
日
の
仕
事
の
様
に
し

て
い
た
の
に
、
舜
は
天
子
の
位
に
つ
く
と
、
こ
の
弟
を
死
刑
に
も
せ
ず
に
た
だ
追
放
し
た
だ

け
な
の
は
、
ど
う
い
う
わ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。
』
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
い
や
、
追
放

す
る
ど
こ
ろ
か
、
有
庳
と
い
う
地
方
の
君
主
に
し
た
の
だ
。
も
っ
と
も
一
説
に
は
追
放
し
た

の
だ
と
も
い
っ
て
い
る
が
。
」
万
章
は
意
外
に
思
い
、
ま
た
た
ず
ね
た
。「
・
・
・
と
こ
ろ
が
、

象
は
こ
の
上
も
な
く
不
仁
な
の
に
、
有
庳
の
国
に
封
ず
る
と
は
。
い
っ
た
い
有
庳
の
人
は
何

の
罪
が
あ
っ
て
、
象
の
よ
う
な
も
の
を
君
主
に
仰
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
仁
者
と
い
う
も
の
は
が
ん
ら
い
こ
の
よ
う
に
不
公
平
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
・
・
・

」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。「
仁
者
の
弟
に
対
す
る
態
度
は
、
怒
っ
て
も
そ
の
怒
り
を
か
く
さ

な
い
し
、
怨
ん
だ
か
ら
と
て
い
つ
も
で
も
根
に
持
た
な
い
。
ひ
た
す
ら
弟
を
親
し
み
愛
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。
親
し
み
愛
す
れ
ば
」
誰
し
も
貴
か
れ
と
願
い
、
か
つ
富
む
こ
と
を
の
ぞ
む

も
の
だ
。
舜
が
象
を
有
庳
に
封
じ
た
の
も
、
つ
ま
り
は
弟
を
富
貴
に
し
て
や
り
た
か
っ
た
か
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干
で
も
儒
家
と
法
家
の
思
想
的
対
応
関
係
に
つ
い
て
展
望
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
儒
教
と
の
相
関
関
係
を
検
討
し
て
、
そ
の
特
質
を
洗
い
出
し
て
お
か

な
い
と
、
法
家
独
自
の
客
観
的
特
質
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。 

三
つ
目
の
問
題
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想

」
と
、「
王
土
王
民
」
思
想
（
二
）
や
そ
の
制
度
的
展
開
と
言
わ
れ
て
い
る
周
代
の
土
地
制
度

で
あ
る
井
田
制
度
を
ど
の
様
に
統
一
的
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

周
代
の
井
田
制
度
の
継
承
で
あ
る
と
通
説
的
に
言
わ
れ
て
い
る
唐
代
均
田
制
度
下
の
土
地
・

人
民
支
配
論
に
つ
い
て
、
研
究
史
の
論
争
点
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

土
地
制
度
に
つ
い
て
は
、
土
地
国
有
制
度
説
（
玉
井
是
博
・
宮
崎
市
定
ー
国
家
的
荘
園
制

）
と
原
則
的
土
地
私
有
制
説
（
仁
井
田
陞
・
志
田
不
動
麿
）
の
二
つ
が
あ
り
、
人
民
支
配
に

つ
い
て
は
、
国
家
的
農
奴
説
（
志
田
不
動
麿
・
宮
崎
市
定
ー
小
作
人
）
と
自
由
民
＝
自
作
農

説
（
加
藤
繁
）
の
二
つ
が
並
存
し
て
い
る
（
三
）。
つ
ま
り
均
田
制
度
下
の
土
地
・
人
民
支
配

理
論
に
お
い
て
、
全
く
相
違
す
る
二
つ
の
学
説
が
、
戦
前
よ
り
現
在
ま
で
対
立
的
に
並
存
し

て
い
て
、
未
だ
統
一
的
見
解
が
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。 

そ
こ
で
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
と
、「
王
土
王
民
」
思
想
→
井
田
制

度
→
均
田
制
と
い
う
、
論
争
が
続
い
て
き
た
国
家
的
な
土
地
人
民
支
配
理
論
の
問
題
に
つ
い

て
、
一
つ
の
私
見
を
提
起
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
に
し
て
見
た
い
。 

 

 
 

一 

対
の
思
想
と
中
央
集
権
的
封
建
制
国
家
論 

 

管
見
の
限
り
、『
論
語
』
に
は
一
か
所
に
法
家
思
想
へ
の
批
判
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
孔

子
は
、
楚
国
の
葉
県
の
長
官
で
あ
る
沈
諸
梁
に
、
次
の
よ
う
に
儒
家
と
法
家
と
の
家
族
制
度

に
対
す
る
違
い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

「
葉
公
が
孔
子
に
話
し
た
、「
わ
た
し
ど
も
の
村
に
は
正
直
者
の
躬
と
い
う
男
が
い
て
、
自

分
の
父
親
が
羊
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
た
と
き
に
、
息
子
が
そ
れ
を
知
ら
せ
ま
し
た
。
」
孔
子
は

い
わ
れ
た
、「
わ
た
し
ど
も
の
村
の
正
直
者
は
そ
れ
と
は
違
い
ま
す
。
父
は
子
の
た
め
に
隠
し

、
子
は
父
の
た
め
に
隠
し
ま
す
。
正
直
さ
は
そ
こ
に
自
然
に
そ
な
わ
る
も
の
で
す
よ
。
」
（
四

）
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
韓
非
子
に
も
見
え
て
い
て
、 

「
儒
家
は
学
問
に
よ
っ
て
法
を
か
き
乱
し
，
侠
客
は
刀
剣
を
ふ
る
っ
て
禁
令
を
破
っ
て
い

る
が
、
君
主
は
そ
の
両
方
を
と
も
に
礼
遇
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
国
家
の
乱
れ
る
原
因
で
あ

る
。・
・
・
楚
の
人
で
正
直
も
の
の
躬
と
い
う
も
の
が
い
た
が
、
そ
の
父
親
が
羊
を
盗
ん
だ
と

き
に
そ
れ
を
役
人
に
知
ら
せ
た
。
楚
の
宰
相
は
「
こ
や
つ
を
死
刑
に
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
君

に
対
し
て
は
正
直
で
あ
る
が
、
父
に
対
し
て
は
悪
い
と
考
え
て
、
こ
れ
を
捕
え
て
罰
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
君
に
対
し
て
は
正
直
な
臣
下
と
い
う
も
の
は
、
父
に
と

っ
て
は
手
に
負
え
ぬ
子
供
な
の
で
あ
る
。・
・
・
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
父
に
と
っ
て
孝
子

と
い
う
も
の
は
、
君
に
と
っ
て
逆
臣
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
楚
の
国
で
は
宰
相
が
直
躬

を
罰
し
た
た
め
に
、
悪
事
を
お
上
に
知
ら
せ
る
者
が
い
な
く
な
り
、
・
・
・
」
（
五
）
と
、
君

臣
と
父
子
の
利
害
は
異
な
る
と
、
国
家
統
治
の
立
場
か
ら
儒
教
の
家
族
道
徳
論
を
痛
烈
に
批

判
し
て
い
る
。
韓
非
子
も
国
家
と
家
族
＝
公
私
の
二
元
的
世
界
観
を
持
つ
思
想
家
で
あ
る
。 

父
と
子
の
相
互
隠
匿
を
是
認
し
て
家
族
主
義
道
徳
の
大
切
さ
を
主
張
す
る
儒
教
の
立
場
と
、

子
が
父
の
隠
匿
を
暴
き
、
家
族
主
義
を
否
定
し
て
国
家
権
力
に
忠
誠
を
尽
す
法
家
と
の
立
場

の
相
違
が
見
事
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
公
権
力
を
排
除
す
る
の
が
儒
教
の
家
族
主
義
で
あ
り
、

公
権
力
が
家
族
制
度
の
内
部
ま
で
貫
徹
さ
せ
る
の
が
法
家
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
例
で
も
儒

家
と
法
家
は
、「
対
の
思
想
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
積
年
に
亘
る
自
己
の
研
究
姿
勢
へ
の
自
戒
を
込
め
て
言
う

の
で
あ
る
が
、
中
央
集
権
制
＝
公
権
力
＝
法
家
、
地
方
分
権
性
＝
私
権
力
＝
儒
家
と
い
う
よ

う
な
、
単
純
で
安
易
な
シ
エ
―
マ
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

次
の
孟
子
の
公
権
力
と
私
権
力
の
相
違
に
つ
い
て
の
主
張
を
よ
く
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
事

実
が
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
孟
子
も
孔
子
の
主
張
と
同
じ
様
に
家
族
主
義
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。 

「
孟
子
の
門
人
の
桃
応
が
た
ず
ね
た
、「
先
生
、
舜
が
天
子
で
、
皐
陶
が
裁
判
官
で
あ
る
と

き
に
、
舜
の
父
が
も
し
人
殺
し
を
し
た
ら
、
〔
そ
の
処
分
は
〕
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」

孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。「
も
ち
ろ
ん
、
皐
陶
は
法
に
よ
っ
て
す
ぐ
さ
ま
瞽
瞍
を
罪
人
と
し
て

と
ら
え
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
い
く
ら
舜
が
天
子
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
に
は
代
々
受
け
つ
い
で
き
た
天

下
の
大
法
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
天
子
と
い
え
ど
も
私
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
」
〔

桃
応
が
い
っ
た
〕「
で
は
こ
の
際
、
舜
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」(

父
が
死
刑
に

な
る
の
を
黙
っ
て
み
て
い
る
の
で
す
か)

。
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
舜
は
天
下
を
捨
て
る
こ
と

は
草
履
を
す
て
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
い
か
ら
、
天
子
の
位
を
な
げ
う
っ
て
父
を
背
負

っ
て
逃
げ
、
人
知
れ
ぬ
海
辺
に
そ
う
て
遠
い
辺
地
に
行
っ
て
か
く
れ
住
み
、
一
生
に
こ
に
こ

し
て
父
に
仕
え
て
楽
し
み
、
天
下
の
事
な
ど
は
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
」(

六
）
と
、

家
族
制
度
の
危
機
に
は
、
公
権
力
を
棄
て
て
逃
亡
す
る
と
、
門
人
の
桃
応
に
答
え
て
い
る
。 

頑
迷
固
陋
な
父
親
で
、
普
通
の
人
間
に
は
ど
う
に
も
対
応
で
き
な
い
父
親
の
瞽
瞍
に
対
し

て
、
舜
は
公
法
下
に
置
き
処
分
し
な
く
、
父
を
背
負
い
逃
亡
し
て
親
を
保
護
す
る
、
と
言
う
。

こ
れ
ま
で
の
論
考
で
累
説
し
た
が
、
如
何
に
古
代
中
国
で
は
家
族
制
度
の
存
在
が
大
き
く
個

人
の
人
生
を
規
定
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
孟
子
に
お
い
て
も
、
法
家
思
想
と
同
じ
よ
う
に
、
舜
が
天
子
に
い
た
場
合
に
は
、

公
法
の
貫
徹
す
る
国
家
（
社
会
）
権
力
が
人
民
に
ま
で
貫
徹
す
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
舜

が
国
家
を
放
棄
し
た
場
合
に
は
、
公
法
の
貫
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し
な
い
私
法
の
支
配
す
る
家
族
制
度
が
、
厳

然
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
儒
教
の
法
思
想
に
お
い
て
は
、
国
家
＝
公
権
力
と

家
族
＝
私
権
力
と
い
う
、
家
族
と
国
家
と
い
う
二
つ
の
中
心
が
距
離
を
お
い
て
厳
然
と
し
て

存
在
す
る
楕
円
形
の
二
重
権
力
構
造
の
世
界
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 

 

つ
ま
り
儒
教
的
世
界
は
、
ど
ち
ら
か
を
一
方
の
比
重
を
大
き
く
し
て
、
ど
ち
ら
か
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方

に
収
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て
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性
の
整
合
性
を
採
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
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＝
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る
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と
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と
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う
二
重
権
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造
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体
制
が
社
会
と
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族
に
ま
で
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す
る
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対
の
世
界
」
な
の
で
あ
る
、 

こ
の
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う
な
儒
教
の
家
族
制
度
を
重
視
す
る
思
想
は
、
国
家
理
論
や
政
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理
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に
展
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す

れ
ば
、
仁
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を
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し
た
修
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・
斉
家
の
家
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、
治
国
・
平
天
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度
へ

の
擬
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度
＝
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繋
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述
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追
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。
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・
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。
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仰
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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・
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か
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の
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」
は
、

儒
教
の
理
想
的
国
家
論
の
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に
展
開
す
れ
ば
、
周
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前
の
中
央
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権
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封
建
制
国
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（
＝

国
王
が
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封
・
改
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を
握
る
主
従
関
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＝
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領
主
制
）
と
な
る
。
儒
教
の
周
代
的
国
家

構
造
論
の
中
に
は
、
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
二
重
権
力
支
配
が
、
家
族
制
度
と
国
家
・
社

会
制
度
に
複
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は
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＝
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配
と
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役
＝
私
権
力
支
配
の
二
重
権

力
支
配
が
貫
徹
し
て
い
た
。
周
代
の
土
地
制
度
で
あ
る
井
田
制
度
に
も
、
公
田
＝
公
権
力
と

私
田
＝
私
権
力
の
二
重
権
力
支
配
が
並
存
し
て
い
た
。
井
田
制
度
理
念
を
継
承
し
た
唐
代
の

均
田
制
度
で
も
、
口
分
田
＝
国
家
的
土
地
所
有
制
と
永
業
田
＝
私
的
土
地
所
有
制
度
と
い
う

「
対
の
思
想
」
＝
二
元
的
土
地
所
有
制
度
が
並
存
し
て
い
た
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は
じ
め
に 

 

こ
れ
ま
で
上
梓
し
た
論
考
に
お
い
て
、
儒
教
思
想
は
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面

思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
こ
と
を
累
説
し
て
き
た
。
そ
し
て
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想

」（
一
）
の
論
考
で
は
、
儒
教
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
は
、
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う 

 

  

小 

倉 

正 

昭 
 

相
異
な
る
両
権
力
を
、
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
ず
に
均
衡
状
態
に
保
持
す
る
こ
と
を
実
現
・
維
持

し
て
行
く
所
に
、
政
治
思
想
史
上
の
理
論
的
意
義
が
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。 

そ
し
て
こ
の
論
考
で
は
中
和
の
中
庸
思
想
は
、
公
私
の
両
権
力
が
五
分
五
分
に
混
じ
り
合 

い
、
修
身
・
斉
家
よ
り
治
国
・
平
天
下
の
理
想
実
現
に
貫
徹
し
て
、
中
権
の
中
庸
思
想
は
、

修
身
・
斉
家
に
は
私
権
力
が
、
治
国
・
平
天
下
に
は
公
権
力
が
貫
徹
す
る
と
述
べ
た
。 

そ
こ
で
本
稿
で
検
討
し
た
い
一
つ
目
の
問
題
は
、
対
の
思
想
を
持
つ
中
庸
思
想
の
政
治
力

学
的
理
論
が
、
国
家
権
力
論
の
上
に
展
開
す
れ
ば
、
一
体
ど
の
様
な
具
体
的
な
国
家
構
構
造

に
な
る
か
と
い
う
、
儒
教
思
想
の
国
家
権
力
構
造
へ
の
具
体
的
展
開
の
問
題
で
あ
る
。 

二
つ
目
の
問
題
は
、
儒
教
思
想
と
法
家
思
想
の
相
関
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
法
家
思
想
は
、

中
国
で
は
、
儒
家
思
想
と
並
び
称
さ
れ
る
大
政
治
思
想
で
あ
り
、
儒
教
思
想
と
法
家
思
想
は
、

中
国
思
想
の
二
本
柱
で
あ
る
こ
と
は
、
先
学
の
大
家
が
全
て
指
摘
す
る
所
で
あ
り
、
通
説
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
「
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
」

の
各
論
に
お
い
て
は
、
儒
教
思
想
と
法
家
思
想
は
ど
の
よ
う
な
対
応
関
係
に
あ
る
の
か
に
つ

い
て
は
、
非
常
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
く
触
れ
ず
仕
舞
い
に
終
わ
っ
た
。 

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、「
対
の
思
想
」
と
儒
教
の
理
想
的
国
家
構
造
論
は
、
一
体
度
の

よ
う
な
対
応
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
儒
教
と
法
家
の
政
治
思
想
は
、
ど
の
よ
う

な
対
応
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
先
ず
検
討
し
て
み
た
い
。 

今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
法
家
の
政
治
思
想
の
特
徴
を
解
明
す
る
た
め
に
も
、
こ
こ
で
若
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参
照
） 

（
五
八
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』
諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂
著 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

「
４
・
君
子
を
し
て
あ
ひ
朋
し
て
善
を
な
さ
し
め
よ
」
七
九
頁 

参
照
） 

（
五
九
）
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
百
四
十
八 

戊
戌
条 

仁
宗 

慶
暦
四
年 

参
照
） 

（
六
○
）
儒
教
の
富
貴
思
想
に
つ
い
て
、
卑
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

儒
教
は
、
義
＝
君
臣
関
係
と
仁
＝
家
族
愛
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
富
貴
を
肯
定
す
る
。

 
 
 
 
 
 

 

人
間
の
世
の
現
実
を
肯
定
す
る
思
想
で
あ
る
。
文
面
を
一
読
す
る
限
り
、
欧
陽
脩
は
、 

君
子
＝
義
＝
無
欲
と
小
人
＝
利
を
対
立
し
て
捉
え
て
、
富
貴
の
追
求
を
否
定
し
て
い
る 

よ
う
に
思
え
る
。
孔
子
も
「
子
の
曰
わ
く
、
君
子
は
義
に
喩
り
、
小
人
は
利
に
喩
る
。
」 

（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書
五
七
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
君
子
の
義
と
小
人
の 

利
は
、
対
立
概
念
で
あ
る
様
に
思
え
る
。
し
か
し
欧
陽
脩
は
、
国
家
滅
亡
の
危
機
状
態 

に
お
い
て
正
義
の
追
求
を
す
る
君
子
の
朋
党
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、 

富
貴
の
追
求
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
な
い
。
孔
子
の
言
葉
も
君
子
は
義
に
明
る
い
と 

述
べ
る
だ
け
で
あ
り
、
利
欲
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
儒
教
の
本
来
の
教 

え
は
、
仁
と
義
の
両
面
に
お
い
て
富
貴
を
肯
定
し
て
、
こ
れ
を
是
認
す
る
。 

孔
子
は
富
貴
に
つ
い
て
、「
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我
に
お
い
て
浮
雲
の
如 

し
」（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書 

九
六
頁
）
と
、
不
義
に
て
富
貴
の
追
求
す
る 

の
を
恥
じ
る
だ
け
で
あ
り
、
正
義
を
貫
い
て
富
貴
を
求
め
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。 

む
し
ろ
孔
子
は
、「
天
下
道
あ
れ
ば
則
ち
見
れ
、
道
な
け
れ
ば
則
ち
隠
る
。
邦
に
道
あ 

る
に
、
貧
し
く
し
て
且
つ
賤
し
き
は
恥
な
り
。
邦
に
道
な
き
に
、
富
み
て
且
つ
貴
き
は 

恥
な
り
」（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書 

一
一
一
頁
）
と
あ
り
、
正
義
や
天
下
に 

道
あ
る
時
に
は
、
貧
賎
の
身
分
は
恥
ず
べ
き
事
な
の
で
あ
る
。 

仁
に
お
い
て
も
孔
子
は
、「
子
の
曰
く
、
富
と
貴
き
と
は
、
是
れ
人
の
欲
す
る
所
な
り
。 

其
の
道
を
以
て
こ
れ
を
得
ざ
れ
ば
、
処
ら
ざ
る
な
り
。
貧
し
き
と
賤
し
き
と
は
、
是
れ 

人
の
悪
む
所
な
り
。
其
の
道
を
以
て
こ
れ
を
得
ざ
れ
ば
、
去
ら
ざ
る
な
り
。
君
子
、
仁 

を
去
り
て
悪
に
か
名
を
な
さ
ん
」
（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書 

五
三
頁
）
と
、 

仁
を
成
し
て
富
貴
を
求
め
る
の
を
君
子
と
し
て
い
る
。
富
貴
を
求
め
る
事
を
是
認
す
る
。 

ま
た
「
子
貢
が
曰
く
、
貧
し
く
し
て
諂
う
こ
と
無
く
、
富
み
て
驕
る
こ
と
無
き
は
、
如 

何
。
子
の
曰
わ
く
、
可
な
り
。
未
だ
貧
し
く
し
て
道
を
楽
し
み
、
富
み
て
礼
を
好
む
者 

に
は
若
か
ら
ざ
る
な
り
」（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書 

二
五
頁
）
と
述
べ
て
い 

る
。
富
貴
に
し
て
礼
（
仁
と
義
の
両
者
の
融
合
徳
目
）
を
好
む
こ
と
を
称
揚
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
孔
子
や
孟
子
の
唱
え
る
儒
教
の
教
え
は
、
仁
と
義
の
両
面
に
お
い
て
、
人 

間
の
本
来
的
な
欲
望
で
あ
る
富
貴
を
推
奨
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
儒
教
は
、
人
間

の
本
能
的
欲
望
を
肯
定
す
る
思
想
で
あ
る
故
に
、
長
く
中
国
思
想
の
正
統
的
地
位
を 

獲
得
し
て
維
持
す
る
一
つ
の
大
き
な
原
因
が
存
在
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

（
六
一
）（
『
中
国
的
思
惟
の
伝
統
―
対
立
と
統
一
の
論
理
―
』（
大
濱
皓
著 

勁
草
書
房 

一
九 

六
九
年 

初
版 

参
照
） 

（
六
二
）『
易
の
話
』（
金
谷
治
著 

Ⅴ
―
易
と
中
国
人
の
考
え
方 

一
―
対
立
と
統
合 

講
談
社 

学
術
新
書 

昭
和
四
七
年 

初
版 

一
五
〇
頁
―
一
五
一
頁 

参
照
） 

（
六
三
）
対
の
思
想
の
研
究
史
の
概
略
は
、
拙
稿
「
「
対
の
思
想
」
研
究
史
の
現
状
と
課
題
―
対 

の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
序
章
）
―
」
（
鈴 

鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年
）
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。 

（
六
四
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

一
〇
六
頁 

参
照
） 

（
六
五
）『
韓
非
子
第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注 

難
勢
第
四
十 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年 

初
版 

 

一
七
頁
―
一
八
頁 

参
照
） 

 

（
受
付
日
二
〇
一
一
年 

九
月 

二
七
日
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
受
理
日
二
〇
一
一
年
十
二
月 

二
一
日) 

                                                    

 
 
 
 

3–Political Ideological Significance of the Thought of Dui 

― Historical background from which the thought of Dui (dualist thought) arose (Epilogue) ― 

 

Masaaki OGURA* 
 

Two-sided thinking―“the thought of Dui”―is a basic mode of thinking for Chinese people. As the historical 

background from which the thought of Dui arose, we have pointed out special factors in China (and its people): “Respect 

for Reality”, “Changing Circumstances”, “Vast Country (Diverse National Character)” and “the Doctrine of the Mean”. 

Those factors are, however, merely superficial and phenomenal characteristics of Chinese society. Their fundamental 

factors must be considered to have been present from the developmental stages of humanity in world history. It is found 

on the one hand in the early maturity and firmness in the establishment of the family system in Chinese society 

associated with the breakdown of primitive communal society, and on the other in the firmness of the communal 

remnants of Chinese society (survival of humanity’s species-being). The family system and the social system opposed 

each other. Such tense simultaneous coexistence of the two different systems is the original factor to have had dualist 

thought arise―“the thought of Dui”―which is the philosophical distinction of Chinese people in world history. 

 

Key words: thought of Dui, historical background, fundamental factor, individual family system, state social system 
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(

五
四
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

一
〇
一
頁) 

参
照
） 

（
五
五
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 
九
〇
頁 

参
照
） 

（
五
六
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

八
二
頁 
参
照
） 

（
五
七
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 
 
 

九
一
頁 

参
照
） 

（
五
八
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』
諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂
著 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

「
４
・
君
子
を
し
て
あ
ひ
朋
し
て
善
を
な
さ
し
め
よ
」
七
九
頁 

参
照
） 

（
五
九
）
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
百
四
十
八 

戊
戌
条 

仁
宗 

慶
暦
四
年 

参
照
） 

（
六
○
）
儒
教
の
富
貴
思
想
に
つ
い
て
、
卑
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

儒
教
は
、
義
＝
君
臣
関
係
と
仁
＝
家
族
愛
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
富
貴
を
肯
定
す
る
。

 
 
 
 
 
 

 

人
間
の
世
の
現
実
を
肯
定
す
る
思
想
で
あ
る
。
文
面
を
一
読
す
る
限
り
、
欧
陽
脩
は
、 

君
子
＝
義
＝
無
欲
と
小
人
＝
利
を
対
立
し
て
捉
え
て
、
富
貴
の
追
求
を
否
定
し
て
い
る 

よ
う
に
思
え
る
。
孔
子
も
「
子
の
曰
わ
く
、
君
子
は
義
に
喩
り
、
小
人
は
利
に
喩
る
。
」 

（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書
五
七
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
君
子
の
義
と
小
人
の 

利
は
、
対
立
概
念
で
あ
る
様
に
思
え
る
。
し
か
し
欧
陽
脩
は
、
国
家
滅
亡
の
危
機
状
態 

に
お
い
て
正
義
の
追
求
を
す
る
君
子
の
朋
党
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、 

富
貴
の
追
求
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
な
い
。
孔
子
の
言
葉
も
君
子
は
義
に
明
る
い
と 

述
べ
る
だ
け
で
あ
り
、
利
欲
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
儒
教
の
本
来
の
教 

え
は
、
仁
と
義
の
両
面
に
お
い
て
富
貴
を
肯
定
し
て
、
こ
れ
を
是
認
す
る
。 

孔
子
は
富
貴
に
つ
い
て
、「
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我
に
お
い
て
浮
雲
の
如 

し
」（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書 

九
六
頁
）
と
、
不
義
に
て
富
貴
の
追
求
す
る 

の
を
恥
じ
る
だ
け
で
あ
り
、
正
義
を
貫
い
て
富
貴
を
求
め
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。 

む
し
ろ
孔
子
は
、「
天
下
道
あ
れ
ば
則
ち
見
れ
、
道
な
け
れ
ば
則
ち
隠
る
。
邦
に
道
あ 

る
に
、
貧
し
く
し
て
且
つ
賤
し
き
は
恥
な
り
。
邦
に
道
な
き
に
、
富
み
て
且
つ
貴
き
は 

恥
な
り
」（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書 

一
一
一
頁
）
と
あ
り
、
正
義
や
天
下
に 

道
あ
る
時
に
は
、
貧
賎
の
身
分
は
恥
ず
べ
き
事
な
の
で
あ
る
。 

仁
に
お
い
て
も
孔
子
は
、「
子
の
曰
く
、
富
と
貴
き
と
は
、
是
れ
人
の
欲
す
る
所
な
り
。 

其
の
道
を
以
て
こ
れ
を
得
ざ
れ
ば
、
処
ら
ざ
る
な
り
。
貧
し
き
と
賤
し
き
と
は
、
是
れ 

人
の
悪
む
所
な
り
。
其
の
道
を
以
て
こ
れ
を
得
ざ
れ
ば
、
去
ら
ざ
る
な
り
。
君
子
、
仁 

を
去
り
て
悪
に
か
名
を
な
さ
ん
」
（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書 

五
三
頁
）
と
、 

仁
を
成
し
て
富
貴
を
求
め
る
の
を
君
子
と
し
て
い
る
。
富
貴
を
求
め
る
事
を
是
認
す
る
。 

ま
た
「
子
貢
が
曰
く
、
貧
し
く
し
て
諂
う
こ
と
無
く
、
富
み
て
驕
る
こ
と
無
き
は
、
如 

何
。
子
の
曰
わ
く
、
可
な
り
。
未
だ
貧
し
く
し
て
道
を
楽
し
み
、
富
み
て
礼
を
好
む
者 

に
は
若
か
ら
ざ
る
な
り
」（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

前
掲
書 

二
五
頁
）
と
述
べ
て
い 

る
。
富
貴
に
し
て
礼
（
仁
と
義
の
両
者
の
融
合
徳
目
）
を
好
む
こ
と
を
称
揚
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
孔
子
や
孟
子
の
唱
え
る
儒
教
の
教
え
は
、
仁
と
義
の
両
面
に
お
い
て
、
人 

間
の
本
来
的
な
欲
望
で
あ
る
富
貴
を
推
奨
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
儒
教
は
、
人
間

の
本
能
的
欲
望
を
肯
定
す
る
思
想
で
あ
る
故
に
、
長
く
中
国
思
想
の
正
統
的
地
位
を 

獲
得
し
て
維
持
す
る
一
つ
の
大
き
な
原
因
が
存
在
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

（
六
一
）（
『
中
国
的
思
惟
の
伝
統
―
対
立
と
統
一
の
論
理
―
』（
大
濱
皓
著 

勁
草
書
房 

一
九 

六
九
年 

初
版 

参
照
） 

（
六
二
）『
易
の
話
』（
金
谷
治
著 

Ⅴ
―
易
と
中
国
人
の
考
え
方 

一
―
対
立
と
統
合 

講
談
社 

学
術
新
書 

昭
和
四
七
年 

初
版 

一
五
〇
頁
―
一
五
一
頁 

参
照
） 

（
六
三
）
対
の
思
想
の
研
究
史
の
概
略
は
、
拙
稿
「
「
対
の
思
想
」
研
究
史
の
現
状
と
課
題
―
対 

の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
序
章
）
―
」
（
鈴 

鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年
）
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。 

（
六
四
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

一
〇
六
頁 

参
照
） 

（
六
五
）『
韓
非
子
第
四
冊
』（
金
谷
治
訳
注 

難
勢
第
四
十 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年 

初
版 

 

一
七
頁
―
一
八
頁 

参
照
） 

 

（
受
付
日
二
〇
一
一
年 

九
月 

二
七
日
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
受
理
日
二
〇
一
一
年
十
二
月 

二
一
日) 

                                                    

 
 
 
 

3–Political Ideological Significance of the Thought of Dui 

― Historical background from which the thought of Dui (dualist thought) arose (Epilogue) ― 

 

Masaaki OGURA* 
 

Two-sided thinking―“the thought of Dui”―is a basic mode of thinking for Chinese people. As the historical 

background from which the thought of Dui arose, we have pointed out special factors in China (and its people): “Respect 

for Reality”, “Changing Circumstances”, “Vast Country (Diverse National Character)” and “the Doctrine of the Mean”. 

Those factors are, however, merely superficial and phenomenal characteristics of Chinese society. Their fundamental 

factors must be considered to have been present from the developmental stages of humanity in world history. It is found 

on the one hand in the early maturity and firmness in the establishment of the family system in Chinese society 

associated with the breakdown of primitive communal society, and on the other in the firmness of the communal 

remnants of Chinese society (survival of humanity’s species-being). The family system and the social system opposed 

each other. Such tense simultaneous coexistence of the two different systems is the original factor to have had dualist 

thought arise―“the thought of Dui”―which is the philosophical distinction of Chinese people in world history. 

 

Key words: thought of Dui, historical background, fundamental factor, individual family system, state social system 
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(

一
四) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活(

下)

』( 

李
志
綏 

新
庄
哲
夫
訳 

文
春
文
庫 

二
〇
〇
〇
年 

第 

八
刷 

二
九
三
頁
―
二
九
四
頁 

参
照) 

（
一
五
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治
訳
注 

第
四
章 

中
庸 

三 

礼
の
中
と
楽
の
和 

 
 
 

一
四
五
頁 

参
照) 

(

一
六) 

『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

五
七
頁 

 
 
 

参
照) 

 

(

一
七) 

『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
一
年 

第
五
刷 

一
八
七 

 
 

 

頁 

参
照) 

 

(

一
八) 

『
礼
記(

上)

』(

新
釈
漢
文
大
系 

第
二
七
巻 

竹
内
照
夫
訳
注 

明
治
書
院 

平 

 
 
 

成
五
年 

一
九
版 

第
三
六
刷 

二
二
一
頁
―
二
二
四
頁 

参
照) 

 

(

一
九) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

縢
文
公 

 
 
 

章
句
上 

二
０
三
頁 

参
照) 

 

(

二
○) 

『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
二
頁 

 

 
 
 

参
照) 

 

(

二
一) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

縢
文
公 

 
 
 

章
句
上 

三
八
頁 

参
照) 

 

(

二
二) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
六
三
頁 

 
 
 

参
照) 

 

（
二
三
）
『 

日
本
大
百
科
全
書
（
小
学
館
）
』（ 

執
筆
者
・
安
倍
道
子
） 

(

二
四) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
四
七
頁 

 
 
 

―
一
四
八
頁 

参
照) 

 

（
二
五
）『
韓
非
子 

第
一
冊
（
全
四
冊
）
』
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
九
年 

第
五
刷 

 

二
八
四
頁 

参
照
） 

（
二
六
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
現
実
の
尊
重
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史 

的
背
景
（
一
）
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

（
二
七
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
状
況
の
変
化
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史 

的
背
景
（
二
）
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

（
二
八
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
広
大
な
国
土
（
多
様
な
国
民
性
）
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の 

生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
（
三
）
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
０
一
一
年 

参
照
） 

（
二
九
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的 

背
景
（
四
）
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

(

三
○) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
三
五
頁 

 
 
 
 

参
照) 

(

三
一) 

『
荀
子(

上)

』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
六
年 

第
一
五
刷 

一
六
四
頁 

参 

 
 
 
 

照) 

（
三
二
）
『
古
代
社
会
（
上
・
下
）
』（
モ
ル
ガ
ン
著 

青
山
道
夫
訳 

岩
波
書
店 

〔
全
二
冊
〕 

 
 
 
 

二
〇
〇
三
年 

第
一
二
冊 

参
照
） 

（
三
三
）『
家
族
・
私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』（
エ
ン
ゲ
ル
ス
著 

戸
原
四
郎
訳 

岩
波
書 

店 

一
九
八
〇
年 

第
一
八
冊 

参
照
） 

（
三
四
）『
家
族
・
私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』（
エ
ン
ゲ
ル
ス
著 

戸
原
四
郎
訳 

岩
波
書 

店 

一
九
八
〇
年 

第
一
八
冊 

序
文 

一
０
頁 

参
照
） 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
以
下
の
よ
う
に
人
類
史
を
総
括
し
て
述
べ
て
い
る
。
「
労
働
が
な
お
未 

発
達
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
生
産
物
の
量
が
、
し
た
が
っ
て
ま
た
社
会
の
富
が
制 

限
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
社
会
秩
序
は
そ
れ
だ
け
強
く
血
縁
的
紐
帯
に
支
配
さ
れ 

て
現
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
血
縁
的
紐
帯
に
も
と
づ
く
社
会
の
編
成
の
も
と
で
、
労
働
の 

生
産
性
は
だ
ん
だ
ん
発
展
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
私
有
財
産
と
交
換
が
、
富
の
差
別
が
、 

他
人
の
労
働
力
の
利
用
可
能
性
が
、
し
た
が
っ
て
ま
た
階
級
対
立
の
基
礎
が
発
展
し
て 

く
る
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
社
会
的
な
諸
要
素
が
発
展
し
て
く
る
が
、
こ
れ
は
い
く
世 

代
も
の
あ
い
だ
、
古
い
社
会
制
度
を
新
し
い
状
態
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
な
が
ら 

も
、
結
局
は
こ
の
両
者
の
非
両
立
性
が
完
全
な
変
革
を
惹
起
す
る
の
で
あ
る
。
血
縁
団 

体
に
立
脚
す
る
古
い
社
会
は
、
新
し
く
発
展
し
て
く
る
社
会
的
な
諸
階
級
と
衝
突
し
て 

粉
砕
さ
れ
る
。
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
国
家
に
総
括
さ
れ
る
新
し
い
社
会
が
現
れ
る
が
、 

こ
の
国
家
の
下
部
単
位
は
、
も
は
や
血
縁
団
体
で
は
な
く
て
地
縁
団
体
で
あ
る
。
こ
の 

社
会
で
は
、
家
族
の
秩
序
は
完
全
に
所
有
の
秩
序
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
い
ま
や
階
級 

対
立
と
階
級
闘
争
が
自
由
に
展
開
を
と
げ
る
が
、
こ
れ
が
、
従
来
の
す
べ
て
の
書
か
れ 

た
歴
史
の
内
容
を
な
す
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
続
け
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
社
会
権
力
た 

る
国
家
＝
公
権
力
の
起
源
及
び
機
能
に
つ
い
て
、「
そ
れ
は
、
こ
の
社
会
が
自
分
自
身 

と
の
解
決
し
え
な
い
矛
盾
に
ま
き
こ
ま
れ
、
自
分
で
は
は
ら
い
の
け
る
力
の
な
い
、
和 

解
し
え
な
い
諸
対
立
に
分
裂
し
た
こ
と
の
告
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
対 

立
が
、
す
な
わ
ち
相
対
抗
す
る
経
済
的
利
害
を
も
つ
諸
階
級
が
、
無
益
な
闘
争
の
う
ち 

に
自
分
自
身
と
社
会
を
滅
ぼ
さ
な
い
た
め
に
は
、
外
見
上
社
会
の
上
に
立
っ
て
こ
の
衝 

突
を
緩
和
し
、
そ
れ
を
『
秩
序
』
の
わ
く
の
な
か
に
た
も
つ
べ
き
権
力
が
必
要
と
な
っ 

た
。
そ
し
て
、
社
会
か
ら
う
ま
れ
な
が
ら
社
会
の
う
え
に
立
ち
、
社
会
に
た
い
し
ま
す 

ま
す
外
的
な
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
の
権
力
が
、
国
家
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
三
五
）『
史
記
一(

本
記)

』（
新
釈
漢
文
大
系 

第
三
八
巻 

吉
田
賢
抗 

明
治
書
院 

平
成
五 

年 

二
三
版 

五
帝
本
記 

第
一 
五
０
頁 

参
照) 

（
三
六
）
『
詩
経
（
中
）
』（
石
川
忠
久 

新
釈
漢
文
大
系 

第
一
一
一 

明
治
書
院 

平
成
一
〇 

年 

初
版 

三
八
七
頁
―
三
九
一
頁 

参
照)

、 

（
三
七
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 
第
四
〇
刷 

一
六
三
頁 

参
照) 

（
三
八
）『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
六
〇
頁 

 

参
照) 

(

三
九) 

李
年
古
氏
―
『
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
研
修
』
コ
ラ
ム
記
事
「
中
国
人
の
対
日
観
」
第
四 

回 

｢

中
国
人
と
付
き
合
っ
て
、
人
間
不
信
に
陥
っ
た｣ 

参
照
） 

（
四
○
）『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 
二
二
五
頁 

 
 
 
 

参
照) 

 

（
四
一
）『
日
中
親
族
構
造
の
比
較
研
究
』（
官
文
娜
著 

思
文
閣
史
学
叢
書 

二
〇
〇
五
年 

参 

照
）。
范
仲
淹
の
義
荘
設
立
等
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
范
文
正
公
、
財
を
軽
ん
じ
施
を 

好
み
、
も
っ
と
も
族
人
に
厚
く
す
る
。
す
で
に
貴
に
し
て
、
姑
蘇
の
近
郊
に
お
い
良
田 

数
千
畝
を
買
い
て
義
庄
と
な
し
、・
・
・
」
と
あ
り
て
、
軽
財
好
施
の
代
表
的
な
善
行 

と
し
て
い
る
。（
『
宋
名
臣
言
行
禄
』
諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
平
成 

元
年 

五 

版 

一
〇
・
「
財
を
軽
ん
じ
施
を
好
む
」 

八
三
頁 

参
照) 

（
四
二
）
荀
子
は
墨
翟
を
批
判
し
て
、「
天
下
を
統
一
し
国
家
を
建
て
る
た
め
の
根
本
重
点
を
知 

 
 
 

ら
ず
、
功
利
実
用
を
尊
重
し
倹
約
を
重
ん
じ
て
も
の
ご
と
の
区
別
等
級
を
な
お
ざ
り
に 

し
、
従
っ
て
と
て
も
社
会
的
階
級
分
別
を
容
認
し
て
君
臣
間
の
秩
序
を
立
て
る
こ
と
が 

で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
が
自
説
を
守
る
に
は
理
由
を
か
か
げ
弁
舌
に
は
条
理
を
作 

り
あ
げ
て
愚
昧
な
民
衆
を
惑
わ
す
こ
と
に
は
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
が
墨
翟
と
宋
鉶
と
で 

あ
る
。
」
と
、
階
級
区
別
を
し
な
い
水
平
平
等
社
会
の
実
現
と
し
て
い
る
。（
『
荀
子(

上)

』

 

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
六
年 

第
一
五
刷 

九
０
頁 

参
照) 

(

四
三) 

『
荀
子(

下)

』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
六
年 

第
一
五
刷 

一
六
二
頁
― 

 
 
 
 

一
六
三
頁 

参
照) 

（
四
四
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
五
〇
頁
―
一
五 

 

一
頁 

参
照) 

（
四
五
）
『
論
語
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

三
二
頁 

参
照) 

(

四
六) 

『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
二
０
頁 

 
 

参
照) 

 

（
四
七
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

一 

〇
五
頁 

参
照) 

（
四
八
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的 

背
景
に
つ
い
て
（
四
）
―
』
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
０
一 

二
年 

参
照
） 

（
四
九
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的 

 
 
 
 

背
景
に
つ
い
て
（
四
）
―
』
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
０
一 

二
年 

参
照
） 

（
五
○
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 
 
 
 

一
〇
七
頁 

注(

８) 

参
照
） 

（
五
一
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 
九
三
頁 

参
照
） 

（
五
二
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

八
九
頁 
参
照
） 

（
五
三
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

九
九
頁 

参
照
） 
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(

一
四) 

『
毛
沢
東
の
私
生
活(

下)

』( 

李
志
綏 

新
庄
哲
夫
訳 

文
春
文
庫 

二
〇
〇
〇
年 

第 

八
刷 

二
九
三
頁
―
二
九
四
頁 

参
照) 

（
一
五
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治
訳
注 

第
四
章 

中
庸 

三 

礼
の
中
と
楽
の
和 

 
 
 

一
四
五
頁 

参
照) 

(

一
六) 
『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

五
七
頁 

 
 
 

参
照) 

 

(

一
七) 

『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
一
年 

第
五
刷 

一
八
七 

 
 

 

頁 

参
照) 

 

(

一
八) 

『
礼
記(

上)

』(

新
釈
漢
文
大
系 

第
二
七
巻 

竹
内
照
夫
訳
注 

明
治
書
院 

平 

 
 
 

成
五
年 

一
九
版 

第
三
六
刷 
二
二
一
頁
―
二
二
四
頁 

参
照) 

 

(

一
九) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 
岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

縢
文
公 

 
 
 

章
句
上 

二
０
三
頁 

参
照) 

 

(

二
○) 

『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 
一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
二
頁 

 

 
 
 

参
照) 

 

(

二
一) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

縢
文
公 

 
 
 

章
句
上 

三
八
頁 

参
照) 

 

(

二
二) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
六
三
頁 

 
 
 

参
照) 

 

（
二
三
）
『 

日
本
大
百
科
全
書
（
小
学
館
）
』（ 

執
筆
者
・
安
倍
道
子
） 

(

二
四) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
四
七
頁 

 
 
 

―
一
四
八
頁 

参
照) 

 

（
二
五
）『
韓
非
子 

第
一
冊
（
全
四
冊
）
』
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
九
年 

第
五
刷 

 

二
八
四
頁 

参
照
） 

（
二
六
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
現
実
の
尊
重
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史 

的
背
景
（
一
）
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

（
二
七
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
状
況
の
変
化
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史 

的
背
景
（
二
）
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

（
二
八
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
広
大
な
国
土
（
多
様
な
国
民
性
）
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の 

生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
（
三
）
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
四
巻 

二
０
一
一
年 

参
照
） 

（
二
九
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的 

背
景
（
四
）
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

(

三
○) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
三
五
頁 

 
 
 
 

参
照) 

(

三
一) 

『
荀
子(

上)

』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
六
年 

第
一
五
刷 

一
六
四
頁 

参 

 
 
 
 

照) 

（
三
二
）
『
古
代
社
会
（
上
・
下
）
』（
モ
ル
ガ
ン
著 

青
山
道
夫
訳 

岩
波
書
店 

〔
全
二
冊
〕 

 
 
 
 

二
〇
〇
三
年 

第
一
二
冊 

参
照
） 

（
三
三
）『
家
族
・
私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』（
エ
ン
ゲ
ル
ス
著 

戸
原
四
郎
訳 

岩
波
書 

店 

一
九
八
〇
年 

第
一
八
冊 

参
照
） 

（
三
四
）『
家
族
・
私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』（
エ
ン
ゲ
ル
ス
著 

戸
原
四
郎
訳 

岩
波
書 

店 

一
九
八
〇
年 

第
一
八
冊 

序
文 

一
０
頁 

参
照
） 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
以
下
の
よ
う
に
人
類
史
を
総
括
し
て
述
べ
て
い
る
。
「
労
働
が
な
お
未 

発
達
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
生
産
物
の
量
が
、
し
た
が
っ
て
ま
た
社
会
の
富
が
制 

限
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
社
会
秩
序
は
そ
れ
だ
け
強
く
血
縁
的
紐
帯
に
支
配
さ
れ 

て
現
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
血
縁
的
紐
帯
に
も
と
づ
く
社
会
の
編
成
の
も
と
で
、
労
働
の 

生
産
性
は
だ
ん
だ
ん
発
展
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
私
有
財
産
と
交
換
が
、
富
の
差
別
が
、 

他
人
の
労
働
力
の
利
用
可
能
性
が
、
し
た
が
っ
て
ま
た
階
級
対
立
の
基
礎
が
発
展
し
て 

く
る
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
社
会
的
な
諸
要
素
が
発
展
し
て
く
る
が
、
こ
れ
は
い
く
世 

代
も
の
あ
い
だ
、
古
い
社
会
制
度
を
新
し
い
状
態
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
な
が
ら 

も
、
結
局
は
こ
の
両
者
の
非
両
立
性
が
完
全
な
変
革
を
惹
起
す
る
の
で
あ
る
。
血
縁
団 

体
に
立
脚
す
る
古
い
社
会
は
、
新
し
く
発
展
し
て
く
る
社
会
的
な
諸
階
級
と
衝
突
し
て 

粉
砕
さ
れ
る
。
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
国
家
に
総
括
さ
れ
る
新
し
い
社
会
が
現
れ
る
が
、 

こ
の
国
家
の
下
部
単
位
は
、
も
は
や
血
縁
団
体
で
は
な
く
て
地
縁
団
体
で
あ
る
。
こ
の 

社
会
で
は
、
家
族
の
秩
序
は
完
全
に
所
有
の
秩
序
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
い
ま
や
階
級 

対
立
と
階
級
闘
争
が
自
由
に
展
開
を
と
げ
る
が
、
こ
れ
が
、
従
来
の
す
べ
て
の
書
か
れ 

た
歴
史
の
内
容
を
な
す
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
続
け
て
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
社
会
権
力
た 

る
国
家
＝
公
権
力
の
起
源
及
び
機
能
に
つ
い
て
、「
そ
れ
は
、
こ
の
社
会
が
自
分
自
身 

と
の
解
決
し
え
な
い
矛
盾
に
ま
き
こ
ま
れ
、
自
分
で
は
は
ら
い
の
け
る
力
の
な
い
、
和 

解
し
え
な
い
諸
対
立
に
分
裂
し
た
こ
と
の
告
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
対 

立
が
、
す
な
わ
ち
相
対
抗
す
る
経
済
的
利
害
を
も
つ
諸
階
級
が
、
無
益
な
闘
争
の
う
ち 

に
自
分
自
身
と
社
会
を
滅
ぼ
さ
な
い
た
め
に
は
、
外
見
上
社
会
の
上
に
立
っ
て
こ
の
衝 

突
を
緩
和
し
、
そ
れ
を
『
秩
序
』
の
わ
く
の
な
か
に
た
も
つ
べ
き
権
力
が
必
要
と
な
っ 

た
。
そ
し
て
、
社
会
か
ら
う
ま
れ
な
が
ら
社
会
の
う
え
に
立
ち
、
社
会
に
た
い
し
ま
す 

ま
す
外
的
な
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
の
権
力
が
、
国
家
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
三
五
）『
史
記
一(

本
記)

』（
新
釈
漢
文
大
系 

第
三
八
巻 

吉
田
賢
抗 

明
治
書
院 

平
成
五 

年 

二
三
版 

五
帝
本
記 

第
一 

五
０
頁 

参
照) 

（
三
六
）
『
詩
経
（
中
）
』（
石
川
忠
久 

新
釈
漢
文
大
系 

第
一
一
一 

明
治
書
院 

平
成
一
〇 

年 

初
版 

三
八
七
頁
―
三
九
一
頁 

参
照)

、 

（
三
七
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
六
三
頁 

参
照) 

（
三
八
）『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
六
〇
頁 

 

参
照) 

(

三
九) 

李
年
古
氏
―
『
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
研
修
』
コ
ラ
ム
記
事
「
中
国
人
の
対
日
観
」
第
四 

回 

｢

中
国
人
と
付
き
合
っ
て
、
人
間
不
信
に
陥
っ
た｣ 

参
照
） 

（
四
○
）『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
二
五
頁 

 
 
 
 

参
照) 

 

（
四
一
）『
日
中
親
族
構
造
の
比
較
研
究
』（
官
文
娜
著 

思
文
閣
史
学
叢
書 

二
〇
〇
五
年 

参 

照
）。
范
仲
淹
の
義
荘
設
立
等
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
范
文
正
公
、
財
を
軽
ん
じ
施
を 

好
み
、
も
っ
と
も
族
人
に
厚
く
す
る
。
す
で
に
貴
に
し
て
、
姑
蘇
の
近
郊
に
お
い
良
田 

数
千
畝
を
買
い
て
義
庄
と
な
し
、・
・
・
」
と
あ
り
て
、
軽
財
好
施
の
代
表
的
な
善
行 

と
し
て
い
る
。（
『
宋
名
臣
言
行
禄
』
諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
平
成 

元
年 

五 

版 

一
〇
・
「
財
を
軽
ん
じ
施
を
好
む
」 

八
三
頁 

参
照) 

（
四
二
）
荀
子
は
墨
翟
を
批
判
し
て
、「
天
下
を
統
一
し
国
家
を
建
て
る
た
め
の
根
本
重
点
を
知 

 
 
 

ら
ず
、
功
利
実
用
を
尊
重
し
倹
約
を
重
ん
じ
て
も
の
ご
と
の
区
別
等
級
を
な
お
ざ
り
に 

し
、
従
っ
て
と
て
も
社
会
的
階
級
分
別
を
容
認
し
て
君
臣
間
の
秩
序
を
立
て
る
こ
と
が 

で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
が
自
説
を
守
る
に
は
理
由
を
か
か
げ
弁
舌
に
は
条
理
を
作 

り
あ
げ
て
愚
昧
な
民
衆
を
惑
わ
す
こ
と
に
は
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
が
墨
翟
と
宋
鉶
と
で 

あ
る
。
」
と
、
階
級
区
別
を
し
な
い
水
平
平
等
社
会
の
実
現
と
し
て
い
る
。（
『
荀
子(

上)

』

 

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
六
年 

第
一
五
刷 

九
０
頁 

参
照) 

(

四
三) 

『
荀
子(

下)

』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
六
年 

第
一
五
刷 

一
六
二
頁
― 

 
 
 
 

一
六
三
頁 

参
照) 

（
四
四
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
五
〇
頁
―
一
五 

 

一
頁 

参
照) 

（
四
五
）
『
論
語
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

三
二
頁 

参
照) 

(

四
六) 

『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
二
０
頁 

 
 

参
照) 

 

（
四
七
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

一 

〇
五
頁 

参
照) 

（
四
八
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的 

背
景
に
つ
い
て
（
四
）
―
』
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
０
一 

二
年 

参
照
） 

（
四
九
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的 

 
 
 
 

背
景
に
つ
い
て
（
四
）
―
』
（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
０
一 

二
年 

参
照
） 

（
五
○
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 
 
 
 

一
〇
七
頁 

注(

８) 

参
照
） 

（
五
一
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

九
三
頁 

参
照
） 

（
五
二
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

八
九
頁 

参
照
） 

（
五
三
）
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』（
市
川
安
司
著 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

初
版 

 

九
九
頁 

参
照
） 
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の
機
能
と
理
解
し
て
い
る
。
金
谷
氏
は
対
の
機
能
に
つ
い
て
、
「
二
つ
の
対
立
と
い
う
の
は
、
実

は
対
立
と
い
う
こ
と
ば
だ
け
で
あ
ら
わ
す
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
こ
の
二
つ
は
確
か
に
反
対
で

は
あ
る
が
、
た
が
い
に
排
斥
し
あ
う
反
対
、
あ
い
容
れ
な
い
矛
盾
し
た
関
係
で
は
な
く
て
、
逆
に

た
が
い
に
ひ
き
あ
う
関
係
、
あ
い
て
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
が
あ
る
と
い
う
関
係
で
あ

る
。
・
・
・
そ
う
い
う
関
係
を
、
中
国
の
言
葉
で
は
対
待
と
い
う
。
た
が
い
に
対
立
し
な
が
ら
、

し
か
も
、
た
が
い
に
あ
い
て
の
存
在
に
よ
り
か
か
っ
て
共
存
し
て
い
る
関
係
で
あ
る
。
あ
い
対
し

あ
い
待
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
相
互
の
対
立
と
と
も
に
相
互
の
依
存
が
あ
る
。
」
（
六
二
）
と
、

具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
他
方
で
は
、
駒
田
氏
、
山
田
氏
は
、
「
善
の
な
か
に
悪
を
、
さ
ら
に

悪
の
な
か
に
善
を
見
る
」
と
か
「
静
か
ら
動
へ
、
動
か
ら
静
へ
転
換
す
る
」
と
の
循
環
論
を
展
開

し
て
い
る
（
六
三
）。
し
か
し
南
宋
の
朱
子
は
、
対
の
機
能
に
つ
い
て
、「
陰
陽
は
循
環
で
説
く
場

合
と
、
対
待
で
説
く
場
合
が
あ
る
」
（
六
四
）
と
述
べ
て
、
対
待
（
相
互
依
存
関
係
）
と
循
環
論

（
相
互
反
発
関
係
）
の
二
つ
の
機
能
が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
対
の
思
想
に
も
、
相

互
に
共
存
す
る
場
合
と
相
互
に
排
斥
し
合
う
、
つ
ま
り
両
極
端
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
、
対
の
機

能
が
存
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
韓
非
子
が
「
矛
盾
」
の
説
話
で
、
「
対
立
す
る

物
は
両
立
し
な
い
」
（
六
五
）
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
対
の
機
能
に
は
対
待
の
機

能
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。 

 

一
０
ー
と
こ
ろ
で
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
拙
稿
の
各
論
で
は
、
対

の
思
想
の
自
己
矛
盾
す
る
二
つ
の
機
能
―
肯
定
と
否
定
と
い
う
対
の
関
係
―
に
つ
い
て
、
両
者
を

明
確
に
分
類
・
区
別
し
な
い
で
、
両
者
を
曖
昧
に
し
て
論
旨
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、

今
ま
で
の
拙
稿
で
は
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
要
因
を
解
明
す
る

事
に
主
目
的
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
。 

 
 

 

特
に
両
極
端
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
二
つ
の
対
立
す
る
対
の
機
能
を
明
確
に
区
別
し
て
論
理

展
開
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
庸
思
想
に
つ
い
て
は
、
説
明
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
て

い
る
。
こ
の
相
矛
盾
対
立
す
る
対
の
機
能
論
の
具
体
的
展
開
の
不
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
中
庸

思
想
の
構
造
論
研
究
を
展
開
す
る
場
合
の
課
題
と
し
た
い
。 （

二
〇
一
一
年
九
月
二
六
日 

稿
了) 

注 （
一
）
『
新
編 

対
の
思
想
』(

駒
田
信
二 

岩
波 

同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
三
〇 

一
九
九
二 

年 

｢

対
の
思
想
―
あ
る
い
は
影
の
部
分
に
つ
い
て｣ 

二
二
頁
―
二
三
頁 

参
照 

原 

載 

『
新
潮
』 

昭
和
三
九
年
七
月
号 

『
対
の
思
想
』) 

（
二
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三 

年 

第
八
刷 

第
三
章 

対
待 

 

九
六
頁 

参
照) 

（
三
）
拙
稿
『
程
ほ
ど
の
大
切
さ
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
』(

『
鈴
風
』
一
〇 

 
 
 

五
号 

二
〇
〇
五
年 

参
照) 

 
(

四) 

『
韓
非
子 

第
一
冊
（
全
四
冊
）
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
九
年 

第
五
刷 

解 

説 

一
〇
頁
―
一
五
頁 

参
照
）。『
諸
子
百
家
』(

浅
野
裕
一 

講
談
社 

二
〇
〇
〇
年 

第 

一
一
章 

法
術
思
想
の
貴
公
子
・
韓
非
子 

二
四
四
頁
―
二
四
五
頁 

参
照)

。
本
文
の
末
尾 

に
お
い
て
浅
野
氏
は
、
韓
非
子
の
法
術
思
想
は
秦
の
滅
亡
と
共
に
中
国
政
治
思
想
よ
り
政
治 

思
想
的
生
命
が
終
焉
し
た
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
漢
の
宣
帝 

時
代
の
賈
誼
の
法
儒
の
二
元
論
的
な
統
治
理
念
の
展
開
を
み
れ
ば
、
容
易
に
理
解
で
き
る
。 

（
五
）
『
韓
非
子 

第
一
冊
（
全
四
冊
）
』
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
九
年 

第
五
刷 

 

 
 
 

解
説 

一
一
頁 

参
照
） 

 

(

六) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
四
頁 

 
 
 

参
照) 

 

（
七
）
『
資
治
通
鑑
』（
巻
一
四 

漢
記
六 

文
帝
六
年 

参
照
） 

（
八
）
『
韓
非
子 

第
一
冊
（
全
四
冊
）
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
九
年 

第
五
刷 

 

解
説 

九
頁 

参
照
） 

（
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活(

上
・
下)

』( 

李
志
綏 

新
庄
哲
夫
訳 

文
春
文
庫 

二
〇
〇
〇
年 

 

 
 
 

第
八
刷 

参
照) 

（
一
○
）『
日
本
人
に
は
言
え
な
い
中
国
人
の
価
値
観
』（
李
年
古 

学
生
社 

二
〇
〇
六
年 

第 

一
章 

中
国
人
の
伝
統
的
な
価
値
観 

四
項
「
権
治
主
義
」

 

二
五
頁
―
二
九
頁 

参
照
） 

(

一
一)
『
老
子
』(

蜂
谷
邦
夫
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
九
年 

第
五
八
章 

二
六
五
頁 

参
照
） 

(

一
二)

（
『
諸
子
百
家
』(

浅
野
裕
一 

講
談
社 

二
〇
〇
〇
年 

第
一
一
章 

中
国
兵
学
の
最
高 

峰
・
孫
子
二
三
八
頁
―
二
三
九
頁 

参
照)

。 

（
一
三) 

『
諸
子
百
家
』(
浅
野
裕
一 

講
談
社 

二
〇
〇
〇
年 

第
一
一
章 

中
国
兵
学
の
最
高 

 
 
 
 

峰
・
孫
子 

二
二
八
頁 

参
照)

。 

対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
は
、
古
代
よ
り
現
代
に
ま
で
連
綿
と
続
い
て
き
た

中
国
社
会
に
於
け
る
、
現
実
社
会
の
善
・
悪
な
ど
の
多
様
性
、
平
和
と
乱
世
な
ど
の
状
況
変
化
の

多
様
性
、
広
大
な
国
土
に
生
き
る
国
民
性
の
多
様
性
、
凡
そ
逆
方
向
の
性
格
を
持
つ
中
庸
思
想
の

多
様
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
社
会
に
特
有
な
具
体
的
様
相
の
多
様
性
に
対
し
て
、
上
手
に

対
応
し
て
、
一
度
し
か
な
い
貴
重
な
人
生
を
失
敗
し
な
い
で
、
現
実
の
人
生
を
成
功
に
導
い
て
行

く
た
め
の
方
便
と
し
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
、
中
国
人
特
有
な
思
考
方
法
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
中
国
と
い
う
歴
史
的
に
複
雑
極
ま
り
な
き
自
然
的
環
境
や
社
会
的
環
境
の
中
に
お
い

て
、
鍛
え
抜
か
れ
て
生
ま
れ
て
き
中
国
人
独
自
の
基
本
的
思
考
様
式
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

自
己
分
裂
す
る
思
考
と
行
動
を
際
限
な
く
展
開
す
る
中
国
人
の
特
性
は
、
人
間
を
取
り
巻
く
全

て
の
も
の
が
多
様
性
に
満
ち
て
い
る
中
国
の
現
実
社
会
に
対
し
て
、
こ
の
一
度
し
か
な
い
人
生
を
、

如
何
に
上
手
く
対
応
し
て
、
人
生
を
成
功
裏
に
全
う
す
る
の
か
と
い
う
所
に
最
大
の
関
心
を
持
つ
。

現
実
社
会
に
上
手
く
処
世
す
る
、
人
生
哲
学
に
最
大
の
関
心
を
持
つ
中
国
哲
学
の
本
質
的
特
色
に

根
ざ
し
た
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

四 

結
語
と
展
望 

  

本
稿
で
述
べ
た
所
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

一
―
本
稿
で
展
開
し
た
「
対
の
思
想
」
研
究
の
各
々
の
論
考
は
、
研
究
上
、
論
証
の
展
開
を
簡

潔
に
平
易
に
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
行
っ
た
、
一
時
的
な
便
宜
的
な
方
法
で
あ
る
。
従
っ
て
本

稿
の
六
本
の
論
文
で
展
開
し
た
「
対
の
思
想
」
の
議
論
を
、
も
う
一
度
、
中
庸
思
想
を
中
心
に
し

て
総
合
化
す
る
研
究
作
業
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

二
―
中
国
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
両
面
思
考
の
で
き
る
「
対
の
思
想
」
で
な
け
れ
ば
、
長
く
思 

 

想
生
命
を
維
持
し
て
二
十
世
紀
ま
で
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
家
と
家
族
の
二
元
的 

 

世
界
を
是
認
す
る
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
点
に
お
い
て
は
、
儒
教
思
想
と
法
家
思
想
は
同
様
の 

 

性
格
を
も
つ
思
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
国
家
統
治
方
法
論
が
、
仁
義
政
治
か
、
法
術
政
治
か 

 

と
い
う
点
で
は
、
正
反
対
で
か
つ
対
立
的
な
性
格
を
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

三
―
儒
教
思
想
と
共
に
中
国
歴
史
上
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
政
治
思
想
の
柱
で
あ
る
、
法
術
を 

中
心
と
し
た
法
家
思
想
の
「
対
の
思
想
」
を
具
体
的
に
解
明
す
る
作
業
が
、
本
稿
で
は
全
く
触
れ 

て
い
な
い
。
解
決
す
る
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。 

四
―
中
和=

礼
制
の
中
庸
思
想
は
、
国
家=

公
権
力
と
家
族=

私
権
力
の
ほ
ど
よ
く
混
合
す
る
思

想
で
あ
り
、
中
権
の
中
庸
思
想
は
、
国
家=

公
権
力
と
家
族=

私
権
力
の
ほ
ど
よ
い
水
平
的
均
衡
の

実
現
と
維
持
へ
の
思
想
で
あ
っ
た
。
古
代
よ
り
現
代
ま
で
の
中
国
人
が
、
こ
の
二
つ
の
実
現
と
維

持
に
懸
命
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
国
家
の
安
定
的
維
持
を
目
的
に
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
国
家
の
崩
壊
現
象
の
建
直
し
に
懸
命
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

五
―
家
族
と
社
会
・
国
家
と
い
う
二
つ
の
中
心
を
持
つ
中
国
人
の
世
界
観
と
い
う
、
二
つ
の
相

異
な
る
世
界
を
ど
の
様
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
現
実
を
生
き
て
い
く
の
か
、
と
の
根
本
問
題
に
対

し
て
、
家
族
と
社
会
を
ど
ち
ら
の
一
方
に
も
収
斂
で
き
な
い
、
両
方
を
同
等
の
比
重
で
考
え
て
行

動
す
る
と
こ
ろ
に
、
中
国
人
の
自
己
分
裂
的
思
想
の
特
質
が
存
在
す
る
。 

六
―
中
国
に
お
い
て
特
異
な
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
根
源
的
理
由
は
、
一
つ
の
要
因
に
は

中
国
は
原
始
共
同
体
社
会
の
崩
壊
過
程
が
全
世
界
史
の
中
で
早
熟
で
あ
り
、
世
界
史
の
普
遍
的
発

展
法
則
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
、
自
己
を
含
め
た
家
族
制
度
へ
の
目
覚
め
が
早
熟
で
、
か
つ
そ
の

意
識
が
特
に
強
か
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
二
つ
目
の
要
因
は
、
自
己
・
家
族
＝
私
権
力
と
は
反

発
す
る
人
類
社
会
の
混
乱
を
防
止
す
る
社
会
権
力
・
国
家
制
度
＝
公
権
力
へ
の
自
覚
も
早
熟
で
、

そ
の
意
識
も
特
に
強
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
矛
盾
す
る
両
権
力
を
緊
張
状
態
に
お

い
て
実
現
・
維
持
し
て
行
く
所
に
、
中
国
特
有
の
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

七
―
孔
子
や
孟
子
や
毛
沢
東
の
思
想
に
内
包
さ
れ
て
い
る
「
対
の
思
想
」
と
い
う
自
己
分
裂
的

な
思
想
は
、
ど
の
様
な
状
況
に
陥
っ
て
も
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
す
ぐ
に
立
ち
上
が
れ
て
、
自
己
弁

護
が
可
能
な
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に

意
識
的
に
創
意
工
夫
さ
れ
た
、
家
族
と
国
家
の
二
つ
の
中
心
を
持
つ
中
国
人
特
有
の
世
界
観
を
保

持
し
な
が
ら
、
複
雑
な
現
世
を
上
手
く
生
き
て
行
く
た
め
の
人
生
哲
学
で
あ
る
。 

八
ー
「
対
の
思
想
」
の
歴
史
哲
学
的
意
義
に
言
及
し
た
い
。
万
物
に
は
対
の
機
能
が
あ
り
、
対

の
機
能
の
上
に
万
物
の
生
成
が
存
在
す
る
。
対
の
機
能
に
は
、
循
環
論
と
対
待
論
が
あ
り
、
こ
れ

が
相
互
に
循
環
し
て
い
く
。
そ
し
て
君
子
と
小
人
の
対
立
物
が
、
対
立
・
反
発
と
共
鳴
・
協
調
を

繰
り
返
し
て
、
国
家
の
生
成
→
発
展
→
没
落
を
繰
り
返
す
と
認
識
す
る
所
に
、
中
国
人
の
世
の
中

に
対
す
る
歴
史
的
意
義
を
見
出
す
思
考
方
法
な
の
で
あ
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

九
―
対
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
大
濱
皓
氏
（
六
一
）
、
金
谷
氏
、
山
田
氏
、
戸
川
氏
は
、
対
待
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の
機
能
と
理
解
し
て
い
る
。
金
谷
氏
は
対
の
機
能
に
つ
い
て
、
「
二
つ
の
対
立
と
い
う
の
は
、
実

は
対
立
と
い
う
こ
と
ば
だ
け
で
あ
ら
わ
す
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
こ
の
二
つ
は
確
か
に
反
対
で

は
あ
る
が
、
た
が
い
に
排
斥
し
あ
う
反
対
、
あ
い
容
れ
な
い
矛
盾
し
た
関
係
で
は
な
く
て
、
逆
に

た
が
い
に
ひ
き
あ
う
関
係
、
あ
い
て
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
が
あ
る
と
い
う
関
係
で
あ

る
。
・
・
・
そ
う
い
う
関
係
を
、
中
国
の
言
葉
で
は
対
待
と
い
う
。
た
が
い
に
対
立
し
な
が
ら
、

し
か
も
、
た
が
い
に
あ
い
て
の
存
在
に
よ
り
か
か
っ
て
共
存
し
て
い
る
関
係
で
あ
る
。
あ
い
対
し

あ
い
待
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
相
互
の
対
立
と
と
も
に
相
互
の
依
存
が
あ
る
。
」
（
六
二
）
と
、

具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
他
方
で
は
、
駒
田
氏
、
山
田
氏
は
、
「
善
の
な
か
に
悪
を
、
さ
ら
に

悪
の
な
か
に
善
を
見
る
」
と
か
「
静
か
ら
動
へ
、
動
か
ら
静
へ
転
換
す
る
」
と
の
循
環
論
を
展
開

し
て
い
る
（
六
三
）。
し
か
し
南
宋
の
朱
子
は
、
対
の
機
能
に
つ
い
て
、「
陰
陽
は
循
環
で
説
く
場

合
と
、
対
待
で
説
く
場
合
が
あ
る
」
（
六
四
）
と
述
べ
て
、
対
待
（
相
互
依
存
関
係
）
と
循
環
論

（
相
互
反
発
関
係
）
の
二
つ
の
機
能
が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
対
の
思
想
に
も
、
相

互
に
共
存
す
る
場
合
と
相
互
に
排
斥
し
合
う
、
つ
ま
り
両
極
端
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
、
対
の
機

能
が
存
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
韓
非
子
が
「
矛
盾
」
の
説
話
で
、
「
対
立
す
る

物
は
両
立
し
な
い
」
（
六
五
）
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
対
の
機
能
に
は
対
待
の
機

能
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。 

 

一
０
ー
と
こ
ろ
で
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
拙
稿
の
各
論
で
は
、
対

の
思
想
の
自
己
矛
盾
す
る
二
つ
の
機
能
―
肯
定
と
否
定
と
い
う
対
の
関
係
―
に
つ
い
て
、
両
者
を

明
確
に
分
類
・
区
別
し
な
い
で
、
両
者
を
曖
昧
に
し
て
論
旨
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、

今
ま
で
の
拙
稿
で
は
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
要
因
を
解
明
す
る

事
に
主
目
的
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
。 

 
 

 

特
に
両
極
端
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
二
つ
の
対
立
す
る
対
の
機
能
を
明
確
に
区
別
し
て
論
理

展
開
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
庸
思
想
に
つ
い
て
は
、
説
明
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
て

い
る
。
こ
の
相
矛
盾
対
立
す
る
対
の
機
能
論
の
具
体
的
展
開
の
不
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
中
庸

思
想
の
構
造
論
研
究
を
展
開
す
る
場
合
の
課
題
と
し
た
い
。 （

二
〇
一
一
年
九
月
二
六
日 

稿
了) 

注 （
一
）
『
新
編 

対
の
思
想
』(

駒
田
信
二 

岩
波 

同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
三
〇 

一
九
九
二 

年 

｢

対
の
思
想
―
あ
る
い
は
影
の
部
分
に
つ
い
て｣ 
二
二
頁
―
二
三
頁 

参
照 

原 

載 

『
新
潮
』 

昭
和
三
九
年
七
月
号 

『
対
の
思
想
』) 

（
二
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三 

年 

第
八
刷 

第
三
章 

対
待 

 

九
六
頁 

参
照) 

（
三
）
拙
稿
『
程
ほ
ど
の
大
切
さ
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
』(
『
鈴
風
』
一
〇 

 
 
 

五
号 

二
〇
〇
五
年 

参
照) 

 
(

四) 

『
韓
非
子 

第
一
冊
（
全
四
冊
）
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
九
年 

第
五
刷 
解 

説 

一
〇
頁
―
一
五
頁 

参
照
）。『
諸
子
百
家
』(

浅
野
裕
一 

講
談
社 

二
〇
〇
〇
年 

第 

一
一
章 

法
術
思
想
の
貴
公
子
・
韓
非
子 

二
四
四
頁
―
二
四
五
頁 

参
照)

。
本
文
の
末
尾 

に
お
い
て
浅
野
氏
は
、
韓
非
子
の
法
術
思
想
は
秦
の
滅
亡
と
共
に
中
国
政
治
思
想
よ
り
政
治 

思
想
的
生
命
が
終
焉
し
た
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
漢
の
宣
帝 

時
代
の
賈
誼
の
法
儒
の
二
元
論
的
な
統
治
理
念
の
展
開
を
み
れ
ば
、
容
易
に
理
解
で
き
る
。 

（
五
）
『
韓
非
子 

第
一
冊
（
全
四
冊
）
』
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
九
年 

第
五
刷 

 

 
 
 

解
説 

一
一
頁 

参
照
） 

 

(

六) 

『
孟
子(

上)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
四
頁 

 
 
 

参
照) 

 

（
七
）
『
資
治
通
鑑
』（
巻
一
四 

漢
記
六 

文
帝
六
年 

参
照
） 

（
八
）
『
韓
非
子 

第
一
冊
（
全
四
冊
）
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
九
年 

第
五
刷 

 

解
説 

九
頁 

参
照
） 

（
九
）
『
毛
沢
東
の
私
生
活(

上
・
下)

』( 

李
志
綏 

新
庄
哲
夫
訳 

文
春
文
庫 

二
〇
〇
〇
年 

 

 
 
 

第
八
刷 

参
照) 

（
一
○
）『
日
本
人
に
は
言
え
な
い
中
国
人
の
価
値
観
』（
李
年
古 

学
生
社 

二
〇
〇
六
年 

第 

一
章 

中
国
人
の
伝
統
的
な
価
値
観 

四
項
「
権
治
主
義
」

 

二
五
頁
―
二
九
頁 

参
照
） 

(

一
一)

『
老
子
』(

蜂
谷
邦
夫
訳
注 

岩
波
文
庫 

二
〇
〇
九
年 

第
五
八
章 

二
六
五
頁 

参
照
） 

(

一
二)

（
『
諸
子
百
家
』(

浅
野
裕
一 

講
談
社 

二
〇
〇
〇
年 

第
一
一
章 

中
国
兵
学
の
最
高 

峰
・
孫
子
二
三
八
頁
―
二
三
九
頁 

参
照)

。 

（
一
三) 

『
諸
子
百
家
』(

浅
野
裕
一 

講
談
社 

二
〇
〇
〇
年 

第
一
一
章 

中
国
兵
学
の
最
高 

 
 
 
 

峰
・
孫
子 

二
二
八
頁 

参
照)

。 

対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
は
、
古
代
よ
り
現
代
に
ま
で
連
綿
と
続
い
て
き
た

中
国
社
会
に
於
け
る
、
現
実
社
会
の
善
・
悪
な
ど
の
多
様
性
、
平
和
と
乱
世
な
ど
の
状
況
変
化
の

多
様
性
、
広
大
な
国
土
に
生
き
る
国
民
性
の
多
様
性
、
凡
そ
逆
方
向
の
性
格
を
持
つ
中
庸
思
想
の

多
様
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
社
会
に
特
有
な
具
体
的
様
相
の
多
様
性
に
対
し
て
、
上
手
に

対
応
し
て
、
一
度
し
か
な
い
貴
重
な
人
生
を
失
敗
し
な
い
で
、
現
実
の
人
生
を
成
功
に
導
い
て
行

く
た
め
の
方
便
と
し
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
、
中
国
人
特
有
な
思
考
方
法
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
中
国
と
い
う
歴
史
的
に
複
雑
極
ま
り
な
き
自
然
的
環
境
や
社
会
的
環
境
の
中
に
お
い

て
、
鍛
え
抜
か
れ
て
生
ま
れ
て
き
中
国
人
独
自
の
基
本
的
思
考
様
式
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

自
己
分
裂
す
る
思
考
と
行
動
を
際
限
な
く
展
開
す
る
中
国
人
の
特
性
は
、
人
間
を
取
り
巻
く
全

て
の
も
の
が
多
様
性
に
満
ち
て
い
る
中
国
の
現
実
社
会
に
対
し
て
、
こ
の
一
度
し
か
な
い
人
生
を
、

如
何
に
上
手
く
対
応
し
て
、
人
生
を
成
功
裏
に
全
う
す
る
の
か
と
い
う
所
に
最
大
の
関
心
を
持
つ
。

現
実
社
会
に
上
手
く
処
世
す
る
、
人
生
哲
学
に
最
大
の
関
心
を
持
つ
中
国
哲
学
の
本
質
的
特
色
に

根
ざ
し
た
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

四 

結
語
と
展
望 

  

本
稿
で
述
べ
た
所
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

一
―
本
稿
で
展
開
し
た
「
対
の
思
想
」
研
究
の
各
々
の
論
考
は
、
研
究
上
、
論
証
の
展
開
を
簡

潔
に
平
易
に
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
行
っ
た
、
一
時
的
な
便
宜
的
な
方
法
で
あ
る
。
従
っ
て
本

稿
の
六
本
の
論
文
で
展
開
し
た
「
対
の
思
想
」
の
議
論
を
、
も
う
一
度
、
中
庸
思
想
を
中
心
に
し

て
総
合
化
す
る
研
究
作
業
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

二
―
中
国
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
両
面
思
考
の
で
き
る
「
対
の
思
想
」
で
な
け
れ
ば
、
長
く
思 

 

想
生
命
を
維
持
し
て
二
十
世
紀
ま
で
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
家
と
家
族
の
二
元
的 

 

世
界
を
是
認
す
る
ー
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
点
に
お
い
て
は
、
儒
教
思
想
と
法
家
思
想
は
同
様
の 

 

性
格
を
も
つ
思
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
国
家
統
治
方
法
論
が
、
仁
義
政
治
か
、
法
術
政
治
か 

 

と
い
う
点
で
は
、
正
反
対
で
か
つ
対
立
的
な
性
格
を
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

三
―
儒
教
思
想
と
共
に
中
国
歴
史
上
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
政
治
思
想
の
柱
で
あ
る
、
法
術
を 

中
心
と
し
た
法
家
思
想
の
「
対
の
思
想
」
を
具
体
的
に
解
明
す
る
作
業
が
、
本
稿
で
は
全
く
触
れ 

て
い
な
い
。
解
決
す
る
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。 

四
―
中
和=

礼
制
の
中
庸
思
想
は
、
国
家=

公
権
力
と
家
族=

私
権
力
の
ほ
ど
よ
く
混
合
す
る
思

想
で
あ
り
、
中
権
の
中
庸
思
想
は
、
国
家=

公
権
力
と
家
族=

私
権
力
の
ほ
ど
よ
い
水
平
的
均
衡
の

実
現
と
維
持
へ
の
思
想
で
あ
っ
た
。
古
代
よ
り
現
代
ま
で
の
中
国
人
が
、
こ
の
二
つ
の
実
現
と
維

持
に
懸
命
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
国
家
の
安
定
的
維
持
を
目
的
に
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
国
家
の
崩
壊
現
象
の
建
直
し
に
懸
命
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

五
―
家
族
と
社
会
・
国
家
と
い
う
二
つ
の
中
心
を
持
つ
中
国
人
の
世
界
観
と
い
う
、
二
つ
の
相

異
な
る
世
界
を
ど
の
様
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
現
実
を
生
き
て
い
く
の
か
、
と
の
根
本
問
題
に
対

し
て
、
家
族
と
社
会
を
ど
ち
ら
の
一
方
に
も
収
斂
で
き
な
い
、
両
方
を
同
等
の
比
重
で
考
え
て
行

動
す
る
と
こ
ろ
に
、
中
国
人
の
自
己
分
裂
的
思
想
の
特
質
が
存
在
す
る
。 

六
―
中
国
に
お
い
て
特
異
な
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
根
源
的
理
由
は
、
一
つ
の
要
因
に
は

中
国
は
原
始
共
同
体
社
会
の
崩
壊
過
程
が
全
世
界
史
の
中
で
早
熟
で
あ
り
、
世
界
史
の
普
遍
的
発

展
法
則
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
、
自
己
を
含
め
た
家
族
制
度
へ
の
目
覚
め
が
早
熟
で
、
か
つ
そ
の

意
識
が
特
に
強
か
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
二
つ
目
の
要
因
は
、
自
己
・
家
族
＝
私
権
力
と
は
反

発
す
る
人
類
社
会
の
混
乱
を
防
止
す
る
社
会
権
力
・
国
家
制
度
＝
公
権
力
へ
の
自
覚
も
早
熟
で
、

そ
の
意
識
も
特
に
強
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
矛
盾
す
る
両
権
力
を
緊
張
状
態
に
お

い
て
実
現
・
維
持
し
て
行
く
所
に
、
中
国
特
有
の
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

七
―
孔
子
や
孟
子
や
毛
沢
東
の
思
想
に
内
包
さ
れ
て
い
る
「
対
の
思
想
」
と
い
う
自
己
分
裂
的

な
思
想
は
、
ど
の
様
な
状
況
に
陥
っ
て
も
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
す
ぐ
に
立
ち
上
が
れ
て
、
自
己
弁

護
が
可
能
な
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に

意
識
的
に
創
意
工
夫
さ
れ
た
、
家
族
と
国
家
の
二
つ
の
中
心
を
持
つ
中
国
人
特
有
の
世
界
観
を
保

持
し
な
が
ら
、
複
雑
な
現
世
を
上
手
く
生
き
て
行
く
た
め
の
人
生
哲
学
で
あ
る
。 

八
ー
「
対
の
思
想
」
の
歴
史
哲
学
的
意
義
に
言
及
し
た
い
。
万
物
に
は
対
の
機
能
が
あ
り
、
対

の
機
能
の
上
に
万
物
の
生
成
が
存
在
す
る
。
対
の
機
能
に
は
、
循
環
論
と
対
待
論
が
あ
り
、
こ
れ

が
相
互
に
循
環
し
て
い
く
。
そ
し
て
君
子
と
小
人
の
対
立
物
が
、
対
立
・
反
発
と
共
鳴
・
協
調
を

繰
り
返
し
て
、
国
家
の
生
成
→
発
展
→
没
落
を
繰
り
返
す
と
認
識
す
る
所
に
、
中
国
人
の
世
の
中

に
対
す
る
歴
史
的
意
義
を
見
出
す
思
考
方
法
な
の
で
あ
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

九
―
対
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
大
濱
皓
氏
（
六
一
）
、
金
谷
氏
、
山
田
氏
、
戸
川
氏
は
、
対
待

対の思想の政治思想的意義　－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（終章）－ 101（50）



 

周
濂
渓
も
太
極
図
説
で
、
「
動
が
極
ま
っ
て
静
に
な
り
、
静
に
な
っ
て
陰
が
生
ま
れ
る
。
静
が

極
ま
る
と
複
び
動
に
な
る
。
動
静
が
互
い
に
根
に
な
り
あ
っ
て
い
る
。
」(

五
四)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
陰
陽
や
動
静
は
、
陰
か
ら
陽
へ
、
再
び
陽
か
ら
陰
へ
、
ま
た
動
か
ら
静
へ
、
再
び
静

か
ら
動
へ
と
、
両
者
は
循
環
論
的
に
繰
返
し
巡
り
続
け
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
哲
学
上
の
循
環
論
は
、
中
国
の
歴
史
に
展
開
さ
れ
る
と
、
国
家
の
成
立
と
発
展
と

没
落
の
循
環
理
論
に
な
る
の
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
対
の
機
能
論
に
見
ら
れ
る
対
立
物
の

相
互
敵
体
性
論
と
協
調
性
論
の
相
互
循
環
理
論
を
、
中
庸
思
想
の
政
治
思
想
論
か
ら
導
き
出
さ
れ

て
く
る
公
権
力
と
私
権
力
の
均
衡
論
の
上
に
展
開
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

既
に
前
節
に
お
い
て
中
権
の
中
庸
思
想
は
家
族
制
と
社
会
制
度
の
混
乱
期
に
お
け
る
已
然
の

安
定
策
で
あ
り
、
中
和
の
中
庸
思
想
は
家
族
制
度
と
国
家
・
社
会
制
度
の
安
定
期
に
お
け
る
混
乱

の
未
然
の
防
止
策
で
あ
る
と
述
べ
て
き
た
。 

従
っ
て
国
家
創
業
期
に
お
け
る
国
家
社
会
の
危
機

状
態
の
時
に
は
、
個
人
主
義
・
家
族
制
度
＝
私
権
力
よ
り
国
家
社
会
の
安
定
の
た
め
に
公
権
力
に

飛
び
移
り
こ
れ
を
安
定
化
さ
せ
、
逆
に
家
族
制
度
＝
私
権
力
が
危
機
状
態
の
時
に
は
、
公
権
力
者

か
ら
家
族
制
度
＝
私
権
力
に
飛
び
移
り
、
家
族
制
度
を
安
定
化
さ
せ
る
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
を

飛
び
移
り
、
両
者
を
安
定
化
さ
せ
る
中
権
の
中
庸
思
想
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
混
乱
期
が
過
ぎ
て
国
家
の
安
定
期
に
入
る
と
、
こ
の
家
族
制
度
と
国
家
社
会
制
度
の
両

制
度
の
平
和
を
維
持
し
て
両
者
を
混
乱
状
態
に
陥
れ
な
い
た
め
に
、
公
権
力
と
私
権
力
を
五
分
五

分
に
混
じ
り
合
せ
た
中
和
の
中
庸
思
想
＝
礼
制
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 

両
極
端
を
肯
定
し
た
上
で
両
極
端
の
同
時
両
立
を
否
定
す
る
思
考
方
法
か
ら
、
非
常
事
態
に
対

し
て
は
国
家
と
家
族
と
い
う
二
つ
の
相
異
な
る
楕
円
形
世
界
の
安
定
の
実
現
を
目
指
す
、
中
権
の

中
庸
思
想
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て
両
極
端
を
否
定
し
た
上
で
両
極
端
を
同
時
両
立
さ
せ
る
思

考
方
法
か
ら
、
平
和
時
に
お
い
て
は
国
家
と
家
族
と
い
う
相
異
な
る
方
円
形
世
界
の
安
定
的
維
持

を
目
指
す
、
中
和
の
中
庸
思
想
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
家
族
制
度
と
国
家
・
社
会
制
度
の
安
定
と
混
乱
の
原
因
は
何
処
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
程
伊
川
は
、「
独
陰
は
生
ぜ
ず
、
独
陽
は
生
ぜ
ず
。（
独
陰
不
生
、
独
陽
不
生
ー

程
氏
遺
書
四
）」
（
五
五
）
と
述
べ
て
い
て
、
単
独
物
で
は
万
物
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
と
言
う
。 

ま
た
程
伊
川
は
、
「
質
に
文
が
あ
る
の
は
自
然
の
理
で
あ
る
。
理
と
し
て
必
ず
対
の
あ
る
も
の

は
、
生
生
現
象
の
根
本
で
あ
る
。
上
が
あ
る
と
下
が
あ
り
、
此
れ
が
あ
る
と
彼
が
あ
り
、
質
が
あ

る
と
文
が
有
る
。
一
で
は
独
立
せ
ず
、
二
だ
と
必
ず
文
が
で
き
る
。
道
を
知
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、

そ
れ
が
分
か
ら
な
い
（
程
氏
粋
言 

論
道
篇
）」（
五
六
）
と
、
全
て
の
生
命
の
現
象
に
は
、
単
独

物
は
不
安
定
で
あ
り
、
対
の
思
想
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
主
張
を
総
合
す
る
と
、
万
物
の

対
の
機
能
の
中
に
は
、
物
事
が
発
生
す
る
根
源
的
原
因
が
育
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。 

こ
の
哲
学
上
の
対
の
思
想
に
見
ら
れ
る
万
物
発
生
論
と
循
環
論
が
政
治
論
に
展
開
さ
れ
る
と
、

一
体
、
ど
の
様
な
政
治
理
論
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
程
伊
川
は
、「
対
は
世
界
中
に
存
在
す
る
。

陰
が
あ
れ
ば
陽
が
あ
り
、
善
が
あ
れ
ば
悪
が
あ
る
、
君
子
小
人
の
気
は
常
に
共
存
す
る
。
常
に
君

子
ば
か
り
生
ま
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
六
分
が
君
子
だ
と
治
ま
り
、
六
分
が
小
人
だ
と

乱
れ
、
七
分
が
君
子
だ
と
大
い
に
治
ま
り
、
七
分
が
小
人
だ
と
大
い
に
乱
れ
る
。
そ
れ
で
、
尭
舜

の
世
に
も
小
人
が
い
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
（
程
氏
遺
書
一
五
）」
（
五
七
）
と
言
う
。 

歴
史
の
発
展
は
、
君
子
と
小
人
の
数
量
の
消
長
に
、
そ
の
根
本
原
因
が
あ
る
と
言
う
。
君
子
が

多
い
と
世
の
中
は
善
く
治
ま
り
、
小
人
が
多
い
と
世
の
中
は
混
乱
す
る
。
治
乱
興
亡
の
歴
史
の
原

因
は
、
君
子
と
小
人
の
数
量
の
消
長
に
、
そ
の
根
本
原
因
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

だ
と
す
れ
ば
こ
こ
か
ら
、
自
己
や
家
族
と
い
う
個
人
主
義
＝
私
欲
を
犠
牲
に
し
た
国
家
の
事
＝

公
権
意
識
＝
義
を
重
視
す
る
君
子
が
多
く
な
る
と
、
社
会
の
混
乱
状
態
を
解
決
し
て
国
家
は
成
立

し
て
発
展
し
て
行
く
の
で
あ
り
、
善
と
義
を
思
う
君
子
と
利
欲
を
重
視
す
る
小
人
と
の
力
関
係
が

伯
仲
し
て
い
る
と
、
国
家
は
安
定
状
態
を
維
持
し
て
い
る
が
、
し
か
し
利
益
を
求
め
る
小
人
の
数

量
が
、
善
と
義
を
追
及
す
る
君
子
よ
り
も
多
く
な
る
と
、
国
家
は
没
落
へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
君
子
と
小
人
の
数
量
的
変
化
や
消
長
に
よ
り
、
国
家
の
成
立
→
発
展
→
没
落
の
循
環
理
論

が
生
ま
れ
て
く
る
。
程
伊
川
の
議
論
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
国
家
の
生
成
→
発
展
→
没
落
の
循
環
理

論
論
の
シ
エ
ー
マ
が
描
け
る
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
程
伊
川
の
国
家
の
成
立
・
発
展
・
没
落
理
論
の
シ
エ
ー
マ
の
中
に
、
社
会
の
混
乱
時
に
お

け
る
国
家
＝
公
権
力
と
個
人
家
族
＝
私
権
力
は
同
時
に
両
立
し
な
い
と
い
う
臨
機
応
変
に
中
を

執
る
中
権
の
中
庸
思
想
と
、
社
会
の
平
和
時
お
け
る
両
者
は
同
時
両
立
す
る
と
い
う
両
者
を
混
じ

り
合
わ
せ
た
中
和
の
中
庸
思
想
が
、
、
実
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

で
は
こ
の
相
異
な
る
中
庸
思
想
に
見
ら
れ
る
国
家
理
論
の
生
成
→
発
展
→
没
落
の
軌
跡
を
、
以

下
に
范
仲
淹
と
欧
陽
脩
の
朋
党
論
の
展
開
に
お
い
て
具
体
的
に
証
明
し
て
見
た
い
。 

范
仲
淹
は
、
朋
党
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
慶
暦
四
年
四
月
戊
戌
、
上
、
執
政
と
論
じ
て
朋
党
の
こ
と
に
お
よ
ぶ
。
参
知
政
事
范
仲
淹
こ

た
え
て
曰
く
、
「
方
は
類
を
以
て
聚
り
、
物
は
群
を
以
て
分
る
。
古
よ
り
以
来
、
邪
正
朝
に
在
り

て
、
い
ま
だ
か
っ
て
お
の
お
の
一
党
を
な
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
禁
ず
べ
か
ら
ず
。
聖
鑑
の
こ
れ
を

弁
ず
る
に
あ
る
の
み
。
ま
こ
と
に
君
子
を
し
て
あ
ひ
朋
し
て
善
を
な
さ
し
む
れ
ば
、
そ
の
国
家
に

お
け
る
や
な
ん
の
害
あ
ら
ん
」
と
」
（
五
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
范
仲
淹
の
言
う
に
は
、
君
子
＝
善
人
の
朋
党
と
小
人
＝
悪
人
の
朋
党
は
、
尭
・
舜
時
代

よ
り
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
朝
廷
内
に
正
邪
が
混
じ
り

合
っ
て
い
る
の
を
、
聖
鑑
以
て
弁
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
善
を
な
す
君
子
の
朋
党
が
存
在
し
て
君

子
の
朋
党
と
小
人
の
朋
党
は
伯
仲
し
て
い
れ
ば
、
小
人
の
朋
党
が
存
在
し
て
い
て
も
そ
れ
程
国
家

に
損
害
は
な
く
、
国
家
の
安
定
期
を
維
持
し
て
行
け
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
朝
廷
内
に
公
私
の

朋
党
が
混
在
し
て
い
る
と
言
う
の
は
、
中
和
の
中
庸
思
想
の
具
体
的
展
開
論
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
欧
陽
脩
の
朋
党
論
は
、
范
仲
淹
の
朋
党
論
と
異
な
り
、
危
機
意
識
を
も
つ
内
容
で
あ
る
。 

 

「
修
す
な
わ
ち
朋
党
論
を
作
り
、
こ
れ
を
上
つ
る
。
臣
聞
く
、
朋
党
の
説
、
古
よ
り
こ
れ
あ
り
。

た
だ
幸
い
に
人
君
は
そ
の
君
子
と
小
人
を
弁
ず
る
の
み
。
大
凡
、
君
子
は
君
子
と
道
を
同
じ
く
し

て
朋
を
な
し
、
小
人
は
小
人
と
利
を
同
じ
く
し
て
朋
を
な
す
。
こ
れ
自
然
の
理
な
り
。
然
る
に
臣

は
、
小
人
に
は
朋
な
く
、
た
だ
君
子
の
み
朋
あ
り
、
と
謂
う
。
そ
の
故
は
、
小
人
の
好
む
所
の
も

の
は
禄
利
の
み
。
貪
る
所
は
財
貨
の
み
。
そ
の
利
を
同
じ
く
す
る
に
当
た
り
て
は
、
暫
く
あ
い
党

し
て
以
て
朋
を
な
す
は
、
偽
な
り
。
そ
の
利
を
見
る
に
及
ん
で
は
先
に
争
い
、
利
尽
き
れ
ば
交
々

疎
く
、
反
っ
て
あ
い
賊
害
す
る
。
そ
の
兄
弟
・
親
戚
と
雖
も
あ
い
保
つ
こ
と
あ
た
わ
ず
。
故
に
臣

は
、
小
人
は
朋
な
く
、
そ
の
暫
く
朋
を
な
す
は
、
偽
な
り
、
と
謂
う
。
君
子
は
然
ら
ず
。
守
る
所

は
道
義
に
て
、
行
う
と
こ
ろ
は
忠
信
、
惜
し
む
所
は
名
節
、
こ
れ
を
以
て
身
を
修
め
れ
ば
道
を
同

じ
く
し
て
あ
い
益
し
、
こ
れ
を
以
て
国
に
仕
え
れ
ば
心
を
同
じ
く
し
て
共
に
済
し
、
終
始
一
の
如

し
。
こ
れ
君
子
の
朋
な
り
。
故
に
人
君
た
る
も
の
は
、
た
だ
当
に
小
人
の
偽
朋
を
退
け
て
、
君
子

の
真
朋
を
用
い
れ
ば
、
天
下
治
ま
る
べ
き
な
り
。
・
・
・
そ
れ
前
世
の
主
、
よ
く
人
人
を
し
て
心

を
異
に
し
て
朋
を
な
さ
し
め
ざ
る
は
、
紂
に
し
く
は
な
し
、
よ
く
善
人
の
朋
を
な
す
を
禁
絶
す
る

は
、
漢
の
献
帝
に
し
く
は
な
し
、
よ
く
清
流
の
朋
を
誅
戮
す
る
は
唐
の
昭
帝
に
し
く
は
な
し
。
然

れ
ど
も
皆
そ
の
国
を
乱
亡
す
る
。
更
に
あ
い
称
美
し
て
、
推
譲
し
て
自
か
ら
疑
わ
ざ
る
は
、
舜
の

二
十
二
臣
に
し
く
は
な
し
、
舜
亦
疑
わ
ず
し
て
皆
こ
れ
を
用
い
る
。
然
れ
ど
も
後
世
、
舜
は
二
十

二
人
の
欺
く
所
と
な
る
と
謂
わ
ず
し
て
、
称
し
て
聡
明
の
聖
主
と
な
し
、
以
て
よ
く
君
子
と
小
人

を
弁
ず
る
と
な
す
な
り
。
周
の
武
の
世
、
そ
の
国
の
臣
三
千
人
を
挙
げ
て
共
に
一
朋
と
な
す
、
古

よ
り
朋
の
多
く
て
大
な
る
は
、
周
に
し
く
は
な
し
。
然
れ
ど
も
周
は
こ
れ
を
用
い
て
以
て
興
る
は
、

善
人
多
く
と
雖
も
、
厭
わ
ざ
る
な
り
。
そ
れ
興
亡
治
乱
の
迹
、
人
君
た
る
も
の
以
て
鑑
と
な
す
べ

き
な
り
。
」
（
五
九
）。 

古
来
よ
り
朝
廷
内
に
は
、
君
子
の
朋
党
と
小
人
の
朋
党
が
混
在
し
て
い
る
の
は
自
然
な
の
で
あ

る
が
、
人
君
が
そ
れ
を
弁
別
す
る
の
み
で
あ
る
。
君
子
の
義
合
し
た
朋
党
は
、
善
を
な
す
朋
党
で

あ
り
、
こ
れ
が
多
く
な
れ
ば
国
家
は
発
展
す
る
が
、
小
人
の
利
合
し
た
朋
党
は
利
欲
の
朋
党
で
あ

り
、
小
人
の
朋
党
が
多
く
な
り
、
君
子
の
朋
党
を
圧
制
し
て
い
く
と
、
国
家
は
没
落
し
て
行
く
。

こ
の
こ
と
は
中
国
古
代
よ
り
の
歴
史
的
事
実
が
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
家
の
発
展
を
維
持

し
て
行
く
た
め
に
は
、
小
人
の
利
合
し
た
偽
朋
を
朝
廷
よ
り
排
除
せ
よ
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
塞
外
民
族
が
興
起
し
て
対
外
的
危
機
に
直
面
し
た
慶
暦
時
代
の
国
家
滅
亡
へ
の
危
機
意
識

に
燃
え
た
欧
陽
脩
の
君
子
の
朋
党
論
の
必
要
性
を
強
調
し
た
議
論
で
あ
っ
た
（
六
０
）。 

博
愛
主
義
＝
善
と
義
で
結
合
し
た
君
子
の
朋
党
＝
公
権
力
と
、
個
人
主
義
＝
利
で
結
合
し
た
小

人
の
朋
党
＝
私
権
力
と
は
、
同
時
両
立
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
国
家
の
危
機
状
態
に
お
い
て
公
権

力
と
私
権
力
を
臨
機
応
変
に
使
い
分
け
る
中
権
の
中
庸
思
想
の
具
体
的
展
開
論
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
対
の
思
想
の
二
つ
の
機
能
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
中
国
人
の
対
立
→
協
調
→
対
立
、
動

→
静
→
動
と
言
う
哲
学
的
循
環
理
論
を
、
政
治
思
想
史
や
国
家
論
へ
展
開
し
た
場
合
の
中
国
人
の

歴
史
認
識
論
に
つ
い
て
の
結
論
と
し
て
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
結
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

全
て
の
生
命
現
象
に
は
対
の
機
能
が
あ
り
、
対
の
機
能
の
上
に
万
物
の
生
成
が
存
在
す
る
。
対

の
機
能
に
は
、
循
環
論
と
対
待
論
の
二
つ
が
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
は
相
互
に
循
環
し
て
い
く
。
そ

し
て
万
物
が
流
動
化
し
て
、
こ
の
世
の
中
が
治
乱
興
亡
す
る
中
で
、
君
子
と
小
人
の
対
立
物
が
、

対
立
・
反
発
と
共
鳴
・
協
調
を
繰
り
返
し
て
、
国
家
の
生
成
→
発
展
→
没
落
と
い
う
。
無
限
の
流

転
を
繰
り
返
し
て
、
歴
史
が
変
化
・
発
展
し
て
行
く
と
認
識
す
る
所
に
、
中
国
知
識
人
の
人
間
の

世
の
中
に
つ
い
て
の
歴
史
的
意
義
を
見
出
す
思
考
方
法
で
あ
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
（
序
章
）
よ
り
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た

歴
史
的
背
景
（
終
章
）
ま
で
、
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
研
究
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
え
る
に

際
し
て
、
対
の
思
想
の
歴
史
哲
学
的
意
義
に
つ
い
て
、
簡
単
に
要
約
し
て
お
き
た
い
。 

（Original Article）
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周
濂
渓
も
太
極
図
説
で
、
「
動
が
極
ま
っ
て
静
に
な
り
、
静
に
な
っ
て
陰
が
生
ま
れ
る
。
静
が

極
ま
る
と
複
び
動
に
な
る
。
動
静
が
互
い
に
根
に
な
り
あ
っ
て
い
る
。
」(

五
四)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
陰
陽
や
動
静
は
、
陰
か
ら
陽
へ
、
再
び
陽
か
ら
陰
へ
、
ま
た
動
か
ら
静
へ
、
再
び
静

か
ら
動
へ
と
、
両
者
は
循
環
論
的
に
繰
返
し
巡
り
続
け
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
哲
学
上
の
循
環
論
は
、
中
国
の
歴
史
に
展
開
さ
れ
る
と
、
国
家
の
成
立
と
発
展
と

没
落
の
循
環
理
論
に
な
る
の
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
対
の
機
能
論
に
見
ら
れ
る
対
立
物
の

相
互
敵
体
性
論
と
協
調
性
論
の
相
互
循
環
理
論
を
、
中
庸
思
想
の
政
治
思
想
論
か
ら
導
き
出
さ
れ

て
く
る
公
権
力
と
私
権
力
の
均
衡
論
の
上
に
展
開
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

既
に
前
節
に
お
い
て
中
権
の
中
庸
思
想
は
家
族
制
と
社
会
制
度
の
混
乱
期
に
お
け
る
已
然
の

安
定
策
で
あ
り
、
中
和
の
中
庸
思
想
は
家
族
制
度
と
国
家
・
社
会
制
度
の
安
定
期
に
お
け
る
混
乱

の
未
然
の
防
止
策
で
あ
る
と
述
べ
て
き
た
。 
従
っ
て
国
家
創
業
期
に
お
け
る
国
家
社
会
の
危
機

状
態
の
時
に
は
、
個
人
主
義
・
家
族
制
度
＝
私
権
力
よ
り
国
家
社
会
の
安
定
の
た
め
に
公
権
力
に

飛
び
移
り
こ
れ
を
安
定
化
さ
せ
、
逆
に
家
族
制
度
＝
私
権
力
が
危
機
状
態
の
時
に
は
、
公
権
力
者

か
ら
家
族
制
度
＝
私
権
力
に
飛
び
移
り
、
家
族
制
度
を
安
定
化
さ
せ
る
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
を

飛
び
移
り
、
両
者
を
安
定
化
さ
せ
る
中
権
の
中
庸
思
想
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
混
乱
期
が
過
ぎ
て
国
家
の
安
定
期
に
入
る
と
、
こ
の
家
族
制
度
と
国
家
社
会
制
度
の
両

制
度
の
平
和
を
維
持
し
て
両
者
を
混
乱
状
態
に
陥
れ
な
い
た
め
に
、
公
権
力
と
私
権
力
を
五
分
五

分
に
混
じ
り
合
せ
た
中
和
の
中
庸
思
想
＝
礼
制
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 

両
極
端
を
肯
定
し
た
上
で
両
極
端
の
同
時
両
立
を
否
定
す
る
思
考
方
法
か
ら
、
非
常
事
態
に
対

し
て
は
国
家
と
家
族
と
い
う
二
つ
の
相
異
な
る
楕
円
形
世
界
の
安
定
の
実
現
を
目
指
す
、
中
権
の

中
庸
思
想
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て
両
極
端
を
否
定
し
た
上
で
両
極
端
を
同
時
両
立
さ
せ
る
思

考
方
法
か
ら
、
平
和
時
に
お
い
て
は
国
家
と
家
族
と
い
う
相
異
な
る
方
円
形
世
界
の
安
定
的
維
持

を
目
指
す
、
中
和
の
中
庸
思
想
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
家
族
制
度
と
国
家
・
社
会
制
度
の
安
定
と
混
乱
の
原
因
は
何
処
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
程
伊
川
は
、「
独
陰
は
生
ぜ
ず
、
独
陽
は
生
ぜ
ず
。（
独
陰
不
生
、
独
陽
不
生
ー

程
氏
遺
書
四
）」
（
五
五
）
と
述
べ
て
い
て
、
単
独
物
で
は
万
物
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
と
言
う
。 

ま
た
程
伊
川
は
、
「
質
に
文
が
あ
る
の
は
自
然
の
理
で
あ
る
。
理
と
し
て
必
ず
対
の
あ
る
も
の

は
、
生
生
現
象
の
根
本
で
あ
る
。
上
が
あ
る
と
下
が
あ
り
、
此
れ
が
あ
る
と
彼
が
あ
り
、
質
が
あ

る
と
文
が
有
る
。
一
で
は
独
立
せ
ず
、
二
だ
と
必
ず
文
が
で
き
る
。
道
を
知
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、

そ
れ
が
分
か
ら
な
い
（
程
氏
粋
言 

論
道
篇
）」（
五
六
）
と
、
全
て
の
生
命
の
現
象
に
は
、
単
独

物
は
不
安
定
で
あ
り
、
対
の
思
想
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
主
張
を
総
合
す
る
と
、
万
物
の

対
の
機
能
の
中
に
は
、
物
事
が
発
生
す
る
根
源
的
原
因
が
育
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。 

こ
の
哲
学
上
の
対
の
思
想
に
見
ら
れ
る
万
物
発
生
論
と
循
環
論
が
政
治
論
に
展
開
さ
れ
る
と
、

一
体
、
ど
の
様
な
政
治
理
論
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
程
伊
川
は
、「
対
は
世
界
中
に
存
在
す
る
。

陰
が
あ
れ
ば
陽
が
あ
り
、
善
が
あ
れ
ば
悪
が
あ
る
、
君
子
小
人
の
気
は
常
に
共
存
す
る
。
常
に
君

子
ば
か
り
生
ま
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
六
分
が
君
子
だ
と
治
ま
り
、
六
分
が
小
人
だ
と

乱
れ
、
七
分
が
君
子
だ
と
大
い
に
治
ま
り
、
七
分
が
小
人
だ
と
大
い
に
乱
れ
る
。
そ
れ
で
、
尭
舜

の
世
に
も
小
人
が
い
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
（
程
氏
遺
書
一
五
）」
（
五
七
）
と
言
う
。 

歴
史
の
発
展
は
、
君
子
と
小
人
の
数
量
の
消
長
に
、
そ
の
根
本
原
因
が
あ
る
と
言
う
。
君
子
が

多
い
と
世
の
中
は
善
く
治
ま
り
、
小
人
が
多
い
と
世
の
中
は
混
乱
す
る
。
治
乱
興
亡
の
歴
史
の
原

因
は
、
君
子
と
小
人
の
数
量
の
消
長
に
、
そ
の
根
本
原
因
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

だ
と
す
れ
ば
こ
こ
か
ら
、
自
己
や
家
族
と
い
う
個
人
主
義
＝
私
欲
を
犠
牲
に
し
た
国
家
の
事
＝

公
権
意
識
＝
義
を
重
視
す
る
君
子
が
多
く
な
る
と
、
社
会
の
混
乱
状
態
を
解
決
し
て
国
家
は
成
立

し
て
発
展
し
て
行
く
の
で
あ
り
、
善
と
義
を
思
う
君
子
と
利
欲
を
重
視
す
る
小
人
と
の
力
関
係
が

伯
仲
し
て
い
る
と
、
国
家
は
安
定
状
態
を
維
持
し
て
い
る
が
、
し
か
し
利
益
を
求
め
る
小
人
の
数

量
が
、
善
と
義
を
追
及
す
る
君
子
よ
り
も
多
く
な
る
と
、
国
家
は
没
落
へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
君
子
と
小
人
の
数
量
的
変
化
や
消
長
に
よ
り
、
国
家
の
成
立
→
発
展
→
没
落
の
循
環
理
論

が
生
ま
れ
て
く
る
。
程
伊
川
の
議
論
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
国
家
の
生
成
→
発
展
→
没
落
の
循
環
理

論
論
の
シ
エ
ー
マ
が
描
け
る
で
あ
ろ
う
。 

 
こ
の
程
伊
川
の
国
家
の
成
立
・
発
展
・
没
落
理
論
の
シ
エ
ー
マ
の
中
に
、
社
会
の
混
乱
時
に
お

け
る
国
家
＝
公
権
力
と
個
人
家
族
＝
私
権
力
は
同
時
に
両
立
し
な
い
と
い
う
臨
機
応
変
に
中
を

執
る
中
権
の
中
庸
思
想
と
、
社
会
の
平
和
時
お
け
る
両
者
は
同
時
両
立
す
る
と
い
う
両
者
を
混
じ

り
合
わ
せ
た
中
和
の
中
庸
思
想
が
、
、
実
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

で
は
こ
の
相
異
な
る
中
庸
思
想
に
見
ら
れ
る
国
家
理
論
の
生
成
→
発
展
→
没
落
の
軌
跡
を
、
以

下
に
范
仲
淹
と
欧
陽
脩
の
朋
党
論
の
展
開
に
お
い
て
具
体
的
に
証
明
し
て
見
た
い
。 

范
仲
淹
は
、
朋
党
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
慶
暦
四
年
四
月
戊
戌
、
上
、
執
政
と
論
じ
て
朋
党
の
こ
と
に
お
よ
ぶ
。
参
知
政
事
范
仲
淹
こ

た
え
て
曰
く
、
「
方
は
類
を
以
て
聚
り
、
物
は
群
を
以
て
分
る
。
古
よ
り
以
来
、
邪
正
朝
に
在
り

て
、
い
ま
だ
か
っ
て
お
の
お
の
一
党
を
な
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
禁
ず
べ
か
ら
ず
。
聖
鑑
の
こ
れ
を

弁
ず
る
に
あ
る
の
み
。
ま
こ
と
に
君
子
を
し
て
あ
ひ
朋
し
て
善
を
な
さ
し
む
れ
ば
、
そ
の
国
家
に

お
け
る
や
な
ん
の
害
あ
ら
ん
」
と
」
（
五
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

つ
ま
り
范
仲
淹
の
言
う
に
は
、
君
子
＝
善
人
の
朋
党
と
小
人
＝
悪
人
の
朋
党
は
、
尭
・
舜
時
代

よ
り
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
朝
廷
内
に
正
邪
が
混
じ
り

合
っ
て
い
る
の
を
、
聖
鑑
以
て
弁
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
善
を
な
す
君
子
の
朋
党
が
存
在
し
て
君

子
の
朋
党
と
小
人
の
朋
党
は
伯
仲
し
て
い
れ
ば
、
小
人
の
朋
党
が
存
在
し
て
い
て
も
そ
れ
程
国
家

に
損
害
は
な
く
、
国
家
の
安
定
期
を
維
持
し
て
行
け
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
朝
廷
内
に
公
私
の

朋
党
が
混
在
し
て
い
る
と
言
う
の
は
、
中
和
の
中
庸
思
想
の
具
体
的
展
開
論
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
欧
陽
脩
の
朋
党
論
は
、
范
仲
淹
の
朋
党
論
と
異
な
り
、
危
機
意
識
を
も
つ
内
容
で
あ
る
。 

 

「
修
す
な
わ
ち
朋
党
論
を
作
り
、
こ
れ
を
上
つ
る
。
臣
聞
く
、
朋
党
の
説
、
古
よ
り
こ
れ
あ
り
。

た
だ
幸
い
に
人
君
は
そ
の
君
子
と
小
人
を
弁
ず
る
の
み
。
大
凡
、
君
子
は
君
子
と
道
を
同
じ
く
し

て
朋
を
な
し
、
小
人
は
小
人
と
利
を
同
じ
く
し
て
朋
を
な
す
。
こ
れ
自
然
の
理
な
り
。
然
る
に
臣

は
、
小
人
に
は
朋
な
く
、
た
だ
君
子
の
み
朋
あ
り
、
と
謂
う
。
そ
の
故
は
、
小
人
の
好
む
所
の
も

の
は
禄
利
の
み
。
貪
る
所
は
財
貨
の
み
。
そ
の
利
を
同
じ
く
す
る
に
当
た
り
て
は
、
暫
く
あ
い
党

し
て
以
て
朋
を
な
す
は
、
偽
な
り
。
そ
の
利
を
見
る
に
及
ん
で
は
先
に
争
い
、
利
尽
き
れ
ば
交
々

疎
く
、
反
っ
て
あ
い
賊
害
す
る
。
そ
の
兄
弟
・
親
戚
と
雖
も
あ
い
保
つ
こ
と
あ
た
わ
ず
。
故
に
臣

は
、
小
人
は
朋
な
く
、
そ
の
暫
く
朋
を
な
す
は
、
偽
な
り
、
と
謂
う
。
君
子
は
然
ら
ず
。
守
る
所

は
道
義
に
て
、
行
う
と
こ
ろ
は
忠
信
、
惜
し
む
所
は
名
節
、
こ
れ
を
以
て
身
を
修
め
れ
ば
道
を
同

じ
く
し
て
あ
い
益
し
、
こ
れ
を
以
て
国
に
仕
え
れ
ば
心
を
同
じ
く
し
て
共
に
済
し
、
終
始
一
の
如

し
。
こ
れ
君
子
の
朋
な
り
。
故
に
人
君
た
る
も
の
は
、
た
だ
当
に
小
人
の
偽
朋
を
退
け
て
、
君
子

の
真
朋
を
用
い
れ
ば
、
天
下
治
ま
る
べ
き
な
り
。
・
・
・
そ
れ
前
世
の
主
、
よ
く
人
人
を
し
て
心

を
異
に
し
て
朋
を
な
さ
し
め
ざ
る
は
、
紂
に
し
く
は
な
し
、
よ
く
善
人
の
朋
を
な
す
を
禁
絶
す
る

は
、
漢
の
献
帝
に
し
く
は
な
し
、
よ
く
清
流
の
朋
を
誅
戮
す
る
は
唐
の
昭
帝
に
し
く
は
な
し
。
然

れ
ど
も
皆
そ
の
国
を
乱
亡
す
る
。
更
に
あ
い
称
美
し
て
、
推
譲
し
て
自
か
ら
疑
わ
ざ
る
は
、
舜
の

二
十
二
臣
に
し
く
は
な
し
、
舜
亦
疑
わ
ず
し
て
皆
こ
れ
を
用
い
る
。
然
れ
ど
も
後
世
、
舜
は
二
十

二
人
の
欺
く
所
と
な
る
と
謂
わ
ず
し
て
、
称
し
て
聡
明
の
聖
主
と
な
し
、
以
て
よ
く
君
子
と
小
人

を
弁
ず
る
と
な
す
な
り
。
周
の
武
の
世
、
そ
の
国
の
臣
三
千
人
を
挙
げ
て
共
に
一
朋
と
な
す
、
古

よ
り
朋
の
多
く
て
大
な
る
は
、
周
に
し
く
は
な
し
。
然
れ
ど
も
周
は
こ
れ
を
用
い
て
以
て
興
る
は
、

善
人
多
く
と
雖
も
、
厭
わ
ざ
る
な
り
。
そ
れ
興
亡
治
乱
の
迹
、
人
君
た
る
も
の
以
て
鑑
と
な
す
べ

き
な
り
。
」
（
五
九
）。 

古
来
よ
り
朝
廷
内
に
は
、
君
子
の
朋
党
と
小
人
の
朋
党
が
混
在
し
て
い
る
の
は
自
然
な
の
で
あ

る
が
、
人
君
が
そ
れ
を
弁
別
す
る
の
み
で
あ
る
。
君
子
の
義
合
し
た
朋
党
は
、
善
を
な
す
朋
党
で

あ
り
、
こ
れ
が
多
く
な
れ
ば
国
家
は
発
展
す
る
が
、
小
人
の
利
合
し
た
朋
党
は
利
欲
の
朋
党
で
あ

り
、
小
人
の
朋
党
が
多
く
な
り
、
君
子
の
朋
党
を
圧
制
し
て
い
く
と
、
国
家
は
没
落
し
て
行
く
。

こ
の
こ
と
は
中
国
古
代
よ
り
の
歴
史
的
事
実
が
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
家
の
発
展
を
維
持

し
て
行
く
た
め
に
は
、
小
人
の
利
合
し
た
偽
朋
を
朝
廷
よ
り
排
除
せ
よ
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
塞
外
民
族
が
興
起
し
て
対
外
的
危
機
に
直
面
し
た
慶
暦
時
代
の
国
家
滅
亡
へ
の
危
機
意
識

に
燃
え
た
欧
陽
脩
の
君
子
の
朋
党
論
の
必
要
性
を
強
調
し
た
議
論
で
あ
っ
た
（
六
０
）。 

博
愛
主
義
＝
善
と
義
で
結
合
し
た
君
子
の
朋
党
＝
公
権
力
と
、
個
人
主
義
＝
利
で
結
合
し
た
小

人
の
朋
党
＝
私
権
力
と
は
、
同
時
両
立
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
国
家
の
危
機
状
態
に
お
い
て
公
権

力
と
私
権
力
を
臨
機
応
変
に
使
い
分
け
る
中
権
の
中
庸
思
想
の
具
体
的
展
開
論
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
対
の
思
想
の
二
つ
の
機
能
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
中
国
人
の
対
立
→
協
調
→
対
立
、
動

→
静
→
動
と
言
う
哲
学
的
循
環
理
論
を
、
政
治
思
想
史
や
国
家
論
へ
展
開
し
た
場
合
の
中
国
人
の

歴
史
認
識
論
に
つ
い
て
の
結
論
と
し
て
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
結
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

全
て
の
生
命
現
象
に
は
対
の
機
能
が
あ
り
、
対
の
機
能
の
上
に
万
物
の
生
成
が
存
在
す
る
。
対

の
機
能
に
は
、
循
環
論
と
対
待
論
の
二
つ
が
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
は
相
互
に
循
環
し
て
い
く
。
そ

し
て
万
物
が
流
動
化
し
て
、
こ
の
世
の
中
が
治
乱
興
亡
す
る
中
で
、
君
子
と
小
人
の
対
立
物
が
、

対
立
・
反
発
と
共
鳴
・
協
調
を
繰
り
返
し
て
、
国
家
の
生
成
→
発
展
→
没
落
と
い
う
。
無
限
の
流

転
を
繰
り
返
し
て
、
歴
史
が
変
化
・
発
展
し
て
行
く
と
認
識
す
る
所
に
、
中
国
知
識
人
の
人
間
の

世
の
中
に
つ
い
て
の
歴
史
的
意
義
を
見
出
す
思
考
方
法
で
あ
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
（
序
章
）
よ
り
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た

歴
史
的
背
景
（
終
章
）
ま
で
、
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
研
究
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
え
る
に

際
し
て
、
対
の
思
想
の
歴
史
哲
学
的
意
義
に
つ
い
て
、
簡
単
に
要
約
し
て
お
き
た
い
。 
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て
い
た
。
冉
有
の
消
極
的
人
格
を
否
定
し
て
子
路
の
積
極
性
を
肯
定
す
る
が
、
他
方
子
路
の
積
極

的
人
格
を
否
定
し
て
冉
有
の
消
極
制
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
積
極
性
の
肯
定
と
否
定
、
消
極
性

の
肯
定
と
否
定
と
い
う
、
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
を
展
開
し
て
い
る
。
聖
人
と
言
わ
れ
る
孔
子

程
の
知
識
人
が
自
分
は
自
己
分
裂
す
る
発
言
を
し
て
い
な
い
と
は
、
絶
対
に
言
わ
さ
れ
な
い
。
知

っ
て
い
て
自
己
分
裂
す
る
発
言
を
し
て
い
る
所
に
、
孔
子
は
自
分
自
身
で
、
自
己
分
裂
し
た
発
言

を
わ
ざ
と
し
て
い
る
、
と
十
分
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
博
愛
主
義
と
個
人
主
義
を
否
定
し
な
が
ら
、
他
方
で
博
愛
主
義
と
個
人
主
義
を

肯
定
す
る
。
伯
夷
、
柳
下
恵
は
偏
っ
て
い
る
か
ら
従
わ
な
い
と
言
う
が
、
他
方
で
伯
夷
と
柳
下
恵

は
百
代
の
模
範
だ
と
言
う
。
既
存
思
想
や
聖
人
へ
の
否
定
と
肯
定
へ
と
言
う
、
全
く
自
己
分
裂
し

た
発
言
は
、
孟
子
ほ
ど
の
知
識
人
が
、
自
分
が
自
己
分
裂
し
た
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
な
い
と
は
、
絶
対
に
言
わ
さ
れ
な
い
。 

自
己
の
思
想
が
自
己
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
わ
ざ
と
「
快
く
墨
翟
と
楊
朱
を
受

け
入
れ
て
や
る
こ
と
だ
」
と
言
う
孟
子
の
発
言
の
中
に
、
孟
子
の
説
く
儒
教
が
自
己
分
裂
し
た
思

想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
な
が
ら
、
自
己
分
裂
し
た
既
存
の
両
思
想
に
つ
い
て
包

容
力
を
持
っ
て
受
け
入
れ
る
発
言
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
も
、
自
己
の
思
想
が
全
く
逆
な
主
張
を
し
て
い
て
自
己
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
分
裂
的
な
思
想
は
永
遠
に
生
き
る
と
、
自
己
の
思
想
に
永

遠
的
な
生
命
を
与
え
る
た
め
だ
と
述
べ
て
い
た
。
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
的
性
格
は
、
自
己
の
生
命

が
亡
び
よ
う
と
も
、
自
己
の
思
想
だ
け
は
永
遠
的
な
不
滅
の
生
命
を
あ
た
え
て
お
き
た
い
と
言
う
、

人
間
の
本
能
的
欲
求
が
持
つ
自
己
保
存
意
識
か
ら
生
ま
れ
て
き
て
い
た
思
想
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
対
の
思
想
と
い
う
自
己
分
裂
的
な
両
面
思
考
の
思
想
は
、
ど
の
様
な
状
況
に
陥
っ
て
も
、

ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
何
時
で
も
起
き
上
が
れ
て
、
自
己
弁
護
す
る
こ
と
が
可
能
な
思
想
な
の
で
あ

り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
意
識
的
に
創
意
工
夫
さ
れ
た
、

複
雑
な
現
世
を
生
き
る
中
国
人
の
知
恵
な
の
で
あ
る
。 

 

孔
子
は
、「
君
子
は
器
も
の
で
は
な
い
。〔
そ
の
働
き
は
限
定
さ
れ
な
く
て
広
く
て
自
由
で
あ
る

べ
き
だ
。
〕
」
（
四
五
）
と
言
う
。
君
子
た
る
者
の
思
考
方
法
は
、
物
を
盛
る
器
で
は
な
い
の
で
あ

り
、
硬
直
的
で
な
い
弾
力
的
性
質
の
あ
る
も
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
「
天
命
を
心
得
た
人
は
、
危
な
っ
か
し
い
岩
石
や
崩
れ
か
か
っ
た
石
塀
の
下
な

ど
に
は
、〔
不
慮
の
死
を
招
く
こ
と
が
あ
る
か
ら
〕
決
し
て
立
た
な
い
も
の
だ
」（
四
六
）
と
述
べ

て
い
る
。
「
君
子
は
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」
と
い
う
が
、
両
面
思
考
の
で
き
な
い
一
面
的
な
硬
直

し
た
思
考
で
は
、
危
険
な
目
に
遭
遇
し
て
も
危
機
を
回
避
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
機
能
に
つ
い
て
の
好
個
の
一
つ
の
事
例
を
、
北
宋

の
時
代
の
知
識
人
・
王
洪
辰
の
場
合
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
富
鄭
公
、
慶
暦
中
、
知
制
誥
を
以
て
北
虜
に
使
い
し
て
還
る
。
仁
宗
こ
れ
を
嘉
す
。
一
日
、

王
洪
辰
、
上
に
い
ひ
て
曰
く
、
「
富
弼
ま
た
何
の
功
か
こ
れ
あ
ら
ん
。
た
だ
能
く
金
帛
の
数
を
添

え
、
夷
狄
に
厚
く
し
て
中
国
を
弊
す
の
み
」
と
。
仁
宗
曰
く
、
「
し
か
ら
ず
。
朕
が
愛
す
る
と
こ

ろ
の
も
の
は
土
宇
生
民
の
み
。
財
物
は
惜
し
む
と
こ
ろ
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
洪
辰
曰
く
、
「
財

物
は
あ
に
生
民
に
出
で
ざ
ら
ん
や
」
と
。
仁
宗
曰
く
、
「
国
家
の
経
費
は
、
こ
れ
を
取
る
こ
と
一

日
の
積
に
非
ず
。
歳
ご
と
に
出
し
て
以
て
夷
狄
に
賜
う
も
、
ま
た
い
ま
だ
民
を
困
し
む
る
に
至
ら

ず
。
も
し
兵
興
り
て
調
発
せ
ば
、
歳
出
貲
ら
れ
ず
。
今
の
緩
く
取
る
が
ご
と
き
に
非
ざ
る
な
り
」

と
。
洪
辰
曰
く
、
犬
戎
は
厭
く
こ
と
な
し
。
好
ん
で
中
国
の
隙
を
窺
ふ
。
か
つ
陛
下
た
だ
一
女
あ

り
。
万
一
、
和
親
を
請
は
ん
と
欲
せ
ば
、
こ
れ
を
い
か
ん
せ
ん
」
と
。
仁
宗
、
憫
然
と
し
て
色
を

動
か
し
て
曰
く
、「
い
や
し
く
も
社
稷
を
利
せ
ば
、
朕
ま
た
あ
に
一
女
を
愛
ま
ん
や
」
と
。
洪
辰
、

言
塞
り
、
か
つ
譖
の
行
わ
れ
ざ
る
を
知
る
。
に
わ
か
に
し
て
曰
く
、
「
臣
、
陛
下
の
己
を
屈
し
て

民
を
愛
す
る
こ
と
か
く
の
ご
と
く
な
る
を
知
ら
ず
。
ま
こ
と
に
尭
舜
の
主
な
り
」
と
。
泣
を
洒
ぎ

再
拝
し
て
去
る
。
」
（
四
七
）。 

王
洪
辰
は
、
富
弼
を
館
職
の
地
位
か
ら
追
い
落
と
す
た
め
に
、
外
交
に
成
功
し
た
富
弼
を
厚
遇

し
よ
う
と
し
た
仁
宗
の
政
治
的
過
失
を
述
べ
ま
く
っ
て
、
思
い
止
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し

少
し
も
仁
宗
は
聞
く
耳
を
も
た
な
い
の
で
、
責
め
る
材
料
が
出
尽
く
し
て
自
己
の
讒
言
が
通
ら
な

い
と
悟
っ
た
王
洪
辰
は
、
急
遽
自
己
の
発
言
を
一
転
さ
せ
て
仁
宗
は
人
民
を
愛
し
思
う
聖
天
子
・

尭
舜
の
再
来
で
あ
る
と
持
ち
上
げ
て
、
自
己
の
政
治
的
生
命
を
保
全
す
る
自
己
防
衛
に
転
身
し
た

の
で
あ
る
。
王
洪
辰
に
と
っ
て
変
わ
り
身
の
早
さ
が
政
治
生
命
を
保
持
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。 

柔
軟
性
の
あ
る
両
面
思
考
―
対
の
思
想
こ
そ
は
、
ど
の
様
な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
危
機
を
回
避

で
き
て
何
時
で
も
逆
の
立
場
に
な
れ
る
可
変
的
思
想
な
の
で
あ
り
、
自
己
の
逃
避
場
所
を
常
に
心

が
け
る
中
国
人
の
自
己
保
存
の
本
能
が
生
み
出
し
た
思
想
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

思
う
に
、
と
り
わ
け
て
政
治
の
世
界
で
は
、
状
況
の
変
化
が
時
々
刻
々
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

り
、
時
に
は
一
八
０
度
、
政
治
状
況
が
変
化
す
る
事
も
往
々
に
し
て
生
起
す
る
。
こ
の
よ
う
な
常

に
状
況
の
変
化
す
る
中
で
生
き
て
い
く
政
治
家
に
と
っ
て
は
、
今
日
は
安
泰
と
思
っ
て
い
て
も
明

日
は
奈
落
の
底
に
陥
る
危
険
性
だ
っ
て
往
々
に
し
て
起
る
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
一
面
的
な
偏
っ
た
考
え
方
に
拘
っ
て
固
定
的
な
思
考
を
し
て
い
れ
ば
、
絶
え
ず
変
化
す

る
政
治
環
境
に
対
応
し
て
官
界
を
上
手
く
遊
泳
し
て
生
き
て
い
け
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
官
界
を
上
手
く
生
き
抜
い
て
い
こ
う
と
思
え
ば
、
何
時
ど
の
様
な
状
況
の
変
化
に
遭
遇
し

よ
う
と
も
、
何
時
で
も
上
手
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
弾
力
的
な
思
考
方
法
が
、
政
治
の
世
界
に
生

き
る
人
々
に
は
ど
う
し
て
も
必
須
な
モ
ラ
ル
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

中
国
に
お
い
て
古
来
よ
り
聖
人
と
い
わ
れ
る
尭
・
舜
や
孔
子
・
孟
子
、
あ
る
い
は
ま
た
歴
史
上

の
明
君
と
言
わ
れ
る
人
々
、
更
に
は
現
代
の
毛
沢
東
・
周
恩
来
は
、
状
況
の
変
化
に
対
し
て
ご
く

自
然
に
華
麗
に
変
身
で
き
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
思
想
で

あ
る
両
面
思
考
―
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
を
と
り
わ
け
て
上
手
く
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
中

国
歴
史
上
に
お
け
る
偉
大
な
人
物
で
あ
っ
た
と
言
う
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

最
後
に
な
る
が
、
宋
代
の
儒
者
の
「
対
の
思
想
」
の
機
能
論
を
紹
介
し
て
、
対
の
思
想
の
機
能

と
国
家
論
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
、
中
国
人
の
歴
史
認
識
論
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

つ
ま
り
対
の
思
想
の
機
能
論
が
、
中
和
と
中
権
と
い
う
二
つ
の
相
異
な
る
中
庸
思
想
に
見
ら
れ
る

政
治
思
想
的
意
義
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
く
る
国
家
権
力
論
の
上
に
展
開
す
る
と
、
ど
の
様
な
国
家

論
の
具
体
的
展
開
過
程
を
辿
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

中
庸
思
想
の
対
の
思
想
に
は
、
中
権
に
お
け
る
両
極
端
の
肯
定
と
中
和
に
お
け
る
両
極
端
の
否

定
と
い
う
、
両
極
端
に
つ
い
て
の
肯
定
論
と
否
定
論
と
い
う
対
の
思
想
が
存
在
し
た
（
四
八
）。 

そ
し
て
中
庸
思
想
に
は
、
両
極
端
は
同
時
に
両
立
し
な
い
中
権
の
場
合
に
見
ら
れ
る
公
か
ら
私
へ 

私
か
ら
公
へ
と
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
中
庸
を
実
現
す
る
場
合
と
、
両
極
端
は
同
時
に
両
立
す
る

中
和
の
場
合
に
見
ら
れ
る
公
と
私
が
五
分
五
分
に
混
じ
り
合
い
中
庸
を
実
現
す
る
場
合
が
あ
り
、

中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
に
も
全
く
相
異
な
る
対
の
思
想
が
存
在
し
た
（
四
九
）。 

朱
子
は
、
「
凡
そ
、
陰
陽
は
循
環
で
説
か
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
対
待
で
説
か
れ
る
場
合
も
あ

る(

大
抵
陰
陽
、
有
以
循
環
言
者
、
有
以
対
待
言
者
―
朱
子
文
集
五
二 

答
呉
伯
豊
第
一
０
書)

」（
四

九
）
と
、
対
の
思
想
に
は
循
環
論
と
対
待
論
と
い
う
、
二
通
り
の
機
能
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

朱
子
の
言
う
循
環
論
と
は
、
伊
川
の
兄
の
程
明
道
が
、「
万
物
は
す
べ
て
相
対
の
も
の
を
待
つ
。

陰
に
対
し
て
陽
、
善
に
対
し
て
悪
が
あ
る
。
そ
し
て
、
陽
が
盛
ん
に
な
る
と
陰
が
消
え
、
善
が
増

す
と
悪
が
減
る
。
こ
の
道
理
は
、
推
し
ひ
ろ
め
る
と
広
く
な
る
。
人
が
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
。

（
程
氏
遺
書
一
一
）」（
五
一
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
対
の
関
係
に
あ
る
両
者
の
相
互
対
立
や
相
互

反
発
と
、
そ
れ
ら
の
消
長
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。 

ま
た
対
待
論
は
、
程
伊
川
が
、
「
天
地
や
陰
陽
の
場
合
は
、
そ
の
勢
い
や
高
下
は
甚
だ
相
反
す

る
が
、
必
ず
や
相
手
を
必
須
と
し
て
用
を
な
し
て
い
る
。
陰
が
あ
れ
ば
陽
が
あ
る
し
、
陽
が
あ
れ

ば
陰
が
あ
る
。
一
が
あ
れ
ば
二
が
あ
り
、
一
二
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
と
た
ん
に
一
二
の
間
が
で
き

る
。
即
ち
三
で
あ
る
。
（
程
氏
遺
書
一
八
）
」
（
五
二
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
対
の
関
係
に
あ
る
両

者
の
相
互
依
存
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
対
の
思
想
に
は
、
対
立
物
は
お
互
い
に
両
立
せ
ず
反
発
・
対
立
す
る

と
い
う
考
え
方
＝
否
定
論
と
、
対
立
物
は
両
立
し
て
お
互
い
に
感
応
・
助
け
合
う
と
い
う
考
え
方

＝
肯
定
論
と
い
う
、
対
の
機
能
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
対
立
物
の
交
互
循
環
論
に
よ
る
先
後
出
現
や
運
動
論
的
出
現
と
、
対
立
物
の
相
互
協

力
・
相
互
感
応
に
よ
る
同
時
出
現
や
静
的
な
並
立
的
出
現
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
対
立

す
る
両
者
の
同
時
並
存
や
同
時
実
行
は
不
可
能
と
い
う
、
「
対
立
物
の
敵
対
性
」
に
注
目
し
た
思

考
方
法
で
あ
る
。
後
者
は
対
立
す
る
両
者
が
単
独
物
で
は
物
は
完
成
し
な
い
と
い
う
、
相
手
を
認

め
て
助
け
合
う
と
い
う
、「
対
立
物
の
相
互
依
存
性
や
共
存
性
」
に
注
目
し
た
思
考
方
法
で
あ
る
。 

こ
れ
を
中
庸
思
想
に
当
て
は
め
る
と
、
前
者
は
個
人
主
義
＝
私
権
力
と
博
愛
主
義
＝
公
権
力
は

同
時
に
両
立
せ
ず
臨
機
応
変
に
運
動
論
的
に
中
庸
を
実
現
す
る
中
権
の
中
庸
思
想
で
あ
り
、
後
者

は
個
人
主
義
＝
私
権
力
と
博
愛
主
義
＝
公
権
力
が
同
時
に
両
立
し
て
科
学
的
反
応
の
よ
う
に
両

者
が
混
じ
り
あ
う
中
和
の
中
庸
思
想
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。 

そ
れ
で
は
対
の
思
想
に
見
ら
れ
る
循
環
論
と
対
待
論
は
ど
の
様
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
張
横
渠
は
、
「
象
が
あ
れ
ば
対
が
あ
る
し
、
対
は
必
ず
相
反
の
現
象
を
起
す
。
相
反
が
あ
れ

ば
争
い
を
起
す
し
、
争
い
は
必
ず
和
解
す
る
。（
正
蒙 

太
和
篇
）」（
五
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

対
の
思
想
は
、
正
反
対
の
対
立
物
で
あ
る
が
故
に
、
相
反
す
る
敵
対
関
係
を
起
す
が
、
こ
れ
は

永
続
せ
ず
に
、
正
反
対
の
対
立
物
は
お
互
い
に
和
解
し
て
依
存
し
合
う
協
調
関
係
に
落
ち
着
く
と
、

と
言
う
の
で
あ
る
。
対
の
思
想
は
、
対
立
性
と
協
調
性
と
い
う
対
の
関
係
を
持
っ
て
い
て
、
対
立

関
係
論
か
ら
協
調
関
係
論
へ
と
運
動
論
的
に
発
展
す
る
と
言
う
。 
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て
い
た
。
冉
有
の
消
極
的
人
格
を
否
定
し
て
子
路
の
積
極
性
を
肯
定
す
る
が
、
他
方
子
路
の
積
極

的
人
格
を
否
定
し
て
冉
有
の
消
極
制
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
積
極
性
の
肯
定
と
否
定
、
消
極
性

の
肯
定
と
否
定
と
い
う
、
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
を
展
開
し
て
い
る
。
聖
人
と
言
わ
れ
る
孔
子

程
の
知
識
人
が
自
分
は
自
己
分
裂
す
る
発
言
を
し
て
い
な
い
と
は
、
絶
対
に
言
わ
さ
れ
な
い
。
知

っ
て
い
て
自
己
分
裂
す
る
発
言
を
し
て
い
る
所
に
、
孔
子
は
自
分
自
身
で
、
自
己
分
裂
し
た
発
言

を
わ
ざ
と
し
て
い
る
、
と
十
分
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
博
愛
主
義
と
個
人
主
義
を
否
定
し
な
が
ら
、
他
方
で
博
愛
主
義
と
個
人
主
義
を

肯
定
す
る
。
伯
夷
、
柳
下
恵
は
偏
っ
て
い
る
か
ら
従
わ
な
い
と
言
う
が
、
他
方
で
伯
夷
と
柳
下
恵

は
百
代
の
模
範
だ
と
言
う
。
既
存
思
想
や
聖
人
へ
の
否
定
と
肯
定
へ
と
言
う
、
全
く
自
己
分
裂
し

た
発
言
は
、
孟
子
ほ
ど
の
知
識
人
が
、
自
分
が
自
己
分
裂
し
た
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
な
い
と
は
、
絶
対
に
言
わ
さ
れ
な
い
。 

自
己
の
思
想
が
自
己
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
わ
ざ
と
「
快
く
墨
翟
と
楊
朱
を
受

け
入
れ
て
や
る
こ
と
だ
」
と
言
う
孟
子
の
発
言
の
中
に
、
孟
子
の
説
く
儒
教
が
自
己
分
裂
し
た
思

想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
な
が
ら
、
自
己
分
裂
し
た
既
存
の
両
思
想
に
つ
い
て
包

容
力
を
持
っ
て
受
け
入
れ
る
発
言
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
も
、
自
己
の
思
想
が
全
く
逆
な
主
張
を
し
て
い
て
自
己
分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
分
裂
的
な
思
想
は
永
遠
に
生
き
る
と
、
自
己
の
思
想
に
永

遠
的
な
生
命
を
与
え
る
た
め
だ
と
述
べ
て
い
た
。
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
的
性
格
は
、
自
己
の
生
命

が
亡
び
よ
う
と
も
、
自
己
の
思
想
だ
け
は
永
遠
的
な
不
滅
の
生
命
を
あ
た
え
て
お
き
た
い
と
言
う
、

人
間
の
本
能
的
欲
求
が
持
つ
自
己
保
存
意
識
か
ら
生
ま
れ
て
き
て
い
た
思
想
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
対
の
思
想
と
い
う
自
己
分
裂
的
な
両
面
思
考
の
思
想
は
、
ど
の
様
な
状
況
に
陥
っ
て
も
、

ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
何
時
で
も
起
き
上
が
れ
て
、
自
己
弁
護
す
る
こ
と
が
可
能
な
思
想
な
の
で
あ

り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
意
識
的
に
創
意
工
夫
さ
れ
た
、

複
雑
な
現
世
を
生
き
る
中
国
人
の
知
恵
な
の
で
あ
る
。 

 

孔
子
は
、「
君
子
は
器
も
の
で
は
な
い
。〔
そ
の
働
き
は
限
定
さ
れ
な
く
て
広
く
て
自
由
で
あ
る

べ
き
だ
。
〕
」
（
四
五
）
と
言
う
。
君
子
た
る
者
の
思
考
方
法
は
、
物
を
盛
る
器
で
は
な
い
の
で
あ

り
、
硬
直
的
で
な
い
弾
力
的
性
質
の
あ
る
も
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
「
天
命
を
心
得
た
人
は
、
危
な
っ
か
し
い
岩
石
や
崩
れ
か
か
っ
た
石
塀
の
下
な

ど
に
は
、〔
不
慮
の
死
を
招
く
こ
と
が
あ
る
か
ら
〕
決
し
て
立
た
な
い
も
の
だ
」（
四
六
）
と
述
べ

て
い
る
。
「
君
子
は
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」
と
い
う
が
、
両
面
思
考
の
で
き
な
い
一
面
的
な
硬
直

し
た
思
考
で
は
、
危
険
な
目
に
遭
遇
し
て
も
危
機
を
回
避
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
機
能
に
つ
い
て
の
好
個
の
一
つ
の
事
例
を
、
北
宋

の
時
代
の
知
識
人
・
王
洪
辰
の
場
合
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
富
鄭
公
、
慶
暦
中
、
知
制
誥
を
以
て
北
虜
に
使
い
し
て
還
る
。
仁
宗
こ
れ
を
嘉
す
。
一
日
、

王
洪
辰
、
上
に
い
ひ
て
曰
く
、
「
富
弼
ま
た
何
の
功
か
こ
れ
あ
ら
ん
。
た
だ
能
く
金
帛
の
数
を
添

え
、
夷
狄
に
厚
く
し
て
中
国
を
弊
す
の
み
」
と
。
仁
宗
曰
く
、
「
し
か
ら
ず
。
朕
が
愛
す
る
と
こ

ろ
の
も
の
は
土
宇
生
民
の
み
。
財
物
は
惜
し
む
と
こ
ろ
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
洪
辰
曰
く
、
「
財

物
は
あ
に
生
民
に
出
で
ざ
ら
ん
や
」
と
。
仁
宗
曰
く
、
「
国
家
の
経
費
は
、
こ
れ
を
取
る
こ
と
一

日
の
積
に
非
ず
。
歳
ご
と
に
出
し
て
以
て
夷
狄
に
賜
う
も
、
ま
た
い
ま
だ
民
を
困
し
む
る
に
至
ら

ず
。
も
し
兵
興
り
て
調
発
せ
ば
、
歳
出
貲
ら
れ
ず
。
今
の
緩
く
取
る
が
ご
と
き
に
非
ざ
る
な
り
」

と
。
洪
辰
曰
く
、
犬
戎
は
厭
く
こ
と
な
し
。
好
ん
で
中
国
の
隙
を
窺
ふ
。
か
つ
陛
下
た
だ
一
女
あ

り
。
万
一
、
和
親
を
請
は
ん
と
欲
せ
ば
、
こ
れ
を
い
か
ん
せ
ん
」
と
。
仁
宗
、
憫
然
と
し
て
色
を

動
か
し
て
曰
く
、「
い
や
し
く
も
社
稷
を
利
せ
ば
、
朕
ま
た
あ
に
一
女
を
愛
ま
ん
や
」
と
。
洪
辰
、

言
塞
り
、
か
つ
譖
の
行
わ
れ
ざ
る
を
知
る
。
に
わ
か
に
し
て
曰
く
、
「
臣
、
陛
下
の
己
を
屈
し
て

民
を
愛
す
る
こ
と
か
く
の
ご
と
く
な
る
を
知
ら
ず
。
ま
こ
と
に
尭
舜
の
主
な
り
」
と
。
泣
を
洒
ぎ

再
拝
し
て
去
る
。
」
（
四
七
）。 

王
洪
辰
は
、
富
弼
を
館
職
の
地
位
か
ら
追
い
落
と
す
た
め
に
、
外
交
に
成
功
し
た
富
弼
を
厚
遇

し
よ
う
と
し
た
仁
宗
の
政
治
的
過
失
を
述
べ
ま
く
っ
て
、
思
い
止
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し

少
し
も
仁
宗
は
聞
く
耳
を
も
た
な
い
の
で
、
責
め
る
材
料
が
出
尽
く
し
て
自
己
の
讒
言
が
通
ら
な

い
と
悟
っ
た
王
洪
辰
は
、
急
遽
自
己
の
発
言
を
一
転
さ
せ
て
仁
宗
は
人
民
を
愛
し
思
う
聖
天
子
・

尭
舜
の
再
来
で
あ
る
と
持
ち
上
げ
て
、
自
己
の
政
治
的
生
命
を
保
全
す
る
自
己
防
衛
に
転
身
し
た

の
で
あ
る
。
王
洪
辰
に
と
っ
て
変
わ
り
身
の
早
さ
が
政
治
生
命
を
保
持
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。 

柔
軟
性
の
あ
る
両
面
思
考
―
対
の
思
想
こ
そ
は
、
ど
の
様
な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
危
機
を
回
避

で
き
て
何
時
で
も
逆
の
立
場
に
な
れ
る
可
変
的
思
想
な
の
で
あ
り
、
自
己
の
逃
避
場
所
を
常
に
心

が
け
る
中
国
人
の
自
己
保
存
の
本
能
が
生
み
出
し
た
思
想
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

思
う
に
、
と
り
わ
け
て
政
治
の
世
界
で
は
、
状
況
の
変
化
が
時
々
刻
々
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

り
、
時
に
は
一
八
０
度
、
政
治
状
況
が
変
化
す
る
事
も
往
々
に
し
て
生
起
す
る
。
こ
の
よ
う
な
常

に
状
況
の
変
化
す
る
中
で
生
き
て
い
く
政
治
家
に
と
っ
て
は
、
今
日
は
安
泰
と
思
っ
て
い
て
も
明

日
は
奈
落
の
底
に
陥
る
危
険
性
だ
っ
て
往
々
に
し
て
起
る
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
一
面
的
な
偏
っ
た
考
え
方
に
拘
っ
て
固
定
的
な
思
考
を
し
て
い
れ
ば
、
絶
え
ず
変
化
す

る
政
治
環
境
に
対
応
し
て
官
界
を
上
手
く
遊
泳
し
て
生
き
て
い
け
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
官
界
を
上
手
く
生
き
抜
い
て
い
こ
う
と
思
え
ば
、
何
時
ど
の
様
な
状
況
の
変
化
に
遭
遇
し

よ
う
と
も
、
何
時
で
も
上
手
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
弾
力
的
な
思
考
方
法
が
、
政
治
の
世
界
に
生

き
る
人
々
に
は
ど
う
し
て
も
必
須
な
モ
ラ
ル
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

中
国
に
お
い
て
古
来
よ
り
聖
人
と
い
わ
れ
る
尭
・
舜
や
孔
子
・
孟
子
、
あ
る
い
は
ま
た
歴
史
上

の
明
君
と
言
わ
れ
る
人
々
、
更
に
は
現
代
の
毛
沢
東
・
周
恩
来
は
、
状
況
の
変
化
に
対
し
て
ご
く

自
然
に
華
麗
に
変
身
で
き
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
思
想
で

あ
る
両
面
思
考
―
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
を
と
り
わ
け
て
上
手
く
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
中

国
歴
史
上
に
お
け
る
偉
大
な
人
物
で
あ
っ
た
と
言
う
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

最
後
に
な
る
が
、
宋
代
の
儒
者
の
「
対
の
思
想
」
の
機
能
論
を
紹
介
し
て
、
対
の
思
想
の
機
能

と
国
家
論
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
、
中
国
人
の
歴
史
認
識
論
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

つ
ま
り
対
の
思
想
の
機
能
論
が
、
中
和
と
中
権
と
い
う
二
つ
の
相
異
な
る
中
庸
思
想
に
見
ら
れ
る

政
治
思
想
的
意
義
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
く
る
国
家
権
力
論
の
上
に
展
開
す
る
と
、
ど
の
様
な
国
家

論
の
具
体
的
展
開
過
程
を
辿
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

中
庸
思
想
の
対
の
思
想
に
は
、
中
権
に
お
け
る
両
極
端
の
肯
定
と
中
和
に
お
け
る
両
極
端
の
否

定
と
い
う
、
両
極
端
に
つ
い
て
の
肯
定
論
と
否
定
論
と
い
う
対
の
思
想
が
存
在
し
た
（
四
八
）。 

そ
し
て
中
庸
思
想
に
は
、
両
極
端
は
同
時
に
両
立
し
な
い
中
権
の
場
合
に
見
ら
れ
る
公
か
ら
私
へ 

私
か
ら
公
へ
と
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
中
庸
を
実
現
す
る
場
合
と
、
両
極
端
は
同
時
に
両
立
す
る

中
和
の
場
合
に
見
ら
れ
る
公
と
私
が
五
分
五
分
に
混
じ
り
合
い
中
庸
を
実
現
す
る
場
合
が
あ
り
、

中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
に
も
全
く
相
異
な
る
対
の
思
想
が
存
在
し
た
（
四
九
）。 

朱
子
は
、
「
凡
そ
、
陰
陽
は
循
環
で
説
か
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
対
待
で
説
か
れ
る
場
合
も
あ

る(

大
抵
陰
陽
、
有
以
循
環
言
者
、
有
以
対
待
言
者
―
朱
子
文
集
五
二 

答
呉
伯
豊
第
一
０
書)

」（
四

九
）
と
、
対
の
思
想
に
は
循
環
論
と
対
待
論
と
い
う
、
二
通
り
の
機
能
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

朱
子
の
言
う
循
環
論
と
は
、
伊
川
の
兄
の
程
明
道
が
、「
万
物
は
す
べ
て
相
対
の
も
の
を
待
つ
。

陰
に
対
し
て
陽
、
善
に
対
し
て
悪
が
あ
る
。
そ
し
て
、
陽
が
盛
ん
に
な
る
と
陰
が
消
え
、
善
が
増

す
と
悪
が
減
る
。
こ
の
道
理
は
、
推
し
ひ
ろ
め
る
と
広
く
な
る
。
人
が
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
。

（
程
氏
遺
書
一
一
）」（
五
一
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
対
の
関
係
に
あ
る
両
者
の
相
互
対
立
や
相
互

反
発
と
、
そ
れ
ら
の
消
長
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。 

ま
た
対
待
論
は
、
程
伊
川
が
、
「
天
地
や
陰
陽
の
場
合
は
、
そ
の
勢
い
や
高
下
は
甚
だ
相
反
す

る
が
、
必
ず
や
相
手
を
必
須
と
し
て
用
を
な
し
て
い
る
。
陰
が
あ
れ
ば
陽
が
あ
る
し
、
陽
が
あ
れ

ば
陰
が
あ
る
。
一
が
あ
れ
ば
二
が
あ
り
、
一
二
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
と
た
ん
に
一
二
の
間
が
で
き

る
。
即
ち
三
で
あ
る
。
（
程
氏
遺
書
一
八
）
」
（
五
二
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
対
の
関
係
に
あ
る
両

者
の
相
互
依
存
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
対
の
思
想
に
は
、
対
立
物
は
お
互
い
に
両
立
せ
ず
反
発
・
対
立
す
る

と
い
う
考
え
方
＝
否
定
論
と
、
対
立
物
は
両
立
し
て
お
互
い
に
感
応
・
助
け
合
う
と
い
う
考
え
方

＝
肯
定
論
と
い
う
、
対
の
機
能
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
対
立
物
の
交
互
循
環
論
に
よ
る
先
後
出
現
や
運
動
論
的
出
現
と
、
対
立
物
の
相
互
協

力
・
相
互
感
応
に
よ
る
同
時
出
現
や
静
的
な
並
立
的
出
現
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
対
立

す
る
両
者
の
同
時
並
存
や
同
時
実
行
は
不
可
能
と
い
う
、
「
対
立
物
の
敵
対
性
」
に
注
目
し
た
思

考
方
法
で
あ
る
。
後
者
は
対
立
す
る
両
者
が
単
独
物
で
は
物
は
完
成
し
な
い
と
い
う
、
相
手
を
認

め
て
助
け
合
う
と
い
う
、「
対
立
物
の
相
互
依
存
性
や
共
存
性
」
に
注
目
し
た
思
考
方
法
で
あ
る
。 

こ
れ
を
中
庸
思
想
に
当
て
は
め
る
と
、
前
者
は
個
人
主
義
＝
私
権
力
と
博
愛
主
義
＝
公
権
力
は

同
時
に
両
立
せ
ず
臨
機
応
変
に
運
動
論
的
に
中
庸
を
実
現
す
る
中
権
の
中
庸
思
想
で
あ
り
、
後
者

は
個
人
主
義
＝
私
権
力
と
博
愛
主
義
＝
公
権
力
が
同
時
に
両
立
し
て
科
学
的
反
応
の
よ
う
に
両

者
が
混
じ
り
あ
う
中
和
の
中
庸
思
想
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。 

そ
れ
で
は
対
の
思
想
に
見
ら
れ
る
循
環
論
と
対
待
論
は
ど
の
様
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
張
横
渠
は
、
「
象
が
あ
れ
ば
対
が
あ
る
し
、
対
は
必
ず
相
反
の
現
象
を
起
す
。
相
反
が
あ
れ

ば
争
い
を
起
す
し
、
争
い
は
必
ず
和
解
す
る
。（
正
蒙 

太
和
篇
）」（
五
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

対
の
思
想
は
、
正
反
対
の
対
立
物
で
あ
る
が
故
に
、
相
反
す
る
敵
対
関
係
を
起
す
が
、
こ
れ
は

永
続
せ
ず
に
、
正
反
対
の
対
立
物
は
お
互
い
に
和
解
し
て
依
存
し
合
う
協
調
関
係
に
落
ち
着
く
と
、

と
言
う
の
で
あ
る
。
対
の
思
想
は
、
対
立
性
と
協
調
性
と
い
う
対
の
関
係
を
持
っ
て
い
て
、
対
立

関
係
論
か
ら
協
調
関
係
論
へ
と
運
動
論
的
に
発
展
す
る
と
言
う
。 
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二
つ
目
の
特
殊
性
は
、
モ
ル
ガ
ン
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
農
耕
牧
畜
の
開
始
以

後
に
、
原
始
時
代
の
母
権
性
の
共
同
体
的
遺
制
が
漸
次
的
に
消
滅
し
て
、
父
権
性
の
個
別
家
族
制

度
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
と
い
う
世
界
史
の
普
遍
的
発
展
原
則
論
か
ら
見
る

と
、
孟
子
が
「
古
の
賢
人
は
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ま
な
い
で
、
人
民
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
か

ら
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
め
た
の
で
す
」
（
梁
恵
王
章
句
上
）
と
言
い
、
荀
子
が
「
人
間
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
社
会
的
動
物
（
群
）
な
の
で
あ
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
墨
翟
の
兼
愛
説
の
如

く
原
始
共
同
体
社
会
の
遺
制
を
階
級
国
家
成
立
以
後
も
強
く
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

中
国
社
会
に
延
々
と
継
続
さ
れ
て
き
た
周
代
以
後
の
宗
族
制
度
や
、
時
代
は
下
る
が
宋
代
の
范
仲

淹
の
親
族
振
救
の
義
荘
創
設
に
具
体
的
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
四
一
）。 

つ
ま
り
原
始
共
同
体
が
崩
壊
し
て
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
発
生
過
程
に
お
い
て
、
家
族
制

度
の
誕
生
が
早
熟
で
そ
の
私
的
家
族
意
識
が
強
く
、
他
方
で
は
逆
に
古
い
血
縁
的
紐
帯
に
基
づ
く

原
始
共
同
体
社
会
制
度
の
公
的
意
識
の
遺
制
を
強
く
残
し
続
け
て
き
た
所
に
、
モ
ル
ガ
ン
や
エ
ン

ゲ
ル
ス
が
述
べ
る
全
世
界
史
の
普
遍
的
発
展
法
則
論
と
は
、
歴
史
発
展
認
識
を
甚
だ
異
に
す
る
地

域
的
特
殊
性
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
特
殊
中
国
的
思
想
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
下
に
中
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
公
と
私
の
対
等
平
等
的
な
両
面
的
存
在
を
同
時
に
主
張

す
る
「
対
の
思
想
」
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。 

尭
は
誰
に
禅
譲
し
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
「
舜
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下
の
人
民
は
利

益
を
得
て
丹
朱
が
苦
し
む
だ
ろ
う
し
、
丹
朱
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下
の
人
民
は
苦
し
ん
で
丹

朱
は
利
益
を
得
る
だ
ろ
う
。
」
（
三
五)

と
あ
る
よ
う
に
、
尭
も
王
権
の
譲
位
を
家
族
制
度
と
社
会

制
度
と
い
う
公
と
私
の
間
で
苦
し
み
、
心
が
揺
れ
動
い
た
の
で
あ
る
。 

『
詩
経
』
の
成
立
し
た
西
周
時
代
よ
り
「
対
の
思
想
」
が
存
在
す
る
事
は
既
に
述
べ
た
が
（
三

六)

、
孔
子
も
「
斉
の
景
公
、
政
を
孔
子
に
問
う
。
孔
子
対
え
て
曰
く
、
君 

君
た
り
、
臣 

臣

た
り
、
父 

父
た
り
、
子 

子
た
り
。
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
社
会
＝
君
臣
関
係
と
家
族
＝
父
子
関
係
と
い
う
、
同
時
並
列
的
な
「
対
の
思
想
」

の
存
在
は
、
儒
教
に
は
疑
い
よ
う
の
な
い
無
前
提
的
存
在
な
の
で
あ
る
。 

孟
子
も
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
を
批
判
し
て
、「
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す 

る
禽
獣
に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、
こ
れ
こ
そ
周
公
が
討
ち
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ

る
、
私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、
間
違
っ
た
学
説
を
排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、

で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る
言
論
を
追
放
し
て
、
そ
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
志
を

う
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
る
。
・
・
・
誰
で
も
言
論
を
も
っ
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
排
撃
す

る
も
の
は
、
す
べ
て
聖
人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
」
（
三
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

禹
王
や
周
公
以
来
の
伝
統
的
思
考
で
は
、
楊
朱
と
墨
翟
の
思
想
は
、
一
方
に
片
寄
っ
た
異
端
・ 

邪
説
の
偏
向
思
想
で
あ
り
、
到
底
、
是
認
で
き
る
思
想
で
は
な
か
っ
た
。
孟
子
は
、
儒
教
の
家
族

と
社
会
的
国
家
の
両
面
を
認
め
る
「
対
の
思
想
」
こ
そ
が
、
普
遍
的
真
理
と
力
説
し
て
い
る
。 

こ
の
事
実
は
、
『
大
学
』
に
お
い
て
修
身
→
斉
家
→
治
国
→
平
天
下
と
い
う
直
線
的
な
政
治
理

論
に
、
自
己
を
含
め
た
家
族
制
度
を
出
発
点
に
置
い
て
い
る
事
で
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な

に
も
修
身
・
斉
家
を
主
張
し
な
く
て
も
治
国
・
平
天
下
＝
天
下
統
治
の
政
治
は
可
能
で
あ
る
。 

し
か
し
修
身
・
斉
家
＝
家
族
制
度
を
出
発
に
お
い
て
治
国
・
平
天
下
＝
社
会
国
家
制
度
を
述
べ

る
所
に
、
普
遍
的
真
理
を
説
く
経
書
に
お
い
て
も
「
対
の
思
想
」
へ
の
民
族
的
な
固
執
を
見
る
。 

ま
た
現
代
の
一
般
的
な
中
国
人
の
持
っ
て
い
る
「
対
の
思
想
」
に
つ
い
て
李
年
古
氏
も
、 

「
中
国
人
は
会
社
と
個
人
を
分
け
て
考
え
て
い
る
・
・
・
会
社
に
対
す
る
忠
誠
心
が
な
い
か
ら

と
言
っ
て
部
長
に
対
す
る
背
信
行
為
だ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
中
国
人
の
想
像
力
を
超
え
て
い

る
。
会
社
は
私
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
あ
な
た
の
も
の
で
も
な
い
。
会
社
に
対
す
る
背
信
イ
コ
ー

ル
部
長
へ
の
背
信
、
と
い
っ
た
発
想
は
、
や
は
り
属
会
社
の
日
本
人
的
な
発
想
で
、
属
個
人
の
中

国
人
に
は
そ
の
価
値
観
は
な
い
」
（
三
九
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
会
社
勤
務
の
中
に
お

い
て
も
中
国
人
は
、
個
人
と
社
会
と
い
う
二
重
の
楕
円
構
造
の
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
。 

孟
子
は
、
博
愛
主
義
者
の
夷
之
に
対
し
て
、
「
い
っ
た
い
、
天
が
物
を
生
ず
る
と
き
に
は
、
其

の
根
本
は
必
ず
一
つ
な
の
だ
。
人
間
も
わ
が
身
の
根
本
は
父
母
で
、
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。〔
だ

か
ら
、
そ
の
根
本
で
あ
る
父
母
を
何
よ
り
も
愛
す
る
の
は
、
人
の
天
性
で
あ
る
。
〕
と
こ
ろ
が
、

夷
之
は
自
分
の
父
母
も
他
人
の
父
母
も
〔
愛
す
る
こ
と
は
〕
全
く
同
じ
で
か
わ
り
は
な
い
と
い
う

の
は
、
根
本
を
二
つ
に
〔
も
、
三
つ
に
も
〕
考
え
る
か
ら
で
、
〔
そ
れ
で
は
、
自
分
の
父
母
が
二

つ
に
も
三
つ
に
も
あ
る
と
い
う
お
か
し
な
事
に
な
る
の
で
〕
あ
る
」
（
四
０
）
と
述
べ
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
に
孟
子
の
認
識
で
は
、
人
類
誕
生
時
代
よ
り
自
己
を
含
む
個
別
家
族
制
度
が
存
在
す

る
の
で
あ
り
、
人
間
の
根
本
は
一
つ
し
か
な
く
、
我
が
父
母
だ
と
言
い
き
っ
て
い
る
。 

モ
ル
ガ
ン
が
数
十
年
間
か
け
て
考
察
し
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
イ
ア
ン
の
イ
ロ
ク
ォ
イ
部
族
で

は
一
九
世
紀
ま
で
原
始
生
活
が
続
い
て
い
た
よ
う
に
、
原
始
共
同
体
社
会
の
崩
壊
過
程
が
、
全
世

界
の
民
族
的
特
殊
性
か
ら
地
域
差
が
存
在
し
て
、
各
民
族
に
お
い
て
時
間
的
差
異
の
あ
る
事
は
、

モ
ル
ガ
ン
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
共
通
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
中
国
人
は
、
原
始
時
代
よ
り
個
人
主
義
的
な
発
想
が
特
に
強
く
て
、

全
世
界
史
の
普
遍
的
発
展
法
則
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
、
自
己
を
含
め
た
個
別
家
族
制
度
へ
の
目

覚
め
が
早
熟
で
あ
り
、
個
人
主
義
と
家
族
主
義
の
主
張
が
特
に
強
か
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。 

ま
た
逆
に
原
始
共
同
体
社
会
的
遺
制
＝
人
間
の
類
的
存
在
を
太
古
の
昔
よ
り
強
調
す
る
事
も
、

中
国
人
は
世
界
の
他
の
諸
民
族
に
比
較
し
て
、
こ
れ
ま
た
特
に
強
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

詳
細
な
個
別
的
実
証
は
今
後
の
研
究
史
の
発
展
に
俟
つ
必
要
が
あ
る
が
、
前
者
は
孔
子
・
孟
子

の
個
別
家
族
制
度
の
主
張
や
楊
朱
の
個
人
主
義
的
思
想
に
代
表
さ
れ
て
、
後
者
は
中
国
社
会
に
特

有
で
伝
統
的
に
継
続
さ
れ
て
き
た
男
系
親
族
で
構
成
さ
れ
る
宗
族
的
結
合
の
強
さ
ー
宋
代
の
范

仲
淹
の
義
荘
創
設
―
に
具
体
的
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
（
四
一
）
、
孟
子
が
激
烈
に
批
判
し
て

い
る
家
族
制
度
を
無
視
す
る
墨
翟
の
博
愛
主
義
（
四
二
）
に
代
表
さ
れ
る
と
思
う
。 

こ
こ
に
中
国
人
の
民
族
的
基
本
的
思
考
特
色
で
あ
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
生
ま
れ
て

く
る
根
源
的
な
原
因
が
存
在
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
根

源
的
背
景
に
は
、
個
人
を
含
む
家
族
制
度
と
君
臣
関
係
を
含
む
社
会
制
度
の
並
立
的
存
在
が
あ
る

と
な
れ
ば
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
制
度
論
に
展
開
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

孟
子
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
を
、
人
類
に
対
し
て
敵
対
的
な
極
端
思
想
で

あ
る
と
し
て
徹
底
的
に
嫌
い
激
し
く
批
判
し
て
、
楊
朱
の
個
人
主
義
は
君
主
や
国
家
を
無
視
す
る

か
ら
不
可
な
の
で
あ
り
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
は
父
子
の
家
族
を
無
視
す
る
か
ら
不
可
な
の
で
あ
り
、

到
底
人
間
と
は
い
え
な
い
禽
獣
の
行
為
な
の
で
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
個
人
主
義
＝
家
族
制
度
と

博
愛
主
義
＝
社
会
制
度
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
が
可
能
な
思
想
で

な
け
れ
ば
、
絶
対
に
許
容
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
り
、
人
間
の
思
想
で
は
な
い
と
言
う
。 

こ
の
孟
子
の
発
言
は
、
家
族
制
度
と
社
会
制
度
を
同
時
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
両
面
思
考
―
「
対

の
思
想
」
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
荀

子
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
唯
一
の
統
一
原
理
で
雑
多
な
万
事
を
処
理
し
、
始
ま
れ
ば
終
り
終
わ
れ
ば
ま
た
始
ま
っ
て
あ

た
か
も
円
環
に
端
の
な
い
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
け
て
い
く
。
こ
う
し
た
や
り
方
を
と
ら
な
け

れ
ば
世
界
は
衰
微
す
る
で
あ
ろ
う
。
・
・
・
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
の
人
倫
の
道
が
天
地
と

ひ
と
し
い
秩
序
を
得
て
、
始
ま
れ
ば
終
り
終
わ
れ
ば
ま
た
始
ま
っ
て
万
代
ま
で
つ
づ
い
て
い
く
。

そ
も
そ
も
こ
う
い
う
の
を
大
本
と
い
う
の
で
あ
る
。
・
・
・
君
臣
の
分
が
守
ら
れ
父
子
の
分
が
守

ら
れ
兄
弟
の
分
が
守
ら
れ
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
農
民
と
士
人
と
工
人
と
商
人
と
、
そ
れ
ら
も

同
じ
で
あ
る
。〔
み
な
形
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
て
も
大
本
を
得
て
こ
そ
治
ま
る
の
で
あ
る
。
〕」 

（
四
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

君
臣
関
係
が
始
ま
れ
ば
終
り
終
わ
れ
ば
ま
た
始
ま
り
、
父
子
関
係
が
始
ま
れ
ば
終
り
終
わ
れ
ば

ま
た
始
ま
る
と
い
う
事
は
、
対
の
思
想
の
無
限
的
な
連
続
的
循
環
論
の
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
が
家

族
制
度
と
社
会
制
度
の
両
者
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
対
の
思
想
が
連
鎖
反
応
的
に
万
代
に
ま
で
展

開
す
る
こ
と
が
世
界
の
大
本
と
言
う
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
世
界
は
衰
退
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
中
国
人
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
歴
史
上
の
具
体
的
な
展
開
過
程
で
み
る
と
、

凡
そ
以
下
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
孔
子
は
、
門
人
の
子
路
と
冉
は
逆
の
性
格

だ
か
ら
、
両
者
に
は
各
々
逆
の
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

「
子
路
が
「
聞
い
た
ら
す
ぐ
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず
ね
す
る
と
、
先
生
は
「
父

兄
と
い
っ
た
方
が
お
い
で
に
な
る
。
ど
う
し
て
ま
た
聞
い
て
す
ぐ
に
そ
れ
を
お
こ
な
え
よ
う
。
」

と
い
わ
れ
た
。
冉
有
が
「
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず
ね
す
る
と
、

先
生
は
「
来
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
え
。
」
と
い
わ
れ
た
。
公
西
華
は
い
っ
た
、
「
由(

子
路)

さ
ん

が
『
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
』
と
お
た
ず
ね
し
た
と
き
は
、
先
生
は
『
父
兄

と
い
っ
た
方
が
お
い
で
に
な
る
』
と
い
わ
れ
た
の
に
、
求(

冉
有)

さ
ん
が
『
聞
い
た
ら
す
ぐ
そ
れ

を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
か
』
と
お
た
ず
ね
し
た
と
き
に
は
、
先
生
は
『
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を

行
え
。
』
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
赤(

こ
の
わ
た
く
し)

は
迷
い
ま
す
。
お
そ
れ
い
り
ま
す
が
お
た
ず
ね

致
し
ま
す
。
」
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
求
は
消
極
的
だ
か
ら
、
そ
れ
を
は
げ
ま
し
た
の
だ
が
、
由
は

人
を
し
の
ぐ
か
ら
、
そ
れ
を
お
さ
え
た
の
だ
。
」
（
四
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

門
人
の
冉
有
は
、
消
極
的
人
物
だ
か
ら
、「
す
ぐ
に
行
え
」
と
教
え
て
、
消
極
的
で
も
な
い
が
、

ま
た
積
極
的
で
も
な
い
中
和
の
人
物
に
な
る
よ
う
に
教
育
を
し
て
、
逆
に
門
人
の
子
路
は
積
極
的

人
物
だ
か
ら
、
「
父
兄
に
相
談
し
ろ
」
と
教
え
て
、
積
極
的
で
も
な
い
が
、
ま
た
消
極
的
で
も
な

い
、
中
和
的
人
物
に
な
る
よ
う
に
し
た
と
、
孔
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

相
反
す
る
反
対
的
性
格
を
持
つ
人
間
に
は
、
意
識
的
に
全
く
逆
の
事
を
教
え
た
と
明
確
に
述
べ
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二
つ
目
の
特
殊
性
は
、
モ
ル
ガ
ン
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
農
耕
牧
畜
の
開
始
以

後
に
、
原
始
時
代
の
母
権
性
の
共
同
体
的
遺
制
が
漸
次
的
に
消
滅
し
て
、
父
権
性
の
個
別
家
族
制

度
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
と
い
う
世
界
史
の
普
遍
的
発
展
原
則
論
か
ら
見
る

と
、
孟
子
が
「
古
の
賢
人
は
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ま
な
い
で
、
人
民
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
か

ら
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
め
た
の
で
す
」
（
梁
恵
王
章
句
上
）
と
言
い
、
荀
子
が
「
人
間
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
社
会
的
動
物
（
群
）
な
の
で
あ
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
墨
翟
の
兼
愛
説
の
如

く
原
始
共
同
体
社
会
の
遺
制
を
階
級
国
家
成
立
以
後
も
強
く
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

中
国
社
会
に
延
々
と
継
続
さ
れ
て
き
た
周
代
以
後
の
宗
族
制
度
や
、
時
代
は
下
る
が
宋
代
の
范
仲

淹
の
親
族
振
救
の
義
荘
創
設
に
具
体
的
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
四
一
）。 

つ
ま
り
原
始
共
同
体
が
崩
壊
し
て
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
発
生
過
程
に
お
い
て
、
家
族
制

度
の
誕
生
が
早
熟
で
そ
の
私
的
家
族
意
識
が
強
く
、
他
方
で
は
逆
に
古
い
血
縁
的
紐
帯
に
基
づ
く

原
始
共
同
体
社
会
制
度
の
公
的
意
識
の
遺
制
を
強
く
残
し
続
け
て
き
た
所
に
、
モ
ル
ガ
ン
や
エ
ン

ゲ
ル
ス
が
述
べ
る
全
世
界
史
の
普
遍
的
発
展
法
則
論
と
は
、
歴
史
発
展
認
識
を
甚
だ
異
に
す
る
地

域
的
特
殊
性
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
特
殊
中
国
的
思
想
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
下
に
中
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
公
と
私
の
対
等
平
等
的
な
両
面
的
存
在
を
同
時
に
主
張

す
る
「
対
の
思
想
」
の
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。 

尭
は
誰
に
禅
譲
し
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
「
舜
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下
の
人
民
は
利

益
を
得
て
丹
朱
が
苦
し
む
だ
ろ
う
し
、
丹
朱
に
天
下
を
授
け
れ
ば
、
天
下
の
人
民
は
苦
し
ん
で
丹

朱
は
利
益
を
得
る
だ
ろ
う
。
」
（
三
五)

と
あ
る
よ
う
に
、
尭
も
王
権
の
譲
位
を
家
族
制
度
と
社
会

制
度
と
い
う
公
と
私
の
間
で
苦
し
み
、
心
が
揺
れ
動
い
た
の
で
あ
る
。 

『
詩
経
』
の
成
立
し
た
西
周
時
代
よ
り
「
対
の
思
想
」
が
存
在
す
る
事
は
既
に
述
べ
た
が
（
三

六)

、
孔
子
も
「
斉
の
景
公
、
政
を
孔
子
に
問
う
。
孔
子
対
え
て
曰
く
、
君 

君
た
り
、
臣 

臣

た
り
、
父 

父
た
り
、
子 

子
た
り
。
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
社
会
＝
君
臣
関
係
と
家
族
＝
父
子
関
係
と
い
う
、
同
時
並
列
的
な
「
対
の
思
想
」

の
存
在
は
、
儒
教
に
は
疑
い
よ
う
の
な
い
無
前
提
的
存
在
な
の
で
あ
る
。 

孟
子
も
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
を
批
判
し
て
、「
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す 

る
禽
獣
に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、
こ
れ
こ
そ
周
公
が
討
ち
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ

る
、
私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、
間
違
っ
た
学
説
を
排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、

で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る
言
論
を
追
放
し
て
、
そ
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
志
を

う
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
る
。
・
・
・
誰
で
も
言
論
を
も
っ
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
排
撃
す

る
も
の
は
、
す
べ
て
聖
人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
」
（
三
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

禹
王
や
周
公
以
来
の
伝
統
的
思
考
で
は
、
楊
朱
と
墨
翟
の
思
想
は
、
一
方
に
片
寄
っ
た
異
端
・ 

邪
説
の
偏
向
思
想
で
あ
り
、
到
底
、
是
認
で
き
る
思
想
で
は
な
か
っ
た
。
孟
子
は
、
儒
教
の
家
族

と
社
会
的
国
家
の
両
面
を
認
め
る
「
対
の
思
想
」
こ
そ
が
、
普
遍
的
真
理
と
力
説
し
て
い
る
。 

こ
の
事
実
は
、
『
大
学
』
に
お
い
て
修
身
→
斉
家
→
治
国
→
平
天
下
と
い
う
直
線
的
な
政
治
理

論
に
、
自
己
を
含
め
た
家
族
制
度
を
出
発
点
に
置
い
て
い
る
事
で
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な

に
も
修
身
・
斉
家
を
主
張
し
な
く
て
も
治
国
・
平
天
下
＝
天
下
統
治
の
政
治
は
可
能
で
あ
る
。 

し
か
し
修
身
・
斉
家
＝
家
族
制
度
を
出
発
に
お
い
て
治
国
・
平
天
下
＝
社
会
国
家
制
度
を
述
べ

る
所
に
、
普
遍
的
真
理
を
説
く
経
書
に
お
い
て
も
「
対
の
思
想
」
へ
の
民
族
的
な
固
執
を
見
る
。 

ま
た
現
代
の
一
般
的
な
中
国
人
の
持
っ
て
い
る
「
対
の
思
想
」
に
つ
い
て
李
年
古
氏
も
、 

「
中
国
人
は
会
社
と
個
人
を
分
け
て
考
え
て
い
る
・
・
・
会
社
に
対
す
る
忠
誠
心
が
な
い
か
ら

と
言
っ
て
部
長
に
対
す
る
背
信
行
為
だ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
中
国
人
の
想
像
力
を
超
え
て
い

る
。
会
社
は
私
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
あ
な
た
の
も
の
で
も
な
い
。
会
社
に
対
す
る
背
信
イ
コ
ー

ル
部
長
へ
の
背
信
、
と
い
っ
た
発
想
は
、
や
は
り
属
会
社
の
日
本
人
的
な
発
想
で
、
属
個
人
の
中

国
人
に
は
そ
の
価
値
観
は
な
い
」
（
三
九
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
会
社
勤
務
の
中
に
お

い
て
も
中
国
人
は
、
個
人
と
社
会
と
い
う
二
重
の
楕
円
構
造
の
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
。 

孟
子
は
、
博
愛
主
義
者
の
夷
之
に
対
し
て
、
「
い
っ
た
い
、
天
が
物
を
生
ず
る
と
き
に
は
、
其

の
根
本
は
必
ず
一
つ
な
の
だ
。
人
間
も
わ
が
身
の
根
本
は
父
母
で
、
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。〔
だ

か
ら
、
そ
の
根
本
で
あ
る
父
母
を
何
よ
り
も
愛
す
る
の
は
、
人
の
天
性
で
あ
る
。
〕
と
こ
ろ
が
、

夷
之
は
自
分
の
父
母
も
他
人
の
父
母
も
〔
愛
す
る
こ
と
は
〕
全
く
同
じ
で
か
わ
り
は
な
い
と
い
う

の
は
、
根
本
を
二
つ
に
〔
も
、
三
つ
に
も
〕
考
え
る
か
ら
で
、
〔
そ
れ
で
は
、
自
分
の
父
母
が
二

つ
に
も
三
つ
に
も
あ
る
と
い
う
お
か
し
な
事
に
な
る
の
で
〕
あ
る
」
（
四
０
）
と
述
べ
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
に
孟
子
の
認
識
で
は
、
人
類
誕
生
時
代
よ
り
自
己
を
含
む
個
別
家
族
制
度
が
存
在
す

る
の
で
あ
り
、
人
間
の
根
本
は
一
つ
し
か
な
く
、
我
が
父
母
だ
と
言
い
き
っ
て
い
る
。 

モ
ル
ガ
ン
が
数
十
年
間
か
け
て
考
察
し
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
イ
ア
ン
の
イ
ロ
ク
ォ
イ
部
族
で

は
一
九
世
紀
ま
で
原
始
生
活
が
続
い
て
い
た
よ
う
に
、
原
始
共
同
体
社
会
の
崩
壊
過
程
が
、
全
世

界
の
民
族
的
特
殊
性
か
ら
地
域
差
が
存
在
し
て
、
各
民
族
に
お
い
て
時
間
的
差
異
の
あ
る
事
は
、

モ
ル
ガ
ン
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
共
通
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
中
国
人
は
、
原
始
時
代
よ
り
個
人
主
義
的
な
発
想
が
特
に
強
く
て
、

全
世
界
史
の
普
遍
的
発
展
法
則
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
、
自
己
を
含
め
た
個
別
家
族
制
度
へ
の
目

覚
め
が
早
熟
で
あ
り
、
個
人
主
義
と
家
族
主
義
の
主
張
が
特
に
強
か
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。 

ま
た
逆
に
原
始
共
同
体
社
会
的
遺
制
＝
人
間
の
類
的
存
在
を
太
古
の
昔
よ
り
強
調
す
る
事
も
、

中
国
人
は
世
界
の
他
の
諸
民
族
に
比
較
し
て
、
こ
れ
ま
た
特
に
強
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

詳
細
な
個
別
的
実
証
は
今
後
の
研
究
史
の
発
展
に
俟
つ
必
要
が
あ
る
が
、
前
者
は
孔
子
・
孟
子

の
個
別
家
族
制
度
の
主
張
や
楊
朱
の
個
人
主
義
的
思
想
に
代
表
さ
れ
て
、
後
者
は
中
国
社
会
に
特

有
で
伝
統
的
に
継
続
さ
れ
て
き
た
男
系
親
族
で
構
成
さ
れ
る
宗
族
的
結
合
の
強
さ
ー
宋
代
の
范

仲
淹
の
義
荘
創
設
―
に
具
体
的
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
（
四
一
）
、
孟
子
が
激
烈
に
批
判
し
て

い
る
家
族
制
度
を
無
視
す
る
墨
翟
の
博
愛
主
義
（
四
二
）
に
代
表
さ
れ
る
と
思
う
。 

こ
こ
に
中
国
人
の
民
族
的
基
本
的
思
考
特
色
で
あ
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
生
ま
れ
て

く
る
根
源
的
な
原
因
が
存
在
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
根

源
的
背
景
に
は
、
個
人
を
含
む
家
族
制
度
と
君
臣
関
係
を
含
む
社
会
制
度
の
並
立
的
存
在
が
あ
る

と
な
れ
ば
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
制
度
論
に
展
開
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

孟
子
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
を
、
人
類
に
対
し
て
敵
対
的
な
極
端
思
想
で

あ
る
と
し
て
徹
底
的
に
嫌
い
激
し
く
批
判
し
て
、
楊
朱
の
個
人
主
義
は
君
主
や
国
家
を
無
視
す
る

か
ら
不
可
な
の
で
あ
り
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
は
父
子
の
家
族
を
無
視
す
る
か
ら
不
可
な
の
で
あ
り
、

到
底
人
間
と
は
い
え
な
い
禽
獣
の
行
為
な
の
で
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
個
人
主
義
＝
家
族
制
度
と

博
愛
主
義
＝
社
会
制
度
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
が
可
能
な
思
想
で

な
け
れ
ば
、
絶
対
に
許
容
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
り
、
人
間
の
思
想
で
は
な
い
と
言
う
。 

こ
の
孟
子
の
発
言
は
、
家
族
制
度
と
社
会
制
度
を
同
時
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
両
面
思
考
―
「
対

の
思
想
」
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
荀

子
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
唯
一
の
統
一
原
理
で
雑
多
な
万
事
を
処
理
し
、
始
ま
れ
ば
終
り
終
わ
れ
ば
ま
た
始
ま
っ
て
あ

た
か
も
円
環
に
端
の
な
い
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
け
て
い
く
。
こ
う
し
た
や
り
方
を
と
ら
な
け

れ
ば
世
界
は
衰
微
す
る
で
あ
ろ
う
。
・
・
・
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
の
人
倫
の
道
が
天
地
と

ひ
と
し
い
秩
序
を
得
て
、
始
ま
れ
ば
終
り
終
わ
れ
ば
ま
た
始
ま
っ
て
万
代
ま
で
つ
づ
い
て
い
く
。

そ
も
そ
も
こ
う
い
う
の
を
大
本
と
い
う
の
で
あ
る
。
・
・
・
君
臣
の
分
が
守
ら
れ
父
子
の
分
が
守

ら
れ
兄
弟
の
分
が
守
ら
れ
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
農
民
と
士
人
と
工
人
と
商
人
と
、
そ
れ
ら
も

同
じ
で
あ
る
。〔
み
な
形
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
て
も
大
本
を
得
て
こ
そ
治
ま
る
の
で
あ
る
。
〕」 

（
四
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

君
臣
関
係
が
始
ま
れ
ば
終
り
終
わ
れ
ば
ま
た
始
ま
り
、
父
子
関
係
が
始
ま
れ
ば
終
り
終
わ
れ
ば

ま
た
始
ま
る
と
い
う
事
は
、
対
の
思
想
の
無
限
的
な
連
続
的
循
環
論
の
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
が
家

族
制
度
と
社
会
制
度
の
両
者
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
対
の
思
想
が
連
鎖
反
応
的
に
万
代
に
ま
で
展

開
す
る
こ
と
が
世
界
の
大
本
と
言
う
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
世
界
は
衰
退
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
中
国
人
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
歴
史
上
の
具
体
的
な
展
開
過
程
で
み
る
と
、

凡
そ
以
下
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
孔
子
は
、
門
人
の
子
路
と
冉
は
逆
の
性
格

だ
か
ら
、
両
者
に
は
各
々
逆
の
教
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

「
子
路
が
「
聞
い
た
ら
す
ぐ
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず
ね
す
る
と
、
先
生
は
「
父

兄
と
い
っ
た
方
が
お
い
で
に
な
る
。
ど
う
し
て
ま
た
聞
い
て
す
ぐ
に
そ
れ
を
お
こ
な
え
よ
う
。
」

と
い
わ
れ
た
。
冉
有
が
「
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず
ね
す
る
と
、

先
生
は
「
来
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
え
。
」
と
い
わ
れ
た
。
公
西
華
は
い
っ
た
、
「
由(

子
路)

さ
ん

が
『
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
』
と
お
た
ず
ね
し
た
と
き
は
、
先
生
は
『
父
兄

と
い
っ
た
方
が
お
い
で
に
な
る
』
と
い
わ
れ
た
の
に
、
求(

冉
有)

さ
ん
が
『
聞
い
た
ら
す
ぐ
そ
れ

を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
か
』
と
お
た
ず
ね
し
た
と
き
に
は
、
先
生
は
『
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を

行
え
。
』
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
赤(

こ
の
わ
た
く
し)

は
迷
い
ま
す
。
お
そ
れ
い
り
ま
す
が
お
た
ず
ね

致
し
ま
す
。
」
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
求
は
消
極
的
だ
か
ら
、
そ
れ
を
は
げ
ま
し
た
の
だ
が
、
由
は

人
を
し
の
ぐ
か
ら
、
そ
れ
を
お
さ
え
た
の
だ
。
」
（
四
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

門
人
の
冉
有
は
、
消
極
的
人
物
だ
か
ら
、「
す
ぐ
に
行
え
」
と
教
え
て
、
消
極
的
で
も
な
い
が
、

ま
た
積
極
的
で
も
な
い
中
和
の
人
物
に
な
る
よ
う
に
教
育
を
し
て
、
逆
に
門
人
の
子
路
は
積
極
的

人
物
だ
か
ら
、
「
父
兄
に
相
談
し
ろ
」
と
教
え
て
、
積
極
的
で
も
な
い
が
、
ま
た
消
極
的
で
も
な

い
、
中
和
的
人
物
に
な
る
よ
う
に
し
た
と
、
孔
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

相
反
す
る
反
対
的
性
格
を
持
つ
人
間
に
は
、
意
識
的
に
全
く
逆
の
事
を
教
え
た
と
明
確
に
述
べ
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っ
た
。
し
か
し
、
周
の
武
王
が
父
文
王
の
死
後
す
ぐ
に
殷
の
紂
王
を
討
っ
た
こ
と
を
、
不
孝
、
不

仁
と
し
て
周
の
粟
を
食
む
こ
と
を
拒
み
、
首
陽
山
に
隠
れ
て
ワ
ラ
ビ
を
食
と
し
、
つ
い
に
餓
死
し

た
と
い
う
。
そ
の
行
い
は
孔
子
以
来
、
儒
家
に
よ
っ
て
「
仁
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
一

方
、
司
馬
遷
は
こ
の
話
か
ら
天
道
の
是
非
、
個
人
が
歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
の
偶
然
性
な
ど
を
思

い
、
こ
の
伯
夷
列
伝
を
『
史
記
』
列
伝
の
最
初
に
置
い
た
。
」
（
二
三
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
孟
子
は
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
伯
夷
・
叔
斉
を
以
下
の
よ
う
に
評
価
す
る
。 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
伯
夷
は
非
常
に
潔
癖
で
、
立
派
な
君
主
で
な
い
と
仕
え
な
い
し
、
正

し
い
友
達
で
な
い
と
交
際
は
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
悪
人
で
仕
え
て
い
る
朝
廷
に
は
仕
え
な
い

し
、
悪
人
と
は
物
も
い
わ
な
か
っ
た
。
か
れ
は
そ
れ
を
ま
る
で
朝
廷
に
出
仕
す
る
と
き
の
礼
服
・

礼
冠
を
つ
け
た
ま
ま
、
泥
や
炭
の
な
か
に
で
も
坐
る
か
の
よ
う
に
穢
ら
わ
し
く
思
っ
た
。・
・
・「
伯

夷
は
心
が
狭
す
ぎ
る
し
、
柳
下
恵
は
慎
み
が
足
り
な
い
。
心
が
狭
す
ぎ
る
の
も
慎
み
が
足
り
な
い

の
も
、
ど
ち
ら
も
〔
一
方
に
か
た
よ
っ
て
お
り
〕
君
子
は
従
わ
な
い
」
（
二
四
）
と
述
べ
る
。
武

王
の
父
・
文
王
の
服
喪
中
に
、
紂
王
を
討
伐
し
た
武
王
の
不
孝
・
不
仁
を
嫌
い
、
周
の
禄
を
食
ま

ず
に
餓
死
し
た
伯
夷
・
叔
斉
は
、
異
常
な
潔
癖
主
義
で
あ
り
君
子
は
従
わ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。 

ま
た
韓
非
子
は
、
「
む
か
し
、
伯
夷
と
叔
斉
と
い
う
兄
弟
が
い
て
、
周
の
武
王
が
天
下
を
譲
り

与
え
よ
う
と
し
た
の
に
そ
れ
を
受
け
と
ら
ず
、
二
人
は
首
陽
山
で
飢
え
死
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な

臣
下
ど
も
は
、
・
・
・
つ
ま
り
罰
で
威
し
て
禁
止
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
賞
で
誘
っ
て
働
か

せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
人
物
を
無
益
の
臣
と
い
う
の
で
あ
る
。
私
の
軽
視
し
て
排
除

す
る
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
世
の
君
主
た
ち
は
そ
れ
を
重
ん
じ
て
さ
が
し
求
め
る
の
で
あ
る
。
」

（
二
五
）
と
、
伯
夷
・
叔
斉
の
両
者
を
批
判
し
て
い
る
。 

伯
夷
や
叔
斉
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
清
廉
潔
癖
過
ぎ
て
、
自
己
や
家
族
制
度
の
重
要
徳
目
で

あ
る
仁
孝
を
否
定
す
る
と
、
自
己
の
生
命
ま
で
も
滅
亡
さ
せ
る
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
中
庸
思
想
の
具
体
的
展
開
を
述
べ
れ
ば
、
何
故
に
孟
子
は
、
一
方
で
楊
朱
の
個
人
主

義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
を
激
し
く
批
判
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
楊
朱
や
墨
翟
さ
な
が
ら
の
個
人

主
義
や
博
愛
主
義
を
主
張
し
た
の
か
、
こ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
前
提
に
存
在
す
る
中

国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
の
政
治
思
想
史
上
の
意
義
も
自
ず
と
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。 

個
人
主
義
と
博
愛
主
義
を
否
定
し
て
、
公
権
力
と
私
権
力
の
ほ
ど
良
く
混
合
し
た
化
学
的
な
中

和
状
態
を
主
張
す
る
中
庸
思
想
は
、
平
和
時
に
お
け
る
家
族
秩
序
と
国
家
秩
序
の
安
定
状
態
を
維

持
し
て
、
こ
の
両
秩
序
の
崩
壊
化
を
食
い
止
め
る
未
然
の
防
止
策
だ
っ
た
。 

個
人
主
義
と
博
愛
主
義
を
肯
定
し
て
、
公
権
力
と
私
権
力
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
力
学
的
な
平
衡

状
態
を
主
張
す
る
中
権
の
中
庸
思
想
は
、
混
乱
時
に
お
け
る
家
族
秩
序
と
国
家
秩
序
の
崩
壊
状
況

を
救
済
し
て
、
こ
の
両
制
度
の
安
定
化
を
実
現
す
る
已
然
の
解
決
策
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
島
田
氏
は
、「
儒
教
の
古
く
か
ら
の
「
父
子
天
合
」
に
対
し
て
、「
君
臣
義
合
」
と
い

う
テ
ー
ゼ
を
引
用
し
て
、
儒
教
的
世
界
は
、
国
家
（
天
下
）
と
家
族
（
個
人
）
の
二
つ
の
中
心
を

有
す
る
楕
円
形
の
世
界
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
筆
者
は
、
中
庸
思
想
は
中
和
の
場
合
に

は
両
極
端
を
否
定
し
て
中
央
に
求
心
性
を
志
向
す
る
方
円
形
の
思
想
で
あ
り
、
中
権
の
中
庸
思
想

は
中
央
か
ら
両
極
端
に
遠
心
性
思
考
を
志
向
す
る
楕
円
形
的
の
思
想
で
あ
る
事
を
の
べ
て
き
た
。 

従
っ
て
島
田
氏
の
主
張
す
る
二
重
の
中
心
を
持
つ
楕
円
形
の
世
界
観
は
、
後
者
の
中
権
の
中
庸

思
想
に
の
み
に
当
て
嵌
ま
る
主
張
で
あ
り
、
前
者
の
中
和
の
中
庸
の
方
円
形
世
界
観
を
志
向
す
る

場
合
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
主
張
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
は
兎
も
角
も
、
中
和
に
し
ろ
中
権
に
し
ろ
、
中
庸
思
想
は
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
家
族
制

度
と
国
家
制
度
と
言
う
、
私
と
公
の
相
反
す
る
二
つ
の
中
心
の
存
在
を
無
前
提
的
に
主
張
す
る
特

異
思
想
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
家
族
秩
序
＝
私
権
力
と
国
家
秩
序

＝
公
権
力
と
い
う
、
相
反
す
る
権
力
構
造
の
ど
ち
ら
に
も
偏
り
な
く
、
両
極
端
制
度
を
緊
張
関
係

の
状
態
を
保
持
し
て
、
両
者
の
秩
序
の
安
定
と
維
持
の
実
現
を
目
的
と
す
る
所
に
、
中
庸
思
想
の

政
治
思
想
史
的
な
歴
史
的
意
義
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

 

四 

「対
の
思
想
」
の
政
治
思
想
的
意
義 

 

こ
れ
ま
で
に
展
開
し
た
諸
研
究
に
お
い
て
、「
対
の
思
想
」
の
有
様
を
考
察
し
て
き
た
が
、「
対

の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
よ
り
導
き
出
さ
れ
て
来
る
、
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的

意
義
に
つ
い
て
、
結
論
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
筆
者
が
発
表
し
た
対
の
思
想
の
生
ま
れ

て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
拙
稿
の
要
旨
を
纏
め
る
と
、
凡
そ
次
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

「
対
の
思
想
と
現
実
主
義
」
に
お
い
て
、
中
国
の
古
代
よ
り
現
代
ま
で
の
現
実
の
社
会
は
、
清

濁
や
善
悪
が
曖
昧
で
混
沌
と
し
た
社
会
で
あ
る
故
に
、
清
濁
や
善
悪
と
い
う
表
と
裏
の
両
面
を
呑

み
込
む
心
の
幅
の
広
い
両
面
思
考
を
持
た
な
い
と
、
中
国
社
会
の
現
実
を
上
手
く
生
き
て
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
二
六
）。「
対
の
思
想
と
状
況
の
変
化
」
に
お
い
て
、
様
々
な
状
況
が
急

変
す
る
中
国
社
会
―
特
に
味
方
が
敵
に
な
り
敵
が
味
方
に
な
る
よ
う
な
政
治
的
世
界
に
お
い
て

は
、
一
面
的
思
想
に
固
執
し
て
い
て
は
様
々
な
状
況
の
変
化
に
上
手
く
対
応
で
き
ず
、
両
面
思
想

の
思
想
構
造
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
自
己
・
家
族
と
社
会
・
国
家
の
二
元
的
な
両
面
世
界
に
生
き

て
い
る
人
間
に
は
、
こ
の
現
実
社
会
を
上
手
く
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
二
七
）。 

「
対
の
思
想
と
広
大
な
国
土
」
に
お
い
て
は
、
西
洋
全
体
を
包
み
込
む
様
な
広
大
な
国
土
が
存

在
す
る
中
国
に
お
い
て
、
中
国
南
北
の
国
民
性
の
相
違
や
、
中
国
人
の
性
格
の
多
様
性
、
多
民
族

国
家
の
特
殊
性
が
存
在
す
る
以
上
、
一
面
的
思
考
に
固
執
し
て
い
て
は
、
多
様
性
を
持
つ
広
大
な

国
土
に
生
活
す
る
人
々
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
中
国
南
北
の
相
違
性
を
初

め
と
す
る
多
様
な
国
民
性
を
全
て
包
摂
す
る
こ
と
の
可
能
な
両
面
思
考
を
し
な
い
と
、
中
国
社
会

の
よ
う
な
地
理
的
特
色
を
持
つ
現
実
社
会
を
上
手
く
生
き
て
い
け
な
い
の
で
あ
る
（
二
八
）。 

「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
」
に
お
い
て
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
は
、
両
極
端
に

偏
ら
よ
ら
な
い
「
不
偏
不
倚
」
の
真
ん
中
を
実
現
す
る
思
想
で
あ
る
故
に
、
常
に
中
庸
を
実
現
す

る
必
要
条
件
で
あ
る
両
極
端
の
存
在
状
況
や
有
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
本
当
の
中
庸
を

実
現
で
き
に
こ
と
に
な
り
、
自
己
・
家
族
と
社
会
・
国
家
の
両
面
の
安
定
と
維
持
を
上
手
く
実
現

し
て
、
こ
れ
を
維
持
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
（
二
九
）。 

以
上
に
要
約
し
た
よ
う
に
、
「
対
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
の
諸
要
因
を
考
察
し

て
結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
世
界
観
で
あ
る
自
己
・
家
族
と
社
会
・
国
家

の
二
つ
の
中
心
を
持
つ
楕
円
形
的
世
界
を
如
何
に
上
手
く
両
立
し
て
、
こ
の
現
実
の
世
界
を
生
き

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
中
国
人
の
最
大
の
関
心
が
存
在
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
要
約

す
る
と
、
中
国
人
の
基
本
的
な
伝
統
的
思
想
で
あ
る
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
根
源
的
原
因
は
、

家
族
生
活
と
社
会
生
活
と
を
同
時
並
列
的
に
太
古
よ
り
存
在
す
る
事
を
主
張
す
る
思
考
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
孟
子
が
博
愛
主
義
者
の
夷
之
に
、
「
い
っ
た
い
、
天
が
物
を
生
ず
る
と
き
に
は
、
そ

の
根
本
は
必
ず
一
つ
な
の
だ
。
人
間
も
わ
が
身
の
根
本
は
父
母
で
、
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
」（
三

０
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
父
母
と
い
う
家
族
が
あ
る
か
ら
自
分
の
存
在
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
他
方
で
は
荀
子
が
、
「
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
社
会
的
動
物
（
群
）
な
の
で
あ

る
」
（
三
一
）
と
言
う
よ
う
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人
間
は
社
会
的
動
物
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
は
、
儒
教
が
仁
＝
家
族
生
活
と
義
＝
社
会
生

活
を
最
も
強
調
す
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
る
。 

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
家
族
生
活
を
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
が
、
ま
た
家
族
と

い
う
狭
い
生
活
単
位
の
枠
を
超
え
て
広
い
世
界
で
あ
る
社
会
生
活
を
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け

な
い
と
い
う
、
家
族
生
活
と
社
会
生
活
と
い
う
無
前
提
的
な
二
つ
の
現
実
の
実
態
を
肯
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
所
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
思
考
方
法
の
特
異
性
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
世
界
を
ど
の
様
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
現
実
を
生
き
て
い
く
の
か
と

の
根
本
問
題
に
対
し
て
、
家
族
と
社
会
を
ど
ち
ら
の
一
方
に
も
収
斂
で
き
な
い
、
両
方
を
同
等
の

比
重
で
考
え
て
行
動
す
る
と
こ
ろ
に
、
中
国
人
の
自
己
分
裂
的
思
想
の
特
質
が
存
在
す
る
。 

こ
の
中
国
人
の
特
質
は
、
モ
ル
ガ
ン
が
『
古
代
社
会
』（
三
二
）
で
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
『
家
族
・

私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』（
三
三
）
で
述
べ
て
い
る
事
実
に
照
ら
す
と
明
白
に
な
る
。 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
人
類
史
の
開
始
は
、
原
始
共
同
体
社
会
＝
母
権
性
氏
族
制
の
血
縁
的
紐
帯
が

最
初
に
存
在
し
て
、
こ
の
崩
壊
過
程
か
ら
単
婚
制
家
族
制
度
が
生
ま
れ
、
私
有
財
産
制
度
が
発
生

し
て
、
地
縁
的
団
体
＝
国
家
権
力
機
関
が
成
立
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
原
始
共
同
体
社
会
＝
血

縁
的
母
権
性
氏
族
制
度
の
遺
制
が
漸
次
的
に
消
滅
し
て
、
人
間
の
血
縁
的
紐
耐
に
基
づ
く
類
的
存

在
の
意
義
も
漸
次
的
に
消
滅
し
て
行
き
、
国
家
成
立
後
の
家
族
制
度
秩
序
は
、
地
縁
的
紐
耐
に
基

づ
く
社
会
と
そ
の
上
に
立
つ
公
権
力
国
家
の
支
配
下
に
支
配
さ
れ
服
従
す
る
と
言
う
（
三
四
）。 

従
っ
て
中
国
人
の
民
族
的
な
基
本
的
特
色
で
あ
る
個
別
家
族
制
度
と
社
会
・
国
家
制
度
の
両
立

思
考
＝
対
の
思
想
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
主
張
す
る
よ
う
な
人
類
史
上
の
普
遍
原
則
理
論
と
は
甚
だ

相
違
す
る
中
国
人
の
特
異
的
認
識
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。 

中
国
人
の
対
の
思
想
の
世
界
史
上
で
の
一
つ
目
の
特
殊
性
は
、
モ
ル
ガ
ン
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
主

張
す
る
、
原
始
時
代
に
共
同
体
社
会
の
中
に
個
別
家
族
制
度
が
埋
没
し
て
、
国
家
誕
生
以
後
に
は

個
別
家
族
が
国
家
に
従
属
す
る
と
言
う
世
界
史
の
普
遍
的
法
則
性
か
ら
考
え
る
と
、
孟
子
が
「
お

よ
そ
人
間
に
と
っ
て
は
父
母
・
君
臣
・
上
下
の
人
倫
を
無
視
す
る
よ
り
も
大
き
な
不
義
は
な
い
の

だ
」
（
尽
心
章
句
上
）
と
言
う
如
く
、
自
己
を
含
め
た
家
族
制
度
を
国
家
・
社
会
制
度
と
対
等
平

等
に
力
説
す
る
所
に
、
人
類
の
普
遍
的
発
展
法
則
理
論
と
は
甚
だ
歴
史
認
識
を
異
に
す
る
発
想
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
思
想
で
あ
る
。
公
権
力
の
埒
外
に
置
く
家
族
制
度
の
実
体
を
例
証
す
れ
ば
、
士

人
＝
礼
と
庶
人
＝
刑
の
規
定
、
士
人
＝
精
神
労
働
者
＝
免
役
の
規
定
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 
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っ
た
。
し
か
し
、
周
の
武
王
が
父
文
王
の
死
後
す
ぐ
に
殷
の
紂
王
を
討
っ
た
こ
と
を
、
不
孝
、
不

仁
と
し
て
周
の
粟
を
食
む
こ
と
を
拒
み
、
首
陽
山
に
隠
れ
て
ワ
ラ
ビ
を
食
と
し
、
つ
い
に
餓
死
し

た
と
い
う
。
そ
の
行
い
は
孔
子
以
来
、
儒
家
に
よ
っ
て
「
仁
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
一

方
、
司
馬
遷
は
こ
の
話
か
ら
天
道
の
是
非
、
個
人
が
歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
の
偶
然
性
な
ど
を
思

い
、
こ
の
伯
夷
列
伝
を
『
史
記
』
列
伝
の
最
初
に
置
い
た
。
」
（
二
三
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
孟
子
は
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
伯
夷
・
叔
斉
を
以
下
の
よ
う
に
評
価
す
る
。 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
伯
夷
は
非
常
に
潔
癖
で
、
立
派
な
君
主
で
な
い
と
仕
え
な
い
し
、
正

し
い
友
達
で
な
い
と
交
際
は
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
悪
人
で
仕
え
て
い
る
朝
廷
に
は
仕
え
な
い

し
、
悪
人
と
は
物
も
い
わ
な
か
っ
た
。
か
れ
は
そ
れ
を
ま
る
で
朝
廷
に
出
仕
す
る
と
き
の
礼
服
・

礼
冠
を
つ
け
た
ま
ま
、
泥
や
炭
の
な
か
に
で
も
坐
る
か
の
よ
う
に
穢
ら
わ
し
く
思
っ
た
。・
・
・「
伯

夷
は
心
が
狭
す
ぎ
る
し
、
柳
下
恵
は
慎
み
が
足
り
な
い
。
心
が
狭
す
ぎ
る
の
も
慎
み
が
足
り
な
い

の
も
、
ど
ち
ら
も
〔
一
方
に
か
た
よ
っ
て
お
り
〕
君
子
は
従
わ
な
い
」
（
二
四
）
と
述
べ
る
。
武

王
の
父
・
文
王
の
服
喪
中
に
、
紂
王
を
討
伐
し
た
武
王
の
不
孝
・
不
仁
を
嫌
い
、
周
の
禄
を
食
ま

ず
に
餓
死
し
た
伯
夷
・
叔
斉
は
、
異
常
な
潔
癖
主
義
で
あ
り
君
子
は
従
わ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。 

ま
た
韓
非
子
は
、
「
む
か
し
、
伯
夷
と
叔
斉
と
い
う
兄
弟
が
い
て
、
周
の
武
王
が
天
下
を
譲
り

与
え
よ
う
と
し
た
の
に
そ
れ
を
受
け
と
ら
ず
、
二
人
は
首
陽
山
で
飢
え
死
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な

臣
下
ど
も
は
、
・
・
・
つ
ま
り
罰
で
威
し
て
禁
止
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
賞
で
誘
っ
て
働
か

せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
人
物
を
無
益
の
臣
と
い
う
の
で
あ
る
。
私
の
軽
視
し
て
排
除

す
る
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
世
の
君
主
た
ち
は
そ
れ
を
重
ん
じ
て
さ
が
し
求
め
る
の
で
あ
る
。
」

（
二
五
）
と
、
伯
夷
・
叔
斉
の
両
者
を
批
判
し
て
い
る
。 

伯
夷
や
叔
斉
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
清
廉
潔
癖
過
ぎ
て
、
自
己
や
家
族
制
度
の
重
要
徳
目
で

あ
る
仁
孝
を
否
定
す
る
と
、
自
己
の
生
命
ま
で
も
滅
亡
さ
せ
る
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
中
庸
思
想
の
具
体
的
展
開
を
述
べ
れ
ば
、
何
故
に
孟
子
は
、
一
方
で
楊
朱
の
個
人
主

義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
を
激
し
く
批
判
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
楊
朱
や
墨
翟
さ
な
が
ら
の
個
人

主
義
や
博
愛
主
義
を
主
張
し
た
の
か
、
こ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
前
提
に
存
在
す
る
中

国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
の
政
治
思
想
史
上
の
意
義
も
自
ず
と
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。 

個
人
主
義
と
博
愛
主
義
を
否
定
し
て
、
公
権
力
と
私
権
力
の
ほ
ど
良
く
混
合
し
た
化
学
的
な
中

和
状
態
を
主
張
す
る
中
庸
思
想
は
、
平
和
時
に
お
け
る
家
族
秩
序
と
国
家
秩
序
の
安
定
状
態
を
維

持
し
て
、
こ
の
両
秩
序
の
崩
壊
化
を
食
い
止
め
る
未
然
の
防
止
策
だ
っ
た
。 

個
人
主
義
と
博
愛
主
義
を
肯
定
し
て
、
公
権
力
と
私
権
力
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
力
学
的
な
平
衡

状
態
を
主
張
す
る
中
権
の
中
庸
思
想
は
、
混
乱
時
に
お
け
る
家
族
秩
序
と
国
家
秩
序
の
崩
壊
状
況

を
救
済
し
て
、
こ
の
両
制
度
の
安
定
化
を
実
現
す
る
已
然
の
解
決
策
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
島
田
氏
は
、「
儒
教
の
古
く
か
ら
の
「
父
子
天
合
」
に
対
し
て
、「
君
臣
義
合
」
と
い

う
テ
ー
ゼ
を
引
用
し
て
、
儒
教
的
世
界
は
、
国
家
（
天
下
）
と
家
族
（
個
人
）
の
二
つ
の
中
心
を

有
す
る
楕
円
形
の
世
界
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
筆
者
は
、
中
庸
思
想
は
中
和
の
場
合
に

は
両
極
端
を
否
定
し
て
中
央
に
求
心
性
を
志
向
す
る
方
円
形
の
思
想
で
あ
り
、
中
権
の
中
庸
思
想

は
中
央
か
ら
両
極
端
に
遠
心
性
思
考
を
志
向
す
る
楕
円
形
的
の
思
想
で
あ
る
事
を
の
べ
て
き
た
。 

従
っ
て
島
田
氏
の
主
張
す
る
二
重
の
中
心
を
持
つ
楕
円
形
の
世
界
観
は
、
後
者
の
中
権
の
中
庸

思
想
に
の
み
に
当
て
嵌
ま
る
主
張
で
あ
り
、
前
者
の
中
和
の
中
庸
の
方
円
形
世
界
観
を
志
向
す
る

場
合
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
主
張
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
は
兎
も
角
も
、
中
和
に
し
ろ
中
権
に
し
ろ
、
中
庸
思
想
は
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
家
族
制

度
と
国
家
制
度
と
言
う
、
私
と
公
の
相
反
す
る
二
つ
の
中
心
の
存
在
を
無
前
提
的
に
主
張
す
る
特

異
思
想
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
家
族
秩
序
＝
私
権
力
と
国
家
秩
序

＝
公
権
力
と
い
う
、
相
反
す
る
権
力
構
造
の
ど
ち
ら
に
も
偏
り
な
く
、
両
極
端
制
度
を
緊
張
関
係

の
状
態
を
保
持
し
て
、
両
者
の
秩
序
の
安
定
と
維
持
の
実
現
を
目
的
と
す
る
所
に
、
中
庸
思
想
の

政
治
思
想
史
的
な
歴
史
的
意
義
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

 

四 

「対
の
思
想
」
の
政
治
思
想
的
意
義 

 

こ
れ
ま
で
に
展
開
し
た
諸
研
究
に
お
い
て
、「
対
の
思
想
」
の
有
様
を
考
察
し
て
き
た
が
、「
対

の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
よ
り
導
き
出
さ
れ
て
来
る
、
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的

意
義
に
つ
い
て
、
結
論
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
筆
者
が
発
表
し
た
対
の
思
想
の
生
ま
れ

て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
の
拙
稿
の
要
旨
を
纏
め
る
と
、
凡
そ
次
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

「
対
の
思
想
と
現
実
主
義
」
に
お
い
て
、
中
国
の
古
代
よ
り
現
代
ま
で
の
現
実
の
社
会
は
、
清

濁
や
善
悪
が
曖
昧
で
混
沌
と
し
た
社
会
で
あ
る
故
に
、
清
濁
や
善
悪
と
い
う
表
と
裏
の
両
面
を
呑

み
込
む
心
の
幅
の
広
い
両
面
思
考
を
持
た
な
い
と
、
中
国
社
会
の
現
実
を
上
手
く
生
き
て
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
二
六
）。「
対
の
思
想
と
状
況
の
変
化
」
に
お
い
て
、
様
々
な
状
況
が
急

変
す
る
中
国
社
会
―
特
に
味
方
が
敵
に
な
り
敵
が
味
方
に
な
る
よ
う
な
政
治
的
世
界
に
お
い
て

は
、
一
面
的
思
想
に
固
執
し
て
い
て
は
様
々
な
状
況
の
変
化
に
上
手
く
対
応
で
き
ず
、
両
面
思
想

の
思
想
構
造
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
自
己
・
家
族
と
社
会
・
国
家
の
二
元
的
な
両
面
世
界
に
生
き

て
い
る
人
間
に
は
、
こ
の
現
実
社
会
を
上
手
く
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
二
七
）。 

「
対
の
思
想
と
広
大
な
国
土
」
に
お
い
て
は
、
西
洋
全
体
を
包
み
込
む
様
な
広
大
な
国
土
が
存

在
す
る
中
国
に
お
い
て
、
中
国
南
北
の
国
民
性
の
相
違
や
、
中
国
人
の
性
格
の
多
様
性
、
多
民
族

国
家
の
特
殊
性
が
存
在
す
る
以
上
、
一
面
的
思
考
に
固
執
し
て
い
て
は
、
多
様
性
を
持
つ
広
大
な

国
土
に
生
活
す
る
人
々
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
中
国
南
北
の
相
違
性
を
初

め
と
す
る
多
様
な
国
民
性
を
全
て
包
摂
す
る
こ
と
の
可
能
な
両
面
思
考
を
し
な
い
と
、
中
国
社
会

の
よ
う
な
地
理
的
特
色
を
持
つ
現
実
社
会
を
上
手
く
生
き
て
い
け
な
い
の
で
あ
る
（
二
八
）。 

「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
」
に
お
い
て
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
は
、
両
極
端
に

偏
ら
よ
ら
な
い
「
不
偏
不
倚
」
の
真
ん
中
を
実
現
す
る
思
想
で
あ
る
故
に
、
常
に
中
庸
を
実
現
す

る
必
要
条
件
で
あ
る
両
極
端
の
存
在
状
況
や
有
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
本
当
の
中
庸
を

実
現
で
き
に
こ
と
に
な
り
、
自
己
・
家
族
と
社
会
・
国
家
の
両
面
の
安
定
と
維
持
を
上
手
く
実
現

し
て
、
こ
れ
を
維
持
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
（
二
九
）。 

以
上
に
要
約
し
た
よ
う
に
、
「
対
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
の
諸
要
因
を
考
察
し

て
結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
世
界
観
で
あ
る
自
己
・
家
族
と
社
会
・
国
家

の
二
つ
の
中
心
を
持
つ
楕
円
形
的
世
界
を
如
何
に
上
手
く
両
立
し
て
、
こ
の
現
実
の
世
界
を
生
き

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
中
国
人
の
最
大
の
関
心
が
存
在
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
要
約

す
る
と
、
中
国
人
の
基
本
的
な
伝
統
的
思
想
で
あ
る
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
根
源
的
原
因
は
、

家
族
生
活
と
社
会
生
活
と
を
同
時
並
列
的
に
太
古
よ
り
存
在
す
る
事
を
主
張
す
る
思
考
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
孟
子
が
博
愛
主
義
者
の
夷
之
に
、
「
い
っ
た
い
、
天
が
物
を
生
ず
る
と
き
に
は
、
そ

の
根
本
は
必
ず
一
つ
な
の
だ
。
人
間
も
わ
が
身
の
根
本
は
父
母
で
、
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
」（
三

０
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
父
母
と
い
う
家
族
が
あ
る
か
ら
自
分
の
存
在
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
他
方
で
は
荀
子
が
、
「
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
社
会
的
動
物
（
群
）
な
の
で
あ

る
」
（
三
一
）
と
言
う
よ
う
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人
間
は
社
会
的
動
物
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
は
、
儒
教
が
仁
＝
家
族
生
活
と
義
＝
社
会
生

活
を
最
も
強
調
す
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
る
。 

人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
家
族
生
活
を
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
が
、
ま
た
家
族
と

い
う
狭
い
生
活
単
位
の
枠
を
超
え
て
広
い
世
界
で
あ
る
社
会
生
活
を
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け

な
い
と
い
う
、
家
族
生
活
と
社
会
生
活
と
い
う
無
前
提
的
な
二
つ
の
現
実
の
実
態
を
肯
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
所
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
思
考
方
法
の
特
異
性
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
世
界
を
ど
の
様
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
現
実
を
生
き
て
い
く
の
か
と

の
根
本
問
題
に
対
し
て
、
家
族
と
社
会
を
ど
ち
ら
の
一
方
に
も
収
斂
で
き
な
い
、
両
方
を
同
等
の

比
重
で
考
え
て
行
動
す
る
と
こ
ろ
に
、
中
国
人
の
自
己
分
裂
的
思
想
の
特
質
が
存
在
す
る
。 

こ
の
中
国
人
の
特
質
は
、
モ
ル
ガ
ン
が
『
古
代
社
会
』（
三
二
）
で
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
『
家
族
・

私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』（
三
三
）
で
述
べ
て
い
る
事
実
に
照
ら
す
と
明
白
に
な
る
。 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
人
類
史
の
開
始
は
、
原
始
共
同
体
社
会
＝
母
権
性
氏
族
制
の
血
縁
的
紐
帯
が

最
初
に
存
在
し
て
、
こ
の
崩
壊
過
程
か
ら
単
婚
制
家
族
制
度
が
生
ま
れ
、
私
有
財
産
制
度
が
発
生

し
て
、
地
縁
的
団
体
＝
国
家
権
力
機
関
が
成
立
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
原
始
共
同
体
社
会
＝
血

縁
的
母
権
性
氏
族
制
度
の
遺
制
が
漸
次
的
に
消
滅
し
て
、
人
間
の
血
縁
的
紐
耐
に
基
づ
く
類
的
存

在
の
意
義
も
漸
次
的
に
消
滅
し
て
行
き
、
国
家
成
立
後
の
家
族
制
度
秩
序
は
、
地
縁
的
紐
耐
に
基

づ
く
社
会
と
そ
の
上
に
立
つ
公
権
力
国
家
の
支
配
下
に
支
配
さ
れ
服
従
す
る
と
言
う
（
三
四
）。 

従
っ
て
中
国
人
の
民
族
的
な
基
本
的
特
色
で
あ
る
個
別
家
族
制
度
と
社
会
・
国
家
制
度
の
両
立

思
考
＝
対
の
思
想
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
主
張
す
る
よ
う
な
人
類
史
上
の
普
遍
原
則
理
論
と
は
甚
だ

相
違
す
る
中
国
人
の
特
異
的
認
識
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。 

中
国
人
の
対
の
思
想
の
世
界
史
上
で
の
一
つ
目
の
特
殊
性
は
、
モ
ル
ガ
ン
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
主

張
す
る
、
原
始
時
代
に
共
同
体
社
会
の
中
に
個
別
家
族
制
度
が
埋
没
し
て
、
国
家
誕
生
以
後
に
は

個
別
家
族
が
国
家
に
従
属
す
る
と
言
う
世
界
史
の
普
遍
的
法
則
性
か
ら
考
え
る
と
、
孟
子
が
「
お

よ
そ
人
間
に
と
っ
て
は
父
母
・
君
臣
・
上
下
の
人
倫
を
無
視
す
る
よ
り
も
大
き
な
不
義
は
な
い
の

だ
」
（
尽
心
章
句
上
）
と
言
う
如
く
、
自
己
を
含
め
た
家
族
制
度
を
国
家
・
社
会
制
度
と
対
等
平

等
に
力
説
す
る
所
に
、
人
類
の
普
遍
的
発
展
法
則
理
論
と
は
甚
だ
歴
史
認
識
を
異
に
す
る
発
想
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
思
想
で
あ
る
。
公
権
力
の
埒
外
に
置
く
家
族
制
度
の
実
体
を
例
証
す
れ
ば
、
士

人
＝
礼
と
庶
人
＝
刑
の
規
定
、
士
人
＝
精
神
労
働
者
＝
免
役
の
規
定
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 
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三 

中
庸
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義 

 

中
庸
思
想
は
、
尭
・
舜
・
禹
（
古
代
聖
王
）
→
『
詩
経
』
（
西
周
・
春
秋
）
→
孔
子
（
春
秋
）

→
孟
子
（
戦
国
）
→
孔
子
思
（
戦
国
『
中
庸
』
作
者
）
→
鄭
玄
（
漢
代
『
中
庸
』
古
注
）
→
戴
顒

（
南
北
朝
・
宋
『
礼
記
中
庸
伝
』
）
→
李
翺
（
唐
代
『
中
庸
説
』
）
→
二
程
（
北
宋
）
→
朱
子
（
南

宋
）
→
毛
沢
東
・
華
国
鋒
（
現
代
）
→
李
年
古
（
現
代
）
と
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
中

国
の
全
歴
史
を
貫
い
て
長
く
生
き
て
き
た
思
想
な
の
で
あ
る
。 

ま
た
中
庸
思
想
の
成
立
に
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
も
、
尭
・
舜
・
禹
（
古

代
聖
王
）
→
『
詩
経
』
（
西
周
・
春
秋
）
→
孔
子
（
春
秋
）
→
孟
子
（
戦
国
）
→
孔
子
思
（
戦
国

『
中
庸
』
作
者
）
→
鄭
玄
（
漢
代
『
中
庸
』
古
注
）
→
戴
顒
（
南
北
朝
・
宋
『
礼
記
中
庸
伝
』
）

→
李
翺
（
唐
代
『
中
庸
説
』
）
→
二
程
（
北
宋
）
→
朱
子
（
南
宋
）
→
毛
沢
東
・
華
国
鋒
（
現
代
）

→
李
年
古
（
現
代
）
と
、
「
中
庸
思
想
」
と
相
並
び
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
中
国
の
全

歴
史
を
貫
い
て
長
く
生
き
て
き
た
思
想
な
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
「
対
の
思
想
」
は
、「
中
庸
思
想
」
の
成
立
の
必
要
不
可
欠
な
付
随
条
件
で
あ
る
以
上
、

「
対
の
思
想
」
と
「
中
庸
思
想
」
は
、
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、「
対
の
思
想
」
は
、「
中
庸
の

思
想
」
出
現
の
影
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
底
辺
部
分
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
対
の
思
想
」
は
、
「
中
庸
思
想
」
と
相
並
び
、
中
国
民
族
に
お
い
て
、
最
も
伝
統
的
で
最
も
重

要
な
思
想
な
の
で
あ
り
、
古
代
中
国
よ
り
現
代
中
国
に
ま
で
、
全
中
国
史
を
貫
き
生
き
て
き
た
、

中
国
思
想
の
中
核
な
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
中
国
思
想
の
精
髄
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 

「
対
の
思
想
」
に
密
接
に
関
係
す
る
中
庸
思
想
が
、
国
家
権
力
構
造
に
お
い
て
、
一
体
ど
の
よ

う
な
政
治
思
想
的
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
中
庸
思
想
に
つ
い
て
長
ら
く
述
べ

て
き
た
纏
め
と
し
て
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
お
き
た
い
。 

孔
子
や
孟
子
か
ら
始
ま
り
宋
代
の
哲
学
者
や
名
臣
達
、
更
に
は
現
代
の
毛
沢
東
に
至
る
ま
で
の

中
国
の
知
識
人
達
は
、
伝
統
的
に
中
庸
思
想
を
中
国
思
想
の
精
髄
と
認
識
し
て
、
何
故
に
そ
の
実

現
と
維
持
に
異
常
な
熱
意
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
根
源
的
な
理
由
で
あ
る
。 

①
中
和=

礼
思
想
と
国
家
権
力
関
係
に
つ
い
て 

金
谷
氏
が
引
用
す
る
「
礼
と
は
中
を
制
め
る
所
以
な
り
」(

『
礼
記
』
仲
尼
燕
居
篇)

、「
先
王
の

道
は
、
中
に
比
い
て
こ
れ
を
行
な
う
。
曷
を
か
中
と
謂
う
。
曰
く
、
礼
儀
是
な
り
」(

荀
子
儒
効
篇

)

に
述
べ
て
い
る
中
庸
（
一
五
）
の
中
と
は
、
一
体
、
何
と
何
と
の
両
極
端
の
中
な
の
で
あ
ろ
う
か

。
孟
子
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
、｢

仁
の
神
髄
は
親
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
孝
で
あ
り
、
義

の
神
髄
は
兄
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
悌
で
あ
る
。
・
・
・
礼
の
神
髄
は
、
こ
の
孝
と

梯
と
の
二
つ
の
道
を
調
節
し
て
立
派
に
と
と
の
え
る
こ
と
で
あ
る
。
・
・
・｣(

一
六)

と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
礼
は
仁
（
家
族
・
個
人
）
と
義
（
国
家
・
社
会
）
と
を
程
よ
く
融
合
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
『
中
庸
』
に
は
、 

 

「
魯
の
哀
公
が
政
治
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。
先
生
は
こ
う
答
え
ら
れ
た
、・
・
・ 

仁
と
は
人
で
〔
あ
っ
て
、
人
と
人
が
親
し
み
あ
う
こ
と
で
〕
で
あ
る
。
親
し
い
肉
親
を
信
愛
す
る

こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
義
と
は
宜
で
〔
あ
っ
て
、
物
事
に
応
じ
た
適
宜
な
あ
り
方
を
得
さ
せ

る
こ
と
で
〕
あ
る
。
〔
肉
親
の
情
を
こ
え
て
〕
賢
人
を
賢
人
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
が
最
も
大
切

で
あ
る
。
肉
親
を
親
愛
す
る
こ
と
に
も
〔
親
疎
に
よ
る
〕
差
別
が
あ
り
、
賢
人
を
尊
重
す
る
こ
と

に
も
〔
才
能
に
よ
る
〕
区
別
が
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
区
別
こ
そ
礼
の
起
こ
る
根
拠
で
あ
る
。
〔
つ

ま
り
は
、
礼
と
は
仁
と
義
と
を
節
度
を
つ
け
て
飾
る
も
の
で
あ
る
。
〕(

一
七)

と
、
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
礼
と
は
、
仁(

家
族
の
親
疎)

と
、
義(

賢
人
の
上
下)

と
い
う
両
極
端
を
中
和
し
て
、
こ
れ
に

差
等
を
付
け
て
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

礼
と
は
、
国
家=

公
権
力
と
家
族=

私
権
力
と
を
、
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
中
和
の
中
庸
思
想
の
哲

学
的
な
表
現
で
あ
り
、
中
和=

礼
制
の
中
庸
思
想
と
は
、
公
権
力
と
私
権
力
を
混
じ
り
合
せ
て
融

合
し
た
国
家
権
力
の
支
配
構
造
理
論
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
中
和=

礼
の
実
現
と
維
持
に
懸
命
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
公
権
力
と
私
権
力
の
五
分
五
分
に
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
国
家
権
力
の
実
現

と
維
持
に
懸
命
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

②
中
権
＝
時
中
思
想
と
国
家
権
力
関
係
に
つ
い
て 

中
権
の
中
庸
思
想
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
を
臨
機
応
変
な
豹
変
行
動
を
実

行
し
て
、
両
思
想
の
バ
ラ
ン
ス
や
均
衡
を
実
現
し
維
持
す
る
思
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
と
り

も
な
お
さ
ず
、
中
権
の
中
庸
思
想
に
お
け
る
状
況
に
的
中
す
る
時
中
行
動
の
精
神
は
、
国
家
・
社

会=

公
権
力
と
家
族
・
個
人=

私
権
力
と
い
う
、
二
重
権
力
支
配
構
造
と
い
う
国
家
権
力
支
配
の
力

関
係
の
バ
ラ
ン
ス
と
均
衡
状
態
の
実
現
と
維
持
を
目
的
と
す
る
思
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
あ
る
時
は
博
愛
主
義
＝
公
権
力
者
で
あ
り
、
あ
る
時
は
個
人
主
義
者
＝
私
権
力
者
で
あ

る
と
い
う
、
相
異
な
る
支
配
権
力
の
使
い
分
け
が
、
臨
機
応
変
に
出
来
る
人
間
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
孟
子
に
「
時
の
聖
」
と
言
わ
れ
た
孔
子
が
、
と
て
も
こ
の
二
重
権
力
構
造
の
力
関
係
の
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
と
維
持
に
長
け
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

③
中
和=
礼
と
中
権
＝
時
中
の
中
庸
思
想
の
実
現
と
維
持
に
腐
心
す
る
理
由 

中
庸
思
想
を
国
家
権
力
構
造
の
中
で
論
じ
る
と
、
中
和=

礼
に
よ
る
中
庸
思
想
は
、
国
家
と
家

族
と
い
う
公
私
の
二
重
権
力
支
配
が
、
ほ
ど
良
く
入
り
混
じ
り
融
合
し
た
権
力
構
造
で
あ
り
、
他

方
の
中
権
＝
時
中
の
中
庸
思
想
は
、
国
家
・
社
会
と
家
族
・
個
人
の
公
私
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
が
、

ど
ち
ら
に
も
傾
か
な
い
ほ
ど
よ
い
水
平
状
態
に
あ
る
権
力
構
造
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か

ら
中
庸
思
想
を
精
髄
と
考
え
る
の
は
、
自
己
を
含
め
た
家
族
制
度
と
、
社
会
と
国
家
制
度
の
両
者

の
安
定
的
維
持
と
実
現
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
不
可
欠
な
政
治
理
念
だ
か
ら
で
あ
る
。 

従
っ
て
孔
子
か
ら
毛
沢
東
に
至
る
ま
で
の
中
国
知
識
人
の
伝
統
的
な
権
力
支
配
の
理
想
は
、
国

家=

公
権
力
と
家
族
・
個
人=

私
権
力
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
状
態
の
実
現
と
維
持
で
あ
り
、
こ

の
実
現
と
維
持
に
奔
走
し
た
一
生
涯
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

④
公
と
私
の
二
重
権
力
支
配
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
す
る
結
末
に
つ
い
て 

 

周
代
の
土
地
制
度
と
税
制
で
あ
る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
を
判
然
と
区
別
す
る
井
田
制

と
中
庸
税
た
る
十
分
の
一
税
は
、
人
倫
不
易
の
大
道
を
述
べ
る
経
書
・『
孟
子
』
だ
け
で
な
く
、『

礼
記
』
・
「
王
制
篇
」(

一
八)

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
、
儒
教
思
想
の
理
想
的
な
財
政
経
済
制
度
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
二
重
権
力
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
暴
君
汚
吏
に
よ
る
私
権
力
の
伸
長
を
意
味
し
て
い
る
。
井
田
制
の
経
界

を
判
然
と
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
周
代
を
理
想
と
す
る
孟
子
は
、 

 

「
と
こ
ろ
で
仁
政
と
は
、
ま
ず
耕
地
の
境
界
を
正
し
く
す
る
こ
と
か
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
で
す

。
境
界
が
正
し
く
な
い
と
、
井
田
の
土
地
の
分
け
方
が
均
分
に
は
い
か
な
い
し
、
つ
れ
て
役
人
の

俸
禄
も
公
平
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
昔
か
ら
暴
虐
な
君
主
や
貪
欲
な
役

人
は
、
み
な
こ
の
境
界
を
い
い
加
減
に
し
〔
て
私
利
私
欲
を
は
か
っ
〕
た
も
の
で
す
。
」(

一
九)

と
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

井
田
制
度
の
公
私
の
区
別
が
曖
昧
に
な
り
、
中
庸
税
た
る
十
分
の
一
税
制
度
が
崩
壊
す
る
原
因

は
、
国
家
権
力
者
の
私
権
の
伸
長
に
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
孟
子
は
、 

 

「
本
当
の
国
家
の
災
害
と
は
、
上
の
者
に
礼
義
が
泣
く
、
下
の
者
に
教
育
が
な
く
て
道
義
を
し

ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
暴
民
の
反
乱
が
群
が
り
起
っ
て
国
家
は
忽
ち
に
し
て
滅
亡
し
て

し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
詩
経
に
も
『
天
は
今
に
周
室
を
覆
そ
う
と
し
て
い
る
。
周
の
群
臣
よ
、
そ
う

呑
気
に
泄
泄
と
し
て
い
る
と
き
で
は
な
い
ぞ
』
と
あ
る
が
、
こ
の
泄
泄
と
い
う
の
は
、
今
の
言
葉

で
い
う
な
ら
ベ
ラ
ベ
ラ
喋
り
つ
づ
け
る
沓
沓
と
同
じ
意
味
で
あ
る
」(

二
０)

と
い
う
。 

 

礼
義
―
公
権
力
と
私
権
力
の
ほ
ど
よ
く
融
和
し
た
権
力
支
配
の
中
和
の
状
態
―
が
崩
れ
て
い

く
結
末
は
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度
の
両
面
の
滅
亡
に
帰
結
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
国
家
の
滅
亡
に
導
い
て
い
く
の
は
、
中
和=

礼
制
の
場
合
の
み
に
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度

の
両
側
面
が
同
時
に
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
。 

中
権
の
中
庸
の
場
合
に
お
い
て
も
、
公
権
力
と
私
権
力
の
力
学
的
な
権
力
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し

た
場
合
に
は
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
必
ず
崩
壊
す
る
危
機
に
直
面
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。 

孟
子
は
、
個
人
主
義
に
拘
り
博
愛
主
義
に
転
換
し
な
い
梁
の
恵
王
に
、
「
〔
書
経
〕
湯
誓
篇
に
、

〔
人
民
は
夏
の
桀
王
を
太
陽
に
な
ぞ
ら
え
て
〕『
〔
あ
あ
、
苦
し
い
〕
こ
の
太
陽
は
い
っ
た
い
。
い

つ
亡
び
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
時
が
く
る
の
な
ら
、
自
分
も
い
っ
し
ょ
に
滅
ん
だ
と
て
か
ま
わ
な
い
』

と
い
っ
て
呪
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
人
民
か
ら
『
い
っ
し
ょ
に
な
ら
、
こ
の
身
を
棄
て

て
も
か
ま
わ
ぬ
』
と
ま
で
怨
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
い
く
ら
立
派
な
台
や
池
や
鳥
・
獣
が
あ

っ
た
と
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ん
で
な
ど
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
や
。
」（
二
一
）
と
述

べ
て
い
る
。
個
人
主
義
の
結
末
は
、
自
己
の
身
と
王
朝
を
滅
亡
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

他
方
、
家
族
制
度
を
認
め
ず
、
博
愛
主
義
に
拘
れ
ば
、
孟
子
が
斉
の
陳
仲
子
を
批
判
し
て
い
る

文
章
の
中
に
「
〔
斉
の
人
〕
匡
章
が
孟
子
に
向
っ
て
い
っ
た
。「
あ
の
陳
仲
子
こ
そ
は
、
な
ん
と
ま

こ
と
の
清
廉
潔
白
な
人
物
で
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
。
彼
は
〔
名
門
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
実
家
の

世
話
に
な
る
の
を
き
ら
っ
て
、
家
を
と
び
だ
し
て
〕
於
陵
に
い
た
と
き
、
非
常
に
貧
し
く
食
べ
物

が
な
く
て
、
三
日
の
間
も
飲
み
食
い
し
な
か
っ
た
の
で
、
耳
も
殆
ど
聞
こ
え
ず
、
目
も
碌
に
い
ま

し
た
。
・
・
・
」
（
二
二
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
餓
死
の
一
歩
直
前
と
な
る
。 

次
に
孔
子
・
孟
子
に
清
廉
潔
白
な
聖
人
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
伯
夷
・
叔
斉
の
例
を
挙
げ
る
。 

百
科
全
書
に
は
、
「
『
史
記
』
伯
夷
列
伝
に
よ
る
と
、
殷
代
の
孤
竹
国
の
国
君
の
子
。
父
の
死
後
、

位
を
譲
り
あ
っ
て
、
つ
い
に
と
も
に
国
を
逃
れ
、
周
の
西
伯
昌
（
文
王
）
の
徳
を
慕
っ
て
周
へ
行
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三 

中
庸
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義 

 
中
庸
思
想
は
、
尭
・
舜
・
禹
（
古
代
聖
王
）
→
『
詩
経
』
（
西
周
・
春
秋
）
→
孔
子
（
春
秋
）

→
孟
子
（
戦
国
）
→
孔
子
思
（
戦
国
『
中
庸
』
作
者
）
→
鄭
玄
（
漢
代
『
中
庸
』
古
注
）
→
戴
顒

（
南
北
朝
・
宋
『
礼
記
中
庸
伝
』
）
→
李
翺
（
唐
代
『
中
庸
説
』
）
→
二
程
（
北
宋
）
→
朱
子
（
南

宋
）
→
毛
沢
東
・
華
国
鋒
（
現
代
）
→
李
年
古
（
現
代
）
と
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
中

国
の
全
歴
史
を
貫
い
て
長
く
生
き
て
き
た
思
想
な
の
で
あ
る
。 

ま
た
中
庸
思
想
の
成
立
に
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
も
、
尭
・
舜
・
禹
（
古

代
聖
王
）
→
『
詩
経
』
（
西
周
・
春
秋
）
→
孔
子
（
春
秋
）
→
孟
子
（
戦
国
）
→
孔
子
思
（
戦
国

『
中
庸
』
作
者
）
→
鄭
玄
（
漢
代
『
中
庸
』
古
注
）
→
戴
顒
（
南
北
朝
・
宋
『
礼
記
中
庸
伝
』
）

→
李
翺
（
唐
代
『
中
庸
説
』
）
→
二
程
（
北
宋
）
→
朱
子
（
南
宋
）
→
毛
沢
東
・
華
国
鋒
（
現
代
）

→
李
年
古
（
現
代
）
と
、
「
中
庸
思
想
」
と
相
並
び
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
中
国
の
全

歴
史
を
貫
い
て
長
く
生
き
て
き
た
思
想
な
の
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
「
対
の
思
想
」
は
、「
中
庸
思
想
」
の
成
立
の
必
要
不
可
欠
な
付
随
条
件
で
あ
る
以
上
、

「
対
の
思
想
」
と
「
中
庸
思
想
」
は
、
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、「
対
の
思
想
」
は
、「
中
庸
の

思
想
」
出
現
の
影
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
底
辺
部
分
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
対
の
思
想
」
は
、
「
中
庸
思
想
」
と
相
並
び
、
中
国
民
族
に
お
い
て
、
最
も
伝
統
的
で
最
も
重

要
な
思
想
な
の
で
あ
り
、
古
代
中
国
よ
り
現
代
中
国
に
ま
で
、
全
中
国
史
を
貫
き
生
き
て
き
た
、

中
国
思
想
の
中
核
な
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
中
国
思
想
の
精
髄
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 

「
対
の
思
想
」
に
密
接
に
関
係
す
る
中
庸
思
想
が
、
国
家
権
力
構
造
に
お
い
て
、
一
体
ど
の
よ

う
な
政
治
思
想
的
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
中
庸
思
想
に
つ
い
て
長
ら
く
述
べ

て
き
た
纏
め
と
し
て
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
お
き
た
い
。 

孔
子
や
孟
子
か
ら
始
ま
り
宋
代
の
哲
学
者
や
名
臣
達
、
更
に
は
現
代
の
毛
沢
東
に
至
る
ま
で
の

中
国
の
知
識
人
達
は
、
伝
統
的
に
中
庸
思
想
を
中
国
思
想
の
精
髄
と
認
識
し
て
、
何
故
に
そ
の
実

現
と
維
持
に
異
常
な
熱
意
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
根
源
的
な
理
由
で
あ
る
。 

①
中
和=

礼
思
想
と
国
家
権
力
関
係
に
つ
い
て 

金
谷
氏
が
引
用
す
る
「
礼
と
は
中
を
制
め
る
所
以
な
り
」(

『
礼
記
』
仲
尼
燕
居
篇)

、「
先
王
の

道
は
、
中
に
比
い
て
こ
れ
を
行
な
う
。
曷
を
か
中
と
謂
う
。
曰
く
、
礼
儀
是
な
り
」(

荀
子
儒
効
篇

)

に
述
べ
て
い
る
中
庸
（
一
五
）
の
中
と
は
、
一
体
、
何
と
何
と
の
両
極
端
の
中
な
の
で
あ
ろ
う
か

。
孟
子
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
、｢

仁
の
神
髄
は
親
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
孝
で
あ
り
、
義

の
神
髄
は
兄
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
悌
で
あ
る
。
・
・
・
礼
の
神
髄
は
、
こ
の
孝
と

梯
と
の
二
つ
の
道
を
調
節
し
て
立
派
に
と
と
の
え
る
こ
と
で
あ
る
。
・
・
・｣(

一
六)

と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
礼
は
仁
（
家
族
・
個
人
）
と
義
（
国
家
・
社
会
）
と
を
程
よ
く
融
合
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
『
中
庸
』
に
は
、 

 

「
魯
の
哀
公
が
政
治
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。
先
生
は
こ
う
答
え
ら
れ
た
、・
・
・ 

仁
と
は
人
で
〔
あ
っ
て
、
人
と
人
が
親
し
み
あ
う
こ
と
で
〕
で
あ
る
。
親
し
い
肉
親
を
信
愛
す
る

こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
義
と
は
宜
で
〔
あ
っ
て
、
物
事
に
応
じ
た
適
宜
な
あ
り
方
を
得
さ
せ

る
こ
と
で
〕
あ
る
。
〔
肉
親
の
情
を
こ
え
て
〕
賢
人
を
賢
人
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
が
最
も
大
切

で
あ
る
。
肉
親
を
親
愛
す
る
こ
と
に
も
〔
親
疎
に
よ
る
〕
差
別
が
あ
り
、
賢
人
を
尊
重
す
る
こ
と

に
も
〔
才
能
に
よ
る
〕
区
別
が
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
区
別
こ
そ
礼
の
起
こ
る
根
拠
で
あ
る
。
〔
つ

ま
り
は
、
礼
と
は
仁
と
義
と
を
節
度
を
つ
け
て
飾
る
も
の
で
あ
る
。
〕(

一
七)

と
、
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
礼
と
は
、
仁(

家
族
の
親
疎)

と
、
義(

賢
人
の
上
下)

と
い
う
両
極
端
を
中
和
し
て
、
こ
れ
に

差
等
を
付
け
て
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

礼
と
は
、
国
家=

公
権
力
と
家
族=

私
権
力
と
を
、
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
中
和
の
中
庸
思
想
の
哲

学
的
な
表
現
で
あ
り
、
中
和=

礼
制
の
中
庸
思
想
と
は
、
公
権
力
と
私
権
力
を
混
じ
り
合
せ
て
融

合
し
た
国
家
権
力
の
支
配
構
造
理
論
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
中
和=

礼
の
実
現
と
維
持
に
懸
命
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
公
権
力
と
私
権
力
の
五
分
五
分
に
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
国
家
権
力
の
実
現

と
維
持
に
懸
命
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

②
中
権
＝
時
中
思
想
と
国
家
権
力
関
係
に
つ
い
て 

中
権
の
中
庸
思
想
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
を
臨
機
応
変
な
豹
変
行
動
を
実

行
し
て
、
両
思
想
の
バ
ラ
ン
ス
や
均
衡
を
実
現
し
維
持
す
る
思
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
と
り

も
な
お
さ
ず
、
中
権
の
中
庸
思
想
に
お
け
る
状
況
に
的
中
す
る
時
中
行
動
の
精
神
は
、
国
家
・
社

会=

公
権
力
と
家
族
・
個
人=

私
権
力
と
い
う
、
二
重
権
力
支
配
構
造
と
い
う
国
家
権
力
支
配
の
力

関
係
の
バ
ラ
ン
ス
と
均
衡
状
態
の
実
現
と
維
持
を
目
的
と
す
る
思
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
あ
る
時
は
博
愛
主
義
＝
公
権
力
者
で
あ
り
、
あ
る
時
は
個
人
主
義
者
＝
私
権
力
者
で
あ

る
と
い
う
、
相
異
な
る
支
配
権
力
の
使
い
分
け
が
、
臨
機
応
変
に
出
来
る
人
間
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
孟
子
に
「
時
の
聖
」
と
言
わ
れ
た
孔
子
が
、
と
て
も
こ
の
二
重
権
力
構
造
の
力
関
係
の
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
と
維
持
に
長
け
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

③
中
和=

礼
と
中
権
＝
時
中
の
中
庸
思
想
の
実
現
と
維
持
に
腐
心
す
る
理
由 

中
庸
思
想
を
国
家
権
力
構
造
の
中
で
論
じ
る
と
、
中
和=

礼
に
よ
る
中
庸
思
想
は
、
国
家
と
家

族
と
い
う
公
私
の
二
重
権
力
支
配
が
、
ほ
ど
良
く
入
り
混
じ
り
融
合
し
た
権
力
構
造
で
あ
り
、
他

方
の
中
権
＝
時
中
の
中
庸
思
想
は
、
国
家
・
社
会
と
家
族
・
個
人
の
公
私
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
が
、

ど
ち
ら
に
も
傾
か
な
い
ほ
ど
よ
い
水
平
状
態
に
あ
る
権
力
構
造
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か

ら
中
庸
思
想
を
精
髄
と
考
え
る
の
は
、
自
己
を
含
め
た
家
族
制
度
と
、
社
会
と
国
家
制
度
の
両
者

の
安
定
的
維
持
と
実
現
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
不
可
欠
な
政
治
理
念
だ
か
ら
で
あ
る
。 

従
っ
て
孔
子
か
ら
毛
沢
東
に
至
る
ま
で
の
中
国
知
識
人
の
伝
統
的
な
権
力
支
配
の
理
想
は
、
国

家=

公
権
力
と
家
族
・
個
人=

私
権
力
の
権
力
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
状
態
の
実
現
と
維
持
で
あ
り
、
こ

の
実
現
と
維
持
に
奔
走
し
た
一
生
涯
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

④
公
と
私
の
二
重
権
力
支
配
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
す
る
結
末
に
つ
い
て 

 

周
代
の
土
地
制
度
と
税
制
で
あ
る
公
権
力
支
配
と
私
権
力
支
配
を
判
然
と
区
別
す
る
井
田
制

と
中
庸
税
た
る
十
分
の
一
税
は
、
人
倫
不
易
の
大
道
を
述
べ
る
経
書
・『
孟
子
』
だ
け
で
な
く
、『

礼
記
』
・
「
王
制
篇
」(

一
八)

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
、
儒
教
思
想
の
理
想
的
な
財
政
経
済
制
度
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
二
重
権
力
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
暴
君
汚
吏
に
よ
る
私
権
力
の
伸
長
を
意
味
し
て
い
る
。
井
田
制
の
経
界

を
判
然
と
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
周
代
を
理
想
と
す
る
孟
子
は
、 

 

「
と
こ
ろ
で
仁
政
と
は
、
ま
ず
耕
地
の
境
界
を
正
し
く
す
る
こ
と
か
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
で
す

。
境
界
が
正
し
く
な
い
と
、
井
田
の
土
地
の
分
け
方
が
均
分
に
は
い
か
な
い
し
、
つ
れ
て
役
人
の

俸
禄
も
公
平
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
昔
か
ら
暴
虐
な
君
主
や
貪
欲
な
役

人
は
、
み
な
こ
の
境
界
を
い
い
加
減
に
し
〔
て
私
利
私
欲
を
は
か
っ
〕
た
も
の
で
す
。
」(

一
九)

と
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

井
田
制
度
の
公
私
の
区
別
が
曖
昧
に
な
り
、
中
庸
税
た
る
十
分
の
一
税
制
度
が
崩
壊
す
る
原
因

は
、
国
家
権
力
者
の
私
権
の
伸
長
に
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
孟
子
は
、 

 

「
本
当
の
国
家
の
災
害
と
は
、
上
の
者
に
礼
義
が
泣
く
、
下
の
者
に
教
育
が
な
く
て
道
義
を
し

ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
暴
民
の
反
乱
が
群
が
り
起
っ
て
国
家
は
忽
ち
に
し
て
滅
亡
し
て

し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
詩
経
に
も
『
天
は
今
に
周
室
を
覆
そ
う
と
し
て
い
る
。
周
の
群
臣
よ
、
そ
う

呑
気
に
泄
泄
と
し
て
い
る
と
き
で
は
な
い
ぞ
』
と
あ
る
が
、
こ
の
泄
泄
と
い
う
の
は
、
今
の
言
葉

で
い
う
な
ら
ベ
ラ
ベ
ラ
喋
り
つ
づ
け
る
沓
沓
と
同
じ
意
味
で
あ
る
」(

二
０)

と
い
う
。 

 

礼
義
―
公
権
力
と
私
権
力
の
ほ
ど
よ
く
融
和
し
た
権
力
支
配
の
中
和
の
状
態
―
が
崩
れ
て
い

く
結
末
は
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度
の
両
面
の
滅
亡
に
帰
結
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
国
家
の
滅
亡
に
導
い
て
い
く
の
は
、
中
和=

礼
制
の
場
合
の
み
に
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度

の
両
側
面
が
同
時
に
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
。 

中
権
の
中
庸
の
場
合
に
お
い
て
も
、
公
権
力
と
私
権
力
の
力
学
的
な
権
力
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し

た
場
合
に
は
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
必
ず
崩
壊
す
る
危
機
に
直
面
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。 

孟
子
は
、
個
人
主
義
に
拘
り
博
愛
主
義
に
転
換
し
な
い
梁
の
恵
王
に
、
「
〔
書
経
〕
湯
誓
篇
に
、

〔
人
民
は
夏
の
桀
王
を
太
陽
に
な
ぞ
ら
え
て
〕『
〔
あ
あ
、
苦
し
い
〕
こ
の
太
陽
は
い
っ
た
い
。
い

つ
亡
び
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
時
が
く
る
の
な
ら
、
自
分
も
い
っ
し
ょ
に
滅
ん
だ
と
て
か
ま
わ
な
い
』

と
い
っ
て
呪
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
人
民
か
ら
『
い
っ
し
ょ
に
な
ら
、
こ
の
身
を
棄
て

て
も
か
ま
わ
ぬ
』
と
ま
で
怨
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
い
く
ら
立
派
な
台
や
池
や
鳥
・
獣
が
あ

っ
た
と
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ん
で
な
ど
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
や
。
」（
二
一
）
と
述

べ
て
い
る
。
個
人
主
義
の
結
末
は
、
自
己
の
身
と
王
朝
を
滅
亡
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

他
方
、
家
族
制
度
を
認
め
ず
、
博
愛
主
義
に
拘
れ
ば
、
孟
子
が
斉
の
陳
仲
子
を
批
判
し
て
い
る

文
章
の
中
に
「
〔
斉
の
人
〕
匡
章
が
孟
子
に
向
っ
て
い
っ
た
。「
あ
の
陳
仲
子
こ
そ
は
、
な
ん
と
ま

こ
と
の
清
廉
潔
白
な
人
物
で
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
。
彼
は
〔
名
門
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
実
家
の

世
話
に
な
る
の
を
き
ら
っ
て
、
家
を
と
び
だ
し
て
〕
於
陵
に
い
た
と
き
、
非
常
に
貧
し
く
食
べ
物

が
な
く
て
、
三
日
の
間
も
飲
み
食
い
し
な
か
っ
た
の
で
、
耳
も
殆
ど
聞
こ
え
ず
、
目
も
碌
に
い
ま

し
た
。
・
・
・
」
（
二
二
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
餓
死
の
一
歩
直
前
と
な
る
。 

次
に
孔
子
・
孟
子
に
清
廉
潔
白
な
聖
人
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
伯
夷
・
叔
斉
の
例
を
挙
げ
る
。 

百
科
全
書
に
は
、
「
『
史
記
』
伯
夷
列
伝
に
よ
る
と
、
殷
代
の
孤
竹
国
の
国
君
の
子
。
父
の
死
後
、

位
を
譲
り
あ
っ
て
、
つ
い
に
と
も
に
国
を
逃
れ
、
周
の
西
伯
昌
（
文
王
）
の
徳
を
慕
っ
て
周
へ
行
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し
か
し
単
に
韓
非
子
の
利
益
誘
導
型
の
法
術
主
義
の
み
だ
け
で
は
、
広
大
な
統
一
国
家
を
統
治

す
る
事
は
、
こ
れ
ま
た
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
韓
非
子
の
言
う
「
人
口
が
少
な
く
物
資
の

豊
か
な
」
時
代
の
延
長
戦
上
に
統
一
国
家
が
誕
生
し
て
く
る
以
上
、
利
益
欲
望
は
古
代
よ
り
す
で

に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
古
代
の
統
治
原
理
で
あ
る
仁
義
の
道
徳
政
治
も
、
統
一
王

朝
出
現
以
後
に
も
絶
対
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。
何
故
な
ら
ば
人
間
が
存
在
す
る
以
上
、

愛
情
や
正
義
の
道
徳
が
、
こ
の
世
に
不
必
要
に
な
る
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
孟
子
も
『
孟
子
』
の
巻
頭
に
お
い
て
、
梁
の
恵
王
に
対
し
て
利
益
政
治
に
つ
い
て
、 

 

「
〔
然
れ
ど
も
〕
苟
も
義
を
後
に
し
て
利
を
先
に
す
る
こ
と
を
為
さ
ば
、
奪
わ
ざ
れ
ば
餐
か
ず
。

未
だ
仁
に
し
て
其
の
親
を
遺
つ
る
者
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
未
だ
義
に
し
て
其
の
君
を
後
（
忽
）
る

者
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
王
亦
仁
義
を
曰
わ
ん
の
み
。
何
ぞ
必
ず
し
も
利
を
曰
わ
ん
。
」
（
六
）
と
、

利
益
政
治
は
国
家
と
家
族
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
と
、
孟
子
も
戦
国
の
乱
世
の
時
代
の
国
王
に
利
益

一
点
ば
り
の
政
治
姿
勢
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
孟
子
の
発
言
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
古
代
よ
り
人
間
は
利
益
を
追
求
す
る
動
物
で
あ

る
。
韓
非
子
の
歴
史
認
識
は
あ
く
ま
で
も
半
面
で
あ
り
、
人
間
の
性
向
へ
の
偏
向
認
識
で
あ
る
。 

 

梁
の
懐
王
の
太
傅
・
賈
誼
は
、
「
天
下
す
で
に
安
治
し
て
い
る
」
と
進
言
す
る
臣
僚
達
に
長
嘆

息
し
て
、
漢
初
よ
り
文
帝
時
代
に
ま
で
法
家
思
想
に
大
き
く
傾
斜
し
た
政
治
欠
陥
を
批
判
し
て
、

以
下
の
様
に
儒
教
の
政
治
的
長
所
を
述
べ
て
、
文
帝
に
深
く
嘉
納
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
夏
・
殷
・
周
は
天
子
は
皆
数
十
世
続
き
、
秦
は
天
子
二
世
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
人
間
の
性

は
そ
う
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
三
代
は
長
く
続
き
、
秦
は
無
道
の
暴

行
で
滅
ん
だ
の
か
、
そ
の
理
由
を
し
る
べ
き
で
す
。
・
・
・
凡
そ
人
間
の
知
恵
と
い
う
物
は
、
已

然
に
見
え
や
す
く
、
将
然
に
は
見
え
難
い
も
の
で
す
。
礼
は
将
然
の
前
に
禁
止
し
て
、
法
な
る
者

は
已
然
の
後
に
禁
止
す
る
物
で
す
。
こ
の
故
に
法
は
見
え
易
く
礼
は
知
り
難
い
も
の
な
の
で
す
。

・
・
・
『
礼
記
』
に
、
礼
と
い
う
者
は
、
悪
を
未
萌
に
絶
ち
、
教
化
を
微
小
に
起
こ
す
こ
と
を
貴

び
ま
す
。
孔
子
も
「
訴
訟
判
断
は
凡
人
だ
が
、
徳
義
を
以
て
教
化
し
て
訴
訟
を
無
く
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
・
・
・
秦
王
は
宗
廟
を
尊
び
子
孫
を
安
ん
ぜ
よ
う
と
す
る
こ
と

は
湯
・
武
と
同
じ
で
し
た
が
、
し
か
し
湯
・
武
は
広
く
徳
行
を
行
な
い
、
六
七
百
年
も
続
き
ま
し

た
が
、
秦
派
天
下
を
治
め
る
こ
と
十
余
年
で
大
敗
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
・

・
・
湯
・
武
は
仁
・
義
・
礼
・
楽
で
天
下
を
治
め
子
孫
数
十
世
も
続
き
ま
し
た
こ
と
は
、
天
下
の

共
に
聞
く
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
秦
は
法
令
・
刑
罰
で
天
下
を
治
め
、
禍
は
自
己
の
身
に
及
び
ま

し
た
。
こ
れ
も
天
下
の
人
は
共
に
見
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
も
う
そ
の
理
由
は
っ
き
り
し
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
・
・
・
今
、
礼
義
は
法
令
に
及
ば
な
い
、
教
化
は
刑
罰
に
及
ば
な
い
と
言

う
人
が
い
る
が
、
天
子
様
は
ど
う
し
て
殷
・
周
・
秦
の
事
例
を
引
用
し
て
観
よ
う
と
し
な
い
の
で

す
か
！ 

国
家
の
安
定
如
何
は
堂
階
の
階
層
で
す
ぞ
。
堂
階
の
階
層
が
高
け
れ
ば
攀
り
難
く
、
堂

階
が
低
け
れ
ば
凌
辱
し
易
い
の
で
す
ぞ
。
・
・
・
」
（
七
）。 

 

確
か
に
秦
は
法
家
の
商
鞅
等
の
法
家
思
想
を
採
用
し
て
短
期
間
で
強
国
に
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、
同
時
に
皇
帝
も
臣
庶
も
法
令
の
下
に
平
等
に
処
置
す
る
故
に
、
そ
の
弱
点
も
存
在
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
法
家
思
想
を
引
き
続
い
た
漢
初
に
お
い
て
、
そ
の
政
治
思
想
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
、

儒
教
の
長
所
を
取
り
入
れ
、
法
・
儒
の
二
元
論
的
政
治
思
想
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
結
果
、
漢
代
に
入
り
秦
の
法
治
主
義
の
政
治
欠
陥
を
是
正
す
べ
く
、
儒
家
と
法
家
の
二
元

論
的
政
治
思
想
が 

政
治
上
の
現
実
的
問
題
を
解
決
し
て
、
王
朝
を
長
く
維
持
す
る
た
め
に
導
入

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
儒
家
と
法
家
の
一
面
的
単
独
思
想
で
は
、
広
大
な
中
国
全
体
を
長
く
統
治
す

る
の
は
不
十
分
で
あ
り
、
両
思
想
が
表
と
裏
の
「
対
の
関
係
」
に
あ
る
以
上
、
両
者
を
一
対
と
し

て
捉
え
て
初
め
て
、
統
一
国
家
統
治
の
政
治
思
想
原
理
の
完
成
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
漢
代
に
入
る
と
、
仁
義
に
よ
る
儒
教
思
想
と
法
術
に
よ
る
法
家
思
想
は
、
相
互
に

欠
陥
を
補
完
す
る
「
対
の
思
想
」
と
な
っ
て
、
両
思
想
の
並
立
的
共
存
思
考
―
両
面
思
考
の
考
え

方
が
主
流
を
占
め
て
中
国
社
会
二
千
年
も
の
長
く
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

家
族
制
度
の
大
切
さ
を
教
え
る
の
は
、
儒
教
の
中
心
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
拙

稿
で
は
、
こ
の
立
場
に
立
ち
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
家
族
制
度
を
重
視
す
る
儒
家
と
、
家
族
を
貫

い
て
法
が
支
配
す
る
法
家
は
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度
の
両
面
を
認
め
る
点
で
は
同
様
で
も
、
両

思
想
に
お
け
る
国
家
統
治
の
方
法
論
は
、
全
く
正
反
対
で
あ
り
、「
対
の
思
想
」
な
の
で
あ
る
。 

 

儒
教
思
想
の
正
反
対
に
あ
り
、
家
族
制
度
を
貫
徹
し
て
法
令
が
支
配
す
る
法
家
思
想
が
、
道
家

思
想
と
と
も
に
伝
統
的
に
中
国
で
支
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
歴
代
の
中
国
史
が
教
え
る
所
で
あ

り
（
八
）
、
毛
沢
東
が
家
族
を
冷
遇
し
つ
づ
け
た
こ
と
や
、
中
国
共
産
党
支
配
に
韓
非
子
の
法
術

を
利
用
し
た
り
し
て
い
る
。
中
国
共
産
党
幹
部
の
家
族
内
部
に
お
い
て
も
、
家
族
を
裏
切
る
反
家

族
主
義
行
為
が
見
受
け
ら
れ
る
事
は
、
李
志
綏
氏
の
著
書
に
随
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
九
）
。

ま
た
今
回
に
紹
介
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
世
界
で
も
、
家
族
制
度
の
否
定
と
し
か
言
い
よ
う
の
な

い
、
家
族
を
裏
切
り
冷
遇
す
る
場
面
も
出
て
く
る
し
、
李
年
古
氏
の
著
書
に
も
、
『
権
治
』
と
し

て
法
令
主
義
の
指
摘
が
あ
る
（
一
０
）。 

 
儒
教
を
代
表
例
に
し
て
、
「
対
の
思
想
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
、
本
題
に
関
す
る
各
々
論
文

で
述
べ
て
き
た
事
実
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
思
想
で
な

け
れ
ば
、
長
く
中
国
政
治
思
想
界
で
は
、
生
命
を
維
持
で
見
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
。 

「
対
の
思
想
」
を
持
つ
老
荘
思
想(

一
一)

が
、
道
教
と
密
接
に
関
係
を
持
ち
民
間
思
想
と
し
て
発

展
し
て
、
二
十
世
紀
の
現
在
ま
で
長
く
庶
民
に
支
持
さ
れ
て
き
た
事
で
も
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
呉
越
同
舟
」
に
代
表
さ
れ
る
「
対
の
思
想
」
を
展
開
す
る
孫
子
の
兵
法
書
も
、

「
智
者
の
慮
は
必
ず
利
害
に
雑
う
」
と
言
う
の
で
あ
り
、
中
国
の
長
い
戦
乱
の
歴
史
の
中
で
、
実

戦
の
兵
法
書
と
し
て
長
ら
く
活
用
さ
れ
て
き
た
事
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

浅
野
氏
は
、
孫
子
の
兵
法
の
特
徴
の
一
つ
し
て
、
「
利
害
の
両
面
を
考
え
よ
」
と
の
資
料
を
挙

げ
て
、
孫
子
は
、「
す
べ
て
の
物
事
に
は
、
必
ず
利
益
の
面
と
害
悪
の
面
と
が
存
在
し
て
い
る
。・
・
・

利
益
の
裏
に
潜
む
損
害
の
面
に
も
、
十
分
な
配
慮
を
払
っ
て
こ
そ
、
事
業
は
計
画
通
り
に
達
成
さ

れ
る｣

と
述
べ
て
い
る(

一
二)

。 

ま
た
孫
子
は
、「
兵
法
の
極
意
は
、
相
手
を
騙
す
こ
と
で
あ
る
」（
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
相

手
を
騙
す
と
言
う
事
は
、
相
手
の
裏
を
か
く
こ
と
で
あ
り
、
相
手
の
表
面
の
戦
術
が
前
提
と
な
っ

て
、
裏
面
が
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
孫
子
の
兵
法
の
極
意
は
、
相
手
の
戦
術
の
表
と
裏
の
両
面
を

同
時
に
見
る
「
対
の
思
想
」
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
立
す
る
兵
法
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
の
発
言
の
中
に
お
い
て
も
、
証
明
し
て
お
き
た
い
。 

毛
沢
東
は
、
文
革
の
混
乱
の
最
中
に
、
造
反
派
と
保
皇
派
に
二
分
裂
し
た
学
生
達
は
、
各
々
、

毛
沢
東
の
言
行
禄
を
自
己
の
立
場
を
正
当
化
す
る
た
め
の
思
想
的
武
器
に
し
て
、
権
力
闘
争
を
し

て
い
た
が
、
両
派
統
合
を
望
む
毛
沢
東
に
、
造
反
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
の
韓
愛
晶
は
質
問
し
た
。

こ
の
質
問
に
対
す
る
毛
沢
東
の
学
生
へ
の
返
事
を
、
毛
沢
東
の
主
治
医
・
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
傍

に
い
て
、
以
下
の
様
に
興
味
あ
る
記
録
を
残
し
て
い
る
。 

「
造
反
学
生
た
ち
は
決
起
盛
ん
な
連
中
で
、
私
は
と
り
わ
け
韓
愛
晶
の
こ
と
を
よ
く
お
ぼ
え
て

い
る
。
「
両
方
が
主
席
の
言
葉
を
利
用
し
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
正
当
化
し
て
き
た
の
で
す
」

と
、
彼
は
毛
沢
東
に
指
摘
し
た
。
「
と
こ
ろ
が
主
席
の
お
言
葉
は
異
な
る
解
釈
が
さ
れ
や
す
く
、

相
反
す
る
解
釈
さ
え
可
能
で
す
。
主
席
が
生
き
て
お
ら
れ
て
紛
争
を
解
決
し
て
く
だ
さ
る
あ
い
だ

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
主
席
が
も
う
僕
た
ち
と
い
て
く
だ
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
一
体
ど

う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」
。 

康
生
と
江
青
は
激
怒
し
た
。
「
ど
う
し
て
ま
た
、
そ
ん
な
ば
か
げ
た
こ
と
が
ぬ
け
ぬ
け
と
言
え
る

の
か
」
と
、
ふ
た
り
は
つ
め
よ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
沢
東
は
そ
の
問
い
か
け
方
が
い
た

く
気
に
入
っ
た
。
毛
沢
東
は
か
っ
て
江
青
へ
の
手
紙
で
お
な
じ
よ
う
な
問
題
に
そ
れ
と
な
く
触
れ

て
い
る
。
「
若
い
時
分
、
私
も
自
分
に
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
し
た
も
の
だ
。
他
人
が
あ
え
て
持

ち
出
さ
な
い
よ
う
な
問
題
だ
よ
。
確
か
に
私
の
言
葉
は
違
っ
た
解
釈
が
で
き
る
。
そ
れ
は
仕
方
が

な
い
こ
と
だ
。
儒
教
を
見
て
み
る
が
い
い
、
仏
教
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
も
だ
ー
こ
れ
ら
の
偉
大

な
思
想
は
み
ん
な
分
派
に
割
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
家
本
元
の
真
理
に
違
っ
た
解
釈
を
く
わ
え

て
い
る
ん
だ
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
な
け
れ
ば
、
成
長
も
変
化
も
あ
り
様
が
な
い
。
停
滞
が
は

じ
ま
り
、
本
来
の
教
義
は
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
」(

一
四)

と
、
毛
沢
東
は
韓
愛
晶
に
答
え
た
。 

 

 

文
革
の
急
先
鋒
の
康
生
や
江
青
は
、
こ
の
問
答
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
激
怒
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
持
つ
意
味
や
内
容
を
よ
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
自
己
の
思
想
が
相
反
さ
れ
る
解
釈

を
持
っ
て
い
る
、
自
己
分
裂
的
な
性
質
の
あ
る
こ
と
を
、
十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
自
己
分
裂
す

る
自
己
の
思
想
を
自
ら
正
当
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
、
第
一
に
は
、
儒
教
や
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
が
、
つ
ま
り
古
代
よ
り
現
代
ま

で
生
き
続
け
て
い
る
偉
大
な
思
想
は
、
み
な
自
己
分
裂
し
た
内
容
を
持
つ
こ
と
を
、
毛
沢
東
自
身

も
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
い
た
。 

第
二
に
は
、
固
定
し
た
一
元
的
な
教
義
は
、
解
釈
に
柔
軟
性
が
な
く
、
や
が
て
停
滞
し
て
死
滅

し
て
い
く
こ
と
を
悟
っ
て
お
り
、
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
思
想
こ
そ
、

後
世
の
解
釈
に
多
様
性
が
生
ま
れ
、
絶
え
ず
成
長
と
変
化
を
遂
げ
て
、
永
遠
の
生
命
を
持
つ
思
想

な
の
だ
、
と
言
う
。
毛
沢
東
は
自
己
思
想
の
自
己
分
裂
的
性
格
に
つ
い
て
、
儒
教
や
仏
教
や
キ
リ

ス
ト
教
と
相
並
ぶ
、
永
遠
の
生
命
を
維
持
す
る
偉
大
な
思
想
と
自
己
陶
酔
し
て
い
る
。 

こ
の
毛
沢
東
の
発
言
の
事
例
を
見
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
法
家
が
二
〇
〇
〇
年
も
の
長
い

間
、
儒
教
と
並
び
称
さ
れ
て
、
中
国
歴
史
上
の
支
配
的
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
両
面
思
考
―
「
対

の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
容
易
に
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
と

実
証
に
つ
い
て
は
、
全
て
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。 
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し
か
し
単
に
韓
非
子
の
利
益
誘
導
型
の
法
術
主
義
の
み
だ
け
で
は
、
広
大
な
統
一
国
家
を
統
治

す
る
事
は
、
こ
れ
ま
た
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
韓
非
子
の
言
う
「
人
口
が
少
な
く
物
資
の

豊
か
な
」
時
代
の
延
長
戦
上
に
統
一
国
家
が
誕
生
し
て
く
る
以
上
、
利
益
欲
望
は
古
代
よ
り
す
で

に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
古
代
の
統
治
原
理
で
あ
る
仁
義
の
道
徳
政
治
も
、
統
一
王

朝
出
現
以
後
に
も
絶
対
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。
何
故
な
ら
ば
人
間
が
存
在
す
る
以
上
、

愛
情
や
正
義
の
道
徳
が
、
こ
の
世
に
不
必
要
に
な
る
筈
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
孟
子
も
『
孟
子
』
の
巻
頭
に
お
い
て
、
梁
の
恵
王
に
対
し
て
利
益
政
治
に
つ
い
て
、 

 

「
〔
然
れ
ど
も
〕
苟
も
義
を
後
に
し
て
利
を
先
に
す
る
こ
と
を
為
さ
ば
、
奪
わ
ざ
れ
ば
餐
か
ず
。

未
だ
仁
に
し
て
其
の
親
を
遺
つ
る
者
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
未
だ
義
に
し
て
其
の
君
を
後
（
忽
）
る

者
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
王
亦
仁
義
を
曰
わ
ん
の
み
。
何
ぞ
必
ず
し
も
利
を
曰
わ
ん
。
」
（
六
）
と
、

利
益
政
治
は
国
家
と
家
族
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
と
、
孟
子
も
戦
国
の
乱
世
の
時
代
の
国
王
に
利
益

一
点
ば
り
の
政
治
姿
勢
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
孟
子
の
発
言
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
古
代
よ
り
人
間
は
利
益
を
追
求
す
る
動
物
で
あ

る
。
韓
非
子
の
歴
史
認
識
は
あ
く
ま
で
も
半
面
で
あ
り
、
人
間
の
性
向
へ
の
偏
向
認
識
で
あ
る
。 

 

梁
の
懐
王
の
太
傅
・
賈
誼
は
、
「
天
下
す
で
に
安
治
し
て
い
る
」
と
進
言
す
る
臣
僚
達
に
長
嘆

息
し
て
、
漢
初
よ
り
文
帝
時
代
に
ま
で
法
家
思
想
に
大
き
く
傾
斜
し
た
政
治
欠
陥
を
批
判
し
て
、

以
下
の
様
に
儒
教
の
政
治
的
長
所
を
述
べ
て
、
文
帝
に
深
く
嘉
納
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
夏
・
殷
・
周
は
天
子
は
皆
数
十
世
続
き
、
秦
は
天
子
二
世
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
人
間
の
性

は
そ
う
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
三
代
は
長
く
続
き
、
秦
は
無
道
の
暴

行
で
滅
ん
だ
の
か
、
そ
の
理
由
を
し
る
べ
き
で
す
。
・
・
・
凡
そ
人
間
の
知
恵
と
い
う
物
は
、
已

然
に
見
え
や
す
く
、
将
然
に
は
見
え
難
い
も
の
で
す
。
礼
は
将
然
の
前
に
禁
止
し
て
、
法
な
る
者

は
已
然
の
後
に
禁
止
す
る
物
で
す
。
こ
の
故
に
法
は
見
え
易
く
礼
は
知
り
難
い
も
の
な
の
で
す
。

・
・
・
『
礼
記
』
に
、
礼
と
い
う
者
は
、
悪
を
未
萌
に
絶
ち
、
教
化
を
微
小
に
起
こ
す
こ
と
を
貴

び
ま
す
。
孔
子
も
「
訴
訟
判
断
は
凡
人
だ
が
、
徳
義
を
以
て
教
化
し
て
訴
訟
を
無
く
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
・
・
・
秦
王
は
宗
廟
を
尊
び
子
孫
を
安
ん
ぜ
よ
う
と
す
る
こ
と

は
湯
・
武
と
同
じ
で
し
た
が
、
し
か
し
湯
・
武
は
広
く
徳
行
を
行
な
い
、
六
七
百
年
も
続
き
ま
し

た
が
、
秦
派
天
下
を
治
め
る
こ
と
十
余
年
で
大
敗
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
・

・
・
湯
・
武
は
仁
・
義
・
礼
・
楽
で
天
下
を
治
め
子
孫
数
十
世
も
続
き
ま
し
た
こ
と
は
、
天
下
の

共
に
聞
く
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
秦
は
法
令
・
刑
罰
で
天
下
を
治
め
、
禍
は
自
己
の
身
に
及
び
ま

し
た
。
こ
れ
も
天
下
の
人
は
共
に
見
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
も
う
そ
の
理
由
は
っ
き
り
し
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
・
・
・
今
、
礼
義
は
法
令
に
及
ば
な
い
、
教
化
は
刑
罰
に
及
ば
な
い
と
言

う
人
が
い
る
が
、
天
子
様
は
ど
う
し
て
殷
・
周
・
秦
の
事
例
を
引
用
し
て
観
よ
う
と
し
な
い
の
で

す
か
！ 

国
家
の
安
定
如
何
は
堂
階
の
階
層
で
す
ぞ
。
堂
階
の
階
層
が
高
け
れ
ば
攀
り
難
く
、
堂

階
が
低
け
れ
ば
凌
辱
し
易
い
の
で
す
ぞ
。
・
・
・
」
（
七
）。 

 

確
か
に
秦
は
法
家
の
商
鞅
等
の
法
家
思
想
を
採
用
し
て
短
期
間
で
強
国
に
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、
同
時
に
皇
帝
も
臣
庶
も
法
令
の
下
に
平
等
に
処
置
す
る
故
に
、
そ
の
弱
点
も
存
在
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
法
家
思
想
を
引
き
続
い
た
漢
初
に
お
い
て
、
そ
の
政
治
思
想
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
、

儒
教
の
長
所
を
取
り
入
れ
、
法
・
儒
の
二
元
論
的
政
治
思
想
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
結
果
、
漢
代
に
入
り
秦
の
法
治
主
義
の
政
治
欠
陥
を
是
正
す
べ
く
、
儒
家
と
法
家
の
二
元

論
的
政
治
思
想
が 

政
治
上
の
現
実
的
問
題
を
解
決
し
て
、
王
朝
を
長
く
維
持
す
る
た
め
に
導
入

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
儒
家
と
法
家
の
一
面
的
単
独
思
想
で
は
、
広
大
な
中
国
全
体
を
長
く
統
治
す

る
の
は
不
十
分
で
あ
り
、
両
思
想
が
表
と
裏
の
「
対
の
関
係
」
に
あ
る
以
上
、
両
者
を
一
対
と
し

て
捉
え
て
初
め
て
、
統
一
国
家
統
治
の
政
治
思
想
原
理
の
完
成
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
漢
代
に
入
る
と
、
仁
義
に
よ
る
儒
教
思
想
と
法
術
に
よ
る
法
家
思
想
は
、
相
互
に

欠
陥
を
補
完
す
る
「
対
の
思
想
」
と
な
っ
て
、
両
思
想
の
並
立
的
共
存
思
考
―
両
面
思
考
の
考
え

方
が
主
流
を
占
め
て
中
国
社
会
二
千
年
も
の
長
く
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

家
族
制
度
の
大
切
さ
を
教
え
る
の
は
、
儒
教
の
中
心
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
拙

稿
で
は
、
こ
の
立
場
に
立
ち
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
家
族
制
度
を
重
視
す
る
儒
家
と
、
家
族
を
貫

い
て
法
が
支
配
す
る
法
家
は
、
家
族
制
度
と
国
家
制
度
の
両
面
を
認
め
る
点
で
は
同
様
で
も
、
両

思
想
に
お
け
る
国
家
統
治
の
方
法
論
は
、
全
く
正
反
対
で
あ
り
、「
対
の
思
想
」
な
の
で
あ
る
。 

 
儒
教
思
想
の
正
反
対
に
あ
り
、
家
族
制
度
を
貫
徹
し
て
法
令
が
支
配
す
る
法
家
思
想
が
、
道
家

思
想
と
と
も
に
伝
統
的
に
中
国
で
支
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
歴
代
の
中
国
史
が
教
え
る
所
で
あ

り
（
八
）
、
毛
沢
東
が
家
族
を
冷
遇
し
つ
づ
け
た
こ
と
や
、
中
国
共
産
党
支
配
に
韓
非
子
の
法
術

を
利
用
し
た
り
し
て
い
る
。
中
国
共
産
党
幹
部
の
家
族
内
部
に
お
い
て
も
、
家
族
を
裏
切
る
反
家

族
主
義
行
為
が
見
受
け
ら
れ
る
事
は
、
李
志
綏
氏
の
著
書
に
随
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
九
）
。

ま
た
今
回
に
紹
介
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
世
界
で
も
、
家
族
制
度
の
否
定
と
し
か
言
い
よ
う
の
な

い
、
家
族
を
裏
切
り
冷
遇
す
る
場
面
も
出
て
く
る
し
、
李
年
古
氏
の
著
書
に
も
、
『
権
治
』
と
し

て
法
令
主
義
の
指
摘
が
あ
る
（
一
０
）。 

 

儒
教
を
代
表
例
に
し
て
、
「
対
の
思
想
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
、
本
題
に
関
す
る
各
々
論
文

で
述
べ
て
き
た
事
実
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
思
想
で
な

け
れ
ば
、
長
く
中
国
政
治
思
想
界
で
は
、
生
命
を
維
持
で
見
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
。 

「
対
の
思
想
」
を
持
つ
老
荘
思
想(

一
一)

が
、
道
教
と
密
接
に
関
係
を
持
ち
民
間
思
想
と
し
て
発

展
し
て
、
二
十
世
紀
の
現
在
ま
で
長
く
庶
民
に
支
持
さ
れ
て
き
た
事
で
も
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
呉
越
同
舟
」
に
代
表
さ
れ
る
「
対
の
思
想
」
を
展
開
す
る
孫
子
の
兵
法
書
も
、

「
智
者
の
慮
は
必
ず
利
害
に
雑
う
」
と
言
う
の
で
あ
り
、
中
国
の
長
い
戦
乱
の
歴
史
の
中
で
、
実

戦
の
兵
法
書
と
し
て
長
ら
く
活
用
さ
れ
て
き
た
事
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

浅
野
氏
は
、
孫
子
の
兵
法
の
特
徴
の
一
つ
し
て
、
「
利
害
の
両
面
を
考
え
よ
」
と
の
資
料
を
挙

げ
て
、
孫
子
は
、「
す
べ
て
の
物
事
に
は
、
必
ず
利
益
の
面
と
害
悪
の
面
と
が
存
在
し
て
い
る
。・
・
・

利
益
の
裏
に
潜
む
損
害
の
面
に
も
、
十
分
な
配
慮
を
払
っ
て
こ
そ
、
事
業
は
計
画
通
り
に
達
成
さ

れ
る｣

と
述
べ
て
い
る(

一
二)

。 

ま
た
孫
子
は
、「
兵
法
の
極
意
は
、
相
手
を
騙
す
こ
と
で
あ
る
」（
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
相

手
を
騙
す
と
言
う
事
は
、
相
手
の
裏
を
か
く
こ
と
で
あ
り
、
相
手
の
表
面
の
戦
術
が
前
提
と
な
っ

て
、
裏
面
が
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
孫
子
の
兵
法
の
極
意
は
、
相
手
の
戦
術
の
表
と
裏
の
両
面
を

同
時
に
見
る
「
対
の
思
想
」
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
立
す
る
兵
法
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
上
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
の
発
言
の
中
に
お
い
て
も
、
証
明
し
て
お
き
た
い
。 

毛
沢
東
は
、
文
革
の
混
乱
の
最
中
に
、
造
反
派
と
保
皇
派
に
二
分
裂
し
た
学
生
達
は
、
各
々
、

毛
沢
東
の
言
行
禄
を
自
己
の
立
場
を
正
当
化
す
る
た
め
の
思
想
的
武
器
に
し
て
、
権
力
闘
争
を
し

て
い
た
が
、
両
派
統
合
を
望
む
毛
沢
東
に
、
造
反
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
の
韓
愛
晶
は
質
問
し
た
。

こ
の
質
問
に
対
す
る
毛
沢
東
の
学
生
へ
の
返
事
を
、
毛
沢
東
の
主
治
医
・
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
傍

に
い
て
、
以
下
の
様
に
興
味
あ
る
記
録
を
残
し
て
い
る
。 

「
造
反
学
生
た
ち
は
決
起
盛
ん
な
連
中
で
、
私
は
と
り
わ
け
韓
愛
晶
の
こ
と
を
よ
く
お
ぼ
え
て

い
る
。
「
両
方
が
主
席
の
言
葉
を
利
用
し
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
正
当
化
し
て
き
た
の
で
す
」

と
、
彼
は
毛
沢
東
に
指
摘
し
た
。
「
と
こ
ろ
が
主
席
の
お
言
葉
は
異
な
る
解
釈
が
さ
れ
や
す
く
、

相
反
す
る
解
釈
さ
え
可
能
で
す
。
主
席
が
生
き
て
お
ら
れ
て
紛
争
を
解
決
し
て
く
だ
さ
る
あ
い
だ

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
主
席
が
も
う
僕
た
ち
と
い
て
く
だ
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
一
体
ど

う
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
」
。 

康
生
と
江
青
は
激
怒
し
た
。
「
ど
う
し
て
ま
た
、
そ
ん
な
ば
か
げ
た
こ
と
が
ぬ
け
ぬ
け
と
言
え
る

の
か
」
と
、
ふ
た
り
は
つ
め
よ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
沢
東
は
そ
の
問
い
か
け
方
が
い
た

く
気
に
入
っ
た
。
毛
沢
東
は
か
っ
て
江
青
へ
の
手
紙
で
お
な
じ
よ
う
な
問
題
に
そ
れ
と
な
く
触
れ

て
い
る
。
「
若
い
時
分
、
私
も
自
分
に
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
し
た
も
の
だ
。
他
人
が
あ
え
て
持

ち
出
さ
な
い
よ
う
な
問
題
だ
よ
。
確
か
に
私
の
言
葉
は
違
っ
た
解
釈
が
で
き
る
。
そ
れ
は
仕
方
が

な
い
こ
と
だ
。
儒
教
を
見
て
み
る
が
い
い
、
仏
教
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
も
だ
ー
こ
れ
ら
の
偉
大

な
思
想
は
み
ん
な
分
派
に
割
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
本
家
本
元
の
真
理
に
違
っ
た
解
釈
を
く
わ
え

て
い
る
ん
だ
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
な
け
れ
ば
、
成
長
も
変
化
も
あ
り
様
が
な
い
。
停
滞
が
は

じ
ま
り
、
本
来
の
教
義
は
死
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
」(

一
四)

と
、
毛
沢
東
は
韓
愛
晶
に
答
え
た
。 

 

 

文
革
の
急
先
鋒
の
康
生
や
江
青
は
、
こ
の
問
答
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
激
怒
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
毛
沢
東
の
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
持
つ
意
味
や
内
容
を
よ
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
毛
沢
東
は
、
自
己
の
思
想
が
相
反
さ
れ
る
解
釈

を
持
っ
て
い
る
、
自
己
分
裂
的
な
性
質
の
あ
る
こ
と
を
、
十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
自
己
分
裂
す

る
自
己
の
思
想
を
自
ら
正
当
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

毛
沢
東
は
、
第
一
に
は
、
儒
教
や
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
が
、
つ
ま
り
古
代
よ
り
現
代
ま

で
生
き
続
け
て
い
る
偉
大
な
思
想
は
、
み
な
自
己
分
裂
し
た
内
容
を
持
つ
こ
と
を
、
毛
沢
東
自
身

も
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
い
た
。 

第
二
に
は
、
固
定
し
た
一
元
的
な
教
義
は
、
解
釈
に
柔
軟
性
が
な
く
、
や
が
て
停
滞
し
て
死
滅

し
て
い
く
こ
と
を
悟
っ
て
お
り
、
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
持
つ
思
想
こ
そ
、

後
世
の
解
釈
に
多
様
性
が
生
ま
れ
、
絶
え
ず
成
長
と
変
化
を
遂
げ
て
、
永
遠
の
生
命
を
持
つ
思
想

な
の
だ
、
と
言
う
。
毛
沢
東
は
自
己
思
想
の
自
己
分
裂
的
性
格
に
つ
い
て
、
儒
教
や
仏
教
や
キ
リ

ス
ト
教
と
相
並
ぶ
、
永
遠
の
生
命
を
維
持
す
る
偉
大
な
思
想
と
自
己
陶
酔
し
て
い
る
。 

こ
の
毛
沢
東
の
発
言
の
事
例
を
見
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
法
家
が
二
〇
〇
〇
年
も
の
長
い

間
、
儒
教
と
並
び
称
さ
れ
て
、
中
国
歴
史
上
の
支
配
的
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
両
面
思
考
―
「
対

の
思
想
」
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
容
易
に
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
と

実
証
に
つ
い
て
は
、
全
て
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。 
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中
国
の
歴
史
長
編
小
説
に
匹
敵
す
る
現
代
中
国
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。 

し
か
し
よ
く
こ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
と
、
状
況
の
変
化
に
右
往
左
往
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
主
人
公
の
行
動
の
中
に
は
、
両
極
端
の
真
ん
中
を
執
る
中
庸
の
思
想
が
、
し
っ
か
り
腰

を
下
ろ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
視
聴
者
は
ホ
ッ
ト
安
心
す
る
の
で
あ
る
。
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
ホ
ッ
ト
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
ド
ラ
マ
が
熱
狂
的
に
支
持
さ
れ
た
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

駒
田
信
二
氏
や
金
谷
治
氏
が
指
摘
し
た
、
多
様
な
「
対
の
思
想
」
が
、
縦
横
無
尽
に
複
合
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
中
国
人
一
三
億
人
が
熱
狂
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
理

由
は
簡
単
で
、
中
国
人
の
基
本
的
な
民
族
的
特
色
で
あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
と
中
庸
思

想
に
、
ピ
ッ
タ
リ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
故
で
あ
る
。 

確
か
に
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
と
、
主
人
公
の
行
動
や
ド
ラ
マ
の
背
景
に
は
、
論
理
的
一
貫
性
が

な
く
、
そ
の
場
そ
の
場
の
判
断
で
場
面
が
変
わ
り
、
主
人
公
達
も
自
分
の
行
動
を
変
え
て
い
く
と

こ
ろ
に
、
時
間
的
な
連
続
性
が
な
く
、
日
本
人
が
伝
統
的
に
好
む
一
貫
性
や
論
理
的
思
考
性
が
な

い
。
こ
れ
が
両
国
の
民
族
性
の
違
い
な
の
で
あ
ろ
う
と
、
つ
く
づ
く
見
て
い
て
そ
う
思
っ
た
。 

駒
田
氏
が
、
「
そ
し
て
，
そ
の
善
と
悪
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
に
さ
ら
に
ま
た
善
と
悪
と
を
見

る
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
善
と
悪
の
な
か
に
、
さ
ら
に
対
を
見
る
。
潔
い
こ
と
を
好
む
日
本
の
大

衆
一
般
は
、
こ
の
よ
う
な
思
考
の
、
く
ど
さ
、
ね
ば
り
強
さ
を
好
ま
な
い
。
中
国
の
小
説
の
場
合

に
は
、<

影
の
部
分>

を
つ
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
が
ふ
く
ら
ん
で
ゆ
く
と
い
っ
た
が
、
今

日
の
中
国
の
い
わ
ゆ
る
「
人
民
文
学
」
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
人
民
文
学
」
は
一
種
の
勧
懲
小

説
で
あ
っ
て
、
典
型
を
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
典
型
と
は
多
く<

影
の
部
分>

を

削
り
取
っ
た
八
犬
士
的
な
類
型
で
あ
る
」
（
一
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
も
、
「
政
治
優
先
の
現
代
の
中
国
で
は
、
小
説
も
ま
た
社
会
主
義
の
発
展
に
向
か
っ
て

勇
猛
邁
進
す
る
人
々
が
描
か
れ
、
そ
こ
で
は
善
玉
と
悪
玉
と
が
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
と
い
う
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。
私
は
、
中
国
の
人
々
も
本
当
は
そ
う
し
た
小
説
を
あ
ま
り
お
も
し
ろ
い
と

は
思
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
ま
す
。
・
・
・
で
す
か
ら
、
現
に
自
由
化
に
伴
っ

て
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
来
て
い
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
は
ま
た
、
彼
ら
も
本
来
お
も
し
ろ
い
と
感
じ

る
よ
う
な
一
面
的
で
な
い
小
説
が
盛
ん
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
二
）
と
、
述
べ
る
。 

駒
田
氏
が
指
摘
し
て
金
谷
氏
が
予
測
し
た
よ
う
に
、
近
代
自
由
化
路
線
を
歩
む
現
代
の
中
国
で

は
、
文
化
大
革
命
時
に
一
時
的
に
抑
圧
さ
れ
た
、
前
近
代
的
な
解
放
前
の
中
国
人
が
熱
狂
し
た
両

面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
と
中
庸
思
想
を
縦
横
に
展
開
し
た
小
説
や
ド
ラ
マ
が
、
復
活
し
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
『
大
唐
遊
侠
伝
』
も
同
様
な
内
容
で
あ
っ
た
。 

こ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
、
後
学
の
私
と
し
て
は
、
偉
大
な
中
国
研
究
者
で
あ
る
駒
田
信
二

氏
や
金
谷
治
氏
の
、
中
国
民
族
の
好
悪
の
趣
向
性
に
関
す
る
非
常
に
的
確
な
発
言
や
未
来
を
見
通

し
た
透
徹
し
た
彗
目
に
敬
意
を
表
し
た
い
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
上
述
し
た
「
強
固
な
家
族
愛
」
と
「
善
悪
の
両
面
を
持
つ
中
国
人
像
」
が
、
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
る
「
新
・
上
海
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
関
連
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

二
つ
の
重
要
な
研
究
課
題
に
つ
い
て
、
問
題
の
提
起
を
し
て
お
き
た
い
。 

 

二 
 

対
の
思
想
か
ら
見
た
中
庸
思
想
の
研
究 

 

第
一
は
、
本
稿
で
個
別
的
に
展
開
し
た
四
本
の
論
文
を
総
合
化
す
る
論
文
作
成
の
作
業
で
あ
る
。 

 

両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
研
究
を
通
し
て
、
中
国
人
の
思
考
と
日
本
人
と
の
思
考
の
違
い

は
、
中
国
人
は
全
て
の
物
事
に
は
、｢

善
い
面
も
あ
る
が
、
悪
い
面
も
あ
る｣

と
い
う
、
善
悪
が
曖

昧
な
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
を
す
る
の
に
反
し
て
、
日
本
人
は
、
「
善
い
も
の
は
善
い
、
悪

い
も
の
は
悪
い
」
と
、
善
悪
の
区
別
が
明
瞭
で
あ
る
所
に
、
民
族
性
の
違
い
に
よ
る
思
考
方
法
の

相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

中
国
人
は
、
極
端
な
論
理
的
理
論
を
嫌
い
、
常
識
や
情
理
を
重
視
し
て
、
両
極
端
の
平
衡
感
覚

や
バ
ラ
ン
ス
を
尊
重
す
る
中
庸
の
気
質
を
伝
統
的
に
持
つ
民
族
で
あ
る
。
決
し
て
一
方
に
偏
ら
な

い
思
考
を
、
中
国
人
は
伝
統
的
に
最
も
重
視
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
実
現
・
維
持
す

る
前
提
と
し
て
両
極
端
思
想
―
「
対
の
思
想
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
を
政
治
、
経
済
、
学
問
、
美
術
、
日
常
生
活
に
お
い
て
実
現
す
る
た
め
に
は
、

古
来
よ
り
中
国
人
は
、
そ
の
必
要
条
件
と
し
て
万
物
に
お
け
る
両
極
端
物
の
存
在
―
「
対
の
思
想
」

の
存
在
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
や
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
養
成
と
実
現
に
苦
心
惨
憺

と
し
て
、
努
力
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

中
国
人
の
基
本
的
な
思
考
方
法
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
や
、
最
高
の
徳
目
で
あ
る
中
庸
思
想
の

実
現
の
た
め
に
は
、
臨
機
応
変
性
の
あ
る
思
考
方
法
と
行
動
様
式
が
常
に
必
要
で
あ
り
、
物
事
の

両
面
思
考
が
で
き
る
こ
と
が
、
中
国
の
知
識
人
に
は
必
須
要
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
全
く

自
己
矛
盾
し
た
正
反
対
の
発
言
や
行
動
を
、
時
に
は
意
識
的
に
採
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
中
庸
思
想
の
前
提
で
あ
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
展
開

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
て
の
要
素
が
渾
然
一
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
、
「
対
の
思
想
」
が
、
「
現
実
を
尊
重
」
す
る
中
国
人
に
適
合
し
て
お
り
、
「
状
況
の
変

化
」
の
激
し
い
中
国
に
も
適
合
し
て
お
り
、
「
広
大
な
国
土
に
多
様
な
国
民
性
」
が
あ
る
現
実
に

も
適
合
し
て
お
り
、
「
中
庸
思
想
を
実
現
」
す
る
上
で
も
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
お
い
て
非
常
に
大
切
な
思
想
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
の
四
つ
の
要
因
は
、

本
稿
で
は
問
題
点
を
簡
潔
に
整
理
し
て
、
議
論
を
展
開
し
や
す
く
す
る
必
要
上
、
六
本
に
小
分
け

し
た
が
、
本
来
は
各
々
個
別
的
に
論
じ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
世
界

の
様
に
、
四
つ
の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
つ
つ
総
合
的
に
展
開
し
て
き
て
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思

想
」
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
で
あ
る
四
つ
の
要
因
が
、
複
雑
に
絡
み
合
い
一

個
人
の
人
生
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
現
代

中
国
政
治
世
界
に
お
い
て
も
、
本
稿
の
四
つ
の
論
文
の
全
て
に
お
い
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」

が
現
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
実
証
し
て
き
た
。 

 

従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
四
つ
の
要
因
を
総
合
的
に
絞
り
込
ん
で
、
中
国
思
想
の
精

髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
、
「
対
の
思
想
」
を
一
本
化
し
て
総
合
的
な
論
文
に

纏
め
直
す
作
業
が
、
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
問
題
の
解
決
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
『
孟
子
』
の
中
に
現
れ
た
孟
子
の
言
行
を
中
心
に
し

て
、
す
で
に
筆
者
は
、「
程
ほ
ど
の
大
切
さ
ー
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
つ
い
て
」（
三
）
と
題

す
る
小
論
で
中
心
に
な
る
論
点
を
要
約
し
て
お
い
た
の
で
、
今
後
は
こ
の
小
論
を
導
き
の
糸
と
し

て
、
更
に
資
料
を
豊
富
化
さ
せ
て
、
孟
子
の
「
対
の
思
想
」
を
中
心
に
し
て
、
具
体
的
に
実
証
的

に
中
庸
思
想
の
政
治
的
意
義
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

「対
の
思
想
」
と
法
・儒
の
政
治
思
想 

 

第
二
は
、
性
善
説
を
説
く
儒
家
と
性
悪
説
を
説
く
法
家
と
い
う
「
対
の
思
想
」
関
係
に
あ
る
政

治
思
想
が
、
ど
の
様
な
相
互
関
係
に
在
り
、
何
故
に
中
国
歴
史
上
に
お
い
て
長
く
生
き
延
び
て
、

現
代
社
会
に
ま
で
強
く
影
響
を
与
え
て
来
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

仁
義
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
思
想
展
開
す
る
儒
家
と
、
法
術
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
思
想
展
開

す
る
法
家
の
国
家
統
治
の
思
考
方
法
や
発
想
方
法
の
違
い
や
、
両
思
想
の
議
論
が
噛
み
合
わ
ず
に

す
れ
違
い
の
大
き
な
原
因
や
背
景
の
一
つ
に
は
、
孟
子
と
韓
非
子
の
生
誕
に
ま
つ
わ
る
経
歴
の
違

い
が
あ
る
こ
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

原
因
の
二
つ
に
は
、
両
者
の
政
治
思
想
は
、
各
々
事
物
全
体
の
半
面
だ
け
を
見
て
、
自
己
の
学

説
に
都
合
の
よ
い
面
の
み
を
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
を
強
調
し
て
自
説
を
無
理
に
完
成
の
域
に
到
達

さ
せ
て
い
る
た
め
に
、
相
互
に
相
手
を
否
定
し
合
わ
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
政
治
理
念
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
思
想
と
も
単
独
で
は
、
同
一
物
の
半
面
の
み
し
か
捕
捉
し
て
い
な
い
た
め

に
、
国
家
統
治
の
政
治
思
想
と
し
て
は
、
未
熟
で
あ
り
未
完
成
な
政
治
思
想
な
の
で
あ
る
。 

原
因
の
三
つ
に
は
、
孟
子
は
戦
国
時
代
の
最
中
に
活
躍
し
て
、
韓
非
子
は
中
国
統
一
の
直
前
に

自
己
の
思
想
を
完
成
さ
せ
、
孟
子
の
生
ま
れ
た
時
代
と
戦
国
末
期
の
韓
非
子
の
生
ま
れ
た
時
代
に

は
、
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
関
係
し
て
い
て
、
両
者
の
活
躍
し
た
時
代
的
背
景
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
中
国
の
統
一
国
家
の
成
立
過
程
―
秦
漢
時
代
の
皇
帝
支
配

下
の
一
元
的
中
央
集
権
制
州
県
制
支
配
の
国
家
の
成
立
過
程
と
大
い
に
関
係
が
あ
る(

四)

。 

 

金
谷
氏
は
、
「
解
説
」
に
お
い
て
、
韓
非
子
の
法
術
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
背
景
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

 

「
人
間
の
歴
史
は
利
益
追
求
を
軸
と
し
て
変
化
す
る
と
み
た
の
で
あ
る
。
人
が
少
な
く
て
物
資

が
豊
か
で
あ
っ
た
古
代
で
は
、
人
の
欲
望
は
ま
だ
小
さ
く
て
道
徳
が
も
の
を
言
っ
た
。
し
か
し
、

人
が
増
え
て
物
が
足
り
な
く
な
っ
た
中
世
で
は
、
人
々
は
頭
を
使
っ
て
争
う
こ
と
に
な
る
。
や
が

て
利
益
を
追
求
す
る
欲
望
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
今
や
力
で
争
う
時
代
に
な
っ
た
、
と
い
う
（
五

蠧
篇
）
。
こ
の
時
代
認
識
は
彼
の
人
間
観
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
始
皇
帝
に
よ
る
統
一
前
夜
の

ま
さ
に
末
期
的
な
過
酷
な
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
時
代
が
変
わ
っ
た
か
ら
に

は
事
業
も
ま
た
変
わ
る
べ
き
で
あ
る
。
儒
者
の
主
張
す
る
仁
義
の
徳
は
既
に
古
い
。
新
し
い
力
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
支
配
の
原
理
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
（
五
蠧
篇
）。・
・
・
こ
こ
に
厳
格
な
法

術
主
義
の
施
行
が
要
請
さ
れ
る
。
新
し
い
時
代
に
適
応
し
た
客
観
的
な
統
治
の
原
則
と
は
法
術
主

義
で
あ
っ
た
。
」
（
五
） 
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中
国
の
歴
史
長
編
小
説
に
匹
敵
す
る
現
代
中
国
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。 

し
か
し
よ
く
こ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
と
、
状
況
の
変
化
に
右
往
左
往
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
主
人
公
の
行
動
の
中
に
は
、
両
極
端
の
真
ん
中
を
執
る
中
庸
の
思
想
が
、
し
っ
か
り
腰

を
下
ろ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
視
聴
者
は
ホ
ッ
ト
安
心
す
る
の
で
あ
る
。
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
ホ
ッ
ト
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
ド
ラ
マ
が
熱
狂
的
に
支
持
さ
れ
た
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

駒
田
信
二
氏
や
金
谷
治
氏
が
指
摘
し
た
、
多
様
な
「
対
の
思
想
」
が
、
縦
横
無
尽
に
複
合
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
中
国
人
一
三
億
人
が
熱
狂
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
理

由
は
簡
単
で
、
中
国
人
の
基
本
的
な
民
族
的
特
色
で
あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
と
中
庸
思

想
に
、
ピ
ッ
タ
リ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
故
で
あ
る
。 

確
か
に
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
と
、
主
人
公
の
行
動
や
ド
ラ
マ
の
背
景
に
は
、
論
理
的
一
貫
性
が

な
く
、
そ
の
場
そ
の
場
の
判
断
で
場
面
が
変
わ
り
、
主
人
公
達
も
自
分
の
行
動
を
変
え
て
い
く
と

こ
ろ
に
、
時
間
的
な
連
続
性
が
な
く
、
日
本
人
が
伝
統
的
に
好
む
一
貫
性
や
論
理
的
思
考
性
が
な

い
。
こ
れ
が
両
国
の
民
族
性
の
違
い
な
の
で
あ
ろ
う
と
、
つ
く
づ
く
見
て
い
て
そ
う
思
っ
た
。 

駒
田
氏
が
、
「
そ
し
て
，
そ
の
善
と
悪
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
に
さ
ら
に
ま
た
善
と
悪
と
を
見

る
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
善
と
悪
の
な
か
に
、
さ
ら
に
対
を
見
る
。
潔
い
こ
と
を
好
む
日
本
の
大

衆
一
般
は
、
こ
の
よ
う
な
思
考
の
、
く
ど
さ
、
ね
ば
り
強
さ
を
好
ま
な
い
。
中
国
の
小
説
の
場
合

に
は
、<

影
の
部
分>

を
つ
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
が
ふ
く
ら
ん
で
ゆ
く
と
い
っ
た
が
、
今

日
の
中
国
の
い
わ
ゆ
る
「
人
民
文
学
」
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
人
民
文
学
」
は
一
種
の
勧
懲
小

説
で
あ
っ
て
、
典
型
を
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
典
型
と
は
多
く<
影
の
部
分>

を

削
り
取
っ
た
八
犬
士
的
な
類
型
で
あ
る
」
（
一
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
も
、
「
政
治
優
先
の
現
代
の
中
国
で
は
、
小
説
も
ま
た
社
会
主
義
の
発
展
に
向
か
っ
て

勇
猛
邁
進
す
る
人
々
が
描
か
れ
、
そ
こ
で
は
善
玉
と
悪
玉
と
が
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
と
い
う
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。
私
は
、
中
国
の
人
々
も
本
当
は
そ
う
し
た
小
説
を
あ
ま
り
お
も
し
ろ
い
と

は
思
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
ま
す
。
・
・
・
で
す
か
ら
、
現
に
自
由
化
に
伴
っ

て
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
来
て
い
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
は
ま
た
、
彼
ら
も
本
来
お
も
し
ろ
い
と
感
じ

る
よ
う
な
一
面
的
で
な
い
小
説
が
盛
ん
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
二
）
と
、
述
べ
る
。 

駒
田
氏
が
指
摘
し
て
金
谷
氏
が
予
測
し
た
よ
う
に
、
近
代
自
由
化
路
線
を
歩
む
現
代
の
中
国
で

は
、
文
化
大
革
命
時
に
一
時
的
に
抑
圧
さ
れ
た
、
前
近
代
的
な
解
放
前
の
中
国
人
が
熱
狂
し
た
両

面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
と
中
庸
思
想
を
縦
横
に
展
開
し
た
小
説
や
ド
ラ
マ
が
、
復
活
し
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
『
大
唐
遊
侠
伝
』
も
同
様
な
内
容
で
あ
っ
た
。 

こ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
、
後
学
の
私
と
し
て
は
、
偉
大
な
中
国
研
究
者
で
あ
る
駒
田
信
二

氏
や
金
谷
治
氏
の
、
中
国
民
族
の
好
悪
の
趣
向
性
に
関
す
る
非
常
に
的
確
な
発
言
や
未
来
を
見
通

し
た
透
徹
し
た
彗
目
に
敬
意
を
表
し
た
い
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
上
述
し
た
「
強
固
な
家
族
愛
」
と
「
善
悪
の
両
面
を
持
つ
中
国
人
像
」
が
、
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
る
「
新
・
上
海
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
関
連
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

二
つ
の
重
要
な
研
究
課
題
に
つ
い
て
、
問
題
の
提
起
を
し
て
お
き
た
い
。 

 

二 
 

対
の
思
想
か
ら
見
た
中
庸
思
想
の
研
究 

 

第
一
は
、
本
稿
で
個
別
的
に
展
開
し
た
四
本
の
論
文
を
総
合
化
す
る
論
文
作
成
の
作
業
で
あ
る
。 

 

両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
研
究
を
通
し
て
、
中
国
人
の
思
考
と
日
本
人
と
の
思
考
の
違
い

は
、
中
国
人
は
全
て
の
物
事
に
は
、｢

善
い
面
も
あ
る
が
、
悪
い
面
も
あ
る｣

と
い
う
、
善
悪
が
曖

昧
な
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
を
す
る
の
に
反
し
て
、
日
本
人
は
、
「
善
い
も
の
は
善
い
、
悪

い
も
の
は
悪
い
」
と
、
善
悪
の
区
別
が
明
瞭
で
あ
る
所
に
、
民
族
性
の
違
い
に
よ
る
思
考
方
法
の

相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

中
国
人
は
、
極
端
な
論
理
的
理
論
を
嫌
い
、
常
識
や
情
理
を
重
視
し
て
、
両
極
端
の
平
衡
感
覚

や
バ
ラ
ン
ス
を
尊
重
す
る
中
庸
の
気
質
を
伝
統
的
に
持
つ
民
族
で
あ
る
。
決
し
て
一
方
に
偏
ら
な

い
思
考
を
、
中
国
人
は
伝
統
的
に
最
も
重
視
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
実
現
・
維
持
す

る
前
提
と
し
て
両
極
端
思
想
―
「
対
の
思
想
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
を
政
治
、
経
済
、
学
問
、
美
術
、
日
常
生
活
に
お
い
て
実
現
す
る
た
め
に
は
、

古
来
よ
り
中
国
人
は
、
そ
の
必
要
条
件
と
し
て
万
物
に
お
け
る
両
極
端
物
の
存
在
―
「
対
の
思
想
」

の
存
在
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
や
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
養
成
と
実
現
に
苦
心
惨
憺

と
し
て
、
努
力
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

中
国
人
の
基
本
的
な
思
考
方
法
で
あ
る
「
対
の
思
想
」
や
、
最
高
の
徳
目
で
あ
る
中
庸
思
想
の

実
現
の
た
め
に
は
、
臨
機
応
変
性
の
あ
る
思
考
方
法
と
行
動
様
式
が
常
に
必
要
で
あ
り
、
物
事
の

両
面
思
考
が
で
き
る
こ
と
が
、
中
国
の
知
識
人
に
は
必
須
要
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
全
く

自
己
矛
盾
し
た
正
反
対
の
発
言
や
行
動
を
、
時
に
は
意
識
的
に
採
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
中
庸
思
想
の
前
提
で
あ
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
展
開

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
て
の
要
素
が
渾
然
一
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
、
「
対
の
思
想
」
が
、
「
現
実
を
尊
重
」
す
る
中
国
人
に
適
合
し
て
お
り
、
「
状
況
の
変

化
」
の
激
し
い
中
国
に
も
適
合
し
て
お
り
、
「
広
大
な
国
土
に
多
様
な
国
民
性
」
が
あ
る
現
実
に

も
適
合
し
て
お
り
、
「
中
庸
思
想
を
実
現
」
す
る
上
で
も
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
お
い
て
非
常
に
大
切
な
思
想
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
の
四
つ
の
要
因
は
、

本
稿
で
は
問
題
点
を
簡
潔
に
整
理
し
て
、
議
論
を
展
開
し
や
す
く
す
る
必
要
上
、
六
本
に
小
分
け

し
た
が
、
本
来
は
各
々
個
別
的
に
論
じ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
世
界

の
様
に
、
四
つ
の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
つ
つ
総
合
的
に
展
開
し
て
き
て
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思

想
」
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
で
あ
る
四
つ
の
要
因
が
、
複
雑
に
絡
み
合
い
一

個
人
の
人
生
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
現
代

中
国
政
治
世
界
に
お
い
て
も
、
本
稿
の
四
つ
の
論
文
の
全
て
に
お
い
て
、
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」

が
現
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
実
証
し
て
き
た
。 

 

従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
四
つ
の
要
因
を
総
合
的
に
絞
り
込
ん
で
、
中
国
思
想
の
精

髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
、
「
対
の
思
想
」
を
一
本
化
し
て
総
合
的
な
論
文
に

纏
め
直
す
作
業
が
、
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
問
題
の
解
決
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
『
孟
子
』
の
中
に
現
れ
た
孟
子
の
言
行
を
中
心
に
し

て
、
す
で
に
筆
者
は
、「
程
ほ
ど
の
大
切
さ
ー
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
つ
い
て
」（
三
）
と
題

す
る
小
論
で
中
心
に
な
る
論
点
を
要
約
し
て
お
い
た
の
で
、
今
後
は
こ
の
小
論
を
導
き
の
糸
と
し

て
、
更
に
資
料
を
豊
富
化
さ
せ
て
、
孟
子
の
「
対
の
思
想
」
を
中
心
に
し
て
、
具
体
的
に
実
証
的

に
中
庸
思
想
の
政
治
的
意
義
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

「対
の
思
想
」
と
法
・儒
の
政
治
思
想 

 

第
二
は
、
性
善
説
を
説
く
儒
家
と
性
悪
説
を
説
く
法
家
と
い
う
「
対
の
思
想
」
関
係
に
あ
る
政

治
思
想
が
、
ど
の
様
な
相
互
関
係
に
在
り
、
何
故
に
中
国
歴
史
上
に
お
い
て
長
く
生
き
延
び
て
、

現
代
社
会
に
ま
で
強
く
影
響
を
与
え
て
来
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

仁
義
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
思
想
展
開
す
る
儒
家
と
、
法
術
を
中
心
テ
ー
マ
に
し
て
思
想
展
開

す
る
法
家
の
国
家
統
治
の
思
考
方
法
や
発
想
方
法
の
違
い
や
、
両
思
想
の
議
論
が
噛
み
合
わ
ず
に

す
れ
違
い
の
大
き
な
原
因
や
背
景
の
一
つ
に
は
、
孟
子
と
韓
非
子
の
生
誕
に
ま
つ
わ
る
経
歴
の
違

い
が
あ
る
こ
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

原
因
の
二
つ
に
は
、
両
者
の
政
治
思
想
は
、
各
々
事
物
全
体
の
半
面
だ
け
を
見
て
、
自
己
の
学

説
に
都
合
の
よ
い
面
の
み
を
取
り
入
れ
て
、
そ
れ
を
強
調
し
て
自
説
を
無
理
に
完
成
の
域
に
到
達

さ
せ
て
い
る
た
め
に
、
相
互
に
相
手
を
否
定
し
合
わ
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
政
治
理
念
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
思
想
と
も
単
独
で
は
、
同
一
物
の
半
面
の
み
し
か
捕
捉
し
て
い
な
い
た
め

に
、
国
家
統
治
の
政
治
思
想
と
し
て
は
、
未
熟
で
あ
り
未
完
成
な
政
治
思
想
な
の
で
あ
る
。 

原
因
の
三
つ
に
は
、
孟
子
は
戦
国
時
代
の
最
中
に
活
躍
し
て
、
韓
非
子
は
中
国
統
一
の
直
前
に

自
己
の
思
想
を
完
成
さ
せ
、
孟
子
の
生
ま
れ
た
時
代
と
戦
国
末
期
の
韓
非
子
の
生
ま
れ
た
時
代
に

は
、
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
関
係
し
て
い
て
、
両
者
の
活
躍
し
た
時
代
的
背
景
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
中
国
の
統
一
国
家
の
成
立
過
程
―
秦
漢
時
代
の
皇
帝
支
配

下
の
一
元
的
中
央
集
権
制
州
県
制
支
配
の
国
家
の
成
立
過
程
と
大
い
に
関
係
が
あ
る(

四)

。 

 

金
谷
氏
は
、
「
解
説
」
に
お
い
て
、
韓
非
子
の
法
術
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
背
景
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

 

「
人
間
の
歴
史
は
利
益
追
求
を
軸
と
し
て
変
化
す
る
と
み
た
の
で
あ
る
。
人
が
少
な
く
て
物
資

が
豊
か
で
あ
っ
た
古
代
で
は
、
人
の
欲
望
は
ま
だ
小
さ
く
て
道
徳
が
も
の
を
言
っ
た
。
し
か
し
、

人
が
増
え
て
物
が
足
り
な
く
な
っ
た
中
世
で
は
、
人
々
は
頭
を
使
っ
て
争
う
こ
と
に
な
る
。
や
が

て
利
益
を
追
求
す
る
欲
望
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
今
や
力
で
争
う
時
代
に
な
っ
た
、
と
い
う
（
五

蠧
篇
）
。
こ
の
時
代
認
識
は
彼
の
人
間
観
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
始
皇
帝
に
よ
る
統
一
前
夜
の

ま
さ
に
末
期
的
な
過
酷
な
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
時
代
が
変
わ
っ
た
か
ら
に

は
事
業
も
ま
た
変
わ
る
べ
き
で
あ
る
。
儒
者
の
主
張
す
る
仁
義
の
徳
は
既
に
古
い
。
新
し
い
力
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
支
配
の
原
理
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
（
五
蠧
篇
）。・
・
・
こ
こ
に
厳
格
な
法

術
主
義
の
施
行
が
要
請
さ
れ
る
。
新
し
い
時
代
に
適
応
し
た
客
観
的
な
統
治
の
原
則
と
は
法
術
主

義
で
あ
っ
た
。
」
（
五
） 
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対
の
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義 

 
 

 
 

 
 

―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た 

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（終
章
）
― 

 
  

中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と

し
て
、
中
国
（
人
）
の
特
殊
要
因
と
し
て
、「
現
実
の
尊
重
」
、「
状
況
の
変
化
」
、「
広
大
な
国
土(

多

様
な
国
民
性)

」
、「
中
庸
思
想
」
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
要
因
は
、
中
国
社
会
の
表
面

的
・
現
象
的
特
色
で
あ
っ
て
、
そ
の
根
本
的
要
因
は
、
世
界
史
上
の
人
類
の
発
展
段
階
か
ら
考
察

す
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
原
始
共
同
体
社
会
の
崩
壊
に
伴
う
中
国
社
会
の
家
族

制
度
誕
生
の
早
熟
性
と
強
固
性
に
求
め
ら
れ
る
が
、
他
方
で
は
中
国
社
会
の
共
同
体
的
遺
制
＝
人

類
の
類
的
存
在
の
残
存
の
強
固
性
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
お
互
い
に
反
発
す
る
家
族
制
度
と
社
会

制
度
と
い
う
、
相
異
な
る
二
つ
の
緊
張
的
な
同
時
共
存
性
が
、
世
界
史
上
に
お
け
る
中
国
人
の
思

考
的
特
殊
性
で
あ
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
本
源
的
要
因
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
対
の
思
想 

歴
史
的
背
景 

根
本
的
要
因 

個
別
家
族
制
度 

国
家
社
会
制
度 

 

一 

は
じ
め
に 

 

昨
年
の
夏
、
中
国
国
民
に
圧
倒
的
に
人
気
を
博
し
た
『
上
海
灘
』
を
、
リ
メ
イ
ク
し
て
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
化
し
た
『
新
・
上
海
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
を
見
る
機
会
を
得
た
。
中
国
一
三
億
人
が
熱
狂
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
チ
ョ
ウ･

ユ
ン
ア
ン
、
レ
ス
リ
ー
・
チ
ャ
ン
が
演
じ
た
伝
説
の
ド
ラ
マ
の
再

現
で
あ
る
。
男
女
の
運
命
的
な
愛
や
、
男
と
男
の
友
情
を
中
心
に
描
い
た
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
だ
主
人
公
の
許
文
強
（
ホ
ヮ
ン
・
シ
ャ
オ
ミ
ン
）
、

丁
力
（
ホ
ァ
ン
・
ハ
イ
ポ
ウ
）
を
中
心
に
し
て
、
疑
似
的
兄
弟
関
係
を
結
ん
だ
仲
間
が
、
悪
人
を

相
手
に
、
時
に
は
善
人
を
も
巻
き
込
み
、
善
悪
曖
昧
な
中
で
、
生
死
を
か
け
て
暴
れ
ま
く
り
、
相

手
を
血
祭
り
に
挙
げ
て
活
躍
す
る
映
像
を
見
て
い
る
と
、
中
国
人
に
伝
統
的
に
人
気
の
あ
る
武
勇

長
編
小
説
の
『
水
滸
伝
』
の
現
代
版
で
あ
り
、
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

小 
 

倉 
 

正 
 

昭 
 

 

日
本
の
『
「
水
戸
黄
門
』
、
『
吉
宗
評
判
記
』
の
よ
う
な
、
善
悪
の
区
別
の
は
っ
き
り
し
た
単
純

明
快
な
ド
ラ
マ
と
違
い
、
善
悪
が
複
雑
に
絡
み
合
い
入
り
乱
れ
て
い
る
。
マ
フ
ィ
ア
の
大
物
の
悪

人
が
、
家
庭
で
は
善
良
な
妻
子
思
い
の
善
人
で
あ
り
、
善
人
の
主
人
公
が
悪
行
に
走
っ
た
り
、
味

方
が
敵
に
寝
返
り
、
敵
対
者
が
味
方
に
な
り
、
悲
し
み
の
中
で
離
別
し
て
堕
落
し
た
か
っ
て
の
恋

人
が
、
再
開
後
に
再
び
純
愛
の
恋
心
を
寄
せ
た
り
す
る
。 

「
好
き
な
故
に
上
海
を
離
れ
る
」
と
マ
フ
ィ
ア
の
大
物
の
父
親
に
言
い
残
し
た
か
と
思
う
と
、

今
度
は
「
君
が
好
き
だ
か
ら
上
海
に
止
ま
る
」
と
告
白
し
て
、
新
し
い
恋
人
が
で
き
て
、
幸
福
な

家
庭
が
実
現
す
る
と
思
い
き
や
、
ま
た
離
別
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
舞
台
が
急
に

変
化
す
る
所
に
、
如
何
な
く
表
れ
て
い
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
や
台
本
に
は
、
論
理
性
や
首
尾
一
貫
性

が
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
中
国
ド
ラ
マ
の
特
徴
で
あ
り
、
精
髄
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
ド
ラ
マ
で
大
切
な
の
は
、
本
稿
の
論
考
で
展
開
し
て
き
た
、
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て

き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
の
四
つ
の
要
因
―
「
現
実
の
尊
重
」
、「
状
況
の
変
化
」
、「
広
大
な
大
地

―
多
様
な
国
民
性
」
、「
中
庸
思
想｣

―
が
、
如
何
な
く
随
所
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

恋
人
と
の
絆
を
断
ち
上
海
を
離
れ
る
と
い
う
主
人
公
が
、
恋
人
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、
再
び
さ

し
た
る
大
き
な
理
由
や
変
化
も
な
い
の
に
、
上
海
に
止
ま
る
こ
と
や
、
善
人
を
救
う
た
め
に
無
報

酬
の
肉
体
労
働
を
す
る
道
徳
性
を
見
せ
た
か
と
思
う
と
、
悪
人
に
は
悪
人
以
上
の
暴
行
を
繰
り
広

げ
る
、
善
悪
入
り
乱
れ
の
展
開
劇
が
幾
重
に
も
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
両
極
端
に
対
す
る
両
面
思

考
―
「
対
の
思
想
」
が
、
幾
つ
も
重
な
り
合
い
、
随
所
に
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。 

中
で
も
大
き
い
の
は
、
状
況
の
変
化
で
あ
る
。
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
主
人
公
達
の
運
命
が

世
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
主
人
公
達
は
離
合
集
散
を
果
て
し
な
く
繰
り
広
げ
、
何
時
に
な

っ
た
ら
幸
せ
な
に
な
る
か
、
そ
の
結
末
が
分
ら
な
い
。
常
に
歌
舞
伎
調
の
ど
ん
で
ん
返
し
が
繰
り

返
さ
れ
て
、
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
次
回
の
ド
ラ
マ
を
期
待
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
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り
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考
で
展
開
し
て
き
た
、
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て

き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
の
四
つ
の
要
因
―
「
現
実
の
尊
重
」
、「
状
況
の
変
化
」
、「
広
大
な
大
地

―
多
様
な
国
民
性
」
、「
中
庸
思
想｣

―
が
、
如
何
な
く
随
所
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

恋
人
と
の
絆
を
断
ち
上
海
を
離
れ
る
と
い
う
主
人
公
が
、
恋
人
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、
再
び
さ

し
た
る
大
き
な
理
由
や
変
化
も
な
い
の
に
、
上
海
に
止
ま
る
こ
と
や
、
善
人
を
救
う
た
め
に
無
報

酬
の
肉
体
労
働
を
す
る
道
徳
性
を
見
せ
た
か
と
思
う
と
、
悪
人
に
は
悪
人
以
上
の
暴
行
を
繰
り
広

げ
る
、
善
悪
入
り
乱
れ
の
展
開
劇
が
幾
重
に
も
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
両
極
端
に
対
す
る
両
面
思

考
―
「
対
の
思
想
」
が
、
幾
つ
も
重
な
り
合
い
、
随
所
に
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。 

中
で
も
大
き
い
の
は
、
状
況
の
変
化
で
あ
る
。
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
主
人
公
達
の
運
命
が

世
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
主
人
公
達
は
離
合
集
散
を
果
て
し
な
く
繰
り
広
げ
、
何
時
に
な

っ
た
ら
幸
せ
な
に
な
る
か
、
そ
の
結
末
が
分
ら
な
い
。
常
に
歌
舞
伎
調
の
ど
ん
で
ん
返
し
が
繰
り

返
さ
れ
て
、
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
次
回
の
ド
ラ
マ
を
期
待
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

（34）
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Historical Development of the thought of Dui and the Doctrine of the Mean 

― Historical background from which the thought of Dui (dualist thought) arose (5) ― 

 

Masaaki OGURA* 
 

The mean signifies “a balanced state, not being slanted toward a particular idea, not depending on anything, and not 

being too much or too little”. It is the thought that great importance is attached to respect for common sense and 

harmonization, which are essential aspects of Confucian thought. Two-sided thinking―“the thought of Dui”―that 

includes both ends of a spectrum, arose as a requirement to realize and maintain the mean, which is the backbone of 

Chinese popular thought. This can be verified concretely in ancient times, the Tang and Song, and modern times of 

China. Political, structural characteristics of the Doctrine of the Mean in successive Chinese dynasties lie in the intention 

to stabilize and maintain political balance between two different extreme powers: one is public power―state (society); 

the other is private power―family (self). 
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六
四
年 

第
三
章 

第 

五
節 

「
権
」
是
認
の
根
底
に
あ
る
も
の 

一
四
四
頁 

参
照) 

（
六
八
）『
孟
子
（
下
）
』
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

巻
第
五 

公
孫
丑
章
句
下 

一
六
一
頁 

―
一
六
二
頁 

参
照) 

（
六
九
）『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
七
四
頁 

参
照) 

  

（
受
付
日
二
〇
一
一
年 

九
月 

 

二
七
日
） 

（
受
理
日
二
〇
一
一
年
十
二
月 

 

二
一
日
） 

 

 

 
Historical Development of the thought of Dui and the Doctrine of the Mean 

― Historical background from which the thought of Dui (dualist thought) arose (5) ― 

 

Masaaki OGURA* 
 

The mean signifies “a balanced state, not being slanted toward a particular idea, not depending on anything, and not 

being too much or too little”. It is the thought that great importance is attached to respect for common sense and 

harmonization, which are essential aspects of Confucian thought. Two-sided thinking―“the thought of Dui”―that 

includes both ends of a spectrum, arose as a requirement to realize and maintain the mean, which is the backbone of 

Chinese popular thought. This can be verified concretely in ancient times, the Tang and Song, and modern times of 

China. Political, structural characteristics of the Doctrine of the Mean in successive Chinese dynasties lie in the intention 

to stabilize and maintain political balance between two different extreme powers: one is public power―state (society); 

the other is private power―family (self). 

 

Key words: the thought of Dui, the Doctrine of the Mean, ancient China, Tang and Song Dynasties, modern China 
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対の思想と中庸思想の歴史的展開　－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（五）－ 119（32）



 

三
―
文
革
中
の
毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
を
復
活
し
た
の
は
江
青
ら
の
極
左
派
の
専
権
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
、
共
産
党
組
織
の
立
て
直
し
と
自
己
の
位
置
の
保
全
の
た
め
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
左

右
両
派
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
、
権
力
安
定
を
志
向
す
る
中
庸
思
想
の
人
物
で
あ
っ
た
。
中
庸

人
の
華
国
鋒
の
大
抜
擢
も
、
そ
の
証
拠
で
あ
る
。 

四
―
現
代
中
国
人
の
商
売
原
則
に
は
、
双
方
が
両
極
端
に
偏
ら
ず
に
、
お
互
い
に
寄
り
添
い
、

和
合
し
て
人
間
関
係
を
最
善
に
し
て
お
く
こ
と
ー
「
調
和
」
の
精
神
で
人
間
関
係
を
保
持
し
て
い

く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
言
う
。
儒
教
の
中
庸
の
精
神
が
商
売
の
世
界
ま
で
生
き
て
い
て
、
「
対

の
思
考
」
の
精
神
上
部
に
、
儒
教
の
中
庸
思
想
が
、
現
代
に
ま
で
中
国
人
を
強
く
支
配
し
て
い
る
。 

五
―
中
国
人
の
伝
統
的
で
現
代
ま
で
規
定
す
る
、
中
国
人
の
全
精
神
構
造
の
上
部
に
あ
り
、「
対

の
思
想
」
を
規
定
し
て
い
る
の
が
、
中
庸
思
想
で
あ
る
。
従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴

史
的
背
景
の
最
大
の
要
因
は
、
中
庸
思
想
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
。 

 

六
―
中
庸
思
想
を
説
く
儒
教
が
、
二
〇
世
紀
ま
で
支
持
さ
れ
、
知
識
人
の
根
本
思
想
に
な
っ
て

き
た
の
は
、
常
識
や
調
和
―
中
庸
が
重
要
と
認
識
さ
れ
、
「
対
の
思
想
」
が
中
庸
思
想
の
実
現
す

る
必
要
条
件
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
善
悪
や
長
短
を
議
論
す
る
こ
と
―
論
理
性

や
科
学
的
考
察
の
追
求
を
得
意
と
す
る
日
本
人
や
西
洋
人
に
は
、
「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
思
想
の

精
神
は
、
非
常
に
理
解
し
難
い
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
政
治
思
想
的
特
質
で
あ
る
。 

 

七
―
中
国
思
想
の
特
質
を
規
定
し
て
い
る
中
庸
思
想
は
、
何
故
に
非
常
に
実
現
が
困
難
な
思
想

で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
中
庸
思
想
自
身
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
中
庸
思
想
の
周
囲
に

存
在
す
る
政
治
・
経
済
・
社
会
の
外
部
状
況
が
絶
え
ず
変
動
す
る
中
で
、
「
不
偏
不
倚
」
の
真
ん

中
を
実
現
維
持
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
思
想
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

八
ー
中
庸
思
想
の
政
治
構
造
的
特
質
は
、
中
国
人
の
政
治
的
世
界
観
で
あ
る
家
族
制
度
＝
私
権

力
と
国
家
社
会
＝
公
権
力
を
、
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
ず
に
両
立
し
て
、
こ
れ
を
安
定
的
維
持
し
て
行

く
所
に
存
在
し
た
。
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
互
い
に
反
発
す
る
二
重
権
力
構
造
を
、
「
不
偏
不

倚
」
の
精
神
に
お
い
て
、
常
に
緊
張
関
係
を
以
っ
て
、
修
身
→
斉
家
→
治
国
→
平
天
下
の
大
理
想

の
中
に
実
現
し
て
行
く
こ
と
が
、
儒
教
の
最
高
規
範
で
あ
り
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
っ
た
。 

九
ー
本
稿
で
は
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
来
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
中
庸
思
想
の
具
体
的
有
様

に
つ
い
て
古
代
よ
り
現
代
ま
で
の
歴
史
的
事
例
に
よ
り
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
中
庸
思
想
に
は
、

数
多
く
の
研
究
史
の
蓄
積
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
中
庸
思
想
に
関
し
て
は
、
研
究
史
の
問
題
点
や

中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
質
の
原
理
的
解
明
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
に
解
明
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。 

（
二
〇
一
一
年
九
月
二
六
日 

稿
了) 

 

注 （
一
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
（
一
）
―
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
（
四
） 

―
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

（
二
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
０
五
頁 

参
照) 

（
三
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
八
三
頁 

参
照) 

（
四
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

八
三
頁 

参
照) 

（
五
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
四
八
頁 

参
照) 

（
六
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

三
三
頁 

参
照) 

（
七
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
八
四
頁 

参
照) 

一
―
宮
崎
氏
は
、「
和
」
を
、「
互
い
に
仲
好
く
」
と
か
、「
協
力
」
と
言
う
意
味
に
解
釈 

す
る(

『
論
語
の
新
研
究
』

 

宮
崎
市
定 

岩
波
書
店 

三
〇
二
頁 

参
照
）。
し
か
し
「
和
」 

の
意
味
は
、
本
文
中
の
注(

一
七)

に
お
い
て
、
金
谷
氏
の
指
摘
す
る
所
で
明
白
の
様
に
、「
調 

和
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
中
庸
の
意
味
を
逸
脱
し
た
、
明
ら
か
な
誤
訳
で
あ
る
。 

二
―
赤
塚
氏
も
、「
和
」
に
つ
い
て
、「
和
合
、
調
和
す
る
こ
と
。
『
論
語
』
に
「
和
し
て 

同
ぜ
ず
」（
子
路
篇
）
と
い
う
よ
う
に
、「
和
」
は
付
和
雷
同
と
は
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が 

独
立
し
な
が
ら
協
同
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」（
新
釈
漢
文
大
系
第
二
巻 

『
大
学
・
中
庸
』

 

赤
塚
忠 

明
治
書
院 

平
成
六
年 

三
五
版 

二
０
五
頁 

参
照
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

（
八
）
『 

孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
一
〇
頁 

―
三
一
一
頁 

参
照) 

（
九
）
『 

孟
子(

上)
)

』
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
四
五 

頁 

参
照) 

（
一
○
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

七
二
頁 

参
照) 

（
一
一
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
〇
六 

頁 

参
照
） 

 

（
一
二
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

二
六
七
頁 

参
照) 

 

金
谷
氏
は
「
補
注
」
し
て
、
『
列
子
』
楊
朱
篇
に
「
世
界
中
の
善
事
は
み
な
舜
と
禹
と 

周
公
と
孔
子
へ
、
世
界
中
の
悪
事
は
み
な
桀
と
紂
へ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
一
三
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

四
二
〇 

頁 
参
照
） 

 

（
一
四
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
〇
六 

頁 

参
照
） 

（
一
五
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
五
三 

頁 

参
照
） 

（
一
六
）『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
七
四 

頁
―
一
七
五
頁 

参
照
） 

（
一
七
）
『
孟
子
（
上
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
五
九 

頁 

参
照
） 

（
一
八
）
『
孟
子
（
上
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 
一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
五
七 

頁 

注 

五 

参
照) 

（
一
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

二
二
二
頁 

参
照) 

（
二
○
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 
第
三
六
刷 

三
〇
八 

頁 

参
照
） 

（
二
一
）
『
程
氏
遺
書
』（
巻
一
一 

参
照
） 

『
近
思
録
』（
巻
一 

参
照
） 

（
二
二
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司 

第
二
章 

理
の
多
様
性 

第
六
節 

第
二
項 
対 

観
念
成
立
の
要
因 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

九
四
頁 

参
照) 

（
二
三
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司 

第
二
章 

理
の
多
様
性 

第
六
節 

第
二
項 

対 

観
念
成
立
の
要
因 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

参
照) 

（
二
四
）
『
程
氏
遺
書
』（
第
一
八
巻 

参
照
） 

（
二
五
）
『
程
氏
遺
書
』（
第
四
巻 

参
照
） 

（
二
六
）
『 

中
庸
』(

宇
野
哲
人
全
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
八
三
年 

四
三
頁
―
四
五
頁 

 

参
照) 

（
二
七
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 

一
四
四
頁 

参
照) 

（
二
八
）
『
朱
子
文
集
』
四
二
巻
「
答
胡
廣
仲
第
五
書
」(

市
川
安
司
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』
九 

九
頁 

参
照) 

（
二
九
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 

二
五
〇
頁 

参
照) 

（
三
○
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 

二
五
二
頁 

参
照) 

（
三
一
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司 

第
二
章 

理
の
多
様
性 

第
六
節 

第
二
項 

対 

観
念
成
立
の
要
因 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

九
九
頁 

参
照) 

 

（
三
二
）
対
聯
の
始
ま
り
は
、
『
宋
史
』
の
「
蜀
世
家
」
に
よ
れ
ば
、
五
代
の
九
四
六
年
（
広
政 

二
年
）
の
春
節
前
、
後
蜀
の
皇
帝
・
孟
昶
の
書
い
た
春
聯
に
「
新
年
納
余
慶
、
嘉
節
号 

長
春
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
現
在
記
録
さ
れ
る
最
も
古
い
春
聨
の
対
句
と
な
っ
て
い
る
。 

（
三
三
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
三
章 

対
待 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
０
九
頁
―
一
一
三
頁 

参
照) 

（
三
四
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

三 

四
頁 

参
照 

) 

（
三
五
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

四 

五
頁 

参
照)

。
退
静
の
儒
教
宰
相
・
王
旦
の
人
格
は
、『
論
語
』
に
「
先
生
が
い
わ
れ
た
、 

「
君
子
は
他
人
の
美
点
を
〔
あ
ら
わ
し
す
す
め
て
〕
成
し
と
げ
さ
せ
、
他
人
の
悪
い
点 

は
成
り
立
た
ぬ
よ
う
に
す
る
が
、
小
人
は
そ
の
反
対
だ
。
」（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

岩 

波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷
一
六
五
頁 

参
照)

と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
の
行
動 

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
た
。 

（
三
六
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

五 

三
頁 

参
照) 

（
三
七
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 

一
五
五
頁 

参
照) 

（
三
八
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

五 

六
頁 

参
照) 

（
三
九
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

七 
四
頁 

参
照) 

（
四
○
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

七 

四
頁 

参
照) 
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三
―
文
革
中
の
毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
を
復
活
し
た
の
は
江
青
ら
の
極
左
派
の
専
権
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
、
共
産
党
組
織
の
立
て
直
し
と
自
己
の
位
置
の
保
全
の
た
め
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
左

右
両
派
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
、
権
力
安
定
を
志
向
す
る
中
庸
思
想
の
人
物
で
あ
っ
た
。
中
庸

人
の
華
国
鋒
の
大
抜
擢
も
、
そ
の
証
拠
で
あ
る
。 

四
―
現
代
中
国
人
の
商
売
原
則
に
は
、
双
方
が
両
極
端
に
偏
ら
ず
に
、
お
互
い
に
寄
り
添
い
、

和
合
し
て
人
間
関
係
を
最
善
に
し
て
お
く
こ
と
ー
「
調
和
」
の
精
神
で
人
間
関
係
を
保
持
し
て
い

く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
言
う
。
儒
教
の
中
庸
の
精
神
が
商
売
の
世
界
ま
で
生
き
て
い
て
、
「
対

の
思
考
」
の
精
神
上
部
に
、
儒
教
の
中
庸
思
想
が
、
現
代
に
ま
で
中
国
人
を
強
く
支
配
し
て
い
る
。 

五
―
中
国
人
の
伝
統
的
で
現
代
ま
で
規
定
す
る
、
中
国
人
の
全
精
神
構
造
の
上
部
に
あ
り
、「
対

の
思
想
」
を
規
定
し
て
い
る
の
が
、
中
庸
思
想
で
あ
る
。
従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴

史
的
背
景
の
最
大
の
要
因
は
、
中
庸
思
想
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
。 

 

六
―
中
庸
思
想
を
説
く
儒
教
が
、
二
〇
世
紀
ま
で
支
持
さ
れ
、
知
識
人
の
根
本
思
想
に
な
っ
て

き
た
の
は
、
常
識
や
調
和
―
中
庸
が
重
要
と
認
識
さ
れ
、
「
対
の
思
想
」
が
中
庸
思
想
の
実
現
す

る
必
要
条
件
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
善
悪
や
長
短
を
議
論
す
る
こ
と
―
論
理
性

や
科
学
的
考
察
の
追
求
を
得
意
と
す
る
日
本
人
や
西
洋
人
に
は
、
「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
思
想
の

精
神
は
、
非
常
に
理
解
し
難
い
、
中
国
人
の
伝
統
的
な
政
治
思
想
的
特
質
で
あ
る
。 

 

七
―
中
国
思
想
の
特
質
を
規
定
し
て
い
る
中
庸
思
想
は
、
何
故
に
非
常
に
実
現
が
困
難
な
思
想

で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
中
庸
思
想
自
身
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
中
庸
思
想
の
周
囲
に

存
在
す
る
政
治
・
経
済
・
社
会
の
外
部
状
況
が
絶
え
ず
変
動
す
る
中
で
、
「
不
偏
不
倚
」
の
真
ん

中
を
実
現
維
持
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
思
想
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

八
ー
中
庸
思
想
の
政
治
構
造
的
特
質
は
、
中
国
人
の
政
治
的
世
界
観
で
あ
る
家
族
制
度
＝
私
権

力
と
国
家
社
会
＝
公
権
力
を
、
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
ず
に
両
立
し
て
、
こ
れ
を
安
定
的
維
持
し
て
行

く
所
に
存
在
し
た
。
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
互
い
に
反
発
す
る
二
重
権
力
構
造
を
、
「
不
偏
不

倚
」
の
精
神
に
お
い
て
、
常
に
緊
張
関
係
を
以
っ
て
、
修
身
→
斉
家
→
治
国
→
平
天
下
の
大
理
想

の
中
に
実
現
し
て
行
く
こ
と
が
、
儒
教
の
最
高
規
範
で
あ
り
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
っ
た
。 

九
ー
本
稿
で
は
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
来
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
中
庸
思
想
の
具
体
的
有
様

に
つ
い
て
古
代
よ
り
現
代
ま
で
の
歴
史
的
事
例
に
よ
り
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
中
庸
思
想
に
は
、

数
多
く
の
研
究
史
の
蓄
積
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
中
庸
思
想
に
関
し
て
は
、
研
究
史
の
問
題
点
や

中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
質
の
原
理
的
解
明
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
に
解
明
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。 

（
二
〇
一
一
年
九
月
二
六
日 

稿
了) 

 

注 （
一
）
拙
稿
『
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
（
一
）
―
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
（
四
） 

―
』（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要 

第
四
五
巻 

二
〇
一
二
年 

参
照
） 

（
二
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
０
五
頁 

参
照) 

（
三
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
八
三
頁 

参
照) 

（
四
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

八
三
頁 

参
照) 

（
五
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
四
八
頁 

参
照) 

（
六
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

三
三
頁 

参
照) 

（
七
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

一
八
四
頁 

参
照) 

一
―
宮
崎
氏
は
、「
和
」
を
、「
互
い
に
仲
好
く
」
と
か
、「
協
力
」
と
言
う
意
味
に
解
釈 

す
る(

『
論
語
の
新
研
究
』

 

宮
崎
市
定 

岩
波
書
店 

三
〇
二
頁 

参
照
）。
し
か
し
「
和
」 

の
意
味
は
、
本
文
中
の
注(

一
七)

に
お
い
て
、
金
谷
氏
の
指
摘
す
る
所
で
明
白
の
様
に
、「
調 

和
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
中
庸
の
意
味
を
逸
脱
し
た
、
明
ら
か
な
誤
訳
で
あ
る
。 

二
―
赤
塚
氏
も
、「
和
」
に
つ
い
て
、「
和
合
、
調
和
す
る
こ
と
。
『
論
語
』
に
「
和
し
て 

同
ぜ
ず
」（
子
路
篇
）
と
い
う
よ
う
に
、「
和
」
は
付
和
雷
同
と
は
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が 

独
立
し
な
が
ら
協
同
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」（
新
釈
漢
文
大
系
第
二
巻 

『
大
学
・
中
庸
』

 

赤
塚
忠 

明
治
書
院 

平
成
六
年 

三
五
版 

二
０
五
頁 

参
照
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

（
八
）
『 

孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
一
〇
頁 

―
三
一
一
頁 

参
照) 

（
九
）
『 
孟
子(

上)
)

』
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
四
五 

頁 
参
照) 

（
一
○
）
『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

七
二
頁 

参
照) 

（
一
一
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
〇
六 

頁 

参
照
） 

 

（
一
二
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

二
六
七
頁 

参
照) 

 

金
谷
氏
は
「
補
注
」
し
て
、
『
列
子
』
楊
朱
篇
に
「
世
界
中
の
善
事
は
み
な
舜
と
禹
と 

周
公
と
孔
子
へ
、
世
界
中
の
悪
事
は
み
な
桀
と
紂
へ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
一
三
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

四
二
〇 

頁 

参
照
） 

 

（
一
四
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
〇
六 

頁 

参
照
） 

（
一
五
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
五
三 

頁 

参
照
） 

（
一
六
）『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

一
七
四 

頁
―
一
七
五
頁 

参
照
） 

（
一
七
）
『
孟
子
（
上
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
五
九 

頁 

参
照
） 

（
一
八
）
『
孟
子
（
上
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
五
七 

頁 

注 

五 

参
照) 

（
一
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

二
二
二
頁 

参
照) 

（
二
○
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

三
〇
八 

頁 

参
照
） 

（
二
一
）
『
程
氏
遺
書
』（
巻
一
一 

参
照
） 

『
近
思
録
』（
巻
一 

参
照
） 

（
二
二
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司 

第
二
章 

理
の
多
様
性 

第
六
節 

第
二
項 

対 

観
念
成
立
の
要
因 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

九
四
頁 

参
照) 

（
二
三
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司 

第
二
章 

理
の
多
様
性 

第
六
節 

第
二
項 

対 

観
念
成
立
の
要
因 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

参
照) 

（
二
四
）
『
程
氏
遺
書
』（
第
一
八
巻 

参
照
） 

（
二
五
）
『
程
氏
遺
書
』（
第
四
巻 

参
照
） 

（
二
六
）
『 

中
庸
』(

宇
野
哲
人
全
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
八
三
年 

四
三
頁
―
四
五
頁 

 

参
照) 

（
二
七
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 

一
四
四
頁 

参
照) 

（
二
八
）
『
朱
子
文
集
』
四
二
巻
「
答
胡
廣
仲
第
五
書
」(
市
川
安
司
『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』
九 

九
頁 

参
照) 

（
二
九
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 
二
五
〇
頁 

参
照) 

（
三
○
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 

二
五
二
頁 

参
照) 

（
三
一
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司 

第
二
章 

理
の
多
様
性 

第
六
節 
第
二
項 

対 

観
念
成
立
の
要
因 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

九
九
頁 

参
照) 

 

（
三
二
）
対
聯
の
始
ま
り
は
、
『
宋
史
』
の
「
蜀
世
家
」
に
よ
れ
ば
、
五
代
の
九
四
六
年
（
広
政 

二
年
）
の
春
節
前
、
後
蜀
の
皇
帝
・
孟
昶
の
書
い
た
春
聯
に
「
新
年
納
余
慶
、
嘉
節
号 

長
春
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
現
在
記
録
さ
れ
る
最
も
古
い
春
聨
の
対
句
と
な
っ
て
い
る
。 

（
三
三
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
三
章 

対
待 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
０
九
頁
―
一
一
三
頁 

参
照) 

（
三
四
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

三 

四
頁 

参
照 

) 

（
三
五
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

四 

五
頁 

参
照)

。
退
静
の
儒
教
宰
相
・
王
旦
の
人
格
は
、『
論
語
』
に
「
先
生
が
い
わ
れ
た
、 

「
君
子
は
他
人
の
美
点
を
〔
あ
ら
わ
し
す
す
め
て
〕
成
し
と
げ
さ
せ
、
他
人
の
悪
い
点 

は
成
り
立
た
ぬ
よ
う
に
す
る
が
、
小
人
は
そ
の
反
対
だ
。
」（
『
論
語
』
金
谷
治
訳
注 

岩 

波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷
一
六
五
頁 

参
照)

と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
の
行
動 

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
た
。 

（
三
六
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

五 

三
頁 

参
照) 

（
三
七
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
書
店 

一
九
九
八
年 

一
五
五
頁 

参
照) 

（
三
八
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

五 

六
頁 

参
照) 

（
三
九
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

七 

四
頁 

参
照) 

（
四
○
）
『
宋
名
臣
言
行
禄
』(

諸
橋
徹
次
・
原
田
種
茂 

明
徳
出
版
社 

平
成
元
年 

五
版 

七 

四
頁 

参
照) 
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そ
し
て
こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
中
庸
思
想
は
、
中
国
人
の
最
高
の
モ
ラ
ル
で
あ
り
、
中
国
思
想

の
精
髄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
互
い
に
反
発
す
る

二
重
権
力
構
造
を
、「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
思
想
の
精
神
に
お
い
て
、
常
に
緊
張
関
係
を
以
っ
て
、

修
身
→
斉
家
→
治
国
→
平
天
下
の
理
想
の
中
に
実
現
し
て
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
、
中
国
人
の
最

高
規
範
で
あ
り
、
中
国
政
治
思
想
の
精
髄
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

何
故
な
ら
ば
中
庸
思
想
を
実
現
し
て
こ
れ
を
維
持
し
な
い
と
、
危
機
的
状
況
に
直
面
す
る
大
変

な
事
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
人
の
民
族
性
的
特
質
は
、
個
人
＝
家
族
制
度
と
社
会
＝
国
家
制

度
の
二
つ
の
中
心
を
も
つ
構
造
的
体
質
が
特
色
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
庸
思
想
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
重
心
が
傾
け
ば
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
犠
牲
に
な
り
、
や
が
て
家
族
と

国
家
の
両
制
度
が
崩
壊
す
る
危
機
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
個
人
＝
家
族
制
度
＝
私
権
力
が
伸
長
す
れ
ば
、
社
会
＝
国
家
制
度
＝
公
権
力
機
能

が
犠
牲
に
な
り
、
国
家
制
度
の
崩
壊
す
る
危
機
に
直
面
す
る
。
逆
に
社
会
＝
国
家
制
度
＝
公
権
力

機
能
が
強
く
な
っ
て
く
る
と
、
個
人
＝
家
族
制
度
＝
私
権
力
機
能
が
危
機
に
な
り
や
が
て
家
族
制

度
が
崩
壊
す
る
危
機
に
直
面
す
る
と
言
う
事
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
如
何
な
る
状
況
に
遭
遇
し
て
も
礼
を
実
践
す
る
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、 

「
か
よ
う
に
、
孔
子
は
進
ん
で
仕
え
る
に
も
退
い
て
去
る
に
も
、
礼
儀
の
道
に
よ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
結
果
地
位
を
得
る
も
得
な
い
の
も
み
な
天
命
で
あ
る
と
い
っ
て
悪
あ
が
き
は
な
れ

な
か
っ
た
。
・
・
・
し
か
る
に
も
し
、
孔
子
が
寵
臣
の
癰
疽
や
宦
官
の
瘠
環
な
ど
の
よ
う
な
殿
様

お
気
に
入
り
の
側
近
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
い
っ
た
い
何
処
に
孔
子
の
孔
子
た

る
所
以
が
あ
ろ
う
か
。
」
（
六
八)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

甘
い
言
葉
や
自
己
に
有
利
な
状
況
に
動
揺
し
な
い
で
、
中
和
の
中
庸
＝
礼
を
ひ
た
す
ら
実
践
し

て
行
く
所
に
、
状
況
に
動
揺
し
な
い
孔
子
の
偉
大
さ
を
称
揚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
逆
に
孟
子
は
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
臨
機
応
変
に
行
動
す
る
孔
子
に
つ
い
て
、 

「
孟
子
は
〔
こ
れ
ら
の
聖
人
を
〕
批
評
し
て
い
わ
れ
た
。
「
四
人
と
も
み
な
ひ
と
し
く
聖
人
で

あ
る
が
、
伯
夷
は
聖
人
の
中
で
も
と
く
に
清
廉
潔
白
な
ひ
と
で
あ
り
、
伊
尹
は
聖
人
の
中
で
も
と

く
に
責
任
感
の
強
い
人
で
あ
り
、
柳
下
恵
は
聖
人
の
中
で
も
と
く
に
調
和
の
心
の
豊
か
な
人
で
あ

り
、〔
そ
れ
ぞ
れ
一
方
に
偏
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
〕
、
孔
子
は
〔
一
方
に
偏
ら
ず
〕
時
の
宜
し
き

に
従
っ
て
正
し
く
行
動
し
た
人
で
あ
る
。
ゆ
え
に
孔
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
徳
を
集
め
て
大
成(

完
備)

し
た
人
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
・
・
・
」
（
六
九)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

孔
子
は
諸
聖
人
の
集
大
成
人
物
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
孔
子
は
時
―
状
況
の
変
化
―
の
判
断

を
的
確
に
し
て
、
状
況
に
応
じ
た
正
し
い
行
動
に
豹
変
で
き
た
時
中
の
聖
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
他

の
諸
聖
人
に
は
と
て
も
真
似
す
る
こ
と
で
き
な
い
「
時
の
聖
人
」
と
し
て
、
高
く
称
揚
し
て
い
る
。 

状
況
に
動
揺
し
な
い
頑
固
な
意
思
と
、
状
況
の
変
化
に
臨
機
応
変
に
豹
変
す
る
柔
軟
性
と
い
う
、

中
庸
思
想
を
実
現
す
る
上
で
の
、
相
矛
盾
し
た
二
つ
の
異
な
る
精
神
構
造
性
を
持
つ
ー
「
対
の
思

想
」
を
持
つ
こ
と
こ
そ
、
特
殊
中
国
人
的
な
世
界
観
で
あ
る
家
族
制
度
と
国
家
制
度
と
い
う
、
二

つ
の
中
心
を
持
つ
現
世
の
世
界
観
意
識
を
実
現
し
て
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
自

己
分
裂
し
た
二
つ
の
相
異
な
る
中
庸
の
行
動
を
す
る
孔
子
の
よ
う
な
多
重
人
格
性
的
行
動
を
実

践
す
る
所
に
、
中
国
思
想
の
最
高
の
徳
目
で
あ
る
中
庸
思
想
の
意
義
が
存
在
す
る
。 

つ
ま
り
中
国
の
伝
統
的
政
治
世
界
に
お
け
る
、
中
和
思
想
の
調
和
精
神
の
尊
重
と
中
権
思
想
の

バ
ラ
ン
ス
精
神
の
尊
重
と
い
う
中
国
人
の
精
神
構
造
世
界
に
、
宮
崎
氏
が
中
国
思
想
の
特
質
と
し

て
中
庸
思
想
を
指
摘
し
て
、
金
谷
氏
が
個
人
と
全
体
の
統
一
的
理
解
へ
の
問
題
の
提
起
を
し
た
、

中
国
思
想
の
特
質
で
あ
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
質
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

 

七 

結
語
と
展
望 

 

本
稿
で
述
べ
た
と
こ
ろ
を
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

一
―
孟
子
の
孔
子
を
集
大
成
人
物
と
し
て
高
く
評
価
す
る
理
由
は
、
孔
子
は
常
に
臨
機
応
変
に

多
様
な
政
治
行
動
が
で
き
る
多
重
人
格
者
の
た
め
で
あ
る
。
孟
子
が
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」

を
主
張
す
る
の
は
、
中
庸
思
想
実
現
の
必
要
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
条
件
が
崩
壊
す
れ
ば
、

孔
子
を
中
庸
思
想
の
最
高
の
体
現
者
と
規
定
す
る
こ
と
も
、
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 
二
―
「
対
の
思
想
」
は
、
中
和
の
中
庸
思
想
の
実
現
―
天
地
の
安
定
と
万
物
の
育
成
―
へ
の
絶

対
的
な
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
二
程
子
は
、
万
物
の
両
面
的
存
在
が
、
天
下
の
大
本
で
あ
る
中
庸

思
想
が
成
立
す
る
条
件
と
認
識
し
て
い
た
。
朱
子
は
、
中
庸
の
実
現
に
は
「
対
の
思
想
」
が
必
要

条
件
で
あ
り
、
そ
の
上
に
中
庸
が
成
立
す
る
と
認
識
し
て
い
た
。
北
宋
初
中
期
の
皇
帝
と
名
臣
は
、

平
和
時
に
は
中
和
の
中
庸
政
治
、
非
常
事
態
に
は
中
権
の
中
庸
政
治
と
、
両
者
を
使
い
分
け
て
人

民
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
社
会
を
安
定
に
と
導
い
て
、
北
宋
全
盛
期
の
時
代
を
出
現
さ
せ
た
。 

れ
が
、
中
庸
思
想
を
実
現
し
維
持
す
る
こ
と
の
難
し
さ
な
の
で
あ
る
。 

二
つ
目
の
問
題
と
し
て
、
何
故
に
中
庸
思
想
は
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
の
か
、
つ
ま
り
中
国

思
想
の
最
高
徳
目
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

宮
崎
氏
は
、「
人
間
の
自
然
法
則
た
る
礼
が
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
」
と
言
い
、
金
谷
氏
は
、

「
自
己
を
主
張
し
な
が
ら
対
立
す
る
相
手
と
全
体
の
中
で
調
和
す
る
事
、
状
況
の
変
化
の
中
で
そ

れ
に
的
中
し
た
安
定
し
た
調
和
の
中
を
求
め
る
所
に
真
髄
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
礼

制
度
は
自
然
法
則
で
な
い
し
、
ま
た
自
己
を
主
張
し
な
が
ら
相
手
と
調
和
す
る
事
も
で
き
な
い
。 

中
和
の
中
庸
思
想
の
目
的
は
、
周
囲
の
人
々
と
の
調
和
で
あ
り
、
中
権
の
中
庸
の
目
的
は
、
状

況
に
的
中
し
た
時
中
の
行
動
で
あ
っ
た
。
で
は
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
目
的
が
必
要
な
の
か
。 

そ
う
し
な
い
と
、
一
方
で
は
治
国
・
平
天
下
の
成
功
を
収
め
ら
れ
な
い
し
、
他
方
で
は
自
分
の

生
命
の
危
険
に
陥
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
人
生
に
失
敗
し
な
い
で
、
人

生
を
成
功
に
導
き
た
け
れ
ば
、
中
和
と
時
中
と
い
う
両
方
の
心
理
構
造
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
が
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
と
い
う
意
味
は
、
こ
の
世
の
一
度
し
か
な
い
大

切
な
人
生
を
、
如
何
に
上
手
に
生
き
て
人
生
を
成
功
に
導
い
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
関
心
で
あ
り
、

古
来
よ
り
中
国
人
は
伝
統
的
な
確
信
的
信
念
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

率
直
な
感
想
と
し
て
は
、
日
本
人
の
私
に
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
に
大
事
に
し
て
き
た
常
識
の

崇
拝
や
、
真
ん
中
を
大
事
に
す
る
バ
ラ
ン
ス
思
考
―
中
庸
思
想
が
そ
れ
程
大
切
な
も
の
か
、
理
解

す
る
の
に
苦
し
む
。
こ
れ
が
日
本
と
中
国
と
の
近
く
て
遠
い
民
族
性
の
相
違
だ
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
し
か
し
こ
ん
な
思
想
が
延
々
と
続
く
限
り
、
最
先
端
を
追
求
す
る
近
代
科
学
技
術
の
発

展
や
論
理
性
追
求
の
学
問
の
発
展
に
は
役
に
立
た
ず
、
他
人
の
創
造
し
た
成
果
の
二
枚
煎
じ
に
陥

る
の
が
関
の
山
で
あ
る
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
上
海
万
博
が
、
盗
作
続
き
と
批
判
さ
れ
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
調
和
の
精
神
が
重
視
さ
れ
て
い
る
中
国
の
一
端
は
理
解
で
き
る
。 

 

世
界
の
ト
ヨ
タ
の
創
業
者
で
あ
る
豊
田
佐
吉
翁
は
、
常
に
「
研
究
と
創
造
に
心
を
致
し
常
に
時

流
に
先
ん
ず
べ
し
」
を
称
揚
し
て
い
た
が
、
中
国
人
の
こ
の
よ
う
な
独
特
な
調
和
や
バ
ラ
ン
ス
思

考
を
重
視
す
る
中
庸
思
想
を
尊
重
し
続
け
る
こ
と
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
最
先
端
を
歩
む
科
学
技

術
の
進
歩
や
、
そ
の
発
展
に
貢
献
す
る
の
に
は
、
世
界
に
遅
れ
を
と
る
の
は
必
然
で
あ
る
。 

し
か
し
常
識
や
調
和
や
バ
ラ
ン
ス
の
精
神
を
重
視
す
る
の
は
、
自
分
の
地
位
を
守
り
人
間
を
支

配
す
る
政
治
支
配
の
世
界
に
は
必
須
で
あ
り
、
中
国
人
は
優
れ
て
政
治
的
民
族
で
あ
る
と
い
う
と

い
う
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
に
は
、
両
端
よ
り
中
央
へ

の
求
心
性
と
、
中
央
か
ら
両
端
へ
の
遠
心
性
と
い
う
、
互
い
に
相
異
な
る
二
つ
の
政
治
力
学
的
ベ

ク
ト
ル
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
心
に
銘
記
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
は
、
こ
れ
を
政
治
権
力
構
造
論
に
展
開
す
る
と
、
楊
朱
の
個
人
主
義
＝
家
族
制
度
＝

私
権
力
と
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
＝
国
家
社
会
＝
公
権
力
と
が
、
両
極
端
か
ら
中
央
へ
の
求
心
性
＝

公
私
の
融
合
性
と
、
中
央
か
ら
両
極
端
へ
の
遠
心
性
＝
公
と
私
の
両
極
端
へ
の
分
裂
的
存
在
と
い

う
、
権
力
構
造
性
の
相
違
を
持
ち
な
が
ら
、
公
私
の
両
権
力
を
五
分
五
分
に
存
在
さ
せ
て
均
衡
あ

る
二
重
権
力
支
配
構
造
の
実
現
と
維
持
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
既
に
拙
稿
で
紹
介
し
た
が
島
田
氏
は
、
「
儒
教
の
古
く
か
ら
の
「
父
子
天
合
」
に
対

し
て
、
「
君
臣
義
合
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
引
用
し
て
、
儒
教
的
世
界
（
天
下
）
は
、
国
家
と
家
族

（
個
人
）
の
二
つ
の
中
心
を
有
す
る
楕
円
形
の
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平

天
下
の
理
想
は
、
「
こ
の
楕
円
を
楕
円
た
ら
し
め
る
理
想
主
義
で
、
日
本
の
「
忠
孝
一
致
」
の
様

に
、
い
ず
れ
か
一
方
の
中
心
に
収
斂
さ
せ
て
円
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

 

つ
ま
り
島
田
氏
の
主
張
す
る
儒
教
的
世
界
は
、
家
族(

個
人)

と
国
家
の
楕
円
形
の
世
界
―
両
極

端
を
分
離
的
に
、
つ
ま
り
遠
心
的
構
造
に
お
い
て
保
持
し
よ
う
と
す
る
「
対
的
な
世
界
」
で
あ
る

と
言
う
。
し
か
し
島
田
氏
の
儒
教
的
世
界
は
楕
円
形
的
世
界
と
い
う
学
説
は
、
以
上
に
述
べ
た
事

で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
実
は
対
の
機
能
の
半
面
な
の
で
あ
り
、
両
極
端
を
中
央
に
求
心
化
し

よ
う
と
す
る
ー
方
円
形
化
の
力
学
的
ベ
ク
ト
ル
の
機
能
を
無
視
し
た
主
張
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

つ
ま
り
儒
教
的
理
想
世
界
は
、
家
族
（
個
人
）
と
国
家
と
い
う
二
つ
の
中
心
を
、
楕
円
形
と
方

円
形
と
い
う
全
く
異
な
る
凡
そ
逆
方
向
の
方
向
性
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
相
異
な
る
二

つ
の
機
能
＝
対
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
問
題
を
、
具
体
的
に
『
大
学
』
に
述
べ
て
い
る
「
修
身
―
斉
家
―
治
国
―
平
天
下
」
の
政

治
理
想
の
上
に
展
開
す
る
と
、
中
和
の
場
合
に
は
、
公
権
力
と
私
権
力
が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
合
っ

て
、
「
修
身
―
斉
家
」
の
家
族
秩
序
か
ら
「
治
国
―
平
天
下
」
の
国
家
秩
序
ま
で
、
直
線
的
に
貫

徹
し
て
行
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
逆
に
中
権
の
場
合
に
は
、
「
修
身
―
斉
家
」
の
家
族
秩
序

に
は
私
権
力
を
行
使
し
て
、
「
治
国
―
平
天
下
」
の
国
家
秩
序
に
は
公
権
力
を
行
使
す
る
、
相
異

な
る
二
つ
の
権
力
を
臨
機
応
変
に
使
い
分
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
表
面
上
は
同
じ
表
現
に

見
え
て
も
、
中
和
と
中
権
の
中
庸
の
場
合
に
は
、
実
現
方
法
の
内
部
構
造
が
全
く
異
な
る
。 

122 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第45巻（2012）（29）



そ
し
て
こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
中
庸
思
想
は
、
中
国
人
の
最
高
の
モ
ラ
ル
で
あ
り
、
中
国
思
想

の
精
髄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
互
い
に
反
発
す
る

二
重
権
力
構
造
を
、「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
思
想
の
精
神
に
お
い
て
、
常
に
緊
張
関
係
を
以
っ
て
、

修
身
→
斉
家
→
治
国
→
平
天
下
の
理
想
の
中
に
実
現
し
て
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
、
中
国
人
の
最

高
規
範
で
あ
り
、
中
国
政
治
思
想
の
精
髄
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

何
故
な
ら
ば
中
庸
思
想
を
実
現
し
て
こ
れ
を
維
持
し
な
い
と
、
危
機
的
状
況
に
直
面
す
る
大
変

な
事
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
人
の
民
族
性
的
特
質
は
、
個
人
＝
家
族
制
度
と
社
会
＝
国
家
制

度
の
二
つ
の
中
心
を
も
つ
構
造
的
体
質
が
特
色
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
庸
思
想
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
重
心
が
傾
け
ば
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
犠
牲
に
な
り
、
や
が
て
家
族
と

国
家
の
両
制
度
が
崩
壊
す
る
危
機
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

具
体
的
に
は
個
人
＝
家
族
制
度
＝
私
権
力
が
伸
長
す
れ
ば
、
社
会
＝
国
家
制
度
＝
公
権
力
機
能

が
犠
牲
に
な
り
、
国
家
制
度
の
崩
壊
す
る
危
機
に
直
面
す
る
。
逆
に
社
会
＝
国
家
制
度
＝
公
権
力

機
能
が
強
く
な
っ
て
く
る
と
、
個
人
＝
家
族
制
度
＝
私
権
力
機
能
が
危
機
に
な
り
や
が
て
家
族
制

度
が
崩
壊
す
る
危
機
に
直
面
す
る
と
言
う
事
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
如
何
な
る
状
況
に
遭
遇
し
て
も
礼
を
実
践
す
る
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、 

「
か
よ
う
に
、
孔
子
は
進
ん
で
仕
え
る
に
も
退
い
て
去
る
に
も
、
礼
儀
の
道
に
よ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
結
果
地
位
を
得
る
も
得
な
い
の
も
み
な
天
命
で
あ
る
と
い
っ
て
悪
あ
が
き
は
な
れ

な
か
っ
た
。
・
・
・
し
か
る
に
も
し
、
孔
子
が
寵
臣
の
癰
疽
や
宦
官
の
瘠
環
な
ど
の
よ
う
な
殿
様

お
気
に
入
り
の
側
近
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
い
っ
た
い
何
処
に
孔
子
の
孔
子
た

る
所
以
が
あ
ろ
う
か
。
」
（
六
八)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

甘
い
言
葉
や
自
己
に
有
利
な
状
況
に
動
揺
し
な
い
で
、
中
和
の
中
庸
＝
礼
を
ひ
た
す
ら
実
践
し

て
行
く
所
に
、
状
況
に
動
揺
し
な
い
孔
子
の
偉
大
さ
を
称
揚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
逆
に
孟
子
は
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
臨
機
応
変
に
行
動
す
る
孔
子
に
つ
い
て
、 

「
孟
子
は
〔
こ
れ
ら
の
聖
人
を
〕
批
評
し
て
い
わ
れ
た
。
「
四
人
と
も
み
な
ひ
と
し
く
聖
人
で

あ
る
が
、
伯
夷
は
聖
人
の
中
で
も
と
く
に
清
廉
潔
白
な
ひ
と
で
あ
り
、
伊
尹
は
聖
人
の
中
で
も
と

く
に
責
任
感
の
強
い
人
で
あ
り
、
柳
下
恵
は
聖
人
の
中
で
も
と
く
に
調
和
の
心
の
豊
か
な
人
で
あ

り
、〔
そ
れ
ぞ
れ
一
方
に
偏
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
〕
、
孔
子
は
〔
一
方
に
偏
ら
ず
〕
時
の
宜
し
き

に
従
っ
て
正
し
く
行
動
し
た
人
で
あ
る
。
ゆ
え
に
孔
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
徳
を
集
め
て
大
成(

完
備)

し
た
人
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
・
・
・
」
（
六
九)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

孔
子
は
諸
聖
人
の
集
大
成
人
物
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
孔
子
は
時
―
状
況
の
変
化
―
の
判
断

を
的
確
に
し
て
、
状
況
に
応
じ
た
正
し
い
行
動
に
豹
変
で
き
た
時
中
の
聖
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
他

の
諸
聖
人
に
は
と
て
も
真
似
す
る
こ
と
で
き
な
い
「
時
の
聖
人
」
と
し
て
、
高
く
称
揚
し
て
い
る
。 

状
況
に
動
揺
し
な
い
頑
固
な
意
思
と
、
状
況
の
変
化
に
臨
機
応
変
に
豹
変
す
る
柔
軟
性
と
い
う
、

中
庸
思
想
を
実
現
す
る
上
で
の
、
相
矛
盾
し
た
二
つ
の
異
な
る
精
神
構
造
性
を
持
つ
ー
「
対
の
思

想
」
を
持
つ
こ
と
こ
そ
、
特
殊
中
国
人
的
な
世
界
観
で
あ
る
家
族
制
度
と
国
家
制
度
と
い
う
、
二

つ
の
中
心
を
持
つ
現
世
の
世
界
観
意
識
を
実
現
し
て
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
自

己
分
裂
し
た
二
つ
の
相
異
な
る
中
庸
の
行
動
を
す
る
孔
子
の
よ
う
な
多
重
人
格
性
的
行
動
を
実

践
す
る
所
に
、
中
国
思
想
の
最
高
の
徳
目
で
あ
る
中
庸
思
想
の
意
義
が
存
在
す
る
。 

つ
ま
り
中
国
の
伝
統
的
政
治
世
界
に
お
け
る
、
中
和
思
想
の
調
和
精
神
の
尊
重
と
中
権
思
想
の

バ
ラ
ン
ス
精
神
の
尊
重
と
い
う
中
国
人
の
精
神
構
造
世
界
に
、
宮
崎
氏
が
中
国
思
想
の
特
質
と
し

て
中
庸
思
想
を
指
摘
し
て
、
金
谷
氏
が
個
人
と
全
体
の
統
一
的
理
解
へ
の
問
題
の
提
起
を
し
た
、

中
国
思
想
の
特
質
で
あ
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
質
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

 

七 

結
語
と
展
望 

 

本
稿
で
述
べ
た
と
こ
ろ
を
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

一
―
孟
子
の
孔
子
を
集
大
成
人
物
と
し
て
高
く
評
価
す
る
理
由
は
、
孔
子
は
常
に
臨
機
応
変
に

多
様
な
政
治
行
動
が
で
き
る
多
重
人
格
者
の
た
め
で
あ
る
。
孟
子
が
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」

を
主
張
す
る
の
は
、
中
庸
思
想
実
現
の
必
要
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
条
件
が
崩
壊
す
れ
ば
、

孔
子
を
中
庸
思
想
の
最
高
の
体
現
者
と
規
定
す
る
こ
と
も
、
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

二
―
「
対
の
思
想
」
は
、
中
和
の
中
庸
思
想
の
実
現
―
天
地
の
安
定
と
万
物
の
育
成
―
へ
の
絶

対
的
な
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
二
程
子
は
、
万
物
の
両
面
的
存
在
が
、
天
下
の
大
本
で
あ
る
中
庸

思
想
が
成
立
す
る
条
件
と
認
識
し
て
い
た
。
朱
子
は
、
中
庸
の
実
現
に
は
「
対
の
思
想
」
が
必
要

条
件
で
あ
り
、
そ
の
上
に
中
庸
が
成
立
す
る
と
認
識
し
て
い
た
。
北
宋
初
中
期
の
皇
帝
と
名
臣
は
、

平
和
時
に
は
中
和
の
中
庸
政
治
、
非
常
事
態
に
は
中
権
の
中
庸
政
治
と
、
両
者
を
使
い
分
け
て
人

民
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
社
会
を
安
定
に
と
導
い
て
、
北
宋
全
盛
期
の
時
代
を
出
現
さ
せ
た
。 

れ
が
、
中
庸
思
想
を
実
現
し
維
持
す
る
こ
と
の
難
し
さ
な
の
で
あ
る
。 

二
つ
目
の
問
題
と
し
て
、
何
故
に
中
庸
思
想
は
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
の
か
、
つ
ま
り
中
国

思
想
の
最
高
徳
目
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

宮
崎
氏
は
、「
人
間
の
自
然
法
則
た
る
礼
が
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
」
と
言
い
、
金
谷
氏
は
、

「
自
己
を
主
張
し
な
が
ら
対
立
す
る
相
手
と
全
体
の
中
で
調
和
す
る
事
、
状
況
の
変
化
の
中
で
そ

れ
に
的
中
し
た
安
定
し
た
調
和
の
中
を
求
め
る
所
に
真
髄
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
礼

制
度
は
自
然
法
則
で
な
い
し
、
ま
た
自
己
を
主
張
し
な
が
ら
相
手
と
調
和
す
る
事
も
で
き
な
い
。 

中
和
の
中
庸
思
想
の
目
的
は
、
周
囲
の
人
々
と
の
調
和
で
あ
り
、
中
権
の
中
庸
の
目
的
は
、
状

況
に
的
中
し
た
時
中
の
行
動
で
あ
っ
た
。
で
は
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
目
的
が
必
要
な
の
か
。 

そ
う
し
な
い
と
、
一
方
で
は
治
国
・
平
天
下
の
成
功
を
収
め
ら
れ
な
い
し
、
他
方
で
は
自
分
の

生
命
の
危
険
に
陥
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
人
生
に
失
敗
し
な
い
で
、
人

生
を
成
功
に
導
き
た
け
れ
ば
、
中
和
と
時
中
と
い
う
両
方
の
心
理
構
造
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
が
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
と
い
う
意
味
は
、
こ
の
世
の
一
度
し
か
な
い
大

切
な
人
生
を
、
如
何
に
上
手
に
生
き
て
人
生
を
成
功
に
導
い
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
関
心
で
あ
り
、

古
来
よ
り
中
国
人
は
伝
統
的
な
確
信
的
信
念
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

率
直
な
感
想
と
し
て
は
、
日
本
人
の
私
に
は
、
中
国
人
の
伝
統
的
に
大
事
に
し
て
き
た
常
識
の

崇
拝
や
、
真
ん
中
を
大
事
に
す
る
バ
ラ
ン
ス
思
考
―
中
庸
思
想
が
そ
れ
程
大
切
な
も
の
か
、
理
解

す
る
の
に
苦
し
む
。
こ
れ
が
日
本
と
中
国
と
の
近
く
て
遠
い
民
族
性
の
相
違
だ
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
し
か
し
こ
ん
な
思
想
が
延
々
と
続
く
限
り
、
最
先
端
を
追
求
す
る
近
代
科
学
技
術
の
発

展
や
論
理
性
追
求
の
学
問
の
発
展
に
は
役
に
立
た
ず
、
他
人
の
創
造
し
た
成
果
の
二
枚
煎
じ
に
陥

る
の
が
関
の
山
で
あ
る
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
上
海
万
博
が
、
盗
作
続
き
と
批
判
さ
れ
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
調
和
の
精
神
が
重
視
さ
れ
て
い
る
中
国
の
一
端
は
理
解
で
き
る
。 

 

世
界
の
ト
ヨ
タ
の
創
業
者
で
あ
る
豊
田
佐
吉
翁
は
、
常
に
「
研
究
と
創
造
に
心
を
致
し
常
に
時

流
に
先
ん
ず
べ
し
」
を
称
揚
し
て
い
た
が
、
中
国
人
の
こ
の
よ
う
な
独
特
な
調
和
や
バ
ラ
ン
ス
思

考
を
重
視
す
る
中
庸
思
想
を
尊
重
し
続
け
る
こ
と
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
最
先
端
を
歩
む
科
学
技

術
の
進
歩
や
、
そ
の
発
展
に
貢
献
す
る
の
に
は
、
世
界
に
遅
れ
を
と
る
の
は
必
然
で
あ
る
。 

し
か
し
常
識
や
調
和
や
バ
ラ
ン
ス
の
精
神
を
重
視
す
る
の
は
、
自
分
の
地
位
を
守
り
人
間
を
支

配
す
る
政
治
支
配
の
世
界
に
は
必
須
で
あ
り
、
中
国
人
は
優
れ
て
政
治
的
民
族
で
あ
る
と
い
う
と

い
う
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
に
は
、
両
端
よ
り
中
央
へ

の
求
心
性
と
、
中
央
か
ら
両
端
へ
の
遠
心
性
と
い
う
、
互
い
に
相
異
な
る
二
つ
の
政
治
力
学
的
ベ

ク
ト
ル
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
心
に
銘
記
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
は
、
こ
れ
を
政
治
権
力
構
造
論
に
展
開
す
る
と
、
楊
朱
の
個
人
主
義
＝
家
族
制
度
＝

私
権
力
と
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
＝
国
家
社
会
＝
公
権
力
と
が
、
両
極
端
か
ら
中
央
へ
の
求
心
性
＝

公
私
の
融
合
性
と
、
中
央
か
ら
両
極
端
へ
の
遠
心
性
＝
公
と
私
の
両
極
端
へ
の
分
裂
的
存
在
と
い

う
、
権
力
構
造
性
の
相
違
を
持
ち
な
が
ら
、
公
私
の
両
権
力
を
五
分
五
分
に
存
在
さ
せ
て
均
衡
あ

る
二
重
権
力
支
配
構
造
の
実
現
と
維
持
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
既
に
拙
稿
で
紹
介
し
た
が
島
田
氏
は
、
「
儒
教
の
古
く
か
ら
の
「
父
子
天
合
」
に
対

し
て
、
「
君
臣
義
合
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
引
用
し
て
、
儒
教
的
世
界
（
天
下
）
は
、
国
家
と
家
族

（
個
人
）
の
二
つ
の
中
心
を
有
す
る
楕
円
形
の
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平

天
下
の
理
想
は
、
「
こ
の
楕
円
を
楕
円
た
ら
し
め
る
理
想
主
義
で
、
日
本
の
「
忠
孝
一
致
」
の
様

に
、
い
ず
れ
か
一
方
の
中
心
に
収
斂
さ
せ
て
円
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。

 

つ
ま
り
島
田
氏
の
主
張
す
る
儒
教
的
世
界
は
、
家
族(

個
人)

と
国
家
の
楕
円
形
の
世
界
―
両
極

端
を
分
離
的
に
、
つ
ま
り
遠
心
的
構
造
に
お
い
て
保
持
し
よ
う
と
す
る
「
対
的
な
世
界
」
で
あ
る

と
言
う
。
し
か
し
島
田
氏
の
儒
教
的
世
界
は
楕
円
形
的
世
界
と
い
う
学
説
は
、
以
上
に
述
べ
た
事

で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
実
は
対
の
機
能
の
半
面
な
の
で
あ
り
、
両
極
端
を
中
央
に
求
心
化
し

よ
う
と
す
る
ー
方
円
形
化
の
力
学
的
ベ
ク
ト
ル
の
機
能
を
無
視
し
た
主
張
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

つ
ま
り
儒
教
的
理
想
世
界
は
、
家
族
（
個
人
）
と
国
家
と
い
う
二
つ
の
中
心
を
、
楕
円
形
と
方

円
形
と
い
う
全
く
異
な
る
凡
そ
逆
方
向
の
方
向
性
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
相
異
な
る
二

つ
の
機
能
＝
対
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
問
題
を
、
具
体
的
に
『
大
学
』
に
述
べ
て
い
る
「
修
身
―
斉
家
―
治
国
―
平
天
下
」
の
政

治
理
想
の
上
に
展
開
す
る
と
、
中
和
の
場
合
に
は
、
公
権
力
と
私
権
力
が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
合
っ

て
、
「
修
身
―
斉
家
」
の
家
族
秩
序
か
ら
「
治
国
―
平
天
下
」
の
国
家
秩
序
ま
で
、
直
線
的
に
貫

徹
し
て
行
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
逆
に
中
権
の
場
合
に
は
、
「
修
身
―
斉
家
」
の
家
族
秩
序

に
は
私
権
力
を
行
使
し
て
、
「
治
国
―
平
天
下
」
の
国
家
秩
序
に
は
公
権
力
を
行
使
す
る
、
相
異

な
る
二
つ
の
権
力
を
臨
機
応
変
に
使
い
分
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
表
面
上
は
同
じ
表
現
に

見
え
て
も
、
中
和
と
中
権
の
中
庸
の
場
合
に
は
、
実
現
方
法
の
内
部
構
造
が
全
く
異
な
る
。 
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制
度
を
算
出
す
る
両
極
端
へ
の
価
値
基
準
が
変
化
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

何
故
な
ら
ば
、
夏
の
貢
法
に
存
在
す
る
豊
年
時
と
凶
年
時
の
両
極
端
に
お
け
る
税
負
担
の
不
公

平
を
是
正
す
る
た
め
に
殷
で
は
助
法
を
採
用
し
て
、
同
じ
井
田
制
度
で
も
殷
の
助
法
は
力
納
税
で

あ
る
が
、
周
で
は
物
納
税
へ
と
租
税
徴
収
方
法
が
変
化
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

殷
の
助
法
と
周
の
轍
法
の
適
用
方
法
の
相
違
に
つ
い
て
、
孟
子
は
続
い
て
縢
の
文
公
に
、 

「
文
公
は
孟
子
の
こ
の
言
葉
を
き
い
て
、
助
法
を
行
な
お
う
と
思
い
、
そ
の
後
、
家
臣
の
畢
戦

を
使
い
と
し
て
詳
し
く
質
問
さ
せ
た
。
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
・
・
・
だ
か
ら
、
ど
う
か
縢
の
国

で
も
、
郊
外
の
遠
く
広
い
と
こ
ろ
で
は
助
法
に
よ
っ
て
九
分
の
一
の
税
を
〔
役
人
が
〕
取
り
、
郊

内
の
近
く
狭
い
と
こ
ろ
で
は
〔
井
田
を
区
切
り
に
く
い
か
ら
、
助
法
に
よ
ら
な
い
で
〕
、
轍
法
に

よ
っ
て
個
人
個
人
が
め
い
め
い
に
十
分
の
一
の
税
を
納
め
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
〔
な
ぜ

な
ら
、
郊
内
と
郊
外
と
で
は
、
土
地
の
広
い
狭
い
、
人
口
の
多
い
少
な
い
、
交
通
の
便
・
不
便
な

ど
い
ろ
い
ろ
事
情
も
ち
が
う
の
で
、
税
率
も
異
に
し
た
い
の
で
す
。
〕・
・
・ 

以
上
が
井
田
法
の
あ
ら
ま
し
で
す
。
こ
れ
を
適
当
に
〔
う
る
お
い
や
色
つ
や
を
つ
け
〕
手
加
減

を
し
て
実
施
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
文
公
と
貴
方
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。
〔
ど
う
か
、
ひ
と
つ
頑

張
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
〕」
（
六
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

孟
子
は
、
郊
外
の
田
舎
で
は
殷
の
助
法
に
よ
る
力
納
税
を
、
郊
内
の
都
市
化
し
た
所
で
は
轍
法

に
よ
る
物
納
税
を
導
入
す
る
事
を
薦
め
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
小
林
氏
が
〔
〕
内
の
補
説
で
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
僻
地
の
農
村
と
都
市
化
し
た
所
で
は
、
土
地
の
広
狭
や
人
口
の
多
少
や
便
不

便
等
の
社
会
状
況
の
差
異
や
、
更
に
は
貨
幣
経
済
の
浸
透
度
の
浅
深
の
差
異
な
ど
、
様
々
な
側
面

で
の
両
極
端
に
相
当
な
開
き
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
様
々
な
側
面
に
お
け
る
両
極
端
に
大
き
な
差
異
が
生

じ
て
、
「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
の
位
置
が
変
化
し
て
き
た
た
め
に
、
現
在
の
時
代
状
況
に
マ
ッ
チ

し
た
中
庸
思
想
の
再
編
成
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
孔
子
は
、
同
時
代
に
お
い
て
も
地
域
差
に
よ
り
礼
制
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
夏
の
礼
に
つ
い
て
わ
た
し
は
は
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、〔
そ
の
子
孫

で
あ
る
〕
杞
の
国
で
は
証
拠
が
た
り
な
い
。
殷
の
礼
に
つ
い
て
も
わ
た
し
は
話
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
〔
そ
の
子
孫
で
あ
る
〕
宋
の
国
で
も
証
拠
が
た
り
な
い
。
古
記
録
も
賢
人
も
十
分
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
も
し
十
分
な
ら
わ
た
し
も
そ
れ
を
証
拠
に
で
き
る
の
だ
が
。
」（
六
五
）
と
、
孔
子

は
証
拠
不
十
分
で
夏
と
殷
の
礼
制
は
よ
く
分
ら
な
い
と
言
う
が
、
杞
の
国
と
宋
の
国
の
礼
制
に
つ

い
て
は
、
継
承
先
の
王
朝
が
異
な
り
、
礼
制
の
内
容
は
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

武
内
氏
は
、「
礼
器
篇
に
は
、「
礼
は
時
を
大
な
り
と
為
す
、
順
こ
れ
に
次
ぎ
、
体
こ
れ
に
次
ぎ
、

宜
こ
れ
に
次
ぎ
、
称
こ
れ
に
次
ぐ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
礼
の
時
と
い
う
の
は
時
勢
を
意

味
し
、
時
代
と
と
も
に
礼
の
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
、・
・
・
」(

六
六)

と
、
言
っ
て
い
る
。 

ま
た
市
川
氏
は
、「
礼
と
は
何
が
大
切
か
、
時
が
大
切
だ
、
や
は
り
時
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
、

従
う
べ
き
と
き
は
随
い
、
治
む
べ
き
と
き
に
治
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
時
に
応
じ
て
事
を
行
え
ば
、

時
に
随
う
こ
と
が
で
き
る
・
・
・
」
と
言
う
程
伊
川
の
議
論
に
つ
い
て
、
「
時
に
随
う
と
は
、
時

の
流
れ
を
無
視
し
な
い
こ
と
で
あ
る
」(

六
七)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

礼
制
の
変
化
に
つ
い
て
、
時
勢
の
変
化
を
重
要
視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
言
う
両
氏
の
主

張
は
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
が
、
何
故
に
時
代
と
と
も
に
礼
制
は
変
化
す
る
の
か
答
え
て
い
な
い
。

 

 

こ
れ
は
、
礼
制
そ
の
も
の
自
身
が
時
代
の
流
れ
に
よ
り
変
化
す
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

礼
制
の
内
容
を
規
定
し
て
い
る
両
極
端
が
、
時
代
の
流
れ
に
よ
り
変
化
す
る
た
め
に
、
中
庸
思
想

の
真
ん
中
を
制
度
化
し
た
礼
制
が
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

孔
子
は
「
両
端
を
叩
い
て
質
問
に
答
え
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
両
端
を
叩
き
尽
く
す
ー
調
査

し
尽
く
す
の
は
、
時
代
状
況
に
よ
っ
て
両
端
が
変
化
し
て
い
く
た
め
に
、
両
端
が
何
処
に
あ
る
の

か
、
調
査
し
尽
く
さ
な
い
と
、
現
在
の
正
確
な
両
端
が
出
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸=

礼
制
が
、
こ
の
よ
う
に
時
代
に
よ
っ
て
も
、
同
時
代
で
も
地
域
差
に
よ
り
、
異

な
る
た
め
に
、
尭
や
舜
で
も
中
庸
思
想
の
実
現
や
維
持
が
大
変
難
し
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
孔
子
が
指
摘
し
、
孟
子
も
言
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
金
谷
氏
も
「
状

況
を
見
定
め
て
中
を
選
ぶ
と
い
う
の
は
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
金
谷

氏
は
、
状
況
の
変
化
と
は
一
体
何
の
状
況
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
指
摘
し
て
い
な
い
。 

そ
れ
は
、
中
庸
の
真
ん
中
を
規
定
し
て
い
る
両
極
端
は
、
絶
対
的
な
価
値
観
で
な
い
。
大
小
、

長
短
、
軽
重
、
濃
淡
、
前
後
等
は
相
対
的
な
価
値
観
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
歴
史
的
年
代
を
経
過

す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
極
端
の
程
度
が
動
い
て
已
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

人
間
社
会
の
様
々
な
状
況
の
変
化
を
的
確
に
見
定
め
て
、
政
治
・
経
済
・
社
会
の
分
野
に
お
い

て
行
動
で
き
た
人
物
は
歴
史
上
に
何
人
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
人
類
は
、
失
敗
ば

か
り
の
歴
史
を
際
限
な
く
繰
り
返
し
て
き
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
、
こ
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祭
の
礼
儀
の
厚
薄
の
程
度
も
勿
論
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
貧
富
が
異
な
れ
ば
贈
答
品
た
る
礼

物
の
上
下
の
程
度
も
異
な
る
。
社
会
的
な
価
値
観
が
変
化
す
れ
ば
、
善
悪
の
程
度
も
清
廉
や
汚
濁

の
程
度
も
異
な
り
、
更
に
は
愛
憎
や
美
醜
の
程
度
も
異
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
政
治
状
況
が
変

わ
れ
ば
、
左
派
と
右
派
の
規
定
や
そ
の
程
度
も
勿
論
違
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
政
治
状
況
の
変
化
、
社
会
経
済
発
展
の
段
階
、
社
会
的
評
価
観
―
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る

側
面
の
価
値
観
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
両
極
端
で
あ
る
前
後
、
左
右
、
上
下
、
軽
重
、
濃
淡
等
が

変
化
し
て
動
い
て
く
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
中
庸
思
想
の
中
心
が
、
常
に
変
化
し
て
く
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
中
庸
思
想
の
「
中
」
が
変
化
し
て
く
る
の
は
、
両
極

端
を
混
合
し
た
中
和
の
中
庸
思
想
で
も
、
ま
た
両
極
端
を
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
両
極
端
の
重
さ

の
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
中
権
の
中
庸
思
想
で
も
同
様
で
あ
る
。 

だ
か
ら
当
然
、
今
ま
で
は
真
ん
中
に
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
現

在
の
真
ん
中
で
あ
る
濃
度
や
軽
重
等
の
中
心
の
位
置
が
ず
れ
て
き
て
、
左
右
、
前
後
、
上
下
の
空

間
的
世
界
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。 

時
代
状
況
の
変
化
に
よ
り
三
次
元
的
世
界
の
空
間
的
世
界
が
、
デ
フ
ォ
ル
メ
ー
変
形
を
受
け
ざ

る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
真
ん
中
が
、
薄
く
な
っ
た
り
濃
く
な
っ
た
り
し
て
、
中
和
状
態
が

変
化
し
て
き
た
り
、
両
極
端
の
水
平
バ
ラ
ン
ス
の
度
合
い
が
異
な
っ
て
来
て
、
真
ん
中
の
位
置
が

ず
れ
て
ど
ち
ら
か
一
方
に
傾
い
て
い
く
の
で
あ
り
、
本
当
の
真
ん
中
で
な
く
な
っ
て
来
る
。 

従
っ
て
常
に
時
代
状
況
を
見
据
え
て
、
現
在
の
両
極
端
の
位
置
を
勘
案
し
な
が
ら
、
「
不
偏
不

倚
」
の
中
庸
の
「
中
」
を
再
編
成
す
る
必
要
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
時
代
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
両
極
端
の
状
況
が
変
動
し
て
、
中
庸
＝
礼
制
度
が
変
化
す

て
再
編
成
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
二
―
三
の
事
例
を
紹
介
し
て
考
え
て
見
て
み
た
い
。

 
 

 

一
つ
目
は
、
前
引
し
た
が
孔
子
は
時
代
の
変
遷
に
よ
る
各
王
朝
の
礼
制
の
変
化
に
つ
い
て
、 

「
子
夏
が
「
十
代
さ
き
の
王
朝
の
こ
と
が
分
り
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は

い
わ
れ
た
。
「
殷
で
は
〔
そ
の
前
の
王
朝
〕
夏
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
廃
止
し
た
り
加
え

た
り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
周
で
も
殷
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
、
廃
止
し
た
り
加
え
た

り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
〔
だ
か
ら
〕
も
し
周
の
あ
と
を
継
ぐ
も
の
が
あ
れ
ば
、
た
と
い
百
代

さ
き
で
も
分
る
わ
け
だ
。
」
（
六
二
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

礼
制
度
は
夏
―
殷
―
周
の
各
王
朝
に
お
い
て
、
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
和
の
中
庸=

礼

制
度
の
再
編
方
法
は
、
先
の
王
朝
の
礼
制
度
を
基
礎
に
し
て
、
増
や
し
た
り
削
っ
た
り
し
て
礼
制

度
を
作
り
直
し
て
お
り
、
夏
、
殷
、
周
で
は
増
損
さ
れ
て
異
な
る
、
と
言
う
。 

つ
ま
り
夏
→
殷
→
周
の
礼
制
度
が
、
夏
の
礼
制
を
基
準
に
し
た
殷
に
お
い
て
は
増
損
さ
れ
て
礼

制
が
変
わ
り
、
殷
の
礼
制
を
基
準
に
し
た
周
に
お
い
て
は
増
損
さ
れ
て
礼
制
が
変
化
し
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
礼
制
＝
中
庸
を
決
定
す
る
両
極
端
へ
の
価
値
基
準
が
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り
変
化

し
て
き
た
結
果
、
生
じ
て
き
た
礼
制
の
変
更
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

二
つ
目
は
、
孟
子
は
、
夏
、
殷
、
周
の
税
制
度
の
変
遷
し
た
過
程
に
つ
い
て
、 

「
〔
さ
て
こ
こ
で
、
三
代
の
租
税
の
制
度
に
つ
い
て
述
べ
て
見
ま
す
と
〕
、
夏
の
時
代
に
は
一
夫

に
田
地
五
十
畝
ず
つ
与
え
て
貢
と
い
う
税
法
を
行
い
、
殷
の
時
代
に
は
七
十
畝
ず
つ
与
え
て
助
と

い
う
税
法
を
行
い
、
ま
た
周
の
時
代
に
な
る
と
百
畝
ず
つ
与
え
て
轍
と
い
う
税
法
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
夏
、
殷
、
周
の
三
代
に
は
貢
・
助
・
徹
と
そ
れ
ぞ
れ
名
ま
え
は
ち
が
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
は
み
な
同
じ
で
十
分
の
一
を
租
税
と
し
て
取
っ
た
の
で
す
。
今
、
轍
と
申
し
ま
し

た
が
、
轍
と
は
轍
（
撤
）
す
な
わ
ち
取
る
と
言
う
意
味
で
、
そ
の
年
の
実
際
の
収
穫
物
に
応
じ
て

取
る
か
ら
、
か
く
名
づ
け
た
の
で
す
。
つ
ぎ
に
助
と
は
籍
つ
ま
り
借
り
る
と
い
う
意
味
で
、
八
戸

の
人
の
労
力
を
借
り
て
公
田
を
耕
す
〔
そ
し
て
そ
れ
を
税
と
し
て
納
め
さ
せ
る
〕
と
こ
ろ
か
ら
、

か
く
名
づ
け
た
も
の
で
す
。
む
か
し
の
賢
人
竜
子
は
『
土
地
を
治
め
る
に
は
、
助
法
よ
り
善
い
も

の
は
な
い
し
、
貢
法
よ
り
も
悪
い
も
の
は
な
い
』
と
い
い
ま
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
、
貢
法
は
数
年

間
の
収
穫
高
を
計
り
く
ら
べ
て
、
〔
そ
の
平
均
を
だ
し
て
〕
毎
年
の
収
入
と
き
め
、
そ
の
十
分
の

一
を
貢
租
（
租
税
）
と
し
ま
す
の
で
、
豊
作
の
年
に
は
収
獲
が
多
く
て
穀
物
が
ち
ら
か
り
捨
て
ら

れ
る
ほ
ど
が
か
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
税
を
と
っ
て
も
決
し
て
虐
政
と
は
な
ら
ん
の
に
、
少
な
す

ぎ
る
結
果
と
な
り
、
ま
た
一
方
凶
作
の
年
に
は
、
い
く
ら
肥
料
を
や
っ
て
努
力
し
て
も
収
穫
は
少

な
い
の
に
、
容
赦
か
ん
べ
ん
な
く
き
ま
っ
た
税
額
だ
け
は
全
部
取
り
た
て
ま
す
か
ら
、
人
民
は
苦

し
み
ま
す
。
〔
こ
れ
が
貢
法
の
欠
点
で
す
〕。
」
（
六
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

夏
は
三
年
間
の
平
均
を
割
り
出
し
て
毎
年
の
収
入
と
し
て
、
殷
は
八
戸
で
公
田
を
耕
し
て
、
周

は
毎
年
の
収
穫
量
を
基
準
に
し
て
、
十
分
の
一
の
租
税
＝
軽
税
と
重
税
の
真
ん
中
の
租
税
＝
中
庸

税
を
徴
収
し
た
と
言
う
。
夏
・
殷
・
周
の
三
代
に
お
い
て
も
、
十
分
の
一
の
租
税
徴
収
の
土
地
制

度
基
準
が
変
わ
っ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
夏
→
殷
→
周
へ
の
王
朝
交
代
に
伴
い
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
中
庸
税
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制
度
を
算
出
す
る
両
極
端
へ
の
価
値
基
準
が
変
化
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

何
故
な
ら
ば
、
夏
の
貢
法
に
存
在
す
る
豊
年
時
と
凶
年
時
の
両
極
端
に
お
け
る
税
負
担
の
不
公

平
を
是
正
す
る
た
め
に
殷
で
は
助
法
を
採
用
し
て
、
同
じ
井
田
制
度
で
も
殷
の
助
法
は
力
納
税
で

あ
る
が
、
周
で
は
物
納
税
へ
と
租
税
徴
収
方
法
が
変
化
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

殷
の
助
法
と
周
の
轍
法
の
適
用
方
法
の
相
違
に
つ
い
て
、
孟
子
は
続
い
て
縢
の
文
公
に
、 

「
文
公
は
孟
子
の
こ
の
言
葉
を
き
い
て
、
助
法
を
行
な
お
う
と
思
い
、
そ
の
後
、
家
臣
の
畢
戦

を
使
い
と
し
て
詳
し
く
質
問
さ
せ
た
。
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
・
・
・
だ
か
ら
、
ど
う
か
縢
の
国

で
も
、
郊
外
の
遠
く
広
い
と
こ
ろ
で
は
助
法
に
よ
っ
て
九
分
の
一
の
税
を
〔
役
人
が
〕
取
り
、
郊

内
の
近
く
狭
い
と
こ
ろ
で
は
〔
井
田
を
区
切
り
に
く
い
か
ら
、
助
法
に
よ
ら
な
い
で
〕
、
轍
法
に

よ
っ
て
個
人
個
人
が
め
い
め
い
に
十
分
の
一
の
税
を
納
め
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
〔
な
ぜ

な
ら
、
郊
内
と
郊
外
と
で
は
、
土
地
の
広
い
狭
い
、
人
口
の
多
い
少
な
い
、
交
通
の
便
・
不
便
な

ど
い
ろ
い
ろ
事
情
も
ち
が
う
の
で
、
税
率
も
異
に
し
た
い
の
で
す
。
〕・
・
・ 

以
上
が
井
田
法
の
あ
ら
ま
し
で
す
。
こ
れ
を
適
当
に
〔
う
る
お
い
や
色
つ
や
を
つ
け
〕
手
加
減

を
し
て
実
施
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
文
公
と
貴
方
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。
〔
ど
う
か
、
ひ
と
つ
頑

張
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
〕」
（
六
四
）
と
述
べ
て
い
る
。 

孟
子
は
、
郊
外
の
田
舎
で
は
殷
の
助
法
に
よ
る
力
納
税
を
、
郊
内
の
都
市
化
し
た
所
で
は
轍
法

に
よ
る
物
納
税
を
導
入
す
る
事
を
薦
め
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
、
小
林
氏
が
〔
〕
内
の
補
説
で
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
僻
地
の
農
村
と
都
市
化
し
た
所
で
は
、
土
地
の
広
狭
や
人
口
の
多
少
や
便
不

便
等
の
社
会
状
況
の
差
異
や
、
更
に
は
貨
幣
経
済
の
浸
透
度
の
浅
深
の
差
異
な
ど
、
様
々
な
側
面

で
の
両
極
端
に
相
当
な
開
き
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
様
々
な
側
面
に
お
け
る
両
極
端
に
大
き
な
差
異
が
生

じ
て
、
「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
の
位
置
が
変
化
し
て
き
た
た
め
に
、
現
在
の
時
代
状
況
に
マ
ッ
チ

し
た
中
庸
思
想
の
再
編
成
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
孔
子
は
、
同
時
代
に
お
い
て
も
地
域
差
に
よ
り
礼
制
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
夏
の
礼
に
つ
い
て
わ
た
し
は
は
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、〔
そ
の
子
孫

で
あ
る
〕
杞
の
国
で
は
証
拠
が
た
り
な
い
。
殷
の
礼
に
つ
い
て
も
わ
た
し
は
話
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
〔
そ
の
子
孫
で
あ
る
〕
宋
の
国
で
も
証
拠
が
た
り
な
い
。
古
記
録
も
賢
人
も
十
分
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
も
し
十
分
な
ら
わ
た
し
も
そ
れ
を
証
拠
に
で
き
る
の
だ
が
。
」（
六
五
）
と
、
孔
子

は
証
拠
不
十
分
で
夏
と
殷
の
礼
制
は
よ
く
分
ら
な
い
と
言
う
が
、
杞
の
国
と
宋
の
国
の
礼
制
に
つ

い
て
は
、
継
承
先
の
王
朝
が
異
な
り
、
礼
制
の
内
容
は
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

武
内
氏
は
、「
礼
器
篇
に
は
、「
礼
は
時
を
大
な
り
と
為
す
、
順
こ
れ
に
次
ぎ
、
体
こ
れ
に
次
ぎ
、

宜
こ
れ
に
次
ぎ
、
称
こ
れ
に
次
ぐ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
礼
の
時
と
い
う
の
は
時
勢
を
意

味
し
、
時
代
と
と
も
に
礼
の
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
、・
・
・
」(

六
六)

と
、
言
っ
て
い
る
。 

ま
た
市
川
氏
は
、「
礼
と
は
何
が
大
切
か
、
時
が
大
切
だ
、
や
は
り
時
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
、

従
う
べ
き
と
き
は
随
い
、
治
む
べ
き
と
き
に
治
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
時
に
応
じ
て
事
を
行
え
ば
、

時
に
随
う
こ
と
が
で
き
る
・
・
・
」
と
言
う
程
伊
川
の
議
論
に
つ
い
て
、
「
時
に
随
う
と
は
、
時

の
流
れ
を
無
視
し
な
い
こ
と
で
あ
る
」(

六
七)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

礼
制
の
変
化
に
つ
い
て
、
時
勢
の
変
化
を
重
要
視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
言
う
両
氏
の
主

張
は
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
が
、
何
故
に
時
代
と
と
も
に
礼
制
は
変
化
す
る
の
か
答
え
て
い
な
い
。

 

 

こ
れ
は
、
礼
制
そ
の
も
の
自
身
が
時
代
の
流
れ
に
よ
り
変
化
す
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

礼
制
の
内
容
を
規
定
し
て
い
る
両
極
端
が
、
時
代
の
流
れ
に
よ
り
変
化
す
る
た
め
に
、
中
庸
思
想

の
真
ん
中
を
制
度
化
し
た
礼
制
が
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

孔
子
は
「
両
端
を
叩
い
て
質
問
に
答
え
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
両
端
を
叩
き
尽
く
す
ー
調
査

し
尽
く
す
の
は
、
時
代
状
況
に
よ
っ
て
両
端
が
変
化
し
て
い
く
た
め
に
、
両
端
が
何
処
に
あ
る
の

か
、
調
査
し
尽
く
さ
な
い
と
、
現
在
の
正
確
な
両
端
が
出
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸=

礼
制
が
、
こ
の
よ
う
に
時
代
に
よ
っ
て
も
、
同
時
代
で
も
地
域
差
に
よ
り
、
異

な
る
た
め
に
、
尭
や
舜
で
も
中
庸
思
想
の
実
現
や
維
持
が
大
変
難
し
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
孔
子
が
指
摘
し
、
孟
子
も
言
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
金
谷
氏
も
「
状

況
を
見
定
め
て
中
を
選
ぶ
と
い
う
の
は
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
金
谷

氏
は
、
状
況
の
変
化
と
は
一
体
何
の
状
況
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
指
摘
し
て
い
な
い
。 

そ
れ
は
、
中
庸
の
真
ん
中
を
規
定
し
て
い
る
両
極
端
は
、
絶
対
的
な
価
値
観
で
な
い
。
大
小
、

長
短
、
軽
重
、
濃
淡
、
前
後
等
は
相
対
的
な
価
値
観
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
歴
史
的
年
代
を
経
過

す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
極
端
の
程
度
が
動
い
て
已
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

人
間
社
会
の
様
々
な
状
況
の
変
化
を
的
確
に
見
定
め
て
、
政
治
・
経
済
・
社
会
の
分
野
に
お
い

て
行
動
で
き
た
人
物
は
歴
史
上
に
何
人
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
人
類
は
、
失
敗
ば

か
り
の
歴
史
を
際
限
な
く
繰
り
返
し
て
き
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
、
こ

祭
の
礼
儀
の
厚
薄
の
程
度
も
勿
論
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
貧
富
が
異
な
れ
ば
贈
答
品
た
る
礼

物
の
上
下
の
程
度
も
異
な
る
。
社
会
的
な
価
値
観
が
変
化
す
れ
ば
、
善
悪
の
程
度
も
清
廉
や
汚
濁

の
程
度
も
異
な
り
、
更
に
は
愛
憎
や
美
醜
の
程
度
も
異
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
政
治
状
況
が
変

わ
れ
ば
、
左
派
と
右
派
の
規
定
や
そ
の
程
度
も
勿
論
違
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

従
っ
て
政
治
状
況
の
変
化
、
社
会
経
済
発
展
の
段
階
、
社
会
的
評
価
観
―
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る

側
面
の
価
値
観
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
両
極
端
で
あ
る
前
後
、
左
右
、
上
下
、
軽
重
、
濃
淡
等
が

変
化
し
て
動
い
て
く
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
中
庸
思
想
の
中
心
が
、
常
に
変
化
し
て
く
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
中
庸
思
想
の
「
中
」
が
変
化
し
て
く
る
の
は
、
両
極

端
を
混
合
し
た
中
和
の
中
庸
思
想
で
も
、
ま
た
両
極
端
を
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
両
極
端
の
重
さ

の
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
中
権
の
中
庸
思
想
で
も
同
様
で
あ
る
。 

だ
か
ら
当
然
、
今
ま
で
は
真
ん
中
に
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
現

在
の
真
ん
中
で
あ
る
濃
度
や
軽
重
等
の
中
心
の
位
置
が
ず
れ
て
き
て
、
左
右
、
前
後
、
上
下
の
空

間
的
世
界
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。 

時
代
状
況
の
変
化
に
よ
り
三
次
元
的
世
界
の
空
間
的
世
界
が
、
デ
フ
ォ
ル
メ
ー
変
形
を
受
け
ざ

る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
真
ん
中
が
、
薄
く
な
っ
た
り
濃
く
な
っ
た
り
し
て
、
中
和
状
態
が

変
化
し
て
き
た
り
、
両
極
端
の
水
平
バ
ラ
ン
ス
の
度
合
い
が
異
な
っ
て
来
て
、
真
ん
中
の
位
置
が

ず
れ
て
ど
ち
ら
か
一
方
に
傾
い
て
い
く
の
で
あ
り
、
本
当
の
真
ん
中
で
な
く
な
っ
て
来
る
。 

従
っ
て
常
に
時
代
状
況
を
見
据
え
て
、
現
在
の
両
極
端
の
位
置
を
勘
案
し
な
が
ら
、
「
不
偏
不

倚
」
の
中
庸
の
「
中
」
を
再
編
成
す
る
必
要
性
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
時
代
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
両
極
端
の
状
況
が
変
動
し
て
、
中
庸
＝
礼
制
度
が
変
化
す

て
再
編
成
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
二
―
三
の
事
例
を
紹
介
し
て
考
え
て
見
て
み
た
い
。

 
 

 

一
つ
目
は
、
前
引
し
た
が
孔
子
は
時
代
の
変
遷
に
よ
る
各
王
朝
の
礼
制
の
変
化
に
つ
い
て
、 

「
子
夏
が
「
十
代
さ
き
の
王
朝
の
こ
と
が
分
り
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は

い
わ
れ
た
。
「
殷
で
は
〔
そ
の
前
の
王
朝
〕
夏
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
廃
止
し
た
り
加
え

た
り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
周
で
も
殷
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
、
廃
止
し
た
り
加
え
た

り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
〔
だ
か
ら
〕
も
し
周
の
あ
と
を
継
ぐ
も
の
が
あ
れ
ば
、
た
と
い
百
代

さ
き
で
も
分
る
わ
け
だ
。
」
（
六
二
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

礼
制
度
は
夏
―
殷
―
周
の
各
王
朝
に
お
い
て
、
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
和
の
中
庸=

礼

制
度
の
再
編
方
法
は
、
先
の
王
朝
の
礼
制
度
を
基
礎
に
し
て
、
増
や
し
た
り
削
っ
た
り
し
て
礼
制

度
を
作
り
直
し
て
お
り
、
夏
、
殷
、
周
で
は
増
損
さ
れ
て
異
な
る
、
と
言
う
。 

つ
ま
り
夏
→
殷
→
周
の
礼
制
度
が
、
夏
の
礼
制
を
基
準
に
し
た
殷
に
お
い
て
は
増
損
さ
れ
て
礼

制
が
変
わ
り
、
殷
の
礼
制
を
基
準
に
し
た
周
に
お
い
て
は
増
損
さ
れ
て
礼
制
が
変
化
し
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
礼
制
＝
中
庸
を
決
定
す
る
両
極
端
へ
の
価
値
基
準
が
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り
変
化

し
て
き
た
結
果
、
生
じ
て
き
た
礼
制
の
変
更
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

二
つ
目
は
、
孟
子
は
、
夏
、
殷
、
周
の
税
制
度
の
変
遷
し
た
過
程
に
つ
い
て
、 

「
〔
さ
て
こ
こ
で
、
三
代
の
租
税
の
制
度
に
つ
い
て
述
べ
て
見
ま
す
と
〕
、
夏
の
時
代
に
は
一
夫

に
田
地
五
十
畝
ず
つ
与
え
て
貢
と
い
う
税
法
を
行
い
、
殷
の
時
代
に
は
七
十
畝
ず
つ
与
え
て
助
と

い
う
税
法
を
行
い
、
ま
た
周
の
時
代
に
な
る
と
百
畝
ず
つ
与
え
て
轍
と
い
う
税
法
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
夏
、
殷
、
周
の
三
代
に
は
貢
・
助
・
徹
と
そ
れ
ぞ
れ
名
ま
え
は
ち
が
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
は
み
な
同
じ
で
十
分
の
一
を
租
税
と
し
て
取
っ
た
の
で
す
。
今
、
轍
と
申
し
ま
し

た
が
、
轍
と
は
轍
（
撤
）
す
な
わ
ち
取
る
と
言
う
意
味
で
、
そ
の
年
の
実
際
の
収
穫
物
に
応
じ
て

取
る
か
ら
、
か
く
名
づ
け
た
の
で
す
。
つ
ぎ
に
助
と
は
籍
つ
ま
り
借
り
る
と
い
う
意
味
で
、
八
戸

の
人
の
労
力
を
借
り
て
公
田
を
耕
す
〔
そ
し
て
そ
れ
を
税
と
し
て
納
め
さ
せ
る
〕
と
こ
ろ
か
ら
、

か
く
名
づ
け
た
も
の
で
す
。
む
か
し
の
賢
人
竜
子
は
『
土
地
を
治
め
る
に
は
、
助
法
よ
り
善
い
も

の
は
な
い
し
、
貢
法
よ
り
も
悪
い
も
の
は
な
い
』
と
い
い
ま
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
、
貢
法
は
数
年

間
の
収
穫
高
を
計
り
く
ら
べ
て
、
〔
そ
の
平
均
を
だ
し
て
〕
毎
年
の
収
入
と
き
め
、
そ
の
十
分
の

一
を
貢
租
（
租
税
）
と
し
ま
す
の
で
、
豊
作
の
年
に
は
収
獲
が
多
く
て
穀
物
が
ち
ら
か
り
捨
て
ら

れ
る
ほ
ど
が
か
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
税
を
と
っ
て
も
決
し
て
虐
政
と
は
な
ら
ん
の
に
、
少
な
す

ぎ
る
結
果
と
な
り
、
ま
た
一
方
凶
作
の
年
に
は
、
い
く
ら
肥
料
を
や
っ
て
努
力
し
て
も
収
穫
は
少

な
い
の
に
、
容
赦
か
ん
べ
ん
な
く
き
ま
っ
た
税
額
だ
け
は
全
部
取
り
た
て
ま
す
か
ら
、
人
民
は
苦

し
み
ま
す
。
〔
こ
れ
が
貢
法
の
欠
点
で
す
〕。
」
（
六
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

夏
は
三
年
間
の
平
均
を
割
り
出
し
て
毎
年
の
収
入
と
し
て
、
殷
は
八
戸
で
公
田
を
耕
し
て
、
周

は
毎
年
の
収
穫
量
を
基
準
に
し
て
、
十
分
の
一
の
租
税
＝
軽
税
と
重
税
の
真
ん
中
の
租
税
＝
中
庸

税
を
徴
収
し
た
と
言
う
。
夏
・
殷
・
周
の
三
代
に
お
い
て
も
、
十
分
の
一
の
租
税
徴
収
の
土
地
制

度
基
準
が
変
わ
っ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
夏
→
殷
→
周
へ
の
王
朝
交
代
に
伴
い
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
中
庸
税
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え
直
し
を
』
と
、
朝
な
夕
な
に
自
分
は
そ
れ
を
ね
が
い
の
ぞ
ん
で
お
る
の
だ
。
・
・
・
」
と
孟
子

は
〔
自
分
の
悲
壮
な
心
境
を
打
ち
明
け
て
〕
い
わ
れ
た
。
尹
士
は
人
づ
て
に
こ
の
話
を
き
い
て
、

「
あ
あ
、
士
は
ほ
ん
と
う
に
小
人
で
あ
っ
た
。
〔
そ
う
と
も
知
ら
ず
に
、
と
ん
だ
こ
と
を
言
っ
て

し
ま
っ
た
。
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
。
〕」
と
深
く
恥
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
五
七
）。 

君
主
の
能
否
を
的
確
に
見
抜
い
て
、
テ
キ
パ
キ
と
去
就
す
る
臨
機
応
変
に
豹
変
す
る
政
治
的
態

度
は
、
現
実
に
は
例
外
的
で
あ
る
。
君
主
に
は
長
短
の
両
面
が
あ
り
、
極
端
な
性
格
を
持
つ
人
で

は
な
い
。
そ
れ
故
に
そ
の
能
否
の
有
無
を
判
断
す
る
事
は
難
し
く
、
曖
昧
な
去
就
態
度
を
取
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
が
、
現
実
に
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。 

孟
子
が
、
斉
王
に
は
治
国
・
平
天
下
の
理
想
実
現
は
無
理
だ
と
思
い
、
斉
を
去
り
な
が
ら
、
ま

た
思
い
直
し
て
未
練
が
ま
し
く
踏
み
と
ど
ま
り
、
ま
た
諦
め
直
し
て
去
る
。
こ
の
事
情
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
煮
え
切
ら
な
い
態
度
に
よ
り
去
就
を
繰
り
返
し
彷
徨
す
る
の
は
、
君
主
の
能
否
の

水
平
バ
ラ
ン
ス
が
少
し
崩
れ
て
い
る
曖
昧
の
時
に
は
、
至
極
、
当
り
前
の
行
為
で
あ
る
。
行
っ
た

り
来
た
り
彷
徨
し
て
去
就
の
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
の
は
、
現
実
的
な
こ
の
世
に
お
け
る
臨
機
応

変
に
中
を
執
る
中
権
の
中
庸
の
行
動
形
式
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

従
っ
て
中
和
の
中
庸
の
政
治
力
学
は
、
両
極
端
の
欠
点
を
批
判
し
て
、
両
極
端
の
濃
度
を
無
く

し
て
中
央
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
求
心
性
を
志
向
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
中
権
の
中
庸
政
治

力
学
は
、
両
極
端
の
長
所
を
是
認
し
て
、
そ
の
長
所
を
生
か
す
た
め
に
、
中
央
か
ら
遠
く
に
存
在

す
る
両
極
端
を
相
互
に
飛
び
移
っ
て
両
極
端
を
移
行
し
よ
う
と
す
る
遠
心
性
を
志
向
し
て
い
る
。 

孔
子
は
中
庸
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
事
は
累
説
し
た
が
、
そ
の
前
提
の
両
極
端
に
つ
い
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
。
「
わ
た
し
は
も
の
知
り
だ
ろ
う
か
。
も
の
知
り
で
は
な
い
。
つ
ま
ら
な
い

男
で
も
、
ま
じ
め
な
態
度
で
や
っ
て
き
て
わ
た
く
し
に
質
問
す
る
な
ら
、
わ
た
く
し
は
そ
の
す
み

ず
み
ま
で
た
た
い
て(

原
文
は
「
我
叩
其
両
端
而
竭
焉
」)

、
十
分
に
答
え
て
や
る
ま
で
だ
」(

五
八)

と
、
述
べ
て
い
る
。
孔
子
ほ
ど
の
博
学
な
人
物
で
も
、
自
分
は
物
知
り
で
な
い
と
言
い
、
だ
か
ら

誰
で
あ
ろ
う
と
質
問
に
来
た
ら
、
徹
底
的
に
誠
実
を
尽
し
て
物
事
の
両
端
を
叩
き
尽
し
て
返
事
を

す
る
と
言
う
。
両
端
を
叩
き
尽
く
さ
な
い
と
、
真
実
の
中
庸
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
方
法
論
が
、
表
裏
、
前
後
、
上
下
の
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

絶
え
ず
両
面
を
同
時
に
見
る
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
生
ん
だ
原
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
宮
崎
氏
が
述
べ
て
い
た
「
欠
点
の
な
い
普
通
人
―
中
庸
人
」
な
ど
は
、
こ
の
世
に
は

存
在
し
よ
う
は
な
く
、
中
庸
思
想
は
、
中
国
知
識
人
の
最
終
到
着
点
で
あ
り
、
儒
教
の
最
高
の
理

想
な
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
か
の
尭
・
舜
ほ
ど
の
知
者
で
も
、
な
お
か
つ
す
べ
て
の
物
事
を
あ
ま
ね
く
知
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
先
務
を
急
と
し
て
つ
と
め
た
か
ら
で
あ
り
、
尭
・
舜
ほ
ど
の
仁
者
で
も
、
な
お

か
つ
天
下
の
人
間
を
あ
ま
ね
く
愛
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
は
、
賢
者
を
親
し
み
愛
す
る
こ
と
を
急

務
と
し
た
か
ら
で
る
。・
・
・
」（
五
九
）
と
、
尭
や
舜
の
様
な
聖
人
で
も
何
処
か
に
抜
け
て
い
る

所
が
あ
っ
た
と
言
う
。
だ
か
ら
そ
れ
以
下
の
人
間
に
は
尚
更
に
中
庸
思
想
の
実
現
は
困
難
な
事
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
『
中
庸
』
に
は
、
以
下
の
様
な
孔
子
の
言
葉
の
記
述
が
あ
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
。
「
・
・
・
人
び
と
は
み
な
「
自
分
は
知
者
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
中

庸
〔
が
よ
い
と
わ
か
っ
て
そ
れ
〕
を
選
び
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
守
り
続
け
る
こ
と
は
た
だ

の
一
カ
月
で
さ
え
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。〔
ど
う
し
て
、
そ
れ
で
知
者
だ
と
い
え
よ
う
か
。
〕」（
六

０
）
と
、
知
者
だ
と
自
画
自
賛
す
る
人
で
も
、
一
カ
月
も
た
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
。
「
天
下
や
国
や
家
〔
を
う
ま
く
治
め
る
の
は
汝
で
あ
る
が
、
そ
れ
〕
で

さ
え
公
平
に
治
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
高
い
爵
位
や
厚
い
俸
禄
〔
を
断
る
の
も
難
事
で
あ
る
が
、

そ
れ
〕
で
さ
え
辞
退
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
白
刃
〔
を
ふ
み
破
っ
て
敵
陣
を
攻
め
る
の
も
難
事
で

あ
る
が
、
そ
れ
〕
で
さ
え
ふ
み
破
る
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
、
中
庸
〔
を
選
び
と
っ
て
実
際
に
守

り
つ
づ
け
る
の
〕
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
」
（
六
一
）
と
、
こ
の
世
の
難
事
は
解
決
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
中
庸
を
守
る
こ
と
が
一
番
難
し
い
事
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
は
、
中
庸
を
体
現
し
た
と
、
孟
子
に
言
わ
れ
て
い
る
程
の
尭
や
舜
の
よ
う
な
聖
人
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
実
現
と
維
持
が
困
難
な
最
高
の
モ
ラ
ル
で
あ
り
、
中
国
知
識
人
の
理
想
と
す
る

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
中
庸
思
想
が
、
身
動
き
の
取
れ
な
い
永
久
に
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
特
殊
歴
史

的
規
定
を
受
け
た
、
弾
力
性
の
あ
る
思
想
的
産
物
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
中
庸
思
想
の
実
現

が
困
難
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、
締
め
括
っ
て
お
き
た
い
。 

何
故
に
中
庸
思
想
が
、
歴
史
的
規
定
を
受
け
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
中
庸
は
両
極
端
の
真
ん
中

を
採
る
思
想
だ
か
ら
で
あ
る
。
両
極
端
に
つ
い
て
の
大
小
、
長
短
、
重
量
、
濃
度
の
程
度
の
差
異

は
、
歴
史
的
な
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
り
動
き
、
変
遷
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

社
会
経
済
が
発
展
す
れ
ば
、
両
極
端
で
あ
る
貧
富
の
程
度
も
違
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
冠
婚
葬

→
孟
子
（
戦
国
）
→
孔
子
思
（
戦
国
『
中
庸
』
作
者
）
→
鄭
玄
（
漢
代
『
中
庸
』
古
注
）
→
戴
顒

（
南
北
朝
・
宋
『
礼
記
中
庸
伝
』
）
→
李
翺
（
唐
代
『
中
庸
説
』
）
→
二
程
（
北
宋
）
→
朱
子
（
南

宋
）
→
毛
沢
東
・
華
国
鋒
（
現
代
）
―
李
年
古
（
現
代
）
と
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
中

国
の
全
歴
史
を
貫
い
て
長
く
生
き
て
き
た
思
想
で
あ
り
、
中
国
民
族
に
お
い
て
、
最
も
伝
統
的
で

最
も
重
要
な
中
核
思
想
な
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
中
国
思
想
の
精
髄
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
五
四
）。 

 

六 

中
庸
思
想
の
政
治
構
造
的
特
質 

 

 

「
対
の
思
想
」
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
古
代
→
唐
宋
代
→
現
代
の
中
庸
思
想

の
具
体
的
事
例
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
関
係
の
結
末
と
し
て
、
中
庸

思
想
の
持
つ
重
要
な
政
治
構
造
論
的
特
質
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
き
た
い
。
孔
子
は
、
「
子
の
曰

わ
く
、
中
庸
の
徳
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
。
民
鮮
な
き
こ
と
久
し
」
（
五
五
）
と
述
べ
て
、

中
庸
の
徳
は
最
高
の
徳
目
で
あ
る
と
絶
賛
し
た
後
に
、
民
衆
に
中
庸
の
徳
が
少
な
く
な
っ
て
か
ら

久
し
い
、
と
嘆
い
て
い
る
。
で
は
、
何
故
に
中
庸
が
中
国
思
想
の
最
高
の
徳
目
な
の
で
あ
る
の
か
、

ま
た
何
故
に
庶
民
に
は
実
践
が
困
難
な
思
想
な
の
で
あ
る
の
で
ろ
う
か
。 

中
国
人
の
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
延
々
と
脳
裏
の
中
心
で
あ
る
脳
幹
に
し
っ
か
り
染
み

つ
い
て
い
た
の
は
、
無
前
提
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
常
識
の
崇
拝
＝
極
端
に
偏
ら
な
い
真
ん
中

＝
中
庸
思
想
の
堅
持
の
精
神
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
各
節
で
述
べ
て
き
た
が
、
中
庸
思
想
に
は
、
一

つ
に
は
両
極
を
混
合
す
る
化
学
的
思
考
方
法
＝
中
和
＝
調
和
の
中
庸
思
想
と
、
も
う
一
つ
は
臨
機

応
変
に
両
極
端
を
飛
び
移
り
て
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
思
考
方
法
＝
中
権
＝
力
学
的
均
衡
の
中

庸
思
想
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
が
存
在
し
た
。 

と
こ
ろ
で
問
題
な
の
は
、
中
和
の
ほ
ど
良
い
濃
度
や
、
中
権
の
均
衡
状
態
が
、
経
済
社
会
状
態

の
変
動
に
よ
っ
て
中
庸
の
状
態
が
崩
れ
て
き
て
、
こ
れ
を
再
編
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
に
、

ど
の
よ
う
に
立
て
直
し
て
真
の
中
庸
の
状
態
に
引
き
戻
す
か
と
い
う
、
解
決
方
法
論
で
あ
る
。 

「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
に
代
表
さ
れ
る
両
極
端
の
否
定
の
上
に
調
和
を
実
現
す
る

中
和
の
中
庸
の
場
合
に
お
い
て
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。 

孔
子
は
、
時
代
の
変
遷
に
よ
る
夏
―
殷
―
周
の
各
王
朝
の
礼
制
に
つ
い
て
、 

「
子
夏
が
「
十
代
さ
き
の
王
朝
の
こ
と
が
分
り
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は

い
わ
れ
た
。
「
殷
で
は
〔
そ
の
前
の
王
朝
〕
夏
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
廃
止
し
た
り
加
え

た
り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
周
で
も
殷
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
、
廃
止
し
た
り
加
え
た

り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
〔
だ
か
ら
〕
も
し
周
の
あ
と
を
継
ぐ
も
の
が
あ
れ
ば
、
た
と
い
百
代

さ
き
で
も
分
る
わ
け
だ
。
」
（
五
六
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

礼
制
度
は
、
夏
―
殷
―
周
の
各
王
朝
に
お
い
て
、
各
々
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
先
朝
の

礼
制
を
基
礎
に
し
て
、
不
足
し
て
い
れ
ば
増
加
し
て
真
の
中
和
状
態
に
引
き
戻
し
た
り
し
た
り
、

逆
に
多
す
ぎ
れ
ば
削
り
取
っ
て
真
の
中
和
状
態
に
引
き
戻
し
て
い
る
。
中
和
＝
礼
制
の
再
編
方
法

の
具
体
的
実
態
は
、
先
朝
の
基
本
礼
制
を
基
礎
に
し
て
、
こ
れ
に
増
加
さ
せ
た
り
減
損
さ
し
た
り

し
て
、
現
実
の
時
代
状
況
に
適
応
さ
せ
る
よ
う
に
、
礼
制
を
作
り
直
し
た
の
で
あ
る
。 

臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
両
極
端
を
飛
び
移
り
真
ん
中
を
執
る
中
権
の
中
庸
の
場
合
は
、
中
和
状

態
の
解
決
方
法
論
と
は
、
凡
そ
逆
方
向
で
あ
る
。
孟
子
は
斉
の
宣
王
の
下
を
去
る
経
緯
に
つ
い
て
、

門
人
の
高
子
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
は
遂
に
斉
の
国
を
去
ら
れ
た
。
〔
斉
の
家
臣
で
〕
尹
士
と
い
う
も
の
が
、
あ
る
人
に
向

か
っ
て
「
孟
子
は
賢
人
と
聞
い
て
い
た
が
、・
・
・
千
里
も
の
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
き
て
、

王
と
意
見
が
あ
わ
な
い
か
ら
去
る
と
い
う
の
に
、
昼
に
三
日
も
泊
っ
て
か
ら
や
っ
と
出
発
す
る
と

は
、
な
ん
と
い
う
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た
未
練
が
ま
し
さ
な
の
だ
ろ
う
。
士
に
は
ほ
と
ん
ど
気
に
入
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
だ
。
」
と
い
っ
て
非
難
し
た
。
孟
子
の
門
人
の
高
子
が
こ
の
悪
口
を
聞
い
て
孟
子

に
知
ら
せ
る
と
、
「
・
・
・
斉
王
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
ど
う
か
し
て
道
を
行
い
た
い
と
願

え
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。
意
見
が
あ
わ
ず
に
去
る
の
は
、
決
し
て
自
分
の
希
望
で
は
な
い
。
万
已
む

を
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
自
分
は
昼
に
三
日
も
滞
在
し
て
か
ら
た
ち
去
っ
た
が
、
自
分

と
し
て
は
そ
れ
で
も
な
お
早
す
ぎ
た
か
と
思
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
。
『
王
様
よ
、
ど
う
か
お
考
え

直
し
の
ほ
ど
を
。
も
し
も
そ
う
な
ら
、
き
っ
と
自
分
を
呼
び
戻
す
に
ち
が
い
な
い
』
と
心
に
念
じ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
王
様
は
昼
を
で
て
か
ら
も
、
自
分
を
呼
び
返
そ
う
と
は
さ
れ

な
か
っ
た
、
そ
こ
で
、
自
分
は
ス
ッ
カ
リ
諦
め
て
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
気
持
ち
で
国
に
帰
る
決
心
が

つ
い
た
。
と
は
い
い
も
の
の
、
い
ま
で
も
な
お
王
様
を
見
限
り
は
し
な
い
。
〔
今
の
諸
候
の
な
か

で
は
〕
、
王
様
は
や
は
り
〔
善
い
立
派
な
お
方
で
〕
と
も
ど
も
に
仁
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
お

方
だ
。
王
様
が
も
し
も
自
分
を
挙
げ
用
い
て
く
だ
さ
れ
ば
、
た
だ
斉
一
国
の
人
民
が
安
ら
か
に
な

る
ば
か
り
で
は
な
い
。
天
下
の
人
民
が
あ
げ
て
安
ら
か
に
な
る
の
だ
。
『
王
様
よ
、
ど
う
か
お
考
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え
直
し
を
』
と
、
朝
な
夕
な
に
自
分
は
そ
れ
を
ね
が
い
の
ぞ
ん
で
お
る
の
だ
。
・
・
・
」
と
孟
子

は
〔
自
分
の
悲
壮
な
心
境
を
打
ち
明
け
て
〕
い
わ
れ
た
。
尹
士
は
人
づ
て
に
こ
の
話
を
き
い
て
、

「
あ
あ
、
士
は
ほ
ん
と
う
に
小
人
で
あ
っ
た
。
〔
そ
う
と
も
知
ら
ず
に
、
と
ん
だ
こ
と
を
言
っ
て

し
ま
っ
た
。
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
。
〕」
と
深
く
恥
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
五
七
）。 

君
主
の
能
否
を
的
確
に
見
抜
い
て
、
テ
キ
パ
キ
と
去
就
す
る
臨
機
応
変
に
豹
変
す
る
政
治
的
態

度
は
、
現
実
に
は
例
外
的
で
あ
る
。
君
主
に
は
長
短
の
両
面
が
あ
り
、
極
端
な
性
格
を
持
つ
人
で

は
な
い
。
そ
れ
故
に
そ
の
能
否
の
有
無
を
判
断
す
る
事
は
難
し
く
、
曖
昧
な
去
就
態
度
を
取
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
が
、
現
実
に
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。 

孟
子
が
、
斉
王
に
は
治
国
・
平
天
下
の
理
想
実
現
は
無
理
だ
と
思
い
、
斉
を
去
り
な
が
ら
、
ま

た
思
い
直
し
て
未
練
が
ま
し
く
踏
み
と
ど
ま
り
、
ま
た
諦
め
直
し
て
去
る
。
こ
の
事
情
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
煮
え
切
ら
な
い
態
度
に
よ
り
去
就
を
繰
り
返
し
彷
徨
す
る
の
は
、
君
主
の
能
否
の

水
平
バ
ラ
ン
ス
が
少
し
崩
れ
て
い
る
曖
昧
の
時
に
は
、
至
極
、
当
り
前
の
行
為
で
あ
る
。
行
っ
た

り
来
た
り
彷
徨
し
て
去
就
の
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
の
は
、
現
実
的
な
こ
の
世
に
お
け
る
臨
機
応

変
に
中
を
執
る
中
権
の
中
庸
の
行
動
形
式
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

従
っ
て
中
和
の
中
庸
の
政
治
力
学
は
、
両
極
端
の
欠
点
を
批
判
し
て
、
両
極
端
の
濃
度
を
無
く

し
て
中
央
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
求
心
性
を
志
向
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
中
権
の
中
庸
政
治

力
学
は
、
両
極
端
の
長
所
を
是
認
し
て
、
そ
の
長
所
を
生
か
す
た
め
に
、
中
央
か
ら
遠
く
に
存
在

す
る
両
極
端
を
相
互
に
飛
び
移
っ
て
両
極
端
を
移
行
し
よ
う
と
す
る
遠
心
性
を
志
向
し
て
い
る
。 

孔
子
は
中
庸
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
事
は
累
説
し
た
が
、
そ
の
前
提
の
両
極
端
に
つ
い
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
。
「
わ
た
し
は
も
の
知
り
だ
ろ
う
か
。
も
の
知
り
で
は
な
い
。
つ
ま
ら
な
い

男
で
も
、
ま
じ
め
な
態
度
で
や
っ
て
き
て
わ
た
く
し
に
質
問
す
る
な
ら
、
わ
た
く
し
は
そ
の
す
み

ず
み
ま
で
た
た
い
て(

原
文
は
「
我
叩
其
両
端
而
竭
焉
」)

、
十
分
に
答
え
て
や
る
ま
で
だ
」(

五
八)

と
、
述
べ
て
い
る
。
孔
子
ほ
ど
の
博
学
な
人
物
で
も
、
自
分
は
物
知
り
で
な
い
と
言
い
、
だ
か
ら

誰
で
あ
ろ
う
と
質
問
に
来
た
ら
、
徹
底
的
に
誠
実
を
尽
し
て
物
事
の
両
端
を
叩
き
尽
し
て
返
事
を

す
る
と
言
う
。
両
端
を
叩
き
尽
く
さ
な
い
と
、
真
実
の
中
庸
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
方
法
論
が
、
表
裏
、
前
後
、
上
下
の
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

絶
え
ず
両
面
を
同
時
に
見
る
思
考
―
「
対
の
思
想
」
を
生
ん
だ
原
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
宮
崎
氏
が
述
べ
て
い
た
「
欠
点
の
な
い
普
通
人
―
中
庸
人
」
な
ど
は
、
こ
の
世
に
は

存
在
し
よ
う
は
な
く
、
中
庸
思
想
は
、
中
国
知
識
人
の
最
終
到
着
点
で
あ
り
、
儒
教
の
最
高
の
理

想
な
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
か
の
尭
・
舜
ほ
ど
の
知
者
で
も
、
な
お
か
つ
す
べ
て
の
物
事
を
あ
ま
ね
く
知
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
先
務
を
急
と
し
て
つ
と
め
た
か
ら
で
あ
り
、
尭
・
舜
ほ
ど
の
仁
者
で
も
、
な
お

か
つ
天
下
の
人
間
を
あ
ま
ね
く
愛
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
は
、
賢
者
を
親
し
み
愛
す
る
こ
と
を
急

務
と
し
た
か
ら
で
る
。・
・
・
」（
五
九
）
と
、
尭
や
舜
の
様
な
聖
人
で
も
何
処
か
に
抜
け
て
い
る

所
が
あ
っ
た
と
言
う
。
だ
か
ら
そ
れ
以
下
の
人
間
に
は
尚
更
に
中
庸
思
想
の
実
現
は
困
難
な
事
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
『
中
庸
』
に
は
、
以
下
の
様
な
孔
子
の
言
葉
の
記
述
が
あ
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
。
「
・
・
・
人
び
と
は
み
な
「
自
分
は
知
者
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
中

庸
〔
が
よ
い
と
わ
か
っ
て
そ
れ
〕
を
選
び
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
守
り
続
け
る
こ
と
は
た
だ

の
一
カ
月
で
さ
え
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。〔
ど
う
し
て
、
そ
れ
で
知
者
だ
と
い
え
よ
う
か
。
〕」（
六

０
）
と
、
知
者
だ
と
自
画
自
賛
す
る
人
で
も
、
一
カ
月
も
た
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
。
「
天
下
や
国
や
家
〔
を
う
ま
く
治
め
る
の
は
汝
で
あ
る
が
、
そ
れ
〕
で

さ
え
公
平
に
治
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
高
い
爵
位
や
厚
い
俸
禄
〔
を
断
る
の
も
難
事
で
あ
る
が
、

そ
れ
〕
で
さ
え
辞
退
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
白
刃
〔
を
ふ
み
破
っ
て
敵
陣
を
攻
め
る
の
も
難
事
で

あ
る
が
、
そ
れ
〕
で
さ
え
ふ
み
破
る
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
、
中
庸
〔
を
選
び
と
っ
て
実
際
に
守

り
つ
づ
け
る
の
〕
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
」
（
六
一
）
と
、
こ
の
世
の
難
事
は
解
決
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
中
庸
を
守
る
こ
と
が
一
番
難
し
い
事
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
は
、
中
庸
を
体
現
し
た
と
、
孟
子
に
言
わ
れ
て
い
る
程
の
尭
や
舜
の
よ
う
な
聖
人
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
実
現
と
維
持
が
困
難
な
最
高
の
モ
ラ
ル
で
あ
り
、
中
国
知
識
人
の
理
想
と
す
る

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
中
庸
思
想
が
、
身
動
き
の
取
れ
な
い
永
久
に
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
特
殊
歴
史

的
規
定
を
受
け
た
、
弾
力
性
の
あ
る
思
想
的
産
物
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
中
庸
思
想
の
実
現

が
困
難
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、
締
め
括
っ
て
お
き
た
い
。 

何
故
に
中
庸
思
想
が
、
歴
史
的
規
定
を
受
け
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
中
庸
は
両
極
端
の
真
ん
中

を
採
る
思
想
だ
か
ら
で
あ
る
。
両
極
端
に
つ
い
て
の
大
小
、
長
短
、
重
量
、
濃
度
の
程
度
の
差
異

は
、
歴
史
的
な
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
り
動
き
、
変
遷
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

社
会
経
済
が
発
展
す
れ
ば
、
両
極
端
で
あ
る
貧
富
の
程
度
も
違
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
冠
婚
葬

→
孟
子
（
戦
国
）
→
孔
子
思
（
戦
国
『
中
庸
』
作
者
）
→
鄭
玄
（
漢
代
『
中
庸
』
古
注
）
→
戴
顒

（
南
北
朝
・
宋
『
礼
記
中
庸
伝
』
）
→
李
翺
（
唐
代
『
中
庸
説
』
）
→
二
程
（
北
宋
）
→
朱
子
（
南

宋
）
→
毛
沢
東
・
華
国
鋒
（
現
代
）
―
李
年
古
（
現
代
）
と
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま
で
、
中

国
の
全
歴
史
を
貫
い
て
長
く
生
き
て
き
た
思
想
で
あ
り
、
中
国
民
族
に
お
い
て
、
最
も
伝
統
的
で

最
も
重
要
な
中
核
思
想
な
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
中
国
思
想
の
精
髄
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
五
四
）。 

 

六 

中
庸
思
想
の
政
治
構
造
的
特
質 

 

 

「
対
の
思
想
」
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
古
代
→
唐
宋
代
→
現
代
の
中
庸
思
想

の
具
体
的
事
例
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
関
係
の
結
末
と
し
て
、
中
庸

思
想
の
持
つ
重
要
な
政
治
構
造
論
的
特
質
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
き
た
い
。
孔
子
は
、
「
子
の
曰

わ
く
、
中
庸
の
徳
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
。
民
鮮
な
き
こ
と
久
し
」
（
五
五
）
と
述
べ
て
、

中
庸
の
徳
は
最
高
の
徳
目
で
あ
る
と
絶
賛
し
た
後
に
、
民
衆
に
中
庸
の
徳
が
少
な
く
な
っ
て
か
ら

久
し
い
、
と
嘆
い
て
い
る
。
で
は
、
何
故
に
中
庸
が
中
国
思
想
の
最
高
の
徳
目
な
の
で
あ
る
の
か
、

ま
た
何
故
に
庶
民
に
は
実
践
が
困
難
な
思
想
な
の
で
あ
る
の
で
ろ
う
か
。 

中
国
人
の
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
延
々
と
脳
裏
の
中
心
で
あ
る
脳
幹
に
し
っ
か
り
染
み

つ
い
て
い
た
の
は
、
無
前
提
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
常
識
の
崇
拝
＝
極
端
に
偏
ら
な
い
真
ん
中

＝
中
庸
思
想
の
堅
持
の
精
神
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
各
節
で
述
べ
て
き
た
が
、
中
庸
思
想
に
は
、
一

つ
に
は
両
極
を
混
合
す
る
化
学
的
思
考
方
法
＝
中
和
＝
調
和
の
中
庸
思
想
と
、
も
う
一
つ
は
臨
機

応
変
に
両
極
端
を
飛
び
移
り
て
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
思
考
方
法
＝
中
権
＝
力
学
的
均
衡
の
中

庸
思
想
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
が
存
在
し
た
。 

と
こ
ろ
で
問
題
な
の
は
、
中
和
の
ほ
ど
良
い
濃
度
や
、
中
権
の
均
衡
状
態
が
、
経
済
社
会
状
態

の
変
動
に
よ
っ
て
中
庸
の
状
態
が
崩
れ
て
き
て
、
こ
れ
を
再
編
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
に
、

ど
の
よ
う
に
立
て
直
し
て
真
の
中
庸
の
状
態
に
引
き
戻
す
か
と
い
う
、
解
決
方
法
論
で
あ
る
。 

「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
に
代
表
さ
れ
る
両
極
端
の
否
定
の
上
に
調
和
を
実
現
す
る

中
和
の
中
庸
の
場
合
に
お
い
て
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。 

孔
子
は
、
時
代
の
変
遷
に
よ
る
夏
―
殷
―
周
の
各
王
朝
の
礼
制
に
つ
い
て
、 

「
子
夏
が
「
十
代
さ
き
の
王
朝
の
こ
と
が
分
り
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は

い
わ
れ
た
。
「
殷
で
は
〔
そ
の
前
の
王
朝
〕
夏
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
廃
止
し
た
り
加
え

た
り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
周
で
も
殷
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
、
廃
止
し
た
り
加
え
た

り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
〔
だ
か
ら
〕
も
し
周
の
あ
と
を
継
ぐ
も
の
が
あ
れ
ば
、
た
と
い
百
代

さ
き
で
も
分
る
わ
け
だ
。
」
（
五
六
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

礼
制
度
は
、
夏
―
殷
―
周
の
各
王
朝
に
お
い
て
、
各
々
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
先
朝
の

礼
制
を
基
礎
に
し
て
、
不
足
し
て
い
れ
ば
増
加
し
て
真
の
中
和
状
態
に
引
き
戻
し
た
り
し
た
り
、

逆
に
多
す
ぎ
れ
ば
削
り
取
っ
て
真
の
中
和
状
態
に
引
き
戻
し
て
い
る
。
中
和
＝
礼
制
の
再
編
方
法

の
具
体
的
実
態
は
、
先
朝
の
基
本
礼
制
を
基
礎
に
し
て
、
こ
れ
に
増
加
さ
せ
た
り
減
損
さ
し
た
り

し
て
、
現
実
の
時
代
状
況
に
適
応
さ
せ
る
よ
う
に
、
礼
制
を
作
り
直
し
た
の
で
あ
る
。 

臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
両
極
端
を
飛
び
移
り
真
ん
中
を
執
る
中
権
の
中
庸
の
場
合
は
、
中
和
状

態
の
解
決
方
法
論
と
は
、
凡
そ
逆
方
向
で
あ
る
。
孟
子
は
斉
の
宣
王
の
下
を
去
る
経
緯
に
つ
い
て
、

門
人
の
高
子
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
は
遂
に
斉
の
国
を
去
ら
れ
た
。
〔
斉
の
家
臣
で
〕
尹
士
と
い
う
も
の
が
、
あ
る
人
に
向

か
っ
て
「
孟
子
は
賢
人
と
聞
い
て
い
た
が
、・
・
・
千
里
も
の
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
き
て
、

王
と
意
見
が
あ
わ
な
い
か
ら
去
る
と
い
う
の
に
、
昼
に
三
日
も
泊
っ
て
か
ら
や
っ
と
出
発
す
る
と

は
、
な
ん
と
い
う
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た
未
練
が
ま
し
さ
な
の
だ
ろ
う
。
士
に
は
ほ
と
ん
ど
気
に
入
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
だ
。
」
と
い
っ
て
非
難
し
た
。
孟
子
の
門
人
の
高
子
が
こ
の
悪
口
を
聞
い
て
孟
子

に
知
ら
せ
る
と
、
「
・
・
・
斉
王
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
ど
う
か
し
て
道
を
行
い
た
い
と
願

え
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。
意
見
が
あ
わ
ず
に
去
る
の
は
、
決
し
て
自
分
の
希
望
で
は
な
い
。
万
已
む

を
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
自
分
は
昼
に
三
日
も
滞
在
し
て
か
ら
た
ち
去
っ
た
が
、
自
分

と
し
て
は
そ
れ
で
も
な
お
早
す
ぎ
た
か
と
思
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
。
『
王
様
よ
、
ど
う
か
お
考
え

直
し
の
ほ
ど
を
。
も
し
も
そ
う
な
ら
、
き
っ
と
自
分
を
呼
び
戻
す
に
ち
が
い
な
い
』
と
心
に
念
じ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
王
様
は
昼
を
で
て
か
ら
も
、
自
分
を
呼
び
返
そ
う
と
は
さ
れ

な
か
っ
た
、
そ
こ
で
、
自
分
は
ス
ッ
カ
リ
諦
め
て
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
気
持
ち
で
国
に
帰
る
決
心
が

つ
い
た
。
と
は
い
い
も
の
の
、
い
ま
で
も
な
お
王
様
を
見
限
り
は
し
な
い
。
〔
今
の
諸
候
の
な
か

で
は
〕
、
王
様
は
や
は
り
〔
善
い
立
派
な
お
方
で
〕
と
も
ど
も
に
仁
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
お

方
だ
。
王
様
が
も
し
も
自
分
を
挙
げ
用
い
て
く
だ
さ
れ
ば
、
た
だ
斉
一
国
の
人
民
が
安
ら
か
に
な

る
ば
か
り
で
は
な
い
。
天
下
の
人
民
が
あ
げ
て
安
ら
か
に
な
る
の
だ
。
『
王
様
よ
、
ど
う
か
お
考
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党
の
指
導
権
を
い
ず
れ
の
側
に
も
譲
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ず
れ
の
側
に
も

属
さ
な
い
人
物
を
首
相
に
指
名
し
た
の
で
あ
る
。
華
国
鋒
に
つ
い
て
知
る
人
は
ご
く
限
ら
れ
て
い

た
。
・
・
・
抗
日
戦
争
の
勃
発
後
、
一
九
三
八
年
の
革
命
運
動
に
参
加
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
汪

東
興
は
こ
の
選
択
に
満
足
し
た
。
経
験
豊
か
な
指
導
者
で
あ
り
、
ひ
か
え
め
な
う
え
に
親
し
み
が

持
て
た
。
・
・
・
」
（
五
一
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
華
国
鋒
は
、
極
端
な
思
想
を
主
張
し
な
い
し
、

激
し
い
気
性
の
持
ち
主
で
も
な
く
、
そ
し
て
控
え
目
で
誰
で
も
親
し
め
る
、
中
和
の
中
庸
思
想
の

精
神
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
初
期
か
ら
華
国
鋒
の
中
庸
の
人
格
を
見
抜
い
て
い
た
。 

 

こ
の
地
方
幹
部
か
ら
一
気
に
飛
び
級
を
重
ね
た
党
副
主
席
へ
の
華
国
鋒
の
大
抜
擢
の
大
報
道

に
は
、
日
本
に
い
た
誰
も
が
、
ビ
ッ
ク
リ
す
る
大
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
本
当
に
意
表
を
突
く
、
毛

沢
東
の
人
事
政
策
で
あ
っ
た
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
華
国
鋒
評
価
に
つ
い
て
、 

「
十
四
年
後
、
毛
か
ら
首
相
を
指
名
さ
れ
る
華
国
鋒
は
、
・
・
・
林
彪
に
く
ら
べ
る
と
よ
り
誠

実
で
あ
っ
た
し
、
目
立
つ
追
従
者
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
毛
沢
東
へ
の
批
判
を
拒
否
し
て
主

席
の
評
価
を
勝
ち
と
っ
た
。・
・
・「
華
国
鋒
は
正
直
な
男
だ
」
と
会
議
の
あ
と
で
毛
は
私
に
言
っ

た
。「
あ
の
男
は
わ
が
国
家
的
な
指
導
者
の
多
く
よ
り
ず
っ
と
ま
し
だ
よ
。・
・
・
」（
五
二
）
と
、

華
国
鋒
の
誠
実
で
正
直
な
中
庸
的
な
性
格
を
、
以
前
よ
り
見
抜
い
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。 

華
国
鋒
は
七
千
人
大
会
で
、
毛
沢
東
の
大
躍
進
の
失
敗
に
よ
る
大
飢
饉
を
指
摘
し
な
が
ら
、「
農

地
請
負
制
」
の
導
入
を
否
定
し
て
、
社
会
主
義
の
道
の
堅
持
を
主
張
し
て
毛
沢
東
を
支
持
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
毛
沢
東
は
、
「
正
直
な
男
だ
」
と
批
評
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
華
国
鋒
も
、
一
方

で
は
毛
沢
東
の
政
策
の
失
敗
を
批
判
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
毛
沢
東
を
支
持
す
る
、
両
面
思
考
―

「
対
の
思
想
」
が
で
き
る
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。  

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
、
江
青
ら
の
極
左
派
の
専
権
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
た
め

に
、
文
革
後
期
に
右
派
の
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
。
そ
し
て
左
右
両
派
の
政
治
対
立
を
利
用
し
て
、

両
派
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
党
主
席
の
権
力
安
定
を
企
図
す
る
中
庸
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
。
毛
沢
東
は
、
自
己
の
後
任
に
両
派
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
ぬ
中
庸
の
人
物
で
あ
る
華
国
鋒
を
抜

擢
し
た
の
も
、
毛
沢
東
が
中
庸
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。 

現
代
中
国
に
お
い
て
は
、
敵
と
味
方
の
両
面
を
見
る
「
対
の
思
想
」
を
前
提
に
中
庸
思
想
を
展

開
す
る
の
は
、
政
治
の
世
界
だ
け
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
中
国
人
に
当
て
は
ま
る
行
動
原
理
な
の

で
あ
る
。
李
年
古
氏
は
、｢

和
気
生
財｣

の
商
売
原
理
～｢

財｣

は｢

災｣

に
も
な
る
」
に
お
い
て
、 

「
商
売
の
現
場
は
一
種
の
「
戦
い
」
で
あ
り
、
「
戦
場
」
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
中
国
人
の
商
売
人
に
と
っ
て
、
商
売
の
成
敗
を
左
右
す
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
人
間
関
係

だ
。・
・
・
だ
か
ら
、
商
売
の
世
界
に
お
け
る
最
高
の
法
則
は
「
和
気
生
財
」
で
あ
る
。・
・
・「
和
」

を
重
ん
じ
れ
ば
、
き
っ
と
双
方
が
儲
か
る
こ
と
に
な
る
。
人
間
関
係
の
「
調
和
」
は
、
財
を
成
す

最
速
の
道
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
熟
語
の
中
に
は
、
も
う
一
つ
隠
さ
れ
た
意
味
が
あ
る
。・
・
・
交
渉
が
決
裂
し
た
と
し
て
も
、

決
し
て
双
方
が
築
い
た
「
関
係
」
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
る
い
は
、
決
し
て

相
手
の
面
子
を
潰
し
て
は
い
け
な
い
と
も
言
え
る
。
・
・
・
な
ぜ
、
中
国
人
は
商
売
上
の
ラ
イ
バ

ル
に
対
し
て
も
「
和
気
」
を
前
提
と
し
て
競
争
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
儒
教

の
教
え
で
あ
る
「
中
庸
」
の
思
想
に
深
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
儒
教
の
中

庸
思
想
で
は
、
人
間
の
行
動
準
則
を
「
不
偏
不
倚
」
と
標
榜
し
て
い
る
。
人
間
関
係
を
保
つ
た
め

の
最
も
良
い
方
法
は
、
た
と
え
相
手
と
別
れ
て
も
最
後
ま
で
微
笑
み
を
見
せ
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
商
売
の
世
界
で
は
、
常
に
勝
つ
こ
と
な
ど
誰
も
保
証
で
き
な
い
。
負
か
し
た
相
手
も
い
つ

か
自
分
を
潰
す
王
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
万
一
に
備
え
て
、
た
と
え
自
分
が
強
い
立
場

に
あ
る
時
で
も
、
や
は
り
「
和
気
」
で
接
し
た
方
が
得
だ
。
次
の
よ
う
に
中
国
人
を
忠
告
す
る
熟

語
も
あ
る
。「
万
事
留
一
線
、
日
後
好
相
見
」（
後
で
会
っ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
、
何
事
も
相
手

に
一
線
の
逃
げ
道
を
残
し
て
お
こ
う
）。
」
（
五
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
は
、
商
売
相
手
―
売
買
と
言
う
両
極
端
に
い
る
人
間
が
、
双
方
が
極
端
に
偏
ら
ず
に
、
お

互
い
に
寄
り
添
い
、
和
合
し
て
人
間
関
係
を
最
善
に
し
て
お
く
こ
と
―
「
和
気
」
＝
「
調
和
」
の

精
神
で
人
間
関
係
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
金
儲
け
に
必
須
と
い
う
。 

李
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
和
気
生
財
」
の
格
言
が
、
何
時
ご
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
不

明
で
あ
る
が
、「
和
気
致
祥
」(

『
漢
書
』
劉
向
伝)

の
事
例
が
、『
字
源
』(

簡
野
道
明
編
集 

角
川

書
店)
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
詩
経
』
に
は
、
中
和
の
中
庸
に
つ
い
て
、
「
剛
な
ら
ず
柔
な

ら
ず
、
政
を
敷
い
て
優
優
た
れ
ば
，
百
禄
是
に
遒(

あ
つ)

ま
る
」（
二
二
）
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
た

よ
う
に
、
か
な
り
古
く
か
ら
の
格
言
で
あ
る
こ
と
に
は
、
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
儒
教
の
中

庸
の
精
神
が
商
売
の
世
界
ま
で
貫
徹
し
て
い
て
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
精
神
の
上
部
に
、

儒
教
の
中
庸
思
想
が
強
く
支
配
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

中
庸
思
想
は
、
尭
・
瞬
・
禹
（
古
代
聖
王
）
→
『
詩
経
』
（
西
周
・
春
秋
）
→
孔
子
（
春
秋
）

公
正
な
立
場
に
あ
る
、
と
い
う
人
物
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。・
・
・
」

（
四
七
）
言
う
よ
う
に
、
調
停
者
は
双
方
の
面
子
を
立
て
る
公
正
な
中
庸
の
人
で
あ
る
。
交
渉
に

よ
り
双
方
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
中
国
で
は
、
調
停
役
と
し
て
公
平
中
立
的
な
中

庸
人
の
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。 

次
に
文
革
中
に
お
け
る
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
と
、
彼
の
中
庸
の
精
神
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

毛
沢
東
は
中
立
的
な
政
治
権
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
感
覚
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
江
青
ら
の

過
激
化
の
全
権
力
掌
握
の
防
止
の
た
め
に
、
党
組
織
を
再
建
で
き
る
力
量
あ
る
走
資
派
の
右
派
・

鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
て
、
左
派
と
右
派
の
両
極
端
の
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
毛
沢
東
は
政
治

的
地
位
の
安
定
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
こ
の
過
程
に
つ
い
て
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。 

「
主
席
と
首
相
と
の
間
が
こ
じ
れ
て
き
て
、
江
青
一
派
が
全
面
的
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
の
支
配

権
を
確
立
し
た
か
に
思
わ
れ
る
と
、
毛
沢
東
は
両
派
の
バ
ラ
ン
ス
回
復
に
乗
り
出
し
た
。
一
九
七

三
年
三
月
、
毛
は
鄧
小
平
を
前
任
の
副
首
相
に
復
帰
さ
せ
る
よ
う
に
勧
告
し
、
政
治
局
も
そ
れ
に

同
意
す
る
。
鄧
小
平
の
影
響
力
は
増
大
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
毛
沢
東
は
文
化
大
革
命
中
、
江
青

派
が
右
派
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
て
追
放
し
た
多
く
の
古
参
幹
部
を
赦
免
し
続
け
る
・
・
・
」
（
四

八
）
と
、
右
派
復
活
へ
の
原
因
を
述
べ
る
。 

さ
ら
に
「
新
た
に
選
ば
れ
た
中
央
委
員
会
に
は
文
化
大
革
命
中
に
活
動
し
た
多
く
の
造
反
派
が

入
っ
て
い
た
。
し
か
し
驚
い
た
こ
と
に
、
文
革
の
初
期
に
追
放
さ
れ
た
多
く
の
古
参
党
員
も
顔
を

そ
ろ
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
・
・
・
大
会
の
閉
幕
時
に
な
る
と
、
江
青
ら
中
央
文
革
小
組
の
左
派

は
も
は
や
開
幕
時
ほ
ど
の
勢
い
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
ち
ゃ
ん
と
妻
の
権
力
に
歯

止
め
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
」
（
四
八
）
と
言
う
。 

鄧
小
平
等
の
右
派
復
活
の
理
由
は
、
江
青
ら
の
極
左
派
に
よ
り
党
中
央
の
共
産
党
組
織
が
壊
滅

状
態
に
な
り
、
増
大
し
た
極
左
派
の
江
青
ら
の
権
力
抑
制
の
た
め
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の

鄧
小
平
復
活
の
意
図
に
つ
い
て
、 

「
鄧
小
平
の
復
帰
は
毛
沢
東
の
か
か
る
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。
鄧
小
平
の
行
政
能
力
な
ら
、

党
中
央
に
も
権
力
を
と
り
も
ど
せ
る
で
あ
ろ
う
。
「
私
は
有
能
な
指
導
者
を
現
場
に
呼
び
戻
す
こ

と
に
す
る
」
と
毛
沢
東
は
各
司
令
員
と
の
会
議
で
の
べ
た
。・
・
・
」（
四
八
）
と
、
言
う
よ
う
に
、

党
中
央
主
席
で
あ
る
毛
沢
東
の
党
中
央
の
権
力
組
織
の
回
復
に
あ
っ
た
。 

李
氏
は
、
鄧
小
平
の
復
活
の
契
機
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
毛
沢
東
の
発
言
を
記
録
し
て
い
る
。 

「
あ
の
男
に
は
決
断
力
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
良
い
こ
と
を
し
、
三
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
良
く
な
い
こ
と
を
し
た
。
し
か
し
私
が
呼
び
か
え
し
た
男
は
諸
君
の
古
い
上
司
で
あ
り
、

政
治
局
も
彼
を
呼
び
返
し
た
の
で
あ
る
。
私
だ
け
が
そ
う
し
た
の
で
は
な
い
」
（
四
九
） 

毛
沢
東
に
は
、
鄧
小
平
に
対
す
る
良
い
点
と
悪
い
点
を
見
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
が
あ

り
、
追
放
に
お
い
て
は
悪
い
面
を
見
て
、
復
活
に
お
い
て
は
鄧
小
平
の
良
い
点
を
強
調
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
両
面
を
見
る
視
点
が
、
同
じ
右
派
の
劉
少
奇
に
つ
い
て
は
な
く
、
党
籍
剥
奪
に
よ
る

永
久
追
放
と
言
う
処
分
と
は
、
根
本
的
に
対
応
が
異
な
っ
て
い
た
。 

毛
沢
東
の
鄧
小
平
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
李
氏
は
劉
少
奇
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、 

「
毛
沢
東
は
鄧
小
平
に
対
し
劉
少
奇
に
い
だ
い
て
い
た
ほ
ど
の
反
感
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
六
八
年
十
月
の
第
八
期
十
二
期
中
全
会
で
劉
少
奇
が
国
家
主
席
職
を
剥
奪
さ
れ
た
う
え
党

か
ら
も
追
放
さ
れ
た
と
き
、
林
彪
も
江
青
も
鄧
小
平
の
追
放
を
つ
よ
く
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
毛
沢
東
は
拒
否
し
た
。
鄧
小
平
は
有
能
な
行
政
官
、
良
い
共
産
党
員
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
信
奉
者
だ
と
し
た
。
ま
だ
矯
正
で
き
る
人
材
と
思
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
い
つ
の

日
か
鄧
小
平
を
つ
か
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
」
（
五
０
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
を
国
家
の
要
職
か
ら
追
放
し
な
が
ら
党
籍
を
剥
奪
し
な
か
っ
た
の
は
、
鄧

小
平
を
劉
少
奇
ほ
ど
毛
嫌
い
し
て
お
ら
ず
、
鄧
小
平
の
悪
い
面
と
良
い
点
の
面
の
両
方
を
同
時
に

見
る
、
両
面
思
考
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
林
彪
や
江
青
と
違
い
、
一
極
端
思
想
へ

の
偏
向
を
嫌
う
、
「
対
の
思
想
」
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
故
に
自
己
権
力
が
不
安
定
化
す
る

や
、
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
て
、
再
び
共
産
党
内
で
の
自
己
権
力
の
安
定
化
を
画
策
し
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
 

 

こ
の
様
な
毛
沢
東
の
中
庸
思
想
は
、
彼
の
後
継
者
を
選
ぶ
後
任
人
事
に
お
い
て
も
よ
く
現
れ
て

い
る
。
華
国
鋒
の
人
格
と
そ
の
抜
擢
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
一
方
、
周
恩
来
の
後
任
が
だ
れ
に
な
る
か
人
々
は
不
安
が
っ
た
。
江
青
一
派
が
優
勢
に
な
り
、

鄧
小
平
が
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
、
多
く
の
人
々
は
江
青
派
の
王
洪
文
が
新
首
相
に

指
名
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
と
こ
ろ
が
驚
い
た
こ
と
に
、
毛
沢
東
は
華
国
鋒
を
首
相
代
理

兼
党
第
一
副
主
席
に
推
薦
し
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
多
く
の
人
々
と
お
な
じ
く
、
私
も
意
表
を
つ

か
れ
た
。
し
か
し
私
に
は
こ
の
指
名
が
賢
明
な
選
択
だ
と
思
わ
れ
た
。
汪
東
興
も
同
感
で
あ
っ
た
。

主
席
の
頭
脳
は
い
い
ま
な
お
健
在
で
あ
っ
た
。
党
最
高
指
導
部
は
古
参
の
長
征
組
幹
部(

経
験
主
義

者
た
ち
と
主
席
が
教
条
主
義
と
批
判
し
た
若
い
世
代
の
過
激
派
と
に
分
裂
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
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党
の
指
導
権
を
い
ず
れ
の
側
に
も
譲
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ず
れ
の
側
に
も

属
さ
な
い
人
物
を
首
相
に
指
名
し
た
の
で
あ
る
。
華
国
鋒
に
つ
い
て
知
る
人
は
ご
く
限
ら
れ
て
い

た
。
・
・
・
抗
日
戦
争
の
勃
発
後
、
一
九
三
八
年
の
革
命
運
動
に
参
加
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
。
汪

東
興
は
こ
の
選
択
に
満
足
し
た
。
経
験
豊
か
な
指
導
者
で
あ
り
、
ひ
か
え
め
な
う
え
に
親
し
み
が

持
て
た
。
・
・
・
」
（
五
一
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
華
国
鋒
は
、
極
端
な
思
想
を
主
張
し
な
い
し
、

激
し
い
気
性
の
持
ち
主
で
も
な
く
、
そ
し
て
控
え
目
で
誰
で
も
親
し
め
る
、
中
和
の
中
庸
思
想
の

精
神
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
初
期
か
ら
華
国
鋒
の
中
庸
の
人
格
を
見
抜
い
て
い
た
。 

 

こ
の
地
方
幹
部
か
ら
一
気
に
飛
び
級
を
重
ね
た
党
副
主
席
へ
の
華
国
鋒
の
大
抜
擢
の
大
報
道

に
は
、
日
本
に
い
た
誰
も
が
、
ビ
ッ
ク
リ
す
る
大
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、
本
当
に
意
表
を
突
く
、
毛

沢
東
の
人
事
政
策
で
あ
っ
た
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の
華
国
鋒
評
価
に
つ
い
て
、 

「
十
四
年
後
、
毛
か
ら
首
相
を
指
名
さ
れ
る
華
国
鋒
は
、
・
・
・
林
彪
に
く
ら
べ
る
と
よ
り
誠

実
で
あ
っ
た
し
、
目
立
つ
追
従
者
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
毛
沢
東
へ
の
批
判
を
拒
否
し
て
主

席
の
評
価
を
勝
ち
と
っ
た
。・
・
・「
華
国
鋒
は
正
直
な
男
だ
」
と
会
議
の
あ
と
で
毛
は
私
に
言
っ

た
。「
あ
の
男
は
わ
が
国
家
的
な
指
導
者
の
多
く
よ
り
ず
っ
と
ま
し
だ
よ
。・
・
・
」（
五
二
）
と
、

華
国
鋒
の
誠
実
で
正
直
な
中
庸
的
な
性
格
を
、
以
前
よ
り
見
抜
い
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。 

華
国
鋒
は
七
千
人
大
会
で
、
毛
沢
東
の
大
躍
進
の
失
敗
に
よ
る
大
飢
饉
を
指
摘
し
な
が
ら
、「
農

地
請
負
制
」
の
導
入
を
否
定
し
て
、
社
会
主
義
の
道
の
堅
持
を
主
張
し
て
毛
沢
東
を
支
持
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
毛
沢
東
は
、
「
正
直
な
男
だ
」
と
批
評
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
華
国
鋒
も
、
一
方

で
は
毛
沢
東
の
政
策
の
失
敗
を
批
判
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
毛
沢
東
を
支
持
す
る
、
両
面
思
考
―

「
対
の
思
想
」
が
で
き
る
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。  

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
、
江
青
ら
の
極
左
派
の
専
権
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
た
め

に
、
文
革
後
期
に
右
派
の
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
た
。
そ
し
て
左
右
両
派
の
政
治
対
立
を
利
用
し
て
、

両
派
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
党
主
席
の
権
力
安
定
を
企
図
す
る
中
庸
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
。
毛
沢
東
は
、
自
己
の
後
任
に
両
派
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
ぬ
中
庸
の
人
物
で
あ
る
華
国
鋒
を
抜

擢
し
た
の
も
、
毛
沢
東
が
中
庸
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。 

現
代
中
国
に
お
い
て
は
、
敵
と
味
方
の
両
面
を
見
る
「
対
の
思
想
」
を
前
提
に
中
庸
思
想
を
展

開
す
る
の
は
、
政
治
の
世
界
だ
け
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
中
国
人
に
当
て
は
ま
る
行
動
原
理
な
の

で
あ
る
。
李
年
古
氏
は
、｢

和
気
生
財｣

の
商
売
原
理
～｢

財｣

は｢

災｣

に
も
な
る
」
に
お
い
て
、 

「
商
売
の
現
場
は
一
種
の
「
戦
い
」
で
あ
り
、
「
戦
場
」
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
中
国
人
の
商
売
人
に
と
っ
て
、
商
売
の
成
敗
を
左
右
す
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
人
間
関
係

だ
。・
・
・
だ
か
ら
、
商
売
の
世
界
に
お
け
る
最
高
の
法
則
は
「
和
気
生
財
」
で
あ
る
。・
・
・「
和
」

を
重
ん
じ
れ
ば
、
き
っ
と
双
方
が
儲
か
る
こ
と
に
な
る
。
人
間
関
係
の
「
調
和
」
は
、
財
を
成
す

最
速
の
道
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
熟
語
の
中
に
は
、
も
う
一
つ
隠
さ
れ
た
意
味
が
あ
る
。・
・
・
交
渉
が
決
裂
し
た
と
し
て
も
、

決
し
て
双
方
が
築
い
た
「
関
係
」
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
る
い
は
、
決
し
て

相
手
の
面
子
を
潰
し
て
は
い
け
な
い
と
も
言
え
る
。
・
・
・
な
ぜ
、
中
国
人
は
商
売
上
の
ラ
イ
バ

ル
に
対
し
て
も
「
和
気
」
を
前
提
と
し
て
競
争
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
儒
教

の
教
え
で
あ
る
「
中
庸
」
の
思
想
に
深
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
儒
教
の
中

庸
思
想
で
は
、
人
間
の
行
動
準
則
を
「
不
偏
不
倚
」
と
標
榜
し
て
い
る
。
人
間
関
係
を
保
つ
た
め

の
最
も
良
い
方
法
は
、
た
と
え
相
手
と
別
れ
て
も
最
後
ま
で
微
笑
み
を
見
せ
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
商
売
の
世
界
で
は
、
常
に
勝
つ
こ
と
な
ど
誰
も
保
証
で
き
な
い
。
負
か
し
た
相
手
も
い
つ

か
自
分
を
潰
す
王
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
万
一
に
備
え
て
、
た
と
え
自
分
が
強
い
立
場

に
あ
る
時
で
も
、
や
は
り
「
和
気
」
で
接
し
た
方
が
得
だ
。
次
の
よ
う
に
中
国
人
を
忠
告
す
る
熟

語
も
あ
る
。「
万
事
留
一
線
、
日
後
好
相
見
」（
後
で
会
っ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
、
何
事
も
相
手

に
一
線
の
逃
げ
道
を
残
し
て
お
こ
う
）。
」
（
五
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

李
氏
は
、
商
売
相
手
―
売
買
と
言
う
両
極
端
に
い
る
人
間
が
、
双
方
が
極
端
に
偏
ら
ず
に
、
お

互
い
に
寄
り
添
い
、
和
合
し
て
人
間
関
係
を
最
善
に
し
て
お
く
こ
と
―
「
和
気
」
＝
「
調
和
」
の

精
神
で
人
間
関
係
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
金
儲
け
に
必
須
と
い
う
。 

李
氏
が
指
摘
し
て
い
る
「
和
気
生
財
」
の
格
言
が
、
何
時
ご
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
不

明
で
あ
る
が
、「
和
気
致
祥
」(

『
漢
書
』
劉
向
伝)

の
事
例
が
、『
字
源
』(

簡
野
道
明
編
集 

角
川

書
店)

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
詩
経
』
に
は
、
中
和
の
中
庸
に
つ
い
て
、
「
剛
な
ら
ず
柔
な

ら
ず
、
政
を
敷
い
て
優
優
た
れ
ば
，
百
禄
是
に
遒(

あ
つ)

ま
る
」（
二
二
）
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
た

よ
う
に
、
か
な
り
古
く
か
ら
の
格
言
で
あ
る
こ
と
に
は
、
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
儒
教
の
中

庸
の
精
神
が
商
売
の
世
界
ま
で
貫
徹
し
て
い
て
、
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
精
神
の
上
部
に
、

儒
教
の
中
庸
思
想
が
強
く
支
配
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

中
庸
思
想
は
、
尭
・
瞬
・
禹
（
古
代
聖
王
）
→
『
詩
経
』
（
西
周
・
春
秋
）
→
孔
子
（
春
秋
）

公
正
な
立
場
に
あ
る
、
と
い
う
人
物
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。・
・
・
」

（
四
七
）
言
う
よ
う
に
、
調
停
者
は
双
方
の
面
子
を
立
て
る
公
正
な
中
庸
の
人
で
あ
る
。
交
渉
に

よ
り
双
方
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
中
国
で
は
、
調
停
役
と
し
て
公
平
中
立
的
な
中

庸
人
の
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。 

次
に
文
革
中
に
お
け
る
毛
沢
東
の
「
対
の
思
想
」
と
、
彼
の
中
庸
の
精
神
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

毛
沢
東
は
中
立
的
な
政
治
権
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
感
覚
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
江
青
ら
の

過
激
化
の
全
権
力
掌
握
の
防
止
の
た
め
に
、
党
組
織
を
再
建
で
き
る
力
量
あ
る
走
資
派
の
右
派
・

鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
て
、
左
派
と
右
派
の
両
極
端
の
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
毛
沢
東
は
政
治

的
地
位
の
安
定
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
李
氏
は
、
こ
の
過
程
に
つ
い
て
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。 

「
主
席
と
首
相
と
の
間
が
こ
じ
れ
て
き
て
、
江
青
一
派
が
全
面
的
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
の
支
配

権
を
確
立
し
た
か
に
思
わ
れ
る
と
、
毛
沢
東
は
両
派
の
バ
ラ
ン
ス
回
復
に
乗
り
出
し
た
。
一
九
七

三
年
三
月
、
毛
は
鄧
小
平
を
前
任
の
副
首
相
に
復
帰
さ
せ
る
よ
う
に
勧
告
し
、
政
治
局
も
そ
れ
に

同
意
す
る
。
鄧
小
平
の
影
響
力
は
増
大
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
毛
沢
東
は
文
化
大
革
命
中
、
江
青

派
が
右
派
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
て
追
放
し
た
多
く
の
古
参
幹
部
を
赦
免
し
続
け
る
・
・
・
」
（
四

八
）
と
、
右
派
復
活
へ
の
原
因
を
述
べ
る
。 

さ
ら
に
「
新
た
に
選
ば
れ
た
中
央
委
員
会
に
は
文
化
大
革
命
中
に
活
動
し
た
多
く
の
造
反
派
が

入
っ
て
い
た
。
し
か
し
驚
い
た
こ
と
に
、
文
革
の
初
期
に
追
放
さ
れ
た
多
く
の
古
参
党
員
も
顔
を

そ
ろ
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
・
・
・
大
会
の
閉
幕
時
に
な
る
と
、
江
青
ら
中
央
文
革
小
組
の
左
派

は
も
は
や
開
幕
時
ほ
ど
の
勢
い
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
ち
ゃ
ん
と
妻
の
権
力
に
歯

止
め
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
」
（
四
八
）
と
言
う
。 

鄧
小
平
等
の
右
派
復
活
の
理
由
は
、
江
青
ら
の
極
左
派
に
よ
り
党
中
央
の
共
産
党
組
織
が
壊
滅

状
態
に
な
り
、
増
大
し
た
極
左
派
の
江
青
ら
の
権
力
抑
制
の
た
め
で
あ
る
。
李
氏
は
、
毛
沢
東
の

鄧
小
平
復
活
の
意
図
に
つ
い
て
、 

「
鄧
小
平
の
復
帰
は
毛
沢
東
の
か
か
る
戦
略
の
一
環
で
あ
っ
た
。
鄧
小
平
の
行
政
能
力
な
ら
、

党
中
央
に
も
権
力
を
と
り
も
ど
せ
る
で
あ
ろ
う
。
「
私
は
有
能
な
指
導
者
を
現
場
に
呼
び
戻
す
こ

と
に
す
る
」
と
毛
沢
東
は
各
司
令
員
と
の
会
議
で
の
べ
た
。・
・
・
」（
四
八
）
と
、
言
う
よ
う
に
、

党
中
央
主
席
で
あ
る
毛
沢
東
の
党
中
央
の
権
力
組
織
の
回
復
に
あ
っ
た
。 

李
氏
は
、
鄧
小
平
の
復
活
の
契
機
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
毛
沢
東
の
発
言
を
記
録
し
て
い
る
。 

「
あ
の
男
に
は
決
断
力
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
良
い
こ
と
を
し
、
三
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
良
く
な
い
こ
と
を
し
た
。
し
か
し
私
が
呼
び
か
え
し
た
男
は
諸
君
の
古
い
上
司
で
あ
り
、

政
治
局
も
彼
を
呼
び
返
し
た
の
で
あ
る
。
私
だ
け
が
そ
う
し
た
の
で
は
な
い
」
（
四
九
） 

毛
沢
東
に
は
、
鄧
小
平
に
対
す
る
良
い
点
と
悪
い
点
を
見
る
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
が
あ

り
、
追
放
に
お
い
て
は
悪
い
面
を
見
て
、
復
活
に
お
い
て
は
鄧
小
平
の
良
い
点
を
強
調
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
両
面
を
見
る
視
点
が
、
同
じ
右
派
の
劉
少
奇
に
つ
い
て
は
な
く
、
党
籍
剥
奪
に
よ
る

永
久
追
放
と
言
う
処
分
と
は
、
根
本
的
に
対
応
が
異
な
っ
て
い
た
。 

毛
沢
東
の
鄧
小
平
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
李
氏
は
劉
少
奇
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、 

「
毛
沢
東
は
鄧
小
平
に
対
し
劉
少
奇
に
い
だ
い
て
い
た
ほ
ど
の
反
感
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
六
八
年
十
月
の
第
八
期
十
二
期
中
全
会
で
劉
少
奇
が
国
家
主
席
職
を
剥
奪
さ
れ
た
う
え
党

か
ら
も
追
放
さ
れ
た
と
き
、
林
彪
も
江
青
も
鄧
小
平
の
追
放
を
つ
よ
く
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
毛
沢
東
は
拒
否
し
た
。
鄧
小
平
は
有
能
な
行
政
官
、
良
い
共
産
党
員
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
信
奉
者
だ
と
し
た
。
ま
だ
矯
正
で
き
る
人
材
と
思
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
い
つ
の

日
か
鄧
小
平
を
つ
か
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
」
（
五
０
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
鄧
小
平
を
国
家
の
要
職
か
ら
追
放
し
な
が
ら
党
籍
を
剥
奪
し
な
か
っ
た
の
は
、
鄧

小
平
を
劉
少
奇
ほ
ど
毛
嫌
い
し
て
お
ら
ず
、
鄧
小
平
の
悪
い
面
と
良
い
点
の
面
の
両
方
を
同
時
に

見
る
、
両
面
思
考
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
、
林
彪
や
江
青
と
違
い
、
一
極
端
思
想
へ

の
偏
向
を
嫌
う
、
「
対
の
思
想
」
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
故
に
自
己
権
力
が
不
安
定
化
す
る

や
、
鄧
小
平
を
復
活
さ
せ
て
、
再
び
共
産
党
内
で
の
自
己
権
力
の
安
定
化
を
画
策
し
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
 

 

こ
の
様
な
毛
沢
東
の
中
庸
思
想
は
、
彼
の
後
継
者
を
選
ぶ
後
任
人
事
に
お
い
て
も
よ
く
現
れ
て

い
る
。
華
国
鋒
の
人
格
と
そ
の
抜
擢
に
つ
い
て
李
氏
は
、 

「
一
方
、
周
恩
来
の
後
任
が
だ
れ
に
な
る
か
人
々
は
不
安
が
っ
た
。
江
青
一
派
が
優
勢
に
な
り
、

鄧
小
平
が
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
、
多
く
の
人
々
は
江
青
派
の
王
洪
文
が
新
首
相
に

指
名
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
と
こ
ろ
が
驚
い
た
こ
と
に
、
毛
沢
東
は
華
国
鋒
を
首
相
代
理

兼
党
第
一
副
主
席
に
推
薦
し
た
の
で
あ
る
。
・
・
・
多
く
の
人
々
と
お
な
じ
く
、
私
も
意
表
を
つ

か
れ
た
。
し
か
し
私
に
は
こ
の
指
名
が
賢
明
な
選
択
だ
と
思
わ
れ
た
。
汪
東
興
も
同
感
で
あ
っ
た
。

主
席
の
頭
脳
は
い
い
ま
な
お
健
在
で
あ
っ
た
。
党
最
高
指
導
部
は
古
参
の
長
征
組
幹
部(

経
験
主
義

者
た
ち
と
主
席
が
教
条
主
義
と
批
判
し
た
若
い
世
代
の
過
激
派
と
に
分
裂
し
て
い
た
。
毛
沢
東
は
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国
は
、
蘇
軾
が
欧
陽
脩
の
行
状
の
序
文
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

「
宋
興
り
て
七
十
余
年
、
民
、
兵
を
知
ら
ず
。
富
ま
し
て
こ
れ
を
教
え
る
こ
と
、
天
聖
・
景
祐

に
至
り
て
き
わ
ま
れ
り
。
し
こ
う
し
て
斯
文
、
つ
い
に
古
に
愧
ず
る
こ
と
あ
り
。
士
も
ま
た
固
陋

に
し
て
旧
を
守
り
、
論
卑
し
く
気
弱
し
。
欧
陽
子
出
で
て
よ
り
、
天
下
争
い
て
み
ず
か
ら
濯
磨
し
、

経
に
通
じ
古
を
学
ぶ
を
以
て
高
し
と
な
し
、
時
を
救
い
て
道
を
行
う
を
以
て
賢
と
な
し
、
顔
を
犯

し
諌
を
納
る
る
を
以
て
忠
と
な
し
、
長
育
成
就
し
、
嘉
祐
の
末
に
至
り
、
号
し
て
多
子
と
称
す
。

欧
陽
子
の
功
多
し
と
な
す
」
と
。
」(

四
二) 

真
宗
代
か
ら
仁
宗
代
に
か
け
て
、
北
宋
は
全
盛
期
を
向
か
う
に
至
る
の
で
あ
る
。
孔
子
は
、 

「
先
生
が
衛
の
国
に
行
か
れ
た
と
き
、
冉
有
が
御
者
で
あ
っ
た
。
先
生
が
「
〔
衛
の
人
口
は
〕
多

い
ね
。
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
冉
有
は
「
多
く
な
っ
た
ら
、
さ
ら
に
何
を
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
」

と
い
う
と
、「
富
ま
せ
よ
う
」
と
い
わ
れ
た
。
」
と
い
わ
れ
た
。
」(

四
三)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

人
民
を
豊
か
に
し
た
ら
次
は
人
民
を
善
に
教
化
す
る
と
、
孔
子
は
冉
有
に
述
べ
て
い
る
が
、
古

代
の
孔
子
が
再
生
し
て
き
た
よ
う
な
儒
教
思
想
に
よ
る
政
治
思
想
の
実
戦
の
結
果
、
そ
の
面
目
躍

如
た
る
内
外
の
平
和
と
人
民
生
活
の
安
定
の
成
果
が
、
北
宋
代
中
期
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。 

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
北
宋
全
盛
期
を
出
現
さ
せ
た
の
は
、
太
祖
以
下
の
名
皇
帝
や
、
そ
れ
を

補
佐
す
る
名
臣
達
の
中
庸
政
治
の
賜
物
で
あ
る
。
全
て
の
名
臣
達
は
、
極
端
は
不
可
と
言
う
の
で

あ
り
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
対
の
思
想
の
前
提
に
は
中
庸
思
想
を
重
視
す
る
精
神
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
そ
の
前
提
に
は
両
極

端
に
偏
ら
な
い
中
庸
思
想
が
存
在
し
て
い
た
、
と
言
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

四 

対
の
思
想
と
現
代
の
中
庸
思
想 

 
 

最
初
に
両
極
端
の
真
ん
中
に
立
ち
、
喧
嘩
の
仲
裁
の
中
を
採
る
中
庸
思
想
を
紹
介
し
た
い
。
林

語
堂
氏
は
中
庸
の
道
に
お
い
て
、
西
洋
と
中
国
の
対
立
物
の
判
断
方
法
の
相
違
に
つ
い
て
、 

 

「
西
洋
で
は
学
問
的
に
対
立
す
る
場
合
、
双
方
と
も
自
己
の
博
学
な
知
識
と
偉
大
な
る
愚
昧
さ

を
も
っ
て
自
分
こ
そ
正
し
い
こ
と
を
頑
な
に
証
明
し
よ
う
と
努
め
る
が
、
・
・
・
典
型
的
な
中
国

型
判
断
は
、「
甲
は
正
確
で
あ
る
が
、
乙
も
間
違
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
」（
四
四
）

と
述
べ
て
お
り
、
中
国
で
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
加
担
せ
ず
に
、
対
立
す
る
両
者
の
言
い
分
を
認

め
て
、
そ
の
真
ん
中
を
執
る
臨
機
応
変
な
中
庸
の
思
考
と
す
る
と
い
う
。 

 

こ
の
こ
と
を
例
証
す
る
た
め
に
、
毛
沢
東
の
喧
嘩
の
仲
裁
方
法
を
紹
介
し
た
い
。
江
青
と
李
氏

と
看
護
婦
ら
の
口
論
に
毛
沢
東
は
、 

 

「｢

江
青
は
理
不
尽
だ｣

と
毛
は
つ
い
に
言
っ
た
。
「
君
は
何
も
か
も
話
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
で

い
い
。
こ
の
一
件
は
口
外
す
る
な
。
私
が
江
青
に
話
そ
う
。
し
か
し
そ
の
間
、
二
、
三
日
は
こ
こ

か
ら
離
れ
て
い
て
は
ど
う
か
。
絶
対
に
姿
を
見
せ
る
な
。
あ
れ
の
面
子
を
た
て
る
よ
う
な
こ
と
を

し
な
く
ち
ゃ
な
る
ま
い
。
看
護
婦
た
ち
に
は
、
江
青
を
恐
れ
る
な
と
言
い
た
ま
え
。
た
だ
の
張
り

子
の
虎
な
の
だ
か
ら
。
」
（
四
五
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
李
氏
と
江
青
の
不
仲
の
仲
裁
を
し
て
、
李
氏
の
面
前
で
は
江
青
の
欠
点
を
批
判
し

て
李
氏
側
の
肩
を
持
ち
、
他
方
で
江
青
に
対
し
て
は
彼
女
の
面
子
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
両
者
の

言
い
分
を
認
め
て
、
毛
沢
東
は
そ
の
中
間
―
中
庸
の
立
場
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

江
青
の
入
浴
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
新
た
に
寝
室
に
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
香
港
で
購
入
し
て

取
り
付
け
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
こ
の
問
題
を
看
護
婦
に
責
任
を
転
嫁
し
た
江
青
に
腹
を
立
て
た

李
氏
は
、
毛
沢
東
に
解
決
を
頼
み
に
行
く
と
、
江
青
も
腹
を
立
て
て
毛
沢
東
の
下
に
駆
け
込
ん
だ

の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
口
論
に
つ
い
て
、
問
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
た
毛
沢
東
は
、 

「
主
席
は
わ
た
し
の
前
で
は
江
青
を
批
判
し
、
看
護
婦
た
ち
を
ほ
め
た
が
、
妻
と
の
話
し
合
い

で
は
看
護
婦
の
側
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
が
、
ど
う
や
ら
私
と
仲
な
お
り
す
る
よ
う
に
と
妻
に

す
す
め
た
ら
し
か
っ
た
。
」（
四
六
）
と
、
毛
沢
東
は
、
李
氏
に
は
江
青
を
批
判
し
て
、
江
青
に
は

看
護
婦
達
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
喧
嘩
両
成
敗
で
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も
味
方
せ
ず
に
、
両
者
の

言
い
分
の
面
子
を
立
て
て
、
臨
機
応
変
に
そ
の
中
間
―
中
庸
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。 

喧
嘩
―
両
者
の
対
立
に
つ
い
て
毛
沢
東
は
、
対
立
す
る
両
方
の
面
子
を
考
え
て
、
両
者
を
和
解

さ
せ
る
た
め
の
解
決
策
と
し
て
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
毛
沢
東

は
、
部
下
の
喧
嘩
の
仲
裁
に
対
し
て
、
両
者
の
言
い
分
―
面
子
を
認
め
る
「
対
の
思
想
」
を
採
用

し
て
、
両
方
が
正
し
い
と
言
う
中
権
の
中
庸
の
立
場
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
中
国
に
お
い
て

は
、
毛
沢
東
の
よ
う
な
政
治
家
だ
け
が
、
こ
の
よ
う
な
調
停
役
を
買
っ
て
出
た
の
で
は
な
い
。 

李
年
古
氏
も
、
商
売
の
交
渉
に
お
い
て
、
双
方
の
論
争
が
激
化
し
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た

時
に
は
、
解
決
策
と
し
て
、
「
調
停
役
」
に
よ
っ
て
双
方
を
立
て
る
折
衷
案
が
、
一
般
的
な
中
国

人
の
考
え
で
あ
る
と
い
う
。
「
調
停
役
は
権
威
的
な
上
位
の
位
置
に
あ
り
、
か
つ
双
方
に
と
っ
て

っ
た
事
を
大
い
に
喜
び
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
楽
正
子
の
一
番
の
長
所
は
善
い
こ
と
が
好
き
な
善

人
な
の
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
王
旦
の
人
格
は
、
孟
子
の
弟
子
の
楽
正
子
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

難
地
を
称
さ
れ
た
四
川
の
平
定
で
、
人
民
に
愛
さ
れ
名
声
を
博
し
た
、
太
宗
・
真
宗
朝
の
名
臣

で
あ
る
張
詠
は
、
転
運
使
の
黄
震
が
才
能
あ
る
人
物
を
多
く
抜
擢
し
て
い
る
人
事
に
注
意
し
て
、 

 

「
公
、
勧
め
て
曰
く
、
大
凡
、
人
を
挙
ぐ
る
に
は
、
す
べ
か
ら
く
退
を
好
む
も
の
を
挙
ぐ
べ
し
。

退
を
好
む
者
は
廉
謹
に
し
て
恥
を
知
る
。
も
し
こ
れ
を
挙
ぐ
れ
ば
、
志
節
い
よ
い
よ
堅
く
し
て
、

敗
事
あ
る
こ
と
少
な
か
ら
ん
。
奔
競
の
者
を
挙
ぐ
る
こ
と
な
か
れ
。
奔
競
す
る
ん
も
の
は
能
く
曲

げ
て
諂
媚
を
こ
と
と
し
、
人
の
己
を
知
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
も
し
こ
れ
を
挙
ぐ
れ
ば
、
必
ず
能
く

才
に
矜
り
利
を
好
み
、
累
ひ
挙
官
に
及
ぶ
こ
と
、
も
と
よ
り
少
な
か
ら
ん
。
そ
の
人
す
で
に
奔
競

を
解
す
れ
ば
、
ま
た
何
ぞ
他
を
挙
ぐ
る
を
も
ち
ひ
ん
」
と
。
」(

三
六)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

張
詠
は
、
退
静
の
人
物
ー
ゆ
っ
た
り
と
し
て
物
静
か
で
礼
譲
の
あ
る
人
物
、
つ
ま
り
周
囲
の

人
々
と
調
和
で
き
る
中
和
の
中
庸
の
人
物
を
抜
擢
す
れ
ば
、
羞
恥
心
あ
り
て
、
事
に
お
い
て
や
り

損
な
う
こ
と
が
少
な
い
が
、
奇
抜
な
才
能
を
見
せ
び
ら
か
す
奔
競
の
人
物
を
抜
擢
す
れ
ば
、
自
己

の
才
能
を
誇
り
、
推
薦
者
に
ま
で
禍
が
及
ぶ
と
、
忠
告
す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
張
詠
の
主
張
は
、
ま
る
で
孔
子
が
、
『
中
庸
』
に
お
い
て
、 

 

「
子
曰
く
、
隠
れ
た
る
こ
と
を
索
め
怪
し
き
お
行
う
は
、
後
世
に
述
る
こ
と
有
ら
ん
も
、
吾
は

な
さ
ず
。
君
子
は
道
に
遵
い
て
行
う
。
半
塗
に
し
て
廃
す
る
も
、
吾
れ
は
已
む
こ
と
能
わ
ず
。
君

子
は
中
庸
に
依
る
。・
・
・
」(

三
七)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
奇
抜
な
こ
と
を
行
わ
な
い
中
庸
の

道
を
行
く
の
が
私
の
信
条
で
あ
る
、
と
孔
子
が
言
っ
て
い
る
の
と
、
同
様
な
事
を
言
う
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
張
詠
は
、
ま
た
逆
の
性
格
を
持
つ
中
庸
政
治
を
、
赴
任
地
の
四
川
で
実
施
し
て
い
る
。 

 

「
蘇
軾
、
公
の
帖
の
後
に
書
し
て
い
わ
く
、「
寛
を
以
て
愛
を
得
る
は
、
愛
、
一
時
に
止
ま
る
。

厳
を
以
て
畏
を
得
る
は
、
畏
、
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
止
ま
る
。
故
に
寛
に
し
て
畏
れ
ら
れ
、
厳
に

し
て
愛
せ
ら
る
る
は
、
皆
聖
賢
の
難
事
に
し
て
、
及
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
遠
し
。
張
忠
定
公
の
蜀
を

治
る
や
、
法
を
用
ひ
る
の
厳
な
る
こ
と
諸
葛
孔
明
に
似
た
り
。
諸
葛
孔
明
と
公
と
、
遺
愛
、
み
な

今
に
至
る
。
け
だ
し
、
尸
し
て
こ
れ
を
祝
し
、
社
し
て
こ
れ
を
稷
す
る
な
り
。
」
と
。
」(

三
八)

。 

 

張
詠
は
、
民
衆
に
寛
大
さ
と
厳
格
さ
と
い
う
、
凡
そ
逆
な
両
極
端
の
政
策
を
、
盗
賊
が
跋
扈
し

て
難
地
の
非
常
事
態
の
状
況
に
あ
っ
た
北
宋
初
期
の
四
川
に
、
臨
機
応
変
に
実
施
し
て
民
に
愛
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
民
衆
に
寛
と
厳
と
い
う
。
凡
そ
逆
な
両
極
端
の
政
策
を
実
施
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
臨
機
応
変
＝
権
あ
る
中
庸
政
治
を
実
施
し
て
四
川
を
統
治
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

仁
宗
朝
の
名
宰
相
・
杜
衍
の
説
く
中
庸
政
治
の
精
神
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

 

「
公
か
っ
て
門
生
に
い
い
て
曰
く
、
「
お
よ
そ
士
君
子
、
こ
と
を
作
し
己
を
行
う
や
、
ま
さ
に

中
道
を
履
む
べ
し
．
宜
し
く
矯
飾
す
べ
か
ら
ず
。
矯
飾
し
て
実
に
す
ぐ
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
偽

に
近
し｣

と
。
」(

三
九)

と
あ
り
、
君
子
は
中
庸
の
道
を
歩
む
こ
と
、
う
わ
べ
を
つ
く
ろ
い
飾
る
な

と
、
門
生
に
教
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
門
下
生
に
言
い
渡
す
治
世
の
要
点
は
、 

「
門
生
、
県
令
と
な
る
あ
り.

。
公
、
こ
れ
を
戒
め
て
曰
く
、
「
子
の
才
器
は
、
一
県
令
は
施
す

に
足
ら
ざ
る
な
り
。
し
か
れ
ど
も
切
に
ま
さ
に
韜
晦
し
て
、
圭
角
を
露
す
こ
と
な
か
る
べ
し
。
方

を
毀
り
瓦
合
し
て
、
中
に
合
せ
ん
こ
と
を
求
め
て
可
な
り
。
し
か
ら
ず
ん
ば
、
こ
と
に
益
な
く
し

て
、
い
た
ず
ら
に
禍
を
取
ら
ん
の
み
」
と
。
」
と
、
注
意
を
し
て
い
る
。(

四
０) 

「
韜
晦
し
て
圭
角
を
露
す
な
か
れ
」
―
自
己
の
才
能
を
周
囲
の
人
々
に
見
せ
び
ら
か
し
て
批
判
を

浴
び
る
な
、
角
を
無
く
し
て
円
満
な
人
格
に
努
め
、
周
囲
の
人
々
と
協
調
・
調
和
し
て
、
中
和
の

精
神
を
固
く
守
り
て
、
禍
を
自
ら
招
く
な
と
、
過
福
は
、
中
和
の
中
庸
を
実
践
す
る
か
否
か
に
，

係
っ
て
い
る
と
、
忠
告
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
杜
衍
の
忠
告
は
、
孟
子
が
か
つ
て
の
弟
子
で
あ
る
盆
成
括
が
斉
に
仕
え
て
、
自
己
の
小
才

を
頼
み
に
し
て
政
治
に
お
い
て
振
り
か
ざ
し
た
故
に
、
周
囲
の
人
々
に
憎
ま
れ
て
殺
害
さ
れ
た
結

果
を
弟
子
に
伝
え
て
注
意
し
た
の
と
、
同
様
な
忠
告
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
北
宋
初
期
の
太
祖
・
太
宗
・
真
宗
、
仁
宗
朝
に
わ
た
る
時
代
に
は
、

内
外
の
平
和
と
混
乱
の
環
境
の
中
で
、
皇
帝
や
そ
れ
を
補
佐
す
る
宰
相
や
副
宰
相
達
は
、
中
和
の

中
庸
思
想
と
、
こ
れ
と
逆
な
中
権
の
中
庸
思
想
と
い
う
よ
う
な
、
対
の
思
想
を
持
つ
中
庸
思
想
の

持
ち
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
政
治
方
針
も
二
つ
の
中
庸
の
政
治
姿
勢
で
臨
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。 

だ
か
ら
一
方
で
は
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
い
う
。
発
し
て
皆
な
節
に

中
る
。
こ
れ
を
和
と
謂
う
。
中
な
る
も
の
は
天
下
の
大
本
な
り
。
和
な
る
者
は
天
下
の
達
道
な
り
。

中
和
を
致
し
て
、
天
地
位
し
、
万
物
育
す
。
」（
四
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、
万
物
が
育
成
し
て
、
経

済
社
会
の
順
調
な
発
展
と
国
民
生
活
の
一
層
の
発
展
を
実
現
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
他
方
で
は
、
逆
に
社
会
が
混
乱
し
た
難
地
の
地
方
に
お
い
て
は
、
張
詠
の
よ
う
に
臨
機

応
変
な
中
権
の
中
庸
を
実
施
し
て
地
域
社
会
を
安
定
に
導
い
た
の
で
あ
る
、 

 

こ
の
よ
う
な
両
面
的
性
格
の
あ
る
中
庸
政
治
を
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
北
宋
時
代
の
中
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国
は
、
蘇
軾
が
欧
陽
脩
の
行
状
の
序
文
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

「
宋
興
り
て
七
十
余
年
、
民
、
兵
を
知
ら
ず
。
富
ま
し
て
こ
れ
を
教
え
る
こ
と
、
天
聖
・
景
祐

に
至
り
て
き
わ
ま
れ
り
。
し
こ
う
し
て
斯
文
、
つ
い
に
古
に
愧
ず
る
こ
と
あ
り
。
士
も
ま
た
固
陋

に
し
て
旧
を
守
り
、
論
卑
し
く
気
弱
し
。
欧
陽
子
出
で
て
よ
り
、
天
下
争
い
て
み
ず
か
ら
濯
磨
し
、

経
に
通
じ
古
を
学
ぶ
を
以
て
高
し
と
な
し
、
時
を
救
い
て
道
を
行
う
を
以
て
賢
と
な
し
、
顔
を
犯

し
諌
を
納
る
る
を
以
て
忠
と
な
し
、
長
育
成
就
し
、
嘉
祐
の
末
に
至
り
、
号
し
て
多
子
と
称
す
。

欧
陽
子
の
功
多
し
と
な
す
」
と
。
」(

四
二) 

真
宗
代
か
ら
仁
宗
代
に
か
け
て
、
北
宋
は
全
盛
期
を
向
か
う
に
至
る
の
で
あ
る
。
孔
子
は
、 

「
先
生
が
衛
の
国
に
行
か
れ
た
と
き
、
冉
有
が
御
者
で
あ
っ
た
。
先
生
が
「
〔
衛
の
人
口
は
〕
多

い
ね
。
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
冉
有
は
「
多
く
な
っ
た
ら
、
さ
ら
に
何
を
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
」

と
い
う
と
、「
富
ま
せ
よ
う
」
と
い
わ
れ
た
。
」
と
い
わ
れ
た
。
」(

四
三)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

人
民
を
豊
か
に
し
た
ら
次
は
人
民
を
善
に
教
化
す
る
と
、
孔
子
は
冉
有
に
述
べ
て
い
る
が
、
古

代
の
孔
子
が
再
生
し
て
き
た
よ
う
な
儒
教
思
想
に
よ
る
政
治
思
想
の
実
戦
の
結
果
、
そ
の
面
目
躍

如
た
る
内
外
の
平
和
と
人
民
生
活
の
安
定
の
成
果
が
、
北
宋
代
中
期
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。 

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
北
宋
全
盛
期
を
出
現
さ
せ
た
の
は
、
太
祖
以
下
の
名
皇
帝
や
、
そ
れ
を

補
佐
す
る
名
臣
達
の
中
庸
政
治
の
賜
物
で
あ
る
。
全
て
の
名
臣
達
は
、
極
端
は
不
可
と
言
う
の
で

あ
り
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
対
の
思
想
の
前
提
に
は
中
庸
思
想
を
重
視
す
る
精
神
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
そ
の
前
提
に
は
両
極

端
に
偏
ら
な
い
中
庸
思
想
が
存
在
し
て
い
た
、
と
言
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

四 

対
の
思
想
と
現
代
の
中
庸
思
想 

 
 

最
初
に
両
極
端
の
真
ん
中
に
立
ち
、
喧
嘩
の
仲
裁
の
中
を
採
る
中
庸
思
想
を
紹
介
し
た
い
。
林

語
堂
氏
は
中
庸
の
道
に
お
い
て
、
西
洋
と
中
国
の
対
立
物
の
判
断
方
法
の
相
違
に
つ
い
て
、 

 

「
西
洋
で
は
学
問
的
に
対
立
す
る
場
合
、
双
方
と
も
自
己
の
博
学
な
知
識
と
偉
大
な
る
愚
昧
さ

を
も
っ
て
自
分
こ
そ
正
し
い
こ
と
を
頑
な
に
証
明
し
よ
う
と
努
め
る
が
、
・
・
・
典
型
的
な
中
国

型
判
断
は
、「
甲
は
正
確
で
あ
る
が
、
乙
も
間
違
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
」（
四
四
）

と
述
べ
て
お
り
、
中
国
で
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
加
担
せ
ず
に
、
対
立
す
る
両
者
の
言
い
分
を
認

め
て
、
そ
の
真
ん
中
を
執
る
臨
機
応
変
な
中
庸
の
思
考
と
す
る
と
い
う
。 

 

こ
の
こ
と
を
例
証
す
る
た
め
に
、
毛
沢
東
の
喧
嘩
の
仲
裁
方
法
を
紹
介
し
た
い
。
江
青
と
李
氏

と
看
護
婦
ら
の
口
論
に
毛
沢
東
は
、 

 

「｢

江
青
は
理
不
尽
だ｣

と
毛
は
つ
い
に
言
っ
た
。
「
君
は
何
も
か
も
話
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
で

い
い
。
こ
の
一
件
は
口
外
す
る
な
。
私
が
江
青
に
話
そ
う
。
し
か
し
そ
の
間
、
二
、
三
日
は
こ
こ

か
ら
離
れ
て
い
て
は
ど
う
か
。
絶
対
に
姿
を
見
せ
る
な
。
あ
れ
の
面
子
を
た
て
る
よ
う
な
こ
と
を

し
な
く
ち
ゃ
な
る
ま
い
。
看
護
婦
た
ち
に
は
、
江
青
を
恐
れ
る
な
と
言
い
た
ま
え
。
た
だ
の
張
り

子
の
虎
な
の
だ
か
ら
。
」
（
四
五
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

毛
沢
東
は
、
李
氏
と
江
青
の
不
仲
の
仲
裁
を
し
て
、
李
氏
の
面
前
で
は
江
青
の
欠
点
を
批
判
し

て
李
氏
側
の
肩
を
持
ち
、
他
方
で
江
青
に
対
し
て
は
彼
女
の
面
子
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
両
者
の

言
い
分
を
認
め
て
、
毛
沢
東
は
そ
の
中
間
―
中
庸
の
立
場
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

江
青
の
入
浴
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
新
た
に
寝
室
に
シ
ャ
ワ
ー
設
備
を
香
港
で
購
入
し
て

取
り
付
け
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
こ
の
問
題
を
看
護
婦
に
責
任
を
転
嫁
し
た
江
青
に
腹
を
立
て
た

李
氏
は
、
毛
沢
東
に
解
決
を
頼
み
に
行
く
と
、
江
青
も
腹
を
立
て
て
毛
沢
東
の
下
に
駆
け
込
ん
だ

の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
口
論
に
つ
い
て
、
問
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
た
毛
沢
東
は
、 

「
主
席
は
わ
た
し
の
前
で
は
江
青
を
批
判
し
、
看
護
婦
た
ち
を
ほ
め
た
が
、
妻
と
の
話
し
合
い

で
は
看
護
婦
の
側
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
が
、
ど
う
や
ら
私
と
仲
な
お
り
す
る
よ
う
に
と
妻
に

す
す
め
た
ら
し
か
っ
た
。
」（
四
六
）
と
、
毛
沢
東
は
、
李
氏
に
は
江
青
を
批
判
し
て
、
江
青
に
は

看
護
婦
達
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
喧
嘩
両
成
敗
で
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も
味
方
せ
ず
に
、
両
者
の

言
い
分
の
面
子
を
立
て
て
、
臨
機
応
変
に
そ
の
中
間
―
中
庸
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。 

喧
嘩
―
両
者
の
対
立
に
つ
い
て
毛
沢
東
は
、
対
立
す
る
両
方
の
面
子
を
考
え
て
、
両
者
を
和
解

さ
せ
る
た
め
の
解
決
策
と
し
て
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
を
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
毛
沢
東

は
、
部
下
の
喧
嘩
の
仲
裁
に
対
し
て
、
両
者
の
言
い
分
―
面
子
を
認
め
る
「
対
の
思
想
」
を
採
用

し
て
、
両
方
が
正
し
い
と
言
う
中
権
の
中
庸
の
立
場
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
中
国
に
お
い
て

は
、
毛
沢
東
の
よ
う
な
政
治
家
だ
け
が
、
こ
の
よ
う
な
調
停
役
を
買
っ
て
出
た
の
で
は
な
い
。 

李
年
古
氏
も
、
商
売
の
交
渉
に
お
い
て
、
双
方
の
論
争
が
激
化
し
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た

時
に
は
、
解
決
策
と
し
て
、
「
調
停
役
」
に
よ
っ
て
双
方
を
立
て
る
折
衷
案
が
、
一
般
的
な
中
国

人
の
考
え
で
あ
る
と
い
う
。
「
調
停
役
は
権
威
的
な
上
位
の
位
置
に
あ
り
、
か
つ
双
方
に
と
っ
て

っ
た
事
を
大
い
に
喜
び
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
楽
正
子
の
一
番
の
長
所
は
善
い
こ
と
が
好
き
な
善

人
な
の
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
王
旦
の
人
格
は
、
孟
子
の
弟
子
の
楽
正
子
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
難
地
を
称
さ
れ
た
四
川
の
平
定
で
、
人
民
に
愛
さ
れ
名
声
を
博
し
た
、
太
宗
・
真
宗
朝
の
名
臣

で
あ
る
張
詠
は
、
転
運
使
の
黄
震
が
才
能
あ
る
人
物
を
多
く
抜
擢
し
て
い
る
人
事
に
注
意
し
て
、 

 

「
公
、
勧
め
て
曰
く
、
大
凡
、
人
を
挙
ぐ
る
に
は
、
す
べ
か
ら
く
退
を
好
む
も
の
を
挙
ぐ
べ
し
。

退
を
好
む
者
は
廉
謹
に
し
て
恥
を
知
る
。
も
し
こ
れ
を
挙
ぐ
れ
ば
、
志
節
い
よ
い
よ
堅
く
し
て
、

敗
事
あ
る
こ
と
少
な
か
ら
ん
。
奔
競
の
者
を
挙
ぐ
る
こ
と
な
か
れ
。
奔
競
す
る
ん
も
の
は
能
く
曲

げ
て
諂
媚
を
こ
と
と
し
、
人
の
己
を
知
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
も
し
こ
れ
を
挙
ぐ
れ
ば
、
必
ず
能
く

才
に
矜
り
利
を
好
み
、
累
ひ
挙
官
に
及
ぶ
こ
と
、
も
と
よ
り
少
な
か
ら
ん
。
そ
の
人
す
で
に
奔
競

を
解
す
れ
ば
、
ま
た
何
ぞ
他
を
挙
ぐ
る
を
も
ち
ひ
ん
」
と
。
」(

三
六)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

 

張
詠
は
、
退
静
の
人
物
ー
ゆ
っ
た
り
と
し
て
物
静
か
で
礼
譲
の
あ
る
人
物
、
つ
ま
り
周
囲
の

人
々
と
調
和
で
き
る
中
和
の
中
庸
の
人
物
を
抜
擢
す
れ
ば
、
羞
恥
心
あ
り
て
、
事
に
お
い
て
や
り

損
な
う
こ
と
が
少
な
い
が
、
奇
抜
な
才
能
を
見
せ
び
ら
か
す
奔
競
の
人
物
を
抜
擢
す
れ
ば
、
自
己

の
才
能
を
誇
り
、
推
薦
者
に
ま
で
禍
が
及
ぶ
と
、
忠
告
す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
張
詠
の
主
張
は
、
ま
る
で
孔
子
が
、
『
中
庸
』
に
お
い
て
、 

 

「
子
曰
く
、
隠
れ
た
る
こ
と
を
索
め
怪
し
き
お
行
う
は
、
後
世
に
述
る
こ
と
有
ら
ん
も
、
吾
は

な
さ
ず
。
君
子
は
道
に
遵
い
て
行
う
。
半
塗
に
し
て
廃
す
る
も
、
吾
れ
は
已
む
こ
と
能
わ
ず
。
君

子
は
中
庸
に
依
る
。・
・
・
」(

三
七)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
奇
抜
な
こ
と
を
行
わ
な
い
中
庸
の

道
を
行
く
の
が
私
の
信
条
で
あ
る
、
と
孔
子
が
言
っ
て
い
る
の
と
、
同
様
な
事
を
言
う
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
張
詠
は
、
ま
た
逆
の
性
格
を
持
つ
中
庸
政
治
を
、
赴
任
地
の
四
川
で
実
施
し
て
い
る
。 

 

「
蘇
軾
、
公
の
帖
の
後
に
書
し
て
い
わ
く
、「
寛
を
以
て
愛
を
得
る
は
、
愛
、
一
時
に
止
ま
る
。

厳
を
以
て
畏
を
得
る
は
、
畏
、
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
止
ま
る
。
故
に
寛
に
し
て
畏
れ
ら
れ
、
厳
に

し
て
愛
せ
ら
る
る
は
、
皆
聖
賢
の
難
事
に
し
て
、
及
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
遠
し
。
張
忠
定
公
の
蜀
を

治
る
や
、
法
を
用
ひ
る
の
厳
な
る
こ
と
諸
葛
孔
明
に
似
た
り
。
諸
葛
孔
明
と
公
と
、
遺
愛
、
み
な

今
に
至
る
。
け
だ
し
、
尸
し
て
こ
れ
を
祝
し
、
社
し
て
こ
れ
を
稷
す
る
な
り
。
」
と
。
」(

三
八)

。 

 

張
詠
は
、
民
衆
に
寛
大
さ
と
厳
格
さ
と
い
う
、
凡
そ
逆
な
両
極
端
の
政
策
を
、
盗
賊
が
跋
扈
し

て
難
地
の
非
常
事
態
の
状
況
に
あ
っ
た
北
宋
初
期
の
四
川
に
、
臨
機
応
変
に
実
施
し
て
民
に
愛
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
民
衆
に
寛
と
厳
と
い
う
。
凡
そ
逆
な
両
極
端
の
政
策
を
実
施
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
臨
機
応
変
＝
権
あ
る
中
庸
政
治
を
実
施
し
て
四
川
を
統
治
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

仁
宗
朝
の
名
宰
相
・
杜
衍
の
説
く
中
庸
政
治
の
精
神
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。 

 

「
公
か
っ
て
門
生
に
い
い
て
曰
く
、
「
お
よ
そ
士
君
子
、
こ
と
を
作
し
己
を
行
う
や
、
ま
さ
に

中
道
を
履
む
べ
し
．
宜
し
く
矯
飾
す
べ
か
ら
ず
。
矯
飾
し
て
実
に
す
ぐ
る
と
き
は
、
す
な
わ
ち
偽

に
近
し｣

と
。
」(

三
九)

と
あ
り
、
君
子
は
中
庸
の
道
を
歩
む
こ
と
、
う
わ
べ
を
つ
く
ろ
い
飾
る
な

と
、
門
生
に
教
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
門
下
生
に
言
い
渡
す
治
世
の
要
点
は
、 

「
門
生
、
県
令
と
な
る
あ
り.

。
公
、
こ
れ
を
戒
め
て
曰
く
、
「
子
の
才
器
は
、
一
県
令
は
施
す

に
足
ら
ざ
る
な
り
。
し
か
れ
ど
も
切
に
ま
さ
に
韜
晦
し
て
、
圭
角
を
露
す
こ
と
な
か
る
べ
し
。
方

を
毀
り
瓦
合
し
て
、
中
に
合
せ
ん
こ
と
を
求
め
て
可
な
り
。
し
か
ら
ず
ん
ば
、
こ
と
に
益
な
く
し

て
、
い
た
ず
ら
に
禍
を
取
ら
ん
の
み
」
と
。
」
と
、
注
意
を
し
て
い
る
。(

四
０) 

「
韜
晦
し
て
圭
角
を
露
す
な
か
れ
」
―
自
己
の
才
能
を
周
囲
の
人
々
に
見
せ
び
ら
か
し
て
批
判
を

浴
び
る
な
、
角
を
無
く
し
て
円
満
な
人
格
に
努
め
、
周
囲
の
人
々
と
協
調
・
調
和
し
て
、
中
和
の

精
神
を
固
く
守
り
て
、
禍
を
自
ら
招
く
な
と
、
過
福
は
、
中
和
の
中
庸
を
実
践
す
る
か
否
か
に
，

係
っ
て
い
る
と
、
忠
告
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
杜
衍
の
忠
告
は
、
孟
子
が
か
つ
て
の
弟
子
で
あ
る
盆
成
括
が
斉
に
仕
え
て
、
自
己
の
小
才

を
頼
み
に
し
て
政
治
に
お
い
て
振
り
か
ざ
し
た
故
に
、
周
囲
の
人
々
に
憎
ま
れ
て
殺
害
さ
れ
た
結

果
を
弟
子
に
伝
え
て
注
意
し
た
の
と
、
同
様
な
忠
告
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
北
宋
初
期
の
太
祖
・
太
宗
・
真
宗
、
仁
宗
朝
に
わ
た
る
時
代
に
は
、

内
外
の
平
和
と
混
乱
の
環
境
の
中
で
、
皇
帝
や
そ
れ
を
補
佐
す
る
宰
相
や
副
宰
相
達
は
、
中
和
の

中
庸
思
想
と
、
こ
れ
と
逆
な
中
権
の
中
庸
思
想
と
い
う
よ
う
な
、
対
の
思
想
を
持
つ
中
庸
思
想
の

持
ち
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
政
治
方
針
も
二
つ
の
中
庸
の
政
治
姿
勢
で
臨
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。 

だ
か
ら
一
方
で
は
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
い
う
。
発
し
て
皆
な
節
に

中
る
。
こ
れ
を
和
と
謂
う
。
中
な
る
も
の
は
天
下
の
大
本
な
り
。
和
な
る
者
は
天
下
の
達
道
な
り
。

中
和
を
致
し
て
、
天
地
位
し
、
万
物
育
す
。
」（
四
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、
万
物
が
育
成
し
て
、
経

済
社
会
の
順
調
な
発
展
と
国
民
生
活
の
一
層
の
発
展
を
実
現
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
他
方
で
は
、
逆
に
社
会
が
混
乱
し
た
難
地
の
地
方
に
お
い
て
は
、
張
詠
の
よ
う
に
臨
機

応
変
な
中
権
の
中
庸
を
実
施
し
て
地
域
社
会
を
安
定
に
導
い
た
の
で
あ
る
、 

 

こ
の
よ
う
な
両
面
的
性
格
の
あ
る
中
庸
政
治
を
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
北
宋
時
代
の
中
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説
明
し
な
け
れ
ば
物
は
物
で
な
い
。
事
は
終
始
あ
り
て
初
め
て
完
成
す
る
。
同
異
・
有
無
の
相
感

が
な
け
れ
ば
完
成
し
な
い
。
完
成
し
な
け
れ
ば
物
は
物
で
な
い
。
故
に
屈
伸
が
感
じ
あ
っ
て
利
が

生
じ
る
」
と
、
言
う
。
張
横
渠
の
主
張
を
市
川
氏
は
、
「
同
異
・
屈
伸
・
終
始
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

相
反
的
性
格
を
持
つ
事
象
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
物
は
物
と
し
て
の 

意
義
を
持

た
ず
、
同
異
・
有
無
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
感
応
し
あ
う
事
象
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
事
は
完
成
し
な
い

と
言
う
の
で
あ
る
」
（
三
一
）
と
、
解
説
し
て
い
る
。 

張
横
渠
に
あ
っ
て
は
、
孤
立
物
は
存
在
せ
ず
、
相
反
す
る
事
象
が
相
対
相
感
し
て
、
物
は
実
在

し
て
完
成
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
対
の
思
想
」
の
み
で
は
、
万
物
の
完
成
は
あ
り
得
な
い
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。
万
物
が
相
互
に
感
応
し
あ
っ
て
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
て
、
中
庸
思
想
が
成

立
す
る
。
従
っ
て
対
的
存
在
の
感
応
が
前
提
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
必
然
的
な
結
果
と
し
て
成
立
し

て
く
る
中
庸
の
実
現
に
よ
り
、
万
物
が
育
成
し
て
、
物
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。 

中
国
人
の
認
識
に
あ
る
、
対
立
物
の
同
時
存
在
に
よ
る
相
対
相
感
に
よ
り
、
〔
中
庸
思
想
が
生

ま
れ
て
〕
物
の
完
成
が
あ
る
と
い
う
潜
在
意
識
が
、
漢
魏
に
生
ま
れ
六
朝
時
代
に
盛
行
し
た
四
六

駢
儷
体
、
唐
代
の
近
体
詩
に
見
ら
れ
る
対
句
、
五
代
に
始
ま
る
対
聯
（
三
二
）
、
書
道
や
水
墨
画

の
虚
と
実
（
三
三
）
な
ど
、
対
比
的
バ
ラ
ン
ス
の
調
和
の
と
れ
た
作
品
へ
の
美
意
識
な
ど
を
生
み

出
す
要
因
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。 

対
句
、
対
聯
な
ど
は
、
互
い
に
対
立
す
る
二
聯
が
あ
っ
て
、
初
め
て
詩
句
の
「
不
偏
不
倚
」
が

成
立
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
詩
句
の
完
成
美
を
見
る
。
相
対
立
す
る
二
聯
が
、
お
互
い
に
対
立

に
終
始
す
れ
ば
物
は
完
成
し
な
い
。
対
立
物
が
お
互
い
に
感
応
し
合
う
こ
と
に
よ
り
一
対
と
な
り
、

初
め
て
一
つ
の
完
成
物
で
あ
る
「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
の
実
現
に
繋
が
る
。 

相
反
す
る
両
極
端
を
完
全
に
生
か
し
て
、
つ
ま
り
肯
定
し
た
上
で
臨
機
応
変
に
両
極
を
飛
び
移

り
中
を
執
る
、
臨
機
応
変
な
中
権
の
中
庸
思
想
の
文
学
上
の
現
れ
で
あ
る
。
ま
た
実
が
あ
っ
て
虚

が
あ
る
の
で
あ
り
、
虚
が
あ
っ
て
実
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
書
や
水
墨
画
の
虚
と
実
の
関
係
も
、

対
句
や
対
聯
と
同
じ
延
長
線
上
に
あ
る
、
相
対
相
感
の
中
庸
思
想
の
美
学
へ
の
現
れ
で
あ
る
。 

(

四)

北
宋
初
中
期
の
政
治
と
中
庸
思
想 

 

太
宗
・
真
宗
の
二
代
に
仕
え
た
名
宰
相
・
呂
蒙
正
と
北
辺
の
夷
狄
に
詳
し
い
副
宰
相
・
枢
密
副

使
の
趙
昌
言
と
の
対
話
の
中
に
は
、 

 

「
淳
化
三
年
、
太
宗
、
宰
相
に
い
い
て
曰
く
、「
国
を
治
る
の
道
は
、
寛
猛
中
を
得
る
に
あ
り
。

寛
な
る
時
は
す
な
わ
ち
政
令
成
ら
ず
。
猛
な
る
と
き
は
す
な
わ
ち
民
手
足
を
措
く
と
こ
ろ
な
し
。

天
下
を
有
つ
も
の
は
、
こ
れ
を
敬
ま
ざ
る
べ
け
ん
や]

と
。・
・
・
趙
昌
言
曰
く
、「
今
、
朝
廷
無
事

に
し
て
、
辺
境
謐
寧
な
り
、
ま
さ
に
力
め
て
好
事
を
行
ふ
の
時
に
あ
た
る
」
と
。
上
喜
ん
で
曰
く
、

「
朕
、
終
日
卿
と
こ
の
こ
と
を
論
ず
。
な
ん
ぞ
天
下
の
治
ま
ら
ざ
る
を
愁
え
ん
。
い
や
し
く
も
天

下
の
民
に
親
し
む
の
官
、
み
な
か
く
の
如
く
心
を
留
め
れ
ば
、
す
な
わ
ち
刑
清
く
訴
息
ま
ん
」
と
。
」 

(

三
四)

と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

政
治
の
要
領
は
、
寛
大
で
あ
っ
て
も
上
手
く
い
か
ず
、
猛
烈
で
あ
っ
て
も
民
衆
を
上
手
く
治
め

て
い
け
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
真
ん
中
で
あ
る
中
庸
政
治
こ
そ
、
天
下
を
有
つ
皇
帝
た
る
者
に
は

重
要
な
の
だ
、
と
太
宗
は
臣
下
に
言
う
。
こ
れ
に
趙
昌
言
は
、
今
は
辺
境
も
落
ち
着
き
天
下
太
平

に
な
り
、
中
庸
政
治
を
実
施
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
太
宗
は
、
親
民
官
が
中

庸
の
政
治
に
心
掛
け
れ
ば
、
天
下
は
太
平
に
な
り
、
社
会
も
安
定
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

両
極
端
の
中
を
採
る
中
和
の
中
庸
思
想
に
基
づ
く
政
治
が
、
天
下
太
平
の
世
に
お
い
て
如
何
に

大
切
な
政
治
上
の
精
神
な
の
で
あ
る
か
、
両
者
の
会
話
の
中
に
お
い
て
よ
く
物
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

真
宗
代
の
名
宰
相
・
王
旦
の
人
格
を
よ
く
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
資
料
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
王
大
尉
、
寇
莱
公
を
薦
め
て
相
と
な
す
。
莱
公
、
し
ば
し
ば
大
尉
を
上
の
前
に
短
り
て
、
大

尉
専
ら
そ
の
長
を
称
す
。
上
、
一
日
大
尉
に
い
ひ
て
曰
く
、「
卿
は
そ
の
美
を
称
す
と
い
え
ど
も
、

彼
は
専
ら
卿
の
悪
を
談
ず
」
と
。
大
尉
曰
く
、
「
理
、
も
と
よ
り
ま
さ
に
し
か
る
べ
し
。
臣
、
相

位
に
あ
る
こ
と
久
し
く
、
政
事
の
闕
失
必
ず
多
か
ら
ん
。
準
、
陛
下
に
対
し
て
隠
す
と
こ
ろ
な
く
、

ま
す
ま
す
そ
の
忠
直
を
見
る
。
こ
れ
臣
が
準
を
重
ん
ず
る
ゆ
え
ん
な
り
」
と
。
上
、
こ
れ
に
よ
り

て
、
ま
す
ま
す
大
尉
を
賢
な
り
と
す
。
」(

三
五)

と
、
王
旦
は
述
べ
て
い
る
。 

 

自
分
の
人
格
の
欠
点
を
批
判
さ
れ
て
は
、
批
判
す
る
人
物
を
煙
た
が
り
、
高
官
よ
り
左
遷
す
る

よ
う
な
極
端
な
行
動
に
出
る
の
が
人
の
情
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
王
旦
ほ
ど
の
人
格
者
に
な
る
と
、

そ
の
逆
で
あ
っ
た
。
宰
相
の
位
に
永
く
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
過
失
も
多
く
な
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

完
全
無
欠
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
自
分
の
政
治
的
欠
点
を
素
直
に
認
め
て
、
自
分
の
政
治
的

欠
点
を
批
判
ば
か
り
す
る
寇
準
を
忠
直
と
し
て
宰
相
に
抜
擢
し
た
の
で
あ
る
。 

極
端
に
偏
ら
な
い｢

不
偏
不
倚｣

を
中
庸
と
い
う
が
、
王
旦
は
極
端
に
走
ら
な
い
礼
節
あ
る
人
物

で
あ
り
、
他
人
の
善
行
を
素
直
に
認
め
て
、
周
囲
の
人
々
と
調
和
で
き
る
中
庸
の
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
真
宗
に
賢
人
と
称
さ
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
。
孟
子
が
弟
子
の
楽
正
子
が
斉
の
宰
相
に
な

不
知
手
之
舞
之
、
足
之
踏
之
」
（
二
一
）
と
、
世
の
中
の
万
物
は
す
べ
て
自
然
と
対
の
形
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
、
大
変
喜
ん
だ
と
い
う
（
二
二
）。
こ
の
理
由
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。 

宋
代
の
儒
者
が
、
万
物
の
独
立
的
な
存
在
を
否
定
し
て
、
対
立
物
の
存
在
―
対
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
強
調
す
る
（
二
三
）
。
こ
れ
は
、
朱
子
学
の
テ
キ
ス
ト
が
『
中
庸
』
を
重
要
視
し
て
い
る
事
で

分
る
よ
う
に
、
宋
学
の
中
心
テ
ー
マ
が
中
庸
思
想
で
あ
り
、
万
物
の
中
に
見
ら
れ
る
自
然
的
な
対

的
存
在
が
、
不
偏
不
倚
の
中
庸
思
想
が
成
立
す
る
絶
対
的
必
要
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

 

程
伊
川
は
、
「
天
地
や
陰
陽
の
場
合
、
そ
の
形
は
相
反
的
で
あ
る
が
、
必
ず
持
ち
あ
っ
て
作
用

を
な
す
」（
二
四
）
と
、
対
立
物
は
相
互
に
感
応
作
用
を
す
る
と
言
う
。
ま
た
「
独
陰
は
生
ぜ
ず
、

独
陽
は
生
ぜ
ず
」
（
二
五
）
と
、
単
独
物
で
は
万
物
が
生
育
し
な
い
と
、
述
べ
て
い
る
。 

中
庸
思
想
の
説
明
に
お
い
て
、「
対
の
思
想
」
の
存
在
の
強
調
す
る
根
本
的
背
景
に
は
、「
対
の

思
想
」
と
中
庸
思
想
は
密
接
な
相
関
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
宇
野
氏
は
、
『
宋
朱
熹
章
句
』

の
『
中
庸
』
に
、
二
程
の
中
庸
の
規
定
と
し
て
、「
子
程
子
曰
く
、
偏
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、

易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下
の
正
道
に
し
て
、
庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」（
二
六
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
い
た
。 

二
程
に
よ
れ
ば
、
「
不
偏
不
倚
」
と
い
う
極
端
に
偏
っ
て
い
な
い
の
が
中
で
あ
り
、
中
庸
は
天

下
の
正
道
・
定
理
な
の
で
あ
る
。
天
下
の
正
道
・
定
理
と
い
う
儒
教
の
最
高
の
徳
目
で
あ
る
中
庸

思
想
が
成
立
す
る
に
た
め
に
は
、
「
対
の
思
想
」
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
存

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
程
明
道
が
、
対
の
存
在
を
自
然
界
に

発
見
し
て
、
世
も
寝
ら
れ
な
い
ほ
ど
悦
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
程
明
道
が
、
中
庸
思
想
を
天
下
の
正
道
・
定
理
と
す
る
の
は
、
中
和
の
説
明
に
は
、 

「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
い
う
。
発
し
て
皆
な
節
に
中
る
。
こ
れ
を
和
と
謂

う
。
中
な
る
も
の
は
天
下
の
大
本
な
り
。
和
な
る
者
は
天
下
の
達
道
な
り
。
中
和
を
致
し
て
、
天

地
位
し
、
万
物
育
す
。
」（
二
七
）
と
あ
る
よ
う
に
、
中
庸
＝
中
和
が
実
現
し
て
初
め
て
、
天
地
が

正
し
く
存
在
し
て
運
航
す
る
の
で
あ
り
、
万
物
が
育
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

「
対
の
思
想
」
は
、
中
庸
思
想
の
実
現
―
天
地
の
安
定
と
万
物
の
育
成
―
の
絶
対
的
な
必
要
条

件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
二
程
に
お
い
て
も
、
こ
の
世
に
お
け
る
万
物
の
両
面
存
在
―
「
対

の
思
想
」
が
、
天
下
の
大
本
で
あ
る
中
庸
思
想
が
成
立
す
る
不
可
欠
な
条
件
と
認
識
し
て
い
た
。 

（
二
）
朱
子
の
対
の
思
想
と
中
庸
思
想 

朱
子
は
、
程
明
道
が
対
を
発
見
し
て
喜
ん
だ
話
を
引
用
し
て
、
「
天
地
の
間
に
、
対
な
き
形
で

独
立
し
て
い
る
も
の
は
な
い
」
（
二
八
）
と
ま
で
、
断
言
し
て
い
る
。
で
は
朱
子
に
お
い
て
何
故

に
、
天
地
の
間
に
「
対
の
思
想
」
の
存
在
が
必
須
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
朱
子
の
『
中
庸
章

句
』
序
文
の
第
二
節
に
は
、
朱
子
は
、「
対
の
思
想
」
と
中
庸
の
関
係
に
つ
い
て
、 

「
思
う
に
、
上
古
の
す
ぐ
れ
た
聖
人
た
ち
が
〔
天
子
の
位
に
つ
い
て
〕
天
の
道
を
受
け
つ
ぎ
、

人
の
守
る
べ
き
法
則
を
樹
立
し
て
か
ら
こ
の
か
た
、
道
の
伝
統
の
継
承
に
は
は
っ
き
り
し
た
淵
源

が
あ
っ
た
。
そ
の
経
典
に
み
え
る
も
の
で
は
、
〔
『
論
語
』
尭
曰
篇
の
〕｢

ま
こ
と
に
そ
の
中
を
し

っ
か
り
守
れ｣

と
い
う
の
が
尭
か
ら
舜
に
天
下
を
授
け
た
と
き
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
ば
で
あ

り
、・
・
・
尭
の
〔「
そ
の
中
を
守
れ
」
と
い
う
〕
一
言
は
、
も
う
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
も
の
で
あ

る
。・
・
・
」（
二
九
）
と
あ
り
、
尭
か
ら
舜
へ
の
人
の
道
の
守
る
べ
き
法
則
と
し
て
中
庸
を
守
る

こ
と
を
指
示
し
て
、
こ
れ
が
宋
学
の
淵
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

ま
た
同
序
文
の
第
三
節
で
は
、
中
庸
の
実
践
の
た
め
に
は
、 

「
そ
こ
で
、
〔
舜
の
こ
と
ば
で
〕
「
精
密
に
考
え
る
」
と
い
う
は
、
・
・
・
必
ず
「
道
の
心
」
が

い
つ
も
わ
が
身
全
体
の
主
宰
者
と
な
り
、
「
人
の
心
」
が
い
つ
も
そ
の
〔
道
の
心
の
〕
命
令
に
従

う
、
と
い
う
よ
う
に
な
ら
せ
る
と
、
危
険
な
も
の
も
安
泰
に
な
り
、
微
妙
な
も
の
も
は
っ
き
り
し

て
、
自
然
に
起
居
動
作
や
言
葉
の
う
え
で
も
過
ぎ
た
り
及
ば
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
ま
ち
が
い

が
な
く
〔
つ
ま
り
ぴ
っ
た
り
と｢

中
を
守
る｣

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
〕
な
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
」
（
三
０
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
道
心｣

の
養
成
の
大
切
さ
を
言
う
。 

朱
子
は
、
「
道
の
心
」
と
「
人
の
心
」
と
い
う
体
用
の
論
理
を
持
ち
出
し
て
、
過
と
不
及
の
両

極
端
を
否
定
し
て
、
中
庸
の
実
現
に
至
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

朱
子
の
主
張
で
重
要
な
の
は
、
古
代
聖
王
の
法
則
―
天
下
の
大
本
で
あ
る
中
庸
思
想
が
、
宋
学

の
淵
源
と
し
て
延
々
と
続
い
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
朱
子
の
頭
脳
の
中
心
に
は
、

中
庸
思
想
の
実
現
が
大
き
く
占
め
て
い
て
、
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
過
程
に
お
い
て
、
両
極
端
物

へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
朱
子
の
発
言
か
ら
見
て
、
過
と
不
及
と
い
う
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
た

歴
史
的
要
因
と
し
て
、
中
庸
思
想
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

（
三
）
対
句
・
対
聯
―
中
庸
思
想
の
成
立
す
る
根
拠 

北
宋
の
儒
学
者
・
張
横
渠
は
、
「
物
に
は
孤
立
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
同
異
・
屈
伸
・
終
始
で
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説
明
し
な
け
れ
ば
物
は
物
で
な
い
。
事
は
終
始
あ
り
て
初
め
て
完
成
す
る
。
同
異
・
有
無
の
相
感

が
な
け
れ
ば
完
成
し
な
い
。
完
成
し
な
け
れ
ば
物
は
物
で
な
い
。
故
に
屈
伸
が
感
じ
あ
っ
て
利
が

生
じ
る
」
と
、
言
う
。
張
横
渠
の
主
張
を
市
川
氏
は
、
「
同
異
・
屈
伸
・
終
始
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

相
反
的
性
格
を
持
つ
事
象
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
、
物
は
物
と
し
て
の 

意
義
を
持

た
ず
、
同
異
・
有
無
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
感
応
し
あ
う
事
象
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
事
は
完
成
し
な
い

と
言
う
の
で
あ
る
」
（
三
一
）
と
、
解
説
し
て
い
る
。 

張
横
渠
に
あ
っ
て
は
、
孤
立
物
は
存
在
せ
ず
、
相
反
す
る
事
象
が
相
対
相
感
し
て
、
物
は
実
在

し
て
完
成
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
対
の
思
想
」
の
み
で
は
、
万
物
の
完
成
は
あ
り
得
な
い
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。
万
物
が
相
互
に
感
応
し
あ
っ
て
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
て
、
中
庸
思
想
が
成

立
す
る
。
従
っ
て
対
的
存
在
の
感
応
が
前
提
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
必
然
的
な
結
果
と
し
て
成
立
し

て
く
る
中
庸
の
実
現
に
よ
り
、
万
物
が
育
成
し
て
、
物
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。 

中
国
人
の
認
識
に
あ
る
、
対
立
物
の
同
時
存
在
に
よ
る
相
対
相
感
に
よ
り
、
〔
中
庸
思
想
が
生

ま
れ
て
〕
物
の
完
成
が
あ
る
と
い
う
潜
在
意
識
が
、
漢
魏
に
生
ま
れ
六
朝
時
代
に
盛
行
し
た
四
六

駢
儷
体
、
唐
代
の
近
体
詩
に
見
ら
れ
る
対
句
、
五
代
に
始
ま
る
対
聯
（
三
二
）
、
書
道
や
水
墨
画

の
虚
と
実
（
三
三
）
な
ど
、
対
比
的
バ
ラ
ン
ス
の
調
和
の
と
れ
た
作
品
へ
の
美
意
識
な
ど
を
生
み

出
す
要
因
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。 

対
句
、
対
聯
な
ど
は
、
互
い
に
対
立
す
る
二
聯
が
あ
っ
て
、
初
め
て
詩
句
の
「
不
偏
不
倚
」
が

成
立
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
詩
句
の
完
成
美
を
見
る
。
相
対
立
す
る
二
聯
が
、
お
互
い
に
対
立

に
終
始
す
れ
ば
物
は
完
成
し
な
い
。
対
立
物
が
お
互
い
に
感
応
し
合
う
こ
と
に
よ
り
一
対
と
な
り
、

初
め
て
一
つ
の
完
成
物
で
あ
る
「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
の
実
現
に
繋
が
る
。 

相
反
す
る
両
極
端
を
完
全
に
生
か
し
て
、
つ
ま
り
肯
定
し
た
上
で
臨
機
応
変
に
両
極
を
飛
び
移

り
中
を
執
る
、
臨
機
応
変
な
中
権
の
中
庸
思
想
の
文
学
上
の
現
れ
で
あ
る
。
ま
た
実
が
あ
っ
て
虚

が
あ
る
の
で
あ
り
、
虚
が
あ
っ
て
実
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
書
や
水
墨
画
の
虚
と
実
の
関
係
も
、

対
句
や
対
聯
と
同
じ
延
長
線
上
に
あ
る
、
相
対
相
感
の
中
庸
思
想
の
美
学
へ
の
現
れ
で
あ
る
。 

(

四)

北
宋
初
中
期
の
政
治
と
中
庸
思
想 

 

太
宗
・
真
宗
の
二
代
に
仕
え
た
名
宰
相
・
呂
蒙
正
と
北
辺
の
夷
狄
に
詳
し
い
副
宰
相
・
枢
密
副

使
の
趙
昌
言
と
の
対
話
の
中
に
は
、 

 

「
淳
化
三
年
、
太
宗
、
宰
相
に
い
い
て
曰
く
、「
国
を
治
る
の
道
は
、
寛
猛
中
を
得
る
に
あ
り
。

寛
な
る
時
は
す
な
わ
ち
政
令
成
ら
ず
。
猛
な
る
と
き
は
す
な
わ
ち
民
手
足
を
措
く
と
こ
ろ
な
し
。

天
下
を
有
つ
も
の
は
、
こ
れ
を
敬
ま
ざ
る
べ
け
ん
や]

と
。・
・
・
趙
昌
言
曰
く
、「
今
、
朝
廷
無
事

に
し
て
、
辺
境
謐
寧
な
り
、
ま
さ
に
力
め
て
好
事
を
行
ふ
の
時
に
あ
た
る
」
と
。
上
喜
ん
で
曰
く
、

「
朕
、
終
日
卿
と
こ
の
こ
と
を
論
ず
。
な
ん
ぞ
天
下
の
治
ま
ら
ざ
る
を
愁
え
ん
。
い
や
し
く
も
天

下
の
民
に
親
し
む
の
官
、
み
な
か
く
の
如
く
心
を
留
め
れ
ば
、
す
な
わ
ち
刑
清
く
訴
息
ま
ん
」
と
。
」 

(

三
四)

と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

政
治
の
要
領
は
、
寛
大
で
あ
っ
て
も
上
手
く
い
か
ず
、
猛
烈
で
あ
っ
て
も
民
衆
を
上
手
く
治
め

て
い
け
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
真
ん
中
で
あ
る
中
庸
政
治
こ
そ
、
天
下
を
有
つ
皇
帝
た
る
者
に
は

重
要
な
の
だ
、
と
太
宗
は
臣
下
に
言
う
。
こ
れ
に
趙
昌
言
は
、
今
は
辺
境
も
落
ち
着
き
天
下
太
平

に
な
り
、
中
庸
政
治
を
実
施
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
太
宗
は
、
親
民
官
が
中

庸
の
政
治
に
心
掛
け
れ
ば
、
天
下
は
太
平
に
な
り
、
社
会
も
安
定
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

両
極
端
の
中
を
採
る
中
和
の
中
庸
思
想
に
基
づ
く
政
治
が
、
天
下
太
平
の
世
に
お
い
て
如
何
に

大
切
な
政
治
上
の
精
神
な
の
で
あ
る
か
、
両
者
の
会
話
の
中
に
お
い
て
よ
く
物
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

真
宗
代
の
名
宰
相
・
王
旦
の
人
格
を
よ
く
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
資
料
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
王
大
尉
、
寇
莱
公
を
薦
め
て
相
と
な
す
。
莱
公
、
し
ば
し
ば
大
尉
を
上
の
前
に
短
り
て
、
大

尉
専
ら
そ
の
長
を
称
す
。
上
、
一
日
大
尉
に
い
ひ
て
曰
く
、「
卿
は
そ
の
美
を
称
す
と
い
え
ど
も
、

彼
は
専
ら
卿
の
悪
を
談
ず
」
と
。
大
尉
曰
く
、
「
理
、
も
と
よ
り
ま
さ
に
し
か
る
べ
し
。
臣
、
相

位
に
あ
る
こ
と
久
し
く
、
政
事
の
闕
失
必
ず
多
か
ら
ん
。
準
、
陛
下
に
対
し
て
隠
す
と
こ
ろ
な
く
、

ま
す
ま
す
そ
の
忠
直
を
見
る
。
こ
れ
臣
が
準
を
重
ん
ず
る
ゆ
え
ん
な
り
」
と
。
上
、
こ
れ
に
よ
り

て
、
ま
す
ま
す
大
尉
を
賢
な
り
と
す
。
」(

三
五)

と
、
王
旦
は
述
べ
て
い
る
。 

 

自
分
の
人
格
の
欠
点
を
批
判
さ
れ
て
は
、
批
判
す
る
人
物
を
煙
た
が
り
、
高
官
よ
り
左
遷
す
る

よ
う
な
極
端
な
行
動
に
出
る
の
が
人
の
情
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
王
旦
ほ
ど
の
人
格
者
に
な
る
と
、

そ
の
逆
で
あ
っ
た
。
宰
相
の
位
に
永
く
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
過
失
も
多
く
な
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

完
全
無
欠
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
自
分
の
政
治
的
欠
点
を
素
直
に
認
め
て
、
自
分
の
政
治
的

欠
点
を
批
判
ば
か
り
す
る
寇
準
を
忠
直
と
し
て
宰
相
に
抜
擢
し
た
の
で
あ
る
。 

極
端
に
偏
ら
な
い｢

不
偏
不
倚｣

を
中
庸
と
い
う
が
、
王
旦
は
極
端
に
走
ら
な
い
礼
節
あ
る
人
物

で
あ
り
、
他
人
の
善
行
を
素
直
に
認
め
て
、
周
囲
の
人
々
と
調
和
で
き
る
中
庸
の
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
真
宗
に
賢
人
と
称
さ
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
。
孟
子
が
弟
子
の
楽
正
子
が
斉
の
宰
相
に
な

不
知
手
之
舞
之
、
足
之
踏
之
」
（
二
一
）
と
、
世
の
中
の
万
物
は
す
べ
て
自
然
と
対
の
形
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
、
大
変
喜
ん
だ
と
い
う
（
二
二
）。
こ
の
理
由
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。 

宋
代
の
儒
者
が
、
万
物
の
独
立
的
な
存
在
を
否
定
し
て
、
対
立
物
の
存
在
―
対
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
強
調
す
る
（
二
三
）
。
こ
れ
は
、
朱
子
学
の
テ
キ
ス
ト
が
『
中
庸
』
を
重
要
視
し
て
い
る
事
で

分
る
よ
う
に
、
宋
学
の
中
心
テ
ー
マ
が
中
庸
思
想
で
あ
り
、
万
物
の
中
に
見
ら
れ
る
自
然
的
な
対

的
存
在
が
、
不
偏
不
倚
の
中
庸
思
想
が
成
立
す
る
絶
対
的
必
要
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

 

程
伊
川
は
、
「
天
地
や
陰
陽
の
場
合
、
そ
の
形
は
相
反
的
で
あ
る
が
、
必
ず
持
ち
あ
っ
て
作
用

を
な
す
」（
二
四
）
と
、
対
立
物
は
相
互
に
感
応
作
用
を
す
る
と
言
う
。
ま
た
「
独
陰
は
生
ぜ
ず
、

独
陽
は
生
ぜ
ず
」
（
二
五
）
と
、
単
独
物
で
は
万
物
が
生
育
し
な
い
と
、
述
べ
て
い
る
。 

中
庸
思
想
の
説
明
に
お
い
て
、「
対
の
思
想
」
の
存
在
の
強
調
す
る
根
本
的
背
景
に
は
、「
対
の

思
想
」
と
中
庸
思
想
は
密
接
な
相
関
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
宇
野
氏
は
、
『
宋
朱
熹
章
句
』

の
『
中
庸
』
に
、
二
程
の
中
庸
の
規
定
と
し
て
、「
子
程
子
曰
く
、
偏
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、

易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下
の
正
道
に
し
て
、
庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」（
二
六
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
い
た
。 

二
程
に
よ
れ
ば
、
「
不
偏
不
倚
」
と
い
う
極
端
に
偏
っ
て
い
な
い
の
が
中
で
あ
り
、
中
庸
は
天

下
の
正
道
・
定
理
な
の
で
あ
る
。
天
下
の
正
道
・
定
理
と
い
う
儒
教
の
最
高
の
徳
目
で
あ
る
中
庸

思
想
が
成
立
す
る
に
た
め
に
は
、
「
対
の
思
想
」
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
存

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
程
明
道
が
、
対
の
存
在
を
自
然
界
に

発
見
し
て
、
世
も
寝
ら
れ
な
い
ほ
ど
悦
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
程
明
道
が
、
中
庸
思
想
を
天
下
の
正
道
・
定
理
と
す
る
の
は
、
中
和
の
説
明
に
は
、 

「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
い
う
。
発
し
て
皆
な
節
に
中
る
。
こ
れ
を
和
と
謂

う
。
中
な
る
も
の
は
天
下
の
大
本
な
り
。
和
な
る
者
は
天
下
の
達
道
な
り
。
中
和
を
致
し
て
、
天

地
位
し
、
万
物
育
す
。
」（
二
七
）
と
あ
る
よ
う
に
、
中
庸
＝
中
和
が
実
現
し
て
初
め
て
、
天
地
が

正
し
く
存
在
し
て
運
航
す
る
の
で
あ
り
、
万
物
が
育
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

「
対
の
思
想
」
は
、
中
庸
思
想
の
実
現
―
天
地
の
安
定
と
万
物
の
育
成
―
の
絶
対
的
な
必
要
条

件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
二
程
に
お
い
て
も
、
こ
の
世
に
お
け
る
万
物
の
両
面
存
在
―
「
対

の
思
想
」
が
、
天
下
の
大
本
で
あ
る
中
庸
思
想
が
成
立
す
る
不
可
欠
な
条
件
と
認
識
し
て
い
た
。 

（
二
）
朱
子
の
対
の
思
想
と
中
庸
思
想 

朱
子
は
、
程
明
道
が
対
を
発
見
し
て
喜
ん
だ
話
を
引
用
し
て
、
「
天
地
の
間
に
、
対
な
き
形
で

独
立
し
て
い
る
も
の
は
な
い
」
（
二
八
）
と
ま
で
、
断
言
し
て
い
る
。
で
は
朱
子
に
お
い
て
何
故

に
、
天
地
の
間
に
「
対
の
思
想
」
の
存
在
が
必
須
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
朱
子
の
『
中
庸
章

句
』
序
文
の
第
二
節
に
は
、
朱
子
は
、「
対
の
思
想
」
と
中
庸
の
関
係
に
つ
い
て
、 

「
思
う
に
、
上
古
の
す
ぐ
れ
た
聖
人
た
ち
が
〔
天
子
の
位
に
つ
い
て
〕
天
の
道
を
受
け
つ
ぎ
、

人
の
守
る
べ
き
法
則
を
樹
立
し
て
か
ら
こ
の
か
た
、
道
の
伝
統
の
継
承
に
は
は
っ
き
り
し
た
淵
源

が
あ
っ
た
。
そ
の
経
典
に
み
え
る
も
の
で
は
、
〔
『
論
語
』
尭
曰
篇
の
〕｢

ま
こ
と
に
そ
の
中
を
し

っ
か
り
守
れ｣

と
い
う
の
が
尭
か
ら
舜
に
天
下
を
授
け
た
と
き
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
ば
で
あ

り
、・
・
・
尭
の
〔「
そ
の
中
を
守
れ
」
と
い
う
〕
一
言
は
、
も
う
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
も
の
で
あ

る
。・
・
・
」（
二
九
）
と
あ
り
、
尭
か
ら
舜
へ
の
人
の
道
の
守
る
べ
き
法
則
と
し
て
中
庸
を
守
る

こ
と
を
指
示
し
て
、
こ
れ
が
宋
学
の
淵
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

ま
た
同
序
文
の
第
三
節
で
は
、
中
庸
の
実
践
の
た
め
に
は
、 

「
そ
こ
で
、
〔
舜
の
こ
と
ば
で
〕
「
精
密
に
考
え
る
」
と
い
う
は
、
・
・
・
必
ず
「
道
の
心
」
が

い
つ
も
わ
が
身
全
体
の
主
宰
者
と
な
り
、
「
人
の
心
」
が
い
つ
も
そ
の
〔
道
の
心
の
〕
命
令
に
従

う
、
と
い
う
よ
う
に
な
ら
せ
る
と
、
危
険
な
も
の
も
安
泰
に
な
り
、
微
妙
な
も
の
も
は
っ
き
り
し

て
、
自
然
に
起
居
動
作
や
言
葉
の
う
え
で
も
過
ぎ
た
り
及
ば
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
ま
ち
が
い

が
な
く
〔
つ
ま
り
ぴ
っ
た
り
と｢

中
を
守
る｣

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
〕
な
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
」
（
三
０
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
道
心｣

の
養
成
の
大
切
さ
を
言
う
。 

朱
子
は
、
「
道
の
心
」
と
「
人
の
心
」
と
い
う
体
用
の
論
理
を
持
ち
出
し
て
、
過
と
不
及
の
両

極
端
を
否
定
し
て
、
中
庸
の
実
現
に
至
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

朱
子
の
主
張
で
重
要
な
の
は
、
古
代
聖
王
の
法
則
―
天
下
の
大
本
で
あ
る
中
庸
思
想
が
、
宋
学

の
淵
源
と
し
て
延
々
と
続
い
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
朱
子
の
頭
脳
の
中
心
に
は
、

中
庸
思
想
の
実
現
が
大
き
く
占
め
て
い
て
、
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
過
程
に
お
い
て
、
両
極
端
物

へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
朱
子
の
発
言
か
ら
見
て
、
過
と
不
及
と
い
う
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
た

歴
史
的
要
因
と
し
て
、
中
庸
思
想
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

（
三
）
対
句
・
対
聯
―
中
庸
思
想
の
成
立
す
る
根
拠 

北
宋
の
儒
学
者
・
張
横
渠
は
、
「
物
に
は
孤
立
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
同
異
・
屈
伸
・
終
始
で
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既
に
引
用
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
孟
子
は
殷
の
湯
王
の
政
治
を
称
賛
し
て
、
「
孟
子
が
言
わ
れ

た
・
・
殷
の
湯
は
中
庸
の
道
を
固
く
守
り
、
賢
者
を
採
用
す
る
に
は
貴
賎
、
親
疎
を
問
わ
ず
、
決

ま
っ
た
順
序
な
ど
な
か
っ
た
」
と
す
る
、
臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
貴
賎
と
親
疎
の
両
極
端
の
真
ん

中
を
執
り
、
中
庸
政
治
を
実
践
し
た
と
い
う
の
と
、
同
一
論
法
の
展
開
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
楊
子
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
両
極
端
思
想
を
、
禽
獣
＝
野
蛮
人
と
激
し

く
非
難
し
て
、
孔
子
の
道
＝
中
庸
の
道
の
実
現
を
主
張
す
る
。 

「
今
も
し
，
楊
朱
・
墨
翟
の
説
が
鳴
り
を
ひ
そ
め
な
け
れ
ば
、
孔
子
の
正
し
道
は
と
う
て
い
世

に
顕
わ
れ
わ
せ
ぬ
。
か
く
し
て
邪
説
が
人
々
を
欺
き
眩
ま
し
て
、
仁
義
の
心
を
さ
し
塞
い
で
し
ま

う
の
で
あ
る
。
仁
義
の
心
が
さ
し
塞
が
れ
て
し
ま
う
と
、
獣
も
の
ど
も
を
引
き
連
れ
て
人
間
を
食

ら
わ
す
こ
と
に
も
な
り
、
や
が
て
は
人
間
同
士
お
互
い
に
食
い
あ
う
よ
う
な
あ
さ
ま
し
い
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。・
・
・
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す
る
禽
獣
に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、

こ
れ
こ
そ
周
公
が
打
つ
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
だ
。
私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、
間

違
っ
た
学
説
を
排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、
で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る
言
論
を

追
放
し
て
、
そ
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
志
を
う
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。・
・
・

私
に
か
ぎ
ら
ず
、
誰
で
も
言
論
を
も
っ
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
を
排
撃
す
る
も
の
は
、
す
べ
て

聖
人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
」
（
一
七
）
と
、
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
。 

柔
軟
性
の
な
い
一
極
端
思
想
へ
の
固
執
を
嫌
い
批
判
す
る
の
は
、
一
つ
の
極
端
思
想
に
拘
っ
て

い
て
は
、
両
極
端
思
想
の
両
面
を
併
せ
持
つ
中
庸
思
想
が
実
現
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
孟
子
の

楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
へ
の
批
判
は
、
こ
の
好
例
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
こ
で
も
、
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
儒
教
の
中
庸
思
想
を

指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
墨
翟
は
、
初
め
は
中
庸
思
想
で
あ
る
儒
家
の
門
下
生
と
な
り
、

そ
の
後
に
儒
家
を
離
れ
て
一
家
を
な
し
た
思
想
家
と
い
う
経
歴
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
一
八
）。 

と
こ
ろ
で
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
に
は
、
両
極
端
思
想
を
中
庸
思
想
の
内
部
に
包
込
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
一
極
端
思
想
に
固
執
せ
ず
に
、
臨
機
応
変
の
思
考
と
行
動
が
必
要
で

あ
り
、
物
事
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
が
で
き
る
こ
と
が
、
必
須
条
件
な
の
で
あ
る
。 

孔
子
は
、「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
正
し
い
け
れ
ど
も
、
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
」（
一
九
）

と
言
い
、
孟
子
は
、
「
君
子
は
〔
行
い
は
正
し
い
が
〕
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
つ
の
こ

と
ば
か
り
に
何
処
ま
で
も
固
執
し
て
融
通
の
利
か
な
い
の
を
悪
み
き
ら
う
か
ら
で
あ
る
」（
二
０
）

と
、
言
っ
て
い
た
。 

孔
子
や
孟
子
が
、
「
君
子
は
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
、
一
つ
に
拘
る
の
を
嫌
う
」
と
言
う
の
は
、

馬
鹿
正
直
で
一
極
端
に
固
執
し
て
は
、
臨
機
応
変
に
対
の
思
考
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
両
極
端

の
真
ん
中
で
あ
る
中
庸
の
実
現
は
不
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
孔
子
や
孟
子
は
、
中
庸
を
実
現

す
る
た
め
に
、
一
極
端
に
拘
ら
な
い
で
両
極
端
を
臨
機
応
変
に
行
動
せ
よ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

以
上
述
べ
た
事
を
要
約
す
る
と
、
孟
子
は
孔
子
を
集
大
成
人
物
と
し
て
高
く
評
価
す
る
理
由
は
、

時
勢
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
豹
変
で
き
る
両
面
思
考
の
で
き
る
柔
軟
性
の
あ
る
人
格
者
で
あ
っ

た
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
孔
子
は
、
自
己
の
柔
軟
性
あ
る
人
格
を
利
用
し
て
、
臨
機
応
変
に
中
庸

を
得
た
行
動
が
で
き
る
百
面
相
的
な
多
重
性
人
格
を
一
身
に
備
え
た
大
聖
人
の
た
め
で
あ
る
。 

孔
子
や
孟
子
の
よ
う
に
、
時
流
に
上
手
く
適
応
し
て
百
面
相
的
な
人
生
を
送
れ
ば
、
一
度
し
か

な
い
こ
の
人
生
が
ど
れ
ほ
ど
楽
し
く
な
る
か
、
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
日
本
人
の
な
か
で
も

無
骨
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
筆
者
と
し
て
は
、
孔
子
や
孟
子
の
よ
う
な
百
面
相
的
な
世
渡
り
上
手

な
人
生
を
と
て
も
送
れ
そ
う
も
な
い
。
世
界
中
の
大
抵
の
人
間
は
、
孔
子
や
孟
子
の
よ
う
な
中
国

人
の
典
型
的
人
物
と
は
異
な
り
、
筆
者
と
そ
れ
程
は
違
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

し
か
し
こ
れ
が
中
国
思
想
の
特
質
な
の
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
な
の
で
あ
る
が
、
百
面

相
的
な
孔
子
は
、
伯
夷
や
伊
尹
や
柳
下
恵
の
諸
聖
人
の
単
純
な
政
治
行
動
を
遥
か
に
凌
駕
し
て
、

上
手
な
世
渡
り
を
説
く
、
中
庸
の
徳
を
最
高
度
に
体
現
で
き
る
大
聖
人
で
あ
っ
た
。 

孟
子
ほ
ど
の
知
識
人
は
、
伯
夷
や
柳
下
恵
の
人
物
評
価
に
つ
い
て
、
否
定
と
肯
定
と
い
う
自
己

分
裂
し
た
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
は
絶
対
に
い
わ
さ
れ
な
い
。
知
っ
て

い
て
こ
の
よ
う
な
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
を
出
し
て
く
る
の
は
、
「
対
の
思
想
」
が
中
国
最
高

の
徳
目
で
あ
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
必
要
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
必
要
条
件
が
崩

壊
す
れ
ば
、
孔
子
の
多
重
的
行
動
を
最
高
の
聖
人
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

孔
子
を
中
庸
思
想
の
最
高
の
体
現
者
と
称
揚
す
る
こ
と
も
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

三 
対
の
思
想
と
唐
宋
時
代
の
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庸
思
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（
一
）
二
程
の
対
の
思
想
と
中
庸
思
想 

程
明
道
は
、「
天
地
万
物
之
理
、
無
独
必
有
対
、
皆
自
然
而
然
、
非
有
按
排
也
、
毎
中
夜
以
思
、

次
の
中
庸
思
想
の
大
切
さ
を
主
張
す
る
た
め
に
、
両
極
端
思
考
―
「
対
の
思
考
」
を
持
ち
出
し

た
例
を
も
う
一
つ
挙
げ
る
。
孟
子
は
、
楊
子
の
個
人
主
義
と
墨
子
の
博
愛
主
義
の
一
極
端
思
想
に

固
執
す
る
の
を
嫌
い
、
自
己
の
態
度
を
豹
変
さ
せ
て
両
者
を
包
含
し
て
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
を

飛
び
越
え
る
中
庸
の
道
を
実
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。 

「
し
か
し
あ
く
ま
で
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機
応
変
の
処
置
が

な
か
っ
た
な
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
に
固
執
し
て
、
他
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
（
原
文
は
「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」
）。

わ
た
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
に
固
執
し
て
融
通
の
き
か
な
い
の
を
い
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中

庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
只
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場

の
長
所
を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
」
（
一
五
）。 

中
庸
と
は
「
執
中
有
権
」
な
の
で
あ
り
、
「
権
」
と
は
臨
機
応
変
の
処
置
で
あ
る
か
ら
、
孟
子

は
有
権
の
中
庸
思
想
を
前
提
に
お
い
て
、
両
極
端
の
思
想
を
批
判
し
て
い
る
。
一
極
端
思
想
に
拘

る
の
を
嫌
い
批
判
す
る
の
は
、
楊
朱
と
墨
翟
を
両
極
端
に
置
い
て
臨
機
応
変
に
両
極
を
飛
び
移
り
、

真
ん
中
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
中
権
の
中
庸
思
想
の
実
現
が
不
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

孔
子
が
舜
を
称
賛
し
た
例
に
、
「
子
の
曰
わ
く
、
「
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
。
・
・
・
悪
を
隠
し

て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
っ
て
、
そ
の
中
を
民
に
用
う
。
」（
『
中
庸
』
）
と
あ
っ
た
が
、
中
庸

の
実
現
が
最
も
大
切
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
両
端
を
し
っ
か
り
執
り
、
善
と
悪
の
両
極
端
を

臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
中
庸
を
実
現
し
た
政
治
姿
勢
と
、
同
一
論
法
の
展
開
で
あ
る
。 

そ
し
て
ま
た
孟
子
が
、
孔
子
を
人
類
史
上
の
最
高
の
聖
人
と
す
る
理
由
は
、
孔
子
が
状
況
変
化

に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
聖
人
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
孔
子
は
、
臨
機
応
変
に
豹
変
す
る

多
様
な
行
動
に
よ
り
、
伯
夷
、
伊
尹
、
柳
下
恵
の
両
極
端
の
人
格
を
、
一
身
で
併
せ
持
つ
多
重
人

格
者
＝
中
庸
的
人
格
を
演
出
で
き
る
大
聖
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
孔
子
の
人
格
を
「
聖
の
時
な
る
者
な
り
」
＝
時
中
の
名
人
と
言
い
、
諸
聖
人
の
人
格

を
総
合
し
た
集
大
成
人
物
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
孟
子
は
、
集
大
成
の
言
葉
を
説
明

し
て
、 

「
集
め
て
大
成
す
る
と
は
、〔
ど
ん
な
こ
と
か
と
い
う
と
〕
、
音
楽
を
奏
す
る
と
き
に
、
ま
ず
鐘

を
鳴
ら
し
て
は
じ
め
〔
そ
れ
を
合
図
に
笛
や
太
鼓
な
ど
の
八
音(

衆
音)

が
合
奏
さ
れ
〕
、
さ
い
ご
に

玉
磬
を
打
っ
て
し
め
く
く
り
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
に
鐘
を
な
ら
す
の
は
、
〔
こ
の
一

声
で
衆
音
を
引
き
起
こ
し
て
〕
条
理
の
一
糸
乱
れ
ぬ
調
和
を
合
奏
し
は
じ
め
る
も
の
で
あ
り
、
磬

を
打
っ
て
し
め
く
く
り
を
つ
け
る
の
は
、
〔
こ
の
一
声
で
乱
れ
ず
に
き
た
衆
音
の
〕
条
理
を
ま
と

め
て
合
奏
を
お
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
糸
乱
れ
ぬ
合
奏
を
は
じ
め
る
の
は
智
の
働
き
で

あ
り
、
見
事
に
合
奏
を
お
わ
る
の
は
聖(

徳)

の
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
集
大
成
す
る
に
は
智
と
聖

と
を
兼
ね
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
こ
れ
を
弓
術
に
た
と
え
て
み
る
と
、
智
と
は
弓
を
射
る

技
で
あ
り
、
聖
と
は
弓
を
射
る
力
量
で
あ
る
。
た
と
え
ば
百
歩
も
は
な
れ
た
所
か
ら
弓
を
い
る
よ

う
な
も
の
で
、
矢
が
的
に
と
ど
く
の
は
射
手
の
力
量
で
あ
る
が
、
的
に
う
ま
く
命
中
す
る
の
は
射

手
の
力
量
で
は
な
く
て
、
全
く
そ
の
技
巧
に
よ
る
も
の
だ
。
〔
と
こ
ろ
で
、
伯
夷
・
伊
尹
・
柳
下

恵
の
三
聖
人
は
そ
の
力
量
に
お
い
て
は
十
分
的
に
と
ど
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
技
巧
す
な
わ
ち
智

に
お
い
て
は
幾
分
足
り
な
い
所
が
あ
っ
て
、
い
つ
で
も
的(

道)

に
命
中
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。

孔
子
は
力
量
も
技
巧
も
完
全
で
、
決
し
て
的
す
な
わ
ち
道
に
外
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
孔
子
は
聖
人
の
諸
徳
を
集
め
て
聖
と
智
を
完
全
に
兼
ね
備
え
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ

れ
が
つ
ま
り
集
大
成
と
い
わ
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
〕。
」(

一
六
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

音
楽
に
お
け
る
衆
音
の
和
＝
調
和
を
引
き
出
す
音
と
し
て
鐘
が
あ
り
、
調
和
し
て
き
た
衆
音
を

締
め
く
く
る
音
と
し
て
磬
が
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
鐘
を
鳴
ら
し
て
楽
＝
調
和
は
始
ま
り
、
磬

を
打
っ
て
楽
＝
調
和
を
締
め
く
く
る
。
鐘
と
磬
は
、
楽
＝
和
＝
調
和
論
を
挟
み
込
む
、
両
極
端
の

音
色
な
の
で
あ
る
。 

鐘
と
磬
の
両
極
端
の
音
色
の
肯
定
と
、
楽
＝
和
＝
調
和
論
＝
両
極
端
の
音
色
の
否
定
と
言
う
、

相
異
な
る
二
つ
の
音
色
を
基
礎
に
し
て
、
音
楽
が
初
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
孟
子
は
中
庸
思

想
を
音
楽
に
喩
え
て
い
る
が
、
衆
音
が
調
和
の
中
庸
を
、
両
極
端
の
鐘
と
磬
が
両
極
端
の
均
衡
実

現
の
中
庸
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
伯
夷
・
伊
尹
・
柳
下
恵
の
三
聖
人
は
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
を
豹
変
で
き
る
聖
＝
力
量

を
も
っ
て
い
た
が
、
常
に
は
的
に
的
中
す
る
智
＝
技
法
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
時
に
は
的
に
外
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鐘
＝
智=

技
巧
と
磬
＝
聖
＝
力
量
の
二
つ
を
完
全
に
持
ち
、

何
時
で
も
臨
機
応
変
に
的
＝
中
庸
の
道
＝
時
中
し
て
い
た
の
が
、
諸
聖
人
の
諸
徳
を
集
大
成
し
た

孔
子
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
孟
子
は
中
庸
思
想
を
弓
射
に
喩
え
て
い
る
が
、
聖
＝
力
量
は
臨
機
応

変
に
行
動
す
る
権
道
を
、
智
＝
技
巧
は
状
況
に
的
中
す
る
時
中
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で

あ
ろ
う
。 
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既
に
引
用
し
た
事
例
で
あ
る
が
、
孟
子
は
殷
の
湯
王
の
政
治
を
称
賛
し
て
、
「
孟
子
が
言
わ
れ

た
・
・
殷
の
湯
は
中
庸
の
道
を
固
く
守
り
、
賢
者
を
採
用
す
る
に
は
貴
賎
、
親
疎
を
問
わ
ず
、
決

ま
っ
た
順
序
な
ど
な
か
っ
た
」
と
す
る
、
臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
貴
賎
と
親
疎
の
両
極
端
の
真
ん

中
を
執
り
、
中
庸
政
治
を
実
践
し
た
と
い
う
の
と
、
同
一
論
法
の
展
開
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
楊
子
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
両
極
端
思
想
を
、
禽
獣
＝
野
蛮
人
と
激
し

く
非
難
し
て
、
孔
子
の
道
＝
中
庸
の
道
の
実
現
を
主
張
す
る
。 

「
今
も
し
，
楊
朱
・
墨
翟
の
説
が
鳴
り
を
ひ
そ
め
な
け
れ
ば
、
孔
子
の
正
し
道
は
と
う
て
い
世

に
顕
わ
れ
わ
せ
ぬ
。
か
く
し
て
邪
説
が
人
々
を
欺
き
眩
ま
し
て
、
仁
義
の
心
を
さ
し
塞
い
で
し
ま

う
の
で
あ
る
。
仁
義
の
心
が
さ
し
塞
が
れ
て
し
ま
う
と
、
獣
も
の
ど
も
を
引
き
連
れ
て
人
間
を
食

ら
わ
す
こ
と
に
も
な
り
、
や
が
て
は
人
間
同
士
お
互
い
に
食
い
あ
う
よ
う
な
あ
さ
ま
し
い
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。・
・
・
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す
る
禽
獣
に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、

こ
れ
こ
そ
周
公
が
打
つ
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
だ
。
私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、
間

違
っ
た
学
説
を
排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、
で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る
言
論
を

追
放
し
て
、
そ
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖
人
の
志
を
う
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。・
・
・

私
に
か
ぎ
ら
ず
、
誰
で
も
言
論
を
も
っ
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
を
排
撃
す
る
も
の
は
、
す
べ
て

聖
人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
」
（
一
七
）
と
、
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
激
し
く
批
判
す
る
。 

柔
軟
性
の
な
い
一
極
端
思
想
へ
の
固
執
を
嫌
い
批
判
す
る
の
は
、
一
つ
の
極
端
思
想
に
拘
っ
て

い
て
は
、
両
極
端
思
想
の
両
面
を
併
せ
持
つ
中
庸
思
想
が
実
現
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
孟
子
の

楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
へ
の
批
判
は
、
こ
の
好
例
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
こ
で
も
、
対
の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
儒
教
の
中
庸
思
想
を

指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
墨
翟
は
、
初
め
は
中
庸
思
想
で
あ
る
儒
家
の
門
下
生
と
な
り
、

そ
の
後
に
儒
家
を
離
れ
て
一
家
を
な
し
た
思
想
家
と
い
う
経
歴
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
一
八
）。 

と
こ
ろ
で
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
に
は
、
両
極
端
思
想
を
中
庸
思
想
の
内
部
に
包
込
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
一
極
端
思
想
に
固
執
せ
ず
に
、
臨
機
応
変
の
思
考
と
行
動
が
必
要
で

あ
り
、
物
事
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
が
で
き
る
こ
と
が
、
必
須
条
件
な
の
で
あ
る
。 

孔
子
は
、「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
正
し
い
け
れ
ど
も
、
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
」（
一
九
）

と
言
い
、
孟
子
は
、
「
君
子
は
〔
行
い
は
正
し
い
が
〕
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
つ
の
こ

と
ば
か
り
に
何
処
ま
で
も
固
執
し
て
融
通
の
利
か
な
い
の
を
悪
み
き
ら
う
か
ら
で
あ
る
」（
二
０
）

と
、
言
っ
て
い
た
。 

孔
子
や
孟
子
が
、
「
君
子
は
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
、
一
つ
に
拘
る
の
を
嫌
う
」
と
言
う
の
は
、

馬
鹿
正
直
で
一
極
端
に
固
執
し
て
は
、
臨
機
応
変
に
対
の
思
考
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、
両
極
端

の
真
ん
中
で
あ
る
中
庸
の
実
現
は
不
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
孔
子
や
孟
子
は
、
中
庸
を
実
現

す
る
た
め
に
、
一
極
端
に
拘
ら
な
い
で
両
極
端
を
臨
機
応
変
に
行
動
せ
よ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

以
上
述
べ
た
事
を
要
約
す
る
と
、
孟
子
は
孔
子
を
集
大
成
人
物
と
し
て
高
く
評
価
す
る
理
由
は
、

時
勢
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
豹
変
で
き
る
両
面
思
考
の
で
き
る
柔
軟
性
の
あ
る
人
格
者
で
あ
っ

た
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
孔
子
は
、
自
己
の
柔
軟
性
あ
る
人
格
を
利
用
し
て
、
臨
機
応
変
に
中
庸

を
得
た
行
動
が
で
き
る
百
面
相
的
な
多
重
性
人
格
を
一
身
に
備
え
た
大
聖
人
の
た
め
で
あ
る
。 

孔
子
や
孟
子
の
よ
う
に
、
時
流
に
上
手
く
適
応
し
て
百
面
相
的
な
人
生
を
送
れ
ば
、
一
度
し
か

な
い
こ
の
人
生
が
ど
れ
ほ
ど
楽
し
く
な
る
か
、
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
日
本
人
の
な
か
で
も

無
骨
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
筆
者
と
し
て
は
、
孔
子
や
孟
子
の
よ
う
な
百
面
相
的
な
世
渡
り
上
手

な
人
生
を
と
て
も
送
れ
そ
う
も
な
い
。
世
界
中
の
大
抵
の
人
間
は
、
孔
子
や
孟
子
の
よ
う
な
中
国

人
の
典
型
的
人
物
と
は
異
な
り
、
筆
者
と
そ
れ
程
は
違
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

し
か
し
こ
れ
が
中
国
思
想
の
特
質
な
の
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
な
の
で
あ
る
が
、
百
面

相
的
な
孔
子
は
、
伯
夷
や
伊
尹
や
柳
下
恵
の
諸
聖
人
の
単
純
な
政
治
行
動
を
遥
か
に
凌
駕
し
て
、

上
手
な
世
渡
り
を
説
く
、
中
庸
の
徳
を
最
高
度
に
体
現
で
き
る
大
聖
人
で
あ
っ
た
。 

孟
子
ほ
ど
の
知
識
人
は
、
伯
夷
や
柳
下
恵
の
人
物
評
価
に
つ
い
て
、
否
定
と
肯
定
と
い
う
自
己

分
裂
し
た
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
は
絶
対
に
い
わ
さ
れ
な
い
。
知
っ
て

い
て
こ
の
よ
う
な
自
己
分
裂
し
た
両
面
思
考
を
出
し
て
く
る
の
は
、
「
対
の
思
想
」
が
中
国
最
高

の
徳
目
で
あ
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
必
要
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
必
要
条
件
が
崩

壊
す
れ
ば
、
孔
子
の
多
重
的
行
動
を
最
高
の
聖
人
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

孔
子
を
中
庸
思
想
の
最
高
の
体
現
者
と
称
揚
す
る
こ
と
も
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

三 

対
の
思
想
と
唐
宋
時
代
の
中
庸
思
想 

 

（
一
）
二
程
の
対
の
思
想
と
中
庸
思
想 

程
明
道
は
、「
天
地
万
物
之
理
、
無
独
必
有
対
、
皆
自
然
而
然
、
非
有
按
排
也
、
毎
中
夜
以
思
、

次
の
中
庸
思
想
の
大
切
さ
を
主
張
す
る
た
め
に
、
両
極
端
思
考
―
「
対
の
思
考
」
を
持
ち
出
し

た
例
を
も
う
一
つ
挙
げ
る
。
孟
子
は
、
楊
子
の
個
人
主
義
と
墨
子
の
博
愛
主
義
の
一
極
端
思
想
に

固
執
す
る
の
を
嫌
い
、
自
己
の
態
度
を
豹
変
さ
せ
て
両
者
を
包
含
し
て
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
を

飛
び
越
え
る
中
庸
の
道
を
実
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。 

「
し
か
し
あ
く
ま
で
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機
応
変
の
処
置
が

な
か
っ
た
な
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
に
固
執
し
て
、
他
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
（
原
文
は
「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」
）。

わ
た
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
に
固
執
し
て
融
通
の
き
か
な
い
の
を
い
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中

庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
只
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場

の
長
所
を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
」
（
一
五
）。 

中
庸
と
は
「
執
中
有
権
」
な
の
で
あ
り
、
「
権
」
と
は
臨
機
応
変
の
処
置
で
あ
る
か
ら
、
孟
子

は
有
権
の
中
庸
思
想
を
前
提
に
お
い
て
、
両
極
端
の
思
想
を
批
判
し
て
い
る
。
一
極
端
思
想
に
拘

る
の
を
嫌
い
批
判
す
る
の
は
、
楊
朱
と
墨
翟
を
両
極
端
に
置
い
て
臨
機
応
変
に
両
極
を
飛
び
移
り
、

真
ん
中
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
中
権
の
中
庸
思
想
の
実
現
が
不
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

孔
子
が
舜
を
称
賛
し
た
例
に
、
「
子
の
曰
わ
く
、
「
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
。
・
・
・
悪
を
隠
し

て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
っ
て
、
そ
の
中
を
民
に
用
う
。
」（
『
中
庸
』
）
と
あ
っ
た
が
、
中
庸

の
実
現
が
最
も
大
切
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
両
端
を
し
っ
か
り
執
り
、
善
と
悪
の
両
極
端
を

臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
中
庸
を
実
現
し
た
政
治
姿
勢
と
、
同
一
論
法
の
展
開
で
あ
る
。 

そ
し
て
ま
た
孟
子
が
、
孔
子
を
人
類
史
上
の
最
高
の
聖
人
と
す
る
理
由
は
、
孔
子
が
状
況
変
化

に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
聖
人
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
孔
子
は
、
臨
機
応
変
に
豹
変
す
る

多
様
な
行
動
に
よ
り
、
伯
夷
、
伊
尹
、
柳
下
恵
の
両
極
端
の
人
格
を
、
一
身
で
併
せ
持
つ
多
重
人

格
者
＝
中
庸
的
人
格
を
演
出
で
き
る
大
聖
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
孔
子
の
人
格
を
「
聖
の
時
な
る
者
な
り
」
＝
時
中
の
名
人
と
言
い
、
諸
聖
人
の
人
格

を
総
合
し
た
集
大
成
人
物
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
孟
子
は
、
集
大
成
の
言
葉
を
説
明

し
て
、 

「
集
め
て
大
成
す
る
と
は
、〔
ど
ん
な
こ
と
か
と
い
う
と
〕
、
音
楽
を
奏
す
る
と
き
に
、
ま
ず
鐘

を
鳴
ら
し
て
は
じ
め
〔
そ
れ
を
合
図
に
笛
や
太
鼓
な
ど
の
八
音(

衆
音)

が
合
奏
さ
れ
〕
、
さ
い
ご
に

玉
磬
を
打
っ
て
し
め
く
く
り
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
に
鐘
を
な
ら
す
の
は
、
〔
こ
の
一

声
で
衆
音
を
引
き
起
こ
し
て
〕
条
理
の
一
糸
乱
れ
ぬ
調
和
を
合
奏
し
は
じ
め
る
も
の
で
あ
り
、
磬

を
打
っ
て
し
め
く
く
り
を
つ
け
る
の
は
、
〔
こ
の
一
声
で
乱
れ
ず
に
き
た
衆
音
の
〕
条
理
を
ま
と

め
て
合
奏
を
お
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
糸
乱
れ
ぬ
合
奏
を
は
じ
め
る
の
は
智
の
働
き
で

あ
り
、
見
事
に
合
奏
を
お
わ
る
の
は
聖(

徳)

の
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
集
大
成
す
る
に
は
智
と
聖

と
を
兼
ね
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
こ
れ
を
弓
術
に
た
と
え
て
み
る
と
、
智
と
は
弓
を
射
る

技
で
あ
り
、
聖
と
は
弓
を
射
る
力
量
で
あ
る
。
た
と
え
ば
百
歩
も
は
な
れ
た
所
か
ら
弓
を
い
る
よ

う
な
も
の
で
、
矢
が
的
に
と
ど
く
の
は
射
手
の
力
量
で
あ
る
が
、
的
に
う
ま
く
命
中
す
る
の
は
射

手
の
力
量
で
は
な
く
て
、
全
く
そ
の
技
巧
に
よ
る
も
の
だ
。
〔
と
こ
ろ
で
、
伯
夷
・
伊
尹
・
柳
下

恵
の
三
聖
人
は
そ
の
力
量
に
お
い
て
は
十
分
的
に
と
ど
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
技
巧
す
な
わ
ち
智

に
お
い
て
は
幾
分
足
り
な
い
所
が
あ
っ
て
、
い
つ
で
も
的(

道)

に
命
中
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。

孔
子
は
力
量
も
技
巧
も
完
全
で
、
決
し
て
的
す
な
わ
ち
道
に
外
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
孔
子
は
聖
人
の
諸
徳
を
集
め
て
聖
と
智
を
完
全
に
兼
ね
備
え
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ

れ
が
つ
ま
り
集
大
成
と
い
わ
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
〕。
」(

一
六
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

音
楽
に
お
け
る
衆
音
の
和
＝
調
和
を
引
き
出
す
音
と
し
て
鐘
が
あ
り
、
調
和
し
て
き
た
衆
音
を

締
め
く
く
る
音
と
し
て
磬
が
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
鐘
を
鳴
ら
し
て
楽
＝
調
和
は
始
ま
り
、
磬

を
打
っ
て
楽
＝
調
和
を
締
め
く
く
る
。
鐘
と
磬
は
、
楽
＝
和
＝
調
和
論
を
挟
み
込
む
、
両
極
端
の

音
色
な
の
で
あ
る
。 

鐘
と
磬
の
両
極
端
の
音
色
の
肯
定
と
、
楽
＝
和
＝
調
和
論
＝
両
極
端
の
音
色
の
否
定
と
言
う
、

相
異
な
る
二
つ
の
音
色
を
基
礎
に
し
て
、
音
楽
が
初
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
孟
子
は
中
庸
思

想
を
音
楽
に
喩
え
て
い
る
が
、
衆
音
が
調
和
の
中
庸
を
、
両
極
端
の
鐘
と
磬
が
両
極
端
の
均
衡
実

現
の
中
庸
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
伯
夷
・
伊
尹
・
柳
下
恵
の
三
聖
人
は
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
を
豹
変
で
き
る
聖
＝
力
量

を
も
っ
て
い
た
が
、
常
に
は
的
に
的
中
す
る
智
＝
技
法
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
時
に
は
的
に
外
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鐘
＝
智=

技
巧
と
磬
＝
聖
＝
力
量
の
二
つ
を
完
全
に
持
ち
、

何
時
で
も
臨
機
応
変
に
的
＝
中
庸
の
道
＝
時
中
し
て
い
た
の
が
、
諸
聖
人
の
諸
徳
を
集
大
成
し
た

孔
子
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
孟
子
は
中
庸
思
想
を
弓
射
に
喩
え
て
い
る
が
、
聖
＝
力
量
は
臨
機
応

変
に
行
動
す
る
権
道
を
、
智
＝
技
巧
は
状
況
に
的
中
す
る
時
中
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で

あ
ろ
う
。 
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「
い
っ
た
い
、
章
さ
ん
に
は
こ
の
中
で
ど
れ
か
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
る
か
、
ど
う

か
。(

な
い
で
は
な
い
か)

。・
・
・
あ
の
章
さ
ん
だ
っ
て
、
ど
う
し
て
夫
婦
親
子
が
仲
よ
く
い
っ
し

ょ
に
暮
ら
す
の
を
望
ま
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
・
・
・
章
さ
ん
と
は
す
な
わ
ち
こ
う
い
う
人
物

な
の
だ
。
〔
だ
か
ら
こ
そ
、
交
際
も
す
る
し
、
敬
意
も
払
っ
て
い
る
の
だ
〕
。
」
（
一
一
）
と
言
う
。 

孟
子
は
、
章
さ
ん
は
親
不
孝
の
五
つ
の
条
件
に
一
つ
も
入
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら

付
合
い
も
す
れ
ば
尊
敬
も
す
る
と
い
う
。
世
間
の
悪
い
噂
に
耳
を
貸
さ
ず
、
極
端
な
事
を
し
な
い

匡
章
と
付
合
い
し
て
尊
敬
す
る
理
由
で
あ
り
、
匡
章
の
中
庸
を
得
た
行
動
に
敬
意
を
払
っ
て
い
る
。 

で
は
逆
に
中
庸
の
徳
を
守
ら
ず
に
、
極
端
な
行
動
に
走
っ
た
場
合
、
ど
う
い
う
結
果
が
待
っ
て

い
る
の
か
。
中
庸
を
心
得
て
い
な
い
人
の
末
路
に
は
、
生
命
の
危
機
や
悪
い
噂
を
招
く
。
子
貢
は
、 

「
子
貢
が
い
っ
た
、「
〔
殷
の
〕
紂
王
が
善
く
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
〔
そ
の
悪
事
に
よ
っ
て
下
等
に
落
ち
こ
ん
だ
の
で
、
後
か
ら
事
実
以
上
の
大
悪
人

に
し
あ
げ
ら
れ
た
の
だ
。
〕
だ
か
ら
し
て
君
子
は
下
等
に
い
る
の
を
い
や
が
る
。
世
界
中
の
悪
事

は
み
な
そ
こ
に
集
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
。
」
（
一
二
）
と
、
言
う
。 

桀
・
紂
は
、
中
国
歴
史
上
の
大
暴
君
で
あ
る
が
、
実
際
は
悪
評
判
が
先
行
し
て
お
り
、
悪
事
を

し
て
最
下
等
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
が
、
真
実
は
そ
れ
程
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
中
等
の
普

通
人
＝
中
庸
を
守
り
生
き
る
の
を
推
奨
し
て
、
悪
い
噂
の
怖
さ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。 

 

ま
た
孟
子
は
、
か
つ
て
の
弟
子
で
あ
る
盆
成
括
が
斉
に
仕
え
殺
害
さ
れ
た
原
因
に
つ
い
て
、
何

故
で
す
か
、
と
言
う
問
人
の
質
問
に
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。 

「
孟
子
は
答
え
ら
れ
た
。
「
彼(

盆
成
括)

の
人
柄
は
小
才
は
利
く(

小
才
子
だ)
が
、
ま
だ
君
子

の
大
道
で
あ
る
仁
義
を
学
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
で
小
才
を
恃
ん
で
無
理
を
や
ら
か
す
か
ら
、
け
っ

き
ょ
く
わ
が
身
を
亡
ぼ
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
が
落
ち
な
の
だ
。
」（
一
三
）
と
、
行
き
過
ぎ
て

出
し
ゃ
ば
り
、
小
賢
し
い
才
能
を
振
り
か
ざ
し
て
は
、
自
己
の
生
命
の
破
滅
を
招
く
の
で
あ
る
。

 
 

楽
正
子
の
よ
う
に
中
庸
人
が
自
己
の
生
命
と
国
家
の
安
定
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
孟
子
は
、
行

き
過
ぎ
た
極
端
行
動
を
慎
め
と
、
周
囲
と
の
調
和
の
重
要
性
を
弟
子
達
に
教
え
る
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
て
き
た
様
に
、
中
庸
思
想
が
前
提
条
件
に
な
っ
て
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
想
―
「
対

の
思
想
」
が
、
肯
定
さ
れ
た
り
否
定
さ
れ
た
り
し
て
、
展
開
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
両
面
思
考
―

「
対
の
思
想
」
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
中
国
古
代
よ
り
の
中
国
思
想
の
精
髄
で

あ
る
中
庸
思
想
＝
常
識
や
調
和
の
尊
重
の
精
神
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

次
に
孟
子
が
、
中
庸
思
想
の
大
切
さ
や
正
当
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
両
極
端
思
考
―
「
対
の

思
想
」
批
判
を
持
ち
出
し
た
事
例
を
幾
つ
か
紹
介
し
た
い
。
孟
子
は
、
未
開
地
の
二
十
分
の
一
税

の
軽
税
を
批
判
し
て
、
周
代
以
来
の
十
分
の
一
税
の
正
当
性
を
主
張
し
て
、
こ
れ
が
中
庸
の
税
率

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。 

「
〔
周
の
制
度
で
は
十
分
の
一
の
租
税
を
と
っ
た
が
、
春
秋
以
来
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ

る
が
、
ほ
ぼ
十
分
の
二
の
税
率
で
あ
っ
た
〕。
白
圭
が
い
っ
た
。｢

先
生
、
今
の
税
金
は
た
い
へ
ん

重
す
ぎ
ま
す
。
私
は
ず
っ
と
軽
く
し
て
、
二
十
分
の
一
の
税
率
に
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。｣

孟
子
は
言
わ
れ
た
。「
君
の
そ
う
い
う
や
り
方
は
、
北
方
の
野
蛮
国
貉
な
ど

で
す
る
や
り
方
だ
。
・
・
・
と
こ
ろ
が
今
、
こ
の
文
明
の
地
、
中
国
に
お
り
な
が
ら
、
人
の
道
た

る
礼
儀
道
徳
を
捨
て
さ
り
、
政
治
を
執
る
役
人
を
置
か
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
そ
れ

で
よ
か
ろ
う
か
。
陶
工
が
足
り
な
く
て
さ
え
国
が
う
ま
く
治
ま
ら
な
い
と
い
う
の
に
、
ま
し
て
役

人
が
い
な
け
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
〔
野
蛮
国
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
国
家

を
治
め
る
に
は
そ
れ
相
当
の
経
費
が
か
か
る
も
の
だ
〕
。
も
し
税
率
を
尭
や
舜
が
定
め
た
十
分
の

一
よ
り
も
さ
ら
に
軽
く
し
よ
う
と
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
大
な
り
小
な
り
の
差
こ
そ
あ
れ
、
貉
の
よ

う
な
野
蛮
国
で
あ
る
し
、
ま
た
反
対
に
尭
や
舜
の
定
め
た
税
率
よ
り
も
重
く
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

大
な
り
小
な
り
の
差
こ
そ
あ
れ
、
桀
王
の
よ
う
な
暴
君
な
の
だ
。
」(

一
四)

と
、
言
う
。 

孟
子
は
、
十
分
の
一
の
税
率
は
中
庸
税
で
あ
り
、
二
十
分
の
一
の
軽
税
は
野
蛮
国
の
税
率
で
あ

り
、
十
分
の
二
の
重
税
は
桀
や
紂
の
暴
君
の
税
率
と
、
両
極
端
の
重
と
軽
の
税
率
を
批
判
す
る
。 

と
こ
ろ
で
、
二
十
分
の
一
税
を
未
開
地
の
野
蛮
国
の
軽
税
と
し
て
批
判
し
て
、
尭
や
舜
の
定
め

た
十
分
の
一
税
を
正
当
税
率
と
強
調
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
何
も
わ
ざ
わ
ざ
十
分
の
二
の
税
率
―
桀

紂
の
重
税
論
を
持
ち
出
す
必
要
性
が
な
い
。 

二
十
分
の
一
の
軽
税
批
判
→
十
分
の
一
税
の
正
当
税
の
強
調
→
十
分
の
二
の
重
税
批
判
と
、
十

分
の
一
税
を
真
ん
中
に
置
き
、
軽
税
と
重
税
の
両
極
端
の
税
率
を
批
判
す
る
の
は
、
十
分
の
一
税

が
中
庸
の
税
率
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
論
法
に
他
な
ら
な
い
。 

従
っ
て
十
分
の
一
税
＝
中
庸
の
税
率
の
正
当
化
を
強
調
す
る
た
め
に
、
軽
税
と
重
税
の
両
極
端

の
税
率
を
殊
更
に
持
ち
出
し
て
、
そ
れ
を
批
判
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
両
極
端
の
税
率
を
議
論
の

引
合
い
に
出
し
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
両
極
端
の
真
ん
中
で
あ
る
中
庸
の
税
率
を
正

当
化
す
る
た
め
に
，
創
意
工
夫
さ
れ
た
論
理
的
な
思
考
方
法
な
の
で
あ
る
。 

野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
必
要
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
両
極
端
思
想
の
前
提
の
上
に
、

儒
教
の
最
高
の
道
徳
と
し
て
、
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

次
に
中
庸
思
想
の
目
的
で
あ
る
が
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
過
不
及
を
否
定
し
て
中
庸
を
重

視
す
る
理
由
は
、
平
凡
の
大
切
さ
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
庸
を
守
る
未
来
に
は
、
自
己
と

国
家
の
安
定
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
論
語
』
に
は
、
中
庸
を
守
る
大
切
さ
と
、
君
子
と

小
人
の
中
庸
へ
の
対
応
の
違
い
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
い
る
条
文
が
多
く
存
在
す
る
。 

「
子
貢
が
、「
師(

子
張)

と
商(

子
夏)

と
で
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
ま
す
か
。｣

と
た
ず
ね
た
。
先

生
は｢

師
は
ゆ
き
す
ぎ
て
い
る
。
商
は
ゆ
き
た
り
な
い
。
」
と
い
わ
れ
た
。
「
そ
れ
で
は
師
が
ま
さ

っ
て
い
る
の
で
す
か
。
」
と
い
う
と
、
先
生
は
「
ゆ
き
す
ぎ
て
い
る
の
も
ゆ
き
た
り
な
い
の
と
同

じ
よ
う
な
も
の
だ
。
」
と
い
わ
れ
た
。｣

（
五
）
と
あ
る
。 

「
過
ぎ
た
る
は
猶
を
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
の
諺
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
孔
子
は
、
過
と
不

及
の
両
極
端
は
不
可
で
あ
り
、
中
庸
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
弟
子
に
諭
し
て
い
る
。 

そ
し
て
孔
子
は
、
極
端
行
動
を
批
判
し
て
、
中
庸
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
て
い
る
。

 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
「
君
子
は
ひ
ろ
く
親
し
ん
で
一
部
の
人
に
お
も
ね
る
こ
と
が
な
い
が
、
小

人
は
一
部
で
お
も
ね
り
あ
っ
て
ひ
ろ
く
親
し
ま
な
い
。
」（
六
）
と
あ
り
、
君
子
は
周
囲
の
人
々
と

調
和
す
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
ら
な
い
特
殊
な
人
間
を
相
手
に
す
る
な
、
と
言
う
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
調
和(

和)

す
る
が
雷
同(

同)

は
し
な
い
。
小
人
は
雷
同
す
る
が

調
和
し
な
い
」
と
。
」（
七
）
と
あ
る
が
、
孔
子
は
、
君
子
は
中
庸
の
徳
を
守
り
極
端
に
は
走
ら
な

な
い
で
、
人
に
阿
る
こ
と
が
な
い
が
、
小
人
は
極
端
に
走
り
中
庸
の
徳
＝
中
和
を
守
ら
な
く
、
人

と
広
く
親
し
ま
な
い
と
、
中
庸
を
守
る
大
切
さ
の
警
句
を
発
し
て
い
る
。 

そ
れ
で
は
何
故
に
、
中
庸
を
守
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
魯
の
宰
相
に
な
っ
た
弟
子

の
楽
正
子
に
つ
い
て
、
嬉
し
そ
う
に
期
待
し
て
い
る
孟
子
に
、
弟
子
の
公
孫
丑
は
、
楽
正
子
は
剛

毅
果
断
の
た
め
な
の
か
、
思
慮
分
別
が
あ
る
た
め
な
の
か
、
博
文
多
識
た
め
な
の
か
、
こ
れ
ら
の

何
ら
か
の
飛
び
抜
け
た
才
能
が
あ
る
故
に
悦
ん
で
い
る
の
か
、
と
質
問
し
た
。
こ
の
質
問
に
孟
子

は
、
そ
の
ど
れ
で
も
な
い
と
否
定
し
て
、
楽
正
子
は
本
当
に
善
い
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
と
答
え
て
、

 

「
一
国
の
宰
相
が
本
当
に
善
い
こ
と
が
好
き
な
人
物
だ
っ
た
ら
、
天
下
の
人
々
が
や
っ
て
来
て
、

悦
ん
で
善
い
こ
と
を
勧
め
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
善
い
こ
と
が
嫌
い
で
利
口
ぶ
っ
た
人
間
な

ら
、
賢
者
が
遠
ざ
か
り
、
讒
言
や
媚
び
諂
い
や
口
先
上
手
の
人
間
が
集
ま
り
、
国
家
は
治
ま
ら
ず

乱
れ
て
い
く
だ
ろ
う
」
（
八
）
と
、
言
っ
て
い
る
。 

孟
子
は
、
公
孫
丑
の
極
端
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
た
め
か
、
と
い
う
質
問
を
否
定
し
て
、
楽
正

子
は
普
通
の
良
い
善
人
＝
中
庸
の
人
物
だ
か
ら
、
政
治
的
将
来
を
期
待
す
る
の
だ
と
反
論
す
る
。

孟
子
が
楽
正
子
に
期
待
す
る
理
由
は
、
中
庸
の
人
は
、
自
己
の
身
の
安
全
と
国
家
の
安
定
を
も
た

ら
す
と
、
中
庸
の
人
が
如
何
に
政
治
に
お
い
て
大
切
な
の
か
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
何
故
に
善
行
が
、
政
治
を
行
う
上
で
、
そ
れ
程
ま
で
に
重
要
な
徳
な
の
で
あ
ろ
う
か
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
孟
子
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
、
「
孔
子
の
門
人
の
子
路
は
自
分
の
気
づ
か
ぬ
過
ち
を
忠
告
さ
れ
る
と
た

い
へ
ん
悦
ん
だ
。
ま
た
聖
人
と
い
わ
れ
た
夏
の
禹
王
は
他
人
か
ら
善
い
こ
と
ば
を
き
く
と
、
〔
尊

い
身
分
を
も
忘
れ
て
〕
思
わ
ず
『
あ
り
が
と
う
』
と
頭
を
下
げ
ら
れ
た
〔
と
い
う
こ
と
だ
〕
。
と

こ
ろ
が
帝
舜
に
な
る
と
こ
の
二
人
よ
り
も
い
っ
そ
う
偉
大
で
あ
っ
た
。
善
い
こ
と
な
ら
、
自
分
だ

け
で
は
な
く
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
行
う
の
で
、
も
し
も
他
人
に
善
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ド
ン
ド
ン

取
り
入
れ
て
す
ぐ
さ
ま
実
行
に
う
つ
し
た
。
こ
う
し
て
他
人
の
善
を
学
び
と
っ
て
は
、
人
々
と
い

っ
し
ょ
に
実
行
す
る
の
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
歴
山
で
農
業
を
し
た
り
、
黄
河
の
ほ
と
り
で
陶

器
を
つ
く
っ
た
り
、
雷
沢
で
漁
業
を
し
て
い
た
と
き
か
ら
、
〔
後
に
帝
尭
の
譲
り
を
う
け
て
〕
遂

に
天
子
に
な
っ
て
か
ら
も
、
い
つ
で
も
そ
う
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
他
人
の
善
を
学
び
と

っ
て
は
す
ぐ
に
実
行
に
う
つ
す
は
、
つ
ま
り
は
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
善
を
行
う
と
い
う
も
の
。
だ

か
ら
、
君
子
の
徳
と
し
て
こ
れ
よ
り
偉
大
な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
」(

九)

と
、
述
べ
て
い
る
。

 

 

他
人
の
忠
告
に
素
直
に
従
っ
た
子
路
、
他
人
の
善
言
を
嬉
し
く
受
け
入
れ
た
禹
、
こ
の
二
人
以

上
に
他
人
の
善
行
を
聞
い
て
、
人
々
と
調
和
し
て
善
行
を
即
時
に
実
行
し
た
舜
は
、
最
も
偉
大
な

君
子
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

潔
癖
主
義
者
で
有
名
な
伯
夷
・
叔
斉
も
、
実
は
中
庸
の
人
物
で
あ
っ
た
と
、
孔
子
は
言
う
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
伯
夷
と
叔
斉
と
は
、〔
清
廉
で
悪
事
を
に
く
ん
だ
人
だ
が
〕
古
い
悪
事

を
い
つ
ま
で
も
心
に
と
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
怨
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
少
な
か
っ

た
。
」（
一
○
）
と
、
潔
癖
主
義
で
知
ら
れ
る
伯
夷
や
叔
斉
は
、
実
は
悪
事
を
呑
込
み
、
善
悪
併
せ

呑
む
広
い
度
量
が
あ
る
人
物
で
あ
る
故
に
、
他
人
に
怨
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
。 

ま
た
孟
子
の
問
人
の
公
都
子
が
、
斉
の
国
中
の
者
が
親
不
孝
者
だ
と
非
難
す
る
匡
章
と
付
き
合

っ
て
い
る
孟
子
を
不
思
議
に
思
い
、
師
匠
に
質
問
し
た
が
、
孟
子
は
尊
敬
す
る
理
由
に
つ
い
て
、 
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「
い
っ
た
い
、
章
さ
ん
に
は
こ
の
中
で
ど
れ
か
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
る
か
、
ど
う

か
。(

な
い
で
は
な
い
か)

。・
・
・
あ
の
章
さ
ん
だ
っ
て
、
ど
う
し
て
夫
婦
親
子
が
仲
よ
く
い
っ
し

ょ
に
暮
ら
す
の
を
望
ま
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
・
・
・
章
さ
ん
と
は
す
な
わ
ち
こ
う
い
う
人
物

な
の
だ
。
〔
だ
か
ら
こ
そ
、
交
際
も
す
る
し
、
敬
意
も
払
っ
て
い
る
の
だ
〕
。
」
（
一
一
）
と
言
う
。 

孟
子
は
、
章
さ
ん
は
親
不
孝
の
五
つ
の
条
件
に
一
つ
も
入
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら

付
合
い
も
す
れ
ば
尊
敬
も
す
る
と
い
う
。
世
間
の
悪
い
噂
に
耳
を
貸
さ
ず
、
極
端
な
事
を
し
な
い

匡
章
と
付
合
い
し
て
尊
敬
す
る
理
由
で
あ
り
、
匡
章
の
中
庸
を
得
た
行
動
に
敬
意
を
払
っ
て
い
る
。 

で
は
逆
に
中
庸
の
徳
を
守
ら
ず
に
、
極
端
な
行
動
に
走
っ
た
場
合
、
ど
う
い
う
結
果
が
待
っ
て

い
る
の
か
。
中
庸
を
心
得
て
い
な
い
人
の
末
路
に
は
、
生
命
の
危
機
や
悪
い
噂
を
招
く
。
子
貢
は
、 

「
子
貢
が
い
っ
た
、「
〔
殷
の
〕
紂
王
が
善
く
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
〔
そ
の
悪
事
に
よ
っ
て
下
等
に
落
ち
こ
ん
だ
の
で
、
後
か
ら
事
実
以
上
の
大
悪
人

に
し
あ
げ
ら
れ
た
の
だ
。
〕
だ
か
ら
し
て
君
子
は
下
等
に
い
る
の
を
い
や
が
る
。
世
界
中
の
悪
事

は
み
な
そ
こ
に
集
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
。
」
（
一
二
）
と
、
言
う
。 

桀
・
紂
は
、
中
国
歴
史
上
の
大
暴
君
で
あ
る
が
、
実
際
は
悪
評
判
が
先
行
し
て
お
り
、
悪
事
を

し
て
最
下
等
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
が
、
真
実
は
そ
れ
程
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
中
等
の
普

通
人
＝
中
庸
を
守
り
生
き
る
の
を
推
奨
し
て
、
悪
い
噂
の
怖
さ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。 

 

ま
た
孟
子
は
、
か
つ
て
の
弟
子
で
あ
る
盆
成
括
が
斉
に
仕
え
殺
害
さ
れ
た
原
因
に
つ
い
て
、
何

故
で
す
か
、
と
言
う
問
人
の
質
問
に
、
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。 

「
孟
子
は
答
え
ら
れ
た
。
「
彼(

盆
成
括)

の
人
柄
は
小
才
は
利
く(

小
才
子
だ)

が
、
ま
だ
君
子

の
大
道
で
あ
る
仁
義
を
学
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
で
小
才
を
恃
ん
で
無
理
を
や
ら
か
す
か
ら
、
け
っ

き
ょ
く
わ
が
身
を
亡
ぼ
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
が
落
ち
な
の
だ
。
」（
一
三
）
と
、
行
き
過
ぎ
て

出
し
ゃ
ば
り
、
小
賢
し
い
才
能
を
振
り
か
ざ
し
て
は
、
自
己
の
生
命
の
破
滅
を
招
く
の
で
あ
る
。

 
 

楽
正
子
の
よ
う
に
中
庸
人
が
自
己
の
生
命
と
国
家
の
安
定
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
孟
子
は
、
行

き
過
ぎ
た
極
端
行
動
を
慎
め
と
、
周
囲
と
の
調
和
の
重
要
性
を
弟
子
達
に
教
え
る
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
て
き
た
様
に
、
中
庸
思
想
が
前
提
条
件
に
な
っ
て
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
想
―
「
対

の
思
想
」
が
、
肯
定
さ
れ
た
り
否
定
さ
れ
た
り
し
て
、
展
開
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
両
面
思
考
―

「
対
の
思
想
」
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
中
国
古
代
よ
り
の
中
国
思
想
の
精
髄
で

あ
る
中
庸
思
想
＝
常
識
や
調
和
の
尊
重
の
精
神
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

次
に
孟
子
が
、
中
庸
思
想
の
大
切
さ
や
正
当
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
両
極
端
思
考
―
「
対
の

思
想
」
批
判
を
持
ち
出
し
た
事
例
を
幾
つ
か
紹
介
し
た
い
。
孟
子
は
、
未
開
地
の
二
十
分
の
一
税

の
軽
税
を
批
判
し
て
、
周
代
以
来
の
十
分
の
一
税
の
正
当
性
を
主
張
し
て
、
こ
れ
が
中
庸
の
税
率

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。 

「
〔
周
の
制
度
で
は
十
分
の
一
の
租
税
を
と
っ
た
が
、
春
秋
以
来
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ

る
が
、
ほ
ぼ
十
分
の
二
の
税
率
で
あ
っ
た
〕。
白
圭
が
い
っ
た
。｢

先
生
、
今
の
税
金
は
た
い
へ
ん

重
す
ぎ
ま
す
。
私
は
ず
っ
と
軽
く
し
て
、
二
十
分
の
一
の
税
率
に
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。｣

孟
子
は
言
わ
れ
た
。「
君
の
そ
う
い
う
や
り
方
は
、
北
方
の
野
蛮
国
貉
な
ど

で
す
る
や
り
方
だ
。
・
・
・
と
こ
ろ
が
今
、
こ
の
文
明
の
地
、
中
国
に
お
り
な
が
ら
、
人
の
道
た

る
礼
儀
道
徳
を
捨
て
さ
り
、
政
治
を
執
る
役
人
を
置
か
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
そ
れ

で
よ
か
ろ
う
か
。
陶
工
が
足
り
な
く
て
さ
え
国
が
う
ま
く
治
ま
ら
な
い
と
い
う
の
に
、
ま
し
て
役

人
が
い
な
け
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
〔
野
蛮
国
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
国
家

を
治
め
る
に
は
そ
れ
相
当
の
経
費
が
か
か
る
も
の
だ
〕
。
も
し
税
率
を
尭
や
舜
が
定
め
た
十
分
の

一
よ
り
も
さ
ら
に
軽
く
し
よ
う
と
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
大
な
り
小
な
り
の
差
こ
そ
あ
れ
、
貉
の
よ

う
な
野
蛮
国
で
あ
る
し
、
ま
た
反
対
に
尭
や
舜
の
定
め
た
税
率
よ
り
も
重
く
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

大
な
り
小
な
り
の
差
こ
そ
あ
れ
、
桀
王
の
よ
う
な
暴
君
な
の
だ
。
」(

一
四)

と
、
言
う
。 

孟
子
は
、
十
分
の
一
の
税
率
は
中
庸
税
で
あ
り
、
二
十
分
の
一
の
軽
税
は
野
蛮
国
の
税
率
で
あ

り
、
十
分
の
二
の
重
税
は
桀
や
紂
の
暴
君
の
税
率
と
、
両
極
端
の
重
と
軽
の
税
率
を
批
判
す
る
。 

と
こ
ろ
で
、
二
十
分
の
一
税
を
未
開
地
の
野
蛮
国
の
軽
税
と
し
て
批
判
し
て
、
尭
や
舜
の
定
め

た
十
分
の
一
税
を
正
当
税
率
と
強
調
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
何
も
わ
ざ
わ
ざ
十
分
の
二
の
税
率
―
桀

紂
の
重
税
論
を
持
ち
出
す
必
要
性
が
な
い
。 

二
十
分
の
一
の
軽
税
批
判
→
十
分
の
一
税
の
正
当
税
の
強
調
→
十
分
の
二
の
重
税
批
判
と
、
十

分
の
一
税
を
真
ん
中
に
置
き
、
軽
税
と
重
税
の
両
極
端
の
税
率
を
批
判
す
る
の
は
、
十
分
の
一
税

が
中
庸
の
税
率
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
論
法
に
他
な
ら
な
い
。 

従
っ
て
十
分
の
一
税
＝
中
庸
の
税
率
の
正
当
化
を
強
調
す
る
た
め
に
、
軽
税
と
重
税
の
両
極
端

の
税
率
を
殊
更
に
持
ち
出
し
て
、
そ
れ
を
批
判
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
両
極
端
の
税
率
を
議
論
の

引
合
い
に
出
し
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
両
極
端
の
真
ん
中
で
あ
る
中
庸
の
税
率
を
正

当
化
す
る
た
め
に
，
創
意
工
夫
さ
れ
た
論
理
的
な
思
考
方
法
な
の
で
あ
る
。 

野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
必
要
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
両
極
端
思
想
の
前
提
の
上
に
、

儒
教
の
最
高
の
道
徳
と
し
て
、
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

次
に
中
庸
思
想
の
目
的
で
あ
る
が
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
過
不
及
を
否
定
し
て
中
庸
を
重

視
す
る
理
由
は
、
平
凡
の
大
切
さ
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
庸
を
守
る
未
来
に
は
、
自
己
と

国
家
の
安
定
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
論
語
』
に
は
、
中
庸
を
守
る
大
切
さ
と
、
君
子
と

小
人
の
中
庸
へ
の
対
応
の
違
い
に
つ
い
て
、
言
及
し
て
い
る
条
文
が
多
く
存
在
す
る
。 

「
子
貢
が
、「
師(
子
張)

と
商(

子
夏)

と
で
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
ま
す
か
。｣

と
た
ず
ね
た
。
先

生
は｢

師
は
ゆ
き
す
ぎ
て
い
る
。
商
は
ゆ
き
た
り
な
い
。
」
と
い
わ
れ
た
。
「
そ
れ
で
は
師
が
ま
さ

っ
て
い
る
の
で
す
か
。
」
と
い
う
と
、
先
生
は
「
ゆ
き
す
ぎ
て
い
る
の
も
ゆ
き
た
り
な
い
の
と
同

じ
よ
う
な
も
の
だ
。
」
と
い
わ
れ
た
。｣
（
五
）
と
あ
る
。 

「
過
ぎ
た
る
は
猶
を
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
の
諺
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
孔
子
は
、
過
と
不

及
の
両
極
端
は
不
可
で
あ
り
、
中
庸
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
弟
子
に
諭
し
て
い
る
。 

そ
し
て
孔
子
は
、
極
端
行
動
を
批
判
し
て
、
中
庸
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
て
い
る
。

 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
「
君
子
は
ひ
ろ
く
親
し
ん
で
一
部
の
人
に
お
も
ね
る
こ
と
が
な
い
が
、
小

人
は
一
部
で
お
も
ね
り
あ
っ
て
ひ
ろ
く
親
し
ま
な
い
。
」（
六
）
と
あ
り
、
君
子
は
周
囲
の
人
々
と

調
和
す
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
ら
な
い
特
殊
な
人
間
を
相
手
に
す
る
な
、
と
言
う
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
調
和(

和)

す
る
が
雷
同(

同)

は
し
な
い
。
小
人
は
雷
同
す
る
が

調
和
し
な
い
」
と
。
」（
七
）
と
あ
る
が
、
孔
子
は
、
君
子
は
中
庸
の
徳
を
守
り
極
端
に
は
走
ら
な

な
い
で
、
人
に
阿
る
こ
と
が
な
い
が
、
小
人
は
極
端
に
走
り
中
庸
の
徳
＝
中
和
を
守
ら
な
く
、
人

と
広
く
親
し
ま
な
い
と
、
中
庸
を
守
る
大
切
さ
の
警
句
を
発
し
て
い
る
。 

そ
れ
で
は
何
故
に
、
中
庸
を
守
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
魯
の
宰
相
に
な
っ
た
弟
子

の
楽
正
子
に
つ
い
て
、
嬉
し
そ
う
に
期
待
し
て
い
る
孟
子
に
、
弟
子
の
公
孫
丑
は
、
楽
正
子
は
剛

毅
果
断
の
た
め
な
の
か
、
思
慮
分
別
が
あ
る
た
め
な
の
か
、
博
文
多
識
た
め
な
の
か
、
こ
れ
ら
の

何
ら
か
の
飛
び
抜
け
た
才
能
が
あ
る
故
に
悦
ん
で
い
る
の
か
、
と
質
問
し
た
。
こ
の
質
問
に
孟
子

は
、
そ
の
ど
れ
で
も
な
い
と
否
定
し
て
、
楽
正
子
は
本
当
に
善
い
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
と
答
え
て
、

 

「
一
国
の
宰
相
が
本
当
に
善
い
こ
と
が
好
き
な
人
物
だ
っ
た
ら
、
天
下
の
人
々
が
や
っ
て
来
て
、

悦
ん
で
善
い
こ
と
を
勧
め
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
善
い
こ
と
が
嫌
い
で
利
口
ぶ
っ
た
人
間
な

ら
、
賢
者
が
遠
ざ
か
り
、
讒
言
や
媚
び
諂
い
や
口
先
上
手
の
人
間
が
集
ま
り
、
国
家
は
治
ま
ら
ず

乱
れ
て
い
く
だ
ろ
う
」
（
八
）
と
、
言
っ
て
い
る
。 

孟
子
は
、
公
孫
丑
の
極
端
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
た
め
か
、
と
い
う
質
問
を
否
定
し
て
、
楽
正

子
は
普
通
の
良
い
善
人
＝
中
庸
の
人
物
だ
か
ら
、
政
治
的
将
来
を
期
待
す
る
の
だ
と
反
論
す
る
。

孟
子
が
楽
正
子
に
期
待
す
る
理
由
は
、
中
庸
の
人
は
、
自
己
の
身
の
安
全
と
国
家
の
安
定
を
も
た

ら
す
と
、
中
庸
の
人
が
如
何
に
政
治
に
お
い
て
大
切
な
の
か
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
何
故
に
善
行
が
、
政
治
を
行
う
上
で
、
そ
れ
程
ま
で
に
重
要
な
徳
な
の
で
あ
ろ
う
か
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
孟
子
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
、
「
孔
子
の
門
人
の
子
路
は
自
分
の
気
づ
か
ぬ
過
ち
を
忠
告
さ
れ
る
と
た

い
へ
ん
悦
ん
だ
。
ま
た
聖
人
と
い
わ
れ
た
夏
の
禹
王
は
他
人
か
ら
善
い
こ
と
ば
を
き
く
と
、
〔
尊

い
身
分
を
も
忘
れ
て
〕
思
わ
ず
『
あ
り
が
と
う
』
と
頭
を
下
げ
ら
れ
た
〔
と
い
う
こ
と
だ
〕
。
と

こ
ろ
が
帝
舜
に
な
る
と
こ
の
二
人
よ
り
も
い
っ
そ
う
偉
大
で
あ
っ
た
。
善
い
こ
と
な
ら
、
自
分
だ

け
で
は
な
く
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
行
う
の
で
、
も
し
も
他
人
に
善
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ド
ン
ド
ン

取
り
入
れ
て
す
ぐ
さ
ま
実
行
に
う
つ
し
た
。
こ
う
し
て
他
人
の
善
を
学
び
と
っ
て
は
、
人
々
と
い

っ
し
ょ
に
実
行
す
る
の
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
歴
山
で
農
業
を
し
た
り
、
黄
河
の
ほ
と
り
で
陶

器
を
つ
く
っ
た
り
、
雷
沢
で
漁
業
を
し
て
い
た
と
き
か
ら
、
〔
後
に
帝
尭
の
譲
り
を
う
け
て
〕
遂

に
天
子
に
な
っ
て
か
ら
も
、
い
つ
で
も
そ
う
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
他
人
の
善
を
学
び
と

っ
て
は
す
ぐ
に
実
行
に
う
つ
す
は
、
つ
ま
り
は
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
善
を
行
う
と
い
う
も
の
。
だ

か
ら
、
君
子
の
徳
と
し
て
こ
れ
よ
り
偉
大
な
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
」(

九)

と
、
述
べ
て
い
る
。

 

 

他
人
の
忠
告
に
素
直
に
従
っ
た
子
路
、
他
人
の
善
言
を
嬉
し
く
受
け
入
れ
た
禹
、
こ
の
二
人
以

上
に
他
人
の
善
行
を
聞
い
て
、
人
々
と
調
和
し
て
善
行
を
即
時
に
実
行
し
た
舜
は
、
最
も
偉
大
な

君
子
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

潔
癖
主
義
者
で
有
名
な
伯
夷
・
叔
斉
も
、
実
は
中
庸
の
人
物
で
あ
っ
た
と
、
孔
子
は
言
う
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
伯
夷
と
叔
斉
と
は
、〔
清
廉
で
悪
事
を
に
く
ん
だ
人
だ
が
〕
古
い
悪
事

を
い
つ
ま
で
も
心
に
と
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
怨
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
少
な
か
っ

た
。
」（
一
○
）
と
、
潔
癖
主
義
で
知
ら
れ
る
伯
夷
や
叔
斉
は
、
実
は
悪
事
を
呑
込
み
、
善
悪
併
せ

呑
む
広
い
度
量
が
あ
る
人
物
で
あ
る
故
に
、
他
人
に
怨
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
。 

ま
た
孟
子
の
問
人
の
公
都
子
が
、
斉
の
国
中
の
者
が
親
不
孝
者
だ
と
非
難
す
る
匡
章
と
付
き
合

っ
て
い
る
孟
子
を
不
思
議
に
思
い
、
師
匠
に
質
問
し
た
が
、
孟
子
は
尊
敬
す
る
理
由
に
つ
い
て
、 

対の思想と中庸思想の歴史的展開　－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（五）－ 137（14）



対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開 

―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た 

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（五
）
― 

  

中
庸
は
、
「
不
偏
不
倚
で
過
不
及
の
な
い
状
態
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
常
識
の
尊
重
、
調
和

を
重
視
す
る
思
想
で
あ
り
、
儒
教
思
想
の
精
髄
で
あ
る
。
中
国
人
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
中
庸

を
実
現
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
両
極
端
を
視
野
に
入
れ
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が

必
要
条
件
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
事
実
は
、
古
代
、
唐
・
宋
代
、
現
代
中
国
に
お
い
て
も

具
体
的
事
実
に
よ
り
検
証
さ
れ
る
。
中
国
歴
代
の
中
庸
思
想
の
政
治
構
造
的
特
質
は
、
家
族
（
自

己
）
と
国
家
（
社
会
）
と
い
う
、
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
相
異
な
る
両
極
端
権
力
の
政
治
的
バ

ラ
ン
ス
の
安
定
と
維
持
を
目
的
と
す
る
所
に
存
在
す
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

対
の
思
想 

 

中
庸
思
想 

 

古
代
中
国 
唐
・
宋
時
代 

 

現
代
中
国 

 

 

一 

は
じ
め
に 

 

前
稿
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
林
語
堂
氏
は
、
中
国
人
の
古
代
よ
り
の
常
識
の
崇
拝
と
中
庸
思

想
と
の
相
互
関
係
に
言
及
し
て
、
常
識
の
尊
重
か
ら
極
端
な
理
論
や
行
動
へ
の
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
、

こ
れ
が
中
庸
思
想
の
尊
重
す
る
立
場
に
繋
が
っ
た
と
述
べ
て
、
常
識
の
尊
重
＝
極
端
思
想
の
嫌
悪

＝
中
庸
思
想
の
尊
重
と
理
解
し
て
、「
対
の
思
想
」
と
中
庸
思
想
と
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
し
た
。 

金
谷
治
氏
も
、
中
国
思
想
の
特
色
と
し
て
、
対
待
の
思
想
に
続
い
て
、
中
庸
思
想
を
挙
げ
て
、

中
庸
思
想
は
中
国
思
想
の
基
本
的
特
色
で
あ
る
「
現
実
の
尊
重
」
、「
対
の
思
想
」
と
関
係
し
た
「
調

和
の
尊
重
」
で
あ
り
、
古
来
よ
り
伝
統
的
な
中
国
思
想
の
精
髄
と
述
べ
て
い
た
。 

林
氏
や
金
谷
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
人
に
は
常
識
の
尊
重
や
調
和
の
精
神
＝
中
庸
思
想

が
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
中
庸
の
精
神
が
古
来
よ
り
の
最
も
重
要
な
徳
目
で
あ
る
以
上
、
対 

の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
中
庸
の
精
神
が
大
き
な
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
た
。 

従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、
中
国
思
想
の
精
髄 

  

 

小 

倉 

正 

昭 
 

で
あ
る
中
庸
思
想
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
一
）
。
以
下
に
こ
の
事
実
を
具
体
的
な

歴
史
的
資
料
に
基
づ
い
て
、
中
国
の
歴
史
発
展
段
階
の
中
に
お
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

対
の
思
想
と
古
代
の
中
庸
思
想 

 

孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、
「
先
生
は
お
だ
や
か
で
い
て
し
か
も
き
び
し
く
、
お
ご
そ
か
で
あ
っ

て
し
か
も
烈
し
く
な
く
、
恭
謙
で
い
て
し
か
も
安
ら
か
で
あ
ら
れ
る
」
（
二
）
と
、
対
立
す
る
両

面
＝
「
対
の
人
格
」
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
孔
子
は
、
中
庸
思
想
を
中
心
と
し

て
、
両
極
端
人
を
肯
定
す
る
。
『
論
語
』
に
は
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
。｢

中
庸
の
人
を
み
つ
け
て
交
わ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
は
狂
者
か

狷
者
だ
ね
。
狂
の
人
は
〔
大
志
を
抱
い
て
〕
進
ん
で
求
め
る
し
、
狷
の
人
は
〔
節
議
を
守
っ
て
〕

し
な
い
こ
と
を
残
し
て
お
く
も
の
だ
。｣

（
三
）
と
、
中
庸
の
人
が
大
事
な
交
際
相
手
で
あ
る
が
、

見
つ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
次
に
狂
＝
積
極
的
な
人
か
、
狷
＝
消
極
的
な
人
と
交
際
し
た
い
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
極
端
の
人
間
を
肯
定
す
る
。 

中
庸
人
で
あ
る
孔
子
は
、
中
庸
人
と
の
交
際
が
大
前
提
で
あ
り
、
二
次
的
交
際
相
手
と
し
て
狂

と
狷
の
両
極
端
の
人
間
を
肯
定
す
る
。
従
っ
て
こ
の
事
例
に
お
い
て
も
分
る
よ
う
に
、
対
の
思
想

が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
中
庸
思
想
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
事
実
は
、
孔
子
は
、「
先
生
が
い
わ
れ
た
。「
質
朴
さ
が
装
飾
よ
り
強
け
れ
ば
野
人
で
あ
る

し
、
装
飾
が
質
朴
よ
り
強
け
れ
ば
文
書
係
で
あ
る
。
装
飾
と
質
朴
が
う
ま
く
と
け
あ
っ
て
こ
そ
、

は
じ
め
て
君
子
だ
」
と
。
」（
四
）
と
言
う
よ
う
に
、
質
朴
さ
と
装
飾
の
両
極
端
を
批
判
し
て
、
質

朴
さ
と
装
飾
の
両
面
が
融
合
し
て
い
る
中
庸
の
人
が
、
立
派
な
人
間
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
主
張

か
ら
も
理
解
で
き
る
。
孔
子
の
思
想
の
中
核
に
中
庸
の
精
神
が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

「
対
の
思
想
」
が
大
切
な
の
は
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
に
視

    

 

 
 

The thought of Dui and the Doctrine of the Mean 

―Historical background from which the thought of Dui (dualist thought) arose (4) ― 
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being too much or too little”. It is the thought that great importance is attached to respect for common sense and 
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backbone of Chinese popular thought. Therefore, the most important factor of the historical background from which 
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対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開 

―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た 

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（五
）
― 

  

中
庸
は
、
「
不
偏
不
倚
で
過
不
及
の
な
い
状
態
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
常
識
の
尊
重
、
調
和

を
重
視
す
る
思
想
で
あ
り
、
儒
教
思
想
の
精
髄
で
あ
る
。
中
国
人
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
中
庸

を
実
現
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
両
極
端
を
視
野
に
入
れ
た
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が

必
要
条
件
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
事
実
は
、
古
代
、
唐
・
宋
代
、
現
代
中
国
に
お
い
て
も

具
体
的
事
実
に
よ
り
検
証
さ
れ
る
。
中
国
歴
代
の
中
庸
思
想
の
政
治
構
造
的
特
質
は
、
家
族
（
自

己
）
と
国
家
（
社
会
）
と
い
う
、
公
権
力
と
私
権
力
と
い
う
相
異
な
る
両
極
端
権
力
の
政
治
的
バ

ラ
ン
ス
の
安
定
と
維
持
を
目
的
と
す
る
所
に
存
在
す
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

対
の
思
想 

 

中
庸
思
想 

 

古
代
中
国 

唐
・
宋
時
代 

 

現
代
中
国 

 

 

一 

は
じ
め
に 

 

前
稿
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
林
語
堂
氏
は
、
中
国
人
の
古
代
よ
り
の
常
識
の
崇
拝
と
中
庸
思

想
と
の
相
互
関
係
に
言
及
し
て
、
常
識
の
尊
重
か
ら
極
端
な
理
論
や
行
動
へ
の
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
、

こ
れ
が
中
庸
思
想
の
尊
重
す
る
立
場
に
繋
が
っ
た
と
述
べ
て
、
常
識
の
尊
重
＝
極
端
思
想
の
嫌
悪

＝
中
庸
思
想
の
尊
重
と
理
解
し
て
、「
対
の
思
想
」
と
中
庸
思
想
と
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
し
た
。 

金
谷
治
氏
も
、
中
国
思
想
の
特
色
と
し
て
、
対
待
の
思
想
に
続
い
て
、
中
庸
思
想
を
挙
げ
て
、

中
庸
思
想
は
中
国
思
想
の
基
本
的
特
色
で
あ
る
「
現
実
の
尊
重
」
、「
対
の
思
想
」
と
関
係
し
た
「
調

和
の
尊
重
」
で
あ
り
、
古
来
よ
り
伝
統
的
な
中
国
思
想
の
精
髄
と
述
べ
て
い
た
。 

林
氏
や
金
谷
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
人
に
は
常
識
の
尊
重
や
調
和
の
精
神
＝
中
庸
思
想

が
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
中
庸
の
精
神
が
古
来
よ
り
の
最
も
重
要
な
徳
目
で
あ
る
以
上
、
対 

の
思
想
の
生
ま
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
中
庸
の
精
神
が
大
き
な
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
た
。 

従
っ
て
対
の
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、
中
国
思
想
の
精
髄 

  

 

小 

倉 
正 

昭 
 

で
あ
る
中
庸
思
想
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
一
）
。
以
下
に
こ
の
事
実
を
具
体
的
な

歴
史
的
資
料
に
基
づ
い
て
、
中
国
の
歴
史
発
展
段
階
の
中
に
お
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

対
の
思
想
と
古
代
の
中
庸
思
想 

 

孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、
「
先
生
は
お
だ
や
か
で
い
て
し
か
も
き
び
し
く
、
お
ご
そ
か
で
あ
っ

て
し
か
も
烈
し
く
な
く
、
恭
謙
で
い
て
し
か
も
安
ら
か
で
あ
ら
れ
る
」
（
二
）
と
、
対
立
す
る
両

面
＝
「
対
の
人
格
」
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
孔
子
は
、
中
庸
思
想
を
中
心
と
し

て
、
両
極
端
人
を
肯
定
す
る
。
『
論
語
』
に
は
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
。｢

中
庸
の
人
を
み
つ
け
て
交
わ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
は
狂
者
か

狷
者
だ
ね
。
狂
の
人
は
〔
大
志
を
抱
い
て
〕
進
ん
で
求
め
る
し
、
狷
の
人
は
〔
節
議
を
守
っ
て
〕

し
な
い
こ
と
を
残
し
て
お
く
も
の
だ
。｣

（
三
）
と
、
中
庸
の
人
が
大
事
な
交
際
相
手
で
あ
る
が
、

見
つ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
次
に
狂
＝
積
極
的
な
人
か
、
狷
＝
消
極
的
な
人
と
交
際
し
た
い
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
極
端
の
人
間
を
肯
定
す
る
。 

中
庸
人
で
あ
る
孔
子
は
、
中
庸
人
と
の
交
際
が
大
前
提
で
あ
り
、
二
次
的
交
際
相
手
と
し
て
狂

と
狷
の
両
極
端
の
人
間
を
肯
定
す
る
。
従
っ
て
こ
の
事
例
に
お
い
て
も
分
る
よ
う
に
、
対
の
思
想

が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
中
庸
思
想
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
事
実
は
、
孔
子
は
、「
先
生
が
い
わ
れ
た
。「
質
朴
さ
が
装
飾
よ
り
強
け
れ
ば
野
人
で
あ
る

し
、
装
飾
が
質
朴
よ
り
強
け
れ
ば
文
書
係
で
あ
る
。
装
飾
と
質
朴
が
う
ま
く
と
け
あ
っ
て
こ
そ
、

は
じ
め
て
君
子
だ
」
と
。
」（
四
）
と
言
う
よ
う
に
、
質
朴
さ
と
装
飾
の
両
極
端
を
批
判
し
て
、
質

朴
さ
と
装
飾
の
両
面
が
融
合
し
て
い
る
中
庸
の
人
が
、
立
派
な
人
間
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
主
張

か
ら
も
理
解
で
き
る
。
孔
子
の
思
想
の
中
核
に
中
庸
の
精
神
が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

「
対
の
思
想
」
が
大
切
な
の
は
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
に
視

    

 

 
 

The thought of Dui and the Doctrine of the Mean 

―Historical background from which the thought of Dui (dualist thought) arose (4) ― 
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The mean signifies “a balanced state, not being slanted toward a particular idea, not depending on anything, and not 

being too much or too little”. It is the thought that great importance is attached to respect for common sense and 

harmonization, which are essential aspects of Chinese thought. Chinese people, as an ethnic group, do not like extreme 

theories but value balance and respect the Doctrine of the Mean. Two-sided thinking―“the thought of Dui”―that 

invariably includes both ends of a spectrum, arose as a requirement to realize and maintain the mean, which is the 

backbone of Chinese popular thought. Therefore, the most important factor of the historical background from which 

dualist thought―the thought of Dui―arose is the need to realize and maintain the Doctrine of the Mean, which is the 

essence of Chinese thought and the highest virtue in Confucianism. 
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対の思想と中庸思想　－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（四）－ 139（12）
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参
照) 

 

（
三
○
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
四
〇 

頁 

参
照
） 

 
（
三
一
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
五
七
頁 

参
照) 

（
三
二
）
『
論
語
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

子
路
篇 

一
八
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参
照
） 

（
三
三
）『
孟
子(
下)
』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

四
三
八
頁 

 

参
照) 

                  

（
受
付
日
二
〇
一
一
年 

九
月 

 

二
七
日
） 

（
受
理
日
二
〇
一
一
年
十
二
月 

 

二
一
日
） 

(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
六
三
頁 

参
照)

と
述
べ
て
い
た
と 

が
、
誠
に
核
心
を
突
い
た
正
解
な
の
で
あ
る
。 

一
二
―
そ
し
て
以
下
の
本
稿
の
論
旨
の
展
開
に
お
い
て
、
宮
崎
氏
の
中
庸
の
解
釈
と
異
な 

り
、
平
凡
で
普
通
人
で
あ
る
こ
と
の
モ
ラ
ル
が
、
い
か
に
大
切
な
モ
ラ
ル
で
あ
る
の
か
、 

何
故
に
人
間
が
踏
み
行
う
べ
き
大
切
な
永
遠
の
道
な
の
か
が
、
論
証
を
伴
い
次
々
に
証 

明
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

（
二
三
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

尭
曰
篇 

二
七
二 

頁 

参
照) 

 

 
 
 
 

一
―
宮
崎
氏
は
、「
允
執
其
中
」
を
、「
お
前
は
宇
宙
の
原
則
を
し
か
と
手
に
握
っ
て
離 

す
な
」
と
、
哲
学
的
に
解
釈
す
る(

『
論
語
の
新
研
究
』 

宮
崎
市
定 

岩
波
書
店 

一 

九
九
四
年 

第
十
九
刷 

三
八
一
頁 

参
照)

。
宮
崎
氏
は
、
中
＝
宇
宙
の
原
則
と
、
言 

う
の
で
あ
る
。
「
執
中
」
が
、
何
故
に
宇
宙
の
原
則
に
な
る
の
か
、
詳
細
な
説
明
が
な 

い
の
で
、
直
ち
に
は
首
肯
し
か
ね
る
。 

 
 
 
 

二
―
吉
田
氏
は
、「
し
か
と
一
方
に
か
た
よ
ら
な
い
中
庸
の
道
を
と
り
守
っ
て
い
く
が 

よ
ろ
し
い
」
（
新
釈
漢
文
大
系
第
一
巻 

『
論
語
』 

吉
田
賢
抗 

明
治
書
院 

昭
和 

三
八
年 

四
二
八
頁 

参
照
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
執
中
―
過
ぎ
た
こ
と
や
、 

及
ば
な
い
こ
と
の
な
い
、
中
道
を
と
り
行
う
こ
と
」
と
注
釈
し
て
い
て
、
通
常
の
「
中
」 

の
解
釈
を
し
て
い
る
。 

三
―
し
か
し
す
ぐ
の
後
文
の
注
（
二
０
）
に
引
用
す
る
、
『
中
庸
』
記
載
の
孔
子
の
同 

じ
発
言
に
は
、
舜
の
言
葉
と
し
て
、「
悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
っ
て
、 

そ
の
中
を
民
に
用
う
。
そ
れ
斯
を
以
っ
て
舜
と
為
す
か
」
と
あ
る
。
善
と
悪
の
中
を
執 

り
、
こ
れ
を
民
に
用
う
る
故
に
、
舜
が
舜
で
あ
る
所
以
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
宮
崎 

氏
の
中
の
解
釈
は
、
完
全
に
原
文
の
意
味
を
逸
脱
し
て
お
り
、
誤
訳
で
あ
る
。 

 

（
二
四
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
五
〇
頁 

参
照) 

 
 
 
 

一
―
金
谷
氏
は
、
補
注
―
注
の
三
に
お
い
て
、(

「
そ
の
両
端
」
の
「
そ
の
」
を
、
上
文 

の
「
善
」
の
中
で
と
限
定
す
る
の
は
よ
く
な
い)

と
い
う
。
し
か
し
「
そ
の
両
端
」
と
あ 

る
か
ら
、
文
脈
か
ら
し
て
、「
そ
の
」
は
上
文
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、「
両 

端
」
と
あ
る
か
ら
、
上
文
の
「
悪
」
と
「
善
」
の
両
端
の
中
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。 

二
―
赤
塚
氏
は
、
本
文
を
通
釈
し
て
、「
悪
い
こ
と
は
抑
え
、
善
い
こ
と
は
取
り
上
げ 

て
広
め
た
。（
つ
ま
り
人
々
の
意
見
の
う
ち
か
ら
、
）
物
事
の
両
極
を
よ
く
考
え
合
わ
せ 

て
、
そ
の
う
ち
の
も
っ
と
も
よ
い
こ
と
を
択
ん
で
人
民
に
用
い
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ 

る
。
・
・
・
」
と
、
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
語
釈
」
で
「
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
」 

の
解
説
と
し
て
、「
一
の
物
事
に
対
す
る
過
と
不
及
と
の
両
極
端
の
考
え
方
か
ら
最
も 

適
切
な
考
え
を
選
び
出
す
こ
と
を
、
両
端
の
あ
る
物
を
折
半
す
る
こ
と
に
譬
え
て
い
っ 

た
。
」（
新
釈
漢
文
大
系
第
二
巻 

『
大
学
・
中
庸
』 

赤
塚
忠 

明
治
書
院 

平
成
六 

年 

三
五
版 

二
一
０
頁
―
二
一
一
頁 

参
照
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

三
―
し
か
し
「
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
」
の
「
執
」
は
、
金
谷
氏
の
言
う
よ
う
に
、 

「
し
っ
か
り
握
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、「
善
と
悪
の
両
極
端
を
し
っ
か
り
握 

り
、
そ
の
中
―
一
方
に
偏
ら
な
い
中
間
―
を
人
民
に
適
用
し
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

四
―
従
っ
て
赤
塚
氏
の
通
釈
す
る
、「
そ
の
う
ち
の
も
っ
と
も
よ
い
こ
と
を
択
ん
で
人 

民
に
用
い
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
か
、「
両
極
端
の
考
え
方
か
ら
最
も
適
切
な 

考
え
を
選
び
出
す
こ
と
」
と
い
う
意
味
に
は
、
絶
対
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

（
二
五
）
『
武
内
義
雄
全
集 

第
二
巻 

儒
教
篇
一
』（
竹
内
義
雄 

角
川
書
店 

昭
和
五
三
年 

 

「
儒
教
の
倫
理
」 

第
三
章 

究
理 

五
三
頁 

参
照
）
） 

（
二
六
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
五
四
頁 

参
照) 

（
二
七
）『
詩
経
』（
商
頌
・
長
発
篇) 

『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中 

公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三
年 

第
八
刷 

一
四
三
頁 

参
照) 

『
孔
子
家
語
」
に
も
、「
孔
子
は
さ
ら
に
言
葉
を
つ
い
で
、「
『
競
わ
ず
急
が
ず
、
剛
強 

な
ら
ず
柔
弱
な
ら
ず
、
政
治
を
施
し
て
な
ご
や
か
に
、
か
く
て
多
く
の
福
が
あ
つ
ま
る
』 

と
詩
に
あ
る
が
、
こ
れ
が
和
の
最
高
の
状
態
を
言
う
も
の
だ
」
と
言
っ
た
。
」
（
『
孔
子 

家
語
』
宇
野
精
一
訳
注 

新
釈
漢
文
大
系 

第
五
三 

明
治
書
院 

巻
九 

五
０
九
頁 

 
 
 
 
 
 
 

参
照
）
と
あ
り
、
中
庸
＝
和
＝
調
和
の
精
神
が
政
治
信
条
に
お
け
る
最
高
形
態
だ
、 

と
述
べ
て
い
る
。 

（
二
八
）
『 

孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

七
二
頁 

 

参
照) 

 

（
二
九
）
『 

孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

八
四
頁 

（Original Article）
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参
照) 

 

（
三
○
）
『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

二
四
〇 

頁 

参
照
） 

 

（
三
一
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
五
七
頁 

参
照) 

（
三
二
）
『
論
語
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

子
路
篇 

一
八
三 

頁 

参
照
） 

（
三
三
）『
孟
子(

下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

四
三
八
頁 

 

参
照) 

                  

（
受
付
日
二
〇
一
一
年 

九
月 

 

二
七
日
） 

（
受
理
日
二
〇
一
一
年
十
二
月 

 

二
一
日
） 

(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
六
三
頁 

参
照)

と
述
べ
て
い
た
と 

が
、
誠
に
核
心
を
突
い
た
正
解
な
の
で
あ
る
。 

一
二
―
そ
し
て
以
下
の
本
稿
の
論
旨
の
展
開
に
お
い
て
、
宮
崎
氏
の
中
庸
の
解
釈
と
異
な 

り
、
平
凡
で
普
通
人
で
あ
る
こ
と
の
モ
ラ
ル
が
、
い
か
に
大
切
な
モ
ラ
ル
で
あ
る
の
か
、 

何
故
に
人
間
が
踏
み
行
う
べ
き
大
切
な
永
遠
の
道
な
の
か
が
、
論
証
を
伴
い
次
々
に
証 

明
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

（
二
三
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

尭
曰
篇 

二
七
二 

頁 

参
照) 

 

 
 
 
 

一
―
宮
崎
氏
は
、「
允
執
其
中
」
を
、「
お
前
は
宇
宙
の
原
則
を
し
か
と
手
に
握
っ
て
離 

す
な
」
と
、
哲
学
的
に
解
釈
す
る(

『
論
語
の
新
研
究
』 

宮
崎
市
定 

岩
波
書
店 

一 

九
九
四
年 

第
十
九
刷 

三
八
一
頁 

参
照)

。
宮
崎
氏
は
、
中
＝
宇
宙
の
原
則
と
、
言 

う
の
で
あ
る
。
「
執
中
」
が
、
何
故
に
宇
宙
の
原
則
に
な
る
の
か
、
詳
細
な
説
明
が
な 

い
の
で
、
直
ち
に
は
首
肯
し
か
ね
る
。 

 
 
 
 

二
―
吉
田
氏
は
、「
し
か
と
一
方
に
か
た
よ
ら
な
い
中
庸
の
道
を
と
り
守
っ
て
い
く
が 

よ
ろ
し
い
」
（
新
釈
漢
文
大
系
第
一
巻 

『
論
語
』 
吉
田
賢
抗 

明
治
書
院 

昭
和 

三
八
年 

四
二
八
頁 

参
照
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
執
中
―
過
ぎ
た
こ
と
や
、 

及
ば
な
い
こ
と
の
な
い
、
中
道
を
と
り
行
う
こ
と
」
と
注
釈
し
て
い
て
、
通
常
の
「
中
」 

の
解
釈
を
し
て
い
る
。 

三
―
し
か
し
す
ぐ
の
後
文
の
注
（
二
０
）
に
引
用
す
る
、
『
中
庸
』
記
載
の
孔
子
の
同 

じ
発
言
に
は
、
舜
の
言
葉
と
し
て
、「
悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
っ
て
、 

そ
の
中
を
民
に
用
う
。
そ
れ
斯
を
以
っ
て
舜
と
為
す
か
」
と
あ
る
。
善
と
悪
の
中
を
執 

り
、
こ
れ
を
民
に
用
う
る
故
に
、
舜
が
舜
で
あ
る
所
以
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
宮
崎 

氏
の
中
の
解
釈
は
、
完
全
に
原
文
の
意
味
を
逸
脱
し
て
お
り
、
誤
訳
で
あ
る
。 

 

（
二
四
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
五
〇
頁 

参
照) 

 
 
 
 

一
―
金
谷
氏
は
、
補
注
―
注
の
三
に
お
い
て
、(

「
そ
の
両
端
」
の
「
そ
の
」
を
、
上
文 

の
「
善
」
の
中
で
と
限
定
す
る
の
は
よ
く
な
い)

と
い
う
。
し
か
し
「
そ
の
両
端
」
と
あ 

る
か
ら
、
文
脈
か
ら
し
て
、「
そ
の
」
は
上
文
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、「
両 

端
」
と
あ
る
か
ら
、
上
文
の
「
悪
」
と
「
善
」
の
両
端
の
中
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。 

二
―
赤
塚
氏
は
、
本
文
を
通
釈
し
て
、「
悪
い
こ
と
は
抑
え
、
善
い
こ
と
は
取
り
上
げ 

て
広
め
た
。（
つ
ま
り
人
々
の
意
見
の
う
ち
か
ら
、
）
物
事
の
両
極
を
よ
く
考
え
合
わ
せ 

て
、
そ
の
う
ち
の
も
っ
と
も
よ
い
こ
と
を
択
ん
で
人
民
に
用
い
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ 

る
。
・
・
・
」
と
、
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
語
釈
」
で
「
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
」 

の
解
説
と
し
て
、「
一
の
物
事
に
対
す
る
過
と
不
及
と
の
両
極
端
の
考
え
方
か
ら
最
も 

適
切
な
考
え
を
選
び
出
す
こ
と
を
、
両
端
の
あ
る
物
を
折
半
す
る
こ
と
に
譬
え
て
い
っ 

た
。
」（
新
釈
漢
文
大
系
第
二
巻 

『
大
学
・
中
庸
』 

赤
塚
忠 

明
治
書
院 

平
成
六 

年 

三
五
版 

二
一
０
頁
―
二
一
一
頁 

参
照
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

三
―
し
か
し
「
執
其
両
端
、
用
其
中
於
民
」
の
「
執
」
は
、
金
谷
氏
の
言
う
よ
う
に
、 

「
し
っ
か
り
握
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、「
善
と
悪
の
両
極
端
を
し
っ
か
り
握 

り
、
そ
の
中
―
一
方
に
偏
ら
な
い
中
間
―
を
人
民
に
適
用
し
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

四
―
従
っ
て
赤
塚
氏
の
通
釈
す
る
、「
そ
の
う
ち
の
も
っ
と
も
よ
い
こ
と
を
択
ん
で
人 

民
に
用
い
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
か
、「
両
極
端
の
考
え
方
か
ら
最
も
適
切
な 

考
え
を
選
び
出
す
こ
と
」
と
い
う
意
味
に
は
、
絶
対
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

（
二
五
）
『
武
内
義
雄
全
集 

第
二
巻 

儒
教
篇
一
』（
竹
内
義
雄 

角
川
書
店 

昭
和
五
三
年 

 

「
儒
教
の
倫
理
」 

第
三
章 

究
理 

五
三
頁 

参
照
）
） 

（
二
六
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
五
四
頁 

参
照) 

（
二
七
）『
詩
経
』（
商
頌
・
長
発
篇) 

『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中 

公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三
年 

第
八
刷 

一
四
三
頁 

参
照) 

『
孔
子
家
語
」
に
も
、「
孔
子
は
さ
ら
に
言
葉
を
つ
い
で
、「
『
競
わ
ず
急
が
ず
、
剛
強 

な
ら
ず
柔
弱
な
ら
ず
、
政
治
を
施
し
て
な
ご
や
か
に
、
か
く
て
多
く
の
福
が
あ
つ
ま
る
』 

と
詩
に
あ
る
が
、
こ
れ
が
和
の
最
高
の
状
態
を
言
う
も
の
だ
」
と
言
っ
た
。
」
（
『
孔
子 

家
語
』
宇
野
精
一
訳
注 

新
釈
漢
文
大
系 

第
五
三 

明
治
書
院 

巻
九 

五
０
九
頁 

 
 
 
 
 
 
 

参
照
）
と
あ
り
、
中
庸
＝
和
＝
調
和
の
精
神
が
政
治
信
条
に
お
け
る
最
高
形
態
だ
、 

と
述
べ
て
い
る
。 

（
二
八
）
『 

孟
子(
下)

』(

小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

七
二
頁 

 

参
照) 

 

（
二
九
）
『 

孟
子(

下)

』(
小
林
勝
人
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
五
年 

第
三
六
刷 

八
四
頁 
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る
が
故
に
不
易
、
不
易
な
る
が
故
に
平
常
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
は
同
じ
。
」（
『
中
庸
』（
宇 

野
哲
人
全
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
八
三
年 

四
五
頁
）
と
、
庸
＝
不
易
＝
常
＝
平 

常
と
明
瞭
に
述
べ
て
い
る
。 

七
―
「
庸
」
の
辞
書
的
な
語
義
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、「 

平
凡
な
こ
と
、
す 

ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
凡
庸
の
熟
語
が
あ
る
事
で
も
理
解 

で
き
る
。
庸
医
と
は
治
療
の
う
ま
く
な
い
医
者
、
平
凡
な
医
者
の
事
で
あ
り
、
庸
君
と
は  

凡
庸
の
主
君
で
あ
り
、
庸
愚
と
は 

平
凡
で
お
ろ
か
な
こ
と
で
あ
る
（
庸 

― 

辞
書
す
べ 

て
ー
ｇ
ｏ
ｏ
辞
書
）。 

ま
た
「
庸
」
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
漢
和
辞
典
に
よ
る
と
、「
つ
ね(

常)

、
な
み
、 

お
ろ
か(

愚)

と
か
、
か
わ
ら
ぬ
、
変
動
せ
ず
」
の
意
味(

『
字
源
』
簡
野
道
明
編
集 

角
川 

書
店)

、「
ア 

か
わ
ら
な
い
、
か
た
よ
ら
な
い 

イ 

ふ
だ
ん
、
平
生
、
ウ 

な
み 

平 

凡
」
の
意
味(

『
新
字
源
』
小
川
環
樹 

西
田
太
一
朗 

赤
塚
忠
編 

角
川
書
店)

と
い
う
、 

説
明
を
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
辞
書
の
語
義
や
熟
語
を
見
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、「
庸
」
に
は
、
か
わ
ら 

な
い
ー
常
と
い
う
意
味
と
、
な
み
や
平
凡
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
か
わ
ら
な
い
こ
と
と
、 

な
み
、
平
凡
と
い
う
意
味
は
、
す
ぐ
隣
に
同
居
し
て
い
て
、
全
く
か
け
離
れ
た
意
味
で
は 

な
い
。
総
じ
て
平
凡
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
朱
子
の
言
う
「
平
常
」
の
意
味
と
は
、
何
も 

変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
「
常
」
の
辞
書
的
な
意
味
は
、［
訓
］
は
、
つ
ね
、
と
こ
、
と
わ
、
と
こ
し
え
と
読 

み
、
意
味
は
、 

「
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
。
い
つ
も
同
じ
状
態
が
続
く
こ
と
。
」
で
あ
り
、 

「
常
時
・
常
任
・
常
備
・
常
用
・
常
緑
樹
・
経
常
・
恒
常
・
通
常
」
な
ど
の
熟
語
が
あ
り
、 

常
衣
と
は
、「 

平
常
に
着
る
衣
服
。
ふ
だ
ん
着
」
、
常
居
と
は
、「
家
の
中
で
、
家
族
が
い 

つ
も
い
る
部
屋
、
居
間
」
の
事
で
あ
る
（
常
― 

辞
書
す
べ
て
ー
ｇ
ｏ
ｏ
辞
書
） 

こ
の
よ
う
な
辞
書
的
意
味
を
考
え
る
と
、「
庸
」
は
、
平
凡
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
常
」 

は
何
時
も
と
変
わ
ら
な
い
日
常
性
を
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
宮
崎
氏
の
解
釈
は
、
辞
書 

的
な
意
味
か
ら
も
言
っ
て
、
無
理
が
あ
る
と
言
え
る
。 

八
―
程
子
は
、「
庸
」
を
、
定
理
で
あ
り
「
経
」
と
い
う
意
味
に
理
解
し
て
い
た
。「
経
」
と
は
、 

儒
教
の
『
経
書
』
の
「
経
」
で
、「
つ
ね
、
の
り
（
定
理
・
常
法
）
、
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
道 

理
」(

『
字
源
』
簡
野
道
明
編
集 

角
川
書
店)

と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

市
川
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
人
倫
の
踏
み
行
う
べ
き
永
遠
不
変
の
道
理
―
人
間
の
モ
ラ 

ル
あ
り
、
こ
れ
が
定
理
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
宮
崎
氏
の
い
う
よ
う
な
、「
時
間
的
に
永 

久
に
繰
返
し
て
も
行
き
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
。 

九
―
宮
崎
氏
の
主
張
で
理
解
に
苦
し
む
の
は
、
何
故
に
朱
子
の
新
注
で
あ
る
「
平
常
な
り
」
と 

い
う
規
定
を
無
視
し
た
の
か
、
ま
た
程
子
の
規
定
に
従
う
と
し
て
も
、「
庸
」
は
「
常
」 

と
し
て
、
恒
常
的
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
辞
書
的
に
考
え
て
も
、「
庸
」
に
は
「
永
久
」 

と
い
う
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
。
宮
崎
氏
は
、「
永
久
の
常
で
、
時
間
的
に
永
久
に
繰
返 

し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
、
考
え
ら
れ
得
る 

一
つ
の
視
点
は
、「
中
庸
」
を
、
中
国
思
想
の
高
遠
な
哲
学
的
な
ー
「
中
国
思
想
の
特
質
」 

と
し
て
、
格
別
に
特
筆
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

一
○
―
し
か
し
ど
う
考
え
て
も
、
宮
崎
氏
の
よ
う
な
中
庸
の
解
釈
に
は
資
料
的
に
無
理
が
あ
り
、 

ど
う
し
て
も
そ
う
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、「
礼
と
は
中
を
制(

さ
だ)

め
る 

所
以
な
り
」(

『
礼
記
』
仲
尼
蒔
燕
居
篇)

と
あ
り
、
礼
と
は
中
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も 

の
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
礼
儀
は
人
間
社
会
の
行
動
の
規
範
で
あ
る
。
ま 

た
『
中
庸
』
の
規
定
で
は
、
喜
怒
哀
楽
と
い
う
両
極
端
が
な
い
状
態(

未
発)

を
中
と
言 

い
、
そ
れ
が
表
面
に
現
れ
た
状
態(

已
発)

を
和
と
謂
う
。
中
＝
和
で
あ
り
、
金
谷
氏
は
、 

と
は
羹
の
意
味
と
言
い
、「
汁
け
の
多
い
ご
っ
た
煮
で
す
」
と
紹
介
し
て
い
た
よ
う
に
、 

中
和
の
中
庸
は
、
人
間
の
喜
怒
哀
楽
と
い
う
感
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
感 

情
を
問
題
と
し
た
哲
学
的
な
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
礼
に
し
て
も
中
庸
に
し
て
も
人
間 

社
会
を
中
心
に
扱
う
哲
学
的
問
題
な
の
で
あ
る
。
人
間
社
会
を
離
れ
て
は
、
ど
ん
な
に 

高
遠
な
哲
学
的
な
問
題
も
あ
り
え
な
い
と
い
う
の
が
、
中
国
哲
学
の
特
質
で
あ
ろ
う
。 

一
一
―
従
っ
て
中
庸
の
徳
と
は
、
朱
子
が
述
べ
金
谷
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
ど
ち
ら 

 
 
 

に
も
片
寄
ら
な
い
平
凡
で
、
日
常
的
な
モ
ラ
ル
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
程
子
が
規
定 

し
て
、
市
川
氏
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、「
人
倫
が
踏
み
行
う
べ
き
永
遠
の
道
」
と
い 

う
意
味
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
直
結
し
て
行
く
と
い
う
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

ま
さ
に
金
谷
氏
は
、「
庸
徳
・
庸
言
」
を
注
釈
し
て
、「
「
庸
」
は
常
の
意
。
高
遠
で 

な
い
平
凡
な
日
常
性
と
永
続
的
恒
常
的
で
あ
る
こ
と
を
兼
ね
る
」
（
『
大
学
・
中
庸
』 

三
―
金
谷
氏
は
、「
中
庸
」
に
注
釈
し
て
、「
二 

中
庸
―
鄭
玄(

古
注)

は
、「
庸
」
を
作 

用
と
解
し
、「
中
和
の
働
き
」
を
い
う
と
し
た
が
、
朱
子(

新
注)

は
「
中
と
は
不
偏
不
倚 

で
過
・
不
及
の
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常(

新
注)

の
意｣

と
解
し
た
。
朱
子
の
解
釈
で
よ 

い
が
、「
中
」
と
「
庸
」
と
の
二
字
は
畳
韻
で
あ
る
か
ら
二
字
の
意
味
を
切
り
は
な
し
て 

考
え
る
の
は
よ
く
な
い
。｢

中｣

の
一
字
に
意
味
が
あ
る
。
偏
り
の
な
い
平
常
で
程
よ
い
中 

正
の
徳
を
い
う
。
」
（
注
一
四
）
と
、
言
う
。 

金
谷
氏
は
、
朱
子
の
新
注
を
採
用
し
て
、「
庸
」
を
平
常
の
意
味
に
解
す
る
。
こ
の
点
、 

宮
崎
氏
の
「
永
久
の
常
」
と
言
う
意
味
と
は
、
全
く
か
け
離
れ
た
解
釈
で
あ
る
。 

四
―
市
川
氏
は
、
程
伊
川
の
中
庸
の
解
釈
を
、「
中
と
は
偏
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
偏
れ 

ば
中
で
な
く
な
る
。
庸
と
は
常
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
と
は
大
中
で
あ
り
、
庸
と
は
定
理 

で
あ
る
と
言
う
の
と
、
同
じ
で
あ
る
。
定
理
と
は
天
下
不
易
の
理
、
つ
ま
り
経
で
あ
る
。
」 

と
、
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
市
川
氏
は
、「
・
・
・
「
庸
」
を
一
字
の
「
常
」
に
置
き
か
え
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る 

訓
詁
の
法
で
あ
る
。
庸
は
従
っ
て｢

平
常｣

と
言
う
意
味
に
も
な
ろ
う
し
、
常
あ
る
こ
と
則 

ち
「
不
易
」
と
言
う
意
味
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
伊
川
は
こ
の
二
者
の
う
ち
か
ら
後
者
を 

取
っ
て
い
る
。
不
易
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
は
理
に
結
合
し
て
い
く
の
で
あ
る
。・
・
・ 

万
人
の
頼
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
変
易
不
定
は
許
さ
れ
な
い
。
常
に
安
定
し
た
理 

で
あ
っ
て
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
根
源
と
も
な
り
、
人
の
行
為
の
模
範
に
も
な
り
う
る 

の
で
あ
る
。
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
、「
常
と
は
ま
さ
に
変
化
が
一
定
の
法
則
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
指
す
。
・
・
・ 

常
理
は
定
理
と
同
じ
く
、
不
変
不
易
の
性
格
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
表
現
で
、
そ
の
変
易
不 

易
と
い
う
こ
と
も
、
変
易
の
即
時
的
否
定
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら 

い
。
・
・
・
常
は
変
に
対
立
し
、
変
な
く
し
て
は
、
そ
の
成
立
は
考
え
ら
れ
な
い
。｣

と
、 

述
べ
て
い
る(

『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

第
六
章 

実
戦
過
程
に
示
さ
れ
た
理
の
意
義 

第 

六
節 

義
理
・
定
理
・
常
理
等
の
語 

第
三
項 

定
理
・
常
理
・
中
理
・
実
理 

市
川

安
司 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

二
六
五
頁
―
二
六
七
頁 

参
照)

。 

市
川
氏
は
、
程
伊
川
の
中
庸
を
解
説
し
て
、「
庸
」
と
は
、「
平
常
」
と
「
不
易
」
の
二
通 

り
が
あ
る
が
、
伊
川
の
解
釈
は
後
者
を
取
り
、
自
然
・
人
倫
の
踏
み
行
う
べ
き
不
易
の
大 

道
を
説
く
の
で
あ
り
、
常
と
は
変
化
を
繰
返
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
相
対 

的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
宮
崎
氏
と
同
じ
く
、
常
を
不
変
不
易
と
す
る
が
、
常 

に
変
化
を
伴
っ
て
お
り
、
恒
久
的
に
永
遠
の
不
変
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点 

が
、
両
者
は
根
本
的
に
異
な
る
。 

五
―
吉
田
氏
は
、「｢

中｣

と
は
過
ぎ
た
こ
と
も
な
く
及
ば
ぬ
こ
と
も
な
く
、
ど
ち
ら
に
も 

か
た
よ
ら
ぬ
中
正
を
得
た
こ
と
。
「
庸
」
は
常
で
、
常
恒
の
意
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ 

こ
と
。
常
識
的
に
い
え
ば
、
穏
健
中
正
で
、
永
久
に
変
わ
ら
な
い
道
徳
の
こ
と
を
中
庸
と 

い
う
。
程
子
は
、「
偏
ら
ざ
る
こ
れ
を
中
と
謂
い
、
易
ら
ざ
る
こ
れ
を
庸
と
謂
ふ
。
中
は 

天
下
の
正
道
に
し
て
、
庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」(

中
庸
章
句)

と
い
っ
た｣

と
述
べ
て
い
る 

(

新
訳
漢
文
大
系 

第
一
巻
『
論
語
』 

吉
田
賢
抗 

明
治
書
院 

昭
和
三
八
年 

五
版 

 

一
四
四
頁 

参
照)

。 

吉
田
氏
の
説
も
、
程
子
の
説
を
引
用
し
て
い
る
事
は
宮
崎
氏
と
同
様
で
あ
る
が
、「
永
久 

に
変
わ
ら
な
い
道
徳
」
と
述
べ
て
い
て
、
宮
崎
氏
の
「
時
間
的
に
永
久
に
繰
返
し
て
も
変 

わ
ら
な
い
」
と
、
哲
学
的
に
解
釈
し
て
い
る
点
が
、
異
な
る
の
で
あ
る
。 

六
―
従
っ
て
宮
崎
氏
の
言
う
「
庸
」
の
意
義
は
、
先
学
の
学
説
と
は
大
い
に
異
な
り
、
ま 

た
宋
学
者
の
「
庸
」
の
解
釈
と
も
異
な
る
特
異
な
解
釈
で
あ
る
。
宮
崎
氏
の
言
う
中
庸
の 

意
義
―
「
庸
は
常
な
り
と
訓
じ
、
こ
の
常
は
永
久
の
常
で
あ
る
。
過
不
及
の
な
い
行
為
は
、 

時
間
的
に
永
久
に
繰
返
し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
が
中
国
思
想
の
特 

色
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る
の
は
、
中
庸
思
想
の
研
究
史
よ
り
考
え
て
再
考
を
要
す
る
。 

程
子
の
解
釈
に
従
っ
た
宇
野
氏
や
市
川
氏
や
吉
田
氏
の
い
う
解
釈
に
従
う
と
し
て
も
、
中 

庸
と
は
、
人
倫
の
永
久
に
踏
み
行
う
べ
き
不
変
の
モ
ラ
ル
と
い
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ 

る
。
従
っ
て
こ
の
変
わ
ら
ぬ
モ
ラ
ル
が
、
朱
子
や
金
谷
氏
の
い
う
「
平
常
」
と
言
う
意
味 

に
直
接
的
に
結
合
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

宇
野
氏
は
、
二
程
の
規
定
し
た
庸
＝
不
易
に
注
釈
し
て
、「
か
わ
ら
ぬ
こ
と
。
か
わ
ら
ぬ 

こ
と
と
は
た
だ
今
日
に
お
い
て
易
ゆ
べ
か
ら
ず
の
み
な
ら
ず
、
永
久
に
変
易
す
べ
か
ら
ざ 

る
の
意
で
あ
る
。
朱
子
は
庸
は
平
常
な
り
と
解
し
て
い
る
。
平
常
な
る
が
故
に
常
に
こ
れ 

を
行
な
い
て
易
ゆ
ば
か
ら
ず
、
も
し
世
を
驚
か
す
ご
と
き
非
常
の
事
な
ら
ば
、
一
時
は
差 

 
 
 

し
支
え
な
く
と
も
こ
れ
を
も
っ
て
常
と
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
平
常
な 
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る
が
故
に
不
易
、
不
易
な
る
が
故
に
平
常
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
は
同
じ
。
」（
『
中
庸
』（
宇 

野
哲
人
全
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
八
三
年 

四
五
頁
）
と
、
庸
＝
不
易
＝
常
＝
平 

常
と
明
瞭
に
述
べ
て
い
る
。 

七
―
「
庸
」
の
辞
書
的
な
語
義
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、「 

平
凡
な
こ
と
、
す 

ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
凡
庸
の
熟
語
が
あ
る
事
で
も
理
解 

で
き
る
。
庸
医
と
は
治
療
の
う
ま
く
な
い
医
者
、
平
凡
な
医
者
の
事
で
あ
り
、
庸
君
と
は  

凡
庸
の
主
君
で
あ
り
、
庸
愚
と
は 

平
凡
で
お
ろ
か
な
こ
と
で
あ
る
（
庸 

― 

辞
書
す
べ 

て
ー
ｇ
ｏ
ｏ
辞
書
）。 

ま
た
「
庸
」
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
一
般
的
な
漢
和
辞
典
に
よ
る
と
、「
つ
ね(

常)

、
な
み
、 

お
ろ
か(

愚)

と
か
、
か
わ
ら
ぬ
、
変
動
せ
ず
」
の
意
味(

『
字
源
』
簡
野
道
明
編
集 

角
川 

書
店)

、「
ア 

か
わ
ら
な
い
、
か
た
よ
ら
な
い 

イ 

ふ
だ
ん
、
平
生
、
ウ 

な
み 

平 

凡
」
の
意
味(

『
新
字
源
』
小
川
環
樹 

西
田
太
一
朗 

赤
塚
忠
編 

角
川
書
店)

と
い
う
、 

説
明
を
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
辞
書
の
語
義
や
熟
語
を
見
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、「
庸
」
に
は
、
か
わ
ら 

な
い
ー
常
と
い
う
意
味
と
、
な
み
や
平
凡
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
か
わ
ら
な
い
こ
と
と
、 

な
み
、
平
凡
と
い
う
意
味
は
、
す
ぐ
隣
に
同
居
し
て
い
て
、
全
く
か
け
離
れ
た
意
味
で
は 

な
い
。
総
じ
て
平
凡
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
朱
子
の
言
う
「
平
常
」
の
意
味
と
は
、
何
も 

変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
「
常
」
の
辞
書
的
な
意
味
は
、［
訓
］
は
、
つ
ね
、
と
こ
、
と
わ
、
と
こ
し
え
と
読 

み
、
意
味
は
、 

「
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
。
い
つ
も
同
じ
状
態
が
続
く
こ
と
。
」
で
あ
り
、 

「
常
時
・
常
任
・
常
備
・
常
用
・
常
緑
樹
・
経
常
・
恒
常
・
通
常
」
な
ど
の
熟
語
が
あ
り
、 

常
衣
と
は
、「 

平
常
に
着
る
衣
服
。
ふ
だ
ん
着
」
、
常
居
と
は
、「
家
の
中
で
、
家
族
が
い 

つ
も
い
る
部
屋
、
居
間
」
の
事
で
あ
る
（
常
― 

辞
書
す
べ
て
ー
ｇ
ｏ
ｏ
辞
書
） 

こ
の
よ
う
な
辞
書
的
意
味
を
考
え
る
と
、「
庸
」
は
、
平
凡
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
常
」 

は
何
時
も
と
変
わ
ら
な
い
日
常
性
を
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
宮
崎
氏
の
解
釈
は
、
辞
書 

的
な
意
味
か
ら
も
言
っ
て
、
無
理
が
あ
る
と
言
え
る
。 

八
―
程
子
は
、「
庸
」
を
、
定
理
で
あ
り
「
経
」
と
い
う
意
味
に
理
解
し
て
い
た
。「
経
」
と
は
、 

儒
教
の
『
経
書
』
の
「
経
」
で
、「
つ
ね
、
の
り
（
定
理
・
常
法
）
、
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
道 

理
」(

『
字
源
』
簡
野
道
明
編
集 

角
川
書
店)

と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

市
川
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
人
倫
の
踏
み
行
う
べ
き
永
遠
不
変
の
道
理
―
人
間
の
モ
ラ 

ル
あ
り
、
こ
れ
が
定
理
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
宮
崎
氏
の
い
う
よ
う
な
、「
時
間
的
に
永 

久
に
繰
返
し
て
も
行
き
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
。 

九
―
宮
崎
氏
の
主
張
で
理
解
に
苦
し
む
の
は
、
何
故
に
朱
子
の
新
注
で
あ
る
「
平
常
な
り
」
と 

い
う
規
定
を
無
視
し
た
の
か
、
ま
た
程
子
の
規
定
に
従
う
と
し
て
も
、「
庸
」
は
「
常
」 

と
し
て
、
恒
常
的
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
辞
書
的
に
考
え
て
も
、「
庸
」
に
は
「
永
久
」 

と
い
う
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
。
宮
崎
氏
は
、「
永
久
の
常
で
、
時
間
的
に
永
久
に
繰
返 

し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
、
考
え
ら
れ
得
る 

一
つ
の
視
点
は
、「
中
庸
」
を
、
中
国
思
想
の
高
遠
な
哲
学
的
な
ー
「
中
国
思
想
の
特
質
」 

と
し
て
、
格
別
に
特
筆
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。 

一
○
―
し
か
し
ど
う
考
え
て
も
、
宮
崎
氏
の
よ
う
な
中
庸
の
解
釈
に
は
資
料
的
に
無
理
が
あ
り
、 

ど
う
し
て
も
そ
う
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
、「
礼
と
は
中
を
制(

さ
だ)

め
る 

所
以
な
り
」(

『
礼
記
』
仲
尼
蒔
燕
居
篇)

と
あ
り
、
礼
と
は
中
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も 

の
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
礼
儀
は
人
間
社
会
の
行
動
の
規
範
で
あ
る
。
ま 

た
『
中
庸
』
の
規
定
で
は
、
喜
怒
哀
楽
と
い
う
両
極
端
が
な
い
状
態(

未
発)

を
中
と
言 

い
、
そ
れ
が
表
面
に
現
れ
た
状
態(

已
発)

を
和
と
謂
う
。
中
＝
和
で
あ
り
、
金
谷
氏
は
、 

と
は
羹
の
意
味
と
言
い
、「
汁
け
の
多
い
ご
っ
た
煮
で
す
」
と
紹
介
し
て
い
た
よ
う
に
、 

中
和
の
中
庸
は
、
人
間
の
喜
怒
哀
楽
と
い
う
感
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
感 

情
を
問
題
と
し
た
哲
学
的
な
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
礼
に
し
て
も
中
庸
に
し
て
も
人
間 

社
会
を
中
心
に
扱
う
哲
学
的
問
題
な
の
で
あ
る
。
人
間
社
会
を
離
れ
て
は
、
ど
ん
な
に 

高
遠
な
哲
学
的
な
問
題
も
あ
り
え
な
い
と
い
う
の
が
、
中
国
哲
学
の
特
質
で
あ
ろ
う
。 

一
一
―
従
っ
て
中
庸
の
徳
と
は
、
朱
子
が
述
べ
金
谷
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
ど
ち
ら 

 
 
 

に
も
片
寄
ら
な
い
平
凡
で
、
日
常
的
な
モ
ラ
ル
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
程
子
が
規
定 

し
て
、
市
川
氏
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、「
人
倫
が
踏
み
行
う
べ
き
永
遠
の
道
」
と
い 

う
意
味
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
直
結
し
て
行
く
と
い
う
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

ま
さ
に
金
谷
氏
は
、「
庸
徳
・
庸
言
」
を
注
釈
し
て
、「
「
庸
」
は
常
の
意
。
高
遠
で 

な
い
平
凡
な
日
常
性
と
永
続
的
恒
常
的
で
あ
る
こ
と
を
兼
ね
る
」
（
『
大
学
・
中
庸
』 

三
―
金
谷
氏
は
、「
中
庸
」
に
注
釈
し
て
、「
二 

中
庸
―
鄭
玄(

古
注)

は
、「
庸
」
を
作 

用
と
解
し
、「
中
和
の
働
き
」
を
い
う
と
し
た
が
、
朱
子(

新
注)

は
「
中
と
は
不
偏
不
倚 

で
過
・
不
及
の
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常(

新
注)

の
意｣

と
解
し
た
。
朱
子
の
解
釈
で
よ 

い
が
、「
中
」
と
「
庸
」
と
の
二
字
は
畳
韻
で
あ
る
か
ら
二
字
の
意
味
を
切
り
は
な
し
て 

考
え
る
の
は
よ
く
な
い
。｢

中｣

の
一
字
に
意
味
が
あ
る
。
偏
り
の
な
い
平
常
で
程
よ
い
中 

正
の
徳
を
い
う
。
」
（
注
一
四
）
と
、
言
う
。 

金
谷
氏
は
、
朱
子
の
新
注
を
採
用
し
て
、「
庸
」
を
平
常
の
意
味
に
解
す
る
。
こ
の
点
、 

宮
崎
氏
の
「
永
久
の
常
」
と
言
う
意
味
と
は
、
全
く
か
け
離
れ
た
解
釈
で
あ
る
。 

四
―
市
川
氏
は
、
程
伊
川
の
中
庸
の
解
釈
を
、「
中
と
は
偏
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
偏
れ 

ば
中
で
な
く
な
る
。
庸
と
は
常
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
と
は
大
中
で
あ
り
、
庸
と
は
定
理 

で
あ
る
と
言
う
の
と
、
同
じ
で
あ
る
。
定
理
と
は
天
下
不
易
の
理
、
つ
ま
り
経
で
あ
る
。
」 

と
、
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
市
川
氏
は
、「
・
・
・
「
庸
」
を
一
字
の
「
常
」
に
置
き
か
え
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る 

訓
詁
の
法
で
あ
る
。
庸
は
従
っ
て｢

平
常｣

と
言
う
意
味
に
も
な
ろ
う
し
、
常
あ
る
こ
と
則 

ち
「
不
易
」
と
言
う
意
味
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
伊
川
は
こ
の
二
者
の
う
ち
か
ら
後
者
を 

取
っ
て
い
る
。
不
易
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
は
理
に
結
合
し
て
い
く
の
で
あ
る
。・
・
・ 

万
人
の
頼
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
変
易
不
定
は
許
さ
れ
な
い
。
常
に
安
定
し
た
理 

で
あ
っ
て
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
根
源
と
も
な
り
、
人
の
行
為
の
模
範
に
も
な
り
う
る 

の
で
あ
る
。
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
、「
常
と
は
ま
さ
に
変
化
が
一
定
の
法
則
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
指
す
。
・
・
・ 

常
理
は
定
理
と
同
じ
く
、
不
変
不
易
の
性
格
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
表
現
で
、
そ
の
変
易
不 

易
と
い
う
こ
と
も
、
変
易
の
即
時
的
否
定
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら 

い
。
・
・
・
常
は
変
に
対
立
し
、
変
な
く
し
て
は
、
そ
の
成
立
は
考
え
ら
れ
な
い
。｣

と
、 

述
べ
て
い
る(

『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

第
六
章 

実
戦
過
程
に
示
さ
れ
た
理
の
意
義 

第 

六
節 

義
理
・
定
理
・
常
理
等
の
語 

第
三
項 

定
理
・
常
理
・
中
理
・
実
理 

市
川

安
司 

東
京
大
学
出
版
会 

一
九
六
四
年 

二
六
五
頁
―
二
六
七
頁 

参
照)

。 

市
川
氏
は
、
程
伊
川
の
中
庸
を
解
説
し
て
、「
庸
」
と
は
、「
平
常
」
と
「
不
易
」
の
二
通 

り
が
あ
る
が
、
伊
川
の
解
釈
は
後
者
を
取
り
、
自
然
・
人
倫
の
踏
み
行
う
べ
き
不
易
の
大 

道
を
説
く
の
で
あ
り
、
常
と
は
変
化
を
繰
返
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
相
対 

的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
宮
崎
氏
と
同
じ
く
、
常
を
不
変
不
易
と
す
る
が
、
常 

に
変
化
を
伴
っ
て
お
り
、
恒
久
的
に
永
遠
の
不
変
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点 

が
、
両
者
は
根
本
的
に
異
な
る
。 

五
―
吉
田
氏
は
、「｢

中｣

と
は
過
ぎ
た
こ
と
も
な
く
及
ば
ぬ
こ
と
も
な
く
、
ど
ち
ら
に
も 

か
た
よ
ら
ぬ
中
正
を
得
た
こ
と
。
「
庸
」
は
常
で
、
常
恒
の
意
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ 

こ
と
。
常
識
的
に
い
え
ば
、
穏
健
中
正
で
、
永
久
に
変
わ
ら
な
い
道
徳
の
こ
と
を
中
庸
と 

い
う
。
程
子
は
、「
偏
ら
ざ
る
こ
れ
を
中
と
謂
い
、
易
ら
ざ
る
こ
れ
を
庸
と
謂
ふ
。
中
は 

天
下
の
正
道
に
し
て
、
庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」(

中
庸
章
句)

と
い
っ
た｣

と
述
べ
て
い
る 

(

新
訳
漢
文
大
系 

第
一
巻
『
論
語
』 

吉
田
賢
抗 

明
治
書
院 

昭
和
三
八
年 

五
版 

 

一
四
四
頁 

参
照)

。 

吉
田
氏
の
説
も
、
程
子
の
説
を
引
用
し
て
い
る
事
は
宮
崎
氏
と
同
様
で
あ
る
が
、「
永
久 

に
変
わ
ら
な
い
道
徳
」
と
述
べ
て
い
て
、
宮
崎
氏
の
「
時
間
的
に
永
久
に
繰
返
し
て
も
変 

わ
ら
な
い
」
と
、
哲
学
的
に
解
釈
し
て
い
る
点
が
、
異
な
る
の
で
あ
る
。 

六
―
従
っ
て
宮
崎
氏
の
言
う
「
庸
」
の
意
義
は
、
先
学
の
学
説
と
は
大
い
に
異
な
り
、
ま 

た
宋
学
者
の
「
庸
」
の
解
釈
と
も
異
な
る
特
異
な
解
釈
で
あ
る
。
宮
崎
氏
の
言
う
中
庸
の 

意
義
―
「
庸
は
常
な
り
と
訓
じ
、
こ
の
常
は
永
久
の
常
で
あ
る
。
過
不
及
の
な
い
行
為
は
、 

時
間
的
に
永
久
に
繰
返
し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
の
が
中
国
思
想
の
特 

色
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る
の
は
、
中
庸
思
想
の
研
究
史
よ
り
考
え
て
再
考
を
要
す
る
。 

程
子
の
解
釈
に
従
っ
た
宇
野
氏
や
市
川
氏
や
吉
田
氏
の
い
う
解
釈
に
従
う
と
し
て
も
、
中 

庸
と
は
、
人
倫
の
永
久
に
踏
み
行
う
べ
き
不
変
の
モ
ラ
ル
と
い
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ 

る
。
従
っ
て
こ
の
変
わ
ら
ぬ
モ
ラ
ル
が
、
朱
子
や
金
谷
氏
の
い
う
「
平
常
」
と
言
う
意
味 

に
直
接
的
に
結
合
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

宇
野
氏
は
、
二
程
の
規
定
し
た
庸
＝
不
易
に
注
釈
し
て
、「
か
わ
ら
ぬ
こ
と
。
か
わ
ら
ぬ 

こ
と
と
は
た
だ
今
日
に
お
い
て
易
ゆ
べ
か
ら
ず
の
み
な
ら
ず
、
永
久
に
変
易
す
べ
か
ら
ざ 

る
の
意
で
あ
る
。
朱
子
は
庸
は
平
常
な
り
と
解
し
て
い
る
。
平
常
な
る
が
故
に
常
に
こ
れ 

を
行
な
い
て
易
ゆ
ば
か
ら
ず
、
も
し
世
を
驚
か
す
ご
と
き
非
常
の
事
な
ら
ば
、
一
時
は
差 

 
 
 

し
支
え
な
く
と
も
こ
れ
を
も
っ
て
常
と
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
平
常
な 
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（
八
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三 

年 

第
八
刷 

一
三
一
頁 

参
照) 

（
九
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三 

年 

第
八
刷 

一
五
五
頁
―
一
五
七
頁 

参
照) 

（
一
〇
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 
第
八
刷 

一
六
二
頁 

参
照) 

（
一
一
）『
程
ほ
ど
の
大
切
さ
』
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―(

鈴
鹿
高
専
広
報
誌
『
鈴 

風
』
一
〇
五
号 
二
〇
〇
五
年 

参
照) 

 

（
一
二
）
『
大
学
・
中
庸
』(
赤
塚
忠
訳
注 

明
治
書
院 

昭
和
四
二
年
初
版 

「
中
庸
解
説
」 

 
 
 
 

一
六
三
頁 

参
照) 

（
一
三
）「
「
中
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察 

: 

宇
宙
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」 

（
杜 

勤 

『
大
阪
大
学
言
語
文
化
学
５
』 
一
三
五
―
一
四
八 

一
九
九
六
年
） 

（
一
四
）
『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
八
三
年 

四
三
頁
―
四
五
頁 

 

参
照
） 

（
一
五
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
四
四
頁
―
一
四
五
頁 

 

一
四
七
頁 

注
二 

参
照) 

（
一
六
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
四
七
頁 

注
二 

 

参
照) 

（
一
七
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 
一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
三
五
頁 

参
照) 

（
一
八
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
四
五
頁
―
一
四
六
頁 

参
照) 

（
一
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

学
而
篇 

二
三
頁 

―
二
四
頁 

参
照) 

（
二
○
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
五
一
頁 

参
照) 

（
二
一
）
拙
稿
「
対
の
思
想
広
大
な
国
土
（
多
様
な
国
民
性
）
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
三
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
四

四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

（
二
二
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

雍
也
篇 

八
八
頁 

 

参
照) 

一
―
宮
崎
氏
は
、
こ
の
文
章
の
中
庸
の
語
句
を
解
し
て
、「
永
遠
の
道
」
で
あ
り
、「
中
庸 

の
中
は
過
不
及
の
な
い
こ
と
。
庸
は
常
な
り
と
訓
じ
、
こ
の
常
は
永
久
の
常
で
あ
る
。
過 

不
及
の
な
い
行
為
は
、
時
間
的
に
永
久
に
繰
返
し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
と
い

い
、
こ
れ
が
中
国
思
想
の
特
色
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る(

『
論
語
の
新
研
究
』 

宮

崎
市
定 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年 

第
十
九
刷 

二
二
三
頁 

参
照)

。 

宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
、
中
庸
の
徳
は
中
国
思
想
の
特
色
で
あ
る
こ
と
に
は
、
金
谷
氏
も 

「
中
国
思
想
の
精
髄
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
筆
者
も
同
感
で
あ
る
。 

し
か
し
問
題
は
、
宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
、「
常
」
の
解
釈
が
、「
永
久
の
常
で
、
時
間
的 

に
永
久
に
繰
返
し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
」
と
言
え
る
か
、
ど
う
か
で
あ
る
。
宮 

崎
氏
の
言
う
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
、
管
見
の
限
り
宮
崎
氏
の
み
で
あ
り
、
宮
崎
氏 

の
い
う
「
常
」
の
解
釈
に
は
、
先
学
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
多
く
の
疑
問
が
存
在
す
る
。 

ま
た
宮
崎
氏
は
、「
中
行
＝
中
庸
」
を
「
欠
点
の
な
い
常
識
的
な
人
間
」
と
訳
し
て
い
る(

『
論 

語
の
新
研
究
』 

宮
崎
市
定 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年 

第
十
九
刷 

三
〇
二
頁 

参 

照)

。
こ
の
よ
う
に
宮
崎
氏
は
、
中
庸
を
、
一
方
で
「
永
久
の
道
」
と
哲
学
的
に
解
釈
す
る 

が
、
他
方
で
は
、「
欠
点
の
な
い
常
識
的
人
間
」
と
人
間
の
モ
ラ
ル
と
考
え
て
い
る
の
で 

あ
る
。
ど
ち
ら
が
宮
崎
氏
の
言
い
た
い
主
張
な
の
か
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
解
釈
な
の
か
、 

こ
の
ま
ま
で
は
分
ら
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
に
先
学
の
諸
説
を
紹
介
し
て
、
中
庸
の
意
味 

を
規
定
し
て
見
た
い
。 

二
―
宇
野
氏
は
、『
宋
朱
熹
章
句
』
の
『
中
庸
』
に
二
程
の
中
庸
の
規
定
を
紹
介
し
て
、「
子 

程
子
曰
く
、
偏
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、
易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下 

の
正
道
に
し
て
、
庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」（
一
二
）
と
言
い
、「
朱
子
は
不
偏
を
「
偏
ら 

ず
倚
ら
ず
、
過
不
及
無
き
名
」
と
注
釈
し
て
、「
庸
」
を
「
平
常
な
り
」
と
解
し
て
い
る
」 

と
、
程
子
と
朱
子
の
説
を
並
列
し
て
、
断
言
を
避
け
て
い
る
。 

宮
崎
氏
の
解
釈
は
、
宇
野
氏
の
引
用
に
よ
る
限
り
で
は
、
程
子
の
説
を
取
り
入
れ
た
も
の 

で
あ
り
、
朱
子
の
解
釈
で
あ
る
「
平
常
」
と
言
う
意
味
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
孔
子
や
孟
子
の
精
神
構
造
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
、
普
通
人
た
る
中
庸
の
人
間
な
の
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
も
中
庸
思
想
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
れ
よ
り
外
に
は
み
出
た
両
極
端
の
人
間
が
、

次
の
交
際
相
手
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
中
庸
思
想
を
守
る
事
へ
の
強
い
信
念
は
、
中
庸
の
実
践
は
、
剛
強
で
あ
り
多
く
の

幸
福
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
政
治
の
基
本
政
策
と
し
て
の
強
い
信
念
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
バ
ラ

ン
ス
感
覚
の
あ
る
常
識
あ
る
人
間
が
一
番
交
際
に
は
重
要
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
満
た
さ
れ
な
い

場
合
に
お
い
て
、
次
に
長
所
が
あ
る
両
極
端
の
人
間
が
交
際
相
手
に
な
る
の
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
の
尊
重
の
精
神
に
は
、
人
間
の
本
性
は
同
じ
能
力
や
感
覚
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
て

い
る
と
い
う
、
人
間
の
本
性
へ
の
強
い
平
等
感
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
上
手
く
周
囲
と

調
和
し
て
、
両
極
端
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
れ
る
中
庸
を
守
る
事
が
最
も
重
要
な
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
庸
思
想
は
、
尭
・
舜
・
禹
よ
り
孟
子
に
至
る
ま
で
、
最
も
尊
重
す

る
べ
き
中
国
人
の
伝
統
的
思
想
な
の
で
あ
る
。
中
庸
思
想
は
両
極
端
の
真
ん
中
に
し
っ
か
り
と
腰

を
降
ろ
し
て
中
心
に
位
置
す
る
中
国
思
想
の
精
髄
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
思
想
を
実
現
し
て
維
持
し
て
行
く
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
両
極
端
を
見
据
え
な
け
れ
ば
、
本
当
の
真
ん
中
が
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
の
二
次
策
と
し
て
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の

思
想
」
が
問
題
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
庸
の
左
右
や
前
後
の
外
部
に
あ
る
両
極
端

へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
上
で
視
野
に
入
れ
る
べ
き
必
要
条

件
と
い
う
事
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
来
た
歴
史
的
背
景

に
つ
い
て
、
最
も
重
要
な
問
題
と
し
て
中
庸
思
想
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

四 

結
論 

 

〔
要
約
〕 

 

一
―
林
氏
は
、
中
国
人
の
基
本
思
想
と
し
て
常
識
の
尊
重
を
挙
げ
、
こ
れ
か
ら
中
庸
思
想
が
生

ま
れ
、
極
端
思
想
へ
の
嫌
悪
が
生
ま
れ
て
き
た
と
述
べ
る
、
金
谷
氏
も
、
常
識
の
尊
重
―
調
和
の

精
神
が
、
中
国
人
の
大
き
な
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
た
と
言
う
。 

 

二
―
中
庸
と
は
、
「
偏
り
の
な
い
、
過
・
不
及
の
な
い
、
平
常
の
状
態
」
を
意
味
す
る
。
両
極

端
に
偏
り
の
な
い
状
態
を
「
中
」
と
い
う
か
ら
、
中
庸
思
想
の
左
右
や
前
後
に
は
、
両
極
端
へ
の

両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
存
在
す
る
。 

 

三
―
常
識
の
尊
重
を
内
容
と
す
る
中
庸
は
、
尭
・
舜
・
禹
の
聖
王
相
伝
よ
り
孟
子
に
至
る
ま
で
、

最
も
尊
重
す
る
べ
き
中
国
古
代
よ
り
の
伝
統
的
思
想
で
あ
り
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
。
中
庸
の

実
践
は
、
剛
強
で
あ
り
調
和
で
あ
り
、
多
く
の
幸
福
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
そ
れ
は
人
間
の
本
性

は
、
同
じ
能
力
や
感
覚
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
、
人
間
の
能
力
へ
の
平
等
意
識
が
あ
る

た
め
に
、
周
囲
と
の
調
和
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。 

四
ー
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
じ
め
て
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
問

題
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
中
庸
の
左
右
や
前
後
に
あ
る
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」

は
、
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
上
で
視
野
に
入
れ
る
べ
き
絶
対
的
な
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。 

 

（
二
〇
一
一
年
八
月
二
六
日 

稿
了) 

 

注 （
一
）『
中
国
＝
文
化
と
思
想
』(

林
語
堂 

鋤
柄
次
郎
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
九
九
年 

自 

序 

一
二
頁 

参
照) 

（
二
）『
中
国
＝
文
化
と
思
想
』(

林
語
堂 

鋤
柄
次
郎
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
九
九
年 

第 

三
章 

中
国
人
の
精
神 

四 

論
理 

一
五
三
頁 

参
照) 

（
三
）『
中
国
＝
文
化
と
思
想
』(

林
語
堂 

鋤
柄
次
郎
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
九
九
年 

第 

四
章 

人
生
の
理
想 

一 

人
文
主
義 

一
六
六
頁 

参
照) 

（
四
）『
中
国
＝
文
化
と
思
想
』(

林
語
堂 

鋤
柄
次
郎
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
九
九
年 

第 

四
章 

人
生
の
理
想 

三 

中
庸
の
道 

一
八
〇
頁 

参
照) 

（
五
）『
中
国
＝
文
化
と
思
想
』(

林
語
堂 

鋤
柄
次
郎
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
九
九
年 

第 

四
章 

人
生
の
理
想 

三 

中
庸
の
道 

一
八
一
頁 

参
照) 

（
六
）『
中
国
＝
文
化
と
思
想
』(

林
語
堂 

鋤
柄
次
郎
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
九
九
年 

第 

四
章 

人
生
の
理
想 

三 

中
庸
の
道 

一
八
一
頁 

参
照) 

（
七
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三 

 
 
 

年 

第
八
刷 

一
三
〇
頁 

参
照) 
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（
八
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三 

年 

第
八
刷 

一
三
一
頁 

参
照) 

（
九
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九
三 

年 

第
八
刷 

一
五
五
頁
―
一
五
七
頁 

参
照) 

（
一
〇
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
六
二
頁 

参
照) 

（
一
一
）『
程
ほ
ど
の
大
切
さ
』
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―(

鈴
鹿
高
専
広
報
誌
『
鈴 

風
』
一
〇
五
号 

二
〇
〇
五
年 

参
照) 

 

（
一
二
）
『
大
学
・
中
庸
』(

赤
塚
忠
訳
注 

明
治
書
院 

昭
和
四
二
年
初
版 

「
中
庸
解
説
」 

 
 
 
 

一
六
三
頁 

参
照) 

（
一
三
）「
「
中
」
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察 

: 

宇
宙
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」 

（
杜 

勤 

『
大
阪
大
学
言
語
文
化
学
５
』 

一
三
五
―
一
四
八 

一
九
九
六
年
） 

（
一
四
）
『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳 

講
談
社
学
術
文
庫 

一
九
八
三
年 

四
三
頁
―
四
五
頁 

 

参
照
） 

（
一
五
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
四
四
頁
―
一
四
五
頁 

 

一
四
七
頁 

注
二 

参
照) 

（
一
六
）
『
大
学
・
中
庸
』(

金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
九
八
年 

一
四
七
頁 

注
二 

 

参
照) 

（
一
七
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
三
五
頁 

参
照) 

（
一
八
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
四
五
頁
―
一
四
六
頁 

参
照) 

（
一
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

学
而
篇 

二
三
頁 

―
二
四
頁 

参
照) 

（
二
○
）
『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治 

第
四
章 

中
庸 

中
公
新
書
一
一
二
〇 

一
九
九 

三
年 

第
八
刷 

一
五
一
頁 

参
照) 

（
二
一
）
拙
稿
「
対
の
思
想
広
大
な
国
土
（
多
様
な
国
民
性
）
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
生
ま 

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
三
）
ー
」（
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
四

四
巻 

二
〇
一
一
年 

参
照
） 

（
二
二
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注 

岩
波
文
庫 

一
九
八
九
年 

第
四
〇
刷 

雍
也
篇 

八
八
頁 

 

参
照) 

一
―
宮
崎
氏
は
、
こ
の
文
章
の
中
庸
の
語
句
を
解
し
て
、「
永
遠
の
道
」
で
あ
り
、「
中
庸 

の
中
は
過
不
及
の
な
い
こ
と
。
庸
は
常
な
り
と
訓
じ
、
こ
の
常
は
永
久
の
常
で
あ
る
。
過 

不
及
の
な
い
行
為
は
、
時
間
的
に
永
久
に
繰
返
し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
と
い

い
、
こ
れ
が
中
国
思
想
の
特
色
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る(

『
論
語
の
新
研
究
』 
宮

崎
市
定 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年 

第
十
九
刷 

二
二
三
頁 

参
照)

。 

宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
、
中
庸
の
徳
は
中
国
思
想
の
特
色
で
あ
る
こ
と
に
は
、
金
谷
氏
も 

「
中
国
思
想
の
精
髄
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
筆
者
も
同
感
で
あ
る
。 

し
か
し
問
題
は
、
宮
崎
氏
の
言
う
よ
う
に
、「
常
」
の
解
釈
が
、「
永
久
の
常
で
、
時
間
的 

に
永
久
に
繰
返
し
て
も
行
き
つ
ま
る
こ
と
が
な
い
」
と
言
え
る
か
、
ど
う
か
で
あ
る
。
宮 

崎
氏
の
言
う
よ
う
に
解
釈
す
る
の
は
、
管
見
の
限
り
宮
崎
氏
の
み
で
あ
り
、
宮
崎
氏 

の
い
う
「
常
」
の
解
釈
に
は
、
先
学
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
多
く
の
疑
問
が
存
在
す
る
。 

ま
た
宮
崎
氏
は
、「
中
行
＝
中
庸
」
を
「
欠
点
の
な
い
常
識
的
な
人
間
」
と
訳
し
て
い
る(

『
論 

語
の
新
研
究
』 

宮
崎
市
定 

岩
波
書
店 

一
九
九
四
年 

第
十
九
刷 

三
〇
二
頁 

参 

照)

。
こ
の
よ
う
に
宮
崎
氏
は
、
中
庸
を
、
一
方
で
「
永
久
の
道
」
と
哲
学
的
に
解
釈
す
る 

が
、
他
方
で
は
、「
欠
点
の
な
い
常
識
的
人
間
」
と
人
間
の
モ
ラ
ル
と
考
え
て
い
る
の
で 

あ
る
。
ど
ち
ら
が
宮
崎
氏
の
言
い
た
い
主
張
な
の
か
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
解
釈
な
の
か
、 

こ
の
ま
ま
で
は
分
ら
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
に
先
学
の
諸
説
を
紹
介
し
て
、
中
庸
の
意
味 

を
規
定
し
て
見
た
い
。 

二
―
宇
野
氏
は
、『
宋
朱
熹
章
句
』
の
『
中
庸
』
に
二
程
の
中
庸
の
規
定
を
紹
介
し
て
、「
子 

程
子
曰
く
、
偏
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、
易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下 

の
正
道
に
し
て
、
庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」（
一
二
）
と
言
い
、「
朱
子
は
不
偏
を
「
偏
ら 

ず
倚
ら
ず
、
過
不
及
無
き
名
」
と
注
釈
し
て
、「
庸
」
を
「
平
常
な
り
」
と
解
し
て
い
る
」 

と
、
程
子
と
朱
子
の
説
を
並
列
し
て
、
断
言
を
避
け
て
い
る
。 

宮
崎
氏
の
解
釈
は
、
宇
野
氏
の
引
用
に
よ
る
限
り
で
は
、
程
子
の
説
を
取
り
入
れ
た
も
の 

で
あ
り
、
朱
子
の
解
釈
で
あ
る
「
平
常
」
と
言
う
意
味
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
孔
子
や
孟
子
の
精
神
構
造
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
、
普
通
人
た
る
中
庸
の
人
間
な
の
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
も
中
庸
思
想
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
れ
よ
り
外
に
は
み
出
た
両
極
端
の
人
間
が
、

次
の
交
際
相
手
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
中
庸
思
想
を
守
る
事
へ
の
強
い
信
念
は
、
中
庸
の
実
践
は
、
剛
強
で
あ
り
多
く
の

幸
福
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
政
治
の
基
本
政
策
と
し
て
の
強
い
信
念
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
バ
ラ

ン
ス
感
覚
の
あ
る
常
識
あ
る
人
間
が
一
番
交
際
に
は
重
要
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
満
た
さ
れ
な
い

場
合
に
お
い
て
、
次
に
長
所
が
あ
る
両
極
端
の
人
間
が
交
際
相
手
に
な
る
の
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
の
尊
重
の
精
神
に
は
、
人
間
の
本
性
は
同
じ
能
力
や
感
覚
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
て

い
る
と
い
う
、
人
間
の
本
性
へ
の
強
い
平
等
感
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
上
手
く
周
囲
と

調
和
し
て
、
両
極
端
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
れ
る
中
庸
を
守
る
事
が
最
も
重
要
な
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
庸
思
想
は
、
尭
・
舜
・
禹
よ
り
孟
子
に
至
る
ま
で
、
最
も
尊
重
す

る
べ
き
中
国
人
の
伝
統
的
思
想
な
の
で
あ
る
。
中
庸
思
想
は
両
極
端
の
真
ん
中
に
し
っ
か
り
と
腰

を
降
ろ
し
て
中
心
に
位
置
す
る
中
国
思
想
の
精
髄
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
思
想
を
実
現
し
て
維
持
し
て
行
く
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
両
極
端
を
見
据
え
な
け
れ
ば
、
本
当
の
真
ん
中
が
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
の
二
次
策
と
し
て
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の

思
想
」
が
問
題
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
庸
の
左
右
や
前
後
の
外
部
に
あ
る
両
極
端

へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
上
で
視
野
に
入
れ
る
べ
き
必
要
条

件
と
い
う
事
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
来
た
歴
史
的
背
景

に
つ
い
て
、
最
も
重
要
な
問
題
と
し
て
中
庸
思
想
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

四 

結
論 

 

〔
要
約
〕 

 

一
―
林
氏
は
、
中
国
人
の
基
本
思
想
と
し
て
常
識
の
尊
重
を
挙
げ
、
こ
れ
か
ら
中
庸
思
想
が
生

ま
れ
、
極
端
思
想
へ
の
嫌
悪
が
生
ま
れ
て
き
た
と
述
べ
る
、
金
谷
氏
も
、
常
識
の
尊
重
―
調
和
の

精
神
が
、
中
国
人
の
大
き
な
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
た
と
言
う
。 

 

二
―
中
庸
と
は
、
「
偏
り
の
な
い
、
過
・
不
及
の
な
い
、
平
常
の
状
態
」
を
意
味
す
る
。
両
極

端
に
偏
り
の
な
い
状
態
を
「
中
」
と
い
う
か
ら
、
中
庸
思
想
の
左
右
や
前
後
に
は
、
両
極
端
へ
の

両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
存
在
す
る
。 

 

三
―
常
識
の
尊
重
を
内
容
と
す
る
中
庸
は
、
尭
・
舜
・
禹
の
聖
王
相
伝
よ
り
孟
子
に
至
る
ま
で
、

最
も
尊
重
す
る
べ
き
中
国
古
代
よ
り
の
伝
統
的
思
想
で
あ
り
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
。
中
庸
の

実
践
は
、
剛
強
で
あ
り
調
和
で
あ
り
、
多
く
の
幸
福
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
そ
れ
は
人
間
の
本
性

は
、
同
じ
能
力
や
感
覚
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
、
人
間
の
能
力
へ
の
平
等
意
識
が
あ
る

た
め
に
、
周
囲
と
の
調
和
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。 

四
ー
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
じ
め
て
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が
問

題
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
中
庸
の
左
右
や
前
後
に
あ
る
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」

は
、
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
上
で
視
野
に
入
れ
る
べ
き
絶
対
的
な
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。 

 

（
二
〇
一
一
年
八
月
二
六
日 
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対の思想と中庸思想　－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（四）－ 145（6）



孟
子
は
、
儒
教
の
始
祖
・
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、｢

孟
子
は
言
わ
れ
た
。「
孔
子
は
極
端
な
こ

と
を
決
し
て
な
さ
ら
ぬ
お
方
で
あ
っ
た
」
（
二
八
）
と
、
決
し
て
極
端
な
こ
と
を
し
な
い
中
庸
の

人
物
で
あ
っ
た
、
と
評
言
し
て
い
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
殷
の
湯
王
の
政
治
を
、
「
孟
子
が
言
わ
れ
た
・
・
殷
の
湯
は
中
庸
の
道
を
固
く

守
り
、
賢
者
を
採
用
す
る
に
は
貴
賎
、
親
疎
を
問
わ
ず
、
決
ま
っ
た
順
序
な
ど
な
か
っ
た
」
（
二

九
）
と
、
貴
賎
と
親
疎
の
両
極
端
の
中
間
を
執
り
、
臨
機
応
変
に
中
庸
を
実
践
し
た
、
と
言
う
。 

こ
れ
ら
の
資
料
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
善
と
悪
を
同
時
に
見
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」

は
、
善
と
悪
の
両
端
を
し
っ
か
り
握
り
、
そ
の
真
ん
中
を
実
現
す
る
中
庸
思
想
と
、
剛
と
柔
の
両

端
を
否
定
し
て
、
そ
の
真
ん
中
を
実
現
す
る
中
庸
思
想
と
い
う
、
二
つ
の
両
者
を
実
現
す
る
た
め

の
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
次
に
問
題
な
の
は
、
何
故
に
決
し
て
一
方
に
偏
ら
な
い
中
庸
思
想
―
常
識
や
調
和
の

尊
重
と
バ
ラ
ン
ス
の
尊
重
の
精
神
ー
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
中
国
人
に
重
要
な
思
想
な
の
で
あ
る

の
か
。
孟
子
の
発
言
を
引
用
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

「
そ
れ
故
、
〔
大
麦
だ
け
で
は
な
い
〕
す
べ
て
同
類
の
も
の
は
、
み
な
大
体
は
似
か
よ
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
た
だ
ひ
と
り
人
間
だ
け
が
例
外
だ
と
疑
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

聖
人
と
て
み
な
我
々
と
同
類
な
の
だ 

。
・
・
・
だ
か
ら
私
は
い
う
の
だ
。
『
か
よ
う
に
口
で
味
わ

う
場
合
、
誰
も
が
こ
れ
は
旨
い
と
思
う
も
の
が
あ
り
、
耳
で
音
楽
を
聞
く
場
合
、
誰
も
が
素
晴
ら

し
い
と
聞
き
ほ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
目
で
美
人
を
見
る
場
合
、
誰
の
目
に
も
美
し
い
な
あ
と
等
し

く
見
と
れ
る
も
の
が
あ
る
の
に
、
た
だ
一
つ
人
の
心
だ
け
が
み
な
が
み
な
一
致
し
て
認
め
る
も
の

が
な
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
必
ず
あ
る
は
ず
だ
。
で
は
、
そ
の
万
人
が
一
致
し
て
認
め
る
も
の
、

と
は
何
か
、
と
い
う
と
、
そ
れ
は
〔
我
々
の
心
に
固
有
す
る
〕
道
理
で
あ
り
、
徳
義
で
あ
る
』・
・
・
」

（
三
０
）
と
、
孟
子
は
、
聖
人
を
含
め
た
人
間
は
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
人
間
性
―
道
徳
性
を
持
っ

て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
、
と
言
う
。 

つ
ま
り
孟
子
が
中
庸
の
徳
目
を
重
要
視
す
る
理
由
は
、
人
間
は
聖
人
も
含
め
て
、
全
て
平
等
な

本
性
―
素
質
や
能
力
を
持
ち
生
ま
れ
て
い
る
。
本
性
に
差
異
が
発
生
す
る
の
は
、
後
天
的
な
環
境

や
努
力
の
差
で
し
か
な
い
。
中
庸
―
常
識
や
調
和
の
尊
重
の
精
神
に
は
、
人
間
の
感
覚
や
本
性
は
、

聖
人
も
普
通
人
も
み
な
同
様
だ
、
と
い
う
共
通
観
念
が
背
後
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
の
常
識
―
調
和
と
言
う
共
通
観
念
に
背
く
常
識
外
の
行
動
、
つ
ま
り
一
方
に
偏
っ
た

極
端
行
動
は
常
識
尊
重
の
思
想
か
ら
の
特
殊
事
例
と
し
て
、
派
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

『
中
庸
』
に
は
、
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
。「
わ
か
り
に
く
い
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
む
り
に
さ
ぐ
り
出
し
た
り
、

風
変
わ
り
な
奇
怪
な
こ
と
を
行
っ
た
り
す
る
と
、
〔
人
の
注
意
を
集
め
て
〕
後
の
世
に
そ
れ
を
誉

め
て
受
け
継
ぐ
も
の
も
出
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
わ
た
し
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
い
。
君
子
は
道

を
基
準
と
し
て
行
動
す
る
も
の
だ
。
た
と
え
〔
力
及
ば
ず
〕
途
中
で
挫
折
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し

て
も
、
わ
た
し
は
〔
道
を
守
る
の
を
〕
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
君
子
は
中
庸
に
依
り
そ
っ
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
・
・
・
」
（
三
一
）
と
、
孔
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

中
庸
を
守
る
人
は
、
実
戦
の
過
程
に
お
い
て
途
中
挫
折
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
極
端
な
行
動

を
し
て
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
常
識
外
れ
の
奇
行
人
の
行
動
は
し
な
い
と
い
う
。

常
識
―
中
庸
思
想
が
前
提
に
な
り
、
常
識
外
の
極
端
行
動
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
孔

子
の
心
理
で
は
、
中
庸
の
行
動
が
中
心
に
あ
り
、
そ
の
前
提
の
外
部
に
極
端
行
動
が
存
在
し
た
。

中
庸
思
想
が
行
動
原
理
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
孔
子
は
、
以
下
の
様
に
交
際
す
る
相
手
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、
「
中
庸
の
人
を
見
つ
け
て
交
わ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
は
狂
者
か
狷

者
だ
ね
。
狂
の
ひ
と
は
〔
大
志
を
抱
い
て
〕
進
ん
で
求
め
る
し
、
狷
の
人
は
〔
節
議
を
守
っ
て
〕

し
な
い
こ
と
を
残
し
て
い
る
も
の
だ
。
」(

三
二)

と
、
述
べ
て
い
る
、
孔
子
は
、
狂
者
―
積
極
的
人

物
と
、
狷
者
―
消
極
的
人
物
の
両
極
端
の
人
物
が
存
在
し
て
い
て
、
ど
ち
ら
に
も
長
所
が
あ
る
と

い
う
。
ま
た
孟
子
も
、
孔
子
の
発
言
を
引
用
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。 

「
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
孔
子
は
『
中
庸
の
人
物
を
見
つ
け
て
交
際
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、

せ
め
て
は
ぜ
ひ
と
も
狂
物
か
獧
者
の
中
か
ら
選
ぼ
う
。
狂
者
は
積
極
的
で
進
ん
で
善
を
求
め
る

〔
気
魄
が
あ
る
し
〕
、
獧
者
は
消
極
的
だ
が
、
断
じ
て
不
正
不
義
を
し
な
い
〔
節
操
が
あ
る
〕
か

ら
だ
。
』
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
孔
子
と
て
な
ん
で
最
初
か
ら
中
庸
の
人
を
見
つ
け
た
い
と
望
ま

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
理
想
の
人
を
望
ん
で
も
き
っ
と
得
ら
れ
る
と
は
限

ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
で
や
む
な
く
そ
の
次
の
人
を
望
ま
れ
た
ま
で
だ
。
」(

三
三)

と
、
言
う
。 

孟
子
も
孔
子
と
同
じ
く
、
狂
者
と
獧
者
の
両
方
の
両
極
端
人
物
の
長
所
を
指
摘
し
て
、
肯
定
的

な
評
価
を
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
人
間
性
に
お
け
る
長
所
で
あ
る
両
極
端
の
バ
ラ
ン
ス
感

覚
の
執
れ
る
中
庸
の
人
の
存
在
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
の
発
言
な
の
で
あ
る
。 

る
。
調
和
を
尊
重
す
る
中
庸
こ
そ
、
古
代
よ
り
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
普
遍
的
思
想
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。 

 

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
宇
野
氏
、
金
谷
氏
、
二
程
、
朱
子
の
中
庸
の
規
定
で
は
、
中
庸
と
は
、

「
偏
り
の
な
い
、
過
不
及
の
な
い
状
態
」
を
意
味
す
る
と
い
う
。
両
極
端
に
偏
り
の
な
い
状
態
を

「
中
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
中
庸
の
左
右
や
前
後
に
は
、
両
極
端
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 

ま
た
『
中
庸
』
の
規
定
で
は
、
喜
・
怒
・
哀
・
楽
と
い
う
両
極
端
が
な
い
状
態(

未
発)

を
中
と

言
い
、
両
極
端
が
表
面
に
現
れ
て
、
そ
の
両
端
が
偏
り
な
く
調
和
し
て
い
る
状
態(

已
発)

を
和
と

謂
う
。
だ
か
ら
極
端
の
な
い
中
の
状
態
が
先
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
し
て
極
端
感
情
が
生
ま
れ
て

き
て
調
和
し
て
い
る
の
が
和
な
の
で
あ
る
か
ら
、
中
＝
和
で
あ
り
、
金
谷
氏
は
、
和
と
は
羹
の
意

味
と
言
い
、「
汁
け
の
多
い
ご
っ
た
煮
で
す
」
（
二
０
）
と
言
う
。 

従
っ
て
中
和
の
中
庸
は
、
極
端
の
感
情
が
消
え
て
存
在
し
て
い
な
い
の
が
中
の
状
態
で
、
和
と

は
全
て
の
極
端
感
情
が
程
よ
く
調
和
し
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
中
庸
の
語
義
よ
り
考

え
る
と
、
極
端
感
情
の
な
い
普
通
の
状
態
＝
中
庸
が
先
に
存
在
し
て
、
こ
こ
か
ら
両
極
端
の
感
情

で
あ
る
「
対
の
感
情
」
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

対
の
思
想
と
中
庸
思
想 

 

中
庸
の
徳
目
は
、
林
氏
や
金
谷
氏
が
資
料
を
引
用
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
古
代
よ

り
現
代
ま
で
延
々
と
続
く
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
中
国
思
想
史
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
。 

ま
た
儒
教
思
想
で
は
、
「
対
の
思
想
」
を
重
要
な
思
考
方
法
と
し
て
い
て
、
両
面
思
考
―
「
対

の
思
考
」
の
で
き
な
い
、
一
面
的
な
極
端
思
想
を
激
し
く
批
判
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
今
ま
で

の
拙
稿
で
述
べ
て
き
た
が
（
二
一
）
、
こ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
、

本
稿
で
問
題
に
す
る
儒
教
思
想
の
中
心
思
想
で
あ
る
中
庸
思
想
で
も
同
様
な
の
で
あ
る
。 

孔
子
は
中
庸
の
徳
に
つ
い
て
、
「
子
の
曰
わ
く
、
中
庸
の
徳
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
。
民

鮮
な
き
こ
と
久
し
」
と
、
絶
賛
し
て
い
る
。
金
谷
氏
は
、｢

先
生
が
謂
わ
れ
た
「
中
庸
の
徳
と
し

て
の
価
値
は
、
い
か
に
も
最
高
だ
ね
。
だ
が
、
人
民
の
あ
い
だ
に
と
ぼ
し
く
な
っ
て
か
ら
久
し
い

こ
と
だ
。
」
（
二
二
）
と
、
現
代
語
訳
を
す
る
。
そ
し
て
金
谷
氏
は
中
庸
に
注
釈
を
付
け
、
「
中
庸

―
朱
子
は
過
不
及
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常
の
意｣

と
解
説
し
て
、「
極
端
に
走
ら
ぬ
ほ
ど
よ
い
中

ほ
ど
を
守
っ
て
い
く
処
世
の
徳
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
と
は
極
端
に
走
ら
ぬ
ほ
ど
良
い
中
を
守
る
処
世
の
徳
で
あ
る
と
言
う
。
中
庸

の
徳
は
、
金
谷
氏
の
指
摘
し
た
、「
現
実
の
尊
重
」
に
通
じ
る
中
国
思
想
の
伝
統
的
思
想
で
あ
り
、

現
世
を
生
き
る
最
も
重
要
な
道
徳
な
の
で
あ
る
。
以
下
に
中
庸
思
想
が
、
中
国
人
に
と
っ
て
如
何

に
大
切
な
伝
統
的
思
想
で
あ
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
資
料
を
挙
げ
て
例
証
し
て
み
た
い
。 

『
論
語
』
に
は
、
尭
―
舜
―
禹
へ
の
聖
王
相
伝
の
言
葉
と
し
て
、「
尭
が
い
っ
た
、「
あ
あ
、
な

ん
じ
舜
よ
。
天
の
め
ぐ
る
運
命
は
な
ん
じ
が
身
に
あ
り
、〔
な
ん
じ
帝
位
に
つ
く
べ
き
時
ぞ
。
〕
誠

に
ほ
ど
よ
き
中
を
守
れ
（
「
充
執
其
中
」
―
筆
者
注
）。
四
海
は
苦
し
め
り
。
天
の
恵
み
の
永
久
に

つ
づ
か
ん
こ
と
を
。
」
舜
も
ま
た
そ
の
こ
と
ば
を
〔
帝
位
を
譲
る
時
に
〕
禹
に
つ
げ
た
。
」（
二
三
）

と
あ
り
、
中
庸
の
徳
を
守
り
続
け
る
重
要
性
を
伝
え
て
い
る
。 

孔
子
は
舜
を
絶
賛
す
る
理
由
と
し
て
、『
中
庸
』
に
「
子
曰
わ
く
、「
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
。・
・
・

悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
っ
て
、
そ
の
中
を
民
に
用
う
。
そ
れ
斯
を
以
っ
て
舜
と

為
す
か
」
と
。
」（
二
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
孔
子
は
、
舜
の
舜
た
る
所
以
は
、
両
端
の
中
を
執

り
、
中
庸
を
政
治
原
則
に
し
た
事
に
あ
る
と
言
う
。 

尭
ー
舜
ー
禹
の
古
代
の
聖
王
に
と
り
、
如
何
に
中
庸
が
最
も
重
要
な
政
治
徳
目
で
あ
っ
た
の
か

が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
武
内
氏
も
「
尭
・
舜
の
道
は
結
局
は
「
中
」
の
一
字
に
帰
す
る
も
の

の
ご
と
く
で
あ
る
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
孔
子
は
中
庸
に
言
及
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。 

「
故
に
君
子
は
和
し
て
流
れ
ず
、
強
な
る
か
な
矯
た
り
、
中
立
し
て
倚
ら
ず
、
強
な
る
か
な
矯

た
り
」（
二
四
）
と
、
中
和
の
中
庸
の
意
義
―
調
和
の
精
神
を
、「
剛
強
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
古

代
の
中
国
人
に
と
り
、
周
囲
と
調
和
す
る
こ
と
が
強
さ
な
の
で
あ
る
。
調
和
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

程
ま
で
に
大
切
で
あ
り
、
ま
た
難
し
い
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
代
の
日
本
人
に
は
と
て
も
理

解
で
き
な
い
発
想
で
あ
ろ
う
。 

『
詩
経
』
に
は
、
両
極
端
を
否
定
す
る
中
和
の
中
庸
に
つ
い
て
、
「
剛
な
ら
ず
柔
な
ら
ず
、
政

を
敷
い
て
優
優
た
れ
ば
，
百
禄
是
に
遒(

あ
つ)

ま
る
」（
二
七
）
と
、
剛
と
柔
の
左
右
の
両
端
を
否

定
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
中
庸
を
実
践
す
れ
ば
、
多
く
の
幸
福
が
集
ま
る
と
い
う
。
中
庸
政
治
は
幸

福
を
実
現
す
る
と
い
う
。
調
和
の
政
治
が
多
く
の
幸
福
の
実
現
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。 
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孟
子
は
、
儒
教
の
始
祖
・
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、｢

孟
子
は
言
わ
れ
た
。「
孔
子
は
極
端
な
こ

と
を
決
し
て
な
さ
ら
ぬ
お
方
で
あ
っ
た
」
（
二
八
）
と
、
決
し
て
極
端
な
こ
と
を
し
な
い
中
庸
の

人
物
で
あ
っ
た
、
と
評
言
し
て
い
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
殷
の
湯
王
の
政
治
を
、
「
孟
子
が
言
わ
れ
た
・
・
殷
の
湯
は
中
庸
の
道
を
固
く

守
り
、
賢
者
を
採
用
す
る
に
は
貴
賎
、
親
疎
を
問
わ
ず
、
決
ま
っ
た
順
序
な
ど
な
か
っ
た
」
（
二

九
）
と
、
貴
賎
と
親
疎
の
両
極
端
の
中
間
を
執
り
、
臨
機
応
変
に
中
庸
を
実
践
し
た
、
と
言
う
。 

こ
れ
ら
の
資
料
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
善
と
悪
を
同
時
に
見
る
両
面
思
考
ー
「
対
の
思
想
」

は
、
善
と
悪
の
両
端
を
し
っ
か
り
握
り
、
そ
の
真
ん
中
を
実
現
す
る
中
庸
思
想
と
、
剛
と
柔
の
両

端
を
否
定
し
て
、
そ
の
真
ん
中
を
実
現
す
る
中
庸
思
想
と
い
う
、
二
つ
の
両
者
を
実
現
す
る
た
め

の
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
次
に
問
題
な
の
は
、
何
故
に
決
し
て
一
方
に
偏
ら
な
い
中
庸
思
想
―
常
識
や
調
和
の

尊
重
と
バ
ラ
ン
ス
の
尊
重
の
精
神
ー
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
中
国
人
に
重
要
な
思
想
な
の
で
あ
る

の
か
。
孟
子
の
発
言
を
引
用
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

「
そ
れ
故
、
〔
大
麦
だ
け
で
は
な
い
〕
す
べ
て
同
類
の
も
の
は
、
み
な
大
体
は
似
か
よ
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
た
だ
ひ
と
り
人
間
だ
け
が
例
外
だ
と
疑
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

聖
人
と
て
み
な
我
々
と
同
類
な
の
だ 

。
・
・
・
だ
か
ら
私
は
い
う
の
だ
。
『
か
よ
う
に
口
で
味
わ

う
場
合
、
誰
も
が
こ
れ
は
旨
い
と
思
う
も
の
が
あ
り
、
耳
で
音
楽
を
聞
く
場
合
、
誰
も
が
素
晴
ら

し
い
と
聞
き
ほ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
目
で
美
人
を
見
る
場
合
、
誰
の
目
に
も
美
し
い
な
あ
と
等
し

く
見
と
れ
る
も
の
が
あ
る
の
に
、
た
だ
一
つ
人
の
心
だ
け
が
み
な
が
み
な
一
致
し
て
認
め
る
も
の

が
な
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
必
ず
あ
る
は
ず
だ
。
で
は
、
そ
の
万
人
が
一
致
し
て
認
め
る
も
の
、

と
は
何
か
、
と
い
う
と
、
そ
れ
は
〔
我
々
の
心
に
固
有
す
る
〕
道
理
で
あ
り
、
徳
義
で
あ
る
』・
・
・
」

（
三
０
）
と
、
孟
子
は
、
聖
人
を
含
め
た
人
間
は
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
人
間
性
―
道
徳
性
を
持
っ

て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
、
と
言
う
。 

つ
ま
り
孟
子
が
中
庸
の
徳
目
を
重
要
視
す
る
理
由
は
、
人
間
は
聖
人
も
含
め
て
、
全
て
平
等
な

本
性
―
素
質
や
能
力
を
持
ち
生
ま
れ
て
い
る
。
本
性
に
差
異
が
発
生
す
る
の
は
、
後
天
的
な
環
境

や
努
力
の
差
で
し
か
な
い
。
中
庸
―
常
識
や
調
和
の
尊
重
の
精
神
に
は
、
人
間
の
感
覚
や
本
性
は
、

聖
人
も
普
通
人
も
み
な
同
様
だ
、
と
い
う
共
通
観
念
が
背
後
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
の
常
識
―
調
和
と
言
う
共
通
観
念
に
背
く
常
識
外
の
行
動
、
つ
ま
り
一
方
に
偏
っ
た

極
端
行
動
は
常
識
尊
重
の
思
想
か
ら
の
特
殊
事
例
と
し
て
、
派
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

『
中
庸
』
に
は
、
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
。「
わ
か
り
に
く
い
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
む
り
に
さ
ぐ
り
出
し
た
り
、

風
変
わ
り
な
奇
怪
な
こ
と
を
行
っ
た
り
す
る
と
、
〔
人
の
注
意
を
集
め
て
〕
後
の
世
に
そ
れ
を
誉

め
て
受
け
継
ぐ
も
の
も
出
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
わ
た
し
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
い
。
君
子
は
道

を
基
準
と
し
て
行
動
す
る
も
の
だ
。
た
と
え
〔
力
及
ば
ず
〕
途
中
で
挫
折
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し

て
も
、
わ
た
し
は
〔
道
を
守
る
の
を
〕
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
君
子
は
中
庸
に
依
り
そ
っ
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
・
・
・
」
（
三
一
）
と
、
孔
子
は
言
う
の
で
あ
る
。 

中
庸
を
守
る
人
は
、
実
戦
の
過
程
に
お
い
て
途
中
挫
折
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
極
端
な
行
動

を
し
て
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
常
識
外
れ
の
奇
行
人
の
行
動
は
し
な
い
と
い
う
。

常
識
―
中
庸
思
想
が
前
提
に
な
り
、
常
識
外
の
極
端
行
動
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
孔

子
の
心
理
で
は
、
中
庸
の
行
動
が
中
心
に
あ
り
、
そ
の
前
提
の
外
部
に
極
端
行
動
が
存
在
し
た
。

中
庸
思
想
が
行
動
原
理
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
孔
子
は
、
以
下
の
様
に
交
際
す
る
相
手
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、
「
中
庸
の
人
を
見
つ
け
て
交
わ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
は
狂
者
か
狷

者
だ
ね
。
狂
の
ひ
と
は
〔
大
志
を
抱
い
て
〕
進
ん
で
求
め
る
し
、
狷
の
人
は
〔
節
議
を
守
っ
て
〕

し
な
い
こ
と
を
残
し
て
い
る
も
の
だ
。
」(

三
二)

と
、
述
べ
て
い
る
、
孔
子
は
、
狂
者
―
積
極
的
人

物
と
、
狷
者
―
消
極
的
人
物
の
両
極
端
の
人
物
が
存
在
し
て
い
て
、
ど
ち
ら
に
も
長
所
が
あ
る
と

い
う
。
ま
た
孟
子
も
、
孔
子
の
発
言
を
引
用
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。 

「
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
孔
子
は
『
中
庸
の
人
物
を
見
つ
け
て
交
際
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、

せ
め
て
は
ぜ
ひ
と
も
狂
物
か
獧
者
の
中
か
ら
選
ぼ
う
。
狂
者
は
積
極
的
で
進
ん
で
善
を
求
め
る

〔
気
魄
が
あ
る
し
〕
、
獧
者
は
消
極
的
だ
が
、
断
じ
て
不
正
不
義
を
し
な
い
〔
節
操
が
あ
る
〕
か

ら
だ
。
』
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
孔
子
と
て
な
ん
で
最
初
か
ら
中
庸
の
人
を
見
つ
け
た
い
と
望
ま

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
理
想
の
人
を
望
ん
で
も
き
っ
と
得
ら
れ
る
と
は
限

ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
で
や
む
な
く
そ
の
次
の
人
を
望
ま
れ
た
ま
で
だ
。
」(

三
三)

と
、
言
う
。 

孟
子
も
孔
子
と
同
じ
く
、
狂
者
と
獧
者
の
両
方
の
両
極
端
人
物
の
長
所
を
指
摘
し
て
、
肯
定
的

な
評
価
を
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
人
間
性
に
お
け
る
長
所
で
あ
る
両
極
端
の
バ
ラ
ン
ス
感

覚
の
執
れ
る
中
庸
の
人
の
存
在
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
の
発
言
な
の
で
あ
る
。 

る
。
調
和
を
尊
重
す
る
中
庸
こ
そ
、
古
代
よ
り
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
普
遍
的
思
想
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。 

 
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
宇
野
氏
、
金
谷
氏
、
二
程
、
朱
子
の
中
庸
の
規
定
で
は
、
中
庸
と
は
、

「
偏
り
の
な
い
、
過
不
及
の
な
い
状
態
」
を
意
味
す
る
と
い
う
。
両
極
端
に
偏
り
の
な
い
状
態
を

「
中
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
中
庸
の
左
右
や
前
後
に
は
、
両
極
端
思
考
―
「
対
の
思
想
」
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 

ま
た
『
中
庸
』
の
規
定
で
は
、
喜
・
怒
・
哀
・
楽
と
い
う
両
極
端
が
な
い
状
態(

未
発)

を
中
と

言
い
、
両
極
端
が
表
面
に
現
れ
て
、
そ
の
両
端
が
偏
り
な
く
調
和
し
て
い
る
状
態(

已
発)

を
和
と

謂
う
。
だ
か
ら
極
端
の
な
い
中
の
状
態
が
先
に
存
在
し
て
い
て
、
そ
し
て
極
端
感
情
が
生
ま
れ
て

き
て
調
和
し
て
い
る
の
が
和
な
の
で
あ
る
か
ら
、
中
＝
和
で
あ
り
、
金
谷
氏
は
、
和
と
は
羹
の
意

味
と
言
い
、「
汁
け
の
多
い
ご
っ
た
煮
で
す
」
（
二
０
）
と
言
う
。 

従
っ
て
中
和
の
中
庸
は
、
極
端
の
感
情
が
消
え
て
存
在
し
て
い
な
い
の
が
中
の
状
態
で
、
和
と

は
全
て
の
極
端
感
情
が
程
よ
く
調
和
し
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
中
庸
の
語
義
よ
り
考

え
る
と
、
極
端
感
情
の
な
い
普
通
の
状
態
＝
中
庸
が
先
に
存
在
し
て
、
こ
こ
か
ら
両
極
端
の
感
情

で
あ
る
「
対
の
感
情
」
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

対
の
思
想
と
中
庸
思
想 

 

中
庸
の
徳
目
は
、
林
氏
や
金
谷
氏
が
資
料
を
引
用
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
古
代
よ

り
現
代
ま
で
延
々
と
続
く
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
中
国
思
想
史
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
。 

ま
た
儒
教
思
想
で
は
、
「
対
の
思
想
」
を
重
要
な
思
考
方
法
と
し
て
い
て
、
両
面
思
考
―
「
対

の
思
考
」
の
で
き
な
い
、
一
面
的
な
極
端
思
想
を
激
し
く
批
判
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
今
ま
で

の
拙
稿
で
述
べ
て
き
た
が
（
二
一
）
、
こ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
考
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
、

本
稿
で
問
題
に
す
る
儒
教
思
想
の
中
心
思
想
で
あ
る
中
庸
思
想
で
も
同
様
な
の
で
あ
る
。 

孔
子
は
中
庸
の
徳
に
つ
い
て
、
「
子
の
曰
わ
く
、
中
庸
の
徳
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
。
民

鮮
な
き
こ
と
久
し
」
と
、
絶
賛
し
て
い
る
。
金
谷
氏
は
、｢

先
生
が
謂
わ
れ
た
「
中
庸
の
徳
と
し

て
の
価
値
は
、
い
か
に
も
最
高
だ
ね
。
だ
が
、
人
民
の
あ
い
だ
に
と
ぼ
し
く
な
っ
て
か
ら
久
し
い

こ
と
だ
。
」
（
二
二
）
と
、
現
代
語
訳
を
す
る
。
そ
し
て
金
谷
氏
は
中
庸
に
注
釈
を
付
け
、
「
中
庸

―
朱
子
は
過
不
及
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常
の
意｣

と
解
説
し
て
、「
極
端
に
走
ら
ぬ
ほ
ど
よ
い
中

ほ
ど
を
守
っ
て
い
く
処
世
の
徳
」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
と
は
極
端
に
走
ら
ぬ
ほ
ど
良
い
中
を
守
る
処
世
の
徳
で
あ
る
と
言
う
。
中
庸

の
徳
は
、
金
谷
氏
の
指
摘
し
た
、「
現
実
の
尊
重
」
に
通
じ
る
中
国
思
想
の
伝
統
的
思
想
で
あ
り
、

現
世
を
生
き
る
最
も
重
要
な
道
徳
な
の
で
あ
る
。
以
下
に
中
庸
思
想
が
、
中
国
人
に
と
っ
て
如
何

に
大
切
な
伝
統
的
思
想
で
あ
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
資
料
を
挙
げ
て
例
証
し
て
み
た
い
。 

『
論
語
』
に
は
、
尭
―
舜
―
禹
へ
の
聖
王
相
伝
の
言
葉
と
し
て
、「
尭
が
い
っ
た
、「
あ
あ
、
な

ん
じ
舜
よ
。
天
の
め
ぐ
る
運
命
は
な
ん
じ
が
身
に
あ
り
、〔
な
ん
じ
帝
位
に
つ
く
べ
き
時
ぞ
。
〕
誠

に
ほ
ど
よ
き
中
を
守
れ
（
「
充
執
其
中
」
―
筆
者
注
）。
四
海
は
苦
し
め
り
。
天
の
恵
み
の
永
久
に

つ
づ
か
ん
こ
と
を
。
」
舜
も
ま
た
そ
の
こ
と
ば
を
〔
帝
位
を
譲
る
時
に
〕
禹
に
つ
げ
た
。
」（
二
三
）

と
あ
り
、
中
庸
の
徳
を
守
り
続
け
る
重
要
性
を
伝
え
て
い
る
。 

孔
子
は
舜
を
絶
賛
す
る
理
由
と
し
て
、『
中
庸
』
に
「
子
曰
わ
く
、「
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
。・
・
・

悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
っ
て
、
そ
の
中
を
民
に
用
う
。
そ
れ
斯
を
以
っ
て
舜
と

為
す
か
」
と
。
」（
二
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
孔
子
は
、
舜
の
舜
た
る
所
以
は
、
両
端
の
中
を
執

り
、
中
庸
を
政
治
原
則
に
し
た
事
に
あ
る
と
言
う
。 

尭
ー
舜
ー
禹
の
古
代
の
聖
王
に
と
り
、
如
何
に
中
庸
が
最
も
重
要
な
政
治
徳
目
で
あ
っ
た
の
か

が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
武
内
氏
も
「
尭
・
舜
の
道
は
結
局
は
「
中
」
の
一
字
に
帰
す
る
も
の

の
ご
と
く
で
あ
る
」
（
二
五
）
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
孔
子
は
中
庸
に
言
及
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。 

「
故
に
君
子
は
和
し
て
流
れ
ず
、
強
な
る
か
な
矯
た
り
、
中
立
し
て
倚
ら
ず
、
強
な
る
か
な
矯

た
り
」（
二
四
）
と
、
中
和
の
中
庸
の
意
義
―
調
和
の
精
神
を
、「
剛
強
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
古

代
の
中
国
人
に
と
り
、
周
囲
と
調
和
す
る
こ
と
が
強
さ
な
の
で
あ
る
。
調
和
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

程
ま
で
に
大
切
で
あ
り
、
ま
た
難
し
い
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
代
の
日
本
人
に
は
と
て
も
理

解
で
き
な
い
発
想
で
あ
ろ
う
。 

『
詩
経
』
に
は
、
両
極
端
を
否
定
す
る
中
和
の
中
庸
に
つ
い
て
、
「
剛
な
ら
ず
柔
な
ら
ず
、
政

を
敷
い
て
優
優
た
れ
ば
，
百
禄
是
に
遒(

あ
つ)

ま
る
」（
二
七
）
と
、
剛
と
柔
の
左
右
の
両
端
を
否

定
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
中
庸
を
実
践
す
れ
ば
、
多
く
の
幸
福
が
集
ま
る
と
い
う
。
中
庸
政
治
は
幸

福
を
実
現
す
る
と
い
う
。
調
和
の
政
治
が
多
く
の
幸
福
の
実
現
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。 

対の思想と中庸思想　－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（四）－ 147（4）



 

二 

対
の
思
想
と
中
庸
の
意
味
規
定 

  

最
初
の
作
業
と
し
て
、
従
来
の
中
庸
思
想
研
究
者
の
「
中
庸
」
の
語
句
の
説
明
を
紹
介
し
て
、

中
庸
の
語
句
の
意
味
に
つ
い
て
の
規
定
を
行
い
た
い
。 

 

宇
野
氏
は
、『
宋
朱
熹
章
句
』
の
『
中
庸
』
に
二
程
の
中
庸
の
規
定
を
紹
介
し
て
、「
子
程
子
曰

く
、
偏
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、
易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下
の
正
道
に
し
て
、

庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」（
一
四
）
と
言
い
、「
朱
子
は
不
偏
を
「
偏
ら
ず
倚
ら
ず
、
過
不
及
無
き

名
」
と
注
釈
し
て
、「
庸
」
を
「
平
常
な
り
」
と
解
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
（
一
四
）。 

つ
ま
り
中
庸
と
は
、
宇
野
氏
・
二
程
・
朱
子
に
よ
れ
ば
、「
ど
ち
ら
に
も
偏
り
の
な
い
状
態
で
、

そ
れ
が
永
久
に
変
わ
ら
な
い
平
常
の
状
態
」
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
中
庸
と
は
、
ど
ち

ら
に
も
偏
ら
な
い
普
遍
的
現
象
―
平
常
の
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
林
語
堂
氏
の
言
う
よ
う
に
常
識

の
意
味
と
同
じ
意
味
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
常
識
＝
コ
モ
ン
セ
ン
ス
と
は
、
小
学
館
の
「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
あ

る
社
会
の
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
一
般
の
人
々
が
と
く
に
反
省
す
る
こ
と
な
く
当
然
の
こ
と
と
し

て
共
通
に
認
め
て
い
る
意
見
や
判
断
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
社
会
の
歴
史
の
な
か
か
ら
自
然
に
形

成
さ
れ
る
物
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
常
識
と
は
人
間
の
共
通
感
覚
や
共
通
認
識
の
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
人
間
の
共
通
感
覚
の
外
部
に
、
両
極
端
ー
「
対
の
思
想
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
中
庸
は
、
天
下
の
正
道
で
あ
り
定
理
な
の
で
あ
り
、
人
間
の
大
道
で
あ
る
以
上
、
両
極

端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
中
庸
思
想
よ
り
発
生
し
て
く
る
派
生
現
象
な
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
の
訳
注
に
よ
る
『
中
庸
』
の
「
中
庸
」
を
説
明
し
た
原
文
に
は
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ

発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
う
。
発
し
て
皆
な
節
に
中
る
。
こ
れ
を
和
と
謂
う
。・
・
・
」（
一
五
）

と
あ
る
。
金
谷
氏
は
こ
の
本
文
を
注
訳
し
て
、 

「
喜
・
怒
・
哀
・
楽
な
ど
の
感
情
が
動
き
出
す
前
の
平
静
な
状
態
、
そ
れ
を
中
と
い
う
。
〔
そ
れ

は
偏
り
も
過
・
不
及
も
な
く
中
正
だ
か
ら
で
あ
る
。
〕
感
情
は
動
き
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
み
な

然
る
べ
き
節
度
ぴ
っ
た
り
と
か
な
っ
て
い
る
状
態
、
そ
れ
を
和
と
い
う
。〔
感
情
の
乱
れ
が
な
く
、

正
常
な
中
和
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〕・
・
・
」
（
一
六
）
と
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
金
谷
氏
は
、
「
中
庸
」
に
注
釈
し
て
、
「
二 

中
庸
―
鄭
玄(

古
注)

は
、
「
庸
」
を
作
用

と
解
し
、
「
中
和
の
働
き
」
を
い
う
と
し
た
が
、
朱
子(

新
注)

は
「
中
と
は
不
偏
不
倚
で
過
・
不

及
の
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常(

新
注)

の
意｣

と
解
し
た
。
朱
子
の
解
釈
で
よ
い
が
、「
中
」
と
「
庸
」

と
の
二
字
は
畳
韻
で
あ
る
か
ら
二
字
の
意
味
を
切
り
は
な
し
て
考
え
る
の
は
よ
く
な
い
。｢

中｣

の

一
字
に
意
味
が
あ
る
。
偏
り
の
な
い
平
常
で
程
よ
い
中
正
の
徳
を
い
う
。
」
（
一
七
）
と
す
る
。 

金
谷
氏
は
中
庸
を
規
定
し
て
、「
偏
り
の
な
い
平
常
で
ほ
ど
よ
い
中
正
の
徳
」
と
い
う
。『
中
庸
』

に
よ
れ
ば
、
喜
怒
哀
楽
の
極
端
な
感
情
が
な
い
状
態
を
、
中
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
両
極
端
の

喜
怒
や
哀
楽
の
感
情
よ
り
、
先
に
「
中
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

喜
怒
や
哀
楽
は
、
人
間
の
日
常
生
活
に
常
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
普
段
の
日
常
生
活
に

は
、
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
な
い
平
凡
な
生
活
が
存
在
し
て
、
こ
の
何
の
特
別
な
感
情
の
な
い
日
常

生
活
に
時
と
し
て
現
れ
る
異
常
な
極
端
現
象
が
、
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
極
端
感
情
な
の
で
あ
る
。 

「
庸
」
と
は
、
凡
庸
の
熟
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
平
常
の
状
態
と
い
う
と
意
味

で
も
あ
る
か
ら
、
極
端
状
態
と
は
日
常
に
な
い
異
常
な
状
態
と
理
解
で
き
る
。
従
っ
て
両
極
端
状

態
よ
り
も
先
に
、
中
庸
の
精
神
が
存
在
し
た
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

金
谷
氏
が
礼
制
を
説
明
す
る
の
に
挙
げ
た
実
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
金
谷
氏
は
、「
・
・
・「
礼

と
は
中
を
制(

さ
だ)

め
る
所
以
な
り
」(

『
礼
記
』
仲
尼
蒔
燕
居
篇)

と
あ
り
、
礼
と
は
中
を
形
に
あ

ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、・
・
・
そ
し
て
礼
は
「
過
ぐ
る
者
は
俯(

伏)

し
て
こ
れ
に
就
き
、
至
ら
ざ

る
者
は
跂(

つ
ま
だ)

ち
て
こ
れ
に
及
ぶ
」
べ
き
も
の
な
の
で
す(

『
礼
記
』
檀
弓
篇)

」（
一
八
）
と
、

述
べ
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
中
庸
を
制
度
化
し
た
も
の
が
礼
で
あ
り
、
礼
は
、
過
と
不
及
と
い
う
両
極
端
を
真
ん
中

に
引
き
込
も
う
と
す
る
制
度
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
常
識
や
平
常
の
状
態
ー
中
の
状
態
が
先
に
あ
り
、

こ
れ
に
外
れ
た
両
極
端
行
動
を
抑
制
す
る
未
然
の
防
止
策
と
し
て
、
中
庸
＝
礼
制
が
先
行
し
て
制

定
さ
れ
て
い
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

『
論
語
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
礼
の
働
き
を
説
明
し
て
い
る
。 

 

「
有
子
が
い
わ
れ
た
、
「
礼
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
調
和
が
尊
い
の
で
あ
る
。
む
か
し
の
聖
王

の
道
も
そ
れ
で
こ
そ
立
派
で
あ
っ
た
。〔
し
か
し
〕
小
事
も
大
事
も
そ
れ(

調
和)

に
依
り
な
が
ら
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
調
和
を
知
っ
て
調
和
し
て
も
、
礼
で
そ
こ
に
折
り
め
を
つ
け
る
の

で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
。
」
（
一
九
）
と
あ
る
。 

 

古
代
よ
り
礼
の
作
用
と
し
て
調
和
の
精
神
が
、
最
も
貴
重
な
精
神
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

関
連
し
て
い
る
」（
九
）
と
し
て
、
中
庸
思
想
は
、「
現
実
の
尊
重
」
、「
対
待
の
思
想
」
と
密
接
に

関
係
あ
り
、「
調
和
の
尊
重
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
最
後
に
、「
現
代
に
も
有
効
性
を
持
つ
中

国
思
想
の
精
髄
」
（
一
〇
）
と
、
結
論
し
て
い
る
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
は
、
中
国
思
想
の
基
本
的
な
特
色
で
あ
る
「
現
実
の
尊
重
」
、「
対
の
思

想
」
と
関
係
し
た
「
調
和
の
尊
重
」
で
あ
り
、
古
来
よ
り
の
伝
統
的
な
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。 

 

筆
者
も
、
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
と
の
密
接
な
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
ほ
ど
ほ
ど
の
大
切

さ
ー
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
』
と
題
し
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
と
政
治
思
想
的

意
義
の
概
要
に
つ
い
て
、
小
論
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
（
一
一
）。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
林
氏
は
、
中
国
人
の
基
本
思
想
と
し
て
、
常
識
の
尊
重
を
挙
げ
、
常

識
の
崇
拝
か
ら
極
端
思
想
の
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
て
、
中
庸
の
道
の
誕
生
に
繋
が
っ
た
と
い
う
。 

「
対
の
思
想
」
が
先
に
生
ま
れ
た
の
か
、
中
庸
思
想
が
先
に
生
ま
れ
た
の
か
、
歴
史
学
的
に
証

明
す
る
こ
と
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
両
極
端
が
存
在
し
て
真
ん
中
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
逆

に
真
ん
中
が
存
在
し
て
両
端
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、

「
鶏
が
先
か
、
卵
が
先
か
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
返
答
す
る
の
に
困
惑
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。 

し
か
し
恐
ら
く
林
氏
や
金
谷
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
人
に
は
常
識
の
尊
重
や
調
和
の
精

神
＝
中
庸
思
想
が
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
中
庸
の
精
神
が
古
来
よ
り
の
最
も
重
要
な
徳
目
で

あ
る
以
上
、
常
識
外
の
行
動
＝
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史

的
背
景
に
は
、
常
識
＝
中
庸
の
精
神
が
大
き
な
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
た
、
と
推
測
で
き
る
。

鶏
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
卵
が
存
在
し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。 

赤
塚
氏
は
、「
中
行
の
中
と
は
、
狂
・
狷
の
両
端
に
対
す
れ
ば
、
そ
の
中
間
で
あ
る
が
、
そ
れ

自
体
は
、
そ
の
両
端
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
最
も
中
正
で
あ
り
、
か
え
っ
て

狂
・
狷
が
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
基
準
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
だ
れ

に
も
普
遍
的
に
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
中
の
一
字
は
、
中
枢
・
中
正
・
適
中
の
三
字
を
か
ね
備
え

て
い
る
の
で
あ
る
。『
中
庸
』
の
中
も
、「
発
し
て
皆
節
に
中
る
」（
第
一
章
）
と
い
い
、「
中
な
る

も
の
は
天
下
の
大
本
な
り
」（
第
一
章
）
と
い
う
の
は
、
こ
の
意
義
で
あ
り
、・
・
・
」
こ
と
に
「
君

子
の
道
は
端
を
夫
婦
に
造
し
、
そ
の
至
れ
る
に
及
び
て
や
、
天
地
に
察
か
な
り
」
（
第
十
二
章
）

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
道
が
普
遍
的
に
妥
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
力
説
し
て
止
ま
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
」（
一
二
）
と
述
べ
て
、
中
庸
の
中
が
大
本
で
あ
り
、
そ
の
中
に
両
極
端
の
狂
と
狷

と
が
規
定
さ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

杜
勤
氏
も
、
「
は
じ
め
に
」
に
諸
学
説
を
要
約
し
て
、
「
中
国
の
伝
統
文
化
を
特
徴
付
け
た
り
、

重
要
な
哲
学
的
概
念
を
担
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
な
か
で
も
一
番
注

目
さ
れ
る
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
「
中
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
中
」

は
中
国
四
千
年
歴
史
の
集
大
成
で
、
中
国
文
化
の
極
致
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。 

ま
ず
、
中
国
の
国
名
は
つ
ま
り
「
中
」
で
す
。
こ
れ
は
中
華
思
想
を
浸
透
さ
せ
た
国
名

で
し
た
。
中
国
と
は
元
来
、
国
の
政
治
的
中
心
、
即
ち
王
城
、
周
囲
を
統
率
す
る
王
権
の
所
在
地

を
指
す
概
念
で
あ
り
ま
し
た
。
上
古
の
時
代
、
華
夏
族
は
黄
河
流
域
の
中
流
に
国
を
作
り
、
自
ら

が
天
下
の
中
央
に
居
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
中
国
と
自
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、
他
の
地
域
を
四
方
と
、
他
の
部
族
を
「
四
夷
」（
東
夷
・
西
戎
・
南
蛮
・
北
狄
）

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」（
一
三
）
と
、
真
ん
中
で
あ
る
「
中
」
の
概
念
が
先
に
あ
り
、
こ

こ
か
ら
四
端
の
概
念
が
生
ま
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
中
庸
思
想
の
起
源
論
に
つ
い
て
杜
勤
氏
は
、
「
旗
の
始
ま
り
は
ト
ー
テ
ム
崇
拝
に
よ
る

も
の
で
、
ト
ー
テ
ム
の
標
識
た
る
旗
が
文
字
的
な
意
匠
を
施
さ
れ
て
、「
中
」
に
変
形
さ
れ
ま
し

た
が
、
さ
て
、「
中
」
を
構
成
す
る
各
文
字
素
が
具
象
的
に
そ
れ
ぞ
れ
何
を
象
り
、
そ
し
て
「
中
」

は
い
か
な
る
理
由
に
基 

づ
き
、「
中
間
」
、「
中
央
」
「
中
正
」
と
い
っ
た
派
生
的
の
概
念
が
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
・
・
・
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
目
印
説
、
日
影
説
と
標
的
・
容
器
説
の

三
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
・
・
・
」
と
、
中
国
人
の
原
始
社
会
に
お
け
る
ト
ー
テ
ム
信
仰
か
ら
旗

の
文
字
化
か
ら
中
が
生
ま
れ
て
き
た
と
の
三
学
説
を
紹
介
し
て
、
三
学
説
を
統
合
す
る
「
中
」
の

意
味
と
し
て
、
「
神
話
世
界
で
は
、 

聖
俗
・
天
上
界
地
上
界
を
連
結
す
る
宇
宙
軸
」
あ
り
、
「
論

理
的
思
惟
の
な
か
で
は
、「
中
」
は
相
対
立
す
る
両
極
の
統
合
を
支
え
る
抽
象
的
方
法
論
原
理
と

な
っ
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
三
）
。
従
っ
て
同
氏
の
説
明
に
依
れ
ば
、
古
代
中
国
に

お
い
て
は
中
の
思
想
の
方
が
、
物
事
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
よ
り
早
く
生
ま
れ
て
き
た
と

思
わ
れ
る
。 

 

以
上
述
べ
て
き
た
事
例
で
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、「
対
の
思
想
」
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的

背
景
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
事
実
を
具
体
的
資
料
に
基
づ
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

148 鈴鹿工業高等専門学校紀要　第45巻（2012）（3）



 

二 

対
の
思
想
と
中
庸
の
意
味
規
定 

  

最
初
の
作
業
と
し
て
、
従
来
の
中
庸
思
想
研
究
者
の
「
中
庸
」
の
語
句
の
説
明
を
紹
介
し
て
、

中
庸
の
語
句
の
意
味
に
つ
い
て
の
規
定
を
行
い
た
い
。 

 

宇
野
氏
は
、『
宋
朱
熹
章
句
』
の
『
中
庸
』
に
二
程
の
中
庸
の
規
定
を
紹
介
し
て
、「
子
程
子
曰

く
、
偏
ら
ざ
る
を
こ
れ
中
と
謂
い
、
易
わ
ら
ざ
る
を
こ
れ
庸
と
謂
う
。
中
は
天
下
の
正
道
に
し
て
、

庸
は
天
下
の
定
理
な
り
」（
一
四
）
と
言
い
、「
朱
子
は
不
偏
を
「
偏
ら
ず
倚
ら
ず
、
過
不
及
無
き

名
」
と
注
釈
し
て
、「
庸
」
を
「
平
常
な
り
」
と
解
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
（
一
四
）。 

つ
ま
り
中
庸
と
は
、
宇
野
氏
・
二
程
・
朱
子
に
よ
れ
ば
、「
ど
ち
ら
に
も
偏
り
の
な
い
状
態
で
、

そ
れ
が
永
久
に
変
わ
ら
な
い
平
常
の
状
態
」
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
中
庸
と
は
、
ど
ち

ら
に
も
偏
ら
な
い
普
遍
的
現
象
―
平
常
の
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
林
語
堂
氏
の
言
う
よ
う
に
常
識

の
意
味
と
同
じ
意
味
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
常
識
＝
コ
モ
ン
セ
ン
ス
と
は
、
小
学
館
の
「
日
本
大
百
科
全
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
あ

る
社
会
の
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
一
般
の
人
々
が
と
く
に
反
省
す
る
こ
と
な
く
当
然
の
こ
と
と
し

て
共
通
に
認
め
て
い
る
意
見
や
判
断
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
社
会
の
歴
史
の
な
か
か
ら
自
然
に
形

成
さ
れ
る
物
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
常
識
と
は
人
間
の
共
通
感
覚
や
共
通
認
識
の
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
人
間
の
共
通
感
覚
の
外
部
に
、
両
極
端
ー
「
対
の
思
想
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
中
庸
は
、
天
下
の
正
道
で
あ
り
定
理
な
の
で
あ
り
、
人
間
の
大
道
で
あ
る
以
上
、
両
極

端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
は
、
中
庸
思
想
よ
り
発
生
し
て
く
る
派
生
現
象
な
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
の
訳
注
に
よ
る
『
中
庸
』
の
「
中
庸
」
を
説
明
し
た
原
文
に
は
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ

発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
う
。
発
し
て
皆
な
節
に
中
る
。
こ
れ
を
和
と
謂
う
。・
・
・
」（
一
五
）

と
あ
る
。
金
谷
氏
は
こ
の
本
文
を
注
訳
し
て
、 

「
喜
・
怒
・
哀
・
楽
な
ど
の
感
情
が
動
き
出
す
前
の
平
静
な
状
態
、
そ
れ
を
中
と
い
う
。
〔
そ
れ

は
偏
り
も
過
・
不
及
も
な
く
中
正
だ
か
ら
で
あ
る
。
〕
感
情
は
動
き
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
み
な

然
る
べ
き
節
度
ぴ
っ
た
り
と
か
な
っ
て
い
る
状
態
、
そ
れ
を
和
と
い
う
。〔
感
情
の
乱
れ
が
な
く
、

正
常
な
中
和
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
〕・
・
・
」
（
一
六
）
と
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
金
谷
氏
は
、
「
中
庸
」
に
注
釈
し
て
、
「
二 

中
庸
―
鄭
玄(

古
注)

は
、
「
庸
」
を
作
用

と
解
し
、
「
中
和
の
働
き
」
を
い
う
と
し
た
が
、
朱
子(

新
注)
は
「
中
と
は
不
偏
不
倚
で
過
・
不

及
の
な
い
こ
と
、
庸
と
は
平
常(

新
注)

の
意｣

と
解
し
た
。
朱
子
の
解
釈
で
よ
い
が
、「
中
」
と
「
庸
」

と
の
二
字
は
畳
韻
で
あ
る
か
ら
二
字
の
意
味
を
切
り
は
な
し
て
考
え
る
の
は
よ
く
な
い
。｢

中｣

の

一
字
に
意
味
が
あ
る
。
偏
り
の
な
い
平
常
で
程
よ
い
中
正
の
徳
を
い
う
。
」
（
一
七
）
と
す
る
。 

金
谷
氏
は
中
庸
を
規
定
し
て
、「
偏
り
の
な
い
平
常
で
ほ
ど
よ
い
中
正
の
徳
」
と
い
う
。『
中
庸
』

に
よ
れ
ば
、
喜
怒
哀
楽
の
極
端
な
感
情
が
な
い
状
態
を
、
中
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
両
極
端
の

喜
怒
や
哀
楽
の
感
情
よ
り
、
先
に
「
中
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

喜
怒
や
哀
楽
は
、
人
間
の
日
常
生
活
に
常
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
普
段
の
日
常
生
活
に

は
、
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
な
い
平
凡
な
生
活
が
存
在
し
て
、
こ
の
何
の
特
別
な
感
情
の
な
い
日
常

生
活
に
時
と
し
て
現
れ
る
異
常
な
極
端
現
象
が
、
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
極
端
感
情
な
の
で
あ
る
。 

「
庸
」
と
は
、
凡
庸
の
熟
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
平
常
の
状
態
と
い
う
と
意
味

で
も
あ
る
か
ら
、
極
端
状
態
と
は
日
常
に
な
い
異
常
な
状
態
と
理
解
で
き
る
。
従
っ
て
両
極
端
状

態
よ
り
も
先
に
、
中
庸
の
精
神
が
存
在
し
た
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

金
谷
氏
が
礼
制
を
説
明
す
る
の
に
挙
げ
た
実
例
を
検
討
し
て
み
た
い
。
金
谷
氏
は
、「
・
・
・「
礼

と
は
中
を
制(

さ
だ)

め
る
所
以
な
り
」(

『
礼
記
』
仲
尼
蒔
燕
居
篇)

と
あ
り
、
礼
と
は
中
を
形
に
あ

ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、・
・
・
そ
し
て
礼
は
「
過
ぐ
る
者
は
俯(

伏)

し
て
こ
れ
に
就
き
、
至
ら
ざ

る
者
は
跂(

つ
ま
だ)

ち
て
こ
れ
に
及
ぶ
」
べ
き
も
の
な
の
で
す(

『
礼
記
』
檀
弓
篇)

」（
一
八
）
と
、

述
べ
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
中
庸
を
制
度
化
し
た
も
の
が
礼
で
あ
り
、
礼
は
、
過
と
不
及
と
い
う
両
極
端
を
真
ん
中

に
引
き
込
も
う
と
す
る
制
度
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
常
識
や
平
常
の
状
態
ー
中
の
状
態
が
先
に
あ
り
、

こ
れ
に
外
れ
た
両
極
端
行
動
を
抑
制
す
る
未
然
の
防
止
策
と
し
て
、
中
庸
＝
礼
制
が
先
行
し
て
制

定
さ
れ
て
い
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

『
論
語
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
礼
の
働
き
を
説
明
し
て
い
る
。 

 

「
有
子
が
い
わ
れ
た
、
「
礼
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
調
和
が
尊
い
の
で
あ
る
。
む
か
し
の
聖
王

の
道
も
そ
れ
で
こ
そ
立
派
で
あ
っ
た
。〔
し
か
し
〕
小
事
も
大
事
も
そ
れ(

調
和)

に
依
り
な
が
ら
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
調
和
を
知
っ
て
調
和
し
て
も
、
礼
で
そ
こ
に
折
り
め
を
つ
け
る
の

で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
。
」
（
一
九
）
と
あ
る
。 

 

古
代
よ
り
礼
の
作
用
と
し
て
調
和
の
精
神
が
、
最
も
貴
重
な
精
神
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

関
連
し
て
い
る
」（
九
）
と
し
て
、
中
庸
思
想
は
、「
現
実
の
尊
重
」
、「
対
待
の
思
想
」
と
密
接
に

関
係
あ
り
、「
調
和
の
尊
重
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
最
後
に
、「
現
代
に
も
有
効
性
を
持
つ
中

国
思
想
の
精
髄
」
（
一
〇
）
と
、
結
論
し
て
い
る
。 

金
谷
氏
は
、
中
庸
思
想
は
、
中
国
思
想
の
基
本
的
な
特
色
で
あ
る
「
現
実
の
尊
重
」
、「
対
の
思

想
」
と
関
係
し
た
「
調
和
の
尊
重
」
で
あ
り
、
古
来
よ
り
の
伝
統
的
な
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。 

 

筆
者
も
、
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
と
の
密
接
な
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
ほ
ど
ほ
ど
の
大
切

さ
ー
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
』
と
題
し
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
と
政
治
思
想
的

意
義
の
概
要
に
つ
い
て
、
小
論
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
（
一
一
）。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
林
氏
は
、
中
国
人
の
基
本
思
想
と
し
て
、
常
識
の
尊
重
を
挙
げ
、
常

識
の
崇
拝
か
ら
極
端
思
想
の
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
て
、
中
庸
の
道
の
誕
生
に
繋
が
っ
た
と
い
う
。 

「
対
の
思
想
」
が
先
に
生
ま
れ
た
の
か
、
中
庸
思
想
が
先
に
生
ま
れ
た
の
か
、
歴
史
学
的
に
証

明
す
る
こ
と
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
両
極
端
が
存
在
し
て
真
ん
中
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
逆

に
真
ん
中
が
存
在
し
て
両
端
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、

「
鶏
が
先
か
、
卵
が
先
か
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
返
答
す
る
の
に
困
惑
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。 

し
か
し
恐
ら
く
林
氏
や
金
谷
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
人
に
は
常
識
の
尊
重
や
調
和
の
精

神
＝
中
庸
思
想
が
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
中
庸
の
精
神
が
古
来
よ
り
の
最
も
重
要
な
徳
目
で

あ
る
以
上
、
常
識
外
の
行
動
＝
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史

的
背
景
に
は
、
常
識
＝
中
庸
の
精
神
が
大
き
な
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
た
、
と
推
測
で
き
る
。

鶏
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
卵
が
存
在
し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。 

赤
塚
氏
は
、「
中
行
の
中
と
は
、
狂
・
狷
の
両
端
に
対
す
れ
ば
、
そ
の
中
間
で
あ
る
が
、
そ
れ

自
体
は
、
そ
の
両
端
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
最
も
中
正
で
あ
り
、
か
え
っ
て

狂
・
狷
が
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
基
準
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
だ
れ

に
も
普
遍
的
に
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
中
の
一
字
は
、
中
枢
・
中
正
・
適
中
の
三
字
を
か
ね
備
え

て
い
る
の
で
あ
る
。『
中
庸
』
の
中
も
、「
発
し
て
皆
節
に
中
る
」（
第
一
章
）
と
い
い
、「
中
な
る

も
の
は
天
下
の
大
本
な
り
」（
第
一
章
）
と
い
う
の
は
、
こ
の
意
義
で
あ
り
、・
・
・
」
こ
と
に
「
君

子
の
道
は
端
を
夫
婦
に
造
し
、
そ
の
至
れ
る
に
及
び
て
や
、
天
地
に
察
か
な
り
」
（
第
十
二
章
）

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
道
が
普
遍
的
に
妥
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
力
説
し
て
止
ま
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
」（
一
二
）
と
述
べ
て
、
中
庸
の
中
が
大
本
で
あ
り
、
そ
の
中
に
両
極
端
の
狂
と
狷

と
が
規
定
さ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

杜
勤
氏
も
、
「
は
じ
め
に
」
に
諸
学
説
を
要
約
し
て
、
「
中
国
の
伝
統
文
化
を
特
徴
付
け
た
り
、

重
要
な
哲
学
的
概
念
を
担
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
な
か
で
も
一
番
注

目
さ
れ
る
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
「
中
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
中
」

は
中
国
四
千
年
歴
史
の
集
大
成
で
、
中
国
文
化
の
極
致
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。 

ま
ず
、
中
国
の
国
名
は
つ
ま
り
「
中
」
で
す
。
こ
れ
は
中
華
思
想
を
浸
透
さ
せ
た
国
名

で
し
た
。
中
国
と
は
元
来
、
国
の
政
治
的
中
心
、
即
ち
王
城
、
周
囲
を
統
率
す
る
王
権
の
所
在
地

を
指
す
概
念
で
あ
り
ま
し
た
。
上
古
の
時
代
、
華
夏
族
は
黄
河
流
域
の
中
流
に
国
を
作
り
、
自
ら

が
天
下
の
中
央
に
居
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
中
国
と
自
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、
他
の
地
域
を
四
方
と
、
他
の
部
族
を
「
四
夷
」（
東
夷
・
西
戎
・
南
蛮
・
北
狄
）

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」（
一
三
）
と
、
真
ん
中
で
あ
る
「
中
」
の
概
念
が
先
に
あ
り
、
こ

こ
か
ら
四
端
の
概
念
が
生
ま
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
し
て
中
庸
思
想
の
起
源
論
に
つ
い
て
杜
勤
氏
は
、
「
旗
の
始
ま
り
は
ト
ー
テ
ム
崇
拝
に
よ
る

も
の
で
、
ト
ー
テ
ム
の
標
識
た
る
旗
が
文
字
的
な
意
匠
を
施
さ
れ
て
、「
中
」
に
変
形
さ
れ
ま
し

た
が
、
さ
て
、「
中
」
を
構
成
す
る
各
文
字
素
が
具
象
的
に
そ
れ
ぞ
れ
何
を
象
り
、
そ
し
て
「
中
」

は
い
か
な
る
理
由
に
基 

づ
き
、「
中
間
」
、「
中
央
」
「
中
正
」
と
い
っ
た
派
生
的
の
概
念
が
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
・
・
・
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
目
印
説
、
日
影
説
と
標
的
・
容
器
説
の

三
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
・
・
・
」
と
、
中
国
人
の
原
始
社
会
に
お
け
る
ト
ー
テ
ム
信
仰
か
ら
旗

の
文
字
化
か
ら
中
が
生
ま
れ
て
き
た
と
の
三
学
説
を
紹
介
し
て
、
三
学
説
を
統
合
す
る
「
中
」
の

意
味
と
し
て
、
「
神
話
世
界
で
は
、 

聖
俗
・
天
上
界
地
上
界
を
連
結
す
る
宇
宙
軸
」
あ
り
、
「
論

理
的
思
惟
の
な
か
で
は
、「
中
」
は
相
対
立
す
る
両
極
の
統
合
を
支
え
る
抽
象
的
方
法
論
原
理
と

な
っ
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
三
）
。
従
っ
て
同
氏
の
説
明
に
依
れ
ば
、
古
代
中
国
に

お
い
て
は
中
の
思
想
の
方
が
、
物
事
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
よ
り
早
く
生
ま
れ
て
き
た
と

思
わ
れ
る
。 

 

以
上
述
べ
て
き
た
事
例
で
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、「
対
の
思
想
」
が
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的

背
景
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
事
実
を
具
体
的
資
料
に
基
づ
い
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

対の思想と中庸思想　－対の思想（両面思考）の生まれてきた歴史的背景について（四）－ 149（2）



対
の
思
想
と
中
庸
思
想 

―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た 

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
四
）
― 

  

中
庸
と
は
、
「
不
偏
不
倚
で
過
不
及
の
な
い
状
態
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
常
識
の
尊
重
、
調

和
を
重
視
す
る
思
想
で
あ
り
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
。
中
国
人
は
、
極
端
な
理
論
を
嫌
い
、

バ
ラ
ン
ス
重
ん
じ
て
、
中
庸
思
想
を
尊
重
す
る
民
族
で
あ
る
。
こ
の
中
国
人
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で

あ
る
中
庸
を
実
現
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
常
に
両
極
端
を
視
野
に
入
れ
た
両
面
思
考
―

「
対
の
思
想
」
が
必
要
条
件
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
。
従
っ
て
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た

歴
史
的
背
景
の
最
大
の
要
因
は
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
儒
教
の
最
高
徳
目
で
あ
る
中
庸
思

想
の
実
現
と
維
持
す
る
必
要
性
の
た
め
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

対
の
思
想 

 

中
庸
思
想 

 

調
和
の
精
神 
 

古
代
中
国 

 

現
代
中
国 

 

 

一 

は
じ
め
に
ー
中
庸
思
想
の
学
説
整
理 

  

林
語
堂
氏
は
、
「
私
は
素
朴
な
常
識
を
持
つ
人
々
の
た
め
に
本
書
を
書
い
た
。
な
ぜ
な
ら
常
識

こ
そ
古
代
中
国
の
一
大
特
徴
だ
っ
た
か
ら
だ
。
も
っ
と
も
こ
の
常
識
も
次
第
に
見
ら
れ
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
が
、・
・
・
」（
一
）
と
、
常
識
が
中
国
古
代
よ
り
の
一
大
特
徴
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て

い
る
。
林
氏
は
、
中
国
人
の
精
神
や
人
生
の
理
想
に
つ
い
て
、 

 

「
中
国
人
は
理
に
逆
ら
っ
て
行
動
し
た
が
り
、
人
情
に
適
っ
て
い
な
い
も
の
は
一
切
受
け
付
け

よ
う
と
は
し
な
い
。
こ
う
し
た
情
理
の
精
神
や
常
識
の
崇
拝
は
中
国
人
の
生
活
理
想
に
最
も
重
要

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
次
章
に
述
べ
る｢

中
庸
の
道｣

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」（
二
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
林
氏
は
、 

 

「
中
国
人
の
人
生
理
想
の
第
一
は
、
人
文
主
義
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
明
確
な
定
義
が
あ

る
。
・
・
・
第
三
に
目
的
の
達
成
は
情
理
の
精
神
ま
た
は｢

中
庸
の
道｣

に
よ
る
べ
き
こ
と
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の｢

中
庸
の
道｣

は
ま
た
常
識
の
信
仰
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
」
（
三
） 

  

小 
 

倉 
 

正 
 

昭 
 

と
述
べ
て
、
中
国
人
の
尊
重
す
る
常
識
の
崇
拝
か
ら
中
庸
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

 

 

さ
ら
に
林
氏
は
、 

 

「
常
識
に
対
す
る
崇
拝
は
、
思
想
上
の
過
激
な
理
論
に
対
す
る
嫌
悪
と
な
り
、
道
徳
上
の
過
激

な
行
動
に
対
す
る
嫌
悪
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
自
然
な
勢
い
と
し
て｢

中
庸
の
道｣

が
誕
生
し
た

の
で
あ
る
」
（
四
）
と
述
べ
て
、
常
識
の
崇
拝
の
尊
重
は
、
過
激
な
理
論
や
行
動
に
走
る
こ
と
へ

の
嫌
悪
感
と
な
り
、
こ
の
結
果
、
中
庸
思
想
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。 

以
上
、
林
語
堂
氏
は
、
中
国
人
の
古
代
よ
り
の
常
識
の
崇
拝
と
中
庸
思
想
と
の
相
互
関
係
に
言

及
し
て
、
常
識
の
尊
重
か
ら
極
端
な
理
論
や
行
動
へ
の
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
中
庸
思
想
の

尊
重
す
る
立
場
に
つ
な
が
っ
た
、
と
言
う
。
林
氏
は
常
識
の
尊
重
＝
極
端
思
想
の
嫌
悪
＝
中
庸
思

想
の
尊
重
と
理
解
し
て
い
て
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
と
、
中
庸
思
想
と
の
密

接
な
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。 

そ
し
て
中
庸
思
想
を
説
明
し
て
、｢

中
庸
は
本
質
的
に
人
情
の
「
常
軌
」
に
符
合
す
る
も
の
で

あ
る｣

、「
中
庸
と
は
「
極
端
に
走
ら
ず
調
和
を
守
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
」（
五
）
と
述
べ
て
、

中
国
人
に
お
け
る
「
中
庸
の
道
」
の
大
切
さ
の
例
示
と
し
て
、「
中
国
人
の
人
生
の
規
範
で
あ
り
、

「
中
国
」
と
い
う
国
名
は
地
理
的
意
味
だ
け
で
な
く
中
国
人
の
人
生
の
規
範
を
も
指
し
て
い
る
」

（
六
）
と
、
中
国
と
は
「
中
庸
の
国
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
も
言
う
。 

金
谷
治
氏
も
、
中
国
思
想
の
特
色
と
し
て
、「
対
待
」
の
思
想
に
続
い
て
、「
中
庸
」
思
想
を
挙

げ
て
い
る
。
中
庸
思
想
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
孔
子
が
高
く
評
価
し
、
聖
王
相
伝
と
も
さ
れ
る
中

庸
」（
七
）
と
し
て
、
朱
子
の
規
定
に
従
い
、「
中
庸
の
中
と
は
偏
ら
な
い
で
過
不
及
の
無
い
こ
と

だ
」
（
八
）
と
、
注
釈
し
て
い
る
。
中
庸
の
現
代
的
意
義
に
言
及
し
て
、
中
庸
が
尊
重
さ
れ
て
き

た
理
由
と
し
て
、
「
第
一
に
、
最
初
に
述
べ
た
現
実
の
尊
重
の
立
場
と
一
致
す
る
。
第
二
に
は
対

待
の
思
想
と
の
関
係
が
あ
り
、
対
立
す
る
両
端
両
面
を
し
っ
か
り
視
野
に
入
れ
て
中
庸
の
立
場
が

得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
中
庸
の
調
和
が
尊
重
さ
れ
た
の
は
、
中
国
人
の
こ
の
よ
う
な
思
想
傾
向
と

教職員の研究活動記録（平成 23 年 1 月～平成 23 年 12 月） 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

教 養 教 育 科 
小倉 正昭 

 
 
 

小倉 正昭 
 
 
 

小倉 正昭 
 
 
 

小倉 正昭 
 
 
 

奥 貞二 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

西岡 將美 
 
 

西岡 將美 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

久留原 昌宏 
 
 
 

久留原 昌宏 
 
 
 

安富 真一 
 
 
 

 
「対の思想」研究史の現状と課題 
―対の思想の（両面思考）の生まれ
てきた歴史的背景について（序章）
 
対の思想と現実の尊重―対の思想
（両面思考）の生まれてきた歴史的
背景について（一） 
 
対の思想と状況の変化―対の思想 
（両面思考）の生まれてきた歴史的
背景について（二） 
 
対の思想と広大な国土（多様な国民
性）―対の思想（両面思考）の生まれ
てきた歴史的背景について（三） 
 
アウグスティヌス「告白」の呼格形 
 
 
文章表現能力の開花を目指して 
―学外コンテストに挑戦して― 
 
 
豊かな人間性の涵養―鈴鹿高専国
語科の挑戦― 
 
鈴鹿高専における自動車無許可通
学指導 
 
鈴鹿高専における自転車安全運転
指導の一例 
 
 
商店が隣接する鈴鹿高専における
四輪無許可通学指導の一例 
 
 
鈴鹿高専における自転車立哨指導
 
 
 
鈴鹿高専における四輪無許可通学
指導の成果 
 
 
体感覚の温かさ 
 
 
 
前田夕暮 ―〈青春〉のオピニオン・
リーダー 
 
 
Continued fractions for quadratic 
elements in formal 
power series 
 

 
単著

 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 

共著
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 
 

共著
 
 
 

 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
 第 44 巻 pp. 1-12 
  
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第 44 巻 pp. 13-27 
 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第 44 巻 pp. 29-49 
 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第 44 巻 pp. 51-71 
 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀
要，第 44 巻，pp.1-7 (2011). 
 
平成 23 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表会
概要集，鹿児島 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，鈴鹿 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀
要，第 44 巻，pp.57-62 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.95-96，
鈴鹿 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.95-96，
鈴鹿 
 
平成 23 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表会
概要集，pp.155-156 鹿児島 
 
平成 23 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表会
概要集，pp.251-252 鹿児島 
 
短歌現代，第 35 巻第 5 号, 
ｐｐ．119 （2011,5）（小議会 
特集・石本隆一の歌） 
 
短歌現代，第 35 巻第 6 号, 
pp. 40－41 （2011,6） 
(特集・二十世紀短歌の新人）
 
Ramanujan J 
(2011),Vol26,pp.399-405 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下古谷博司，川口雅司，西岡
將美 
 
柴垣寛治，下古谷博司，西岡
將美 
 
 
下古谷博司，川口雅司，西岡
將美，白井達也，柴垣寛治 
 
 
柴垣寛治，下古谷博司，西岡
將美 
 
 
下古谷博司，川口雅司，西岡
將美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
J. Tamura, S. Yasutomi 
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対
の
思
想
と
中
庸
思
想 

―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た 

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
四
）
― 

  

中
庸
と
は
、
「
不
偏
不
倚
で
過
不
及
の
な
い
状
態
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
常
識
の
尊
重
、
調

和
を
重
視
す
る
思
想
で
あ
り
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
。
中
国
人
は
、
極
端
な
理
論
を
嫌
い
、

バ
ラ
ン
ス
重
ん
じ
て
、
中
庸
思
想
を
尊
重
す
る
民
族
で
あ
る
。
こ
の
中
国
人
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で

あ
る
中
庸
を
実
現
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
常
に
両
極
端
を
視
野
に
入
れ
た
両
面
思
考
―

「
対
の
思
想
」
が
必
要
条
件
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
。
従
っ
て
「
対
の
思
想
」
の
生
ま
れ
て
き
た

歴
史
的
背
景
の
最
大
の
要
因
は
、
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
儒
教
の
最
高
徳
目
で
あ
る
中
庸
思

想
の
実
現
と
維
持
す
る
必
要
性
の
た
め
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

対
の
思
想 

 

中
庸
思
想 

 

調
和
の
精
神 

 

古
代
中
国 

 

現
代
中
国 

 

 

一 

は
じ
め
に
ー
中
庸
思
想
の
学
説
整
理 

  

林
語
堂
氏
は
、
「
私
は
素
朴
な
常
識
を
持
つ
人
々
の
た
め
に
本
書
を
書
い
た
。
な
ぜ
な
ら
常
識

こ
そ
古
代
中
国
の
一
大
特
徴
だ
っ
た
か
ら
だ
。
も
っ
と
も
こ
の
常
識
も
次
第
に
見
ら
れ
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
が
、・
・
・
」（
一
）
と
、
常
識
が
中
国
古
代
よ
り
の
一
大
特
徴
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て

い
る
。
林
氏
は
、
中
国
人
の
精
神
や
人
生
の
理
想
に
つ
い
て
、 

 

「
中
国
人
は
理
に
逆
ら
っ
て
行
動
し
た
が
り
、
人
情
に
適
っ
て
い
な
い
も
の
は
一
切
受
け
付
け

よ
う
と
は
し
な
い
。
こ
う
し
た
情
理
の
精
神
や
常
識
の
崇
拝
は
中
国
人
の
生
活
理
想
に
最
も
重
要

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
次
章
に
述
べ
る｢

中
庸
の
道｣

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
」（
二
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
林
氏
は
、 

 

「
中
国
人
の
人
生
理
想
の
第
一
は
、
人
文
主
義
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
明
確
な
定
義
が
あ

る
。
・
・
・
第
三
に
目
的
の
達
成
は
情
理
の
精
神
ま
た
は｢

中
庸
の
道｣

に
よ
る
べ
き
こ
と
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の｢

中
庸
の
道｣

は
ま
た
常
識
の
信
仰
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
」
（
三
） 

  
小 

 
倉 

 
正 

 

昭 
 

と
述
べ
て
、
中
国
人
の
尊
重
す
る
常
識
の
崇
拝
か
ら
中
庸
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

 

 

さ
ら
に
林
氏
は
、 

 

「
常
識
に
対
す
る
崇
拝
は
、
思
想
上
の
過
激
な
理
論
に
対
す
る
嫌
悪
と
な
り
、
道
徳
上
の
過
激

な
行
動
に
対
す
る
嫌
悪
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
自
然
な
勢
い
と
し
て｢

中
庸
の
道｣

が
誕
生
し
た

の
で
あ
る
」
（
四
）
と
述
べ
て
、
常
識
の
崇
拝
の
尊
重
は
、
過
激
な
理
論
や
行
動
に
走
る
こ
と
へ

の
嫌
悪
感
と
な
り
、
こ
の
結
果
、
中
庸
思
想
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。 

以
上
、
林
語
堂
氏
は
、
中
国
人
の
古
代
よ
り
の
常
識
の
崇
拝
と
中
庸
思
想
と
の
相
互
関
係
に
言

及
し
て
、
常
識
の
尊
重
か
ら
極
端
な
理
論
や
行
動
へ
の
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
中
庸
思
想
の

尊
重
す
る
立
場
に
つ
な
が
っ
た
、
と
言
う
。
林
氏
は
常
識
の
尊
重
＝
極
端
思
想
の
嫌
悪
＝
中
庸
思

想
の
尊
重
と
理
解
し
て
い
て
、
両
極
端
へ
の
両
面
思
考
―
「
対
の
思
想
」
と
、
中
庸
思
想
と
の
密

接
な
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。 

そ
し
て
中
庸
思
想
を
説
明
し
て
、｢

中
庸
は
本
質
的
に
人
情
の
「
常
軌
」
に
符
合
す
る
も
の
で

あ
る｣

、「
中
庸
と
は
「
極
端
に
走
ら
ず
調
和
を
守
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
」（
五
）
と
述
べ
て
、

中
国
人
に
お
け
る
「
中
庸
の
道
」
の
大
切
さ
の
例
示
と
し
て
、「
中
国
人
の
人
生
の
規
範
で
あ
り
、

「
中
国
」
と
い
う
国
名
は
地
理
的
意
味
だ
け
で
な
く
中
国
人
の
人
生
の
規
範
を
も
指
し
て
い
る
」

（
六
）
と
、
中
国
と
は
「
中
庸
の
国
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
も
言
う
。 

金
谷
治
氏
も
、
中
国
思
想
の
特
色
と
し
て
、「
対
待
」
の
思
想
に
続
い
て
、「
中
庸
」
思
想
を
挙

げ
て
い
る
。
中
庸
思
想
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
孔
子
が
高
く
評
価
し
、
聖
王
相
伝
と
も
さ
れ
る
中

庸
」（
七
）
と
し
て
、
朱
子
の
規
定
に
従
い
、「
中
庸
の
中
と
は
偏
ら
な
い
で
過
不
及
の
無
い
こ
と

だ
」
（
八
）
と
、
注
釈
し
て
い
る
。
中
庸
の
現
代
的
意
義
に
言
及
し
て
、
中
庸
が
尊
重
さ
れ
て
き

た
理
由
と
し
て
、
「
第
一
に
、
最
初
に
述
べ
た
現
実
の
尊
重
の
立
場
と
一
致
す
る
。
第
二
に
は
対

待
の
思
想
と
の
関
係
が
あ
り
、
対
立
す
る
両
端
両
面
を
し
っ
か
り
視
野
に
入
れ
て
中
庸
の
立
場
が

得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
中
庸
の
調
和
が
尊
重
さ
れ
た
の
は
、
中
国
人
の
こ
の
よ
う
な
思
想
傾
向
と

教職員の研究活動記録（平成 23 年 1 月～平成 23 年 12 月） 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

教 養 教 育 科 
小倉 正昭 

 
 
 

小倉 正昭 
 
 
 

小倉 正昭 
 
 
 

小倉 正昭 
 
 
 

奥 貞二 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

西岡 將美 
 
 

西岡 將美 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

西岡 將美 
 
 
 

久留原 昌宏 
 
 
 

久留原 昌宏 
 
 
 

安富 真一 
 
 
 

 
「対の思想」研究史の現状と課題 
―対の思想の（両面思考）の生まれ
てきた歴史的背景について（序章）
 
対の思想と現実の尊重―対の思想
（両面思考）の生まれてきた歴史的
背景について（一） 
 
対の思想と状況の変化―対の思想 
（両面思考）の生まれてきた歴史的
背景について（二） 
 
対の思想と広大な国土（多様な国民
性）―対の思想（両面思考）の生まれ
てきた歴史的背景について（三） 
 
アウグスティヌス「告白」の呼格形 
 
 
文章表現能力の開花を目指して 
―学外コンテストに挑戦して― 
 
 
豊かな人間性の涵養―鈴鹿高専国
語科の挑戦― 
 
鈴鹿高専における自動車無許可通
学指導 
 
鈴鹿高専における自転車安全運転
指導の一例 
 
 
商店が隣接する鈴鹿高専における
四輪無許可通学指導の一例 
 
 
鈴鹿高専における自転車立哨指導
 
 
 
鈴鹿高専における四輪無許可通学
指導の成果 
 
 
体感覚の温かさ 
 
 
 
前田夕暮 ―〈青春〉のオピニオン・
リーダー 
 
 
Continued fractions for quadratic 
elements in formal 
power series 
 

 
単著

 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 

共著
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 
 

共著
 
 
 

 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
 第 44 巻 pp. 1-12 
  
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第 44 巻 pp. 13-27 
 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第 44 巻 pp. 29-49 
 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第 44 巻 pp. 51-71 
 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀
要，第 44 巻，pp.1-7 (2011). 
 
平成 23 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表会
概要集，鹿児島 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，鈴鹿 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀
要，第 44 巻，pp.57-62 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.95-96，
鈴鹿 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.95-96，
鈴鹿 
 
平成 23 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表会
概要集，pp.155-156 鹿児島 
 
平成 23 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表会
概要集，pp.251-252 鹿児島 
 
短歌現代，第 35 巻第 5 号, 
ｐｐ．119 （2011,5）（小議会 
特集・石本隆一の歌） 
 
短歌現代，第 35 巻第 6 号, 
pp. 40－41 （2011,6） 
(特集・二十世紀短歌の新人）
 
Ramanujan J 
(2011),Vol26,pp.399-405 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下古谷博司，川口雅司，西岡
將美 
 
柴垣寛治，下古谷博司，西岡
將美 
 
 
下古谷博司，川口雅司，西岡
將美，白井達也，柴垣寛治 
 
 
柴垣寛治，下古谷博司，西岡
將美 
 
 
下古谷博司，川口雅司，西岡
將美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
J. Tamura, S. Yasutomi 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
 

安富 真一 
 
 

安富 真一 
 
 

安富 真一 
 
 
 

安富 真一 
 
 

安富 真一 
 
 

伊藤 清 
 
 

堀江 太郎 
 
 
 
 

川本 正治 
 
 
 
 

大貫 洋介 
 
 
 

大貫 洋介 
 
 

大貫 洋介 
 
 
 

大貫 洋介 
 
 
 

篠原 雅史 
 
 
 

篠原 雅史 
 
 

篠原 雅史 
 
 

山﨑 賢二 
 
 

 
 
PDF 上の採点について 
 
 
pdf 上の採点について（採点の効率
化と高度化に向けて） 
 
On multidimensional continued 
fraction algorithm 
 
 
基礎数学 
 
 
Multidimensional Farey type 
algorithm 
 
正八面体より丸い八面体 2 種の正
確な形について 
 
A simple proof of the automorphy 
of the classical modular functions 
 
 
 
数学が使えるようにするための小テ
ストについて 
 
 
 
線形代数学における既習学力の定
着度について 
 
 
Repetitive algebras of finite 
selfinjective algebras 
 
大学３年次編入学を目的とした進
路支援の取り組み 
 
 
大人数対象の数学授業における 
工夫とその実践 
 
 
A characterization of strongly 
regular graphs from Euclidean 
representations of graphs 
 
非連結グラフから得られる 2-距離集
合について 
 
PDF 上の採点について～採点の効
率化と高度化に向けて～ 
 
酸化亜鉛共存下におけるポリ塩化
ビニル－ポリ塩化ビニリデンコポリマ
ーの低温脱塩化水素特性 

 
 

共著
 
 

共著
 
 

単著
 
 
 

共著
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勉強会 （三重大学） 
 
 
NTT 物性科学基礎研究所 
機能物質科学研究部 分子
生体機能研究グループ セミ
ナー （2011 年 12 月 厚木） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Yukihiro Tamba, Hiroaki 
Terashima, Masahito Yamazaki
 
 
Koji Sumitomo, Arianna 
McAllister, Yukihiro Tamba, 
Yoshiaki Kashimura, Aya 
Tanaka, Youichi Shinozaki, and 
Keiichi Torimitsu 
 
Yukihiro Tamba, Hirotaka 
Ariyama, Victor Levadny, 
Masahito Yamazaki 
 
Koji Sumitomo, Arianna 
McAllister, Yukihiro Tamba, 
Youichi Shinozaki, Keiichi 
Torimitsu 
 
Yukihiro Tamba, Hiroaki 
Terashima, Masahito Yamazaki
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Nonmagnetic impurity effect on 
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Exotic ground state in triangle 
spin tubes 
 
 
 
Nonmagnetic impurity effect on 
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spin tubes 
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Triangular Spin Tubes 
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Journal of Physics: 
Conference Series, Vol.320, 
pp.012043 (1)-012043 (6) 
(2011). 
 
International Conference on 
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International Conference on 
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26th International 
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Temperature Physics 
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第 66 巻 第 1 号（年次大会） 
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大会特別論文集，pp.50-51，
(2011.11). 
 
Kosen Kyoiku: Journal of 
Education in the Colleges of 
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Institute of National Colleges 
of Technology. 2011 
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第 17 回日本高専学会年会 
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森田 英揮，末吉 亮太，新村 
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田場昭一郎 
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いて 
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Debye 環によるショットピーニ
ング処理材の応力勾配測定 
 
 
鈴鹿高専専攻科 1 年工学実験に
おけるデザイン教育 
 
 
CFD を用いた泳パワー測定シス
テムの開発 
 
 
 
制振性を有する GFRP の開発と
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日本高専学会第 17 回年会講
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日本高専学会第 17 回年会講
演講会演論文集,  
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日本機械学会 東海支部 第６
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日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.141-142，
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江崎尚和，垰克己，森邦彦，
齊藤正美 
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末次正寛，大西悠揮，森雅
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末次正寛，辻本晃大 
 
 
 
佐々木敏彦，嘉村直哉，末
次正寛，福田和人 
 
 
下古谷博司，近藤邦和，花
井孝明，伊東真由美，板谷
年也 
 
森誠護，山口航平，近藤邦
和，下野晃 
 
 
 
渥美 亮一，民秋 実 
 
 
川邊 利紀，民秋 実 
 
 
 
民秋 実，高野 典子 
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白井 達也 
 
 
 

白井 達也 
 
 
 
 

白井 達也 
 
 
 
 
 

白井 達也 
 
 
 
 

 
学生と技術者のための水力学問
題演習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学修効果向上のための授業改善
の試み 
 
 
二流体ノズルを用いた噴霧冷却 
 
 
 
教育用スターリングサイクル性
能試 
 
 
液浸法について 
 
 
 
 
Moodle のブログを有効活用する
ための四つの改良 
 
落下物を受動的にキャッチング
可能な三リンク柔軟関節ロボッ
トアームの開発／コンプライア
ンスリミッターの提案 
 
全方向移動可能なダイレクトモ
ーターカーの動作原理の解析 
 
 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築の提案
と事例紹介 
 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築とネッ
トワーク化による高専力強化の
提案 
 
商店が隣接する鈴鹿高専におけ
る四輪無許可通学指導の一例 
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日本高専学会第 17 回年会講
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日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.157-158 
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日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.159-160 
(2011.8). 
 
第 7 回微粒化セミナー（手軽
にできる微粒化計測），日本エ
ネルギー学会・日本液体微粒
化学会，pp. 19-36 (2011.12). 
 
Moodle Moot Japan 2011 in 
Kochi 
 
日本機械学会 ロボティクス･
メカトロニクス講演会
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日本機械学会 ロボティクス･
メカトロニクス講演会
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日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, pp.11-12, 
(2011.8) 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, pp.117-118，
(2011.8) 
 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.95-96，
(2011.8) 
 
 

 
中村克孝，檀和秀，増淵寿，
佐藤紳二，坪根弘明， 
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菊川裕規，野沢正和， 
早水康隆，江頭竜， 
DAVAA GANBAT， 
見藤歩，小谷明，高尾学，
小杉淳，本村真治， 
藤松孝裕，加藤学， 
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岡田敬夫 
 
藤松孝裕 
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白井達也 
 
 
松岡達彦，白井達也，打田
正樹 
 
 
 
一圓健太郎，白井達也，打
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白井達也，渥美清隆，石原
茂宏，青山俊弘，浦尾彰，
伊藤明 
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茂宏，青山俊弘，浦尾彰，
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岡將美，白井達也，柴垣寛
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落下物を受動的にキャッチング
可能な三リンク柔軟関節ロボッ
トアームの開発／コンプライア
ンスリミッターの提案 
 
全方向移動可能なダイレクトモ
ーターカーの動作原理の解析 
 
 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築の提案
と事例紹介 
 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築とネッ
トワーク化による高専力強化の
提案 
 
商店が隣接する鈴鹿高専におけ
る四輪無許可通学指導の一例 
 
 
 

 
共著 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単著 
 
 
 
共著 
 
 
 
共著 
 
 
 
単著 
 
 
 
 
単著 
 
 
共著 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 

 
パワー社 （2011.4）. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.63-64 
(2011.8). 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.157-158 
(2011.8). 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.159-160 
(2011.8). 
 
第 7 回微粒化セミナー（手軽
にできる微粒化計測），日本エ
ネルギー学会・日本液体微粒
化学会，pp. 19-36 (2011.12). 
 
Moodle Moot Japan 2011 in 
Kochi 
 
日本機械学会 ロボティクス･
メカトロニクス講演会
(ROBOMEC2011) 
 
 
日本機械学会 ロボティクス･
メカトロニクス講演会
(ROBOMEC2011) 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, pp.11-12, 
(2011.8) 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, pp.117-118，
(2011.8) 
 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.95-96，
(2011.8) 
 
 

 
中村克孝，檀和秀，増淵寿，
佐藤紳二，坪根弘明， 
上代良文，近藤邦和， 
菊川裕規，野沢正和， 
早水康隆，江頭竜， 
DAVAA GANBAT， 
見藤歩，小谷明，高尾学，
小杉淳，本村真治， 
藤松孝裕，加藤学， 
矢口久雄，大北裕司， 
柴田裕一，白野啓一， 
岡田敬夫 
 
藤松孝裕 
 
 
 
川越やか，藤松孝裕 
 
 
 
清原万菜，藤松孝裕 
 
 
 
藤松孝裕 
 
 
 
 
白井達也 
 
 
松岡達彦，白井達也，打田
正樹 
 
 
 
一圓健太郎，白井達也，打
田正樹 
 
 
白井達也，渥美清隆，石原
茂宏，青山俊弘，浦尾彰，
伊藤明 
 
 
白井達也，渥美清隆，石原
茂宏，青山俊弘，浦尾彰，
伊藤明，原島秀人 
 
 
 
下古谷博司，川口雅司，西
岡將美，白井達也，柴垣寛
治 
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白木原 香織 

 
 
 
 
 

白木原 香織 
 
 

白木原 香織 
 
 
 

白木原 香織 
 
 
 
 
 
 

白木原 香織 
 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 

打田 正樹 
 

 
EBSD 法による圧電セラミック
スのドメインスイッチング挙動
の評価 
 
 
 
PLD 法による機能性薄膜の創製
および材料特性評価 
 
PLD 法による形状記憶合金薄膜
の創生および材料特性評価 
 
 
Fatigue Failure Behavior of Piezo- 
electric Ceramics 
 
 
 
 
 
PZT セラミックスにおけるクラ
ック進展挙動に及ぼすドメイン
の影響 
 
 
Development of rehabilitation 
training support system of upper 
limb motor function for 
personalized rehabilitation 
 
人間機械協調型システムのため
のインピーダンスモデルを用い
た切換え制御 
 
パワーアシスト搬送装置のため
のフィードフォワード入力を用
いた振動低減制御 
 
 
インホイールモータシステムを
用いた移動車両に関する研究，- 
スプリングレート及びダンピン
グレートの設計とピッチ角の評
価 - 
 
自動車エンジン用電磁駆動バル
ブのための加振器の製作とバル
ブ制御系のロバスト性の検証 
 
人間機械協調型搬送システムに
おける切換え制御 

 
共著 
 
 
 
 
 
単著 
 
 
共著 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
単著 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
共著 
 

 
日本機械学会東海学生会第
42 回卒業研究発表講演会講
演論文集，（2011, 3） 
 
 
 
第 9 回全国高専テクノフォー
ラム p. 71 （2011, 8）. 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp. 191-192
（2011, 8）. 
 
15th US-Japan Seminar on 
Dielectric and Piezoelectric 
Ceramics, pp. 273-276 （2011, 
10） 
 
 
 
第 31 回エレクトロセラミッ
クス研究討論会 英文プロシ
ーディングス集，pp. 4-7 
(2011, 10) 
 
International Journal of 
Applied Electromagnetics and 
Mechanics,Volume 36, Number 
1-2, pp.109-119， (2011.6) 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要，
第 44 巻，pp.31-36，(2011). 
 
 
日本機械学会ロボティクス・
メカトロニクス講演会 '11 講
演論文集,2A1-B03(1)-(4) ，
(2011.6) 
 
日本機械学会ロボティクス・
メカトロニクス講演会 '11 講
演論文集,1P1-J07(1)-(3)， 
(2011.6) 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.161-162，
(2011.8) 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.231-232，
(2011.8) 

 
左高直輝，若園零二，野々
山晃彰，白木原香織，田中
啓介，木村雅彦，榊千春，
奥山幸治，中村玄徳，來海
博央 
 
白木原 香織 
 
 
浅井晟也，白木原香織，柴
垣寛治 
 
 
Chiharu Sakaki, Motonori 
Nakamura, Masahiko 
Kimura, Takehiro Konoike, 
Hiroshi Takagi, Kaori 
Shirakihara, Hirohisa 
Kimachi, Keisuke Tanaka 
 
中村玄徳，榊千春，木村雅
彦，鴻池健弘，鷹木洋，田
中啓介，來海博央，白木原
香織 
 
Masaki Uchida, Yoshifumi 
Morita, Masaya Magasaki, 
Hiroyuki Ukai, Nobuyuki 
Matsui 
 
打田正樹 
 
 
 
山本優一，小倉佑太，武重
道大，打田正樹，森田良文，
原進 
 
 
打田正樹，森田良文 
 
 
 
 
 
伊丹翔一，打田正樹 
 
 
 
寺田祐基，打田正樹 
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電気電子工学科 
北村 登 

 
 
 
 

北村 登 
 
 
 
 
 
 

近藤 一之 
 
 

大津孝佳 
 
 

大津孝佳 
 
 
 

大津孝佳 
 
 
 
 
 
 
 
 

大津孝佳 
 
 
 
 
 
 
 

大津孝佳 
 
 
 

大津孝佳 
 
 

大津孝佳 
 
 
 
 
 
 

大津孝佳 
 
 
 
 

 
電気電子工学科 1 年「ものづくり実
習」 
 
 
 
鈴鹿高専電気電子工学科における
より実践的・創造的な技術者の養
成を目指したカリキュラム改定 
 
 
 
 
学生により分かりやすい電子回路
教育を目指した取り組みの報告 
 
電源ケーブルの静電気対策による 
電圧変動の低減 
 
電子デバイスの静電気対策技術と
電磁気学教育--サイエンスカフェ
(電荷・電流・電磁波)の試み 
 
Complexity of Damage Induced  
by ESD of GMR Head 
 
 
 
 
 
 
 
Characteristic of Radiated  
Electromagnetic wave by ON/OFF
discharge on Sub-micron gap. 
 
 
 
 
 
電子デバイス/HDD の ESD 現象と
対策 
 
 
知的財産教育による問題発見 ・ 
解決能力の向上 
 
鈴鹿高専電気電子工学科における
より実践的・創造的な技術者の要
請を目指したカリキュラム改定 
 
 
 
 
各種イオン発生源の減衰特性 
 
 
 
 

 
共著

 
 
 
 

共著
 
 
 
 
 
 

共著
 
 

共著
 
 

単著
 
 
 

共著
 
 
 
 
 
 
 
 

共著
 
 
 
 
 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 

共著
 
 
 
 
 
 

共著
 
 
 
 

 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.25-26 
(2011.8). 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.49-50 
(2011.8). 
 
 
 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４４巻，pp.37-43 (2011). 
 
電子情報通信学会 2011 年 
総合大会(2011.3) A-10-5 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要， 
第 44 巻，pp.45-49 (2011) 
 
 
IMCIC 2011 (The 2nd 
International 
Multi-Conference on 
Complexity, 
Informatics and Cybernetics, 
(2011.3), Orlando, Florida USA 
APEMC 2011 Asia-Pacific 
EMC 
 
 Symposium, (2011.5)  Jeju, 
Korea 
 
 
 
 
 
 
ESD NEXT 2011  次世代電子
デバイスの静電気対策技術 
シンポジウム (2011.8) 名古屋 
 
第 17 回日本高専学会年会 
 B1-5(2011.8) 鈴鹿高専 
 
第 17 回日本高専学会年会 
B2-3 (2011.8) 鈴鹿高専 
 
 
 
 
 
第 17 回日本高専学会年会 
  P6０ (2011.8) 鈴鹿高専 
 
 
 

 
北村登，柴垣寛治，山田伊
智子，澤辺昭廣，鈴木昌
一，山田太，西森睦和，板
谷年也 
 
近藤一之，北村登，花井孝
明，奥田一雄，大津孝佳，
川口雅司，辻琢人，西村一
寛，奥野正明，柴垣寛治，
山田伊智子，鈴木昌一，山
田太 
 
近藤一之，鈴木昌一，山田 
太，板谷 年也，奥野 正明
 
大津孝佳、松本 頼興 
 
 
 
 
 
 
Takayoshi Ohtsu, Koji 
Kataoka,  
Shoji Natori 
 
 
 
 
 
 
Takayoshi Ohtsu, Shunsuke 
Okada,  
 Shota Ito, Shogo 
Imai,Ryota Oka,  
 Kazuyuki Tanitsuji, Taro 
Takai,  
 Hiromichi Fujikawa 
 
 
 
 
 
 
 
 
近藤一之，北村登，花井孝
明、奥田一雄，大津孝佳，
川口雅司、 辻琢人，西村
一寛，奥野正明，柴垣寛
治，山田伊智子，鈴木昌
一， 山田太 
 
今井省吾,大津孝佳 
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白木原 香織 

 
 
 
 
 

白木原 香織 
 
 

白木原 香織 
 
 
 

白木原 香織 
 
 
 
 
 
 

白木原 香織 
 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 
 
 

打田 正樹 
 
 
 

打田 正樹 
 

 
EBSD 法による圧電セラミック
スのドメインスイッチング挙動
の評価 
 
 
 
PLD 法による機能性薄膜の創製
および材料特性評価 
 
PLD 法による形状記憶合金薄膜
の創生および材料特性評価 
 
 
Fatigue Failure Behavior of Piezo- 
electric Ceramics 
 
 
 
 
 
PZT セラミックスにおけるクラ
ック進展挙動に及ぼすドメイン
の影響 
 
 
Development of rehabilitation 
training support system of upper 
limb motor function for 
personalized rehabilitation 
 
人間機械協調型システムのため
のインピーダンスモデルを用い
た切換え制御 
 
パワーアシスト搬送装置のため
のフィードフォワード入力を用
いた振動低減制御 
 
 
インホイールモータシステムを
用いた移動車両に関する研究，- 
スプリングレート及びダンピン
グレートの設計とピッチ角の評
価 - 
 
自動車エンジン用電磁駆動バル
ブのための加振器の製作とバル
ブ制御系のロバスト性の検証 
 
人間機械協調型搬送システムに
おける切換え制御 

 
共著 
 
 
 
 
 
単著 
 
 
共著 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
単著 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
共著 
 

 
日本機械学会東海学生会第
42 回卒業研究発表講演会講
演論文集，（2011, 3） 
 
 
 
第 9 回全国高専テクノフォー
ラム p. 71 （2011, 8）. 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp. 191-192
（2011, 8）. 
 
15th US-Japan Seminar on 
Dielectric and Piezoelectric 
Ceramics, pp. 273-276 （2011, 
10） 
 
 
 
第 31 回エレクトロセラミッ
クス研究討論会 英文プロシ
ーディングス集，pp. 4-7 
(2011, 10) 
 
International Journal of 
Applied Electromagnetics and 
Mechanics,Volume 36, Number 
1-2, pp.109-119， (2011.6) 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要，
第 44 巻，pp.31-36，(2011). 
 
 
日本機械学会ロボティクス・
メカトロニクス講演会 '11 講
演論文集,2A1-B03(1)-(4) ，
(2011.6) 
 
日本機械学会ロボティクス・
メカトロニクス講演会 '11 講
演論文集,1P1-J07(1)-(3)， 
(2011.6) 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.161-162，
(2011.8) 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.231-232，
(2011.8) 

 
左高直輝，若園零二，野々
山晃彰，白木原香織，田中
啓介，木村雅彦，榊千春，
奥山幸治，中村玄徳，來海
博央 
 
白木原 香織 
 
 
浅井晟也，白木原香織，柴
垣寛治 
 
 
Chiharu Sakaki, Motonori 
Nakamura, Masahiko 
Kimura, Takehiro Konoike, 
Hiroshi Takagi, Kaori 
Shirakihara, Hirohisa 
Kimachi, Keisuke Tanaka 
 
中村玄徳，榊千春，木村雅
彦，鴻池健弘，鷹木洋，田
中啓介，來海博央，白木原
香織 
 
Masaki Uchida, Yoshifumi 
Morita, Masaya Magasaki, 
Hiroyuki Ukai, Nobuyuki 
Matsui 
 
打田正樹 
 
 
 
山本優一，小倉佑太，武重
道大，打田正樹，森田良文，
原進 
 
 
打田正樹，森田良文 
 
 
 
 
 
伊丹翔一，打田正樹 
 
 
 
寺田祐基，打田正樹 
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電気電子工学科 
北村 登 

 
 
 
 

北村 登 
 
 
 
 
 
 

近藤 一之 
 
 

大津孝佳 
 
 

大津孝佳 
 
 
 

大津孝佳 
 
 
 
 
 
 
 
 

大津孝佳 
 
 
 
 
 
 
 

大津孝佳 
 
 
 

大津孝佳 
 
 

大津孝佳 
 
 
 
 
 
 

大津孝佳 
 
 
 
 

 
電気電子工学科 1 年「ものづくり実
習」 
 
 
 
鈴鹿高専電気電子工学科における
より実践的・創造的な技術者の養
成を目指したカリキュラム改定 
 
 
 
 
学生により分かりやすい電子回路
教育を目指した取り組みの報告 
 
電源ケーブルの静電気対策による 
電圧変動の低減 
 
電子デバイスの静電気対策技術と
電磁気学教育--サイエンスカフェ
(電荷・電流・電磁波)の試み 
 
Complexity of Damage Induced  
by ESD of GMR Head 
 
 
 
 
 
 
 
Characteristic of Radiated  
Electromagnetic wave by ON/OFF
discharge on Sub-micron gap. 
 
 
 
 
 
電子デバイス/HDD の ESD 現象と
対策 
 
 
知的財産教育による問題発見 ・ 
解決能力の向上 
 
鈴鹿高専電気電子工学科における
より実践的・創造的な技術者の要
請を目指したカリキュラム改定 
 
 
 
 
各種イオン発生源の減衰特性 
 
 
 
 

 
共著

 
 
 
 

共著
 
 
 
 
 
 

共著
 
 

共著
 
 

単著
 
 
 

共著
 
 
 
 
 
 
 
 

共著
 
 
 
 
 
 
 

単著
 
 
 

単著
 
 

共著
 
 
 
 
 
 

共著
 
 
 
 

 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.25-26 
(2011.8). 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，pp.49-50 
(2011.8). 
 
 
 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４４巻，pp.37-43 (2011). 
 
電子情報通信学会 2011 年 
総合大会(2011.3) A-10-5 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要， 
第 44 巻，pp.45-49 (2011) 
 
 
IMCIC 2011 (The 2nd 
International 
Multi-Conference on 
Complexity, 
Informatics and Cybernetics, 
(2011.3), Orlando, Florida USA 
APEMC 2011 Asia-Pacific 
EMC 
 
 Symposium, (2011.5)  Jeju, 
Korea 
 
 
 
 
 
 
ESD NEXT 2011  次世代電子
デバイスの静電気対策技術 
シンポジウム (2011.8) 名古屋 
 
第 17 回日本高専学会年会 
 B1-5(2011.8) 鈴鹿高専 
 
第 17 回日本高専学会年会 
B2-3 (2011.8) 鈴鹿高専 
 
 
 
 
 
第 17 回日本高専学会年会 
  P6０ (2011.8) 鈴鹿高専 
 
 
 

 
北村登，柴垣寛治，山田伊
智子，澤辺昭廣，鈴木昌
一，山田太，西森睦和，板
谷年也 
 
近藤一之，北村登，花井孝
明，奥田一雄，大津孝佳，
川口雅司，辻琢人，西村一
寛，奥野正明，柴垣寛治，
山田伊智子，鈴木昌一，山
田太 
 
近藤一之，鈴木昌一，山田 
太，板谷 年也，奥野 正明
 
大津孝佳、松本 頼興 
 
 
 
 
 
 
Takayoshi Ohtsu, Koji 
Kataoka,  
Shoji Natori 
 
 
 
 
 
 
Takayoshi Ohtsu, Shunsuke 
Okada,  
 Shota Ito, Shogo 
Imai,Ryota Oka,  
 Kazuyuki Tanitsuji, Taro 
Takai,  
 Hiromichi Fujikawa 
 
 
 
 
 
 
 
 
近藤一之，北村登，花井孝
明、奥田一雄，大津孝佳，
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Aoyama, Daisuke Ikeda, Takao 
Namiki 
 
青山俊弘, 山地一禎, 池田 大
輔, 行木 孝夫 
 
 
 
知花 博治, 上野 圭吾, 青山 
俊弘, 中山 浩伸, 宇野 潤 
 
 
 
山野泰章,青山俊弘 
 
 
前田達憲, 青山俊弘 
 
 
白井達也, 渥美清隆, 石原茂
宏, 青山俊弘, 浦尾 彰, 伊藤 
明 
 
 
田添丈博, 箕浦弘人, 青山俊
弘, 浦尾彰, 西村吉弘 
 
 
浦尾彰・伊藤慎太郎・青木駿
介・林勇吾 
 
白井達也，渥美清隆，石原茂
宏，青山俊弘，浦尾彰，伊藤
明 
 
 
田添丈博・箕浦弘人・青山俊
弘・浦尾彰・西村吉弘 
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電子情報工学科 
桑原裕史 

 
 
 

井瀬 潔 
 
 

伊藤明 
 
 

伊藤明 
 
 
 

 
伊藤明 

 
 
 
 

 
伊藤明 

 
 
 

田添 丈博 
 
 
 

田添 丈博 
 
 
 

田添 丈博 
 
 
 

田添 丈博 
 
 
 

箕浦 弘人 
 
 
 

箕浦 弘人 
 
 

青山俊弘 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
漏えい電波を活用した制御に関
する研究 
 
 
Arduino, XBee を用いたワイヤレ
ス温度計測システムの構築 
 
Arduino,XBee を用いたワイヤレ
ス温度計測システムの構築 
 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築の提案
と事例紹介 
 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築とネッ
トワーク化による高専力強化の
提案 
 
Arduino マイコンを用いたリニ
アアクチュエータコントローラ
の開発 
 
比喩表現に属性が明示された場
合の比喩性に与える影響とコン
ピュータモデルの検討 
 
プログラミングを中心とした課
外活動の改革 
 
 
機械翻訳文言い換えシステムに
おける曖昧一致文節の導入 
 
 
資産最適化のための株式自動売
買プログラムの開発と評価 
 
 
鈴鹿高専における電子系実験室
のクライアント PC の更新 
 
 
Arduino,XBee を用いたワイヤレ
ス温度計測システムの構築 
 
Growth defects resulting from 
inhibiting ERG20 and RAM2 in 
Candida glabrata. 
 
 
 
 
 
 
 

 
共著

 
 
 

共著
 
 

共著
 
 

共著
 
 
 
 

共著
 
 
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 

共著
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
創造性を育む「卒業研究」集 
平成２２年度版 
国立高等専門学校機構 
 
鈴鹿工業高等専門学校紀要， 
第 44 巻，pp.51-56 (2011)．
 
鈴鹿工業高等専門学校 紀
要，第 44 巻，pp.51-56 (2011). 
 
日本高専学会 第 17 回年会 
予稿集（口頭発表） 
 
 
 
日本高専学会 第 17 回年会 
予稿集（ポスターセッショ
ン） 
 
 
 
計測自動制御学科 第 148
回教育工学研究会（口頭発
表） 
 
言語処理学会第 17 回年次大
会 F4-4 (2011, 3) 
 
 
日本高専学会第 17 回年回講
演会講演論文集, pp.69-70 
(2011) 
 
平成 23 年度 電気関係学会
東海支部連合大会 G5-6 
(2011, 9) 
 
計測自動制御学会中部支部
第 150 回教育工学研究会
(2011, 11) 
 
高等専門学校情報処理教育
研究発表会論文集, 第 31 号, 
pp. 282-285 (2011). 
 
鈴鹿工業高等専門学校 紀
要，第 44 巻，pp.51-56 (2011). 
 
FEMS Microbiol Lett. 317:1, 
27-33. (2011). 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
桑原裕史 野田美春 
 
 
 
伊藤明，箕浦弘人，井瀬潔 
 
 
伊藤明、箕浦弘人、井瀬潔 
 
 
白井達也，渥美清隆，石原茂
宏，青山俊弘，浦尾 彰，伊藤
明 
 
 
白井達也，渥美清隆，石原茂
宏，青山俊弘，浦尾彰，伊藤
明，原島秀人 
 
 
 
伊藤雄馬、伊藤明、梅澤良介、
浦尾彰 
 
 
田添丈博，椎野努 
 
 
 
田添丈博，箕浦弘人，青山俊
弘，浦尾彰，西村吉弘 
 
 
鈴木良生，田添丈博，椎野努
 
 
 
川瀬明日香，田添丈博 
 
 
 
箕浦弘人, 青山俊弘, 西村吉
弘, 森岡晶子 
 
 
伊藤明, 箕浦弘人, 井瀬潔 
 
 
Hironobu Nakayama, Keigo 
Ueno, Jun Uno, Minoru Nagi, 
Koichi Tanabe, Toshihiro 
Aoayam, HirojiChibana, Martin 
Bard. 
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青山俊弘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青山俊弘 
 
 
 

青山俊弘 
 
 
 

青山俊弘 
 
 
 
 

青山俊弘 
 
 
 
 

青山俊弘 
 
 

青山俊弘 
 
 

青山俊弘 
 
 
 
 

青山俊弘 
 
 
 

浦尾 彰 
 
 

浦尾 彰 
 
 
 
 

浦尾 彰 
 
 
 
 
 

 
Transcription factors CgUPC2A 
and CgUPC2B regulate ergosterol 
biosynthetic genes in Candida 
glabrata 
 
 
 
 
 
 
 
Feedback/Comment system for 
WEKO Repository 
 
 
New Function of the Institutional 
Repository as Departmental Show 
Cases 
 
リポジトリシステム WEKO のコ
ンテンツ再利用環境
(SarabiWEKO)の開発, 
 
 
病原因子のデータベース構築を
めざした Candida glabrata の体系
的遺伝子組み換え体ライブラリ
の作成 
 
クラウドストレージサーヒ
゙スにおける暗号化手法の提案 
 
ソフトウェア部品自動推薦シス
テムの改良 
 
デジタルネイティブ世代の能
力を開花させる Moodle を利用
した学校ポータルサイト構築
の提案と事例紹介 
 
プログラミングを中心とした課
外活動の改革 
 
 
熟達度の違いが例題学習の効果
に及ぼす影響 
 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築の提案
と事例紹介 
 
プログラミングを中心とした課
外活動の改革 
 
 
 
 

 
共著

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 
 

共著
 
 
 
 

共著
 
 

共著
 
 

共著
 
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 

共著
 
 
 
 

共著
 
 
 
 
 

 
Gene To Cells, 16, 80-89. 
(2011) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
The 6th Annual Conference 
on Open Repositories, 
Austion, USA  (2011/6) 
 
The 6th Annual Conference 
on Open Repositories, 
Austion, USA  (2011/6) 
 
情報処理学会 第 104 回情報
基礎とアクセス技術研究会
(第 41 回ディジタル図書館
ワークショップ), (2011/11) 
 
第 55 回日本医真菌学会総
会，(2011/11) 
 
 
 
平成 23 年度電気関係学会東
海支部連合大会講演論文集 
 
平成 23 年度電気関係学会東
海支部連合大会講演論文集 
 
日本高専学会第 17 回年会, 
A1-3, (2011/8) 
 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, pp.69-70, 
(2011/8). 
 
工学教育, Vol.59, No.6, 
pp.86-90 (2011). 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, ,2011, pp. 
11-12. 
 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, ,2011, pp. 
69-70. 
 
 
 

 
Minoru Nagi, Hironobu 
Nakayama, Koichi Tanabe, 
Martin Bard, Toshihiro 
Aoyama, Makoto Okano, 
Satoru Higashi, Keigo Ueno, 
Hiroji Chibana, Masakazu 
Niimi, Satoshi Yamagoe, 
Takashi Umeyama, Susumu 
Kajiwara, Hideki Ohno, 
Yoshitsugu Miyazaki, 
 
Toshihiro Aoyama, Kazutsuna 
Yayaji 
 
 
Kazutsuna Yamaji, Toshihiro 
Aoyama, Daisuke Ikeda, Takao 
Namiki 
 
青山俊弘, 山地一禎, 池田 大
輔, 行木 孝夫 
 
 
 
知花 博治, 上野 圭吾, 青山 
俊弘, 中山 浩伸, 宇野 潤 
 
 
 
山野泰章,青山俊弘 
 
 
前田達憲, 青山俊弘 
 
 
白井達也, 渥美清隆, 石原茂
宏, 青山俊弘, 浦尾 彰, 伊藤 
明 
 
 
田添丈博, 箕浦弘人, 青山俊
弘, 浦尾彰, 西村吉弘 
 
 
浦尾彰・伊藤慎太郎・青木駿
介・林勇吾 
 
白井達也，渥美清隆，石原茂
宏，青山俊弘，浦尾彰，伊藤
明 
 
 
田添丈博・箕浦弘人・青山俊
弘・浦尾彰・西村吉弘 
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浦尾 彰 

 
 
 
 
 

浦尾 彰 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 

和田 孝之 
 
 

和田 孝之 
 
 

和田 孝之 
 
 
 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築とネッ
トワーク化による高専力強化の
提案 
 
Source Orientation in 
Communication with a 
Conversational Agent 
 
アクティブマスダンパに対する
故障検出フィルタ 
 
 
線形確率近似法に対する停止則 
 
 
 
ロバスト凸最適化のためのラン
ダマイズドアルゴリズム 
 
ランダマイズドアルゴリズムに
よるロバスト制御系解析・設計 
 
Expected Squared Estimation 
Error of Stochastic Approximation 
in Finite Samples 
 
 
 
 
線形方程式に対する確率近似法
と停止則 
 
 
確率凸最適化に対する停止則 
 
 
 
多次元確率近似法の二乗平均誤
差解析 
 
 
 
確率最適化に対する非漸近的な
収束率解析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
共著

 
 
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 

共著
 
 

共著
 
 
 
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 
 

共著
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, ,2011, pp. 
117-118. 
 
 
 
International Conference on 
Intelligent Virtual Agents 
2011 
 
システム制御情報学会論文
誌, Vol. 25, No. 3 (2012,03), 
掲載予定 
 
システム制御情報学会論文
誌, Vol. 25, No. 2 (2012,02), 
掲載予定 
 
計測と制御, Vol. 50, No. 11, 
pp. 950-955 (2011.11) 
 
システム/制御/情報, Vol. 55, 
No. 5, pp. 181-188 (2011.05) 
 
Proceedings of the 42th 
ISCIE International 
Symposium on Stochastic 
Systems Theory and Its  
Applications, pp. 283-286, 
Okayama, Japan (2011.05) 
 
第 54 回 自動制御連合講演
会講演論文集, pp. 648-649, 
豊橋 (2011.11) 
 
第 40 回 制御理論シンポジ
ウム資料, pp. 297-300, 大阪 
(2011.09) 
 
第 55 回 システム制御情報
学会研究発表講演会講演論
文集, pp. 221-222, 大阪 
(2011.05) 
 
第 11 回 計測自動制御学会
制御部門大会資料, 
SY0004/11/0000-18811, 沖縄 
(2011.03) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
白井達也，渥美清隆，石原茂
宏，青山俊弘，浦尾彰，伊藤
明，原島秀人 
 
 
 
Hayashi, Y., Kryssanov, V, 
Miwa, K., Huang, H., Urao, A., 
and Ogawa, H. 
 
和田孝之, 藤崎泰正, Cesar 
Diez Pachas Antonio 
 
 
和田孝之, 井渓崇充, 藤崎泰
正 
 
 
藤崎泰正, 和田孝之 
 
 
和田孝之, 藤崎泰正 
 
 
Takayuki Wada and Yasumasa 
Fujisaki 
 
 
 
 
 
藤崎泰正，和田孝之 
 
 
 
和田孝之, 藤崎泰正 
 
 
 
和田孝之, 藤崎泰正 
 
 
 
 
和田孝之, 藤崎泰正 
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生物応用化学科  
生貝 初 

 
 
 

生貝 初 
 

 
生貝 初 

 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 

 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 

生貝 初 
 

 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 

 
生貝 初 

 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 
 

 
金属材料表面への微生物付着と
それが引き起こす工学的諸問題
について 
 
金属材料による細菌の増殖抑制 
 
 
バイオフィルムと金属材料 
 
 
材料が発現する抗菌性のメカニ
ズムと抗感染性 
 
 
海洋環境に浸漬した種々の金属
材料表面への生物付着 
 
 
表面改質による微生物付着の抑
制 
 
 
コレラ菌溶血毒が持つ 2 つのレ
クチンドメインの糖結合性 
 
 
標的細胞膜上でコレラ菌溶血毒
の孔状集合体形成を高める膜成
分や膜の状態 
 
海洋環境中における金属材料と
付着微生物の関係 
 
金属材料の微生物付着におよぼ
すひずみの影響 
 
 
鉄イオンによるバイオフィルム
の成長制御 
 
 
細菌由来孔形成毒素の膜侵入モ
デル 
 
 
各種金属材料への汚損生物の付
着 
 
 
金属元素による生物汚損制御の
可能性 
 
 
伊勢湾岸海洋環境中への各種金
属材料の浸漬試験と生物付着 
 
 
 

 
共著 

 
 
 

共著 
 
 

共著 
 

 
共著 

 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 

 
 
共著 

 
 
 

共著 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 
 

 
高温学会誌，第 37 巻，pp. 
17-24，2011 
 
 
軽金属，第 61 巻，pp. 
160-166，2011 
 
防錆管理，第 55 巻，pp. 
369-377，2011 
 
バイオマテリアル－生体材
料－，第 29 巻，pp.232-239，
2011 
 
第 16 回高専シンポジウム，
講演要旨集, p. 142, 2011(米
子） 
 
第 16 回高専シンポジウム，
講演要旨集, p. 141, 2011（米
子） 
 
第 16 回高専シンポジウム，
講演要旨集, p. 143, 2011（米
子） 
 
第 16 回高専シンポジウム，
講演要旨集, p. 144, 2011（米
子） 
 
材料と環境 2011，講演集，
pp. 223-224，2011 
 
日本高専学会第 17 回年会，
講演論文集, pp. 291-292，
2011 
 
日本高専学会第 17 回年会，
講演論文集, pp. 315-316，
2011 
 
日本高専学会第 17 回年会，
講演論文集, pp. 317-318，
2011 
 
日本高専学会第 17 回年会，
講演論文集, pp. 239-240，
2011 
 
2011 電気化学会秋季大会，
招待講演，講演要旨集，p. 
297，2011 
 
2011 電気化学会秋季大会，
講演要旨集，p. 299，2011 
 
 
 

 
兼松秀行，生貝 初，黒田大
介 
 
 
生貝 初，兼松秀行，黒田大
介 
 
兼松秀行，生貝 初，黒田大
介 
 
生貝 初，兼松秀行 
 
 
 
小松真也, 鎌倉 渚, 生貝 
初, 兼松秀行, 黒田大介 
 
 
鎌倉 渚, 黒田大介, 生貝 
初,  兼松秀行 
 
 
山本大貴，奥山 歩，生貝 
初，大石祐司，飯村兼一，菅
波晃子，田村 裕 
 
奥山 歩，山本大貴，生貝 
初，大石祐司，飯村兼一，菅
波晃子，田村 裕 
 
黒田大介,  間世田英明, 生貝 
初, 鎌倉 渚, 兼松秀行 
 
横川さおり, 鎌倉 渚, 生貝 
初, 兼松秀行, 黒田大介 
 
 
神崎拓也，黒田大介，兼松秀
行，生貝 初 
 
 
清水頌平，生貝 初 
 
 
 
鎌倉 渚, 黒田大介, 生貝 
初,兼松秀行 
 
 
生貝 初，黒田大介，兼松秀
行 
 
 
黒田大介, 鎌倉 渚, 兼松秀
行,生貝 初 
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浦尾 彰 

 
 
 
 
 

浦尾 彰 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 

和田 孝之 
 
 

和田 孝之 
 
 

和田 孝之 
 
 
 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 
 

和田 孝之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
デジタルネイティブ世代の能力
を開花させる Moodle を利用した
学校ポータルサイト構築とネッ
トワーク化による高専力強化の
提案 
 
Source Orientation in 
Communication with a 
Conversational Agent 
 
アクティブマスダンパに対する
故障検出フィルタ 
 
 
線形確率近似法に対する停止則 
 
 
 
ロバスト凸最適化のためのラン
ダマイズドアルゴリズム 
 
ランダマイズドアルゴリズムに
よるロバスト制御系解析・設計 
 
Expected Squared Estimation 
Error of Stochastic Approximation 
in Finite Samples 
 
 
 
 
線形方程式に対する確率近似法
と停止則 
 
 
確率凸最適化に対する停止則 
 
 
 
多次元確率近似法の二乗平均誤
差解析 
 
 
 
確率最適化に対する非漸近的な
収束率解析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
共著

 
 
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 

共著
 
 

共著
 
 
 
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 

共著
 
 
 
 

共著
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集, ,2011, pp. 
117-118. 
 
 
 
International Conference on 
Intelligent Virtual Agents 
2011 
 
システム制御情報学会論文
誌, Vol. 25, No. 3 (2012,03), 
掲載予定 
 
システム制御情報学会論文
誌, Vol. 25, No. 2 (2012,02), 
掲載予定 
 
計測と制御, Vol. 50, No. 11, 
pp. 950-955 (2011.11) 
 
システム/制御/情報, Vol. 55, 
No. 5, pp. 181-188 (2011.05) 
 
Proceedings of the 42th 
ISCIE International 
Symposium on Stochastic 
Systems Theory and Its  
Applications, pp. 283-286, 
Okayama, Japan (2011.05) 
 
第 54 回 自動制御連合講演
会講演論文集, pp. 648-649, 
豊橋 (2011.11) 
 
第 40 回 制御理論シンポジ
ウム資料, pp. 297-300, 大阪 
(2011.09) 
 
第 55 回 システム制御情報
学会研究発表講演会講演論
文集, pp. 221-222, 大阪 
(2011.05) 
 
第 11 回 計測自動制御学会
制御部門大会資料, 
SY0004/11/0000-18811, 沖縄 
(2011.03) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
白井達也，渥美清隆，石原茂
宏，青山俊弘，浦尾彰，伊藤
明，原島秀人 
 
 
 
Hayashi, Y., Kryssanov, V, 
Miwa, K., Huang, H., Urao, A., 
and Ogawa, H. 
 
和田孝之, 藤崎泰正, Cesar 
Diez Pachas Antonio 
 
 
和田孝之, 井渓崇充, 藤崎泰
正 
 
 
藤崎泰正, 和田孝之 
 
 
和田孝之, 藤崎泰正 
 
 
Takayuki Wada and Yasumasa 
Fujisaki 
 
 
 
 
 
藤崎泰正，和田孝之 
 
 
 
和田孝之, 藤崎泰正 
 
 
 
和田孝之, 藤崎泰正 
 
 
 
 
和田孝之, 藤崎泰正 
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生物応用化学科  
生貝 初 

 
 
 

生貝 初 
 

 
生貝 初 

 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 

 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 

生貝 初 
 

 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 

 
生貝 初 

 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 
 

 
金属材料表面への微生物付着と
それが引き起こす工学的諸問題
について 
 
金属材料による細菌の増殖抑制 
 
 
バイオフィルムと金属材料 
 
 
材料が発現する抗菌性のメカニ
ズムと抗感染性 
 
 
海洋環境に浸漬した種々の金属
材料表面への生物付着 
 
 
表面改質による微生物付着の抑
制 
 
 
コレラ菌溶血毒が持つ 2 つのレ
クチンドメインの糖結合性 
 
 
標的細胞膜上でコレラ菌溶血毒
の孔状集合体形成を高める膜成
分や膜の状態 
 
海洋環境中における金属材料と
付着微生物の関係 
 
金属材料の微生物付着におよぼ
すひずみの影響 
 
 
鉄イオンによるバイオフィルム
の成長制御 
 
 
細菌由来孔形成毒素の膜侵入モ
デル 
 
 
各種金属材料への汚損生物の付
着 
 
 
金属元素による生物汚損制御の
可能性 
 
 
伊勢湾岸海洋環境中への各種金
属材料の浸漬試験と生物付着 
 
 
 

 
共著 

 
 
 

共著 
 
 

共著 
 

 
共著 

 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 

 
 
共著 

 
 
 

共著 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 
 

 
高温学会誌，第 37 巻，pp. 
17-24，2011 
 
 
軽金属，第 61 巻，pp. 
160-166，2011 
 
防錆管理，第 55 巻，pp. 
369-377，2011 
 
バイオマテリアル－生体材
料－，第 29 巻，pp.232-239，
2011 
 
第 16 回高専シンポジウム，
講演要旨集, p. 142, 2011(米
子） 
 
第 16 回高専シンポジウム，
講演要旨集, p. 141, 2011（米
子） 
 
第 16 回高専シンポジウム，
講演要旨集, p. 143, 2011（米
子） 
 
第 16 回高専シンポジウム，
講演要旨集, p. 144, 2011（米
子） 
 
材料と環境 2011，講演集，
pp. 223-224，2011 
 
日本高専学会第 17 回年会，
講演論文集, pp. 291-292，
2011 
 
日本高専学会第 17 回年会，
講演論文集, pp. 315-316，
2011 
 
日本高専学会第 17 回年会，
講演論文集, pp. 317-318，
2011 
 
日本高専学会第 17 回年会，
講演論文集, pp. 239-240，
2011 
 
2011 電気化学会秋季大会，
招待講演，講演要旨集，p. 
297，2011 
 
2011 電気化学会秋季大会，
講演要旨集，p. 299，2011 
 
 
 

 
兼松秀行，生貝 初，黒田大
介 
 
 
生貝 初，兼松秀行，黒田大
介 
 
兼松秀行，生貝 初，黒田大
介 
 
生貝 初，兼松秀行 
 
 
 
小松真也, 鎌倉 渚, 生貝 
初, 兼松秀行, 黒田大介 
 
 
鎌倉 渚, 黒田大介, 生貝 
初,  兼松秀行 
 
 
山本大貴，奥山 歩，生貝 
初，大石祐司，飯村兼一，菅
波晃子，田村 裕 
 
奥山 歩，山本大貴，生貝 
初，大石祐司，飯村兼一，菅
波晃子，田村 裕 
 
黒田大介,  間世田英明, 生貝 
初, 鎌倉 渚, 兼松秀行 
 
横川さおり, 鎌倉 渚, 生貝 
初, 兼松秀行, 黒田大介 
 
 
神崎拓也，黒田大介，兼松秀
行，生貝 初 
 
 
清水頌平，生貝 初 
 
 
 
鎌倉 渚, 黒田大介, 生貝 
初,兼松秀行 
 
 
生貝 初，黒田大介，兼松秀
行 
 
 
黒田大介, 鎌倉 渚, 兼松秀
行,生貝 初 
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生貝 初 

 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 
 

生貝 初 
 
 

生貝 初 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 
 
 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 

下野 晃 
 
 
 
 

下野 晃 
 
 
 

下野 晃 
 
 
 
 
 

 
いくつかの溶射材についての海
水環境中における生物付着性の
検討 
 
いくつかの複合酸化物の海水環
境中におけるミクロ付着性評価
について 
 
A seesaw model for membrane 
insertion of Vibrio cholerae 
hemolysin 
 
 
いくつかの溶射皮膜の海水中に
おける微生物付着について 
 
伊勢湾岸の海洋環境中での付着
微生物と金属材料の関係 
 
金属酸化物に対する海洋浸漬中
での生物付着の影響 
 
 
金属材料表面に形成される緑膿
菌のバイオフィルムとその形成
機構のモデル化 
 
 
 
 
 
 
Action of Vibrio cholerae 
hemolysin on lipid monolayers on 
phosphate buffer solution 
 
 
 
 
Biofouling of various metal oxides 
in marine environment 
 
 
Adsorption of Amido black on 
Okara 
 
 
 
マイクロ波加熱法によるオカラ
液状化条件の検討 
 
 
オカラによるメチルオレンジの
吸着  
 
 
 
 

 
共著 

 
 

 
共著 

 
 

 
共著 

 
 

 
 
共著 

 
 
共著 

 
 

共著 
 

 
 
単著 

 
 
 
 
 
 
 
 
共著 

 
 
 
 
 

 
共著 

 
 

 
共著 

 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 

 
2011 電気化学会秋季大会，
講演要旨集， p. 298，2011
（新潟） 
 
2011 電気化学会秋季大会，
講演要旨集，p. 298，2011（新
潟） 
 
International Union of 
Microbiological Societies 
2011 Congress, P-BA07-99, 
2011 （Sapporo） 
 
第 58 回材料と環境討論会，
講演集，pp. 127-128, 2011 
 
第 58 回材料と環境討論会，
講演集，pp. 125-126，2011 
 
第 55 回日本学術会議材料工
学連合講演会講演論文集 
p.216，2011 
 
第 162 回日本鉄鋼協会秋季
講演大会 シンポジウム「バ
イオフィルムおよび微生物
がが材料に及ぼす影響」、材
料とプロセス（第 161 回大
会春季講演大会において開
催予定だったため抄録未掲
載），2011 
 
2011 
Pusan-Gyeongnam/Kyushu-S
eibu Joint Symposium On 
High Polymers (15th) and 
Fibers(13th), PA-47, 
2011(Busan) 
 
Abstracts of the Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference, p.48 Nov 2011 
 
MEDICINE AND BIOLOGY, 
Vol.155,No.12,pp.871-874 
 
 
 
電気化学会 技術・教育研究
論文誌，Vol.18, No.1, pp.1-4, 
2011 
 
電気化学会 技術・教育研究
論文誌，Vol.18, No.1, pp.5-8, 
2011 
 
 
 

 
黒田大介, 兼松秀行, 生貝 
初, 岡留寛人 
 
 
黒田大介, 兼松秀行, 生貝 
初, 横山誠二 
 
 
Hajime Ikegai, Ken-ichi 
Iimura, Yushi Oishi, Akiko 
Suganami, Yutaka Tamura and 
Tadakatsu Shimamura 
 
黒田大介，岡留寛人，兼松秀
行， 生貝 初, 桐原聡秀 
 
黒田大介，鎌倉 渚，横川さ
おり，生貝 初，兼松秀行 
 
幸後 健，神崎拓也，黒田大
介，和田憲幸，兼松秀行，生
貝初 
 
生貝 初 
 
 
 
 
 
 
 
 
Hiroshige Seto, Hajime Ikegai, 
Takayuki Narita, Yushi Oishi 
 
 
 
 
 
T. Kohgo，D.Kuroda, N.Wada, 
H.Ikegai and H.Kanematsu 
 
 
Hiroshi SHIMOFURUYA, 
Nagisa HASEGAWA, Akira 
SHIMONO and Yoshihiko 
KUNIEDA 
 
下古谷博司，内田享佑，国枝
義彦，高木康之, 林征雄, 鈴木
郁功 
 
下古谷博司，下野晃，国枝義
彦 
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下野 晃 

 
 
 

下野 晃 
 
 
 

下野 晃 
 
 

下野 晃 
 
 

下野 晃 
 
 

下野 晃 
 

 
高倉 克人 

 
 

高倉 克人 
 
 

高倉 克人 
 
 
 
 

高倉 克人 
 
 
 

小川 亜希子 
 
 
 

小川 亜希子 
 
 
 

小川 亜希子 
 
 

 
小川 亜希子 

 
 
 

小川 亜希子 
 
 
 
 
 
 

 
廃棄系バイオマスの液状化率に
よる比較 
 
 
固体酸による廃棄系バイオマス
の液状化 
 
 
オカラによる Amido Black 10B 色
素の吸着除去 
 
オカラによる泥水の凝集沈殿 
 
 
固体酸によるオカラの液状化 
 
 
オカラによるメチルオレンジの
吸着 
 
生体膜モデルから増殖型人工細
胞へ 
 
両親媒性トリスマレイミド誘導
体の形成する会合構造 
 
鈴鹿高専における半経験的分子
軌道計算ソフトウェア「Scigress 
MO Compact」の座学・実習への
適用 
 
反応活性膜分子間の長鎖移動に
ともなうジャイアントベシクル
の動的挙動 
 
電気炉酸化スラグ溶出成分の植
物プランクトンを用いた影響評
価 
 
哺乳類動物細胞の培養系を利用
した鉄鋼・めっき加工材料の物性
評価 
 
植物プランクトンを用いた水域
使用時における電気炉スラグの
安全性評価 
 
チタン‐ニッケル合金のチタン
含有率の変動と細胞および生体
応答との関係 
 
植物由来の多糖フルクタンを用
いた、無血清かつ DMSO 不含の
細胞凍結液の開発 
 
 
 
 

 
共著 

 
 
 
共著 

 
 

 
共著 

 
 
共著 

 
 
共著 

 
 

共著 
 
 

共著 
 

 
共著 

 
 

共著 
 

 
 
 
共著 

 
 

 
共著 

 
 

 
共著 

 
 

 
共著 

 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 

 
 
 
 

 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，
pp.253-254，鈴鹿 
 
日本高専学会第 17 回年会講
演会講演論文集，
pp.251-252，鈴鹿 
 
第 16 回高専シンポジウム講
演要旨集，p385 米子 
 
第 16 回高専シンポジウム講
演要旨集，p386 米子 
 
第 16 回高専シンポジウム講
演要旨集，p387 米子 
 
第 16 回高専シンポジウム講
演要旨集，p388 米子 
 
実験医学増刊,29 巻 7 号，pp. 
26-34 
 
日本化学会第９１回春季年
会 3F5-08 
 
日本高専学会第 17 回年会予
稿集，pp. 29 
  
 
 
第 22 回基礎有機化学討論会 
2P090 
 
 
第 161 回鉄鋼協会春季大会、
材料とプロセス、CAMP-ISIJ 
Vol.24(2011)ｐ101 
 
第 161 回鉄鋼協会春季大会、
材料とプロセス、CAMP-ISIJ 
Vol.24(2011)ｐ９１－９２ 
 
日本水環境学会年会
（2011.3.18-20）、北海道大学
（北海道） 
 
JAACT2011（２０１１．７．
22-23）、東京大学（東京） 
 
 
JAACT2011（２０１１．７．
22-23）、東京大学（東京）0 
 
 
 
 
 

 
下古谷博司，衛藤昂，下野晃，
国枝義彦 
 
 
下古谷博司，松岡巧弥，下野
晃，国枝義彦 
 
 
下古谷博司，長谷川渚，正木
裕士，下野晃，国枝義彦 
 
下古谷博司，山本康輝，下野
晃，国枝義彦 
 
下古谷博司，松岡巧弥，下野
晃，国枝義彦 
 
下古谷博司，正木裕士，長谷
川渚，下野晃，国枝義彦 
 
豐田太郎・菅原正・鈴木健太
郎・高倉克人・栗原顕輔 
 
高倉克人・稲垣直哉 
 
 
高倉克人・長原滋 
 
 
 
 
高倉克人・山本隆浩 
 
 
 
高橋利幸，横山誠二, 兼松秀
行，小川亜希子 
 
 
小川亜希子、兼松秀行、樋尾
勝也 
 
 
高橋利幸、小倉優加、横山由
佳、高橋嘉夫、横山誠二、兼
松秀行、小川亜希子 
 
小川亜希子、赤塚涼太、玉内
秀一、樋尾勝也、兼松秀行 
 
 
清水雅史、水井慎也、柳原佳
奈、小川亜希子、小林恭一、
大浦剛、森山展行、安川沙織、
寺田聡 
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生貝 初 

 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 
 

生貝 初 
 
 

生貝 初 
 
 

生貝 初 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 
 
 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 
 
 
 

生貝 初 
 
 
 

下野 晃 
 
 
 
 

下野 晃 
 
 
 

下野 晃 
 
 
 
 
 

 
いくつかの溶射材についての海
水環境中における生物付着性の
検討 
 
いくつかの複合酸化物の海水環
境中におけるミクロ付着性評価
について 
 
A seesaw model for membrane 
insertion of Vibrio cholerae 
hemolysin 
 
 
いくつかの溶射皮膜の海水中に
おける微生物付着について 
 
伊勢湾岸の海洋環境中での付着
微生物と金属材料の関係 
 
金属酸化物に対する海洋浸漬中
での生物付着の影響 
 
 
金属材料表面に形成される緑膿
菌のバイオフィルムとその形成
機構のモデル化 
 
 
 
 
 
 
Action of Vibrio cholerae 
hemolysin on lipid monolayers on 
phosphate buffer solution 
 
 
 
 
Biofouling of various metal oxides 
in marine environment 
 
 
Adsorption of Amido black on 
Okara 
 
 
 
マイクロ波加熱法によるオカラ
液状化条件の検討 
 
 
オカラによるメチルオレンジの
吸着  
 
 
 
 

 
共著 

 
 

 
共著 

 
 

 
共著 

 
 

 
 
共著 

 
 
共著 

 
 

共著 
 

 
 
単著 

 
 
 
 
 
 
 
 
共著 

 
 
 
 
 

 
共著 

 
 

 
共著 

 
 
 
 

共著 
 
 
 

共著 
 
 
 
 
 

 
2011 電気化学会秋季大会，
講演要旨集， p. 298，2011
（新潟） 
 
2011 電気化学会秋季大会，
講演要旨集，p. 298，2011（新
潟） 
 
International Union of 
Microbiological Societies 
2011 Congress, P-BA07-99, 
2011 （Sapporo） 
 
第 58 回材料と環境討論会，
講演集，pp. 127-128, 2011 
 
第 58 回材料と環境討論会，
講演集，pp. 125-126，2011 
 
第 55 回日本学術会議材料工
学連合講演会講演論文集 
p.216，2011 
 
第 162 回日本鉄鋼協会秋季
講演大会 シンポジウム「バ
イオフィルムおよび微生物
がが材料に及ぼす影響」、材
料とプロセス（第 161 回大
会春季講演大会において開
催予定だったため抄録未掲
載），2011 
 
2011 
Pusan-Gyeongnam/Kyushu-S
eibu Joint Symposium On 
High Polymers (15th) and 
Fibers(13th), PA-47, 
2011(Busan) 
 
Abstracts of the Asia-Pacific 
Interdisciplinary Research 
Conference, p.48 Nov 2011 
 
MEDICINE AND BIOLOGY, 
Vol.155,No.12,pp.871-874 
 
 
 
電気化学会 技術・教育研究
論文誌，Vol.18, No.1, pp.1-4, 
2011 
 
電気化学会 技術・教育研究
論文誌，Vol.18, No.1, pp.5-8, 
2011 
 
 
 

 
黒田大介, 兼松秀行, 生貝 
初, 岡留寛人 
 
 
黒田大介, 兼松秀行, 生貝 
初, 横山誠二 
 
 
Hajime Ikegai, Ken-ichi 
Iimura, Yushi Oishi, Akiko 
Suganami, Yutaka Tamura and 
Tadakatsu Shimamura 
 
黒田大介，岡留寛人，兼松秀
行， 生貝 初, 桐原聡秀 
 
黒田大介，鎌倉 渚，横川さ
おり，生貝 初，兼松秀行 
 
幸後 健，神崎拓也，黒田大
介，和田憲幸，兼松秀行，生
貝初 
 
生貝 初 
 
 
 
 
 
 
 
 
Hiroshige Seto, Hajime Ikegai, 
Takayuki Narita, Yushi Oishi 
 
 
 
 
 
T. Kohgo，D.Kuroda, N.Wada, 
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